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本書 を 激芳 賀矢 一 先生の 神前に 棒ぐ 


末 弟 


人の 傳を 作る こと は眞 に難攀 である。 それ は 人 を眞に 知り、 眞に寫 す ことの 難いた めで ある。 

今人 は 近き が 故に、 時代の 見通し 難き がた めに 難く、 古人 は 遠き が 故に、 環境 を 知る ことの 難き 

がた めに 難い C 资料 多ければ、 多き が 故に その 眞僞を 辨じ又 これ を 整理す るに 難く、 乏しければ、 

乏しき が 故に 人の 全貌 を 知る に 難い。 人格が 偉大で あれば、 これ を 窺 ふこと が 難く、 平凡 なれば 

これ を寫す ことが 難い。 性格、 學 問、 事業、 職務が 我に 遠ければ、 遠き が 故に 難く、 近ければ こ 

れを よく 眺め、 寫 すに 適當 なる 距離 を 定める ことが 難い。 

俳聖 S 蕉の傳 記 は、 古今に 亘 つて 乏しく はない。 が、 その 眞に賴 るべき、 豊富に して、 穩 正な 

る ものの 稀な の は、 惟 ふに、 その 時代の 遠いた めか、 その 人格の 偉大な ため か、 世の 尊敬の 餘り 

に 高いた めか、 又は その 資料の 眞 僞紛錯 して ゐ るた めか、 いろくな 事情が 擧 げられ、 考 へられ 

る 0 

わが 萩 Ig 藤 月 君 は， 曩に 「詩人 芭蕉」 を 著して 公刊され、 同書 は當 時好 評啧々 たる ものが あつ 


序  二 

こ。 しか ノ， 君 まこれ を 以て 足れり とせす、 爾來十 年な ほその 硏 鑽を績 け、 世評に も聽 き、 又以 

前の 說をも 反省して、 更に 焦點を 整へ て、 新しく 芭蕉の 全貌 を視 直し、 寫し 直して 本書 を 成され 

た。 かくして、 本書 は實に 君が 第二次の 笆 蕉全傳 である。 本書が よく 芭蕉の 知り 難き を も 知り、 

よく 寫し 難き を も寫し 得て ゐ るの は、 このため である。 余 は 我が 國文 學界 にこの 良 著 を 得た る を 

深く 喜ぶ。 

-  藤 村 作 


恩師 藤 村 作 先生から、 序文 及び 書名 を 賜 はった 事 を、 劈頭 第一 に 感謝す る。 しみ. t\ ありが；，！ 

く 恐 ふ。 

余 は 大正 十五 年 「詩人 芭蕉」 を 刊行した。 其 書 は 當時約 三年の 日子 を 費して 成った もので、 相 

當 苦心して 書いた もので はあった が、 なほ 誤謬 や 記事の 不完全な 點 もあって、 改訂すべき 著書で 

あった。 其 後 十 年の 歲月は 流る、 如く 過ぎた けれど、 余の 胸中に は 前書 修正の 念 追へ ども 去らす、 

かなり 新 材料 も 集まった ので 、「詩人 芭蕉」 に大 斧正 を 加へ、 且つ 俳 論 を 補 ひ、 句 文の 誤傳を 正し、 

その 人生 觀 •  CI 然觀等 思想 方面 を も 考察して、 こ k に 全く 舊來の 著と 面目 を 一 新した 書 を 出す 事 

になった。 本書が 舊來の 「詩人 芭蕉」 より、 一 層 光彩 を 放って 居る 事 は、 余の 公言して 偉らぬ 所 

である。 

一 鱧 余が 著述の 目的 は 二つあった。 一は 諸 書 を涉獵 し、 諸 說を撿 討して、 手落ちな く 笆蕉の 全 

般を 知らう とした 意志と、 一 は 芳賀矢 一 先生の 生前に 於け る 恩義に 酬いよう とした 希望と であつ 


從來の 芭蕉 硏究 は、 大部分 芭蕉 傳の 研究であった。 それ も 芭蕉の 俳人 的 生涯 を、 時代 的に 或は 

年表 的に、 說 明す るに 過ぎなかった。 芭蕉の 全生涯 を通觀 して、 他方 面の 人々 との 交涉に は、 餘 

り 指 を 染めて 居なかった。 例へば 本 間道 悅 とか 物 部 道 意と か 田 中 桐 江な どの 傍系 的 人物の 研究に 

は詳 かでなかった。 併し 物の 眞相 はか 、る 匿れ たる 生活 方面から 開扉され る 例 は、 硏究 史上 往々 

ある 事で、 余 は 其點に 留意し、 か 、る 方面の 研究から、 芭蕉の 實 相に 一 生面 を 開かう として、 聊 

か 得る 所があった。 まだ 十分と は 言へ ない が、 從 來の學 者の なし 得なかった 境地に 突入した 事 は 

偸 快に 思 ふ。 

從來 の學者 は、 芭蕉 を 神聖 視 する 傾 を 持って ゐた。 色蕉を 形式 道 德の權 化の やうに 考 へる 人 も 

今でも ある。 是等は 一 步 進める と 偶像 崇拜の 傳統に 逆行す る 事になる。 芭蕉 は 主情的な 詩人で あ 

る。 芭蕉 は 凡人の すべての 欲望 を 持って、 人生の 行路 難 を 嘗めた ので あるが、 遂に 此 一筋に つな 

がって、 社 會性を 失った ので ある。 芭蕉の 常識 は活 きた 人生の 常識で ある。 芭蕉の 道德は 詩の 本 

質から 迸 出した 道德 である。 芭蕉が 妾 を 持た うが、 伊勢のお 玉 は 镫か鞍 かと 唄 はう が、 何の 事 は 

ない が、 それ を 極力 否定しょう とする のが、 古い 犖 者の 研究 態度であった。 或は 否定し ない 迄 も、 


之を當 時の 俳諧 氣分 として ぼかして 了 ふ 學者も ある。 余が 「貝お ほひ」 の 硏究は か > る傳統 を 

打破すべく 企てた もので、 芭蕉の 眞 相を傳 へる 上に、 相當な 效果は あらう かと 信じて ゐる。 

又 從來の 研究 は 芭蕉の 思想 方面に 餘り觸 れてゐ なかった。 それ は 芭蕉の 俳 論の 批判 や 人生 觀* 

自然 觀の 論評 は 無い 事 もなかった が、 大方 槪念 的で、 詳しくなかった。 ^蕉の 俳 論 は その 意味に 

於て 加へ たもので、 完成して はゐ ない が、 多少 統一的に 試みた 所に 自信 は ある。 なほ e 蕉 の哲學 

的 方面の 硏究も あるが、 之 は 紙面が 餘 り擴大 する ので、 他日 を 期して 發 表すべく 割愛した。 

余の 硏究は 別に 奇說 も珍說 もない。 余 はた 忠實に 芭蕉の 全面 を 考察した だけで、 いはて 從來 

の硏 究を廣 めて、 それに 綜合 的な 知識 を與 へたと いふに 過ぎない。 それ も 果して 目的が 達せられ 

たか 否か は、 讀 者の！： 斷に 待つ より 外 はない。 自分と して はべ スト を盡 して 見た が、 未だ 未完成 

な點も ある。 學問は 余 一 人の 獨占 ではない。 普遍的 綜合 的 研究に 一 步を 進めた とい ふ 所が、 本書 

の 特色と 云 へば 特色で ある。 

余と 亡 師芳賀 矢 一 先生との 關係 は、 一 朝 一 夕の 談 ではない。 本書 成る に 及び、 之 を 先生の 御 魂 

に 報：^！! すべく 墓前に 立つ や、 萬感 胸に 迫って、 淚滂^ たる を覺 えなかった。 余歲 五十 を 過 ざ、 窮 

乏 殊に 甚 しく、 一門 生の 援助に よって、 辛うじて 生きる 者で は あるが、 本書の 成立 旣に 前後 サ 餘 


年の 歳月 を 費し、 調ぶ 可き もの は 大方 調べ 盡し たので、 此點は 亡 師の靈 を 辱 汚し 

，か^^ーーロはぁる。 

昭和 十 年 八月 二十日 

大 塚の 寓居に 於て 


f、 本 * は 事實の 正確な 記錄を 主と し、 必ゃ しも 行文の 流暢に 留意し なかった。 

一、 古人の 發句 • 連句 • 文章 はっとめ て 原形の ま、 採錄 したが、 讀み惡 き 文章 は 句點を 修正し、 送 

假名 を 改め、 假名 を 漢字に 直した もの もあった。 

一 、 誤字、 假名 遣の 誤り は 正した が、 古字. 俗字. 訛 言 等は强 ひて 改めなかった。 

一、 出典 は必す あげて 置いた が、 二三 不明の もの もあった。 

一、 校正 は 出版 を 急いだ ため 再校で 打 切り、 三校 は 書肆の 手に 委ねる 事に した。 

1、 本書 は 大森龍 夫君の 熱心な 淨書 によって 成立した。 こ、 に 特記して 君の 努力 を 感謝す る。 
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IT 西 國を遊 歷 する— 北 枝 宛の 芭 蒸の 書翰。 

r 天の 橋 立. 伊 豫の松 屮淡 路の福 良へ 行く  — 輻良舊 記. 俳 諧 正 語 抄. 行 脚 怪談 袋 等 

の 1 ョ。 事 

.1. 一、 壽貞 とい ふ 妾が あつ. た —— 風 律の 「小ば なし」 其 他の 例證。 壽貞の 句。 壽貞！ .： 數 

人 もる C 

第二 節 「貝お ほ ひ薩  S 

一、 其 概說— 種 彦の書 入 本。 橫本 貝お ほひ。 

. 一一、 貝お ほひに 於け る 小歌 及び 流行 詞 I ザ "い t せ f やつ 、、俳諧. 糸竹 初心 集 * 敷 座 之 

慰. 松 の 葉. 落 葉 集。 よ だれか け 4 藏.吉 原 流行 小唄 惣ま く リ. 洞 房 語 園. 垣 下 徒 然 草. 姿 

記 評 林 • い か の ぼ り. 卜 養 狂歌 集. 吉 原 失 墜. 好 色 訓蒙園 橐。 

111、 貝お ほひに 表れた 笆蕉の 遊蕩 氣分。 

章 芭蕉の 江戶 下り  

第 一 節 江戶 下りの 時日と 同伴者の 有無 

一、 寬文 十二 年卷 とい ふ說。 

一 「延寳 四 年說。 

一一 「延寶 六 年說。 


三 3 

三 四 


『同伴者 I 小澤卜 尺-」 從 つて 下る。 向井 八 大夫卜 宅が 伴 ふ。 江 戶中ノ  1^ 定林 K 

の^ 默宗 和尙が 中途から 連 立 つ。 季吟と 共 に 下 る。 

第二 節 最初の 落着 所  三 ーノヽ 

I、 小澤ト 尺を賴 る。 

II、 杉 風 或は 仙 風を賴 る。 

111 二 巴蕉 山桃靑 寺の 說。 

ra>  j ほ 蕉庙 の說。 

W 、江戶 下りの 目的。 

第三 節 關 口 水道 ェ 事  ：  ニー 一六 

一、 江戶 水道の 由來。  -, 

I 「水道工事の 時日。 

II 一、 工事に 關す る諸說 —— ィ 、襟 川の 水道 修 成の 傭 夫と なる。 口、 世に 功.^ 遣さん た 

め、 小 石 川の 水道 修める。 ハ、 藤 堂 家 小石 川上 水 掘 割の 役， „ ^蒙 つれ 時、 芭 燕 は 主 

君に 從ひ、 目白 下龍隱 庵の 邊に 止宿す る C 或は 掘 割の 普請 奉行と なる。 -1、 中坊 

氏の ため！. L 水道工事の 設計， なする。 ホ、 松 村 市兵衞 と假稱 し、 幕 府の普 請 方， な 司 

る。 へ、 小澤卜 尺が 許に 居 て、 水 道 工事の 指圆 する。 ト、 卜 尺の 周旋 で、 水 方の 官 
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吏と なる。 チ、 西 島 八兵衞 のな す 所 に 倣 ひ、 水 道 工事に 關 係す る。 

r 關 口の 龍 隱 庵と 五月雨 嫁 

第 四 節 剃髮 と改號  

I、 剃髮の 時日 I 寬文六 年說。 寬文 十二 年說。 延寶 元年 說。 延寳ニ 年說。 延寶四 

年說。 天 和 元年 說。 

一 I、 桃 靑改號 の 時日 I 寬文六 年說。 寬文 十二 年說。 季吟の 書翰。 延寶ニ 年說。 延 

寶四 年說。 

第五 節 祧靑と 名け た 理由  

一、 芭蕉 先祖の 氏族に よる。 

一 「佛 頂參禪 に附會 する。 

一一 「詩經 の 桃夭篇 による。  • 

r 李 白に 對 して、 桃 靑と附 ける。  ， 

第 六 節 延寶の 芭蕉の 俳諧  

一、 概說。 

11、 桃靑 二十 歌仙に 就いて。 

一一 一、 延寶の 芭蕉の 俳 風— 茶話 口 傅の 句。 


第五 章 


1八0 


第二 節 


句 合 I 六番句 合. 十 二番 句 合. 田 舍ノ句 合. 常 盤屋ノ 句 合 C 幽玄 調 C 

次 韻。 

芭燕庵 時代  

節 深 川の 芭蕉 庵  

深 川の. e 來。 

色蕉 庵の 附近。 

芭藤 庵と い ふ號に 就いて II 芭燕庵 杉 風。 

芭蒸殁 後の 芭蕉 庵。 

さ蕉庵 入りの 時日— ィ、 寬文六 年說。 口、 寬文 十二 年說。 ハ、 延寶 元年 說。 -ー、 延赍 

二 年說。 ホ、延|^^六年說" へ、 延寶七 年說。 ト、 延寶八 年說。 チ、 天 和 元年 說 C 

色蕉 改號說 I 季吟 の 書翰。 

笆蕉 庵の 生活— 內 部の 狀 態。 大き。 瓢 の銘。 小瓢。 文臺。 槍 笠。 時雨 塚 C 畫 

菊 C 朗詠 切。 茶ノ羽 折。 芭蕉 庵の 小 童" 深 川 八 貧。 飮 食 C 童 心 C 伊賀の 無 名 

庵 十五夜の 獻立。 

芭蕉の 參禪  三 0 

根本 寺と 鹿 島 神社の 訴訟事件。 
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I 「芭蕉と 佛頂— 近 江 永 源 寺の 佛項國 師は芭 蒸の 佛 項，」 もらす。 奈須の 雲 岸 寺。 

第 三 節 芭蕉 庵の 燒失  三 六 

I 、燒 失の 時日— 天 和 二 年 說と天 和 三年 說。 

一一、 悟發 とい ふ說。 

ir 甲斐 行 I 六祖 五平。 郡內谷 村。 初 雁 村。 高山 幻 世。 

r 芭蕉 庵 再建— 素 堂の 勸化 簿。 

第 四 節 天 和に 於け る 芭蕉の 俳諧  一 S 

I 、武藏 曲と 虚栗集 ー 俳諧 明 石の うら。 

一一、 其 他の 撰 集に 於け る 芭 蕉 の 句。 

章 東西 行脚 時代  i 

第一 節 柬 海. 近 幾 • 濃 尾 地方の 旅行  go 

I、 東海道 を 上る 11 千里。 木槿の 句。 蝶の 翅の 句。 伊賀の 五庵。 谷 木 因。 林 桐 

葉。 狂. I？ 木枯の 句の 前書。 趑年。 三 井 秋風。 山路 來て 何やらの 句.」 辛 奢の 松 

はの 句。 命 二つの 句。 大 巔和尙 追悼の 文-」 

一 一、 野 ざら し 紀行に 就いて I 紀行の 書名。 二種の 刊本。 紀行の^ 本。 註 本 C 

一 r 冬の 日に 就いて— 山 本 荷兮。 荷 兮の勘 當說。 坪 井 杜國。 劃期的 撰 集。 天明 俳 


壇 LL 於け る 冬の 日の 影 響 _」 冬の HI 調，〕 註 本 C 

§1、 熱 田 三 歌仙に 就 い て。 

M、 歸 庵 (良 .：： 子 ニ华 四月 II 冋四年 八月)— 其 角の 夢 想 吟。 古池の 吟。 娃合 C 古池の 

吟の 尊崇 C 飛 音 明 神。 本 問 道 悅に謦 學ぶ C 起請文」 道悅の 子孫 C 本 間 家に 

傳 へられ；： 芭 蒸の a 蹟 C 翁 椀。 物 部 道 意の 一家 C 道 意の 孫 片山信 親潮 來 LL 住 

む C 道 意 は 許 六 門。 

r  ，の 曰と 初 懐紙— 春 の 日は芭 燕の 關 知せ ぬと いふ 說 C 春の 日 調。 初懷 紙の 芭 

蕉. Q 註。 蕪 村 一派の 尊重。 

セ、 鹿 島の 月見— 去來 入門。 鹿 島 紀行と 鹿 島 詣。 鹿 島 詣の本 間 家 本。 

八、 故 鄕へ歸 る。 - 大和 行脚 1 句錢 別。 下鄕知 足。 越 人の 伊 良 胡 紀行。 蝶 羅の合 

歡 のい び 、さ。 笈 の銘。 夕 道に 送る 芭燕眞 蹟。 伊勢神宮 參 詣 C 何. の 木の 花の 句。 

證老庵 rn 札の 文。 故主 蟝吟の 別業の 花見。 萬 菊と 芳野 行脚。 甲子 夜話 續篇の 

文。 貞 室の 句- 11 言 ひ盡 さる。 枇杷 園 隨 筆の 異說。 郡 山 11 至リ、 頭陀箱 原 田 宇 

古に 與ふ C 須 磨. 明 石 遊覧。 萬 菊の 鼾の 圖。 己 白 先導 C 長 良 川 鷓飼。 千 子の 死。 

奥 鳳 軒 樂山隨 筆の 文 秋の 日。 

九、 更科 紀行— 笆燕庵 月見。 冬の 芭蒸 庵。 

+ 、曠野 集に 就いて— 許 六の 愛讀 書。 笆燕 に 不純な 撰 集と いふ 說。 芭蕉の 附け棂 
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じた 句。 

奥 羽 行脚  一一 

一 、奥の 細道の 考證— 杉 風 芭蕉の 病弱. な 憂 ふ。 久保島 曾 良。 佛 五左衞 門。 しばら 

く は 瀧に の 句の 初 案. 再 案. 治 定。 淨法寺 家。 高久村 角左衞 門。 田 一枚 植 ての 句。 

雨 考の靑 かげ 集。 相樂 伊左衛門。 桑門 可 伸の 栗。 文字 摺石。 赏 方の 塚。 畫ェ 

加 右衛門。 鈴木淸 風」 松 島 11 吟 歌仙。 わりな き 一 卷。 圖司呂 丸。 三 山 雅集天 

宥 法師 追悼 文。 芭蒸翁 句 評 一 軸」 秘問 集の 說。 荒海 やの 句。 小 杉 一笑。 山中 

溫 泉の 頌。 曾 良と 別る。 立 花 北 枝 C 生 駒 萬 子。 秋 之坊。 等 裁。 近 藤 如 行。 紙 

. 衾 の 記 g 蕉. 如 行. 竹 戶.路 通. 越 人 会 良)。 奥の 細道に 用 ひた、 芭蕉の 頭陀 及び 如 意。 

一 「奥の 細道の 價値— 行脚の 寂。 奧羽 行脚 以來俳 風 ー變。 紀行文の 論評。 

1 一一、 奥の 細道の 原本 及び 異 本 —— 眞 蹟 本 (櫻 0 軒 本)。 素 龍淸書 本 (井 筒屋 本)。 その 傳 

來。 去 來書寫 本 (蝶 夢 本)。 勝峯氏 出版の 去來 本お くの ほそ 道。 其 角筆寫 本。 乙 

由筆寫 本。 半 化 坊の處 の， 細道 其 他 (異本)。 M  I おくの 細道、 檢入奧 の 細 道 其 他 (別 

本)。 

『奥の 細道の 註 本 —奥の. 道菅菰 抄. 同 附 錄. 贅 頭 奥の 細 道. 護 物. a 筆 奥 廼細美 知 考. 

奥の 細道 通 解. 新 釋奥細 道. 三 宅 氏 新釋奥 si 道. 奧 0 道 評 釋. 奥 細道 詳解 .奧 の 細道 贅 

S 細道 新 研究 其 他. - 燕 村筆奧 の 細 道 顧。 
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- 後の 奥の 細道 1 路 通 0 勸進 蹀. 支 考 のお 脚. 桃 隣の 陸奧 衞. 沾 德 0 行 脚. 立 國の 月見 

ケ 崎. 北 禁の 蝶の 遊 • 千 梅の 若葉の mi 州の 奧羽 笠. 蕪 村の 行 脚 • 蓼 太 の 行 脚ん 木 0 の 

杖の 土 .gu ダ 0 松岛 道の 記. 秀 國 の 奧羽行 記 〈仃 雪 の 发の細 m'M 明の 來花 帖. 曉 臺 の 

し.^ リ 荻. 白 雄の 處羽 紀行 夫 江 丸の 行脚. 諸 九 尼の 秋風の 記. 百 明の 奧往來 -遲 月 上 

人のお 脚. 玉 ^  Q 東 貝 • 一 茶. の 行 脚 • 素 兄の 奥の 雪道 其 他。 

gfe"  t-^  s 六 八 

節 江洛に 遊ぶ  S 六へ 

伊贺 越え I 水鶬 ffiv^ 配 力 LL 與ふ。 去來が 落柿舍 LL 遊び、 鉢 叩 聽く。 斯波園 女。 

洒 堂の 記。 行 春， デ近 江の 人との 句。 

_ 幻 住 庵の 閑居 1 幻 住 庵 老人。 蕾 沼 曲翠。 幻 住 庵の 圆。 幻 住 庵の 生活。 芭 燕と 

. ^貫。 後の 幻 住， f  C 

粟津の 無名 庵 入り— 三 夜の 月見。 支考の 月見 ノ賦し 芭蕉の 堅 田 十六夜 之 辯。 

嗟 峨の落 柿舍に 遊ぶ— 歳旦の 格の 句 C 落柿舍 の由來 C 嗟峨 日記。 同異 本。 

武に向 ふ I 李 由の 明 照 寺。 斜 嶺亭。 太 田 白雪の 二子に 命名。 5^ 本 如 舟。 

ひさ ごに 就いて I 濱田洒 堂の 人物。 ひさ ご 論評。 

蓑に 就いて I 向井 去來. 野澤凡 兆。 撰者の 選 句 論。 蕉 門の 劃期的 撰 集。 洒汀 

目次  二 


藏 の眞蹟 歌仙と 也 蜜の 芭蒸 草稿 斷片。 

第二 節 最後の 芭蕉 庵  き 3 

I  、 笆蕉庵 再興 I 栖居之 辯〕 S 丸の 死^ 悼む。 ^蕉 移す 辭。 素 堂の 母 七十 七の 

賀」 森 川 許 六 入門。 深 川 集 C 桃 櫻の 1「。 許 六 餞別の 文。 時鳥 一 聲の吟 C 悼 嵐 

蘭詞 C 東 順傳？ 洒堂， な戒 む。 

一一、 炭 僚に 就い て I 志 田野 坡. 小 泉 孤 屋. 池 田 利 牛。 輕 みの 風。 劃期的 撰 集 C 炭俵 論 

評。 

第三 節 西國 行脚の 途.  ::: 瑩八 

一、 最後の 江戶住 ー 衰弱 V ^惑す。 はれ 物に 柳の 句。 別 座鋪。 

一 一、 伊賀の 無名 庵 入り— 芭菊庵 出立。 如舟亭 滯留。 名 古 屋入リ U 佐 逢に 至る。 0 

称 舍に遊 ぶ。 鄕 里に 赴 き、 盆 會 營 む。 0 桌 尼の 死な 悲しむ C 新 庵の 月見 C 

III、 奈 良. 難 波 行— 發病。 

B 、終焉. 埋葬 1 痢 病 C 門人 狼狽。 住吉明 神に 祈る。 容態 急蠻。 其角來 る。 死。 遺 

骨^ 義仲 寺に 移す。 通夜、 伊賀の 挨桜^ 待つ。 

If 遣. 書. 遣 物 I 遺 書 三 一 ま。 遣 物 分配。 . 

，追 5„ャ と 句 碑— 義仲寺 の 追 善 百 韻。 其 角. 嵐 雪 等の 追 善 俳諧。 杉 風. 桃 隣 等の 追 善 


俳諧。 路通. 乙 州 等の 追善 俳諧- 支 考の東 山 萬 句。 許 六の 十三 歌仙。 支 考の三 

千 化 C 野 坡の八 ftl 放 生 日。 藝 太の 七十 回忌 追善 C 嘵臺の 九十 回忌 追善。 其 他。 

諸 國翁墳 記。 江戶 に 於け る 芭燕句 碑の 順禮。 桃啻靈 神。 

t 、接 饭 蓑に 就いて I 寶生 沾圃。 支考の 偽書 說。 鶯 笠の 說。 其 他の 論評-」 其 風 調。 

註 本。 

芭孩石 傅 書  

一、. 二十 五箇 條。  - 

I 「梧 一葉。 

ir 俳諧 新々 式。 

r 白砂 人 集。 

W 、俳諧 相 傅 名目。  ノ 

r 蒸 門 十 六 篇。 

t 、俳諧 三部 書。 

八、 幻 住 庵 俳諧 有 也 無 也關。 

九、 山中 問答。 ■ 

十 、附合 十七 體。 


± 、高山 槩塒 へ の 傳。 

士 一 、梅 の 鎖。 

第 九 章 誤傳 された 芭 蕉 の 句 文  ：… ：… ：  a 

發 句. 連 句. 文 章 — 炭 俵. 芭 菊 翁 追悼、、 がら し. 笈 曰 記 ふ巴 蕉庵小 文 庫. 泊 船 集. 芭 菊 句 選 • 

芭蒸句 選 拾 遣 ふ 巴 蕉 新 卷. 芭 蕉 袖 曰 記 • 十 家 類 題 集. 芭 蒸 翁 解 參 考二巴 燕 翁 a 句 集 • 一 

串抄。 諸 書の 前 書 文. 白 髮 吟. 枇 杷園隨 筆 中 芭蕉 眞蹟 文. 月 見ノ賦 • 幻 住庵ノ 賦*憐 捨 

子 辭. 庚 午 紀 行. 煤 掃 之 說. 石臼 之 讚. 松 島 ノ賦。 


第 十， 


芭蕉 の 俳 論 ……： 

附 言 

本質 論 ——ィ、 誠の 俳諧。 

風體論 11 ィ、 不 易. 流行。 

句の 語格 U ト、 句 の 位。 

作法 論 「發 句の 作法 M 


二ハ八 


口、 逢 俳の 區別。 ハ、 俗談. 平 話。 二、 寂び. 菜リ /1 み。 

口 、眞. 行. 草。 ハ、 句の 新しみ。 -I 、 句の 勢 ひ。 ホ、 句の 姿。 へ 


.ィ 、句作の 用意。 口、 上達の 道。 ハ、 取合 乜。 二、 餘韻. 餘情。 

ホ、 題 . か 離る。 二、 附 句の 作法— ィ、 附方 の 用 意。 口、 附 方の 種 類 (う つ リ ひ .y き 匂 ひ • 

位. 俤. 景 氣)。 

^式 論 11 ィ、 法式に 關 する 觀念。 口、 思想 進行の 順序。 ハ、 懷 紙の 式。 -1、 發句。 ホ， 


脇。 へ、 第三 c ト、 四 句 目。 チ、 月の 句。 "、花の 句 C ヌ、 戀の 句。 ル，？ ^句 

W 、季^ 論 11 <w や み. 盆. 塩 がきの 夜の 說 C 其 他。 口  、無 季の 句。 

r 俳 V 論 11 ィ、 俳 人の 資格。 。、俳人 觀( 俳 0 三 等ノ 文の 說。 蒸 門 十 哲)。 

俳諧 七 部 集總論  • ：… 

I 、代表的 撰 第と しての 七 部 集 

I 「七 部 集の 編者に 就いて 

III  二 巴 蕉の變 風と 七 部の 書 

0、 七 部 第の 內容に 就いて 

W  、七 部 集の 版本に 就いて  - 

六、 七 部 集の 校本に 就いて  . 

セ、 七 部 集の 註 本に 就いて 

B 蕉の畫 像と 筆 蹟、 其 他 (ロ繪 解 說)  -  


-At 北 


次 


八 


四 


芭蕉の 全 貌 


1 、 彌平兵 衞宗淸 の 末 いふ 說 

f 巴蕉の 先祖 は 平氏で， 池/大納言 賴 盛の 侍 彌平兵 衞宗淸 の 末と 傳 へられて ゐる。 蝶 夢の 「-ほ 駕翁綺 詞傳」 によ 

ると、 -ぃ 巴蕉の 氏族 は 柏 原 天皇の 流、 常 陸 助平 正 盛の 末、 右兵衞 尉平 季宗の 子に、 彌平 兵衞尉 宗淸が あり， 北ハ子 {豕 

淸土師 三 郞と稱 し、 五代 を經、 淸 正と いふ 人に 子供 多く、 家 を 分ち て、 山川 • 勝 島 • 西 川 • 松 尾 • 北 河と 名乘 つた。 

代々 拓植 ノ庄に 住し、 其 末 松 尾 與左衞 門に 至り、 始めて 伊賀の 國府 上野の 赤 坂に 住んだ。 芭蕉の 父 は その 人で ある 

とい ふ。 竹 人の r- ほ 燕 翁 全 傅」 (土芳 及び 兄景 賢の ロ傳を 筆記した もの、 寶曆 十二 年 奥 書) に は、 淸 正の 時 山川. 

勝 島 • 西 川. 松 尾と 分家し、 其 松 尾 氏の 子 某 (百 司と ある)、 その 末が 與左衞 門と なって， 蝶 夢は此 說に從 つた も 

のらし い。 山 崎 氏の 「俳人苡^^^广ー に， 水戶史 館の 說 として、 はじめ 宗淸 事に よって 頓朝を 助けた。 顿朝之 を德と 

し • 宗淸に S:t3T 國阿 k. 山田兩 郡の 內數 邑を與 へた。 宗淸 柘植の 一 枝 を 地に はさみ 家居 をト したら， 明年 其枝繁 

茂し、 花 を るに 至った ので、 柘植を 氏と した。 柘植氏 後日 置 • 福 地. 北 村. 松 尾の 數 家に 分かれた。 云々 と ある。 
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なほ 太 田 氏の 「姓氏 家系 辭書」 に、 つ. 江戸 系圖」 • 「柘植 系圖」 を あげ、 「江戸 系圖」 に は宗淸 (赴， 一伊 賀國 1 以，： 柘植 1 

爲， 氏) を 高 棟より 十代の 後と し * 「拓植 系圖」 に は高楝 より 十一 一代の 末と する。 

宗淸は 情 ある 侍であった。 頼 朝が 平 治の 亂に 破れて、 美 濃 ノ國靑 墓の 延壽の 許 を 立 出で 關 原へ 来た 時、 たまく 

3 りかかった のが 宗淸 で、 藪の 蔭へ かくれた 子供 を 捕へ て 見る と、 頼 朝であった ので 犬に 喜び、 之 を 六 波羅へ 護送 

した。 淸盛は 頼 朝 を 一 時宗 淸に 預けた。 宗淸 あはれ を覺 え、 先づ賴 盛の 母 池" 禪尼 (淸 盛の 繼母) に會 つて、 頼 

朝の 容姿の 故 右 馬 ノ助家 盛 (池" 尼の 子、 賴 盛の 兄) に 酷似せ るを吿 げた。 池， 尼 之 を 聞き、 胸 塞がり、 重 盛 を 促し 

て、 i ぼ 盛に 頼 朝の 助命 を 酷し く訴 へさせた。 重 盛 も 之に は當 惑した けれど、 假 にも 祖母の 命で あり、 捨てて置く 

譯に 行かす、 頼 盛 を 連れて 淸 盛に 池" 尼の 愁訴 を 告げ、 賴朝ー 人^した とて、 亡びる 平家の 運なら ば 亡びる し、 

助け 置いた とて 平家の末 繁昌 あれば 何の 恐が あらう と 事理 を盡 して 願った。 淸盛も はじめは 容易に 聽き 入れな か 

つた けれど、 度々 泣き付かれて 見る と、 强 ひて 賴朝を 殺す 事 も 出来す、 一 日延 しに 頼 朝 •  の 死罪 を ゆるめて ゐた。 

頼 朝 もさす が 利口であった。 父母. 兄弟の 冥福 を 祈りたい と 言って、 小さき 卒堵婆 百 本 を 造った。 か、 る 事が 一 曆 

淚 脆い 老 尼の 心 を 奪った と共に、 剛腹な 淸 盛の 心 を 緩和 させた。 遂に 賴朝は 宗淸の 願 通りに 死を赦 され. 伊豆 ノ國 

へ 流された ので ある。 十三 歳で 待 賢 門の 軍に 從ひ、 馬陲 りして 鎌 田に、 「佐 殿 や 在す。 佐 殿 や 在す。」 と 呼びかけら 

れた 不敵 者、 落人の 行 手 を 遮った 源 內兵衞 貞弘を * 重代の 髭 切で 眞 二つに ぶち 拂 つた 剛膽 者、 その 賴朝を 助命し 

て東國 /下す 事 は、 虎 を 野へ 放つ やうな ものである。 宗淸と あらう 者が、 その 位の 事 を 知らぬ 害 もなから うが 


一度^ 朝 を 自分の 邸に 引取って、 日夜 いぢら しい 姿 を： nfr その あはれ な擧 動に 接して は、 き 武士 もさす がに 哀 

憐の情 は 湧き上った 事で あらう。 殊に 頼 朝 は 宗淸の 主君 賴 盛の 兄に 似て ゐ ると いふの だから、 自分の 主君の 稚な 

顔 も 思 出されて、 いと ど淚の 種であった らう。 頓 朝が 百 本の 卒堵婆 を 造った とい ふ 事 も • 或は 宗淸の 入れ 智惠か 

も 知れない。 -ぃ巴 燕の 先祖に 宗淸の やうな 人が あつたかと 思 ふと， 詩人 的な 血の 流 は v% 'へぬ ものである。 

平家の 報 は 久しくなかった。 豆の 流人 顿朝 は、 やがて 東國 の大將 軍に 押 立てられ、 木 曾が 信 濃に 起り、 北 

に 勝ち、 大 比 叙の 前後に 充ち滿 ちて は、 平家の 沒落 如何と もしが たくな つた。 一門の 都 落 は 悲しき 極みで ある。 

池ノ 尼も此 運命の 忽 劇に 出 會 つたならば、 命 長ら うべ くも 思はなかった であらう。 空しき は 人心で ある。 一門が 

邸宅 坊に火 を 放って 都 を 落ちる 際， 賴盛 だけ は 落ち行く と 見せて 赤旃 ちぎり 捨て、 鳥 羽の 南 赤 江河 原から 都 

へ 引返した。 之 はかね て 頼 朝から 文通が あって、 朝恩に も 申し 替へ て宮 仕しょう とい ふ； 葉 を顿ん だからで ある。 

宗淸 はどうし たかと いふと、 これ も 頼 朝 往年の 恩 を 忘れす、 差 上す 源氏の 兵に、 池 殿の 殿原に 弓 を 引くな、 宗淸に 

手 を かけるな と 戒めて 居た 位 だから、 報恩の 辭誼も 手紙の 端々 にあった 事で あらう。 併し 宗淸は 武士の 面 E を說 

き、 一 門 と 運命 を 共に すべき を 頼 盛に 勸 めた けれど 聽 かれなかった。 頼 朝は賴 盛に 宗淸を 連れて 鎌 倉へ 下れと い 

ふ。 宗淸は 一 門に 後れて どうして 鎌 倉へ 下れよう。 宗淸 は斷然 主家 を 退いた ので ある (平 治 物語、 源平 盛 記、 露 

伴の 「顿 朝」 による)。 「吾妻 鏡」 に、 宗 淸は屋 島へ 赴いた やうに あるが、 その後 宗淸の 名も閱 かないから 詳か でない。 

宗 淸が顿 朝から^ 贺.^ 國に 領地 を 貰った とい ふ說は 信じられない。 「伊 水溫 故」 に、 「宗淸 を 鎌 倉に 招き、 報恩の た 
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め 所領 を 宛ん と 欲する に 受けす。 諸方に さまよ ひ、 柘植鄕 に 隱れ、 住し 終る。 云々」 と あるが、 或は さう かも 知 

れ ない。 柘植の 枝 を 地に さして、 吉凶 を 卜した などと いふ 事 は、 小說 めいて 信じられない。 併し 何 をた よりに 宗 

淸が 伊賀の 柘植鄕 へ隱れ たかは 知る 事 は 出来ない。 柘植鄕 が 宗淸の 元来の 領地で あつたか、 故鄕 であった か、 或 

は 伊贺は 平氏の 一 族の 多い 所であった 關係 上、 そこへ 跡を晦 した か、 更に 分らない。 竹 一 ー坊の 「はせ を 翁 正傳」 に、 

「彌平 兵 衞宗淸 が 屋敷の 跡 今に 存す。 庭に 犬なる 石の 手水 鉢 あり。 人 皆 これ を 名物と す。 云々」 と ある。 

一一、 桃地黨 VJ いふ 說 

支考の 「本朝 文 鑑」、 笆蕉翁 石碑 ノ銘 序に、 「その 先 は 桃 地の 黨と かや。 今の 氏 は 松 尾な りけ り。 云々」 と あり、 

又 「俳諧 十 論」 に、 「故 翁 は 伊賀の 素 生に して、 其 先 は 桃^の 黨 なるよし。 云々」 とも ある。 之 は 芭蕉の 先祖に 百 

司と いふ 別 姓が あるので. それ を 百 司、 桃 地 音の 近似せ る 所から、 誤って 轉 用した もの か。. 或は 芭蕉の 先祖に 百 

司 以外に 桃 地と いふ 氏族が あった もの か、 詳か でない。 百 司 は 伊賀 七黨の 一 と傳 へられる。 

三、 祧 井家から 出た いふ 說 

「類聚 名物 考」 に， 「翁 は 初めは 桃 井 を 名 乘られ たり。 太平 記の 頃に 見えし 舞の 家な りと ぞ。 故 ありて 後に 松 尾 

氏と なられし が、 云々」 と ある。 何に よった もの か 未詳。 

四、 松 尾大膳 太夫 宗 正の 末 S いふ 說 

素 蓮の 「芭蕉 庵 春秋」 の 頭書の 說で、 卽ち园 爺 云 * 「先祖 は 鎌倉時代 松 尾大膳 太夫 宗正 也。 云々 ごと ある。 「姓 


氏 家系 ^誓」、 柘植 氏の 系 11 中 * 宗 正と いふ 人 は 見えない。 

五、 木曾義 仲の l^s いふ 說 

去^の 「芭蕉 翁 全^」 に、 「或說 に 翁の 殁 後に 及びて、 笼の 中より 系譜 一 卷を 出す。 其 系 木曾義 仲の 裔 より 出づ。 

因て 篛仲 寺に 葬る とい ふ。 按す るに 大系 圖に、 「義仲 之 子 志 田 ニニ 郞 先生 義憲、 經，， 廻 伊賀 ノ國 一之 問 .爲ーー 頼 朝 卿 仰 付； 當 

國之 住人 服 部 六 郞時定 、於， 一 彼 國千戶 寺 一 被， 誅之時 自害。」 と あり。 或說と 合せ 考 ふれば、 義憲の 子孫 松 尾 氏を灣 し 

て、 翁 は 共 血脈 にても ありし にや。 云々」 と ある。 併し 此說は 疑 はしい。 芭蕉 殁後、 笈の 中から 系譜が 出た とい 

ふやうな 事 は 未だ 問かない。 笈と いふの も變 であるが • 頭陀の 內に殘 された ものに は 系譜 はない やうで ある。 芭 

蒸が 蕤仲 寺に 葬られ * 木 曾 殿の 句が 笆蕉 作と 誤傳 される やうに なって、 何か芭 燕は義 仲と 特^の 關係 でも ある や 

うに 世 問から 想像され、 ま 仲 子孫 說が揑 造され たので はなから うかと 思 ふ。 . 

第二 節 父母 • 兄弟. 親族 

1 、 芭蕉の 父 

芭蔡の 父の 名に 就いて ニ說 ある。 ー說は 與左衞 門、 他 は 傣左衞 門で ある。 與左衞 門 說は竹 人の 「#巴駕翁全^^,-* 

「サ巴 蒸 翁 一 代錄」 • 「次 郞兵衞 物語」 • 蝶 夢の 「芭蕉 翁繪 詞傳」 • 素 水の 「W3 蕉翁 一 代壤」 • 「扶桑 名 霜 傅」 等に は 
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え、 儀 左 衞門說 は 竹 ニ坊の 「芭蕉 翁 正 傅」 • 湖 中の 「芭蕉 翁 略 傳」？ 五 柳の 「芭蕉 全傳」 • 去留の 「i 巴 蒸 翁 全壞」 • 

「墨 水 消夏 錄」 .魯 庵の 「芭蕉 庵 桃 靑傳」 • 山 崎 氏の 「俳人 笆蕉」 .a 音の 二 巴蕉 全集」 等 之に 從 つて ゐる、 極 n 氏 

の 「芭蕉 研究」 に、 與左衞 門が 古いと あるが、 そ は 竹 人の 全 傅が 笆蕉傳 中 比較的 古く、 且つ 信じられる もので あ _ る 

から、 推測した 說だ らうと 思 ふ。 儀 左 衞門は 正 傅に 記された 以來諸 書從ふ もの 多く、 これ 叉相當 の根據 ある 說ら 

しぐ、 先づ 今の所 何れ を 正しと する ゃ詳 かで ない。 

介 我の 「風俗 文選 犬 註解」 に、 父 松 尾 與左衞 門と あって、 「實父 は 5： 賀 上野 鐵砲 鍛冶 松 尾 甚兵衞 なりと いへ り。」 

と あるが 眞偽 不明で ある。 山 崎 氏の 「俳人 芭蕉」 に、 

伊賀の 松 尾 氏の 最も 著れ たる は 松尾甚 兵衞統 幸の 系に して、 統幸は 上野 城主 藤 堂 良 勝に 屬し百 五十石 を 食み、 

元 和 元年 大阪の 役 良 勝と 共に 八 尾 口に 戰死 せし 人なる が、 笆蕉は その 別家なる べし。 大阪の 役 藩主 藤 堂 高 虎 

伊賀 者 を 召して 月俸 を 給 ひし 時、 召された る 松 尾 五郎左衛門 は 蓋し 半左衞 門命淸 及び 芭蕉 等が 祖父なる べし。 

或は 云 はく 芭蕉 は 上野の 士松尾 桃 次の 孫な りと。 

と ある。 實 父が あると すると， 笆蕉は 他から 與左衞 門の 家へ 貰 はれて 來た 事になる が詳 かで ない。 松 尾 桃 次の 孫 

だと 云ふ說 は、 松 尾 氏の 先に 桃 地黨が あると いふ 說 から、 桃 地. 桃 次の 音の 近似に よって 誤った もの ぢ やない か 

と考 へる。 政 二の 「俳 道 系譜」 に、 笆蕉を 松 尾 甚左衞 門の 二 男と して あるが、 何れの 書に 據れり や 明かで ない。 

笆蕉の 父の 職業に 就いて 諸 書 大方 記錄 がない。 極 口 氏の 「芭蕉 研究」 に、 「手蹟 指南 をした の は 實は此 父 與左衞 


門で あると 記した もの も あり、 鄉 里で もさう 傳 へて ゐる とい ふから • 或は それが 實 かも 知れぬ。 云々」 と あるが、 

之も詳 かで はない。 

二、 芭舊の 母 

母 は 伊豫 宇 和 島の 人、 桃 地 氏の 女で あると、 諸 書に 見えて ゐる。 「芭蕉 庵 春秋」 の 割 註に、 「支 考ガ說 二 ョル 時ハ、 

蕉ノ父 一 族ノ緣 -1 ョッテ 、桃 地 氏 ノ女ヲ 嫁 リシ 者 也。 年月日 未 fe 、夫- 1 後レテ 存命 シ、 貞享 ノ顷卒 ス。」 と ある。 

今此支 考說を 解剖して 见 ると、 支考は 芭蕉の 先祖 は 桃地黨 であると 言って ゐ るの だから、 一 族の 緣 によって と 書い 

たの だら うが、 -t 巴蕉の 先祖が 桃地黨 であると いふ 事が、 疑問の 一 歩と 云 はなければ ならない。 竹 人の 說 ではぶ 巴蕉の 

？シ  • 

父の 先に 百 司と いふ 氏が あつたと いふの だが、 支考 はこの 百 司 を 音の 近似から、 伊賀の 桃 地 黨の桃 地に 附 きして、 

色蕉の 先祖に してし まった のか も 知れない。 ー體 伊豫 宇 和 島の 人 桃 地 氏と いふの がよく 分らない。 伊豫と 伊賀と 

は 藤 堂 家に 於て は 深い 因緣の ある 土地で、 はじめ 藤 堂 高 虎 は 伊豫 宇 和 島から 今 治に 移り、 後 伊賀 • 伊勢に 封 を轉ぜ 

られ たので あるから、 其 時 芭蕉の 母の 家 も、； 滕堂 氏の 轉封 と共に、 伊豫から 伴賀へ 移住した もの か。 そして 一 巴蕉の 

父の 家と 親族に なった ので あらう か。 ^蒸の 父の 家 は柘植 氏の 族で、 代々 伊賀に 住んで ゐ たので あるから、 蒸 

の 母の 家が 伊豫から 伊賀へ 移住して、 蕉の 父の 本家なる 桃 地黨と 親族 關係を 結んで、 桃 地 氏 を名乘 つた もので あ 

ると 兑 なければ、 芭蕉の 父の 本家なる 桃 地黨が 伊豫の 族と なる の も變な 事で あるから、 之 は^ 蕉の 母の 家が 伊賀 

へ 移って から、 卽ち 蕉の 母の 家の 或 者が、 芭蕉の 父と 同黨 なる 桃 地 氏へ 嫁いだ とかぶ 浮に 來た とかして、 祧地姓 
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を 胃して、 笆蕉の 父の 家と 親族に なった と 見なければ なるまい。 或は 叉 芭蕉の 父の 本家なる 桃 地 氏と 同姓の 人が、 

伊豫から 伊賀へ 移住して、 其 娘 を 芭蕉の 父へ 嫁がせた もの か、 などと 種々 疑念が 起って、 取捨に 困る ので ある。 又 

竹 人の 說に は、 宗淸 から 九 代 目 某氏に 至り 百 司 氏と 改め、 十代 目が 芭蕉の 父と あり、 芭蕉の 母 は 伊豫から 伊賀の 名 

張へ 來て、 松 尾 氏に 嫁いだ と ある。 若し 芭蕉の 母が 桃 地 氏であるなら ば. - 此桃地 氏 は 九 代 目の 一家の やうに 思 は 

れて、 與左衞 門との 血族 上の 關 係が 近 過ぎる やうで、 之 もどう かと 思 はれる。 芭蕉の 母の 桃 地 氏が、 芭蕉の 父の 先 

祖の百 司 氏と 全く 無關 係の人であるなら ば、 問題 は 容易に 解決され るが、 百 司 • 桃 地の 音の 近似せ るた め、 種々 

の 疑念 起り、 解決に 苦しまされる。 貞 松の 「芭蕉 翁 略傳」 に、 母の 名 を いよとし たの は異說 であるが、 信じられ 

まい。 母が 伊豫の 人の 女で あると いふ 傳說 から、 その 名 を 誤った のぢ やなから うか。 文瞻の 「次 郞兵衞 物語」 に * 

笆 蕉の談 として、 母の 先祖 は 新田 氏で あると いふが、 何に 據っ たもの か詳 かで ない。 

芭蕉の 父 はいつ 頃 死んだ もの か 分らない が、 常 陸の 本 間 家に 傅った 「醫家 年鑑」 の記錄 によると、 延寶四 年- t 巴 

蕉は 父の 病 を 聞いて 故 鄕へ歸 つたと あるから、 其 頃 迄 は 生きて 居た やうに 思 はれる。 併し 江戶 から はる. <\- 伊賀 

迄 歸る位 だから、 此 時の 父の 病氣は 死病 だとし な いまでも， 危！： ：1 であった かも 知れない。 或は 其 時 父 は 死んだ も 

のか。 「次 郞兵衞 物語」 に、 與左衞 門 は 中風で 死んだ とあって、^ 蕉 幼時の 事に なって ゐる。 笆 蒸の 母 もい つ 頃 死ん 

だもの はかつ きり 分って ゐ ない。 「野 ざら し 紀行」 貞享 元年 九月の 條 下に、 一 兄の 守 袋 を ほどきて、 母の 白髮拜 めよ、 

浦 島の 子が 玉 手 is、 汝が眉 もや \老 たり。 云々」 と ある 文意から 推察す ると、 其 頃 母 は 旣に世 を 去って ゐ たやう 


に 思 はれる。 素 蓮の 「貞享 の 2^ 卒す。， - と ある は 何に 據っ たもの か。 併し 笆蕉が 兄 半左衞 門に 與 へた 遺言 狀 を：^ 

ると、 「は X 様お よし 力落し 可 申 候。」 とあって、 母 は t 巴 蒸に 後れた ものの やうで ある。 或は 此母は ー巴蕉 の^ 母 か。 

^念 を S= すだけ である。  ， 

三、 芭萑の 兄弟 

之 も 種々 說 があって 明かで ない。 普通 二 男 • 四女說 と 三男 說と ある。 前者 は 竹 人の 「芭蕉 翁 全傳」 • 蝶 夢の 「W3 

燕翁綺 詞俾」 • 「次 郞兵衞 物語」 • 「^蕉 翁 一 代錄」 • 晋 風の 「色蕉 俳句 定本」 等， 後者 は 竹 一 ー坊の 「芭蕉 翁 正俾」 • 

去留の 「^蕉 翁 全集」 • 湖 中の 「笆蕉 翁 略傳」 *魯 庵の 「桃 靑傳」 • 山 崎 氏の 「俳人^ 蕉」 *瓊 音の 「7"巴蕉全！^{.」 等 

の說 である。 今 二 男、 四 女說を 代表して 竹 人の 說を いふと， 父 與左衞 門、 長男 命淸 (半 左衞 門)、 長女 サ r 次男 宗 

房 (izjigg 桃靑 )、 次女 某 (嫁片 野 氏)、 三女 某 (嫁 堀內 氏)、 四 女お よし (後に 命 清の 養女と なる)。 三男 說を代 

^して 竹 二 坊の說 をい ふと、 父 骸左衞 門、 長男 與左衞 門 (上野 赤 坂 町に 手跡 師範 を 以て 業と する y 次男 半 左衞門 

(藤 堂 主 殿 長 基の 臣)、 三男 忠右衞 門 (藤 堂 新 七郎良 の臣) である。 「櫓 詞傳」 に は、 儀 左 衞門を 嫡子と し、 後半 左 

衞 e: 命淸と 改めた と ある。 半左衞 門の 名 は 芭蕉の 書簡に もしば く 見え、 遺言 狀ゃ笆 蕉殁後 遣 物の 整 现に關 し 去 

來* 其 角の 問合せな ど を 見ても 長 si- で、 家督 相繽の 人らしい。 三男 說の 與左衞 門と いふ 名 は 他の 記錄に 見えす、 

お 兄ら しく もない。 「墨 水 消夏 錄」 の 芭蕉 傳に、 「父 名 は 傣左衞 門、 母 は 桃 地 氏、 四 子 あり、 與左銜 門、 半左衞 門、 

忠左衞 門、 次 は 笆蕉翁 也。」 と あるが 誤で ある。 
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長兄 半左衞 門の 職業に 就て は、 手蹟 師範 說と 武士 說 とその 折衷ら しい 說と ある。 但し 手蹟 師範と いふ 說が 通說 

らしい。 武士 說も 有力の やう だが、 仕へ た 主君に 關し種 々說が あって 明かで ない。 竹 二 坊は藤 堂 主 殿の 臣 とし、 

一. 說 (魯 庵の 桃 靑傳に 出) に は 藤 堂 九 兵 衞の臣 とし、 叉 藤 堂 良 精と も あり、 秀三は 藤 堂 修理の 臣 とするな ど 一定し 

ない。 折衷 說と 云った の は 山 崎 氏の 說で、 山 崎 氏 は 半左衞 門の 手蹟 ^ 筆で あるから、 手蹟 師範 をした の は 半 左 

衞 門で、 後長 基に 仕へ たの かも 知れない とい ふ。 半左衞 門の 手蹟 は、 依兮の 「芭蕉 門 古人 眞蹟」 に 出て ゐて、 妙 筆で 

ある。 「次 郞兵衞 物語」 によると、 父 與左衞 門に 六 人の子 供が ある。 長 を はじめは 傣左衞 門、 後 主君から 半 左衞門 

と 名 けられた。 娘 三人 は 早生し、 姉 は 藤 堂 和 泉 守の 家中に 嫁いで ゐる。 與左衞 門 は 度々 の 不幸つ 、.- き、 其 上 一 族 

の 中に も不仕 合せが つ き、 家內に 三人 も 厄介 人が あり、 芭蕉 は 病身、 費用 かさみ、 活計 難 跪であった。 與左衞 

門の 母は產 後の 大病で、 一 年余り 床に 就き、 とうく 亡くなった。 自分 (次郞 兵衞) は 父母と 三人で^ 蕉の 家に 

來て 居る。 自分 等 は 名 張の 家屋敷 は 勿論、 諸道 具、 田畑 を賣拂 ひ、 三十 七 八 雨の 金 を 作り、 色蕉の 家の 受拂ひ を 

すませた。 然るに 間もなく 與左衞 門 は 中風で 死んだ 云々 と 詳述して ゐ るが、 どこ 迄 信じられ るか 分らない。 とに 

かく 芭蒸 一 家 は 貧乏であった 事 は 想像に 難くない。 娘 三人と いふの は、 竹 人の 系圖 にある 末の 娘 三人の 事 だら う 

が、 竹 人 說には 最後の 娘 をお よしと 云って、 命淸の 養女と ある。 このお よし はは- -樣 およしのお よしだと すると、 

「次 郞兵衞 物語」 の 早世 も 怪しい ものである。 姉と いふの は 長女で あらう が、 晋 風の 「色蕉 俳句 定本」 の 「芭蕉 

系譜」 に 山 岸 半殘へ 嫁いだ 人と ある。 


四、 芭 蒸 の 親 族 

竹 人の 系 II にある 片野. 堀內 とい ふ 人 は、 どうい ふ 人 だか 分からない。 芭蕉の 甥に 松 村 伊 兵衞の ある 事 は 有名 

な 話で ある。 ，：！： 亥の 「俳諧 眞 澄の 鏡」 に， 

鯉屋 手代 伊兵衞 は桃靑 翁の 甥な り。 幻 世 (高山 傳 右衛門) 世話して 小 普請 手代に なし、 松 村 眞左衞 門と 名 <f 

る。 本鄕^^木町に住す。 共 終る 處を 知らす。  . 

と ある。 野 桂の 「江 都祖 翁境塋 集」 に、 芭 蒸の 位牌の 圆が 出て 居て、 中央、 芭蕉 翁祧靑 居士、 左、 水上 居士， 右、 利水 居 

士。 水上 居士 は 松 村 氏、 寬保ニ 壬 戌年 六月 五日、 利水 居士 は 服 部 氏、 享保ニ 丁酉 年 十二月 九日と あり， 位牌 は 江 

戶紅獎 山 火 之 番松村 太七郞 方に 殘り (此松 村 家から 松 尾 • 服 部の 兩 家が 出る).、 芭蕉 在世中 松 村 は 姪の 家の ちなみ 

で、 位牌 及び 手 澤の手 道具 等が あつたが、 燒 けて 大方 亡くな < ^たな どと 記し、 次に 「若 荷 集」 夢 塚の 由來を あげ、 

桃 鏡 は 太七郞 先代の 人 かと もあった。 「湖東 問答」 の 桃 鏡の 序によ ると、 服 部 利水 は t 巴 蕉の舊 友で • 去来と も 叙し 

く、 江戸に 下る 頃、 「湖東 問答」 の 草稿 を携 へて、 桃 鏡の 家に 来り、 祖父 伊兵衛 (一道と 號) に與 ふ。 云々 と ある。 

之に よると 桃 鏡の 祖父 伊兵衛 は、 笆蕉の 甥 松 村 伊兵衛の 事で， 代々 俳人であった 事 も 分る が、 此松村 家から 松 尾 • 服 

部の 兩 家が 出た とい ふ 事は詳 かで ない。 竹 二 坊の正 傅に、 齊曆の 頃 三代 目 半左衞 門に 至り、 疫病で 家族 悉く 死に 

絕 えたと あるが、 近頃 樋 口 氏の 研究に よると * 半左衞 門の 子孫 は 死に絶え たので はなく、 その子 孫 は 明治 十八 年 

迄 赤 坂 町の 舊 宅に 居住し、 後 魚 町へ 移り、 現に 松 尾萬吉 とい ふ 人が $田 主で あると 言って ゐ るが、 或は 齊 SS 頃 死に 
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絕 えた 家 を， 親族の 松 村 家が 再興した のか も 知れない。 又 服 部 家と 松 村 家と はどうい ふ關 係に なって ゐ るか、 伊 

賀の服 部土芳 とこの 服 部 利水と は どんな 關 係に あるか、 それ も 判然し ない。 五明の 「小夜 話」 に、 仙 臺の也 寥和尙 

は 芭蕉 一家の 人で あると あり、 「枕 表紙 傳來」 (其 明の ふくろ 表紙に 出) に は、 也 霧 は土芳 老人の 有 屬で" 奥州 船 岡 

大 光寺 禪 和尙、 風雅 は鳥醉 居士と 蘭惠で * 碓花坊 也 霧と 號し、 浪花 金 龍 庵に て 居士と 鐺內の 粥 を 分かち：： ム々 と ある 

から、 土芳も 利水 も 也雾も T い 巴 蒸の 親族に 當る やうで ある。 なほ 江 三の 「むつの ゆかり」 に 确花也 寥略傳 と 題して、 

伊賀 ノ國 上野 ノ產、 碓井民 部之輔 淸光ノ 次男、 稚名宗 ー郞ト 稱ス、 M ^，纏 加ハ酸 1":^ 十五 歳 一一 テ 出家 トナ 

リ、 加州 大聖 寺-一修 擧ス。 於仙臺 向山 宗禪寺 遷化 ス。 法號環 中道 一 大和 尙。 干 3 百 天明 四 辰. 31  一二 月 五日 

と ある。 竹 一 一 坊の正 傅に， 「伊賀上 野 町 山田屋 市兵衞 (俳名 雪 芝) は 翁の 從弟 也。」 と ある。 叉 「 一 代錄」 に、 「大 

阪西 御堂前 花屋 $ -左衞 門 は 內緣の 人 也。」 とも ある。 Q: 堂 前の 花屋 は、 芭蕉 終焉の 家であって、 諸 寄 花屋 仁 左衞門 

と あるが、 何に 據っ たもの か 一 向 明かで ない。 

樋 口 氏の 研究に よると、 上野 町 松 尾 家 菩提 所 愛染 院所藏 の 位牌に、 月 峰不殘 居士. - 芭蕉 庵桃靑 居士と 二人 だけ 

並べて あるから、 月 峰 は 兄 半左衞 門の 戒名で あらう。 元祿 十五 年 三月 二十 九日に 殁 して ゐる。 松 尾 家 はもと 禪宗 

であった が、 上野に 移って から 露 言宗 になった ので あらう と ある。  , 


_巴蕴 は业 H 通 正 保 元年に 生れた 一： になって ゐる。 但し 之 は 確實な 記載が あっての 事で なく、  ^蕉の 殁年を 元 祿 七 

ハ牛 五十  一 _a に 定めて * それから 逆算した 結 だら うと 思 はれる。 正 保 元年 は寬永 一 一十 一 ハキ 十一 一 e: 十六 日の 改元で 

あるから、 十二月 ト 六日 以前に 芭蕉が 生れたなら 寬永 二十 一年生と なる し、 それ 以後で あれば 正 保 元年 生と なる 

わけで ある。 勿論 月日 は俾 はって ゐ ない。 た^ 「一代 錄」 に 正 保 元年 春 出生と あるの が異說 である。 

,t 巴 蒸の 出生地に 就いては、 古来^ 賀ノ國 阿拜郡 柘植村 (「和名 抄」 に 阿 拜郡柘 殖鄕と ある。 「觀古 雜帖」 に 「木 類 

に 拓を都 美と 註す。 乃ち 都 美. M なり。 音便して 今 は 都 介と 云。 殖字も 植を用 ふ。」 と ある。 卽ち はじめは 柘殖鄕 と 

呼んで ゐ たが、 後 植字と なり、 ッゲ とい ふやう になった。) の^^^とぃふ說と、 伊賀 ノ國 上野 赤 坂 町の 產 とい ふ說と 

あって 一 定 しない。 併し 多く は 前 說に倾 いて ゐ るが、 近 "ゆ 、竹 人の 說が 採られる やうに なって、 後 說に從 ふ 者 も 起 

つた。 尤も 「次 郞兵衞 物， 語」 • 「 一 代 集」 は 赤坂說 であった。 要するに 「綺 詞傳 1 說の 如く、  t い 巴蕉の 父の 代に なつ 

て、 ^贺 上野 赤 坂へ 移住した としたならば、 芭蕉 は 移住 前に 生れた か、 或は 移住 後に 生れた かによ つて、 拓植村 

の廢 とも 赤 坂の 廢と もなる わけで あるが、 そこが まだ 詳 かに 知られて ゐ ない。 

殁ハ+ 代 や 殁齡に 就いても 種々 說 があった。 オリ ヂナル な ものに 殁 年月日の 記載 はあって も • 殁齢を 逸した もの 
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が少 くないので、 異說を 生んだ ので あらう。 卽ち殁 年月の 元 祿七年 十月 十二 日 は、 支考の 「笼 日記- (元祿 八 年刊)、 路 

通の 「芭蕉 翁行狀 記」 (元 祿七年 冬 序)、 壺中 • 芦 角の 「芭蕉 翁 追悼 木が らし」 (元祿 七 年初 冬 序) などに 明記 ある 事 

だから 確實 であるが、 五十 一 歲殁は 許 六の 「風俗 文選」 (寶永 三年 践) の 作者 列傳、 梨 一 の 「奥 細道 菅 菰抄」 の芭 

蕉翁傳 (猿雖 の 曾孫 桐 雨の 筆記と 加賀若 杉の 僧旣白 房の 覺 書に 據 つて 記した もの) 等が 信すべき 古い ものである 

外、 也に 古い 听 では 明記がない やうで ある。 異說を 少し あげる と、 淡々 の 其 角 年 立 「十七 回」 に 芭蕉 卒 五十二.、 

「水鷄 塚 集」 の畫像 誌に 齢 五十二 歳 元 祿八年 十月 中の 二日 卒した まふ、 「一代 錄」 に 翁生壽 五十二 歳、 白露の 「誹 

論」 に 色蕉翁 五十二 歳に て殁 す， 白 雄の 「誹諧 名家 錄」 に 終 命 年 五十二 歳、 政 二の 「俳 道 系譜」 に 終焉 歳 五十二 

或 五十 三、 石 倉 氏の 「季 呤傳」 季吟 系譜に 殁干 浪花 年 五十二、 又 丈 石の 「誹諧 家譜」 に殁齢 五十 三、 春 明の 「誹 

家 大系 圖」 に 五十 有 三な どと ある。 甚 しき は紀 逸の 「黄昏 日記」 (寶曆 十 年刊) に 元祿十 一 年 戌 十一 一月 十一 一日 卒と 

(ふ說 もあった。 けだし 笆 蕉の殁 年月日が、 元 祿七年 十月 十一 一日で ある 事 は 動かす 可から ざる 事實 であるのに、 如 

何に して 殁 齢に 就いて 斯の 如き 異說を 生じた ので あらう か。 五十二 歳 或は 五十 三 歳殁の 記者 は、 色蕉の 出生 を寬 

永 二十 年 或は 寬永 十九 年と 考 へて ゐ たの だら うか。 古人 も 之に 就いて 疑 を 抱いた と 見え、 九々 庵の 「採 菊 暇 筆」 

(天呆 年中 序) に、 「正 保 元年に 生る となり。 蓋 五十 三と いふ は 誤 也。 年歷考 ふべ し。」 と 云って ゐる。 

芭蕉 は 逋稱を 多く 持って ゐた。 之 は 誤傳が 中に 入った からで あるら しい。 金 作、 幼名ら しい。 支考の 「十 論爲 

辯少- に *  rt 名 は 金 作と いへ るよ し。 云々」 と ある。 其 他 一， 一 代 錄」， 「次 郞兵衞 物語」. 「誓 錦 抄」。 「綺詞 傅」 *「芭 


蕉翁 全集」 •「 一 代 集」 • 「古今： ち？ 蹬 iBi! 便覽」 • 「本朝 古今 書騫 便覧」 等に も 兌え てゐ る。 金 吾、 「類聚 名物 考， 一 に • 

「幼名 は 金 吾と いへ り。 ：… 支 考が十 論に 兑 えたり。 云々) と あるが、 金 作の 誤 俥 だら う。 支 考の十 論に は兑ぇ 

ない。 I. 七、 幼名ら しいが どうか、 梨 一 の 「WJ 蕉翁 傳」， 竹 ニ坊の 「正 傳， r 湖 中の 「略 傳」 等に 兑 えて ゐる。 去 

留の 「全 第」 に、 「翁む かう 髮を 取りし：^ より、 いかなる 故に や、 何が しが 許に 寓居し、 半 ヒと改 む。」 と あるが、 一 

素 蓮の 「春秋」 に、 「半 七 アヤ マリナ ラン。 兄弟 同字 ヲ呼 ブコト 未聞。」 と ある。 與作、 他 書に 見えない 名 だが T.h? 

郞兵衞 物語」 によると、 與 作が 最初の 名で、 二 歳の 時 金 作と 改めた と ある。 ^七 郞、 素 堂の 著と 傳 へられる 「松 一 

の 奥」 に、 芭蕪 庵桃靑 俗名 松： 15^^*1 七郞と あり、 許 六の 「風俗 文選」 作者 列傳 にも 武名 松 尾 七郞と あるから、 先づー 

储 かな 名で あらう。 ^3 七、 七郞 の略稱 か。 香 月 半 山の 野 坡に賴 まれて 書いた 碑文に * 「桃 靑子姓 松 尾 字 _ ^質 云々 j 

と ある は甚 七の 書き 換へ であらう。， 「一代 錄」 • 「大系 圖」 に 見えて ゐる。 藤 七郞、 沾 涼の 「綾錦」 に 松 尾 藤 七 郞とぁ 一 

るし、 千 梅の 「自娛 文艸」 芭蕉 塚 碑文に も 松 尾 藤七郞 とあって、 や，^ 信じられ さう であるが、 「類聚 名物 考，」 に、 「世 

に は 藤 七 郞と覺 えたる も あり。 是は 誤な り。 云々」 と あるから 一 寸惑 はされ る。 友 七郞、 「 一 代錄」 に 出る が、 私 一 

の憶說 では、 藤 七郞の 藤の 草 體は友 七郞の 友の 字に 似て ゐ るから、 之 を 誤った もので はなから うかと 考へ る。 牛 七 

郞、 「输詞 倚」 に- t 巴 蕉全傳 を 引き、 「籐堂 家に は 半 七郞と 呼べり。 云々、」 叉 「次 郞兵衞 物語」 に、 「御名 を 殿様より- 

半 七 郞と御 付けな され、 云々」 と あるが 詳か でない。 半 七、 「春秋」 に， 「是恐 ラタ ハ誤ナ ラン。 共 故 ハ兄ヲ 半 左衞】 

門ト 云ヒ、 -t 巴 蕉亦牛 じ ト呼ブ 時ハ、 兄弟 同字 ヲ通稱 トス。 父子 同名 ヲ呼 ビ、 亦 同字 ヲ呼ブ ハ世ー I ァレ 共、 兄^^同ー 
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字 ヲ呼ブ 事 未. 聞。 思フ 一一 半 七 ハ兄半 左 衞門ノ 初 名 力。」 と ある。 之に よれば 半 七 郞の名 も^だ 疑 はしくなる。 甚四 

郎- 秀 三の 「一代 集」 に 杉 風 日記 (杉 風秘 記) の 文 を 引き、 「松 尾 甚四郞 殿 伊賀より 云々」 と あるが、 之 は 甚七郞 

の ，へきで は あるまい か。 忠左衞 門 *忠 右衛門、 之 は 二つ 名が ある 譯 ではなく、 どちら か 一方な の だら うと 思 ふが、 

種々 說 があって 一 定 しない。 先づ 忠左衞 門から いふと * 「綺 詞傳」 に、 「後に 名を更 めて 忠左衞 門と 云」、 「略 傳」 に、 

「後 改めて 忠左 衞門宗 房と 稱 す」 * 素 外の 「古池 蛙之詞 原」 に、 松 尾 忠左衞 門宗房 * 「一代 錄」 に、 「遺髮 の 御供 松 

尾 忠左衞 門 云々」、 玄々 一 の 「俳 家 奇人 談」 に、 「今 高野山 報恩 院の 過去帳に 從て 忠左衞 門と なす。」、 「春秋」 に， 

奇人 談の說 を 引き • 「是 i*" 也。 高野山 一一 至 ラン 人猶 可き。」 月 化の 「秋風 庵 文集し 巴蕉翁 略 傅に、 「忠 左衞 門を是 

とすべし。 云々」 とあって、 どうやら 忠左衞 門說の 方が 正しい やうに も 思 はれる が、 竹 ニ坊の 「正 傳」 に、 「報恩 院 

の § 去 帳に も 松尾忠 右衛門 殿と 記して 今に 殘る。 云々」 と あり、 去留の 「全集」、 沼 波 氏の 、「芭蕉 全集」， 勝峯 氏の 

「俳句 定本」， 「江戸 名勝 11 會」 等に も忠 右衛門と あって、 實際 報恩 院の 過去帳. を兒 たらしい 口吻で 書いた 玄々 一 

. や： & 二； が >  一は 忠左 • 一は 忠右 とあって、 どちらが 正しい か 惑 はざる を 得ない C 新 七、 素 蓮の 「春秋」 に、 「一 

一一： la ス。 是誤 也。 其故ハ 芭蕉 ノ 古主 ヲ新 七郞ト 云フ。 何 ゾ其臣 トシ テ其 主ノ名 ヲォ矢 サン。 是ハ 古主 ノ名ト 混 

交ナシ タル ノ僞說 也。」 と ある。 一.？ 一 §、 之 も 「泰 秋」 に、 「一書 一一 注ス。 是モ 亦其據 ヲ不レ 知。」 と ある。 源七郞 「久夢 

日記」 に 松 野 源 七郞と あるが、 刊行 會本 であるから 誤植 かも 知れない。 松 野 は 不思議で ある。 

上古 書に 見えた 芭蕉の 通稱 はこれ 位 あるが、 改名の 順序 は 全く 分らない。 た^ 糙 かな 所 は 金 作 は 幼名で、 忠 


左衞 e: は 成人して からの 名で あらう。 「 一 代錄」 に， 童 名 金 作， 承應 一 一 癸 巳年 十七 歲 (承 應 一 ーハ 牛 は 芭蕉 十 歳に 富り、 

十七 歳 は 誤で ある)、 改名して 友 七 郞と云 ひ， 後半 七と 改め， 又甚 七と 改め、 共 後忠左 衞門宗 房と 改めた と あるが 

どうかと 思 ふ。 「次 郞兵衞 物語」 に は. 「芭蕉 御 出生な され、 幼名 を與作 様と 申 候。 餘り御 出生の 時より 御 病身に 

て 候 故、 御 二つに て 金 作 様と 改めさせられ 候。 …… 十五 歳の 時 元服 仰 付けられ、 御名 を 殿様より 半 七 郞と御 付け 

なされ …… 半 七郞様 十七 歳の 御 時、 御名の 御 本家の 御緣 家に 紛ら はしき 御名 御」 候と て、 藤 七 郞と御 改名な され 

候。 叉 後三年して 忠 右衛門と 改名した まふ。 以上 五 度 御名 か はり 給 ふ。 云々」 と あるが * 此 物語 は小說 めいた も 

ので あるから どうかと 思ぶ が、 參考 迄に 引用して 置く。 素 蓮 は 「春秋」 に * 「按ズ ル -I  、世 -I  名ス ル 者ァリ トイ へ 

ド乇、 如， 此何ゾ 名 ヲ改メ ン。 思 フー I 是ハ ル 巴蒸ノ 同胞 或 ハ 一 族等ノ 通稱ト 混交 ナ シ タルモ ノナ ラン。」 と 論じ て ゐ 

る。 或は さう かも 知れない。 私 は 後人の 誤 傳ゃ書 寫の誤 も 多く 入って ゐ るので はなから うかと 考 へる。 

-t 巴 蕉は寬 文 頃 迄 名乘の 宗-ぉ を俳號 とした。 名乘を 直に 俳號 とする 事は貞 門の 習慣で、 その 頃 同名異人の 宗房は 

他に もあった。 宗房は 先祖の 宗淸の 一 字 を 取った もの だら う。 延寳四 年頃から 桃 靑を號 とし， 天和ー：儿年2^ー巴蕉庵 

桃 靑と云 ひ、 以来-せ 蒸と も桃靑 とも 用 ひた。 又宗 茂と も 云った とい ふ說が ある。 許 六の 「宇陀 ノ 法師」 に、 「先師^ 

I:, パに 住める 比、 釣 月 軒宗茂 >  泊 船堂宗 房な ど 書きなぐりの 反故な ど 拾 ひて、 云々」 と あるし、 湖 中の 「略 傳」 に、 

「^藤 在京 is- 山の 麓に 居住」 の條 下に も、 「宗 茂と も 書かれし と 云。」 と あるが 詳か でない。 

I 巴 潔の 庵號は 種々 あった。 釣 月 軒、 之 は 許 六の 說も あるが、 一 巴 蒸の 「貝お ほひ」 の 序に 見えて ゐ るから 储 かで 
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ある。 釣 月 堂、 沾 涼の 「綾錦」 にある が 諸 集に 兑 えない。 泊 船 堂、 芭蕉が^ 賀に 居た 頃 書きなぐった 反故に ある 

とい ふ 許 六說ゃ 芭蕉 在京中 東 山の 麓に 住んで 泊 船 堂 桃 青と 云った とい ふ 湖 中の 「略 傳」 說は疑 はしい。 泊 船 堂 は 

笆蕉 庵の 一 名で、 深 川の 水鄕 でなくて は 釣合 はぬ 事と 思 ふ。 詳しく は 後 章に いふ。 宇陀 ノ 法師、 湖 中の 「略 傅」 に 

笆蕉 在京中の 號の やうに 記して あるが 信じられない。 素 蓮の 「春秋」 に ♦ 「t 巴 蕉未俗 鉢 二 テ此稱 アル 事極メ テ穩ナ 

ラズ。 字 陀ハ素 大和 ノ郡 名-一 テ、 宇多. 宇陀 ト通ジ 用 ヒテ、 多 *陀 一一 別義 ナシ。 サ レバ 天子 ノ謚號 -I シテ、 後人 此 

二字  一 I 於テ憚 カラ ザ ル事ヲ 不， 得。 又 法師 ハ僧階 也。 凡俗 ノ身 トシ テ此稱 アルべ カラ ズ。 其密ナ ル理ハ 雜 H 含 經 • 

十 住婆沙 論等ノ 釋書ヲ 讀ミテ 可， 知。 抑此邪 稱ノ據 ル所ハ 、許 六が 編集 ノ 宇陀 ノ 法師 ト云フ 書名 一一 發レ リ。 愚 年 十 歳 

ノ頃此 書 ヲ讀ム  一 I 及 ビテ， 題號 ノ義ヲ 問フ。 或 人 答へ テ曰、 宇陀 法師 ハ 芭蕉 ノ名 也。 許六師 ノ名ヲ 書名 一一 セシト 

云々。 是 一書 ノ說 (湖 中の 略 傳の說 らしい) 一 1 先立 ッコト 數年ナ レバ、 邪 說ノ傳 ハリ來 ルノ久 シキ事 知ルべ カラ 

ズ。 云々」 と ある。 夭々 軒、 「俳人 芭蕉」 に、 「夭々 軒 桃 靑の名 は 「江戸 三百 韻」 に 於て 揭 げられ き。.」 と ある。 之 は 

詩經の 桃夭篇 から 附 けた 號 であらう から、 桃靑 號に改 つてからの 事で ある。 坐與庵 • 芭蕉が 延資六 年 人の 需に應 

ザ コゥ アン 

じて、 「六番 句 合」、 「十 二番 句 合」 の 判 をした 跌 にある 號 で. 山 崎 氏 は 坐與庵 を笆蕉 庵の 一 名と して ゐる やう だが 

詳か でない。 爾々 齋 * 延寶 八き 其 角の 「田 舍ノ句 合」 の 嵐 雪の 序に、 「桃 翁铜々 齋. にゐ まし て 云々」 と ある。 當 

時 芭蕉 は 三十 七 歳、 翁と いふ 尊 稱は旣 にこ、 に 始まって ゐる。 華 桃園， 同年 杉 風の 「常 盤屋句 合」 の 芭蕉の 跋に 

出て ゐる。 色蕉 洞、 天 和 三 年刊 「虚栗 集」 の践に 笆蕉洞 桃靑と ある。 色蕉 庵と いふべき を、 當 時の 趣味と して 大装 


裟に 云った もので あらう c 素宜. 風 羅坊、 天 和 初年 芭蕉 剃髮の 際の 號の やうで あるが、 剃髮の 年代に 就いて 異說多 

く 一  定 しない。 路 通の-俳 諸勸 進牒」 (元 祿 gi 年刊) に^ 蕉を 風羅坊 とする。 詳しく は 後章參 照。 杖錢、 ，：n 雪の 「俳諧 

仲 我， - (元祿 十一 R 牛刊) に^ 蕉翁 杖錢と ある。 野 桂の 記錄 に、 印章の 冠 旁に 杖 頭錢と ある ものが あると。 房 足 • 羊 角* 

羽 cr 是等は ら自肅 の 印章に 用 ひた ものら しい。 に は 見えぬ やう だ。 
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第二 章 仕官 時代 

第一 節 芭 蕉 の 主 家 

伊賀の h 野 は文祿 年間 筒井 定次の 居城であった。 定次は 伊賀 從と稱 し， 羽 柴姓を 賜 はった 入で あるが、 荒淫 

度な く， 家臣 中坊飛 驊と爭 ひ、 ために 領土 を沒牧 された。 之 は慶長 十三 年の 事であった。 その 跡へ^ 豫宇和 島の 

城主 藤 堂 高 虎が 伊賀. 伊勢の 內に封 ぜられ る 事と なった。 それ は 同年 冬であった。 「寬文 印 知 集」 卷之 三に、 伊賀 

國拾萬 五百石、 勢國 (安濃 • 一志. 奄藝 • 鈴 鹿. 河 曲 • 三重 • 釵野 • 多 氣八郡 之內) 拾 七 萬 四百 拾 石、 其 他 都 

合 三 拾 二 萬 三千 九 百 五十石と ある。 「俳人 芭蕉」 は延寶 三年 良 忠の子 良 長が 生家に 差 出した 「新 七郞書 上/ 「新 七 

郞 家乘」 の記錄 によって 說 明して 云、 「慶長 十六 年 高 虎， ゆ 賀の國 上野 城 を 修め、 一族，：：^ 勝 をして 之 を 守らし め、 fi 

五千石 を 給し ぬ。 大阪の 役 良 勝 は その 臣松尾 兵衞 等と 共に 討死 しければ、 良 勝の 子宗德 時に 年 十五、 封 を 襲 

ぎて 名 を 良 精と 更む。 その子 良 忠相續 ぎて 上野 城 を 守る。」 と あるが、 樋 口 氏の 研究に よると， 藤 堂 新 七郞は 上野 

城代の 家で なく、 最初の 域 代 は 藤 堂 出 雲高 淸で、 之 を 出 雲 家と 稱し、 後藤 堂 妥女元 則が 代って、 之 を S„M ^家と 稱 

し、 維新の 際まで 此 家が 城代であった。 新 七 郞良勝 は 藤 堂 家 血緣の 家で なく， 政略 上 藤 堂 姓 を 名乘ら せた ものに 


過ぎぬ らしい 云々 と ある。 尤も 梨 一 の 「奥 細道 菅菰 抄」 の 「t 巴 蒸 翁傳」 に は， 「同函 上野の 城 士藤堂 新 七郞良 精の 

臣 となり 云々」 と ある。 此良 精が 卽ち T い 巴蕉の 仕へ た 主君で、 上野 町山溪 寺に 葬られた ものら しく、 墓に 興 雲 院祥 

^全 1 举大 居士、 延齊ニ 甲 寅年 五月 二十四日と あると いふ 事 だ。 良精殁 して その子 良忠跡 をつ ぐ。 良忠 は通稱 主計 * 

輝 吟と號 し、 芭 蒸の^ら 仕へ た 人で ある。 良忠 と^ 蕉 との 關係は 別項に 詳述す る。 良忠殁 し、 良 長家 をつ ぐ。 探 

丸と いふ 人 は卽ち この 良 長で. 「略 傳」 や 去留の 「全集」 等に よると、 良忠の 子と なって ゐ るが、 「泰 秋」 に は 探 丸 

は螺吟 の，. ii- で、 兄 早世して 世 を 嬰ぐ と ある。 秀 三の 「一代 集」 の 芭蕉 翁傳 に- 「5^ 賀 上野 藤 堂 修理、 探 丸と いふ 此 

人 か」 とあって、 蟬呤の 父の 號 にして ゐ るの は 誤で あらう。 

サ巴 jj^ 一は 貞享五 年！^ 探 丸 を 訪れ、 「さま，.^\のことぉもひ出す櫻かな」 とい ふ 句 を 作って ゐる。 此發句 は 支考の 

「笈 = 記」 に、 「古主 蟬呤 公の 庭前に て」 と あり、 竹 ニ坊の 「正 傳」 に は、 探 丸 子の 別墅に 花見の 催しが あった 時 

の 事に なって ゐる。 脇 を 探 丸が 附 けて、 「春の 日 はやく 筆に くれ 行」 と ある。 この 筆跡 軸と なり， 藤 堂 家に 傳 はつ 

てゐ ると いふ。 探 丸は舊 主の 弟で は あるが、 芭蕉の 門人であった。 「猿 蓑」 に 五 句 入って ゐる。 

1 夜/ \ 寒き 姿-や 釣干茱  - 

伯"： のかげ 鶴の やるせなき 氷 哉 

わき も 子が 爪 紅粉 殘す雪 まろげ 

や ぶ の 雪柳ば かり はすが た 哉 

第一 節 芭 菊の 主家  二三 
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山鳥 や 躑躅よ け 行 尾. の ひねり . 

蜻蛉 や 何の 味 ある 竿の 先 

(續 猿 蓑) 

技巧の 勝れた 風が 見える。 依兮の 「芭蕉 門 古人 眞蹟」 に、 探 丸 • 拙 許 • 式 之の 三吟 歌仙 ー卷が 出て ゐて， 芭蕉が 點 


を かけて ゐ る。  . 

かげ や 一 本手 折 水仙 花  • 探 丸 子 

近に 聞 餅 搗の里  拙 許 

り 舟 山の 尾 崎 を 漕 連て  式 之 

の 羽 を 仲す. 夕 ぐれの 月  丸 

半 短き 市 を歸る 4 牛  許 

干 墳に萩 にけ り  之 

庵よ し 有げ 成 僧 守て  丸 

1! 水の 水難 扣く 夜す がら  /  許 

...s 燒の 蚊屋 打し める 私語  之 

IS いくら. の 歌が るた とる  丸 
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なき 堂に 紅葉 まいらせ 

か V るけ しさ： の 春お ほく 旯 申して わ はれ 偟し候 

ぬる 妹が 男子 待に けり 

の 留守のお も ひ 書 文- 

付 やう ふるめ き 候 か 

果 る 一 重の 花のへ 呋 兼て 

つ きたる 蛙つ くば ふ 

廻る 岡の 鸸の 塵く は へ 

簽戶 細く 明 懸し門 

の 葉 もな き 柿の 枝 をれ て 

かねて 猫の 日影 はかなき 

に 1 ^来に 


- f  -\ (, . ズ  1 え 


0  ^ 


® 圜 


^勢 安" 温逮の 城主 藤 堂 高次の 二子に、 藤 堂 佐 渡 守 高 通- 住 口と 號 する 人が あった。 勢州久 居の 城、 王で、 寬文十 

年 十月 京より 北 村 季吟を 招き、 俳諧 を舉び • 「久居 八 百 五十 韻」. 「百番 誹諧 發句 合」 等の 家 誓が あった。 季吟の 

IS 述珠」 (延齊 四 年刊) に、 

久！ 任 口 公へ ま ゐリて 

狩く らし 月 をえ もの. >- 小 魔 哉  季  吟 

勢 州久 おに ふた、 びいた リて 

二度 兑るゃ 名月に ます 殿 作り  同 

勢州久 おと：， ふ 所 LL 任 口の きみ いみ じさ 殿 作りして 

すみ 玉 ひける にめ しわり て、 彼 地に まか リズ， 

ところ ひさし かれぬ や 翁 草  同 

おなじ リ LL かの 地 に て  . 

だら 野 も 今や しらきの 殿 造り  湖  0 

第一^ 西 の 主家  二 七 


ヒ 


く 


第二 章 仕官 時代  二.^ 

などと あって、 季吟 父子 は餘程 公の 信任 を 厚う して ゐた。 「甲子 夜話」 に、 「藤 堂家久 居と 名 張と 合せて 三方と 稱 

したりき。 役かくる時彼ーー1}^;^の相談にて極るょし。 云々」 と あるから、 藤 堂 家で も 大切な 親 藩の 一 つで、 石高 • 

五 萬 三千 石を領 し、 居城の 壯觀、 李呤の 歎賞 も 強ち 追從 では あるまい。 なほ 「百番 誹諧 發句 合」 (任 口の 發句を 合 

せ I 季吟の 判詞を 加へ たもの) 季 吟の跋 (延寶 七 年 孟夏 中 < ^月) にも * 

任々 尊公、 としごろ 日 比の 御 口す さび をつ が ひて、 百恭の 誹諧 發句 合と なして、 其 判詞を 仕るべき よし 仰 を 

0000000000000000 

かう むれり。 身不德 に， 心 愚に して、 其 は^かり あさから すと いへ ど * 其 さき-^ もした しく 御前に めさ わ 

て 御會を さばき、 百 韻の 點をも 合せ 馴 つかう まつりし になら ひて、 此 たび も拜 見す るに、 云々 

と ある。 任 口と 季吟 の對 面が 寬文十 一 年 だとす ると、 蟬吟 と季吟 との 關係は それより 以前で あつたから * 季呤と 

藤 堂 家との 關係は 久しい ものと 云 はなければ ならない。 從 つて 伊賀. 伊勢の 俳諧が、 季呤 風に よって 指導され、 

感化され た 事 は當然 であった。 r 繽 連珠」 に 伊勢 國廿九 人と あって、 任 口 は 付 句 一 、 發句 十五 入選して ゐる。 その 

內 より 

春 はたちす ゑな がみ つ の始 かな  任  口 

門松の 本と やい はふ ノ江戶 の 同 

ほ だ わら や 取 初 祝 ふ 五 萬 年  同 

を の が 色ぞ靑 のり かづ く あま 蛙  同  一 


紋は さ そ と戶さ \ で みる や 夏の：：：： 

もし かは^ 宇 在：：！： や 三百 n 

U る 人 の ほ う あてなれ や 三 ケの月 

K 立 始て勢 州に 來 たりし に 

父よ 兄よ 花の 筋 ある 弟 

山 W にかり 寝し a: りて 

い ね よ や な 今夜 山 田の. かり 枕 

れん 飛 か 月の輪 を こす 天渗雁 

サ M 深く すむ 姥嶋は 隱居哉 

季吟に 始てぁ ひて 

染ば やと まつに 北 村し ぐれ 

季吟 もとにつ か はしける 

築山 も吉 野で 候よ 雪の 花 

雪中 LL 王子と 云 ふ 所へ 行 侍りて 

雪 ふれば こ、 も， 日 壁の 王子 哉 

季 吟 もとより、 伊勢海老 や 貴方に 向って 視： n とい ひこ 

第一 IS 芭 燕の 主家 
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されし 返事に、 

國の かざりよ その みやこ 草 

「百 番發旬 合」 の 勝 句の 中から 抄出す る。 

. 武藏野 や 邦 幾千 里と みよの 春 

か ぞいる 祝して 

濱 主に 猶 こす 年 や 父母の 春 

勢 州に て 

若菜つ む 祝 鎮ゃこ X の 野 田野 村 

鶯 のうた は 紅梅のお と かな 

庭の 池に 白鳥の む れゐる 見て 

白鳥 やする 花 かづく 水の 上 

花 を ふんで 足 引なら む 山 もな し 

春 駒 の 雪 間 を ひく は 月 毛 かな 

靑梅は 世 にもす ぐる-^ 風味 哉 

かたるな よ 駕籠より 落と 美人 草 


R 同 同 同 同      m  m      同 任 


P 


同 


今 年始て たま まつりし 侍て 

去年まで は 踊 を 見し を 玉 祭  同 

参宮し ける^ の^に て 雨 はれければ 

秋風 や 雨雲す いて 櫛 田 河  同 

あす は あすけ ふ は 與^ 月見 哉  同 

季吟 京よ リき たるに 雲 出 河の 鮎 みせて 

鮎 は 何と さが 松 だけに 雲 出 河  同， 

大 坂よ リ梅翁 き； ^りしに 

老 の旅猶 ゆきく に 大俵哉  同 

年の 內に春 はよう こそ 來た りたれ  同 

Ij 一：： 葉の }C ^や 物語. 古歌の 通俗化が 重なる 興味の 中心で あるが、 取 成 も 不卑て 居らす、 上品な 雅 かな 句 風 は， さす 

がに 大名の 氣品を 表して ゐる。 季吟の 判詞は 少し 賞め 過ぎて ゐる嫌 は あるが、 日頃 恩顧 を 受けて ゐる 大名で は あ 

るし、 階級 觀 念の 强ぃ 昔時の 習惯も あるから、 餘り 咎められまい、 任 口 は 元 祿十年 八月 九日 逝去。 行年 五十 四。 

^蕉 は此任 口と は 面識がなかった らしい。  . 

時 藤 堂 任 n と 同號の 人に 三人あった。 一は 伏 見 西岸 寺 三世 如 羊 和 尙の任 口で， 之が よく 藤 堂 任 口と 遠 へら 

第一 節 芭蕉の 主家  ニニ 
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れる。 た 見の £ 口上 人 は _ 巴蕉の 友人ら しく、 芭蕉 も 貞享ニ 年 卷伏兑 に 至り、 任 口に 逢って， 「我 衣に 伏兒の 桃の 

せよ」 と 詠んで ゐる。 連歌 は 里 村昌程 門、 俳諧 は 松 江重賴 門。 其 角の 「雜談 集」 に、 「大 かたの 月 を もめで し 七十 

二」 其 他の 句が 出て ゐる。 貞享 三年 四月 十三 日 寂。 天明 四 年 任 口の 一 百年 忌に 當り、 几董は 「桃の しづく」 とい 

ふ 追善 集 を 出して ゐる。 次 は 友 次の 「阿波 手 集」 に、 名 古 屋の人 加 藤氏 信屋 とい ふ 任 口が ある。 

名 古屋加 藤氏 信 厘 

料ら る、 鹿の子 ゃニ庞 のはらで もり  任 口 

次は祐 政の 「知惠 袋」 に  ： ，， 

任 口 子 

豐 かなる 代 や 丸腰の 人の はる  一 HI 

と ある。 

#  ,、 

第二 節 芭蕉と 蟬吟 . 、 

I 巴 蕉が藤 堂 家に 仕へ たの は 何時頃 かとい ふと、 之に は 承應說 (芭蕉 九 歳 I 十一 歳) と寬文 ニ年說 (芭蕉 十九 歳) 

と ある。 前者 は 支考の 「本朝 文鑑」 の 笆蕉翁 石 碑銘 並 序の 記事 を 始めと して、 素 蓮の 「春秋」、 錦 江の 「色蕉 翁傳」 

等 之に 從 ひ、 後者 は 竹 ニ坊の 「正 傅」、 去留の 「全集」、 湖 中の 「略 傳」、 五 柳の 「芭蕉 全傳」 • 瓊 音の 「芭蕉 全集」、 

晉 風の 「俳句 定本」 等に 見え. 一般の 說 であるら しい。 併し 異說 もあって、 「一代 錄」 は明曆 年中と し、 秀 三の 「一 


代 isf.」， 「梨 一 の芭燕 翁傳」 は^治 三年 (芭蕉 十七 歳) 近 仕と ある。 尤も 「次郞 丘ハ衞 日記」 の六歲 奉公 說は 常にな 

りさう もない し、 「ls 錦抄」 の 「承應 の は 年い まだ 十八 九なる べし。」 は 誤で ある。  一 

^！^？へて兑ると、 支 考の承 應說も 竹 二 坊の寬 文 ニ年說 も、 確た る根據 があって 云った もの か 分るまい と 思 ふ。 承 

應說 は^^の いふ やうに の 情誼が 普通でな いとい ふ 推測から， 且つ は 直 弟 支考の 記錄も あると いふ 所から、 

j2? 飾 派で は 此說を 信じて ゐる やう だが、 支考の 言の 信じられぬ 場合 も あり、 十九 歳から 仕へ たと て、 fj;; ほの IE;;, は 

に 厚簿の ある わけで も あるまい から • 今； S に 信す る 難 にも 行かない が、 蟬吟の 逝去に 際して 殉死すべき 人で あつ 

たり、 高野山へ 遣髮を 奉じて、 やがて 主家 を脫 退したり、 元服して 忠左衞 門 (去留 云、 其顷 武家の 風に て 寵遇ぁ 

る は に は 主の 名乘の 一 字 を 賜 はる 事 あり。 云々) と 改めたり する やうな 說の傳 はって 居る 所 を 兌る と、 幼時よ. リ 

仕へ て 25 つたと 考 へたく もなる ので ある。 此點 から 推測す ると 寬文 一 一年 說は 物足りなく 思 はれる が詳 かで ない。 

-t 巴 燕 は 藤 堂 家に 仕へ たと しても、 先に 良 精の 臣 となり， 後に 其 子 良忠に 仕へ たもの か。 或は 良 精に 仕へ ると 同 

時に 良忠に 仕へ たもの か。 その 點も ぼんやり 傳 はって 居る。 竹 人の 「全 傳」 に は、 「幼弱の 頃より 藤 堂 主計 良忠 6. 

吟 子に 仕へ、 云々」， 去留の 「全集」 に は、 「主計 良忠に 侍せし む。 ：： 常に 側に 置きて、 云々」、 錦 江の 「芭蕉 翁俾」 

に は、 「子息 良忠に 仕へ て 小 從を 勤む。 云々」 とあって、 大方 良忠の 近侍であった やうに あるが、 「老 の樂」 の 

破笠說 では 藤 堂 家の 料理人と なって ゐる。 とにかく 武士と 云っても 地位の 低い 者で あつたに 違 ひない。 

色 燕 は明曆 三年 卽ち 十四 歳の 時、 「犬と 猿の 世の中よ かれ 酉の 年」 とい ふ 句 を 作った と. 梨 一 の 「菅 菰杪」 中の 

t 力 二  IS 芭蕉と^ 吟  三 三 
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笆蕉 翁傳に 見えて ゐ るが 信じられない。 西武の 「鏖筑 波 集」 (寬永 十五 年刊) に 一葉子の 句と して、 「犬と 猿の なか 

だち なれ や 酉の 年」 とい ふの が あり、 又 立 圃の發 句に 季吟 の點を かけた もの (疑 はしい が、 大判の 薄葉 六 七 枚 位 

の寫 本、 或は 二世 立 圃の句 か。) に、 「犬と 猿の 中 もよ かれ や 酉のと し」 とい ふの もあって どうかと 思 はれる。 去 

留の 「全集」 に、 

良忠 誹諧 を 北 村 拾 穗軒季 吟に學 び、 蟬 吟と號 す。 翁 を 京へ 使と し、 添削 を 乞 ふ事數 多た びな り。 この 時より 

. t, &.^ r. 币っ 『こ乂 つ 5,n1uo 1 說に は良忠 和歌^ 好み、 中院 家の 弟子た る 故、 翁 して 京へ 遺し、 添削.^ ふ 

翁 も 吟时の p> にスら ると 云 事.^ びくな リ。 よって 季 吟に もまみ ゆる 事， <^ 得て、 その 門に 入りたり とも 云。 

素 蓮の 「春秋」 の 良忠傳 にも、 

和歌 ヲ嗜テ 冷泉 家ノ敎 ヲ受ケ * 京ノ季 吟之ガ 師範 タリ。 亦 誹諧 ヲ好ミ テ名ヲ 蟬呤ト 云。 同 ジク敎 ヲ季吟 一 I 受 

ク。 此時 芭蕉 君命 ヲ奉 ジテ、 季吟ガ 家-一 使シ、 同ジ ク擧ビ テ敎ヲ 受ク。 云々 

蟬吟が 洛の李 吟に敎 を 受けた 事 は事實 であるが、 色 蒸が 蟬吟の 使者と して 季吟を 訪れた 事に 就いては 確證を 得な 

い。 蟬吟が 季呤に 俳諧 を舉ん だとい ふ 事 は、 寬文五 年貞德 十三 回忌 追善 を 營んだ 時、 季呤と 百 韻を卷 いて ゐる事 

でも 推測され るが、 山 崎 氏の 說の 如く、 或は 新 玉津島 社説の 如く、 芭蕉が 新玉津 島に 往来して、 季呤の 弟子と な 

つたと いふ 說は 信じられない。 季呤の 「新 玉津 島の 記」 や 石 倉 氏の 「北 村 李 吟傳」 に據 ると、 季呤が 新玉津 島へ 

移った の は 天 和 三年 二月 十四日の 事で あるから. 芭蕉が 君命 を帶 びて、 寬 文の 前後 季呤を 新 玉津島 社內に 訪れる 

理は ない。 或は 君命で 上洛した 事 はあった としても、 それ は 新玉津 島社內 でな く、 他の 場所で なければ なる ま 


い。 ^蒸が 季吟に 師事した とい ふ 事 も 確證に 乏しい が、 た f 一  つ 證 據が ある。 それ は 延资八 年の 「田 舍之句 合」 の 

^燕の 判詞に T 喚 子 cT 予 先年、 呤 先生に まみえ て、 此事を 尋ね 侍れば、 云々」 と あるし、 土芳の 「三 冊子」 中 

の 「黑 ざう し」 に. 「呼子 鳥の 事、 師の 曰、 季吟 老人に 對 面の 時、 御 傘に 春の 夕 ぐれ 稍 高く 來て 鳴く 鳥と 思 ひて 句 を 

すべし と あり。 貞德の 心い かにと 尋ねられ しに. 老人の いはく、 貞德も 古今 傳受の 入と は兑 えす。 全く 句 をせ ざ 

る 事 也と いへ るよ し、 師の話 あり。 云々」 とも あるから、 直接 芭蕉が 李 呤に敎 を 受けない と は 云 はれない が、 は 

じめ は id 接な 關係 ではなく、 問 接に 主君 蟬呤公 を 仲に 置いて、 例へば 季呤が 蟬呤の 家へ 招かれた 時、 近侍して ゐ 

た tEJ 蒲 も季吟 と出會 ふやうな 事が あって、 敎を 受け、 それが 追々 深く 親しくな つて 來 たの だら うと 考 へる。 沾凉 

の 「綾錦」 に は、 菊 岡 隨性軒 如 幻が 導いて、 季呤の 門人に させた とい ふ 異說が ある。 

1. 呤と 笆蕉， 之 は 二人共 文擧 好きの 主從 であった から- 「略 傅」 說の 如く、 或 時 は 宗房を 呼んで、 月 花に 遊んだ 

^もあった であらう。 竹 人の 「全 傳」 に， 

寛 文 五 年 (翁 一 一士 一歳) の 冬、 貞德 十三 回忌の 追善に、 

野 は 雪に かるれ ど枯 ぬし をん 哉  蟬吟子 

魔の 餌 こ ひと 音 をば なき 跡  季 吟 

其 百 韻に 翁の 句 十八の 中 

日暮る まで 汲む も X の 酒 

第二 節 芭 燕と 禪吟  三 五 
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なら で 通 ふ はむしゃ うやみ のな 

有 明の 影法師の み 友と して 

竹 弓 もい ま は卒堵 婆に 引替て 

なに の風靑 もな 飯ば かり ぞ 

これらみ なく 若年の 作 也。 則 島 羽の 里實相 寺に 書寫し 納めて 今に あり。 云々 

とあって、 芭蕉 も 貞德の 追善 會に 列席した と 見える。 かう いふ 關係 だから、 芭蕉 は 常に 蟬呤と 俳 席 を 共に した 事 

は 想像に 難くない ので ある。 蟬吟の 句と 芭蕉の 句と を 比べて 見る と、 その 感化の 大きかった 事 は 後 章に 述べる。 

蟬呤は 寬文六 年 四月 早世した。 芭蕉 二十 三 歳の 夏で ある。 蟬吟 逝去の 年齢に 就いては 全く 不明で ある。 「 一 代 

錄」 に は、 「寬文 三 癸 卯年 四月、 はからす 主計 助 十九 歳に て 世 を 早う し 玉 ひ、 云々」 と あり， 伊賀の 傅へ に は、 正 

保 三年に 生れ、 jo 一.^ 1 卒去と あり (樋 口 氏 研究に よる)、 魯 庵の 「桃 靑傳」 に は、 「明曆 三年に は ^蒸 十四 歳の 少 

年に して、 蟬呤は 凡そ 十 歳の 年長 なれば * 云々」 と あるが、 「次 郞兵衞 物語」 に は * 芭蕉と 同年に して、 「御 病氣 

もな く 御 急死 被 成 候 II せ |S 事」 と 云って ゐる。 墓 は 上野 町山溪 寺. 法名 貞眞院 實叟宗 正 居士と あると (樋 口 

氏 研究)。  ， 


第三 棘 寬 文の 伊加 3； の 俳諧 

I  、  了  9  . 伊賀 衆の 俳諧 

S ズの 賀は 俳諧の 流行した 地方であった。 殊に 上野 町 は 藤 堂 蟬呤の 如き 數寄 者が 居た から も 流行した やう 

だ。 今 常時の 撰维 によって 作者 及び 句數を あげる と， 重 頼の 「； 1^ 夜中 山 集」 (寬文 四 年刊) に *  ^賀 上野 之 住と し 

て 九 人、 卽ち淨 蓮 寺 知 覺( 一 ) • 押 川 氏三畏 (1 1) • 西 之 丸 西 海 (一 一) . 蓬 田 氏 政 好 (七) • 松 尾 氏宗房 (1 0  • 淺井氏 未 

分 (一). 樱井氏 重 山 (九). 保 川 氏 一笑 (六) • 蟬吟 (一)、 湖春の 「績山 井」 (寬文 七 年刊) に， ^賀 國； 二十 六 人と し 

て、 政 好 (付 句 七. 發句卅 四) • ー留 (付 句 三 • 發句廿 六). 一笑 (付 句 十二  • 發句卅 六). 宗房 (付 句 三. 發句卄 八). 

野 也 (付 句 一 .1 一) -蟬呤 (付 句 四 • 發句廿 九) • 求 笑 ( 一  >義 正 ( 一 ) 丄ニ長 (四) •&(  一)  • 式 之 (五) • 三 列 

(一) • 政 好 妻 (一 一) . 夏 水 (七) . 宗興 ( 一) 丄 以 (四) • 守 直 ( 一 ) . 意 兑( 一 ) . 宗良 (S) . 忠頭 ( 一) • 一妙 (一) • 良 

光 (一) • 雪 海 ( 一 ) • 惟正 ( 一 ) • 未 分 (1 一) . 重 山 (十一 一) 。 正 頭 (1  一) • 如 心 (三) • 聖英 (三) • 市隱 (四) . 一 尤 (付 句 

一 • 發.？ 七) • 亩之 (一 一) • 路休 ( 一 ) •  了壽 (三) • 光甫 ( 一 ) • 志 計 (一 一)、 加 友の 「伊勢 踊」 (寛 文 八 年刊) の 作者 句 引 

之 部に， 一 樂( 一 句) • 重 兼！：  一  .？)、 正 辰の 「大和 順禮」 (寬文 十 年刊) に， 伊賀 之 作者 十 一 人と して、 正 好 (十 

ト： S: 福 山 氏 

一 、政 釘 トモ アル) • 一 笑 (五) • 一  靜 (六)、 (本文  一一 、$: 賀上 li 山 氏 一 靜ト アル ハ、 野 ノ字ノ 假名 ヲ略シ タノ ダラウ e> 
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三 八 

( 一 ) (三) •  ？^壽( 一 ) • 宗 萬  一 ) • 宗房 (一 一)、 「耳 無 草」 (嘉永 六 年 堤 

のる。) に、 蟬吟 • 野 也 • 眞劍 • 志 計 上示 房 等の 句 も 見え、 芭 蒸の 「貝お ほひ」 

(寬文 十二 年 作) に は 三十 七 人 (大方 上野の 人 だら う) の 作者 を 集めて ゐる。 以上の 中 櫻 井 重 山 最も 著れ. 次で 

窪 田 政 好 ，呆 川 一笑な ど 上手な 作者であった。 「大系 圖-」 によると、 重 山 は重賴 門、 櫻 井 軒と 號し、 勢州久 居の 藤 

堂 家の 臣、 本土 は 伊賀上 野の 人であった。 寬文 十三 年 「はなび 草」 • 「くる. -」 • 「御 傘」 の 三部 を 合せて、 「公界 集」 

とい ふ 書 を 編んだ。 要す. るに 季呤の 撰 集に 俘賀 衆の 句の 多く 取られて ゐる事 は 注意す べきで * 或は 以上 伊賀 衆の 

多く は季吟 門であった かも 知れない。 伊賀 衆の 主なる 人の 句 を 次に あげて 兑 よう。 


亥 年 

謎に かけて とかば 今年 やかな がしら  ^  ^ 

花見る や 參宮幸 伊勢 櫻  同 

生れな がらす 行者 なれ や 梅 法師  同. 

ゆかり もや 秋 来て は 朱々 さった 山  同 

荷葉 を やか 樣に 名高き 支那の 蓮  同 

君が 春 やか ぞへ もしら じ 算ケ日  同 

つむ 野 邊 の 雪 も 解けた る なぞな 哉  同 


花^:IIの色昔ょり目に月夜哉 

谷 を てらす 梅 ゃぁぢ すきた かひ こね 

花へ 、やかく^ 世界 極樂寺 

吹 風の 口 かためた し. 花 盛 

御幸 又 あれ かし 花の ふるの 瀧 

あ つ もり は 物 かくまが への 花の 顔 

雲^ 毛の 駒 もとび 立春 野 哉 

花の 宿 は 孟母も かへ じ 隣 草 

姬 ゆりと 叉 姬瓜ゃ 御兩人 

夕が ほ に い らっ ひるまの へだて 哉 

ほぞん かけ の. 女 鳥 も鳴ぞ 時の 鳥 

三 かいは ゆい 一色の も みぢかな 

手 折ね ど 二つ かね ある 棗 哉 

風の 手の ね、 を させつる 小 萩 哉 

宇治 LL て 
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兑 つけに けりな 盗人の か は 

瓜 a にむ き 散らした る あと 有て。  12 

〇 

むかしく 祖父 や 植し姥 ざ くら  重 山 

女 共に 卷は楊 贵妃の 花兑哉  ， 同 

蜘の家 や "p- 草 村の 新 在家  同 

池の 面 は 底より 上る 落花 哉  同 

時 しらぬ 花 はふし ぎ ゃ遲櫻  同 

金 衣 鳥 きん も 有け る 啼音哉  同 

渡りみ る や 盧外を かへ りみ つの 月  伺 

をの づ から 天上 くりや 月の 弓  同 

月の 鏡と ぐ や 木末の 柘榴粒  同 

人心 空に もなる や 木 練 柿  同 

松の つら.^ 只 白 藤の ながめ 哉  • 同 

をし^：：！は波をた-みの床寢哉  同  . 
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みぞれして よろめく 枝 やさ、 の醉  正  次 

以上 化 渡す 所、 ^贺 衆の 風 調 は， 取 成 か 見 立、 或は. fn 事. 古歌の 通俗化で， つまり 言語の 連想 上の 興味が 主で ある。 

^il の.？ は從來 「大 坂ゃ兑 ぬ 世の 夢の 五十せ」 とか、 「そり 高き. 新の つるぎ や 橋の 上」 とかし か 一 般に 知られて 

ゐ なかった が、 「耳 無 草」 *「績 山 井」 等 を： て も 一 一三 ト句は あらう。 

めでたい ぞ ざれ 一一 目 のけて 御代の 春  .蟫 吟 

本^ かけ 高 念佛か 時鳥  同 

地 をす る は 根 亂れ髮 の 柳 哉  同 

散つ くし 手 持 わろ いか 花の 風  同 

門 禮ゃ諾 松 さへ 立ながら  , 同 

大 ふくの 茶 も ゆ づり葉 をい は ひ 哉  同 

^巾に も 京 有 興 あり 月と 花  同 

みとれぬ る顏 もや k よめ 八重 櫻  同 

雨露の 恩 や 思 はす しらす 遲樱  同 

1 留 LL 逢て 

^の 歌に はへ た， のか はづ哉  ^ 
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妻子 は 里に 忍ばせて 置 

なまぐさ や 道心が ほ はさし ますな。  螺  吟 

我 は 人人 は我襄 たが ひ 事 

同じ やう 名 はよ び まが ふらし。  同 

とてもよ いしゅの まね はなるまい 

馬 は 馬う し は 牛づれ 我ら づれ。  同 

長 あくびし てうて る 手拍子 

た そた て \ こいち やにて 目を覺 さう に。  同 

發句は 大方 取 成と か、 見 立と かいふ、 言語の 連想から 来る 滑稽 味 を 表して をり- 付 句 は 前 句 を說 明す る やうな ポ * 

4^ 云うて ゐる。 か. -る 風は當 時の 賀 俳諧の 風であって.' 獨り 蟬吟に 限った わけで はない が、 さすが 取 成 •  113- 立 

が 下品で ない 所 は • 殿様 だけの 雅趣 を 見せて ゐる。 

宗 房の.？ 風 はどうで あつたか。 次に 「佐 夜中 山 集」 ノ「繽 山 井」 • 「大和 順 禮」 • 「耳 無 草」 • 「貝お ほひ」 等に よつ 


て 抄出す る。 

姥樱 さくや 老後の 思 ひ 出  宗 房 

月ぞ しるべ こなたへ 入せ 旅の 宿  同 

第三 節 寬 文の 伊賀の 俳諧  四 七 


第二 章 仕官 時代 

花の 顔に 喑 うてして ゃ朧 

盛なる 梅に す 手引 風 も 哉 

あ ち こちゃ 面々 さばき 柳髮 

餅 雪 を しら 糸と なす 柳 哉 

花の 本 11 て發句 望れ 侍て 

花に 明ぬな げき や 我が 歌 袋 

舂 風に ふし 出し 笑 ふ 花 もがな 

なつち かし 其 口た ばへ 花の 風 

初瀨 にて 人々 花み ける に 

うかれけ る 人 や 初 濯の 山樱 

糸樱こ やかへ る さの 足 もつれ 

風 吹ば 尾 ぼそう なるや 犬樱 

花は賤 の めに もみえ けり 鬼 薊 

降 音ゃ环 もす う 成 梅の 雨 

社 若に たり やにたり 水の 影 


夕顔に みとる k や 身もう かり ひ よん 

躑躅 染る汨 や ほと とぎ 朱 

し ば し ま も まつや ほととぎす 千年 

秋風の 鍾 戶の戶 やとが りこ ゑ 

七夕の あはぬ 心 や 雨中 天 

た ん だ す め 住ば 都ぞけ ふの 月 

获の聲 こや 秋風の 口う つし 

寐 たる 萩 や 容顔 無禮 花の 顔 

月の 鏡 小春に みる や 目 正月 

時雨 を や もどかし がりて 松の 雪 

子に おくれ；.： る 人の 本 に て 

しほれ ふす や^ はさ かさまの 雪の 竹 

観 ま じ る 帷子 雪 はこ もんかな 

雜 枯 に 、吹 は 辛 氣 の 花 野 

見琊河  W 野 |5 

第三 節 ^文の 伊 贺の俳 fa 


付 句 


第二 章 仕官 時 

五月雨 も瀨ぶ 

宇治山 山邊都 

うぢ 山 や 外様 

きても 見よ 甚べ 

女 をと 鹿 や 毛に 毛が 

雲 とへ だつ 友 か 

命な りゎづ か， 


かたに 着物 か i 

今 をた うげ と 

後世ね が. ひ 

しゃかの 鐽 あみ 

賤が寢 さまの 

お だ卷の へ そくり 

宗 房の 句 風 もや はり 取 成. 見 立 多く、 


代 

み 


五 0 


ぬ 見酃河 


しらすの 花 盛 

が 羽 折 花 ごろ も 

そろうて 毛む づ かし 

や 雁の 生わ かれ 

の 笠の 下 涼み 

る 物 か はう き 難所 

あっき 日の 岡 „ 

とみ 侍が た 

だ やすりの つば 刀 _ 

寒さつ らしな 

かねて 酒 を かはん _ 


同 

同 

同 


宗 


同 


司 


房 


言語の 滑稽、 通^な 連想の 興味が、 主なる 表現の 目的であった。 なほい ふと 


一 tt: 


式 政 s: 未 同 宗 


五 


笑 m 


留 房 


之 好 水 分 


古歌の 語句に 據っ たものに は 

000000000 

花に 明ぬな げき や 我が 歌 袋 

00  000000000 

うかりけ る 人 や 初^の 山楼 

00000000000 

花の 色 はう つりに けりな 澤 桔梗 

〇o〇〇oo〇  LI 

流れ あ へ ぬ 紅葉 や 岩に こごり 鲋 

ooooooo〇ooooooq*9, 

伊勢 武者が あじろに か i る こ い 紅 紫 

0000000) 

年玉 ゃ卷明 ぬれば 暮る物 

が あり、 梅に 對 して 酸い とい ふ 緣語を 持って 來 たもの は、 

r  0  0  0  0  0  0 

盛な る 梅に す 手 ar-  く 風 も 15^ 

S の 前に かた 酔 をのむ や 梅の 花 

の 例 も あり、 花が 笑 ふとい ふ 意味の ものに は、 

0  0  0  0  0  0  0 

养風 に ふ き 出し 笑 ふ 花 もがな 

花 は 美女 霞 やの ろし 笑顔 

とい ふ 句 も あり、 風に その 口 を かばへ て やたらに 吹くな とい ふ 意味の ものに は 

S 近し 其 口た ばへ 花の 風 
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第二 章 仕官 時代  M  二 

吹 風の 口 かためた し 花 盛  正 好 

とい ふが あり、 見立てた ものに は、 例へば 

0  0  0  0  0000000  ：  - 

霰 まじる 帷子 雪 はこ もんかな  1 示  房 

帷子 を かた ひら 雪に 取 成し、 地上に 霞ま じりの 雪の 降る 狀を、 あられ 小紋の 模様に 見立て- -ゐる やうな.？ に は、 

0  n 〇  0  0  0  0  00^ 

霰 降る 庭 や 白地の 鹿 子  蟬 吟 

0  0  0  0000、0  900 

螌火ゃ 闇に 地黑 のとび かのこ  惟 正 

の 如く、  土地の 地 を 織物の 地質に 取 成し、 I 散が 降って 白くなる 地面 を、 地質の 白に 見立て、 白地の 布の 鹿 子 模様 

だと 洒落れ た 蟬呤の 句、 或は 螢が 闇に 飛んで ゐる 光景 を、 黑 地の 布の 鹿 子 模様に 見立て k ゐる 惟正の 句と も 似通 

つて ゐる。 其 他 政 好に 源氏の 夕顔の 事 を 云った 句が あれば、 宗房 にも 同じく 夕顔に うかり ひ よんと した 句が あり、 

政 好に 高比賫 命の 歌の 句 を 引用した ものが あると、 宗房 にも 下 照姬か 月の 顔と いふ 句が あり、 政 好に 秋 來ては 朱 

朱 さった 山と 云って、 朱々 を 種々 に 取 成して ると、 宗房 にも 染める 淚ゃ ほと とぎ 朱と 云って、 朱 をす に 取 成し， 

一笑が 目極樂 とい ふ 言葉 を 遣 ふと、 宗房も 目 正月と 眞 似るな ど、 仔細に 調べたら、 類似 點 はかなり 多い 事 だら う 

と 思 ふ。 

付 句は詞 付で、 前 句の 意味 を說 明した ものに 類似が ある。 例へば 

000  0  〇o  00  00 

後世ね が ひとみ 侍が た 


OT-OOOOOOOO  つ oo ひ  t』  一 

釋 迦の鲼 あみだ やすりの つば 刀。  宗 

o〇  o〇o〇  〇o  o  Q  ooo〇 

みめに はっかで えりに こそつ け 

0  0000  000000000 

おしろい は 首す じく だり 流れ _^^。  1  笑 

卽ち 一笑の 句 はみ めに 對 して おしろいと 附け、 襟に ついた の だから 首す じから 流れ 落ちる と 云った ので， 宗房も 

ぺ iili ひと あるから， 釋迦 だの 阿彌 陀と附 け、 み 侍 かた (兑侍 ふ. 御 侍 方) と あるから * 髓ゃ刀 を 持って来 たの 

である。 た こ K に 注意すべき は、 常時の tHJ 蕉の句 は 言語の 遊戲 であるに せよ、 主觀 的な 色調 を 持つ 車で、 例へ 

ば 風 もがな • 花 もがな. 花に あけぬ 嘆き • 其 口た ばへ • こや 秋風 • 世 は 逆さま 等， 自己の 感動 を 表した 言語 を 多 

く 川 ひて ゐる事 である。 

I 一、 芭 Si にあらざる 宗 一房 號の 俳人 

文 或は それ 以前の 撰 集に 散兑 せる 宗房號 の 俳人 は、 ^蕉 と共に 七 人 ほどあった。 中には 住所 は 知れても 姓名 

の 分らない 者、 姓名 は 知れても 住所の 分らぬ 者 も あるが、 何故に かく 同 名の 宗 房が 多くあった かとい ふに、 贞 門 

では 名 乘を俳 號に川 ひる 關係 上、 改める 事が 出来なかった からで あらう と 思 ふ。 次に 是 等の 人 を 場所に よって 區 

^すると、 伏 兌の 宗房、 京の 宗 房. 大和の 宗房、 賀の宗 房と なる。 以上の 中京の 宗 房の 句と^ 蕉の宗 房の^と 

の！？ に 多く 混交が あった。 

ィ、 伏 兑の宗 房 
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第二 章 仕官 時代  五 四 

高瀬 道 甘 (「へちまぐ さ」 の 佐 久間見 純の 践に高 飾 瀬 道 甘と ある) の 「へちまぐ さ」 (寬文 元年 跋) の卷末 作者 

句 引に、 伏 見 之 住と して 宗 房が 二人 見えて ゐる。 一 人 は 肩書な き宗房 • 他 は 高 井と 肩書 ある 宗房 である。 肩書な 

き 宗房は 十一 一句 (本文 十 一 句より 見えない)、 高 井と 肩書 ある 宗房は 一 句で ある。 


ト匕 

！ィ 

看 


i 匕 

T ィ 


窓 

見 

苗 


に 以 ぬ 木 やすねく ろし 梅 こん 性 

で や 解し すん ベる へるな 苔の 道 

にやいで ちとつ まもよ めが 获 

ちらす 風 は 皇帝の 臣下 哉 

を 待かん ねの ゑ ぼし 樱 かな 

の 花た ち はなれ 得ぬ 薰 かな 

がう ゑた 菖蒲 刀の 鮫の 粒 

ぢ やく へ 都 は 目 はつ かし は 餅 

に 見し 是ぞ 邯鄲 の枕风 

ごろの 暑さ を 何とか はしゃうよう 

たか どこに それお X 見えた 相撲 草 

代の 番ぐ みの 木 やまん めぐり 


宗 

高 井 

宗 


房 


房 


と ある。 種宽の 「誹諧 作者 之 名 寄」 (種彥 云、 寬 文末の 印本と。 寬文八 年 5^ か。) に" 高？ S 道せ 門人 仲宗 房と ある。 

蓋し 「へちまぐ さ 」 11^$! のな き宗房 は仲宗 房の 事で あらう か。 寬文 元牢は t 巴蕉 十八 歳の 時で • まだ 撰 猫に 句も见 

スヰシ ヤヨ コガミ 

えない らしい 時代 だから、 勿論 此宗 房の 方が 先輩で、 句 も 功 者であった らう。 又隨 流の 「水車 戟」 (兌 返し に、 

f^v. ズ元ハ 牛獨吟 回文 千 句なる 「紙屋 川 水車」 の 後に 附 加した 句集で あらう と、 種彥 (？) の 書 入が ある。) に、 伏兑 

と！：^ fS した 宗 一：5 と、 何の 肩書 もない 宗 房との 句が 入って ゐる。 肩書 ある 宗房は 「へちまぐ さ」 の宗 房で あらう が、 

氏 姓 未詳。  . 

伏 見 


け ふたつ は 暑 やさむ やの 秋の 風  宗 房 

ちる 一葉 秋の あの 字の 初點哉  同 • 

城 や 雪の 波に も 一葉 船  同 

大兵と いはす まひと は 乎 取 哉  同 

ca* なき 宗 房の 句、 

花に 香に ほる X 目 もとの し をに かな  宗 房 

すんかり の 渡る は 江 や 秋の 空  同 

雁が音 や 糸の しらべに きくなら ひ  同 

月の輪 はきょく もよ きゃあみ だ 笠  同 

第三 笳 寬 文の 伊 贺の 俳諧  五 五 
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n  、 京の 宗房 

「誹諧 作者 之 名 寄」 (種 彥書入 本) に、 辈士氏 常 辰 門人と して 荒木 吉右 衞門宗 房が ある。 常 辰 は立圃 門、 京人で 

あるから、 荒木 宗房も 京人で あらう。 但し 此宗 房が 「毛 吹 草」 • 「懷 子」 の宗 房で あるか は 未詳で ある。 

次に 重 頼の 「\ ^吹 草」 (正 保 二 年刊). 「懷 子」 (萬 治. 二 年刊、 第一 卷 から 第 八 卷迄懷 子、 第 九 • 第十懷 子 伽) の 

宗房 であるが、 之 も兩書 句數之 事と いふ 部に、 京 之 住と あって、 「毛 吹 草」 では 宗房 五十、 「懷 子」 では 第 七 卷の末 

に 京 之 住宗房 四、 第 九卷の 末に 京 之 住宗房 十二と ある。 この 五十と いふ 數は 決して 少ない もので はない (本文 發 

句 四十 八 句し か 見えない)。 「毛 吹 草」 の 作者 二百 六十 人中 * 五十 句 以上 取られて ゐる人 は 七 人 ほかない。 


し だ の 葉 を 被に もち ゐの鏡 哉  宗 房 

もて 來 つる 是ぞ 年玉 心 玉  同 

とし 德の淸 めなる らしけ さの 雨  同 

〇 春 も 雪 に 野 は をし の 若菜 哉  同 

つまぬ よりもち ゐ やまじる 雪 薺  问 

の 歌で まじな へこ ぼれ 梅  同 

春の 夜の やみ n あやなし 梅見 月  同 

がね  ころも 

梅が 香 やとむ る 金の 衣 鳥  同 


春 も 水 の あや を きらさぬ 氷 哉 

花 だに も 持 や 心の 鬼 あざみ 

仙術 か 年 を 古木の 桃の 花 

H 向の！： なる 人 LL も ひて 

rn に む か ふ國 より 花や-咲 ゃ姬 

長 雨 や 寸善尺 魔 花の Si 

巾に 一 木く すむ はいかに 花の 顔 

都人の みる e: 恥るな 伊勢 櫻 

氏 もよ しそ だち もよ し や 藤の 棚 

かりがね も歸る 時に ■ やうれ し 鳴 

住の、 江 や 人の みちく る汐干 かな 

手 車 と なるや 折 取 風車 

床 夏に すゑお け是は 花の 塵 

花 /\- を 百 あはせ て や 百合の 花 

瀧 壶に聲 ひ^けと ゃ杜 Si 
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〇 登 見や 草の 袂 とつ みとく 

石山に ま かリ 古事 ^思 出て 

こがね  - 

石山 も 金 花 さく ほたる かな 

生絹 ぞ と い ふ ベ き 物 ゃ蟬衣 

夕顔の 花で つ ^くれ あばら やね 

濱 里の 風鈴な るら * し 荻の 聲 

け  みやう 

女郎花 交 名 や 露の お 玉女郞 

まがぎ  らち 

笆を ば とやい はむ 駒つな ぎ 

花 さけば 人 やくび だけ 思 草 

鹿 の 毛 の 星 も 射る 矢の 目當哉 

郭公 居す ば 出 あ へ か 腿の 聲 

廣澤 のい ける かひ 有 月見 哉 

照 る 月 の 男 ざ かり はこよ ひ 哉 

名月 は餘 の 物見せ ぬひ かり 哉 

fill の 穗の綿 をき せぬ や 弟 草 


同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同  同 

5: 


花 は^, k はは 大海 ぞ菌の 菊  同 

もみ ぢ  • 

手 を撝て 壁に や 書 葛 杷 •  同 

木に 百の 枝 も 千 萬な り 木 哉  同 

しら 壁に むかへば ふらぬ みぞれ 哉  同 

雪花 は 南の 枝 ゃ遲ざ くら  同 

雪に 枝述现 とならぬ 木々 もな し  同 

細 炭 やおき に 成ても 赤つ \ じ  同 

班 交 4 ベ 見つ X 花形 か 名 は 鼓 草  同 

同 比 もな ふ 春と や 取 は 鮒 もろ こ  同 

同 友の 來っ 子規 猶 なきし 月の 下  同 

生垣 はむ ばらきら はん 萩が 景  同 


マサ アキラ 

「毛 吹 草」 の 宗房は 正 草の 「ひむろ もり」 (正 保 三 年刊) の 中に 批難され た 有名な 人で ある。 「ひむろ もり」 に 云、 

000000000  JOOOOOOOOOOOOOOO 

そうじて 此發 句の 作者の 光お と、 おしの 作者の 宗 房と いふ 人の 句に、 別て わろ きのみお ほく 入られた る は 

撰者の 趣 ある 人 か。 意趣 あらば お ほく 入らる ベから す。 但 又は ひいきの 人 かと いぶかしく 侍れば、 光 { ^は 

〇〇〇oo〇ooo〇〇〇〇o〇〇〇〇oo〇〇o〇〇〇o 

《：m.:!^ の 御 字 を 付 給へ る 人 なれば isl 人に あら じ。 宗房は 名ば かり ありて 元來 作者 はなき ごとくう け 給り 及び 侍 
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る。 莊 子の 寓言の 筆法 を舉 ばれけ るに やと を かし。 …… 

■ 登 火 や 草の 袂 とつ 、みとく 

此發句 は 或 人 この 撰者な どと 同心して、 石山へ 整 見に 行て、 夜船 を さしと ぐめ、 堤 だつ 所に 下り立、 登 を 京 

のっとに 取る とて、 

袖に つ X み 紙に つ X みの 登 哉 

とせし とこ そ 承れ。 それ を此 撰者 其 後 かやう にした るよ し糙に 聞て 侍る かし。 …… 又 撰者の 句の 中に て、 あ 

000000000000000000000  ooooooop、oooo、ooooo、c^ooo、^,po 

しき 句 は 大方 此宗 房に 名 を 書付た るよ し 風聞す。 …… 我が 句の 中 を 三 段に えりて よきと 鬼へ るに は 作者 を 

D  T  T-  D  T  D  D  0.0  OOOODOOO  00  00 〇〇 〇coo_p  OOOOOOO0OOOO0C 

口 に は宗房 • 光 有. 宗賴. 春 可. 正直 等と 昏、 下の 品に は 作者な しに せられた 

〇 0 〇 0  0  0 

るよ し 承りぬ。 云々 

{ 一  1^ 房と いふ 名 はあって も實 在の 人で はない。 それ は重賴 自身で ある。 重 賴の惡 句は宗 房の 化と して 出す とい ふ說 

であるが、 大體が 感情論で 眞 僞は詳 かで ない。 或は 宗 房と いふ 人 は實 在の 人物 だが、 宗 房の 句に 重賴の 句と 似た 

ものが あれば、 それ を ひどく 直して、 重賴 自身の 句の やうに して、 宗 房の 名で 發 表した ので、 種々 の を 生む や 

うにな つたの かも 知れない。 それ は 鬼に 角 毛 吹の 宗房は 芭蕉の 宗 房より すっと 先輩で、 句 も t 巴 蕉の宗 房より 巧者 

であり、 品よ く 洒落れ てゐ る。 「花に あかぬな げき や 我 は 歌 袋」 とい ふ 句よりも. 毛 吹の 宗 房の 「花に あかぬ なげ 

きはいつ も 仙 翁 花」 と 云った 方が 見 立が うまい。 


「懐 子- の宗房 もや はり 毛 吹の 宗 房と M 人で ある。 それ は 毛 吹に ある 句が 此集 にも 出て ゐ るからで ある。 


花よ ：响. よ も る とも 陰に 隱笠  宗 一:^ 

雁が 昔の 歸時 にや 嬉しな き  同 

-ボ 夏に すゑお けこれ は 花の ちり  问 

花に あかぬな げきはい つも 仙 翁 花  同 

(懷 子) 

長雨 や 寸善尺 魔 花の 枝  同 

花 だに も 持 や 心の 鬼 あざみ  同 

心 を も 入て 小 鮎 やすく ひ 玉  同 

手車と なるや 折 取. 風車  同 

生紹ぞ とい ふべき 物 ゃ蟬衣  同 

蘭 菊 やおの づ からなる 狐 わな  同 

淺 里の 風鈴なる らし 荻の 聲  1： 

なれ もまた 道づれ する や 旅の 雁  1： 

鹿の 音の niJi も 射る 矢の 目當哉  _  , 同 

第三 節 寬 文の 伊^の 俳諧  .4 ハ 一 
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名月 は餘の 物見せ ぬ 光哉  同 

蘆の 穗の綿 をき せぬ や 弟 草  同 

生垣の むばらきら はん 萩の 景  同 

(懷子 伽) 

次に 立圃の 「小町 踊」 (寬文 五 年刊) にも 宗 房の 句が 見えて ゐる。 私の 見た， もの は 一 冊を缺 いて ゐ るから、 句數 

も 正確に は 分らない が、 吹に 出て ゐる 句が こ 、にも 入って ゐ るから、 作者 は 毛 吹の 宗 房と 同 一人で ある。 

氏 も よ し 生 立 もよ しゃ 藤の 棚  宗  房  . 

廿日 過 出る や 名 殘三ケ の 月  同 

とらへ たき 聲 ばかり 見る 蘆 まかな  同 

これ もまた 水生 木 や もみ ぢ鮒  同 

千代 を ふる 1K のてんつ る あられ 酒  同 

雪花 はみ なみの 枝 ゃ遲ざ くら  同 

ハ、 大和の 宗房  / 

大和の 宗 房に は 八 木 住 寺 田氏宗 房と 多 武岑住 福 本 氏 (？) 宗 房と ある。 八 木 住 寺田宗 房の 句 は 高瀨梅 盛の 「口 

露 似 草」 (明曆 二 年刊) に、 


和 州 八 木 住 寺 田 氏  1 

花の 時 過不及な かれ 春の 雨  宗 房 

义岡村 正 辰の 「大和 顺禮」 (宽 文十ハ 牛刊) に、  一 

初 瀨城上 郡.  一 

花に 爱も無 苦 世界 也 初 瀬 山  宗 房  " 

などと ある。 「大和 順禮」 の 宗房は 寺 田 氏と はない が、 恐らく 「ロ眞 似 草」 の宗 房と 同人で あらう。 

次に多武5^::KSの句は隨流の 「系： ss」 (寬文 十三 年 序) に 三 句 ある。 

多武寄 .1 元 

雨露の 恩に 手 をつ くねた る 蕨 哉  宗 房 

てきちよ くに もてた うくる や 花見 酒  同 

作り しても なけ かし 貌代鳥  同 

3?<の^^ る 句 は 古来 多くの 集に 誤 入され てゐ る。 彼の 笆蕉 全集の 權 威なる 湖 中の 「一葉 第」 は-い 巴 蒲の 句と し 

て 次の 句 を 入れて ゐる。  一 

しだの 葉 をな ぎに もち ゐの鏡 哉  宗 房  ； 

もて 來 つる 是ぞ 年玉 心 玉  同  一 

氏 も. よし そだち もよ しゃ 藤の 棚  同  一 

雪花 は 南の 枝 ゃ遲ざ くら  同  一 
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これ は 毛 吹の 宗 房の 句で ある。  - 

廿日 過 出る や 名 殘三ケ の 月  同 

とらへ たき 聲 ばかり 見る 蔵 問 哉  同 

これ もまた 水生 木 や も みぢ^  同 

千代 を ふる 天の てんつ る あられ 酒  同 

これ は 「小町 踊」 の宗 房の 句で ある。 

てきちよ くに もてて ふ 來るゃ 花見 酒  同 


こ 1 は隨 流の 「li,w 笛」 の宗 房の 句で ある。 原本 「もてた うくる や」 と ある を、 - もてて- 1 來る や」 に 誤る。 

サ匕 ちらす 風 は 皇帝の 臣下 哉 

道 甘の 「へちまぐ さ」 の宗 房の 句で あるが、 何 丸 は 「句 解 參考」 に 色蕉の 句と して、 「か X る 時代の 句に さへ 意味 

深き は祖 翁の 常な り。 あ ふぐべし。 云々」 と 感心して ゐる。 

笆 蕉の宗 房と 同名異人の 句 は 六 人 あるが、 その 中 四 人 は 全く  T い 巴 蕉の宗 房と は 遠った 人で ある。 とにかく 笆 蒸の 

宗 房の 句が 重 頼 • 安靜の 集に 散兒 せる 事と、 重賴 • 立圃の 集に ある 宗 房の 句が、 芭蕉の 宗 房の 句と 誤 まられ る 事 

と ±, 汪 意す べきで ある。 此點 はな ほ 後日の 研究に 待つ 事と する。 


第 四 節 芭 の 亡 命 

I  、 所謂 遁世 VJ いふ 事 

t 巴？^ の 亡命 を 古人 大方 世と 云うて ゐる。 併し 遁世と いふ 語 はどう かと 考 へる。 遁世と は 俗緣を 絶って 佛 門に 

入る 事で ある。 それ は 多年 寵遇を やけた 主君の 死に 逢った ので あるから、 厭世 氣 分に 包まれた 事 は事實 であらう。 

宫を 返き、 家を脫 して、 B: び 二 に 仕へ まいと 思 ひ 定める 事 はありが ちな 事で あらう。 併し さう かと 云って 色 蒲 

は 、高野山へ 入って、 一 生、 王 S; の 菩提 を？？ うた 譯 ではなし、 國へ歸 つて 蟬呤の 墓 守 をして 終った わけで もない。 「次 

郎兵衞 物語」 に、 -ー 巴 蒸 亡命 後、 伏 見 西岸 寺 任 口上 人 を 訪れ、 桃 靑號を 貰って 出家した と あるが 信じられない。 寬 

文 十二 年. 江戶へ 下って、 關ロ 水道の 工事に 關 係した とい ふ說 とい へど、 芭蕉 は俗體 であらう と考 へられて ゐる。 

^しき は 堀割の 普請 奉行と して、 帶刀 さへ した 好， 個の 武士の やうに 傳 へた 說 さへ ある。 殊に 不思議な 事 は、 遁世し 

た tH:*- が 遊女.^ 郞の 三味に 合せる 小 にす がって、 三十 番の句 合を鄕 単一の 天 滿宮へ 奉って ゐる 事で ある。 「野 

ざら し 紀行」 に、 「1^ に似て 塵 あり。 俗に 似て 髮 なし。 我^^にぁらすとぃ へども、浮着の屬にたぐへ て、云々」 と あ 

つて、 -t 巴 蒲 自身で さへ. E 分 を 出家. 沙門と は考 へて ゐ ない。 、王 君が 死んだ。 近侍の 武士 は 追 腹 を 切らなければ なら 

ぬが、 iT 死 は 天下の 禁制で ある。 そこで 髻を拂 つて 遁世と 來 ると、 如何にも 其 武士が 忠臣で あるかの やうに 思 は 
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れる。 昔の 笆蕉祟 拜家は 芭蕉 を さう いふ 武士に しなければ 收 りが 付かなかった と 見える。 とんだ 謬見で ある。 當 

時の 俳人 氣質は それほど 窮屈な もので はない。 芭蕉 は 亡命で ある。 主家 脫退 である。 遁世な どと やかましく いふ 

べき 事で はない。 

二、 亡命の 年代 • 狀？ • 動機 狀況 

君 121 の 情誼た^ ならざる 蟬呤の 死が、 若い 芭蕉の 胸に 一方ならぬ 哀傷の 感を 惹起 させた 事 は、 推す るに 餘 りが 

ある。 諸 書 大方 亡命の 事情 を 述べて、 「寬文 六 年 四月 蟬呤 逝去。 六月 半遣髮 (遣 骨と も) を 奉じて、 高野山 報恩 院 

へ 次め た。 六月 末 下山し、 一度 は歸國 した もの X、 ひそかに 遁世の 志 あり、 頻に 主君に 暇 を 乞うた けれど 許が な 

い。 そこで 同年 秋 七月 終に 同僚 城ノ孫 太夫の 許に、 「雲と へだつ 友 かや 雁の 生別れ」 とい ふ 句を殘 して 亡命し、 上 

京季吟 に遊舉 した。 時に 歳 二十 三。」 とい ふ 事に して ゐる。 

先 づ遣髮 か 遺骨 かとい ふ 事 だが、 竹 1 ー坊. 湖 中. 去 留 • 五 柳. 魯庵等 は遣髮 で、 梨  一 •  二 代 錄」. 秀三 • 山 崎 

氏. 瓊音等 は 遺骨で ある。 蓋し 蟬 呤 の 菩提 所 は 伊賀上 野山溪 寺に あり、 遺骸 も 亦 そこに 葬らるべき であらう が、 

當 時の 武士の 習慣と して、 遣 骨 を 高野山へ 收 める 事 を、 無上の 光 榮と考 へて 居た やう だから、 或は 遣 骨の 一 部分で 

も 高野山へ 納めた もの かも 知れない。 梨 一 の 「色蕉 翁傳」 に、 遣 骨 を 負て 云々 と あるが、 こ \ は 奉す ると か、 

とかい ふべき 所で あらう。 「 一 代錄」 に、 「蟬吟 の 遺言に 任せ、 遣 骨 を 高野山 報恩 院に 納め、 云々」 と あるが ^ 

に據 つた もの か 明かで ない。 六月 末に 下山 歸國 したと いふ 事 も、 「一代 錄」 に、 「大阪 西 御堂前 花屋 伊左衛門 は內 


緣 Q 人 也。 一 子 伊三郎 も 死せ りと 語る。 定めな き 世 を 悲しみ、 京に 登り 季呤に まみえ、 衣 を かゆる 望 を 吿て國 に 

かへ り。 云々」 と ある。 花屋 伊左衛門と いふと 笆蕉が 死んだ 家の 花屋 仁左衞 門の 事で あらう か。 それが 芭蕉 內緣 

の 人 だと は珍說 である。 花屋が 內緣 なら、 其 裏！^ 敷を惜 りる 時、 之 道が 請 判 を 押す 譯も あるまい と考へ る。 兎に 

^^蒲 は 下山して すぐ はおらす、 寄 道して ゐ たやう に 傅 へられる。 

、王家 亡命の 際の 出来事に 就いて、 二様の 傳說 が殘 つて ゐる。 一は 城 孫 太夫の 宅 門に 手紙 を殘 して 行った。 それ 

は 短冊で あつたと いふ 說、 一は 短冊 を 門 に 張 付けて 脫 走した とい ふ說 である。 卽ち竹 ニ坊の 「正 傳」 は、 

同僚 孫 太夫と いふ 者、 それが 宅 門に 包みた る書狀 あり。 取りて 兑れ ば、 

雲と へだつ 友 かや 雁の 生別れ  桃 靑 

〇 0  0  0  0  0 

と 書きし たんざく なり。 云々 

-陶 州の 「過去 種」 は、 「親友 孫 太夫 於 門、 趣意 微細 認 一 章、 殘 短冊、 夜紛 出奔。 云々」 湖 中の 「略 傳」 は、 「宅 門に 

„?i むきお。 …… と 書きし きま 也。」、 五 柳の 「全 傳」 は、 「城 孫 太夫の 門に 一封 を殘 す。 云々」 と ある。 これ 前說 

である。 然るに 梨 一 の 「芭蕉 翁傳」 は、 「同僚 城 孫 太夫と いふ もの 、門に 短冊 を 粘して、 雲と へだつ 云々 と 一 句 を 

し 云々」、 と あり、 蝶 夢の 「緣詞 傳」、 「我 住める 隣なる 城 孫 太夫が 門の 柱に 短冊 を 書きて^ しける。 云々」、 「一 

代 錄」、 「我 住める 玄蕃 町の 家の 隣 孫 太夫と いふ 人の 門の 柱に 短冊 を 糊して 云々」、 素 蓮の 「卷 秋」 • 「夜 同藩 ノ門戶 

-11: ハ船ー クム々」、 共 他 玉晁の 「誹諧 百 人 一 句 抄」、 璦 音の 「年表」， 魯 庵の 「桃 靑傳」 等す ベて 之れ 後說 である。 
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『に 短冊 を 張 付けた とい ふ 事 はよ く 分る けれど、 宅 門に 一 封を殘 す、 雲と へだつ 云々 と 誓いた 短冊で あつたと 

いふ 說は • 門の 傍に 手紙が 置かれて あつたと いふ 意味 か、 門に 手紙が 張 付けて あつたと いふ 意味 か 判然し ない。 

それば かりで なく， 短冊が 封筒の 中に 入って ゐ たとい ふの か、 手紙の 中に 發 句が 記されて あつたと いふの か、 そ 

こも はっきり しない。 去留の 「全集」 は 比較的 その 點を 詳說 して、 「同僚の 士城孫 太夫と いへ る は、 牛左衞 の 宅 

に 隣り て 交 深 かりければ、 .^1^^ „ §1 & むき & いかる。 雲と へだつ 云々。 これ その 書中に 見えし 發 句と ぞ。 云 

云」 と ある。 併し 考 へて 見る と 芭蕉 は 何故 兄 半左衞 門の 家へ 短冊な り 手紙な りを殘 さないで、 隣家の 城 孫 太夫 方 

べ殘 したの だら うか。 兄の 家 を こっそり 拔 出して、 隣家 だけへ 知らせて 行く の も 變な話 だが. 兄へ 知らせる と、 

すぐ. S1 手が か X つて、 引 留められて 了 ふからで あったら うか。 此點 も^ タ" しな レ 

亡命 は 夜であった。 而も 松 を 越えて 遁 げたと 傅 へられて ゐる。 卽ち 「繪 詞俾ご に、 「おなじ 秋の 末なら けむ。 主 

の 館に 宿直し ける 夜、 門 の 傍なる 松 を 越え 出て、 云々」 と あり、 「一代 錄」 にも、 〔門の 傍の 松 を 越えて、 云々」 

と ある。 併し 亡命 を 秋と 推定す る說に 反對な 論者が ある。 それ は 天地 庵 素 蓮で、 彼 は 其 著 「春秋」 に 云、 

按ズ ル 一一 此發句 ヲ古來 秋ト定 メタ ルハ疑 ナキコ ト 不能" 夫 雁 ノ刖ハ 一 一月 二 シ テ、 雲 一一 入 ル鳥モ 同 ジク春 也。 

芭蕉 國ヲ 去ル 時、 離別 ノ情 一一 當季ヲ 結 ンデ、 雁 ノ別ヲ 秋 一一.？ 作ス レバ 未熟 也。 叉笆 蕉古鄕 ヲ去ル 秋、 雁乇胡 

國 ヲ去ル 秋ト、 時ヲ 比べ テ雁ノ 別ヲ秋 一一 讀メバ 理屈 也。 未 是非 ヲ 不知。 モシ 春 力。 此句ヲ 春 トス ル時 ハ、 笆 

蕉國ヲ 去 リシ モ亦 春ナル べシ。  ， 


と 論じて ゐる。 此說は 後人に 多大の 影響 を與 へて、 山 崎 氏の 「俳人 t 巴蕉. r 瓊 昔の 「年表」， 晋 風の 「年譜」 等 ijn 

一 一月 退去と 推定して ゐる。 

一 體共當 時， t 巴蕉は どこに 住んで 居った か. - 竹 ニ坊の 「正 傅」 に は、 

宗房 宅地 は 一 g 堂 新 七郞中 屋敷 城 に 在。 良 精の 臣兄牛 左衞門 愛に 住す。 孫 太夫 は 隣家 也。 今 河 合 何 其 住める 

所宗 房が ぶ 七 也" …… 兄 半左衞 門 宅 は 赤 坂 町に ありし が、 云々 

去-付の 「全 维」 にも. 「住所 は 上野 城の is^ なる 良 精の 中 屋敷の 內 なり。 兄 半 左 衞門も 同じく こ、 に 住めり。」 と あ 

る J 是 等の 記事に よると、 巴 蕉は良 精の 屮 1^ 敷の 內に 兄と 一所に 住んで ゐ たやう であるが、 良 精の 中 屋敷 は玄蕃 

町に あつたから • 玄蕃 町の fta? の 屋敷 內に 兄と 共に 居った 害で. あるが、 半左衞 門の 住居が 赤 坂 町に あつたと する 

と， 赤 坂 町が 半左衞 e: の^ 宅で、 半 左 衞門は そこから 良 精の 屋敷へ 通って ゐた もの か、 或は 御殿に 泊ったり、 宿 

におった りして ゐた もの か、 その 邊 がよく 分らない。 「綺 詞傳」 や 「一代 錄」 によると， ，い 巴 蕉の家 は玄蕃 町に あつ 

たやう であるが、 それ は玄蕃 町に 一軒家 を 構へ てゐ たとい ふので はなく、 玄蕃 町の 良 精の 屋敷 內 にあった とい ふ 

^味で あらう が、 お 長屋の やうな ものに 住んで 居た もの か、 御殿に 起臥して ゐ たもの か 刺 然しない。 門の 傍の 松 

を 越えて 遞 げたと いふと， 餘り 芝：： _5 じみて、 巴 I ^一 だけに 滑稽な 感も する。 竹 ニ坊の 「正 傅」 に、 藤堂新七郞^3{聖 

ト： KJj 敷の 內に松 あり。 人 S な 巴 蒸の 松と 呼ぶ。 昔の 投は 枯れて、 今の 松 は 後 植也ビ と あるが、 ^蒸の 越えた 松 は 良 

IS の 中 E^: 敷の 松で ある^だ のに、 上屋敷 內の 松に なって ゐ るの は 變 である。 良 聖は良 精の 子孫 だら うが、 昔 中屋 
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敷に あった 松が 枯れて、 上屋敷 內に 新しく 植 ゑて、 昔の 悌を 忍んだ もの か。 或は 中 屋敷 は 後に 無くなって、 上屋 

敷 だけと なった もの か。 傳說も かうな ると 種々 の 說が加 はって 一向 分らなくなる。 

以上 は 芭蕉 亡命に 關 する 普通の 說を あげた ものであるが、 一方に 此說 を根抵 から 覆す 異說が ある。 それ は 竹 人 

の 「全 傳」 の說 で、 それによ ると 雲と へだつ 云々 の 句 は， 亡命の 際の 句で なく  (雲と 隔っ 友に や 雁の いきわかれ 

と ある)、 芭蕉が 寬文 十二 年 春 仕官 を辭 して、 名を甚 七と 改め、 東武に 赴く 時、 友人へ 殘 した 留別の 句で あると い 

ふので ある。 之 は 何 丸の 「句 解 參考」 にも そんな 前書に なって 出て ゐた。 一 體 「芭蕉 翁 全傳」 は 伊賀上 野 藤堂采 

女の 家老 川口 竹 人 (芭蕉 門 辻 荻 子の 弟) の 著で、 土 芳ゃ竹 人の 兄景賢 (获子 か) の 口 傅に 據っ たもので、 比較的 

他の 芭蕉 傅よりも 信ぜられる 性質 を 持って ゐ るので、 近 顷の擧 者 中には 此 書の 說を 正しい もの- - やうに 考へ て 居 

る 者 も あるが、 ロ傳 なんても のは當 にならぬ もので、 事 實談も あらう が、 一方に 叉 話 手の 記憶ち が ひ、 或は 事實 

を 自分に 都合の よい 方に 曲げる 恐れの ある もので、 うかと 信じて よい かどう か 分らない。 第 一 雲と へだつ の 句が 

留別 吟 ならば、 反對に 送る 人の 餞別 吟も殘 つて ゐ さうな ものである。 ^蕉も 湖春の 「績山 井」 に 多く 句が 取られ 

てゐ て， 伊賀で は 人後に 落ちぬ 作者で ある。 その 色蕉が はる. 東武へ 赴く としたら、 友人 • 先輩な どの 送別 吟 

位 ありさうな もの かと 考 へる。 次に 亡命して 了へば 「貝お ほひ」 の 遊蕩 氣分も 許さるべき であるが、 仕官の 身で 

あんな もの を 書く と は、 主君の 死に 殉死 說 さへ 傳 はって ゐる 芭蕉と して は、 聊か 武士道が 疑 はしくな り はしない 

だら うか。 之 は 竹 人の 記事 を 讀んで 一寸 感じた 事で は あるが、 今の 場合 ー異說 として あげる だけで、 之に よって 


葡說が 全然 改められ るとまで は 信じて ゐ ない。  ， 

蒲の 亡命に 就いて、 もっと 痛切な 具體 的な 動機が あって、 遁世 を 決心した ので はなから うかと いふ 考が， 昔 

から ； 部の 俳人 問に 往来した と兑 え、 色 燕の 殉死 說を擔 ぐ 人が あった。 此說の 起源 は路 通の 「笆蕉 翁行狀 記」 (元 

綠八 年刊) であった。 曰く、 

OOGOO つ 00000  ooooooooooo^oo-ooo*  ^  0  0  ^  ^ 

若 かりし 程賴む 方に 別れ、 同じ S! にと 思ひ定 けれど、 天が下の 挽 きわまりて は 力ら ひがたく 親 • はら 力ら 

000000000000  。-?-oooooowoo 

のうきめ ひと かたならねば、 甲斐な き 命の 露 を 力け て 云々 

と ある 0 

•; 體^ 死 は 上古から あった。 日本 紀に垂 仁 天皇の 殉死の 禁の 詔が 兑ぇ、 孝 德紀大 化 二 年の. 詔に 禁を 犯す 者 は 其 

族 を- すと ある。 足利時代に 至り 三 島 外 記入 道が 細川顿 之の 死に 殉 じて 切腹した 事が ある。 狗 や：：！ 時代に は 大木 土 

佐 守が 加藤淸 正に 拘 死した 例 も ある。 なほ 德川 氏の 世に 入り、 主君の 死に 拘 する 者 多き を 加へ たので、 幕府で は 

宽文 三年 五月 二十日 天下に 令して 拘死を 禁じた。 「甲子 夜話」 卷 二十 一 に 云、 

殉死の やみた る は 水 戶の義 公に 起る。 常 山 文 築に 云， 寬文 元年」 故 丑 七月、 是月 二十 九日 威 公 公 不<: ^三 n、 

0  0  0  C  0  0  0 つつ 0  0  0  0  0  0  0  C  C  0  0  -  0  0  0  2、J2,  0  0.  0 わ 0  0  0  p'^o^h  ^  h  5^1 

哀毀殊 t^。 …… 威 公 近 Id^ 欲 自殺 夠 死者 數人。 公 親柱 共 家、 敎諭懇 惻以止 之。 時 四方 侯伯 至^ 死 以多相 誇。 

於 是^ 府嚴設 禁令、 以革其 弊。 實公爲 之 首唱 也。 云.々 

又 「玉露 叢談」 に 云、 
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寬文 三年 五月 廿日、 今年 始めて 將軍 家より 殉死 御 制の 趣、 「殉死 はいに しへ より 不義 無益の 事な りと いましめ 

置く といへ ども、 被 仰 出 無 之 故 >  近年 追 腹の 者 あまた 有 之 * 向後 左様 之 存念 可 有 之 者に は • 常々 其 主人より 

拘死不 仕 候 様に 堅 可 申 含 之 事 候。 若 以來於 有 之 者 其 亡 主 不覺悟 之 法度 たるべし。 跡目， の 息 も不令 抑留 傣不屆 

可 被 思 召 者 也。 寛 文 三年 五月 廿日 II」 

などと ある。 

殉死の 禁に 就いては 以上の 如く 制令が 出て ゐて、 去留の 「全集」 • 梅 通の 「麥 慰舍隨 筆」. 山 崎 氏の 「俳人 芭蕉」 • 

醒 雪の 「笆蕉 の 誹諧」 等 は、 殉死の 禁令が 寬文 三年に 出て ゐ るから、 寬文六 年の 蟬吟の 逝去に 際して、 近臣の 拘死 

は 出来ない 事に なった とい ふ 意見であった。 併し 芭蕉 は 殉死す る やうな 人であった らう か。 .1 死と 決心した 芭蕉 

であったなら、 亡命 後坐禪 三昧に 日 を 送る とか， 或は 了 M 専修の 念佛に 亡君の 冥福 を 祈る とかすべき 害で あらう 

のに、 變る 事に 品 を 代へ て、 とつと 山家の いよ 古狸 だの、 伊勢のお 玉 は 镫か鞍 か だのと 浮かれ 出して は、 拘死說 

も 芭蕉 を 偶像視す る 人の 想像 說と 見る より 外 は あるまい と考 へ られ る。 

- なほ 芭蕉 亡命の 動機に 就いて、 之を戀 愛に 結 付けた 異說 もあった。 去 留 .魯 庵 • 山 崎 氏な ど は 皆 之を附 會の說 

として 斥けて ゐ るが、 ra^ して さう であったら うか。 私 は 此說が 伊賀の 傳說 として 殘 されて ゐる 事に 少なから す 興 

味を感 する ので ある。 戀愛說 の 一 に 曰、 寬文ー 一年 芭蕉 十九 歳の 時、 蟬吟 夫人の 侍女と 通 ぜる寃 罪 を 受け、 一 度 は 

主家 を 去った が、 蟬吟 の訃に 逢って 歸參 し、 遣髮を 高野山に 牧 めて 歸國し たもの X、 友人の 出仕すべき 勸吿を 斥 


け、 鄉を 去った ので ある (#:^ の 「桃 靑傳」 引用 • 錦 江の 「芭蕉 翁傳」 の說) 。其 二に 曰、 蟬呤殁 後 櫬嗣の バザを 生 

じ、 ，さ 蒸 は 夫人 を 助けて 三 歳の 遣 孤 良 長 をして 家を繼 がしめ、 忠勤 を勵ん だので、 未亡人との^ 閒を傳 へられ、 

大に 激昂した ためで ある (同書 賀の 傳說、 岡 野 正味 子の 蕉翁 遁世 考に 出づ と)。 其 三に 曰、 芭蕉 金 作と 云って 藤 堂 

,  0000000  O  J0000300  0  030030300 

侯に 仏へ て 居った 時、 公に 妾が あった。 類な き 美人であった。 或 時 金 作 袴の 裾 を 破った ので， 主君 彼女に 命じて 

縫 はせ た。 金 作 白衣と なり- 女の 傍に 立つ。 すると 金 作の 君寵 を 妬める 輩 ひそかに 之 を 主君に 讒 した。 主？；？； 金 作 

を 咎めす、 彼女に 暇 を 取らせた ので、 女 その ぬれぎぬ を 歎き * 城池に 投じて 死んだ。 金 作 之 を 聞いて 遁世した (去 

留の 「t 巴 蒸 翁 全 第」 に據 る。 「俳人 T い 巴 蒲」 は 之 を 花見の 事と し， 芭蕉の 親戚なる 蟬呤の 侍女が 笆蕉の 破れた 袴を綣 

つて やる と • 同僚が て 之 を 主君に 告げる。 女 は 入水して 死んだ と ある)。 其 四に 曰、 兄 半左衞 門の 婦と艷 聞が あ 

つたた めで ある (「桃 靑傳 引用、 賀の傳 說)。 是 等の 傳說は 勿論 確 K なる 根據 がなければ 信じられ ぬが、 それが 亡 

命の 動機で ない としても、 若い 芭蕉 は 何 か 婦人に 好かれ さうな 容貌 • 性質 を 持って 居た ので はなから うか。 # は 

芭蕉 を どこ 迄 も 詩人と して 考 へたい？ 詩人- t 巴蕉は 一 時 は 主君の 死に 激動して 殉死すべく 思 立った 事 も あらう が、 

それが 種々 の 事情で 出来なくなる と 武士 を 拾て ようとい ふ氣 になり、 其 間に 何等かの 艷聞 もあって、 「貝お ほひ」 

(寬文 十二 年 成) の 遊蕩 氣分も 起り、 故鄕を 離れて 江戶へ 下る と 云った やうな 經過 かも 知れない と 思 ふ。 た^ 之 

に は確赏 なる 根據 がない から 一 片 の憶說 になって 了 ふの だけれ ど、 j 巴蕉を どこ 迄 も道德 的な 人物と 見て、 その 人 

生 を 考察す る 車に は 不賛成 を唱 へたい ので ある。 
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芭蕉の 亡命に 關 する 戀愛說 を 骨子と した 淨瑶璃 が ある。 それ は 紀ノ上 太郞作 「志 賀の敵 討」 (安永 五 年刊) とい 

ふ 院本で ある。 勿論 伊賀の 仇 討に 笆蕉の 戀愛說 を 結 付けた ものである。 其 梗概 をい ふと、 備 前の 國生 田の 奥方み 

すのと 御前 御 入國に 際し、 お供に は 江戶 詰の 松 尾 半左衞 門、 弟 藤七郞 などが あって、 此度 志賀の 城主と 當姬 君と 

の婚事 成立し、 姬 君の 引出物と して、 當 家の 家老 渡邊敛 太夫 • 瓦 井 叉 鱗 所持の 名刀 小豆 長 光 • 河 井 正宗 を 遣す 事 

になった。 そして 渡邊は 刀の 切味 を 試す ために 罪人の 二つ 胴 を 仰 付かった。 所が 叉 鱗の 子 政 五 郞は數 太夫の 成功 

を 妬み、 ひそかに 設樂 傳八郞 とい ふ 侍と 謀り、 自分の 新刀 を 長 光に 入れ 代へ て 了 ふ。 それ を 後で 數 太夫が 知り、 

これ 叉 政 4- 郞の父 を 欺き、 正宗 を讓り 受け、 首尾よく 二つ 胴に 成功した。 政 五郎 刀 を 奪 はれし 事 を 無念に 思 ひ、 

歸を 待って 數 太夫 を 狡す。 數 太夫の 子に 東 之 介 あり。 奥方み すのと 御前の 侍女 桂 東 之 介に 戀 慕し、 如何にもして 

自己の 意中 を 告げよう とする。 それ を 松 尾 藤 七 郞と情 のさ くらと が粹を 利して 取 持って やる。 さくらと はみ す 

§ と 御前の 侍女で、 松 永 貞德の 娘で ある。 藤 七 郞は兄 や 其 他の 人の 前で 傳八郞 より ひどく 辱 しめられ、 三十 三 間 

堂を眞 似た 太宗 寺の 緣 側で 通し矢 を 射て、 武士の 名譽を 回復し ようと 決心した。 併し 不幸に も 其 日の 檢證 は傳八 

郞で、 矢に 難く せ を 付け、 惣矢 一 萬 一 一千 本の 中 通し矢 三千 六 百と 數 へられ、 剩 へさ くらから 藤七郞 へやった 艷 書が 

ばれ、 藤 七郞は 散々 恥 を か された けれど、 奥方み すのと 御前の 情に より、 密通 はもみ 消された もの \、 藤七郞 

は勘當 され、 遂に 發 狂し、 忠僕 寶 井晋 介 やさ くらと 共に いづ 地へ か 落 行く 事に なった。 然るに 一 方 御殿で は 明 珍 

のく つ わ 紛失し、 其設議 役に 松 尾 半左衞 門が 出て 政 五郞を 取調べる 中、 半 左 衞門は 瓦 井 父子の 奸計に か、 り、 肝 


心な 政 五 郞を牢 から 取 逃し、 反對 にくつ わ を 盜んだ 者に 云 ひ 込められ、 遂に 獄門に か \ つて 了ぶ。 其 後 束 之 介 は 

. ^らら き 父右衞 1: の 助 を 得て、 政 五郞を 上野に 討 取り、 首尾よく 仇 を 返す 事に なった。 藤 七 郞も兄 牛左衞 門の 晒 

贫を见 て 急に 狂氣が ipj り、 晋介. さくら を 連れ、 敵 を 討た うとして 一 足お そく 現場へ かけつけ、 敵 討に 問に 合 は 

す、 自^しょう としたの を、 IS^N 介 や 又右衞 門に 留められ、 今から 我 名 を 芭蕴と 改め、 「船と なり 帆と なる 風の 芭蒸 

哉」 とい ふ 一 句 を 本と して 誹諧 歌の 一 派を弘 め、 兄の 菩提の ため 諸 國を行 1： する 事と なった。 晋介 • さくら も 亦 

a! を拂 つて、 齊 井の 一 字と 晋 介の 晋を 合せて、 資晋齋 其 角と 改め、 俳 道に 志した とい ふ 筋で ある。 「志 賀の敵 討」 

では T い 巴蕉は 色と 連歌に 武士 近 を 忘れた 侍の やうに なって ゐる。 殊に 滑稽な 事 は 戀の取 持 をしたり、 氣狂 になった 

り、 兄の 敵 討に g に 合 はす、 いやもう 武士と して 價値 のない 腰拔 侍に！： されて 了った。 

〔補記〕 「浚 雨 漫錄」 (年代. 著者 未詳) に芭燕 庵^ 一 货傳が 出て、 「忠 右衞 S: 悲歎 剃お N して 甥に 家 ゅづリ © 水す。 云々」 とも 

る C 他^^リ|1見ぇぬ珍說でぁる0 
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第三、 章 亡命 後の 動靜 

第一 節 上京 說 

亡命 後の 笆蕉は 一般に 上京した ものと 傳 へられる。 其 年間 は 寬文六 年 秋から 寬文 十二 年 春まで、 在京 七 年と い 

ふ。 但し 蟬呤の 生前 t 巴蕉は 上京した 事 も あらう し、 死後と いへ ども 上京したり、 歸國 したりした 事 も あるら しい 

から、 はじめての 上京で はなから う。 叉 亡命 を 寬文七 年 二月と すれば 在京 六 年と なる。 尤も 竹 人說の 如く 寬文十 

一 一年 春 迄 仕官した とすれば、 一 定期 間の 上京 說は 無い 事になる が、 今 は 亡命 後數年 在京した ものと 見て、 其 間の 

消息 を 少し 調べて 見る。 

一 、 に 上り 季吟 に遊學 する 

此說の 起源 は 支考の 「俳諧 十 論」 であらう。 卽ち 「壯 年に 仕官 を しりぞき、 洛の 季吟に 俳諧 を擧 びて 云々」 と 

ある。 從來の 芭蕉 傳は 大方 之に 從 つて ゐる。 唯 二三 季吟 入門の 時日に 就いて 異說が ある だけで ある。 卽ち 「一代 

錄」 は 芭蕉 亡命 を寬文 三年と 定め、 京に 登り 季呤に 見えと し、 「 一 代 集」 は 寬文四 年 春季 呤 門に 入り、 俳諧 を擧ぶ 

事 七 年と し、 「春秋」 は 亡命 を 賀文七 年 1 1 月 かと 斷じ、 季呤遊 擧を其 年に 數へ てゐ る。 


I  、 季吟 から-!? <木_ を傳へ、 荸吟の 執事 なり、 一線 合」 VJ いふ 書に 力 をつ くす。 季吟の 古典 Si 釋を 助く。 

季吟 から 「埋 木」 其 他の 書を授 つた 事 は、 「俳諧 十 論」 に、 

洛の 季吟に 俳諧 を舉 びて、 埋木は 書 本に て 朱點を 加へ たる 物 二 冊 あり。 其 傳は寬 文の 頃な らん。 連歌の 新式 

は幽叟 より 傳 へられて、 是も 頭書に 朱 點を加 ふ。 或は 百人一首の 秘抄 あり。 或は 古今の 序傳 あり。 すべて は 

孔子に 七 人の 師 あるが 如き、 道と して 學ば すと いふ 事な く、 法と して 傳へ すと いふ 事な く、 云々 

と ある。 之に 就いて 素 蓮 は 「春秋」 に、 

按、 埋木ハ 季呤ノ 選 一丁 ンテ、 明曆 元年 十二月 二十 九日 功 成、 同 二 年 正月 五日 重 校 成、 延寶 元年 十一月 開 板ス。 

其 以前 ナ レバ 寫本ヲ 傅へ シナル ベ シ。 連歌 新式 ヲ玄旨 法師 ヨリ 傅へ シ ト云フ ハ支考 が 筆 解 也。 幽齋 • 貞德 • 

00000000000 

季呤ト 傳へ來 リシ ヲ、 只 其原ヲ 云ヒシ モノ ナ ラン。 

と 解して ゐる。 支考の 「笈 日記」 に、 芭蕉の 遣 物と して 新式 • 埋木 • 古今 序 註 • 百 人 一 首 等 を あげて ゐ るが、 是 

等 は季吟 から 傳 へられた ものと 見える。 「繽山 井」 (寬文 七 年刊) 所載の 笆蕉の 句を讀 むと、 古事記 • 古今 集. 源 

氏 物語 • 百人一首 • 謠曲 等の 古事に 基いた 句が 出て ゐ るから、 其 頃 芭蕉 は是 等の 古典 を 讀んで 居た やうに も 思 は 

れ るが、 一 體 -t 巴蕉 はいつ からい つ 迄 季吟に 師事した もの か。 師事した 場所 は 仕官 中 伊賀 在住の 事 か、 或は 亡命 後 

上京中の 事 か、 北 ハ點は 判然し ない。 通說に 亡命 後洛に 上り、 季吟に 師事した と あるが、 蟬吟が 季吟に 師事した 關 

係 上、 芭燕も 仕官 中 賀 或は 京都で 季吟 の敎を 受けた かも 知れない。 -t 巴蕉が 季吟に 師事した 事 は事實 で、 其 際 速 
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歌. 俳諧の 式 や 普通の 古典 も敎授 された もの だら う。 季吟の 古典 註釋を 助けた とい ふ說に 就いて、 文曉の 「俳諧 色 

蕉談」 に、 芭 蒸が 寓葉集 は 多くの 人の 家集 を 集めた もので あらう と 言った 說に、 季呤が 感服した とい ふ 話が 出て ゐ 

るが 信じられない。 「貝お ほひ」 の判詞 に、 萬 紫 集の 長歌 を 引用した 例 も 見えて ゐ るから、 芭蕉 は 萬. 紫 集 は 讀んで 

ゐ たらう が、 年少な 淺擧な 芭蕉が、 敢 て季呤 の註釋 事業 を 助けた などと いふ 話 は-あり 得 可から ざる 事 かと 考 へる 0 

それ は 芭蕉 も 季呤に 向って、 時に 自己の 萬 葉 論 を 述べた 事 もあった かも 知れない が、 それにより 季呤の 註釋を 助け 

たとい ふ說 は、 少し 誇張した 傳說の やうに 考 へられる。 季吟の 執筆 云々 の說 は、 「一代 錄」 の 寬文九 年の 條下 (沼 波 

氏 年表 寬文八 年) に 見えて ゐ るが、 確證を 知らない。 た^ 「俳諧 七享」 の践 に、 「筆 執らし めけ る桃靑 をの こ 云々」 

とあって、 芭蕉 は 一時 鬼赏の 執筆 をして ゐ たやう にある が、 如何なる 卷の 執筆 をした もの か、 又は どこでした も 

のか 詳か でない。 高野幽 山の 執筆 說も傳 はって ゐ るが (白 亥の 「俳諧 眞 澄の 鏡」 出)、 恐らく それ は 江戸へ 下って 

からの 事 だら う。 福 井久 藏 氏の 「連歌の 史的 研究」 (後篇) に、 「寛 文 十 一 年 六月 1 1 十七 日、 何 路百韻 ( 一 卷)、 i. 

跡 波 • 宗春 • 道 園 • 頼 勝 • 木 哉. 虚 舟. 種 定 • 宗知 • 時 伯 • 以春。 執筆 宗房。 宗房は|£|^§#^|1。 云 々 」 と あ つ 

て、 芭蕉が 連歌の 執筆 を 勤めた やうに あるが、 筆蹟 を兑 ない 中 は 芭蕉の 宗房 だか どうか 分らない。 昌裎は 里付昌 

琢の 子で、 昌琛 は懷惠 庵と 云って、 松 江 重賴の 連歌の 師 であるから、 或は 此宗房 は 毛 吹 草の 宗房 ではなから うか 

とも 思 はれる。 若し 果して 之が 笆蕉 の宗 房で あると すれば 面白い 發： G^, である。 

1 、 俳諧 を 西山宗 因に 學ぶ • 


政 二の 「俳 ^系譜」 に、 「翁 初め 俳諧 を宗 因に 舉び、 後 又 道を季 呤に學 ぶ。 云々」 と あるが 信じられない。 ^蕉が 

談 林の 感化 を 受けた の は 、江戸へ 下って からの 蓽 らしい。 在京中 或は それ 以前に、 宗 因に 師事した とは考 へられな 

い。 「綾 山 井」 の^ 蕉の句 風 を 兌ても、 談林 らしい 倾向 はない。 延齊へ 入って、 桃 靑と號 した 時代の 句に、 談 林の 感化 

は^しい やうで ある。 なほ 宗 因が 一 幽と云ひ、芭蕉は宗房と號した時、宗因に誘はれてャ^紫太宰府に^^;^詣したとぃ 

ふ說 (「， い 巴 蕉談」 後篇)、 延^ 七年宗 因と 始めて 會 つたと いふ 說 (一?^ 波 氏 「t ぃ巴蕉 年表」)、 •： 示 因と 村 竹 之丞の 芝居で 會見 

したと いふ 說 (宗 因が 一 日 市 村^ を 見物し、 門人が 子 はま さりけ り 竹之丞 とい ふ 句の 上 五 字に 置き 惱ん だの を 見 

て、 直ちにお や- ^と m れいて 門人に 敎 へたので、 T ぃ巴蕉 その 狂才に 感服した とい ふ 逸話。 素 外の 「玉 池雜 藻」、 吾 

山の 「朱 紫」 に 出) も あるが、 確證に 乏しい から 分らな し。 併し 笆蕉は 宗因を 尊敬して ゐ たやう で、 士朗の 「枇 

杷園 siS に-に、 燕 翁 龍 子 良才之 事と いふ 條に、 t 巴 蕉の眞 蹟を戟 せて、 「いまだ 宗因 ごときの 興 作な し。 宗因 ごとき 

の惡 句な し。 云々」 と 言 ひ、 或は 「去 來杪」 に 去来の 言と して、 「- ぃ巴蕉 常に 宗 因な くんば、 我々 の 俳諧 今 以貞德 の 

涎 をね ぶるべし。 宗因 はこの S! の中與 開山な り。 云々」 と ある 所を兑 ると、 相當 敬意 は拂 つて 居た ものに 逮 ひな 

い。 

I  、 瀵學を 田 中 桐 江に、 詩 を 伊藤 坦 庵に、 書 を 北 向 雲 竹に 學ぶ。 

沼 波 氏の^ ーハ牛 表に は寬文 七 年の 事と して ゐ るが、 何に よって 定めた もの か 明かで ない。 桐 江 は 田 中 省 吾、 名 

は^。 字 をお 吾、 雪 tg. 道 人と 號 する。 物 祖徠の 詩友。 祖徠 と共に 柳澤 侯に 仕へ る。 晚年姓 を 富、 名 を 逸、 字 を 春 
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叟、 號を桐 江と 改める。 寬保 三年 二月 四日 殁 (「大日 本人 名靜 書」 摘要)。 吉田銳 雄の 「田 中 桐 江傳」 に 云、 

元祿十 一 年卽年 三十 一 歳に 至る 間の 事蹟に 就いては 資料の 徵 すべき ものな し。 …… 尙此 間の 事な らん。 面白 

き 逸事 は、 桐 江が 俳聖 松 尾 芭蕉に 莊 子の 講釋を なせし 事是 なり。 芭蕉 は 元 祿七年 十月 十二 日 年 五十 七 歳を以 

. て沒 したれば、 江戶の 芭蕉 庵に 住せる 時の 事な らん。 桐 江に 半時 庵說ー 篇 あり。 六十 歳の 時、 俳人 半時 庵擔々 

- . y  )  〇〇  〇〇oo〇o〇  ooooooooo  〇o〇o〇 

のために 作れる ものな り。 其 一節に 曰く、 「老夫 (桐 江) 武 陵に 在りし 時、 祧靑と 云 ふ もの あり、 數々 書齋を 

訪ひ、 叩く に 南 華 を 以てす。 歳月 積む 所 文義頓 熟せり。 其の 盧 芭蕉と 名 づけり。 (中略) 老夫^く 鄒 魯を擧 び、 

厳に 異端 を 担ぐ。 後 文 を 好み、 凡そ 文 思 を 助く る 者 は、 諸子 百 家 傳奇小 說を問 はす、 睫 を 接せざる はなし。 

況ん ゃ桃靑 のために 漆 園を譚 じ、 今 半時 庵の 說を 作る。 復 何の 妨 ぐる 事 か 之 あらん や o( 原 漢文)」。 と 半時 庵 

澹々 は 僧 獨麟の 門人 なれば、 就いて 此說を 請 ひしな らん。 實に 世に 隱れ たる 逸話と 謂 ふべ し。 云々。 

と ある。 元祿十 一 年が 桐 江 三十 一 歳 だとす ると、 元 祿七年 は 桐 江 1 1 十七 歳で、 桐 江 は 寬文八 年に 生れた 事になる。 

之に よると 寬文七 年頃 芭蕉が 漢學を 桐 江に 學ん だとい ふ說は 誤で、 少く とも それ は 芭蕉が 芭蕉 庵に 入った 以後の 

事で なければ ならぬ。 年長の 芭蕉が 後輩の 桐 江に 漢擧を 舉んだ 所 を 見る と、 桐 江 も 若く して 斯道に 達して 居った 

事が 分る。 前 慶應義塾 圖書 館長 田 中 一 貞氏は 桐 江の 遠裔 だとい ふ 事で ある (小 野 機太郞 氏の 敎 示に 據 る)。 

伊藤 坦 庵と 交の あった 事 は、 「燕 村 文集」 の 芭蕉 堂 再興 記に、 「再興 發 起の 魁 首 は 自在 庵 道 立 子な り。 道 立 p^l- 

o  〇〇o〇〇〇〇ooo〇o〇〇o〇〇〇o〇o〇〇〇〇〇GOC〇o〇〇〇 

祖父 祖庵 先生 は蕉 翁の もろこしの ふみ 擧び たまへ りけ る 師^て おはしけ ると ぞ。 云々 OJ と あるし、 洛外 一 乘寺村 


金 福 寺の 色蕉 庵の 碑 誌 (淸田 文 興の 文) にも、 「祖庵 雄 中^ 謝 翁邀飮 詩。 亦 可以想 翁爲人 矣。」 と あるから Sil かな 事 

では あるが、 それが 寬 文中の 事 か 確證を 得ない。 坦庵は 伊藤 氏。 越 前 侯の 儒官。 名 は 宗恕。 字 は 元務。 京都の 人。 

祖 伊藤 丹 後 秀賴に 仕へ、 大阪の 役に 戰死。 坦庵 父の 業 を 受け、 醫を 江村 專齋 • 曲直 瀬玄 理に學 ぶ。 事に より 寃， 5^ 

を 蒙り、 越 前に 幽囚され る 事 三： 牛。 後赦 さる。 寬 文中 業 を 儒に 改める。 儒 は 那波活 所 門。 程 朱の 擧を唱 へる。 S 

永 五ハ牛 八月 二十四日 殁。 年 八十 六歲。 門人 淸田氏 を 養って 嗣 とする (「大日 本人 名辭 書」 摘要)。 

雪 竹に 書 を舉ん だの もい つの 頃 か 判然し ない。 雲 竹 は 京都の 書家で、 もと 林 氏。 名 は觀。 或は 正實。 溪翁. 太 

虛庵 等の 號が ある。 通 稱八郞 右衛門。 細楷を 善くし、 書風 高 野 大師に 似て ゐる。 行 • 革 も 亦 一 家 を 作す。 元 ft 十 

六 年 五月 十二 日殁。 年 七十 二 (「大日 本人 名敲 書」)。 「俳人 芭蕉」 に據 ると、 雲 竹 は 筆 道の 名家 5. 斐 流の 祖藤 木敦. a 

の 門人で、 次の- t 巴 蒸の 手紙が ある。 卽ち 「御手 本の 風 義に隨 分 認見候 得 共、 下地が 無 器 ffl の もの 故にう つり 兼 巾 

候。 御 直し 可被ド 候。 云々。」 と ある。 其 他-さ 蕉と雲 竹の 關係を 知る 手紙が、 「眞蹟 集」 • 「眞蹐 拾 遣」 等に 一 通づ ，^ 

15- えて ゐる。 

齊壽院 と 巾附今 U 上京 候 付 申 上 候。 愈 御 別 條無之 候 哉 承 度 候。 さて は 先頃 御 頓申上 候 額 字 出來候 はビ此 僧に 

0  0  D  0  0  0  OOOOOOOOOOOCCCOOO 

御 渡 被 F 度 候。 委細 は 御 噺可被 巾 上 候。 偖々 御世 話に 奉存 候。 さて 叉內々 御た のみ 申 上 候 千 字 文來月 中に 御 

OGCOOOOOOOOOOOO  oooooooooooo  c^ 

出 來被下 候 様內々 御 心がけ 奉 頼 候。 先様より 便 之 度 毎々 せがみ 遣 候。 云々 

十一 日  はせ を 
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北 向 雲 竹 樣 

お おき おいき、 お： S れ S お i ま、 $^^s^§^. 

. ^方法 事 も 三月の 末に はっとめ 巾 さる， - やうに 申來 候。 さ 候へば 夫 迄 は薛風 共に 出來 上り 不申 候て は 問合不 

申。 rp&; きき？ や ひ きき £ゃ ひ S や Mfuo 云々 

二十 八日  お ず 

蔦 崎屋十 右衛門 様 

是 等の 手紙 は元綠 年中の もので、 雲 竹と 芭蕉の 親交 を 物語る 資料と ならう。 紺屋の 挨移 など は 雲 竹老の 文人 氣質 

が 見えて 面白い と 思 ふ。 

I 、 磐 術. 神道. 佛法を 學ぶ。 

去留の 「全集」 に、 「醫術 を 三條の 某に 學び、 祌 道を吉 田家に 受け、 佛法 を南禪 寺の 塔 頭 某和尙 にきく。 云々」 

と あるが 眞僞 未詳。 通說 では 天 和 元年 鹿 島根 本 寺の 懵佛 頂に 參禪、 貞享 三年 常 陸 潮 来の 本 道 悅に醫 を擧ぶ 事に 

なって ゐる。 

I  、 東 山の 麓に 住、 し、 泊 船 堂 桃 *>」號 、し、 又 宇陀 ノの 法師 或は 釣 月 釺宗茂 さも 云った。  ， 

切. 屮の 「略 傳」 說 である。 「一代 錄」 に は、 寬文九 年宗房 太宰府の 天神へ ぉー詣 し、 此後洛 東の 居 を 破して 再び 北 


村 氏に 入りて 執事した と ある。 この-傅 びと 言った の は、 蟬呤の 遣髮を 高野山に 納め、 京に 上って 季 呤に兑 え、 

國 して l^g^ の 念 やみがたく、 亡命して^5^3の麓に住み (洛 東の 居)、 太宰府の： 大祌へ 參詣 し、 歸 つて 来て 又 季吟の 

許に 厄介に なった とい ふ 意味で あるが、 何に 據っ たもの か 確證を 得ない。 泊 船 堂 桃 靑と號 したと いふ 事 も 疑 はし 

ぃ。：们船堂とぃふ號は、李.1:1の門泊^5^吳萬里船とぃふ詩句から出た言葉で、どぅしても船着場とか、廣々した川の入 

n とかい ふ 所の、 草庵の 號 でなくて は 理窟に 會 はない。 山紫水明な 東 山の 麓 如きに、 そんな 感じの 場所が ある だら 

うか。 素 蓮の 「春秋」 も 之 を 疑って、 「東都 深川萆 庵ノ號 ナルコ ト正 シキ證 ァリ。 ISTI I 角 初冬 部、 體 I 堂 

「波 はくろし 夕日 や 满 む 水に 舟 揚水。 「夕 がらす 見ん 虹の 假橋筑 波 山 同。 〇 按、 深 川 草庵 ヲ泊船 堂ト名 ヅケタ 

ル事 知ルべ シ。 云々。」 と ある。 然るに 許 六 は 「宇陀， 法師」 に、 「先師 伊賀に 住める 比、 釣 月 軒.： へ 小 茂 • ：刖 船 堂宗ぉ 

など 書 なぐりの 反故な ど 拾 ひて， 云々」 と 言って、 之 を 賀 在住の 庵號 として ゐる。 釣 月 軒 は寬文 十二 年の 「貝お 

ほひ」 の 序に 兑 えて ゐ るから、 伊賀 在住の 號 とも 思へ るが、 泊 船 堂 は 山國の 賀 在住の 號とは 信じられない。 宗 

茂號に 至って は、 在京中の 號 だか、 伊賀 居住 中の 號 であるか、 諸 書に 徵 して 手がかりがない。 桃 靑號は 後， 眾に詳 

說す るが、 要するに 延齊三 四 年 以後の 命名ら しく、 李 呤が安 靜に與 へた 桃靑 改名の 手紙、 伏 見の 任 口上 人 改名 說. 

桐 山 正^ 命名 說 など は確證 がなければ 信じられない。 宇陀 ノ 法師 號は素 蓮の 「春秋」 に邪說 なる 事 を 極論して ゐる。 

(第 一 章、 第三 節參 照し。 

I  、 西國 を遊歷 する。 天の 橋 立 • 伊豫の 松 山へ 行く。 淡 路の福 夏に 滯留 する。 
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湖 中の 「略 傳」 に、 「元祿 三度 午 加州の 北 枝への 消息に、 筑紫行 1: ありし よし あり。 其時予 二十 五 歳と。 云々。 

是を以 見れば 季呤 に遊擧 中の 事なる べし。 然れ ども 事跡 未詳。」 と あるが、 「一葉 集」 中 北 枝 宛の 手紙で- 筑紫行 1: 

の 記事 ある もの は 一 つ だけで • 一 一十 五 歳 云々 とい ふ 記事 は 見えない。 卽ち 

春 は西國 望み 御座 候 間、 冬 中 調へ 申 度 候。 され ども 伊賀へ 用事 も 御座 候 間、 伊賀 を 先に 可 致 も 難 計 候。 ちと 親 

類內 用に て捨 がた き 事に 御座 候。 伊賀 便り 次第に 心得 可 申 候。 西 國へは 何卒 同行に 致 度 候 間、 其 御 心得 賴入 候。 

o〇o〇〇o〇o〇oo〇o〇〇〇o  00 〇  OOOOOOOC 

左様に 喉へば 兩呤 いそぎ 巾 事 もな く 候。 二十 六 七 年 以前 太宰府へ 參詣 いたし 候。 連 二人、 我と 三人に て 歩行 

o〇〇o  0000000  000000000  00000000 

候へ ども、 知 音 もな く 候て、 見物 所ば かり 尋歸 候。 宗房 時分の 事に 候へば， 所々 發句留 候へ ども、 を かし か 

らす。 と \ の はぬ 事の みに て、 一句 も噺 事な く 候 間、 此度 は呤じ 直し 度 存念に 候。 云々 

とあった。 「略 傳」 にい ふ 手紙 は 別の もので あらう か。 以上の 手： g の 記事 は • 芭蕉が 松 岡の 茶店で 北 枝と M れる 時、 

扇に 書いて やった 句の 訂正 や、 北 枝が 天 爾波留 の 脇を附 けた 訓戒な ど を 言 遣った 文章の 次に 續く もので、 遣 音の 

「芭蕉 全集」 は元祿 一 一年の 部に 入れて ゐる。 元祿ー 一年と すると、 一 一十 六 七 年 以前 は 寬文三 四年顷 となり、 芭蕉 西國遊 

歷は 二十歳 か 二十 一歳 •ST まだ 蟬呤に 仕へ て 居った 時分と なる が、 山 崎 氏の 「俳人 芭蕉」 は 之 を 元祿六 年の 事と 

し， 西國 遊歴 を 寛 文 七 八 年卽ち 芭蕉 上京中の 事と 考 へて ゐる。 私 は 山 崎說の 方が よい かと 思 ふ。 春 は 西國望 みだ 

の、 伊賀へ 先に 寄る かも 知れぬな どと あると • 此 手紙 は 元 祿六年 十月 北 枝へ 宛てた ものと 推定され よう。 卽ち芭 

蕉は寬 文 七 八 年頃 西 國へ遊 藤した かと 思 はれる。 併し それに は異說 もあって、 「 一 代錄」 は 寬文九 年 宗房太 宰椅の 


天祌 へ參詣 したと あり、 「一代 集」 の^ 蕉翁傳 は、 「寬文 五六 年に や。 太宰府 參 詣。， 一と ある。 なほ 「俳 入 T ほ 蒸」 に、 「淡 

路の福 良 1^ 記に、 暫時 福 良に 滞^せし こと 兌 ゆ。 云々」 と あるが 詳か でない。 浪 化の 漫筆と 傳 へられる 「俳諧 正 

語抄」 に、 -t 巴 燕 昔 肥 後の 山中 を 越えた 時、 夫婦の 山 樵に 逢って、 その 生活に 感歎した とい ふ 說を揭 げてゐ るが 疑 

はしい。 「正， g 抄」 は 信じられぬ 書で- 例へば 「さま-^ の 事 思 出す 樱 かな」 の 句 を、 芭蕉が 西！： 行脚の 際、 二度 

古主に 兑 えて 感激して 作った 句の やうに あるが、 此句は 探 丸公の 花見の 席に 招かれた 時の 句で、 二度 古主に 見え 

て 作った かどう か 分る 事で はない。 古、 王と いふ 名も變 で、 それ は 蟬吟の 弟 だから、 主人 格に はなら うが、 巴 蒸 は 

1. 吟 に^ら 仕へ た 者で、 探 丸 は 主人で はない。 叉 「行脚 怪談 袋」 に、 色蕉が 伊豫の 松 山へ 行って、 雪 十二 句 を 作 

つたと いふ 車 も、 他に 聞いた 事の ない 說で、 勿論 跡 方 もない 話で あらう。  . 

I  、 妾が あった VJ いふ 說 

囊貞 尼の 傳說 で、 嘗て 洒竹 *璜 音に よって 唱 へられた 說 であるが、 眞偽は 判明せ ぬ。 其說は 大略 次の やうな & 

據 によって 主張され た。 

ィ、 風 雄が 野 坡北ハ 他の 人の 俳 話 を 書きと めた 「小ば なし」 とい ふ 書に、 淺生庵 (野坡 庵號) 談 として、 「壽 貞は 

翁の 若き 時の 妾に て、 とく 尼に なりし なり。 其 子 次 郞兵衞 もっか ひ 被 申し 由。 云々」 と ある。 

n» 元 祿七年 五月 十 一 日、 T ほ 蕉が杉 風に 與 へた 手紙の 一 節、 「猪 iii; 衞病氣 、桃 隣 無 御油 斷、 被 仰 付 可 被 下 候。 折々 

深 川へ 御 なぐさみに 御 出 あれ かしと 存攸。 され ども歸 貞 病人の 事に 彼へば. しか-^ 茶 を まゐる ほどの 事 
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も 得 致 まじく と存 候。 云々」  ， 

ハ、 同年 六月 三日、 猪 兵 衞に與 へた 手紙の 一節 * 「理 兵衞 細工 無 之 時分、 せめて 煩 ひ 不申樣 に 御 氣を可 被 付 候。 

右 之 通り 壽貞 にも 御 申 聞かせ 可 被 下 候。 お ふう 夏 かけて 無事に 候 哉。 様子 具に 御 申 越 可 被 下 候。」 

二、 同年 六月 八日、 猪 兵 衞に與 へた 手紙 

壽貞無 仕 合 もの、 まさ • お ふう 同じく 不仕 合， とかく 難申盡 候。 好 齋老へ 別紙 可 申 上 候へ ども、 与 6 便に 候 

間、 此書狀 一所に 御 覽被下 候 様に 賴存 候。 萬 事 御 盱煎御 精 御 出しの 段々、 先 書に も 申來、 扨々 辱 誠に ふし 

ぎの 緣に 候。 此御人 頼 置 候 も、 ケ 様に 可 有 端と 被存 候。 何事 もく 夢 まぼろしの 世界、 一 言 理窟 は 無 之 候。 

ともかくも 能 様に 御 はから ひ 可 被 成 候。 理兵衞 もうろ たへ 可 申 候 間、 とくと 氣を しづめ させ、 取 亂し不 申 

様に 御し めし 可 被 成 候。 以上。 (全文)。  . 

t-、 同年 七月 (「次 郞兵衞 物語」 に 天 和 二 年 七月 十二 日 相 架と あるが どうか)。 

尼 壽貞が 身 まか リ ける v^,.v 、、て 

oooo  oooooooo^o 

數 なら ぬ 身と な おも ひそ 玉 祭り 

へ、 同年 十月、 伊兵衛 宛 遣 言狀。 

000  000000000000  000000000  . , 

. 伊お 衞に申 候。 當年 は壽良 事に 付い ろく 御 骨折、 面談に 御 禮と存 候 處* 無 是非 事に 候。 殘り候 二人の 

者 ども 十 方 をう しな ひう ろた へ 可 申 候。 好齋老 など 御 相談 被 成可然 了簡 可 有 候。  ， 


以上の 根據に 就いて、 先 づ淺生 庵談と ある それが、 容易く 信じられる もの かどう か 問題で あらう。 風 律と 同門の 

風 之が 書いた 「俳諧 耳底 記 J に、 -ほ蕉 の 正風 は 和歌から 出た もので、 あのく たら 三み やく 三 菩提の^、 糸に よる 

ものなら なくに の 歌、 此ニ 首に よって 正風 を 工夫した とか、 或は 芭蕉に 俳諧の 三 鳥ノ傳 (都鳥 • 篤. 時鳥) が あつ 

て、 之が 正風の 极元 であると いふ 野 坡說を 述べて ゐ るが、 それから 類推す ると 野坡の 話もう つかり 信 W は 出来な 

い。 次の 四つの 手紙 は、 「色蕉 翁眞蹟 第」. 「同 拾 遣」 • 「俳諧 一 葉 集」 • 「笆蒸 句 選 年考」 共 他に 兒 えて 信 出 は 出来る 

が、 材料と して 貧弱な 感が ある。 はじめの 杉 風 宛の 手紙 は、 -t 巴蕉が 勝 所から 送った もので、 芭蕉 庵の^ 守 を あ づけ 

た涛^ 尼が 病人 だから、 お出に なっても お茶 一 つ 上げられ まいと いふ 文意、 六月 三日 猪兵衞 宛の 手紙 は、 理 兵衞. 

壽寅. お ふうの 事 を 心配した もの、 六月 八日の は 壽貞の 死 を 聞いて 歎いた もの、 七月の は 壽貞魂 祭の 發句、 數な 

らぬ 身と な 思 ひそと 一一 一一：： つた t 巴 蒸の 心 持 を 想像す ると. 壽貞 との 關係も 尋常 一 様の もので は あるまい と 思 はれて， 

最 一 一人の 關係を 知る 好材料の やうに 考 へられる。 最後の は 5: 兵 衞宛遣 言狀。 

「小ば なし」 の淺生 庵談が 無くと も、 私 は 笆蕉と 壽貞の 間に 何 か 深い 譯が ありさう に 思 はれて ならない が、 今の 

場合 以上の 記錄 以外に、 二人の 關係を 語る 材料が 殘ら ないやう だから、 確言 を控 へて ゐる。 壽 貞は 兵 衞. 杉 風. 

桃 隣な どと 知合 ひの やう だから、 是 等の 人の 間に 二人の 情事 を らす やうな 秘記 でも ありさう に E わ ふがない。 杉 

風に は 「杉 風秘 記」 が あるが、 完全な もの は殘ら ぬらしい。 尤も 笆蕉が 妾 を 置かう が、 情婦 を 持た うが、 常時の 

俳人； S 質と して は 深く 問題に する ほどの 事で もない。 其 角の 逝樂は 周知の 事。 嵐 雪の 妻 は 後に^ 舉に 凝った けれ 

第一 節 上京 說  八 七 
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ど、 根 を 洗 ふと 遊女で ある (「杜撰 集」 嵐 雪の 装 遊 稿に、 「彼 は あそび もの. -银 ながら、 云々」 と ある)。 桃 隣 は 疝氣持 

ち (「刀 奈美 山」 の 引、 「桃 隣に 怖氣と も^さす。 云々」 と ある)。 あの 律義な 去来で さへ 可 南と いふ 妾が あった (許 

六の 去來諌 に、 「思 ふ 人の なきに しも あらで、 云々」、 叉 丈 草より 潘 川に 送った 手紙の 中に、 「此人 も 昔 は 具足 を賣て 

傾城に か、 り 候と て、 其 角な ども 大 ほめの よし。 自身に も 笑 ひ 申 候. 。云々」 と ある)。 元祿 俳人の 寬濶 さは ひとり 色 

蕉に 限った わけで はない。 「貝お ほひ」 を 請んだ 者 は 若い 芭蕉の 遊蕩 氣 分に 驚く であらう。 我 も 昔 は 衆 道 好きの 笆 

蕉が、 全然 女 を 知らぬ 箸 もなから うと 思 ふ。 情婦が あつたって 芭蕉の 人格の 下る 譯 はない。 た^どの 程度 迄 遊ん 

だか それが 分らない。 洒竹は 壽貞を 藤 堂 家の 侍女な りしな らんと 論じ， 瓊音 は壽貞 との 關係を 京の 季吟の 許に 居 

た 頃 だと 言 がれる が、 確證を 得ない からし かと 言へ ぬ。 私 も 色蕉の 遊蕩 は 主家 亡命 後 上京中の 事で はなから うか 

と 推察す る。 壽貞 尼との 關係も 或は 其 頃で はなから うかと 考へ る。 

一 體壽貞 と は 何者で あつたか。 野 坡は妾 だと 言うて ゐ るが、 「次. 郞兵衞 物語」 に は 芭蕉の^ 母と なり、 竹 人の 「全 

傅- に は、 「伊 兵衞丄 ft 貞 なほ 尋 ぬべ し。」 と ある。 乳母で は戀愛 問題 も 起るまい と 思 ふが、 その 乳母 說も 確證 はな 

い。 次に 寬文頃 壽貞號 の 人 は 幾人 もあった らしく、 どれが 芭蕉の 壽貞 やら 甚だ 紛ら はしい。 例へば 重賴の 「佐 夜 

中 山 集」 にある  一 ノ 呂壽貞 (阿波 住)、 湖春の h 繽山 井」 にある 杉 本壽貞 (山城 國 作者)、 似 仙の 「落花 集」 にある 

壽貞 (大阪 )、 一 雪の 「言 之 羽織」 にある 比丘尼 壽貞 (京 住) 等が あった。 以上の 中 阿波の 壽貞、 大阪の 壽貞、 京 

の壽 貞は、 住所 か 違 ふから、 ^個の 人で あらう と 思 はれ、 山城の 杉本壽 貞は、 或は 京 住の 壽貞と 同人で はなから 
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うかと 思 はれる。 次に 参考まで 是等壽 貞號の 人の 發句を 示す と、 

車 百 八：： こ とに 時め く あ ふ ひかな 

冷酒 はきく 人かん を 催せり 


貞 

贞 

波 氏 は 右の 內  一 ノ^ 壽貞を 芭蕉の 壽貞と 推して ゐる がいか^。 

サ巴 燕の 手紙の 中に 猪 兵衞と ある は 伊兵衛の 事ら しく、 伊兵衞 なれば 白 一 1<パ の 「1151: 澄 鏡」 に、 杉 風の 手代 焦の！？ と 

あり、 「湖 is^ 問答」 の 桃 鏡の 序に も、 祖父 伊 兵 衞晚號 一道と あって、 松 村 伊兵衞 である やうに 思 はれる。 理兵衞 は 

3- か 細工 を^と した 者ら しく、 まさ. お ふうと 共に 壽貞と 肉親の 關係 でも ありさう に 思 はれる が 詳しく 分らない。 
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第二 節 「貝お ほひ」 論 

I  、 概說 

寬文 十二 年 正月、 芭蕉 は 「貝お ほひ」 を 作った。 芭蕉 最初の 著述で ある。 「貝お ほひ」 は 一名 「三十 番 俳諧 合」 

と 云って、 伊賀上 野天 滿宫 奉納の 句 合で ある。 貝お ほひと は 王朝 時代の 貴族の 戯 技の 名で， 「增 鏡」 • 「徒然 草」 に 

も 見え、 專ら 女子 の^んで 技であった。 許 六の 「ゐん ふたぎ」 • 「へんつ き」 の 名が、 中古の 戯 技に 基いて ゐる事 

も、 此 「貝お ほひ」 の 名を眞 似た やうに も 思 はれる。 書名 は 自序に 示す やうに、 合せて 勝負 を 貝る とい ふ 意味 か 

ら 付けた ので ある。 

〔參 考〕、 三冬の 「俳諧 歌異 合」 の 序 (米 花 庵 田 社) に、 「貝お ほひ • 貝 あはせ、 其 もと 婦女の ふたつの 遊に して、 

その 品 ひとし からざる や。 但西行 上人の 貝 あはせ とてお ほふな りけ りと よみた まへ る は、 玉く しげ ふたみの 浦 

の 給 なれば、 ふたつ を かよ はせ ていふべ きか。 さは あれ 堤の 中納 言の 物語 等に 出た る 所の 小 貝 合と いふ ものな 

ん其 はじめ 久し かるべし。 云々。」 西 行の 蛤 貝の 歌 は、 「今ぞ 知る ニ兑の 浦の はまぐり を 貝 あはせ とてお ほふな 

りけ り」 で、 流布本 山家 集に 次の やうな 詞 書が ある。 「伊勢の 二見の 浦に- さる やうなる 女の 童 どもの 集りて、 

わざとの 事と おぼしく * 給 をと り 集めけ る を、 い ふが ひなき あま 人 こそ あらめ、 うたて き 事な りと 申しければ、 


貝 合せに 京より 人の 申させ 給 ひたれば、 えりつ \ とるな りと. S. しける に、」。 芭蕉 は 或は 西 行の^ 貝の 和歌から 

E 心 付いて、 「貝お ほひ」 の 題名 を與 へた もの かも 知れない。 

寬文 十一 一 ハヰ 正月と いふと、 -t^ 蕉は まだ 江戸へ 下らなかった 時で ある。 序の 署名に、 「寬文 十一 一年 正 m: 二十 五日、 

^贺 上野 松 尾 氏 宗房釣 月 軒に してみ づ から 序す。」 と あるが、 此釣月 軒が 伊賀 在住の 號か、 或は 上京中の 號か 一定 

しないから、 「貝お ほひ」 は 伊賀上 野に 於て 書いた もの か、 在京中に 書いた もの か詳 かで ない (鄕 里の 1K 滿宮に 奉 

納 した 句 合 だから、 大方 賀で 書いた もの かと は考 へる が)。 橫本 「貝お ほひ」 (寫) の 奥に、 芝 三 田 二 丁目 中 野 

半 兵 衞開板 • 同 庄次郞 と あるから、 江戸で 出版した ので ある。 

は りことば 

「貝お ほひ」 は當 時の 小歌 • 流行 詞を取 入れた 發句 三十 番の句 合で、 笆蕉は それにい ち く 小歌 • 流行 詞を交 

ぜた 判詞を 下して ゐる。 序 は 芭蕉、 践は 同鄕の 橫パ. 作者 三十 七 人。 卽ち三 木 (二 句). 義正 (三 句)， 此 男子 (三 句). 

蛇足 (1 一句) • 露 節 (1 一句) . ^也 (一 一句) . 信乘母 (三 句) • 和 正 ( 一 句) • 貞好 (1 一句) . 一 友 (1 一句) • 正 之 (1 一句) • 意 

兑 (一.？). 旅 尼 ( 一 句) • 鋤 一  句) • 指議子 (1 一句) • 宗房 (1 一句) . 政 定( 一 句) • 和 久( 一 句) . 亩之 (一 一句) • 一意 

S3、 云 ニ作ル 

(一句). 義子 ( 一 句) •  1 下 軒 (1 一句) • 適 意 ( 一 句) • 勝 言 (一 一句) • 甘 入 ( 一 句) • 三竿 ( 一 句) • 城 次 0 一句) • 政 輝 ( 一 

句) . 界毛 (1 一句) • 石 口 (一句). 蚊 足 ( 一 句) • 餘淋 (1 一句) • 政 當( 一句) 二 入 (1 一句) . 吉勝 ( 一 句) •  #勝( 一 句). 

不： ； 句) であった。 以上の 中義正 (杉 山 氏) • 意見 (座頭) • 吉之 (中 尾 氏) • 政 輝 (長 佐 和 氏) • 石 口. 橫月等 は、 

「核 山 井」 • 「核 連珠」 に 見えた 人々 である。 是 等の 作者 は 住所 未詳の 者が 多い が、 恐らく 大方 伊贺の 人で、 友人 

第二 節 「M お ほひ」 論  九 一 
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も 先！ M も あらう と 思 はれる。 

「貝お ほひ」 は實に 破天荒の 著と 云って よい。 後の 淸ぃ隱 者の やうな 生活 を 送った 芭蕉の 作と して 注目に 價す 

る 書で ある。 併し 本書に 就いては 古人の 研究 もな く、 註 書に も 乏しい 事 を 遺憾と する。 現存の 書 は 種 彥の書 入 本 

と橫 本の 校正 本 (校 者 未詳、 朱書 入) と、 なほ 他に 一 本を藏 する 位であった。 . 

一一 、「貝お ほひ」 に 於け る 小歌 • 流 行詞 

芭蕉の 序に、 

. ^六つ ハ たる 竹の杖、 ふし-^ 多き 小歌に すがり、 ある は はやりことばの ひとくせ ある を 種と して、 いひ 拾 

二、  一一；、 

られし 句 ども を あつめ、 右と 左に わかちて、 つれぶ しにうた はしめ、 其 かたはらに みつ 力ら 力 み じ 力き 筆 

のしん き はらしに * 淸濁 高下 をし るして、 三十 番の發 句 あはせ をお も ひ、 太刀 折紙の 式 作汰も あるべ け^と 

|c ^い！ ^^2^1 かかいい キ： &、 世に 披露 せんとに は あらす。 云々 

と ある。 併し 之 は 可 德獨吟 • 定興 判、 「f い 汁 ゼ§ やっこ 俳諧」 (寬文 七 年 正 月刊) の 序、 

か は ゆの 淸十郞 が なれの はて、 いざ 追善に 俳諧の 一 卷を あつめん。 尤 よかんべ いと 思 寄、 地 打の 熊手に ま 力 

0000000  00000000  ooocc^  o,^OGOCO^OO 

せ、 ひっかき つ^ると 申せ ども、 長刀の さし あ ひ、 太鼓 もちの 打 越に、 あく 女の 去 嫌 も 力まい ないやつ こな 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  ^00-0000 

れ、 めったやたら にしち らし 侍る 俳諧なら し 云々 

と ある 書 方と 共通した 氣 分が 見える。 


.f- 六ついた る 竹の杖。 小 六 は 慶長頃 江戶赤 坂に 住んで ゐた 美男の 馬方で ある。 無双の 小歌 t 手。 小 六 生れ は 西 

の 者、 そだち は關東 武^ 野に 住む と 迄哏ひ はやされた 男。 中村宗 三の 「糸竹 初心 集」 (寬 文^ 年刊) に、 「小 六つい 

たる 竹の杖 小 六、 もとは 尺八 中 は^ 小 六、 すゑ は 女郎 衆の、 それ 實 にほんに さて 筆の 軸、 うたへ 小 六」 と ある。 

「淋敷 之 慰」 (編者 未詳， 延寶四 年 序、 寬 永から 延寶 迄の 流行 小歌 七十 種 を 集む。) にも、 「小 六ついた る 竹の杖、 

本 は 尺八 中が 笛 • うら はし ほたん、 ほんな あよ を ほん 筆の 軸、 竹 小 六」 とも ある。 其 他 「松の 葉」 にも 替歌 は 多 

く 就って ゐる。 

つれぶ しにうた はしめ。 「淋敷 座 之 慰」 江戸まん ざいの 唱歌に、 「お だんなへ 金が まゐ つた。 つれぶ しに まゐら 

う。」 と ある。 共に 唄 ふ 事。 「 一 代 男」 • 「若 風俗」 にも 例 は ある。 

短き 鋒の しんき はらし。 拙い 筆で はれぐ せぬ 心 を 晴らす ために 書いた との 意。 筆の 心 を 辛氣の 辛に 取 成。 

1 番 

左 勝 

に ほひ ある 聲ゃ伽 si ぶしうた ひ 初  三  木 

うる はしい 歌の 節で 謠初を やる の は、 奥床しい 上品な 事で あると いふ 意 だら う。 

二番 

左 勝 

第二  「a- お ほひ」 論  九 三 


第" 三 章 亡命 後の 動靜  •  九 四 

紅梅の つぼみ や あかい こんぶく ろ  此 男子 

- 左の わかい こんぶく ろは大 坂に はやる 丸の すげ 笠とう た ふ 小歌 なれば なるべし 0 

横 本、 「こんぶく ろと は 小 袋の 事 を 小歌に こんと はねて うた ひしなる べし。」 と 朱書 入が ある。 大阪に はやる 丸 

の すげ 笠の 唱歌 未詳。 菅笠 は專ら 婦人の かぶった もので、 加賀 笠と も 呼ばれる。 

三番 

左 

なく 聲 やげ に i 羅の はし 句 ひ 鳥  露 節 

右 勝 

1 一 、 

藪 にす む鷺 のうた やお 竹ぶ し  ^  也 

左、 きき レ ともる.^、  ひ 鳥の 嘴に とりなされ たる は、 げ によく さ えづら れれる P ばし なれ ども、 右 

のお 竹ぶ し 藪 に すむ とい ふよ リ、 言葉の 茂リも ふかく、 云々。 

橋 を 嘴に 取 成して、 鶯の聲 の 美しい 事 を 賞め たのが 左の 句で あるが、 伽羅の 橋 を かきょい のとい ふ 小歌の 唱歌 

未詳。 但し 扇德の 「落葉 集」 (元祿 十七 年刊) に 伽羅の 坂 橋 踊と いふの が あるから、 以前よりか、 る 小歌 もあった 

と 見える。 右の 句 は 鷲が 竹の 中で 美しく 啼 いて ゐる事 を、 お 竹ぶ しと 洒落れ たの だら うが、 或はお 竹と いふ 女 力 

あって、 特に 小歌が 上手であった 所から、 お 竹ぶ しと 兩 方に かけて 云った もの か。 


四番 

右 勝 

妻戀 のお も ひや 猫の らう さいげ  和  ^ 

OO00O0OO00  0  0  0  0  0  0  ^  i 

右うた、 猫の らう さいと いふ 小歌 vy つま 戀 に とりも はされ たろ は、 よい 作 に やきんに やうに P-0 ーム々 

猫の らう さいと いふ 小歌 未詳。 らう さい は 弄齋と 書く 所から、 人名の やうに 思 ふ 人 も あるが、 人名で はない と 

いふ 說も ある。 らう さい は勞瘵 で、 戀の 病の 事で、 楳條 軒の 「よだれかけ」 (寛 文 a ハ牛刊 ) 卷之 五に、 「生れ もつ 

かぬ 勞瘵の やま ひまう け、 大賢. 亞聖の いましめし 放心 者と なり、 云々」 と ある やうに、 又 元 隣の 「寶 藏」 (寬文 十 

一 年刊) にも • 醫者 にも 分らぬ 病に は、 らう さいの 一節が 藥 であると 書いて ある やうに、 元 來戀の 切なき 思慕の 

IE を 評へ た 歌曲が 卽 ちらう さいぶし であった。 秀松 軒の 「松の 葉」 (元祿 十六 年刊) に、 くも 井ら うさい と 云つ 

て、 切なる 戀を 時鳥に 寄せた 歌曲が ある。 之に も 種々 替歌が あって、 猫の らう さい も か X る 種類の 一 つで あらう と 

思 ふ。 横 本に、 「らう さいと いふ 歌、 勞瘵の やま ひに かけて いへ るに や。」 と 朱書 入が ある。 句意 は 妻 戀の思 は 猫 

の戀 ゎづら ひの やうで あると いふ 事 を， らう さい 節に かけて 洒落れ たので あらう。 

五番 

左 持  - 

牛馬の 糞 ふみわけて 雪 問 哉  貞 好 

第二 節 「貝お ほひ」 論  九 五 
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00000000  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  ^  く 

左の 句、 雪 間 ふみわけし つめ.^ さは、 うさく どっこい、 うき 世 LL すめば、 うさ、、 そまされ とう >,l，，.t はし 力 ある 4 

し 0 云々 

うきく どっこいの 歌 未詳。 

六番 

左 勝 

5au やん 伽羅の 香に に ほへ かし 犬 櫻  正 之 

に ゆかんと つと 山家の やま 櫻  意 見 

.£ の JS. 伽羅の 香 にに ほへ と は、 一句 もやさし く、 手 ざはリ もむ く^ \ と、 むく 犬の 尾 もしる き 作意なる に、 右の 句 

0  0  0  0  0  0  0  OO00O00OOO 

さの み 言葉の；^ くみ も 見えす。 とつと やまがの、 いよ 古徑 とう；^ ふ 小 1^ なれば、 云々 

き 羅の事 を 小歌で はき やん 伽羅と 云った ものと 見える。 犬 櫻 だから、 犬の 打 たれた 鳴き 聲を 連想して、 きゃん 

伽羅と }S 落れ たので あらう。 句意 は 伽羅の 香の やうに 好 もしく 唤け とい ふだけ である。 申 評 t く 犬の 尾 をお も 

しろの かに かけ、 かいい を 尾 も 白に 取 成した ので ある。 右のと つと 山家の 唱歌 未詳。 

七番 

左 特 


たぐりよ せむ から 絲 ならばい と 櫻  簾  尼 

右 

春風に なれ そな X れそ 江戶櫻  信乘母 

唐糸の 句 は、 長 太郞 ぶしと き、、 えよ くい ひかな へられて、 云 々。右、 また、、 むス 節の 江戶 衆に なれ そとい ふ はる 

風に なれ そとつ くリ たてられし は、 云々 C 

太郞節 未詳。 左、 いと 樱 だから 廣絲を 連想し、 たぐり 寄せようと 洒落れ たもの。 小 { お 節の 江戶 衆に なれ そとい 

ふ 唱歌 未詳。 小 { ボ節は 起源 • 名義 詳か でない が、 寬文ニ 年刊の 「吉原 はやり 小唄 悠 まくり」 に， 吉 原へ 通 ふ 馬の 

駄贷 付が あって、 「馬士 二人 小. S ぶしうた ふ。 かざり 白馬 駄賃 三百 四十 八 文。」 と あるから、 當 時小窒 ぶし を哏っ 

て、 吉 原へから 尻 を 引かせた ものと 兒 える。 因に 右の 句 は 冷泉 爲 相の 連歌に、 


力 


は て おも ふ も はる は をし きに 


ooooooooooooq  11 - ^  J4 

ちら ぬ よ り 風に ななれ そ 山 櫻  前中納 言爲^ 

と ある 附 句に 想が よく 似て ゐる。 信乘 母の は 俳諧 的で あるのと、 爲 相の は 連歌で あるのと の相逮 である- 

"番 

左 勝 

うたへ る ゃ晚鐘 寺ぶ しの 暮の花  鋤 道 


.  第三 章 亡命 後の 動靜  九 八 

右 

種なら ば まかせて おけろ 花ば たけ  指毫子 

左、 種彥 本に 晚鐘 寺の ぶしと ある。 「新 古今」 能 因 法師の、 「山寺の 春の 夕 暮來て 見れば 入相の鐘に 花ぞ 散りけ る」 

の 歌が 謠 曲に 引用され てゐる 所から、 謠曲を 唄 ひながら、 タ暮の 花 を 賞す る 事 を、 晚鐘 寺ぶ しと 洒落れ たので あら 

う。 右、 島 だから 種 を 蒔く と 連想し、 花の くに 住せて 置け と兩 方に 掛けた ので あらう。 「花の 種 を まかせが 定な 

ら、 といて ロ說 て、 かたりて きかせ 侍らん。」 と ある 芭蕉の 判詞、 何となく 小歌め いて ゐる。 おけろ は 置け の奴詞 * 

後の 歌曲の 詞 だけれ ど、 「松の 葉」 やり を どり の 唱歌 中、 「槍 はぢ よん/ \ 、ぢ よろ ぢ よん ぢ よろ さまに、 持たせろ ま 

つかせ、 持たせろ まっかせ、 まかせ， （•、 まかせて おけろ の、 云々」 と あり、 又 「落葉 集」 お 先 鈍 助 踊の 唱歌 中、 

「から 崎の、 して てん やっこの ぼった てろ、 まかせて おけろ の、 よい やさ、 云々」 ともあって. 古くから 小歌に 

用 ひられた 詞 である。 

九番 

左 勝 

鎌で きる 音 やちょい /\ 花の えだ  露  節 

右 

きても 見よ 甚 ベが 羽 折 花 ごろ も  宗 房 


oooooooooo  ooooooooooo^  o 

左、 花の 枝ん-ちょ い/ \と ほめた る tiii: 意 は、 誠に 俳 偕の 親々 ともい はま ほし さに， 右の 甚兵衞 が 折 はさて 見て 我お 

0  0 

リ やとい ふ 心なれ ど、 一句の したても わるく、 云々 C 

種豫 本、 茶べ う 衞が羽 折 はきて 見ん 我お りと ある。 左の 句ち よい， （、 と は 物 を 兑、 ，聲をき\て、 感じ 賞め る 首 

雜、 明^より^ 永 -3; 迄の 小 說 • 物語に 多く 見える。 例へば 若衆 かぶき や 遊女の 姿 を ほめて、 雲 度の 御作ち よ い 

く (「束 海道 名所 記」) などと いふ やうな 例で ある。 句意 は 花の 美し さ を ほめて いふち よいく を、 鎌で 草 を 刈る 

音に 喩へ たもので あらう。 右の ベ が 羽 折 云 々の 句、 小歌に 似 たれ ど 出典 を詳 にしない。 意味 は 花が 美しい から、 

甚べゃ 花色の 衣裝を 着て 行けと いふの だら う。 甚 ベと は 丈の 短い 尻の 裂けた 羽 折で ある。 

十骄 

左 持 

鳴 さわげに ほん づ X みの 無常 鳥  政  定 

右 

二、 

ゆかしき や 山の 尾 常 はなき やる もの  年  久 

左 は、 H 本 堤の 無常の 烟も、 たちのび.；.，！ る 句の すがた は、 郭公のと リなリ とよく 見え 侍る に、 右の 句 は、 空な ささうな お 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  000O0000 

つれの^ も、 すん といやな 氣 なれ ども 、左に ひつび けうん のめとう た ふ 小歌 なれば、 お 常の しやくむ 捨 がたくて 云々 C 

種- >s 本の 註に， 「延 齊ハ牛 問の 一 枚繪、 坊主 小兵 衞の 肖像の 上に 題した る 小歌。 千 住なる こつが 原に たつ 煙り、 か 

第二 節 「貝お ほひ」 論  九九 
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ねて めどの あるとき くもの 、ひつび け、 うんの め、 さわぐ こんだ に。 寬文七 年 知 算獨吟 一 奴 俳諧 一、 發句 ひつ ぴけ 

さね も 三味線の 糸樱。 一 松の 葉— 一 元祿 十六 年 印本 三 谷 を どり、 「だてもう はき も 命のう ちょ、 やがて 死ぬ/ \、、 ひつ 

ひ： &、 う.^ § め、 あす を もしらぬ 身に。 しと ある。 左、 無常 鳥と は 郭公の 事で、 こ、 では 吉 原へ 通って くる 嫖 客に 

見 立 (喩 へる) てた ので ある。 昔 は 千 住 こつが 原に 燒場 があった から、 嫖客を 無常 鳥に 喩へ たので ある。 句意 は 

. 二、 

人間 僅か 五十 年、 死ねば 燒 場の 煙と 化って 了 ふ。 命の ある 中、 思 ふ 存分 享樂 を盡 せとい ふので ある。 右の 句 は、 山 

の 1^ をお 常の に 掛け、 左が 無常 鳥 (つねな きとり) であるから、 それに 對 してお 常と 洒落れ、 女の 常に 泣く 事 

に喩 へたので あらう。  . 

十 一番 

郭公 谷から 峯 からこん ゑ をせ い  吉  之 

右 

^  i、 

篤の 玉子 ぢゃ とおしやる ほと \ ぎす  一 意 

0  0  0  0  0  0  00000O00O00  O0OOOO00000O.  , 

左 は、 さや リの 音頭と き、、 えて、 くどく-、 と 葉の 中の つな、 さ V  、も 見事！ ようそる う. 一,^ ーム々 右の 产ロ 鴛の 力し： の 

00  0  0-00000000000000000 

.  中の 郭公と いふ 心， や ふくみ、 聲の ふし.， な あらせて、 醫者に 見 すれば 玉子-ちゃと おしやる とい ふ卟歌 か リカ へら わ 侍 

る。 伊勢のお たまが 事 LL 出れば、 玉の 句と いはんに 難お かるべ けれど、 云々。 


「^„$敷處之慰」、春駒くどき木ゃりの唱歌に、 「狩 場の 鹿と 申す る は、 あす を もしらぬ 身 を 持て、 たは ぶれ あそべ 

〇oooo〇〇  OOCCOOOOOOO  ooo〇〇o〇 

夢の 浮世に、 おひかけ 中の 綱、 いかう 見事よう そろうた。 云々」。 又 同書、 島く どき 木 やり 唱歌に、 「おひかけ なかの 

つなから みん ごとよう そろた。 云々。」 とも ある。 「淋敷 座 之 慰」 に は、 何々 くどき 木 やりと 題して、 すべて 十二の 

歌が 兑ぇ、 皆 中の 綱 云々 とい ふ 言葉が 入って ゐる。 之 は 後の 「犬ぬ さ」 の 木 遣の 唱歌 中に も ある。 こん ゑ をせ 

いと は聲を 出せと いふ 事 だら うが、 木 遣の 音頭の 歌に かく ある 例を詳 にしな， い。 右の 篤の 玉子の 句 は、 「菓獎 集」 九 

之卷 に、 詠 霜 公 鳥 一 首 並 短歌と 題し、 「うぐ ひすの、 かひ このな かに、 ほと x ぎす、 ひとりう まれて、 しがち、 に、 

にて はな かす * しが は、 に、 にて はな かす * 云々」 と ある 句の 意 を、 醫 者に 見 すれば 玉子 ぢ やとお しゃる とい ふ 

小歌の 語 を 借 m して 表した もの だが、 此 小歌の 出典 未詳。 なほ 玉子から 伊勢のお 玉 を 連想して ゐる そのお 玉 は、 

お 杉 • お 玉のお 玉で、 伊勢" 古市 間の 山で、 三味 を彈 き、 祌宮詣 りの 人に つきて、 錢を乞 ふ 女 乞食で ある。 

十二^ 

小 六方の 木 ざし や 菖蒲 かたなの 身  義 子 

右 

菖蒲 刀 中 ゃ检の 木の あらけ づり  举 軒 

OOO0O0O0O0OOOOOOOOOOO  OO0OO0OO000OOO0  0000000000 

これ さ爱 許へ 小 六方と ほざけ だいた るで つち は、 うるしい、、 ん では あるで は ある ぞ。 右の 刀 は 源 五兵 衞ぉ とゾ の 長 脇 

第二  「IH- お ほひ」 論  一〇 一 
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00  0  0  0  0  0  0000O  0O000O00OOO00O0 

差の、 さや は 三文、 下緒 は 二 文、 しめて 五 文の 錢 うしな ひの やす 物と 旯ぇ 侍る。 云々 

左の 句 は、 端午の 節句に 子供が 木刀 を 差して、 威張って 歩く の は、 - 六方の きざしで あるとの 意。 木 ざし (木刀) 

を 萌しに 取 成 (詞を 掛ける)。 六方と は 萬 治. 寬文頃 江戸の 男 達 卽ち鐡 砲 組. 大小 神祇 組. 鶴；^ 組. 唐 犬 組 等の 町 奴. 

山の手 奴 を 云 ふ。 彼等 は 常に 無 反りの 長刀 を帶 び、 ねぢり 髭. 立髮、 頗る 異風 をな して 、市中 を 横行した。 そして 

言葉 も 六方 詞卽ち 奴詞と 云って、 荒い、 下卑た、 可笑しい き、 -方 をした。 行 風の 「後 撰 夷 曲 集」 (寬文 十二 年刊) 

に、 蕨の 翻で 馬方の 喧嘩が あった。 それ を 奴詞で 詠んだ 歌、 「手 を 出せろ 折って くれべ い 馬鹿 つらめ どこ さ 蕨の^ 


の 馬方」 だの、 後の もの だが 鷺 水の 「御伽 百 物語」 (寶永 三 年刊) の附 合、 「鬂 水に あたま かっぱる 氷 かな」 に 「し 

や 一一 つら 寒き 雪の あけぼの」 と附 けた 事、 なほ 淸十郞 追善 奴 俳諧 を 見ても、 よかんべ い • ひんな すって おく， Ssl- 

〇〇〇  o〇〇o〇  o〇o  〇〇oo〇  ooo〇o  o〇〇〇ooo  oo〇〇ooo 〇o 

れぢゃ • 星のお ゃぢ (月) • ぢ こぶ (山の 下) • ぶっきれ る. とっちめる. あんちう ことか . くんの み 申した • むし 

つ こくお も ひなた (淚) が こぼる k  . おもく ろい (面白い) 等 • 或は 促音に し、 片言に し、 又は 無理に 長く 言った 

りするな ど 皆奴詞 である。 芭蕉 も判詞 に、 ほざけ 出いた る 云々 と 奴 詞を用 ひて、 六方 を ふむ 者の 言葉に 合せて ゐ 

る。 小 六方と いふ 語 は 後の 例 だけれ ど. 嵐 吹の 「姿 記 評 林」 (元祿 十三 年刊) に、 水木 辰 之 助 七變化 若衆 六方の 賛 

ヒ トフ リニ ハゾヅ トサセ フ タフ" ニハ トビ ァガラ VC ォモ ヒャル コノマ (ノ 〇 〇 0  二、 

に、 「一 振 颯爲、 二 振 頑、 想像 此 前 小 六方」 と ある。 右の 句、 中 や 檜の 木の あらけ づ りと は、 種彥の 註に、 

檜の 木の あらけ づ りと は、 源 五兵衛と いふ 小歌 どり 也。 判の 詞 にても お ほよ そ は 聞え たれ ども、 五 人 女 (貞 

享 三年 印本) 五の 卷に、 「世に 時世 歌 源 五兵 衞 といへ る は、 さつ まの 國 かご 島の 者な り。 云々。 世 を わたる 業 


とて、 w にて 兑覺 えし 芝居 事 種と なりて、 俄に 顏を 作り 髭、 戀の 奴の 物眞 似、 嵐 三 右衛門が いきうつし、 や 

つ このく と はうた へど も、 f だめ かね、 つ。 わの ぶへ。、 一一。 一 や Billol や 

中 は 檜の 木の あらけ なき 聲 して、 里々 の 子供 をす かしぬ。 云々」 と あるに てらし 合せて あきらか なり。 そ も 

くお まん 源 五兵衛が 事 は、 寬文 はじめの 街說 にて、 それ を 小歌に 作り、 今 も 人口に 殘 る。 「源 五^衛 どこへ 

行く。 さつ まの 山へ。 高い 山から 谷底 見れば * おまん か あいや 布 さらす ごとい ふが もとの 歌に て、 さま. t 

の替 唱歌 あり。 此 檜の 木の あらけ づ りと いふ も • その 替歌のう ちな り。 「淋敷 座 之 慰」 にも 多く 見え たれ ど、 

こ k に 引くべき 歌 は 載せす。 故に 後の さう しながら 「五 人 女」 を證 とす。 

と ある 0 

十 三番 

右 勝. • 

ふ すべられ たはん 半夜の 蚊 やり かな  1 

右の 句、 たはん はとい ふ ふし^ 言葉に、、 とわら れ たる は、 かやの 木 どくに おも ひ よられた リ 0 云々 

ふ すべられた はんと はふ すべられ たとい ふ 意 か。 松の 葉 を 松の 葉 はんとい ふやう に、 ふ すべられた 半夜と いふ 

意 だら う。 

十 叫^ 
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左 持 

一 、  一 备 

かふば やな 小 舞 あ ふぎの 織 どの 績  勝 言 

右 

扇 もや 折 ふし 風が 吹て 來た  甘  入 

0OOOQ0OOOOOOO 

左 は、 かの 孫 三 郞が織 手， や、、 めし 織 ざぬ の、 いとし ほらし き舞报 也。 

00000000000000  OOO0O0OO000O  0O  0  00^  0 

右の 句、 折節 かぜが 吹ズ きたと いふ 小歌、 扇 LL いひ かな へられ れば、 あなたの か.；， - へから、、 る ひやう こな r の 方 

0000000000 

へ はから、、 ろ ひょっと， 云々 

左、 句意 は 扇 繪を畫 きたい もの だとい ふだけ であるが、 織 どの 緒 を 織 殿 部に かけ、 孫 三 郎の舞 歌 を 連想し、 小 

舞 あ ふぎと 云った ので ある。 「落葉 集」、 古來 十六 番舞蕭 歌 第 十 三番、 「おりどのへ」 とい ふ 舞 歌に、 「おりどの ベ 

の 孫三郞 が、 おり 手 を こめた るお りぎ ぬ、 云々」 と ある。 なほ 此蕭 歌の 末に、 「右此 十六 番 舞の 元は， 往昔 島の 千 

歲* 和歌の 前 舞 はじめ、 今に 傳り、 舞の いろはに て敎へ 初るな り。」 と あるから、 此織殿 部の 歌 は寬文 以前から 子 

女の 舞の 初歩と して 敎 へられた ものと 見える。 右の 句種彥 註に、 


いかのぼり へう たん 節 

00000000  0000000000  00000000  0000000000000  00000 

あまり さびし さに、 垣に へう たん つらせた。 をり しも 風が 吹て * あなたの かたへ からころ ひよ、 こなたの か 

0  0-0  0  0  0  0  0  r>o〇〇oo  oo〇〇oo〇o  OGOOOOOG 

, ^へから ころ ひよ。 からころ， /(\0  /うたん つらせた は、 いよこの まことに， なにより もってお もしろ い。 


柳亭 曰、 此か へしの 歌 あり。 それ は 二十 七^ 越後 布の 條に 引けり。 此 小歌 をて らし 合する 時、 句意、 判の 詞 


ともあきら けし。 按-此 小歌 は さらしな 日記 たけしば 寺の 條 によりて 作りし ものなる べし。 

と ある。 これで 句意. 判詞 明かで ある。 

十 五番 

左 持 

すだれ ごしの 月 やい ょ此 おもしろい  貞 好 

右 

半夜 させ や あ 此齊の 月の かげ  指 子 

00000000  000O0O00O 

左 は、 いよ、、 のとうた ふ 伊豫に とリ なされた る は、 す， たれの あみ 目 1^ おどろかし、 何よ リ 以てお もしろ 

い 。右 もまた、 ゐ やい 踊の 拍子と 見えて、 ゃぁ此 さいた 長刀なぬ きんで たる 作意 は、 云々 C 

前條 「いかの、 ぼり」 の へう たん 節の 文句に、 「いよこの まことに、 なりより もってお もしろ い。」 と あり、 叉庄司 

勝 富の 「洞 房 語 園」 (異本、 溫知 叢書) にも、 「寬 文頃吉 原に て 太鼓 持な どの 唄 ひし もの。 餘り 淋し さに 五 丁 町 を 兑 

たれば • 折 しも 籬々 に、 分け や 口舌の 高 笑、 あなたの 方 は 三味線 を ひつ びいて、 かんなく せんだ は、 いよこの まこ 

とに、 何よりも つてお もしろ せう かの。 云々。」 とも ある。 句意 はす だれ 越しと 云った から 伊豫 簾 を 連想し、 いよ 

このと いふ 小歌の 文句 を 結 付けて、 月 を 賞め たので ある。 右の 居 合 踊の 唱歌 未詳。 
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十. 1ゾ 番 

左 勝 

月の 舟 や こよ ひ は どこが おとまり ぢゃ  信乘母 

右 

月の 雲間よ いくなん ど 出つ 入つ  三  竿 

ひだりの 句、 ^^卜 §き§食0曰^^ い fl, れ^と まリ なれば、 御 法の ふれに うたが ひなく 云 々。右， P また、 よ ひ/ \な 

300POOOOOOOOOOOOO  0^  £-?5-,s-::,、  C  0 

. ^どと， が どるう ち、、 そ佛 なれと うれ ふ 故に や、 …… 地獄 踊の 小歌 なれ は、 云々 C 

左の 句 は 種彥の 註に、  1 


しな 物の 歌 

OODOOOOOOOOO  oooooooooooooooooo^o  ooo^^ 

夕べく のしな 者 は、 今宵 は どこが おとまり ぢゃ。 播 磨の 國 のしよ しゃむし や 寺のお つき やが おとまり ちゃ 

と ある。 右の 月 は 宵 毎に 雲から 出入 するとい ふ 意味で. 宵々 を 良い くに かけ、 地獄 踊の 文句 を 引用した ので あ 

るが、 地獄 踊の 唱歌 未詳。 

十七 番  . 


ちょいと 乘 たがる や たれ も 駒む かへ  吉 之 

右 勝 

むか ふ 駒の 足 を はぬ る やひん こ ひん .  I 卞  軒 - 

0000000000000000000 

左 伊勢のお 玉 は あぶみ かくら かとい へる 小歌 なれば、 たれ も乘 たがる は、、 とわ リな るべ し C 

r、？*^00 ル  00000OO0OO 

右 ひん、、 しえ と はれま はる は •  ：！^!.:. あら 馬と 見え 侍れ ども、 人 くら ひ 馬 11 も あ ひ 口と かや- J- て、 右 の Hi?- いお も ひ： -r. 

侍る。 云々 

1、  二、 

伊勢のお 玉の 小歌 唱歌 未詳。 人 くら ひ 馬、 馬に は騎 つて 見よ とい ふやうな 意 か。 

十八番  - 

左 勝 

ほの 上も大 たばに 出よ 稻の朿  適 意 

右  - 

かぶけ る は稻の ほの じぞ 京女 藤  狨  次 

左の 句、 大 たばと いふ 稻の束 に ゆ ひま はされ し 事、 云々 

又 右の 京女 耶に ほの じ は、 . ；.： れも すきく はの かれ ノ\. のぞむ 事 なれ ど、 云々 

1、  ， ：  ： ， 

大 たばに ：！：！ よと は 大きく 出ろ とい ふ 事で、 稻の束 だから 大 たばと いふ 緣語を 持って 來 たので、 大きく うんと 稻 
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の 稼 も 伸びろ とい ふ 意。 右 は i を 京女 郞に喩 へ、 稻 li を^ (惚れる) にかけ、 稻の穗 が 頭 を 傾けて ゐ るの は、 

京 女郎が 誰れ かに 惚れた しるしで あると 洒落れ た 意 だら う。 • 

十九 番  , 

左 持 

鼻息 もむ せて くんの む 新酒 哉  此 男子 

右 

. 二、 

ii のめと あた.^ めか ゆる 新酒 哉  赏- 化 

G ん のむ はぐん 飲む 奴詞。 一 ん のめ は うんと 飲めと いふ 之 も奴詞 であらう。 右、 溫を うんに (大 に) 掛け、 

あた X めか ゆると 洒落れ たもの。 

二十 番 

^をし もうた ば や 小 野が 手鐡砲  政  ^ 

女 をと 鹿 や 一毛に 毛が ぞ ろうて 毛む づ かし  宗 房 

左ゥ" 、 やき^ はおの が 手に 持つ 鐡 砲の 取 成。 i 冗に 對 して 小 野 を 連想した の は、 源氏の 夕霧 大將 が落獎 


おの 許へ 通って 行く 小 野の 山 莊の光 5^ お を 想像した からで あらう。 右の 句 は、 「座 之 慰」 敷物 揃く どき 木 やりに， 「あ 

まりて たらざる 所に は、 敷いた る 皮 は 何々 ぞ。 毛氈 • 虎の 皮. 豹の 皮 をば まっさきに、 筋 を 揃へ てし かれたり。 

云々」 と あるから、 是等 唱歌の 言葉 を 取った もので あらう。 句意 は 女 夫 鹿の 皮が 毛筋 を 揃へ て 敷かれて ある 狀を 

氣 味が 惡 いと 云った ので ある。 毛む づ かし を 氣むづ かしに 取 成。 猥褻な 感じの する 句で ある。 • . 

二十 一 番 

小歌 も 流行 詞も り 引用され てゐ ないから した。 た ^ 右の 句の 判詞 に、 「左の 發 句に ははる かに こえた やつ 

さ。 大 いかい 物と や 巾さん。 云々」 と ある。 

二十 二番  . 

左 勝 

とりやげ ば^が 右の 手な りの 紅 紫 哉  三 木 

もみ ぢぬ も來 てみ よかし の 枝の 露  蚊 足 

右の 句よ くい ひかな へ られ 侍れ ども 、もみ； i> ぬ 樫 好まる 、は、 異風なる 物す きに て、 色に ふけらぬ 人なる べし 0 云々 

横 本、 「もみ ぢ ぬと」 と ある。 助詞の かし を 樫に 取 成し、 紅葉せ ぬ 樫の 木 だけれ ど、 枝に 露の 宿れる 狀を 見に 來 

いと 云った ので、 そこが 異風な 物好きで ある 喜 多 村 信 節の 「孃遊 笑覽」 に、 「洞 房 語 園.」 の 文 を 引いて、 
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- 男 立 深 見 十左衞 門と いふ もの、 延寶 年中 浪花の 宗因 江戸へ 来りし 時、 十 左 衞門其 社中に 入る。 それが 發 句に、 

一名 月 やきて みよ かしの 額際」 といへ り。 額を廣 くぬ き あげたる 故な り。 その 句の 端 書に、 「上畧 治る 御代の 

月 は 冴えて、 仲のお ほ ぢは艷 色の 最中、 前から 見えぬ 額際 を、 來て 見よ かしとう た ふ はた ぞ。 深 見 十左衞 門。」 

と あり。 (其 頃吉 原に て 小歌に 唄 ひしな り。 云々。) 

と ある。 右 は 此自休 (深 見 十左衞 門) の發 句の 言葉 を 取った もの だら うと 思 ふ。 深 見 十左衞 門と は寬文 頃の 町 奴 

で、 髭 を 長く 生して ゐ るから、 髭の 十と 異名 を 取った 男で ある。 其 頃 町 奴の 間に、 額を廣 くぬ き 上げる 風が 流行 

つて (唐 犬 額 も 其 一例)、 自休も 其 一人であった。 紅葉せ ぬ 樫 を 見に 來る 事も變 つた 物好きで あるから、 それに 異 

風 を 喜ぶ 町 奴の 唄の 言葉 を 取合せ たもので あらう。 左 は 紅葉の 枝 をと りあげ 婆の 右手に 瑜 へたので ある。 宗 房が 

かかる 句 を 勝と 定める 所に、 彼が 當 時の 俳 境もう か はれる。 

二十 三番 

左 勝 

しつ ぼと や ぬれ かけ 道 者 北 時雨  餘 琳 

右  \ 

二、 

しぐ る 音 やさつ さやり たし 蓑と 笠  政  當 

000000000000  0  0  0  0 

左の ぬれ かけ 道 者 は、 ぼつと リも の、 しなもの、、 袖に しぐれの 通リ ものと や 申さむ C 


ooooooooooooooooooo  ooooooooo 

右の 句、 さっさ ゃリ たしなん しゅん さまとう たへば、 あった もの-ちゃない はさて とい はま ほし けれど、 云々 

左の 句、 しつ ぼと や はしつ ぼり とやの 意。 ぬれ かけ 道 者 は、 しめ やかに 戀を しかける 者と いふ 意味で、 それが 

時雨に ぬれて 寺社へ 參詣 すると 見立てた から、 道 者と 云った ので ある。 ぬれ は 情 を 通す る 事と 時雨に 濡れる 事と 

兩 方に 一一 一一 1: 掛けた ので ある。 後の 例 だけれ ど、 「松の 紫」 秋草の 唱歌 中、 「萩の 下葉の 露に しつ。 ほと ぬれて、 云々」、 叉 

同書 あくしょ 八景の 唱歌 中、 「しつ ぼと ぬれた がし やうく の、 云々」 とも ある。 ぼつと り 者の 品 者。 ぼつと り 者 

と は 質素の 中に 品が あって、 思 ひやり の 深い 者 を 云 ひ、 しな 者と は 言語 • 服装から 動作に 至る 迄 >  身 だしな みの 

深い 者 をい ふ。 「好色 訓蒙 圖彙」 に詳說 して、 

0  0  0 

品 もの 

さても 世に いふなる 品 ものと は、 いかなる を かいふ ぞ とい へば、 風俗 しゃんとして ベた つかす。 物い ひ • い 

すま ゐ • おびの しゃう • 衣装. ふみの もん ごんに いたる まで、 こまかに 心 をつ けて おもわく を かけ、 た^ 打 

ふす とてもす がた やさしく、 ひとり あり とても 物の すきまなん どより、 人の かいまみん 事 もやと、 こ X ろび 

まなく たしな み，、 人の 心 をく む 事、 見 ど ほしの 晴明 そこの けにて、 やさしき を 品 者と いふなり。 

0 ソ 〇 〇 〇 0 

ぼ つ とりもの 

是 は衣裝 とてもけば くしから す。 無地の 小袖に 紋所、 さて は兩 めんの 茶な どをこの み、 顔の やう だいしろ 

くけ は ひな さす。 た^ 底 淸らに 拭た て、 物 ごと しづかに して、 こ ゑ 高から す。 あるかな きかに ゐて、 歌 双紙 
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とても はでなる 物 を このます。 物見に いづる とても、 人より 跡に 引 しりぞき、 いとけ なきもの なんど 見て は 

さも あ ひらし く、 めしつか ふ 人に も むつまじく なさけ あり。 さても やさしき ぉ氣立 やと 思 ふなる、 是 ぼつと 

り 樣也。 

0  0  0  0 

ぬれ もの 

ぬれ ものと は 身の かたぎ • やうす 見る からし だるく、 ちらと 見た る 眼 もとに も、 人の 心 をう ごかす やうに、 

なるほどく しほの 眼 もとに こぼる \ あ ひぎ やう、 打 言 ひたる 言葉 も おもわく をつ くろ ひ、 立 居に も 前 ほら 

つかせて 氣を もたせ、 男なん ど ある 障子 一重の あちらな どに て は、 心 をつ けて せき ばら ひし、 古歌なん どう 

ら すし、 叉 は 持ちた る 扇の 端に も、 おもわく 深き 歌 を 書き、 文の もん ごんに も 色 ふかくみ せた る、 これ ぬれ 

者な り。 

其 例 は 種彥の 註に、 「垣 下 徒然 草」 (寬文 十一 年刊) 花 崎 左 近の 條 * 「雪の 肌 こまかに して、 ぼつと りと かわゆら 

しきしな ものな り。」 と ある。 「淋敷 座 之 慰」 野郎まん ざいの 唱歌 中、 「ぬれ 者 • 品 者 • ぼつと り 者， 云々」、 又 同書 

吉原 太夫 浮世た i きに も、 「ぼつと り 者の ぁぢ もの- -、 云々」、 「雨 夜 三 杯 機嫌」 (元祿 六 年刊) 中、 萩 野 左 馬之丞 

の 評に も、 「ぼつ とりもの しなもの 奇妙く」 などと ある。 通り 者。 「洞 房 語 園」 に、 京 島 原で は粹 とい ひ、 江戶 

では 通り 者と いふと あって、 諸 分けに 通じた 氣の 利いた 風俗の 人 を 云った やうで ある。 之 も 「訓蒙 圖彙」 に、 

0  0  0  C  0 

とほり もの 


是は 身の 風 世の た^ 中 を 好み、 何 はに つけても しだる き 事 はなく、 しゃんと したる かたぎ は * 上手の さし 

た 立 花の やうに、 道 4、  • 衣裝 にいた るまで、 かろくして しかも 思 ひいれ を 大事に ふくみ、 着物 は 表より なほ 

裹に心 をつ け、 人の いふ 言葉に も 心 をく みて、 こなたより いらへ して 氣を もた する を 通 者と は 申な り。 

と ある 0 

右の 句、 さっさ やりた しなんし ゆん さまと いふ 小歌 未詳。 あった 者ぢ やない。 種彥 註に、 「東海道 名所 記」 かぶ 

きの 少年の 事 をい ふ 下りに、 「又あった もので はない と はる、 に， 云々 y  一， s 下 徒然 十」 松 島巿之 丞の條 下、 「い 

ちの 上あった もので はなら 坂 や、 云々」 などと ある * 是等は 野郎の 美し さ を ほめた 言葉で、 叉と 無い とい ふ 意。 

句意 は 時雨が 降つ マ來 たから， 蓑と 笠 を 貸して やりたい とい ふ 事で • それに さっさ やりた しの 小歌の 語 を 借 S し 

たので ある。 稷 彥本、 しぐ る 土 音 やとす る。 

二十 四桥  . 

左 持 

酒の 醉 やす ぢ りもぢ りの 千鳥足  餘  淋 

から S の 代の ちん どり 足 を ふめ  - 三  竿 

ちん どり 足 は 千鳥足の 義。 右、 唐 in の 杵の端 を ふむ やうな 千鳥足 をし ろと いふ 意 か。 
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二十 五番 

左 

しゃう ことが たまらぬ もの は みぞれ 哉  鼻  毛 

右 勝 

見 ぞれ酒 元 來水ぢ やとお ほしめ せ  一  入 

I.  かか-いか，！， みぞれ 酒に 作られた る は、 桶の そ、、 いふかく いひ 立てられ、 樽の か みともな るべ 

き 句 なれば、 かんなべ の ふた 目と も 見す、 云々 

左、 しゃう 事が たまらぬ (仕方がない) のた まらぬ を、 みぞれが 溜らぬ に 掛け • それ は 仕方がな いと 云った の 

である。 右、 種^ 本お ほじめ せと ある。 句意 は.^ ぞれを 見 それに 取 成し、 酒 を 水 だと 見捐 つた 事に、 元 來水ぢ や 

とい ふ 小歌の 文句 を 借用した ので ある。 此 小歌の 唱歌 未詳。 みぞれ 酒 は 霰 酒と も 云 ひ、 鶴が 解けないで * 霰の や 

うな 糟の 交った 酒で ある。 

二十 六番 

左 持 

一、  .  一本、 云. 

b る 音 はかん からめけ る こほり かな  勝 言 


そこで させ 氷の したの H: のかげ  城  次 

00000O0OO0OOO00000O  0000000 

左の 句、 、、がれの はし はかん からめく に とい ふ 小歌な、 わつつ くどい ついひ 立てられ.^ れば、 云々。 

00O0OOOO 

右 また 居 合 踊の そ、 、でさせと いふ vy 氷！ J- と-ち も はされ；^ る は、 げに よくお も ひ 月影の、 ひかつ.； <: 句作と も 申 す ベ け 

れば、 云々 

種彥 本- 左 勝 は あやまり。 かんから めく、 からく いふ 義。 こがねの 橋の 小歌 唱歌 未詳。 右の 句、 そこ を 底に 

取 成し、 氷の 下 は 水 だから、 月影に そこで させと 云った ので ある。 居 合 踊の 唱歌 未詳。 

二十 七番 

、 

越後 布 か 松の 葉 はんの 雪の 色  正 之 

右 勝 

降つ もる 雪 やしら 藤 こふじ 山  義  正 

雪の 色 越後 布に 見 立ら れ.； .1 る 左の 句 は、 げにも 手き、 のし わざに て、 云 々o 松の ははん とい ふ 事、 小歌の ふし はも 

つと もながら、 云 々o 

右 はしら 藤，， ふじ，.^ 富士 にと リ なされ 候 事、 誠に 名高.. r> 不二に はいかで か 一 眉， やなら ベ 侍らん C 云々 

左の 句意 は宗 房の 刺詞 でよ く 分る。 右 は 藤 を 富 士に取 成し、 降り 積る 雪 は 富士山の やうで あると 云って、 小歌 

の 文句 を^ W した もの。 種彥 註に 「紙 蒿」 の 唱歌 を 引用して、 
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越後 ざら しに、 松の きんの つけて、 松の えんだ が * あちり な、 こちり な、 あちり、 こちり、 すじり、 もじり 

て、 えりく りえん じょの、 松の きんの もとで、 ふぢの はんなが たよ. /(\ と、 藤 はなに ふぢ、 しらふち、 こふ 

ぢ、 紫 藤の、 そ もやみ だれ/ \ たる、 そんの きんの もとで、 さす ぞ 1^、 やっこの はっか、 のめさ、 よへ さ、 

くだ を まかん すな。 

. 柳亭 曰、 前の 十四 番に 引し へう たん 節の 末 也。 こ- -には 松の木と あれ ども、 松の 葉と もうた ひしなる べし。 

松の 葉 を 松の ははん とうた ふ は、 こ. -に 松の木 を 松の きん、 藤の 花 を 藤の はんな、 其 木の 本 を そんの きんの 

もと、 とい ふと 同じ 語勢 也。 

と ある。 

二 十八番 

左 特 

炭の 荷 や 付て うるしい こんだ 馬  吉 勝 

右  . 

炭 頭け ぶる やすん といやな 木ぢゃ  善  勝 

左、 炭 うると いひ かけられ；^ る は、 げ LL うるしい、、 んだ 馬の あしき 所な く、 云々 

000C-OO0  0  0  0  0  0  0  0 

右の 句、 すん といやな きと は あれ ど、 氣 のどく れんと いひ かお へられ.^ れば、 云々 


左の 句、 種彥 註に よれば、 うれしい をうる しい、 當 世の 流言。 こと だ を こんだ • 六方 詞。 うるしい のうる は 炭 

を 馬に つけて 赍 ると いふ 事と、 猪し いとい ふ 事と 兩方 にかけ、 こんだ は 小 荷駄に かけた もの。 なほ 「ト養 狂歌 集」 

に、 

湯治 土 產に、 木地の 三ッ 組の 重箱 v^;^ ま はリ、 かた； ^に 申つ けた リ。 

00000000 

ぬ リズつ か へ とも リ ければ、 當世 はやり、 、とばに てよ める 0 

0000000000000 

たま はりし 木地 重箱の 三ッ組 はうる しいく かた ぢ うけない 

と ある。 右の 句、 すん といやな 木と は、 前に {41 なき さうな お 常の 顔 も すん といやな 氣 なれ どもと あった やうに- 

木 を； S に 取 成し、 炭の けぶ るの はすん といやな 氣 持が すると 云った ので ある。 氣の 毒たん と 云々 も 小歌の 文句ら 

しい。 

二十 九番  . 

左 勝 

摇 除して 瓢箪た X き や 炭 ほこり  不  屈 

右 

炭燒 やおの が 先祖 はよ くしった •  1  入 

0000000000  OOCOO  00000 

右 はやらう ざぶ とく 出 申な、 おのが 先祖に よくしつ たとい ふ， や、 小 野 炭に とリ なされ.^ る 事、 大炭頭 か.^ ぶけて 感 
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じ 入 侍れ ども、 云 々o 

種彥の 註に 「吉原 失墮」 (延寶 1 一 年刊) を あげて、 

或 歌に、 「女郎め まんじ そ。 にしめが 先祖 を 見 かじった。 磯邊 • 澤邊で 根 芹 を 摘んだ を 忘れた か。」 とい ふ 事 

あり。 野郞 ざぶ とく 出 申すな は、 是と對 の 小歌なる ベ けれど、 其 唱歌の 全き を 未見。 まんじ そ は 自慢な す 事 

なかれな り。 にし はぬ しなり。 ざぶ とくは 今の 俗語の すぶ とくなる べし。  , 

と ある。 おのれの おの を 炭燒の 名所なる 小 野に 取 成。  . 

三十 番 

左 勝 

犬の 鈴 やい きくび しゃだんの 神 かぐら  此 男子 

右 

舞 衣 や を かみの 出立 神 樂神子  一 友 

左の 犬の 鈴の 句 誠に 人 作のお よぶ 所！.. i あられば、 いきく び 社 壇もう ごき、 御社のお や. ち さま も 御感淺 からす 云々 C 

種彥 註に、  , 

司 長 はすべ て 頭 立つ 者 をお ゃぢ とい ふの が 例の 奴詞 なり。 云々。 寬永 十九 年 元吉原 細見 記 「あづま 物語」 に、 

おや ぢと ある は 庄司甚 右衛門の 事に て、 娼家の 長 なれば なり。 御社のお ゃぢ さまと 判の 詞に 書し は則是 なり 


と ある e 

三、 「貝お ほひ」 に 表れた る芭 蓮の 遊蕩 氣分 

「貝お ほひ」 を 請んで 二つの 問題に 想到した。 一 は 如何に 歌に 和ぐ 祌 心と は 云へ、 當時 流行の 六方 詞ゃ 遊女 • 

野郎の 三味に 合せる 小歌に すがって、 か i る 遊蕩 的な 句 合 を 奉納し なくと もよ ささう に 思 ふ 事と、 他 は 「貝お ほ 

ひ」 述作の 年代が、 蟬吟の 生前で もなければ • 芭蕉 江戶 下り 後の 事で もな く、 芭蕉が 亡命し、 上京 六 七^の 歲 

を經 てからの 事であって、 殊に 江戶で 出版して ゐる 事と である。 此ニ 問題が. 今 私の 想像 を恣 にさせる 興味の 焦點 

になって ゐる。 

色 蕪の 上京 說は、 確證に 乏しい けれど、 「貝お ほひ」 に 特に 小歌 や 流行 詞の句 合 を 試みて ゐる 所から 考へ ると、 

當 時の tEJ 蕉は 小歌に 趣味 を 感じ、 流行 詞に 浮きく した 心 を そ -られ て ゐた事 は、 事赏と 見る より 外 は あるまい。 

而 かも 「貝お ほひ」 の 小歌 や 流行 詞は、 遊女 • 野郎 或は 嫖 客の 問に 專ら 流行った もので、 一時な りと も t 巴 蒸が 其 

境に 出入し なくて は、 それほど 迄に 知る 譯も なく、 輿 味， を感 する 次第 もなから うと 思 ふ。 且つ又 t 巴 蕉の判 詞を味 

請す るに、 合せた 句 以上に 遊蕩 氣分を 助長させる ものであって、 彼の 遊女 細晃ゃ 野郎 評判と 共通した 氣 分が ある 

から、 どうしても 芭蕉 は 一度 は 酒色の 間に 身 を 委ねた 人の やうに 思 はれて ならない。 二十 九 歳の-: 巴蕉は 次の やう 

な 車 を 言って ゐる。  • 

000  0  0  00000000000  0  0  0  0000  0  00  0 

浮世 五十 年、 一寸 もま だ 伸びぬ 花の 枝、 咬く までの あ ひ 遠 なれば、 まづ 眼の 前の 晚錡 寺の 今日の 花見 こそ 尊 
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0  0  . 


けれ。 云々 

空な きさうな お 常の 顏も * すん といやな 氣 な^とも 


0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  . 

乘 りたがる はこと わりなる べし 云々 

&か §££§《ぢ&、  i お和まお ま おぐ 云々 

もみ ぢぬ樫 を 好まる、 は、 異風なる 物す きに て、 色に ふけらぬ 人なる べし。 云々 

人生 ゎづか 五十 年、 伊達 も 浮氣も 命の 中で ある。 死ねば 燒 場の 煙と 化って 了 ふ。 ま \ よ 好きな 酒も飮 み、 惚れ 

た 女に 唄 はせ て、 此世を 面白く 暮らした 方が 得で あると いふ 刹那主義 的 快樂の 欲求 は、 営 時の 遊蕩 兒の 人生 觀 

で、 せ n  (笆蕉 の それに 共鳴した 事 は、 以上の 言 を 以てしても 想像が 出來 よう。 試に 之 を 後の 芭蕉 庵 生活と 比べて 

見た まへ。 妻 もな く 子 もない 芭蕉、 瓢 然と 江戸へ 下った もの、、 住むべき 一定の 家 もな く、 ゎづ かの しるべ を顿 

として、 浮 草の やうに、 昨日 は そこ、 今日は こ \ と、 流れくて 来た 末が 深 川の 六 間 堀、 杉 風の 別墅 といへば 豪 

氣な もの だが、 土地 は 低い し、 場末で は あるし、 一間し かない 壁 をぶ ちぬいて、 出 山の 釋迦の 像 を 定置し、 瓢を 

E 活ナ にも、 米植 にも 使った とい ふ 貧乏 生活、 いつも 茶の 緒の 八德を 着て、 其 角 や 嵐 雪が とこへ いてく るぞ やと 

言 はれて は、 どら 者の 其 • 嵐 殊の外 氣が 詰って 面白から す-俳 席の 外 は 大方 逃げ 歩いた とい ふ も 無理なら ぬ 事で、 

芭蕉 自身で さへ 時には 昔の 唄の さ t めき、 なつかしい 顔の 思 出に、 うっとり とする 夜半 もあった らうに、 さりと 

is 人の 感 がする ので ある。 伊勢のお 玉に 乘 りたが つたり、 京 女郎に ほの 字で は、 芭蕉 も 其 角の 大酒 を 戒めたり、 


路 通の 還俗 を愤る 資格 はない ので ある。 元 綠 前後に は艷隱 者と もい ふべき 者が 方々 にあった らしい。 芭蕉 も 過お 

の 遊興 を 夢みながら、 閑靜な 場所へ 引 込んで、 評判記で も 書いて ゐ たなら • 立派な 艷隱 者に なった かも 知れない。 

併 Lie 而 ST に 人生 を 深く 考察す る 彼の 性格 は、 理性 や 道 德を圓 熟させて、 さうなら なかった の はよ かった。 笆燕 

の笆 蒸， 庵 入 は 延齊の 末 か 天 和の 初年で あらう から 三十 七 八 頃で ある。 二十 九 歳の 寬文 十二 年から、 數へ年 十 年 を 

經 過して、 色蕉が 深い 內ル V と 考察に 入る やうに なった プ ti セス は、 此 破天荒な 「貝お ほひ」 の 著に よって、 餘程 

考 へさせる 意味の ものと 見なければ なるまい。 それと 同時に 過去に 遡って、 -ぃ巴 蒸の 所謂 遁世の 原因に 關 する 戀愛 

說 にも 可能 的な 疑問 を 抱かせる 事に もなら うし、 京 生活 中壽貞 尼と いふ 妾が あつたと いふ 憶測、 降って は. y 戶放 

浪中 酒色に 沈んだ とい ふ異說 (魯 庵の 桃靑傳 に、 喜 多 村 信 節の 說 として、 「靖庭 (信 節號) の 過眼錄 に、 笆 蕉が宫 

金 を拐帶 して、 時の 奉行所に て 處分を 受けし 一 事を揭 げたり とい へど も、 過 眼錄は 未だ 窺 は ざれば 實否を 知らす。 

云々」 と あるが、 「繽燕 石 十 種」 第一 に牧 める 過 眼錄は 著者 未詳と あって、 か- -る 記事 は 見えない。 信 節の 過眼錄 

は 別 本で あらう か。 或は 魯 庵の 記憶 違 ひか。) も、 「貝お ほひ」 を 中心として 前後に 構成され る 想像に ならう かと 思 

はれる。 私に は 「貝お ほひ」 が 芭蕉の 一 生 を 通じて、 單に 句作の 上ば かりで なく、 思想 上 劃期的た るべき 著書の 

やうに 感ぜられる。 古人 は 芭蕉の 變 風の 初めと して、 「次 韻」 (天 和 元 年刊) 以前の 集 を 取らす、 多く は 支考の 「冬 

の 日」 以来の 三變 論に 傾いて、 寬 文の 俳諧に 言及し ない。 若し 論す る 者が あると すれば、 古 調と いふ 漠然たる 言 

薬の 中に、 宽文 • 延寶の 句 を 突 込んで 論す るに 過ぎない。 「貝お ほひ」 は 芭蕉 自らの 判で あると いふ 點 から 見て、 
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延寶 五六の 「江戸 三吟」 • 天 和の 「次 韻」 に對 して、 句 境の 變遷を 知る 價値 は大 にある。 古人が 「江戶 三吟」 • 「次 

韻」 を 論 するならば、 その 前に 寬 文の 俳諧 を 論す る 必要が ある。 寬 文の 芭蕉の 俳諧 を 論 するとし たらば、 此 「貝 

お ほひ」 を 研究し なければ ならぬ。 實は種 彥の硏 究も滿 足 は 出来ない。 種彥は 例の 考古 癖から、 小歌 や 流行 詞を 

考證 した だけで、 當 時の 芭蕉の 氣分ゃ 生活 を 論評し ない。 元祿 以降 芭蕉の 研究家 は 多かった けれど、 彼等 は 「貝 

お ほひ」 を 究める 事に よって * 自己の 偶像 崇拜を 傷 けられん 事 を 恐れた。 或は 「貝お ほひ」 が 得道した 芭蕉の 人 

生 觀 • 藝術觀 の 前に、 重大なる 意義 を 持たぬ ものと 考へ たか。 更に 何等の 論評 はない。 — マ は 一 日で 建設され 

たので はない。 芭蕉の 寂 4 太 は 幾多の 思想の 流動 を 漕ぎ 拔 けなくて は 得られない。 私 は 芭蕉の 過渡. S 代の 人生 觀* 

藝術觀 が， やがて 眞 正の 境地 を展 いてく る もの X 準備と して 興味 を感 する 點に 於て、 將來糙 かな 「貝お ほひ」 硏 

究の 出現 を 期待して 止まぬ 次第で ある。 

次に 注意すべき 事 は、 支考の 「露 川責」 (享保 八 年 作) に， 「昔 西 行 • 宗祇 など、 兼 好 も 長 明 も， 今日の 芭蕉 も、 

酒色の 間に 身を觀 じて、 風雅の 道心と はなり 給 ふ。 云々」 と ある 事で ある。 之 は 支考が 世情 分明の 俳諧に 遊興の 

經驗を 持たぬ やうで はだめ であると 露 川 を 攻撃した 論で あ， るが、 之に 對 して 露 川 は 「相 楔」 とい ふ 書で、 酒 盛. 

遊興に 身 を 持 崩して、 風雅の 道心と なって たまる もの か。 それ は 蓮 二の 我田引水 論で ある。 殊に 兼 好 や 長 明が 酒 

色に 長 じた なぞ、 前代未聞の 事で ある。 虚を 先にして、 實を 後に する 術 だら うと 冷やかして ゐる。 露 川 は 芭蕉の 

郷里の 人で、 晚 年の 門人で は あるが、 芭蕉 も 酒色の 間 云々 とい ふ說の 虚妄 を辯駁 しさうな もの だが、 しないの は 


如何なる 譯か。 兼 好 や 長 明に 就いて 其 虚妄 を 辯す るなら ば、 -t 巴蕉に 就いても 大に 辯すべき であらう が、 默 つて ゐ 

るの は 不思議で ある。 露 川 も T き蕉の 遊興 だけ は 認めて ゐ たもの か。 尤も (お 時の 俳人 氣質は 遊ぶ 位 は 誰れ しも やる 

事で、 それ を 形式 道德の 上から とやかく 批難す る 事 は、 俳人 氣質を 知らぬ 人の 論で ある。 杉 風で も 誰でも、 tsjj^^ 

は 若い 3^ 扣應に 遊んだ 人で ある 位 は 知って ゐて も、 師事した T い 巴蕉の 前に、 先生の 昔 を 論す る 事 は、 色 蒸の 威厳と 

i0 ひ：. 一 によって 出來 なくなって 了った かも 知れない。 それ を 支 は 何事に よらす、 言 を 芭蕉に 假 託して、 自 論の 權诚 

としょう とした 男で あるから、 遠慮なく 公言して、 返って 他人から 我田引水 論で あると 笑 はれた のか も 知れぬ。 
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第 四 章 色蕉 の江戶 下り 

第 一 節 江戸 下りの 時日と 同伴者 

芭蕉の 江戸 下り は 諸 書 大方 寬文 十一 一年 九月と して ゐ るが 異說も ある。  - 

一 、寛 文 十二 年說 

竹 人の 「全 傳」 に、 「かくて 蟬呤 子の 早世の 後ぶ 見 文 十二 子の 春 (二十 九 歳) 仕 宫を辭 して S1 七と 改め、 東武に 

赴く 時 友達の 許へ 留^。 雲と 隔っ 友に や 雁の いきわかれ。」 と ある。 秀 三の 「一代 集」 の 笆蕉翁 傅に も、 「寬文 十二 

， 年 三月 江戸に 至り、 云々」 と ある。 勝峯 氏の 芭蕉 年譜 は、 「寬文 十二 年 二月 江戸に 下る。 云々」 と斷 じて ゐる。 此 

三月 說は 何に よって 定めた もの か 明かで ない が、 勝峯 氏の 二月 說は素 蓮の 說に從 ひ、 雁の 別れが 二月の 季 である 

から、 かく 斷じ たものと 見える。 秀三 說も季 顯に據 つた もの か。  . 

二、 延寶 四年說  , 

素 蓮の 「春秋」 に、  • 

按、 笆 蕉東武 下向 ノ說、 或 ハ延贊 四 年 トシ、 叉 同 六 年 トス。 皆 誤 也。. 舊說寬 文 十二 年 ト云フ ハ其實 一一 近シ。 


故-一 暫此 說-ー 隨フ。 サ：： 十 枕、 江 戶發足 ノ险、 秋 十と せかへ つて. 江戶を さす 故鄉 云々。 此 句ヲ以 テ推ス -I  - 貞享 

元た 牛 ヨリ 正 シク十 一 たや ハ延寶 三年-一 當レ 共、 文章 一一 年 ノ大數 ヲ云フ ハ 古今 第ノ序 例ナ レバ、 强チ 三年 ト極ム 

ベ カラ ズ。 是 ヨリ 早 ク延寳 ノ初メ -1 ハ其角 入門 シ， 同 三 i ^一一  ハ嵐蘭 入門 ス。 云々 

と ある。 私 は 延^ 年說の 本の 出典 を 知らないが、 此說は 誤で あらう。 延寶ニ 年に は 其 角 入門し、 同 三年 嵐 蘭 入 

門と ある 以上、 is^ 武 下向 は それより 以前で あらねば ならぬ。 

三、 延资 六年說 

梨 一 の 芭蕉 翁 俾に兑 えて ゐ るが、 之 も 前の 理. W で 信じられない。 

^蒸 は 伊賀から 江戶へ 下った やうで ある。 之 は 前の 秋 十 年の 句が 示す やうに、 故鄕 から 出立した ので ある。 「杉 

風秘 記」 • 竹 人の 「全 傳」 等 伊賀から 下った 事に なって ゐる。 併し 梨 一 の 「芭蕉 翁 傅」 • 雾 松の 「芭蕉 翁 行 住 略記」 

にはト 尺が 都へ 上って^ 蕉に會 ひ、 束武へ 伴った と あるが、 隨 かな 說 ではない らしい。 

江戶 下り は t 巴 蕪 一 人で あつたか、 連れが あつたか、 種々 說 があって 詳か ではない が • 人に 連れられて 下った と 

いふ 說が 古來 有力であった。 先 づ梨ー の 「- t 巴蕉 翁傳」 にはト 尺が 東 武へ伴 ひ 下った と ある。 去留の 「全集」 • 五 柳 

の 「全 俾」. 寥 松の 「行 住 略記」. 山 崎 氏の 「俳人 芭蕉」. 瓊 音の 「年表」 等 之に 從 つて ゐる。 次 は 採 荼庵梅 人の 說 

で (「俳人 色 焦」 の ー說、 但し その 出典 を詳 かにし ない)， 藤 堂 佐 渡 守の 家來 向井 八 太夫 ト 宅が 連立った。 次 は 其 日 

庵に 傳 はった 說 0??:〕 拖の 「桃 靑傳」 に據 る) で、 中 ノ鄕定 林 院の默 宗和尙 が 途中から 同伴した。 次 は 「 一 代錄」 の 
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OQ〇ooo〇〇oo〇〇〇o〇o〇o〇〇oooooooooooooo 

說で、 寬文 十二 年季 吟が 江戸に 召されて 歌擧 所と なり、 それに 從 つて 江戸へ 下った などと ある。 

以上の 說の中 * ト 尺に 連れられて 下った とい ふ說が 最も 信じられて ゐ たが、 梅 人說も 一 寸考 へさせる。 其 日 庵 

の說 はどう だら うか。 寺院な どに は往々 誤 傅が あるから うっかり 賛成 は 出来ない。 一代 錄の說 は 全く 誤で ある。 

季呤が 江戸へ 召されて 和歌 所と なった の は、 元 祿 二 年 十二月 二十 一日で あるから、 季吟と 連立つ 道理 はない。 

第二 節 最初の 落着 所 

芭蕉が 江 戶へ來 て、 何處で 初めて. 草鞋 を 解いた か、 それ も 種々 說 があって 一 定 しない。 

I 、 小澤ト 尺を賴 つた W いふ 說 

沾 涼の 「綾錦」 (享保 十七 年 序) に、 「芭蕉 翁 東都に 於て 履 を 解かれし は古ト 尺が やどりな り。 云々」 梨 一 の 「芭 

蕉 翁傳」 にも、 「梨 一 かって 東都に 遊ぶ 間、 本船 町のう ち 八 軒 町と いふ 所の 長ト 尺と いふ 俳士に 交る 事 あり。 彼 者 

00000000000  0000000000  00000 つ 00 

語りけ る は、 我 父 も ト尺を 俳名と して、 其 比 は 世に 知る 人 も ありき。 一 とせ 都へ 上りし 時に， 芭蕉 翁に 出會 ひて 

§武^ 伴 ひ 下り、 …… 或は ー說に 本船 町の 長 序 令と いふ 者に 誘れ て 下り 玉 ふと も 云。 云々」 と ある。 五 柳. 寥 松. 

素 蓮 • 山 崎 氏 • 瓊音等 皆此說 である。 極 口 氏も此 記事が 實 らしく 思 はれる と 君うて ゐる。 此說は 梨 一 がー 一代 目ト 

尺.^ ら 直接に 聞いた とい ふ 事ゃ沾 涼の 「綾錦」 (沾涼 は露沾 門、 綾錦 を 書いた 頃 は 、まだ 芭蕉の 古い 門人 も 生き 殘 


つて ゐた 時分で あるから、 僞 では あるまい とい ふ 憶測。) に 出て ゐ ると いふ 點 から、 多く 後人の 信 S を 得た もので 

あらう。 ト尺 は小澤 氏、 通稱 友次郞 (「^秋」 に 太 郞兵衞 と あるが- 「大系 圖」 に 太 郞兵衞 を 父 得 入の 通-粘と して 

ゐ る)、 季呤 門、 はじめ 孤吟と 號し、 後ト 尺に 改める (「大系 圆 J に 「後 蒸翁ノ 門人 トナリ 、今ノ 名 (ト 尺) 一一 改ム。 

云々」 と あるが、 「談林 十 百 韻」 に 小 澤氏ト 尺と あって 句が 出て ゐ るから 誤で ある)。 父 得 入 は江戶 本船 町の 名主 

であるから、 ト尺も 父の 業 を 織いで 名、 王で あらう。 去留の 「全集」 に、 「かの 小澤 なにがし 中風 を 病みけ るに、 翁 

の^ 治に よりて 其 死 は 週れ たれ ど、 なほ 牛 身 不隨は 癒せ ざり ければ、 小澤の 字の 片を 去り、 俳名 をト 尺と は號し 

ける。 云々」 と あるが 信じられない。 舊家 であり、 名望家で あつたの だら う。 

二、 杉 風 或は 仙 風な 賴 つた € いふ 說 

竹 ニ坊の 「正体」 に、 「寬文 十二 年子 ノ 九月 東 武杉風 方へ くだる。 云々」、 去： ^.5 の 「全 第」 に、 「宽 文. H 一年 壬 子 二 

00000000000000000  000000000 

十九 歲、 九；：；^ 小 澤サ水 を 伴 ひ、 はじめて 江戶に 赴き、 小 田 原 町なる 杉 山 市 兵 衞が家 を 主と す。 市 兵衞は 家名 を鯉屋 

と 云 ひ、 御用の 納屋 をつ とむ。 俳諧 を 好み、 號を仙 風と いふ。 杉 風が 父 也。 云々 y 秀 三の 「一代 藥」 の 芭蕉 翁 傅 

に、 「寬文 十二 年 三月 江戸-一至 リ、 小 田 原 丁鯉屋 市兵衞 (杉 風) -1 寄 居ス。 杉風日記ー1 云、松尾^*四郞殿$:賀ョリ 

初メテ 此方へ 落着 候。 云々」、 山 崎 氏 「俳人 芭蕉」 に 梅人說 として、 「翁 江 戶へ參 候 節、 旅行 同道 は 藤 堂 佐 渡 守 様 

(高次) 御家來 向井 八 太夫 ト宅 一所に 被參 しが、 直に 小 田 原 町 杉 風 方へ 同道 仕 候 由 • 今 孫 向井 八 太夫 茶 去 の 春 

咄被巾 候。 ト 宅長壽 (九十 六)、 今の 向井 氏 (七十 餘也、 用人 役) ト宅咄 にて 御座 候 由 相違 ある まじく 候。 云々」 な 
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どと ある。 此說も 前說の 如く 有名な 說 である。. 杉 風 は 深 川の^ 墅に 芭蕉 を 住 はせ たり、 衣食 を 貢いだり、 種々 手厚 

い 情誼 を盡 した 人であった から、 其 家の 舊記も 尊重され、 此說に 從ふ者 も 多かった であらう が、 ト尺說 に 就いて 

は 諸 書記 事の 一 致 を 見る に 反し、 杉 風說に 就いては 記事の 中に 少し 異同が ある。 ト 尺の 方 は 大方 梨 一の 芭蕉 翁傳 

に攄 つたから 一 致した ので あらう か。 要するに ト 尺の 家へ 始めて 着いた もの か、 杉 風の 家へ 來 たもの か、 其 先 後 

論 は 今遽に 定める 事 は 困難で あるが、 - 芭蕉の 甥 松 村 伊兵衛が 杉 風の 手代で あったり、 芭蕉の 長い間の 保護者が 杉 

風であった りした 關係 上、 よしんば 最^で なくと も、 杉 風の 所へ は 他の 家よりも 早く やって来 ただら うとい ふ 想 

像 は 許されよう。 素 蓮の 「春秋」. 五 柳の 「全 傳」 によると、 杉 風はト 尺の 親族で あると いふが いか. -。 杉 風 は 杉 

山 氏- 通稱市 兵衞. 家 號を鯉 屋と云 ひ、 幕府の 御 納屋 を 勤めた 人、 芭蕉より 三つ 歳 下であった。 生來 多病で、 晚 

年衰 翁と 號 した。 因に 云、 杉 風 は 三代 目で， 皆 巿兵衞 を通稱 とし、 父 二 代 目 巿兵衞 は 俳號仙 風と 云った。 「春秋」 

に、 「仙 風ハ 杉風ガ 也。 通稱 未考。 延寶. 天和ノ 頃 一一 早世 ス。」 と あるが 誤らし い。 とにかく 杉 風 は 幕府の 御用 

商人で あるから、 俠氣な 有 福な 人であった らうと 思 はれる。 色蕉と 何處で 懇意に なった か詳 かで ない。 

三、 芑蕉 山桃靑 寺の 說 

素 丸の 「芭蕉 百 回忌 (寬政 五 年) 追善 「濱 木綿」 の 序に、 「本 所 原 庭 桃 靑寺は 翁 東 族 行 馬お りの 地な り。 云々」 

とあって、 其 日 庵に 傳 はった 說で ある。 卽ち 芭蕉 東海道 を 下る 時、 途に 江戸 中 ノ鄕定 林 院の默 宗和尙 に 邂逅し、 禪 

を談 じ- 伴 は， el てこ、 に 下った とい ふので ある (魯庵 「祧 靑傳」 に據る )。 震災 前 は桃靑 寺と いふ 寺 は 本 所 中ノ鄉 


原 庭 町 三十 五桥 地に あって， 寬文 三年 默宗 和尙の 創立に か i り、 初 は 白 牛 山お 林院と 云った。 臨濟宗 である。 此 

寺の 1£ 越に 長 谷川 馬 光 (二 ^其 日 庵) とい ふ 者 あり、 i 巴 蕉殁後 境內に 芭蕉 堂 を 建て (寛 保 三年)、 小川 破 笠 作の 笆 

蕉像 (破 笠晚 年の 作で、 高さ 八寸 五分と いふ)、 頓阿 作の 西 行 像、 素 堂の 像 を 安置し、 四時 像 前に 風雅 を 手 向けた。 

後 文化 屮其日 庵 白 芹 再び 桃 靑堂を 修理した。 延享 二 年峻岩 和尙の 際、 蒈 事に 因み て 芭蕉 山桃靑 寺と 改稱 し、 其 後 

火に 逢って 灰 儘に 歸 したが、 齊 暦中泰 龍和尙 中興し、 東 盛 寺と 改めた。 併し 明治 二十 五 年 得び 舊 號に復 した。 現 

在の-い 巴 蕉堂は 明治 1 1 十- パ年十 一 月 芭蕉 1 1 百 回忌に 建てられ、 正面に 笆蕉 • 素 堂の 一 一 像 を 安置し、 周 圍に數 多の サ巴 

燕を植 ゑた (堀. H 藏 氏の 「大日 本 寺院 總覽」 • 山 下 氏の 「大日 本名 所圖 會」. 宇橋の 「若 荷 集 • 野 桂の 「若 荷 圔きー 

等に 據 る)。^ 複 一 が此 寺へ 落着した 事に 就いて、 魯庵 はな ほ 八 世 陽 國和尙 の 記事 を 引 ffl し、 寬文 年間 芭蕉 初めて 關 

に 來り、 鞋を 此地禪 室の 側に ぬぎ、 小 庵 を 結び、 朝暮 に參禪 した 云々 と言うて ゐ るが 確證に 乏しい。 祖し松 

浦靜山 公の 「甲子 夜話」 (文政 四华 十一 月 甲子の 夜 起筆) 正編 卷六 十四に、 

？/^  ..9>/？  0  0 で 9F 〇：9- 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  o  o  o  o  o 

予が隱 莊の北 隣 は 東 盛 寺な り。 その後に 小 篁 あり。 この 處 嘗て 俳人 芭蕉の 棲みし 跡と 云。 曰 人の 俳 道に て傳 

聞せ し は、 -ぃ 巴蕉盤 ts 禪師 に參禪 して、 專ら禪 理を問 ひしと 云。 是に 由て 予思 ふ。 此頃 正眼 國師 は天祥 公の た 

めに、 天. 施に 往来 ありし かば、 -t 巴蕉も 隣をト して 棲みし なるべし。 天 祥庵は 今 不動 堂の 所に して、 かの 小 

筵と 相 去る 事繞に 二十 餘歩。 乂今 is^ 盛 寺の 中に f 巴 蕉の像 を 置く 小 堂 あり。 是筮 中の 舊庵を 移せし 所と 云。 又 

桃 靑の號 を 後に 束 盛に 改めし とも 云 へ り。 
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と あるから、 芭蕉が 東 盛 寺の 傍に 住んで 居った 事 は事實 だら うが、 そこが はじめ 江 戶へ來 た 時の 落着 所であった 

か は 分らない。 山 崎 氏 はこ 、は 再度 若く は 三度 目の 東 下の 時の 事 だら うと 言って ゐ るが 糙 かな 根 據 もない やうで 

ある。 山 下 氏の 「名所 圖會」 に、 「寺 傳に寬 文中 默宗 禪師の 建立に て 定林院 といへ りと。 然れ ども 延寶ニ 兀祿の 諸 

i^IS^.?^。  ザ? > 此東盛 寺 si 堂の 事に つきて、 松 浦 侯の 「甲子 夜話」 に 一 說 あれ ども 皆 信す ベから す。」 

と ある。 或は 笆蕉 が江戶 下り 後 • 諸 所 放浪の 際、 一時的の 寓居 位の 所ではな からう か。 曰 人說に はな ほ 以上の 證 

左が 欲しい ものである。 

四、 芭蕉 庫の 說  • 

太 田 南」 畝の 「一 話 一 言」 に笆蕉 庫の 由来が 詳說 されて ゐる。 少し 長いが 引用して 見る。 

權 俳友 權田甘 t なる もの、 さい 年 雜談の あまりに、 此駿河 臺中坊 某 君の 藩に， 元 祿の昔 はせ をの 翁 伊賀より 初 

て 大江戶 へ 來り給 ひ、 居をト せし 藏 ありと 言 ひしに、 權も其 頃 は 世の たつき ひまな く、 心に もとめ ざり しに、 

去年 霜月の 頃た ま/ \淺 草へ まかりし に、 古本屋に て此 はせ を ぐらの 本 を もとめ 閲 すれば、 彼權田 氏の 言 ひ 

しと 實に 符合せ り。 此辰 四月 二十 七日 ものへ まかりけ るに、 ふと 思 出して、 中坊 公の やしきへ 立 寄、 舊 相識 

服 部 仁 左 衞門央 勝にたい めして、 折から 此 はせ を ぐらの 事 を 問へば、 此仁左 衞門言 ひける は. 此三 月頃より. 

はせ を ぐら 修理に か k り、 昔の 如く 建て 替へ 、今 大方 作 事出來 すと 言 ひしに よりて、 其み くら を 見た しと 乞へ 

ば、 报部氏 自案內 して 見せけ り。 藏は 長さ 五 間 • 一 一間 計りの あしだか 藏 なり。 今 大工 達 こ かしこ を こしら 


へ 居て いまだ 土 をば ぬらで あり。 則 其み くらの 古き 村 を 乞 得て 歸り、 一 ッの聯 にしけ り。 今 御府內 に樓川 

をつ ぐ.： (小 匠なければ、 江戸 座 古き 宗匠 萬 葉 庵 平 砂 (二 代 目) 年 七十 有餘、 赤 羽根の 邊に 庵し ける を 行、 かく 

此 はせ を 蔵の 古き 材へ、 古池 や 蛙 飛込の 句 を题書 させて、 西川藏 珍と す。 

oo〇o〇〇〇〇oo〇〇〇 0  0  0〇0〇〇〇〇00〇〇0〇000〇000  00 

义服部 氏 言 ひける は、 はせ を 翁 伊賀より 來リし 頃 は 、此 屋敷の 主人 奈良御 奉行に て江戶 にお はし まさす。 明愿 

〇o〇〇〇〇〇ooooo 〇0〇〇0  OQOOOOOOO  〇o〇〇ooooo〇oooo  00 〇o 

の災に 此藏殘 りて ありし に、 此藩 中濱嶋 (當時 家老 濱嶋市 之 進) と はせ を 翁と 親類よ しみ ありて、 濱嶋 にた 

ooc〇  00000000000000  o  o〇〇oo〇o〇c〇o〇〇〇oo〇〇〇 

よりし に、 いまだ 普請 も 出来す ありければ、 此土藏 の內に はせ をし ばらく 僑 居な せし と 云。 これより 深 川へ 

おを^^と^ り。 花 入と 泰 里の 記 文 濱嶋氏 

^をお ヱと 力 より 權方 へ も惠 まれた リ 

旭 和 居士 常時 中坊 長兵衞 様より 四 代 先 讃岐守 様 

t  M  f^n 今 小川 町 二 千 石. - 森 喜 右 衞門樣 也。 長 兵 衞樣大 伯 

^  i  f 父 也 c 中 坊ょリ 整 子に 御 入 被 遊 候 C 中 坊御舍 弟 也。 

中坊 長兵衞 樣御內 

服 部 仁 左 衞門央 勝 

權ニ 三十 年之舊 相識 也 

西川權 

文化 六 巳 十 一 月 五日 

はせ を ぐら 
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神風 や^ 勢の 桃 所に 鹦鶴藏 あり。 江 戶の駿 河臺に 笆蕉藏 あり。 されば 昔 松 尾 祧靑の 頃、 伊賀の 上野より 東都 

に 赴かれし 時の 馬 下りの 地 は 中 坊讃州 公の 藩 中に して、 馬 見所、 に 隣る 塗 込の 內に 假寐 せられし を、 杉 風 深 川 

に 草の 庵 を 結びて 呼びむ かへ しなり。 偖 彼のぬ りごめ は 明 曆の災 にも か、 らで、 今に めでたく とき はかき は 

の 文 なる を、 前の 旭 和 主人 はせ を 藏と名 づけ、 阿 翁 肖像 を もお さめ 給 ふ。 さる を ことし 三 周の 追福ながら 

に、 孝子 樓仙 主人 脇發の 歌仙 行 及び 桃 さくらの 句々 を 加へ 小冊と なし、 先考に 手 向け 給 ふ。 その 趣 を 述べよ 

と あるに いなみが たく、 例のお ろかなる 老の くりこと を樓川 書。 


いで ゃ此藏 びら きせん 十二 日 

朝 起の 目の さめし 白梅 

うぐ ひすの 盛りに 猫の 聲 かけて 

^ひら と 干 • 魚の 上 

事繁く 月になる まで 物忘れ 

水の まふけ に 虫 はなしぬ る 

右 歌仙 下略 之。 

發句等 略。  , 


旭 和 居士 


0 

兀 

壶 


n 

子 


その 前に 此 ふた 木の ある、、 そ 風流の 因緣 なれ 

桃 さくら 案內 にたつ や はせ を藏  櫻 川 

？ y 力- 

、 、とし 此月此 u 家の 大人の 靈 前に 小册 さ 、 げ侍リ て 

はや 三と せた ち はな 月の 忌 曰かな  樓 仙 

安永 戊戌 (七^) 

右 はせ を ぐら 冊 紙 員 七 紫。 右の 板 本 は 西 川權藏 書。 

以上で 芭蕉 庫の. H 來は 十分 分らう が * なほ 宇橋の 「_ ^荷 集」 の 芭蕉 庫の 記事 を 引用す ると、 

0000000000000000000003  00000000000003 

駿河 屮坊 家に あり。 抑 此文庙 は 往昔 長 五 年 はじめて いとなみ 給 ふと ぞ。 それより 四十 五 年の 春秋 を て、 

oo〇o〇o〇〇〇OOOOQ〇o〇〇〇〇oo 

膀三丁 面の 災に 門舍 閨房 悉く 烏 となり けれど、 此庫 ばかり 幸に まぬかれたり。 家君 は 公事 ありて、 久し 

ooo〇oooo〇Q〇〇o〇〇oooo  00〇300〇0〇30〇0  oo 

く 南都に と^まり 給へば、 老臣 濱島 氏の みこの 文 靡に 草 庇 さし 出して * ひとり 燒 野の 野 守と 過ごしぬ。 これ 

030003000000  o〇〇〇〇  30000000  〇0〇〇0〇〇〇30〇〇 

も 亦 二十 五箇 年ば かりと ぞ。 その 顷 にや 芭蕉 翁 伊賀の 國 より 来って こ \ に 草鞋 をと く。 是我翁 この 都に 風雅 

〇0〇〇00〇00〇0〇0〇000〇〇〇0〇0 〇oo〇o〇 

を殘 し^ふ 勝緣の はじめな りと ぞ。 さて 此濱島 氏 ももと 伊勢の 國阿 濃津の 藩より 出で たれば、 ひと かたなら 

ぬち なみの 引く 所に して、 終に 此 文庫 を しばらくの 寢所 とした まひた る を、 かの 杉 風が 情 厚く して、 深 川の 

閉 地に 迎 へられた まひし とぞ。 かくて 一 百餘 歳の 後、 文化 己巳 (六 年) 濱 氏の 孫寸松 君命 を 蒙り • 此ぬ りご 
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ooooooooo、。」，s9r_^  2L  、.i£:、 

め を 補 ひける が、 しきりに いにしへ を 慕 ふ 心 起り て、 やがて こまえの 古 竹 を 拾 ひ 風^の 器 を 作り 誰に 力 

分ち 與 へし を、 他の 國 にて 古き 家 を こぼち、 聖の史 を 得て しためし にたぐ へて、 辨阿坊 深く 是を稱 せし 

よし、 はせ を 庫と 銘 したる 花 入の 記に 見えたり。 

「 一 話 一 言」 引用の 西 川 氏觀に は， &f 月 1 不七曰 中 I 訪問、 藏 修理の 作 事大 方粜 と あるが、 「蕩 集」 

に は 文化 己巳 (六 年) 寸松 君命 を 受けて i 理 とあって、 鐘の 時 曰に 一年の 着 見る のも變 である。 其 他。 「f^ 

集」 の已 事に 就いては 他に も腑に 落ちぬ 所が ある。 卽ち 芭蕉 庫 は 慶長五 年初め て 建てられ、 それより 十五 年 を 

S む、 I* まま まに 免れた と あるが、 慶長五 年から？ 五 年 は P ぎ兀 年に 明璧年 迄に はな ほ I 一一 一 f 

§ ま まぎと なる。 次に 又 I 氏が 燒 跡の 番人 I つて、 二， li 年ば かり 過ごした とすると、 明豐 年から 

認ー監 頃まで 番をした 事と なり、 其 s 蕉が 初めて 伊賀から やって来た 事 も、 他 is 無 S で、 怪しむ ベ 

き 說と云 はぎれば ならぬ。 愚案で は、 之 もや はり 桃專 の傳說 Q やうに、 墓が 江戸へ 下って 諸 所 流浪の 際の 一 

時 的 寓居で はな t うかと 考 へる。 或は 深 川の 菌 庵へ 入る 少し 前の 住居であった かも 知れ ま。 霊の 「春秋」 

に， 「雲 四 年 甲 辰 〇 此 年間 芭蕉 爵臺ニ 寓居 ス。」 と あるが、 之 I 註に、 「友人 予 一一 云ッテ 曰、 明璧年 火災 ノ 

後 rlu、 翁 東都 二 下向 シ、 翳， 坊 氏の 留守居 役 濱島何某 ヲ 頼、、、、 災後殘 ル所ノ 藩中ノ 文庫 二 舍ル。 云々」 

とあって、 「蕩 集」 謹の 年數と 相違が ある。 二十 年後 は 二十 五 年後の f。 或は 二十 年後と も傳 へられた もの 


,tEJ 蒸が. 江 戶へ來 て、 何處 ではじめて 草鞋 を脫 いだ もの か、 今 たづぬ る 術 もない が、 恐らく 親族 • 知己 の^を 轉 

轉 として 泊り 歩いた もので あらう。 とにかく 九 年間の 放浪で あるから、 隨分 芭蕉 も 難 滴され た 事と 思 はれる。 「 一 

代 の 笆蕉翁 傅に * 深 川 住 以前 小石 川 水道 橋邊に 居った とい ふ說、 「俳人 色蕉」 に、 杉 風 方へ 落着いた 後、 本 

鄉 にも、 濱町 にも、 本 所 高橋邊 にも 居られた、 此義は杉風^^-の家鯉屋庄兵衛の物語でぁると.sふ說のぁる所を見 

て も、 諸 所 をう ろ 付いて 居た ものら しい。 

一 體茁蒲 は 何の 0 的あって 江戸へ 下って 來 たもの だら うか。 此點 先哲の 說は餘 り 見ない やう だが、 山. 崎 氏 は 「俳 

人 芭蕉」 に、 「舉旣 に 成り、 靑雲 又攀づ 可し となし、 再び 出世の 希望 を 起し \ ものに は あらざる か。 云々」 と言う 

てゐ るが、 私 はさう は考 へない。 主人の 逝去に 感動して、 一度 伊賀 を 退 した 色蕉、 而 かも 主人に 寵 のあった 色 

蕉が、 何のた めに 江戸まで 下って 立身出世しょう などと いふ 野心 を 起す 害が あらう か。 出世しょう としたら、 君 

寵 があった の だから、 伊賀に 於て 相當な 武士に なれない 事 はなから うと 思 ふ。 若し 又 伊賀に 居れない 事情が あつ 

たと しても (蟬呤 の 死、 戀愛 問題の 如き)、 「貝お ほひ」 の氣 分で は 武士 を 捨てた と 見る 方が 自然で はなから うか。 

關 n 水 近の 修成 を， t 巴 潔の 出世 問题 に附會 して は 困る。 それに は 奉行 役 だと か帶 刀だった とかい ふ 異說も あるが、 

私に は 工夫の 監督 位に しか 思 はれない から、 たいした 仕事で もない やうで ある。 それ も 成功した かどう か 分らな 

いで はない か。 且乂 小澤ト 尺に せよ、 松 村 巿兵衞 にせよ、 出世し ようと 思って 出て 來た e 蕉を、 例へ 小祿 にせよ 

元は 武士であった 色蕉 を、 か i る微 役に 世話す る譯 もなから うかと も考 へる。 私の 憶說 では 堅苦しい 考 ではなく、 
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上方 も 面白くない、 鄕 里に 近いし、 旣に 主家 を 晩 退した 身に は、 何かと 都合が わるい。 江戸へ でも 出て 見よう か 

位の 所ではな からう か。 或は 若い 笆蕉の 事 だから、 江戸で 俳諧の 一 風を柘 かう 位の 野心 はあった かも 知れない。 

「貝お ほひ」 を 江戸で 出版して ゐる 所に、 何 かかう した 意味が ありさう にも 考 へられる。 古風 は廢 つた。 江戶談 

林 i 名 をな す餘 地が あらう。 奴詞ゃ 流行 小唄の 句 合 をお 土産に して、 江戶で 一旗 上げて 見よう などの 意 氣はぁ 

りよ ) まい か。 私の 說は 大膽 な憶說 だけれ ど、 社會に 出世し ようとい ふやうな 俗な 考で 下った ので は あるまい と 

いふ 點に 多少 自信 は ある。 

第三 節 關ロ 水道工事 

一、 江戸 水道の 由来 

江戶 水道 は 元 祌田明 神の 山 岸の 水 を 北東の 町へ 流し、 山 王 山 本 (溜池) の 水 を 西南の 町へ 流し、 此ニ水 を江戶 

の 町々 へ給與 したので ある。. 神 田 明 神の 山 岸の 水卽ち 此祌田 上水 は、 御 入 國以來 水上 猪ノ 頭の 水 を 上水道に 定め、 

ヽ 

町奉行 支配の 下に、 其 用 向 を 町 年寄に 命じ、 關ロ  • 小 日向 • 金 杉三箇 村から、 町 年寄 代官と して 年貢 を 取 立て i 

來た。 又 玉 川上 水の 方 は 玉 川 淸左衞 門. 庄右衞 門と いふ 者 承 應ニ年 四月から 堀 始め、 明曆元 に 至って 成就し、 

寬文 年中 玉 川 水上 羽 村から 代々 木. 千 駄ケ谷 村まで 十三 里の 所、 水道 雨 端 三 間づ. -取 立て、 水道の 南 は 喜 多村彥 


丘 ハ衞、 北 は 奈良屋 市お 衞門拜 、し、 自己の 費用 を 投じて 松 • 杉 を 梳 付けた とい ふ 事で ある (「過 眼錄/  -, 武江ハ 牛 表 

補" 止 略 J に據 る)。 色 燕が 水道工事に 從 つたの は 此祌田 上水の 事であった。 

二、 水道工事の 時日 

^燕が 關ロ 水道の 工事に 從 つた 時日に 就いて、 寬 文士 一年 說 (「略 傳」 • 「奇人 談」 • 「行 住 略記」 • 「WJ 蕉翁全 第」 

等)、 延资 元年 說 (「赛 秋」)、 延齊 八年說 (「風俗 文選」 の 作者 列傳、 「役所 日記」) とあった。 併し 何れが 正しき か詳 

かで ない。 松 本 勘 太郞氏 C 二 井 文 靡 主任) の說に は、 ほ 蕉は寬 文 六 年 九月 か 十月 顷、 藤 堂 家 水道工事の ため 江戶 

へ 下った と あるが どうか。 或は 共顷 幕府が 藤 堂 家に 命じて、 關ロ 水道の 修理 を 司らせた 記錄 でも ある 事 だら うか。 

觀說は 一 般に寬 文 十一 一年 以後の 事に なって ゐ るが、 芭蕉が 江戸へ 下って 直に 水道工事に 從 つたと も考 へられない 

から 此 5^ はどう かと 思 ふ。 

三、 工事に 關 する 諸說 

ェ に關 する 事情に 就いても 諸說 多く、 之れ 叉 何れが 正しき か 迷 はざる を 得ない。 

ィ、 碟 川の 水道 修成慵 夫と なり、 功 を 終る 比難髮 して 風羅坊 とい ふ。 

玄玄ー の 「俳 家 奇人 談」 (文化 十三 年刊) の說。 併し 傭 夫 はどう だら うか。 ト 尺の 口入れに せよ、 松 村 市 兵衞の 

n 入れに せよ、 元は 苗 名 • 帶 刀の 武士であった ー巴蕉 を、 日 傭 • 人足の やうな 者に 世話 をす る 害 もなから うで はな 

いか。 且又 储夫 となって 功 を 終る も 聊か 滑稽な 書 方で ある。 慵夫 如き 賤 役に 功 を 終る も 何もい つた もので はな か 
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ら うぢ やない か。 

n、 世に 功 を 遺さん ため、 武の 小石 川の 水道 を 修め、 四 年に 成る。 速に 功 を 捨て. -、 深 川色蕉 庵に 入り 出 1^ 

する。 年 三十 七。  ， 

許 六の 「風俗 文選」 の 作者 列 傳の說 であるが、 世に 功 を 遣さん がた めが 疑問で ある。 當 時の t 巴蕉 にかくの 如き 

俗な 功名心が あつたで あらう か。 芭蕉の 境遇 は旣に 主家 を 亡命して ゐる。 浮きく どっこい、 浮世に 住めば、 う 

さ こそ 勝れと 言うて をる 笆蕉 ではない か。 四 年に 成る も 怪しい 說 である。 四 年と いへば 大破と 見るべき で、 玉 川 

上水の^ 通 だとて 二 年 ほか か、 らな いのに、 旣に 堀割の 出来て ゐる ものが 四^も かかった とすると、 直せば 壞れ 

る、 直せば 壞れ ると いふ 風に、 叫 年 も かかった 事と なって、 そんな 難 工事なら 特に 當 時の 記錄に 見えさうな もの 

であるが、 見えな いのは 不思議で ある。 許六說 は-せ 蕉を 立派な 武士と して 始終 させよう とする。 且つ又 一 方から 

考へ ると、 功が 成って 速に 出家す る も 可笑しな 話で ある。 功 を 遣 さう とい ふ 心が あるなら、 木の端の やうな 坊主 

になる 必要 も あるまい。 

ハ、 藤 堂 家 小石 川上 水 堀割の 役 を 蒙った 時、 其キ： 人 新ヒ郞 良精您 奉行と して、 小石 川の 邊に 出張。 芭蕉 之に 

. 從ひ、 今の 目白 龍隱 庵の 邊に 止宿した。 

神 田 上水 御. 阵修の 時、 藤 堂 家から 御手 傳 として、 松 尾 忠左衞 門 堀割の 普請 奉行と なる。 

前半 は 去？ S の 「全集」 の說、 後半 は 齋藤月 2 今の 「武. 江 年表」 (嘉永 三 年刊) の說 である。 之 もど うだらう か。 旣 


に、 王家 を 亡命した ぉ蕉 が、 藤 堂 家から 堀割の 奉行 を 仰 付かる 譯 もない。 尤も 仕官 時代の 出來 事と すれば 现笳に は 

合 ふが 確證を 得ない。 

-1、 關ロ 水道工事の 奉行 は中坊 氏で、 氏 は 幕府の 命 を 受けて、 芭蕉に 設計 させた。 

之 は の 出典 を詳 かに しないが、 魯 庵の 「桃靑 傳」. 山 崎 氏の 「俳人 t 巴蕉」 の說 であるが 誤 傅かと 思 ふ。 ^蕉 ii 

の說 によれば、 -t 巴 蒸が 賀 から 来た 頃 は、 此 庫の 主人 中坊氏 は奈良 奉行で、 江 戶には ない。 老臣 濱島 氏が 留守 

居 役で、 ^燕 を 燒け殘 りの 靡に 住ませた とい ふの だから、 當 時中坊 氏が 水道工事の 奉行 を 勤める はない。 

ホ、 松 村 市 兵衞と 云って、 幕府の 普請 方 を 司った。 今^^北ハ家普請方を司って兩家ぁる。 位牌. 印譜 • 反故な 

どが 殘 つて ゐる。  • 

之 は 湖 中の 「略 傅」 の說 である。 湖 中 はな ほ 割 註して、 「藤 堂 家 を 憚りて、 松 尾を更 めて、 松 村と 稱し給 ひし も 

のか。 又 松 村 家 は 素より ありて、 其 食客に 侍りし を、 芭蕉の 才能 を 借りて、 水 極の 功 をな したる もの か。 しかれ 

ども 位牌 • 印譜の^ 在す る を 以て 見れば、 一 說實事 を 得た る もの か。 云々」 と 言って ゐる。 白 亥の 「眞 澄の 鏡」 

に、 「但し 鯉屋 手代 伊兵衛 は桃靑 翁の 甥な り。 幻 世世 話して 小 普請 手代に なし、 松 村 眞左衞 門と 名乘 る。 云々」 と 

ある。 そこで 考へ るに、 松 村 伊兵衛と 松 村 市 兵 衞の關 係で あるが、 此兩家 は 親族で あるか、 他人で あるか 詳 かで 

ないし、 芭蕉の 位牌 • 印譜 等が 巿兵衞 の 家に 殘 つて ゐ るの か、 伊兵衛の 家に 殘 つて ゐる のか、 そこ も詳 かで ない 

の だから、 松 村に 兩家 ありと する も、 どっちの 松 村の 食客で あつたか 紛 はしい。 尤も 野 桂の 「祖 翁堵塋 集」 に は、 
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「右 者 (芭蕉 位牌) 東都 下 谷 二 丁 町 小 藤 堂 侯の 後 背に て、 江 城 紅葉 山 火 之 番松村 太七郞 方に あり。 翁 在世の 時 松 

村 は 姪の 家なる 因に て、 右 位牌 並 手 澤の手 道具 等 有 之し が、 池 魚の 災に 減す。 今な ほ存 する もの は 位牌と 翁 肖像. 

印章 ニ顆 也。 云々」 とあって、 笆蕉の 位牌 其 他が 松 村 伊 兵衞の 家に 傳 はって ゐる やうに あるから、 或は 芭蕉 は 松 

村 伊兵衛の 食客と して、 松 村 市兵衞 と假稱 し、 伊兵衛の 普請 方の 手傳 をして 居た もの かも 知れない.。 從 つて 伊 兵 

衞の 周旋で 水道工事に 從 事した のか も 知れない。 要するに 此說は 比較的 有力ら しい けれど、 市 兵衞と 伊兵衛の 關 

係が よく 分らな い の が遣憾 である。 

へ、 小澤ト 尺が 許に 居て、 水道工事の 指圔 をした。 

之 は 喜 多 村 信 節の 「筠庭 雜錄」 の說 である。 卽ち、 「桃靑 江戸に 来りて、 本船 町の 名主 小澤太 郞兵衞 (ト 尺と 號 

000000000000  0  00000  OOOCO 

す) が 許に しばらく 居し かば、 日記な ど 記させた るが 多く ありし となり。 其 頃の 事 にても あるに や。 水道 普請に 

^  0  0  0  3  0  0  0  1  ,  000000000000000 

か X れる事 兌え たり。 その かみ； g 田 玉川兩 水道と もに、 町 年寄 支配 なれば、 彼 者 さやう の 事 工夫 者な りし かば、 

試に 差 圖を計 はせ しなるべし。 云々」 と ある。 芭蕉が ト 尺の 厄介に なって 居れば、 日記 を附 ける 位の 事 はあり さ 

うで ある。 且つ 神 田 上水の 修理工 事 は 町 年寄の 係りで あるから、 ト 尺の 手で やる 場所 も 極って ゐ ようし、 それに 

居候の 笆蕉を 使 ふ 事 も尤な 話で ある。 信 節 はな ほ 次に 延寶八 年 庚申 六月 町々 へ觸れ 書きした 役所 日記 を あげて、 

覺 

一 、 明 後 十三 日、 神 田 上水 水上 掛有之 候 問、 致 相對候 町々 は、 桃靑 方へ 急 度 可 申 渡 候。 桃 靑相對 無 之 町へ 爲 


行 持、 明 トニ 日 早天 に 杭 木 • かけや 水上に 致 持參、 丁 場 請 取 可 巾 候。 勿論 十三 日中 は 水 きれ 申 候 問、 水道 

取 候 町 町 は、 左様 相 心得 可相觸 候。 若 雨ふり 候 はぐ、 您掛 相延候 間、 左様 相 心得 可. S. 候。 

六月 十 一 日 

〇 

1 、 明 二十 三日 祌田 上水道 水上 物 掛有之 候 間、 桃靑 方へ 相 對致候 町々、 急 度 可 申 候。 相 對無之 町々 者、 人足に 

道具 を爲 持、 明 早天に 水上へ 差 出 可 申 候。 勿論 明日 中 水 きれ 可 中 候 間、 ^中 不殘 可扣觸 候。 

六月 二十 二日 

信 節 は 有名な 考證 家で、 其 該博な知識 は 後人 を 驚歎せ しめる ものが あるから、 如何 はしい 日記 や 文書 を輕々 し 

く 信す る 答 も あるまい と 思 ふが、 か-る 日記の 斷片 だけで は 確證に 乏しい。 此說 によると 延寳八 年の 事と なって 

許 六說と 一 致す るが、 之で は H 事の 監督、 人足の 頭の やうな もので、 立派な 武士と は 思へ ない。 食客と すれば い 

づれ そんな 所の 役で あらう。 とにかく 有力な 說 として あげて 置く。 

ト、 本船 町の 中 八 軒 町の 長 卜 尺の 口入れで、 しばし が 程の たつき にと 水 方の 官吏と した 所、 風 人の 習俗 事に 

000  〇o〇oo〇  00000000 

うとく、 其 任に たへ す、 やがて 職 を 捨て X 深 川に かくれ、 云々 

此說は 二 代目ト 尺が 父ト 尺から 聞いた 話 を 梨 一 に 物語った もので、 梨 一 の 「菅 菰抄」 の 芭蕉 翁 傅に 見えて ゐる 

芭蕉 も 他家の 食客と なり、 ぶらくして ゐ るの も 退屈 だら うから、 ト 尺が 水道の 役人に 周旋した の だが、 風 人の 
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習俗 事に うとく、 仕事 を やらせて 見ても うまく 行かない。 當人 もい やにな つて 止めて 了 ふ。 そこいらが 亡命 詩人 

の 係が あって、 實に 近く はなから うか。 素 蓮 も 山 崎 氏 も 此說の やうで あるが、 私 も 此說を 採りたい と考へ る。 

芭蕉 は 水利の 才 があった ので、 關ロ 水道 懇掛の 役人に なった やうに 諸 書見え てゐ るが、 元來 水利の 才 があった 

譯 ではなく、 他人の やる の を 見習って やった もの かと 考 へる。 瓊 音の 「芭蕉 全集」 の卷 末に、 「籐堂 新 七郞の 隣家 

に、 新 七郞の 親戚た る 西 島 八兵衞 住めり。 水利 土木の 事に 詳しく 様 々功績 あり。 ために 今上 御大 典の 砌 贈位に な 

りし 人な り。 新七郞 邸に 出入せ し 芭蕉 は、 自然 西 島の なす-助 を 見、 それが 、江戸 水道工事に たづ さはる 因と なりし 

ならむ と 田 中 善 助 氏の 說 なり。」 と ある。 或は さう かも 知れない。  . 

四、 關 口の 龍隱庵 S 五月雨 塚 

^.f の 「廣若 荷 集」 (文政 九 年 序) によると、 此地 は昔關 口上 水の 修理 を 藤 堂 家へ 命ぜられた 時、 色 蕉此事 を 司 

り、 日 々来って 憩うた 舊地 (去留 の 「全集」 に は 止宿した 所と ある) であると。 龍 隱庵は 上水 堀の 端に あった。 昔 

は 眞言 宗で 安樂 寺と 云うて ゐ たが、 元 祿十年 黄 檗宗に 改め、 洞 雲 寺の 持と なった。 本尊 は 正觀世 音、 慈覺 大師の 

作と 傳 へられて ゐる。 こ X は 風光明媚の地で、 東は關 口の 淸流 を聽 き、 西に 富士の 白峯を 仰ぎ、 南に 早稻 田の 廣 

野 を 眺め、 北 は 目白の 高 臺を負 ひ、 月の 夕、 雪の 朝、 絕景な 眺望 を 持った 所だった。 今日は か.^ る 趣 は 少しもな 

いが、 私の 子供の 時分 迄 は 未だ そんな 感じ はいくら か殘 つて 居った。 殊に 此 流に 假橋 (駒留 橋) を 架した 趣が、 

おの UH 江の 瀨 田の 長 橋 に^て 居 ると 云って 芭蕉が 愛された とい ふ說も あるが、 之 は 恐らく 後年 中 川 宗瑞ゃ 長 谷川 


liit 光が こ、 を^ 田の 義仲寺 に擬 して、 五月雨に かくれぬ もの や 田の 橋と いふ 巴 藩の 短冊 を 埋めて、 五月雨^ を 

作った 事が、 芭蕉に 飛んで 行って、 色蕉遣 愛の 地で あると 附會 された もの かと 考 へる。 

五月； 1¥ は 龍 隠 庵の 園 中に あった。 寬延 三年 八 n 夕 可 庵 馬 光 門人 露 什. 芬 露の 建立で ある。 正面 色 蕉翁之 萬 (馬 光 

書)、 碑 お蕉湘 田" 橋の 吟を 彫り、 あさみ だれ 嫁と 呼ばれて ゐた。 「江戶 名所 圔會」 の 揷繪を 見る と、 五 月： 唯 壌 は 

龍 隱庵構 內の北 丘の 上に あって、 はせ を 堂 • 金比羅 堂よりも 奥に ある。 其 側の 芭蕉 堂に は 芭蕉の 像 を 入れて， 5„?！ い 

たが、 人に 奪 はれ、 久しく {4! 堂と なった の を、 不 白と いふ 者手づ から 土 像 を 作って 崇め 置いた が、 文化 中 又廢堂 

となった ので、 像ば かり 庵 中に 移し、 尺齋の 社中 專ら之 を 守って 居た さう である。 野 桂 は 文政 八ギ 二月， Hln 

碑に 詣で、 

曲り 形 り に 野 梅 だけなる 薰哉 

とい ふ：？ を 手 向けた。 五 巧 雨 塚 も 其 頃 は 余程 荒れた もの か、 後嘉永 三年 頃 閑 月 庵 如萍之 を： 冉 建し、 五 • 十の 日爱 

に 文 棗 を M いたと いふ 事で ある。 

第 四 節 剃髮 と改號 

ItHJ 蕪の 剃髮に 就いても 異說 多く 詳か でない。 但しお 蒸が 水道工事に 關與 した 時 は、 俗體 であったら うとい ふ m 
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定は 一致して ゐる やう だけれ ど、 水道工事 後に 至って 說が 分かれる ので ある。 それ も 素 宣說と 風 羅坊說 と あり、 

又芭， 庵に 入って 剃髮 したと いふ 說と * 芭蕉 庵に 入らない 以前に 於て 剃髮 したと いふ 說と あり、 叉 其剃髮 した 時 

日に 就いても、 寬文六 年 • 寬 文士 一年 . 延寶 元年 • 延寳 一 一年 • 延寶四 年 • 元 和 元年の 諸說 があって 一 定 しない。 

ィ、 寬文 六年說 

「次 郞兵衞 物語」 寬文六 年の 條 下に、 「ゆ W 悅び、 此師 よりも 佛頂師 に 添書 あり。 其 上に て帶 刀に て は 人 怪しむ 

べし。 &| おお！！ おいや きまき|^ぉ！ち曲ぉまひか"* 云々」 と あるが、 此 物語 は小說 めいて 

ゐ るから 信じられない。 

政 二の 「俳 道 系譜」 に、 「寬文 六 年 主人 早世に 付、 同年の 秋 二十 三 歳 宫を辭 し、 江戸に 下り 剃髮。 云々」 と あ 

る。 寬文六 年 秋 江戸に 下り は甚 しき 異說 で、 剃髮の 時日 も覺 束ない。 

口、 寬文 十二 年說 ， 

素 外の 「古池 蛙之詞 原」 (文政 二 年 作) に、 「同 壬 子の 歳 (寬文 十二 年) 深 川に 下りて 庵 を 結べり。 時に 二十 九 歳。 

jlii いむ 踟 S ま^ひ § きお。 云々」 と あるが、 寬文 十二 年 深 川に 下った とは考 へられない。 從 つて 其 歳の 雞髮も 信 

じられ ない。 

海人の 「杉 風 句集」 中の 「杉 風 秘記拔 書」 に、 「松 尾 甚四郞 殿 伊賀より はじめ 此方へ 被- 1 落着-候。 剃髮 して 素宣 

^^^^^T> 衣更着 は 十德を こそ 中す なれ、 杉 風。 かく 中 送りぬ。 其 後 此方 深 川 元 番所 生洲の 有レ之 所に 移 


す。 時にば せ を 庵 桃靑と 改められ 候。 云々」 と ある。 此說 によると 剃髮 は^ 蕉庵入 庵 以前に 行 はれた もの、 やう 

であるが、 芭蕉の 「六番 句會」 •「 十 二番 句會」 (延寶 六 年 十 月) の 末に 坐舆 庵桃靑 とあって、 傍に 素宜と 捺印せ る 

所を兑 ると、 共 頃旣 に剃髮 して 素宣と 云って 居た もの かと も 思 はれる。 併し それだけ では 深 川の 坐與 庵へ 入って 

剃髮 した 確證に はならない。 坐 興 庵桃靑 とい ふと 坐 興 庵に 居た 時の 號の やうで あるが、 後に 生洲の ある 所へ 移つ 

て、 芭蕉 庵 桃靑と 改めた と あると、 ^興 庵 は 一時的の 號 であり、 寓居であった やうで ある。 尤も 坐 興 庵 は i£J 蕉庵 

と 云はなかった 前の 號 であると すれば (雀 志の 「玄峯 集」 の 註に 據 る)、 坐 與庵も 芭蕉 庵 も 同じ 草庵で、 お 蒸 庵 

入 庵 は 延^- パ年顷 となる が、 之 はな ほ 後 章に 詳說 する。 

ハ 、 延^ 元年 說 

去留の 「全集」 に、 「延齊 元年 三十 歳 春、 居 を 深 川に 移し …… 剃髮 して 名 を 素 宣と更 む。 其 顷杉風 は 多病に して、 

常に 深 川 元 番所の 別莊に 住せし かば、 翁 剃髮の 時に も、 更衣 着 は 十德を こそ 巾す なれと 申 送りぬ。 云々」 と ある。 

此說は 頗る 暖 味な 書 方で、 先 づ深川 元 番所の 別莊 とい ふと if の ある 芭蕉 庵の 事 だら うが、 そこに 病 杉 風が 住む と 

すれば、 ぉ蕉の 移った 深 川の 居 は 何とい ふ 草庵で あらう か。 深 川の 居 は 芭蕉 庵の 事 だら うが、 さう すると 元 番所 

の^ 莊が 分らなくなる。 若し 元 番所の 別莊 を笆蕉 庵と すれば、 深 川の 居 は 坐與庵 か採荼 庵と なって、 ^蒸 庵と 坐 

興 と は 別の 草庵と なって 了 ふ。 或は 元 番所の 別莊 を採荼 庵と すれば、 深 川の 居 は 坐 興庵卽 ち-ほ 蕉庵 となって、 

i-^ に は 八" ふけれ ど、 採 荼庵は 平野 町に あるの だから、 元 番所と は 場所が 違 ふ。 一向に 要領 を 得ない。 從 つて 延 
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寶 元年 入 庵、 素宣 改號 說も當 になら なく 思 はれる。 

-1 、 延寶ー 一年 說 

湖 中の 「略 傳」 に、 「延寶 二 甲 寅 (行年 三十 一 ) の 歳 雞髮し 給 ひ、 風羅坊 とい ふ。 杉 風 志 厚く して、 深 川に 庵 を 

結びて 入れ まゐら す。 云々」 と ある。 古 來此說 に從ふ 者が 多い やう だが、 一 體湖中 は 何に 據 つて 此 說を樹 てた か、 

確證を 得ない 中 は 信じられない。 當 時の 文書に 風 羅坊を 剃髮號 とした もので もあった の だら うか。 常 睦 の 本 間 家 

に傳 はる 「醫家 年鑑」 にも、 「延寶 二 秋宗房 除髮」 と あるから 確證 でも ある 事 か。 

ホ、 延寶 八年說 

許 六の 「風俗 文選」 作者 列傳 に、 「速 捨レ 功而入 n 深 川笆蕉 庵， 出家 年 三十 七。 云々」 と ある。 併し それ 以前に 素 

宣 とい ふ剃髮 號が傳 はって ゐ るから、 延寶八 年 出家 說は詳 かで ない。 

へ 、 天 和 元年 說  - 

素 蓮の 「春秋」 天 和 元年の 條 下に、 「再按 、芭蕉 雞髮ノ 事 諸說ー ナ ラズ。 然レ 共正シ キ考證 ナシ。 前 一一 引用 ナシ 

クル 支 考ガ說 一一 據 レバ、 天 和 元年 深 川 居住 アリシ 頃 力。 或 ハ世ヲ ノガレ、 或 ハ隱遁 スト 云。 深ク此 一 言 ヲ信ズ レ 

バ、 今年 薙髮 セシ トシ テ穩 也。 後人 是非 ヲ定ム ベ シ OJ と ある。 支 考が說 と ある は、 天 和の 初めな らん、 深 川に 隱 

遁し とか、 或は 年い まだ 四十の 老を 待た す、 武 陵の 深 川に 世 を 遁れて 云々 (「俳諧 十 論」。 「本朝 文鑑」 碑銘，^ 序) と 

いふ 說 であるが、 支 考の說 は 時代の 前後に よって 變 るから、 これ だけで は 信じられない。 


宗房 改め 桃靑に 就いては、 寬文改號^^^と延，西.改號說とぁる。 地方 別にす ると、 京 住 時代と 江戶住 時代と あり、 

寬文說 は 在京中の 改號、 延蜜說 は江戶 下り 後の 改號 となる。 

ィ、 寬文 六年說 

「次 郞兵衞 物語」 によれば、 伏 見の 任 口上 人が 笆蕉 に、 「木の葉 以後 苔の 衣 や 木 入道」 とい ふ 句 を 贈って、 その 

時から 桃靑 と改號 したと ある。 勿論 京での 改號 である。 併し 此說は 信じられない。 寬文六 年に 改號 したならば、 

寬文じ 年の 「綾 山 井」 にも、 或は 寬文 十二 年の 「貝お ほひ」 にも、 宗 房と 言 はす、 桃靑と あるべき であるが、 延 

齊四 4- 年の 顷 になって、 初めて 桃 靑の名 あら はれ、 それ 以前 は宗 房と なって ゐる 事が いぶかしい。 

湖屮の 「略 傳」 に、 ，tsj 蕉 在京中 isfw の 麓に 住し、 泊 船 堂 桃 靑と號 したと あるが 信じられない。 桃 靑改號 が 在京 

中の 察で あると したら、 寬文 七ハ牛 以降の 集に 桃靑と あるべき であるが、 宗房 となって ゐ るの は あやしむべき であ 

る。 泊 船 堂號の 在京 名の 怪しい 事 は旣に 論じて ゐる。  - 

rl、 寬文 十二 年說 

い：： ぃ朗の 「俳^ 道の 杖」 に、 季吟 より 安 靜に與 へた 手紙が ある。 それによ ると、 ぃ舉朗 は改號 を寬文 十二 年 _ 巴蕉在 

京の 事と する。 卽ち 

今夕 かたよ リ 亭にて 相 催 候 間、 
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昨夕い がより 宗房 上京 致 候。 桃靑と 改名いた し 申 候 由、 其 名 か へ の 誹諧 致 

御 來臨可 被 下、 桃 靑も相 待 被 居候。 

吳候樣 申 候 間 申入 候。 御 覽可被 下 候。 

名 を か へ て うづら ともなれ 鼠 どの 

季 吟 

安靜 丈へ 

併し 此 手紙 は 疑 はしい。 第一 芭蕉 は寬文 十二 年 春 伊賀 を 去って、 江戸へ 下って ゐ るから、 寬文 十二 年 京に 居る 

答 はない。 尤も 江戸へ 下る 前に 上京して ゐ たと 見れば よい やうで あるが、 それならば 改號は 京で なく、  ^賀 で改 

めた 事と なり、 卓 朗說に 矛盾しょう。 次に 「春秋」 の 素 蓮の 說に よると、 安 靜は寬 文 九 年 十月 五日に 歿して ゐる。 

若し 改號 のた めの 上京 を寬文 十二 年と すると、 旣に 死んで ゐる 安靜へ 季呤が 手紙 を やる 理窟 もな く、 全く 此 手紙 

は 偽物と なって 了 ふ。 尤も 安 靜の殁 年に 就いては、 季呤の 「繽 連珠」 (延寶 四 年刊) に、 

安靜 追悼に 

かれて うき や 弟子 兄弟の 弟 草  季  呤 

とい ふ 句が 出て ゐ るから、 延寶四 年殁の やうに も考 へられる。 なほ ー說 (「俳人 芭蕉」 出) によると、 延寳五 年の 

「六 百番 俳諧 發句 合」 (風 虎子) に、 


一 M 三-年  松 尾祧靑 

と ある 句の 三十 I は 震 元年で、 iiili. 桃 直 I 京 中の 名で あらう とい ふが、 

ヒリ S 乍. -を 延晝 年と すれば、 三十 年 I に 於て 不足で t し、 之 II 年の 吟 とすれば、 蔓 十二 年 

Icf illlii^t. 確定 的で はま。 延靈 年に はお 

靑の名 は 既に 他の S にも 見えて ゐ るから、 若し 此 句が 雲 元年の 置に 出て t もの ならば、 a 

說に 有力な 證左 ともなら うが、 延資五 年 作で は 問題に ならない。  . 

雲 四 年說と 云って 特に I の ある わけで はまが、 次 の霊の 繁 私の f 設け た 一 說 である。 

季吟の i-ilABS に、 武 I 作者 そして 本文 中に 伊 

賀上 I 房. 伊賀上 II 房. 伊 州 上野 覚 桃靑，江戶松 尾桃寬 f あって 一 定 しま 奮 をして t  。但し 之 

は  一 Is へさせる 雷で あらう。 墓は蔓 十二 年 江戸へ 下って ゐる。 「繽 I」 作者 國 分け sii 實、 

覚氏本 住靈讓 f あるから、 變四 f  is 旣 £ 戶 住で、 桃 青と 改めて ゐ まが 分る。 fi 

in 江 戶へ來 て t と 改めた やう I はれる。 尤も 本. 文中の 暴 伊 州 上 11 靑が 少し 變 

であるが、 古人の 養 風 は卷 末の 句 數と實 際 取った 句數と 合致せ す、 作者の 暴 も 同人であって、 或 場合 は國名 

だけ を あげたり、 或 場合 は 環と 町村 名 を あげたり、 或は 國名 を 撃で 書き、 假名で 書き、 . ^しき は 5. 同一で 

1 四 九 
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あれば 文字 を 違へ て 書く とい ふ 風で あるから、 伊 州 上野 松尾宗 房と あるべき を、 伊 州 上野 松 尾 桃靑と 書いて 居た 

かも 知れない。 叉 蝶々 子の 「誹諧 當世 男」 (延寶 四 年 八月 序) にも 桃靑 とい ふ 名で 六 句 載って ゐる。 要するに 桃靑 

の 名の 古く 撰 集に 見えた の は 延寶四 年で ある。 そこで 憶說 をい ふと、 芭蕉 は寬 文から 延寶元 ニーの 頃 迄は宗 房と 

稱し、 延寶 三. 四の 交に 於て 桃 青と 改號 したので はなから うか。 素 蓮の 「春秋」 に は、 「按、 笆蕉 宗房ノ 號ハ、 寬 

00000000000003000000  fi  rf  、  t,A ァ PI  5  ,  o  o  o  oooooooooooooooo 

文 年間 伊賀 在國中 ヨリ 京地 遊 擧ノ頃 古風 ノ 名^^ 辩；； きお 《ほ 1  一 I シテ、 東武來 住ノ後 ハ桃靑 ヲ以テ 俳名 トシ、 號 

ヲ夭々 軒ト 云。 且 桃靑ハ 終身 更 メズ ト雖、 天 和 • 貞享ノ 際 正風 ヲ開 キテ ヨリ、 我人 共-二 巴蕉 ト稱シ テ標號 トス。 

云々」 と ある。 山 崎 氏 も 素蓮說 で、 延寶四 • 五の 交の 命名と して ゐる。 但し 本 間 家の 「醫家 年鑑」 は 延寶ニ 年の 

改名と して ゐ るが 詳か でない。 

第五 節 桃靑と 名け た 理由 

桃靑 命名の 理由 は大體 四說に まとまる やうで あるが、 何れも 桃靑 とい ふ 文字からの 推測であった。 

I 、 芭蕉、 先祖の 姓氏に よる 

此說の 起源 は 支考の 「十 論爲 辨抄」 (享保 十 年刊) であらう か。 曰く、 「桃 姓の ひびきより、 桃靑 ともい へりけ 

る は、 梅 子不レ 熟の 意な to- とや。 思 ふに 家名 を 遂げざる の 謂 ひならん。 云々。，」、 宗瑞の 「桃 三代」 (明 和 五 ギ刊) 


の 序に、 「我 祖翁は 共 先 桃 地の 黨 なりと て、 桃靑の 二字 を稱 せし は、 梅子不 熟の 心なら むと.. f。 云 々。/「俳諧 正 語 

杪」 (文政 十二 年 序) にも， 「其 始は桃 地 黨の姓 松 尾 氏に て、 桃 靑と號 す。 云々」 などと あるが 信じられない。 桃 

地黨 だから 桃 を 持って 來 たの はよ いとしても、 靑と m51 いたの は 梅子不 熟の 義で、 家名 を 遂げない とい ふ 意味 だら 

うは、 ち 過ぎた 憶說 である。  " 

叉 「類聚 名物 考」 に、 「翁 は 初 は 桃 井 を 名 乘られ たり。 …… 故 ありて 後に 松 尾 氏と なられし が、 後に 桃 井の 昔 を 

忘れす して、 桃 靑と號 せし となり。 云々」。 此說も 信じられない。 恐らく 之 は 祧地黨 說の誤 傅で あらう。 

二、 佛 頂參禪 に附會 した 說 

OOOOOQOOOOOO  〇o〇oopooo〇o 

去留の 「全集」 に、 「和尙 庭前の 桃 を 指して 笑 ふ。 翁た ピ ちに その 意 を 悟る。 然れ どもお のれの 未 f ハなる をい ま 

00  000000000  oooo〇oo〇  oo〇〇o  o_Jr-oooop 

しめ、 名 を 桃 靑と更 めら る。 云々」。 魯 庵の 「桃 靑傳」 に、 「佛 頂和尙 に參禪 し、 剃髮 せし 時、 梅 子 m 一せ ざるの 意 

〇o〇〇  o〇〇o  〇〇〇〇〇〇  oo〇o〇〇o〇〇oooooo〇oooooooooooooooo 

を 取りて、 桃 靑と號 せし とも 云 ひ、 …… 佛 頂和尙 より 汝が佛 道 桃の 靑 きが 如しと 呵 せられし より 號 せし ともい ふ。 

云々」 と ある。 ^蕉 が佛 頂に 參禪 したの は、 芭蕉 庵に 入って からの 事で、 天 和の はじめと 考 へる のが 普通で ある 

から、 此說は 信じられない。 野 桂 は 「^荷 集」 に、 桃 靑の號 は支考 がい ふ 梅 子 未熟の 意で はなから う、 麻布に 靑 

桃院 とい ふ 寺が あるから、 必 す禪錄 などに 據っ たもの だら うと 言うて ゐ るが、 之れ なら 佛頂 參禪 に附會 しないだ 

け まだよ い。  . 

三、 詩經の 祧夭篇 によって 名付けた 

第五 節 桃靑と 名け；^ 理由  1 五一 


第 四 章 芭蕉の 江戶 下. 一  五 二 

「通聚 名.^ 考 _ に、 

黑露 (素 堂が 甥、 草齋) が 云、 桃 青の 名 は 昔 京師の 儒 醫に桐 山正哲 とい ふ 者 ありし 力 それ 〈：^ の 字 を 名お 

き 。へお。  1§ きおい I や き §M§ きかい &き ひか Hl^s おで この 正哲 は 俳名 も 知 機と 云 ひて、 

長 崎の 大通 事榮木 仁左衞 門が 弟な りと いへ り。 支 考が十 論に も 梅 子 未熟の 心と かや 記せし が、 それより は 手 

近に して、 誠に さも あるべき 事 かと 思 はる、 由、 此頃素 堂 語りき。 云々 

去留の 「全集」 の 一 說 にも、 

按、 桃 青の 字 は 詩 經-- 桃 之 夭々 其 葉靑々 と あるより 出で たれば ノ 未熟の 義-- あらす。 外 家 桃 地の 黨 なる 故、 共 

末葉と いふ 意なる べきに や。 猶 尊ぬべし。 

と ある。 其 他 五 柳の 「芭蕉 全傳」 も 黑露說 を あげて ゐる。 素 堂の 甥黑 露の 素 堂から 聞いた 話 だとす ると、 相當根 

據の ある 說の やうで は あるが、 京の 儒醫 から 名付けられ たとい ふと、 桃 靑改號 は寬文 年中 京 在住の 話と なって、 

未だ 研究の 餘 地の ある やうに 思 はれる。 從 つて 詩 經桃夭 篇の說 はどう かと 考 へる。 

四、 李 白に 對 して 桃 靑 S 附 けた 

之 は 鴆巢の 「兼 山麗澤 秘策」 に 詳しく 出て ゐる さう であるが、 「一.^ 荷 集」 にも、 「李 白に 對 しての 祧靑 ならむ。 

翁 常に 李 .杜. 寒. 拾 を 慕 ひ 申され たれば、 必す是 ならむ とも 言へ り。 云々」 。叉 田 宫仲宣 の 「愚雜 姐」 にも、 「此 

桃 靑は己 を 唐の 李 白に 比し、 桃 紅 李 白の 熟 字 を 以て、 紅 を 青と は轉 じたり。 云々」 と ある。 其 他 玉晃の 「俳諧 百 


I 、概說 

^文 七 1 K 牛から 延齊の 末 迄、 卽ち t 巴 蕉が杉 風の 芭蕉 庵に 入る まで、 九 年の 間 彼 は江戶 市中に 放浪した f:^ である。 

其 間延^ 二 年 棱本其 角 入門し、 同 三年 松 倉 嵐 蘭 入門し (其 角 「年 立」 による)、 同 六 年 旣に予 が 門 葉 杉 虱 あり (「六 

姚考 『弟 

^句 合」 • 「十 一  一^ 句 合」 判 詞)、 同 八 年 「獨呤 一 一十 歌仙」 に は桃靑 門下 1 一十 人 卽ち杉 風 • ト 尺. 巖,； 水. 一山. 綠系 

子 • 僵 松 • ト宅 • 白 豚. 杉 化. 木雞 . 嵐 蘭 • 揚水 之 • 嵐亭 • 螺舍 • 巖翁 • 嵐 窓 • 嵐 竹 • 北 • 岡 松 • 呤兆 及び 6:1 

加 館 子の 名 を 列ね てゐ る。 又 「江戶 鹿 子」 俳諧師の 部に、 才丸， 幽山. 不卜 等と 並んで、 桃靑の 名の 見えて ゐる 

の は、 當時旣 に 一 とかどの 俳諧師と して、 其 地位 を 認められて ゐ たからで あらう。 

延资の 初年 は t 巴蕉も 未だ 談 林の 感化が 著しくなかった やうで ある。 安靜の 「如意 寶珠」 (延資 二 年刊。 書中 宗房 

第. K 節 延寶の 芭蕉の 俳諧 *  一  五三 


ス 一ん P お」 • 「俳人 色蕉」 等 之に 從 つて ゐる。 私も此 說が穏 かで よい かと 思 ふ。 桃 紅に 對 して 桃靑の ー轉 は、 恰も 

杜 帘が赛 望" 詩の 城 春 草木 深 を、 城卷 にして 草靑 みたり と 換えた 手段と 同一 で 面白い と 思 ふ。 或は 自分の 先 tl^Q 

1 黨に關 する 連想 ゃ禪 語の 連想な どもあった かも 知れない が、 先づ桃 紅. 李 白の 一 轉と いふ 事が 芭 ia- て ありさう 

毒 

な 俳諧 手段で はなから うかと 考 へ る。 


延寶の 芭蕉の 俳諧 


第 四 章 芭蕉の 江 戶下リ  一 五 四 

の 句 六 句 見え、 內四句 は 寬文七 年の 「綾 山 井.」. 寬文 十二 年の 「時世 粧」 に 出。) や 季吟の 「績 連珠」 (延寶 四 年刊。 

宗房. 桃 靑と書 分けが して ある。 私の 憶說 では 宗 房と ある 句 古く、 桃 青と ある 句 新しい かと 思 ふ。) の 句 を 見ても、 

談 林の 感化 は少 いやう に 思 ふ。 但し 同 四 年の 蝶々 子の 「俳諧 當世 男」 の- t 巴蕉の 句は談 林の 感化が あった。 つ f い 

て 信 章との 兩吟 「奉納 一 一 百 韻」 の 風 調 は 全く 談林 化して ゐる。 卽ち笆 蕉は 延寶四 ，五 • 六 • 七 年に 涉 つて 談 林に 

かぶ^、 八 年頃 や  傾 句 を 異にした 一 風 を 興した もの k やうで ある。 

總 じて 延寶の 芭蕉 は貞 門から 談 林に 入った 時代で ある。 良 門の 生溫ぃ 滑稽に 飽き、 談 林の 放蟾 的な 奇拔な 風 調 

に 動かされた 時代であった。 此 期の 芭蕉 は先づ 自己の 撰 集と して、 「奉納 二百 韻」 (延寶 四 年 作)、 「江戶 三吟」 (同 

五 年 冬より 同 六 年 春)、 杉 風との 「兩吟 百 韻」 (同 七 年 作)、 「次 韻」 (同 八 年 秋作) 等 を 出し、 句 合に は、 「六 希 句 合」、 

「十 二番 句 合」 (延寶 六 年 十月 判)、 其 角の 「田 舍ノ句 合」 (延寶 八 年 判)、 杉 風の 「常 盤 屋ノ句 合」) (同年 判) を 試 

みて ゐる。 叉 他の 撰 集. 句 合に も、 卽ち延 寶ニ年 安靜の 「如意 寶 珠」、 同 四 年 李吟の 「縫 連珠」、 蝶々 子の 「俳諧 

當世 男」、 同 五 年 風 虎の 「六 百番 俳諧 發句 合」、 同 六 年 不トの 「江 戶廣 小路」、 言 水の 「江戶 新道」、 幽 山の 「松 島 

歌仙」、 同 七 年 言 水の 「江戶 1 の 雜」、 才 丸の 「坂 東 太 郞」、 同 八 年 言 水の 「東 日記」 等に 自已 の發 句. 附句を 發表 

して ゐる 0 

一 體江戶 談林は 田 代 松 意の 努力に よって 弘 まった。 松 意の 「談林 十 百 韻」 (延寶 四 年刊) は 西山宗 因の 江戶 下り 

(延！ 三年 ソを迎 へて 興行した ものである。 卷 頭の 百 韻 は 梅 翁 • 雪柴. 在 色 • ー鐵 * 正 友 • 志 計 * 一朝 • 松 01。 


ト尺 • 松 意の 十呤 で、 北 (他の 卷は六 • 七 回の 蓮應 で出來 たので ある。 宗因ー 派の 調 を談 林と 號 した" も、 私意の 

序に ある 「俳諧 れ 林と こそ 巾す ベ けれ。 云々」 と戯に 言った 事から 起った とい ふ ラ ごへ ある。 卷 頭吟、 

1^ 山 氏 

されば S に談 林の. 木 あり 梅の 花  梅 翁 

世俗 眠 を さます うぐ ひす  雪  柴 

梅の 花に 對 して^ は 少し 古い 附け であるが、 世俗ぬ むり を さます 新風 樹立の 意 氣は冲 大 の慨が ある。 當時 ^門の 

古老、 卽ち 池两貢 水 (^賴 門). 高 野陶山 (同上). 富 尾 似 船 (安靜 鬥) . $ ^藤 信 德 (梅 盛 門) . 山 ロ來雪 (季吟 門、. 

古老で もない が). 小两 似：^  (同) *靑 木 春 澄 (貞恕 門). 岡 村不ト (未 得 門) 等 は 全く 師風を 變 じて ゐる。 」n 門宋 

期の 闘將 中島 隨 流が 如何に 似 船 を 異風 • 異形の 島 者と 罵った とても 追 付く もので ない。 延齊六 • 七 • 八 华の俳 書 

の 外题に 江戸と いふ 名 を 冠ら せる 事が 流行った。 例へば 「江戸 新道」 • 「江 戶廣 小路」 • 「江戸 八 百 韻」 • 「江 戶十歌 

仙」 • 「江戸 三吟」 • 「江戶 蛇の 鮮」 • 「江戶 辨慶」 • 「江 戶大坂 通 馬」 等續々 と 現れた" 之 は、 江 戶の氣 通 新に 勃興し、 

e^fi* 奴詞、 っぴ け. うんの めの 享樂 世界が、 上方の 环目を 驚かす やうに なった からで ある。 が、 一は 上方 談 

林に 對抗 して、 江戶談 林と いふ 新風 鼓吹の 宣 傅の ためで もあった らうと 思 はれる。 延寶七 年 はじめて 芭蕉が 宗因 

と.^: 兑 したと いふ 說は 確證を 知らないが、 「去 來抄」 などに よると、 芭蕉 は宗因 を崇拜 して ゐ たやう で、 それに は 信 

や 素 堂の 感化 もあった 事で あらう。 素 堂 は S 蕉と 同年であって、 後に は 燕 風に 化せられ たが、 常時 は 信 章と も 

來雪 とも 云 ひ、 談 林の 徒と 交 深く、 言 水の 句伤  1- 「初心 毛 登 柏」 にも、 「卯の花 も 白し 夜半の 天河 、江戸 八 百 IS とい 

第 六 節 延 喪の 芭蕉の 俳諧  一 五 五 


第 四 章 芭蕉の 江戶 下り  1 五六 

ふ 集 選み 侍りけ る 時、 III- ひ £ 連れ 歸る さの 夜いた く 更けぬ。 所 は 本 所 一 戮が 許、 家 まばらに して 垣根 卯の花 唤 

けり。」 と あるから、 言 水と 親しく、 江 戶談林 一. 方の 大將 株で あつたと 見える。 此八百 韻 は江戶 新風の 代表 撰 集で、 

言 水 は 同書の 序に、 「中 比 は 難 波 道、 江戸 道の 八 百 韻。 云々」 と 言って ゐる。 其 撰に 素 堂が 關 係して ゐる やうで 

は、 芭蕉より 勝れて 居た に 違 ひない。 信德は 芭蕉 • 素 堂に 十一 歳の 年長者で、 貞 門に 於て 旣に 令名 あり、 談林 

に 感染した ものの、 斯道の 修行 は笆蕉 より 深かった。 「誹 家 大系 圖」 信 德の條 下に、 「毎-一家 事務 ァリテ 東 府ニ往 

反シ、 シバく 檀林ノ 徒 一一 會ヒ、 師風ヲ 變ズ。 故 一一 句異體 多シ。 叉蕉翁 一一 親 シム事 深シ。 翁東府 ヨリ 書ヲ洛 一一 寄 

セテ 曰、 Is^ ゴ.^ 都 ノ風體 何 如 ント。 信德、 和 及. 我黑ノ 數人ト 日々 相 會シテ 討論 ス。 不レ覺 至レ飮 ニ酒數 斗？ 終 一 1 「雨 

の 日 や 門 提げて 行く かきつ ばた。 此句 ヲ作リ テ以テ 贈ル。 云々」 と ある。 併し 「去 來抄」 に據 ると、 「大年 をお も 

へば 年の 敵 かな」 (凡 兆) の 上 五 字 を、 戀 さくらと 置いたら どうかと いふ 信德の 意見に 就いて、 去来が 芭蕉に 批判 

を 乞 ふと、 そこら は 信德の 知る 所ぢ やない と 芭蕉に 一 蹴され たやう であるから、 後に は 蕉風の 感化 はあって も、 

物の 數 ともされ なくなって 了った と 見える。 

II、 祧靑 二十 歌仙に 就いて 

「桃靑 二十 歌仙」 は 一 に 「延寶 二十 歌仙.」 とも 云 はれて ゐた。 延寶八 年の 刊行で、^ 簽に -ぉ 15:1^ 十 歌仙」 と あ 

る。 淡々 の 「十七 回」 中 其 角 自筆の 「年 立」 に、 「十七 歳、 桃靑廿 歌仙」 と ある。 其 角 十七 歳 は 延寶五 年に 當 るか 

ら、 「廿 歌仙」 は 延寶五 年 編成と 見える。 永 機の 「俳諧み \ な 草」 にも、 「延賓 五丁已 十七 歲 祧靑廿 歌仙 成る。」 と 


ある。 之に よって 考へ ると、 「二十 歌仙」 は 其間寫 本で 傳 はった もので あらう。 許 六の 「歷代 滑稽 傅」 (正^^五年- 

成) に、  ， 

サ巴蕉 翁桃靑 は伊贺 の產。 江戸に 居して 俳諧に 鳴る。 桃靑 二十 歌仙と いふ 俳 書 を 著す。 

二十 歌仙 li 吟の內  一 

艏聲波 をう つて 腸 水る 夜は淚  一 

子 をお も ふ. 鯨の 共聲 かなし  一 

第一 二の 絃 はじよ き/ \- として 午房 を 刻む  一 

下女 廟の花 はもみ よりも 紅な り  .. 

〇0〇c〇c0〇30〇〇0〇〇〇c-〇0  j 

前後 名 を 出した る撰藥 は 一 一十 歌仙 一 部な り。 云 々  . 

.  一 

と あるが、 二十 歌仙 獨呤 の內 として 許 六の あげた 一 巴 蕉の句 は、 延寶 版の 二十 歌仙に は どこに も 出て ゐ ない。 恐ら 

く 許 六は寫 本の 二十 歌仙 を 兌て 言った もので あらう。 卽ちー 一十 歌仙に は 芭蕉の 獨呤の 入って ゐる ものと、 入らぬ 

ものと あつたので はなから うかと 思 ふ。 なほ 言へば 芭蕉の 獨呤の 入った 一 一十 歌仙が 最初の もので、 刊本は それ を 

除去して、 館 子の 獨呤を 追加した ので は あるまい か。 去留の 「全集」 に、  丄 

四月 (延寶 八 年) 江戶ー 一十 歌仙 成る。 杉 風. ト尺 • 巖 泉 • 一山。 綠系 . 仙 松 • ト宅 • 白 厥 • 杉 化 • 木 鶴 • 

蘭 • 楊 水 • 治 助 • 蝶 舍 • 巖翁 • 嵐 窓 • 嵐 竹 • 北 鮑 ..1： 松 • 呤桃。 今 梓 行す る 本 は 天明 七 年 丁 未 尾 張の 曉臺 序； 

第 六 節 延齊 の芭萑 i の 俳諧  ， 一 五 七  . 一 
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する 所 也。 ^ひ！' お 別號を 記されて 追加と す。 發句、 ゃぜ もな し 踏て をし まぬ 蠣 のから。 

と あるが、 勝峯 氏の 「芭蕉 年譜」 によると、 追加の 館 子 は 「武藏 野 集」 の 編者 館 氏 意 行で あると いふ" 叉 乙彥の 「對 

梅 宇 日涉」 第五 篇 (明治 三年 序) に 「時と 代」 とい ふ寫 本の 說を 引用して、 「ト宅 假號の 獨呤、 猫の 妻 夫婦と いが 

み 給 ひけり の卷を 擧げて 曰、 二十 歌仙の 中此 猫の 妻蕉 翁の 獨吟 也と 聞く。 云々」 と あるが 之 も 信じられない。 「桃 

靑 二十 歌仙」 の 名 は 其 角 自記の 「年 立」 や 許 六の 「歷代 滑稽 傳」 にある の だから 古くから 言 はれて ゐる 名で、 其 

集に 桃靑の 獨吟の 見えな いのは あやしむべき 事で あると いふ 理由の 下に、 或は 館 子の 獨呤を 色 蕉に擬 したり、 叉 

はト 宅の 獨吟 を笆蕉 にしたり する 說が 起った もので、 無理なら ぬ 事と 考 へる。 ^は 何 か 其 間に 色蕉の 獨呤の ある 

ものと、 無い ものとの 二種の 二十 歌仙が あつたの ぢ やなから うかと 推測す るので ある。 殊に 「滑稽 傳」 に， 「前後 

名 を 出した る 撰 集 は 一 不 歌仙 一 部な り OJ と 許 六の 特に 斷 つた 語氣 から 考 へる と、 裕聲 以下の 句 は 許 六の 書き誤と 

はどうしても 思 はれない。 許 六の 見た 二十 歌仙に は 芭蕉の 獨呤 が必す 入って ゐ たもので あらう。 「桃 gl:rl 十 歌仙」 

とい ふ題號 で、 師 たる 桃靑の 獨呤の 無い 事 も 少し 變 である。 たぐ 私 は 芭蕉と 館 子との 關 係を詳 にせぬ 事 を 遺憾と 

する。 天明 七 年に 覆刻した 曉臺の 「桃靑 二十 歌仙」 は、 延寶 版に 比べて、 寫誤 *1 漏が 少 くないと 云 はれて ゐる 

から、 曉臺の 覆刻 本は寫 本に 據っ たもの だら う。 曉臺 當時旣 に延寶 版が 稀で あつたの だから、 素 蓮が 「春秋」 (嘉 

永 六 年 作) に、 「愚久 シク廿 歌仙 ヲ求 ムル 所、 世 一一 稀- シテ其 全書 ヲ不レ R5-。 云々」 と 言った 事 も 當然の 事で、 覆 

刻本 すら 少なくな つたので あらう。 まして や 延赞八 年 以前の 寫 本の 如き は 全く、 湮滅して 了った ので あらう。 


次に 「延齊 二十 歌仙」 とい ふ题號 であるが、 之 も かなり 古くから 云 はれて ゐた 書名で ある。 其 角の _「T1r^sKU」 (元 

祿九ハ 4. 刊) の 山 夕の 践に、 延寶 二十 歌仙 は 芭蕉 翁の 花 也。 云々」 と ある。 乙彥の 「對梅 宇日涉 J 第 丘 編に、 「桃 

^仆 歌仙 は 一 說に延 1 十 歌仙 也。 桃ム 2 二十 歌仙と は 曉臺が 上梓せ し 時の 题號 也と いへ り。 云々」 と あるが、 此 

1 說は 前述の 共 「年 立」、 許 六の 「滑稽 傳」 などの 記事に 徴 しても 誤で ある 事 は 知れよう。 樋 口 氏 は ニ巴蕉 研究」 

に、 「齊延 二十 歌仙」 と 「桃靑 二十 歌仙」 と を 別の 書の やうに 取扱って 居る やう だが、 储 かな 根據 もな ささう であ 

る。 之 は 「桃靑 二十 歌仙」 とい ふ 稱號が 古く、 後に 「延齊 二十 歌仙」 とも 呼ぶ 人が 出來 たとい ふ 位に 考 へたら ど 

うか。 延齊八 年 は^ 蕉 も相當 覇氣が あり、 野心 もあった やう だから、 題號に 桃靑門 獨呤 二十 歌仙と 書く 位 は 

驚く 可き 事で もない と考 へる。 

山 夕の 「延齊 二十 歌仙 は- t 巴蕉 翁の 花 也。」 と 言った 語 は、 後世に 少 からざる 影響 を與 へた。 それ は 延享の 年の 花 

として、 深 川 巽 窓の 「江 戶廿 歌仙」 ( 一 名延享 1 一十 歌仙。 延享ー 一 年刊) の 出現で ある。 作者 は 江戶」 I- の宗 .i^ 湖 中. 存 

義* 平 砂. 買 明 • 揽川等 1 1 十 名の 獨吟 歌仙 1 1 十卷を i: めた ものである。 之に 對 して 藝 太の 「俳諧 雪お ろし」 (费磨 

元た 牛 序) とい ふ 難 書 も あり、 叉 蓼 太の 說を駁 した 江戶 座の 宗匠 雁宕の 「藩す りこぎ」 (明 和 八 年刊) 其 他の 辨 難の 

書が 出て、 常時の 俳壇 を 賑やかに した。 曉臺は 「桃靑 二十 歌仙」 の 序に、 「桃靑 二十 歌仙」 は畫 龍で ある、 「冬の 

日 は眞、 龍で ある、 世上 今靈龍 を 見す して、 何の 所に か 厲龍を 求めむ。 云々 と稱投 して ゐる。 曉豪の 二十 歌仙： S 刻 

の理. H はこ k にあった。 
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三、 句 合 

延寶六 年 十月、 芭蕉 は 「六 番句 合」 •「 十 二番 句 合」 の 判 を 書いた。 之 は 何人の 發句を 合せた もの だか 詳か でな 

いが、 奥 書に 笆蕉 自ら 「前後 十八番の 句 合、 やつ がれ 馬頭に なりて、 物定の 博士に さ、 れ 侍る。 云々」 と あるか 

ら、 人の 需に應 じた ものと 見える。 美 濃 犬の 薄 様 十二 枚に 書かれた 寫本 である。 はじめは 「六番 句 合」 (初 舂. 花. 

子規— 夕顔 • 立秋— 月 • 菊— 秋暮 • 雪— 炭)、 後 は 「十 二番 句 合」 (水 祝— 殘雪 . 待 花 • 花 I 暮春 • 郭公 • 五月雨. 

七夕 • 名月 雨 • 木實 I 秋暮 • 時雨。 同 • 火燒— 霜 • 霰— 歲暮) である。 句 風 は談林 風で ある。 1: 詞は 「貝お ほひ」 

と異 り、 中古 風の 雅文で ある。 內に西 行の 歌 を 引いたり、 「予が 門 葉 杉 風、 云々」 などと 一 寸 注意させる 文字が 見 

える。 叉 奥 書の 署名に 座興 庵 桃靑と あり、 傍に 素宣 とい ふ 白 字の 擦 印が あって、 芭蕉 庵 入 庵 時日の ー參考 となる。 

延寶八 年 八月、 芭蕉 は 「田 舍之句 合」 の 判 を 書いた。 之 は 其 角が ねり まの 農夫と かさいの 野人と に 分けて 合せ 

た 二十 五番の 句 合で ある。 嵐 亭治助 (嵐 雪) の 序に、 「桃 翁栩々 齋にゐ まして、 ために 俳諧 無盡 經を說 く。 東坡が 

風情、 杜 子が しゃれ、 山 谷が けしきより、 初て 其 體幽に なだらか なり。 云々」 。三十 七 歳の i 巴 蒸 を 嵐 雪 は 翁と 言つ 

てゐ るの は 尊敬の 意味 だら うが、 實際 ふけても 見えた 事で あらう。 蘇東坡 • 杜甫 • 黃山 谷な どの 集 は^ 時の 笆蒸 

の讀み 耽った 書で あらう か。 芭蕉 は 漢詩 • 漢文の 句法 を 俳諧に 應 用して、 新生面 を 開かう とした。 幽玄 體の 一列。 

持  . 

德利 狂人 い たはし や 花故忆 こそ 


右 

樱狩ナ ふ は目黑 のしる ベ せよ 

德利 。.、 ,^.^<^^.^i^  、 狂人 深切 也。 fMrmlc 上 isf 見で しな 體、 蓦 

00000000 

の 外 に わら はれ-^ リ C 兩句 幽玄 差別な し C 

勝 句 を 少し 抄出す る。 

今 案す るに 塞 食の 家に は 自身番 

鳶に乘 て 春 を 送る に 白 雲 や、 

鐘 カン /\, 驚 破 ほと ， ^ぎす 草の 戶に 

月日の 粟 鼠 葡萄 かつらの 廿露有 

寺 人 ゆ る せ 松 江の 河阪 とい はんに 

i の 判詞 にあ まま ま. ^い。 云々」、 「やかき、 云々」 などと 

ある。 ，.5 ち 上野 谷 中の 花見よりも、 目黑 の 原の 花見の 方が？ てゐて 珍ら しい。 自身番の 伦 住居 を 表すのに、 0 

食の Is 方が 奇祓で 珍ら しい。 雷た I まひき 51 しむと いふより、 f 乘？ 春 I ると 云った 

方が、 列 仙 傅の 係が あって 面白い。 鐘が 急に 鳴って 鳥が 驚いた とい ふより、 時鳥が 驚いて 草の 戶に 入った と 云つ 

た 方が 變 つて ゐる。 月日の 鼠と 云って は 平凡で ある。 -is^ と 云った ので 葡萄. 桂が よく 利く、 松 江の 鱸で は 普通 車 

第 六 節 延 赍の芭 菊の 俳諧  . 一六】 


野 人 

農 夫 

同 
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である。 河 厥と した 方が 新しく 變 つて \ よいと いふ やうに、 珍奇な 趣向 を 立て X、 之 を 幽玄と 名け てゐ た。 只 一 句、 

「風と なりぬ 蝸牛の {:^- せ 貝 野人」 とい ふの は 偶然に も 寂び た 心 持が よく 出て ゐる。 刺 詞にも r.?-?l- ル； i、sli.s,。 - 

と ある。 尤も 之 は 給の 空 貝で は 面白くな いから、 蝸牛の 殼と いふ 奇拔な 文字 を 持って 來 たので、 そこが 例の 幽玄 

調で あらう が、 正風の 芽 はかす かながら ほの 見えて ゐる。 

同年 九月、 芭蕉 は 「常 盤 屋之句 合」 の 判詞を 書いた。 本書 は 杉 風の 撰で、 青物 を 題と した 二十 冗 番の句 合で あ 

3,,-,  ,、  C  IOOOOOGOOOOO  o〇o〇  0  0  0000  oo〇〇o  o  3  o  3  D  D  D  3  D 

る。 t い 巴 蕉の践 に 、一 まことに 句々 た を やかに、 作 新しく、 見る に幽 なり、 思 ふに 玄也。 是 ぃゃ^き き^  w^^l-o 

云々」 と ある。 II 句の 中から 幽玄 體の 新風 を 抄出して 見よう。 

靑 わさび 蟹が 爪 木の 斧の 音 

あ へ て 此幕木 の ほろ/ \ 'と 成て 只 

朝顔の 夏日 影 待つ 間の 豆腐 哉 

薯は山 を 奪て 金： a 際に 自然 生 

茶 傲 月 を 見る に 梅干の 影の 如くに 來り 

橙 を 蜜柑と 金批と 笑て 曰く  , 

魅と い ふ もの あり 性 水 を 好て 氷に 遊ぶ 

人の 生へ てゐる 所へ は 蟹が 必す來 る さう であるから、 葵に 蟹 を 持って来 たので ある。 そして 杣と いふべき を 蟹に し 


て、 蟹が 爪 木の 昔 丁々 たりと やった ので ある。 意味の 通じない 所が 幽玄なら 議論の 餘地 はない。 審 木の 破れて ゐ 

る 事 を ほろ く あ へ に 掛けて、 箒 木の ほろ/ \ あ へと 句作した の だら うが 難解で ある。 槿花 一 日 榮の椅 花 を 豆腐の 

崩れに 喩 へたと てつ まらぬ 洒落で ある。 薯が はびこって 山 を 奪った の だから、 余 11 際に 自然 生と 云った ので、 緣語 

のつ まらぬ 謎で ある。 |1 の 姿 を 梅干の 影に 喩 へたの も 奇拔な 見 立で あるし、 拉と 蜜柑 • 金柑の 論も莊 子の 寓言 を 

似た 駄洒落で ある。 魅と 水 はっき 物、 11 に 氷 魅と いふ ものが あるから、 氷に 遊ぶ と洒 I 济れ たので、 駄洒落 も か 

うなる と 噴飯の 至で ある。 

1 體 古風 を 打破して、 新奇な 一 風 を 興す 事 はよ いけれ ど、 幽玄の 意味 を か- -る拮 屈な 表現と 謎の やうな 怪異な 

思想の 上に 轉 化せん とする 事 は、 時代の 幼稚と 云 はう か、 趣味の 使 劣と 云 はう か、 赏に 不思議な 感に堪 へない。 

和歌の 幽玄 は 歌の心 • 詞 かすかに たぐなら ぬ 様で ある (三 五 記)。 長 は 「無名 秘抄」 に 之 を 面白く 喩 へて、 き 

出， から 秋の 山 を 眺める と、 晃 える 所 は ぼんやりして ゐ るが、 何となく. SK 床しく、 どれ 位 後の方が 一 面に 紅 紫 渡 

つて 居り はしない だら うかと 思 はれる。 その 心 持が 幽玄で あると 論じて ゐる。 巴蕉は 古風 を 打破して、 新生面 を 

開かう とする ので あるから • 勿論 和歌の 古い 幽玄 趣味に 囚 はれる 必要 もない けれど、 それにしても 幽玄の 本質た 

るかす かな 心 持 は、 北ハ 表現 や 情趣の 上に 失 ひたくな いと 考 へ る。 德利 狂人 • 案 一食の 自身 米 S  • 松 江の 河 膝 . 蟹の 爪 

木 木の ほろ く あへ • 精進 あげの 三位 入道な どと 云った つて、 奇拔な 怪異な 感 はあって も、 詩の デリ ケ ー ト 

な 感じ は 少しも あり はしない。 t 巴蕉の 幽玄 は 謎と 駄洒落の 荒つ ぼい 卽興 である。 觀 照に 落着きの な いのは： 霸氣の 

第 六 t が 延寶の fe 燕の 俳諧  ニハ三 
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あつたた めだら うが、 幽玄 も 馬鹿 氣た 意味に 利用され たもので ある- 

四、 延 寶の芭 W の發 句. 附句 

延寶の 諸 集から 抄出す る。 


六 四 


植る事 子 の ご とくせよ 兒ー 

我 も 神の ひざ ふや あ ふぐ 梅の 一 

天 1: や 京江戶 かけて 千代の 

此 梅に 牛 も 初音と 鳴つ ベ. 

門松 やお もへば 一夜 三十 一 

大比叙 やしの 字 を 引て 一 かす 

先 し る や 義 竹が 竹に はなの 一 

猫 の つ ま へ ついの 崩より 通 ひけ 一 

庭 訓 の 往来 誰が 文庫より 今朝の 一 

太 裏 雛人形 天皇の 御. 宇と か； 

不卜 亡母 追悼 

水む けて 跡と ひた まへ 道 明 一 


樱 (續 連 珠)  桃 

花 (續 連 珠)  同 

春 (當 世 男)  同 

し (奉納 二百 韻.) 同 

年 (六 百 番發句 合) 同 

み (同)  同 

雪 as  同 

り (同)  同 

春 (江 戶廣 小路) 同 

や (同)  同 

寺 (同)  同 


阿 蘭 陀 も 花に 來に けり 馬に 鞍 (江 戶坨 の齚) 桃 

雨降リ ければ 

草履の 尻 折りて 歸 らん 山 ざ くら (同)  同 

雲 を 板に 富士は 杉な りの 茂 かな (^ 述珠)  同 

上已 

龍 宮 も け ふ の 路 や 土用 干 (六 百 番發句 合) 同 

端 午 

あす は粽難 波の 枯葉 夢 なれ や (同)  同 

五月雨 や 龍 頭 あぐる 番太郞 (同)  同 

ま た. ぬ の に茱喪 は來 たか 時鳥 (同)  同 

近 江 蚊屋 汗 やさ f 波 夜の 床 (同)  同 

柳より あだに 落け り蟬 のから (同)  同 

五月雨に 鹤の 足み じかく なれり (柬 日記)  同 

愚に くらく 棘 をつ かむ 螢哉 (同)  同 

fc\ み つ  よ る 

問 夜き つね 下 はふ 玉眞桑 (同)  同 

第 六 節 延 寶の芭 燕の 俳諧  一六 五 
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疰男 すますな りけ り 丁の 


見る に 我 も をれ 

け ふの 今宵 寢る 

鹿 

武藏野 や 

重陽  . " 

K 孤の 下 ゆく 一 

立 秋  _ 

秋 来に けり .f^ を 

廢 きび や 軒端 d 

今宵の 月 磨 出- 

木 


る 


ば 力 


ぞ 女 郞 

時 もな き 月見 


月 C 如 意 寳 珠ソ 

花 (續 連 珠) 

哉 (同) 


寸 ほどな 鹿の 聲 (當 世 男) 


や 朽木盆 (同) 


たづね て 秋の 

荻のと りちが 

せ 人 見出 雲 

を 伐て 本 口 見る やけ ふの 

雨の 日 や 世間の 秋 を^ 

や 月 間 口 千 金 の 通 り 町 (江 戶通リ 町 

け ^ 豆. 腐に 落て 溝 紅 葉 (兩吟 百 韻) 


風 (六 百 番 發 句 合) 

へ S 

守 (同) 

月 (江 戶廣小 路) 

町 (同) 


げ に 

實 


色 


1 た、. K 

同 

同 


f 

Irip 


や 山路の 菊と 是を干 

蒼海の 浪 酒臭し け ふの 

波の 花と 雪 もや 水に かへ り 

あ ら 何 と も なきの ふ は 過て 河 厥 

かけ はり 

行 雲 や 犬の 欠 尿む らしぐ 

富士 の % 廬 生が 夢 を つ かせけ り 

白 炭 や 彼 うら 島が 老のは 

成 に け り 成 にけ りまでと しのく 

• 霜 を 着て 風 を 敷寢の 捨子 

今朝の 雪 根深 を 蘭の 枝 折 

よるべ をい つ 一葉に 蟲の 旅ね し 

花む くげ はだか 童の かざし 

後名 月 

夜 竊蟲は 月下の 栗 を 穿 

枯 枝に 烏のと まりた る や 秋の 

第 六 節 延 喪の 色 燕の 俳諧 


す (坂柬 太郎) 

月 (同) 

花 (如 意 寶 珠) 

汁 (六 百 番發句 合) 

れ 8 

(同) 

て (，s 

れ (同) 

哉 (坂 東 太鄗) 

哉 as 

て (東 日 記) 

哉 (同) 

つ (同) 

暮 (同) 


一同 「i3  冋同同 同 同 同 同 同 同 同 同 桃 
七 
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い づ れ 


みぞれ 


傘 を 手 に さげ て歸る |5  ( 同) 


富 家 喰 一一 肌 肉； 丈 夫 喫-菜 根 一 予 乏 し 


から ざけ 


雪の 朝 獨り干 鮭を醣 得たり 

〇 

松の梢に うつる 日の 入 

飾 竹の よは 夢よ っゐ 年の 果( 

川風 寒き 夜半の 雪隱 

都 出て け ふみかの はら 痛む らし A 

たまの ちぎりに 玉ぞ とらる 、 

さりと て は あうて 別のう かり ひ よん „ 

む つ くりとし て ど， こやら はかど あら を 

寢 て ね ご ろ も よい はり まくら * 

草の 庵 夏 を 一種の たのしみに 

茄子の 赏物 やま ほと X ぎす- 

e: の 中 の 桂 は 凡 何程 ぞ 


同 - 


同 


同 


同 


同 


同 


かねに て かはん 雲の 一 むら。  桃 靑 

燒亡 はきの ふと 過て 城 や 

あな 藏の ふた あくる 伦 しき。  同 

(「續 連珠」 • 「當世 男」 

此 梅に 牛 も 初音と 啼っ べし  桃 靑 

まして や 蛙 人間の 作  信 章 

春雨の かるう しゃれたる 世の中に  同 

酢 味 i "交りの 野邊の 下萠  桃 靑 

招 鉢に 若紫の すり ごろ も  同 

庭 働の 男 置きけ り  信 章 

胝の ひらけ か X りし 二日 月  同 

爪立て 行く 足 曳の山  桃靑 

(「奉納 二百 韻」 表) 

あら 何ともな やきの ふ は 過ぎて ふぐと 汁  桃 靑 

塞 さし さって， 足の 先まで  信 章 
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居 あ ひ ぬ き 霰の 玉ゃ亂 すらむ  信 德 

拙者 名字 は 風の しの はら  靑 

相應の 御用 も あらば 池の ほとり  章 

海老 ざこ まじり 折節 は鲋  德 

醬 油の 後 は 湯水に 月 澄て.  靑 

更けて しばく 小便の 露  章 

(「江 戶 三吟」 表) 

のまれけ り 都の 大氣 江戸の 秋  春 澄 

詞 のか はせ 千金の 月  似赛 

. 菊 やどの 家に 久しき 雁 鳴て  桃  靑 

酒 舟 あれば 汀浪 こす  澄 

碓の音 いそがしの 松の 風  . 似  春 

與作 あやまって 仙境に 入る  靑 

(「松 鳥 歌仙」 表) 

色付 や 豆腐に 落て 薄紅 葉  祧 靑 


山 を しぼりし 榧の 下 杉  風 

乎み づ桶 雲の 廣袖月 もりて  同 

こぬか 亂る \ 風の 夕暮  桃  靑 

或 時 は 餅に 詠る 雪の {41  同 

猿 子 を だいて 峯の 松原  •  同. 

朝日影 岩根の 床の わき 虱  風 

熱？ 1 をな がす 末の 白浪  靑 


(纏； S 兩吟百 韻、 表) 

因に 云、 「奉納 一 一 百 韻」 (「 一 紫 集」 に延寳 五 年 春の 作と あるが、 種彥 校合 「江戸 三吟」 に は 延寶四 年 一 一月と ある。 

gi 彥說 がよ いかと m わ ふ。) は 別に 百 韶 あり、 「江戸 三吟」 も 他に 二百 韻、 「松 島 歌仙」 も 他に 一 歌仙 あるが、 すべて 

烦を 避けて、 最初の 卷の だけ 抄出す る 事に した。 其 他 「 一 葉 築」 に據れ ば、 延齊六 年似赛 • 四 友 • 桃靑 の三吟 

百 & ー卷、 桃靑 • 1 一葉子 • 紀子 • ト 尺の 四 呤 歌仙 一 卷、 同 七 年桃靑 • 千 春 • 信德 の三呤 歌仙 一 卷、 桃靑 • 杉 風 • 

仙 風 • 飽 •  代. 而已の 夢想 俳諧 表 八 句、 延寶六 年 短 連句 一 一十 四 句が あった。 

此 時代の 發句 は寬文 流行した 褂 詞は少 くな り、 比喩 *緣 語 は奇拔 になり、 故事 を 取っても * 多く 下世話な 詞に 

もぢ つて ゐ る。 又寬文 時代 は 一 句の 意味の 通らぬ ものが 多が つた けれど、 此 時代に なると、 まとまった 思想の 上に、 

第. K 節 延 寶の芭 燕の 俳諧  一 七 一 


第 四 章 色 燕の 江 戶下リ  一 i 一 

或 I を 表さう とする やうに なった。 例へば 五月雨 や 襲 あぐる、 梢より あだに 落ちけ り、 雨の 日 や 世間の 秋、 

阿 蘭沱も 花に 來に けり、 花む くげ 靈、 枯 枝に 烏、 雪の 義り などと いふ 句 は、 m かに I 代の 募震の 句に 

比して 一 参で ある t ふ。 中に も 句 は、 古 I 話 口 傅の 句と して 尊重された。 此句は 言 水の 「東 日 

記」 中の 句で、 後 元祿ニ 年の 「露」 に、 中 七 字 をお お r 改訂して 出した。 謹猛と は臺の 「或 問 珍」 

(享保 十七 年刊) に、  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

Ilii して、 霊 lilt に fr^f 。？ t「r 歎 f  ^^fb 円。 • 素！^ ^ 

£ "む、 B^^i^p  きお、 &f 円 ，器に あたる 人と 推して 進められ しによ 

" お、" §1. い 5 き S おや s^^^^^^kk^s  S^B^LO 是を 茶話の 傅と 申すな 


り 

云々 


と ある。 な ほ蓼 太の 「墓 翁 句 解」 にも、 「此句 は季 吟ニ學 素堂 一派、 新派の 蘭猛 の-一章 なり。 云々」 と 

ある。 併し 素 丸の 「說叢 大全」 に は 之 を 難 じて、  0  I 

掌. き ま SI おど， い。 fs§ff.  I に 聞きし が是 

も 右の 如く 答へ し。 季 吟俳暫 業と する 時 はい まだ 洛に 住す。 關 東へ 召さる ネ S  、芭蕉に 俳 暫ゅづ りて、 

其 身は|| として、 I を 捨てたり。 sin  口 l^ffu: たは a;^: 

霊 ェ戶深 に 居て、 何ぞ是 にあ づ からん や。 思 ふに、 翁 江戸に 来りて、 霊と 隣家たり。 なほ 風雅に 交 


る。 よって 此 句の 相 も ありて、 正風 體 一派 新派の 誓盟 あり。 云々 

と ある。 季吟と 素 堂の 對面 なき 事 は 素 丸の 說の やうで あるが、 芭 蒸と 素 堂が 相談して、 此句 によって 正風 體 一派 

新派の 誓盟 があった などと いふ 說は 信じられない。 t 巴 蕉殁後 は 知らす、 芭蕉 生前に 於て か i る 野心 は元祿 以後-い 巴 

蕉 にあり 得 可く もない ので ある。 蓋し 枯 枝の 句 は 當時談 林 異風の 時代に 於て は 傑作で、 滿ほ 凄慘の 秋の 暮、 枯木 

に 寒鵝の 寂しく 止まれる 情景、 閑寂の 趣 深く、 後人の 傅說を 捏造す るに は 好都合の 句で あらう。 

連句 も 延^ 初年 は 附方寬 文 時代と 餘 り變ら す、 或は 前 句の 緣語 を迪 り、 或は 掛 言葉 を ffl ひ、 叉 は 古歌の もぢリ 

を 表して ゐ たけれ ど、 延寶四 年 以降の 長 連句に なると、 野邊の 下萠 を 酢 味 #1 に 見立てたり、 胝を 二日 月に 喩 へた 

りする 內は まだよ いが、 遂に は、 

朝 夷 の 三 ぶ 樣四郞 様 五郎 様の 

地獄 やぶり や 


芝 G}a やぶり や。 

(江 戶 三 吟) 

火 神 鳴た \ らか ふんで 響 くらむ 


靑 


菅 


も 


相 丞 

鳥の 鹑啼な 

精進 あげ 


の 


本庄の 

る 夕 ま 

三 位 入 


末。 

C 江 戶 三 呤) 
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1 葉 子 

紀 子 

\ 卜 尺 


四吟 歌仙 


靑 

二葉 子 

靑 

1 七 1 二 


第 四 章 笆蕉の 江 戶下リ  1 七 四 

などと、 道化た 輕ロを 叩いて、 讀者を 笑 はせ てゐ る。 

五、 變風 初期の 撰 集 (次 韻) 

延寶八 年 「次 韻」 が 成った。 淡々 の 「十七 回」 其 角 年 立に よると、 編成 は 延寳八 年で、 上 木 は 同 九 年 秋で あつ 

た。 「次 韻」 と は 信德の 「七 百 五十 韻」 に 次いだ もので、 「七 百 五十 韻」 は 信 德* 正 長 • 如 風. 政 定.舂 澄. 仙 庵. 

常 之. 如 泉が 各自 發句を 出して、 一 卷づ i 作った 百 韻七卷 及び 五十 韻 一 卷を輯 めた 撰 集で ある。 「次 韻」 の詞 書に、 

「晋伯倫傳，，酒德頌1樂天繼以，，酒功讃；靑醉レ^績，，信德七百五十き7^1ぼ五 

挨拶 を爱 では 仕たい 花 なれ ど 

又 かさねて の舂も あるべく 

と ある。 卽ち 「次 韻」 は 「七 百 七 韻」 第 八 ノ卷の 末を繼 いだ もので、 挨拶 を 云々 の 句 は 第 八 ノ卷、 一つ 裏 十三 句 目 正 

長の 句、 又 かさねての 云々 の 句 は、 同じく 十四 句 目 常 之の 句で ある。 從 つて 「次 韻」 芭蕉の 發句、 「驚の あし 雑 子 

脛 長く 繼そ へて」 は 前 句の 春 を 受けて 泰季 にした ので ある。 「次 韻」 の 作者 は笆蕉 • 其 角 • 才丸 • 揚水の 四吟 で、 

五十 韻 一 卷、 百 韻 1 1 卷、 合せて 1 1 百 五十 句で ある。 次に その 表 だけ あげて 見る。 

はぎ 

鷺の足 雉 腔 長く 繼 添て  桃靑 

這 句 以 M 莊子， 可， 見矣.  其 角 

禪骨の 力た わ，. -に 成る までに  才  丸 


しばらく 風の 松に を かし 

夢 に 來 て 鼾 を 語る 郭 

灯心う りと 詠 じけ む 

微雨 行く 麻から 山の 木の ^ よ 

粟に 稗 さく 乘 原の 守 

臈 にさけ とい ふ 五 文..；^.,^、、 た ふ 

いな お ほせ 

澄に と へ 稻負 鳥と い 

とし 此秋京 を 寢 

に 坐 烏帽子 を か 

德利を 折 かた 

さす 川 添 草の 紫 

路に錢 とら 

夕 こ ゆ る 關を かますに かくれ 來 

夜 盜 松風の 音 を相圖 


こ 

つれ 

月 を 連 

笹 に 

お ぼ こ 

いやし さん 

卑 山 


へる あ 

覺 ， め 

ぶるな 

げ し 

を し ご 

せ き 一 


き 

り 


り 

に 


其 

才 


—ノ  J 

え 

靑 

丸 


角 

， 

靑 

水 
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〇 

世に 有て 家 立 は 秋の 野中 かな 

詠 置 月に かぶ 萩 を. 買 ふ 

あ は れ と も 茄子 は 菊に うら 枯れて 

鮎 さびす たり 海鼠 漸く 

雪の 客 震の 客と ふるまへば 

く  る 


七 六 


才 


ちん 

亭 


に 


を 


設 


蘇 鐵 の 

i やっこ 隱れて 風流 林と 呼ぶ 


丸 

ノ 

靑 

フ， 

ゾ 

靑 


0 て 羽織 を 着せ て あ ふぎし 

.附 方. 氣分、 藝術的 進歩 驚く 可き ものが ある。 「江戶 三吟」 時代 は 表から 前 句の 緣 語に すがって、 奇拔な 比 

喩を 弄した けれど、 「次 韻」 になる とかくの 如く 穩 になり、 深みが 出来て、 幽玄 調の 進化もう なづ かれる が.， 先へ 

行く とま だ/, \. 駄洒落 や 道化た 比喩が 績 出して くる。 例へば 


S き 親 仁 £  i  r に 送 1 鸯？ 


の 火 影 鯛 を 射る 


ゆみい 


ぎ 魚 は 諫め 鰻 は 胸 を 割 力れ ける 


其 

才 


靑 

丸； 


〇 

ヌぺッ ボウみ どり  I  、p  、- 

渾^ 翠に乘 て氣に 遊ぶ 

えみ  ，  ) 

朝 し ら む li^- 鹿 々 々 の 山 

雪 の ^ れ 女房に^^^-のぁる有りけリ 

〇 

富の 屋を德 明 王の 守ります 

摩 訶右衞 門 若 奈國に 生る 

愛 を 捨 子 を^ 呲 遮 阿 毗羅咮 

〇 

夢の 身 を 何と 鰹に さめ かねて 

我 聞 俗 は 口にき たなき 

ひサ  サ  くち 

生 づらを 蹴 折 かれて は 念 無 量 

泥坊 消えて 雨の 火靑し 

〇 

迷 ひしれ 恨が 原の ni かけ 塚 

第 六 節 延 寶の芭 菊の 俳諧 


一  揚 

七 

七 

靑 靑 水 丸^        宵 角 丸 角 水 靑 


, 第 四 章 芭蕉の 江戶 下リ.  1 七 八 

橫雲刖 之 助 修行し 暮て  角 

今宵 月に 村 風と 申す 三味線 を  水 

獅 魚と 鰻が 紂王を 諫めて 忠臣に なったり、 翠に 遊ぶ 馬鹿々々 の 山 だの、 潢雲別 之 助が 三味線 を 見付けた とか、 摩 

訶 右衛門が 佛 になるな ど、 全然 輕ロ. 道化で ある。 殊に 「次 韻」 に は 妖怪 趣味が 全 卷を壓 して ゐる。 例へば 「幽靈 

を 世に 反す」 • 「血 招の ねまき」 • 「むく ろ は 起つ」 • 「魂の 魄」 • 「白骨の かね 付けて」. 「山 彥嫁を だいて 失せけ り」 • 

「ほむら にたえ で 蛇兒と 化」 • 「雨の 火靑 し」 • 「卒堵 婆の 男」 • 「骨 刀 土器 鍔」 • 「雷の 斧」. 「石が 曰く」 • 「木 玉に かな 

• で」 • 「人の ぬけがら」 • 「風 太刀 を 折る」 • 「蛇の 氣立」 等 奇怪な 感情が 隨 所に 表れて ゐる。 幽玄 も 妖怪 趣味に 變化 

した もの か。 

「次 韻」 は 古来 時代 を 劃すべき 撰 集と して 見做されて ゐた。 「俳諧 問答 抄」 に、 去来が 其 角に 與 へた 手紙の 中、 

「師の 風雅 見お よぶ 所 次 韻に 改り、 云々」 とか、 或は 許 六の 問 難に 答へ た 文に も、 「先師の 次 韻 起り て、 信 德か七 百 韻 

おとろ ふ。 云々」 とも 見えて ゐる。 叉 去来の 「旅寐 論」 によると、 芭蕉 はみだり に 法式 を 破り はしない、 十中八九 

古 實に據 つて ゐ るが、 「次 韻」 の 頃 迄 は 多く 法式 を 破った。 併し 今 はもと に 返った などと ある。 併し 「次 韻」 を當 

流 開基の 集と 見る 者 もあって、 例へば 越 人. ゆ 「不猫 蛇」 の 如き、 「當流 開基の 次 韻 もしらぬ 故 …… 汝等 は當流 開基 

の 次 韻と いふ 二百 五十 韻の 集 は 知らぬ か。 信 德が七 百 五十 韻まで は 色々 知りても 古風な り。 其 次 韻 二百 五十 韻よ 

りが 當流 ぞ。 云々」 と あるが、 之 は 支考が 「冬の 日」 を 以て 正風 開眼の 集と 定めた 事 を 罵った ので あるが、 私 は 


それ を 蛋に奏 な I と は， てゐ ま。 鷺 感化の I 酵な風 調 はで f つた けれど、 m 化 • 紅 口 か 句 

やの、 モ 要§ 的 I つて ゐる 以上、 iiiii^i. 多少の I き は あるが、 なほ 

詹 すべき 食 時代の 棄るを 免れ ま。  >ん は 「8 二百 韻」 や 「江 戶绿」 頃の 風 f 比 ぶれば 一 生 面を.- 

, い たもので、 蔓 一代の 寶の I 期 を 劃すべき もので は あるが、 「次 韻」 によって 正風の 礎が 定まった と は考へ 

られ ない。 「虛 架」 が 出れば 「次 韻」 は衰 へる ので ある。  . 


一 セ九 
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第五 章 芭蕉 庵 時代 

第一 節 深 川の 芭蕉 庵 

1、 【1《 川の 由來 

深 川 は 元 海 濱の菅 一野で、 人家 も 畑 もな く、 はじめ 深 川 八 郞右衞 門と いふ 者、 攝津 から 下って こ \ に 住んで ゐた。 

家 康が此 邊遊獵 の 際、 八郞 右衛門 を 呼んで、 地名 を 尋ねた けれど、 定まった 地名 もない ので. 以後 深 川の 苗字 を 

以て 村 名と する 事 を 命じ、 慶長 元年 新開地と なし * 深 川 村と 唱へ、 年と 共に 村落 も 殖え、 彼の 八郞 右衛門 代々 當 

村の 里 正と なった。 後 七 代の 孫八郞 右衛門の 時、 寶曆七 年 故あって 斷家 となった。 寬文 年中 武家 • 寺院の 賜 地な 

どが 出来た。 古の 深 川 村 は その 西北なる 元 町 • 六 間 堀 • 高 橋 • 海 逢 町 あたりであった。 

二、 芭 W 庵の 附近 . 

芭蕉 庵 は 深 川 區西元 町に あった。 彼の 有名な 古池 は 下宿屋の 庭 中に、 井戸の やうな 形と なって、 ゎづ かに 殘っ 

てゐた (大正 十二 年關" 采 大震災 以前)。 西 元 町 は舊元 町の 一 つで. 最初に 市廛を 開いた 所、 今 は 西に 大川 を距 て. - 

濱町ゃ 中州に 向 ひ、 北 は 安宅 町 • 八 名 川 町に 接し、 東 は 六 間 堀に 沿うて 常 盤 町に 通じ、 南 は 小名 木 川 を距て \大 


ェ 町に 向って ゐる。 つまり 大 川： 小名 木 川の 出 會ふ北 角の 一 廓を領 して ゐ ス。。 「江戶 名所！！ 會」 に、 「芭蒸庵は|5^ 

ハキ 橋の 北 詰 松 平 遠 州 侯の 庭 中に あり。」 とし、 長 慶 寺の 鶴殿士 寧の 「笆蕉 翁 句冡碑 記」 に は、 「庵-於 猿兒 橋畔？ 云 

々」 とも ある。 萬 年 橋と は 小名 木 川に 架し、 小名 木 川が 大 川に 注ぐ 口に 寄った 小. 橋で， 北 は 西 元 町、 南 は 大工 町 

に 通じて ゐる。 猿兒 橋と は 六 間 堀 (常 盤 町の 西に 沿うて、 南 小名 木 川に 通す る 堀割) に 架し、 西 元 町から 常 盤 町 

1 丁  n と 東 六 ii 堀 町の 間に 通す る 小 橋で ある。 

一 體深川 は 景勝の地であった。 fi^ は 永代 寺の 花、 夏は洲 崎の 凉み、 秋 は 木場 • 小名 木 川の 鲋 釣り、 海魚 釣り、 

n^u-. 冬 は 二 軒、 茶屋の 雪景色 等- 四時の 風客絕 えざる 地であった。 殊に 小名 木 川が 大 川へ 出る n など は， 元綠の 

昔から 遊興の 眼を恣 にさせた 所であった。 但し 「繽 江戶 砂子」 に， 江戶內 外分 傍 示の 場所と 題し、 元祿 ；！ '一年 標 

木 を 立てた 雛 形 を 載せ、 「此 杭より 內小 荷駄 馬、 口 附之者 不レ可 レ乘者 也。」 とあって、 其 場所 を 列記せ る 中に、 深 川で 

は 高 梳 • 扇 橋. 萬 年 橋 を あげて ゐる 所を兑 ると， 萬 年 橋の 南 は江戶 市外であった 事が 分る。 なほ 「增： 江 戶大總 

ii」 C 大和 三 年刊) を 見る と， 今の 深 川 西 元 町 は 北東 は 太 田攝津 • 松 平 七郞、 西南 は 松 平右衞 門 .a: 奈半 十、 中央 

は 尾 張 中納言 殿の 屋敷と なり、 今の 八 名 川 町 は 大部分 大 川に 通す る 大きな 堀割が あり、 昔 あたけ 丸と いふ 船 をつ 

ないで：.^ はいた 所ら しく、 安宅 町 あたり は 御船 藏 になって ゐ たやう である。 とにかく 芭蕉 庵 附近 は 場末の 新開地で， 

杉 風が-せ 蕉ぉ眺 ひ；， 一 と题 して、 「葛 飾の 郡 はなれし 花の 雲」 と 詠んだり、 芭蕉が 「草の 戶ゃ^ 蕉 を富士 にあ づけ 置 

く」 • 「花の 雲 錢は 上野 か淺草 か」 と 詠んだ 所から 考へ ると， 此邊 一 體家 少なく、 田圃 つ^きの、 廣々 した 土地で 
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あったら しい。 た 水鄕 であった ため、 土地 低く、 堀割 多く、 じめ くした 不健康 地 を 免れなかった 事と 思 ふ。 

小名 木 川が 大 川へ 出る 所に 船 番所が あった。 之 は 江戸から 下 總行德 へ往來 する 船 を 改めた 所で ある。 故に 萬 年 

橋 を 一名 元 番所 橋と 云った。 小名 木 川 は 俗に 行德 川と 呼ばれて ゐた。 之 は行德 船の 往来が はげしかった からで あ 

らう。 山 下 氏の 「大日 本名 所 圔會」 に、 「府內 備考」 其 他の 書 を 引いて、 小名 木 川 は 西 は 萬 年 橋の 下から， 柬は中 

川 御 番所 前まで、 川 長 凡 一里 十 町、 川幅 二十 間餘、 正 保 頃の 地圖 に、 「うなぎ さや ほり」 と 記し、 延寶. 貞享. 元 

祿 の諸圖 に、 宇 奈岐澤 とし (延寶 の 「江戸 雀」 女 木に 作 y 文政 六 年. d 戶圆 うなぎ 川と 記して ゐ ると 說 いて ゐる。 

素 堂の 草庵 は此 川下に あった。 素 丸の 說に、 「翁 江戸に 来り、 素 堂と 隣家たり。 云々」 と あるが、 隣家 だとて 笆蕉 

庵と は 數町は へだたって ゐた事 だら う。 此 一語で も色蕉 庵の 附近 家 少なく、 廣々 した 土地であった 事が 分らう。 

又 笆蕉が 常 陸の 自準亭 (本 間道 悅の 庵) を 訪れた の も、 此川を 下っての 事であった。 小名 木 川の 南岸 大工 町 は 船 

大工が 多く 住んで ゐ たので、 かく 名づ けられた もの ださう だ (「深 川 珍 者錄」 • 寶曆十 年 序に 出)。 i 巴 蕉が佛 頂に 

参禪 したと いふ 臨 川 寺 は、 西 大工 町の 引 込 横丁に あった けれど. 天 和 三年の 繪圖を 見る と、 ヒ ッコミ 丁と い、 _ 

は あるが、 寺の 名 は 見えない。 恐らく 當時は 寺で なく、 草庵で あつたの だら うと 思 ふ。 

三、 芭蕉 庵 VJ いふ 號に 就いて  ， 

色蕉 庵の. E 來に 就いて 古来 二種の 說が傳 はって ゐる。 一 は 湖 中の 「略 傳」 說 で、 卽ち杉 風 志 深く、 深 川に 庵 を 

結んで 入れた。 門人 李 下 一 株の 芭蕉 を植 ゑた 所、 それが 繁茂して、 世人 呼んで 草庵の 名と した。 「はせ を植て 先^ 


くむ 荻の 二葉 かな」。 他の 一 說は曰 人 や 梅 人の 說で、 卽ち曰 入 說は杉 風 は 代々 御 納屋 御用 を 勤めた ので、 鲤屋 

と 呼ばれた。 末に は 其 鯉屋 をうる さがり、 藤 右衛門と いふ 者に 株 を くれて、 自分 は刖 家の 如く 出入した。 小 田 原 

町に 住み、 後 は 深 川 平野 町に 住んだ。 六 間 堀 元 番所と いふ 所が 杉 風の 別莊 で、 鯉の があった。 其 も 藤 右衛門 

に讓 つて 用 ひなくな つたから 古池 同然に なった。 そこへ 芭蕉 を 置いた ので ある。 折々 芭蕉 庵 杉 風と 云った の は 庵 

の 地主 だからで あらう。 云々。 叉 梅 人說に は籙の 古池の 傍に はせ を 庵が あり、 其 側に 採荼 庵が あった。 之 は 杉 風 

の 庵で あると いふ。 以上 曰 人說は 「蕉門 諸 生 全傳」 に 見え • 梅 人說は 「俳人 笆蕉」 に 引用され てゐ るが、 私 はもと 

の 出典 を 知らない。 た 色蕉 庵の 側に 採荼 庵が あつたと いふと、 何となく- t 巴 蒸 庵と 採荼 庵と が 一 つ 地所 內 にあつ 

たやう に 思 はれる が、 採荼 庵の 方 は 平野 町に あって、 多少 離れて ゐ たもの だら うと 考 へる。 併し 通 說は湖 中說の 

やうに、 -ぃ巴 蕉が居 を 深 川に 移す 時、 門人の 李 下から 一 株の 笆蕉を 貰って 植 ゑたら、 それが 地味に 叶って 繁茂し， 

^局お 名に なって、 世間から 芭蕉 庵と 呼ばれる やうに なった とい ふので ある。 前章に 一寸 述べた が、 t 巴蕉 庵の 前 

名 を^ 興 庵と 云った。 坐 興 庵桃靑 とい ふ 名 も 見える 位 だから、 t 巴 蕉は先 づ坐興 庵へ 入って、 後に^ 燕を植 ゑて 有 

名に なって、 人から 芭蕉 庵と 言 はれる やうに なって、 自分 も 芭蕉 庵 桃靑と 呼ぶ やうに なった ものと 見なければ な 

ら ない。 杉 風が-" 巴 蕉庵杉 風と 號 したの は大 びら の 名で は あるまい。 庵の 地主 だから、 時には さう 呼んだ 事 も ある 

位の 程度で あらう。 笆蕉庵 杉 風と いふと、 笆蕉が 李 下から 貰った 芭蕉 を植 ゑる 前に、 笆蕉 庵に-い 巴蕉が 生へ てゐた 

やうに も考 へられる が、 恐らく 笆蕉 庵の 笆蕉は 以前から あつたの ではなく、 李 下から 貰って はじめて 生へ たもの 
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であらう。 坐 興 庵が 笆蕉 庵と 改まったの は， 李 下の 芭蕉が 繁茂した ためで あらう。 

四、 ttsK 後の 蒼 庵  - 

芭蕉^ 後の 芭蕉 庵 は. 杉 風の _皆 忘れぬ 志に よって、 月々 の 供養 は 手厚く 行 はれた やうであった (芭蕉 七回忌 

「冬 かつら」 の 序)。 併し 芭蕉の 古池 は 元 祿丁丑 十 年 夏 尼 ケ崎侯 松 平 遠 州^ 業の 地中と なり (素 外の 「蛙 之詞 原」) * 

サ巴蕉 庵 は 一 1^ 祿十 一年 外へ 引 移る 事と なって (杉 風 秘記拔 書 )• 次第に 荒 廢に歸 した。 そこで 雪中 庵 藝太之 を 歎き、 

芭蕉 七十 回忌 卽ち 寶曆 十三 年 十月 十二 日 * 菩提 所なる 深 川 六 間 堀耍津 寺に 涕塚を 建て， 芭蕉の 自畫を 埋め、 木像 

を 彫って 位牌堂に 納め、 二 萬 句 を 興行し、 百 回の 法會を 執行した。 其 後 藝太は 明 和 八 年に 至り (再興 供養 四月 二 

十五 日、 吏 登 十七 回忌 追福 執行の 日、 一 萬 句 興行、 出 座惣連 三百 二十 餘輩と 云)、 江 都の 人々 を 始め， 社中の 力 を 

合 はせ、 要津 寺の 門前 引 入った 所に、 再び 芭蕉 庵 を 造 立し、 附近に 池 を 掘り、 古池の 形を寫 し、 砌に小 堂 を 建て、 

觀世 昔と 木像 を 安置した。 此觀世 音 は 芭蕉 遣 愛の 品で、 芭蕉 殁後松 村 桃 鏡の 手に 落ちた の を、 此度 乞うて 小 堂の 

本尊と したので ある。 芭蕉 庵に は 芭蕉 翁自畫 讚. 一 一見 形文臺 (松 村 桃 鏡) • 芭蕉 翁 杜國兩 筆 紀行 一 帖 (森 田 白翅) • 

芭蕉 翁 眞筆嵐 蘭 追悼 句 入縣物 (雪中 庵 藝 太) • 駿 河原 松 陰寺遂 翁和尙 s,tHJ 蕉庵三 大字 額 (同) • 石 川 幸元维 i 巴蕉翁 

肖像 石摺 (同) • 吏 登 所持の 埋 杉文臺 • 竹の 硯箱 (同) 人 丸 尊像 一 軸 (恒川 友 • 重視 (堀 白 門) • 靑磁置 花 生 

(射 和祖 山). 聯ニ枚 (子規 亭吐 月). 龍水寫 四山瓢 (橘 庵 六 窓) 等が 牧 めら れた。 小 堂 は 芭蕉 堂と 云 はれ、 其 他 池 

邊に 塚と いふ 句碎 もあった。 之 は 碑 面に 古池 やの 吟を 彫り、 靑石凡 四 尺 許りの もの。 安永 二 年 四月 十二 日. 普 


成. 跑求 • 子 交の 造 立、 深 川 親和 七十 三 歳の 書で ある。 繁 太の 「色蕉 庵： 科 興 集」 の ロ输を 見る と、 木戶を 入った 

左側に^ 蕉 庵が あり、 右側 前に 蛙 塚、 傍に^ 蕉を植 ゑ、 共 後に 芭蕉 堂、 傍に 柳を植 ゑ、 屮央 は帶の やうな 流が め 

ぐって、 池ら しい 形 も 見えない が、 或は 此 流が 池で あらう か。 釋敬 順の 「遊 感雜 記」 (文化 十二 ハ牛 七月 序) ニ編卷 

之 下に、 

東 武深川 六 間 堀 芭蕉 庵の 舊跡は 酒店の うらに あり。 ：：： 又 傍に 池 あり。 大さ 漸く 五六 間 四方、 これば せ を 翁 

oco-ooooooooooooooooooooo  0000000 

の 古池の 吟の 古跡な りと いふ。 …… 汀に 建てし 靑石は 蛙の うづく まりし 形に 彷彿たり とて、 桃靑翁 常に 愛せ 

し 石と なん。 後ギ 雪中 庵 藝太 は此 石に 古池の 句 を鋇ち 付け 置きぬ。 …… 此方の、 汀に 生 茂りし 柳 は、 笆蕉翁 奥 

ooo〇〇  00〇〇〇〇00〇〇〇〇〇030〇0〇〇00〇〇〇0〇〇0〇0  ooooo〇〇〇oo 

筋遍 喊 の 節、 彼 西 行の みちの くの 淸 水流る- i 柳 影と 詠ぜし 遊行の 柳の 枝 を 翁折來 り、 手づ からさし 樹 にせし 

一 株な りと いひ 傳ふ。 川 池の 向 ふにば せ を 堂 あり。 此方に は伦 びた る 庵 堂 を 構へ て、 に^ 中の 閑居と いふ 

べし。 此庵は 昔ば せ をより 嵐 雪に 讓 りて、 今 雪中 庵 四 世 完來の 持と なり、 折々 完來 はじめ 社中の 人 々愛に 化" 

會 し雅实 をた のしむ とぞ。 云々 

と ある。 之 は 耍津寺 1: 前の 笆蕉 庵の 記事ら しく、 それ も 誤 傅 交り、 附會甚 しき 說 もあって 信じられぬ ものである 

が、 後に は 元の 蒲 庵の 內 情と 蓼 太の 建てた t 巴蕉 庵の 記事と 混同し、 種々 の 憶說が 生れた ものと 見える。 併し そ 

の耍^^寺門前の^3蕉庵も後ハ巾大破し， 荒廢に 任せて 来たので、 明治に なり 雪中 庵 梅 年、 形の み 殘る小 堂 を 深 川 

岡 八幡宮の 境內に 移し、 ^蕉祠 と 名 づけ、 木像 は 盜難を 恐れ、 鏡 を 以て 神體 とした。 元の 古池 は 文政 二 年に 至り、 
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尼 ケ崎老 侯 松 平 遠 江 守 ( 一 櫻井龜 文と 號し， 談林 派の 人) 之 を 修理し、 句 碑 を 建て、 谷 素 外に 命じて 碑文 を 作ら 

せた (野 桂の 「江 都祖 翁墳塋 集」 古池の 條 下に >  古池の 句 碑の 圖 見え， 裏に 素 外の 「古池 蛙之詞 原」 とい ふ 撰 文 

が ある。) 又 俳 誌 「ホ トト ギス」 第 十二 卷四號 のロ鎗 に、 中 村不折 氏が 天 保 年間 祖父 庚 建 翁の 見取 圔と 自分が 幼時 

に 聞いた 談話 を 本と して 描いた 芭蕉 庵の 圖が 出て ゐ たが、 氏の 說明 によると、 それ は燒 失した 後舊 型に よって 再 

建した もので、 方 九 尺 外 三尺の 緣付 であると。 山 下 氏の 「名所 圖會」 に、 文久ニ 年の 切綺圖 に紀伊 殿と あって、 

「笆蕉 庵の 舊跡庭 中に ありと 記せし 所是 なり。」 と あるが、 後に 紀伊 家の 邸 內に變 つた ものら しい。 

五、 芭蕉 庵 入. 0 の 時日 

サ巴 蕉 が 芭蕉 庵 に 入った 時日に 就いては 諸說 頗る 多く 紛ら はしい。 

ィ、 寬文 六年說 (芭蕉 二十 三 歳)  ， 

政 二の 「俳 道 系譜」 の說 である。 此說は 寬文六 年 秋の 記事に つながって ゐ るから あげたので、 或は 時日に 距り 

の ある 事 を、 前文に つ けて 書 下した のか も 知れない が、 信じられる 說 ではない。 寬文六 年 は蟬呤 逝去の 歳、 

蕉の 遁世 さへ 傳 はって ゐる 歳で、 笆蕉庵 入り どころではない。  • 

n  、寬 文士 一年 說 (芭蕉 二十 九 歳) 

竹 ニ坊の 「正 傳」 の說 である。 併し 之 も 前說の 如く 或は 時日に 距 りのある 事 を、 前文に つ^けて 書 下した のか 

も 知れない。 寬文 十二 年 は 江戸へ 下った 歳で、 下る とすぐ 笆蒸 庵へ 入った と牡考 へられない。 


ハ、 延寶 元年 說 (芭蕉 三 4. 歳) 

去^の 「全お」 の說 である。 之 も 前の 如き 理由で 信じられない。 

-ー、 延寶 ニ年說 (芭蕉 三十 一 歳) 

湖 中の 「略 傳」 の說 である。 五 柳の 「全 傳」. 魯 庵の 「桃 靑傳」 之に 從ふ。 併し. 江戸へ 下って、 -ぃ巴 蕉が諸 所 寄寓 

した 點か ら考 へても、 又は 水道 H 事に 從 つた 事 實 から 兑て も， 江戶 下り 後 間もなく 深 川へ 入 庵した と は 思 は^な 

い。 其 相 な华 月を經 過して からの 事と 考 へる のが 普通で はなから うか。 • 

ホ、 延寶 六年說 (芭蕉 三十 五 歳) 

梨 一 の 「菅 菰杪」 中 「芭蕉 翁傳」 の說 である。 但し 同書に、 「此時 延寶六 年に て、 年 二十 三と 云。」 と ある は 誤で 

ある。 「杉 風 句集」 (天明 五 年刊) の 「杉 風 秘記拔 書」 に、 

I 曰、 許 六の 書に 翁ば せ を 庵に 入 年 三十 七、 支考の 書に 三十 六。 兩說 相違なる や。 延寶六 戊 午年 翁 春 帖予所 

3  D  or-ooooo  000  0000000000  000. coo  00 

^ゲ お ハ£ ^一？ 一" Si き。 考 るに、 ばせ を 庵に 人り 給 ふ は、 夫より 前なる べし。 云々 

と ある。 「杉 風 句集」 は 採 荼庵四 世 梅 人の 編で. 「杉 風 秘記拔 書」 に 私-曰と ある は 梅 人の 說で あらう。 梅 人が 延寶 

六.^ のお 蕪の 歳旦 帖を 引合 ひに 出して ゐ るの は、 其 中に 或は 坐 興 庵桃靑 とで もあって、 何 か 六 間 堀の 杉 風の 庵に 

住んで 居た 證據 になる やうな 記事が 見えて 居た からで あらう か。 若し さう だと すれば、 此說は 有力に ならう 力、 

詳.^ でな いのは 遣憾 である。 尤も 延寶六 年 十月の 「十八番 句 合」 の 奥に 坐與庵 桃靑と あるし、 延資五 年 編成の 「桃 
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靑 二十 歌仙」 芭蕉 獨呤 の內、 「艤聲 波 をう つて 腸 氷る 夜 は淚」 とあって (許 六の 「滑稽 傳」 出)， 深 川笆蕉 庵の 光 

景の 句ら しく 思 はれる から、 入 庵 は 延寶五 年頃と 推定され ようが、 一方に 「柴の 戸に 茶 を 木の葉 かく あらし 哉」 

とい ふ 芭蕉の 句の 前書に、 「こ、 のとせ の 春秋 市中に 住伦 びて、 居 を 深 川の ほとりに 移す。 云々」 とい ふ 記事が あ 

る 以上- 今遽に 斷定も 出来ない ので ある。 この 艚聲の 句 は 天 和 二 年の 「武藏 曲」 に 夜 やなみ だと あるし、 梅 人の 

「鑌深 川」 (寬政 二 年刊) に 「深 川 冬 夜 ノ感」 と 前書が あり、 松 雨の 「夢 三年」 (寬政 十二 年刊) に は 「寒夜 辭」 

と 題して、 「^ゆ 一? 一， ^りに 草庵 を伦 て、 云々」 とい ふ 前書が 附 いて ゐ るから、 深 川 居住の 句で ある 事 は S か 

の やうで ある。 なほ 雾 松の 「行 住 略記」 (天 保 三 年刊) も、 梨 ー說を 取って、 「此說 然るべき か。」 と言うて ゐる。 

以上の & (據 によれば、 此說は 有力で 無い 事 もない が、 しばらく 後 考を俟 つ 事と する。 或は 芭蕉 庵へ 落着く 迄の 一 

時 的 居住で あつたので あらう か。 

へ、 延寶 七年說 (芭蕉 三十 六 歳)  、  ♦ 

支考の 「十 論爲 辨抄」 に、 「深 川の 芭蕉 庵に 隱遁 ありし は 三十 六の 年な りと ぞ。 云々」 と あるが、 「俳諧 十 論」 

に は、 「や^ §: &^: ^ならん、 武 江の 深 川に 隠遁して、 云々」 ともあって 瞹眛 である。 「 一 代錄」 は此說 である。 

ト、 延寶 八年說 (芭蕉 三十 七 歳) 

許 六の 「風俗 文選」 作者 列 傳の說 で、 「入 n 深 川 芭蕉 庵-出家。 年 三十 七。.， 一 と あるが、 梅人說 では 此說を 前說と 

共に 誤って ゐる やうに 言って ゐる。 併し 「綾 深 川」 の 笆蕉の 句、 「しばの 戶 にちや を この 葉 かく あらし 哉」 の 前書 • 


ooooo〇r>oooooooo〇oo〇oo〇ooo 

「こ.， のとせ の i!^ 秋 市中に 往 佗て、 居 を 深 川の ほとりに 移す。 長 安 は古來 名利の 地、 { 仝 手に して 金な きもの は & 

路 難しと 云け む 人の かしこく 覺ぇ 侍る は、 この 身のと ぼしき 故に や。」 とい ふ 九 歲云々 の年數 から 推定す ると、 入- 

庵 は 延賓八 年 冬と なる (「眞 蹟拾 遣」 に、 冬日 江戸に 居 をう つし、 寒 を る 茅 舍の三 句と 題し、 柴の戶 の 句 及び ® 

の 二 句 出)。 句の 前書と いふ もの は往々 編者の 手に 成る 場合 も あるが、 此 前書 は 筆力 芭蕉ら しく、 梅 人の 作爲 では 

あるまい。 私 はま だ 多少の 疑問 は あるが (延寶 五六 年 入庵說 など)、 從來諸 說の中 此說が 最も Si に 近いので は ある 一 

まい かと 考 へる。 なほ 次 項の 論を參 照して 貰 ひたい。 極 口 氏 も 此說を 最も 有力 視 して ゐる。  i 

チ、 天 和 元年 說 (芭蕉 三十 八 歳)  ： 

素 蓮の 「春秋」 の說 で、 山 崎 氏の 「俳人 f 巴 蕉」. 沼 波 氏の 「I 巴蕉 年表」 • 勝峯 氏の 「俳句 定本」 等此 說に從 つて 一 

ゐる。 先づ素 蓮の 考證を 譲む と， 素 蓮 は 「九のと せの 春秋 市中に 住み 佗びて、 云々」 とい ふ-ほ 蕉の 前書， 「予叉 

oon〇〇〇o〇〇o〇o〇〇〇r>〇〇oo〇o  o 

中 を 去る 事 4. 年ば かりにして、 五 卜 年 や、 近き 身の、 云々」 とい ふ 芭蕉が 「幻 住 庵 記」 (元祿 三年 作) の 一 節、 「天 一 

ooooooo〇ooo〇ooon〇  oo〇oo〇ooooo〇 o_ 

和の はじめな らん 武 江の 深 川に 隠遁し、 云々」 とい ふ 支考が 「俳諧 十 論」 の說、 「年い まだ 四十の 老を 待た す、 武： 

陵の 深 川に 世 をの がれて、 云々」 とい ふ 支考の 「本朝 文鑑」 碑銘 序の 說等 を根據 として、  - 

此年曆 ヲ推ス 一一、 元祿 三年 ヨリ 前-一 十 年 ハ天和 元年 一一 テ * 同年 ヨリ 前-一九 年 ハ延寶 元年 也。 然 レバ t.sj 蕉寬文 一 

〇〇〇oo〇oo  000000000  o〇〇〇〇ooo〇〇〇o〇oooo〇〇  〇ooo〇〇noo 

十二 年 江 府-ー 來テ、 小澤 ト尺ガ 家-一止 リ、 翌延寶 元年 ヨリ 天 和 元年 迄 九 年 市中-一居 シ， 天 和 元年 初テ深 川-一： 

000000000  一 

ト居セ シ コ ト明 ケシ。 云々  一 

一 
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と 論じて ゐる。 併し 私に はま だ 疑問が ある。 先づ 「幻 住 庵 記」 の 「市中 を 去る 事 十 年ば かり」 は 茶して 正確な 數 

である だら うか。 十 年ば かりとい ふ 書 方が 旣に ぼんやりし たもので， 舉 者の 斷定を 下す 資料に 安心して 使へ る 事 

は 出来ない。 又 九 年の 春秋 云々 とい ふ 前書の 年 數を假 に 信用 出来る 數と 見ても、 芭蕉 は寬文 十二 年に 江 戶へ來 た 

ので あるから、 寬文 十二 年の 江 戶住も 計算の 中へ 入れなければ 理窟に 合 はない。 寬文 十二 年 江戸 住 を 除き、 翌延 

寳 元年から 計算して、 市中の 伦 住居 を 九 年と 數 へたの はどうい ふ譯 であらう か。 此 前書 を 活かす としたら、 九 年 

目 はどうしても 延寶八 年で、 天 和 元年と なる わけはない。 又 支 考の天 和の はじめな らん 云々 とい ふ 記憶 は當 にな 

る もので はない。 正德四 年の 「俳諧 十 論」 にさう 言って ゐ るかと 思 ふと、 享保十 年の 「十 論爲 辨抄」 に は n 一十 六 

歲卽ち 延寶七 年 入 庵の 事 を 述べて ゐる。 山 崎 氏 は 素 堂の 「葛 飾 "序」 に、 「今 は 昔の 友 はせ をの 翁 十 暑 市中に 風月 

を 語、 云々」 と ある 所から、 天 和 元年 入 庵說を 正しい と考 へて ゐる やう だが、 十 暑と いふ 語が 正確な 數の 意味 を 

表して ゐ るか は 疑問で ある。 なほ 一 つ 私 は 天 和 元年 入 庵 論者に 聞きたい 事 は、 入 庵 を 冬と 定めた 事で ある。 勿論 

之 は 例の 前書 付きの 柴の戶 の 句が 冬で あるから であらう が、 さう すると 天 和 二 年 三月 刊行の 「武藏 曲」 の、 

茅 舍ノ感 

芭蕉 野 分して 盥に雨 を 聞 夜 哉  芭 蕉 

と ある 句 はどうし たもの だら う。 此句. は 明かに 芭蕉 庵の 野 分の 景で、 野 分 は 秋 だから、 「武藏 曲」 にも 秋の 部に 入 

つて ゐる。 卽ち 芭蕉の 入 庵 は 天 和 元年と しても、 秋 かそれ 以前でなくて はなるまい。 且又 芭蕉が 野 分す る 程に 仲 


、びて 居る ものなら、 此 芭蕉 は 以前から 植 つて 居た 笆蕉 であると も考 へられよう。 なぜかと いふと" 大和 元年 冬 入^ 

とすると、 李 下から 貰った 笆蕉は 天 和 二 年春植 ゑた 事に なり、 その 芭蕉が 野 分す るに は 天 和 二 年の 秋に でもなら 

なければ 出来ない 事になる。 「武藏 曲」 は 夭 和 二 年 三月 上 旬刊で あるから、 天 和 二 年 秋の 芭蕉 野 分の 句 を 出す 譯は 

ないから、 どうしても 天 和 元年 冬 入 庵と すると、 此笆蕉 は 李 下から 貰った もので なく、 以前から 植ゑ てあつた も 

のと 見る より 外 はない。 此點は 天 和 元年 冬 入 庵 論者 はどう 解決す るか。 樋 口 氏 は 延寳八 年 入 庵、 天 和 元年 舂 芭蕉 

を植 ゑ、 秋に なって 野 分の 句 を 作った とい ふが、 之 は 延寶八 年 入 庵と すれば、 天 和 元年 春 芭蕉 を植 ゑる より 外に、 

芭蕉の 持って行き 場がない からさう したので、 私 もや はり さう 考へ るより 途 はない。 

六、 芭萑 改號說 

芭蕉と いふ 號は 笆蕉が 芭蕉 庵に 入って からの 號 である。 入 庵 を 延寶八 年 冬と すれば、 それ以来の 號 である。 桃 

靑を 改めて 芭蕪 としたの ではない。 芭蕉 庵 桃靑の 芭蕉 庵が 有名に なり、 人 も 呼ぶ し、 自分 も 言 ふとい ふ譯 で、 自 

然と 笆蕉と 書く やうに なった の だら う。 書物に 見えた の は 天 和 二 年 千 春の 「武藏 曲」 が 始めて であらう。 

然るに 宇橋の 「栗 本雜 記」 に、 

きの ふ 松 尾う し 桃靑來 リズ 改名. M こふ LL いなみが たく. 八 雲抄の 俳諧 歌に 習うて、 はせ^と よび 侍る 事 

しか リ 0 

月 花の むかし を 忍ぶ はせ を かな  •  拾穗 軒季吟 
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,  愚意 判， 

右ノ 反古、 季吟門 芥舟傳 來而、 今 江 州 水口 小 坂 町 煙草屋 久 右衛門 P 所持 ト云。 せむ き麟 减！. ぃン 

とあって、 前に 宗 房が 桃靑と 改號 した 時、 季呤が 披露の 俳 席 を 催して やった 說と對 照 させて 居る が 信じられない。 

一 體桃靑 が來て 改名 を 乞うた と あるの は、 季吟が どこに 住む 時 やって 來 たもの かそれ が詳 かで ない。 季呤 が江戶 

へ 来たの は 元 綠 二 年で、 延寶の 末 頃 は 未だ 在京中であった。 江戶 住の 芭蕉が 京 住の 季吟の 許へ 來て 改名 を 乞ふ理 

由 もな し、 又 其 頃 芭蕉が 上京した とい ふ 記錄も 見ない し、 頗る 怪しむべき 說と云 はなければ ならぬ。 殊に 桃 青が 

笆蕉と 改名した とい ふ 見方が 悪い。 桃靑は 死ぬ 迄 用 ひて 居た 號で， 何も 芭蕉と 改めて 桃 靑號を 捨てた とい ふ譯で 

はない。 「武藏 曲」 に は 季呤の 序が 出て ゐる。 「武藏 曲」 に はじめて 芭蕉 翁 桃靑と ある。 季吟は 色 蕉の師 である。 さ 

うい ふ點 から 想像して • 芭蕉が 改號を 季吟に 乞 ひ、 芭蕉 翁桃靑 となった ので あらう とい ふ憶說 が、 か. -る 文書 を 

捏造 させた 原因と なった ので はなから うかと 考へ る。 

七 、芭蕉 庵の 生活 

芭蕉 庵 は 五 度 結んで 五 度 破って ゐる。 それに 火に 逢って 天 和 三年 再建したり、 元祿 五年舊 庵の 傍に 新築したり 

して ゐ るから、 內 部の 狀態も 或は 元のと は 多少 變 つて ゐる 所があった かも 知れない。 併し 大體の 様子 は 市 川 柏 筵 

の 日記 「老 の樂」 にある 小川 破 笠の 物語で 分らう。 破 笠の 物語った 笆蕉庵 は貞享 二三 年頃の もので、 燒失後 再建 

- した 笆蕉 庵の 事ら しい。 卽ち深 川の 芭蕉 庵 はへ つい 二つ、 臺 所の 柱に 瓢 がかけ て ある。 米 二 升 四 合 も 入る やうな 


大さ である。 杉 風 • 文 鱗な どの 貢で、 米が 無くなる と 入れて S く。 若し 弟子から 米の 來る のが 後れる と、 自分で 

米 を？ 31； ひに 出た。 其 頃 i 巴 蕉は四 トニ 三の 人 かと 思 ふが、 六十 過ぎの 老人に 見えた。 常に 茶の 紬の 八德 ばかり 着て 

おた。 佛壇は 壁 を 丸く 掘り 拔き、 內に 砂利 を 敷き、 出 山の 釋迦の 像 を 安置され たな どと ある。 此瓢 は： 大和 三年 芭 

蕉庵 W 建の 折 石 川 北鯢の 寄附した もので あらう。 四 山と 號 し， 素 堂の 銘が あるので 有名で ある。 「隨 齋諧 話」 に. 

「大瓢 の 文章 は 文集 等に 出で ざれば、 眞蹟 のま X に寫し 出す。 云々」 とあって， 芭蕉の 瓢之銘 が 載せて ある。 卽 

ち 

瓢之銘 

一 瓢 重 黛 山 自笑 稱箕山 

莫慣首 陽餓這 中飯 顆山 

顔 公の かき ほに おへる かたみに も あらす。 惠子 がった ふ 種に しも あらで、 我に ひとつの ひさ ご あり。 是 をた 

くみに つけて、 花 入る 器に せんと すれば， 大 にしての りに あたらす。 さ^えに つくりて、 酒 を もらん とすれ 

ば、 かたちみ る處 なし。 あるひとの 曰く、 草庵の いみ じき 糧 入つべき ものな りと。 まことに よもぎ ふの こ、 

ろ あるかな。 やがて 用 ひて、 隱士素 翁に 乞うて、 これが 名 をえ さしむ。 其 言葉 は 右に 記す。 其 句み な 山 を も 

てお くらる、 が 故に、 四 山と よぶ。 中に も 飯 顆山は 老杜の 住める 地に して、 李 白が たは ふれの 句 あり。 素 翁 

李 白に か はりて、 我 貧 をき よく せんとす。 かつむな しき 時 は、 ちりの 器と なれ。 得る 時 は 一壺 も 千金 をいだ 
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きて、 黛 山 も かろし とせん ことし かり。 

物 ひとつ 瓢 はかろ きわが 世 かな  芭蕉 桃 青書 

併し 「一代 錄」 記載の 文に は、 少し 異なる 點が あるので、 參考迄 引用しょう。 

顏公 ちまたに 生る かたみに も あらす。 惠子孔 が傳ふ 種に も 非す。 我 垣根に 嫩生 出て より、 軒端 這 まと はりて、 

終に 花 § ^實を 結ぶ。 大きさ 五 升 斗 也。 是をェ に 付て、 花 入う つ はに せんと すれば、 其 器に あたらす。 さ え 

に 作りて 酒 を 求ん とすれば、 かたち 見る 所な し。 ま 人 曰、 草の 戸の いみ じき 糧 入べき 物 也と。 かしこくもい 

ひけん。 みづ からよ もぎの 心 ある 哉。 やがて もち ひて、 隱士素 翁に こうて、 是が銘 を もとむ。 其 言葉 は 右に 

有。 句 皆 山 を もて 贈る 故に 四 山と 呼。 飯 顆山老 社の 住る 地に して、 李 白が 戯談の 句 有。 素 翁 李 白に か はりて、 

我 貧 山を淸 くせんと す。 且六 かしき 時 は 塵の 窓と なれ。 得る 時 は壺も 千金 を 抱きて、 泰山 も かろし とせん 事 

し 力り。  芭 蕉 

C  、  V に 瓢之銘 の 詩句 あれ ど 善す) 

物 ひとつ 瓢は輕 き 我 世 かな 

と ある。 瓢の大 さに 就いては * 「一代 錄」、 大きさ^^-升ばかりとぁり、 越 人の 「鵲尾 冠」 (享保 二 年刊) にも • 

歳旦 

越 人 日、 此發句 は SS 府船 町の fj. 倦、 深 川 泊 船 堂！. i 入られ、 っぐる年の作なリ。 堂yっ^^、  ^き ト". お 


o  ooooooo  oooooo  ooooooo 

枚 • 米 入ろ、 飘 一 つ、 五 升の 外不 入、 名な 四 山と 申 候。 

似合し や 新年 古き 米 五 升  笆 潔 

と ある。 此句 は貞享 元年 正月の 呤で • 常時の-い 巴蕉 庵の 內 部の 一 端が 窺 はれて 面白い。 魯 庵の 「芭蕉 後 傅」 に、 「曾 

て是 が 原形の 大きさの まとお 生せ し を 見た るに、 高さ 二 尺 三 四寸. 直 徑五寸 ほどの 細長き 形に して、 素 堂の 銘 

は 朱 漆に て 認められ、 其 背部に 黑漆を 以て 塗りた る鐵環 あり。 其圖は 寸錦雜 綴に 見えたり。」 と ある。 「 一 代錄」 の 

si を兑て も、 やはり 細長い 形の もので、 上に 四 山と あり、 下に 銘がニ 行に 書かれ、 s| 髓贿油 上の 

くびれ た.；；： 脇に、 「此 所に 手 J^^。」 とあって、 「右 傳來、 柏 筵 • 五 粒へ 傳へ、 今 三 升に 傳 る。」 と ある (「寸 錦雜 綴」 

の サ巴蕉 翁 米 機の 闘 も 同じ)。 「隨 齋諧 話」 には眞 蹟の寫 しだと 云って、 銘の三 句 目 を 「莫慣 首 陽餓」 と 記して ゐる 

が、 「一代 錄」 • 「寸錦 雜綴」 • 「- い 巴 燕 庵 與集」 (庵 中 器財の 品々 中、 三 升に 傳 はった 四山瓢 を、 書家 龍 水の ！ぉ した 

ものに よる。) に は、 何れも 莫習首 陽 山と あって * 實 物に 相違の あるの も變 である。 併し 之 は -, 其 句 呰山を もて 送ら 

る k が 故に 四 山と 呼ぶ。」 と-色 蕉も 言って ゐ るから、 莫習首 陽 山の 方が 正しい と 思 ふ。 又 瓢の大 さに 就いても 異說 

があって、 素 堂の 「t 巴蕉 庵-: ハ 物の 記」 (一 、文臺 二、 大瓢 三、 小瓢 四、 檜 笠 五、 畫菊 六、 茶 弱 折) に は、 「長さ； 二 尺 

にあ まり、 めぐり 四 尺に みつ。 云々」 と あるが、 五 升 入りが 限度と すれば、 少し 誇張した 言 ひ 方で はなから うか 

と 思 ふ。 なほ M 書に 「大瓢 来メ级 も.^ 幅 細；^., S5:」 と あるから、 柏 莲に傳 はる 前に 濁 子の 許に 傳 へられた ものと 

兑 える。 小. 瓢、 之 も 同書に、 「帶に はさみ、 東都 松木紋 水に あり。」 と ある。 
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出 山の 釋迦の 像と は、 「花屋 日記」 に、 「出 山 佛御長 一寸 一分」 と ある それで あらう か。 「繽深 川」 に、 

OO00O00O0OOO0O0 

文 鱗 生 出 山の 御 かたち, 送リ ける 置して 

な も ほとけ 草のう てな も 涼し かれ 

と は 之で ある。 貞享ニ 年頃 貰った の だら う。 

文臺、 二見と 號し、 芭蕉 殁後曾 良が 傳 へて ゐる。 「六 物の 記」 に、 「西 行 法師 二見の 浦に f-.-  くぼ かなる 石 を 拾 

- - I  '  ,  ■»  pooooo^  oooo  oooo  OOOOOOOCOOOOO 

うて 硯 となし 扇 をし きて 文臺 とじた まふに より、 ばせ を 庵の 文臺に 扇を鎗 きて、 是を ふた 見と よぶ。 云々 I 

と ある。 此文臺 は 「 一 代錄」 に圖 示され、 「一 一見 形、 芭蕉 自畫、 裏書な し。」 と ある。 卽 ち長サ 一 尺 七寸、 幅 一 尺 六 

分、 桐の 一枚 板， 筆 返し 竹ニッ 割、 鐵鉄 三本 打、 足 高 サニ寸 七 分、 筆 返しの 竹 外 二分 除る， 表面に 二見の 浦と 扇 

の 繪が畫 かれて ゐる。 なほ 此文臺 のまが ひ 物ら しいのに、 支考の 「二見と は 松の 旭に 梅の 月」 と 裏書きした 長サ 

1 尺 七寸. 幅 一尺 一 寸 五分、 筆 返し 紫 竹 一 ーッ 割、 節三ッ ゴメ、 表面に 一 一見 ノ 浦と 扇の 綾を畫 いた もの も ある。 

檜 笠、 之 は 芭蕉の 「笠 張 ノ說」 にある^ 笠と は 別物で あらう か。 「六 物の 記」 に- 

c^ls>^2-^-0  0300q.o  p,^ocoo  .:c,、，ー  oooocooooooooooooo つ ooo 

甲斐の. ri 人に こ ひもとめ て、 行 1： に 出る 時- 宗祇 法師の、 世に ふる もお なじ 時雨の やどり 哉と いふ 句 を 書て、 

ついに 難 波の 浦に て、 時雨の ころに 終りぬ。 予洛 陽の かへ さに、 ii ま^ l-SJ"^s?gr かノ, ゆお やず""、 

銘 あらむ こと を 求ら る.. -I により、 銘 して 曰、 

一 笠 一天 地 。一身 一葉 心。 


江山 菌友。 仰 月 臥 花 陰。 

T さ蕉 は； 大和 二 年 冬 草庵の つれ-^ に、 雨の 佗 笠 を 張って 慰めた 事が あった。 そして 「笠 張 ノ說」 を 作って ゐるひ 

草 扉に ひとり わびて • 秋風 さびしき 折々、 竹 取の たくみに なら ひ、 妙 觀が刀 を かりて、 みづ から 竹 を わり、 

竹 を 削て、 笠つ くりの 翁と なのる。 心 しづかなら ざれば、 日を經 るに 物う く、 ェ みつたなければ、 夜 をつ く 

してなら す。 あしたに 紙 を かさね、 夕に ほして 叉 かさね./ \濉 とい ふ もの を もて 色 を さ ぼし、 ます/ \- かた 

からん こと を 思 ふ。 一 一十 日 過る ほどに こそ や ， ^いでき に けれ。 其 かたち うらの かたに まき 入、 外 ざまに 吹か 

へりな ど、 荷葉の なかば ひらく るに 似て、 なか/ \- を かしき すがたな り。 …… あられに さそ ひ、 時雨に かた 

ぶけ、 そぐ ろに めでて 殊に 興す。 興の うちにして 俄に 感 する こと あり。 ふた-び 宗祇の 時雨なら でも * かり 

の やどりに 袂 をうる ほして、 みづ から 笠の うらに 書つ け 侍る。 

世 に ふ る は さらに 宗祇の やどり 哉  (二葉 集」) 

芭 蒸が 笠の 裏に 宗祇の 句 を 書付け た 事 は、 宗祇の 漂泊 的な 佗しい 人生 觀に 共鳴した からで ある。 自作の^ 笠 は 細 

ェ こそ 拙い が、 その 不恰好な 所に 興味が あると、 淡い ュ I モア を 見せながら、 併し 面白く 思 ふ 中に も感. f る 事が 

ある。 宗祇の 時雨で はない が、 假の やどりに 袂 をうる ほして などと、 急に 感傷的な 心 持に なって、 周圍を 見廻し 

てゐ る。 巴 蒸の 言葉に はしみ-^ する 嚴肅 さが ある。 丁度 深い 水の 底に 沈んで、 もがき，， （\ 'やう やく 水面に 浮み 

上って 來た 人の やうな、 生活苦の 深い 經驗と 倦れ たやる せない 心の 殘 像が 微に 動いて ゐる やうに 思 はれる。 此文 
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は 支考の 「和漢 文藻」 (享保 十二 年刊) に、 「笠 張銘並 序」 と 題して 大同小異の 文と なって 出て ゐる (草 扉 を 草の 

扉、 竹 取の たくみに なら ひの 句な し)。 世に ふる はの 句 は 宗祇の 「世に ふる もさら に 時雨の やどり かな」 から 出た 

事 は 明かで あるが、 之に 就いて 古来 種々 の說 があった。 卽ち 芭蕉の 句 は 「吉野 拾 遣」 にある 後村上 天皇の 御製、 

「世に ふる はさら に 時雨の やどり かな」 の擬 作で ある (「愚 雜 姐」) とか、 或は 「新 古今 集」 ニ條院 讃岐の 「世に ふる 

は 苦しき もの を まきの やに 安く もす ぐる 村 時雨 哉」 の 和歌から 脫 化した ので あらう (杉 雨の 「發句 評 林」) などと 

論ぜられて ゐ るが、 それ はしば らく 措き、 「虛 栗， J に は 世に ふる も 云々、 「泊 船 集」 に は 「世に ふる も 更に 宗祇の 時 

|| かな」、 支考の 「笈 日記」 に は 世の中 は 云々、 杉 風 所持の 短冊に * 自筆に て 世の中 は 云々 と あり、 世に ふる はは 連 

歌、 世の!. はは 俳諧の 利口で ある (素 丸の 說 叢の 說) などと 傳 へられて ゐる。 併し 擬作說 は 酷で、 擬 作と 云へば 

宗祇の 句が 旣に其 難 を 蒙るべき である。 

深 川 厘 東 森 下町に 長溪 (慶 トモ) 寺と いふ 寺が ある。 こ- -は 芭蕉の 參禪 した 寺と 傳 へられて 有名で ある。 そこ 

に 時雨 塚 或は 短冊 嫁と 云って、 世に ふる はの 笆蕉の 自筆 短冊 を 埋めた 石碑が 建って ゐる。 卽ち杉 風が 芭蕉 殁後こ 

こへ 短冊 を 埋めて 供養した 嫁で ある。 史 邦の 「小 文庫」 (元祿 九 年刊) の 序に， 

0000000  0000000000000  00  00  ^  0  0'  ^  0  ^ 

さる をむ さし 野の ふるき 庵ち かき 長溪 寺の 禪師 は、 亡師 としごろ むつび かたら はれければ、 伊の 杉^ かの^ 

0000000000  ooooooooooooooooooo^'oo  oo^o  0  ^000  0  0  0  0 

に ひとつの 塚 をつ きて、 さらに 宗祇の やどり かなと 書遗 かれけ る 一 紙を壺 中に 納め 此 塚の あるじと なせ 

り。 たれく も かれに 志 を あはせ て、 情 を はこび 句 をに な ふ。 なほ 師の恩 をした ふに たらす。 ： 霜 落葉 かきの 


けて、 かたの ごとくなる 石碑 を 建て、 |?枯の色蕉をぅゑし發句塚と杉子が^^げきそめしょり、 愁腸 なほ あら 

たまりて、 

n の 影の かなしく 恋し 發句 史 邦 

「笈 日記」 にも、 

十二 日 (元 祿八年 三月 十二 日) は 阿 の 忌日 つとむる とて、 桃 隣 をい ざな ひて、 深 川の 長溪 寺に まう で 侍る。 

ooooo〇ooo〇o〇〇oo〇  000000000000 

は 阿叟の 生前に 賴み 巾され し 寺 也。 堂の 南の 方に、 新の 一 篑の塚 をき づきて、 此塚 を發句 11¥ といへ る lej は、 

世の 屮 はさら に宗祇 の やどり 哉  翁 

此短 册を此 塚に 埋めけ る ゆ ゑな り。 此 ほつ 句 ははせ を 庵の 一 生の むゐ なるべし と 杉 風の ぬし 語り 中され し。 

云々 

是 等の 記事に よれば、 時雨 塚 はは じめ 發句 嫁と 云って 居った やうで ある。 時雨.^^とは宗祇の時雨に感じて作った 

句 を 塊 めた ので、 後人の 名け たもので あらう。 短冊 塌は 自筆の 短冊 を 埋めた 所から 云 はれた ので あらう。 山 下 氏 

の 「大日 本名 所 岡會」 に 「府內 備考」 の說を 引いて、 芭蕉の落齒も！^めたゃぅにぁるが詳かでなぃ。 時雨；^ は：： 

溪寺の本《：^:西の墓地-2:にぁった。 私の 兑た 所では 門 を 入って、 本堂の 左の 中庭 少し 高くな つた 所に あった。 塚 は 

m に 向 ひ、 碑而、 It 巴 燕 翁桃靑 士  (佐々 木 文 山 書)、 碑 陰、 元 祿七甲 戌年 十月 十二 日と ある。 なほ その 左に 齊. 1:: 卞 S 

共 角 墓、 右に 玄峰 お 士の墓 もあった。 之 は 寛 保 三年^^ 五十 回忌に 際し、 眠 柳 麥 阿の 立であった。 共 弛 
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乙. 5  . 眠 柳の 碑、 木戸の 入口に 霜 後. 大 蕪の 碑 も ある。 

靈菊、 「六 物の 記」 によれば、 素 堂の 家に 藏 した 水仙と 菊の 畫中、 菊の 畫 だけ 芭蕉に 贈った ので ある。 一 體蕉門 

には畫 家が 多かった。 許 六 は 畫を狩 野 永 安信に 擧び、 狂畫 多し と 云 はれて ゐる。 破 笠 は 象眼 • 蒔 繪の 妙手で、 

畫は師 傳を詳 にしない が、 狩 野 派の 筆致 を備 へて ゐる。 去來は 芭蕉の 半身像 を 霰き、 氣韻少 からす、 最も 淸雅で 

あった。 炭 俊の 作者 櫻 井 兀峯も 畫を狩 野 永眞憲 信に 擧ん でゐ る。 素 堂 も畫を 好み、 狩 野 家の 風が あり、 畫法を 許 

六に 擧ん だとい ふ 事で ある (「扶桑 名 畫傳」 )。 笆 焦の 畫は餘 技であった けれど、. 「柴 門 ノ^」 に、 「畫 はとって 予が 

師 とし、 風雅 は敎 へて 予が 弟子と なす。」 と ある やうに、 許 六に 舉ん でゐ る。 「近世 逸人 畫史」 によると、 ら粗畫 

で、 多く は畫讃 であった さう だ。 「餐巢 雜纂」 に 杉 風の子 孫 所藏の 笆蕉遣 墨の 抄錄を 載せて、 それに 萩と 月の 自畫 

證、 一 蝶畫 芭蕉 讃 (朝顏 の畫、 朝顔に われ はの 句)、 許六畫 芭蕉 讃 (瀧に 山吹の 畫、 ほろ くと 山吹 散る かの 句) 

等が 兑 えた。 「書畫 便覽」 に、 「笆 蕉畫を 能す と。 此は 門人 許 六の 慵筆 也。」 と あるが 誤で ある。 「竹の子 や 幼き 時の 

綺 のす さび」 と あるから、 ^蕉は 幼時より 繪を畫 いた ものと 見える。 路 通の 「行狀 記」 にも、 「三七日 開 11 翁自畫 

之 像 乙 州 宅？ 云々」 と ある。 素 堂の 畫菊は 何時頃 笆 蕉に與 へた もの か、 殁後 誰の 手に 渡った もの か詳 かで ない。 序 

にい ふが、 笆蕉は 書に 就いても 趣味 を 持って ゐた。 芭蕉が 書 を 北 向 雲 竹 老に擧 んだ事 は旣に 述べた 通りで、 人 か 

ら賴 まれ i ば 短冊 も 書き、 畫讃 もやった (許 六の 「韻 塞」 の 前半に、 許 六が 歸國 する 時、 次 郞兵衞 を 使と して、 

挨拨の 手&ゃ 色紙 • 短冊. 綾 讃の類 を 持たせて やった 事が 出て ゐ る)。 芭 蒸の 筆蹟 を 知る に は、 藝 太の 「WJ 蕉翁眞 


^i^」 • 五明の 「- t 巴 翁 三等 之 文」 • 成 Hi の 「菜 集」 • 介 我の 「風俗 文選 犬 註解」 • 湖 中の 「お 燕 翁 略 傅」 • 白 亥の 一 俳 

igi 眞 澄の 銃」 • 江 三の 「むつの ゆかり」 • 大喬の 「筆の 跡 集」、 其 他 「甲子 行 踵 本」 •「 芭蕉 翁 蹬幻 庵 記」 •「 蒸 

翁 さらしな 紀行！ 一 帅踉敷 {21」、 雪中 庵 • 松 宇 文庫に 傳 へられた 短冊. 書簡 .賓讃 等が あるが、 中には 疑 はしい もの も 

多く 入って ゐて、 今日で は 斯道の 特別な 鑑定家 を 要する 狀 態に あると 云って よい。 近 一；  二の 醫の ロ繚に 取られ 

てゐる 俗に 「朗詠 切」 とい ふ^ 蕉が素 堂の 需に應 じて、 貞享 年間 和漢 朗詠 集 を淨寫 した 肉筆 物が ある けれど、 こ 

れ さへ 或 人の 說には 疑 はしい と 睨まれて ゐる。 併しと にかく 之に は 古筆 了 悅の極 書まで 附 せられて、 嘉永 頃柘木 

として 刊行され た。 若し 之が 眞蹟 であると したら、 淨寫は 芭蕉 庵で 行 はれた もので あらう。 香 取の 本 家に は 

つて ゐる i 者閒 の拔萃 も、 貞享 かそれ 以前、 芭蕉 庵に 於け る書寫 であらう。 本 間 家の 記錄に は、 蕉が 「十：： 今 著 

閱ぉ」 を 請んだ 時、 有用の 部分 を書拔 き、 本 間 家へ 預けて 置いた もので、 初 は 五十 枚 ほどあった けれど、 追々 人 

に與へ て 一 & になった。 それ も 今日はな いさう である。 句染 に、 

朝な く 乎お す，^ むきり-^ す  芭 蕉 

とあって、 S に 草庵の 寂び た靜 かな 空氣が 表れて、 拾 てがたき 風韻に 富んだ 句で は あるが、 「一 SJS^J. 「俳句 定本」 

等た 牛 代 不明の 部に 入れて、 巴 燕 作 を 疑って ゐる やうで 詳か でない が、 とにかく笆蒸は_^:十庵のっれ.^に、 讀喾も 

する し、 古 3! も 1  おすし、 習字 もやった 事 だら うと 思 はれる。 

J  D  0 

.V にノ  ^ 斤、 「し ヽ 勿ノ已 I こ、 

T ハパ 一  ノが 言」 に 

第； 13 深 川の^^ 庵  二 〇一 
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此翁 行！： のころ、 身に したがへ る 羽 折 あり。 五十 三驛 ふた、 び 往來、 さらぬ 野 山 を も わけつ くし、 ある は 越 

路の 雪に さらし、 ある は 八重の しほ 風に しみて、 離婁が151にも^^をゎかちがたく、 龍 田姬も そめ かへ すに よ 

しな からん のみ。 これ を 故鄕の 錦に もな しける やと を かしく また あはれ ならす や。 勢 州 山 田が 原の 三 四と か 

やひと たび 見て、 素 堂 素なら す、 眼く ろし。 茶の 羽 折と はよ くも 名 づけけ る。 4<^^とも何とも名づくべきもん 

た ひなし とて 興に 入ぬ。 云々 

と ある。 隨分 よごれく さった 古 羽 折だった と 見える。 一 體 i 巴蕉は 茶色 を 好んだ やう だ。 「老 の樂」 に 茶の 紬八德 を 

着た 事が あり、 「花屋 日記」 に淨 衣を智 月と 乙 州の 妻が 縫ふ條 下に、 「翁 はいかなる 事に や、 兼て 茶色 衣裳 こそよ け 

れと * すべて 茶色 を 召されければ、 云々」 とも ある。 「隨 齋諧 話」 に、 「越後 國高田 今 町 聽信寺 一 向宗 に笆蕉 行脚の 顷 

の 常 服を藏 す。 地 は紬の やうに て 鼠色、 云々」 と ある。 茶の 羽 折 も 恐らく か X る 類の 服で あらう。 なほ 芭蕉 は 伊 

賀 上野 稍 風 尼から 俳諧 袖 (「隨 齋諧 話」 出、 右の 袖 左より 一寸 短し。) とい ふ 衣服 を 作って 貰ったり， 嵐 雪の 妻 か 

ら 小袖 を 贈られたり (句集)， 杉 風から 夏衣 を 貰って 嬉しかったり (句集 y 衣服 • 調度す ベて 人から 贈られた の 

であるから、 此羽折 も 誰れ かに 贈られた もので あらう。 

芭蕉 庵 は 一間の やうであった。 六疊 (支考 の 「續五 論」 に、 「ばせ を 庵六疊 敷の 冬 ごもり と兑ぇ 侍る か。 云々」 

と ある。) と傳 へられて ゐる。 「俳人 芭蕉」 に、 「深 川の 邊に淨 求と いへ る 道心 あり。 愚智文 直にして， 正直 一遍の 

者 也。 常に 翁に 仕へ て、 小さき 庵 を 得たり。 朝夕^ 蕉 庵の 茶 を煑る こと 妙な り。 云々」 と あるが 詳か でない" 0 


求の 名 は 許- パが， い 巴蕉に 入門す る 時、 「一虚に 桃 隣 二 S: 求 法師な り。 云々」 と あるから 3^ かで あるが (俳諧 問答 抄自 

譜之論 上 y  0^ に-色 蒸の 許に 仕へ. たかは 明かで ない。 「俳諧 十論發 蒙」 (寫 本。 撰者 未詳。 俳諧 十 論の 註 書。 奥 書に 

叫 和 六 丑の S 四月 於 iafw 岡 崎の 庵に て 蝶 夢 書 之と あるが 疑 はしい。 蝶 夢の 二字 を 後から 筆で なすって あり、 且つ 

1?^ 名 捺印が 蝶 夢と は讀 めない。 それに 書中 蕉の素 生 を 云うて ゐる條 下の 註に、 「三十 歳の 年 孫 太夫と いへ る 傍輩 

に 短冊 を 残し 出奔す。 云々」 と あるが、 三十 歳と いふと 延寶 元年に 當り、 「綾詞 傅」 の 寬文六 年 秋の 末の 出奔と 記 

事が 合 はない。 なほ 註に、 年 を 經て探 丸 罪 を 許し、 對 面の 時、 様々 の 事 思 出す 樱 かなの 句に、 翁 脇して、 泰の日 

長く- ム々 と 一一 一一！ 1 つたと あるが- 之 も 「綺詞 傅」 に は、 罪 を 許すな どと いふ 記錄 はなく、 様々 の 櫻の 句が 芭蕉ので、 

探 丸が、 春の 日 早く 云々 と附 けた 事に なって ゐ る。) に、 十 論の 文、 「此論 を も朝暮 三が 評の ま X に、 云々」 と ある 註 

に、 「-ぃ 巴 蕉^の 小宽 也。 名 は 莊子讯 公の 朝三暮四の 事 也。 童子 發句 あり。 「も  一 Q 聞て 寢ばゃ 餅の 音， 翁赏給 ふ。」 

と あるが、 して か i る 小 意 を 使って 居った か詳 かで ない。 其 角の 「五 元 集」 に、 「- t 巴蕉 庵の 沙彌 かけもの ほし か 

りて， 轿 1? を 乞け るに、 せめても の 貧乏 姉に うめの 花」 と ある 所 を 見る と、 小童 を 使って ゐ たやう にも 思 はれる 

が、 支考 の朝暮 三は假 託の 名ら しく、 或は 芭蕉の 沙彌 を朝暮 三と いふ 假名に して、 十 論の 註 者に 揑造 したの かも 

知れない。 「雪 丸げ」 に、 「曾 良 何が し は、 此 あたり 近く かりに 居をト て、 朝な 夕な に訪 つど はる。 我く ひ 物い と 

なむ 時 は * 柴折 くぶる たすけと なり、 茶 をに る 夜は來 りて 軒 をた X く。 性 陰 閑 を 好む 人に て、 まじ はりこが ね を 

たつ。 ある 夜- S にと はれて、 火た けよ き 物み せむ 雪 丸げ」 と あるから、 會良も 豪 所の 手 傅 ひに 來 たものと 兑ぇ 

第一 節 深 川の 芭菊庵 ♦  二 〇 三 
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る。 之 は貞享 三年 頃の 事で あらう。 又 其 頃 深 川 八贫と 題して、 - ぃ巴蕉 • 伎 水 • 笞翠 • 泥^ . 夕 菊 • 友 五 等 相 寄り、 一 

各自 題 を 探り、 閑談に 耽った 事 もあった。  ； 

米 IM に 雪の 袋 やなげ 頭巾  ^ 蕉  j 

雪の 夜 はとり わき 佐 野の 薪 買 はん  依 水  一 

さけ やよ き 雪 ふみた てし 門の 前  苔  翠  一 

炭 一升 雪に かざす や 山 折 敷  泥  ^11-  , 一 

雪に かふ はやし ごとせ よち やん 袋  夕  菊  i 

手に すゑし 豆腐 を 照せ 雪の 月  友  五  1 

雪の 夜の 買物 もつ らいが、 情景 手に 取る やうに 見えて 面白い。 蕪 村が これ を M 〈似て、 貧 居 八 詠 を 作って ゐ るが、 一 

實 情の 素朴 さが 表れて ゐ ないから、 伦 しい 生活が 迫って 来ない。  1 

笆蕉は 酒 を 飲んだ" それ は 句集 • 手紙 其 他 を 屁れば よく 分る。 例へば  1 

憂 方 知  >1 酒聖 4 貝始覺 錢神ー  一 

花に うき 世 我 酒 白く 食黑し (天 和 三)  一 

元 起 和 尙ょリ 酒 れま はりけ るか へし にれ てまつ リ ける  一 

水 塞く 寢入 かねた るか もめ かな (貞享 三)  一 


〇 

只今 田舍 よりけ 達 二三 人參 候。 俄に 出し 可 中 無 之 候。 さ ふく 候 故に さう めんいた し 可 巾 候。 そうめん は澤 

山^2,^" 1! 「一 か^ひい 賴入 候。 さかな はつぶ 納豆 茶碗-入、 贵樣御 出候而 賴人巾 候。 共 次 手-引合せ W 

巾 候。 はや/ \- 御 出 まち 入攸。 以上 

二日  はせ. を 

かふ じ や 茂 作 様 

(「 一 葉 集.」、 年代 未詳) 

？ぉ のとし 空の 名殘， かしまむ と、 消の み 夜 ふかして、 元 わすれ たれば、 

二日に もぬ かり はせ じな 花の 卷 i 享五) 

尾 張の 人よ リ淡酒 1 0. 木 曾の II 活茶 一 種送リ し. y  g: 人に ひろむる とて、 

饮^ て 花! ^"にせむ 二、 升 樽 (元祿 四) 

〇 

の }t 綺書 たる 五重の 器に、 さま，， ^の i§f を 盛り * 名 酒 ー壶、 1^ そへ たり。 (元祿 四、 「嵯峨 日記」) 

し 北 ハ^の 大酒 を 戒めた 「飮酒 一枚 起請」 (天 和 二) も 傅 はって ゐる位 だから (偽作 說も ある y 大酒で はな 力つ 

第一 節 深川の^^菊庵  一一 0 五 
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た" これ は體が 弱いた めで も あらう が * 一面に は 愼み深 かかった ので ある。 酒を飮 むと 寝られない 夜 もあった。 

支考の 「本朝 文鑑」 に、 閑居 ノ箴と 題して • 

あら 物ぐ さの 翁 や。 日 比 は 人の 訪ひ來 るもう る さく • 人に まみえ じ、 人 を も 招か じと、 あまたた び 心に ちか 

ふなれ ど、 月の 夜、 雪の あしたの み、 友の 慕 はる、 も わりな しゃ。 物 を も 言 はす、 ひとり 酒飲みて、 心に 問 

ひ、 心に 語る。 庵の 戶押 明けて 雪 をな がめ、 又は を 取りて 筆 を 染め、 筆を捨 つ。 あら 物ぐ る ほしの 翁 や。 

酒飮め ば い と ^ 寢ら れね 夜の 雪 ハ貞 享コつ 

などと ある。 最後の は 芭蕉 庵の 雪 夜で ある。 

初雪 を 喜んだ の も 其 頃であった。 「繽深 川」 に、 

00O00000O000O0OO  000000O0000000O00 

我 草の 戶の 初雪 見む と、 よそ- IL あ リズむ 空. たにく もリ 侍れば、 いそ ざ歸 る、、 とめ またたびお リけ るに、 

師走 八日 初て 雪ふリ ける よろ、、 び、 

はつ 雪 や 幸 庵に まか. り 在り  ， 芭  蒸 

芭蕉 は宣 心の 持主であった。 此 無邪氣 さ. 此純眞 さが 詩人に 尊い ので ある。 其 他 草庵 生活 を 表すべき 句 を 少し あ 

げて 見る と. 

# 巴 ， 野 分して 盟に雨 を 聞 夜 哉 (天 和 元) 

鵃の IS 波 を 打て， 腸 氷る 夜 やなみ だ (同 ) 


朝 額 こ 我 は 食 く ふ を と こ 哉  C 大和 二) 

K 苦 く  が 咽 をうる ほ. せり  (同 〕 

古池 や 蛙 飛 こむ 水の 音 (貞享 三) 

觀昔の いら かみやり つ 花の 雲 (R  ) 

たやの 市 線ォば 1:3； に 出ば やな (同) 

花の 鐘 は 上野 か 淺草か (處享 四) 

蟲の昔 を 問に こよ 十 の 庵  (Iw  ) 

名：： q や 池 をめ ぐって 夜もすがら  (E) 

it ゃ螯は おろす 門の 垣 (元祿 五) 

佗しい^^ だが、 悠々. E 適の， はよ く 表れて ゐる。 如何に？ 巴 蒲 は 物質 生活に 欲-ゆ 上が 少なかった からと 云っても、 

往 居から 衣服 • 調度 • 食物. 金錢に 至る 迄、 他人から 貰って 置きながら、 物 を 洗って くれ、 糊 を 少し 附け てく 

れ、 人が 來て むだ 書した から、 a を：^ けて くれ、 次 手に 酒も賴 む、 旅行した いから 金 を 借せ、 但し 返せない かも 

知れぬ から 承知して くれな どと、 g| 分 放縦な 勝手な 事 を 言って ゐる。 今日の 社會 意識から 兌れば 乞食で ある。 之 

には^ s^i も 感慨無量 だと 兑ぇ、  . 

000  0  0  0  0  0  0  00000000000 

乞て へ J、  ^うて くら ひ、 さすがに 年の くれければ、 

第 一 節 K 休 川の，； 巴. 祈 一 庵  二 〇 七 
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め でた き 人 の數 にも いらむ 老の暮 (貞享 一 C 

栖 去之辨  ♦ 

こ k かしこう かれ ありき て、 橘 町と いふ 所に 冬 ごもり して * 睦月. きさらぎに なりぬ。 風， もよ しゃ 是 まで 

にして、 口 をと ぢむ とすれば、 風情 胸中 を さそ ひて、 物の ちらめ くや。 風雅の 魔 心なるべし。 なほ 放 下して 

栖を 去り、 腰にた^ 百錢 をた く はへ て * 柱 杖 一 鉢に 命 を 結ぶ。 なし 得たり 風情 終に 菰を かぶらん と は。 (小 文 

庫、 元 祿五年 作 か) 

と述懷 して ゐる。 ^蕉 だって、 「金な き 者 は 行路 難しと いひけ む 人の かしこく 覺ぇ 侍る。」 とか，， 或は 「貧 始覺， ー錢 

神 1」 とか 言って ゐ るの だから * つく-^ 貧乏 はい やに m やりて ゐる もの- -、 此 一 筋に つながって どうもなら す、 せ 

會 生活 を 捨て \、 自己の 感情 生活に 殉 じて 了った の は. 傷まし くも あるが、 又 尊い 氣 もす るので ある。 

芭蕉 庵の 食物、 之 叉 簡素 恬淡であった" 山 店が 閑居の つれ. <\ を 慰むべく^ の 飯 を 持って 來た事 は 句集に 見え 

てゐ る。 又 黑豆. 納豆な ど を 人に 請求した 事 も 手紙の 中に ある。 餅 も菓チ も药 Si も 好きの やうだった。 闌更の 「俳 

諧 世說」 によると、 加賀の 金澤の 小卷亭 に夜會 があって、 その 席の 饗應. H 海の 珍味 を 並べた ので * 會 後-い 巴 蕉は大 

名のお 成りの やうで • 風雅の 寂び がない と 一 同 を 戒めた と あるが、 巴 蕉の言 ひさうな 事で ある。 「隨 齋諧 話」 に、 

元 祿七年 八月 十五 日、 芭蕉の 家兄 松 尾 氏の 後 園に 無名 庵 を營ん で、 その 入 庵の 献立の 寫 しが 出て ゐ るが、 卽ち 

八月 十五夜 


G つ 

な： 


ペレ 


生 

木 


姜 

茸 


中 猪口 一 


人 參 

やき 松茸 


- わし 


物 おす 

冷 飯 

さ け ， 


つかみ 豆腐 

^  ^ しめじ 

^ 荷 


JP みう リ 

くる 

しぼ リ汁 

しゃう ふ 

すリ 山の 芋 


とり 看 


芋赏入 


と ある。 二 汁、 五 茱に點 心が 添へ て ある 所 は、 ^蕉 の會 食と して はけ だし 最上の 料理であった らう。 

i 巴 紫 は德の 人であった。 德望 があった からこ そ， 人 も 許し、 自分 も 勝手に 振舞へ たので ある。 -t 巴蕉 はさ 今獨步 

である。 

第一 節 深 川の 笆菊庵  二 〇 九 


第五 章 芭蕉 庵 時代  二 一〇 

第二 節 芭蕉の 參 禪 

1 、 根本 寺 鹿 島 神社の 訴訟事件 

芭蕉と 根本 寺の 住職 佛頂 禪師 との 關 係に 就. いて、 山 崎 氏 は 臨 川 寺の 寺說を 引き、 佛頂は 根本 寺と 鹿島祌 社の 

論 解決の ため、 延寶 より 貞享に 至る 迄、 凡 十一 一年間 深 川に 滞留した。 芭蕉の 參禪は その 頃で あると 論じて ゐ るが、 

大正 二 年 七月 「に ひ はり」 に、 樋 口 氏の 「根本 寺と 佛頂 和尙」 とい ふ 論文が 出て、 此關係 はや i 明かに なった。 氏 

の 論 は 「佛 頂和尙 出入 留寫 芭蕉 翁眞 筆」 とい ふ寫 本に よって、 (原本 は 根本 寺に ある さう で、 それ を 京都 東 山雙林 

寺 芭蕉 庵主 岩 井 氏 か 人 をして 寫 させた もの) 考證 したので ある。 其說の 大要 は 次の やうで ある。 

訴訟の 主意 は 大宮司 家と 根本 寺との 權衡爭 ひで ある。 寺 記に よると、 根本 寺 は 推 古 天皇の 頃聖德 太子 勒を 奉じ 

て 建立した 寺であった。 德川 以前 は 常 陸の 國主佐 竹 氏から 寺領 として 二百 三十 石 を 貰って 居った。 その 當時鹿 島 

神社 は 五百石 を領 して ゐた。 根本 寺 は 其 後一 時 無住と なり、 維持 困難に 陷 つたが、 南 化 國師の 時 鹿 島祌領 の內か 

ら百石 だけ を 根本 寺領 として 貰 ふ 事に なった。 南 化 國師の 弟子 1K 柱なる 者が 住職に なった 時、 寺 領を祌 領の外 か 

ら貰 ひたいと 出願した が 許されなかった。 佛 頂の 前 住 冷 山の 時になる と、 大宮司から 社 下の 各 寺の 住職 は轉 任の 

際、 後 住 を 自分で 定めて はならぬ、 年頭 節句に は 各 寺から 社家に 出仕し、 且つ 何事 も 社家の 下知 を 受ける 事と レ 


ふ 條件を n!.! 出された が、 山 は 之 を 斷リ、 その^ 幕府へ 訴 へた。 其 結 * 根本 寺 は 別に 建ち 來 つた 寺で あるから， 

先規 通り. G 今 以後 やって 差 支へ ない とい ふ 判決が あった。 冷 山 は延齊 ニハ半 十月 十八 日 遷化され た。 然るに 其 後任 

に怫 H がなら うとした 時、 大宮司 家から 担 絶して 来た。 そして 大宮司 は 直に 江戸へ 上り， 裁許 を 仰ぎ、 十一月 

九日 根本 寺 領を半 知の 五十石に 減らさせて 了った。 佛頂 大に愤 り、 共 理由な き 旨 を 幕府へ 訴 へた けれど 却下され 

た。 併し 怫顶 之に ひるます、 再三再四 愁訴し、 遂に 天 和 ニハ牛 六月 二十 七日の 判決に より、 大宮司 は 三百 六十 石の 

内 百 六十 石 召 上げられ、 根本 寺 は 本 知 百 石に 復 する 事に なった。 之 は 半 知に 減ぜられた 延寶ニ 年から 九 年 目で あ 

る。 佛顶は 訴訟 車 件が 片付く と、 後 住に 龍鐡 とい ふ 人 を 推し、 飄然と して 隱 居して 了った。 

蒸 翁 露 おとい ふ 出入 留が、 どの 程度 迄 信じられ るか 分らない が、 大體佛 頂の 江戸へ 来た 事情 は 分らう と m 心 ふ。 

II、 芭蕉 佛頂 

一 體佛預號の！^には古來四人ぁった。 卽 ち行嚴 (夭ム 3 宗)、 佛頂 房、 永 承顷の 人。 頼舜 (眞ー 百宗 )、 佛 E 房。 

一 絲 (禪宗 )、 江 州 永 源 寺の 住^。 岩 倉 具堯の 三男。 加 茂の 靈源 寺、 丹 州 法 常 寺の 開基。 澤 庵に 參し、 後 京の 堂 

に见 え. 印 記を受 く。 後水尾 法皇の 籠 を 蒙り、 壯年 にして 在世 佛頂國 師の號 を 賜 はる" 正 保 三年 三 e: 十九 日 寂。 

年 三十 九。 次 は 根本 寺の 佛頂 である。 然るに 後世 多くの 學者は 根本 寺の 佛頂を 永 源 寺の 佛 國師と 誤信して ゐる 

やうであった。 猿 左の 「竹 原 ひじり」 (宽政 八 年 山 露 庵 文 兆跋) の 序に、 

今 世 海內霄 俳諧 者 • 莫不以 翁 爲師、 翁 參佛頂 國師ー 絲 和尙、 頓 お得 干禪、 故 其 片言^句 亦 自然 有餘 味。 "ム々 

第二 節芭 菊の 參！：  ニー】 
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と ある は 其 一例で ある。 正 保 三年に 死んだ 佛 頂に、 正 保 元年に 生れた 芭蕉の 參禪 する 道理 はない。 ^蒸の 佛頂は 

佛頂 國師ー 絲和尙 でない 事 は 明かで ある。 吉田 氏の 「大日 本 地名 辭書」 にさへ 芭蕉の 佛頂を 永 源 寺の 佛. 頂と 誤 ま 

ら れてゐ る。 

前章に 述べた 如く、 芭蕉 は佛 頂に 師事せ ぬ 前に、 江戸 中 ノ鄕定 林院の 默宗和 尙に參 したり、 盤 桂 禪師が 天祥庵 

に 往来した 時、 隣をト して 接んだ とか、 或は 在京中 佛法 を南禪 寺の 塔 頭 某和尙 に擧ん だと かいふ 異說 があった。 

是 等の 說の 眞僞は 今し ばらく 措き、 芭蕉が 佛 頂に 舉 んだ關 係に 就いても 頗る 說が 多かった。 魯 庵の 「桃 靑傳」 は 

次の やうな 說を あげて ゐる。 (ィ )、 笆蕉は 默宗の 紹介で、 臨 川 寺の 怫頂和 尙に敎 を 受けた (桃靑 寺 日記)。 (a)、 

佛頂 しばく 江 戶へ來 り、 深 川 陽 岩 寺に 留 錫した 時、 はじめて 芭蕉が 參禪 した。 (ハ )、 臨 川 寺 開 創の 後-い 巴 蒸が 參 

禪 した。 (一一)、 參 禪は佛 頂が 深 川 長慶寺 在住の 時で ある。 (ホ )、 臨 川 寺 はもと 臨 川 庵と 云って、 芭蕉 所 住の 庵號 

である。 其 頃 根本 寺に 九 年 問繼續 した 訴訟事件 があって、 佛頂は 之が ためしば く 上 府し、 錄に笆 蕉の臨 川 庵 を 

旅 宿と 定めて 禪を談 じた。 以上の 說は その 原の 典 據を詳 にせぬ ものが 多い けれども- (ィ) は默 宗と佛 頂との 關係 

が詳 でない 以上 信す る 譯には 行かない。 (口) は 陽 岩 寺と いふ 寺 は 深 川に はない やうで ある。 陽嶽 寺なら 富 岡 橋の 

北 詰に あって、 妙 心 寺 派の 禪寺 である。 併し 佛 頂が 陽嶽 寺に 住んで 居た 記錄は 他に 見當ら ないから、 之 も 遽に信 

じられ ない。 若し 又 之が 靈岸 寺の 誤で あると したら、 靈岸寺 は 天 和の 鰭圖 にも 見えて、 淨土 宗關東 十八 欖 林の 一 

で、 禪宗 ではない から • 佛 頂の 掛錫は なほ 更 信じられない。 (ハ) の說 もどう かと 思 ふ。 天 和の 繪圖を 見ても、 ヒ 


キコミ 丁 あたりに 寺ら しい 家は兑 えない。 恐らく 當時は 草庵で あつたの だら う。 「大日 本 寺院 總^」 に、 15^ 京 案 W 

を：；？；き、「臨川寺は正德三年^^佛順の11基する所、 云々 按す るに 佛順は 中興せ しもの なるべく、 云々」 と あるが、 

之 は 中興で はなく、 寺に なった のが 正德 三年で、 佛 順の I？ 基で あつたの だら うと^へ る。 (ーー)は史邦の「小文^！^」 

〇o〇ooooooooooo〇o〇ooo  o〇〇〇o〇o〇〇〇 

の 序に も、 「；：！^^溪寺の^岬師は亡師年^^睦び語らはれけるが、 云々」、 支考の 「笈 日記」 にも、 「是は 阿叟の 生前に 顿み 

巾され し 寺 也。 云々」 とあって、 畏慶寺と^巴蕉との關係の深さを物：^^^ってゐる。 或は^^^邦のぃふ長慶寺の禪師と 

は佛 S を 指した ので はなから うかと 思 はれる。 卽ち佛 頂 は 臨 川」 施に も 居たり、 長 慶寺 にも：：^ ま はれた ものと 兑ぇ 

る。 S 慶.； 寸は深 川 s: 東 森 下町 三 七に あって、 蝤龍 山と 號し、 曹洞宗 で、 越後 岩 船 郡 村 上 耕 寺の 末であった。 寬 

、水 七た 牛の^ 立。 11 基 は 德山重 政、 開山 は 一 空 和尙。 臨 川 寺 は 深 川區裹 大工 町 九、 本 誓 寺の 西裘、 端 甕 山と 號し、 

臨 §ポ で、 妙 心 寺 派の 末で ある。 今 は 寺內に 「逬 S!:2?p 喝」 と 書いた 佛 頂の 額、 飯 田 海山 作のお 蒲 木像が ある。 

•4- 慶寺も 极本寺 も禪宗 であるから、 佛 頂の 掛錫 はあり 得る 箏 である。 それに 長慶寺 は-い 巴 iffi^ と 程遠くない 所に あ 

るから- - は 燕 も 時折 出掛けて は禪師 と佛道 を： おった 事 も あらう。 (ホ) • 臨 川 庵が 燕のお で、 佛顶の 旅 宿で あ 

るとぃふ^^は、 未だ 他に 聞いた 事の ない 說 で：：：； 2 ぜられ ない。 臨 川 庵が-い 巴 燕^の 近所に あり、 時には 佛顶 がお 蒸 

に 泊ったり、 -t 巴 蒸が 臨 川 庵に 泊ったり した蔡 などから、 か X る 誤 傳が殘 された ので は あるまい か。 

|>\ する に-い 巴 燕が 臨 川 ^^ゃ：：；^ 慶寺 に往來 して 佛" 6 に 禪を舉 んだ事 は事實 であらう。 士朋の 「枇杷^ 隨 載」 に、 佛 

斑に 關 する， tEJ 籠の 手紙 OR 蹟松 兄に ありと) を 載せて ゐ るから 參考迄 引用しょう。 

第二 節 ^ 燕の 參禪  ニニ 二 
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. 早春 佛 頂和尙 へ 御 狀被遣 候 を、 則 愚 庵へ 爲御持 越 微熟覽 仕 候處、 木 鬼の 角 あるけ しき 先 感心 仕 候 上- 病床に 

病と 組で 勝負 を 御 あらそ ひ、 終に 大服悟 哲の勢 ひ 驚 入奉存 候。 和 尙の肝 腸い まだし かと 探られす 候 問、 重而 

•  .  W  000000000  〇oo〇o〇〇〇ooo〇o〇  o〇 

評判 可 巾 進 候。 和尙 にも 舊職は 寒ぬ るく 候 故 • 御 持病 もこ i ろよ く、 愚 庵まで 手 を ひかれて 一 夕 御 入、 大道 

00  0  00  00000000 

の咄し 止て、 俳諧に て 到 半夜 候。 

梅 櫻み しも 悔し や 雪の 花 

と 御 申 候、 感心 致 事に 候。 云 々  . 

眞蹟 だと すれば 面白い 材料で ある。 佛頂も 俳諧 を やり、 持病が あつたと 晃 える。 支考の 「爲 辨抄」 に、 「此 和尙の 

在世 は 天 和 • 貞享の 比な り。 播 磨に 盤 珪禪師 とい ひ、 江 戶に佛 頂和尙 とい ふ。 天下に 龍 虎の 名 知識な り。 いづれ 

も 風雅 を稱し 給へ りと ぞ。 武 城の 深 川に 禪刹 ありて、 笆蕉庵 も そこに 近し。」 と あるが、 佛頂 を盤珪 と比べて、 龍 

虎の 知識と 云った 所 は、 佛 頂が 芭蕉の 師 である 所から 稱揚 した もので • 實際 は佛顶 は盤挂 ほど 有名で なく、 むし 

ろ隱れ たる 知識であった。 何と なれば 臨川佛 頂の 名 は 高僧 傳 にも 怫 家人 名 辭典に も 兌えない からで ある。 若し 佛 

頂が 網于の 盤挂の やうに 知名な 人であった なら、 そんな 害 はなから うと 思 ふ。 又 臨川佛 頂が 有名な！^ であった な 

ら、 後人が 之 を 永 源 寺の 一 絲和尙 と 誤る わけ も あるまい。 佛頂は 根本 寺で は 有名な 僧であった らうが、 社會ー 般 

に は隱れ たる 野衲 であった らしい。 

退隱 後の 佛頂 はどうし たかと いふと、 貞享四 年 秋 芭蕉が 鹿 島へ 月見に 行った 時. 「根本 寺の さきの 和尙、 今 If 世 


000っ000〇00000000〇〇000  0  loo 

をの がれて、 このところに おはしけ ると 云 をき X て、 云 々 」 とあって  > 其 時 は 未だ 鹿 島に 居た 。「奥の.！ 道」 に、 「奈 

の 雲 岸 (巖 • 止 シト) 寺の 奥に 佛頂 禪師 山： i5 の 跡 あり。 云々」 と あるが * 何時 こ、 へ來 たもの か 分らない。 梨 一 の 「色 

蕉翁 傅」 に、 「後 此雲岸 寺に 來て、 山中に 隱栖 す。 云々」 と ある。 是 等に 據れ ば、 佛顶は 根本 寺退隱 後し ばらく 鹿 

島に 居て、 後 奈須の 雲 岸 寺へ 來 たやう である。 「奥の 細道」 に、 「竪橫 の 五 尺に 足らぬ 草の 庵む すぶ もく やし 雨な 

かりせば と、 松の 炭して 岩に 書き付け 侍りと、 いつぞや 聞え 給 ふ。 云々」 と あるから、 こ \ から 芭蕉に 便りが あつ 

たと 見える。 ^蕉が 雲 岸 寺 を 尋ねた 時， 佛頂は 居なかった。 積翠の 「句 選 年考」 木 啄も庵 は やぶらす 云々 の 句の 

頭 誓に T 臨濟 派、 佛預 和尙は t 巴蕉 の參禪 の師、 鹿 島根 本 寺の 開山 也。 始は 東武深 川長慶 寺に 住す。 此等 芭蕉 參禪 

000000000000  〇o〇〇o〇o〇o〇o し  o〇o〇 

佛 55 和尙 二度 此 に： i りて、 正 德五年 十二月 十八 日 寂す。 八十 七 歳。，」 と ある。 之に 據 ると 奈须 雲」：； i 寺の 庵で 死ん 

だと 見える。 井^：水水の 「奥の 細道 赞註」 に、 師献 とい ふ 人の 畫 いた 佛 頂の 番： 像が、 雲 岸 寺に 保^され、 その 贊に 

「化 雲巖 精廠」 と あるから * 雲巖 寺で 佛預は 入滅され たらしい と 言って ゐる。 叉 氏は佛 頂の 額 を のしよ ぼ， 

した 氣むづ かし さうな 爺さんで あると 言うて ゐ るが、 晋 風の 記事に よれば、 根本 寺に 保存され た佛 頃の 書： 像 は 

目淸秀 な 傲であった と。 促し 佛頂 面と いふ 語の 起源 を、 此佛 頂に 附食 する 說 はどう かと m 心 ふ。 
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第三 節 芭蕉 庵の 燒失 . 

一、 燒 失の 時日 

燒 失の 時日に 就いて 古来 やき。 一た ザお i と^き 一？ 一 とあった。 夭 和 一 一年 冬說は 「菅 菰杪」 • 「色蕉 翁傳」 • 「 一 

代錄」 • 「行往 略記」. 「句 選 年考」 • 「次 郞兵衞 物語」 • 其 他 近頃の 芭蕉 傳 悉く 之を是 とし、 天 和 三年 冬 說は其 角の 

「枯尾 華」 の 記事 を 本と して、 「略 傳」 • 「芭蕉 翁 全集」. 「春秋」 等 之に 從 つて ゐる。 私 はや はり 天 和 二 年冬說 がよ 

いかと 思 ふ。 「武江 年表」 に據 ると、 此 火事 は 天 和 一 一年 十一 一月 一 一十 八日 駒 込大圓 寺から 出て、 本鄕 • 下 谷 • 祌田 • 

日本 橋 • 淺 草 • 本 所 • 深 川に 迄延燒 した 大火であった。 「虚栗 集」 に、 

OO00OOO000 

烟の中 LL 年の 昏 ける-^ 

かすむ らん 火々 出 見の. 世の 朝诸  似 春 

と ある は、 卽ち天 和 二 年 十二月の 火事の 慘害を 云った ものである。 似 春 は 小 西 氏、 當時 恐らく 本 町に 住んで ゐた 

もの だら うから、 其 附近の 河岸の 狀況を 詠んだ ので あらう。 天 和 三年 冬燒 失と すると、 第一 芭蕉 庵 再興の 天 和 三 

年 九月の 素 堂勸化 文が 變 になる。 次に 燒失後 甲斐へ 行って、 五月 江戸へ 歸 つて 来た 事 も貞享 元年と なり、 同 八月 

に は 甲子 吟 行と 出かける 事に なって、 芭蕉 庵 再興の 時日と 合 はぬ ばかりでなく. 否 芭蕉 庵へ 入らぬ としても 餘り 


あはた ぐし くて 信ぜられない。 「枯尾 華」 の 文章 は 其 角の 園 達な^ 象で • 事實の 校合な ど は考へ て 居ない やう だか 

ら 常になら ない。 例べば 色 蒸 野 分の 句 は 天 和 一 一年 三 月刊の 「武藏 曲」 に 出て ゐ るに 拘ら すへ 其 角 は 之 を Jfi 早 元年 秋 

の 句に して 出して ゐる。 〔答 松の 「行 住 略記」 にも * 「今年 (天 和 二 年) 冬 十二月 芭 蒸庵燒 亡す， - 此回 綠 の 事 は 其 角が 

終 ャぉ の 記に 三年と 出しより 大方の 書 三年と す。 しかれ ども 二 年た る 事 正しき 證有。 こ、 に 略す。 三年と 書し は 其 

角が 誤 也。」 と斷 じて ゐる。 素 蓮 は 「卷 秋」 に 之を较 して、 「恐 ラク ハ寥松 • 梨 一等 ノ誤說 也。 天 和 元年 草庵 造 立シ、 

同 三年 燒亡ァ リテ、 -.HJ 燕 ノ雜命 ノ程モ 知 ラレ、 赏ニ玉 ノ緒ノ ハカ ナサ モ思ヒ 遣 ル。 云々」 と 論じて ゐ るが、 之 は 

共 の 美文 を 過信した 結 架で あらう。 

二、 悟發 VJ いふ 說 

草庵 燒 失に は- t 巴 蒸 も 余程 困った と兒 え、 北 枝の 火難に 同情した 手紙に も、 「池 魚の 災 承り、 我 も 甲斐の 山 Bii に nr> 

うつり さま.，^ 苦勞 いたし 候へば、 御難 儀の ほど 察し 中 候。 云々」 と あるので よく 分らう。 「次郞 丘ハ衞 物語」 に、^ 

蒲の ig- 話と して、 川に 飛込んだ 所 * 火が 波の 上 を 這って くるので、 流れ 寄った 古 養 を 以て 火を拂 つて ゐる うち， 

S 《に 火が 附ぃ たので 拾て k 了った。 頭 だけ 出して ゐ ると、 顔に 火が 吹き かける ので、 頭 を 出したり、 浸けたり し 

た。 はじめは 寐さを 感じなかった が、 後に は 凍へ 死に さう になった。 やがて 下火になって 來 たから、 淺ぃ 所へ 寄 

らうと すると * 足が フラ くして 歩け ない。 後先 を 見廻す と、 道具 や 人が 澤山 流れて 來る。 自分 は 首に かけた W 

山の 佛を 念じ、 觀音經 を 誦して ゐ ると、 犬い 榧の やうな ものが 二つ 三つ 流れて 來 たので、 それにつ かまり、 やう 
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やく 淺 みに 這 上ったら、 誰れ かが 引上げて くれたと あるが、 うまく 想像 化した ものである。 魯 庵の 「桃 靑傳」 に 

よると- 天 和 三年 春 正月、 江戸に 霖雨 .大 洪水が あって、 葛 飾 は 一圓 湖水と なった。 ^蕉は 前年 火に 會ひ， 更に 

此 水害に 苦しめられ たと あり、 「次 郞兵衞 物語」 にも、 去年 (天 和 三年) の 水難 以來^ 蕉 は瘕氣 なほ 叉 起り 云々 と 

あるが、 例へ 水難が あつたに せよ、 芭蕉 は 葛 飾 附近に 居る 害 もなから うから、 それが ため 苦しめられた とか * 或 

は病氣 になる 譯も あるまい と考 へる。 「枯尾 華」 に、 笆蕉の 火難に 就いて、 「是ぞ 玉の緒の はかなき 初め 也。 愛に 猶 

^^^^^s^^. き lyi§、l む！^,^ む 云々」 と 巧に 書いて ゐ るが、 是が 玉の緒の はかなき 初めで あるか どうか 

分る もので もなければ、 今更 腿の 覺 めた やうに、 猶如 火宅の 變を 悟り、 無 所 住の 心 を 起して、 旅立つ やうな 芭蕉で 

も あるまい と 思 ふ。 當時 たまく 笆 蒸が 佛頂會 下に 參し、 正 念 工夫 を 凝らして 居った 時 だから、 其 角が 猶如 火宅 

云々 の 法語 を 以て、 芭蕉の 心理 を 美文 的に 想像した ので あらう。 山 崎 氏 は 甲 州 行 を 此悟發 に 基く ものと^へ て 居 

る やう だが、 それ は 其 角の 想像 を 正直に 取った 謬見で あらう。 今頃 悟發 などと. いふべき 苦勞の 足りない お 蒸と は 

考 へられない。 芭蕉の 甲 州 行 は宗敎 的の 悟發 でな く、 物質的に 困り切った 結 である。 今迄 世話になった ト尺ゃ 

杉^の 家も燒 けて 了った。 それに 叉暮の 事で、 燒 出された 人の 世話に もな つて 居られな いとい ふやうな 所 力ら、 

甲 州へ 一先 づ立 返く 事に したので あらう。 「次 郞兵衞 物語」 によると * 次 郞兵衞 が 江戶の 大火 を 聞き、 天 和 三年 正 

n 六日 伊賀の 上野 を 出立し、 十 一 日の 暮江戶 へ 入って 深 川へ 來て兑 ると、 殘 らす燒 けて 了って ゐる。 芭蕉 庵 は何處 

らうと 人に 問うた けれど 知る 者 はない。 あちこち 探して る 中に 醫者 らしい 人に 逢った。 聞く と、 芭蕉 翁の 事な 


ら I 一本！ g の 上 行 寺に 避難して ゐ ると 敎 へて くれたな どと 面白く 作って ゐる。 醫 者に 逢った と 云って 喑に 其^ を 和 

かし- その 菩提 所なる 二 本 梭の上 行 寺 を： g 出す る 所な ど， 1： 色 も 巧な ものである。 

三、 甲 州 行  - 

^け 出されて すぐ どこへ 避難した もの かそれ は 分らない。 叉 その ま、 甲 州へ 赴いた もの か * 或はし ばらく 知人 

の 厄介に なって ゐて、 ^になって 甲 州へ 行った もの かそ こも 分らない。 去留の 「全 壤」 によると、 駿河& ： 屮坊家 

の 屋敷に， i^s したの は此 時で あらう と あるが、 恐らく 之 は笆蕉 庫の 記事 中の^ 數 によって 推定した の だら うが 詳 

かで ない。 湖 中. の 「略 傳」 に、 「此年 C 大和 三年) の 冬 深 川の 草庵 急火に かこまれ 云々。 其 次の 年佛頂 和尙の 奴六祖 

五平と いふ もの.^ 情に て 甲斐に 至り、 かの 六祖が 家に 冬より 翌年の 夏まで 遊ばれし と ぞ。」 と ある。 此 文意 は 天 和 

三年の 冬から 炎享 元ハキ の： 复迄滯 在と いふ 辜で あらう が、 此 年の 冬 云々 と 云って、 其 次の 年と あると、 1K 和 四 年 (貞 

享 元年) 五平の で W. 斐に 至り、 同年 冬から 貞享ニ 年の： 复迄 居た やうに 思 はれて *  ^だ 紛ら はしい 書 方と 云 はな 

ければ ならぬ。 「_s "秋」 に は、 「五月 甲斐 一一 行脚 シ、 六祖 五； 牛ガ家 一一 止 鐸。」 と ある。 之 は 「枯尾 華」 の、 「共 次の 年 

(天 和^ 年) 夏の 牛に 甲斐が 根に くらして、 富士の 雪の みつれ なければ、 云々」 と ある 文から 推して、 旅行 を 夏と 

したやう であるが、 諸 書 五月 迄滯 在と あって、 五月 行った 事に はなって ゐ ない。 例の 「次 郞兵衞 物語」 は 甲 州 行 

とせす、 天 和 三年 朝鮮人 来朝の 事が あるので、 燒 失した 神社. 佛閣 • 武家 • 町家の 造作 を 急ぐ やうに 巾 渡され、 

深 川邊は 五六 十日で 大牛 建^った。 ほ 蕉庵も 四十 四 五日に は 引越された。 併し 芭蕉 は 中 橋の 沾德、 茅場 町の 其.？：、 
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本 所の 素 堂、 堀江 町の 不 ト、， 吳服 町の 調和、 濱 町の 嵐 雪 等へ 招かれ， 庵に 歸る事 は 稀であった。 自分 (次郞 兵衞) 

も 庵の 留守 をつ とめ、 四月 伊賀へ 歸り 云々 と あるが、 小說 らしく 信じられない。 . 

甲 州 行 は 何人 を賴 みに した か、 異說 多く 一  定 しない。 通說 は六祖 五平 を賴 つたと ある。 成 美の 「隨 齊諧 話」 に、 

芭蕉 荣 川の 庵 池 魚の 災 にか、 りし 後 t しばらく 甲斐の 國に掛 錫して、 六祖 五平と いふ もの を あるじと す。 六 

祖は彼 ものの あだ 名な り。 五平 かって 禪法を ふかく 信じて、 佛 頂和尙 に參擧 す。 彼 者 一 文字 だに しらす C 故 

、に 人 呼で 六 祖と名 づけたり。 はせ を も 叉、 かの 禪師の 居士 なれば、 そのち なみに りて、 宿られし と 見えた 

. り 。云々 

と ある。 之に 據れば 五平 は 甲斐の 產と 見える。 佛 頂の 奴 僕と あるから、 臨 川 庵 往来の 時、 芭蕉と 知合 ひに なった 

の だら う。 叉 湖 中の 「略 傳」 に 一 說 として、 

ー說 に、 ^Igil: ハ とに 久しく 足 を とどめられし 事 あり。 初 雁 村の 等 力 山 萬 福 寺と いふ 寺に * 

翁の 書れ しもの 多く あり。 叉 初 雁 村に 杉 風が 姉 ありし といへば、 深 川の 庵燒 失の 後、 かの 飾の 許へ、 杉 風よ 

り 添書な ど 持れ て 行れし なるべし と 云。 

と ある。 郡 內とは 「略 傳」 に、 自書 云、 甲斐の 國郡內 と 云 所に 至る 途中の 苦吟、 「夏 馬 ほくく 我 を ii に 見る こ \ 

ろ 哉」 と あるから、 此 時の 旅 中 吟と思 はれる けれど * 「句 選 年考」 に、 或 人の 家 藏眞蹟 の 書翰に とあって、 「木 曾 

路 にて 發 句の 事. 此度は 日 數の間 も 無 之 故、 發句も 二三 句なら では 致さす 候。 其く せ 不出来に 候。 漸く 淺間邊 に 


て- 馬 ほくく 我 を緣に 見る 一 zs^ 野： 此句 ばかり かと 存候。 云々。 柏 水 丈 はせ を」 の 文を揭 げてゐ る。 又松鬆 

の 「水の 友」 (享保 九 年刊) に は 讃と 題して 此 句が 出て ゐる。 考 へる と郡內 途中の 呤を 直して、 後に 淺問 旅行 ハ 

の吟 にして 了 ふ 事も變 だし • 甲 州 行の 次手淺 へ 廻った 證左 もない し * かた，， ^郡內 途中 呤が あやしくなる。 畫ー 

讚の 方 は 昔 作った 句を綺 にあて はめて 題す る 事 も あらう から • 年代に 關係 もなから うが、 旅中呤 はさう は 行かな 一 

い。 因に 此句は 「赤 双紙」 に、 「はじめは 夏 馬 ほく/ \ 我 を繪に 見る 心 かな」 と あり。 後 直るな り。 云々」 と あるが， 

「一葉 壤」 に は • 夏 馬の 遲行我 を 鎗に兑 る 心 かなと ある。 白 亥の 「眞 澄の 鏡」 に 、高山 槩 の 子の 記と して、 「£ 

〇oo  ooo〇〇〇〇〇oooo〇〇o〇〇〇oo〇〇〇i 

父 幻 世 (高山^^右衞門繁文、 俳名 槩塒、 後に 幻 世と 改) 懇 にて * 甲 州 郡內谷 村へ も 度々 參 られ、 三十 曰 或は 五十： 

日 逗^す。 又 ある 時 は 一晶な ど 同道す。 云々」 と ある。 之に 據 ると 郡 內は麋 塒の鄕 里であった やうに 思 はれる C 一 

「一葉 化、」 に 槳塒. 一晶 ニ巴蕉 の三呤 歌仙が ニ卷 出て ゐ るが、 之 は- t 巴 蕉庵燒 失 後 郡內へ 行っての 作で あるか、 或は； 

それ 以前の 作で あるか 分らない が、 郡內 が笆蕉 とか X る關 係の 土地で あると すると、 甲州行は郡內の高山氏を^^ 

つたと も考 へられよう。 初 雁 村に 杉 風の 姉が ゐ ると いふ 說は詳 かで ない が、 若し さう だと すれば、 燒け 出された 一 

後の 一 時の 寓居に は 都合の よい 所で あらう。 叉 「 一 代錄」 に、 「甲 州都 留郡 郡內谷 村と 云 所に、 白 瀧と て 名高き 名 一 

所有。 久 住と いふ 人に いざな はれて、 彼 所に 实す。 勢ヒ あり 山家 も 春の 瀧津魚 笆蕉。 久住は 磯部 源左衞 門と 云 御 一 

旅 本 也。 知行 四百 八十 石。 愛に 枕して 遊歷 ありと なん。 云々」 とも ある。 郡 內には 多く 知人が あつたと 晃 える。 一 

去 の 「全 摟」 に、 「七月 (延寶 九 年) 再び 富士に 登り、 冬の 半まで 吉田谷 村に 滞留し. 甲斐 國を遊 藤 あり。 富 士の自 一 
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螯讃 に、 雲霧の 暫時 百景 を畫 きけ り。 甲斐に 遊び、 山中に て、 山賤 のおと がひ閉 るむ ぐら かな。 谷 村の 白 瀧- 勢 

ひ あり 氷柱 消て は 瀧の 魚と 聞え たる は此 時の 事に や。」 と ある。 雲霧の 句 は 「芭蕉 句 選 拾 遣」 に、 百景 をつ くしけ 

りと あり、 勢 ひ ありの 句は麥 水の 「新虚 栗」 に、 水 消て はと ある。 山 賤の句 は 甲斐 山中と 題して、 「繽虛 栗」 に 出 

てゐ るから、 貞享ー 一年 夏 甲子 吟 行の 歸途 甲斐 遊 歷の呤 であらう。 

四、 笆 庵 再建 

天 和 三年 五月 色 蕉は江 戶へ歸 つて 來た。 山 崎 氏 • 樋 口 氏 は 芭蕉の 歸庵を 其 角の 招請に よる やうに 言うて ゐ るが 

詳か でない。 江 戶へ歸 つた 芭蕉 は 直に 芭蕉 庵へ は 入らなかった やう だ U 越 人の 說 (「鵲 尾 冠」、 新年 ふるき 米 五 升の 

笆蕉の 句の 說明) に、 「芭蕉 江府船 町の 囂に うみ、 深 川 泊 船 堂に入られ、 云々」 と あるの は、 一時 本船 町の ト 尺の 許 

に 厄介に なって 居た 事 を 示す もので は あるまい かと 思 ふ。 芭蕉が 燒 野の 舊 草に 庵 を 結ぶ やうに なった の は 九 or 過 

ぎで あらう。 成 美の 「隨 齋諧 話」 に、 「上野 館 林 松 倉 九阜が 家に、 -t 巴蕉庵 再建 勸化簿 の 序、 素 堂 老人の 眞 蹟を藏 す。 

所 A 蟲ば める ま --を こ-" に寫 す。 九 皋は松 倉 嵐 蘭が 姪 孫な りと ぞ。」 と あ つ て 全文 を 出す。 

虫クヒ  虫 クイ  虫 クイ 

〇〇 を 庵 裂て、 芭蕉 庵 を 求 〇 を 二三 生に たのまん や。 めぐみ を數十 生に 待ん や。 廣 くもと むる は. 〇 つて 其 

おも ひやす からん と 也。 甲 を このます、 乙 を恥ル 事な かれ。 各 志の 有 所に 任 7、 としかい ふ。 これ を淸 貧と せん 

や。 はた 狂 貧と せんや。 翁み づ からい ふ、 た f 貧 也と。 貧の また ひん、 許 子の 貧。 それすら 一瓢 • 一  軒の も 

とめ 有。 雨 を さ-へ、 風 を ふせぐ 備 なくば、 鳥に だ も 及ばす。 誰かし のびざる の 心なから む。 是 草堂 建立の 


より 出る 所 也。 

犬 和 三年 秋 九月， 竊汲 願主 之^ • 濺维於 肷荷之 下，  山 素 堂 

次に 寄附した 五十 三人の 芳名. 金高、 物品 等 を 列記す る。 併し 此文は 「素 堂文壤 」 褐 載の 文と 少しく 異なって ゐ 

る。 今每考 迄に あげる。 

蕉庵 裂て、 巴 蕉庵を もとむ。 力 を 二三 生に たのまん や。 めぐみ を數十 生に 待ん や。 おも ふに 廣 くもと むる 

はか へ つて 其お も ひやす からん と 也。 甲 をた のます、 乙 を 恥る ことな かれ。 各 志の 有 所に 任す としかい ふ。 

lul-t^ の 外 また 何 を か 求めん。 これ を淸贫 とせん や。 はた 狂贫 とせん や。 翁み づ からい ふ、 たズ 5?; 也と。 貧 

のまた， お. 許 子の 貧。 それすら 一瓢 • 一  軒の もとめ 有。 雨 を さ 、 へ 、 風をふせぐ備なくば*^:1|にだも及ばす。 

誰かし のびざる の 心な からん や。 是 草堂 建立のより 出る 所な り。 

天 和 三年 秋 九月、 潜 汲 願主 皆、 濺筆於 敗 荷 下  山 素 堂 

と ある。 轉寫の 誤で あらう。 文 は 素 堂の 筆ら しく、 偽作と は 思 はれない が、 寄附 者中不 トニ 風雪 • 嵐 蘭 • 文 隣. 

山 店の 名 は 兌 えても、 ト尺 • 杉 風の 見えな いのは どうした 事 か。 嵐 蘭の 破 扇 一 本、 山 店の 二 尺 四 五寸の 竹な ど は 

板って ゐ るが" 零細の 物で も 平氣で 出して る 所 は 面白い。 勸化 薄の 內容 は壞 昔の 「芭蕉 全集」 の ロ繪に 出て ゐる 

から 略した。 叉お 蒸 庵の 內 部の 狀に 就いても 省筆した。 
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第 四 節 天 和に 於け る 芭蕉の 俳諧 


むさし ぶり みなしぐ リ 

1 、 武藏曲 S 虛栗集 

天 和 二 年 三月 千 春の 「武藏 曲」 が 出た。 季 吟 の 序に * 五條の 翁と あるから、 季吟 さへ 芭蕉 を 翁と 言って 尊んだ 

とい ふ說も あるが、 それ は 貞德の 事で、 芭蕉で はない。 

「武藏 曲」 はや はり 前 時代の 風 を 踏襲して ゐる。 卽ち前 時代に 於て 桔窟 • 晦^な 漢語 調 を 見る やうに、 古事の 

奇拔な 飜案を 見る やうに、 物附の 道化た 洒落 を 見る やうに， 神仙 • 妖怪の 幽玄 趣味 を 見る やうに、 「武藏 曲」 に 於 

て もま だ 其 域を脫 して ゐ ない。 例へば  ， 

0  卜 
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一- 3 


, 、7 一人 ^< 

i レ ：：. 情  人 

の 如き 漢語 調の 句が あるかと 思 ふと、 
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行 1: 坊 卒都婆 を 夢 の 草 枕。  芭 

陽炎の 形 を さして 祌 なしと  槩 

00  じ  o〇oo〇〇 

紙 蔦に 乘て 仙界に 飛。  隨 

0  0  0  0  0 

猫 口ば しる 荻の さはく  素 

0  0  0  j; つき  0  0  〇  〇  0  〇 

朝顔に 齋 まつりし 鼬姬。  言 

0  0  〇  0  0  0  0  • 

城主に 靈の 蜜柑 献 する  嵐 

000000030000  メ 

或 トに火 あての 鰹 生かへ り  峽 

000000000 

旅 小刀の 吼脫 けて 行。  驟 

〇  00000000 

今 其と かげ 金色の 王  峽 

0  〇  〇  0 ちま り や-つ 0  0  0  〇  0  〇 

袖に 入る 峭夢を 契り けん。  芭 

などの 奇々 怪々 の 幽玄 句 も あり、 又 

豐 さわぎ 院に日 待 を もよ ほされ。  笆 

0  〇  0  0  〇〇o〇oo〇 

雪 ものぐ る ひ を 杖つ く。  .  ト 

しやう はつ  ov-i-  o〇〇〇〇〇o 

松髮の 祖父 蔦 上下に 出立て。  檗 


の 如き 比喩 ゃもぢ りの ふざけた 洒落 も 交って、 要するに 正風に は 距離の 遠い 過渡 時代の 觀 
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第五 章 芭燕庵 時代  ，  ニニ 六 

書中 芭蕉の 發句六 句 を 見る。 

芭蒸翁 

梅 柳 さぞ 若衆 哉 女 かな  桃 靑 

郭公 まねく か麥の むら 尾花  同 

夕顔の 白 ク夜ル の 後架に 紙燭 とりて  同 . 

てす め 月伦齋 がなら 茶 歌  同 

茅 舍の感 . 

芭蕉 野 分して 盥に雨 を 聞 夜 哉  同 

深 川 冬 夜の 感 

櫓の 聲波 をう つて 腸 氷" 夜 やなみ だ  同， 


桔窟な 弊 はあって も * 前 時代のより 餘程 落着いて 來 たやう である。 野 分で も、 櫓の 聲の 句で も • 生活の 佗し さは 

よく 表れて ゐる。 

本書 は 藤 句 子 • 千 春 • 其 角の 三吟 歌仙 一 卷、 千 春の 獨呤 歌仙 一 卷， 麋塒 • 千 春 • ト 尺 • 曉雲 • 其 角 • 芭蕉 • 素 

堂 • 似 春. 昨 雲 • 言 水 等の 百 韻 一 卷 及び 發句 五十 余 句を收 めて ゐる。 百 韻の 表 だけ あげて 見る。 

錦と る 都に うらん 百つ-じ  麋  塒 

壹  二番 

花 ざ くら  山吹  . 千 春 


ト  尺 

曉 0 

其 角 

芭 蕉 

似  春 

天 和 三年 五月 其 角の 「虛 栗！： Li が 出た。 序 は 其 の 貧 交 行の 戲序、 跋 は色蕉 鼓舞の 書で ある。 卷中發 句 四百 餘、 

共 角 • 藤 句 子 • 嵐 雪 • 杉 風 • 嵐 蘭 • 李 下 • 楊 水. 才丸- ti- 蕉 等の 句が 目に付く。 宗 因の 句 も 一 一句 出、 素 堂の 荷 興 

十唱も 2^ える。 連句 は- t 巴 蒲 •  一 晶 • 嵐 雪 • 其 角 • 嵐 蘭 歌仙 一 卷、 藤 句 子 • 其 角兩吟 歌仙 ー卷， 千 之 * 其角兩 1， 歌 

仙 一 卷、 擧， 口  • 共 角 * 松 清 一 一十 五 句 ー卷、 翠紅 • 才 丸 • 一晶 • 其 角 • 罔兩 歌仙 一 卷、 【風雪 • 北ハ 角兩吟 歌仙 一 卷、 

風 興 • 共 角 • 柳 興 •  ：：：^ 吁欲仙 ー卷、 才 丸. 子 堂 • 其 角三呤 歌仙 一 卷、 李 下 • 其 角兩呤 歌仙 一 卷、 其 角 • 芭蕉 兩吟 

歌仙 一 卷、 其 他三ッ 物、 漢句 等を牧 める。 

發句 は大體 次の やうな 調で ある。 

改 正 
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風の 愛三 線の 記 を 和らげて 
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禮 者敲， 門 しだく らく 花 明か 也 

花 申せ 吉野 三味線 國栖鼓 

.  在 原 寺 _ 一て 

美男 村の 柳 はむかし を 泣せ けり 

雨 花 "^人 吹て 枳殼の 怒ル 心 あり 

山 彥 と 啼ク子 規 夢 ヲ切ル 斧 

. 我 句 人 し らす我 ヲ啼ク も の は 子規 

醉登 一一 二階 1 

酒"？ f 布冷麥 の 九天 ヨリ 落 ルナ ラン 

十 マコ  ヌ  ラリ  カタ チ 

人 何 ヲカ土 肉の 無爲 ナル貌 

前 時代の 桔窟な 漢語 調 は、 依然として 全 卷を擾 ひ、 自然の 擬人化 は、 

に 見る 佳作 も 入って ゐる。 例へば 

傘に ね ぐら かさう や ぬれ 燕 

惜レ花 不レ拂 お 

： 我， が 僕 落花に， 朝. 寐 ゆるしけ り t[ 
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同 - ノ 
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蚊 を やく や 褒姒が 闘の 私 ® 

一晶の 宿坊！ _L て  ^ 

日 蓮 よ 稍に 蟬の鳴 時 は 一 

月 を 語 レ越路 の 小者 木 曾の 舟 一 

松風 の 里 は 籾す るし ぐれ かな 一 

はぜ つ る や 水 村 山 郭酒族 風； 

十月 ノ蟋 

き り す 2^ の 奥に て 鳴 終り ヌ 

浮 紫 卷葉此 蓮 風情 過た らん： 

冬枯の 道の しるべ や 牛の 屎ー 

蕉の發 句 を あげる。 

ほ と ，^ ぎす 正月 は 梅の 花 ゆ、 り； 

クヲ ャナぶ 

うぐ ひす を 魂に ねむる か嬌柳 

靑さ し や 草 餅の 稳に 出つ らん 

フグ  、  i 

雪 の 1- 左 勝 水無月の a 
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ffi や 花な き 蝶の 世す て 

. 和-角 藝螢 句り (草の 戶に我 は 蒙く ふ螢 かな 其 角) 

あさが ほに 我 はおく ふ をと こ 哉 

三 ヶ月 や 朝顔の 夕べつ ぼむ らん 

憶- 老 杜ー 

髭 風 を 吹て 暮秋 歎 ズルハ 誰 ガ子ゾ 

手づ から 雨の わび 笠, やはりて 

世 に ふ る も さらに 宗祇の やどり 哉 

貧 山 の 签 霜に 啼 聲 寒 し 

夜着 は 重し 吳 天に 雪を兑 る あらん 

茅 舍 買レ氷 

氷 苦く 偃 鼠が 咽 をうる ほせり 

芭蕉 はしみ ぐす る禱を 持って ゐた。 皇の 伦し筌 活を囊 すべく. 未纖 土の 直 趣味 昌 はれ S は 

あっても、 花き 蝶 QS 酒と 觀 じたり、 或は III 寂しい 男 f  一 5 たり、 更 I 祇 の やぎ かなと 歎 

いたり. いつも 秦 的に 皇 ゃ周圍 を 省察して ゐる。 此倾向 は 後の 幽玄。 閑寂の 詩境に 皇を導 更れる 階梯で 
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あらう かと 思 はれる。  . 
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など は 調 も 穩 か だし、 附方も 程よ く 離れて ゐる。 なほ 卷 末の 其 角 • 芭蕉の 兩吟 歌仙 表 だけ あげて 見る 

酒 債 尋常 往處有 人生 七十 古來稀 

詩 あきんど 年 を 貪 レノ酒 債 哉  其 角 

冬 湖日暮 て駕レ 馬-一 ， 鯉  芭  華 

干 鈍き 夷に 關を ゆるす らん  同 

三 線 人の 鬼 を 泣し む  角 

月 は 袖 かう ろぎ 睡る 膝のう へに  同 

§ の 羽し ばる 夜 深き 也  -  蕉 


因に 云、 本書 中 芭蕉 • 一晶： M 雪. 其 角 • 嵐 蘭の 五吟 歌仙 (花に うき 世の 春) に 批點を 加へ た 「天 和 四 歌仙」 

とい ふ 書 を 打 返した ものに、 干滿 子の 「餅諧 明 石の うら」 (北總 成 田の 人、 胡蝶 老翁と も 云。； 大保 頃の 作らし い。 寫 


本) が ある。 天 和 四 歌仙と いふ 题名 は詳 かで ない が、 天 和 四 年の 歌仙と いふ 意味 か、 夭 和の 四 歌仙と いふ 意味 か 

分らない が、 四 歌仙と 题 しても、 前述の 五呤 歌仙 だけの 批點 であるから、 或は 天 >s 四 年の 歌仙と も 思 はれる が、 

それにしても 题 名が 旣に 誤って ゐる。 「明 石の うら 」 に 云、 

或 人の 許に て、 天 和 四 歌仙の 一 小冊 を 得たり。 愚老が 得た る は寫本 なれ ども、 京都に て 問 板せ し 趣な り。 拉 

0000000000  o〇o〇〇o〇o〇〇  〇〇〇〇〇〇o〇o〇  oooooooooo 

此四 歌仙 は江戶 表に て卷 たる 冊 を、 其 角 方より たよりして、 明 石 居士に 點を 乞し 也。 此 老人 は 播州な どより 

000000000000000  oooooo〇〇oo〇〇〇 

京都に 出て はいかいの 點者 になり、 其 名 も 時に 乘 じて 高 かり けん。 共 角が 點を 乞し 人 なれば、 通途の 宗匠に 

は 有べ からす。 …… 此四 歌仙の 趣 を 見る に、 其 時代の 風 調に て、 今の. 江戸 座の 誹諧 也。 其 中此四 歌仙の 卷頭 

は tHJ 蕉. 一 晶*其角*嵐雪*嵐蘭の五人也。 此人々 は いづれ も 〇 倫 絶 類の 英才なる に、 彼 居士なる もの 、引 

墨に て は、 世に 聞え て 外聞 あしき 非 言 過言、 見る に 怒 を 生じ、 讀 むに 淚 のこ ぼる \ はかり、 愚老が 心に も 扱々 

しき 蕉 門の 瑕瑾 かなと 思 はる。 天 和 年中より 今に 至り 百 五十 年， 蕉 門に 博物の 先生 達 も數多 ありつらん 

に、 など 此 書の 可否 を 論ぜざる や。 但し 論ぜし 書の 世に ありつらん を、 愚老が 服の 及ばざる か。 又 非 言に 

きて n を 閉られ しか。 愚 老は此 書の 眼に 遮りし より、 寐 ても寤 ても忿 適の 氣止 事な く、 蕉門 一族の 筑を 揚げ 

て、 此 逆賊 を 征伐 せんとす。 翁に 志 あらん 人々 は馳 集りて、 我 ー陳を 助け 給へ。 一： ム々 

明 石 £5 士とは 如何なる 入で あるか 詳か でない が、 其 角が 貞門 系ら しい 明 石 居士に 點を かけて 貰 ふとい ふやうな 察 

は 信じられない。 义- 大和 四 歌仙と いふ 難 書が、 當時 出版され たもの かそれ も詳 かで ない。 出版され たと したら 後 
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世の 事 だら うし * 點を乞 ふとしたら 後世の 某氏が 其 角に 關係 なく 勝手に 送った とも 考 へられよう。 百 五十 年も經 

つた 天 保 頃に なって、 天 和の 俳諧の 難 書に 憤慨して 見た とて 仕方のない 話で、 それが ために 蕉風の 旗色が 惡 くな 

る 道理 も あるまい。 それ はとに かく 明 石 居士の 批言は 三十 句 だけで、 名 淺ノ表 四 句 目から 六 句 だけ 拔 けて ゐて、 

「浪 のさ^れに たなご 釣 影」、 「浪人の 戀 する を 話お ぼしめ す 」T 汐 てる 海に. 鰹 孕る」、 「つくし しらぬひの 松. IS 片發 -, 

「资は 私の 盞 をのむ」、 「山-一野に 飢て餅 を 貪 ル」、 「見ぐ るし き 艷書を やく ゃ柴 跪」、 「曉の 寐言を 母に さまされて」 

力 平點、 _ ついに 發 心なら すなり けり」 が長點 であった。 判詞は 極めて 簡單 で、 句意 聞え すと か、 詞の去 嫌の 非難 

であった。  , ， 

「虚栗 集」 は 古来 芭蕉 變 風の 代表的 撰 集の 一 として 認められた。 「俳諧 問答 抄」 に、 去 米が 贈 晋氏其 角 書の 中に、 

「去来 問 云、 師. の 風雅 見 及ぶ 所 次 韻に あらたまり、 みなし 栗に うつり \3 より 以来し ば/,, \>變 じて、 云々」 と あり、 又 

答 許 子 問 難辨の 中に も、 「去來 曰、 先師 變 風に 於け る も、 みなし 栗 生じて 次 韻 枯れ、 冬の 日出で てみ なし 栗 落 。云 

々」 と ある。 曲齋の 「七 部 婆 心錄」 に、 「抑 正風の 始 は延寶 五の 兩呤 より 起り g 同 九の 次 韻に 流行し 草 5-- か I ーゴ 

0000000  f  の萆 

の虚 栗に 一 變し、 云々」 とも 見. えて ゐる。 加 賀の堀 麥水は 虚栗を 特に 推稱 し、 之 を 七 部 集 (後 や： 詳述) の 內に數 へ 

てゐ る。 實に麥 水 は 「新虚 栗」 (安永 五 年刊) に 於て 虛栗調 を 復活 させようと 努力した。 彼が r 蕉門 一 夜 口授」 (安 

永 一 一 年刊) に、 

みなし 栗 は 奇書な り。 人 をして 活 達なら しむ。 卷中に氣凱高！^，，ぉぃ。 云々 


i» 我 句 人不， 知 我を^ もの は 子規  其 角 

高 致、 花に うき 世 我 酒， u ク食黑 し  はせ を 

北 (外 北 ハ^ 詩人 "吟、 Eg より 翁と 兩吟の 歌 Igig きがたき に 似たり とい へど も、 よく 味へば 手 を 打て 感嘆す る に 

至る。 是を捨 る は 形に のみ か、 はるの 人な り。 只 常の 暇に も蕉 翁の 發句を 取って 其淸 意味に 馴れ 給へ。 

と ある。 卽ち 去来 を 始め 麥水 • 曲齋皆 本書 を 以て t 巴蕉變 風の 一 時代 を 劃すべき 撰 集と 考 へて ゐた。 

「虚 栗」 は 新風 樹立の 意； S 揚々 として、 鈹舞 踊躍の 書であった。 共 跋に 云、 

00000000  00000000  000000  0  0  0  0  0  0  0 

架と よぶ 一 害 其 味 四 あり。 李 社が 心 酒 を 零て、 装 一山が 法 粥 を 啜る。 これに 仍而其 句： るに 遙 にして 聞に 遠し。 

佗と 風雅の その 生に あらぬ は、 西 行の 山家 を たづね て、 人の 拾 はぬ 蝕 栗 也。 戀の 情つ くし 得たり。 昔 は 西 施 

がふり 袖の 顔、 黄金 は 鑄 n 小 紫？ 上 陽 人の 岡の 中には、 衣析に 蔦の か、 るまで 也。 下の 品に は でもり： 親 

そ ひの 娘、 娶 姑の たけき 〈せひ を あっか ふ。 寺の 兒、 歌舞の 若衆の 情 を も 拾す。 ，3 氏が 歌 を 假名に やつして、 

初心 を 救 ふたより ならん とす。 共ノ如 震動 虛實を わかた す。 寶の 鼎に 句を煉 て、 龍の 泉に 文字 を 冶 ふ。 是必他 

のた からに あらす。 汝が寶 にして 後の 盜人ヲ 待。 

天 和 三年 癸 亥年 仲夏 日  芭蕉 洞桃靑 鼓舞 書 

以上^ 孩 一 の 主張 は 李， 曰 . 杜 市の 詩 書 を 探り、 寒 山 • 拾得の 禪味を 加 へ 、 典雅な 戀、 卑俗な 戀、 上品 • 下品 を 問 は 

す、 すべて 之 を 俳諧の 平 話に 案出した とい ふので あ 5^ が、 桔窟贅 牙な 表現 は 意味の 難解 をす.^ め、 奇怪な 想、 放 
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縱な 道化 は、 却て 本来の 情趣 を 失 ふだけ であった。 見る に遙 かにして、 聞く に 遠し と は、 心の 幽玄で なく • 言語 

技巧の 幽玄で ある。 人の 拾 はぬ 蝕 栗 を、 うまく 食 はせ ようとした とて、 無理で ある。 新風 鼓吹の 意 氣は嘉 すべき 

であるが、 まだく 正風に 醇正な もので はない。 「冬の 日」 が 出れば、 虚栗は 落ちる ので ある。 


二、 其 他の 撰 集に 於け る 芭舊の 句 

餅 を 夢に 折 結ぶ しだの 草枕 (東 日記.)  笆 蕉 

藻に すだく 白魚 やとら ば 消ぬべき (同 )  同 

盛 じ や 花に 坐 浮 法師ぬ めり 妻 (同 )  同 

山吹の 露 菜の 花の かこち 顔なる や (同 )  同 

摘 けんや 茶 を^の 秋と もしら で  同 

, くれくて 餅 を 木魂の わびね 哉 (歳旦 發 句牒) 桃 靑 

武藏野 の 月の 若ば え や 松 島 種 (松 島 眺望 集) 芭 蕉 

連句 は 「 一 紫 集」 に、 夭 和 年中と して、 杉 風. • 芭蕉の 兩呤 歌仙 一 卷が あるが、 天 和 調で もない らしい。 

時節 さぞ 伊賀の 山 越 花の 雪  杉  風 

身 はこ X もとに かすむ 武藏野  一 芭  蕉 

店賃の 高き 軒端に 春の 來て  同 


叉， t 巴媒. 槳塒. 一品の 三吟 歌仙 ニ卷が あるが、 1  匕 蕉庵燒 失 後 甲 

あるか、 詳か でない。 

夏 馬の 遲行我 を 繪に兒 る 心 かな 

變手 ぬる i 瀧 调む瀧 

路の 紫に 滔漉 竹の 宿 徵 て 

(下 畧) 

^チ^  m 德に木 取 も 無 家 かな 

笠 を もしろ や 卯の 實 むら 雨 

散 ほたる^に 樱を拂 らん 


後 甲 州 郡內へ 行っての 吟 であるか、 それ 以前の もので 


(下 畧) 


t ほ 蕉 


色 


なほ 「一 獎藥」 に 

しく、 詳か でない 


、 伊賀 御^, 勿と 前書して、 靑府 • 一品. 桃 青の 三 吟表三 句 を あげて ゐ るが- 


1U 


晶 

氧 

延寶 初年の ものら 
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第 六 章 東西 行脚 時代  二 四 〇 

第 六 章 東西 行脚 時代  、.  • 

第一 節 東海 • 近畿 • 濃 尾 地方の 旅行 

1 、 東海道 を 上 る 

貞享 元年 秋 八月、 t 巴蕉 は， 江戶深 川の 草庵 を 出立した。 目的 は歸鄕 であった。 千里 (知 里 トモ) を 連れる。 千 

はき 稱： en 虎喜 左衞 門、 大和 國葛下 郡 竹ノ內 の產。 常に 莫逆の 交 深く、 朋友に 信 ある 哉此 人と 蒸が 賞め てゐ るか 

ら、 貞實な 人だった と 見える。 

野 ざ ら し を 心に 風の しむ 身 哉 

秋 十と せ 却て 江戸 を 指す 古鄕 

g 术川ゃ t 巴蕉 を富士 にあ づけ ゆく  千  里 

此 行に 李 下の 餞別 呤が あり、 芭蕉 も 脇を附 けて ゐる。  ， 

芭蕉 野 分 其.^ に 草鞋 かへ よかし •  李 下 

月と 紅葉 を 酒の 乞食 


(「c;t 諧 一 葉 集」、 r 1 代ぎ、 「春秋」 出) 

去^の 「全 第」 に、 「宗周 云、 鎌 倉より. y 島な ど 一 兑， 此時 ならん。」 と ある。 

箱 根の 關を 越える 日 は 雨が 降り、 山 皆 雲に かくれる。 

霧し ぐれ 富士 をみ ぬ 日 ぞ 面 白 き 

窗士 川の 邊で 捨子 を あはれ み、 汝が 性の つたなき を 泣けと 因 を 含ませる。 「野 ざら し 紀行，」 の 素 堂の 序詞に * 

「富士川の 捨子 は惻 陰に 兌え ける。 云々」 と ある。 支考の 「本朝 文鑑」 の 「憐 捨子 辭」 は、 -t 巴蕉 庵と ある けれど. 

支考の 偽作で ある。 

猿 を 間 人 拾 子に 秋の 風い かに 

大 井川 を 越える 日 は 終日 雨に 降られ、 

秋の 日の 雨 江戸に 指 をらん 大 井川  千 里 

道の ベの 木樓は 馬に く はれけ り 

素 堂の 序 II に、 「山路き ての すみれ、 道ば たのむ くげ こそ 此呤 行の 秀逸なる ベ けれ。 云々」 と ある。 叉 許 六の 「f^ 

JSiSL 一に、 「談 林の 時 俳諧に 長 じ、 日々 向上に すり 上げ、 終に 談林を 見破り、 はじめて pi&SJS^ ま^- ず 

OOOOODOO  000000000000000000000 

之の 本 情 を 探りて、 始て道 野 邊の木 樓 は 馬に 喻れ たりと 申されたり。 天下 擧げて 俳諧 中興の 開祖 * 正風の 翁と 稱 
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し 侍る。 云々」 と あるが、 之 は 支考が 古池 やの 句 を 以て 正風 開眼の 句で あると 宣傳 した 論と 同一 である。 た！.： y 

句 は 紀行 中の 秀逸で あると いふ だけで * 何も 此句 によって 天下 擧げて 正風の 翁と 稱揚 したわけ ではな c。 古 來？^ 

り たりの 論の あった 句で I 或は 出る 杭 は 打 たれる とい ふ 戒の句 だと か (杉 雨の 「芭蕉 發句評 林」 云、 槿も道 

に唤 かすば、 馬に も啥 はれま じ を、 道端 故に こそ、 人に も 折られ、 馬に も 喰 はるれ。 た 出る 杭の 打た る，. とい 

ふの 戒 なるべし。 云々). 或は 木槿 は 朝顔で あると か (西戏 閑人の 「師走 袋」 云、 此句 は木樓 を朝顏 となして、 午 

時の 日に し をれ し は 馬に 喰 はれし よとの 作意 妙な り。 云々)、 叉 は 素 丸の 「說叢 大全」 中の ー說 として、 佛 頂が 道 

の 邊の木 儘 を 指して 一句せ よと 言った 時の 卽 吟 で、 禪 意に 叶って ゐる ものである とか、 種々 附會 の說を 生んだ 句 

である。 蓋し 此句は その 場合の 伦 しい 光景 を 云った もので、 別に 寓意の あった 句で は あるまい。 

二十日 餘 りの 月 を 見て、 小夜の 中 山 を 越える。 

馬に 寢て殘 夢 月 遠し 茶の け ふり - 

伊勢に 至り， 松葉 屋 (庵 トモ) 風瀑を 訪れ • 十日ば かり 足 をと める。 風？ i は 一晶 門人。 

暮れて 外宮に 詣る (「春秋」 に 晦日と ある )o 一  の 華表の 陰 ほのぐらく、 御燈 所々 に 見えて、 また 上 もな き 峰の 

松風 身に しむば かり、 深き 心 を 起して、  , 

みそか 月な し 千と せの 杉 を 抱 あらし 

西 行 谷で 女の 芋洗 ふ を 見て • 


芋洗 ふ 女 西 行なら ば 歌よ まむ  . 

山 田 住の 雷 枝と いふ 人此 句に 和して、 

お まゐら せむ 西 行なら ば 秋の 暮  雷 枝 

サ巴蕉 とこた ふ 風の やれ 笠  翁 

(「 一 葉 集」) 

叉 同 住 勝 延も句 を 寄せる。 

花の 身ながら 草の 翁 かな  勝 延 

-秋 にし ほる-蝶 のく づ をれ  翁  • 

(「同 書」) 

共 日の 歸途 (芋洗 ふ 女 を兑た 日の かへ り) 或 茶店に 立 寄り、 蝶と いふ 女から 句 を 求められ、 書き 與 へる。 其 句、 

蘭 の 香 や て ふの 翅 にたき 物す 

「赛 秋」 に、 「愚 所藏寫 本草 枕ト、 前 一一 引用 ス板本 野 晒 紀行 ト參考 スルー 1、 此 一段 草枕 g 野 晒 I ト大異 ラビア、 

^枕 ト赤 双紙 ト 小異 也。 云々」 と ある。 卽ち 本文に は、 茶店に 立 寄った 所、 て ふとい ふ 女が あって、 C1 分の 名に 

發： して くれと、. E 緒 を 出した から、 書付け て やる とい ふので あるが、 「赤 冊子」 に は、 或 茶店の 傍に 休んで ゐ ると、 

妻女に 內に 招待され * 料紙 を 持 出されて 句 を 乞 はれた。 妻女の いふに， 自分 はもと 此 家の 遊女で あつたが、 今 は 
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主人の 妻と なって ゐる。 先の 主人 もつ ると いふ 遊女 を 妻に した。 その 頃、 難 波の 宗 因が こ \ へ來 たの を 見かけて、 

句 を 書いて 貰った と • 風流な 事まで いふので、 否み かねて、 宗 因の 「葛の 葉のお つるの 恨 夜の 霜」 とい ふ 句 を 前 

書して、 此 句を與 へたと ある。 「野 晒 紀行」 は 稿本で 傳 はって 來 たので あるから、 寫 本に は 異同 も ある 事と 思 ふ。 

閑人の 茅 舍を訪 ひて、 

蔦植て 竹 四 五本の あらし かな 

支考の 「笈 日記」 伊勢の 部に， 盧牧亭 と 前書が ある。 「春秋」 に、 「盧 牧ハ 伊勢 人 也。 其 姓氏 ヲ知 ラズ。 斗 從*圑 

友 ノ徒ト 芭蕉 ノ死 ヲ悲 シミ、 呤ヲ四 七日 一一 粟津-一 送 ル。」 と ある。 湖 中の 「略 傳」 に は、 西 行 谷の 麓 を 過ぎて、 芋 

洗 ふ 女の 句 を 作った 次に、 山 田の 雷 枝 を 訪れ • 雷 枝の 句に 脇を附 け、 其 夜 は 雷 枝亭に 泊り、 翌日 塔 山 を 訪れ， 塔 

山の 句に 脇を附 けたと あるが、 嗒山を 訪れた の は 十月で あらう。 

九月の はじめ 故 鄕に歸 り、 守 袋の 母の 白 髮を拜 み淚を 流す。 

手に とらば 消ん なみだ ぞ あっき 秋の 雜 

「舂 秋」 に、 其 角の 「枯尾 華」 の 文 を 引き * 「故鄕 二 ィサ 、 カ忍バ ル、 コト ァリト 云ハ、 恐 ラタ 母ノ 年忌 ナルべ シ。 

但 巴 蕉ノ父 ハ早ク 卒シ、 母ハ 後一 一命 終セシ 事、 紀行 ノ辭- 一明 也。 然レ共 今年 月 不考。 云々」 と ある。 去留の 「全 

集」 に、 「一 說に 無名 庵 を 結ぶ は此 時の 事な りと いふ。」 叉 湖 中の 「is 傳」 にも， 「此時 賀に 無名 庵 を 結ぶ。 後； 冉 

形 庵と いふ。 是 なり。」 と ある。 因に 云、 芭蕉が 伊賀で 假寐 した 草庵に 五つあった" 所謂 伊賀の 五庵で ある。 卽ち 


無名 (後 w 興して w 形 庵と 號 する。 兄 半左衞 門の 邸內 にあった)、 蓑 虫 庵 (土芳 の 庵)， 瓢竹^  (大 须賀 屋次郞 

右衛門の 庵。 蘇 庵 )• 來麓 庵. 西 麓 庵 (共に 猿雖 の^ 墅。 勝峯 氏の 說 によると. 其 名ば かりで 庵 を 構へ るに 至ら 

なかった と) である。 なほ 「春秋」 に、 「止 鋒 中 土 芳ガ家 一一 至。」 と ある。 土 芳は服 部氏レ 牛左衞 門。 伊賀上 野 之 

士。 はじめ 些中^ * 後 お 虫 庵と 號 する。 「三 冊子」 の 著で 有名な 人。 

大和^に 行！： し、 总下郡 竹の 內と いふ 千里の 故鄕に と^まり 足 を 休める。 藪より 奥に 家が ある。 

わた 弓 や 琵琶に なぐさむ 竹の 奥 

素 堂の 序詞に、 「大和 廻りす とて、 わた 弓 を 琵琶に なぐさみ、 竹 四 五本の 嵐 かなと 隱家 によせ ける。 此兩 をと り 

00000000000000 

わけ 生 人 もてはや しける となり。 云々」 と ある。 

二 上 山 常 麻 寺に 詣で • 」M 上の 松 を 見て、 深く 感じ、 

^朝顔 幾 死 かへ る 法の 松 

獨芳 野の 奥に たどり、 廢 上の 魔 山に 比し • 或坊に 一 夜 を 借りて、 

砧 打て 我に きかせよ や 坊が妻 

素 堂の 序詞に、 「麓の 坊に やどりて • 坊が 妻に 砧を このみ けん。 云々」 と ある。 

西 行 山 の 跡 を 尋ね、 とくく の 淸水を 兌て、 

露と く  /\ 心み に 浮世す i がば や 

m  一  0 東海 • 近 ！！• 濃 尾 地方の 旅行  二 四 五 
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秋の 日 も 暮れ か X つたので、 名 ある 所々 を見殘 し、 先 づ後醍 醜 天皇の 御廟 を拜 み、 

御 一朝 年 を 經 て 忍ぶ. は 何 をし のぶ 草 

大和から 山城 を經、 近 江に 入り、 美 濃路に 至る。 今須 山中 を 過ぎ、 常 盤の 嫁 を 見る。 伊勢の 守 武の句 を 思 33： す。 

義 朝の 心に 似たり 秋の 風 

不 波 

秋風 や 藪 も 畠も不 破の 關 

大 垣に 至り、 木 因が 家 を あるじと する。  、 

死 に も せ ぬ 旅 寐の果 よ 秋の 暮 

「春秋」 に、 常 盤駿河 守の 古墳と いふ 一 說を あげて ゐ るが、 それで は 芭蕉の 文意に 添 はない。 木 因 は 谷 氏。 通稱 

善 太夫。 大 垣の 人。 木 端. 白 櫻 叟と號 し、 船 問屋で ある。 芭蕉より 杭瀨 川の 翁と 尊敬され た。 歌學に 明るい 人で 

あった： 初め 季吟 門。 後 芭蕉 門。 「蒜の まがき に鳶を ながめて」 の 前 句 *  r 鳶のゐ る 花の 賤屋 とよみに けり」 の附 

意 を 笆蕉に 問 はれた 話 は 有名で ある。 「春秋」 に、 「十月、 ^山 一 句ヲ 寄。」 と ある。 

：  零  美 s 大 IJal 

師の 櫻む かし 拾 はむ 木 葉 かな  塔 山 

す、 きに 霜の 髭 四十 一  翁 

(「春 と 秋」) 

同書に 又、 「如 行亭 二 泊。」 と ある。 如 行 • 荊 ロ此頃 入門 か。 


霜の 宿の 旅寐に 蚊屋 を 着せ 申す  如 行 

古人が やうの 夜の こがらし  芭  葛 

(同) 

如 行 は 近：： i 氏。 美濃大 垣の 人。 戶田 侯の 臣。 後 武を辭 して 漂泊す る。 「千鳥 掛集」 に 尾 城と ある は、 晚年 移住した 

ものら しい。 許 六の 同門 評 刺に、 「如 行 元来 懦弱 也。 彼 常に 師に隨 ざる 故に、 自己の 善 惡を辨 る 事 を 知らす。 勿論 

.g 脈 も 4:- しからざる 故に、 とほう もな き 事 をい へり。 云々」 と ある。 荊 口 は宮崎 氏。 美 濃 大垣戶 田 侯の 臣。 此筋 • 

千 川. 文 £i| の 父で ある (山 崎 氏說に は" 山 を 荊 口の 子と して ゐる) 。後 致仕して 名 を 束 子と 改める。 同門 評判に、 「荊 

口 老人 老功の 門人 也。 …… よき 子供 を 持て、 手 を 引かれ、 腰 を 押れ て、 漸く 流行す るに 似たり。」 と ある。 

桑 名本當 (統 トモ) 寺に て、 (今 は 無い さう である。 現今の 桑 名 は 犬に 相違し、 四 五十 年 前 は地藏 堂の 在った 所 

は 海だった。) 

冬 牡 丹 千 鳥よ 雪の ほととぎす 

「笈 日記」、 桑 名 部に、 古益亭 とあって 此句 出。 

朝唔 いうちに 濱の 方へ 出て、 

明 ぼ の やしら 魚 白き こと 一 寸 

「存 秋」. 野 晒の 寫 本に、 「地藏 堂の 柱に 書つ く  g だ- とする。 此地藏 尊左甚 五郎の 作と 傳 へられる。 「笈 日記」 

に、 「おなじ 比に や、 濱の地 藏に詣 して、」 とあって 此句 出。 
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熱 田 神社に 參詣 する。 

しのぶ さ へ 枯て餅 かふ やどりが な 

扇 川堂柬 藤の 「皺宮 物語」 (元祿 八 年跋) に、 神前の 茶店に てと あって、 

しのぶ さへ 枯て餅 買ふ舍 かな  翁 

しわび ふした る 根深 大根  桐 紫 

と ある。 なほ 同書に、 「此熱 田に 来れる はじめは、 貞享 初のと しの 冬、 桑 名より 眞帆 しづかに 船中の 卽興 ものに 

0  0  0  0  0  ^  '  •  » 

かきつけて ごと 記して 

桑 名 LL あそびて あつたに いれる  * 

あそび 來ぬ敏 "釣 かね-て 七 里 迄  m 蒸 

旅亭 桐 葉の 主 心 ざし あさから ざり ければ、 しばらくと .V まらむ とせし ほどに 

此 海に 草鞋す てん 笠し ぐれ  芭萑： 翁 

むく も 佗しき 波のから 蠣  桐 葉 

^こ 冬瓜 ふらりと ふらつ きて  東  f 

三呤 一 卷に滿 ちぬ。 次の 日、 

i を さへ 詠む る 雪の 朝 かな  翁 


木の 紫に 炭 を 吹お こす 鉢  « 水 

はたく と 機 織 音の 名 乘來て  東 藤 

と ある。 「发 日記」 • 惊芭 蒸の 文に、 「木祜 の 格子 あけて は、 馬 を さへ 詠る 雪と いひ、 云々」 と ある。 桐 薬 は 林 七 左 

ル 門。 熱 田 市場 町の 宿屋で、 臨 高 庵 • 元 竹 庵の 號が ある。 鳴 海の 下鄕知 足と 親類 だとい ふ (桐 葉の 妻 は 知 足の 女 )o 

名 古屋に 入る 途中 風吟。  • 

狂句 木 枯の身 は 竹齋に 似た る 哉 

草枕 犬 もしぐ る i か 夜の こ ゑ 

こ X は 紀行の 記事が 前後して ゐ るので はなから うか。 芭蕉 は 大垣を 十月に 立って、 桑 名へ 来たの も 同じ 月 だら う 

し、 そこから 船に 乘 つて 熱 K へ 入った の もや はり 十月 かと 思 ふ。 それ はしの ぶ さへ 枯れての 句 も、 餘 釣り かねて 

の 句 も季は 十月 だからで ある。 「卷 秋」 に、 「十 一 月 尾 陽- 1 至、 於 同所 冬日 集成。 云々」 と あるが、 名 古屋へ 入つ 

たの は 熱 田からで なく • 大 垣から 桑 名へ 行く 途中 名 古 屋へ立 寄った ものと 見るべき では あるまい か。 狂句 木祜の 

句の 季は 十月で あるし、 其 句の 前書 を 見ても、 餘程旅 やつれして、 窮し 鬼て た 旅の やうに 思 はれる。 若し 此句を 

埶 一田から 名 古 へ 入る 途中の 吟 とするならば、 厚遇した 桐 葉が 芭蕉の 身の まわり. や 旅費 位 は 面倒 を 見て やらない 

答 は あるまい。 さう だと すれば、 芭蕉が 自分の 境遇 を敢て T^f:^, 魄 した 藪醫者 竹齋 老に喩 へる 譯も あるまい と 思 ふ。 

且又 「嫩宮 物語」 に、 海 暮れて 鴨の 聲云々 の 句の 前書に、 「尾 張の 國熱 田に まかりけ る 比、 人々 師走の i がん て 
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船 さしけ るに」 と あるから、 熱 田の 桐 葉 亭には 十二月 迄 滞在して ゐ たもの らしく、 十一月 尾 陽に 至る は 理窟に 合 

はなくなる。 海 暮れての 卷は 芭蕉 • 桐 葉. 東 藤. ェ 山の 四吟 歌仙で、 卽ち 

. 海 くれて 鴨の 聲 ほのかに 白し  翁 

串に 鯨 を あぶる 1^  桐 葉 

二百 年吾此 やまに 斧 取て  東 藤 

(下 畧) 

桐 葉 は笆蕉 をよ く歡 待した。 芭蕉が 熱 田に 長く 留まった の は それが ためで あり、 且は此 地方の 風光が 笆蕉 をいた 

く 喜ばせた ためで もあった。 「笈 日記」 に、 悼 芭蕉 翁、 尾少航 I として、 

笆蕉翁 十と せ あまり も 過ぬ らん。 いま そかり し 比、 はじめて 此 蓬萊宮 にお はして、 「此 海に 草鞋 を 捨ん笠 時雨 

と 心 をき め、 f  "气の IX^Kio の r っ^ 云々 

と あるので. 其 間の 消息 はよ く 分らう。 當 時の 歌仙 三卷 は、 後 曉臺が 「熱 田 三 歌仙」 と 題して 出版した (後 條詳說 )。 

これより 笆蕉は 美 濃路へ 赴かう として、 桐 葉. 東 藤 等 と^を 惜しんだ が、 伊賀への たよりが あつたので 止めに 

した。 「皺莒 物語」 に、  ， 

OOOOCOOOO  て 

翁是 より 美濃路 へう ち 越ん と 聞え けれ は  . 

憎 笠 雪 を かのちの 舍り哉  桐 葉 


稿 一つ. かね 足つ.^ み 行  翁 

とした まひけ るに、 $:贺 へのた よりあり とつげ 来れば、 消息し 給 ふとて 止む。 

冬の やの し 行 鶴 をめ かれせ す  東 藤 

かくい ひて 別 を をし みける に、 云々  . 

と ある 0 

爱 にや 鞋を 解き、 かしこに 杖 を 捨て、 旅寐 ながらに 年 を 暮らして、 

たや 暮れぬ 笠 き て 草鞋 は き な. がら 

大和. 山城. 近 江 • 美 濃 • 尾 張と 遊歴した 述懐で あらう。 

山家に ハ牛を 越して、  、 

誰が^ ぞ 齒 ^^^木 に 餅 お ふ う し の 年 

「春秋」 十二月 條 下に、 「日 未詳、 再舊 里-一 歸テ 越年。」 とあって、 此 山家 を 伊賀の 舊 里と 見て ゐる。 竹 人の 「全 偉」 

に、 「尾 張 • 伊勢 路を經 て、 末の 冬 1 一十 五日 叉^ 賀 にあり。 此間當 麻 • 芳野 • 近 江 • 美 濃、 ；冉び 尾 張 旅行、 「年 幕 

ぬ 笠 着て^ 鞋 はきながら」。 同じく ニ华 丑の 二月 中旬 迄 故鄕に 遊び， 薪 能の 顷奈 良に 赴き、 云々」 と あるが、 「次郞 

丘ハ衞 物語」 に は、 「翁 は 十二月 二十 五日に 出立し 給 ひける となむ。 東-; 桐 葉 に^れて、 ェ 山が 導きに 奈 に 出 給 

ひて、 わびしき 山家に て 年を越え 給 ひて、 笠 も 草鞋 もぬ がす、 年と りて を かしがり 給 ひしと、 便りし 給 ひける ゆ 
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ゑに、 云々」 とあって、 越年 を奈良 行の 途中の 山家と して ゐ るが どうか。 

奈 良に 出る 途中、 

春 なれ や 名 もな き 山の 薄 霞 

「略 傳」 に、 「奈良 七重 七堂伽藍 八重 櫻」 の 句 を あげて ゐる。 「泊 船 集」. 「古今 抄」 に は 芭蕉の 句と して ゐ るが、 介 

我の 「俳諧 あやめ 草」 に は 椎本才 丸の 句と 斷定 して ゐる。 

二月 堂に 籠りて、 

水 とりや 永の 佾 の^の 音 

瓊 音の 「全集」 に、 「籠の 僭なる を當時 訛りて、 コ I リの 僧と 云 ひなら はした る を. 其 儘に 使 ひたるなら むか。」 

と ある。 「春秋」 に、 「十二 日 東大寺 二月 堂ノ 行法ヲ 拜。」 と ある。 梨 一 の 「翠 園抄」 に、 「本尊 は觀 音な り。 若狹 

の 井 あり。 若 狹の國 遠 敷 明 神 開 伽 を 奉り 給 ふとい ふ。 一 とせ 早して 水な し。 衆 僧 井の ほとりに て、 若 狭の 方に 向 

ひ 祈りし かば 水 出で たり。 毎年 二月 十二 日夜な り。 二月の 瀧と いふ あり。 1% 離 場な り。」 と ある。 

京に 上りて、 三 井 秋風が 鳴 瀧の 山家 を訪 ふ。 

梅林  ， 

梅 白し 昨日 や 鶴 を 盜れし 

樫 の 木 の 花に かま はぬ 姿 かな 


「執 一田 三 歌仙」 に、 

みや、、 にあ そび て、 

題 秋風 子 之 梅林。  - 

梅 白し きの ふや 鶴 を 盗れし  芭  蕉 

杉菜に 身す る 牛ニッ 馬ーッ  秋 風 

山 家 

樫の 木の 花に かま はぬ すがた かな  笆 蕉 

家す る 土 を はこぶ つば くら  秋  風 

(「春 と 秋」) 

秋風 二 巴 蕉* 湖^の 三呤 もあった。 恐らく， い 巴蕉は 京へ 上って、 北 村 季吟を 新 玉津島 社に 訪れ、 其 子 湖 i_ ^を 速れ て、 

秋風の 庵 を 尋ねた もので あらう。 ， 

, .  京 鳴 瀧 

わか 樱鮎 割く 批 把の 廣葉哉  秋 風 

寬に うごく 山 藤の 花  芭蕉 

日の 霞 夜 銅の 氣を しりて  湖 舂 

(「春と 秋」、 「 一 葉 集」〕 
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素 堂の 序詞に、 「洛 湯に 至り、 三 井 氏 秋風 子の 梅林 を たづね * きの ふや 鶴 をぬ すまれし と、 西 湖に すむ 人の 鶴 を 子 

0  0  0  000000000000000000 

とし， 梅 を 妻と せし 事 を 思 ひよ せし こそ、 すみれ • むくげの 句の 下にた、 ん事 かた かるべし。 云々」 と ある。 此 

句も當 時稱揚 された ものと 見える。 秋風 はは じめ 宗因 門。 然るに 宗 因の 晚年風 傣を亂 す やうな 事が あって、 宗因 

. は 犬 櫻の 句 を 作って 初擧を 戒めた。 (素 外の 「梅 翁 宗因發 句集」 の 序)。 卽ち 「當 世の 風體、 年々 日々 所々 にう つ 

りか はる 新しく 珍ら しく、 かな はぬ 老の 耳に だに、 おもしろく うらやましながら * 初 擧の人 いづれ をよ しとお も 

ひさ だむ るかた なく やと おぼえて、 今つ くば や 鎌 倉 宗鑑が 犬 ざ くら。」 (「梅 翁 宗因發 句集」) と ある。 風 傣を亂 す 

とい ふ 事 は、 如何なる 事情で あるか 詳か でない が、 とにかく 宗 因の 感情 を 害した 事 は事實 らしく、 後 遂に 蕉風 を 

舉ぶ やうに なった。 「去 來抄」 に、 

去來 曰、 古藏 集に 此句 (梅 白し の 句) を あげて、 先師の 事 を 詰り、 此句 へつらへ りと いへ り。 是等は 物の 心 

〇〇〇〇〇〇〇 00〇〇〇〇〇0〇  0  0  0  0  0  0  0  0  0  〇o〇〇oo 

を辨 へす して 評せり。 秋風 は洛 陽の 富家に 生れて 市中 を 去、 山家に 閑居して 詩歌 をた のしみ- 騷人を 愛すと 

聞て、 彼に 迎 へられ， 實に彼 を 風 騷の隱 逸人と 思 ひ 給へ る 文 作 ありし が、 いか^ ありけ む、 其 後 招け ども 行 

go  〇oo〇〇〇oo〇〇o〇 

給 はす。 今や 此評を 見る に * 彼が 俊 詔なる こと を 知れり。 

と ある。 併し 此 去来の 言は詳 でない。 それ は 元 祿ニ年 (？) 芭蕉が 秋風に 宛てた 手紙に、 「此 ほど 愛宕の 下へ 參申 

候。 二三 會も 興行 有 之， 江 戶衆も 参り、 上手に なられ 悅び申 候。 蛤に け ふは賣 かつ わか 菜 哉。 右の 句 を 元にして 

百 2 いたし、 其 節 其 角な ども 參り おもしろく 慰み 申 候。 貴 丈 事 噂 申出 候。 猶追々 可 申入 候。 廿 三日。 はせ を。 秋 


風 丈に と あるので、 貞享 1 1 年 以後 も 秋風と 交際の あった 事 は 分る。 但し こ . ^に 疑問と すべき は、 に 云々 の 句 

は 蕉ー 週 忌 追善 雄なる 嵐 雪の 「若 茱」 (元祿 八 年刊) に、 莉 i^i に 云々 とあって、 -M 雪との 兩呤 歌仙の 發句 である。 

此運句 は 元 祿ニ年 正月 江戸に 於け る 興行で あるが、 手紙の は 百 韻 興行で、 共 角な ども 来たと あるし、 京に 於け る 

興行ら しい。 元 條ニ年 正月 は 其 角 は 前年より 上方 行 g: に 出て ゐ るから、 か、 る會 にも 出席 出来よう が、 ，色 蒸 は. y 

戶に 居て、 まだ 旅へ は 出かけない。 歌仙. 百 韻 どちらが 先で あるか、 其 問の 事情が よく 分らない から、 此 手紙が 

果して 元條ニ 年の もの か 刺 斷が 付かない。 とにかく それ は 後日の 研究と して、 話 を 前へ 戾 すが、 竹 人の 「全 傳」 

に は、 「京に 入て 三 井 秋風が 別墅 にある 事 半月ば かり、 云々」 と あるし、 「次 郞兵衞 物語」 に は、 「二月 三日 京に 御 

供して、 伏兑の 西岸 寺に 一 夜. 嗚 瀧の 三 井が 隱 宅に 一 夜、 夫より 長者 町の 去来 方に 三月 十七 日 迄 i5 給 ひ、 云々」 

と ある， 此 洛下 六條の 旅舍に 於て 千那 入門。 「泰 秋」 に、 「千 律師 遠忌ノ 文」 (不角 作) を 引用して 云、 

爱に はせ をの 翁 桃 靑と稱 して、 始て錫 を 坂 西に 曳の 候、 洛下六 條の旅 舍に會 して、 正風の 奥 儀 を 丁寧に 尋正 

し、 卽 時に 向上 を 悟して • 旣往の 俳諧み な怪 言なる 事 を 知り、 忽蕉師 の 門に 入て 寢食を 忘、 これ を鍛 磨し、 

終に 其 祌 精に 入り 得たり。 されば 古 翁 生涯の 門人 數千、 師は其 一 老 なりき。 坂 西に 千那、 東 關に其 角と いひ 

て は、 頭 を あぐる ものな し。 云々 

と ある。 千 那は近 江 堅 田 本 福 寺の 住！^。 法號感 應院。 名 は 妙式レ 俗姓 三 上 氏。 嘗て 律師に 任ぜられる。 初め 俳諧 

を 您本寺 高 政に 擧び、 山 子と 號し、 尙白 • 靑亞と 親しかった。 皆 高 政の 高弟で ある。 蕉風に 歸 してから 千那と 
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改め、 葡萄 坊と 云。 寶永五 年 三月 江戸に 下り、 不 角が 自娛 堂に 掛錫 する 事 三年。 後 奥 羽 信の 諸國 を遊歷 して 近 江 

に歸 り、 享保八 年 寂。 年 七十 三。 許 六の 同門 評判に 云、 「千那 上方の 高弟に して、 器 も 勝てよ し。 論す る 時 は尙白 

が 器 は 鈍に して 重し。 千 那が器 はす ぐれて 行き過ぎ たるな り。 花 實は花 過たり。 とり はやし も 得られたり。 云々」 

と ある 0 

伏 見 西岸 寺 任 口上 人に 逢 ひ、 

我がき ぬに ふしみ の 桃の 零せよ 

「春秋」 に、 「三月、 日 未詳 (八 九日 頃)、 伏 見 西岸 寺-一至、 僧 任 ロー ー對 ス。」 と ある。 任 口 略傳前 出。 

大津に 至る 道 山路 を 越えて、 

山路 來て 何やら ゆかしす みれ 草 

湖水の 眺望 

か ら さ き の 松 は 花より 朧 にて 

二 句 共に 當時 稱揚 された 句で ある。 「笈 日記」、 悼 芭蕉 翁 文の 中に、 「白鳥 山に 腰 を 押しての ぼれば、 何やら ゆかし 

すみれ 草と なし、 云々」 と ある。 辛 崎の 松の 句 は 大津尙 白 亭の吟 である。 すみれ 草の 句 は、 「赤 冊 紙」 によると 初 

め は 何と はなしに 何やら ゆかしと 置いた ので あるが、 後に それ を 山路 來て 何やら ゆかしと 直した の だら うと ある。 

比 句に 就いて 千 梅 は、 「わく かせ わ」 に、 箱 根 山中に ての 跨と して あるが 誤で ある。 其 角の 「新 山家」 に、 箱 根 木 


贺溫， ：： 水入りの 時の 吟の やうに 引用して ゐ るが， それ は 積 翠の言 ふやう に、 其 時 思 出した までの 事で あらう。 「去 

來抄」 に、 

湖 jii^ 曰、 堇は 山に よらす。 芭蕉 俳諧に 巧みな りと いへ ども、 歌舉 なきの 過 也。 去來 曰、 山路に すみれ を 詠み 

たる 證歌 多し。 湖卷は 地下の 歌舉 者な り。 いかで かくは 難 じられ けむ。 いとお ぼっかな し。 云々 

と ある。 支考の 「葛 松原」 にも、 医 房の 和歌、 「箱 根 山う す むらさきの つぼす みれ 二し ほ 三し ほ 誰か そめけ む (堀 

川 百 首) を 例證に 出して 辯 護して ゐ るが、 か i る說 から 箱 根 山 吟の說 が誤傳 された もので あらう。 私に は 疲れた 

心 持の 兑 える 句で、 さほど 秀逸と も 感ぜられない。 古人 は 古歌に 例が あるかな いか を檢 討して、 句の 價値を 定め 

ようとして ゐ るが、 古歌に 例が ある だけ、 創意と いふ 生命に 乏しくなる。 これ も 時代の 文 舉價値 論の 標準で ある 

からこ i では 論じない。 辛 崎の 句 は、 其 角の 「雜談 集」 (元祿 四 年刊) に- 

伏 にて 一 夜 俳諧 催されけ るに、 かたはらより 笆蕉 翁の 名句 いづれ にて や 侍る と 尋ね 出 でられけ り。 折 ふし 

の 機嫌に て は、 大津 尙白亭 にて、 

辛 崎の 松 は 花より 朧 にて 

0000000000000000000000  00000000000 

と 巾され ける こそ、 一句の 首尾 言外の 意味 近 江の 人 もい まだ 見殘 したる なるべし。 其 景色 こ-^ にきら.^ と 

00000000  o〇ooo〇oo〇o  〇〇o〇〇〇〇ooo〇o〇 

うつろ ひ 侍る にやと 申し たれば、 叉 かたはらより 中古の 頑 作に ふけりて、 是非の 境に 本意 をお ほ はれし 人 さ 

し 出て、 其 句 誠に 俳諧の 骨髓得 たれ ども、 糙 かなる 切 字な し。 すべて 名人の 格 的に はさ やうの 姿 をも發 句と 
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許し 申す にやと 不審し ける 答に- 哉 どまり の發 句に、 にて どまり の 第三 を 嫌へ るに よりて 知らるべき か。 お 

ぼろ 哉と 申す 句なる べき を、 句に 句な しとて、 かくは 云 ひ 下し 中され たるなる べし。 朧に てと すゑら れて、 

哉よりも 猶 徹した る ひ きの 侍る。 …… 此論を 再び 翁に 申し述べ 侍れば、 一 句の 問答に 於て は 然るべ し。 但し 

予が 方寸の 上に 分別な し。 いは^ 「さ^ 波 やま- -の 入江に 駒と めて 比 良の 高 根の 花 を 見る 哉」 只 眼前なる は 

と 申されけ り。 

と ある。 支考の 「俳諧 古今 抄」 にも、  . • 

此句は 五絕の 一章に して、 笆蕉 門の 秘授 なる が、 是は まさしく 哉の 治定を 恐れて、 にて と 心 を 返されけ む。 

しからば 心 詞の殘 る 所 は， 下の 五 もじの 句絕 にして、 是を 下段の 切と やい はむ。 …… 是 はさ 波に 駒と めて、 

比 良の 高 根の 花 を 見し よりも * 辛 崎の 松は朧 にて 面白 からん かと、 心 を 返して 哉と は 決せす、 にて と 疑へ り。 

云々 

と 勿體を 付けて ゐ るが、 にて. 哉の 治 定論 は 別と して、 眼前の 叙景と はいへ、 神韻 漂渺 としてな つかしい 幽かな 

心 持 はよ く 表れて ゐる。 尙白 は鹽川 氏。 大津の 人。 通稱 虎之助。 醫を 業と し、 江 左 三 益と 云。 初め 貞窒 門、 談林 

勃興す る や 高 政 門と なり， 次で 田 中 常 矩に擧 び、 此 地方の 先輩であった。 乙 州 • 正秀. 洒堂 • 曲翠等 はは じめ 尙 

白に 師事した。 木 翁と も號 し， 能筆であった。 享保七 年 七月 十九 日殁、 年 七十 三。 許 六の 「同門 評判」 に、 「師說 

に 久しく 絕 えたり。 いよく 舊染の 病再發 したり。 彼が 器 鈍に して 重き 所に、 一風 面白き 胴 切た る 所 あり。 云 


云」 と ある。 

近 江の 水 n 驛で、 二 卜 年 を經て 故人に 逢 ふ。  . 

命 二つの 中に 生た る 櫻 かな 

之 は 張へ 向 ふ 途中の 吟 である。 風國は 「菊の 香」 (元祿 十 年刊) に、 此句を あげて、 芭蕉の 俳 風の 變 化， 流行 を 

知らなければ 血脈 は 得が たい。 -t 巴 蕉の跡 を 慕うて 共 門に 入る 徒 は、 新 古の 分別に 注意すべき であるな どと 論じて 

ゐ るが、 許 六 は 「自得 發 明辨」 に、 芭蕉 庵で 借りた 「草枕」 に、 のの 字が 入って 居た。 のの 字が 入って 兑 ると 夜の 明け 

たやう である。 知らな いのは 仕方がな いと 冷やかして 居る。 故人に 逢 ふの 故人 は 誰れ であるか 詳か でない が、 竹 

人の 「全 傳」 に、 

些中 庵土芳 其- は廣爲 と稱 す。 此存 (貞享 二 年 春) 播 磨に ありて る 頃， 翁 はは ゃ此國 (近. 江) に 出られけ 

oooo〇〇〇o〇  000000000  I  •  W. 

れば、 跡 を i„ おひて 京に 上る。 水口の 驛に牲 あ ひて、 同じ 旅寐の 夜す がら 語り あかす とて， 

, 命 ふたつ 中に 活 たる 樱 かな 

翌日 朝- 中 村 柳 軒と いふ の 許に 招かれ、 此句 にて、 二十 年来の 舊友 二人に • おなじ 句 を 以て 挨拶した りと 

一興。 共 M の述 if 寺.^ 贺の大 仙 寺. 嶽淵各 四 五日 對話。 歌仙な ど あり。 云々 

と あるから 土芳に 逢った の だら う。 「泊 船 集」 に、 辛 崎の 松の 句の 次に、 

晝の 休ら ひとて、 旅 店 LL 腰 懸て、 
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つ X じいけ て 其 陰に 干鳕 さく. 女 

吟 行  - 

茱 畠に 花見 顔なる 雀 哉 

の 二 句 を 入れて 居る。 是 等の 句 も 其 途中の 呤 であらう。 

尾 張へ 來た笆 蕉は熱 田へ 入って- 前年 尼 介に なった 桐 葉亭に 草鞋 を脫 いだ。 「皺莒 物語」 に、 「おなじく 二 年の 


0  0 


0  0 


春 又 わらん じ をと きて、 景淸が 屋敷 をと ぶら ひ、 頼 朝 誕生の 舊跡 見ん とのた まひければ、 人々 それに 應す。 道の 


0  0 〇 0  0 

ほとりに て、 


つ く  - と援の 花の 袖に ちる  桐 

ひとり 茶 を 摘む 藪の 一つ 屋  翁 

と ある。 なほ 二十 七日 (三月) 桐葉亭 で、 「山路 來て 何やら 床し」 の 句 を 立 句と して、 t 巴蕉 

仙 もあった。 

何と はなしに 何やら 床し 堇草  芭 

編 笠し きて 蛙き- る  叩 


田螺 わる 賤の 童の あた- - かに 

、「熱 田 三 歌仙」！！、 右 燕 翁 

,眞 蹟有暮 雨 庵と ある 0 


I 一  A 


葉 


, 端， 桐 葉の 三 吟歌ー 


蕉 


葉 


禝の 花の 卷は桐 葉 • 笆蕉 • 叩 端 • 閑 水. 東 藤. ェ 山の 六呤歌 化であった。 

伊豆 ノ！： 蛭が 小島の 13、 笆蕉の 名 を 聞き、 道連れに もと. 尾 張ノ國 まで 來る 

いざと もに 穗麥喰 はん 草枕 

「卷 秋」 に、 「四月、 雲水 ノ僭、 芭蕉 ガ桐 葉亭 一一 止 鐸ヲ訪 フ。」 と ある。 

此 旅僧から 圓覺 寺の 大赜和 尙の訃 を 聞き、 其 角に 文通す る。  ， 

梅 こ ひて 卯の花 拜む なみだ 哉 

其 角の 「新 山家」 に、 芭蕉が 其 角に 與 へた 大 顬和尙 追悼の 文が ある。  ヽ 

草 比 月 を かさねて、 露命 恙も なく， 今 ほど 歸 庵に 赴き、 尾 陽 熱 田に 足 を 休る 間、 ある 人我に 吿て、 圓 覺寺大 

5@ 和-.? • ことしお お 月の はじめ、 月 まだ ほのぐらき ほど、 梅の 句 ひに 和して、 遷化した まふよ し、 こまやかに 

^え 侍る。 旅と いひ、 無情と いひ、 かなし さいふ 限りなく、 折節の 便りに まかせ、 先 一 翰 投机右 而已。 

梅 戀 て 卯 花拜ム なみだ かな  はせ を 

四月 五日 

其 角雅生 

と ある。 其 灼は貞 ¥1 年 五月 三日、 枳風を 連れて 木 賀の溫 泉に 赴き、 文 鱗の 旅舍を 訪れた。 それより 鎌 倉に 遊び， 

回^ 寺に 至り、 大顕 和尙の 位牌 を拜 し、 追悼 句 を 捧げて ゐる。 「新 山家」 に、 

, 第一 節 柬海 • 近畿 • 濃 尾 地方の 旅行  二 六 一 
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彼和尙 いま そかり ける 世 を 思へば、 開山より 百 六十 三世と なり。 十三に して 業 德の名 あめが 下に 擅に、 一箇 

無心の 境に 遊て、 詩 は 盛晚の 異風 を壓 し、 且つ 俳諧 自然の 妙 を 傅へ、 予が 手を牽 て、 鼓 打ち 舞し め 給 ふより 

ぞ、 萬た ふとき 御 事に 耳に ふれ 侍る。 •：•： ことし 貞享ニ 年 正月 三日い そぢ 七と せに して、 柴屋の 雪の 中に 消 

かくれた まふ。 …… 愚 集み なし 栗に 幻吁 とと f めた る 御 句 をした へば、 淚 いく そばく ぞゃ。 云々 

と 悲しんで ゐる。  . 

笆蕉は 熱 田の 桐葉亭 から、 鳴 海の 知 足の 許へ 赴いた。 知 足の 「千鳥 掛」 (正德 二 年刊) に、 芭蕉 • 知 足* 桐 葉* 

ボク ゲン 

叩 端 • 奚言 • 自笑 • 如 風 • 安信 • 重 辰の 九吟 歌仙 (一 一十 四 句) が 見えた。 

杜若 われに 發 句のお も ひ あり 

麥穗 なみよ るうる ほひの 米 

二 つ し て 笠す る烏タ ぐれて 

、  (下 略) 

笆蒸 行脚の、、 ろ 

夏草よ あづま ぢ まとへ 五三 日 

笠 もてはやす 宿の 卯の 雪 


芭 

知 


蕉 

葉 


失 


足 

靑 


0  0 


0  0 


「春秋」 に、 「夫 知 足 芭蕉 ノ： i 路ヲ止 メテ、 夏草 ノ東路 マドへ 五三 日 ト吟ジ タル 句意 明 也。 然 レバ 笆蕉 東海道 ヲ夏 


OOOOOOOODOOOOD  ooooooooo 

^一一  ド リシ コ ト：？ ^後一 I ナケ レバ、 今年 ト定メ テ疑ナ シ。 义此杜 若 ノ發句 ハ 八橋 ノ 古跡 一 兑ノ時 トス。 サ モア ラン 

力。 八橋 ノ 古跡 ハ； 二 州 岡崎ヲ 八丁 入テ、 八橋 山 無量 寺 ト云寺 ァリ。 其 邊 ヲ彼ノ 古跡 トス。 鳴 海ノ驛 ヨリ 六 単-二 不 

レ足 ノ道ナ レバ、 同驛 ヨリ 八橋 ヲ尋 テ、 又 知 足亭ニ 歸テ、 此 俳諧 アリシ 力。 今 知ルべ カラ ズ。 云々」 と あるが、 * 

して 素 莲の說 の 如く * 色 蕉は鳴 海から 八橋に 行き， 又 知 足 亭に戾 つて、 此 俳諧 を 殘し たもの か詳 かで ない。 本文 

に-叫び 桐 葉 子の 許に あってと あるから. * 熱 田から 鳴 海へ 行き、 再び 桐 葉の 許へ 歸 つて 來て、 ^を吿 げたと 見る ベ 

きで はなから うか。 勝峯 氏の 「俳句 定本」 揭 出の 句に は、 「千鳥 掛」 と 出典 を 示して、 前書に、 一知 足亭 庭前」 と 

あるが、 「千鳥 掛」 の 原本に は此 前書 は 見えない。 

杜國 LL おくる 

..z: けしに はね もぐ 蝶の 形兑： f;^ 

杜國に 刖れの 吟を き 送 つたの だら う。 

び裥 子の 許に あって. 東に 下らん とする 時 * 

牡丹 薬 ふかく 分 出る 蜂の 名殘 Ig: 

「皺 竹， ：： 物語」 に、 

ooooooooo 

翁 これより 木 背に 赴 * 深 川に かへ り 給 ふとて、 

思ひ出す木^^：：ゃ四月の樱狩 

第 一 節 東海. 近畿 •！！ 版 尾 地方の 旅 ハ お  二 六 三 
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京の 杖つ く蛆 は靑麥  東 藤 

これ も 略す。 また 桐 葉に かきつけて たびけ る 句、 

llii-^ む ^^^^ 蜂の 名殘哉 

こたへ て、 

うき は 藜の 葉 を 摘し 跡の 獨 かな  桐 藥 

としけ るに、 打 笑みた まひて、 みなく^ れぬ。 餞の 句 ども あれ ど 略す。 云々 

と ある。 木 曾 I つて、 江戸へ 歸 らうと したやう だけれ ど、 木 曾へ 廻った 形跡 も 見えない や.^ だ f.^ . 中 

止した もの か。 或は 木曾路 から 甲斐へ 赴いた もの か詳 かで ない。 木 曾 や 四月の 句 は (「一葉 集」 に. おも ひ 立と あ 

る) 芭蕉. 東 藤. 桂楫. 叩 端 • 桐 葉. ェ山 • 閑 水の 七吟 歌仙 (十二 句 迄) である。 

甲斐の 山中に 立ちより て、 

ゆく 駒の 麥に 慰む やどり 哉 

「春秋」 に、 東海道 を 甲斐へ 至る 道筋 を 示して ゐ るが、 東海道 を 下って 甲斐へ 入った もの か、 木 曾から 廻った もの 

か詳 かで ない。 - 

四月の 末 江戸の 芭蕉 庵へ 入った。  . 

夏衣い まだ しらみ をと りつく さ，.^ 


史 邦の 「小 文 鹿」 に、 「卯月の はじめ 庵に かへ る。」 は 誤で ある。 

此 旅行 は貞享 元年 八月 江戶を 立って から 九 ヶ月の 日子 を 費して ゐる。 熱 田 • 名 古屋を 中心として、 その 周圓に 

蕉風の 勢力 を 抉 萌し 得た の は、 旅行の 犬なる 牧穫 であった。 「枯尾 華」 に、 「隱れかねたる身を竹齋に似たる^^^と 

^の吟 行に、 猶々 德 化して、 正風の 師と仰ぎ けるな り。 云々」、 又 「雜談 集」 に， 「翁 尾 張に て、 官 守が 油 さげ 行く 

小夜 1S< け てと いふ 句 を 付け 合せられければ、 熱 田の 宮の いまだ 造營 なかり し 年に て、 人々 の 心も祌 さびた る 折 ふ 

しに かな ひて、 皆 俳諧の 眼 を 付かへ し は、 冬の 日と いふ 五 歌仙に てひ^ら ぎ 侍り。」 とあって、 此 旅行が 如何に 蕉 

風弘 通の 闪を 作つ たかは 推す るに 難くない。 尤も 宮守の 句 は 「熱 田 三 歌仙」 に 出て (つく..^ と棱の 花の の 卷)、 

句の 花の 句で， 「宮守が 油 さげつ も 花の 奥」 と あるの が 正しい が、 それ は ともかく として、 ^蕉の 俳諧 もい よく 

そ の 勝れた る 價値を 認められ て來 たので ある。 

二、 野 ざら、 し 紀行に 就いて 

以上の 旅行記 は古來 「草枕」 • 「^蕉 翁 道の 記」 • 「野 ざら し 紀行」 • 「甲子 呤行」 • 「甲子 紀行」 などと 呼ばれて ゐ 

た C 「草枕」 と は 許 六の 自讚之 論 下 (元 祿 十一 年) に、 芭蕉の 「命 二つ 中に 云々」 の 句 を 論じた 條 下に、 「予 はせ を 

^にて 借用の 草枕に、 云々」 と ある 記事に よった ものである。 素 蓮 は 「草枕」 が 紀行の 本名で あるから、 自分 は 

野 ざら し 以下の 表題 を 取らない と言うて ゐる。 併し 野 ざら しとい ふ 題號も 古い。 之 も 許 六の 自讃 之 il 下に、 「風 

國が文 草に のざらしの i% など 云へ る 事 あれば、 云々」 と あるし、 「滑稽 傳」 (正 德五年 編) にも、 「野 ざら しの 紀 
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行の 時な り。 云々」 と あるから、 當時野 ざら しの 紀行と も 呼んで ゐ たと 見える。 此題 號は卷 頭の、 「野 ざら し を ふ 

に 風の しむ 身 かな」 から 附け たもので あらう。 「-! 巴蕉翁 道の 記」 と は， 風國の 「泊 船 集」 (元祿 十 一 年 十  一 n:: 刊 一に 

ある 題號 で、 卷 末に、 「後へ に 所々 酬 和の 句、 素 堂の 跋 あり。 今 略 之。」 と ある。  ， 

. 「野 ざら し 紀行」 は、 はじめ 草稿の ま X で傳 はって 來 たので、 其 題號も 定まらす、 從 つて 轉寫の 誤 も 多く、 異 

本 も出來 たやう である。 刊本は 元 祿 十 一 年の 「泊 船 集」 が 最初の もので あらう。 蘭亭白 翁の 「よしな し 草」 (文政 

十 一 年刊) に、 

この 紀行 を 甲子 呤 行と ありて， 其 頃 印刻なければ、 人々 書寫 して あやまり 傳 へたる 多し。 旣に明 和 五 年月 P 

0  0  0  0  oc^c^p2-p，p、opoooooo  0  0  0000000000000000000000  00 

とい ふ 人 甲子 吟 行の 寫本を 持てり ける にや、 上 木して 標題 を 野 ざら し 紀行と せし 小冊子 を 出せし が、 あや 

〇 0 〇 0 

まり 多く、 句 はもと より 腿 翁の 門人の 名 さへ 書 違へ たる 多し。 其 冊子に 山路に て 何やらと 誤 出せり。 云々 

去留の 「全集」 に、 g 濶云 * 「安永 九 年 庚 子 多少 庵 秋 瓜が 門人 波靜が 刻せ し 眞蹟に は 甲子 吟行， ^き^。  ^gi&i.^ 

〇〇  0  0  0  0  0  00000  000000000 

模し、 緯は 略して * 此所山 あり、 此所 川な どと しるす。」 と ある。 卽ち此 紀行に は 月下の 「野 ざら し 紀行」 (明 和 五 

と、 波靜の 「甲子 呤行」 (安永 九 年刊) とあった。 なほ 中 川 濁 子の 畫 いた 「甲子 呤行」 もあって、 文字 も燭 

子ら しく  • 現今 大橋 新太郞 氏の 珍蔵に 係って ゐる。  • 

今-い 巴蕉 自筆 模 刻の 「甲子 吟行」 と， 「泊 船 集」 中の 「道の 記」 と を 比べて 兑 ると 互に 異同が ある。 例へば 「泊 船 

集」 で：^、 「腰間^ 寸戯 をお びす。 云々」 • 「神前^ 入 事 を ゆるさす で」 迄の 文が、 「みそか 月な し 云々」 の 句 Q 次に 


入って ゐ るし、 「甲子 吟行」 に は、 「#- の やすら ひ 云々/ 「菜ば たけに 花兑顔 云々」 迄が 缺 けて ゐる。 叉 一甲 子吟 

行」 と 「一 紫 $^,ー • 「袖 珍 抄」. 「七 部 拾 遣」. 「俳諧 四 部錄」 等 所載の 文と 比べて 兑て も、 相互に 語句の 相逮が ある。 

例へば 「七 部 拾 遣」 や 「四 部錄」 に は、 「深 川 や はせ を を 云々」 の 句の 次に、 「大 井川 越る 日 云々、 道の ベの 木槿 云 

云」 迄の 文が 出て ゐ るが、 眞蹬校 刻に は是 等の 文 は、 「汝が 性の つたなき を 泣け。」 の 次に 來てゐ る。 又 「：s 船 -」 

の 文と 是等 類本と を 比べて 兌ても 違 ふし、 類本 相互の 問に 於ても 語句の 相逮、 文 次の 前後 を るので ある。 尤も 

r 一  葉 集」 と 「袖 珍抄」 との 文 は 大部分 同 一 であり、 「七 部 拾 遣」 と 「四 部錄」 の 文 も 大部分 同じで ある。 但し 

「g: 部錄」 に、 「5- 斐の 山中に 立よ つて」 以下の 句 を 落して ゐ るの はどうい ふ譯 か。 其 他 「野 ざら し 紀行」 は 蝶 夢 

の 「W3 蕉翁文 紫」、 鱸 魚 都 里の 「玉 田 集」 (？、 寫 本)、 素 水の 「t 巴蕉翁 一 代 集」 等に も牧 めら れてゐ る。 因に、 「春 

秋」 所 記の 一 本に、 蕉が 蝶と いふ 女の 需 によって、 蘭の 香 やの 句 を. S 給に 書いて やった 條 下の 文が、 「赤 冊 紙」 

の 所 記に 似て 詳記され てゐ ると あるが、 此 所の 文辭は 何れの 刊本を 見ても 大差がない から、 素 蓮 所 藏の寫 本は特 

^の 異本と 兌るべき で、 後人の K 入に よる ものと 云 はなければ なるまい。 

「野 ざら し 紀行」 の 註 本 は、 石 河 粮翠の 「野 ざら し 紀行 翠園 抄」 の 外に 餘り 見ない やうで ある。 尤も 輕花坊 の 

「泊 船 集注 解，. 一、 錦 江の 「泊 船 集 解說」 とい ふの もあって、 その 中に 野 ざら しの 註釋も 入って ゐる。 輕花坊 の寸" は 

^めて 簡單 では あるが、 發句を 口語で 分り 易く、 句の 傍に 說 明して ゐる點 は 便利で ある。 「翠 園杪」 は 有名な 割に 

親切で ない。 明治に なって 俳諧 文庫の 「俳諧 紀行 全集」 中に 收 めら れてゐ る。 之 は 佐藤釵 人の 拙； 止した もので、 
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原抄 より はよ くな つて ゐ る。 

三、 冬の 日に 就いて 

-t 巴蕉 は貞享 元年 冬 名 古屋に 至り、 野 水 • 荷兮 • 重 五. 杜國 • 正 平 • 羽 笠 等 を 導き、 歌仙 五卷 • 追加 表 六 句を殘 

して ゐる。 之 を 「冬の 日」、 一名 「尾 張 五 歌仙」 と 云って、 同年 京 寺 町 二 條上ル 町 井筒屋 庄兵衞 の 開 板で ある。 撰 

者 は 未詳で あるが、 「花見 車」 (元祿 十五 年刊) に 荷兮の 撰に なって ゐ るから、 撰者 は 山 本荷兮 であらう。 井筒屋の 

一 匁 六 分 1- P 

「排諧 書籍 目錄」 に、 「冬の 日 I 翁 I 一  冊」 と あるが 誤で あらう。 芭蕉 は 指導 こそ すれ、 自分で 撰 集 を 作る 答 はな 

い。 內容 は- 芭蒸 • 野 水 • 荷兮 • 重 五 • 杜國. 正 平の 六呤 歌仙 ー卷、 野 水. 杜國 • 芭蕉 • 荷 兮 • 重 五 • 正 平の 六吟 

歌仙 ー卷、 杜國. 重 五 • 野 水. - ぃ巴蕉 • 荷兮 • 正 平の 六呤 歌仙 一 卷、 重 五 • 荷兮 • 杜國. 野水 • 芭蕉 • 羽 笠の 六 吟 

歌仙 ー卷、 荷 兮 • 芭蕉 • 重 五 • 杜國. 羽 笠 • 野 水の 六吟 歌仙 一 卷、 追加、 羽 笠 • 荷兮 • 重 五 ，• 杜國 • 芭蕉 • 野 水 

の 表 六 句より 成って ゐる。 

撰者 荷 兮は山 本 氏 (竹 人の 「全 傳」 に 森 田 氏と ある)。 通稱武 右衛門、 叉 は 太 一 。或は 八郞 右衛門。 尾 張 熱 田の 

人。 名 古 屋堀詰 町に 住し、 尾 州 藩士と も醫 者と も傳 へられる。 橙 木 堂. 撫贅 庵と 號 する。 貞享 時代が 全盛期で， 

元祿 以後 餘り 人から 注意され なくなった。 「木枯 に 二日の 月の 吹き 散る か」 とい ふ 名句 を 吐き、 木枯 の荷兮 とい ふ 

異名 を 取った。 享保 元年 十一 一月 殁。 行年 未詳。 許 六の 「歷代 滑稽 傳」 に、 「路通 • 荷 兮 • 野 水. 越 人. 木 因 等な 勘 

當の 門人な り。 云々」 と あるが 信じられない。 それ は 芭蕉が 遷化の 年 名 古屋へ 立ち寄って、 荷兮と 歌仙 を卷 いて 


ゐる 事で も 分る。 去来の 「答 許 子 問 難辨」 に、 

0000000000  00000000  0  0000 

尾 陽の 荷兮 一書 を 作る。 書中 所々 先師の 句 を あざける と 聞け り。 我い まだ 此書を 見す。 この 荷 < ^や 先師 世に 

0000  0  〇〇〇o〇ooooo〇o  0  0000 

ます 內 ひたすら 信仰す。 一 とせ 故 有て 野 水 • 凡 兆と 共に 先師に 遠ざかる。 先師 その 恨 をす て \、 遷化の 年 東 

o〇oo〇o〇〇〇o〇〇o〇〇〇  000000000  o〇〇o〇o〇〇o 

武 より 都へ 赴 給 ふ 道 名 古屋に 至りて、 彼が 柴扉 をた i きて、 一二 日 親 話した まふ。 彼 また これ を 崇め 尊ぶ 事 

舊 日の 如し。 翁 遷化の 時、 東 武の其 角 二 風雪 • 桃 隣 等 東 山に 於て 追悼の 會を なす。 かれ 蕉 翁の 門人の 數に加 

りて 着」 M す。 今 書 を 作りて 翁 を あざける。 もっとも 憎むべき の甚 しきもの なり。 彼が 心 操 を かへ りみ るに、 

0  D  0  0  0  0  ooo〇oooooo〇〇〇〇〇oo  〇〇o〇〇〇oo  〇〇〇o〇o〇  oo〇oo〇 

翁い ます 時 は、 師を賣 ておのれ が 浮世の たよりと し、 先師 殁し給 ひて は、 また 先師 を賣 て、 初心の 華に 今 

oooooooo〇〇〇ooo〇〇ooo 

は 先師に 勝りたり と 欺き 導ん ためなる べし。 云々 

と あるが、 私 はま だ 荷兮の 作った 一書なる もの を詳 にしない から 分らない が、 或 人 は 荷兮の 「橋 守」 (元 祿十年 

刊) が共禍 をな したと いふ。 去来の 文意 を 推す と、 其 一書 は 色蕉殁 後の ものら しく、 それで は 勘當說 に當ら ない。 

「一 歲 故あって 遠ざかる」 とい ふ は、 「曠野 後 集」 (元祿 六 年刊) 出版の ためで あらう か。 同書 は舊 風に 純で なく、 他 

門の 句 迄 取 入れて ゐ るから、 そこが 笆 蒸の 不快 を 買った もの か。 尤も 芭蕉 はそんな 事で 怒る やうな 人で もなから 

うから、 或は 支考 あたりの 隆 口 を 許 六が 眞、 に 受けて、 勘 當說を 流布した 結 架で も あらう か。 「曠野 後^」 や 「s? 寢 

の 種」 (元祿 七 年刊) 以後に なると、 荷兮も 昔日の 俤 なく、 流行に は 後れる し * 句 風は衰 へて 來 るし、 自然と i 巴 蒸 

と 遠ざかる やうに なった ので あらう。 併し 溫 厚な 去 來が愤 る やうで は、 荷 兮に輕 薄な 行爲 があった ものと 兑 なけ 
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れ ばなる まい。 

杜國は 坪 井 氏。 通 稱南彥 右衛門、 名古屋 伊勢 町の 米屋であった。 屋號を 飾屋彥 兵衞と 云った。 签米賣 買の 科に 

よって、 伊 良 胡へ 流され、 そこで 死んだ と傳 へられて ゐる。 元祿 三年 五月 五日 殁。 行年 四十 餘歳。 文曉の 「芭蕉 

談」 によると， 杜國は 伊 良 胡の 漁師の 子で、 伊 良 胡の 犬獵祌 社の 吿子、 幼名 を 萬 菊と 云 ひ、 幼時より 祌才が あつ 

た。 後 東都の 林 家の 門人と なり、 詩文 を舉 び、 又 尾 張 熱 田の 神官に 就いて 祌學に 志し、 荷 兮に遞 返して 風雅に 交 

つた。 -ほ蕉 云. 杜國は 俳諧 を 我に 擧び、 我よりも 利い。 一 を 聞いて、 十 を 悟る。 我 又 祌擧を 杜國に 聞き、 杜國ょ 

り 鈍い。 十 を 聞いても 一 も 悟らない。 冬の 日の 卷々 一 句も杜 固が 句に 斧 を 入れた 事がない。 其 後 吉野行 を 約した 

が、 時 をた がへ す、 五 年の 後 我 鄕の蓑 蟲庵を 訪れた。 性質と して 妄語 *綺 語 を 言 はない。 人の 短を說 かない。 閑 

雅. 柔和で、 我 道の 助と 思った 所、 計らす 不幸 短命に して 死せ りと 聞く 云々 と 歎いた と あるが、 T ぃ巴蕉 談の說 だか 

ら 悉く は 信じられ まいが、 越 人の 「鵲尾 冠」 に、 「杜國 子 は 予が覉 客た るを憐 み、 旦暮 懇情 を盡 さる。 彼 は 富め 

り。 我 は 貧な り。 與 へて 報 を 思 はす。 同志 斷 金の 愦淺 からす。 更に 予が 俳諧の 手 を き、 泣み 笑みせ しも. 去て 

三紀に 近し、 …； 彼 人 不幸に 沈み、 舊 里を辭 せし を、 笆蕉 老人 江府に 聞き、 甚だ 憂へ て、 踏 レ鞋鳴 海に 来りて、 予 

に 消息して 其 道路 を 問 ふ。 先登して 枯藤を 引き、 杜國が 草堂に 至り、 三人 燒レ葉 夜 を 明かし、 同じく 馬 を 並べて、 

伊 良古奇 に 逍遙せ り。 云々」 と 記す 所に よれば、 實 直な 人物の やうに は 思 はれる。 「嵯峨 日記」 にも、 「夢に 杜國 

が 事 をい ひ 出して 涕 泣して 覺る。 云々」 と ある。 芭蕉 は 彼が 篤實な 性格 を 愛して、 思が 深かった ので あらう。 一 


.說 に-. 蒲 は 杜國の 念 者で あると いふが 信じられない。 昔 は 衆 道 好きの t 巴蕉 でも， ^蕉 庵へ 入って から はそんな 形 

跡 は あるまい と 思 ふ。 どら 者の 其 角： 嵐 雪が氣 がつ まって 面白くない^ 蕉 である。 勝^^氏は 「年鞏 が 同一 であつ 

たしす るので 全然 虚 I 女 で あ る 。」 (「蕉 門 分布 史觀」 ) と 言 つて ゐ るが、 單に 年齢の 問题 でな く、 道德的 に 餘程內 省 さ 

れ たものと 見るべき である。 

芭蕉 は寬 文に 古風、 延 资に談 林、 天 和に 新風 を 鼓吹し、 貞享に 「冬の 日」 と 移って 來た。 卽 ちそれ 以前に 於て 

は 正風の 萌^ はあった にせよ、 醇正な 正風 確立 は此 化. 以後と 見るべき である。 許 六の 自譜之 論 上に、 「愚老 (色 

蒸) が 俳諧 は 五 歌仙に 至らざる 人 一生涯 成就せ す。 大事な り。 覺悟 せよ といへ り。 云々」 と ある 語 を 以てしても、 

「冬の 日」 は 色 蕉の 血脈 を 見出し 得た る 自信 ある 撰 集と 思 はれる。 殊に 此 集の 風聞 は 京. 江戶に 響き， 獨り尾 張 

地方に と まった のではなかった。 それ は 各 門人の 說、 例へば 其 角 は、 「冬の 日と いふ 五 歌仙に てひどら ぎ 侍り、 云 

々」 (「雜 談$ ^へ」)、 風國 は、 「連歌 は 冬の 日と いふ 五 歌仙に ひ ビき、 云々」 (「泊 船 集」 序)、 去来 は、 「先師の 變 風に 

於け る、 生じて 次 韻 枯れ、 冬の 日出で て虚栗 落ち、 冬の 日 は 猿 蓑に お ほ はれぬ。 云々」 (「答 許 子 問 難辨」 )、 

支考 は、 「冬の 日 の 日の 二 集に 正風の 門を斷 てり。 云々」 (「發 願文」)、 嵐 雪 は、 「全體 は 三度 程の 流行 ぢゃ。 

云々」 (「七 部 さがし」) などの 言 を 見ても 想像され よう。 從 つて 本 集 は 芭蕉 變 風の 一 時代 を 劃すべき 撰 第と して 古 

來尊 蘆され た。 こ i に 注意すべき は 本 猿が 安永 • 天明の 新興 俳人に 非常な 衝動 を與 へ、 當 時の 俳壇 を動搖 させた 

事であった。 そ は 尾 張の 曉臺ー 派の 鼓吹であった。 曉臺は 「冬の 日」 の 調 を 好み、 それより 自己の 新風 を 開拓し 
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ようと 努力した。 彼 は 「熱 田 三 歌仙」 (安永 四 年刊) の 序詞に、 

さきに 名 古屋五 歌仙 • 熟 田 三 歌仙 は 一 雙の えらびと や。 冬の 日 撰 成り、 次で 顯れ 出づ べき を、 卷 のしり へと- - 

の はざる 間に- (-、 とく も 春の 日の 卷の 世に もれ 出しより、 此撰 びか ひなく やみたり なと 覺ゅ。 世上 冬 • 春 

ooooo〇〇o(，-o〇oooo〇oooo〇o 

の ふた 卷を もって、 左右の 如くな し 侍る もい か f あらむ。 我 徒らに は 熱 田の 卷を五 歌仙に 合せて 舉び さしむ。 

云々 

又 「桃靑 二十 歌仙」 の 序に も、 「桃靑 二. 4' 歌仙 は畫龍 也。 畫龍 ありて 後 龍 あり。 冬の 日 五 歌仙 これな り。 云々」 

などと あって、 貞享 元. 二の 調に 準據 して、 一方の 覇を唱 へようと した。 几董の 「明 烏」 の 序 (安永 二 年) を兒 

て も， 「旣に 尾 張 は 五 歌仙に 冬の 日の 光 を 挑ん とす。 云々」 と 云うて ゐる位 だから、 曉臺が 如何に 五 歌仙に 私淑し 

たかが 分らう。 

蓋し 安永. 天明の 新派 俳人が 天 和 • 貞享の 調に よって、 各自 一流 を 樹立しょう とした 考は肯 かれる。 彼等の 好 

む 所 は 自然 生活の 表現で なく、 生活 を 美化し 空想 化した 境地に 自己 を 置かう とする ので あるから、 猿 蓑の やうな 

質實 さで は滿足 出来す、 炭 俊の やうな 脫 落さで は 物 足らす、 やはり、 「冬の 日」. 「三 歌仙」 • 「初懷 紙」 と 云った 所 

に、 彼等 0. 感歎が あり、 根據 があった ので あらう。 「冬の 日」 も 創作 態度が、 比喩と かも ぢり とか 云った 言語の 遊戯 

を脫 しかけた 點は 一段の 進歩で あるが、 曲 齋の言 ふやう に、 趣向に 巧 を 求め、 句作に 紅粉 を 施す 所 は、 私共から 

いふと、 一 種の 美しい 世界 を 空想して、 その 滋味に あこがれよう とする 風で、 自己の 生活 を 外的に 取扱って ゐる 


かの 觀が ある。 從 つて 「冬の H」 時代の 調に はしみ，， ^する 味がない。 人生の 深刻な 味に ふれて ゐ ない。 想の {〈 そ 

想 化 は 巧で ある" 美化した 世界 も藝術 的に 表現され てゐ る。 ^しその 想 は 自己の 實 人生の 感情の 動搖 ではない。 

餘 りに 花々 しい。 餘 りに 面白さう である。 笆蕉の 正風 は 「冬の 日」 で盡 きて は 居ない。 「冬の 日」 が 猿 蓑で 覆 はれ 

る 時代 はやが て 到来す るので ある。 

^しそれ は 別と して 开 * 歌仙 中 最初の 卷が 一 希よ く 出来て ゐ るかと 思 ふ。 一 つ 表の 二 句 目 あたり、 


いま ぞ 恨の 矢 を はなつ 聲 

〇  0  〇  0  力 タミ 

ぬす 人の 記念の 松の 吹 をれ て 

しばし 宗 紙の 名 を 付し 水 

笠ぬ ぎて 無理に もぬ る X 北 時雨 

冬 がれ わけて ひとり 宜 

0  0  0  0 〇 

し ら /\> と碎 けし は 人の 骨 か 何 

〇  〇  0  0  000000000 

烏賊 はえび すの 國 のうら かた 

想 も 巧 だし、 變 化も鮮 かで 面白い が、 や.^ ともす ると 新奇な 空想に 耽らう とする- 

次の 歌仙、 初 褒三句 目 あたり。 

床 ふ け て ^れ ばいと こなる 男 
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0 


さまたげの^ みのこり し 


-スぺ 


二 七 四 

はせ を 

口お しと 瘤 をち ぎる ちからなき  野  水 

明日 はかた き、 にくび 送り せん  重  五 ： 

寐 物語に 氣 がっくと * 緣談を さまたげた 從 弟だった。 瘤が あるから 破談に なった などと、 奇拔な 事 を 云うて 居る 

が、 此 位なら 未だ 面白く 讀 める。 併し 次の 歌仙、 一 r 表 七 句 目 あたりへ 來 ると、 變 つた 趣向 を 立てよう として、 ぎ 


ごちな い 言語 表現 を 弄し てゐ る。 

o〇oo〇〇oo 

雪の 狂 吳の國 の 笠め づ らしき 

0  〇  〇  〇 

襟に 高 雄 力 n:;: 袖 をと く 

〇o〇oo〇〇o 

あだ 人と 樽を棺 に； 谷 ほさん 

0  0  0  3  0  0 

芥子の ひとへ に 名 を こぼす 禪 

是等は 「虛 栗」 の舊染 のむ し 返しで ある。 次の 歌仙 は 表から 難しい 事 を 云って ゐ る- 

炭賣の をのが つまこ そ黑 からめ 

トギ 


荷  や 

はせ を 

杜 國 


ひとの： 

0  0  0 

花， ま： 隱，. ： 滑：： や 


を 鎮 

に^か 


ぺ 


寒 


り 


重 

荷 


兮 


何の 事 だか 一 寸考 へた 位で は 分らない。 か、 る 重苦しい 曲節 を 凝らさす ともよ ささうな 氣 がする。 


「冬の 日」 の 註 書 は 升- パの 「冬の 日 注解」 が廣 精し い。 刊行 は 文化 六 年 正月 だが、 後に は 少なくな り、 「婆 心錄」 

に、 ：- 今 板木 全から す。， 一と ある。 闌更の 「俳諧 ヒ部 解」 (寬政 六 年刊)、 之 は 北 枝. 東 花 坊.麥 林 • 去来の 聞 書、 又 

は 希 因 • 幾 曉の兩 說をも 合せた もので、 元来 は 七 部 ^i^. 全體の 注解 を 出さう としたの だけれ ど、 出た の は 冬の 日の 

解 だけであった。 之 も 曲齋は 「板木 全から す。」 と 一一 一一：： うて ゐる。 扎戶庵 素 緩の 「七 部 木 5iO  (寬政 七 年 序)、 綾の 

序に、 「？《^政卯のとし^:水松山聖廟の麓、 碟 川の 流に 短き あしがきの 维を 濯ぎ、 虬戶の 窓の 登 火に 對し、 先 冬の 日の 

影 を 仰、 七 部 木^と 題して、 云々」 と あるから、 稿 成 は 寬政七 年だった と 見える。 なほ 次篇も 出す 考でゐ たらし 

いが、 之. も 冬の 日 以外 は存 しない やう だ。 刊行 は 寬政九 年 か。 註は大 體簡單 で、 たいして 參考 にもなら ない。 先 

¥ お 波 * 店から. 遂作 人の 「冬の = 抄」 が 出た。 

四、 熱 田 三 歌仙に 就いて 

燕 は 贞享： 兀， や 冬、 问ニハ 牛# 熱 田に 遊び、 その地方の人々桐紫.^5-藤*ェ山.叩端等と附合った。 ^し 共 歌仙 

は 「冬の 日」 • 「^の 日」 の 名聲に 倒されて、 刊行す る 機會を 失った。 暮雨 _^】 曉茶之 を 歎き、 我 徒に は 熟 田の 卷 

を夂. 一の 日に 八：： はせ て學 ばせ ると 言って、 此三 歌仙に 脫雞の 時 を 奥へ たのが、 安永 四 年 五月であった。 收 める 所發 

句叫个 叫、 歌仙 5： 卷 (附錄 ー卷) ニニ ッ物 四. 附句 六、 他に 曉臺 門の 四季 混 題の 發句百 二十 七 を 入れて ゐる。 前條 

旅行 吟 として あげた 中の^ 蕉の發 句 . 連句 はこ 、 では 略す る。 

「三 歌仙」 の 調 は 「冬の inj と i^」 しき 相 途を见 ない。 但し 「冬の 日」 ほど 巧な 句が っ^いて 出ない やうで ある。 
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一輪 唤し芍 藥の窓 

碁の 工夫 二日と ぢ たる 目 を 明て 

闕 寂な 趣 を 巧に 捉 へて、 天明 俳人の 喜び さうな 句で あるが、 次の 附 句に、 .  . 

周に 歸 ると 狐 なくなり ♦  桐 紫 

と 奇怪な 囊 趣味の 句 を 出して、 折角 I 趣皇 切らして t。 「晨 仙」 に は 一 體 I 異な 囊 趣味 G 句が 多， 

出て ゐる。 ^へば、 


秋 

浪 


の 


0 


0 

の 


C  C 

人 i„« 


0 

ひ 


〇 

に 


行 《 


よす る踟 §1:^^^^ や 

i^§:s むき §^^.1^ い^ゃ 


笆 

東 


蕉 


0 


の 東の 寺 


0 

の 


月 


凄 


■0  0  0 


舍^^-とる瀧に朝日ぅっろふ0 

,0-0  0  0  0  0 


0 


蕉 


東 

.5 美 ク IKPr 聲なき 蝶と 身 を i 匕て。  .^aj 

是等は 皆前 時代の 遣 調で ある。 五明の 「小夜 話」 に、 眞の 調と して、 「初 懷 紙」. 「冬の 日」 •「 熱田晨 仙」 を あげ 

てゐ るが、 此內で 三 歌仙の 連句が 劣る かと 思 ふ。 曉臺の 鼓吹 は 曉臺が 尾 張の 人で あり、 「冬の 日」 •「 春の 日」 の 流 

行に 連れて、 三 歌仙が 餘り 知られて ゐな いとい ふ 所から、 拾 ひ 上げて 出版した ので あらう。 作の 廣逾は 「冬の 


tirj. 「初 懐紙」 の 方が 上で ある。 曉 裹 はな ほ 三 歌仙の 序詞に 述べて、 「かくて 其卷の はし，/ \ を 摘、 こぼれた る を 

つ^りて、 蓬が しまと いひ、 皺 箱と いひ、 右 はこれ 後の わざに て、 卷の つら 物語に 書な しつ。 其 終 もた しかなら 

す。 廣くは 世に 知られす なりぬ。 云々」 と あるから、 「蓬が 島」 • 「皺莒 物語」 は是 等の 補遺と 見られて ゐた。 

五、 歸庵 (貞享 I 一年 四月 11 同 四 年 八月) 

六： ：！：ー 一日、 _s ^武於 小石 川 百 韻 興行。 連 衆 は淸風 (略傳 後出) 二 巴 蕉 • 嵐 雪 • 其 角 • 才 丸. コ齋 • 素 堂で ある。 

凉 しさの こりく だくる か 水車  淸 . 風 

靑驚草 を 見 こす 朝 月  芭蕉 

松風の はかた 箱 崎 霧け くて  嵐 雪 

(「 一 葉 集」 下略) 

九月 十五 日、 其 19:,.H3 蕉 庵に 來り、 「松原の すきま を 見す る 時雨 哉」 とい ふ 夢想 吟を 語り、 芭蕉から、 「現に はか 

かる 口 淸き姿 は 及ぶ まじ。」 と 賞め られた (「雜 談藥」 )。 その^蕉が乞ぅて食ひ、貰ぅて<:^{ひ、さすがに年の暮れけ 

れ ばと 述悛 して、 

め で た き 人 の數 にも いらむ 老の暮 

と 淋しく 笑って ゐる。  • 

歳が 明けて 貞享 三年、 色蕉 四十 三 歳と なった。 
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伊勢が 寶家 にも 来たり 千代の 舂 

正月、 其 角 • 文 鱗. 枳風 • コ齋 • 芳重 • 杉 風. 仙 化. 李 下 • 擧 白 • 朱 絃 • 蚊 足 • 千里 等と 百韻滿 尾。 此卷を 「丙 

寅初懷 紙」 と 云って 出版され た (次 項參 照)。 

三月 二十日、 芭蕉 庵に 於て 淸 風. 擧 白. 曾 良. コ齋 • 其 角 等と 歌仙 興行。 

花 て 七日 鶴 見る ふもと 哉  芭  蕉 

懼て 蛙の わたる 細 はし  淸風 

足 踏 木を舂 まだ 氷る 筏して  擧 白 

(「 一 ク橋」 下略) 

三月せ 水 日、 草庵に 於て 古池 やの 名句 を 吐く。 支考の 「葛 松原」 (元祿 五 年刊) に、 

春を武 江の 北に 閉 給へば、 雨靜 にして 鳩の 聲 ふかく、 風 や はら かにして 花の 落る 事お そし。 彌生 も名殘 をし 

き 比 にゃあり けむ。 蛙の 水に 落る 音し ばくなら ねば、 言外の 風情 この 筋に うかびて、 蛙 飛 こむ 水の 音と い 

DDDDOOOOOOO  00000000  ooooooooooooooooo  oo  o  oo^  oo  ^ 

^5-か£.:&，き?.^|:ぃ。 ！ 《 子が 傍に 侍りて、 山吹と いふ 五 文字 を かふむ らしめ むかと およ づけ 侍る に 唯 

.^•i^J: さだまりぬ。 しばらく 之 を 論す るに、 山吹と いふ 五 文字 は 風流に して はなやか なれ ど、 古池と いふ 

五 文字 は 質素に して 資也。 云々 

七 ある。 古池ゃの句を作った草庵の情^^^！^面白く說かれてゐる。 支考は 「俳諧 十 論」 に、 「天 和の はじめな らん、 


武 江の 深 川に 隠遁して、 「古池 や 蛙 飛込む 水の 音」 といへ る 幽玄の 一句に 自己の 服 を 11 きて、 是 より 俳諧の 一道 は 

弘 まりけ ると ぞ。 云々」 と 言って、 古池 やの 句が 正風 開眼の 吟 であると 斷 じて ゐる。 然るに 越 人 は 「不 猫她」 に 

oc-oooooo つ o〇 000000000000000000  ,ミ [ メ， 

之を駁 して、 「常 流 11 基の 次 韻 も 知ぬ 故、 蛙 飛込の 句より 翁 は 眼 を II き 巾 さる X の、 15^ 想に 滑稽の 傳を傳 へられし 

oooooo〇  000000000  00000300000000  ： 

など 妄 一一 一一：： を 巾。 蛙 飛込の 發句 は、 次 韻 より 十 年 も 後に、 予が 所へ 書 越された る發 句な り。 共 角が 脇 あり。 声の 若 

龍に か、 る蜘の i 抓と い ふ 脇な り。 云々」 と 論じて ゐる。 若し 此.？ を 越 人が 「次 韶」 より 十 年 も 後の 作で あると 考 へ 

たなら ば、 それ は 誤で ある。 古池の 句は貞 享三华 仲秋 下 の 「卷の 日」 に 出て ゐ るから、 貞享 三年 恭の吟 と る 

べきで、 越 人の 許へ 「次 ls」 より 十ハ 牛も經 つて 書き送った としても、 作 は貞享 三年で なければ ならない。 又此句 

が fi- 風 眼の 句で あると か、 「次 韻」 が當流 開基で あると かいふ 論 も、 支 考ゃ越 人の 獨斷 で、 信じられる 事で はな 

い。 し 延齊八 年に 枯 枝に 烏 云々 の 句が あつたから、 其 歳の 作なる 「次 韻」 が當流 開基の 集で あると したならば、 

延^ 五ハ 牛に 枬 よりあ だに 落ちけ り 云 々 の 句が あるから、 延寶五 年の 「江戸 三吟」 が 正風の 始め だと も 云 へ ようし、 

延^ 七ハ牛 に S の 月 御油よ り 出て 云々 の 句が あるから、 延寶七 年 の 杉 風との 兩吟百 韻 も當流 開基 の 集と でも 云へ さ 

うだが さう は 行かない。 正風の 萠芽 は 延寶五 年に でも 八 年に でもあった けれど、 それ は單 なる 芬生 であって、 一 

般に 熟して 居ない。 藤の 詩境 は漸々 進展し 來 つて、 「次 韻」 より 「冬の 日」 の 方が 餘程 正風 的に なって ゐる。 此 

點 からい ふと、 越 人より 支 考の說 の 方が 卓見で ある やう だが、 何も 此句 によって 正風 を il^ したわけ ではない" 

支考も 翠閬 の說の 如く、 古池の 呤に 今の 俳諧の 風姿 を はじむ、 とで も 言ったならば 穩 健 かと 思 ふ。 併し 支考は 
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さう は 言へ ない 男 だから、 私共 は 正風 開眼に ごまかされす、 それ 以前の 藤 史的 研究 を 怠って はいけ ない。 

其 角が 上 五 文字 を 山吹 やと 置き 換 へたと いふ 說は、 「句 選 年考」 によると、 尾 州 鳴 海の 千代 倉 次郞八 所持の ^蒸 

眞蹟 に、 

が 池 吹 や 蛙 とびこむ 水の 音  芭 

蘆の 若葉に か i る 蜘の巢  其 角 

文通に 曰、 .a^  一  0114、 先達 而之 山吹の 句、 上 五 文字 此度句 案 かへ 候て、 別に 認 遣し 候。 初めの は 反古に 被 

. 成 可 被 下 候。 ：&&5 ハ^ゼ か SAi! き。 是叉 御世 話賴人 候。 知足樣 笆蕉。 、 

右 眞蹟其 角 筆に て 古池と 直し、 幷 脇の 句 其 角 自筆に て ありと、 或 行脚 僧 語り 候。 信僞は 未だ 知らす 

と ある。 之に よると 初めは^ 4^ やと 置いた の を、 後に か^ゃに 直した 事になる。 叉芳 山の 「曉山 集」 0 兀祿 十三 年 

刊) に、 山吹 や 蛙 飛 こむ 水の 音なら ば、 行の 心に 叶 ふだら うが、 一 說に 古池 やとい ふので は、 行の 姿に 叶 ふやう 

にも 思 はれない と ある。 併し 千代 倉 次郞八 所持の 芭蕉 眞蹟の 手紙 はどう も 疑 はしい。 第 一貞 享ニ年 春と いふ 年號 

が 信ぜられない。 貞享ニ 年 春 は 芭蕉が 甲子 吟 行中の 事で ある。 且つ 叉 其 角の 上方 行 卿 は貞享 元年 二月 發 足で、 秋 

の 末 霞して 居る。 裘ニ S 其 S 病 f  、 庵 II 川に 住み、 旅行の 擎 はま。 殊に 古池 やの 吟は 貞享 

三年 春の 吟で、 貞享ニ 年 春の 作で はない。 叉 こ > ^に 異說が ある。 それ， は 甲斐 國 K 摩 郡 鳥澤. 犬目兩 村の 間に、 三 

- 譲と いふ 坂が あって、 その 坂の 上 桑畑の 側に 小 池が ある。 口碑に よると、 こ i 甚蕉が 古池 やの 句 を 詠んだ の 


であると いふが、 之 も 信ぜられない (#: 庵の 「桃 靑傳」 出)。 口碑な どは當 にならない のが 一般で ある。 

一 體此： ^は 仙 化の 「可般 II」 (蛙 合、 貞享 三年 三 月刊) の卷 頭に 出た 句で ある。 此書は 笆蕉の 門人が 深 川の^ 蒸 

^に會 し、 各 蛀の句 を 衆議 判に かけた 句 合で、 仙 化 • 素 堂 • 文 鱗 •  蘭 •， 孤屋 • 李 下 • 去 來 •  -M 雪 • 破 笠. ちり. 

山 店 • 杉 風 蚊 足 . 曾 良 • 其 角 等 一 一十 番の與 行であった" 卽ち卷 頭 一 番に、 

左 

古池 や 飛 こむ 水のお と  芭 蕉 

いたいけ に 蝦つ くば ふ 浮 葉 かな  仙 化 • 

此 ふ.；^ か は づん- 何となく 設け.；， 1 ろに、 四と なリ、 六と 成て、 一 卷！. L みちぬ。 かみに；： ち、 下！ .L おくの 品、 おの/ \ あら 

そふ^な かるべし C 

とあって、 I 判の 文字 は 何とも 記されて ゐ ない。 恐らく 古池 やの 句が 秀逸で、 周圍の 門人 を 驚かした ので、 此句 を 

卷 頭に m はいて、 誓 記 役の 仙 化の 句と 假に 合せて、 皆が 蛙の 句 合 を 試みた もので あらう と 思 ふ。 持と いふ 譯 ではな 

い。 これ だけ は 衆議 判 を 避けた ものら しい。 それ だから 判の 字が 無い ので あらう。 仙 化の 句 は 芭蕉の.？ に 比して、 

情趣と 云 ひ、 品と 云 ひ、 全く 劣った ものであるが、 芭蕉の 句に 合 はせ たの は、 撰者で あるた めで あらう。 古池 

やの.？ は後掀 一部の 人から 不出来の 句 だと か、 或は 調が 整 はない などと 云 はれた けれど、 それ は此 句が 尊崇の 限 
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を盡 された 反動と 見るべく、 その 當時旣 に稱揚 された 事 は、 「蛙 合」 の 作が あつたの でも 分らう と 思 ふ。 叉 和 及の 

「俳諧 番匠 童」 (元祿 四 年刊) にも、 有體に 云って おの づ から 風情 おもしろき 發 句の 中に 數 へられ、 去來 から も 絡 

唱 中に 數 へられ、 「先師の 傍に ある 思 をな し 侍る。 云々」 (芭蕉 談 中の 說で どうかと 思 ふが) とまで 言 はれて ゐる。 

蓋し 此 句が 名句で ある 事 は、 芭蕉 殁 後久し からすして 喧傳 されたら しく、 そ は 許 六 • 野坡の 論難 狀を 集めた 嘯 山 

の 「雅文せ うそ こ」 (天明 五 年刊) を 見れば、 一 暦 明白な 理解 を 得る 事で あらう。 卽ち 

翁の古池の句ぃか^^御聞候ゃ。 おそらく 此 句を會 したる は 我なら である まじく 候。 其 角 も 山吹の まよ ひ、 

嵐 雪 も 上京の 時分、 五老 井に 来りし 比、 せ め 申 候に 埒明 不レ申 候。 李 由 • 正秀 など 日々 問 ども 今に 答へ す。 加賀 

に 北 枝 ありと 翁の 譽め給 ひし も、 あかく の 句 を 聞た る 故ながら、 中々 古池 は 心得な く、 去 來. 凡 兆. 丈 草 

とても 翁の 微笑し 給 ふ 事不， 承 候。 我の み 汝は聞 得たり とて、 芭蕉 庵に 於て 稱美 ありし。 貴 丈い か^に や。 意 

は 差 置、 蛙の 聲 ともい はす、 蛙の 飛を發 句に して、 いかなる 所が 名句に や。 名句く と唱 へて 味 ひたる 者 は 

なし。 云々 (九月 廿日、 許 六より 野坡 宛の 書 狀)。 

〇 

翁の 古池の 句贵 丈なら では 閜 得る もの 天下に なかるべき よし。 然る を 今 天下に 名句と いふ 事 は、 俳諧せ ぬ 者 

も 申 候。 素 堂 も 四 句の 名句の 內に撰 出し 候 事、 集御覽 にて 御存 あるべく 候。 翁み づ から 名句と ふれ 給 ふに や。 

叉 其 許が 名句と 聞てから 天下に 觸れ られ候 や。 不審に 候。 翁の 口よりも 此句 名句 也と 承らす。 其 許よりも 承 


らす。 かく 日々 に 文通 致 候 拙者 かくの ごとくに 候へば、 諸 國の人 猶更の 事に 候。 さる を 天下に 聞 ものなくて、 

誰か 名句と いはん や。 此 句の 意 は 翁に よく 承り 置 候 事、 先年 其 許へ 物語 申 候。 され どい か^ 翁の 說れ しゃと 

も御尋 もな く 候。 もとより 我 も 翁の 稱 美に ぁづ かりし とも 御咄 なく 候。 定而 たかぶり、 我 をお とし 入れ、 句 

意 を 書 あら はさば、 我ものにせむとの謀と_^^^。 其 角 • 嵐 雪 を はじめ 素 堂 杉 風 共 外 此句を 聞 得ざる もの は、 

0000000000000000000000  00 

翁に 句 解 を^、 き、 得る 者は稱 美せられ 候。 、江戸の 門人な ど 一 人 も合點 いたさぐ る 者 はなく 候。 北 枝 も 先年 

のぼりし 比、 咄合 候に、 能々 問 得 申され 候。 李 由 も 翁に 聞 申され 候よ し。 其 許 はい まだ 聞 給 はざる 事 明白に 

候。 されば こそ 聞 得た る 人 を 知り 給 はす 候。 何 を 開き、 是 也と 極め 置かれ 候 や。 甚だ 覺束 なく 候。 一分 は 格 

^、 門 人 衆 中へ わけ もな き 事な ど傳 へられ まじく 候。 翁の 名 玉に；^ の 土 ごしら へ を說に 同じう して、 罪深 か 

るべ く攸。 (十月 五日、 野坡 より 許 六 宛の 書狀) 

蒸門の^^ぉが！&ぅて此句の眞意を知らぅとした所を見ると、 餘程 魅力 を 持った 句 だと 見える。 そこで 名句と して 

in 傅され たので あらう。 膝^な 支考 はこ、 に 着目して、 此句を 正風！？ 眼の：^ と宜傳 したの かも 知れない。 後世に 

至る^ 拜は だしくな つた。 二三 例 を あげる と、 康ェは 「俳諧 百 一 集」 (明 和 二 年刊) に、 ，t 巴蕉 像の 賛 として、 

「いかなる 意味 や 有 けん、 吟 じて 淚を 流し、 て さびしみ 自然と あら はる。 中々 中まで もな し。 凡慮の 及ぶ 所に 

000  OOOOOOODOO  o〇〇〇  〇〇〇o  *  .  ：  ！  -  -  •  / 

あらす。 玄々 妙々 にして 獨歩 也。 信すべし。 仰ぐべし。」 と あり、 鼻 中 庵 三 力の 「俳諧 第一義 藥」 (天明 三年. ilt) に 

は， 「轉る 所 i なに 能 迷な り。 意味 說々 ありと いへ ども * 道 體の句 悉く 自得して、 心眼 を 開く にあら ざれば、 正諦 ペル 
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1- 義 かなら す。 蕉翁枯 野の 末に 歸し給 ふといへ ども、 日夜 眼前 在せ り。 とく 對 面して 微笑せ よ。 云々」 と ある。 

「俳諧 t 巴 蕉談」 に、 「色蕉 は 俳諧の 達磨なる は。」 と 丈 草から 言 はれた と あるが、 古池の 句 は 後に は禪の 公案の や 

うに 取扱 はれて， 禪 僧の 着 語 を 求める やうに なった。 春 湖の 「古池 眞傳」 (慶應 四 年刊) の 如き は それで ある。 本 

書 は 何人の 筆 錄か詳 かで ない が、 久しく 以前より あった もので、 それ を 春 湖が 書寫 して 出版した もので、 此句を 

佛 頂との 問答に 附會 して、 一 日佛 頂が 六祖 五平と 共に 笆蕉 庵に 至り、 近日 何 所有と いふと、 笆蕉 答へ て 雨 過洗靑 

苔と いふ。 和尙、 如何 是靑苔 未 生前と いふ や、 池 邊の蛙 一躍して 水底に 入る。 笆蕉 音に 應 じて、 蛙 飛込む 水の 音 

と 答へ たら、 佛頂 莞爾として 珍重々々 と唱 へ、 偈を 認めて 歸 つた。 嵐 蘭 曰、 冠の 五 文字 を 定めた まへ。 桃靑 曰、 諸 

子の 高論 を 聞かう。 門人 各 首 を：^ り、 杉 風 は 宵闇 やとす る。 嵐 蘭は湘 しさに と 案す る。 其 角 は 山吹 やとす る。 桃 

靑 いちく 聞き、 我 はむしろ 古池 やと 置かう と 言った ので、 衆 皆 あっとば かり 感歎した とい ふので ある。 笆蕉研 

究の 大家た る 何 丸まで も 「句 解 參考」 に、 「不可 稱* 不可 說* 不可思議の 一句な り。 つらく 思 ふに、 風聲. 水 音 

0  0  0  0  0 〇oo〇oo  0000  00  00000000  0 

萬 物の こもる 意 あり。 されば 此 水の 音に は 萬 物 こもる。 萬 物 一 に歸 す。 一は 空 也。 空々 • 寂 々たる 水の 音 を、 他 

より 評する は 借 上の 沙汰に して、 玉に 漆 をぬ り、 黄金に 箱 をす るの 說に 等し。 云々」 と禪擧 者の いふ やうな 事 を 

言って ゐる。  , 

蓋し 古池の 句 は 昔が 主眼で あらう。 音と 云った 所に、 觀念 的な 氣 持が 籠り、 意味深長に 聞え る。 其 場合の 光景 

は 春雨の I 卞の 乾かない 靜 かな 夕暮だ らうが、 或は 月光 朦朧たる 春の 夜 だら うが、 .？ の 鑑賞に 重要な 關係を 持つ ま 


いと 考 へる。 た ^妙-が 飛込む。 ぽ ちゃんと 水 昔が する。 後が シ— ン となる。 唤き 過ぎた 花が ハラ/ \ と 散り か、 

る。 ^蕴は .n:: する 方 を 兌 やって、 じっと 思に 耽る と 云った 心 is が、 幽玄. 淸 寂で よいの だら う。 芭 潔の 叙景：？ と 

して はむしろ 平凡で は あるまい か。 叙景で なく、 氣 分の 象徵 である。 そこに 魅力の ある.？ だと考 へる。 麥 水の 「jj^i 

門 一 夜 口授 J  G^. 水ニハ 巾刊) に、 

十：： 池の 句に 無形の 珠 ありと はいかん。 

答 曰、 此句 初心 蕉 I： の 人 は 名 • 秀逸の やうに 思へ る も あり。 さに あらす。 只是翁 常の 吟 にして、 强て いは 

00000000000000000 

ば少は 不出来なる 方な らんと も 思へ り。 然れ ども 貞享の 頃の 門人 も、 此 句より； 止 風の 心 を 知る。 今の 人我 輩 

の 如き も、 此 句より 高 情 を：^ る。 誠に 笆 焦の 梯 階なる べし。 門人 一 論 ありて、 此五 文字 山吹 やと あらば 如何 

にと。 然れ ども 忽チ 悟ッ て 十：： 池に 服す とや。 …… さらば 强て此 句 論 を 云 は^、 五 文字 山吹に もせよ、 藤に も 

OJOOOOOOO  000000  0000 

せよ、 上に 兑る もの あれば、 景の 句に して、 形の 呤也。 世人 多く は 閑 靜を赏 するとし、 或は 伦、 或は 寂、 只此 

0000000000  000000000000000000  oo〇 

紬々 と稱 すれ ども 猶 さに あらす。 是は只 音 を 聞 クの呤 也。 古池 は 音の 蛙なる べき 理を いはむ とのみ。 形に あ 

らす。 is- 飛込と 云 ふ も 蛙 を 見た るに は あらす。 昔の 理を いふ。 水 も 亦 同じ。 然れば 音と いふ 字の みに して、 

昔と いふ 時 はは や 第二義な り。 我等 好き者 音の 句 を 案じな ば、 蛙 飛込 ム昔 淋しと かすべし。 句 弱ク现 ク^ 

ベから す。 云々 

此論は 常時の 俗論の 反動と 兌るべき であらう が、 昔 を 主^と して、 叙景の 善惡を 論じない 所 は、 さすがに 一 楚眼 
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二- ノ. K 

を 持って 居る。 

古池の 德は廣 大無邊 であった。 慕の 人格 i 拜 さやば される ほど、 其 I 者 は 古池の 德 化を說 いて 止まな 

かった" 墓 は 遂に 朝廷から I 明 神と いふ 祌號 を 賜 はった。 「久夢 曰 記」 (文化 一二 年 成 か) に、 rgjpl. 。の I ゆ. 

§26 マ き£ お £s お" ちき ss，  その もとに、 古池 や 蛙 飛込む 水の 音。」；： 

ある。 古池の 傳說化 もこ 、迄 行けば 無上の 光榮 である。 

此舂 (三月)、 |巴 蕉は 病んで、 草庵に 籠った。 

音の いら か 見やりつ 花の |K 

其 角の 「いつを 昔」 に、 「病 起の 眺望なる べし 。」 と ある。 芭蕉 は 元来 病弱であった。 句集 を 見ても 病氣を 述べた 句 

も あるし、 門人から 旅行の 際 病 纏 を氣遣 はれた 事 もあった。 痔が あり、 胃腸 も惡 るかった やう だ。 殊に 貞享三 • 

四の 交 は病氣 勝ちであった。 

W 月. 常 陸の 潮 來本問 道悅に 醫を擧 び、 起請文 を 出した と 傅 へられる。 之 は gls 道 意と いふ 人と 連名で、 確か 

な もの だら うと は 思 ふが、 二三の 擧者は 之 を 疑って ゐる。 起請文 は 成 美の 「隨 齋諧 話」 其 他に 見え、 今 は 「ひろ 

はの 風」 とい ふ卷 物の 一部と なって. 本 間 家に 傳 はって ゐる。 (卷末 補 遣 其ー參 照) 

相 傅 雷啓讓 一 流、 iiiif  。 若 II、 大小 神祇、 別 I 緣 氏神、 可灘雾 也。 仍而起 

請 文 如 件。 


.  物 部 SI ^ 

.  、  □ 

良 享 三 3^ 

丙 刁 

叫 n:: 十二  口 

一  ni- 桃 靑 

本 逍悅^ 

(「ひる はの 風 •」 に據 る) 

本 ii (永の！^ 錄 によると、 初代 道悅 • 1 一代 逍 • 三代 迸 仙 •  w 代 道 意 • 五代 玄琢 • 六 代 益 謙 • 七 代 軒 以下 述 綿と 

して 今日に 及んで ゐる。 初代 道悅は 武門 を 遁れて 江 戶に來 り、 啓迪踪 岡本玄 冶に 醫を舉 び、 T い 巴 蒸 は 小 S 原 町に 旅 

し、 C 分 は KE: 物 町に. M 居し、 川 一 つ を • かて i 住んで 居た ので、 常に 親しく 面 を 合せて 居た が、 其 後^ 花 一 は 深 川 

に、 ^悅は 陸に 居 を 移し • 牲來も 棘 遠に なった。 然るに 芭蕉 は貞享 卯年 (叫 年) SI 鄕の別 を 吿げ、 且は鹿 島の 

：：： 兑が てらに 苧 (道 悅亭) に 来り、 時雨 降る 迄 杖 を^め た。 义 餞別の 俳諧 • 詩 歌 を まとめ、 $： 贺餞 刖と题 

して、 .y 戶 から 贈られた (「5: 贺 錢^」 、自 準亭 六世義 杏の 序に 據 る)。 四 代 逬意は 道 仙の 實 子で、 醫を南ー^-先生に 

擧び、 俳諧 を麥林 八- ：： 乙 出に 受け、 墨齋左 と稱 し、 柳 居 • 鳥醉. 秋贝 等と 名 を 均しく したと いふ。 北ハ 閣老 阿部 

能 ひ 守 叶 • 花と 號し、 俳諧に 高名だった。 或 時 左右 其 邸に 召され、 俳談の 末、 常 if のく すし 本^ 左右に 初めて あ ふ 

と 前 寄して、 「うは さいうた 是も常 陸 の 友 千鳥」 とい ふ 句に、 千 i:;! を 末に 書いた 一 軸 を 賜 はった。 共 後 もしば く 
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召された が、 家 藏の蕉 翁 眞跡を 所望され たので、 止む を 得す、 鹿 島詣の 草稿、 山 口 素 堂 十三夜の 文 を t 巴 蕉の淸 書 

した もの、 其 他 一 品 都合 三 點を吐 花 侯へ 進上した。 なほ 本 間 家に は 伊賀 餞別 一 卷 • 深 川ヹ仪 二巴蕉 及び 越 人の 附句 

一 卷 (「曠野」 出). 阿 彌陀坊 前文 發句 一 幅， (關 切の 名 印が ある。 芭蕉 遷化 前の 書で 見事な もの。 併し 水戶侯 小川 村 

御お 行の 節、 蕉 翁の 眞 跡御覽 遊ばされ、 皆 命あって 家 藏殘ら すお 目に かけ、 此 一幅 を 献上し、 其 後 は 水 戶城內 御 

衲 戶に收 まる。). 素 堂 亭集殘 り發句 一幅 二者 聞 集拔萃 (之 は 笆蕉が 著 聞 集 を 讀んだ 時、 有用な 個所 を 書き 拔き、 本 

間 家へ 預け 置いた もの ださう で、 はじめは 五十 枚 ほど あつたが、 追々 人に 讓り、 一枚 殘る。 それ も 今 は 無い さう 

である。). 日 暮漢 inc 手本 二 行 • 「花す、 き あまり まねけば うら 枯て」 とい ふ 「ひさ ご 集」 の附句 を， 紙の 裏表. 横 

堅に 手 習 ひたる 紙一枚 (分家に て 紛失) . 翁 椀 六 個 (莒の ふたの 裏に、 此 食器 は 古 _ 巴 蕉翁貞 享年 中 鹿 島 行か ひの 

.:VJ い^ き.^ い \ い、 《^?ぃ^5>訃ぃぃ？|.^^り。 ん H^l 壬 中のと い 改て收 め畢。 墨 齋藏。 と 書く) 二 巴 蕉と道 悅の畫 

像 (本 間 家 六 代 本 間 益 謙賛、 物い はぬ 草木 を 友 や 初 時雨、 七 代 贈 從四位 本 問 棗 軒畫) などが 傳 へられた。 去留の 

「全集」 にも、 

本 間 自準は 常陸國 茨城 郡 小川 村の 醫 にして 道 悅と 云。 翁の 醫の師 にて * 貞享 三年 丙 寅 四月 十二 H 物 部 道 意と 

いふ ものと 運 名の 誓詞 あり。 今 其 家に 藏す。 叉 鹿 島 詣の時 止宿 ありし 事は數 日な りと 云。 其 時 翁の 用 ひられ 

し g ッ椀を も 揃つ ど ふ。 き い &"。 道悅 俳諧 は 翁に 學び、 俳名 松. 江と 云。 道 り 五 

比、 今玄 球と 云。 其 外に も 翁の 遣 物 多くた く は へ しに、 今 は 鹿島詣 • あみだ 坊の句 • 殘 菊の 宴の 句 • 越 人と 


！ f 吟 • ふか 川の 夜と 题 せる 卷 • ^贺錢 別の 詩歌 發句 . 自筆の 古今 著 聞 一 冊の み殘れ りと なん" 

と ある。 私の 见た翁 椀は黑 塗の 立派な 器で、 ふたに 草の 模様が 付いて ゐ たやう に 記憶す る。 一茶が 文化 十 四 年 五 

廿ニ 日 木 ii 家 を 訪れ て、 親しく ^蕉 の遗 物を兑 て、 「した はしゃむ かしし のぶの 翁 椀」 と いふ 句を殘 して ゐる所 

を！ 2- ると、 椀 は 確に しのぶ の 校 様で ある。 

本 問 家 は 代々 俳人 を屮 I した。 道 悅は松 江と 號し、 道 因 は 友 五と ある。 松 江の 句 は 「鑌虚 栗」 に 一 句 兌え、 友 五と 

燕： y ハ 他の 人との 速：^ は 「一葉 ま」 に 見えて ゐる。 芭蕉の 潮 來往來 は 貞享四 年 以前から あった 泰だ らう。 ぉ蕉も 

は 悅に醫 を 聞き、 道 悅も俳 を ^蒸に 問 ふとい ふ 交で あらう。 た f 物 部 道 意の 何人で あるかに 就いては、 從來の 

00  ^ も 肯 及して：： i5 ない。 私 は 昭和 ニハ牛 二月 偶然 物 部 道 意の 一 族なる 信 道の 子孫 片山衆 城 氏の 訪問 を 受け、 共大 

體を 知る 璨が出 來た。 氏 は 常時 鹿； 島 市 革牟田 町に 住し、 鹿兒島 縣 立 工業 擧 校に 勤務され て 居た やう だ。 {议 に 篤 

iwu な 人で、 親しく 鄉 5- の 文献 を 剥べ、 S 輩 未知の 私に 敎 示して くれた 事 は、 感謝に 堪 へぬ 次 i= ^である。 次に 共大 

略 を-一 はう。 

來丧の 中に 一： 儿. i しハ や：：： W と 同年 五月 廿 八日 附の 古文書 一 一通が あった。 前者 は 道 意と 片山 惣兵衞 なる 人との 關係 

を 主に 朮 r 、へた もの、 後者 は 道 意 家と 片山信 道との 關係を 叙した もので、 何れも 道 意の 孫 信 親の 記せる 所で ある。 

この 文書 は餘り 能^なら す、 誤字 も 多く  (〈束 城 氏の 言)、 文意 十分 判明 しないが (之も^ 城 氏の 貢、  も M 感)、 大 

體は 分る 文 漢文)。 先づ 前. 者の 記錄 によると、 露 田彈正 守の 家臣で， 少身 では あるが、 知；；；： を m ひ、 譜代の 者 

第 一 節 み海.近幾.^^尾地方の旅行  二八 九 


第 六 章 東西 行脚 時代  二 九 〇 

に 片山您 兵 衞親宗 とい ふ 人が あった。 隱 居して 醫術を 尊んだ。 親宗の 友人に 和 一？ $¥hs とい ふ 

人が あって、 親宗と 親しく、 兄弟の 契約 を 結んだ。 親 宗が本 間 某の 傳受を 承け たの は、 吉 親が 物 部の 住 太夫の 子 

孫であった からで ある。.. 吉親の 先物 部 氏 は 久しく 土民の 中に 落ちて 居た ので、 系圖を 疎に した。 吉親は 首 jfel}la 士 

の 情で、 江戸の 町 醫. 屋敷 翳. 典藥 頭と なった。 併し 姓氏が 無い ので、 親 宗の氏 を 取って 片山 氏と 云った。 そし 

て 常に 酸 继の紋 を 用 ひて ゐた (今に 趣 甲に 酸 紫 を常紋 とする 由。) 云々 と ある。 吉親卽 ち 道 意の 鄕里は 近 江 酒^ 香 

郡 西 物 部 村で、 こ- - にあげた 片山惣 兵 衞と鄕 里 を 同じく した もの か詳 かで ない が、 恐らく 惣兵衞 も 西 物 部 村り 人 

であった の だら う。 

道 意 は 何歳で 殁 した か詳か でない。 殁年は 同村 雙ぉ 寺の 過去帳に、 

少 寶永八 卯 正月 五日 

道 意— I 


妙 貞— 


享保 十四 酉 十二月 十四日 

,10  t 享保 十二 未 二月 二十日 

g ま 道 意 息 

享保 十六 亥 六月 十五 日 

道 意 妻 


と ある。 併し 道 意 屋敷 (道 意が 住んで 居った 西 物 部 村の 屋敷 跡 か) の 所有者 片山 政治 郞 氏の 內佛 掛け の 法名に 

法名 釋道意 


享保 四巳タ K 稔 八！：：： ト 四日 

釋 一 應 

とも ある。 へ 来 城 氏の 說に は、 此. M: 佛 掛け S1 は釋道 意の 入寂の 曰を缺 いて ゐ るから、 享保 年 八月 ト 四日 は 釋ー應 

の殁 年で はなから うか。 併し 雙林寺 過去帳の 享保 十四 年 十二月 十四日 殁 では、 道 意が 餘 りお 命に 過ぎる やう だか 

ら、 或は 享保四 年殁の 方が 眞 であるか も 知れない と ある。 若し 享保 十四 ギ殁 だとす ると、 道 意 は^ 燕の 殁後 三十 

五 年 も 生きて 居た 事と なり、 道 意が 貞享 n 厂 4. 道悅に 起請文 を 入れた 時 は、^ 蕉 よりす つと 年下の やうに 思 はれて、 

悅に 出した 起請文の 芭潔 は、 請 人と いふ 意味の 逑名 らしく も 思 はれる。 

キ3 やお 屋敷 所^^ 片山 政治 郞氏 方に は、 道 意の 所持した 人體 II ゃ醫 術に 用 ひた 器物、 東皐 心越禪 師の肅 いた 竹の 

字の 幅 (中央に 大きく 竹の 字 を 書き、 右に 東皋大 龙并夫 書、 左に 「何 一 日 可 無此君 哉。 附與本 間 翁」 と ある。 〈糸 城 氏の 來 

書に、 「此 幅の 本 問 翁と あ. る は、 道 意 か、 又は 其 師道 悅かを 知らす 候へ 共、 若し 道 意な りと すれば、 後に か X ぐる 

我が 宗家の 古文 害 (元祿 七 年) に、 道 意の 孫 信 親と あると 符合し • 云々」 と ある。 迸 意 は 本 問 姓 を名乘 つて ほった。 

それは^^；：-の印象を兑ると、 周 圍に木 iT  印面に 希 志と あるし、 又 他に 一 つ 道 意 屋敷から 發 掘した 石 印に 

も 希 志と あるから、 心 越から 附與 された 竹の 字の 幅 は、 道 意に 與 へられた もので あらう )o  ^蕉 から^ 意に 

與 へた 「山中 や 菊 はた をらぬ の 句 ひ」 の €lg  (これ は 政治 郞 氏の 先々 代 か、 或はもう 一 代 先き の 作 平と いふ 人 

が、 金 五兩で 拂ひ、 その 金で 道 意 追善の ため、 變林 寺の 本尊の 一 S」M を 寄進した。 その 豪 座 は 今に 殘 つて ゐ る。) 

• 第一 節 ^^海.近畿.濃尾地方の旅行  二 九 一 


* 笫六章 東西 行脚 時代  二 九 二  - 

などが あった。 其 他 芭蕉の 眞筆 草稿 もあった が、 女 世 帶の時 散逸した。 伹 しその 中の 一 片 たる 「いづく しぐれく 

さ を 手に さげて かへ る 僧 たうせ い」 と ある もの は、 奥 田 休 七 氏 方に 秘藏 されて 居る。 

なほ：^ 木 城 氏の 宗家 次 之 助 (現 戸主 か) 氏 方に 傳 はる 元祿七 年の 古文書に 據 ると、 當時道 意の 孫 片山小 三 郞信親 

は 常陸國 行方 郡 板久村 (潮 來) に 住んで 居た。 卽ち道 意 は 江戸に 出て、 後鄕 里へ 歸 つて 殁し たものと 見える が、 

紫 城 氏の 說に は、 道 意 は 子 (寂 意) の 代 迄 江 州に 在り、 孫 (信 親) の 代 は板久 村に 歸 つたと ある。 道 意の 孫が 板 

久へ 住んだ と あると、 何 か 道 悅と道 意 一家の 間に、 特別な 關係 でも ありさう に 思 はれる が、 それ は 明白で ない。 

叉 道 悅が潮 来に 住んで 居た ので、 道 意 も 潮 來へ來 たもの か、 どこで 妻 を 貰って 子 を 生んだ か、 いつ 頃鄕 里へ 歸っ 

たもの か、 その 點も詳 かで ない。 古老の 言に 據 ると、 道 意 屋敷に は 井 戶も殘 つて 居り、 且つ 道 意 は 殊の外 水仙 を 

好み、 近年 迄 多く 屋敷に 水仙が あった。 道 意 は 井伊 侯から 五十石で 抱へ ようと 言 はれた が辭 退した と。 

道 意 は 俳人であった。 許 六の 「正風 彥根 鉢」 に、 

西 ものべ  ， 

梟の 世を晝 にして 月見 かな  希 志 

梅 折て 箸お も ひ 出す 手の 句 ひ  同 

西 ものべ 

ふきみ そ は 甘から ぬと や 尼が 庵  有  近 

西 ものべ 

初 時雨 馬 もな づむゃ 鈴のお と  信 道 

猫 も ゐぬ林 竹 藪の あられ 哉  ： 同 


とい ふ 句が 兑 える。 この 希 志 は 卽ち道 意で ある。 恐らく 道 意 はは じめ 俳諧 をお 蕉に舉 び、 後 許 六に 就いた もの だ 

らう。 お 近 は 同村で は あるが、 何人で あるか 今に 不明で ある。 信 道 はへ 汆城 氏の 宗家の 人で、 同族 或は それでない 

迄 も相紛 る、 程 親しい 問 柄で あつたと 氏の 書狀 にある。 現に 宗家 次 之 助 氏 に傳 はる 古文書の 一 通に 據 ると (信 

親より 片山治 兵衞に 宛てし もの、 本文 片山 治兵衞 殿の 右 脇に、 物部村住三良四郞子孫末：！：^道とぁるから、 治兵衞 

が 信 道で あらう。)、 治 兵衞の 先祖 は 種 村 氏で、 天 正の 顷 高名が あった けれど、 共 後退 轉し、 土お の 中に 入り、 名 

.H^ 役 を 勤めて 居た。 が 久しく 其 姓氏 を 用 ひなかった。 そこで 今 自分と は 別に、 山 氏 を 信 道に 讓る 云々 とあった。 

卽ち £：： 山家 X は 道 意 家と： laa 家と が ある 事になる。 尙次之 助 氏 方に 許 六 摯の信 逬^ 歷祝贺 の 歌仙が 俾 へられて ゐ 

る。 卽ち 

隊々 として^に 耕し、 秋の 落 穂 を ひろ ひて、 野菊の. g 枯 たる をと ぶら ふわたりれ T の W ト雀 さへ 老の 名の あり 

ける を、 五 卜 街の 名 さへ もれて、 六十からの 數に はいりぬ。 す め は 百に なりても^ ときけば、 ^ の な み 

./\に わたりた る も あはれ と 見るべし。 □□ 

生垣 や 外まで 菊の 香の 餘り  信 迸 

六十^も 世に わたる 聲  菊 阿 

朝の 月 雁 も 團子も 茶 を吞て  紀 述 

と ある。 

第  一 0 ポ海. 近 fi.^ 尾 地方の 旅行  二 九 三 


第 六 章 東西 行脚 時代  二 九 H 

以ヒへ 束 城 氏の 敎示 であるが、 こ、 にいぶ かしき は 古文書 中の 「入道 謂 道 意」 とい ふ 註で ある。 貞享 三年の 起請 

文に 物 部 道 意と あるから、 道 意號は 早くから 用 ひた もので、 醫 名と 見るべき であらう。 

六月、 素 堂と 和漢 連句が あった。 之 は 支考の 「三日月 日記」 (享保 十五 年刊) に 出て ゐる。 卽ち 

納凉の折々 ぃひ捨て.^^る和漢、 月の 前にして みたしむ。 

破風 口に 日影 やよ わる 夕凉  芭  蕉 

ikr 苓 ^  • 蠅  避ノ  烟ヲ  素 堂 

(下 略) 

「春秋」 に、 「元 祿五年 八月 八日 歌仙 滿， 尾ス。 云々」 と ある。 支考の 「和漢 文 操」 卷之 三、 大和 聯句， 序に、 

ヌナ ラ，  ；-^  一一  00 ト o〇〇o  ツイ デニ  0 ブト テ 0〇0〇ヲ0  ニシ  ナルプ 

党.^ 後 元 祿之始 也 iir  .1^,, 武江之 芭蕉 庵 i 而 素堂與 -1 故 翁-夜話 之 次、 撰 二三 日月 日記- 迎、 往古 評 3 漢和 之 爲>1 不自 

S 當&ぎ 句 I： 不 I 一而 霸ニ i^^w^k^ 山 素堂 「楊き きジ伏 見り 

I 子 

と あるが、 か、 る 句 は 素 堂のに も 芭蕉 (支考 云、 白 龍 子と は 先師の 聯句 名な りと。) のに もない。 例の 偽作ら しく、 

素 堂と 笆蕉 との 夜話 も 疑 はしくなる。 「泊 船 集」 に、 「唐破風の 入日 や 薄き タ凉 み」 と ある。 

八月 下旬 「春の 日」 梓 行 (次 項詳說 )。 

九 Gp、 淸 風の r 一  つ 橋」 成。 清風 は 羽 前 尾花 澤の 人。 鈴 木 氏。 通稱八 右衛門。 紅花 商人で ある。 家 富み、 芭蕉 


も 奥 細道の 際立 寄って ゐる。 延资 3^;^ れ林 風で、 惣本寺 高 政の 「中庸 姿」 (延^- パ 年刊) に 其 名が 兄え てゐ る。 貞享 

の 始め-ほ 蒲 門に 入り、 蕉 との 逸話が 傳 へられて ゐる (奥 細道の 條下參 i;)。 本嘗は 商用の ため 上方 ゾ江 戶に 旅行 

して、 當 地の 名 ある 宗匠と 附合 つた 歌仙 十卷を 出版した ものである。 友靜の 序に、 貞享 三年 九月」 ハ 日と ある。 卽 

ち 湖 • 淸風： 吶吟 歌仙 ー卷、 才 麼 • 淸 風兩吟 歌仙 一 卷、 言 水 • 淸 風兩吟 歌仙 一 卷、 立志 • 淸 風兩吟 歌仙 一 卷、 一 

品 . 淸風： 响吟 歌仙 一 卷、 信德 • 仙 庵 • 淸 風三呤 歌仙 ー卷、 淸風 • 其 角兩吟 歌仙 ー卷、 仙 庵 • 淸 風兩吟 歌仙 一 卷、 

調和 • 淸風" 吶吟 歌仙 一 卷、 如^：水 . 湖^  . 言 水 • 仙 庵. 信 德其他 五十 韻 一 卷と 前述の 芭蕉 等との 歌仙 一 卷を 含む。 

^の n しめて 居る 暑 かな 

初雪 や 水仙の 葉の た わむ まで  • 

しぐれ 行 や 船の 帆づ なに 取 付て 

す.>-はきゃ|„:^1ゅく宿の高鼾  • 

年 忘 三人 寄て 喧 t- かな 

う か /\ と 年よ る 人 や ふる 曆 

川八贫 ゃ獨 居，， 箴は此 冬の 事で ある ((せ 略)。 

六、 春の 日 ど 初 懐紙 

貞 享元ハ 巾の 「冬の 口」 に 次で、 貞享 三年 「春の 日」 が 刊行され た。 撰者の 記載 はない けれど、 荷兮 であらう。 

第  一 ^  * 海. 近 fi. 濃 ：！^ 地方の 旅行  二 九 五 


第 六 章 東西 行脚 時代  二 九 六 

書林 は 京 堀川 通 錦 小路 上ル 町、 西 村 市 郞右衞 門。 井筒屋の 書籍 目 錄に蕉 翁 撰と あるが 誤で ある。 徹士の 「花兑 単」 

に、 「天 滿の宗 因、 深 川の 桃靑、 一生の 中編 集せ す。 いひ 出せる 句 はよ しあし 共に、 門弟 又は 連 衆より 板 行して 世 

にあり。 云々」 と ある。 「泰 秋」 に、 「愚 云、 此 一 事 (春の 日 梓 行) 芭蕉 一一 ァヅ カラ ズト 雖、 世 一一 七 部集ト 稱スル 一 

書ナ レバ、 爱ニ其 板 行ノ時 ヲ記ス ノミ。 此ー集 ヲ七部 ノ其ー 一一 加へ シハ 故人 ノ誤 ナリ。 云々」 と あるが、 全く 芭 

蒸の 關知 せぬ 集と も考 へられない。 なぜと いふと、 例へ 芭蕉の 入った 連句がない にせよ、 荷 兮* 野 水 等 重立った 

者 は當時 芭蕉の 指導 を 受けつ、 ある 者 共で、 ^蕉風の 感化 は 十分あった 事と 思 はれる。 其 等の 仲 問から 撰 集が 出 

たと て、 蕉 門の 撰 集で ない とも 云へ まいし、 笆蕉が 風馬牛に 考 へる 譯 もなから うと 思 ふ。 た 小冊子で あり、 荷兮. 

野 水 周 圍の撰 集で、 努力 も 少なく、 いは うちば の 集の やうに 思 はれて、 あっけが ないから、 -t 巴蕉の 代表 巽 集と 

して、 物足りな さを感 する 事 は 確で ある。 

「养の 日」 牧 める 所、 二月 十八 日附の 荷兮. 重 五 • 雨 桐 • 李 風 .昌 桂の 歌仙 ー卷。 三月 六日 野水亭 にて、 ロー 藁. 

野 水 • 荷兮 • 越 人 • 羽 笠の 歌仙 一 卷。 三月 十六 日且 藁が 田家に とまりて、 野 水 • 曰 一 藁 • 越 人 • 荷兮 • 冬 文 (今宵 

は 更けた とい ふ譯 で、 十二 で 止め、 同 十九 日 荷 兮窒で 打 次ぐ。) 追加、 三月 十九 日 舟 泉亭、 越 人. 舟 £水. 聽雪 • 

螽髭 • 荷兮 歌仙 表 六 句。 及び 四季 混 題發句 五十 九 G 巴 蕉の句 三 句 入り )o  二番目の 連句 表 六 句 を あげる。 

三 月 六日 野 水 亭 に < 

なら 坂 や 畑う つ 山の 八重 さくら  日 一  藁 


おもしろ うかす むかた yc\ の 3^;;; 

Ij^ の 旅 節供なる らん 袴着て 

n す. >- ぐべき 淸水 ながる- - 

松風に た をれ ぬ 程の 酒の 醉 

^のこし た る 虫 はなつ 月 

元 口 の 木 の 間の 競馬 足 ゆるし 

舟く の 小 松に 雪の 殘 けり 

古池 や 虹 飛 こむ 水のお と 

郭公 さ ゆのみ 燒 てぬる 夜 哉 

うれし さは^が くれ 梅の 一つ 哉 

蓮 池の ふかさ わする i 浮 紫 かな 

山 土 十に 米つ く ほどの 月夜 哉 

瓦ふく家も面白ゃ秋の月 

第 一 笳 東海.近畿.^|31^地方の旅行 


七 


野 越荷杜 李！ ：5 旦重 
水 人 兮國風 藤！! ^五 


執 羽 越 荷 野 
筆 笠人兮 水 


第 六 章 東西 行脚 時代  二 九 八. 

こぬ 殿 を 唐黍 高し 見お ろさん  荷  兮 

ー體に 調が 穩か になった。 越 人 や 荷兮の 句に は 曲節 ある 情緒 的な 風 も 見える けれど、 他 は 概して 平淡で ある。 「七 

部 さがし」 に、 吏 登 は 「冬の 日に 舂の日 はこ もり。 云々」 と言うて ゐ るが、 私 は 冬の 日と 「春の 日」 は 比較すべき 

もので ない と考 へる。 藝太は 「雪お ろし」 の はじめに、 「尾 張 五 歌仙に 談林 風の 古體を 破り、 繽 いて 春の 日に 光り 

を か- -げ、 云々」 と言うて ゐる。 { 莨 際 冬の 日の 印象と 春の 日と はまる で 遠 ふ。 冬の 日の 調 は 情緒が 激越して ゐる。 

技巧 を 凝し 過ぎて 險奇な 表現に 終って ゐる所 も ある。 春の 日 は溫藉 である。 平淡で ある。 多少 叙 法の 詰った 冬の 

日 調も兒 える が、 大體に ゆるやか である。 冬の 日の 美 點は朗 々誦すべき 句に 少 くないが、 春の 日の 方 はよ い 句 も 

特に 目立って 見えない。 「婆 心錄」 に、 「卷の 調子 は 冬の 日に 異なりて いと 寬 なり。 云々」 と あるが その 通りで ある。 

許 六の 「藤 代 滑稽 傳」 に、 芭蕉の 撰 集と して 十 一 部 を 示して ゐ るが、 「春の 日」 も 亦 その 一 つに なって ゐる。 支考 

の五變 論. 三 變論皆 「春の 日」 を 「冬の 日」 と 合せて、 その 時代の 色蕉の 代表的 撰 集と して ゐる。 「春の 日」 は芭 

蕉の關 知せ ざる 集で あると いふ 說 があって も、 「春の 日」 は 古くから 注目され、 賞讃 されて ゐた。 詳しく は 尙七部 

集 論の 條 下に 述べる。  ， 

「丙 寅初懷 紙」 (鶴の 歩み • 鶴 百 韻 • 泰の曉 集と も 云) は貞享 三年 初春 江戸に ての 作で ある。 鶴 齢 堂の 序に、 「先 

哲の才 をた くみにつ^ りおけ る ものから、 彩 筆と いふ 計な くめで たしと 見 ゆ。 云々」 ともあって、 卷中カ ありと 

いふ わけで、 古 來稱譽 された ものである。 刊本 は寶暦 十一 年 八月 鶴き 堂 主人の 上 木した ものが 流布され てゐ る。 


此 集の 前 五十 句 だけに t 巴 蕪の 註が ある。 それ は闌更 が資暦 十三 年に、 「花の 故事」 と 題して 刊行して ゐ るが、 00 

の 誤り 少 くないので、 後明 和 八 年 「落 紫考」 と 題して 訂： 止 出版した。 

本 窖の內 容は其 角 • 文麟 • 枳 風. コ齋 • 芳_ &:  • 杉 風 • 仙 化. 李 下 • 擧 白 • 朱敍 • 蚊：： や 千 Sf; . 芭籠 ( -1 ノウ 十三 

句 n より 揚水 入、 ； 一つ ォ七 句：：： より 不ト 入、 名 殘ノ 表 五 句！：： より 峽水 入。 「七 部 拾 造」 中の 初 懐紙に 據 る。) の 百 韶で 

ある。 し本窗 は 七十 六 年の 寫傳 (享保 十九 ハ 牛の もの ありと すれば 四十 九 年) であるから， 寫 -1^ も かなり あるら し 

く、 作^ 號を 調べて 兑て も、 表 五 句 R の 芳重は 「落葉 考」 では 芳里 となり、 又 「卷 秋」 の 一本に よると、 不ト出 

ハ して 九 句 成の 次に、 「千卷 出席 シテ 十七 句 成」、 「峽山 出席 シテ百 韻 成」 と あるが、 鶴 齢 堂の 「初 懷， 靴」 に は、 千 

^でな く、 iH:- 蕉 になって ゐる。 「落葉 考」 でさへ 寫誤を 改めた と 云っても、 尙 誤が あるか も 知れない。 义 「^葉 考」 

の^ 燕. in 注と 佛 へられる ものの^に、 「當 時の 俳 道 意味 心得が たし。 願く は 句 解した ま はらん やと 侍りければ、 卽 

興に 加筆し 給 ふ。 終： n の 席 はせ を 翁の 持病 快から す。 五十 韻に して S. をた ち 給 ふ。」 と あるが、 之は芭 蒸の n 投 

を 傍に ゐて 記した 門人の 附記で あるか、 或は 鬧更の 附記で あるか 分らない。 なほ 一歩 進んで 云 ふと、 此註 は^ 

して^ 藤の. E 註で あるか それ も 分らない。 樋 n 氏 は-い 巴 蒸の 自註で ない と 一一 一一；： うて ゐ るが、 或は さう かもしれ ない。 

例へば n 分の 句 を 註す るに、 付 やう 輕 くて よしな どと、 如何にも 人の 句で ある やうな 態度で 論じて ゐる。 併し 此 

註 は. K によく 出 來てゐ る。 簡明で、 親切で、 初 學には 好參考 である。 表 三 句の 註 だけ 引用す る。 

口の 卷を さすがに 鶴の 歩み かな  其. 灼 
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第 六 章 東西 行脚 時代  三 〇〇 

元朝の 日の はなやか にさし 出て、 長 iS に 幽玄なる 氣色 、鶴の 步み にかけ てい ひ つられ 侍る。 視言 言外に あら はる。 

流石 LL とい ふ 手 爾葉感 おほし。  . 

砌に 高き 去年の 桐の K  文 鱗 

貞德 老人の 云、 脇 體四道 もリと 立てられ 侍れ ども、 當時は 古くな リて、 景氣， か 云 ひそへ たる， かよる しとす。 吾 桐 

く 立ちて、 しかも 木枯 のま、 にして、 枯れ 4^ る 實の棺 LL 殘 り，；，： るけ しさ、 言葉： まやか にして、 桐のお Is. とい ふ は • 

桐の 木と いはん も 同じ 事ながら、 元朝に 梢 は 冬め さて、 木枯の 其まゝ なれ ども、 ほのかに かすみ 朝 ulLi ほひ 出て.. つ 

る はしく 見え 侍る 體 なるべし。 很 桐の 實と 付け.；^ る 新しみ、 俳諧の 本意 か、 る 所に 侍る。 

雪 村が 柳 見に 行 棹 さして  枳 風 

第三の 體、 長 高く、 風流に 句^ 作リ 侍る 。發 句の 景と 少し か はりあ リ 。柳 見 LU 仃く ともれば、 いまだ 景 に 不レ對 也 C 

雪 村 は 畫の名 第 也。 柳， な丧 くべ さ sts、 その 柳 見て 畫 人と、 みづから舟に^^さして出でたる狂^の體珍重，必。 桐 

の 木立 詠 やう 奇特 LL 侍る。 付 樣大？ ^也。 

蟹が 爪 木の 斧の 音、 絲.ぽ木 の ほろ く あへ、 茶 僧 梅干の 影の 如く 来りな どと いふ 風體 を、 見る に幽 なり- 思 ふに 玄 

なりと 考 へた 延寶八 年 以來の 幽玄 論 も 隨分變 つた ものである。 それから 七年經 つと 芭蕉 も、 日の 舂の句 を 長閑に 

幽玄なる 氣 色と ほめて、 長 明が 言った やうな、 普通の 幽玄 論に してし まって ゐる。 併し 桐の 木と 云って よい 听 を、 

桐の 實と 云って 新し 味 を 出した 所に は 感服 出来ない。 尤も 之れ 位な 新しみ なら、 「次 韻」 •「 武藏 曲.」 • 「虚 栗」 に 見 

る やうな、 怪奇な 新味で もない から、 まだ 我慢 も 出来る。 一 體 本書の 調 は 「冬の 日」 に 近い。 「冬の 日 一の 無理な 


技巧に よって、 ，認.：^ の 險奇な 晦^に 陷 つて ゐる點 を 取 除いた 點が、 本書の 進歩で ある。 贞享ニ 年の 春の 日の やう 

な. 0 やかな 調 は 本 害 には兑 えない。 むしろ 全體の 情調 は 堅苦しく、  々に 相 應な巧 をつ くして ゐる點 は、 冬の 日 

調に！ ^させて よいと 思 ふ。 

念 佛に狂 ふ.！^ いづく より  朱 紋 

淺 ましく 述 歌の g ハを覺 すらむ  坟 

敵よ せ 来る むら 松の 聲  千 

有 明の 梨う ち ^：:! 帽子 着たり けり  笆 

うき 世の 露を实 の兑 納め  執 

惜れし { ^の 木槿の 散た びに  文 

初^ 二 句！：： よりの 移りで あるが、 なかく 巧な ものである。 梨 打 烏帽子の：^ は、 前 句の 拍子に 乘 つて 附 けたので 

^ると か (ぉ兮 の 「附 合評 註」) 乂は前 句の 勢に 移って 附 けたので あると か (「三 冊子」) と 云 はれて ゐる。 .^比 麥の 

「SJ 川：： 十 引^」 に は、 中の 調子の 句と して あげて ゐる。 又 ニノ 表へ 行って， 

る 雪の こる か、 しの 珍しく  絃 

しづかに 醉て蝶 をと る 歌  P  ,. 一 


足 

ゆ 


殿 守の ね ふたが り つ る 朝 ぼらけ 

第 一 ^梅 • 近 幾 尾 地方の 旅 打 


里 


三 〇 一 


第 六 章 東西 行 ！：，  i, 代  一ー1〇 二 

f=„ ^たる 眉 を かくすき ぬ 0 

,  ィ 情 

m お 子 唤て哀 に 見 ゆる 宿. なれ や 

など も 古来 有名な 附合 になって ゐる。 安永 • 天明の 中興 俳人が、 天 和. 貞享の 芭蕉の 俳諧に 私淑して、 各自 詩境 

を拓 いた こと は 前條に 於て 少しく 述べた。 「初懷 紙」 の 調 も 蕪 村 一派の 人々 から 尊重され、 彼等の 俳諧に 多大なる 

影響 を與 へた やうで ある。 安永 二 年の 「明 がらす」 の 几董の 序に、 「夜半の 叟 (蕪 村) 常に 我に いへ らく、 今 遠つ 

國/ \ の、 も はら 蕉鬥 とい ひもて はやす、 や \ 翁の 皮肉 を 察して、 其 粉 骨 を しらざる ものな り。 たと は 附 JE- に、 

敵よ せ 来る むら 松の 整、 有 明の なしう ち 帽子 着たり けり、 これらの 意 を t ポ ふの 徒希 也。 云々」 と ある を 見ても 明 

ら かで あらう。 

本書 は 許 六が あげた _ 巴 蒸 撰 集 十 一 部の 一 となり、 「芭蕉 翁 俳諧 口 決」 (北 枝傳) にも、 「我 門の 風流 を 擧ぶ人 は、 

鶴の 歩 百 韵* 冬の 日 • 泰の日 • 膝 野 *瓢： 猿 蓑 • 炭 俊 等 を熟覽 すべし。 云々」 とも 云 はれて ゐる。 かう した 譯で 

何 丸 如き は、 七 部 集に 「繽猿 蓑」 を 除いて 初 懷紙を 入れ、 「大 鏡」 の 序に、 大江丸 は 「初 懐紙 後 補の 義御尤 の 事 

に 候。」 と 言って ゐ るし、 成 美 は 同じ 序に 「初 懐紙の 附句を 加 ふ。 是又 象說 ある 事 也。 云々」 と說 いて ゐる。 之 も 

後 章に 詳說 する。 

七、 鹿 島の 月見 

^が あけて 貞享四 年と なった。 嵐 雪から 贈られた 正月 小袖 を 着て よろこび、 


誰 やらが 姿に 似たり. T 朝 

とする。 H 月、 ^魔 吟、 

花の 雲 鐘 は 上野 か淺 

「略 傅」 に、 「病る こと ありて、 庵に こもり 給 ひ、 云々」 

-1 花ノ雲 トハ定 リシ 也。 云々」 と ある。 「繽虚 栗」 に、 

草庵 訪 ける 比 

永き n も 囀たら ぬひば 

ノ 

原屮ゃ 物に もっかす 鳴 

と 開え ける に、 次で 申 侍る。 

啼 く  も 風に 流る X ひ は 

clt 帽 子 を ^.は す 樱 一 

山 を 燒有明 寒く 御簾 

去 來 が ％ 都 Li 下向して 

久方 や こなれ くと はつ 

旅 た る 友 を さそ ひ 越 

第 一 0 束 海. 沂」 畿. 濃尾地 方の 旅行 


の ^ 

IKT 力 

と ある。 「春秋」 に、 「此句 初ハ花 & ト 句作 ァリ、 シヲ、 後 


り 

す 


哉 

雀 


0 


さ 

ゆ 巴 
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屋 
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からば かす 櫻の 庵 掃 過て  共 ^ 

よろしく 長き 一 飘の酒  •  0  雪 

(「無底^;ilJ 下略) 

と四呤 歌仙が あった。 

「春秋」 に、 

「按、 去来 ノ^ 都下 向ハ、 故人 モ 是非 ヲ說 カザル 所 也。 然 レ共此 俳諧 世 一一 アル 一一 於 ハ後擧 者 ノ說ヲ 待 ッコト 

不能。 故今考 フルー 二 巴 蕉脇句 「旅なる 友 を さそ ひ 越す 春トァ レバ、 去來ノ 東都 下向 アリシ コト 明ナレ = ？、 ハ牛 

月卞 F ハルべ カラ ズ。 サレ 共愚ガ 今年 ト定 メタル ハ、 繽虚栗 集ノ內 今ハ牛 五月 十三 日 其角ガ f  ノ五 七日 追善 各 悼 

中二 去來ガ  一：^ ァリ。 但其集 一一 各 悼 ト題シ タル ハ、 文 音ノ险 一一 ァ ラデ、 正シ クー 座ナシ タル ヲ知ル べシ。 然 

レ ハ 今年 三月 東都-一 下リ、 同シク 五月 迄 逗留 セ シ 二 極 レリ。 云々」 

と ある。 此時 はじめて 去来 入門。 伊勢 紀行の 芭蕉の 践に， 「其 角 ひと. -せ 都の 空に 旅寐 せし 頃、 向井 氏 去来の ぬし 

むつまじき 契り 有て、 云々」 と あるが、 其 角の 上京 は貞享 元年 二月の ことで あるから、 去 來と其 角と は舊 知と 見 

える。 此 度の 江戶 下り も 或は 其 角の 手引で あらう。 五月 其 角が 亡母 (四月 八 ロ殁) の 五 七日 追善 會を ひらき、 

卯 花 も 母な き ぞ冷 じき  色 蕉 

^消の こる みじか 夜の 夢  -其 角 


B  /\ の I* を 見に けり 月 澄て  嵐  雪 

,  (「續 虛栗」 下略) 

其の 他 .s:^  • 积風 • 沾： B . 舉，： n  . 嵐 掌 以下す ベて 十 人 の 追悼 句が ある。 

八月 卜 比 ハ^. 仙 化 草庵に 來り、 ^^と共に 三股の 月 を 見る。 

名：：：： や 池 を めぐりて 夜 もす ブ r 

は 其 角の 雜談壞 に 詳しい。 仙 化の 僕 半 四郞、 舳の 方に 酒 を あた、 めて ゐ たが、 秀句 を 吐き、 衆 を 驚かし、 吼 せぶ 

とい ふ 號を資 つたと ある。 去. 切の 「全 狼」 によると、 此句は 本 所 小名 木 川 松 平 阿 州 侯 下屋敷の 士何 がし、 t 巴 燕の 

お 子で、 名月の 夜-. EJ 蕉を 招き、 その 園池& した- の 句で、 其 短冊 今な ほ 何せ の 家に 傅 へられる とい ふ。 

同月 竹， U . ポ波 を携へ て 鹿 島に M を 兌る。 

「次 郞ぉ衞 物 luij に は、 鹿.：^ 行き を貞享 ニハ牛 八月 三日、 河 合 宗五郞 を 連れて 立 たれた ことにして、 北ハ年 は江戶 

も 雨し げく、  〈s^ 邊も： 响 ふりつ^きて、 月の 興 もなかった。 九月 朔 日に はかへ り 給 ふと ある。 

鹿.： 紀行に 云、 伴 ふ 人 ふたり、 浪 客の 士  ： 人、 之 は^ 良で ある。 一 人 は 水 雲の IT 之は宗 波で ある。 宗波は 墨 

の 衣に：：： 衣の 袋 を かけ、 出 山の 尊像 を 厨子に 入れ 後に せお ひ、 ：^巴 蒸 自ら は^に も あらす、 俗に も あらす とい ふい 

でた ちで、 前の 堀から 舟に のって、 行 德に 行った。 そこから 徒歩に なり、 冬 巾 斐の國 人から 貰った 檢笠を かぶつ 

て、 や はたと 云 ふ をす ぎ、 かま かいの 原に 出る。 案甸の 一千 e.; とも 思 はれる 廣 野で、 向う に筑波 山が 兑 える。 
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嵐 雪の 句 を 思 出す。 こ i は 萩. 桔梗 • 女郎花 • 刈 萱* 尾花 亂れ合 ひ、 小 Bf; 鹿の 妻戀ひ 渡る さま、 野馬の むれ 歩く 

さまと り，.^ に 面白い。 日 募 利根 川の 邊布 佐と 云 ふ 所に-つく。 宵の 內は 漁師の 家へ 入って 休む。 月が 隙な く 晴れ 

たから 夜 舟 を 下して 鹿 島へ 来た。 所が 生憎 午から 雨が 切に 降って、 月 を 見る こと も 出来ない。 此 麓に 根本 寺の 先 

住、 今 は^を 遁れ てこ.. に ゐられ ると 聞いて 訪れて 泊った。 實 にょい 所で、 人 をして 深 省を發 せし むと いふ 趣が 

ある。 明 方に 空が 少し はれた ので、 和尙に 起された。 月の 光 雨の 音た^ あはれ なる 氣色 のみ 胸に 滿ち てと 云った 

蕉の 雅懐 想 ふべ しで ある。  , 

をり くに か はらぬ 空の 月 かげ も 

ち^ のな がめ はく もの まに ，/-^  和  尙 

月 はやし こす ゑ は あめ を 持ながら  桃  靑 

てらに ね 1K まこと 顏 なる 月見 哉  同 

あめにね て 竹 起 かへ る 月み かな  ソ  ラ 

つきさび し 堂の 軒端の 雨 I 卞  ， 宗 波 

卽興 である。 中で 月 早し の 句が 巧で ある。 鹿 島 神社に 參詣。  I 

神 前 

この 松の みはへ せし 代 や 神の 秋  桃 靑 


は ぎ は ら や 日と よは やどせ 山の 犬 

田 家 


力 


力 


けし たづら のづる やさとの 秋 


同 


おなし 


靑 


同 


賤の こやい ね 招かけ て 月 をみ る 

いもの はや 月 待 さとの 燒 はたけ 

歸 路自华 (準) に 宿す 

塒せ よわら ほす 宿の 友す-め  ， 

あき を こ めた るく ねの 指 杉 

月 み む と し ほひき 登る ふねと めて 

自 準と ある は 自準亭 で、 本 問 道 悅の亭 である。 「一 紫 集」 に は、 あるじ を 松 江 

紀行 終る。 

此 紀行 を 鹿 島 紀行と 云。 鹿 島 紀行に は 採 荼庵梅 人の 上 木した 「かしま 紀行」 (寬政 二 年 序) と 松 籍庵秋 瓜の 梓 行 

した 「鹿 島詣」 (齊曆 二 年 壬 申 秋 八 月刊) と ある。 前者 は 祖翁百 回忌の 追善 記念と して 採荼 庵に 傳 つた^ i^」一.:w 筆の 

かしま 紀行 (校 刻、 拓本) と 同志の 連句 發句 を附 加した もの、 後者 は 常 陸の 潮來邑 なる 木 自準 (道 悅) の 家に 

^  一  H 化 泡. 近畿. 擴尾 地方の 旅 Is!  su^  • 


あるし 

か く 

ソ  ラ 

かく を桃靑 とする。 八月 二 ト 五日 


第 六 章 東西 行脚 時代 

傳っ たもので、 梟殁 して 三代き 議江 (柳 居 0 の 世に 至り、 畫江 の讓 切なる 「讓 準繩」 と 云へ る 翼 

と 交換して、 f が 鐘 上 木した。 その 事 は 秋 S 序に I されて ゐる (序の 年月 曰に 寬保辛 未年 中秋 月と ある 

は あやまりで あらう。 寬保元 辛 酉と 云 ふ 歳 は ある けれど、 I に 辛 未の 歳 はない。 寶曆 元年なら ば 辛 未で ある。 

露 元年 は 寬延四 年で あるから、 寬 保は 謹 未の あやまり t 置)。 之に は I の f 入り、 附錄 として 名月の 

. ^が 載って ゐる。 

秋 瓜の 句に 

はから 此 Isf  - 畫子. I き 出ぬ C 此邑 より 根本 寺へ は 船の 通 ひ-. i ひわな 程 なれ じ 

そ，， の 大船 律に 宿 借 リズ、 淸光 u. 立 盡す。 鹿 島か畸 つくば 山 いづれ か奇絕 お、. ら ざる はなし 

出汐 から 見れば や 月の 根本 寺 

と ある。 「春秋」 に、  .  j 

布佐ハ 利根 ノ水鄕 一一 シーア、 木 下 ふ施. 布 佐 ト覽ノ 如シ。 皆潮來  一一 スノ 地、 尤木下 今ハ盛 也。 潮來 

迄 水路 九 里。 同所 ヨリ 陸 道 鹿 島 一三 里 也。  ノ 

と ある。 

梅 人 本と 本 間 家 本 を 比べて 见 ると、 is 者 は 細く 美しく 書かれ、 後者 逢 次ぎの 跡鮮 かに、 如何にも I な 書 方 

うこ 見られる。 而 かも 兩 者の 間に 多少 語句の 相違が ある。 又 本 間 家の 記錄 によると、 


； 卷 

是は鹿 島の 歸路自 準 亭を訪 はれ、 永く：？ や 切なされ、 <K が 家に て攀を 採られし もの なれば * 是を 家寶の 第一 と 

す。 云 々 

鹿 Is の 草稿、 半切 紙へ 書きて 所々 に 墨消し あり。 末の 詞 書に： i 路. E 準が り 宿す。 叉 主人 it と ある"、 0 

桃靑と 書したり。 共後此 幅は賫 出され、 本 町 大坂ゃ 孫 八の 家藏 となりたり。 

と ある。 秋瓜投 おの 本 問 家 本は墨 消し もなければ、 主人、 客 を 松 江 • 桃靑 とも 書いて ゐ ないから、 此 草稿で ない 

こと は 明らかで ある。 且つ その ネ稿は 四 代 道 意 (道 仙の 赏子) の 時、 閣老 阿部 能 登 守へ 献上した と 云 ふの だから、 

三代？ =^(：d  (近 仙) が 秋 瓜に くれた-い 巴蕉の 自筆 本 は 別の 一 本で あらう。 

お 蒸が ic; い 庵に >5 《虫 i をき.^ に來 いとい ふ 句 を 作ったら、 嵐 雪が やって きて、 聲を きかす がっかりして 歸 ると いふ 

も此 秋で ある (「_ ^秋」 九：：：： と ある)。 嵐 雪の 養蟲 をき、 に 行く 辭、 素 堂の 養 蟲の說 などが ある。 

其 _3 去 來 • 千 子の 伊勢 紀行 (八月 二十日 あまり 出立) の 草稿 を 去来より 贈られ、 それに 践 文と 發 句と を 害く。 

所 々添削が ある。 嘉永 三年の 刊 本に は、 卷 頭に 去來の 書いた 馬の 扇 面が 出で、 「右 扇 頭 大害馬 字、 係去來 先生 寬文 I 

所作。 蓝齡ニ 卜お 餘。 其 未 入 俳 1： 也。 勤文蕩 講武 事。 是出其 餘暇者 也 乎。，： とい ふ 識語 も ある。 十：： 难了 仲の 核喾 

迄附 いて ゐる。 - ^に此 紀行の 跋 は貞享 三年 秋作の やうに あるが、 貞享四 年 十 一 月の 「緩 ^"€^」 に、 「5: 勢までの 

よき 道 づれょ 今朝の 雁。 千 子」 の 句が 出て ゐる 所を兑 ると、 貞享四 年 秋の 紀行であって、 跋文の 「西 is- あはれ さ 

第 一 節 ^^.;.^」^.^|尾地方の旅；，仃  三 0 九 


第 六 章 東西 行脚 時代  三 一 〇 

おなじ 秋の 風 (刊 本に は、 東西の あはれ さ ひとつ 秋の 風。) とい ふ 句 も 亦 同年 秋の 作の やうに も考 へられる。 支考 

の 「笈 日記」 に、 「いづれ の 時の 秋に や。 去来 千 子が 伊勢 まう での 比、 道の 記 かきて 深 川に 送りけ るに、 奥 書に 褒 

美 ありて、」 と 前書して、 西 東の 句が 出て ゐる。 叉 「句 選 年考」 の 頭書に、 「篇 突難陳 にも、 伊勢 紀行 一 卷深 川に 

^る。 先師た に 一 卷を 賞して、 文章 並に 發句を 結び、 句々 善惡の 沙汰な しと あり。」 と ある。 

不トの 「繽の 原」 に、 冬の 句 十 二番の 句 合の 判 を 書く。 本書 は 素 堂 • 調和 *湖泰 及び 芭蕉が 判者と なった。 冬 

の 句 合の 芭蕉の 践に、 「貞享 卯のと し 筆 を 江上の 潮に そ k ぎ、 つ ゐに蕉 庵 雪 夜の 燈に對 す。」 と あるが、 貞享 卯年 

は 貞享四 年で、 十月 故鄕へ 旅立ち、 翌年 ち 元 綠 元年 秋の 末 江戸へ； g つて 來 たので あるから、 蕉庵雪 夜と いふの 

はちと 腑に 落ちない。 本書の 勝 句 を 左に あげて 見る。  、 

親と 子の 霜夜 を かこ ふ 野馬 かな  溪 石 

松 苗も枯 野に 目 だつ 嵐 かな  枳  屈 

破れ 葉の つ はに 顏 出す 鼬 かな  調 柳 

鈴 鴨の 聲 ふり 渡る 月 塞し  R  雪 

門閉て 閑居 をし ゆる 氷柱 哉  琴  贾 

^神 樂ゃ火 を 燒衞士 にあ やからむ.  去  來 

山里 や 頭巾と るべき 人 もな し  觀  水 


煤と りて 寺 はめで たき 佛哉  不  ト 

野馬の 句 は、 「もの いはぬ よもの けだもの すら さ へ も あはれ なる かな や 親の 子 を 思 ふと 詠た まひし この 歌に 便 し 

て、 …… 野馬の 子 を 思 ふさ ませつな り。 云々」、 枯 野の 句 は、 「寸松 虹 梁の すがた を 含て 、一句た け 高く、 云々」、 

「鈴 かもの 聲 ふりた つる 秀句 かぎりなし。 一句 やすらか にして 嚴 寒の けしき 盡 たり。」 云々、 「目に ふれぬ 山中の 

容もそ ^1 ろに 愛せら る，^ 楓林 も あるか。 云々」 などと ある。 句 評 は簡單 でたい した もので もない。 鈴 g: の 句 を (： は 

突す る やうで は、 -ぃ巴 蕉の句 境 もま だ 幼稚な やうな 氣 がする。 本書 は 「俳諧 _ ？:^ 葉考」 (明 和 八 年刊). 「七 部 餘錄」 

(文政 十 1 1 年刊) •  r 一  葉 集」 • 「袖 珍鈔」 等に 收 めら れる。 

八、 故 鄉へ歸 る、 大和 行脚 

十月-. £3 焦 は故鄉 5： 賀へ歸 らうと した。 これで 三度の 歸鄉 である。 九月、 內藤. 51  沾の遊 蘭 堂に 於て 賤^:? 會がひ 

ら かれた。 連 衆 は露沾 •  t 巴蕉 • 沾蓬 • 共. S . 露 荷 • 沾 荷の 六呤 歌仙で、 十九 句 成。 沾德  一 f 出席。 

旅 泊 LL 年.^、、 して、 芳 野の花！， L: 、ろ ぜん 事な 申す。 

時 は 秋 よし野 を こめし 旅の つと  露  沾 

雁 を ともねに 雲 風の 月  翁 

山かげに^^田の顔のにぎはひて  沾 蓬 

(「 一 葉 集」 下略) 

第  一 B 柬诲. 近 幾 .fsl 尾 地方の 旅行  三 一 1 
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露沾は 奥州 岩 城の 城主 內藤 義泰侯 (風 虎子) の 嫡子 義英 である。 遊 蘭 堂 • 傍 池亭と 號。 初め 宗因 

沾蓬 は寶生 氏、 能， 太夫で ある。 露 荷 *沾 荷 等は內 藤氏の 家士 であらう。 

十月、 ^子. 芭蕉 • 嵐 雪 • 其 角の 餞別 與 行が ある。 これ は 半 歌仙で ある。 

江戶ざ くら 心 かよ はんいく 時雨 

薩埵の 霜に かへ りみ る 月  翁 

貝 ひろ. ひ ゆく 磯 なれて 

醉ては 人の 肩に とりつく 

(「 一 葉 集」 下略) 

擧白 • 芭蕉. 溪石. コ齋 • 其 角 *ト 千 二 風雪の 餞別 も ある。 十 句 だけ。 

時雨く に鎰 かり 置ん 草の 庵 


火 煃の柴 に， 佗 をつ く 人 


嵐 

其 


進 


子 

角 


白 


後 tHgi 


"XJO 


石 


松風に それた る^ を 見の がして  溪 

(「 一 葉 集」 下略」 

潮來の 道悅の 連. 屮か らも 餞別の 句會が 開かれた。 之 も 一 順 九 句で 止める。 連 衆 は 松 江 • ^蕉 • 曾 良. 衣々， 泥 


レ 

良 


^  • 水萍 • 風 泉 • 夕 菊 • 苔翠 である。  . 

しろがねに 蛤 をめ せ .i? 夜の 鐘  松 

.1 羽 わかる、 千鳥 一 むれ  サ巴 

枯草 にいよ - 松の みどりして  會 

n, 句錢別 1 下略) 

十月 十 一 日、 共 角亭に 於て 錢別舍 を ひらく。  wfii  •  .W 之 • 其 角 . 枳風 • 文 • 仙 化 •  ^兒 • 觀水 . 全峯： M 雪- 

十吟 一 一十 一 句 成。 擧白 出席 四十 四 句 成。 - 

旅人と 我 名よ ばれん 初 求 

. 亦 さ ん花を 宿く にして 

0  .  ^ の 心 ほど 世の たのしき に 

(「續 虛栗」 下略) 

卯；： M 紀行に 云、 

神 無 刀の 初、 空 定めな さけし き、 身 は 虱 葉の 行末な き 心地して、 

旅人と わが 名よ ばれん 初し ぐれ 

また 山茶花 を 宿く にして 

第 一 節 東海. 近畿. 濃 尾 地方の 旅行  三 一 三 


t 巴 


.M ゝ 


蕉 

角 


第 六 章 東西 行脚 時代  三 一四 

岩 城の 住 長太郎 とい ふ もの 此 隔ンキ 付けて、 其 角亭に 於て 閼送リ ぜんと もてなす。 

と あるの は此 十月 十 一 日の 送刖會 のこと である。 

いよく 色蕉は 十月 二十 五日に 故鄕へ 出立す る ことにな つた。 舊友 門人 等の 送る 所の もの、 詩 九 首. 和歌 三 首 • 

俳句 三十 五 句 * 其の 他 草鞋 代 を 包む もの、 紙 布. 綿 入. 帽子. 靴下 なぞ を惠む もの、 實に 盛であった。 

去留の 「全集」 に、 「折から 杉 風 は 持病に 閉られ て、 音づる \ 時雨 や 我が 病ま くらと 吟じ羡 みしが、 翁の ほどな 

く 旅立れ ける と閒、 送別の 句に、 

. 鳴 千鳥 富士 を 見返れ 汐見坂 

となん。 云々」 と ある。 

紀行に 云、 

時 は 冬 よし野 を こめん 旅の つと 

此句 は露沾 公より 下し 給 はらせ 侍りけ る を、 はなむけの はじめと して、 舊友 • 親 棘 • 門人 等、 ある は 詩歌 • 

文章 を もて 訪ひ、 或は 草鞋の 料 を 包て 志 を 見す。 かの 三月の 糧を あつむる に 力 を 入す。 紙 布 • 綿 子な ど 云 も 

の、 帽子した うづ やうの 物、 心々 に 送りつ どひて、 霜雪の 寒 苦 をい とふに 心なし。 ある は 小船 をう かべ、 ^ 

©I に まう けし、 草庵に 酒 看 たづ さへ 來 りて、 ゆく へ を 祝し、 名 殘を惜 みな どす る こそ、 故 ある 人の 首途 する 

^も 似たり。 云々 


芭蕉の 歸鄉 は、 延齊四 年 父の 病 を 聞いて 歸 つたの を 入れる と、 これで 三度で あるが、 此度 はどうして かくの 如 

き 盛なる 送別 を 受けた 0 であるか。 門人 等の 思慕の 情が 厚かった とい ふなら、 貞享： 兀 年の 歸鄕に 於ても 盛で あり 

さうな もの だが、 こんなではなかった。 之 は 恐らく 貞享三 •• 四の 交に 於て、 芭蕉が とかく 病が ちであった ため、 

門人 等の 懸念が 手 傅った もので はなから うかと 思 ふ。 それに 一 つ は 芭蕉の 名聲が 年毎に 高まり、 その 德 化が 普く 

弘 まった ためで も あらう。 「次 郞兵衞 物語」 によると、 色 蕉が此 旅行 は 丸 一 年 か k る だら うと 言ったら、 杉 風 

角 • 桃 隣が 露沾 公に 話して、 せめて 赛 中には 歸 つて 来て 貰 ひたい もの だと 親んだ ので、 公、 事の 外心 を 傷め、 自 

身お 忍びで 蕉 庵へ 行って、 この こと を吿 げたので、 -t 巴 蕉も思 ひ^し、 冬の 中から 出て、 li^ 中 夏 初に はかへ らう 

と 言った。 そこで 餞別 句 會も公 其 角 亭へ御 出. で、 十月 五日に はじまり、 それより 日夜 打っ^き 十 nl: 十日 (一書 

に、 二十日) に 出立した 云々 と ある。 併し それが 貞享ニ 年の 事に なって ゐ るから、 以上の 說も 信じられまい。 

錢 別の 詩歌 俳 を 少し あげる。 

錢 Sj 

くさまくら ねざめ/ \ の つもりて や 伊勢まで とほく 雪に たどらむ  安  適 

翁の 故 鄉に歸 給 ふ 送りた てまつ る 

我ち から 裳し ぼらん 雪の 道  嵐 蘭 

なほたら す、 唐う；^ の 古風， かかりて 俳諧 のぶ 

第 一 節 .5^ 海. 近畿. 濃 尾 地方の 旅行  三 一 五 
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送 君 小 橋 側、 分袂 隔 東西、 動 風 岸 上 柳、 散 霜 宿下楓 

顏節萬 里 雪、 破 笠 孤村 薬、 宫根山 厳々、 大 井川 洪々 

佳景 幽勝 地、 只恐久 認蹤、 從 今花與 月、 獨呤望 蒼弯 - 

思慕 切々 たる ものが ある。 

留守 の 中猶瘦 ぬべ し 冬の 

烏 巾. おくる 

. もろこしの 芳 野の 奥の 烏 

素 堂の 詩 は 三 章 ある けれど- 餘り 皆く 出 來てゐ ない。 

木 枯の吹 ゆく うしろす が 

嗚 千鳥 富 士を兒 か へ れ鹽 

冬. 枯を 君. が 首 途ゃ花 
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是 等の 餞^の 連句 *發 句 • 詩歌 を 集めた 笆蕉 自筆の 草稿 を、 句 餞別と 題して、 寬保四 年 祗德が 出版して ゐる。 「ハ £ 餞 

SLj はもと 「伊賀 餞別」 と 題し、 潮 来の 本 間 家へ si が 贈った ものである。 本 問 家の 記錄 によると、 11： だ I. 曰ず 

し、 ，？錢 別と 題し、 内附合 一 卷は 五代 玄琢 先生の 時  >  近 村 冲洲村 松 や 榮次郞 へ、 又 一 卷は 柳屋次 郞兵衞 へ ゅづら 

れ たさう である。 


EC 頭に 色蕉 は社會 生活の 欲望と 詩的 生活の 苦 惱とを 叙して * 終に 無能 無藝 にして 此 一筋に つながる とい ふ、 自 

己內 省の 痛し い 歎を吿 白して ゐる。 けだし 宗赋の 連歌に 於け る、 雪 舟の 鎗に 於け る、 利 休の 茶に 於け る、 莨 通す 

る 精祌は 一 つで ある。 風雅に 於け る、 たぐ 之れ 造化の 信 順で ある。 見る 所 花に あらす とい ふ 事な く、 思 ふ 所 月に 

あらす とい ふ 事 はない。 造化に 從 つて 造化に かへ る。 之れ 芭蕉の 大 自我への 信 順で あり * 人生の 歸趨 であった。 

次に t 巴蕉は 道の 日記に 就いて 論じ、 土 佐 日記. 十六夜 日記の 餘 は皆俤 似通 ひて、 その 糟粕 を改 むる こと あた は 

すと 斷じ、 ひそかに 己が 文の 創意 ある 所 を ほのめかして ゐる。 之 も 詩人と して は、 此 位な 識見 を 持って 居な けれ 

ばなら ぬ 事で、 立派な 態度で ある。 

此行， t 巴蕉 は風羅 坊と號 した。 紀行に 云、 「百骸 九 鼓の 中に 物 あり。 かりに 名 付て 風羅坊 とい ふ。 誠に うすもの 

の 風に 破れ やす からん 事 をい ふ にゃあらん。 云々」。 支考の 「本朝 文 鑑」、 度 午 紀行の 註に、 「此篇 に 風 羅坊と は 故 

翁 二三 個の 狂 名ながら 其 後 も此號 あり。 云々」 とも ある。 

先 づ尾張 鳴 海の 知 足亭に 泊る。 

知 足 はド鄕 氏。 名吉 親。 屋號を 千代 倉と 云 ひ、 酒造家で ある。 通稱勘 兵衞。 寂 照 庵 • 鍋廬亭 と號。 蜜 永 元年 四 

月 十三 日殁。 六十 六。 母 を 永參、 男 を 蝶 羽、 女 をつ ね、 孫 女 をし ゆん、 蝶 羽の 妻 共に 「千鳥 掛第」 の 作者で ある。 

星 崎の 闇 を 見よ とや 啼 ちどり 

之 を 立 句と して、 -t 巴 蒸 二 女 信 笑 • 知 足 • 業 言 • 如 風. 重 辰の 歌仙が ある。 「皺 竹-：: 物語」 に、 「寐覺 は 松風の 里、 
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第 六 章 東西 行脚 時代  一一 一 

S は 夜 明てから、 笠 寺 は- |§ かひ か。」 と藝が ある。 蝶羅の 「合歡 のい びき」 (明 和 六 年刊) こ. 「十 一 月 四日、 

バ雨降、 松 尾 桃 靑老. 江戸より 御歸 泊。」 と あるから、 十 一 月 四日に 鳴 海の 知 暴へ 到着した まえる。 

船き ふる 蟹の 理火  . 安信 

築山の なだれに 梅を植 かけて  自 笑 

あそぶ 子猫の 春に 逢つ X  ^ 足 

(「千鳥 掛」 下略) 

「千鳥 掛」 謹の 序に、 「鳴 海の 何が し 知 暴に、 妄 蒸の 擎 どり ける 頃、 S もへ らく、 此所は 名 古屋. 熱 

田に 近く、  1. 大 坂へ も 謹から す。 §sv  if. 星 崎の 千鳥の 呤も此 所の ことこな 

ん。 云々」 と ある。 蝶 羽め 「笈 銘」 (「千鳥 褂」 出) の 序に も、 「あが 軒端に 立 寄、 笈 さしおろ し. かう かけの 紐 丁 

とけて、 そこ こ i の 物語に 日 を 忘れけ る。 云々」 と ある。 

同亭 に、 如 風 慕 を訪 うて 歌仙 成。 「春秋」 に、 「按、 冬 還 集-一、 はせ を 翁を 知 暴に 訪ひ 侍りて ト if て 

ノ 全卷ヲ 出ス。 云々」 と ある。 「千鳥 掛」 に は 表 六 句の み揭げ る。 

めづ らしゃ 落 薬の ころの 翁 草  口 風 

衞 士  i の 薪. と 手 折 冬 梅  笆蕉 

御 の暫 とま-る 雪 かきて  安 信 


(「千鳥 掛」 下略) 

本陣 寺 島 氏 業 一 百事に 至り、 (十  一 n 五日 か。 「合歡 のい びき」 に、 「十 一 n 五日、 }K 晴、 業 言に て 俳諧 與 行お。」 と 

ある。) 飛 井維牽 公の 和歌 を て、 

京まで はま だ 半 空 や 雪の 雲 

の 句 を 作。 之 を 立 句と して- ^蕉. 業 言 • 知 足. 如 風 • 安信 • M 笑. 束 辰の 七吟 歌仙 成。 

千鳥し ばらく 此 海の 丹  0  言 

小^ ふめ どた まらす 袖 ひぢて  知  足 

酒氣 さむれば うらなし の 風  如  風 

(「千鳥 掛」 下略， > 

業 首 は 寺 島 氏。 通稱 伊右衛門。 元 文 元年 殁。 九十 一。 

三 河の！； 保 美と いふ 所に、 杜國の 忍んで ゐ るの を 訪れようと、 越 人に 手紙 を 出して、 鳴 海から 二十 五 m ひき か 

へし、 (「^秋」 に、 十五 里と ある。 二十 五 里 アヤ マリナ リと あ-る。) 吉 田に 泊る。 

塞け れ ど 二 人 ね る 夜ぞ たのもしき 

此 行に は、 杜國、 iss: 菊 丸と 稱し、 吉野 行！： に扈從 する。 良 古崎 は 三 河 西南の 菜で、 吉 田から M 原へ 五 ST 田 原 

より 伊 古崎へ 七 &:、 畑ケ村 • 保 美 *龜 山と 村が つどいて ゐる。 
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第 六 章 東西 行脚 時代  三 二  C 

あまつ 繩 手の 呤、 

冬の 日 や 馬上に 氷る かげぼうし 

t 巴蕉 • 越 人. 野人 (杜國 改め) の 連句が ある。 

-麥薛 て. よき 隱家ゃ はたけ むら  翁 

冬 を さかりに 山 茶 也  - 

耋 の空资 かむ 犬の 寢 返りて 

.  (「 一 葉 集」 下略) 

伊 良 古崎 一 見、 たまく 鷹 を 見付け、  , 

鷹 ひ と つ 見 つけて うれし いらこ 崎 

越 人に 「伊 良 胡 紀行」 とい ふの が ある。 眞僞は 分らない が、 之に よると 十月 七日、 杜國の 導きであった。 (「合 歡 

のい びき」 に、 「十一月 十日、 晴天、 桃靑老 • 越 人 昨 夜宮より 御 越。 今朝 三 州へ 被參 候。」 と あるから、 十月 七日 

は 誤で あらう。 十月 廿 五日に 江戸 を 出立した ものが、 十月 七日に 伊 良 胡へ 行く わけはない。) 杜國の 家に つくと • 

海 邊皆濱 庇と 云 ふ もの を かけて 浪を 防ぐ。 汐 煮した 芋 頭 を 山の 如く 盛 立て，^ 芭蕉に 食 はせ る。 焚火に 寄って 寝た 

が、 浪音 耳の 底に 殘り 寢れ なかった。 八日. 杜國 に對 してと 題し、 鷹 一つ …… の 句と，  , 

ハらこ 崎 似る もの もな し 鷹の 聲 


の 句 を 作る。 又伊.^^{胡祌社の祌经りを^^て、 

梅 椅早唤 ほめん 保 美の 里 

と ある。 その 暮 より 天 氣か はり、 雨風 はげしく 打付け、 師の 曰、 罪なくして配！：" l^s^-せられたる心地ぞせらると 

あって * 麥は へて …… の 三吟が ある。 九日 歸途 につく。 暮方搔 木 堂に か へ る。 師の 曰、 世に 珍ら しきもの を 拾 ひ 

得たり。 荷兮 云、 何 を 拾 ひ 給へ り。 師の 曰、 6- 良 胡の 濱 にて 命 を 拾 ひ 得たり と 輿 じ 給 ひけり。 と ある。 

笆燕宗 师> 化 尾の 名護屋 まで 送リ參 ら^て か へ る 時、 

此 ころの 氷 ふみ わる 名殘 かな  杜 國 

いたわ リズ、 新 井までの 間.^、 杜國に 送られ 行ば、 かちよ リも おそろし。 

すくみ 行 や 馬上に 氷る 影法師  翁 

おから 歸 つて 知 足亭に 至る。 十一 月 十六 曰か。 「合歡 のい びき」 に、 「十六 日、 晴天、 芭蕉 翁 • 越 人 三 河より 

此晚 御歸御 泊。」 と ある。 「千鳥 掛」 に、 

笆燕翁 もと 見し 人^ 訪- ひ、 三 河！： に 越え、 序お もしろ ければ、 伊 良 古崎 見ん と、 白浪よ する 渚 つ.；^ ひ、 からう 

じて 歸給 ひし 旅の 哀 聞て、 

、 燒飯ゃ 良 古の 雪に くづれ けん  知 足 

砂 さむ かりし 我 あしの 跡  |巴 蕉 

第 一 節 ^5^海.近|^濃尾地方の旅行  三 ニー 


第 六 章 東西 行脚 時代  三 ニニ 

松 をぬ く 力に 君が 子 日して  趑 人 

(「千鳥 掛」 下略) 

六 句に て 止。 前の 「伊 良 古 紀行」 に は、 荷兮の 所へ 歸 着した やうに あるが、 「春秋」 によると、 知 足 亭に再 宿と あ 

る。 今 「千鳥 掛」 の 前書より 推して、 知 足亭へ 泊った もの かと 考 へる。 

笠 寺 奉納 歌仙、 芭蕉 • 知 足 • 如 風. 重：！ K  • 安信 • 自笑 • 業 言の 七 吟 

歌仙 

奉 納 

笠 寺 や もらぬ 3 屈 も 春の 雨  芭蕉 桃靑 

旅寐を 起す はなの 鐘撞  知 足 

月の 弓 消 ゆく かたに 雉子 啼て  如 風 

(「千鳥 掛」 下略) 

t 一月 十七 曰か。 「合歡 のい びき」 に、 「十七 日、 晴天. 笠 寺 奉納 はいかい。 今日 私 i モ にて 祧靑翁 と共に 連 衆 七 人に 

てす る。」 と ある。 尙 「千鳥 掛」 に、 

寂 照 庵 知 足 子の 許へ は^^ 翁， ま sl^ 來て  • 

幾 落 紫 それほど 袖 も ほころびす  荷  兮 


旅寐の .雜 を 見す る あか r り  S  蕉 

今朝の 月 替る小 荷駄に 鞭當て  知  足 

里の 踊に 野菊 折け る  野 水 

と ある。 荷 兮* 野 水が 知 足 亭へ來 て、 俳諧 興行の あつたの は、 十一月 八日で あらう。 「合歡 のい びき」 に、 「十八 

日、 天晴、 荷 兮* 岡 田野 水 • 桃靑翁 御 見廻に 御 こし、 そば 切 打て はいかい 有。」 と ある。 之で も 伊 良 古 紀行の 記 Is^i- 

の 信ぜられない 事が 分る。 其 他 「千鳥 掛」 に、  . 

寂 照 庵に 旅寝して、 

置 炭 や 更に 旅と もお も はれす  越 人 

雪 を もてなす 夜す がらの 松  知  足 

海士の 子が 鯨 を 吿る貝 吹て  芭 蒸 

(下 略) 

鳴 海の 銀 冶 氏！ <尤 やにて 俳諧 興行、 十一 月 廿日。 「合歡 のい びき」 に、 「廿 口， 天喑、 出 羽守自 笑に てはい かいお。」 

と ある。 「千鳥 掛」 に、 

鳩 出 羽 守 氏 雪 宅に て、 

面白し 雪に やならん 冬の 雨 、  芭 蕉 

第 一 節 お 海. 近畿. 濃 尾 地方の 旅行  三 二三 
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. 水 をた i  く 田 井の 大鷺  自す 

船蘩ぐ 岸の 三股 荻 かれて  ，9 足 

(下 略) 

： 、、 " ナ，^ー-,3  r>rv 、こ？ つ、 自ゃ 寂 台 3^1^ 一 だら う。 今に 鳴 海に は 氏 雲の 家名が あ 

と ある。 一 巴 蕉の發 句に 自 笑が 脇を附 けて ゐる のた 力ら 自 きは^^ H, ヌ： r,K  , 

つて、 小刀 銀 冶で あると 「春秋」 云。 

尾 州 雷 宫に詣 でる。 「春秋」 . 「 一 代錄」 に、 十 一 月 一 不 四日と あるが、 一 一十 一 日 か。 「合 歡の いびき」 に、 「せ 

一 日、 桃 靑翁宮 桐 葉へ 御 越。」 と ある。 「卯 辰 紀行」 に、 

熱 田 御修覆 

磨 直す か i み も淸し 雪の 花 

ョ しく 庭の 寒き あかつき  桐 葉 

.  (「皺 営 物語」) 

と ある 0  . . 


同所 滞留 中、 美 濃の 如行來 り、 俳諧 興行。 如 行 • 笆蕉 • 桐 葉の 三吟  一 r 

麼 人と 我 名 はやさん 笠の 雪 

1^ 孤 寒く うた ひの むな 


り 


口 

色 


行 

0 


共 芭蕉 箱 やうの 笈を桐 葉に 與ふ。 「千鳥 掛」 に、 蝶 羽の 「笈 銘」 が ある。 その 中に、 

共 比 翁が 許より して、 熱 田の 桐 葉が かたに 往 しが、 また 難 波の 卷に おもむ かんとて、 いかにお も ひしゃ、 自 

負し 箱 物 を殘し 、摘 行 先の ^ とも 消なん 後の ながめに もせよ とい ひ 置て 出 行し が、 …… 此卷 もと 翁の 句より 興 

りし なれば、 せめて 共 俤に此 笈の见 まく ほしく、 桐 葉の 花 も 紫の ゆかり なれば、 かくお も ふよし をい ひやり 

てこ ひけれ ど、 はせ をの 露の かた 兑、 いかにし 侍らん や。 我 もし 一葉の 秋に も あは^、 それ また 我が 名殘り 

000000000000030300  000000 

にもみ せんな どい ひしが、 去年の 五月雨に 秋 を も 待たぬ 花と 散りて、 哀 添つ、 送お こせた 力。 其 形 はさな が 

ら 婦女の 玉櫛笥 に似て， お ほい さも さる 物 なれ、 高 匿 人の ェ みと 見えし が、 黑ぅ 塗り こめた るに、 金泥の 畫 

. のこ まやかなる も はげう せて、 見る かげの あるかな きかに 氣 色して 物 ふりたり。 云々 

と ある。 左 (熱 田) の 人々 に迎へ とられて、 しばらく 休息して ゐる 中に、 

箱 根 こす 人 も あるら しけさの 雪 

もる 人の 會 

ためつ けて 雪兑に まかる 紙 衣 哉 

いざ ゆかん 雪見に ころぶ 所まで 

或 人 興 行 

香 を 探る 梅に 藏 見る 軒端 哉 

第  一 0  ^海 • 近畿. 濃 尾 地方の 旅行  三 二 五 


第 六 章 東西 行脚 時代  一  三 二 六 

「あら 野 集」 の t 巴蕉の 序に， 「尾 陽 蓬 左 欞木堂 主人 荷 兮子集 を 編て、 云々」 と ある。 家藏 本に 朱書 入の 頭註 * 「俗 

傳謂熱 宮爲， 一 蓬 萊宫？ 蓬 萊ノ左 一一 テ、 卽 チ荷兮 ガ住ル 地ヲサ ス。」 と ある。 

此間大 垣 • 岐阜の すき 者 訪ひ來 りて、 歌仙 或は 一 折な ど 度々 に 及ぶ。 卽ち箱 根 こす 人 もの 句に は、 

舟に 焚火 をい る X 松の 葉、  聽 雪 

如 行 • 野 水 • 越 人 • 荷兮 • 六吟 歌仙。 ためつ けての 句に は、 

凍い る 土に 捨られ ぬ 塵  晶碧 

或 人の 會とは 晶碧亭 に 招かれて ある。 芭蕉 • 晶碧 • 龜洞 • 荷 兮 • 野 水 • 聽 雪 • 越 人 • 舟 泉、 八呤 歌仙。 香 を 探 

るの 句に は * 「春秋」 に、 「防 川亭ー 一至」 と ある。 脇 以下が あつたの だら う。 其の 他 如 行 • 夕 道 • 荷 兮* 野 水. 芭 

蒸の 五 呤六句 も ある。 

霰 かと 聞 ほどうれ し笠舍  如 行 

夜の 更 るまで 竹 冴る 聲  夕  道 

(「 一 葉 集」 下略) 

「春秋」 に 云、 

按、 紀行 ノ 本文 一一 據ル 時ハ、 名 古 屋止錫 中 美濃ノ 門人 来訪 シ、 歌仙 及 ー折ナ ドア リト シテ、 芭蕉 美 濃 行脚 ハ 

ナシ。 然ル 一一 諸書轧 所、 芭蕉 ノ险跡 亦 如此。 故 一 1 本朝 文鑑 -1 出 タル 庚 午 紀行 ト參考 ナス 所、 同文- 1 ハ 芭蕉 正 


シク美 濃 一-至 レリ。 云々 

とあって、 「翁 美 濃路へ 赴かん と 聞え ければ、 檜 笠 雪 を 命の やどり かな 桐 葉。」 を あげ、 あられ かとの 句 を 濃州大 

垣 如 行亭に 至ての 與行 とし、 香 を 探る の 句 を. 同所 防 川亭に 至りての 興行と する。 叉 芭蕉が 夕 道に 與 へた 紙片に 

「いざ 出む ゆきみに ころぶ 所まで」 と ある。 之 は 也 有の 「鏡 裏 梅」 (うつら 衣 後篇 拾 遣) 懷舊^ の 中に 見えて ゐ 

る。 卽ち、 

六 林い はく * 風月 堂 は 尾 府本町 書林な り。 此 家に t 巴蕉翁 行！： の 比 立 よられて 一 句を殘 されし 眞躐 あり。 今此 

に模寫 す。 

ca- 

ul 

書林 風月と き \ し は、 名 もやさし く覺 えて、 しばし 立 寄て やすら ふ 

程に、 雪の 降 出ければ 

はせ を 印 

いさ 出む 

ゆきみに 
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ころ ふ 所まで 

丁 卯 躐月初 

夕 道 何 かしに 送る 


縱 九寸五分 斗、 横 一 尺四寸 五分 斗 有。 今 横 物の 一 軸と す。 是貞享 四 年 丁 卯 冬の 事な り。 今 天明 八 年 戊 申に 至 

て 百 二 年な り。 夕 道 は 今の 風月 堂 孫 助が 曾祖父に て、 あら 野 集の 作者な リ。 

十二月 十日 餘り、 名 古屋を 出て、 故鄕へ 入らう とする。 

旅寐 して 見し や 浮世の 煤 はら ひ 

日永の 里から 馬 を 借りて、 杖つ き 坂 を 上る うちに 落馬す る。  . 

かちなら ば 杖つ き 坂 を 落馬 かな 

支考の 「笈 日記」 に、 

桑 名より 處々 馬に 乘て、 杖つ き 坂 引き のぼると て、 荷鞍う ちかへ りて 馬より 落ぬ。 もの- -便 なきひとり 旅さ 

へ ある を、 まさな の乘手 やと 馬子に は 叱られながら *  . 


か ちな ら ば 杖つ き 坂 を 落馬 哉 

とい ひけれ ども、 季の言 なし。 雜の 句と いはん も あしから じ。 

\  はせ を 

そのの ち 伊賀の 人々 に此 句の 脇して 見るべき よし 申されし を。 

角の とがらぬ 牛 も ある もの 

土 芳 

と ある。 「赤 冊 紙」 によると、 落馬の 句に 各 さま-^ 附 句した けれど、 芭蕉 感服せ す。 土芳 がかう 脇を附 けたら 賞 

めら れ たと ある。 叉、 「句 選 年考」 の 頭書に 、「日永の 里、 四日 市より 石 藥師の 間に あり。 杖つ き 川. 杖つ き 坂. 

日永の 里より、 石 藥師へ 行く 道に あり。」 と ある。 

故鄕へ かへ り、 

舊里 や 臍 の 緖に泣 としのくれ 

「次 郞兵衞 物語」 に、 「臘月 二十 五日 渐く 上野 玄蕃 町に 入 給 ふ。 云々」 と ある。 「千鳥 掛」 に は、 

代々 の 賢き 人々 も、 故鄕 わすれ かたき ものに、 おも ほえ 侍る よし。 我 今 は はじめの 老も 四と せ 過て、 何事に 

つけても 昔の なつかし きま X に、 はらからの あまたよ は ひかた ふきて 侍る も、 見捨て かたくて、 初冬の 空の 

うちし ぐる- - 比より、 雪 を 重ね、 霜を經 て、 師走の 末、 伊 陽の 山中に 至る。 猶 父母の いま そかり せば と、 慈 

, 第 一 節 東海 • 近畿 .濃 尾 地方の 旅行  三 二 九 
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愛の むかし も 悲しく * おも ふ 事の みあ また ありて、 

とあって 此句を 出す。 此文 によると 當時 芭蕉の 父母 は旣に 亡くなつ たものと 見える 0 

「皺莒 物語」 に、 「この 年の 下に、 膳 所に 登り、 程なく 幻 住 庵 を 見捨、 武 陵に 赴た まふ 折、 支考桃 林の 二 法師と 

もな ひて、 梅 人 子 か 許に おはして、 「水仙 やしろき 障子のと も 移り」 (梅 人 • 支考 • 湘水其 他 九 句)、 これ また 一 卷 

になして、 しの 、めに 星 崎まで 送し が、 是ぞ まことの わかれと はなり ぬ。」 と あるが、 これ は 誤りで ある。 水仙 や 

の 句 は元祿 三年 冬の 吟 である。 支考の 「笈 日記」 に、 「元祿 三年の 冬 神無月 二十日ば かりならん。 あつ 田 梅 人亭に 

宿して、 塵 寰の閑 を 思 ひよ せられけ む。 九衢齋 といへ る 名を殘 して」、 と 前書あって 此 句が 出て ゐる。 且つ又 諸 集 

に此 冬江戶 越年の こと は 見えない。 

元祿 元年 芭蕉 四十 五 歳、 宵の 年 空の 名殘を 惜しまん と、 酒飲み 夜更して、 元日 寢 忘れた ので、 • 

二日に もぬ かり はせ じな 花の 春 

とい ふ 句 を 作る。 

初 春 

春 立て まだ 九日の 野 山 かな 

枯芝 やや \ 陽炎の  一二 寸 

右の 中 春 立ての 句 は 小川 風 麥亭に 至りての 吟 である。 


^賀の 城下う にと 云 ふ もの を產 する。 わるく さき 香が する。 竹 人の-全 傳」 に， 「俘賀 の 古山と いふ 所に うにと 

いふ 物 あり。 土に あらす。 木に あらす。 くさき 香して、 本草に いへ る 石炭の 類な らんと、 高 梨 野也考 有。 其 句 を 

案じ 置け りと て、 蓑蟲 庵に ての 呤、 香に 句へ 云々」 と ある。 

香 に に ほ へ うに ほる 岡の 梅の はな 

^贺 の！； 阿波の 庄と 云ふ處 に、 俊乘 上人の 舊 跡が ある。 護 峰 山 新大佛 寺と いふ。 伽藍 は 破れ、 礎 を 残し、 坊舍 

は絕 えて、 田畑と なる。 丈 六の 尊像 は 芝に 埋もれ、 御 首の み 現 然と 拜 まれる。 . 

丈 六 に 陽炎 高し 石の 上 

. 此所 「卯 辰 紀行」 の 文と、 史 邦の 「小 文庫」 の 文と 少し 異なる。 「小 文庫」 に は、 「舊友 宗七ニ 示 無 ひとり ふた 

りさ そ ひものして、 彼の地に 至る。 云々」 と ある。 竹 人の 「全 傳」 に、 阿波の 國大佛 寺に て、 

陽炎の 係つ ^れいしの うへ 

此句 後に ^< 六に 陽炎 高し と 改める と ある。 「小 文庫」 に、 丈 六の 云々 と ある。 「伊 水溫 故」 に、 「新 大佛は 富 永 村 

にある。 本尊 阿 彌陀怫 長 サニ丈 五 尺、 左右 藥師觀 音 長 サニ丈 三尺 …… 寬 永の 末 本堂 破瓌 し、 本尊の 御 首から 銀 像 

の 阿 彌陀舍 利 塔、 箱 入の 經卷ー ッ 出る。 銀 佛は正 保の 頃 失せる。 …… 俊 乘坊は 當國馬 野の 産。 阿波 俊 乘坊直 源。 

云々」 などと ある 0 

猿 雖に對 し、 
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も ろ の 心 柳に まかすべし 

卓 袋亭に 招かれ、 

月 待 や 梅 かたげ ゆく 小山 伏 

是 等の 句も此 春の 吟 である。 

二月、 伊勢神宮に 參詣、 

何 の 木 の 花と はしらす に ほひ かな 

紀行に は 伊勢山 田と 題す る。 「枇杷 園隨 筆」 に、 鴛亭 夜話と 註して、 次の 文が ある。 

貞享 五と せ 如月の 末 伊勢に 詣づ。 此 御前の 土 を 踏 事 今度 五 度に および 侍りぬ。 さらに 年の ひとつづつ 老行ま 

まに、 かしこき お ほむ ひかり も、 た ふと さも、 猶思 まされる 心地して、 かの 西 行の かたじけな さに とよみけ 

ん淚の 跡 もな つかしければ、 扇う ちしき • 砂に かしら かた ふけながら、 

何の 木の 花と はしらす 句 ひかな  、 

これ は 芭蕉の 筆で あるか どうか 分らない。 芭蕉の 參宮は 五 度と あるが、 書に 見えた 所では、 貞享 元年 八月 一 度、 

今年で 二度で ある。 其 外の 三度 は 伊賀 仕官 時代の ことか 明かで ない。 叉 如月の 末と あるが、 此 句と 並 記され 

た.、  ，- 

裸に はま だ きさらぎの あらし 载 


と 云 ふ 句 は、 -I:^ 雪の 「其 袋」 によると、 「二月 十七 日 神 路山を 出る とて、」 と 前書が あり、 「泊 船 集」 にも、 「二： n: 十七 

日 祌路山 を 出る とて、 西 行の なみだ をした ひ、 儈 (增 力) 賀の信 を かなしむ。」 と 前書して、 裸の 句が 出て ゐる。 

併し 之 は祌路 山の 句 は 二 句であって、 西 行の 淚は 何の 木の 句の 事、 增賀の 信 は 裸に はの 句に 關 した 事で あらう と 

思 ふから、 神宮 參 拜は少 くと も 二月 十七 日 以前で、 末日で はない やうで ある。 

紀行に、 祌坦 の內に 梅が 一本 もな いのは どうい ふ 理由で あるかと、 祌 主にき いて 見たら、 た 自然と なくなつ 

たので あるが、 子 良の 館の 後に 一本 ある さう であると 云、 

お 子 良 子の 一本 ゆかし 梅の 花 

神 垣 や お も ひも かけす 湼槃像 

お 子 良 子の 句 は、 「略 傳」 に、 「s^ 勢に 往山 田に 詣で 云々」 と ある。 「赤 丹 子」 を 見る と、 芭蕉の 自慢した 句で、 

昔から こ k に 連 誹の 達人 多く 句 を 止める けれど、 終に 此 梅の 事 を 知らない。 自分 丈 これ をき-出 したの は うれし 

いと ある。 祌垣 やの 句 は、 「笈 日記」 に は、 「おなじ 春なら む。 なにが，.^ 寺に 詣 して」 と あり、 「春秋」 に は 「十五 

日湼 紫會ヲ 拜ム」 と ある。 

菩提 山に 於て、  . 

此 山の 悲し さ吿 ょ野老 ほり 

「笈 日記」 に、 山寺のと ある。 「略 傳」 に は、 「菩提 山祌照 寺」 と ある。 
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龍 尙舍に 於て、 

物の 名 をまづ とふ 蘆の わかば 哉 

「句集」 に は、 龍 ノ尙舍 に 逢 ふとあって 蘆 を 荻に 作る。 「句 選 年考」 に 云、 「護法 資治論 曰、 近年 伊勢 有 龍 尙舍能 研 

神道 之擧而 倶信佛 法」。 「略 傳」 に、 「神職 也。 龍 太夫と 號す。 博學の 人。 尙舍表 得 也。」 と ある。 

網 代 民 部の 雪 堂に 會す。  * 

梅の 木に なほや どり 木 や 梅の 花 

「曠野 集」 に、 「網 代 民 部の 息に 逢て」 と ある。 「笈 日記」 に、 「胡 來亭」 とあって、 「是は その 父弘 氏の ぬし、 此 

道の 風流に 名 ある ゆ ゑなる べし。」 と ある。 許 六の 「滑稽 傳」 に、 「伊勢 足代 民 部 弘氏は 神職の 人 也。 談 林の 時 上 

手の 名 あり。 …… 句作 は宗 因に 等し。 云々」 と ある。 「略 傳」 によると、 胡 來は網 代 民 部の 男と ある。 

草庵の 會、 

芋 植て門 は潷の わか 葉 かな 

前に あげた 何の 木の 花と はの 句 を 立 句と して、 芭蕉 • 签光 • 叉玄 • 平 庵. 勝延. 淸 里の 六吟十 1 1 句 成、 野人 (杜 

國) 入って 二十 句 成、 正 永 入って 一 歌仙 を卷 いて ゐる。 「春秋」 に は、 「於 山 田 俳諧 興行」 と ある。 

何の 木の 花と はしらす に ほひ 哉  翁 

聲に 朝日 を ふくむ 黄鳥  益  光 


11^ 深き 柴の橋 守 雪 はきて  叉  玄 

(「 一 葉 集」 下略) 

「讃老 庵 日 礼」 に、 * い 巴蕉行 1: と题 し、 

T 一 巴 蒲 翁 勢 州 行！： の砌 歌仙 興行 あり。 立 句 は 何の 木の 花と もしらぬ に ほひ かな、 山 田 館 町 泉 館 半 太夫の 家に て 

の 事な り。 今 歌仙 興行 連 衆 は 七 人 也。 ハ：^ 光 • 又玄 • 平 庵 • 勝延. 淸里. 正 永 • 桃靑 なり。 云 々 

凉蔸の 「 一 幅 牛」 (元祿 十三 年刊) に、 芭蕉 • 乙 孝 • 一有. 杜國. 應宇. 葛 森の 六呤 歌仙 表 六 句 を あげ、 

紙 衣の ぬると も 折む 雨の 花  芭 蕉 

すみて まづ汲 水の なまぬる  乙  孝 

酒 賣が船 さす 棹に 蝶 飛て  一  有 

(下 略) 

. 初 裏 二 句 目から 芭蕉の 附 句の みを揭 げてゐ る。 併し 「一葉 藥」 に は 「幽蘭 集」 を 引いて、 十八 句 目から 一 巴 蕉の附 

句 だけ を 示して ゐる。 すべて 二十 三 句。 支考の 「笈 日記」 に は、 路草亭 と 前書して、 此句を 出す。 「一幅 半」 の凉 

蒐の 序に、 「今 はむかし はせ をの 翁、 一幅 半の 袖 を ひるが へし、 杖 を ひきす りて、 路草亭 にと どまり、 やや 雨の 花 

を 與じ給 ふ。 その 如月の 跡な つかしく、 ことし 元祿庚 辰の 春、 この 卷の 始めにな して、 ほのかに 行脚の 面影 を兑 

る。 あるじ 路 草の 主は是 今の 乙 孝子。」 と あるから、 路草 亭に來 たの は 二月だった と 見える。 
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三月、 伊賀へ 歸省。 故主 蟬呤の 別業に 於て、 弟 探 丸 子に 見え、 

さ ま の 事お も ひ 出す 櫻 かな.  , 

. 泰の 日. はやく 筆に 暮 ゆく  探 丸 子 

三月 半 過ぎ、 芳 野の花 を 見ようと、 豫て 約束した 杜國と 伊勢に 逢 ひ、 杜國は 戲に萬 菊 丸と 稱し、 師の勞 を 助け 

-る。 笠の 內に落 書。  1 

乾坤 無住 同行 二人 

よし野に て 櫻 見せう ぞ檜木 笠 

よし野に て 我 も 見せう ぞ檜木 笠  萬  菊 

芭蕉 は 杜國を 連れて、 伊勢から 鄕 里へ かへ り、 それより 芳野 行脚に 向った もので あらう。 何の 木の 花の 歌仙に、 

杜國の 加 はって ゐる所 を 見る と、 前 月旣に 杜國は 伊勢へ 來て 居た ので あらう。 去留の 「全集」 に、 「上野 を辭 し、 

芳 野の花 兑ん と、 先 伊勢の 山 田に いたる 。云々」 と あり、 「次 郞兵衞 物語」 にも、 上野 を辭 して 伊勢山 田 網 田 氏に 

十日 餘り 止り、 そこに 杜國が 待ち受けて 居った やうに も ある。 併し 芭蕉が 杉 風に 與 へた 手紙 (眞蹟 拾 遣) による 

と、 

拙者 無事に 越年いた し、 今程 山 田に 居 申 候？ 二月 四日 參宫 いたし、 當月 十八 日 親 年忌 御座 候 付 • 伊賀へ かへ り 

候て、 暖氣に 成 次第、 吉 野へ 花 を 見に 出立ん と、 心がけ ま 度いた し 候。 尾 張の 杜國 も、 よし野へ 行脚 せんと、 


伊勢 迄來 候而、 只今 一所に 居候。 …… 若 急に 御 しらせ 事 御座 候 は^、 關 の地藏 にて、 笠 屋彌兵 衞と申 者 迄、 

飛脚 便 御 狀被遣 候。 二月 十八 日より 三月 十四日まで は 伊賀に 居 申 候。 以上 

杉風樣  はせ を 

此 手紙に は日附 はない が、 文面で は 二月 十八 日 以前の もの かと 思 ふ。 越年 は 伊賀の 鄕里 だら うが、 今 は 山 田に 來 

てゐ て、 杜國と 一 緒に ゐた。 當月 十八 日と は 一 一月 十八 日の ことで あらう。 一 一月 十八 日から 三月 十四日 迄 は 伊賀に 

居る とい ふの だが、 其 問 芭蕉 一 人で ゐ たもの か、 杜國を 連れて かへ つた もの か記錄 はない。 卯月 二十 五日 附、 萬 

菊 •  蕉 連署の 惣七 あての 手紙に は、 「三月 十九 日 伊賀上 野 を 出て、 云々」 と あるから、 恐らく 萬 菊 も 芭蕉の 鄕里 

へやって 來て、 二人 連立って 大和へ 出立した ものと 見える。 世に 鼾の 園と いふ 笆蕉眞 蹟の戲 畫が傳 はって ゐる。 

此 W の圖 とい ふの は 可笑しな もので、 杜國の 鼾を圖 示した もの、 音が 高くなる と 幅員 四 尺七寸 もあった。 さすが 

の 芭蕉も^ 高鼾に は 弱った であらう。 士朗の 「枇杷 園隨 筆」 • 竹 ニ坊の 「正 傳」 • 「一代 錄」 其の 他に 出て ゐ るが、 

「枇杷 園隨 筆」 と 「一代 錄」 の繪は 似て をり、 正 傳の總 は 非常に 違って ゐる。 正傳の はいる かの 如き 形で、 中 ほ 

ど 廣さ四 尺 一寸と ある。 「一代 錄」 に は 西 麓 庵猿雖 にて と ある、 卽ち猿 雖亭に 泊った 時の 畫と 見える が、 疑 はし 

い。 西 麓：^ は 元祿五 年の 命名で あるから、 猿雖亭 としても、 西 麓 庵で は あるまい。 此畫が 猿 雖亭で 書かれた もの 

とすれば、 杜！： も 伊勢から 伊賀へ やって来て、 芭蕉と 起臥 を 共に した 事になる。 尙 「笈 日記」 に、 「貞享 五の 年 

o〇〇〇〇〇oo〇〇〇oo  000000000000 

恭、 何 H 幾日、 T い 巴 潔 老人 よし野 山の 花見む とて、 伊賀の 國 より 旅立 申されし に、 尾の 杜國 も是に 供せられ て、 と 
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もに 筆 をと つて、 槍の 木 笠の 裏に 狂せ しとな り。 云々」 と ある。 之 も 一 證 となる。 支考の 「本朝 文鑑」 庚 午 紀行 

中に、 岩 菊 丸と ある けれど あやまり である。 萬 菊 丸で ある。 眞蹟に 「萬 菊 殿い びきの 圖 にて 御座 候」 と あり、 本 

文に も、 みづ から 萬 菊 丸と 名 をい ふと ある。 「一代 錄」 に、 「大 塔の 宫吉 野へ 入御の 時、 千 菊 丸と いへ る 供 臣を召 

て 行 玉 ふ。 其 例 を かり 奉りて、 杜國を 萬 菊 丸と 號て供 遊す るか。」 と あるが どう だか。 

鄕里 留^ 吟 

このほど を 花に 禮 いふ， 別れ 哉  . 

本文に、 旅の 道具 多き は 道の さはり だから、 皆拂ひ 捨てた けれど、 紙 衣  一 • 合羽 やうの 物、 硯 *筆* 紙 ニ樂 など 

物に 包みて 後に 負うた もので、 力なき 身 は 跡 さまに 引かれる やうに 覺ぇ、 道が はかどらな いなどと ある。 

草 臥 て 宿 かる ころ や 藤の はな 

竹 人の 「全 傳」 に、 笆蕉が 京から 猿雖へ 送った 手紙が 出て ゐる。 それに 京 迄の 道中の 物語が 書かれて ある。 此手 

就 は 長文で あるから 抄錄 しないが、 「甲子 夜話」 の 繽篇卷 三十 九に も あり、 义 近頃 樋 口 氏の 「研究」 にも 引用され 

て ある。 詳しく は それ 等 を 見られたい。 その 手紙に よると、 六と いふ 奴 僕に、 これ 迄 荷物 を擔 いで 來て 貰った が、 

途中で 別れ、 いよく 重い 物 を 打 かけられ 困って ゐる 所へ、 梅 軒と 云 ふ ものが くたびれ 出して、 道連れの 愁 とな 

つた。 丹 波 市 やぎと 云 ふ 所、 耳な し 山の 東に 泊る。 「ほと、 ぎす 宿 かる 頃の 藤の 花」 とする。 草 臥て は 後の 訂正 か 

(赤 冊子に もさう ある)。 凉 袋の 「頭陀 物語」 に、 芭蕉の 言と して、 


一とせ 大和 路に分 入って、 負へ る ものに 道 を つられ、 永き 日影 をた どり 暮し、 なにがしの 宿 を からん とする 

に、 むらがらす 森に いそぎ、 野 山 はいたう 截 たる， 畫 によく も 似た る 哉と、 ゆき あ ひ \ィ むかな たの 頃に、 蔽 

藤のお ぼっかな く か 、りたる を 見て、 

くたびれて 宿 か る こ ろ や 藤の 花 

かくい ふ 句のう かみた る、 我ながら 二な くお ぼ ゆ。 

と ある。 

初 瀬に 詣、 

の 夜 や 籠り 人 ゆかし 堂の 隅  . 

足駄 はく 僧 も 見えたり 花の 雨  萬 菊 

葛 城 山に て 一言 主神 をし のび、  . 

猶見 たし 花に あけ ゆく 神の 顔 

「泊 船^」 に 「やまとの 國を 行！： して、 葛 城 山の ふもと を 過る に、 よもの 花 はさ かりにて、 峯々 はかす みわたり 

たる 明 ぼの、 けしき、 いと^ 艷な るに、 彼の 神の みかたち あしと、 人の 口さがなく、 世に いひった へ 侍れば、」 と 

前書が ある。 「j^ 秋」 に、  .  - 

大和 國を行 §: して、 かつらぎ 山の 麓 を 通る に、 四方の 花 は 盛に 唤て、 樂 くの 霞に 似た る^ 明の 月 もい と^ 
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哀 なり。 花に 彼の 美 目 わるき とい- - けん 神の 御 かたち、 いかなる 人の わる 口に や。 なき 名と いぶかしく、 お 

も ひうた が ひて、 厶猶 見た し 花に 明 ゆく 神の 顏。 …： 今選ス ル詞ハ 杉家ノ 「先手 後手」 一一 出 タリ。 

と ある。 「泊 船 集」 を 本に して 後人の 作爲 した ものら しい。 

三輪 • 多武峰 • 臍 峠 (多 武峯 より 龍 門 へ 越 道 也と 小 書が ある)、 

雲雀より 空 にやす らふ 峠 かな 

「曠野，」 に、 上に やすら ふと ある。 「小 文庫」 に、 芭蕉の 「栖去 之 辯」 を 前書に して、 此 句が 出て ゐ るが、 栖去 

之 辯と 何等 關係 のない 句で ある。 

背 p» 

龍 門の 花や 上戸の 土產 にせん. 

酒の みに かたらん か --る 瀧の 花 

龍 門と は、 大和に 龍 門ケ嶽 とい ふ 山が あり、 璧に龍 門の 瀧が ある。 「句 選 年考」 に、 

延寶六 年 江戶廣 小路に、 信 章 素 堂が 句に、 「李 白い かに 樽 次 は 何と 花の 瀧」、 是は 瀧の 花に は^らす。 花を聰 

の 比喩ながら、 瀧 をい へる より、 李 白が 事 を 句作せ しに や。 …… 延寶に 素 堂が け やけき、 貞享に 芭蕉の 穩な 

る 句作 を 察すべし。 

と ある。 句 風の 變化は 積翠の 言の 如しで ある • 


西 河に て、 

ほ ろ /\ と 山ぶ きちる か 瀧の 音 

「句 選 年考」 に、 和 州 巡 覽記を 引き、 

西 河の 瀧、 大 瀧 ともい ふ。 此瀧は 唯 急流に て、 大水 岩間 を 漲り 沸きて 落つ る 也。 よの 常の 瀧の 如く、 高き 所 

より 流れ 落つ るに は あらで、 岩間 を 漲り 沸きて、 甚 見事な り。 近寄りて 見るべし。 遠くて は 不堪 賞。 

と ある。 

崎： g が 瀧、 布^の 瀧、 布引の 瀧、 萁 面の 瀧 見物、  • 

櫻 

さくら 狩き どくや 日々 に 五 里 六 里 

日 は 花に暮 て さびし や あすなら う 

tl に て 酒く むかげ や 散 さくら 

「笈曰 記」 • 「泊 船 集」 に は、 「さびし さや 花の あたりの あすなら う」 と ある。 日 は 花に が 原句で、 淋し さや は 後の 

訂正 か。 「陸 奥 千鳥」 • 「泊 船 集」 に 次の 如き 前書が ある。 

明日 は 檜の 木と かや。 谷の 老木の いへ る 事 あり。 きの ふ は 夢と 過て、 あす はい まだ 来らす、 生前 一 樽の たの 

しみ 外に、 あす はくと いひく らして、 終に 賢者の 訾を うけぬ。 (「陸 奧 千鳥」) 
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と ある。 淋し さやの 方が 深刻で ある。 

苔淸 水に て、 

春雨の 木 下にった ふしみ づ かな 

本文に、 

よし野の 花に、 三日と^ まりて、 明 ぼの たそがれの けしきに むかひ、 有 明の 月の あはれ なる さまな ど 心に せ 

まり、 胸に みちて、 ある は攝政 公の ながめに うば はれ、 西 行の 枝 折に まよ ひ、 かの 貞窒が これ は/. \ と 打な 

〇〇〇〇o  0000000000  oo〇o〇〇〇o〇〇o  〇〇〇o〇 

ぐり たるに、 我い はん 言葉 もなくて、 い たづら に 口 を閉ぢ たる、 いと 口 をし。 思 ひ 立た る 風流い かめし く 侍 

れ ども、 こ X に 至りて 無 興の ことなり。 

と ある。 之に よると 芭蕉 は吉 野に 三日 留 つて、 種々 呤懷に 心を碎 いた けれど、 結局 貞窒の 句に 言 ひつく されて、 

〇〇ooo〇o〇o〇o〇〇〇  〇〇〇o〇〇o  〇〇〇〇〇〇 

一句 も 出なかった。 最後の 思 立った る 風流い かめし けれど、 こ X に 至って 無 興の ことなり は、 如何にも 芭蕉の 純 

眞 さが あら はれて 氣 持が よい。 それ を 竹 人の 「全 傳」 (支 考の東 山 墨 直に も ある) の やうに、 「松 倉 嵐 蘭が 翁 一 生 富 ■ 

士  • 芳 野の 句な しとい へる は、 すな はち 翁が 常 話に して、 まことに 句な きに あらす。 口 傳。」 とい ふと、 いやにな 

る。 か- -る ことに ロ傳も 何も 要る 譯 はない。 句 を 作らう と 思っても、 先人の 雅 懷に壓 倒されて、 句が 出來 なかつ 

ただけ でよ いで はない か。 句を殘 して 返って 名所の 絶景に 及ばす、 あたら 天才の 價値を 下げて しまう と 困る から、 

一 巴 蒸が 句を殘 さなかつ たわけで はない。 名所に 句な しとい ふ 語 を 月並 流に 解釋 すると 俗になる。 叉 芭蕉 は 其 角 や 


去来に 文通して、 角の 句 を歎稱 して ゐる。 卽ち 「句 兄弟」 に、 

近くい はば、 「明星 やさ くら 定めぬ 山 かつら」 とい ひし 句、 當 座に はさの み 興 惑せ ざり し を、 T"^ 蕉翁士  I： 野 山に 

あそべる 時、 . ^中の 美景に け をされ、 古き 歌 どもの 信 を 感ぜし 叙、 明星の 山 かつらに 叫殘 るけ しき、 此 句の 

うらやましく 覺 えたる よし。 文通に 申されけ る。 云々 

「去 來杪」 にも-  .  . 

杜國が 徒と 吉野 行！： した まひけ る 道よりの 文に、 或は よし野 花の 山と いひ、 或は 是 はくとば かりと 閱ぇ 

しに 魂 を 奪 はれ、 又は 共 角が 樱 さだめぬ とい ひしに 景色 を とられて、 よし野に 發句 もなかり き。 云々 

と ある。 尤も， い 巴 燕 はさ くら 川で 一 句殘 して ゐる。 それ は t 巴蕉が 石せ 三 之 丞と云 ふ 入に あてた 手紙の 中に 兌え て、 

「彌 生の ：9 は 誘引 有 候而、 よし野へ 花 兌に 參候。 發句 はいたし 不巾 候。 いろく あんじ 候 而も、 貞窒の 句に は 及 
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不 故、 句 はい はぬ 方が ましと 存候。 其 か はりに さくら 川に て 一 句いた し 候。 

人の 氣ゃ 花に 乘行 さくら 川 

漸々 此 句に て芳野 をす まし 申 候。 …… 」 (眞蹟 拾 遣) と ある。 然るに 「泊 船 集」 • 「小 文庫」 を 見る と、 よし野と 前 

喾 して、  ，  . 

花 さ か り 山. は 日頃の 朝 ぼらけ 

とあって、 芭蕉が 吉 野で 句作して ゐる やうに 思 はれる が、 作らない 事はなかった が、 うまく 行かなかった ので あ 
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らう。 

吉野を 出て 高野山へ 登る。 

父母 の し きりに 戀 しきじの 聲 

散 花に たぶ さは づ かし 奥の院  萬 菊 

紀行に は、 高野山と ある だけで あるが、 「枇杷 園隨 筆」 によると、 

高 野のお くにの ぼれば、 靈場 さかんにして、 法の 燈 消る 時な く、 坊舍地 をし めて、 佛閣甍 をなら ベ、 ー卯頓 

成の 春の 花 は、 寂莫の 霞の 空に 句 ひて おぼえ、 猿の 聲 鳥の 啼 にも 腸 を 破る ばかりにて、 御廟 を 心 しづかに を 

がみ、 骨 堂の あたりに \ィ て、 倩お も ふやう あり。 此所 はお ほくの 人の かたみの 集れる 所に して、 わが 先祖の 

鬂髮を はじめした しきな つかしき かぎりの 白骨 も此內 にお も ひこめ つれと 抉 もせき あ へす。 そ^ろに こぼる 

る淚を と^めて、 

父母の しきりに 戀し 雉の 聲 

右秋擧 夜話 

と ある。 但し 芭蕉の 筆なる か 眞僞は 分らない。 「次 郞兵衞 物語」 に は、 「故主 令嗣 君の 靈脾 を拜 し、 云々」 と あるが 

之も當 になるまい。 去留の 「全集」 に は、 「亡 主の 墓を拜 し、 -淚を 止め かねて、 「淋し さや 花の あたりの 翌な らふ」 

と あるが あやまり である。 此句は 後の 改作で 吉 野の 吟 である。 


高 野 を 出て 和歌の 浦へ 行く。 紀行に 云、 「只 一日の 願 ひ 二つの み。 こよ ひよ き 宿 からん。 草鞋の 我 足に よろしき 

を もとめん とば かり はい さ X かの 思 ひなり。 云々」。 旅 中の 更衣、 

ひとつ 脫 いでう しろに おひぬ ころもが へ 

よし野 出て 布子寶 たし ころもが へ  萬 菊 

「曠野」 に、 布子賣 をし と あるが、 賫 たしの 方が よい。 

匹 月 八日 奈 良に 至る。 紀行に 云、 「灌佛 の 日は奈 良に て爱 かしこ 詣侍 るに、 云々」。 

灌佛の 日に 生れ あ ふ 鹿の子 かな 

招提 寺に 鑑眞 和尙の 盲目の 尊像 を拜 み、 

わか 藥 して 御 目の しづくぬ ぐ はば や 

「笈 日記」 に、 「幾年ば かり 先に や 侍らん。 この 宮 古の 西 大 寺に 詣 して」 と 前書し、 靑 葉と ある。 「句 選ハ牛 考」 引 

用、 和 州巡覽 記に 口、 招提寺 は菅原 寺の 東 也。 是 より 西大 寺へ 二十 五町。 寺 門 廣く諸 堂 多し と ある。 

舊 友に 奈 良に て 別れる。 

鹿の角 まづ 一 ふしの わかれ かな 

その 顷郡 山の 原 W 宇 古の 亭に 至り、 杜國 と三吟 歌仙 成り、 別に 際し t 巴蕉宇 古に 頭陀 箱を與 へる。 舊 友と は 宇 古 

のこと か。 「次 郞兵衞 物語」 其 他に、 杜 國と奈 良で 別れた 時の 呤 である やうに あるが、 さう では あるまい。 原 田 氏 
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宇 古 は 郡 山の 重臣で、 はじめ 才丸 門。 後蕉 門。 玄々 一 の 「奇人 談」 に、 頭陀 箱の 圖が あり。 佯 閑人の 識語が ある。 

頭陀 箱ノ傳 

貞享 年間、 蕉翁蹈 --芳 .3 之 花 I 道 過 U 郡 山 i 而止 -1 於 宇 古-十 許 曰。 與ニ 弟子 杜國 i 有- 1 三 詠 之 俳諧？ 干 時 翁 臨 レ^ 餘- 

比 一物， g 頭 宇 古 深 秘，， 石室， 云。 後 有， 故遂 爲，， 正正 處士之 有？ 僕尙 旨行而 得，， 模之 野火 止 之 丘- 矣。 是 爲地與 

附， 1 屬 惟然， 者 不レ天 同焉。 今 依 n 其 家 記 一 以識 n 其 傳來之 正- 爾。  - 

と ある。 因に、 杜國 との 三吟 歌仙 は、 天明 年中 池 魚の 災 にか. -り、 燒 失して しまった。 

大 坂へ 上り 或 人の 許に て、  . 

社 若 か た る も 旅の ひとつ かな 

猿雖に 送った 手紙に、 

津 の國大 江の 岸に やどる。 いまの 八 間 屋久左 あたりな り。 

杜若 語る も 旅の ひとつ かな  愚 句- 

山路の 花の 殘る 笠の か  一 笑 

朝 月夜 紙 干 板に 明 そめて  萬 菊 

二十 四 句に て 止む、 

と ある。 或 人の 許と は 一笑 亭 のこと か. -  . ,  . 


^麼 石 遊 g.- 

月 は あれ ど 留守の やうな り须 磨の 夏 

1:1:12^ て も 物たら はす や iS 磨の 夏 

紀 (：；： に 云、 

卯月 中 の {4! も 曉に殘 りて、 はかなき みじか 夜の 月 もい とビ艷 なる に、 山 はわ かばに くろみ か、 りて、 時 t:!^ 

啼出づ べきし の、 め も、 海の かたより しらみ そめた るに、 …… 漁 人の 軒ち かきけしの 花の たえく に 見 わた 

さる。 

海 土の かほ まづ みら る- - やけしの 花 

^须磨 • 西 IS 麼 . 濱鎖 磨の 三 所に わかれて、 あながちに 何 わざす ると も 見えす。 きす ごとい ふ 魚 を あみして、 

S 酙 砂の 上に 干しち らしけ る を、 烏の 飛來 りて つかみ 去る。 これ をに くみて、 弓 を もてお どす ぞ、 海士の わざ 

ともみえ す。 云々 

须麼の 海士の 矢先に 啼ゃ ほと、 ぎす 

時鳥き え ゆく 方 や 島 ひとつ  . 

须麼寺 や ふかぬ 笛き く 木 下 闇 

明 石 夜泊 
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蛸壺ゃ はかなき 夢 を 夏の 月 

^路島 手に とる やうに 見えて、 須磨 • 明 石の 海 左右に わかる。 …… 又う しろの 方に 山 を 隔て.^、 田 井の 畑と 

云 所、 松風 • 村雨 ふる 里と いへ り。 …… 鐘掛 松より 見下す に、 一 の 谷內裡 やしき 目の 下に 見 ゆ。 云々 

などと ある。 猿 雖に與 へた 手紙に よると、 十九 日 尼が 崎 出船、 兵 庫に 夜泊 、緒の 島. 和 田 岬. 和 田の 笠 松 *內 裏 

やしき. 本 間が 遠矢 を 射た 舊跡 などと き、 て、 行 平の 松風 村雨の 跡、 薩摩守 六 彌太組 討の 跡 悲しげに すぎ、 西 娘 

磨に 入て、 てっかいが 峯に 登る と、 須磨明 石 左右に 別れ、 淡路島 • 丹 波 山 • 田 井ノ里 眼の 下に 見下され、 敦 盛の 塚 

に淚 をと f め、 明 石より 須 磨に 歸 つて 泊る と ある。 

紀行文 は 平家の 滅亡 を あはれ む 所 迄で 終って ゐる。 實に貞 享四丁 卯年 十月に 旅立って、 貞享五 年 戊辰 四月に 盡 

きて ゐる。 その 間 七 箇月、 世に 之 を 卯 辰 紀行 又は 吉野 紀行と 云って ゐる。 卯 辰と は 貞享四 五の 歳に 渉って ゐ るか 

ら であるし、 吉 野と は 杜國を 連れて 吉 野へ 行った からで ある。 刊本は 寶永六 年 正月 大津の 乙 州が 「笈の 小 文」 と 

題して 上 木した のが はじめで あらう。 併し 「笈の 小 文」 とい ふ 題 號は僞 である。 それ は 「去 來抄」 に 、「去来 云、 

笈の小 文集 は 先師 自 撰の 集 也。 名 を 聞いて いまだ 書 を 見す。 草稿 半に して 遷化 ましく ける。 云々」。 又 「三 冊 

子」 中、 「黑 ざう し」 にも、 

師の いはく、 わが 句 ども 多くの 集に 誤り 多し。 是 をみ づ から 書 本と し、 門人の 志 を 以て、 二三 句 ほ どづ、 書 

添て、 所々 の 歌仙 一 折 づ.. 、 是も 伊賀の 門人 を 初と して、 志 を 以て 書留むべし。 是を芨 の 小 文と せん。 又 小 


文とば かりやすべき。 此號は 或 方に て 能 見 侍る に、 太刀と かいふ 謠に此 事 あり、 云々 

と あるので 明かで ある。 卽ち 芭蕉 自選の 俳句 集の 名 を、 乙 州が 勝手に 取って、 芭蕉の 紀行文の 名に したので ある。 

又 支考は 「本朝 文鑑」 に、 街 午 紀行と 题 して ゐ るが、 之 も 不適 當な 題號 である。 庚 午の 支 干 は元祿 三年で ある。 

此 紀行 は 貞享丁 卯から 卯 辰に 涉 つて ゐる 所から、 卯 辰 紀行と 云った ので、 庚 午 紀行で は 理窟に 合 はない。 

須 磨から 歸 つて、 何 所へ 向つ たかは、 紀行に は 書いて ない が、 猿 雖に與 へた 手紙に よると、 二十 一 日 布引の 瀧 

に 登り、 山 崎 街道に か X つて、 能 因の 塚 • 金 龍 寺の 鑌を 見、 山 崎宗鑑 屋敷 跡で、 餓鬼つ ばた の 句 を 思 出し、 

有難き すがた 拜 まん かきつ ばた 

の 句 を 作り、 四月 二十 三日 京に 入った ので ある。 

彼の 四月 二十 五日 附、 萬 菊 • 桃靑 連名の、 愁 七に 與 へた 手紙、 卽ち 

三月 十九 日、 伊賀上 野 を 出て 三十 四日。 道の 程 百 三十 里。 此內船 十三 里。 駕篛 四十 里。 歩 行路 七十 七 里。 雨 

に 逢 ふ 事 十四日。 

瀧の 數 七ッ 龍 門 西 河 蜻蛉 蟬布留 布引 箕面 

$. 十三 载好塚 歌 塚 乙女 樣 忠度塚 淸盛 石塔 敦盛嫁 人 丸 嫁 松風村雨^^ 通 盛 塚 

越 中前 司 盛 俊 塚 河原 太郞 兄弟 塚 良 將楠壤 能 因 法師 塚 

峠 六ッ 琴 引 膀峠 野路 小佛峠 樫 尾 峠 クラ カリ 峠 當 麻？ 品屋 
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阪 七ッ 粧坂 西 河 上ち いか 坂 うは かり 坂 宇 野 坂 かふ ひ， 坂 不動 坂 生 田 小 野 坂 

山峯 六ッ 國見山 安驊嶽 WS 山 3^ いか 峰 ，s 寺の 山 <s の 山 

此外 橋の 數、 川の 數、 名 もしらぬ 山 は、 書付に もらし 申 候、 

卯月 廿 五日  萬 菊  - 

.  桃 靑 

惣七樣  • 

「批 杷園隨 筆，」 に、 「眞蹟 は 伊賀上 野猪 來 にあり」 と ある。 京で 認めた もので あらう。 京に は どの位 留 つて ゐ 

たおの か 分らない が、 「次 郞兵衞 物語」 によると、 芭蕉 は 五月 五日 京の 長者 町 去来が 許に かへ りついた ことにな つ 

てゐ る。 併し 「春秋」 の 素 蓮 は、 此手 ft の 旅行 日 數を數 ベて、 . 

按、 三月 十九 日 ヨリ 三十 四日 ハ卽 四月 二十 二日 一一 當ル。 尤 三月 大ノ積 也。 且 此里數 ヲ考ル 一一、 伊賀 ヨリ 大和. 

紀伊 • 攝津. *播 磨. 近 江 ノ呤行 一 I、 船路 十三 里 トハ、 淀ノ 船路 ナル コト明 也。 故-一大 津 -1 至 トス。 

と 論じ、 四月 二十 二日 難 波から 川 舟で 大津に 至る 事に して ゐる。 素蓮說 では 京に 入らない やうに なって ゐる。 併 

し 之 は 竹 人說の 如く、 やはり 京に 入った ので はなから うか。 例の 萬 菊の 鼾の 圔は、 京から 猿雖の 許へ 文通す る 時、 

たは むれに 出來 たもの だと 竹 人 は 言って ゐる。 そこで 杜國 であるが、 彼 は 何 所 迄 芭蕉と 連立った ので あるか。 之 

も 竹 人の 說 では、 「萬 菊 は 京より ひとり 伊賀に かへ り、 猿雖が 宿に 四 五日の 足 休して、 六月 二十 五日 美 濃に か へ 


るピと あるが、 美 濃は變 である。 三 河と か 保 美と かいふ 所で あらう。 猿 蓑に. 

翁 Li 供せられ て、 すま あかし に わた リズ 

亡 人 

似合し きけ しの 一重 ゃ須 磨の 里  萬 菊 

と あるから、 奶磨叫 石 を 見 終って、 山 崎 街道から 京へ 出た ものと 思 はれる。 さう すれば 芭蕉と 京まで 一緒に 來て、 

こ 、で 別れた と 見た 方が、 自然の やうで ある。 

京 を 出で て 色蕉は 大津に 行った。 大津は 乙 州の 所 を 宿と したので あらう。 今度 は 木 曾 路の旅 を 思 立った ので あ 

る。 まづ瀨 田の 螫を 見、 

此 ほたる 田 毎の 月に くらべ 見ん 

と ある。 「次 郞兵衞 物語」 に、 

五月 一 1 十日に 彥 根に 赴き 給 ふ。 行が けに 曲水 • 丈 草 • 正秀 • 乙 州 子な ど 同道に て國分 山に 登り、 音に 聞く 幻 

住 庵より 湖水 を 見 給 ひて、 許 六の 迎に逢 給 ひて 彥 根に 行 給 ふ。 

と ある。 國分 山に 登って、 幻 住 庵に 行った など は 信ぜられ ないし、 許 六に 逢った こと も小說 らしい が、 大维に は 

四月から 五月に かけて 止って ゐ たもの だら う。 湖 中の 「略 傅」 に、 祖 翁の 日記 (自筆に して 三 行ば かりと ある) 

を a> き 

六月 六日 大津を 出、 ゑち 川に 泊。 七日 赤 坂に 一 宿。 八日 岐阜に 到る。 秋 芳軒宜 白 を 主と す。 
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と あるが ど うだらう か。 「春秋」 に は、 「五月、 日 删 S 未詳。 岐阜 ^^Jfjir- 一一  至、 像 己 白が 秋芳軒 一一 止鐸ス o」 

と ある。 私 は 五月 說の 方が よい かと 思 ふ。 但し 四日 五日と 定めた の は、 こ、 ら かとの ぞく あやめ 云々 の 句から 推 

定し たもの か。 己 白亭に 泊った こと は 「笈 日記」 に、 

と、、 る ど，、 る 見め ぐり て、 洛に 暫く 旅れ せし ほど、 みの、 國ょリ たびたび 消息 有て、 桑門 已 白の ぬしみ ちし 

るべ せむ とて、 とぶら ひ來侍 リズ、 

しるべして 見せば やみの- 1 田植歌  己 白 

笠 あらためむ 不 破の さみだれ  はせ を 

と あるから、 己 白が 案內 のた め 近 江へ やって来て 連立った ものと 見える。 なほ 同書に、 其 草庵に 日 比 ありて と 前 

書して、 

やどりせ む あかざの 杖になる 日まで 

「瞎 野」 に、 

はじめて, 室， なと ふら はれけ る 比 

こ-. ら かとの ぞく あやめの 軒端 哉  秋 芳 

と ある。 之に よると 芭 蒸も此 草庵が 氣に 入った もの か、 長く 逗留して 旅勞を 慰めようと 思ったら しい。 然るに 落 

梧の 「瓜 島 集」 (支考 の 「笼 日記」 中に 出) に は、 


梧な にがしの まれき に應 じて、 稻葉 山の 松の 下凉 みして、 長途の 狄ァザ なぐさむ ほどに * 

山 か げ や 身 を やしな はむ 瓜 畠 

とあって、 ：e 蕉り美 濃 行！： は 己白亭 にも 宿り、 落 梧の 草庵に も 宿った もの だら うと 考 へる。 「次 郞兵衞 物語」 に、 

六月 十日 岐阜の 落 梧から、 長 良 川の 鵜 飼 を 見せようと 云って、 己 白と 云 ふ 人を迎 としてよ こした から、 六月 十三 

日 吱<53^ へ 赴いた と ある。 或は そんな こと もあった かも 知れない。 但し 月日 は當 にならない。 「笈 日記」 に、 

落梧亭 

藏 のかげ かたば みの 花め づ らしゃ  荷 兮 

嘛 

折て や はかむ 庭の 箒 木  落 梧 

たなばたの 八日 は 物の さびしくて  翁 

と ある。 乂 同書に、  ， 

名に しもへ る 鶴 飼と いふ も ゃ旯 侍らむ とて、 墓 かけて いざな ひ 申されし に、 

人々 稻葉 山の 木 かげに 席 まう け、 K ，なわげ て、 

又 やた ぐ ひ 長 良の 川の 鮎な ます 

^来ても た 1- ひとつ 葉の 一 葉 哉 

鶴 舟 も通リ 過る 程に 歸る とて 
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面白て やがて かなしき 雜 ぶね 哉 

笆蕉は 己 白 • 落 梧 其の 他 この 地方の 人々 と共に、 稻葉 山に 登って 鵜 飼 を 見た ので ある。 

賀島 氏の 水樓に 登って、 十八 樓ノ記 を 作った の も 其 頃で ある。 記 は 「笈 日記」、 風德の 「芭蕉 文集」、 蝶 夢の 「芭 

蕉翁 文集」 其 他に 出て ゐる。 

此 あたり 目に 2!^ ゆる もの 皆凉し 

「笈 日記」 に、 貞享五 仲夏と ある。 

落 梧の 一 子の 夭折 を 悼む。 「笈 日記」 に、 

その 頃な らん、 落 梧の ぬしお さなき 者 失へ る 事 いたみて、 

もろき 人に たと へむ 花 も 夏野 哉 

似た 顔の あらば 出で 見ん 一 を どり  落  梧 

落 梧の 句 は あはれ な 一 ふしが ある。 

去来の 妹 千 子の 死 を 聞きて、 去来の 許へ 追悼 吟を 送った の は、 六月であった。 

なき 人の 小袖 も 今や 土用 干 

六月十九日岐阜の^iI-文亭で俳諧興行、 連 衆？； I- 文 • 荷兮 • 芭蒸 • 越 人 • 惟然 • 炊然 • 落 梧 • 蕉笠 • 己 百 • 梅 钳 • 

00 • 鵾 歩 • 拾景 • 用呂 • 東 巡の 十五 吟 歌仙。 


池の 中に 藻の 花 まじりけり  声  文 

水お もしろ く兑 ゆる 駕の子  荷  兮 

さ なみ やけ ふぞ 火と もす 暮 待て  笆  0 

,  (「 一 葉 集」 下略) 

^然此 5? 入門。 

美浪を 立って 尾 張の 鳴 海に 至る。 重 . 知 足 • 如 風 • 安信 • 自笑 • 表 六 句 成る (「千鳥 掛」 )。 「 一 葉 集」 に は 七 

月 十三 日と ある。 

鳴 海 眺望 

は つ 秋 や 海も靑 田の 一 み ど 

乘行 馬の 口と むる 

藁 庇 霧 ほの くらく 茶 を 酌 

玉晁の 「俳^. 白人 一句 抄」 に、 奥 鳳 軒 樂山隨 筆の 文 を 引き、 芭 蒸が 島 田 町の 麓 杏 伯の 家で 病氣 になった ことが 

出て ゐる。 卽ち 

tS§ 田 町 養 (？) 右衞門 巾來候 

• 去 冬 も 御 斷巾ヒ 候。 松 尾 桃 靑と巾 俳諧師、 生！： 伊賀 表よ 

第 一 節 礙海 • 近畿 .a 仮 尾 地方の 旅行 


り 
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Pi 


蒸 

足 


- り 


I？ 化歸、 岛田町 土 肥 一一 一 郞兵衞 借家 麓 杏 伯 所 I 能趑 候處、 

三 五 五 


第 六 章 東西 行脚 時代  三 五六 

持病 差 發申候 付、 當地 にて 養生 仕度 之 由 奉 願 候 間御斷 * 上 候。 

右 之 通來候 付、 病 氣の儀  一 I 付、 差 置 養生 爲仕可 申 候。 併 江戸 者 之 儀-一 候 間、 若 怪敷鉢 少なり とも 見出 候 は^、 

早々 可申來 候。 〇 大和 町 佐のより 請 合 御座 候 付、 差 置 可 申 候。 

右貞享 五 辰 七月 五日 御 奉行所 記 

と あるので ある。 伊賀 表より 罷歸 ると は變 であるが、 年代が 「卯 辰 紀行」 の歸途 であるから、 參考 迄に あげる。 

此島田 町 は 鳴 海 附近の 町で なければ 理窟に 合 はない。 

知 足が 弟 金 右衛門の 新宅 を 祝 ふ。  < 

賀 新宅 

よき 家 や 雀 よろこぶ 背戸の 栗  芭 蕉 

蒜に み ゆる 野菊 1^ 萱  知 足 

投 渡す 蛆の あみ 橋 霧 こめて  安 信 

(「千鳥 掛」 下略) 

二十日、 名 古 屋の竹 葉 軒 長 虹亭に 於て 歌仙 興行。 芭蕉 • 長 虹* 荷 兮* 一井 • 越 人. 胡 及 • 鼠彈 の七呤 である。 

貞享五 戊辰 七月 二十日、 

於 竹 葉 軒 長 虹 興行 


粟 稗に とぼしく も あらす 草の 庵  芭  蕉 

藪の 中より 見 ゆる 靑秭  長 虹 

秋の 雨 歩行 賴に 出る 暮 かけて  荷 兮 

(「秋の 日」 下略) 

此 歌仙 は 安永 元年 暮雨 巷曉臺 が、 「秋の 日」 (「尾 張績五 歌仙」 とも 云) と 題して 上 木して ゐる。 也 有の 序によ 

ると、 曉躉 門の 験 六なる 者の 家に 傳 はった ー卷の 歌仙が ある。 之 は 往昔 竹 葉 軒の 主人が、 芭蕉 を 招いて、 其 日に 

成った もので、 其 座の 荷兮の 筆で ある。 云々 と。 

名古屋 止宿 中、 野/ 4! の 上京. ^送る。 

見送りの 後 や 寂し 秋の 暮 

+S 更 '糸 行 

八月、 芭蒸は 越 人 を 連れ、 荷 兮の奴 僕 を 供に して、 さらしな の 里、 姨捨 山の 月見に 向った。 「次 郞兵衞 物語」 に 

は、 「八月 八日、 越 人 を 同道、 荷 兮が奴 僕 を 供に して、 名 護 屋を立 給 ふ。」 と ある。 「笈 日記」 に、 十八 樓ノ 記の 次 

に、 「その 年の 秋な らん、 この 國 より 旅立て、 更 科の 月 見ん とて」 と 前書し、 留別 四 句、 

送られつ おくりつ 果は木 曾の 秋  翁 

草い ろくお の/. \ 花の 手柄 かな 

第 一 節 東海 • 近畿 • 濃 尾 地方の 旅行  三 五 七 
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. 人 々郊外に 送り出で、 三盃. ^傾 侍ろ！ .1、 

朝が ほ は 酒 盛 しらぬ さかり 哉 

ひよ ろくと こけて 露け し 女郎花 

と ある。 之に よると 芭蕉 は 美 濃の 國 (岐阜) から 旅立って、 更 科の 月 を 見に 行った ことになる。 從 つて 此留^ 

吟は美 濃の 連中に 對 する ものであった。 卽ち 芭蕉 は 再び 名古屋 から 美 濃へ 引返した ものと 見える。 岐阜から 

木會 街道に 入り、 稻荷 山から 八幡 村. 姨捨 とい ふ陋 である。 善 光寺へ は 稻荷山 • 丹 波 島 • 春 光寺と 來る ので あ 

る。 

途中で 六十ば かりの 道心 坊と 一 緖 になった。 腰が 曲る 迄 荷物 をし よって ゐ るので 氣の 毒に 思 ひ、 その 荷物 を 馬 

に 付け、 その上に 芭蕉 を乘ら せた。 四十 八 曲り とかい ふ嶮 しい 山道で、 歩いて ゐても 目が ま はる 所 を、 彼の 奴 僕 

は 馬の 上に 居眠りして、 危 くって 見て ゐられ ない。 宿へ 着いて 燈 火の 下に 句作して ゐ ると、 道心 坊は 旅情の 心う 

く、 物 思に 沈んで ゐ るの だら うと 早合點 して、 若き 時巡拜 した 地、 阿彌陀 様の 尊い ことな ど を、 次から 次へ と 話 

しつ r ける ので、 やかましくて 句 も 作れす、 結局 酒に する ことにな つたら、 普通の 倍 もす る盃 に、 而も まき 输 が 

書いて ある もの を 出され、 思 ひがけす 興に 入った。 

あの 中に 蒔繪 書た し 宿の 月  . 

梭ゃ い の ち をから む つ たか つら 


さ 


い 

十五 日 _ 


や 先 お も ひ いづ 馬 む 力 

晴て棧 はめ も ふさがれ 

ら し な や 三よ さの 月兑 0 も な 

姨捨山 

^ひとり， なく. 月の 


や 


ざよ ひも まだ さらしな の 郡 

尙 

よ ろ /\ とこけ て 露け しゃ をみ な へ 

曾 の と ち うきよの 人の みやげ 

に し み て 大根から し 秋の 

善 光寺 

影 や 四 門 四 宗も只 一 

落 あさま は 石の 野 分 

とばす 石 は あさまの 野 分 


*  一 a  ノ 

し 


友 

哉 


、ソ 

哉 


人 


(芭 燕眞蹟 「更科 紀行」 より) 

姨拾 山の H: 見、 十六 日、 善 光寺へ 參詣 した。 木 曾のと ちとい ふ 句 は、 -t 巴蕉が 月見の 土産に、 橡の赏 を 

第 一 節 東海. 近畿 .fj 尾 地方の 旅行  三 五 九 
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荷 まて， 贈った からで ある。 それ は 「曠野」 に 出て ゐる。 

木 曾の 月見て 來る 人の みやげに とて、 杼の實 ひとつお くらる。 

年の 暮迄 うしな はす かざりに や せむ とて、 

としのくれ 杼の實 一つ ころくと  荷 兮 

二 年に 涉 つた 旅行 も 無事に 終へ て、 墓 は 越 人 を 連れて、 深 川の 草庵に 歸 つて 棄。 「春秋」 に、 「濱 木綿」 の 

文 を 引いて、 素 堂の 賀詞 を あげて ゐる。 

茶の 羽織お もへば ぬしに 秋 もな し .  山 素 堂 

と ある。 文 は 芭蕉 庵 六物ノ 記に 出て ゐる。 こ、 では 略す。  . 

越 人笆蕉 の兩吟 歌仙 成る (曠野 集參照 )。 苔 翠亭に 於て 歌仙 一 折。 越 人 • 笞翠 • 笆蕉 • 友 五 • 夕 菊 • 泥 芹 • 依 " 

七呤 である。 

月 出 は 行燈け さむ 座し き 哉  越 人 

朝夕 か \ る 柴垣の 梗  苔 翠 

此 君と 名 をい ふ 竹の 露 落て  翁 

(「 一 葉 集」 下略) 

杉 風. 越 人. 芭蕉 二 台翠. 友 五. 夕 菊. 依々. 泥 芹の 八呤、 牛 歌仙 成る。 


しら 菊に 高き t お 頭お そろし や  杉  風 

泥 かぶりた る 稻を干 屋根  越 人 

月 何日 海な き國に 旅ね して  翁 

(「 一 葉 集」 下略) 

九月 十日、 素 堂亭に 於て 菊兑 をす る。 「笈 日記」 に、 

素堂亭 十日 菊 

蓮 池の 主 翁 又 菊 を あはす。 きの ふ は 龍 山の 宴 を ひらき、 け ふ は その 酒の あまり をす \ めて、 狂吟 のた はぶれ 

となす。 なほ 思 ふ、 明年 誰か すこやか ならん 事 を。 

いざよ ひの いづれ か 今朝に 殘る菊  はせ を 

其 他路通 • 越 人 • 友 五. -M 雪 • 其 角 • 素 堂の 句が ある。  • 

十三 日、 蒸 庵の 月兑、 「笈 日記」 に、 

t 巴蕉庵 

士ニ夜  / 

はせ をの 庵に 月 を もて あそびて 只 月 をい ふ。 越の 人 あり。 つくしの 儈 あり。 まことに うき 草の こらす.^ にあ 

へる がごと し。 あるじ も 浮 雲 流水の 身と して、 石山の ほたるに さまよ ひ、 さらしな の 月に うそぶきて 庵に か 

第 一 節 東海 .近 畿. 濃 尾 地方の 旅行  三 六 一 
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へ る。 いまだ いくか も あらす。 菊に 月に もよ ほされて、 吟身 いそがしい 哉。 云々.  • 

唐土に 富士 あらば け ふの 月見せ よ  素  堂 

之 を はじめと して、 杉 風. 越 人. 友 五 • 岱 水. 路通 • 宗波 • 石 菊 • 芭蕉の 句が あった。 此素 堂の 前書 は 「笈の 小 

文」 にある， 前書と は 遠って ゐる。 「笈の 小 文」 の 方が 短い。 「笈の 小 文」 の 「さらしな 紀行」 に は、 

歸 庵に 十三夜 

木 曾の 瘦 まだ 直らぬ に 十三夜  翁 

と あるが、 「笈 日記」 に は、 

木 曾の 瘦も まだな ほらぬ に 後の 月  はせ を 

と ある。 併し 杉 風の 文 (「さらしな 紀行」 出。 元祿十 一 暮秋 十三夜、 杉 風と ある。) に、 

一 とせ 亡師 下向の ころ， 姨捨の 月 をみ て、 いざよ ひも また さらしな の 郡 哉、 此句 を土產 にして 歸庵 有け るに、 

ほどなく 十三夜に なれば、 をの/ \ よりて 吟け るに、 翁 も 

木 曾の 瘦も まだ 直らぬ に 後の 月  ，. 

と むすばれ ける も ……  . 

と ある。 後の 月 は 十三夜 を 後で 直した もの か。 

越 人 は 十月に かへ る。 冬， 芭蕉. 岱水 * 兩吟 • 十二 句 成る、 後岱水 • 杉 風 • 兩吟 にして 半 歌仙と なす。 今年の 


冬 はさ^ 庵に 籠って 俳諧に 餘 念なかった。 その 一 一三 を あげる と、 

大通庵 道^ 追善 

共 か た ち 见ばゃ 枯木の 杖の 長 

千鳥 來て啼 よし 垣の 池 

蓑 作りみ の 作り さす 雨 止て 

(つ 一 葉 集」 下略) 

右芭蔡 . 夕 菊 • 苔翠 • 友 五 • 素 堂 • 路通 • 曾 良の 七吟 歌仙。 

雪の 夜 は 竹馬の 跡に 我 連よ 

花屋 をと はん 梅の 早 i< 

打 渡す 外向に 酒の 食 干て 

(「 一 薬 集」 下略) 

石路通 • 宗波 • 友 五 • 芭蕉 • 岱水 • 會良 • 夕 菊の 七呤 歌仙。 ， 

雪 IS に 梁た はむ 住 ひかな 

け ふらで 塞し 浦の 鹽燒 

さ ま .<\- の 魚の 心 も 年 くれて 

第 一 節 _ ^梅. 近畿 .^1 尾 地方の 旅行 
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(「 I 葉 集」 下略) 

右岱水 • 路通 •  f 巴蕉 • 友 五 • 曾 良 • 宗波 • 嵐 竹 • 雨 洞 • 夕 菊. 綠絲 の十呤 歌仙 成。 

皆 拜めニ 尺の 七五三 を 年の 暮  翁 

德 竹うた ふ 煤 拂の風 *  岱 水 

^うる 俊の 小口 解 そめて  曾  良 

(「 一 葉 集」 下略) 

右笆蕪 • 岱水 • 曾 良 • 嵐 竹 • 宗波 . 路通 • 友 五 • 泥 芹 • 夕 菊の 九吟 歌仙 成。 

越 人に 文通した のも此 冬で ある。 

二人 見し 雪 は 今と しも 降け るか  - 

去年の 佗 寐を思 出して ビ ある。 

十、 嚙野 集に 就て 

曠野 は 欞木堂 荷兮の 撰で ある。 色蕉の 序に、 「尾 陽 蓬 左 欞木堂 主人 荷 兮子集 を 編て 名 を あらのと いふ。 云々」 と 

あるから 明か だ。 元祿 ニ年彌 生、 ^蕉桃 青の 序、 八卷 並に 員外、 三 冊で ある。 卷之 一は 花 • 郭公 • 月， 雪の 發句、 

卽ち 古来 詩歌の 景物と して 持 離された もの。 卷之 1 一は 歳旦 . 初春 • 仲春 • 暮春の 發句、 卷之三 は 初夏 • 仲夏. 暮 

夏の 發句、 卷之四 は 初秋 • 仲秋 • 暮秋の 發句、 卷之五 は 初冬 • 仲冬 • 歳暮の 發句、 卷之六 は 雜の發 句、 卷之七 は 


名所 • 旅 • 述懐 • 戀 • 無常の 發句、 卷之八 は 釋敎. 神祇 • 祝の 發句を 築めた ものである. すべて 發句を 主と し、 

連句 は艮 外と する。 喷 野と いふ 題 號は 荷兮の 抱負 を 語った もので、 四季の 吟詠から 神祇. 釋敎 *戀* 無常 • 詩の 

题句 及び 他 門 の 句まで 刈り あつめて、 一 大句 としょう とした 意味が 見える。 

發句は 七 百 三十 五 句 ある。 作者 は宗鑑 • 忠知 • 貞窒を 始めと して、 季吟 •  ：E 蕉 • 其 角. 去來. 杉 風 • 尙 白 • 越 

人 • 野 水 • 荷兮 • 鼠 • 落 梧 • 素 堂 • 路通 . 杜國 等で ある。 內荷兮 は 五十 九 句、 色蕉は 三十 五 句 入って ゐる。 
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0 ぞ 花み る 人の 長刀 

来て 友 選びけ り 花の 山 

と 、ぎす どれから きかむ 野の 廣き 

屋 臭き 寐覺 うつ &ゃ時 rtll 

い げ つ や はたしで ありく 草の 中 

かざり 伊勢が 家 買 人 は 

げろ ふや 馬の^の とろ と 

の 花や 杉菜の 土手の あいくに 

ご く と も兑 えで 畑う つ 麓 哉 

入て しばし な ゆく 蛙 かな 

第  一 0  ^海. 近 、飴 .SIlIl^ 地方の 旅行 


去 

冬 


傘 

ヒ、 

ゴ\ 

三 


來 

來 


五 


第 六 章 東西 行脚 時代  一 

ほうろく の 土と る 跡 は堇か 

草 刈て 堇 選出す 童 一 

刈 草の. 馬屋. に 光る ほたる か 

ちからな や 麻 刈 あとの 秋の 

あ さ が ほ の 白き は 露 も 見えぬな 一 

】 

松 の 木 に 吹 あてられな 秋の 一 

し ら菊 の ちらぬ ぞ少ロ をし 一 

こ が ら し に 二日の 月の ふきち る 一 

こ の はたく 跡 は 淋しき 圍爐裏 一 

霜 の 朝せ ん だんの 實の こぼれけ 一 

湖の 水 まさりけ り 五月 一 

とまり 稻 する 歌も替 * け. 一 

一 

妻の 名の あらば けし 給へ 祌送 1 

食 て 來 る 母 おろしけ りね はん ぞー 


な 

力 

り 

う 


三 六 六： 

.^i  .  tut 


荷 

ち 


水 

單 


連句 はすべ て 十 歌仙 ある。 內半 歌仙が 一 卷。 最初 は 素 堂の 句 を 立 句と した、 野 水. 荷兮. 越 人の 三吟 歌仙 


^洞.荷兮.昌碧.野水*舟^:=^.釣雪の六吟歌仙ー 。越 人 • 傘下 (二 句 づっ附 ける) 兩吟半 歌仙 一。 野 水. 落 梧， 

二 句 づっ附 ける) 兩吟 歌仙 一 。 一井 *11^彈* 胡 及 • 長 虹の 四呤 歌仙 一 である。 以上の 內其 €: と 越 人の 兩吟 (落着 

にの 卷) が^^て ゐる。 其 も 越 人 も 作意 を 好む 人で、 そこが よく 合 ふ。 大體 ー卷の 調子 は 華 かで、 i4i 想 的で、 


iw^ 的で あるが、 變 化の 波 はよ く 合致す る。 卽ち 

飮で わする k 茶 は 水になる  角 

誰か 来て^ にかけ たる 衣  同 

齒 ぎしり にさへ あかつき のかね  人 

人事に なると 二人共 巧みな ものである。  . 

{4! 蟬の離 魂の 煩の おそろしき  角 

あとな かりけ る 金 ニ萬兩  人 

いとおしき 子 を 他人と も 名付けたり  同 

やけどな をして 見し つらき かな  角 

^埶 一き 耳に つきた る さ i め ごと  同 

ニノ 表の 三 句 目より 

ぁぢ きな ゃ戶に はさまる- - 衣の 椟  角 

第 一 節 ^海. 近畿 • 濃 尾 地方の 旅行  三 六 七 


第 六 章 東西 行脚 時代 

戀の 親と も 逢 ふ 夜た のまん 

や おも ひ寢 もし ねられす うち 臥て 

米 つ く 音 は 師走な りけ り 

夕 鳩 宿の 長さに 腹の たつ 


三 六 八 


人 

同 


拳 


一 句に 含蓄が あり、 變化も 巧で、 實に 旨い。 越 人と 笆蕉 の兩吟 (雁 かねの 卷) も 面白く 出来て ゐる。 併し 此卷は 

表の 第三、 四 句 目 あたり、 附 合が 少し どうかと 考 へる。 

足駄 はかせぬ 雨の あけぼの  越 

き ぬ や あまり か ぼ そく あでやかに  芭 

かぜ ひきた まふ 聲の うつくし 

手 もっかす 晝の御 勝 も すべりき ぬ 

物い そくさき 舟路 なりけ り 

裏へ 行く とさす がに 捨てられぬ 情味が ある。 とかくな まめかし い 情緒 的な 句が つ， f  く。 其 他 越 人. 傘下の 兩吟 (月 

に 柄 をの 卷) も相應 にょい。 荷 兮* 野 水の 兩呤 (ほと、 ぎす 待ぬ の卷) も變 化の 波が 順調で、 殊に 名殘ノ 表から 

名殘ノ 裏へ かけて、 輕く すらく と附け 進んで ゐる所 は 面白い。 

太鼓た. - きに 階 子の ぼる か  野  水 


人 

人 


こ ろ くと 寐 たる 木贷の 革 枕  荷  ゃソ 

^だての よきと § 耳に ほしがる  水 

忍ぶ とも し. ら ぬ 顔に て  一二 年  同 

茈を うけて 住居 か はりぬ  兮 


その他の 卷は 特に 取 出して 云 ふ 程の こと も あるまい。 普通の 出來 である。 但し 最後の 一井 • 鼠彈. 胡 及 • 長 虹の 

叫吟 ( 一 里の 炭赍 の卷) が  一 ^劣って 居よう。 曲齋は 「婆 心錄」 に それ. <\ -の卷 を 批評して、 卽ち 

「麥を 忘れ」 の 卷は表 あしく、 逃 句 並 ある 故に 集中 第 四 也。 「遠淺 や」 の卷は 集中に てあつたり。 「美しき 泥 

蝤」 の 卷は雄 中 第 四 也" 「時鳥」 の 卷は樓 中^ 二 也。 「月に 柄 を」 の 卷は築 中に て 勝たり。 「雁 か 音」 の卷 はよ 

く出來 たれ ども、 越 人が 付 損 多き 故に 染中 にて 第二に 成た る は殘念 也。 「落着に」 の卷は 集中 第一 也。 「我 もら 

じ」 の 卷は築 中の 勝 物 也。 「初雪 や」 の卷は m 中 第三 也。 「一 里の 炭賣」 の 卷は逃 句 多く、 集中に て 犬に 劣し は、 

四 子の 中秀 たる 人な き 故 也。 此 等の 卷 はなくて よけむ を、 鼠 彈* 一井. 長 虹の 卷 なき 故に 加け むと 兌 ゆ 云々 

と 論じて ゐる。 併し 嵐 雪. 越 人の 「我 もら じ」 の卷 は、 -: 風雪 も 越 人 も艷な 感情 を 表す 點に 於て 似て ゐ るが、 -M 雪 

の 弱い 調に、 越 人 は 牽制され たらしく、 調子の 揃 はぬ 所が 見えて、 一 體に卷 が 引 立って ゐ ない。 曲 齋の赏 美 は ど 

うかと m 心 ふ。 「美しき 泥鰌」 の卷が 集中 第 四に 落された の はちと 賛成 出来ない。 あの 卷は發 句 脇の 情趣 もよ く 合つ 

てゐ るし、 變化も 相應に 行って 居て、 そんな 不出来な 卷 とも 考 へられない。 他 は 私 も 曲齋と 同感で ある。 

第 一 節 束 海 • 近畿 • 濃 尾 地方の 旅行  三 六 九 


第 六 章 東西 行脚 時代  j 二 七 〇 

「曠野」 は 元 祿ニ年 三月の 撰で あらう。 古來蕉 門の ー權 威であって、 許 六な ど は 「自讚 之 論 上」 に、 「翁の 句 並 

に 門人の 句 等 を 聞て その 風 を さぐる 時に、 あら 野 集 出来たり。 喜んで 求め、 晝夜 枕と す。 云々」、 「滑稽 傳」 に、 「あ 

090  9-9000q〇〇〇0000  ,  000000000  o.oooooooooclr- 

ら野は 俳諧 や はら かにして 少 かるし。 云々」、 「宇陀の 法師」 にも、 「あら 野の 時 はや 炭 佳. 後 猿の かるみ は 急 度 願れ た 

り。 云々」 と 論じて ゐる。 t ま 太の 「棚 さがし」 に、 「翁の 序 はありながら、 あながちに 手傳 中され しものと も兑ぇ 

す。 云々」 と あるが、 杜撰な ものと は考 へられない。 殊に 荷兮. 野 水. 越 人 如き は、 「冬の 日」 や 「春の 日」 に 於て、 

芭蕉の 懇篤な 指導 を 受けて 居る から、 自信 も 付き、 句作 も 熟達した ことで、 例へ 「曠野」 が 芭蕉の 手 を はなれて 

出來 たものと しても、 價値 のない 書と は 云へ ない。 荷兮. 越 人 等の 間に 新ら しい 撰 集 を 作らうな どと いふ 話 は、 

蕉に 逢った 時 持 出されな いこと もなから う。 少く とも その 噂 位 は 芭蕉の 耳に 入って 居り はせ ぬか。 芭蕉 だって 

序 を 書いて ゐ るので ある。 例へ その 序が 東武 から 送られた ものと しても、 突然 芭蕉に 序 をた のむ わけ もなから う。 

序 を かけば 芭蕉の 責任 も 加 はる。 それ は 芭蕉の 指導 だって 程度問題で、 「曠野」 が どの 程度まで 色蕉の 指導に 與 

つ たかは 分らない が、 全く 芭蕉の 關知 せぬ 理由 も あるまい。 「猿 蓑」 の やうに 芭蕉が 熱心に その 撰に 關與 はしな か 

つた だら うが、 芭蕉の 承認 を 經てゐ る こと は 疑 ふ 餘地は あるまい と 思 ふ。 許 六 も 「宇陀の 法師」 に、 「名 ごやの 荷 

兮. 越 人 あら 野に 眼 明た るに 似 たれ ど、 云々」 と 論す る 位 だから、 正風に 不純な 集と は考 へられない。 「凡 兆 日記」 

に、 

尤廣野 集に 師 翁の 序 ありて 大集 也。 其事詳 なりと いへ ども、 是 きっと 正風と きまりた る 書に てもなく、 古風 


正風の 境な し。 其 故 は、 a- 中に 古風の-: ポ鑑 *貞德. 貞室 *宗 因、 其 外 名も閱 かざる 人、 又 誰と も 知れぬ は、 

よみ 人 しらすな ど、 见 えたり。 云々 

と あるが、 之 は 文曉の 意！ らしく、 古人. 他 門の 句が 多く 入って ゐる譯 でもな し、 叉 蕉風の 立場から 兑て、 古人. 

他 門 の 句と 雖も よいと 思った もの は 入れて 差 支へ なから うし、 古風. 正風の 境な しな どと 云って、 荷兮を 責める 

の は、 餘り E:p を 極へ すぎた 僻見 かと 考 へる。 たぐ 「^野」 は、 芭蕉の 代表 撰 集と いふよりも、 荷 兮の撰 5- とい 

ふ 感じが 强ぃ。 その 點が猿 蓑な どと 多少 見劣りす る。 

「喊 野」 は 比較的 大 であった。 「冬の 日」 •「 春の 日」 に 序が 無かった のに 反し、 これに は 序が ある。 つまり 七 

部^ 屮序を 置いた はじめで ある。 吏 登 は 「あら 野」 • 「ひさ ご」 は 「猿 蓑」 に 熟し、 云々 と 言って、 「あら 野」 を 過 

渡. 代の 撰藥の 如く^ 做して ゐ るが、 古人の 論 は 七 部 集 を 色蕉の 代表 撰 集と して、 何 處迄も ようとい ふ考で i め 

るから、 或は t 巴蕉の 助力がない とか、 或は 不純で あると かとい ふが、 「春の 日」 でも、 「ひさ ご」 でも， 本^^でも、 

1 地方の 蒸 門の 或 有力の 撰 集と 見れば よく はない かと 思 ふ。 なほ 吏 登 は 「七 部搜」 に、 

i 巴蔡 1： の 俳諧 も、 冬の 日 11^ の 日から 一 轉 して、 漸此 集に 至りて、 古風の ねばり を 離れた ものな り。 さりな が 

ら  一 二 筒 所 は 芭蕉 も悔 まれし 附合 あり。 いは ゆる 越 人の 句な り。 

现を はなれた る 秋の 夕 ぐれ  ： 

瓢蕈 のお ほき さ 五 石ば かりなり。 

第一 節 東海 • 近畿 尾 地方の 旅行  三 七 一 
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此 里に 古き 玄蕃の 名 をった へ 

足駄 はかせぬ 雨の あけぼの 

此の 句 は理を はなれた とい ふ 所の 情 を はこびて、 瓢蕈の 大きさ 五 石 斗り と 云 ひ、 後の 句 は 古き 玄蕃の 名を傳 

へたから、 足駄 はかせぬ と 前 句 を 借りて 一 句に 力なし。 云々 

と 論じて ゐ るが、 鬼して 芭蕉の 悔 まれた 附合 であるか、 嵐 雪 あたりの 意見で あるか、 分らない。 情 を 運ぶ とい ふ 

の は、 前 句の 趣 を はなれない 事、 附 句が 前 句の 意味に 頼る ことな ど を 云うた もの だら うが、 成程 さう した 難 は あ 

るが、 全體 として 論じたら、 なかく 巧に 行って ゐる。  - 

荷兮が 芭蕉の 勘氣を 受けた とい ふ說が 流布され たもの か、 或は 正風に 純なら すと いふ 點 からで も あらう か、 曠 

野の 特別な 註釋書 はま だ 見ない。 七 部 集の 註釋 中で は 錦 江の が 詳しい やうに 思 はれる。 

第二 節 奥 羽 行脚 

一 , 奥の 細道の 考證 

松 島の 月先づ 心に か \ り、 草庵 を 人に ゅづ つた 芭蕉 は、 杉 風の 刖墅に 移る ことにな つた。 

草 の 戶 も住替 る代ぞ ひなの 家 


本文に、 

oooooooooooooooo  oooooo ひひ 

や、 年 も暮、 春 立る 霞の {4 に、 白 川の 關 こえん と、 そ ろ 神の 物に つきて 心 をく る はせ、 道祖神の まねきに 

000  00000000 

あ ひて、 取 もの 手に つかす。 云々  . 

とあって、 餘り あはた ビ しい 出立の やうに 思 はれる。 併し 之 は 「次 郞兵衞 物語」 によると、 お 蕉は風 の 情 常 

に 動いて， しばらく も 一所に 止って 居られない 性で、 自分 は 騷ぐ心 はない けれど、 道祖神が 自分 を 励 かすので あ 

ると 戯れに 言った と ある。 芭蕉 は 杉 風から、 多病 心 もとな しと、 彌 生の 末まで 引き と^められ たさう である。 义 

同 喾 に、 二月 中頃から 芭蕉 庵 を 住 捨て、 杉 風が 後廳に 移り、 日々 餞別の 會 ばかりで、 三月 二十 七日 旅立と ある。 

「笈 日記」 に、 「むかし 此叟深 川 を出づ ると て、 此 草庵 を 俗なる 人に ゅづ りて」 と ある。 

面 八 句 を の 柱に 懸け" 返く。  ■  • 

面 八 句と はだれ との 附合 だか 分らない。 

いよく- t 巴 潔 は 細道の 途に 就かう とした。 時 は 三月 二十 七日、 月 は 有 明に て 影を沒 し、 富 土の 山幽に HJ- え、 上 

野 谷 中の 花の 枬、 又い つか はと 心細い。 睦 しき 限り 宵より 集まり、 船に 乘 つて 送って くれる。 千 住と いふ 所で 船 

から 上る。 前途 三千 里の 思 ひに 胸 ふさがり、 離別の 淚を そ- -ぐ。 

行舂ゃ 鳥啼き 魚の目 は泪 

人々 からの 餞^ は • 道具 や 詩歌 種々 あった。 道具 は 本文に 徵 しても • 必要な もの だけ 携 へて、 他 は 捨てた 事が 

第二 節 奧羽 行脚  三 七三 


第 六 章 東西 行脚 時代  三 七 四 

分る。 詩歌 は 風雅の 種で、 嵩ば る もので もない から、 頭陀袋の 內に 入れて、 携へ たもので あらう。 本文 松 島の 條 

下に、 

00000000  0000000000000000  〇ooo  0000 

舊歷を わかる i 時、 素 堂 松 島の 詩 あり。 原 安 適 松が うら 島の 和歌 をお くらる。 袋 を 解て、 こよ ひの 友と す。 

且杉風 • 濁 子が 發句 有。 

と ある。 濁 子と は 美濃大 垣の 人。 中 川 氏。 大和 行脚の 時に も、 色蕉に 餞別 を 送って ゐる。 素 堂の 松 島の 詩 は， 

夏 初 松島自 淸幽。 雲外杜 聲未 同。 眺望 洗 心 都 似 水。 可憐 蒼翠對 靑眸。 

又 「とくく の 句 合」 の跋 (雷 道 百 里) に、  • 

はせ^ 曾 良, <^ つれて、 おくの 細道に 赴かれけ るに 餞別 

松し まの 松 蔭に ふたり 春 死ん • 

と ある。 之 は 素 堂の 句で ある。 曾 良 は 信 州 上 難訪の 入。 武士で、 久保島 氏 (岩波 氏 トモ)。 通稱 久左衞 門。 後 浪人 

して、 河合您 五郎と 改名。 江戸に 出で、 吉川惟 足に 神道 を舉 び、 氣魄 不撓の 人であった。 寶永七 年 五月、 壹岐の 

勝 本に 於て 殁。 行年 六十 二。  , 

共 日 やう やく 早 加と いふ 宿へ 着く。 紙子 • ゆかた • 雨具 • 筆 現の 類 は、 打 捨てる わけに 行かす。 疲 骨の 肩に か 

かって、 難儀 をした。 芭蕉が 體 質の 弱かった こと は • 大和 行 1: の 時 * 荷物 を 苦にした る ことで も 分る が、 又 こ.^ 

でも 困って ゐる。 


{ 宝の 八 嶋に詣 る。 ：11： 行贫良 祭 祌を說 明す る。 「雪 丸げ」 に、 室 八 島と 前書して 

糸遊に 結び つきた るけ ふり かな 

と ある。  . 

三十 曰、 日光 山の 麓に 泊る。 主人 を佛 五左衛門と 云って、 正直 偏 固の ものである。 珪 山の 「資麓 夜話」 (安永 七 

年刊) に、  - 

思 ひ 出 づる道 こそ か はれ 人 ごとに しのぶ はおな じ 昔 也け りに て、 只した はしき 翁の いにしへ、 猶佛 五左衛門と 

は兑 まほし き篤實 もの. ならん。 翁に 宿 まゐら せし 家居 は， K 山の 麓 いづこな らん。 其 子孫 はいかに などと 好 

000000  00000000000000000  000 

の 人く と共に もとめ 搜し • 古老に 問へば、 元祿中 戸籍に、 今 市 宿 上 町 西側に 五左衞 門 とい ふ あり。 茅屋 淸 

30D0O0000  0000000000000000  o〇oo()ooooo〇o〇oo〇oooo 

$3； にて 夫婦い となみ、 老 にけ るまで 一 子 もな く 相 * てたり。 少しの 家財 調度な ど は 遠 緣の者 引と りしと ぞ。 

其 後 かの 緣 類の ものより、 五左衛門が 妻の 老婆 所持せ し 一 幅と て， 佛項 禪師眞 跡の 南無 阿 彌陀佛 長 六寸 ほど、 

は^ ニ寸 ばかりなる を、 今 市 宿 某 かたへ 贈 今猶存 せり。 思 ふに 佛頂 禪師 ははせ を 翁の 法の 師 なり。 一夜の や 

どり もま こと 厚 心の 交 なれば、 其名號 を附屬 せられし と 見えたり。 されば 是 を證據 として、 佛 五左衛門 とい 

ふ もの は、 今 市に あつたと さ。 むかし、 むかし。 

と ある 0 

四月 一 日、 日光 山 詣拜。 
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あらたう と 青葉 若葉の 日の 光 

「句 選 年考」 に、 下野 高久 とい ふ 所、 何某 (頭書に、 高久 角左衞 門と ある) が 家に 芭蕉の 眞蹟 あり。 「あな 尊う 

と 木の 下 闇 も 日の 光」 と 書け り。 青葉 若葉 は 再案に や。」 と ある。 

黑髮山 は 霞 か 1 り、 雪が まだ 白い。 

剃 捨て 黑髮 山に 衣更  曾 良 

曾 良 は 旅立つ 曉、 髮を 剃って、 墨 染に形 を かへ、 名を惣 五と 改める。 衣更の 二字 力が ある。 うらみの 瀧 を 見る。 

シバ  ラク，  1 

暫時 は 瀧に 籠る や 夏の 初 

「俳諧 曾 我」 に、 「郭公 うらみの 瀧の うらおもて」 と ある。 此 時の 呤 であらう。 「 一 代錄」 に、 

初 案 

裏み せて 凉 しき 瀧の 心 かな  ： 

再 案  、 

ほととぎす うらみの 瀧の 裏表  ， 

治 定  、 

しばらく は 瀧に こもる や 夏の 初 

と ある。 


那 須の黑 羽と いふ 所に 知人が あるので、 尋ねて 行く 途中 • 雨が 降り、 日が 暮れる。 農家に 一夜 を 借り 明く.^ 

ば 叉 野中 を 行く。 野 飼の 馬が あつたので、 それ を 借りて 来る。 人里に 出た から、 駄賃 を 鞍 壺に結 付けて 馬 を かへ 

す。 曾 良 は 馬の 跡 を 慕 ひて 走る かさねと いふ 小娘の やさしき 名に 感じ、 

かさねと は 八重 撫子の 名なる べし  曾 良 

黑 羽の 館 代 淨法寺 圖書を 訪れる。 思 ひがけぬ 主人の 悅に 日夜 歡 待され る。 その 弟翠 桃な ど 朝夕 訪れ 來り、 自分 

の 家に も 伴 ひ、 叉 親族の 方に も 招かれ、 日數を 送る。 犬追物の 跡、 那須の 猿 原 を 分けて、 玉藻の 前の 古坊を る。 

八幡宮に 詣る、  • 

「陸 奥 千鳥」 に、 

陸奧 LL くだらむ とて、 下野まで 族 立け るに、 那 須の黑 羽と 云 所に、 翠桃 何某の 住け る V ^尊て、 

深き 野，^ 分 入る 程、 道 もまが ふば かリ草 ふかければ 

秣負ふ 人 を 枝 折の 夏野 哉  芭 蕉 

と ある。 「雪 丸げ」 に は、 「那 須余瀨 翠桃亭 にて」 と ある。 本文の 桃 翠は翠 桃の 誤で ある。 笆蕉. 翠 桃. 曾 良の 三 

吟 歌仙が ある。 卽ち 

靑き覆 盆 子 を こぼす 椎の葉  .翠 お 

村雨に 市の 假屋を 吹と りて  曾 良 

第二 節 奧羽 行脚  三 七 七 
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(「陸 奧衞」 下略) 

那 須の黑 羽の 館 代 淨法寺 氏 は、 領主 大關 伊豫 守 (信 濃 守 トモ アル) の 老臣で ある。 錦 江の 「通解」 に、 「今 も淨 

法 寺齋せ n 老臣の 重職 を 勤む。」 と ある。 碧 梧桐 氏の 「三千 里」 に、 

淨法寺 何が しの 家 はな ほ 現存して ゐ ると 聞いた。 所の 者 は 今に 城代の 館と いふ。 町の 東北に 當る 小山の 上で" 

小擧 校の すぐ 左側 だと 敎 へる。 黑ぃ 荒木の 銜 門に は 「士族 淨法寺 三 夫」 と 丁寧に 書いた 標札が 見える。 玄關 

で 一度 物 中と 訪れても 返辭 がない。 藁砧の 音で あらう。 壁 隣に ドスく とひび く。  二度 訪れる。 しばらくし 

て ハイと 頓狂な 返辭 をして 玄關の 障子 を 明ける。 …… 老女との 立 話 は、 城代の 家 は 昔から こ X にあった もの 

で、 何年 前 か 家藏殘 らす燒 けて しまうた。 自分の 舅に 當る人 は 俳諧 を嗜ん で、 各所 を 行 1: したが、 其 後 この 

道に 志した 者 はない。 芭蕉に ついては 何の 話 も殘ら す、 遺物と いふ もの は 大方 は燒 けたので あらう とい ふに 

過ぎなかった。 云々 

と ある 0 

湯 をむ すぶ ちか ひもお なじ 岩淸水 

「一代 錄」 に、 那須 八幡宮 詣 薛の條 下に 此の 句が 出て ゐる。 「菅菰 附錄」 に、 「那須 溫泉大 明 神の 拜 殿に 八幡宮 

を 移し 奉りて、 兩祌 一方に 拜 まれ 給 ふ。」 と 前書が ある。 「陸. 奥 千鳥」 に は、 那須溫 泉と 前書が ある。 翠桃は 鹿 子 畑 

氏、 善 太夫と 云。 


修驗 光明寺に 招かれ、 行者 堂を拜 む。 

夏山に 足駄 を拜む 首途哉 

「句 選 ハ牛考 」 の 頭書に よると、 光明寺 は黑 羽の 領主 大關 伊豫 守臣、 祿 四百 石 を 賜 はり、 津田 光明寺と いふ 武家 

修驗 である。 今の 光明寺 は津 田家より 別れし もの、 本家 は祿百 五十石、 津田 源左衞 門と いふ さう である。 「菅菰 

抄」 に、 「世々 俾ふ。 小 iffl 常に 木履 を 著て、 險組を 行く 事 平地の 如しと。 故に 此像は 必す著 履の 形 を 作る。」 と ある。 

當國雲 岸 寺の 奥に、 佛顶和 尙の山 居の 跡が ある。 その 跡 を 見ようと、 雲 岸 寺へ 杖を曳 く。 後の 山に 登る と、 石 

上の 小 庵 を 岩窟に 結んで ゐた。 

木 啄も庵 はや ぶら す 夏木立 

雲 岸の 51 は の 誤りと いふ ことで ある。 山 居の 跡と 云 ふの だ. から、 此 時は旣 に： H を 去って 居た ので ある。 佛 頂の 

殁 所に 就いては、 雲 岸 寺 說と長 慶寺說 とあって 明かで ない。 叉 何時頃 雲 岸 寺に ゐ たもの か、 それ も 分らない。 鬼 

に 角 色 蒲が 訪れた 時 は、 佛頂は 切 守だった のでな く、 全然 住んで ゐ なかった ものと 思 はれる。 然るに 「一葉 集」 に、 

「那 须 雲 岸 寺 佛頂禪 師の小 庵 を 尋ねて」 と 前書して、 

留守に 來て棚 さがしす る 藤の 花  •， 

と あるが 詳か でない。 

^生 石 を 見に 行く。 館 代から 馬で 送られる。 此ロ 付の 男に 短冊 を 書いて やる。 

第二 筋 奧羽 行脚  三 七 九 
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野 を 横に 馬牽 むけよ ほと ぎす 

「猿 蓑」 撰の 時、 荷兮 の面檝 やの 句が 此 句と 比べられて 落第して しまった。 「雪 丸げ」 に、 

高久 角左衞 門に 宿リ、 みちの く 一見の 桑門 同行 二人、 那須 のしの 原. ^尋ねて、 なほ 殺生 石 見 

むと 越えけ る ほど！ 2、 雨降りければ、 先此 所に 宿 リズ、 

落 來るゃ 高久の 宿の 子規 

と ある。 「菅 菰杪 附錄」 • 「奥 細道 拾 遣」 に は、 「高久 角左衞 門へ 授る。 みちの く 一見の 桑門 同行 二人、 なすの 德原 

を尋 て、 猶 殺生 石 見ん と 越え 侍る ほどに、 雨降りければ、 先此 所に 留り 候。」 と 前書 か ある。 曾 良 それに 脇を附 

けて、 

木の間 をの ぞくみ じか 夜の 雨 

去留の 「全集」 に、 「宗周 云、 那須 野高久 村の 角左衞 門と 云 もの i 家に 逗留の 中、 庭 を 作らせる。 「落 來るゃ 高 

久の 宿の 時鳥」、 此家 にての 句な り。 叉 翁の 眞蹟の 行 脚 十七 條、 其 外畫讃 等珍藏 す。」 と ある。 「一代 錄」 に、 「高久 

覺左衞 門亭に 三日 逗留」 と ある。 「陸 奥 千鳥」 に、 殺生 石と 題し、  - 

石の 香 や 夏草 赤く 露 暑し 

. 秋 鴉 主人の 佳景に 對す  . 

山 も 庭もう ごき 入る X や 夏 座敷 


蔬野 里に 淸 水流る k の 柳 を 見る。 

田 一 板 植て立 去る 柳 かな 

淸 水流る.' の 柳 は、 「新 古今 集」 夏の 部、 題 不知、 西 行 法師の 「道の ベの 淸 水流る X 柳 かげし ばし とて こそ 立と 

まり つれ」 とい ふ 歌の 傳說 化された もので、 百 庵の 「林 藪 餘談」 によると、 西 行 は 元 來畫を 見て 詠んだ 歌で ある 

から、 その 柳 は 彼 里に あるべき 害がない。 西 行 一代記に 後鳥羽 上皇が 鳥 羽 殿に 行幸し， 御所の ふすまの 鎗 を御覽 

になって、 當 時の 歌人 を 召され， 此綺を 題に して、 各 一首の 歌 を 奉らせた 時， 西 行は淸 水流る、 柳 かげに、 旅人 

の 憩へ る 樣を螯 いた 綺を 見て、 此歌を 作った ので あると 云 ふ。 「通解」 に、 

西 行 此柳を 兌て、 道の 邊の歌 をよ める とい ふ 事 • 新 古今 集の 詞書 にも 兑 えす。 是は鎗 にしる されし 歌な りと 

いへ り。 直ハ 邊の淸 水は附 會の說 なるや。 又は 此歌 によりて 事を好む 者の 名け たる や。 か- -る事 世に 多し。 

翁の 呤は 古今 杪に * 翁の 句 はじめ 立よ る 柳 かなと ありし は、 西 行の 道の 邊の 柳の 歌 を はこび、 田植の 姿も凉 

しげに ありし に、 淸書 にいたり、 立 去る 柳 かなと 定 りたる よし。 但田 一 枚植ゑ 仕舞 ふ を 見て、 立 去りし とい 

ふ 意な りと いへ り。 . 

と ある。 

心許なき 日數を 重ね、 白 川の 關 にか X りて、 旅心 定まる。 兼 盛 や 能 因の 故事 を 思 ひ 浮べる。 

卯の花 を かざしに 關の 晴着 かな  曾 良 
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等窮の 「信 夫 指」 に、 

00000000000 

しら 河の 關>卞 、ゆると て、 ふるみち 1_ ^たどる ま、 に， 

西 か 東 か 先 早苗に も 風の 音 

又 「伊達 衣」 にも、 • 

白 川 LL 住 何 云へ 文， かっか はす はし 11、 

關守 の 宿 を. 水 鶴に と はふ もの 

などと ある。 ふる 道と ある は 奥州 街道で なく、 關 街道で ある。 そこ は 道 細く、 草深く、 歩行に 困難な 所 ださう で 

ある C 「信 夫 招」 に、 「風流の はじめ やの 句の 前書に * みちの くの 名所./ \> 心に おも ひこめ て.' 先 關屋の 跡な つか 

しきま. 1 に、 ふるみち にか X りて， いまの 白 河 も 越えぬ。 頓て いはせ の 郡に いたりて、 乍單 齋等躬 子の 芳扉 を扣。 

彼 陽關を 出て 故人に 逢なる べし。」 と ある。 文に よると、 關屋の 跡を尋 ぬべ く 行った ので あるから、 關 街道 を 選ん 

だ ことになる。 然るに こ-に 異說が ある。 それ は 「菅菰 附錄」 の說 で、 

按す るに、 往還 野州蕙 田と 奥州 白 坂の 宿との 間の 山のう ち、 兩國の 境に 境の 明 神と て 二 社 あり。 この 所の 坂 

を 白 坂と いふ。 しかれば 此 前書 坂 を しら 川と あやまり、 終に 關の字 を 添えた るに や。 一句 風情 西 か 東 かの 詞 

とい ひ、 此句は いづれ 白 坂の 吟 なるべし。 ことに 白 川の 關には 卯の花 水 鷄の兩 句 あれば、 かたぐ 今 前書 を 


とあって、 西 か is- かの 句 を 奥州 しら 坂に てと する。 

阿武隈川 を 渡り、 かげ 沼 を 過ぎ、 すか 川の 驛に 等窮を 尋ね、 四 五日 と^めら る。 

風流の 初 やおく の田植 うた  - 

脇 •  f:^ 三と 附 けて 三卷 とする。 

雨考の 「靑 かげ 壤」 (未 兑。 勝 峰 氏 引用の 文に よる) に、 「白 河から 松 島 迄の 泊り./ \ の 日記が 出て ゐる 

の覺 書か。」 と ある。 四月 一 一十 一 日から 始まる。  . 

廿ー 日、 白 川 中 町 佐 五 左 衞！： を尋、 野 半 次へ 案內 して 通る。 白 川より 四 m- 半 先、 矢 吹に 宿。 

廿 二日、 川 乍單齋 {£。 俳 あり。 

廿 三日、 同所 1^ 仲に 遊、 寺 へ^る。 はまん へ 参詣。  . 

卄四 口、 可 仲 庵に 會 あり。 

廿 五日、 同斷。 

廿 六日、 同斷。 

廿 七日、 同、 せり 澤瀧 行。 

廿 八日、 同， 矢內士 II 三郞。 

「一代 錄」 に、 
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四月 二十 二  ：n、 相 樂伊左 門亭 にて， 

風流 の はじめ やおく の 田植ほ 

覆 盆 子 を 折 

水せ きて 晝寐の 


て 我 儲 草 

石 や 直す らん 

(下 略) 


〇 


ィ J? フ 

刈 や 


う 


を 叉 習 ひ 

市の 子どもの 

日 面に 笠 をなら 

〇 

ィ , 旅 OTln 

旅 衣 早苗に 包む 

淺香 のつ- -み あや 

夏 引 の 手引の 靑. へ 


けり かつみ 草 

着た る 細 布 

ぶる 凉 しくて 


ィ、 食 乞 人 

乞食 かな 

め 折すな 

りかけ て 


、三 八 四 

曾 


等 

芭 

等 


蕉 

良 


良 

窮 


と ある。 「菅菰 抄附錄 L に、 此 等の 三卷は 本文に いふ 三卷 であると。 其 明の 「ふくろ 表紙」、 藝太 「拾 遣， に は、 虱 

流の 初 やの 卷が 全部 出て ゐる。 「ふくろ 表紙」 によると、 等 旗亭の 歌仙 興行 は 四月 廿 三日に なって 居る。 その 頃黑 


羽の 桃 (淨 法 寺^ 書) から 句 を 送る。 ？ * 丸げ」 に，  一 

はせ 翁み ちの くへ 下らん として、 我 茅： IBI な 音信て、 なほ しら 川の あな.^ に、 すか 川と いふ 

所に 泊り 侍りと 閗て 申つ かにし けろ。 •  - 

雨 はれて 栗の 花 ゆ、 跡 兌 かな  桃 

いづれ の 草に 啼 落る 蟬  等 

夕食く ふ賤が 外面に 月 出て  笆 


秋來に けり と 布た くるな り 


雪 

良 


サ タン サイ 


と ある。 等^ は和樂 氏。 ^左衞 門。 IS 贺 川の 驛長。 石 田 未 得 門。 乍單齋 は其號 である。 井泉水 氏の 「^3; 註」 によ 

ると、 ^永 二 乙 西ハ 牛殁。 七十 八。 法名、 寳岩了 道 居士と ある。 なほ 同書 椅郞 氏の 通信に は、 「元祖が 貞次 といって、 

お 文.；' 二 ¥ 子 十一月 七 n 卒と あって 年齢 は 分らない。 その 五男に ^左衞 門貞榮 分家す と ある。 …… その 左衞 iZ 

の 子が 伊左衞 門 (卽ち 等 レ，^ ) ではない かと 思 はれる。 分家した の はた、. - 一軒 だけで あるから、 等レ. ^の 分家 說は遠 

ふこと になる。 等 翁の 家 は 後が 絕 えて、 その上 家に 殘る もの は 何もない とい ふこと で 仕方がない。.」 と ある。 去留， 

の 「全 维」 に宗周 云、  一 

桃 琴 亭へ等 窮も參 りて、 俳諧の 仕様 を 問 ひければ、 翁の たま ふに は 、眼前す がた をお も ふ 所 を 述べて 句と す。 i 

外に 求る 事 あらす。 是專耍 也。 たと へば ありの ま. -を、 凉 しさ ゃ緣 から あし を ぶらさげる。 义思ふ 所の ま. 
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に、 雨 折々 おも ふ 事な きさな へ 哉、 かくいた す を 正風 體 といへ りと 敎へ給 ふ。 この 時の 事に や。 

と ある。 此說は 明かに あやまり である。 凉し さやの 句 は 支考の 句で、 績猿蓑 集に 出て 居る。 支 考は元 綠 三年 以降 

の 入門で、 奥の 細道 頃 はま だ 芭蕉に 逢はなかった。 それ を 芭蕉が その 句 を こ.^ へ 引 ぼして、 敎 示の 例に ひく わけ 

はない。 

五月雨 は 瀧 降り うづむ みかさ 哉 

「信 夫摺」 に、 「ls 加 川の 驛 より 二 里ば かりに 石 河の 瀧と いふ よし。 行て みん 事 を 思 ひ 催し 侍れ ど、 このごろの 

雨に みかさ はりて、 河 を 渡る 事 かな はす、 とい ひて やみければ、」 と 前書し、 此句を 出す。 

此 宿の 傍に 犬なる 栗の 木 かげ をた のんで 世 を 厭 ふ 僧が あった。 

栗と いふ 文字 は 西の 木と 書て、 西方 淨 土の 便ぁリ と、 行 基 菩薩の 一生 杖 に も 柱-..: も此木 用 給 ふと かや。 

世の 人の 見 付ぬ 花や 軒の 栗 

「伊達 衣」 に、 

桑門 可 伸 は 栗の 木の もとに 庵， をむ す ベリ、 傅へ 聞、 行 基 菩薩の 古 は、 西 Li 緣有 木な リと， 杖に 

も 柱に も 用 ひ 給 ひける とか や。 幽栖 心 ある 分野に て、 彌陀の 誓 ひもい と.；^ の もし。 

かくれ 家 や 目 だたぬ 花 を 軒の 栗  ■ 

と ある。 且つ 七呤 歌仙 一 卷が ある。 卽ち 芭蕉 • 粟齋 • 等窮 . 曾 良 • 等 雲 • 损等 • 素 蘭。 


まれ に^のと まる 露 草  栗齋 

きり 崩す 山の 井の 名 は 有 ふれて  等. 窮 

(下 略) 

须 賀川 何某 所持の 眞蹟 に、 かくれ 家のと あるよ し、 「通解」 に 見える。 「雪 丸げ」 に は、 面 四 句の みあげ、 須 竿が^ 

二と なり 七呤 である。 

因に、 可 伸の 軒の 栗 は、 芭蒲の 一 句より 有名に なって、 附近の 人々 が 愛する 事に なった。 

「伊達 衣」 に、 

予が 軒の 栗 は、 更！. L 行 基の よすが に も あらす C 唯實 とリ て、 喰の み 成し..^、 いにし 夏、 芭蕉 翁 

のみちの く 行脚の 折から、 一句 殘 しょ リ、 人々 愛る 事と 成 侍りぬ。 

梅が 香 を 今朝 は 借す らん 軒の 栗  可 仲 

等 躬が宅 を 出て、 五 里ば かり 槍 皮の 宿 を はなれて、 あさか 山が ある。 此邊は 沼が 多い。 かつみく と 尋ね 歩い 

て 日が くれる。 二 本 松から 右に 祈れ、 黑 塚の 岩屋 一見。 福 島に やどる。 しのぶ もぢ 指の 石 を 尊て 忍の 里に 行く。 

もぢ 招の 石 は 昔 は 山の 上に あった けれど I 往来の 人が 麥草を 荒して、 此石 をた めすの を惡ん で、 里人が 谷に 突 落 

した もので、 石の 表面が 下の 方に 伏した ので ある。 . 

早苗と る 手 もと や 昔し のぶ 指 
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r ト 文庫」 に、 文字 摺 石と 題し、 「忍ぶ の 郡し のぶの 里と かや。 文字す りの 名殘 とて、 方 二 間ば かりなる 石 あ 

り。 此 ョょ 昔 女のお も ひに 石に なりて、 其 面に 文字 ありと かや。 山 藍 招み だる X 故に、 戀に 寄せて 多くよ めり。 今 

は 谷 合に れて、 石の 面 は 下 ざまに なりたれば. させる 風情 も 見えす 侍れ ども、 さすがに むかし 覺 えて、 なつ 力 

しかりければ、」 と 前書して 此 句が 出て ゐる。 「卯 辰 集」. 「花の 雲」 に は、 前書 夫々 異り、 早苗つ かむ 手 もと やと あ 

る。 「陸 奥 千鳥」 に、 「扇に て 尺 を 取る に、 長さ 一 丈 五寸、 幅 七尺餘 * 榴の九 太 を もて 圍ひ、 脇より 目印に 杉 一 一本 

植ゑ、 云々」 と ある。 「菅菰 附錄」 に. 「しのぶ もじす りの 石 は、 ふくし まの 驛 ちかき に 有。 里人の いへ る は、. 往 

来の 人の むぎ 草 をと りて，， 此石を こ X ろみけ る をに くみて、 この 谷に 落し 入て、 石の 面 は 下さ まに ふし たれば、 

いま はさる わざす る 人 もなかり ける となん。 風雅の むかしに 替れる を かなしみて、 「さなへ つかむ 手 もと や、 云 

云 o」 と ある。 

五月乙女に しかた 望まん しのぶ 招  . 

此 時の 呤 であらう。 「雪 丸け」 • 「拾遺」 に 見えて ゐる。 

月の輪の 渡し を 越えて、 瀨の 上と いふ 宿へ 出る。 飯 嫁の 里 鯖 野 を 尋ねて 行く と、 丸 山と いふ 所に 來た。 こ X に 

佐藤庄 司の 舊舘が ある。 

笈も 太刀 も 五月に かざれ 紙懺 

佐 籐庄司 元 治 は秀衡 の臣で 二子 ある。 兄を繼 信と 云 ひ • 屋 島の 戰に能 登 殿の 矢に あたり 戰死 する。 弟 を 忠信と 云 


ひ、 吉野 山に て 義經に 代り IS 戰し、 後 京に 入り 死す。 「義經 記」. 「攝 待」 に 詳しい。 後世 その 忠勇 義烈 を赏譜 する" 

五月 朔日、 その 夜 飯 塚に 泊る。 あやしき 贫家 である。 灯 もない から 爐の そばに 度る。 夜に 入りて 雷雨 臥せる 上 

から もり、 ^蚊に 食 はれて 寢られ ない。 持病 さへ 起って 死に さう になる。 翌朝 馬 を かりて 桑 折の 驛に 出る。 5: 途 

の 大木 尸 を 越す。 燈招： H 石の 城 をす ぎ、 笠 島の 郡に 入って、 藤 中將實 方の 塚 を たづね る。 五月雨に 道 あしく、 

體 もっかれ てゐ るので、 外ながら ながめて 通る。 

笠 じ ま は いづこ さ 月の ぬかり 道 

「ts 蓑 桀」. 「卯 辰 集」 に、 笠 島 やと ある。 「さなへつ かむ、 かさじ まやの 句、 前書と もに M 、蹟 加州 金 澤談夕 所持す」 

と 「^蔬 附錄」 にある。 「靑 かげ 集」 に、 五月 一 一日、 飯 塚に 泊る と ある。 中將實 方、 一 條 天皇 a- の 人。 父 は 小 一 條 

左大臣 師尹 公の 孫侍從 定時の 男、 母 は 左大臣 源雅信 公の 女。 宮中で 藤 原 行成の 冠 を 打 落し、 天皇より 陸 奥の 歌枕 

见 て麥れ とて、 陸 奥 守に 貶せられ、 任 所に 薨去す る。 新 古今 集 哀傷 部に.， 西 行の 「朽 もせぬ その 名ば かり をと t 

めお きて 枯野 のす- - きかたみ にぞ 見る」 とい ふ 歌が ある。 「菅菰 附錄」 に、 「中 將實 方の つか は， なとり 郡 笠 じ ま 

とい ふ 所に て、 道より  一 mil ばかりに 侍る と いへ ど、 雨し きりに 降て * 日 も くれに 及び 侍れば、 わりなくて 過ぬ」 

と ある。 「卯：： K^ii -」 の 前書と 大同小異。 

岩 沼に 泊る。 武隈の 松 を 見る。  、 

武隈の 松み せ 申ぜ遲 櫻と、 擧 白と 云 もの、 餞別し れリ ければ， 
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櫻より 松 は 二 木 を 三月 越. y 

擧白は 草 壁 氏。 「虛栗 集」 に 句 入る。  ， .  . 

五日、 仙臺に 入る。 旅 宿 を 求めて、 四 五日 逗留す る。 こ」 で 畫ェ加 右衛門と いふ 貞 門の 俳人と 知合になる。 彼 

に案內 されて 宮城 野の 萩 • 玉 田橫野 • つ k じが 岡の あふひ を 見、 み 侍み かさと 歌に よまれた、 木の 下と いふ 松林 

に 入る。 藥師堂 • 天神の 社 を 拜み， 其 日 も 暮れる。 加 右衛門から 松 島 * 監 がまの 名所 を畫 いて 賞 ひ， 且つ 紺の 染 

緒の 付いた 草鞋 一 一足 を 贈られる。 

あやめ 草 足に 結ん 草鞋の 緒 

「靑 かげ 集」 に、 

三日、 白 石に 泊る。 

四日、 仙 臺國分 町、 大島庄 左 衞門。 

五日、 同所 見物。 法 蓮 寺 門外 嘉 右衛門 同道。 泊 同人。  .  ， 

六日、 同斷。  , 

七日.' 同斷。 

八日、 鹽 がま。 

九日、 松し ま。 


と ある。 仙臺 入、 本文と は 一 日 遠 ひ。 いか、. -。 賽 i 加右衞 鬥 の 傳は、 「仙臺 三十 六 俳 仙」 に 詳しく 出て ゐる。 私 も 

一本 を藏 した けれど、 地 に燒 いてし まひ (？ )•  だ殘 念に 思って 居る。 「泊 船 集」 に、 紐に むすばん と ある。 

書 誤 か。 

此螯圜 に 任せて 迎り 行く と、 おくの ほそ 道の 山際に， 十 符の菅 が ある。 つぼの 石ぶ み を 見る。 それから 野 田の 

玉 川 • 沖の 石 • 末の 松 山 を 尋ね、 がまの 浦に 入相の鐘 をき く。 その 夜 盲 法師の 奥 淨瑶璃 をき く 。早朝 躞 がまの 

明 祌に參 る。 午 舟 を かりて 松 島に 渡る。 其 問 二 m 餘. 雄 島の 磯に つく。 雲 i5 禪 師の^ の 跡、 坐禪 石な ど をた 

づね、 松の木 かげに 世 を 厭 ふ 人に 感じ， 海に うつる 月 かげに、 遊興の 情を恣 にす る。 

松 島 や 鶴に 身 を かれ ほと X ぎす  曾 良 

十一 日、 瑞岩 寺に 詣る。 

十二 日、 平和^！水と志し、 道 ふみた がへ て、 石の 卷と いふ 港に 出る。 宿 を 借りよう としても 更に 借す 人 もない。 

やう やく 贫 しい 小 家に 一 夜 を 明し、 又 知らぬ 道 を 迷 ひ 歩く。 袖の わたり • 尾ぶ ちの 牧、 まの 、ず 一原な ど を 外に：： 

て、 戶伊 摩と いふ 所に 一 宿して、 平^c水に至る。 高舘に 上り、 北上 川 をな がめ、 衣川 • 和^：水が城の古を追懷し、 杜 

^の； S を 思 ひ 浮べて、 時う つる 迄淚を 落す。 

夏 草 や， 兵 どもが 夢の 跡 

「^i^ 附錄」 に、  , 
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平 泉 一 見 

さても 其 後 御 さう し は. 十五と 申 はるの ころ、 鞍馬の 寺 をし のびいで、 あづま くだりの たび ごろ も， 

はるけ き四國 さいごく も、 この 高た ちの 土と なりて、 申ば かり はなみ だな りけ り。 

夏草 や つ はもの どもの 夢の 跡 

右眞蹟 のよ しにて、 越 中 井波に 有。 

と ある。 芭蕉 は 平 京より 北へ は 行かなかった。 その 理由 は 分らない が、 恐らく 象 潟 一見 を 急いだ ためで あらう。 

經 堂-光堂 を 見る。 

五月雨の 降の こして や 光堂 

南部 道 はるかに 見やりて、 岩 手の 里に 泊る。 小黑崎 • みつの 小島 をす ぎて、 なるこの 湯から 0^- 前の 關 にか k り， 

出 羽の 國へ 行かう として， 關 守に 怪しめら れる。 大山に 登りて、 日が 暮れた ので、 封 人の 家に 泊る。 三日 風雨に 

なやまされる。 

资虱 馬の 尿す. る 枕 もと 

究竟な 案內 者を頓 み、 辛き 思 をして 最上の 庄に 出る。 尾花 澤に淸 風と いふ もの を 尋ね、 長途の いた はり、 様々 

にもて なされる。 

凉 しさ を 我 宿に してね まる 也 


「一 葉 集」 に 歌仙 一 ー卷 出。 一 は淸風 • 曾 良 • 風流な どの 附 けた 一 卷* 卽ち 

凉 しさ を 我家 に し て ねまるな り 

常の 蚊 遣に 草の葉 を 焚 

鹿 子 立 尾 上の 淸 水田に かけて 

(下 略) 

他 は淸風 •  巴蕉 • 素英 • 曾 良の 四吟 歌仙で ある。 卽ち 

起臥の 麻に あら はす 小 家 哉 

狗 ほえ か X る 夕立の 蓑 

行翅 ひく 度 霧のに く からん 

石 ふみか へす 飛 こしの 月 


(下 略) 


芭 

淸 

曾 


淸 

曾 


0 


良 


0 

良 


である。 本文に、 「かれは 富る もの なれ ども、 志い やしから す。 都に も 折々 かよ ひて、 さすがに 旅の iS を も 知 たれ 

ば、 云々」 と あるが、 梨 一 の 「附 錄」 によると、 清風 はもと 羽 州 村 山 郡 最上の 庄 尾花 澤で 第一 の 富家で ある。 最 

上 は 紅花 を 多く 作る 所で、 それ を 都へ 上せ、 叉 は 他國の 商人 も 家へ 出入し、 或 時 は 京師へ 往來 し、 都 をも兑 物な 

どして、 人馴れて 居て、 普通の 田舍 者と はちが ふ。 それが ため 常に 酒 食に 腹 を ふくらし、 糸竹の 遊に も 趣味 を 持 
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つて 居た。 紅花 大臣と 云 はれて 居た。 一年 上方へ 上る 途中、 江戸へ 出て しばらく 遊んだ 事が あった。 或 日の こと 

案內者 一人 を 連れ、 揚 島と いふ 所の 天滿宮 へ參詣 し、 或 茶店に 入り 煙草 を 吸 ひ 乍ら、 傍の 老人と 話す ると、 老人 

云、 出 羽の 國 のお 人なら、 名高き 象 潟な どい ふ 風流 地に 行って お遊びの 事 だら うと。 さう だとい ふと • 老人、 象 潟 

の 櫻 は浪に 埋れて 花の 上 こぐ あまの 釣 舟と 西 行 も 詠んだ その 櫻樹 は、 何と 昔の 俤に 變ら ないかと いふ。 淸風は 唯 

一方の 守錢 奴であって、 樓が ある こと さへ 少しも 知らないの であるが、 知らぬ とい ふ も 恥し いから、 口から 出 任 

せに、 成程 その 櫻の 木 は 今 も 海中に 榮 えて、 春 毎に 水の 底で 花が 唤き、 昔の 涕を失 はない と 答へ たので、 側に 居た 

案內人 も汙を 流し、 息 を こらし、 顔 を 打 守って うづく まった。 老人 之を閜 くと あきれた やうな 顔 をして、 挨 も 

そこ^ (\- に 立 去って 了った。 やがて 淸風も 出掛けた。 そこで 案 內者は 道々 淸 風に いふ。 さきに 老人の 尋ねられた 

西 行 櫻のお 答 はどうした ことで あるか。 あれ はさう いふ わけで はない。 汀に 出た 花の 影が、 清らかな 水に 映つ 

て、 その上 を 釣 舟の 行 交ふ狀 が、 丁度 櫻の 木が 波の 底に 埋れ て、 花の 上 を 舟が 往來 する やうで あると、 その 風景 

に 感じた 歌で あると 笑った ので、 さすが 厚顔の 田 舍者淸 風 も 恥 入って、 擧 問したい 心 も 出て 來 たとい ふこと であ 

る。 その後 叉 都へ 上った。 頃 は 三月 花 盛で. 淸風も 出入りの 者と 共に 花見に 行く。 一座の 中には 座頭 や 封 巾 間 も 打 

交り * 杯盤 狼 維、 舞 ふやら e,, ふやら 大騷 ぎで ある。 すると 傍に 禪 門と 見える 老人、 これ も 花屋の 筵 を 借りて 花 

を 眺めて 居た。 淸風は 名 を 好む 男で あるから * 禪 門の 伦 しげな 様子 を 見て 、辨當 や 重箱 を 送って 終日 もてなした。 

やがて 花 も 入相と なる 頃、 彼の 老人 清風の 許に 來り， 種々 禮を 述べ、 さて 云 ふに は、 自分 は 俳諧 を やる もので あ 


る。 一 句作った から 貴方に も 作って 真 ひたいと、 短冊 を 一 枚 出された。 淸風 困った けれど • そこ は 都 馴れた もの 

であるから 受取り * 押しいた： き- 大に 感じた 風 をして、 人に も 兌せ、 さて 懐紙 を 取 出し、 「我等 此 たんざく を 得 

巾^ 處、 御 ^の 通に て挨 桜に 當 惑いた し 候 間、 しく 頓入 候。」 と 書付け、 氣の 利き さうな もの を兑 付けて、 此發 

句に 齒末 乍ら 脇を附 けようと 思って、 かう はやって 見た が、 どんな もの だら うと、 E で 知らせた 所、 彼 者 心得 

て、 如何にも よく 出来て ゐる。 私が 執筆 仕らう と 言って、 その 人 脇 句を附 け、 遂に 淸 風の 拙 さ を かくして しまつ 

た。 その 禪 門 は 誰れ あらう。 卽ち 巴蕉翁 である。 その 時の 發句 • 脇 は、 

花^て 七日 鶴兑 るふ もと 哉  笆  蒸 

懼て 蛙の わたる 細 橘  淸風 

とい ふので ある。 淸虱 之を緣 としてぶ 巴 蒸の 門人と なり、 淸 風と いふ 名 を 賜った。 淸 風は此 俳諧 をー卷 となし、 そ 

れに 方々 通交の 卷々 發句等 を 加へ、 「 一 ッ橋」 とい ふ 集 を 編んだ とい ふので ある。 何だか 「芭 潔談」 や 「俳諧 世說」 

にで も ありさうな 話で 信じられない。 此附 合は擧 白. 晋良. コ齋 • 共 角 等の 六呤 歌仙で、 貞享 三年 三月 廿日の 卽 

g ハ である。  •  . 

此 句の ねまる 語意に 就いては、 其 角の 「類桥 子」 に舉白 集の 文 を 引用して 略說 して 居る。 近頃 半田 良 平氏の 「ね 

まる 考」 とい ふ 一 文 も ある。 

這 出よ かひ やが 下の ひきの 聲 
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まゆ は き を 係に して 紅粉の 花 

蠶 飼す る 人 は 古代の すがた 哉  曾 良 

1 一句 共に 淸風亭 に 於け る吟 であらう。 本文に は凉 しさ をの 句の 次に 列記され て ある。 

石 寺と いふ 山寺に 詣る。  • 

閑 さや 岩に しみ 入 蟬の聲 

風國の 「初 蟬」 に、 ゃ^^ぃハゃ3、石ぃぃ.^^とぁる。 「追悼 木が らし」 に、 i い^^き i 云々 と ある。 「句 選 年考」 云、 

「或 曰此 句眞蹟 にさび しさ やと 有り。 凉 さやと も 聞え 侍る。 初 案に や。」 と ある。 眞蹟桃 鏡 所持と 云 ふ。 

六月 三日、 羽黑 山に 登る。 圖司 左吉を 訪れ.、 別 當代會 覺阿闍 梨に 謁する。 四日、 本坊に 於て 俳諧 與行。 本文に、 

「もがみ 川 をのらん と、 大石 田と 云 所に 日和 を 待つ。 こ X に 古き 誹諧の 種 こぼれて.… 新 古 ふた 道に ふみまよ ふ 

といへ ども、 道 しるべす る 人し なければ と、 わりな き 一 卷を殘 しぬ。 云々」 と ある。 古来 t 巴 蕉が松 島で、 獨呤歌 

仙 を 作った とい ふ 說が傳 はって ゐる。 雲 南の 書に (題簽 剝脫。 內容は 芭蕉の 松 島獨吟 歌仙 ー卷。 須賀 川の 栗齋が 

許に 於て、 栗齋 • 等躬 • 曾 良 • 等 雲 • 須牟 • 素 蘭と 作った 眞躐 歌仙 一 卷 及び 附錄 として 晋 流傳、 雲 南の 四時 吟と 

を牧 める) それ を發 表し， 晋 流の 序 や 自分の 践を 加へ て、 その 傳來を 明かに して ゐ る。 此序跋 によると、 芭蕉が 

大石 田で 日和 を 待って ゐる 序、 松 島に ての 獨昤 歌仙の 末を續 いで * 野 夫. 村老 に附與 した。 それ を 乍單齋 等躬. 

其 後 大石田 可 某から 乞 求めて 秘藏 した 所、 策 月洞晋 流須賀 川の 產 であり、 等躬と は親挨 であった ので， 等 躬殁後 


三 四 年 を經て • その子 乍 跡 右の ー卷 を- 晋 流に 與 へた。 晋流も 深く 秘め m はいたが， 梓 行の 企 成ら. f して 殁 してし ま 

つた。 そして その 期に 望み、 お 松 島 歌仙 を 雲 南に 附驢 した。 雲 南 先師 晋 流の 志 をつ いで， 生前 之 を 出版した ので 

あると いふ。 蹟は曾 良の 筆で あると。 

我 松 島の 松と いふめ スノ y 苫屋 かし.；， 1 る 案内の 海人の 習 ひて、 

はせ を 

松の 花苫屋 見に 來る序 哉 

汐 干の 跡 を 知て ゆく 蝶  .• 

几 巾 日の ちらちらに 移ろいて 

月片 破れ は 鐘に へだたり - 

礎 は 唯 あらまし の 草 紅 薬 

世と て 案山子 を 居 ゑし 關守 

しも や 陸の 湯ぬ るく 成り 增り  パ 

霜に 欠 出の 笈 おろすな り 

1 備 へ まだいな の 目の 森の 中 

どの 献々 に 消る 登ぞ 
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色々 に氣 のつ く 神の 時 やい b やう 

石な き 川 を木董 流れて 

連立て 旅せば 寢 なと 雁の 藝 

月に 黑む をい とふ 雨ぶ り 

斯 迄の 妬.、、 は 君が 御 あやまり 

、もの 水に そ-ぐ 筆 

^あ^ば 狹 きを 常の 住所 

蝶 まへ とて かとり 殘す芝 

陽炎の 移る も 細き 雛の 友 

にもた れい ま そかり けり 

得 云ぬ は 位に ふる へ たる S にて 

文ミを 宿世に 結ぶ 色な し 

憂き身と て 討 手の 勢に は 交られす 

泣 々 山 を 追 下す 兒 

寐覺 や ら 何 や ら^し 窓 の 月 


記念の 袖に つ . -む稻 虫 

馬場 殿の 木植哀 に. 宇、 つ ^ き 

檜 皮 を 積に 通 ふ 船頭 

朝 もよ ひ 紀の貫 之に 三寸と りて 

額 一 行り 朽殘 るな り 

歩行す に 此ま i 見ば や 峰の 花 

晝の 前後 はね ふき かほ 鳥 

春の 駒お のれが 影に 振 かへ り 

吹雪の 袖 を ふる ふ 兄弟 

松 竹の 冥加 を 買ん け ふの 市 

暦 まきたる！ i!  の _@ 

一 體 本文に、 予はロ を閉て 眠らん としてい ねらす と ある やうに、 笆蕉は 松 島で は 一 句 も 出なかった とい ふの が 

通說 である。 然るに 後の 「句 鑑」 • 「 一 代錄」 • 「句 選 拾 遣」 など を 見る と、 松の 花の 句 以外に * 

松 島 や 夏 を 衣裳の 月と 水 (一代 錄) 

松 島 や 水 を 衣裳に 夏の 月 (句  鑑) 
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島々 や 千々 に碎 けて 夏の 海 (一代 錄 * 拾遺) 

などの 句 を か k げて 居る。 けだし 細道に 洩れた 句 は、 「雪 丸げ」 • 「伊達 衣」. 「信 夭 摺」. 「奥 細道 拾遺」. 「菅ー 孤杪 附錄」 

等に よって 大概 補 ひが 付く ことで、 是 等の 集に 載って 居ない 句 は、 先づ 後人の 寬 入と 見て よから うと 思 ふ。 -ほ蕉 

が 單に松 島 を 詠んだ 句は此 外に も ある やうで あるが、 それ ゆ 空想 化された 句で， 資 際の 作で はない やうに 思 はれ 

る。 晋 流が 雲 南に 芭蕉の 松 島 歌仙 を附與 する 時、 「われ 和歌 三 神に 誓て 必眞 なること を 子に 示す。」 と 言 ひ、 雲 南 も、 

「&£ー^昏|^か£き&か、 ^^^ff^^fs^f^^^. され ど 謹の 疑し きに 於て は、 一 

卷の 句意 • 句法 を 見て 知るべし。」 と 誓って 居る。 然るに 奥人幽 嘯なる もの、 「蕉 翁獨 i 「五 歌仙 考 J を 著し、 之れ 等 

躬の蜀 今な りと 斷 じて 居る。 成 美 も、 「隨 齋諧 話」 に、 

友 、幽嘯 曰、 睦奥須 賀川相 樂順藏 といへ る は 等躬が 末な り。 いま も躬が 筆の もの 多く あり。 …… その 第二 卷 

00000000  0  0  0  000 つ， ^  0  0,2- , 

目に、 今の 世 はせ を 松 島獨呤 と稱 する 松の 花の 發 句の 卷 あり。 笆蕉 の獨呤 とい ひ傳 へしこと 日 比.. おありし 力 

3^^".lu，^^^^^^sli"。 尙按. るに、 此 句の 詞 書に、 我が 松 島の 松と いふめ るに 云々 と あり， 躬も 

またみ ちの くの 人 なれば、 我 松 島と はいへ るな らん。 はせ をに おいて は 我の 字穩 ならす。 

と ある。 甘 井の 「金 蘭 集」 (文化 十 年刊) の 凡例に，  , 

松し まの 獨呤 歌仙、 奥州 大石 田と いふ 所に ありて、 須贺 川の 等躬が 持ち、 晋 流と 云 者ゅづ りうけ て 東都に あ 

ると て、 隱家 やめ だたぬ 花 を 軒の 栗の 卷 と共に 近頃 梓 行せ り。 軒の 栗 は 余 過し 年、 奥州に て， づか 川の 內藤 


oooooooooooooooo コ oo つっつつつ o  o  ^  a  o  o  p-n: つ-つ、 ひ o、 つ 33 ん O'^OJ^IO  o  o 

竹 水が 等躬 より 得て 持傳 へたる をー覽 せり。 懷紙墨 消の ま" にて 翁のほ维^^-た^勝なる物也) 松.：^||吟は、七 

000000000  0000030000000000 

得が たき 風 調に 侍る。 近 ハ+梓 行の 書に かくの 如き こと 多し。  . 

と ある。 南 は、 わりな き 一 卷とは 卽ち此 松 島 歌仙の ことで あると 言って 居る が、 此獨吟 の 風 調を考 へる に、 

蕉 にして は 拙く、 且つ又 本文に の 句 だけ を あげ， すぐ 次に 予はロ を 閉ぢて 云々 と 書いて 居る 口吻から 兑 て、 

サ巴藤 は 松 島で 句が 出来なかった ものと 考 へる 方が 至當の やうに 思 ふ。 幽 嘯の 言 ふやう に、 前書の 我 松 島の 我 も， 

サ巴 藤に は 不用の 詞の やうに 見える。 わりな き ー卷と あるの だから， 名 もな き 所の 人から、 餘程懇 S エされ たものと 

兑ぇ るが、 それなら その 所で 作り さうな ものである。 敎 へる 目的なら ば、 新 古 ふた 近に 迷うて ゐる 人々 と 作り 合 

つた 方が 徹底す る やうに. 0 わ はれる。 わざ/. \ 松 島から 作り かけの 連句 を 持って来て、 尙 その 末を繼 いで 渡すな ど 

と 御念の 入った こと をす るに も當 るまい。 私に は 松 島 歌仙 は 信じられない。 發句 でさへ n を 閉ぢて 言はなかった 

-卜巴 燕に、 連句の ある 害 はなから うぢ やない か。 义 連句 を 作った としても、 獨吟で 行かな くと も、 そばに <| "良 も 居 

る こと だから、 二 入で 附 けさうな ものである。 大石 田で わりな き 一 卷を殘 した こと は かで あるが、 それ は 松 あ 

歌仙で なく、 そこで 作った もので あらう。 幽 嘯の 說の 如く、 等躬の 作り事で あると 言って 了へば 問題 は 片付く も 

の、、 それ は-い 巴 蕉松島 歌仙 を 否定した だけで、 わりな き 一 卷を殘 した その 正體が 分った わけで はない。 湖 中の 略』 

傅に、 「最上 川を乘 らんと 大石 田の 一 榮 (俗名 高 野 平左衞 門) が 家に 日和 を 待て (俳諧 あり)、 さみだれ を あつめ 

て はやし 鼓 上 川」 と ある。 卽ち湖 中 はわり なき 一 卷を、 さみだれ をの 句 を 立 句と して、 一 榮 等と 作った 歌仙 一 卷 
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のことの やうに 考 へて ゐる。 私 も 或は さう かと 考 へて ゐる。 それ は 次に なほ 詳しくい ふ。 

五月雨 を あつめて 早し 最上 川 

「5^ 達 衣」 に、 五月雨 を あつめて 凉 しと ある。 「句 選 年考」 に、 「出 羽 國大石 田の 住、 只 狂と いへ る もの i 所持の サ巴 

蕉眞蹟 に、 五月雨 を 集めて 凉 しと あり、 奥の 細道 再案に や。」 と ある。 「雪 丸げ」 に、 「大石 田 高 野 平 左 衞門亭 にて」 

と 前書し、 t 巴蕉 • 一榮 • 曾 良 • 川 水の 四呤 歌仙 一 卷が ある。 卽ち . • 

螢 をつな ぐ 岸の 舟 杭  一 榮 

^畑い ざよ ふ 空に 影 まちて  を 曰  良 

里 をむ かう に 桑の 細道  川 水 

(下 略) 

藝 太の 「拾 遣」 に は、 「山形 町に て」 と 前書し， 末に 「最上 川の ほとり * 一榮 子の 宅に おいて 興行。 元 綠 二 仲夏。 

芭蕉 庵桃靑 書」 と ある。 本文 わりな き 一 卷と は、 此 一 榮子亭 に 於け る 一 卷を 指した もの だら う。 「菅 菰抄」 大石田 

にて 日和 を 待つ の 註に、 此時笆 蕉は大 石 田の 川 向 ひ、 新庄 とい ふ 城下に 至り、 所々 にて 俳諧 興行の やうに あるが. 

之 は 最上 川 を 上って 行った もの か。 所々 にて 俳諧と ある は、 「菅菰 附錄」 に、 

新 庄盛信 亭 に て 

風の 香 も 南に ちかし 最上 河  笆 蕉 


小 家の 軒 を あらう 夕立  柳  風 

物 もな く 麓 は 霧に 埋れて  fi 

雪 丸げ」 に は、 た^ 盛信亭 にて と 前書。 

同じく 風流 亭に て 

水の 奥 氷 たづぬ る やなぎ 哉  ^  蕉 

ひるが ほか i る 橋の ふせ 芝  風  流 

風 わたる 的の 翦 矢に 鳩 啼て  せ  A 

「雪 丸げ」 に は、 た t 風流 亭に てと 前書。 

又 

御 尊に 我 宿 狭し 破れ 蚊屋  風 流 

はじめて かほる 風の たきもの，  笆  0 

菊つ くり 鍬に す i きを 折 そへ て  孤  松 

(下 略) 

「拾 遣」 に は、 出 羽 新庄と 前書。 風流 • 笆蕉 • 孤松 • 會良 • 柳 風. 如 柳 • 木 端な どの 歌仙 一 卷が ある。 「略 傳」 に、 

「新庄 の 山形 町 風流 亭 にて 俳諧 あり。」 と あるが、 前の 「拾遺」 の 前書に よると * 山形 町 は大石 田の 町名ら しく 

第二^ 瑰羽 行脚  gl〇 三 
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はれる。 鬼に 角、 菅菰 抄の說 では、 大石 田で 日和 を 待って ゐる 間、 新庄へ 行って、 風流 其 他の 人々 と 連句した 事 

になって ゐ る。. 

六月 三日、 羽黑 山に 登る。 圖司 左吉を 訪れ、 別 當代會 覺阿閡 梨に 謁す。 四日、 本坊に 於て 俳諧 興行。 

有が たや 雪 を か をら す 南 谷 

五日、 權現 參詣。 八日、 月 山に 登る。 阿闍 梨の 需に 依って * 三 山 順禮の 句々 を 短冊に 書く。 

凉し さや ほの 三 か 月の 羽黑山 

雲 の 峰 幾つ 崩て 月の 山 

語られぬ 揚 殿に ぬらす 袂 かな • 

湯殿 山錢 ふむ 道の 泪 かな  曾 ず 

有 維 やの 句 は 其 角の 「花 摘 集」 に、 雪 をめ ぐらす 風の 音と ある。 本文の 句 は 後に 改めた もの か。 此句を 立 句と し 

て、 四日 本坊， に 於て 俳諧 興行が あった。 卽ち 芭蕉 • 露 丸 • 曾 良 • 釣 雪 • 珠妙 • 梨 水 • 會覺 の七吟 歌仙で ある。 

有 がた や 雪 を か をら す 南 谷  ^  r 

住 ほ， ど 人の 結ぶ 夏く さ  露 丸 

川 舟の 綱に 塋を 引た て" -  曾 良 

(下略) 


丸は圖 司左吉 氏。 巴蕉を 山へ 案內 した 人で ある。 或は 呂丸 とも 書く。 「陸 奥 千鳥」 に * 

麓に 手 向町、 旅人 舍り所 也。 色 蒸 門 人 圖司呂 丸と て 3^ 士 あり。 四 年 以前 洛の 土に 成ぬ。 其所緣 はと 尋ね 入ル。 

亡 跡は兑 に 相 して、 眼 敷 渡世す。 …… 彼 呂丸は 一度 風雅の 眼 を 開き、 四十に 足らす して 行く 事 本意な か 

るべ し。 云々 • 

と ある。 桃 隣 も 「樹も 石 も 有の ま，^ なり 夏 虛敷」 とい ふ 句 を 立 句と して、 露茄 • 則 堂 • 呂州 • 助叟 • 普提 等と 追 

惊の 一 卷を乎 向けて 居る。 支考の 「笈 日記」 に、 圖司を 祭る 文が 出て 居て、 「 む 月の 中 比から 病みつ き、 卷も 一 In 

の 二日なる に 身 まかりけ るな り。」 と ある。 卽ち呂 丸 は 元 祿五年 二月 二日、 京で 亡くなつ たので ある。 

死に 來て その 二月の 花の 時  支 考 

雁 一羽い なで みやこの 土の 下  洒 堂 

土た かき 所 あはれ ゃ舂の 草、  圑 友 

當歸 よりあ はれ は 塚の すみれ 草  はせ を 

などの 各 追悼 吟が、 その 文の 末に あげて ある。 「三 山雅 集」 に、 「呂丸 も 亡 人となりて、 其 名のみ 殘 せり。 彼が 事 

は 都の 土と いへ る 一 牒に詳 なり。 云々」 と ある。 「一 代錄」 に、 本坊魁 ハ行 俳諧 卽ち 有が たやの 卷の 次に、 

忘るな よ 虹に 蟬啼 山の 雲  會 覺 

杉の 茂り. を歸り 三日月.  芭 蒸 
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礎 傳ひ千 束の 弓 を携 へて  . 不 玉 

汐に絕 たる 馬の足 あと  曾  良 

の 四 句 を あげて ゐる。 「菅菰 附錄」 に 「黑 羽より 贈る」 と 前書が ある。 後 芭蕉が 酒 田の 不玉亭 へ 行った 時に 贈られ 

たもので * 後を不 玉と 曾 良と 附 けて 居る。 四 句 ほかない。 宗 周の 說に、 「三 山 順禮の 句、 短冊 今に そこに 藏 す。」 

羽黑 

とい ふ 事で ある。 笆蕉の 登った 羽黑 山の 記事 は、 東 水の. ^1 三 山雅集 (寶永 七 年刊) に 詳しく 出て 居る。 卽ち本 

坊は若 王 寺と 云って •  ， 

此寺は 世に 一 山 貫主 職を宰 り. 諸國 散在の 末流 を檢斷 す。 寺 山の 號 をば 伊 弊 諾山若 王 寺寶前 院と號 す。 當時 

東 武輪王 寺の 宮の御 支配に して、 繁榮追 日月。 門前に 蓮 池 あり。 中に 辨天宮 あり。 その外 靈佛 秘寶來 由の 著 

き 舊故年 を 積て たやすく 記しが たし。 此寺 その かみ は 山上に 有け る を、 天宥 法師 此 所に 移せり。 そ も 此天宥 

師の事 は 五十 世の 別當 にして、 その 智の才 用 は 更に 一 山の 棟梁 この 時に たてり。 芭蕉 翁 行 1： のとき 昏!^ がい 

0  0  0  0 

文 を ひく。 

• 笆蕉庵 桃靑拜 

羽黑 山別當 執行 不分 叟天宥 法師 は 行 法い み じきき こえ 有て、 止 觀圓舉 の 法智才 用人に 施して、 ある 

は 山 を 穿ち、 石 を 割て、 巨 靈がカ 女 鍋が たくみ を識 して、 坊舍を 築き- 階 を 作れる。 靑 雲の 滴 をう 

けて、 覚の 水と ほくめ ぐらせ. 石の 器、 木の ェ、 囘 山の 奇 物と なれる 物 多し。 一 山擧て その 名 を 慕 


ひ、 その 德をぁ ふぐ， まことに ふた \ぴ 羽 山 基に 等し。 され どもい かなる ；大災 のな せる にゃあら 

む。 伊豆の 國八 直の 汐 風に 身 をた だよ ひて、 波の 雪 はかなき たより をなん 吿侍 ると かや。 この度 下 

カレ 

官三 山順禮 の序テ 追悼 一 句 奉るべき よし、 門徒 等しき りに 勵 めら る k によりて、 をろ をろ 戯言 一句 

を つらねて * 香の 後に 手 向 侍る。 憚 多き 事に なん 侍る。 

そ の た ま ゃ羽黑 にかへ す 法の 月 

と ある。 ^當 代會覺 阿閡梨 は、 同書に * 「會覺 師も美 濃國谷 汲に て 身 まかり 給 ふ。」 と ある。 寶永七 年に は旣に 亡く 

なられて 居た ので ある。 南 谷 別院と は紫苑 寺の ことで あらう。 同書に 

その 坂へ 上る 右の 方より 三 町 ほど 行て 寺 あり。 紫苑 寺と 號す。 則 三 山 修行 職の 寺な り。 上古 は 三 長 

吏 • 五 先達 • 院主 職 • 舉頭職 • 夏 一 職な どい へ る 職分 繁多な りけ るよ し。 今 は此職 寺の み存 せり。 

反 魂 梅 發薰南 谷。 南谷活 春萬國 新。  - 

楓葉秋 來好花 好。 風光 叉 愛好 於 春。 

實 傳 

と ある C 

めづ ら し や 山 を 出 羽の 初 茄子 

本文に はない。 「初 茄子，： に、 「羽 黑山を 出て、 鶴 岡 重 行亭」 と 前書。 「菅菰 附錄」 に、 「六月 十日、 鶴 か 岡 章； 行 
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亭與 行」 と 前書が ある。 本文に， 羽 黑山を 立て 鶴 岡の 城下 長 山 氏 重 行と 云 もののふの 家に むか へられて 俳諧 ー卷 

有。 左 吉も俱 に 送りぬ。 云々 と ある。 卽ち 

珍ら しゃ 山 を 出 羽の 初 茄子  芭 蒸 

蟬に 車の 音 そへ る井戶  重  行 

絹 機の 暮 いそがしう 梭 打て  會 良 

閨彌 生の 末の 三日月  呂丸 

(「 一 葉 集」 下略) 

四吟 歌仙 一 卷 である。 重 行 は 酒 井 侯の 臣 である。 「菅 蔬抄」 

川 舟に 乘 つて、 酒 田の 湊に 下る。 淵庵不 玉と いふ 醫師に 泊る。 

あつみ 山 や 吹 浦 かけて 夕凉み  芭 蕉 

海松 かる 磯に た \ む 帆 筵  不 玉 

月 出よ 關屋を からん 酒 持て  會 良 

(つ 一 葉 集.」 下略)  . 

此句 「韻 塞」 • 「宇陀 法師」 • 「一代 錄」 等に 「あつみ 山吹 浦 かけて 云々」 と ある。 「棚 さがし.」 に、 藝 太 云、 あつ 

ケ 山 やの やの 文字 不用で はない。 やの 字 は あつみ 山 や ふく 浦と 首 をめ ぐらした 句で あると。 淵庵不 玉と いふ.^ 


は、 一句 選年考 」 頭書に、 羽 州庄內 城主 酒 井 左衞門 尉に 仕へ た醫師 で、 伊藤 玄 順と 云った と ある。 潜 淵 庵と 號。 支 

考の 「^の 松原」 の 編者。 その他 「繼尾 集」 とい ふ 著 も ある。 

因に 云、 完來の 「あきの 夜」 とい ふ 書に、 此不 玉の 獨吟 歌仙に、 芭蕉が 元 祿六年 評詞を 加へ たもの が 出て ゐる。 

その 不 玉の 歌仙 は、 初めに 芭蕉 翁 句 評 一 軸と 題し、 延享四 年 八月の 樂水 軒の 序が 附 いて ゐる。 序に 云、 「此俳 本 は 

吾祖 叟の卷 にして、 はせ を 翁の 評せる ものな り。 過し 頃囘 錄の災 侍りて、 家 本 失せけ る を、 二 木 何が しの 秘め 置 

きし を 乞 ひ 侍りて うつしぬ。 云々」 と ある。 併し その 評言 を讀 むと、 貞享 三年の 「初 懐紙」 を 見る やうな、 幽玄と 

か 珍重と か 新 意と かいふ 文字 を 遣って 居て、 どうも 芭蕉ら しくない 所が 見える。 殊に その 奥 書が どうかと 思 ふ。 

卽ち 

一 卷熟覽 感吟 不斜 候。 近年 武府の 風雅 分々 散々、 邪 路の蒙 も 相 見え 候處、 微嫗 方寸 相 傅て、 邊國 鄙の かたは 

ら より、 か i る 風雅 を 見せしめ 侍る。 誠に 殊勝の 事に 候。 云々 

元綠穴 年卷中  芭蕉 庵桃靑 

と ある。 元祿五 年の 秋、 閉關 の辭を 作って 物臭くな つて 來た 芭蕉に、 何で かくの 如き 門戶を 構へ る 傲岸な 態度が 

あらう か。 勝 峰 氏 は 芭蕉 最後の 評言と 言って ゐ るが、 私に はどう も 偽書の やうに 思 はれて ならない。 

暑き 日 を 海に 入たり もがみ 川 

「菅菰 附錄」 に、 「六月 十五 日、 酒 田、 寺 島 彥助亭 にて」 と 前書、 凉 しさ をと ある。 「拾遺」 に、 凉し さやと ある。 

第二 節 奥 羽 行脚  -  四 〇 九 
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之 を 立 句と して 笆蕉. 令 直. 不玉， 定連 曾 良 • 任 曉 • 扇 風の 七吟 歌仙 一 卷が ある。 

凉し さや 海に 入た る 最上 川  色 r 

月 を ゆりな す浪の 浮み る  令 -直 

黑 鴨の 飛 ゆく 庵の 窓 明て  不 玉 

(下 略)  ：、 

「菅 菰抄」 に、 後に あっき 日と 改めた の だら うと ある。 令 直 は 寺島彥 助の 號。 

初眞 桑た て にや わらん 輪に や 切ん 

本文に はない。 盛 岡の 平角の 「柴 ふく 風」 に、 「あ ふみや 玉志亭 にして、 納凉の 佳 興に 瓜 を もてなして、 發句を こ 

うて 曰、 句な きもの は 喰 事 あた はじと 戯れければ、」 と 前書して， 「初眞 桑 四に ゃ斷ン 輪に や 切ン」 と ある さう であ 

る 0 

象 潟に 舟 を 浮べ、 絕景に 魂 をな やます。 

象 潟 や 雨に 西 施が 合 歡の花 

沙 ごしゃ 鶴 腔 ぬれて 海す すし 

や 低 耳の 句 も ある。 「陸 奥 千鳥」 に、 き&^ 1! やと ある。 「菅菰 附錄」 に、 腰た け や、 前書、 「腰た けの 汐 とい 

ふ 所 は ハと淺 くて、 鶴お り 立て あさる を、」 と ある。 前書と も^ 眞蹟 井波に 殘 ると。 


小鲷 さす 柳す すしや 海 士が妻 

「雪 丸げ」 に 出。 本文に はない。  • 

夕 晴ゃ樱 に凉む 波の 花 

「泊 船染」 に、 「唯 波 を 浸せる 夕喑 いと 凉し ければ」 と 前書。 「附録」 に、 「夕が た 雨 やみて、 處の 何が し 舟の 中 を 

案內 せらる。」 と 前書 ありて、 眞蹟越 中 井波に あると。 本文に はない。 

；!^ の關を 越え、 越後の 地に 入り、 越 中 一 ぶりの 關に 至る。 此間 九日 • 暑？ i の勞 に病發 る。 

文月 や 六日 も 常の 夜に は 似す 

「附 錄」 に、 「越後 新 潟に て.」 と 前書。 

海に ふる 雨ゃ戀 しき 浮 身 宿 

「雪 丸げ」 に， 「直 江津 にて」 と 前書し、 -t 巴 蒸. 左 栗. 曾 良 • 眠鷗. 此竹 • 布 囊* 石 雪. 義 年の 八吟 歌仙の 未完が 

ある。 卽ち 

文 月 や 六 日 も 常の 夜に は 似す  芭 蕉 

露 をのせ たる 桐の 一 紫  . 左 栗 

朝霧に 食た く 煙 立 わけて  會 良 

蟹の 小舟の はせ 上る 磯  眠鷗 
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鴉啼 むか ふに 山 を 見せに けり  此  竹 

(下 略) 

「附 錄」 に、 「今 町に て、 たなばた 近き ゆ ふべ を、 越の 今 町と いふ 所に 草枕す。 此 ところの 人々 尋と はれて、 風雅 

の 事共なん ど 語り 慰みて」 と 前書が ある。 そして 今 町 は 昔 直 江の 津と いふと 註が ある。 なほ 眞蹟越 中生 蠅村枝 中 

所持。 「風俗 文選」 の 文と は 所 々相違す る 事が 書いて ある。 「泊 船 集」 に、 文月の 六日と ある。 「其 袋 集」 に、 「北 

國何 とやら いふ 崎に とまりて、 所の 夷 もお し 入りて 句 を 望みけ るに」 と 前書が ある。 「句 選 年考」 の 頭書に、 似 鳩 

覺書を 引いて、 此句 は聽心 寺と いふ 寺に ての 呤 である。 聽心 寺の 像 は 眠 鷗と號 し、 S 蕉 から 付けられた 號 である。 

彼 寺に 眞蹟が ある。 脇 は眠鷗 の書蹟 である. と 云うて ゐる。 尙 「秘問 集」 に、 笆蕉陸 奥行 脚の 折、 直 江津の ある 寺 

に 立 寄り、 知 音の 人の 添書 を携 へて 宿 を 乞うた 所、 主の 僧 その 淺 ましき 姿 を 見て 宿を斷 つた。 すると 伴僧が 出て 

來て、 發句を 書いて くれと いふので、 芭蕉 は 發句を 書いて やった。 曾 良 犬に 怒り、 秋の 日の 短き にぐ づぐづ して 

居て は 泊る 所 も なくなって 了 ふ からと言って 芭蕉 を 引立てた。 芭蕉 はか X る 心底で は 行脚の 一 宿も覺 束ない と 言 

つて、 曾 良 を 制しながら 立 出で た。 それ を 竹 風と いふ 者が 見て、 自分の 家に 來 いとい ふ。 芭蕉 は 志 はありが たい 

けれど、 添狀を 持って来た 寺に 泊らないで 外へ 行く と、 何だか わけが ありさう に 思 はれる から、 その 寺の 軒下で 

もよ いから 泊めて 貰 ひたい もの だとい ふ。 竹 風聞いて わけはな いこと である。 あの 寺 は 私の 菩提 所で あるから * 

何とで もして 泊めさせようと Pbj 泊める ことにな つた。 芭蕉 は佛 前に 安 坐した 。曾 良 は 一 間の 次に かしこまった 


その 様子た^ 人と は 兌えなかった。 文月 やの 呤は此 時の ことで あらうな どと ある。 何だか 小說 じみて、 當 になる 

話で も あるまい。 「雪 丸げ」 に- 越後 直江津 にて * 石 雪 • 曾 良 • 芭蕉 • 更 也の 四吟 歌仙が 出て ゐる。 

星 今宵 師に 駒牽 てと^め たし  石 雪 

色香ば しき 初 刈の 稻  曾 良 

瀑の水 桶に いそく 布つ きて  芭 蕉 

(下 略) 

荒海 や 佐 渡に よこた ふ 天の河 

「雪 丸げ」 に、 「越後 國出雲 崎と いふ 所より、 佐 渡の 島へ 海上 十八 里と なり。 初秋のう す 霧 立 も あへ す。 流石に 浪 

も 高から ざれば、 た 2- 手の 上の 如く 見渡さる。」 と ある。 「泊 船 集」. 「勸進 牒」 • 「類柑 子」、 出 雲 崎に て 前書。 「其 袋 

集」 に、 「其 夜 北の 海原に むかひて」 と 前書。 「風俗 文選」 銀河の 序に、 「北陸 道に 行 1: して、 越後 國出雲 崎と いふ 

所に 泊る。 …… 日旣に 海に 沈んで 月 ほの くらく、 銀河 半天に か k りて、 星き らくと 冴えた るに、 沖の かたより 

波の音 しばしば 運びて、 魂け づ るが 如く、 腸 ちぎれて、 そ ろに 悲び來 たれば、 云々」 と ある。 又 正 輿の 「柴 橋」 

(元祿 十五 ハ牛刊 ) に 「越後 國出雲 崎と いふと ころより、 沖の 方 十八 里に 佐 渡が 島 見 ゆ。 …… 折 ふし 初秋 七日の 夜、 

宵 月 入 て、 波の音と うとうと 物凄 かりければ」 と ある。 

藥 園に いづれ の 花 を 草 まくら 
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本文に ない。 「雪 丸げ」 に、 「高 田 醫師細 川 春 庵に て」 と ある。 「泊 船 集」 に、 「越後 國高 田の 醫師 何某 を 宿と して」 

と ある。 「 一 紫 集」 その他. 藥攔 にと ある。 「句 選年考 頭書」 に、 「或 人 曰、 細川舂 庵、 俳名 楝雪。 今 家業して、 眞 

蹑 所持。」 と ある。 春庵亭 にての 連句 を 「雪 丸げ」 から 引く。 

藥園 にい づ れの花 を 草枕  芭蕉 

萩の すだれ を あげ かける 月  楝  雪 

爐 けぶりの 夕 を 秋の いぶせくて  更  也 

.  馬 のりぬ けし 高 藪の 下  曾  良 

親 知らす 子 知らす、 犬 もどり、 駒が へしな どい ふ 北國の 難所 を 越える。 旅 宿に て 新 潟の 遊女と 泊り 合 はせ る。 

一 家に 遊女 も寢 たり 萩と 月 

衣の 上の 御 情に、 大 慈の めぐみ を たれて、 結緣せ させ 給へ とす がられた。 あはれ にも、 あだなる 一 條の 物語 を 持 

つ 句で ある。 

くろべ • 四 十八が 瀨 など 多くの 川 を 渡りて、 那 古と いふ 浦に 出る。 加 賀の國 に 入る。 

わせの 香 や 分 入 右 は 有 磯 海 

本文、 加 賀の國 に 入る 時の 吟で あるが、 「菅菰 附錄」 に、 

越 中 石 動の 俳 士交琴 云、 祖翁 行脚の 時、 福 岡 村の あたりに て、 里人に 氷 見へ 行べき 道 を 問 申されし に、 北の 


方に 見えた る 並 松 こそ、 水 見へ f 道に て 候へ と敎 へたる よし。 早稻の 香の 吟も此 所に その 事なる べし。 

云々 

と ある。 「1」 に、 「越 中に ての 吟 にうた が ひなき ものな り。 云々」 と ある。 二 代錄」 に、 越 中國崖 寺と 前 

書。 「f 、 千鳥」 .「11」， 分 入る 右と あれ ど、 「類柑 子」 に は、 かんか f ある。 「卯 I」 に、 越 中に 人り 

てと ある。 

き が ゆかり やい つの 玉 祭り 

本文に はない。 「笈 日記」 に、 「加賀 の函 を 過と て」 あ 書が ある。 「卯 辰 集」 に は、 「くま 坂ざ かと 云 所に て」 とで 

害し、 薦 が 其 名 やい つの 謹り」 と ある。 里圃の 「叢」 (元祿 十五 年刊) に、 加 賀の國 にて と 蒸 曰し、 「熊 坂 

をと ふ 人 もな し 玉 祭」 と ある。 

卯の花 山、 くりから が 谷 を 越え、 七月 十五 I 磨。 こ X で大 坂の 商人 何處 とい ふ ものと 泊り 合せる。 一笑の 

追善に 句 を 手 向ける。 一 笑 は 小 杉 氏 * 茶屋 新 七と いふ。 元祿 元年 十 一 月 六日 殁。 

塚 も 動け 我 泣聲は 秋の 風 

ノ 松の 「西の 雲」 (元綠 四 年刊) の 序に、 

行年 三十 六、 元 祿初辰 霜月 六 曰、 t げたる 沙 草の 塚に、 身 は盡而 消えぬ。 聞く 人 哀れが りて 泣きぬ る。 

明けの 秋、 暴の 翁 g の 序に 訪ひ來 ります。 ぬし は 去に し 冬 世 を 早う すと 語る。 あはれ 年月 我 を 待ちし と 
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なん。 生きて 世に いま さば、 越の 月 を 見ば やと は 何 思 ひけんと、 泣く 泣く 墓に まう で、 追善の 句 をな し、 囘 

向の 袖し ぼり 給へ り。 云々 

と ある。 「雜談 集」 (元祿 四 年刊) に、 父の 十三 囘忌 にあたり、 苦しき 息の下に、 歌仙 十三 卷を卷 き 終へ て 死んだ 

ことが 出て ゐる。 「其 角 十七 囘」 に、 芭蕉が 駿河 府中の 籠 作り 九 兵 衞の墓 を 尋ねて、 嫁 も 動け の 句 を 手 向けた こと 

が 出て ゐ るが、 一 笑の 追善 句 を その ま，^ 利用した もの か 分らない。 

ある 草庵 LL いざな はれて 

秋 凉し手 毎に むけ や 夙 茄子 

「西の 雲」 に、 「松 其 庵 樂會卽 興と あって、 殘暑 しばし」 と ある。 「韻 塞」 (元祿 九 年刊) に、 訪 草庵と あって， 秋 

や i いと ある。 「花の 故事」 に、 和！^ 4〕i\^、 「殘暑 暫く 手 毎 にれ うれ 瓜 茄子」 と あり。 半 歌仙。 「通解」 に、 「奥の 

枝 听てヽ ^^4ーゃ^もき，、 「殘 暑し ばし 手 毎に 料れ 瓜 茄子と ありて 歌仙 一 折。 芭蕉 翁の 眞蹟 何某の もとに 存 すと 

いへ り。 少幻 庵、 一 泉の 標號 なるや。」 と ある。 今 「 一 葉 集」 よりその 歌仙 引用。 

少幻庵 LL て 

殘暑暫 手 ごとに 料理れ 瓜 茄子  芭 .蕉 

みじか さま だき 秋の 日の 影  一  泉 

K よりも ゆく， 野の 末 馬 次で  左  任 


此 歌仙 は， 焦 . 一泉. 左 任. ノ松 • 竹 意 • 語 子 • 雲 口  • 乙 州 • 如 柳 • 北 枝 • 曾 良 . 流 志 • 浪 生の 大勢で ある。 

途中 吟 

あ か /\ と 日 は 難 面 も あきの 風 

金 潔 は 七月 中の 五日 也と あるから、 「說 叢」 の說の 如く  • 七月 十五 六日 頃の 呤で あらう。 「雪 丸げ」 に、 「旅愁 をな ぐ 

さめ かねて、 ものうき 秋 もや \ 至り ぬれば、 流石 目に 見えぬ 風の 一昔 づれ もい と^しくな るに、 殘暑 なほ 止ま ざり 

ければ」 と ある。 「句 選 年考」 に、 「或 行！： の^ 曰 * 下野 國馬門 村長 嶋義 左衞門 所持 眞蹟 に、 目に はさ やかに 見えね 

どもと いひ けん、 秋 立つ 氣 色す、 き 刈 かやの 葉末に 動きて、 聊 昨日に か はる 空の ながめ 哀れな りければ、 と 前書 

ありて 此句 あり。」 と ある。 「頭陀 物語」 によると * 秋の 山と 書いて、 芭蕉が 北 枝に 此句を 見せた 所、 北 枝 難 じて、 

山と いふ 字の 据り すぎて * 氣 色が 廣 くないと いふ。 芭蕉い ふ、 初めから 風と 云ったら、 聞く 人がない だら うと 思 

つて、 山と 斷 つたので ある。 さすが は 加 賀に北 枝 ありと 感じた と あるが、 眞僞 未詳。 

小 松と 云 所に て 

しほら しき 名 や 小 松 吹 萩す-き 

「雪 丸げ」 に、 「北國 行 1： の 時、 何れの 野に や 侍り けん、 暑 さぞ まさると よみ 侍りし 撫子の 花 さへ 盛 過 行 頃、 获芒 

に 風の わたりし をち からに、 旅情 を なぐさめ 侍りて」 と ある。 笆蕉 • 鼓蟾 • 北 枝 • 斧ト • 塵 世 • 志 格. 夕巿. 致 
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益. 觀 生. 曾 良の 歌仙 一 卷が ある。 「 一 葉 集」 より 引 ffl。 

しほら しき 名 や 小 松 吹获芒  芭 蕉 

露 を 見知て 顏 うつす 月  鼓  蟾 

踊る 音 さ びし き 秋の 數 ならぬ  北 枝 

(下 略) 

散る 柳 あるじ も 我 も 鐘 を 聞 

「一葉 集」 に、 「柳 陰 軒に て」 と ある。 「句 解 參考」 に、 「柳 陰 軒 句 空に 舍り」 と ある。 

ぬれて 行く 人 も を かしゃ 雨の 萩 

「印の 竿」 に、 「ぬれて 行く や 人 も を かしき 雨の 萩」 と ある。 「雪 丸げ」 に、 觀水亭 雨中 會と 前書。 「附 錄」 に、 笆 

蕉 • 亨子 • 曾 良 • 北 枝 • ェ書 • 志 格 • 斧ト • 塵 生 • 李邑 • 親 三 • 夕 布 の 半 歌仙の 一 部が 出て ゐる。 卽ち 

ぬれて 行人 もやさし や 雨の 萩  芭  蕩 

す i きがくれ に 芒 ふく 家  亨  子 

up 見と て獵 にも 出す 船 あげて  #  良 

9- 略) 

「 一 葉 集」 に は、 七月 廿 六日 觀水亭 にて と 前書し、 芭蕉 • 觀水 • 曾.， . 北 枝の 吟百韻 一 折 を 出す。 


太 m 祌社^ 拜。 實成ぁ 甲 • 錦の 切 を 見る。 

むざん やな 甲の 下の きりぎりす 

「卯！ IK$_ -」 に、 あなむ ざん やなと ある。 「去 來抄」 によると、 去来が 魯 町の 問に 答へ て、 芭蕉 奧羽 行！：， 前 は異體 

の 句 も 多少あった けれど， 此 行脚の 內 にあな の 二字 を 捨てられ、 その他に も 異體の 句 を 翁き 捨てた ものが 多い と 

ある (北 枝に 與 へた 扇へ ぎ 別る の 句 も それ か)。 卽ち初 案 は あなむ ざん 云々 とした ものと 見える。 芭蕉. 亨子. 鼓蝣 

の三吟 歌仙が あった。 「一葉 集」 より 引用。 

あなむ ざん やな 胄の 下の きりぎりす  芭  蕉 

ちから も枯し 霜の 秋苹  亨  子 

渡し守 綱よ る 丘の 月 かげに  鼓 膽 

(下 略) 

山中 溫 泉に 入る。 溫泉 宿の、 王 人 は 久米之 助と いふ 子供で、 彼の 父 は貞德 老人の 門人であった。 

石山の 石より 白し 秋. の 風 

那 谷の 觀 昔を拜 しての 吟。 「山中 集」 に、 「那谷 觀音は 湯 本より 三 里ば かりの 道な り。 桃妖 のぬ し 送り 来りて 名 

殘を慕 ふ。」 と ある。 

山中 や 菊 は 手 折らぬ 揚の句 ひ 
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山中 溫泉 入浴の 吟。 その 功 有 明に 次ぐ と ある。 「韻 塞」 に、 加州 山中の 重陽と 前書。 「山中 集」 に、 菊 は 手 折ら 

と ある。 「菅菰 附錄」 • 「句 選 年考」 に、 芭蕉の 山中 溫 泉の 頌をか \ げて、  . 

北海の 磯づた ひして、 加州 山中の 湧 湯に 浴す。 里人の 曰、 この 所 は 扶桑 三の 名湯の 其 一な りと。 まことに 浴 

する ことしば しば なれば、 皮肉うる ほひ、 筋骨に 通りて、 神 心 ゆるし。 偏に 顏色を と^むる 心地す。 彼 桃源 

も 舟 をう しな ひ、 慈 童が 菊の 枝 折 もしら じ。 

山中 や 菊 は 手 折ら じ 湯の 句 ひ 

元祿 1 1 仲秋 日 

(菅菰 附錄) 

又 「句 選 年考」 に、 此眞蹟 桃 夭が 子 和泉屋 甚左衞 門と いふ もの X 家に 傳 へて 今な ほ存 す。」 と ある。 「菅菰 附錄」 

に、 「加州 大聖 寺の 俳士八 水と いふ ものの 說を傳 へて 云、 

祖翁 山中 行脚の 時、 あるじと せられし 久米之 助 は、 其 頃 年い まだ 六 七 歳なら む。 翁大 岩と いふ 所 一見に 伴 ひ 

給 ひて、 先の 景に 何なりと も發 句せ よ、 俳名 を あた ふべ しと 申されければ、 久米之 助 取 あへ す、 

〇〇 は 蔦の はへ そな 所 かな 

と 〇〇。 翁 はなはだ 感賞 ありて、 則ち そこにて 桃妖 〇〇 ふ名を 賜りけ ると ぞ。 云々 

と ある。 北 枝が 芭蕉から 俳諧 を敎 示された の は 山中 温泉 滞留 中であった。 之 は 後年 也 同が 書寫 して、 秋 江. 鶯村 


の 乞に 任せ 上 木して ゐる。 山中 温泉で 北 枝. 曾 良. 芭蕉の 三呤 歌仙が あった。 俗に 「燕 歌仙」 と 云って 有名で ある.^ 

馬 かりて 燕 追 ひ 行く 別 かな  北 枝 

花 野み だる X 山の 曲め  ，  曾  良 

月よ しと 相撲に 袴 ふみぬきて  芭 蕉 

(下 略) 

「 一 葉猪」、.i.s•^i^^iてと前書。 「卯 辰 集」、 「元祿 二の 秋 翁 をお くりて、 山中 溫 泉に 遊ぶ。 三 呤。」 と ある。 今 

「卯 辰 集」 より 抄出。 「全集」 に、 「宗周 云、 北枝亭 にて 名殘の 遊吟、 …… 燕 歌仙と いふ。」 と ある。 . 

い さり 火 に かじか ゃ浪の 下む せ び 

本文に はない。 「卯 辰 築」 に、 「山中 十景、 高瀬 漁火」 と 前書して 出。 「東西 夜話」 に、 か^り 火と ある。 

桃 の 木 の 其 葉 ちらすな 秋の 風 

之 も 本文に ない。 「泊 船 集」 に、 「加 賀 山中 桃 妖に名 をつ け 給 ひて、」 と 前書して、 此句 出。 「菅菰 附錄」 に、 

山中の 里 出る 名殘 

湯の なごり 今宵 は 肌の 寒 からん 

曾 良の 句 (霧の 里 見る たび 泣ん 揚の 名殘) も あり。 此ニ 句眞蹟 山中 祖 明と いふ 俳士 所持す。 

と ある 0 
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# 良 腹 を 病み、 伊勢 國長 島と いふ 所へ 一 足 先立つ。 曾 良の 留別 i ス 笆蕉 送別の 句が あって、 しみ. t する 場面 

である。 

今 日 よ り や 書付 消さん 笠の 露 

行くて た ふれ 伏と も 荻の 原  曾 良 

大聖 寺の 城外 全昌 寺に 泊る。 曾 良 も 前夜 此 寺に 泊り、 

終宵 秋風 聞 やうら の 山.  曾 良 

とい ふ 句を殘 す。 別に 際し、 笆蕉 一句 を 寺 儈に與 ふ。  . 

莛 掃て 出る や 寺に 散る f 

玄 梅の 「鳥の 道」 (元祿 十 年刊) に、 庭 掃て 出ば やと ある。 

汐 越の 松 を たづね、 丸 岡の 天 龍 寺 を 訪れる。 金澤の 北枝此 所まで 見送る。 

物 書 て 扇 引 さく 餘波哉 

「古今 杪」 に、 「扇の 一 章 は、 賀府の 北 枝が 山中の 見お くりに、 橘の 茶店に て、 それが 扇に 書て たびけ るよ し。 今 

も 金城の 家 珍に 傳 へしが、 へ^^ 5^^^ と あり。 云々」 と ある。 「菅菰 附錄」 に、 「北 枝に わかる とて」 と 前書 

し、 「物 書て 扇へ き 分る 名殘 哉、 此眞蹟 扇 面、 今 大坂ー 鼠 所持す。 此時北 枝 は 越 前 細 呂木驛 と金 澤 町との 間、 娵落 

しと 云 所の 茶 W3 迄 翁 を $a り來 ると 言傳 ふ。」 と ある。 「卯 辰 集」 に は、 「松 岡に て 翁に^ 侍し 時. あ ふぎに 書て 給る。」 


と 前書し * 

もの gl て 扇 引 さく 名淺 かな  笆 蕉 

笑うて 出る 朝ぎ りの 中  北 枝 

と 泣く 巾 侍る。 

と ある。 併し 「一 代錄」 に は、 北 枝の 脇 を. 「笑うて 霧に き ほひ 出ば や」 とする。 去留の 「全 一に、 宗周 云、 翁 

の 持てる を 北 枝に 殘し 給り し。 北 枝が 後 希 因が 手に入り、 今に 傳ふ。 京 骨に て、 萩の 繪也。 云々」 と ある。 EI 

に 云、 鬧更の 「俳諧 說」 に、 蕉が 金澤の 小舂亭 (通稱 せ" 竹屋 伊右衛門。 藥屋。 ) で 一 夜會 八：： した 時、 饗應に 山 

海の 珍味 を 連ねた。 舎 後 t い 巴 蕉；； ム、 今 { 付の もてなし は 大名のお 成りの やうで、 風雅の 寂び, がない。 向後 か， -る むだ 

はやめて^ ひたいと 戒めた。 叉 金 澤の萬 子 (生 駒 氏。 通稱藤 九郞。 前 田 侯 馬 廻。 八 百 石を領 する。 此 庵と 號 

する。 許 六の 作^ 列 傅に、 蕉門 之英士 也と 云 はれる。) 會に 後れた の を 遺憾に 思 ひ、 裸馬に 乘 つて 芭蕉の 跡 を追來 

り， 松 任で 追 付き、 餞別に 白衣 一 ッ、 金子 三 兩を取 出した 所、 芭蕉 固^して 受けなかった。 叉俗說 に、 會 良が 山 

中で 芭 蒲と 別れた の は、 芭蕉の 氣に そむいた からで あると いふ 事、 叉 萬 子 はじめて 對 面の 時、 我 は 方 外の 友と な 

つて、 ま ：= く 俳諧 を 守護し ようと 言ったら、 芭蕉 も 首肯いた とい ふ 話、 萬 子 は 南無 當來怫 とい ふ 五 字 を 短冊に まロ い 

て贳 つたと いふ 話、 北 枝と 秋之坊 (金 澤卯辰 山 蓮 生 寺 別院の 傲。 寂玄" 享保 三年 正月 寂) と は 殊に 親しかった が、 

餘り睦 み 過ぎて 口論 絕 えす、 芭蕉との 會合 にも 秋 之 坊は北 枝と 一向 語らす、 ^蕉に 笑 はれ だとい ふ 話、 北 枝が 芭 
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蒸に 蓑 を 贈った とい ふ 話な ども 同書に ある。 

北 枝 は 立 花 氏。 次郞 右衛門。 加賀小 松の 人。 金澤に 住み、 研屋を 業と し、 源四郞 とい ふ。 牧宽の 弟。 はじめ 宗 

因 門。 酒が 好きで 逸話 も ある。 許 六の 作者 列 傅に、 「北方 之逸士 也」 と ある。 享保 三年 五月 殁。 牧童 は 支考の 「草 

刈 笛」 (元祿 十六 年刊) の卷 頭に 傳が 載せて あるから 參考 になら う。 支考に 利用され さうな、 人の良い 人物で、 芭 

蕉に會 つた 時、 素 堂の 浮葉卷 葉の 句談に 及ぶ と、 此句は 蓮ンと 聲で唱 へた 方が よいと 敎 へられた 外、 何事 も 記憶 

して 居ない とい ふ 逸話が ある。 

五十 町 山に 入りて 永 平 寺に 詣る。 福 井の 等 栽と いふ 隠士 を 訪れ 二 泊す る。 八月 十四日 夕、 越 前敦賀 の津に 泊る。 

氣 比の 明祌夜 參。 

淸し 遊行の もてる 砂の 上 

「其 袋 集」 に、 砂の 露と ある。 「四 幅 對」、 前書に 八月 十四日 云々 と ある。 

あさむ つや 月見の 旅の 明 はなれ 

「其 袋」 • 「泊^ 集」 に、 「淺 水の 橋 を 渡る。 時 俗 あさ うづとい ふ。 淸少納 言の 橋 はと ある 一 條、 あさむ つのと 書け る 

所な り。」 と 前書が ある。 「句 選 年考」 に、 「元 祿ニ年 八月 十四日の 曉に、 越 前國淺 水の 橋に ての 吟 なるべし。 云々」 

荷兮の 「晝寢 の 種」 (元祿 七 年刊) に、 「一年 芭蕉 越路に 至り， 古き 名所 を 尋ねて、 月の 十 句 を 或 人の 語り、 湯 尾、 

n を 名のつ 、みかねて やい もの 祌。 硬 山、 義 仲の 寢覺の 山 か 月 悲し。 濱、 月の みか 雨に 相撲 もなかり けり。」 と あ 


る。 本文に は 句 はない が、 以上の 名所 は 記されて 居る。 

十 叫： n の 夜 は 月が 殊に 喑れ たので、 翌の夜 も天氣 だら うとい ふと、 宿の 主人が 越路の ひ、 晴& 計りが たいと 

い >.^。  ^して 晴。  . 

名 月 や 北國 日和 定 なき 

十六 口、 種の： m に 船 を定ら せる。 海上 七規。 天屋 何某 破 籠と 小 竹筒な ど 細やかに 用意す る。 夕 慕 の 寂し さ、 须 

以上で ある。 

寂し さや 须磨 にかち たる 濱の秋 

浪の間 や 小 貝に まじる 萩の 塵 

その 日の 大略 を 等 栽に 書かせて， そこの 寺に 殘す。 

佗しき 法 華 寺に 酒を溫 め、 夕暮の 寂し さ を 味った。 「泊 船 第」 に、 越 前い ろの 濱に てと 前書、 浦の 秋と ある。 石 

山の 石より 白し と 同 巧の 句で ある。 

小 萩 ちれます ほの 小 貝小盃 

木 文に はない。 巴 水の 「藤 獅子」 (元祿 六 年刊) に、 「いろの 濱に 誘引れ て」 と 前書、 此句 出る。 「f 孤 附錄」 に、 

「或は 此句を 推敲の 後、 本文の 句に 改 巾され しに や。 いぶかし。」 と ある。 纖 巧な.？ である。 

いづこ 鐘 は 沈みて 海の 底 
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本文に はない。 東恕の 「四 幅對」 (享保 四 年刊) に、 「あるじの 物語に、 釣鐘の しづみ て 侍る を、 國の 守の 海士を 

入て たづね させ 給へ ど、 龍 頭の さかさまに 落 入て 引 あぐべき 便 もな しと 聞て」 と ある。 「菅蔬 附錄」 に、 敦賀 鐘が 

崎に てと 前書し • 鐘 は 沈める 海の 面と ある。 

路 通敦賀 まで 出迎 ふ。 美 濃 國に向 ひ、 馬に 乘 つて 大 垣に 入る。 曾 良 伊勢より 來り、 越 人 も 馬 を 飛ばし、 如 行が 

家に 着く。 前 川 子 • 荊 口 父子、 其 外 親しき 人 日夜 訪 ひて、 且つ 悅び、 且ついた はる。 

「 一 葉 集」 に、 一? 一日 落着の 夜と 前書し- 不知 二 刑 口. 芭蕉 • 如 行 • 左 柳 • 殘香 • 斜嶺 • 恕 風の 八吟 歌仙 を 出 

野 あらしに 鳩 吹 立る 行！： 哉  不 知 

山に わかる k 日 を 获の露  荊  口. 

初 月 や 先 西 窓 をはづ すらん  笆 蕉 

(下 略) 

如 行の 「後の 旅」 (元祿 八 年刊) に、 「元綠 二 年の はじめの 夏、 深 川の 庵 も 人に 遣りて、 ：… 千百餘 里の^ 難 終 

) D  D  -J  D  3  r-nnrir>r>r>r>ooo  〇oo〇〇〇o〇  o〇〇〇〇〇o〇ooo  ' 

^き ひ SI, ^い？ -、  s<f-&il 鄭 sl^ き si。 句 ども あまた あり。 奥の しをりに 殘し 給へば、 大方 は 漏し つ。 云々」， 

とあって、 

胡蝶に もなら で 秋 ふ る 菜む し 哉 


たね は 淋しき 茄子 一 もと  如 行 

からびた 吟聲 で， 如 行の 下の句 を吟 じたと いふ。 

戶な ii けば WI に 山ぁリ C  ^吹 山と：. ふ。 花 LL も よらす。 Hr_L も よらす 0  ^ゾ是 孤山の 德ぁリ 0 

その ま に：：：： もた のま じ 6; 吹 山 

^嶺 が^ を 出す と、 此句を 書き付ける。  , 

恕 水子 別 野〜 IL て^ 興  . 

こもり 居て 木の 實草 のみ ひろ は や 

此 筋に 8^: まれて、 茅舍の 綺諧有 0 

む ぐら さへ 若葉 はやさし 破レ家 

などと ある 0 

はやくへ』 け 九日 も 近し 菊の花 

之も此 顷の吟 であらう。 「笈 日記」 に、 左 柳亭と 前書す る。 「鄙懷 紙」 に、 蕉 • 左 柳 • 路通 • 文^:!  • 越 人 • 如 行. 

荊 n  • 此 筋 • 木 因 • 殘 ^^：:  • 竹 良 . 斜嶺の II ー吟 歌仙 一 卷が ある。 

はやくへ 九日 も 近し {惊 の 菊  ^  燕 

； J  、ろうき たつ 齊 月の 露  . 左  柳 
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新ば たけ 去年の 鶉の 鳴 出て  路 0 

(下 略) 

九月 六 口、  勢の 邀ー 呂を拜 まう と. 义 舟に 乘る。 

蛤の ふたみに わかれ 行秋ぞ 

「後の 旅」 に、 「翁此 所より 伊勢に うつり 給 ふ 時、 我 舟に て 送り 侍る に、」 と ある。 如 行の 仕度した 船に 乘 つて、 揖 

斐川を 下った ものと 兑 える。 「T ぃ巴蕉 林」 に、 「元 祿ニ年 九月 八日、 祖翁は 伊賀の 上野 何が しが 許に て、 一座の 歌仙 あ 

りて、 翌の日 は遷宫 を 拜み給 はむ とて、 はまぐりの 二見と 聞え しも 此 所から にや。」 と 前書あって、 路 通. 蘭 夕 • 

白 之 •  ^夜 •  ^蕉 • 曾 良 (十 句 目より 木 因 入) の 歌仙 一 卷を 出す。 

一泊り 見 か はる 萩の 枕 かな  路 通 

むしの 伦昔を 薄 緣の下  蘭  夕 

紙子 もむ 夕べな がらに 月 澄て •  白 之 

(下 略) ， 

ま Hi 大 垣へ 着いて， 出 羽の 最上/ 庄の或 人から 貰った 紙の 衾 を、 如 行の 門人 竹 戸なる 者に 附與 した。 その-叙 

衾の 記」 は、 支考の 「和漢 文 操」 • 闌更の 「蓬 萊嶋」 • 蝶 夢の 「色 蒸 翁 文集」 • 風德の 「芭蕉 文集」 • 湖 中の 「 一 紫 

集」 其 他に 出て ゐる。 卽ち 


銑 衾の 記 

古き 枕 古き ふすま は、 贵妃 がかた みより 傳 へて、 戀と いひ、 哀傷と す。 錦 床の 夜の しとね の 上に は、 tii 鸯 をぬ 

ひ 物にして、 ふたつの 翼に 後の世 を かこつ。 彼 は その 膚に ちかく、 其に ほひ 殘 りと^ まれら む を や。 戀の 一 

物と せんむべ なりけ らし。 いで や この 紙の ふすま は、 戀 にも あらす。 無常に も 非す。 蟹の^ 屋 の^をい とひ、 

00000000300000  000000000000  OOOOO0OOOOOO 

驛の はに ふの いぶせ さ を 思 ひて、 出 羽の 國 最上と いふ 所に て、 或 人の 作り 得させた るな り。 越路の 浦く 

山 館野亭 の 枕の 上に は、 二 千里の 外の 月 を やどし、 蓬む ぐらの 敷寐の 下に は、 li にさむ しろの きり-^ す を 

問て、 晝 はた i みて 背中に 負 ひ、 三百 餘 里の 嶮難を わたり、 終に 頭 を 白く して、 美 濃の 國大 组の府 にいた る。 

なほ も 心の わび をつ ぎて、 貧者の 情 を やぶる 事な かれと， 我 をした ふ 者に うち くれぬ。 

(芭燕翁文$^0 

共 他 如 行 • 路 通. 越 人 • 曾 良の 記 も ある。 其 等 は 風化 坊の 「雪のお きな」 に、 衾 記の 余 稿と して 並 記されて 115 る。 

参考 迄に 引 ffl して 見る。 

衾 記の 余 稿 は、 金 陵の 北翠 亭の函 中に 得て、 後に 附し 侍る。 蕉翁衾 記 は • 蓬 萊嶋に 出 たれば、 こ 

こに 略しぬ。 

^?^^|師翁回國っ 、がなく、 我鄕大 垣に むかへ とりて、 杭 瀬の 水 をく みて 草鞋 をと かしむ。 ある 夜 油 軍の 內ょ 

りかみ の ふすま をと り 出て、 我 門人 竹戶 とい ふ ものに 得させ 侍る。 沙門なら ば是を 禪定の 衾と せん。 tsi^ 士は 
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これ を 母 衣き ぬに かへ む。 あへ て汝 そこな ふ 事な かれ。 身 を 終る まで 愛して * 終に 棺の 中に しけと ぞ爾 云。 一 

ものう さよ いづく の 泥 ぞ此衾  如行拜  ； 

題 衾 四季  一 

花の 陰晝寐 して 見ん 敷 衾  一 

虫 干の はれ • に かざさん 衾 哉  I 

長き 夜の ねざめ うれし や 敷ぶ すま  〈 

首 出して 初雪 見ば ゃ此衾  一 

竹戶拜  ； 

〇  ： 

いろ 香 を さきと する もの は、 兑る事 はなやか にして、 さめて 後 愛 を 失 ふ。 その ェの業 こまやかなる もの は 一 

用る 事 あやうく、 やぶれて 後 うれ ふ。 皆 道に よる もの 、とらざる 所な り。 此紙衾 ひとつ はみ ちの くき さがた 一 

の あたりより、 いぶせき 草の まくらに うち はへ、 雪の 高 濱* お 磯 海 ニ官 の 山 • 秋德の 里まで も、 つかれたる 一 

肩 こ， かナ、 ほそりた る^に つけて、 はる-^ とみの、 國 までの ぼり つき 給 ふ を、 竹戶 とい ふお のこに ゆ づりー 

あたへ けるな り。 哀 一身 舊里を はなれ、 邊土 けがれた る 肉眼に にらまれた まひ、 うき 寢の 夢の はかなきた^ 

ちても. か、 る 衾の 上に こそ 有らめ と， 肝にまで 覺ぇ 侍る。 とのり との さか ひ は、 日 を 追て はなれやす かる 


べし。 こ，^ ろざし とな さけ はとし ふると も • そこな ふ 事な かるべし。 

露な みだつ- - みやぶるな 此衾  路通敬 書 

〇 

阿難 は^ 尊の 入滅の 後に 來り、 孔子 は 周のお とろ へ に 出。 宣房は あらし や 庭の 松に また へんと を兑 る。 

こ \にぃ 巴 狭 一 老人 は、 鼓と ともに むさし 野 を 出、 能 因 西 行の 跡 をした ひ、 ひだる き 事、 塞き 事 を I:- ひに、 松嶋 

しら 川 をな がめ、 漸 秋風 立て、 越路 をへ て、 雪 車の はや 緒の はやく も、 濃 州の 市隱如 行の もとに ものし 給 ふ 

よし。 夕に 問て • 其 朝 はしり m 少」、 • 先 逢て めづ らしなん ど 泣 わら ふ。 その 道の ほど は、 まへ にき こえつ る 衾 

は、 竹戶に とられ けんこ そこ はいかに。 宮責 官位 は德大 寺の ごとく うらやます。 此 ふすま とられけ むこ そ 本 

意な けれ。 $ ^妃李 夫人が 後 を 泣つ ^けたる は， うつけ たる 噺 になり ぬ。 越 人/ \。 おそく 來て くやし からん 

と、 越 人と 越 人が 云。 

くやしさよ 竹戶に とられた るふす ま  ， 越  人 

〇 

先た つて 往、 おくれて 來り、 此 衾の 記 を讀て やます。 此 ふすま は是 はてしなき みちの くより * あら 海の 北 

の濱邊 をめ ぐり * みの、 阈 まて 翁の もち 給へ り。 我したがって 几 夕に これ をお さむ。 いま 竹戶 にあた へられ 

し を そ ねんで、 奪ん とすれ ど大 石の ごとく あがらす。 おも ふべ し 衾の ものた る、 雜 して その まことの 厚き 
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事 を。 

た i みめ は 我 手の 跡 ぞ其衾  會 良 

元 錄ニ年 巳 己 九月 下句 

又 江 三の 「むつの ゆかり」 に、 芭蕉が 奥の 細道の 際 用 ひた 頭陀ゃ 如意の 園が 屮：； て ゐる。 卽ち 頭陀は ^長 サ八寸 

五分 • 幅七寸 1 1 分 • 身長 サ 七寸 三分 • 幅 六 寸七分 ，蕴と 身 を 合せて 幅 一 寸 五分。 外黑塗 • 內 行成 紙で 張る。 如意 

こ、 ^fef  ^ 其 身正不 令；. 仃其 つ 虱 f:^ 方， st」、 元錄ニ年已孟^^  5H 二 ロロ 隹 fsJ-Klrl 同行 二人 と る。 

は 表に ォ生ォ ：® 身 不正 雖令 不從 CJ^I お sr 奥州 紀行 爲 如意 タ nlc  口  ^.Mc 曾 良 刻と ある 

I 「 奥の 細道の 價値 

以上の 旅行記 を 「奥の 細道」 とい ふ。 如 行の 「後の 旅」 に、 奥の しをりに 殘し 給へば 云々 と あるから、 原 誓 名 

は 「奥の しをり」 と 云った もの か。 「奥の 細道」 は 芭蕉 四十 六 歳の 作で、 元 祿ニ年 三月 二十 七日、 深 川の 草庵 を 人 

に讓 り， 門人 曾 良 を 連れて、 旅途に 就き、 草枕 七 ヶ月- 同年 九月 六日 勢の 遷宮 を拜 みに 行く 所までで 櫊 筆した 

もの。 蓋し 紀行文 中の 白眉で ある。 

「奥の 細道」 とい ふ 題名 は、 宮城 野から 松 島へ 行く 途中の 地名 を 取った ので ある。 錦 江の 「通解」 に、 廻 國雜記 

の 文 を 引いて * 「おくの 細道 • 松 本 • もろ を か • あかぬ ま • 西 行かへ りな どい ふ 所 を 打 過て、 松し まに 至りぬ。」 

と ある。 本書の 奥 書に、 「おくの ほそ 道と 自筆に 書て 隨 身し 給 ふ。 云々」 と ある。 おくの 細道と いふ 名が 風雅で あ 

る 所から 附 けたので あらう。 


仃の： y 的 は 白 河の 關に兼 盛 • 能 因の 歌が あり、 松 島の 月に 俊 成北ハ 他の 吟詠が あるな ど- すべて 舊 跡の なつか 

しく、 古人の 足跡 も 知ら まほし く  * 是等の歌枕を踏^^,するためでぁらぅ。 今 1= の 旅行と 逮 つて、 昔の 旅 は 一方な 

らす骨 が 折れた。 而か も^ 蒸 は 病身で あり、 不毛の地に 行く先き くの 知人の 喜 拾 を 受けて 行く やうな もので、 

その 艱難辛苦 は 察する に餘り あると 云って よい。 5： 達の 大木 戶を 越える 時 だろ て， 资 蚊に 刺されて 一夜中， g れす、 

持病 さへ 起って * 死に さう になった の を、 覊旅邊 土の 行！：、 捨身 無常の 觀念、 道路に 死ん 是 天の 命な りと， 道縱 

描に 踏みならし、 を 取り直して * 越えた 位で ある。 或は 尿 前の 關 にか、 つて、 關 守に 怪しまれ、 命から， <\最 

h の庄に 出た ので ある。 併し 心細き 日 數を經 てゐる 間に は、 館 代に 歡迎 されたり、 會 覺阿闍 梨の 尊き 席に 列った 

り、 遊女に 法の 袂を 取られたり、 豫 期せぬ 光榮ゃ 情事 もあって、 又は 山川の 風光に 慰められ たりして、 -ぃ巴 蒸 はよ 

く此 難に 堪へ 得た ので ある。 

去来の 云 ふやう に、 -ぃ巴 蕉は奥 羽 行脚から 都へ 立 房って 以来、 その 風 を 一 變 させた。 「去 來抄」 に 云、 

^町 nr 先師 も 基より 出ざる 風 侍る にや。 去來 曰、 奥州 行脚の 前 はま- - あり。 此 行脚の 爲に 工夫し 給 ふと 兑 

0000000000000000000000  000000000000  0 

えたり。 行 g のうちに も、 あなむ ざん やな 甲の 下の きりぎりすと いふ 句 あり。 後に あなの 二字 を 拾 てられた 

〇  〇〇〇oo〇oo〇o〇〇〇〇〇o〇〇o 

り。 是 のみに あらす、 異體の 句な ども はぶき 捨てた まふ もの 多し。 

又 「^蔡 淡」 に 云、 

奥の 細道 淸 書の 時、 我 (去 來.) 巾け る は、 か X る 折 を もて 問 ひ 奉らん と 思 ひ 侍る。 
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あなむ ざん やな 甲の 下の きりぎりす 

きの ふ は あなの 一 一字 置 給 ひて、 今此ー 一字 を はぶき 給 ふ。 是句意に思見ぁりての事に^^。 示敎し 給へ。 師曰、 

句意に あらす。 文字 餘 りの 事に つけて なり。 情 林 中に ありし 時 は、 ま 上目た る 言葉 也。 しかれ ども 今お も ひ 

みれば、 みだりにすべき 事に あらす。 云々 

と ある。 是 等の 事で 大方 は 分らう。 卽ち 旅行 前の 句 はま だ桔屈 異體の 風が 殘 つて ゐた。 それが 旅行 後に なって、 

酷 化され、 洗練され て、 いよく 正風の 光 を 放つ やうに なった。 此點に 於て 細道 行脚 は 芭蕉の 心境に 非常なる シ 

ョッ クを與 へ、 その 俳 風に 革新 を もたらし たものと 云へ る。 

去来の 「花實 築」 に、 

其 角 曰、 誹諧 文の 趣 をう かぐ ひ 侍る に、 先師 曰、 世上 誹諧の 文章 を 見る に、 或は 漢文 を 假名に やわらげ、 或 

は 和歌の 文章に、 漢章を 入れ、 詞 あしく、 賤 しくい ひなし * 或は 人情 をい ふとても、 け ふの さかし きく ま， <\ - 

まで 探り 求め、 西鹤が あさましく 下れる 姿 あり。 我 徒の 文章 は， たしかに 作意 を 立て、 文字 は 假令漢 章 を か 

ると も、 なだらかに いひつ け • 事 は 鄙 俗の 上に 及ぶ とも、 懷 しくい ひ， とるべし となり。 

と ある" 叉 「笆 蕉談」 に、 去 來は卯 七の 問に 答へ て、 

竹 取 物語な ど は 俳諧 文章に 近し。 ：… 翁の 文は詞 和ら かにして 意せ まらす。 尤則 とすべし。 …：. 夫 我 門の 俳 

諧の 文章 は. 和漢の 古語 古典 心に 任せて 書つ^く る もの なれば、 上古の 詞 にて は 書きが たし。 中古 以来の 文勢 


よし。 只 古き 文^ を 博く 兑て、 時 を 知るべし。 其 中に 寂び おかしみ を 捨てざる を 俳お の 眼と 知るべし。 故 

に 先師の 文 $31. 多く は緯退 子が 文勢と はる。 體は擧 白 架に より 給へ る 所 ま. - ありと 兌 ゆ。 

と ある。 之 は 露 偽 は 分らない が、 去來は 簡潔であって、 粉飾 を 施さない、 その 中に 寂び が 含まれて ゐる 文が、 俳 

文で あると いふ 考 らしい。 「風俗 文選」 の 許 六の 自序に、 

先師^ 蕉翁、 はじめて 一格 を 立て i、ts 韻 生動 を あら はせ り。 たと ひ 鄙 言. 漢字 を まじへ たりと も • 心は古 野. 

•  o〇oo〇o〇〇〇ooooo〇o〇o 

龍 m の 花紅藥 を うらやみ、 和歌の 浦に 志 をよ せて、 難 波津の 細き よしあし をた どり 知るべし。 云々 

と ある。 卽ち許 六 は、 たと へ 鄙 言 • 漢字 を 用 ひても、 心 は 和歌の 風雅で あり、 紬 みのある 文が、 I 巴 燕 俳文の 一格 

であると いふ やうな 說 である。 

「奥の 細道」 が 名文で ある こと は、 古 來衆ロ 一  致す る 所であった。 すでに 元祿に 於て、 去來は その 筆 一;:;! を-.^ 燕 

に 乞うて 止ます。 (土芳 の 「三 冊子」 に、 「或 歳の 旅行. 道の 記 少し 書け る 由 物語 あり。 是を乞 ひて 兌む とすれば， 師 

00000000  〇oo〇〇〇〇o  000000000000000000 

の 曰、 さの み兑る 所な し。 死んで 後兑 侍らば、 是 とても 义 あはれ にて 見る 所 も あるべし となり。 感心なる 詞 也。 

见 ざれ ども あはれ ふかし。」 と ある。) 素 龍は淸 書の 砌り跋 を 書いて、 

00000000000  000000000 

からびた る も、 徵 なる も、 たくまし きも、 はかなげ なる も、 おくの 細み ちみ もて 行に、 おぼえ， f 起ちて 手た 

00  0000000 

i き、 伏て 村 肝 を 刻む。 云々 (元祿 七 年初 夏) 

と稱揚 し、 許 六 も 「韻 塞」、 旅の 賦の小 序に、 
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我 翁 白 川の 田 植歌を 聞 初め、 奥 羽の 間 を 廻り、 高 館の 夏草に 兵 共が 夢 を 驚し、 あつみ 山の 夕す みに は吹沛 

をな がめ • 佐 渡に 横た ふ 天の川に 初秋の 袂を しぼる。 それより 給の 二見 を 渡て、 七 百 三十 餘程を t. す。 曾 良 

が 落髮の 力量 を 感じ、 一 鉢の 飯 を 分て 風流 をつ くさる。 一 と 日 はせ を 庵を敲 き、 畫の 雜談に 及ぶ 時、 予に旅 

十體の 鎗 を か，^ せて、 譜 して 何某が 求めに 應す。 其 風雅に たより、 俗語 を あつめ、 狂賦 五段と なす。 穴 賢 奥 

000  00000000 

の 細道、 草枕の 類に は 非す。 

紀行文の 白眉た る 語氣を 見せて ゐる。 「芭蕉 談」 に、 「素 堂 云、 今 奥の 細道 を 見 侍る に、 其 文勢 土 佐 日記に 相似た 

り。 翁 も 好み 給 ふやと。 翁た^ 笑 ひ 給へ り。」 と あるが、 疑 はしい 言で ある。 後になる と 蝶 夢 は 梨 一 の 「菅 菰抄」 

の跋 に、 

,  ,  ,  0000000000000  000000000000000  0000  0  0 

賞に も 奥の 細道の 奥深き、 いろは 文字の やすらか なれば、 牛 追寬も 分け入るべき やうながら、 意味の 深長な 

00  o〇〇〇〇o〇〇〇oo〇oooo 

る は、 筆 かむ 老人たり とも 踏み や 迷 ふべき。 云々 

と 言って、 文字 は 平易で あるが、 意味 は 深遠で、 その 道の 老人に も、 一 寸解 しがたい 所が あると 論じて ゐる。 漣 

々の 「白 雄 夜話」 に、 白 雄 は 「奥の 細道」 を 評して、 

. ,  0000000000000  〇〇〇oo〇o〇ooo〇o  〇〇o〇〇oo 

まことに 愛 度 紀行なる なり。 白 河の 關 越て 旅心 さだまりぬ。 叉 やうく 白 根が 嶽 かくれて、 雛が 嶽 あら はる 

と 書た る、 旅情 言外に ありて、 詩歌の 文人に 魁せ しと、 頌歎 かぎりな かりし。 かたじけな しゃ。 

白 雄 は、 ，；11 川の 關の 文と- 末の 等 栽に 送られて 敦賀の 浦へ 行く 途中の 文と を、 すぐれた 個所と して ゐる。 鶯 宿の 


「；^ 頭 奥の 細道」 の 梅 室の 序に * 

篇中 自然の 變 態を顯 はす。 中に も 松 島 象 潟の 一 節 は 全く 賦の ごとし。 壶の 石ぶ みの 一 節 は 記に 類せ り。 高 IS 

は 懐古 を 傅に して、 治 亂の變 化を盡 せり。 祖 翁の 文に 長 ぜられ し事斯 くの 如し。 云々 

と ある。 卽ち梅 室 は、 松， i で 象 渴*壶 の 碑丄咼 館の 懐古と を 特別に 取 立て ゐる。 明治に なって 佐 藤 飯 山 氏 は、 そ 

の 「俳諧 紀行 全藥」 中、 「奥の 細道 菅菰 抄」 の 解题に 云、 

文 Si は 亦 平 n 勿に して 簡潔な り。 さてから びた る も、 艷 なる も、 たくまし きも" はかなげ なる も、 奥の 細道 云 

00000000000000  000000000  00000000 

々といへ る 素 龍の 評の 如く、 先 づ發程 を 叙せ る 一 條 のからび たる。 松^^の 一 段の 艷 なる。 三 山を寫 せる 件の 

E^^^^^^^^^^. 善く 情を寫 し、 景を 叙し、 人 をして 目 fi の 思 ひ あらしむ。 宜な 

るかな、 本書の 世に 珍重 せらる る こと。 然れ ども 予竊 かに 思へ らく、 その 行文 野 ざら し 紀行に 及ばざる こと 

fl レ，^ 。 ず 味 者より 之を視 ば、 その 艷麗 にして 邀 健なる、 野 ざら しに 勝る とい はん。 夫れ 或は 然 らん も、 

奈何 せん 兎角 細工に 失して 祌 韻に 乏しき を。 …… 平易に して 簡潔 なれ ども、 之 を 野 ざら しに 比 ぶれば 亦 や X 

繁衍 冗漫なる を覺 ゆ。 且つ 語格 文法の 謬り さへ 少 からす。 此の 彼に 劣る 知るべき のみ、 云々 

棚 n 氏 は 「お 燕 研究」 に、 

00000000  000000000000000 

此の 文 は 特に-" 巴 蒸の 本色が 最もよ く顯 はれて ゐて、 雄 厚に して 文 深 沈、 高渾 にして 又 減洒な 獨特の 風格 は、 

到」.^ 他人の it し 得ざる 一 種の ものが ある。 其の 何處 となく 人 を 引きつけ る 懐かし 味 *溫 か 味のう ちに、 亦^と 
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000000000000000000000 

も 言へ ぬ 寂 味. 雅味 を 含んだ 思想と 文章と は、 蓋し^ 蕉 其の 人の 本性から 自づと 生れ 出た ので ある。 …… 苦し 

之 を單に 文章と して 見る 時 は • 西 鶴の 文章な どよりも 缺點が 多い。 散文と して 決して 完璧と はいへ ぬ。 云々 

と 論じて ゐる。 

以上の 如く 從來 種々 に 論評され てゐ るが 、要するに 奥の 細道の 文章論 は、 素 龍の 言で 盡 きて 居る かと 思 ふ。 その 

干び たる も、 艷 なる も、 逞しき も • 菜敢 なげなる も， 種々 錯綜して、 情緒に 變 化が ある。 而 かも 文 體は 平易 簡潔で、 

何人に も その 妙 を 味 ふこと が 出来る。 飯 山 氏 は 細工に 失して、 祌 韻に 乏しい と 言って ゐ るが、 技巧と いへば むし 

ろ 野 晒 紀行の 方が 巧で、 本書 は 平易な 書 方 かと 思 ふ。 神韻に 乏しい とい ふ 言 も 首肯が 出來 ない。 筆が 簡潔で あれ 

ば、 從 つて 余韻 余情 を 文字 以外に 示す ことになる。 野 晒 紀行の 方 は 本書に 比べる と 行文に むらがない。 堂々 と强く 

出る 書 方で、 わるくい ふと 生硬い 所が ある。 第一 發 端の、 「千 m に 旅立て 路粮 をつ" ます。 三更 月下 無 何に 入る と 

いひ.， けん、 昔の 人の 杖に すがりて、 云々」、 或は、 「腰間に 寸鐵を びす。 襟に 一 囊を かけて、 手に 十八の 珠を携 ふ。 

云々」 などと， 何 所まで も 雄渾 跌宕、 强く 出る のが 野 晒の 筆法で、 若々 しい 感情に は滿 ちて ゐ るが、 ほどけた、 

支考が 言った やうな、 行！： のさび をつ くされた 心 持 は 出て 来ない。 野 晒 は全體 緊張して ゆとりがない。 本書 は緊 

張して ゐる 所、 弛緩して ゐる 所、 情緒 的な 所、 寫生 的な 所 種々 織り込まれて、 恰も 芭蕉 その 人の 生活の 行路 を 讀. 

む やうな 感 がする。 世人 は 松. 島の 條 下の 文 を 激賞す る やう だけれ ど， 私 は全體 として 一 區間を 取り離さないで 請 

みたい と 思って ゐる。 詩人の 文に、 文法の 誤謬 を 喧しく 詮議す るの は 不必要で ある。 小 林 歌 城が、 秋 成の コ擗物 ；s」 


を 訂正して、 笑 を したやうな 車 は、 避く 可き 事で ある。 

三、 奥の 細道の 原本 及び 異本  ♦ 

i 巴 燕 は. CM 分の 旅行記 を 門人に 見せる 事 を 嫌った。 土芳の 「黑 ざう し」 に、 「或 歳の 旅行、 道の 記す こし 書け るよ 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  .0  0  0  ,^  0  ,o  <^  £  0-0  0  0  cp  0  0  0  0 つ。 

し 物語 あり。 是を乞 ひて 見む とすれば、 師の 曰、 さの み 見る 所な し、 死て 後見 侍らば、 是 とても 亦 あはれ にて 

な II" あるべし となり。 感心なる 詞也。 見 ざれ ども あはれ 深し。， と ある。 此 道の 記 は 何の 書で あるか 詳か でな 

いが、 この 言 を 以てする と、 「奥の 細道」 は 門人の 容易に 窺 ふ 事の 出来なかった 事 も 分る。 去來*共^^*杉風其他 

の 門人 も、 見たかった 事 は 推す るに 難くない が、 去來 はやう やく 笆蕉の 死ぬ 前に 遣 言 を 得て、 殁 後一 讀 する 事が 

出来、 其 角 は 元 祿十年 迄 は 見られなかった らしく、 杉 風 も 素 龍 淸書本 を 得た の は 芭蒸殁 後の 事で あらう。 支^ は 

「古今 杪」 に、 「奥の 細道 は老の 物ぐ さに、 人 をた のみて、 手蹟 を 先と せし 筆者 なれば、 今い ふ 假名 .SK 名のく ば 

oo〇o〇〇〇〇o〇oo  0000000000000  0  0  0  0  0  0  .0  ^  0 

りに はおよ ばす。 お ほく は 萬 葉の 假名が ちに、 今 はた 我 だに よみやす からす。 さはいへ ど此 紀行 は いまだ 梓に 

つ 〇o〇oo〇〇 o〇〇 000000 〇〇 000  •  、  V.  -  I  -}-:-)  JC 1 •  > 1 

ちりばめぬ ほど は、 難 波の いとま を 得て 點檢 すべし。 云々」 と 言って ゐ るが 例の ごまかしで 萬 葉の 假名 力ち 

で、 我 だに 請み 易す からすで はなく、 讀む 機會が 無かった ので、 刊 本になる 迄は讀 まなかつ たので あらう。 

「奥の 細逬」 の 原本に、 種々 の 類本の ある 事 は、 之れ がた めであった。 

^本に は 厲蹟本 • 素 龍淸書 本. 去 來書寫 本. 其 角 筆寫本 等が ある。 

ィ、 眞蹟本 
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井筒屋 本の 奥 書に、 「眞蹟 本 は 門人 野坡の 許に あり。 苹 稿の 書 故 文章 所 々相違す。 云々」 と ある。 北 華の 「蝶の 

遊」 に、 北 華が 須賀 川の 晋流を 訪れた 條 下に- 「あるじに 珍 物 あり。 先師 翁の 露 跡 奥&ま …… 取 出して 見せら 

れ、 淺 からぬ もてなし なり。 云々」 と ある。 併し 晋 流の 傳 へた 眞蹟 本が、 野坡の 手に 渡った 眞蹟 本で あるか どう 

か は 不明で あり、 又 何時 何處 で、 笆蕉が 眞蹟を 野 坡に與 へた もの か、 それ も 不明で ある。 勝峯 氏の 「去来 本お く 

の ほそ 道 解說」 によると、 享保 十一 年 夏、 野坡が 芭蕉 三十 三回忌 追善の 「八 鳥 放 生 日」 の 見返しに、 おくの ほそ 

道と 書 入れて、 その 下に 「芭蕉 翁眞蹟 • 墨附 三十 二葉」 と 註し、 香 爐を備 へた 略圖が あると いふから、 その 頃 は 

未だ 野坡の 手許に あった わけで ある。 然るに 江戸の 櫻壽 軒と いふ 人が、 芭蕉 翁 眞蹟の 「奥の 細道」 を拓 木に して 

出版して ゐる。 此書は 現今 慶應大 擧圖書 館の 所藏 にか X り、 卷 末に 左の 跋文が 附 いて 居る。 

此 一書 蹟は、 か ^^ifgi^lf^h く  ん厶き&ド"^tずひp，^l-s^^。 こ 

は 奥 羽專ー の 紀行に して、 文章の 花實 雲煙の 筆の 跡に しあれば、 白 字に ものして、 猶 はた 世に 顯 さん 事 を， 

同志の 頻に勸 るに 應じ、 樓壽 軒の 窓 下に、 謹て 刀 を ことぶき 畢ぬ。 

と ある。 但し 之 も 晋流傳 来の K 蹟 本の やうに 、本書が 笆蕉 より 野坡 に附與 された 眞蹟 であるか どうか は 明かで な 

いが、 とにかく 眞蹟 本の 行衞を 知る 手がかりと はなら う。 刊年 未詳。  、 

^ 、 素 龍 淸書本  .  ， 

き 

奧 書に. 


此 一 書 は^ 蒸 翁 奥 羽の 紀行に して、 素 龍が 擎也。 書の 縱五寸 五分、 橫四寸 七 分。 紙の 五十 三。 首尾に，：： 紙 

を 加 ふ。 外に 素 龍が 践ぉ。 今 略 之 行成 紙の 表紙。 紫の 糸。 外題 は 金の 3 降 砂ち らした る， ：！ 地に、 おくの ほそ 道 

と 自筆に 寄て 隨 身し 給 ふ。 遷化の 後 e: 人 去来が 許に^。 又 ぼ 〈踵の 書 門人 野坡が 許に お。 草 1? の 書 故 文 t 十 所所 

相 43 す。 今 去来が 本 を 以て 投寫 する 者 也。  - 

京 寺 町 二 條上ル 町 

井筒屋^ 兵衞板 

と ある。 此去來 が 本と いふ は、 去来が 所持した 奥の 細道で、 去来が ほ 蕉殁後 伊賀に 於け る 芭蕉の 兄から 送って 

つた 素 龍の 淸書本 をい ふので ある。 刊行 は元祿 十五 年の やうに 傳 へられて ゐ るが、 支考の 「俳諧 古今 杪」 による 

と、 減 後 六 年の 秋に 至り、 四 半なる 本紙の ま 、に， その 一 冊 を 書き 寫し • 洛の 去來を 奉行に して 板に ちりばめさ 

せた 云々 とあって、 元 綠 十二た 牛 秋の 出版の やうに なって 居る。 ， 

本書の it 來に 就いては、 昭和 九 年 七月 十八 日の 大阪 毎日 新聞の 紙上に、 「奥の 細道の 原本 を發： BTii 井 縣の舊 家 

から」 とい ふ兑 出しで、 敦贺 史跡 調 茶 委員 • 鄕土史 研究 會 委員 山 本 計 一 氏の 言 を あげて、 

發兑 された 「奥の 細道」 の 原本 は、 越 中の 俳 匠 三 四坊の 「細道 傅來 記」、 「奥の 細道」 井筒 本 * 同 蝶 夢 本、 -..s 

烏 集」、 「奥の細道菅^^杪」などにょるとぶ巴蕉が素龍に代書せしめ、 常に 筒 中に 携 へて 居た が、 門 人 去 來に與 

〇o〇〇〇〇o〇〇o〇o〇o〇o〇〇  〇oo〇o  or>〇〇  〇〇〇 

へようと 思 ひつ V 死去した ので、 去來は 伊賀の-や 巴蕉の 兄に 懇願 讓 受けた が、 去来の 殁 後、 1:;^ 崎 人で、 京に 出 
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o"?o-o:oooo.-o.p,o.  o-qoo  ooooooooooooooooooooo つ ooooooo コ つ 

て醫を 業と した 久米升 歌に 傳 はり、 同人 は 娘 を 若 狹小濱 の 吹 田 几 遊に 嫁せ しめる 際、 引出物，？ i い f^jl きお^ 

9.0>  009090〇qooooooo  000000000  000000000000000  3  D  3  D 

去来の 短冊 を 添へ て 持たせて やった が、 几 遊 は 夭折した ので、 珍本の 蝕まれる の は 本意ず^ I ひ、 「，： ||a き 

0;  00  0  0  0  000^0  o.p〇oo〇〇o〇oooo〇〇oooroo〇oooooo  0  0  3  D  D  3  T_ 

記」 と 去来の 短冊 を 添へ、 重緣の 間柄で ある 敦賀 の，： n 崎 琴 路へ讓 つたの が 寶暦九 年の 秋で、 ひ^べが I- お^ 

でない。 今回 發 見した 西 村繁氏 (福 井 縣敦賀 郡 愛發村 新道の 舊家) 方の 曾祖父 は 鷄群舍 野 i と號 して 知られ 

た 俳人だった から、 おそらく 琴路 から 讓 受けた もの だら う。 云々 

と ある。 以上 傳來の 素 龍 本 は 素龍淸 書の 原本の 事で、 井筒屋 刊行の 素 龍 本の 原本の やうで ある o( 慶應義塾 圖書館 

國分剛 二 氏の 「珍書 搏會」 の 文に 據 る。) 

去来に 傳 はった 素 龍 本の 外に、 杉 風に 傳 はった 一 本 もあった。 之 も勝峯 氏の 「解 說」 によると、 杉 風から 厚爲 

に 宛てた 手紙に、 「奥の 細道 去来より 參候 由、 御 見せ 忝奉存 候。 私儀 素 龍 書 申 候 を ♦ 欺：^. き^ 則 返信」 と あるから、 

杉 風 も 素 龍 本 を 持って 居た と 見える が、 之 は 素 龍の 露蹟 本で あるか、 或は 井筒屋 刊行の 素 龍 本で あるか 詳か でな 

い。 若し 素 龍の 眞蹟 であった としたら、 こ、 にも 亦 別途の 傳來の 系統が 起る わけで あるが、 それ は 更に 不明で あ 

る。  . 

ハ 、 去 來書寫 本 

本書 は 素 龍の 跋 (元祿 七 年初 夏)， 去來傳 書の 践 (元祿 八 乙 亥年 九月 十二 日、 於 嵯峨落 柿舍書 寫焉、 門人 去 來拜) 

及び 蝶夢發 見の 次第、 卽ち 


井筒屋が 家に 傅り し 奥の 細 近 板 行の 末に， 素 龍が 践 ありて、 今^ 之と あり。 としごろ 其 文 軍の ゆかし かりけ 

oo〇o  oo〇oo〇ooo〇〇o  oor>〇〇〇o  00  3  00000  0  00  oo〇〇or-o 

るに、 去年の 冬、 ^贺の 上野に 掛 錫の 折 ふし、 古き 反古の 中に、 この 細道の 原本 を 得たり。 見る に 素 龍の 践、 

去 來傳來 の 因緣を 書た る ものな り。 見る にむ かし 忍ばし く、 あらたに おして、 此 書の 奥に く はふ。 

明 和 七 寅ハ牛 十月 翁 忌の 日、 湖南 義仲 寺の 廟 前にて、 蝶 夢 書 之 

とい ふ跋が 添へ て ある。  . ， 

去 來傳醫 の践 によると、 奥の 細道 は 古 師笆蕉 翁の 紀行であって、 素 龍が 淸 書して ゐる。 書の 長 サ五寸 五分. 幅 

§： 寸七分 • 紙の 重さ 五十 三、 初 終に 由 紙が あり、 行成 表紙、 紫の 絲を 以て^ ぢ、 外題 は 金の S 聘砂を 散らした 白紙 

に、 自ら 奥の 細道と 書き、 ハ牛月 頭 陀の內 にかくして、 行く さき-^ に携 へた ものである。 元 fi 七ハ 牛-: ハ月、 -t 巴蕉が 

去來の 庵に 来た 時、 その書^：！を深く乞ぅた所、 t い 巴蕉は 同年 十月 大 坂の 客 舍に 病み、 重き 枕 も 上げ 兼ねた ので、 

去 來を枕 近く 呼び、 汝 日頃 この 集の 求め 深き によって、 今 之 を 足下に ゅづ らうが、 もし 不思議に も 生き 長ら へる 

やうであった なら、 寫 しと^め て 本の 書 を 返せ、 書 は 兄の 慰めに、 故 鄕へ殘 して 澄いた から， 送って 貰へ と 言 はれ 

たので、 悲しく 思って ゐる 中に、 翁 は 遷化した。 そこで 兄の 許へ 文通して、 原本 を 送って くれる やうに 顿ん だ。 

す る と^ 蕉 の 兄の 言 ふやう、 今 はかう いふ もの を老の 形見と も なぐさんで をる か ら、 手放す の は 情け なく  E わ ふが、 

^言なら ば 送って やる。 併し 奥 羽 旅寢の 夢の 跡 もな つかしく、 且つ は 門人の 手跡 も 珍ら しく 25- たいから、 害 ！：：！ し 

て 送って くれと あるので、 再び 能 寄 を 選ぶ. S もな く、  ^：！分が書寫した。 その 製 をた がへ ない つもり だけれ ど、 パ， 1： 
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誤字 や 落 字の 多 からん こと を 恐れて 居る とい ふので ある。 卽 ちその 去来が 伊賀へ 書寫 して 送った 一 本が 本書で、 

その 刊行 は 明 和 六 年の 蝶 夢の 發見 によって、 同 七 年に 成った 事で あらう。 再版 は寬政 元年で、 井筒屋と 橘 屋の合 刻 

である。 因に、 梨 一 の 「菅 菰杪」 に、 「奥の 細道の 本書 は， 本文 素 龍の 筆、 外題 は 翁の 筆跡に て、 素 龍 去来の 践 あり。 此 

本書 は 今 越 前 敦賀の 津の俳 士琴路 所有す とい ふ」 と あるが、 此琴路 は 晋路の 誤で、 素 龍 書寫の 原本で はなから うか。 

勝 峯晋風 氏 は 昭和 八 年 六月 「去來 本お くの ほそ 道」 を 岩波 書店から 出版した。 本書 は 蝶 夢 本と 異り、 「奥の 細道」 

の 最も 信憑すべき 善 本 だと 云 はれて ゐる。 其 解說に 云、 

明 和 六 年に 蝶 夢が 4^ 賀 上野で 發 見した 去来 本 「おくの ほそ 道」 に 就いて、 5： 賀 上野の 村 治 圓次郞 氏と 語った 

際、 氏から たたう 包みの 上に 「おくの ほそ 道」 と 書いて、 行成 表紙の 題 筌には 金の 眞砂 散らしの 僅に 光り、 

「おくの ほ」 とだけ は 明瞭で、 「そ 道」 と あるべき 部分 は 手擦れで 剝 落した 一 本 を 見せられた。 …… これ こそ 

蝶 夢の 發 見した 去来 本で ある こと & 思って、 本文 を 比較 研究した 結果、 蝶 夢の 發兑 したの は 村 治 氏 所持の も 

. のと は 別の 副寫 本で ある ことが 判然した。 從 つて 眞 の去來 本と しての 價値 はこの 書に 存 する こと を 確信す る 

に 至った ので ある。 卽ち 本文の 紙數 は野坡 所持の 笆蕉 自筆 本が 「墨附 三十 二葉」 と あるに 對し、 これ は 去来 

の 奥 書の 如く 五十 三 丁あって、 初 終に 各  一丁の 白紙が あり、 竪五寸 五分、 横 四寸七 分、 曲尺で 測って まさに 

その 通りで ある。 表紙の 模様 は 井筒屋 刊 本が 藍色の 格子 形で あるのに、 これ は 萌黄色の 山形 重ねで、 雲母の 

范を おいた やうな 光澤 をお びて ゐる。 綴ぢ 糸は奧 書に 紫と あるが、 これ は鶯 茶色の 絹糸 二 本で か^って ある 


のが 遠 ふだけ である。 

と U 一：： つて、 素 龍 本と 去 來本、 蝶 夢 本と 去来 本との^ 句の 異同 を檢 討して ゐる。 

私 は も 信憑すべき 奥の 細道の 原本 は、 やはり 素 龍の 淸 書した ものが 本で、 勝？ 氏の 復 製した 去來本 は， 去來 

の 笨，： した 蝶 夢 本と 同種類の -1 本と 見るべき ではなから うかと 思 ふ。 た^ 本書 は 蝶 夢の 覆刻した 去 來筆寫 本より 

も蒂 いとい ふだけ であらう。 若し 奥の 細道の 定本 をい ふべ くんば、 それ は 素 龍 本で あると 考 へたい。 去 來の說 に. 

「ハー パづ たの 內に かくして、 行 先く に隨 身し 給 ふ。」 と あるから、 素 龍の 淸 書した 奥 細道 を、 門人に も兑 せす、 

ひとり 如 陀の內 に 押 かくして、 行く先き くに 携へ たもので、 その 點 から 云っても、 古い 信 川の 出來る 本で も 

あるし、 乂 出版 年代 も元祿 であり •  t 巴 蕉の直 弟の 多く 生存して ゐた 時代で あるから、 信遍 すべき 可能性 は、 去來. 

本よりも 多い と 兌なければ なるまい。 野坡 に附與 した ぼ 〈蹬 本の 傳來 が、 比較的 詳か でない 今日に 於て は， 素 龍 本 

を先づ 確かな 原本と して 推す より 外 は あるまい と 思 ふ。 なほ 余 は 先年 門 生 小 池 初 枝 氏の 知人の 所藏 にか-る 去來 

木の 別 本 を兑た 事が あった。 之 は 素 龍の 践、 去來傳 書の 奥 書 ある 一 本で、 小池氏の調^#^にょると*  は 勝峯氏 

の去來 本と も、 蝶夢刊 一, かの 去 來書寫 本と も 多少 相違す る 所が あると いふから、 これ 又去來 本の 別 本と 兌るべき も 

ので ある。 

-  、 其 角 筆寫本  . 

前 二者 は 俗に 树 形木と 云って、 や、 角な 形の 本で あるが * 之 は 大本で ある。 治 卜 八 年 二月 其 角 <〔. ^^版で、 

第二 節 奧羽 行脚  四 四 五 
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奥に 元 祿十年 冬 其 角 寫於大 坂 旅 店 灯下 校合 畢と ある。 伊藤松宇 氏の 說 によると、 其 角 自筆の 年譜 中、 元祿十 年の 

條 下に、 上京と も上阪 とも 記載な く、 且つ又 筆跡 永 機の 手に 違 はぬ から、 僞書 であらう とい ふが、 勝 峯氏は 「去 

來本 おくの ほそ 道 解說」 に、 「其 角寫 本の 「おくの ほそ 道」 は、 明治 十八 年 永 機が 落丁 一  枚 ある もの を 補 筆して、 

其 角の 書 その 儘を摹 刻した。 云々」 と言うて ゐる。 永 ST, の 「俳諧み X な 草」 乾、 元祿十 年の 條 下に、 「秋の 央上 

京、 此冬 浪花の 旅舍 において、 翁のお くの ほそ 道 を書寫 あり。 今 草庵に 傳ふ。 云々」 と あるから、 必す しも 永 機 

の 偽筆と も考 へられまい。 或は 勝峯 氏の 說に從 ふべき か。 

勝 峰 氏の 解說 によると、 伊勢の 神宮の 徵古 館に、 中 川 乙 由の 寫 本が 藏 されて 居る と。 叉 燕 村 筆の 「奥の 細道 圖」 

もあって、 現に 長 尾欽也 氏の 珍藏 にか k る。 

奥の 細道の 異本 は、 半 化 坊闌更 の 「おくの 細道」 其の 他 二三 種 ある やうで ある。 半 化 坊のは 天 保 十 M 年刊で、 

卷 頭に 「蛤の ふたみに わかれ 行 秋ぞ」 の 句 を か、 げ、 本文 は その 次に 記されて ゐる。 又 一 本 あり、 半紙 本 十 行の 

|；!3| 本で (^藤氏の 記錄 による。 「に ひ はり」、 大正 十四 年 六月 號)、 內 容も践 も、 蝶 夢の 奥 書 も 同じで あるが、 卷頭 

に 蛤の ふたみの 句 を 出し、 次に 本文と なって ：！^ る さう である。 

刖本 奥の 細道に は、 三津 人の 「s おくの 細道」 (文化 十二 年刊) と、 交 山 • 香 雪の 畫 いた 「おくの 細道」 (文政 

五た キ刊) などが ある。 前者 は 頗る 體 裁の 凝った もので、 先づ 表紙 は 山 口 素 絢の 書いた 笈招 模様、 上 卷の序 は西圜 


寺寬, ^卿、 下卷の 序は澤 三位 淸原久 景- 卿、 それに 榑堂 • 成美 • 雄 淵. 午 心 • 定雅 • ：：：： お. 奇 淵. ， ^朗等 すべ て當 

時の 名流 百 家の 俳士を 選び、 ，1 道の 文 一 節 を 書かせ、 所々 徹山. 孔寅 • 奥 兆 • 松 年 等の、 これ 又 知名の 家の 總 

を 禅 入した ものである。 本文 は 別に 變 つた 所 も 見ない が、 百 (や： 父 筆と いふ 點が、 當 時の 俳人の^ 蹬を 知る 上に 此 

ト： もない 參考 となる。 後 は 交 山 • 香 雪と いふ 深 川の 畫 家が、 ^蒸 庵 出立から 大 垣へ 入る 迄、 それん \ 本文に 適 

した 綺を 入れた もので、 交 山 粗畫、 香 雪 密畫の 取合せ 面白く 作った ものである。 乙 二の 序が ある。 

奥の 細道 は つ 一 葉 集， K 袖 珍抄」 • 「- ー巴蕉 一 代 集」 • 石兮の 「蕉門 七 書」 等に 收 めら れてゐ る。 又 行！： 中の 發句 i 右く 

は 述句を めた ものに、 「雪 丸げ」 •「 菅菰抄 附錄」 • 「奥の 細道 拾遺」 • 「細道 繁橋」 • 「俳諧 奥の 枝 折」 等 も ある。 

四、 奥の 細道の 註釋書 

奥の.！ 近の 註釋 書に は、 梨 一 の 「奥 細道 菅菰 抄」 (半紙 本 二 冊。 安永 七 年刊。 明治 三十 四 年刊 「俳諧紀行全^^-」 

屮 所收。 飽 亭飯人 補)、 同氏の 「奥 細道 菅菰杪 附錄」 (寫 本。 半紙 本。 一 冊： 宿の 「避 頭 奥 之 細道」 (大本。 一 一^。 

安政^ 年刊 )• 謹 物 向， の 「奥 廻 細 美 知考」 S? 本。 一 冊。 外題 「おくの ほそ 道 引證」 )、 錦 江の 「奧 細道 通解.」 

序に、 安政 五 冬 十 一 月上潸 書と ある。 大本。 ニ册。 但し 自筆 本と 門人 書寫 本と ある)、 木 村 架空 氏の 「新釋 奥の 

.1 近」 (明治 二十 九 年刊)、 三 宅邦吉 氏の 「新釋 奥 細道」 (明治 叫 十四 年刊 y 黑澤敎 j 氏の 「奥 細 透 詳解」 (大正 九 

^刊、 非資 品)、 小 林 一 郞 氏の 「奥 細道 評釋」 (大正 十 年刊)、 荻 原 井.： n 水 水 氏の 「奥の 細道^ 註」 (大正 十四 年 九 H 

n 十-約 田 文舉に |g す)、 大蔽 氏の 新 研究 等が ある。  • 

第二 節 奥 羽 行脚.  四 四 七 
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以上の 中 菅菰杪 が 最も 有名で、 之 は 梨 一 が 六十 歳 近くに なり、 {G! を辭 し， 故 鄕丸岡 (越 前) に隱 退して 書いた 

もので、 はじめ 上卷 は、 越 中 富 山の 直 生と いふ 俳人に 原稿 を 奪 はれ、 後記 憶 を fl つて 更に 筆 を 起した ものである。 

その 卷初 にか、 げられ た笆蕉 翁傳の 如き は、 桐 雨の 筆記 .旣 白 房の 覺 書に 基いた もので、 有名な ー參 考と兑 做さ 

れてゐ るが、 細道の 解 は 多く は 故事 出典の 引 ffl に と^まり、 馓ら ぬ點が ある。 同書の 附錄は 菅菰抄 の 奥附ゃ 再版 

本の 奥の 細道の 末に 追 而か來 と あるが、 刊行され なかった ものら しい。 私の 見た もの は 縱七寸 五分、 橫五寸 五分、 

姊 色の 表紙で、 文政 十二 年 四月 十三 日少波 t おとあった。 始めに 序が あり、 本文 は 細道 行 li 中發句 (連句) 拾遺 • 

祖翁 行脚 投 • 壺碑圖 • 木 曾義仲 願書 • 木 曾義仲 副書 加州 小 松 八幡 官寶 物緣起 • 奇談 雜話 (六 則). 文章論で ある。 

併し 直接 細道に 關係 ある もの は、 細道 行！！ 中の 俳諧. 壶 碑圖. 奇談 雜話 位の ものである。 「鼇頭 奥 之 細道」 は 本文 

に 頭註 を 加へ ただけ で 一部の 參考 にすぎない。 ただ 蕪 村の 畫圖を 摸 刻して、 十數葉 入れた 所が、 飄逸 閑雅の 趣 を 

添/る 事と * 梅窒 自筆の 序 を その ま.^ 版に 起した 所と が 一寸 面白い。 「おくの 細道 引證」 は 護 物の 自筆と いふ 點が 

珍ら しいに 過ぎない。 解 も、 舟 を 借りて 松 島に 渡る 云々 とい ふ 所まで しかない。 井筒屋の 跋が 序にな つて 入って 

ゐる。 錦ェの 「通解」 は、 門人 書 寫本は 全部 揃って ゐる けれど、 錦 江 自筆の 稿本 は ra 卷ニ 冊の 大本、 黄表紙 もの 

で、 最後の 一 卷を缺 き， 太 田 祌社參 詣の條 迄し か 註がない。 併し 本書 は 從來の 註 書中 解釋が 最も 親切 丁寧で、 彼 

の 梨 一 の 解な どより 一 層 信じられる。 ただ 杪中 引用の 漢文の 送 假名 • 返點が 粗漏で あり、 且つ 假名 遣の 用意 も 十 

分で ない。 それに 本文が 普通の 原本に 比して 夥しい 語句の 相違 を 見る ので ある。 治に なって は 木 村 氏の も 三 宅 


氏の も i ゼ疯抄 を 出です、 获原 氏の が斷片 的で は あるが、 多少 新しい 材料と、 實地踏 木：^. によって 獨 c のお 解 を 施し 

て ゐる點 がよ い 位の ものである。 近 叫 高 敎授大 藪 氏の 「奥の 細道 新 研究」 とい ふ 詳しい *a* が 出版され て、 初 

に 非 <:^な 便利 を與 へて ゐる。 

五、 後の 奥の 細道 

詩人 は 漂泊 性 を 持って ゐる。 ^行の 如き， 宗祖の 如き， 生涯 を 旅 上で 送った と 云っても よい 位で ある。 それ は 

是 等の 人の 境遇が 孤獨 であり、 自由であった 關係も あらう が、 一方に 感情の 劇しい 動搖 性が、 轉々 として 新しい 

刺戰を 求めねば 止まぬ やうに なった からで も あらう。 ， い 巴 蔡も西 行：： 示 祗の亞 流であった。 「束 海道の 一 すぢも 知ら 

ぬ 人、 風雅に 覺束 なし。」 (「韻 塞」) と： 一一 一：： つた-ほ 蕉の賈 葉 は， 體驗が 詩作の 源泉で ある こと を吿 げた もの i、 赏は 

自己の 漂： 们性 を， 昂然と 物語った もので、 -ぃ巴 蒸の 詩人 的 地位が 高まり、 その 生命の 流 を 汲む ものが 續出 する やう 

になる と， 詩作の モット ー の やうに 看做されて、 限りなき 憧憬. 追從の 具體 化が 演ぜられる。 

# 、の 細 逍は 時代の 一 般 から 見たら 一 行 1： の廻國 に過ぎないが、 起ちて 手を叩き、 伏して むら 肝 を 刻む やうな 名 

文 を もたらした 所、 詩人^ 蕉の權 威であった。 而も その 旅行 を 装み、 その 紀行に 感歎した 1： 人 は、 其 角 • 去来. 

許 六 • 杉 風 を 始め 隨 分 多かった こと だら うと 思 ふ。  * 

tyii^i の. ih; 前 細 近の 追從 第一歩 を 踏んだ 者に 路 通と 支考 とがあった。 路通 は元祿 三年 十 一 月 十七 日の 夜觀音 大士 

の -1 夢に 感じ、 俳^の 勸 進を發 起し、 翌ハキ 六月の 初め 月 山に 登り、 會覺 • 呂丸 • 不玉 • 黨行共 他の 人々 の 句 合 十 

第二 節奧； ^行脚  s: 四 九 
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八番の 判詞を 書いて ゐる。 之 は卽ち 「月の やま 發句 合」 と 云って、 「勸 進碟」 (元祿 四 年刊) の 中に 牧 めら れてゐ 

る 0 

支考の 細道 行 は 元. 祿五年 五月で ある。 許 六の 「歷代 滑稽 傳」 に、 「支 考は松 島 • 象 潟の 旅に 赴き、 葛の 松原 を 撰 

す。」 と ある は卽 ちそれ で、 酒 田の 不 玉が 編んだ ことにな つて 居る。 笆蕉も その 東行 を 餞別し、 

此こ、 ろ 推せよ 花に 五 器 一具 

と 戒め、 支考 その 意を體 し、 

も X すぢり ゆがみて ふさむ 花の 陰 

其の 他、 

白 河の 關に見 かへ れいかの ぼり  其 角 

片方 はわが 眼な り 春霞  桃 隣 

年 經ても 味 を わするな 岩 城 海苔  露 沾 

などの 送別 句が ある。 「芭蕉 談」 に、 其 角が 支 考に與 へた 旅の 紹介 狀が ある。 面白い もので は あるが、 眞 偽の ほど 

は 分らない。 卽ち 

今度 支考と 申， ぃ巴蕉 門の 新參 者、 奥 羽 行の 志に て、 師 より 五 器 一 具の 餞別 を 申請、 伊達の 大木 戶を罷 通 候。 些 

坊 化に， ri 點候條 • 風雅 口に 寒 候 程、 御 振舞 可 被 成 候。 以上 


三月 十一 日  其 

所々 俳お 御關所 

.E 川の 花兑 にかへ れいかの ぼり 

芭 燕の 親族なる 天 野 桃 隣 は， 元 綠九年 三月 十七 日、 紬 道行！： に 赴いて ゐる。 「陸 奥 ー§」 卷五 云、 

旣 今年 三 囘忌、 亡師の 好む 所に まかせ、 元 祿 九 子 三月 十七 日 武江を 霞に 立て、 關の白 河 は 文：：：；： 上旬に 越ぬ。 

凡 七 百 里の 行 卿、 是を手 向 草、 所々 の 呤 行、 懷舊の 百 韻、 此等は 師恩 を 忘れす、 風雅 を 慕の みなり。 云々 

何國 まで 花に 呼 出す 晝狐 

と ある。 嵐 雪 は 其 餞^に、 

虚 { 仝 を 引と めばや 几 巾の ぼり  嵐 雪 

とする。 「俳諧 問答」 の 同門 評判に、 許 六 云、  ， 

この 人 (桃 隣) に 色 < を かしき はなし 多し。 みちの くに 旅せん と 言 ひし は舂 のころ なり。 その 春に 晋 子が 句 

に、 

艘 頭で 人 を 尋 よ 山 ざ くら 

とい ふ 句せ しに、 この 坊ン みちの くの 餞別と 心得て、 松 島の かたへ 趣向け たる も を かし。 戻りての ちの 今日 

は、 錢 別にて なきと 知た る や、 彼に 聞た し。 

|^^ニぉ 處 羽 li?  P  四 五 1 


第 六 章 東西 行脚 時代  K 五 二 

許 六の 例の 惡 n であらう が、 其 角の 句 を 松 島 餞別と 感遠 ひする の も を かしな 話で ある。 

苴頃 ± 大方 芭蕉の 經路を 取った けれど、 別の 道 を 取った 所 も ある。 その 大略 を 記す と、 江戸から 行 德迄川 船。 

木 嵐へ 着。 鹿 島祌社 參詣。 日光から 那 须の黑 羽に 出る。 與市宗 高の 氏神 八幡宮. 犬追物の 跡. 殺生 石 を兑、 白 河 

に 出で、 石 川の 郡へ 入り、 小名 濱を すぎ. 日和 田へ 出、 二 本 松 二 i 島. 桑折を 過ぎ、 白 石に 至り、 岩 沼. 增 田. 仙 

臺は大 町 南 村 千 調に 宿る。 南 村に 二十日 滞留。 病む。 それより 松 島 見物。 金 花 山に 登り、 石の 卷へ戾 り. 平 泉に 

入、 附近の 名所 舊跡を さぐり、 古川に 来り、 岩 手に か i る。 尾花 澤. 大石田 • 酒 田への 乘合を 待って 下る。 象 潟 

見物。 羽黑山 參詣。 圖 司に ク； f を 悼 ひ、 湯殿 山登り。 山形より 湯の 原へ 出る。 須ケ 川に 二 宿。 喜 連 川 庚申 塚に 泊り 

合せ 宇津宮へ かへ り、 小山に 宿。 それより 淺 草に 入。 草庵 は 破れ、 蜘蛛の 巢 だらけと なる。 その 紀行 を 「陸 奥衞」 

と 云って、 元 祿十年 出版され てゐ る。 

水 間 沾德も 松 島へ 遊ぶ。 「文 蓬萊」 (元祿 四 • 五 年頃 刊) の 序に 云、 

錄重 くして 松 島 を 見す。 笠 破れても 松し ま をみ す。 その ほどよき 幸 をえ て 岩 城に 到りぬ。 叉 も 來て兑 よのお 

ほせ ありて、 なほ ゆく ま-に， 名と り 川 を 越す。 あるじ 千 調 こらへ す發 句して、 , ほ？ きぎ^， 予に 見す る 

より、 はや 奢る ほどに 5 めぐりて、 一部と なし、 花 洛に來 りて まま はなり ける 物 也。 沾 

德撰。 

と ある。 


元 文 元年 六月 二 卜 日、 立 國は奧 羽 探勝の 旅に 赴いて ゐる。 立！： は 二度 出かけて ゐる。 始めは 享保 十八 年 癸丑の 

秋 八月 十六 日. 江戶を 立ち、 下野 常^の 雅人 を たづね 歩いて ゐる內 に 冬と なった ので、 奥 羽 旅行に 闲難を 感じ、 .： 十 

都 {：3 あたり を 廻って 歸 庵した。 その後 叫 ハ巾を 過ぎ、 ぃょく元文元ハキ^^ニ次の旅行を企てた" 先づ幸 手の 宿に^ 

蒸 淸水を 汲み、 宇津 丄！ 《 明 神へ 詣で、 阿久津に 入り * 附近の 門人と 連句し、 氏 家に 至る。 こ. - でも 葡 知と 應酬。 

文月 九 nl: 久 を 旅立ち、 太 田 原に 泊る。 遊行 柳 を たづね、 二十 八日 を經 て， il 河の 關を 越える。 此 地に は 知人が 

多い。 那： S 黑木村 is- 福院は 母の 慕 地な ので、 十二 日詣 る。 須ケ 川に 晋流を 尋ねる。 床に- t 巴 焦の を兑る (菊、 

兑 所の あれ や 野 分の 後の 朝)。 岩？ i の 森. 淺香沼 (今 は 田な り) を 見、 本せ：： に 泊る。 安達 ケ原 • 黑；^ を たづね、 二 

本 松に： 们る。 夜中 雨： S り、 ^蚊の ため 寢れ す。 とく 出立。 ； iii? へ 泊る。 文字 招 石 を たづね、 信 失 山へ 上り、 飯 坂 

の 溫.： ： 水に 入る。 藤庄 司が 舊 館.^ 野. 醫王寺 を たづね、 桑 折に 出る。 5： 達 大木 戶 佐 藤 兄、 めの 堂 を 兑、 船 迫より 

千茛 松へ 上る。 それより たけく まの 松 • 笠 島 道祖神 • 中將實 方の 51 など を兑、 名 取 川 を 渡り， 仙 茶！： 分 町 箱屋 長 

十郞 方に 入る。 ^分 町 を 出、 町より 八幡 をす ぎ、 沖の 石 • 末の 松 山. 壺の碑 を 兑* 驟^へ 着く。 明 くれば i お ^ 

祌社 參拜。 千賀の 浦から 小舟に 乗って 松 島へ 渡る。 松 島の 礎 八屋勘 兵衞に 宿る。 案內を 速れ、 瑞岸 寺に 詣リ、 雄 

へ 行き， 雲居 禪師： 13 禪堂 • 寧 一 山の 碑 その他の 名所 を 兑る。 二三 口 を經 て仙毫 へ かへ る。 緒 絶の 橋 

十府の Si 菰.^ 城 野 • 躑燭が 岡な ど を たづね ノ 八月 四日 金 華 山へ 行く。 再び 松 島へ か X り、 小 野の 宿畏 右銜 門と 

いふ もの、 許に {侦 り、 ^婦の 歌に 感じ 句 を 作る。 途中 大雨に 逢 ひ、 辛うじて 至る。 石の 卷に 泊る。 富 山の 大仰. ii 寸 
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に 上る。 叉 仙臺へ かへ る。 此 地の 多くの 俳人より 餞^ 呤を 受け、 九月 上 切 仙蠆を 立ち 歸途に 付く。 十月 下旬 日光 

の 御宮 を拜 む。 百餘日 をす ぎて、 緒 川の. 邊り立 調が 家に かへ る。 下野より 三日 をす ぎ 江戸に 入る。 此 紀行 を 「月 

見ケ 崎」 と 云って * 各地に 於け る 門人 舊 知の 句が 多く 出て ゐる。 殊に 壺 碑の 文が 石摺 になって 入り、 碑 面 考證ゃ 

龍 水の 石す り 臨書の いはれ などが あって 便利で ある。 文章 は 見るべき 程の もので もない。 

北 華 も 元 文 三年 三月 一 一十一 一日、 江戸 を 立ち * 松 島の 旅に 赴いて ゐる。 その 道順 は 大方 笆蕉の 足跡 を 追うて ゐる。 

併し 象 潟へ は 廻らないで 歸庵 する。 その 旅行記 を 「繽 奥の 細道」 (一名、 「蝶の 遊」、 延享ニ 年刊 か) と 云 ひ、 所々 

挿 維が あり、 干滿珠 寺の 傍の 草庵に 某 僧 を 訪れ、 夢中、 僧卽ち 芭蕉と 俳を談 するとい ふこと から、 象 潟 行 を 中止 

する ことにな つて ゐる。 面白い 戯作 風の 筆致で ある。 象 潟 夢中 問答に よると， 北 華 は 江戸の 人。 小 笠 原 侯の 臣。 

後米澤 侯、 秋 元 侯に 仕。 多病に て 武門 を辭 し， 俳 を 去来の 門人 雪 竿に 舉ぶ。 七 富 道 人 • 十 無 居士  • 自墮落 齋の號 

が ある。 別に 「風俗 文選 拾 遣」 の 著が ある。 

方 鏡 樓千梅 も 亦 松 島へ 行って ゐる。 卽ち元 文 三年 四月 十一 一日 先づ 日光の 神事 を拜 み、 次いで 白 川の 關も 越えよ 

うと、 宗祗の 名所 集 * 芭蕉の 細道な ど を 袋に 入れて、 深 川の 市中 を 出立し、 人々 に 送られて 川口に 至り、 それよ 

り 同行 翠松、 從 者と 三人で * いよく 奥州の 旅へ 向った。 十四日 小山の 宿に 入る。 室の 八 島を拜 む。 十五 日 宇都 

宮明 神に 參る。 十六 日日 光山 參詣。 十八 日 今 市から 大田 原へ 行く。 十九 日 那須の HI 本 を 越える。 次で 白 川に 至り、 

須賀 川に 等^が 孫 相 良 藤 兵衛を たづね、 あさかの 沼 を 見、 二 本 松に 泊り，、 黑凝ー 兑、 文字 招 を 探り、 尙途々 -t 巴蕉 


が. i 近に ある 名所 舊跡を たづね、 白 石 を 過ぎ 仙臺へ 入る。 內に、 「其 夜 しれる 俳人に あ ふ。 ちかき 年 陸 奥に 下り、 

松 島までの 紀を 梓に して、 月見が 崎と いふよ し。 此度叉 出 羽 道 を經て • 象 潟に 赴き， 此 ころ 爱に 来れり とぞ。 云 

A 」 と あるから、 立！： と 途中で 逢った ものと 見える。 二十 五日、 雨中 isa へ 出かける。 玉 田橫野 • 十 符の菅 *壺 

の 碑。 末の 松 山 • 沖の 石 • 野 田の 玉 川 等， 例の 細道の 名所 舊跡を 探り 乍ら 行く。 午の 半から 快晴に なった ので、 

江上に さして 松 島へ 渡る。 雄 島の 磯へ 着く。 瑞岸寺 參詣。 明朝 平 泉へ 向 ふ。 例の 高 館 • 光堂 • 經 堂 • 達 谷の 

あね はの 松な ど を 見て 引かへ し仙臺 にかへ る。 象 潟 行 はやめる。 五月 朔日 仙臺を 出立。 歸途 につく。 ，： 千 都せ" 

七日 路に 下り、 八日 宮を 立ち、 道 を かへ て 石 井と いふ 所から きぬ 川筋 を 下り、 お ざ かた 着。 それより 船 を 捨て、 

下 妻 二 示 道 • 境 • 關宿 .舶 壁 を經て 十日 江戸に かへ る。 此 旅行記 を 「若葉の 奥」 (松 島 紀行) とい ふ。 元 文 四 年 六 

月の出 版で ある。 

露 川の 門人 馬 州 も 奥 羽 旅行 を 志した。 馬 州 は 桶狹？ ^を 越え、 今川義 元の 塚 を 弔 ひ、 それより 東海道 を 下り、 身 

延 山に 詣で， 俘 豆 を 廻り、 江 之 島 • 鎌 倉から 江戸へ 出。 松 島 • 象 潟、 型の 如く、 鹿 島 ニ巩 波を經 て， 鬼 海道 を：！ 

庵した。 「奥 羽 笠」 (元 文 五 年 序) とい ふ 紀行文 集が ある。 

蕪 村 も 松 島へ 行った。 「新 花 摘」 に、 「松 島の 浦づた ひして、 好 風に おもて を はら ひ、 外の 濱の 旅寐 に、 合 浦の 玉 

のか へ る さ を 忘れ 云々」 と ある- 蕪 村の 松 島 行 は寬保 三年の 春から 夏へ かけての 事ら しい。 「新 花 摘」 によると、 

松お の 天麟院 の和尙 から、 名 取 川の 埋 木で 现の箱 を 作り、 それに 宮城 野の 狭の 軸 を 付けた 筆 を 添へ て、 ニ條 家へ 
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奉った その 板の 餘りを 貰った が、 重くて 困る ので、 途中 白 石の 宿屋の 椽の 下へ 放り込んで 了 ひ、 やがて 結 城の 雁 

宕が 家へ 歸 着し、 潭 北に その 話 をす ると、 潭 北大に 驚き， 早速 人 を やって 須賀 川の 晋 流の 添書 を 貰 ひ、 蕪 村の 捨 

てた 宿屋 を 尋ね、 やう やく 見付けて 來た。 後雁宕 之を傳 へ、 魚 鶴と いふ 硯の 蓋に 用 ひたとい ふ 事で ある。 如何に 

も 恬淡な 蕪 村の 性格が 表れて 面白い 逸話で ある。 一 體蕪村 は 「咸陽 宫の釘 かくし」 と 云って、 物 を 骨董 的に 珍重 

する 事 を 嫌った。 埋木も 釘 かくしと 思った ので あらう。 その 時 蕪 村 は 白 石の 城主 片倉 鬼子 (亭月 庵) の 邸へ 立 寄 

つたら しい。 鬼子 は 蕪 村 や 几董と 親交の ある 人であった。 

雪中 庵藝 太の 細道 行！： は 有名な 話で ある。 吏 登の 一 周忌 追悼 文、 「松の 嵐」 (寶暦 六 年) に、 「なほ 思 ひ あまりて、 

奥の 細道の 跡た どら まほし く、 暇 申入る。 師と^め て、 其 國ゃ雪 深う して、 秋より 末の 初 旅、 心い と 便な からん。 

…… 曾て 藝太松 島に 赴け る は 卯月 中の 三日 也。 小名 木 川 を 北へ わたりて、 先龜戶 の瑞籬 をぬ かづき， 長途の 末 を 

いのり 奉る。 師も此 所まで 見送 給て、 綰 柳の 呤 あり。 云々」 と ある。 藝 太の 松 島 行！： は寬保 三年 (「奥 細道 拾遺」 

の 莎靑が 序に * 折 かち 行 1: しける 藝 太、 松 島 象 潟 を經て • このほど 信 濃に あり。 云々。 寬保癸 亥 初冬と ある 所 か 

ら 推定。) であらう。 句集に 

松 島 行脚の 頃 千 住 爺が 茶釜まで 人々 に 送られて 

日 やけ 見に 歸 らん 釜の 鏡 山 

と ある は その 時の 呤か。 彼 は 仙 臺に嘉 定庵を 結び (後 再興す る)， 高舘 懐古の 文 を 草して 居る。 尙 奥の 細道に 拽れ 


た 巴^の 吟詠 を 第め て、 江戸の 莎靑に 送り、 「奥 細道 拾 遣」 と 名け て、 延享 元年 出版して ゐる。 之 は 恐らく 寛 保 三 

年 tEJ 蕉 五卜囘 忌の 記念出版 であらう。 內に窒 の 八 島に ての 芭蕉の 句、 奥州 岩^ 郡 樂伢左 銜門亭 に 於け る 欲 仙- 

出 羽新庄 風流 亭に 於け る 歌仙、 一榮 亭に 於け る 歌仙、 左 栗亭に 於け る 歌仙 等を收 めて は 居る が、 大方 周德の 「雪 

丸げ」 に 出て ゐる ものば かりで ある。 

富 鈴 房 宋屋も 松 島. 象 潟の！ 物に 赴いた。 宋屋 は延享 一 一年 九月 十六 日、 六十 一 一歳 餘の 老齢 を 以て、 京の 草 し を 出 

立した。 出立の 句、  ， 

よ る と な く 月に 喰 入れ 杖の 土 

を 始めと して、 羅人 • 竿 秋 其 他 六十 人餘の 餞別 呤を 受け、 先づ 御所 拜見を 振出しに、 、江戸へ 來 たの は 十 n 七 n で 

あらう か。 次の 句が ある。 

しづけ しゃ 小春 七日の 江戶樓 

九日、 江戶を 出て 千 住に 向。 草 加. 越ケ谷 .粕 壁 • 宇都 宮. 白 川 入 は 十六 日。 十七 日^ か 川の 晋流を 訪れた が、 

戸へ 行って 留守。 二 本 松ん 1島. ^達の 大木 戶* 白 石 • 岩 沼. 笠 島。 實 方の 宮は十 町ば かり 行き、 凝 手 村 茂 右衛門 

の 蔽の屮 にある。 五輪 倒れ、 物淋しな どと ある。 仙 豪 五條 坊に數 日 を 送る。 その 附近の 名所 を 見物。 二十 三日 松 

島へ 渡る。 古人の 句 を 書付け る (曾 良 • 助叟. 千 梅 • 燕 村 等)。 金 花 山へ 行く。 そこで 此 日記 は 中斷し • 四月 一日 

に變 つて ゐる。 仙臺で 越年した もの か。 五月 二日 仙府を 別れて 奥へ 赴く。 去年の 秋より 是 迄の 風 友 二百 餘人 …… 
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と ある。 十七 日、 平 £ 水 入。 高舘 見物。 盛 岡， 秋 田。 十月 四日、 酒 田。 十月 二十 八日、 結 城へ 立 寄り、 雁宕. 風人對 話。 

十一月 二日、 江 戶へ歸 着。 東海道 を 下る。 十一月 二十 六日 歸庵。 歸途 江戸に 十 有餘日 逗留。 所々 見物。 「月の 矢 も 

北 野へ 光り 陰 一夜.」、 歸 庵の 句で ある。 此 旅行記 を 「杖の 土」 と 云 ひ、 寳曆五 年 九月の 跋が ある。 「杖の 土」 はた 

だ 旅行 吟 稿の やうな もので、 文は隨 所の 手控 である。 全く 一行 脚の 日記の やうな 體 である。 記事 複雜 し. 通讀 に， 

興味 を惹 かない。 た 當 時の 名流に 逢った 話が 所々 出て ゐ るから * その 點は 研究の 資料に ならう。 宋屋は 望月 氏。 

富 鈴 坊* 机 墨 庵の 號が ある。 宋阿 門。 

色蕉の 有名な 研究家 a 升 庵 蝶 夢 も 松 島へ 赴いて ゐる。 蝶 夢 は寶曆 元年 三月 京 を 立ち、 木 曾路に 入り， 善 光寺 • 

姨 《古山 を 一 兑、 高 崎より 日光 街道に 出で、 芭蕉の 足跡 をた どって 仙 豪に 入り、 鹽釜 • 松 島 附近の 名勝 を 探り、 象 

0^ へ は 行かす、 歸路は 安達 ケ原 • 黑 塚 を 通り、 下野に 出で、 古河. 栗 橋より 江戸に 入り、 鎌 倉/江 之 島 を 見物し、 

東海道 を經 て. 五月七日 歸 庵した。 此 旅行 を 「松 島 道の 記」 と 云 ふ。 

秀國も 明 和 元年 七月 朔日松 島 • 象 潟の 旅に 上った。 道順の 大畧 は、 先づ 氏神なる 祌田明 神へ 詣で、 岩槻 より 古 

河に 出で. 利根 川 を 越え、 室の 八 島を拜 し、 宇都" 宮. 今 市に 至り、 佛 五左衛門の 子孫 を 尋ねた が 知れす、 日光 

山へ 詣り、 那 t ぬの 明 神を拜 し、 殺生 石 • 犬追物の 跡 を 見、 白 河の 關を 秋風に 越え、 阿武隈川 を 渡り、 須賀 川に 至り、 

白 石より 最上 海道に 移り、 山形 • 天意 • 六 田 • 楣 岡 • 飯 田 • 尾花 澤 • 新庄に 入り、 七月 十 一 日夜 舟に て 最上 川 を 

淸 水と いふ 所 迄 下る。 十二 日 „1 殿. 羽黑山 參詣. - 酒 田に 出で、 吹 浦へ 二 里ば かりの 所で • 或 男に 逢 ひ、 其 者の 娘 


智情^ 女の 囘向 を顿 まれ、 汐 越の 町から 象渴ー の 船に 乘 り， 秋 田に 至り、 南部 境の 生保 內 峠を越え •  ^^輕を志 

し、 外の 濱 なる 大濱の 漁村に 着く。 靑.^ 見物。 それより 濱傳 ひに 南部 を 志し • 狹 布の 里に 出る。 七の 戶* 五の 戶. 

1 の戶 • 九の 戶を 過ぎ、 仙 入。 それより 水澤 • 前澤を 過ぎ、 衣川 を り * 平 C 水 . 高 做に 登り、 中尊 寺 參拜。 石 

の卷 にか- -り、 合： 花 山に 登る。 松 島に 着き、 瑞岸 寺、 雄 島の 雲居 和 尙の松 吟^ 坐 "禪 堂 物。 雄，： ^3 より 船に 乘り、 

島島 一 見。 g ，釜 叫祌 參詣。 野 田の 玉 川 • 末の 松 山 • 沖の 石 • 壺の碑 • 十符の 名勝 を 探り、： 叫び 仙 茶 入。 武隈 叫祌、 

笠 島の 道祖祌 参詣。 大川 • 原の 驛 • 相 馬 • 三春 • 岩 城の 七濱 一 見。 な こその 關、 筑波 山に 詣で、 犋 より 船に て 水 

戶へ 出る。 ついでい わ 井町 • 潮來 • 鹿，： £5  . 佐 倉 • 國府臺 • 行德 より 舟に て 江戸 入。 以上の 旅行記 を 「奥 羽 行 記」 

(明 和 元 年刊) と 云。 靑森 • 外の 濱迄 行った 所が、 他の.！ 道行！： より 異彩 を 放って 居る。 

角 庵 行 雲 も その 細 近の 一す ぢを 尋ね まほし く、 六十 九 歳の 老齢 を かへ り 見す、 明 和 二 年 三月 二十日 余り、 洛西 

の 茅屋 を 出立して： g る。 共 旅行記 を 「笈の 細道」 とい ふ。 併し 之 は その 驛々 の 句 を 記した だけの 句 稿で ある。 

明 和 六 年 二月 十二 日 佐々 木 £ 水明 は大坂 を 淀の 川 舟に 乘 つて 伏 見に 下り、 松 島 見物に 向った。 先 づ大逮 • 石 部 を 

過ぎ、 お定まりの 鈴 鹿 はく もり、 熱 田の せ ：！ に 松 は？ 行.！： を 吿げ、 荒 井の 渡りで 富士の 夕日 を拜 み、 名 古 屋明祌 の 祭 

禮 に出會 ひ、 极山石 割 で 細道  一 la の歸り に 逢 ひ、 崎 立 澤の鳥 醉を訪 ひ、 留守。 廿ー 日 江 戶は有 岡 の 店に 舍 

り、 立 之 • 烏 明 等 を たづね、 雪 I： を餘 所に 見て、 駒 形より 千 住 を 過ぎ、 粕 壁に 泊る。 三月 二日 日光 山 行 實坊に 着。 

襄 の 瀧 兌 物。 それより 那須 野の 原 を 越え、 芦野に 出で、 須賀 川の 桃祖を 訪れ、 あぶくま 川 を 渡り、 山 口村 忍 文 
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字 招 石 を 見、 白 石に 麥羅を 訪れ、 宮城 野 を 過ぎ、 壺の 石碑に 至る。 三月 十日 鹽签 神社 參詣。 雄島ケ 崎から 舟に 乘 

つて 江 中に 泛ぶ。 富の 山 大仰 寺に 登る。 仙 豪に 遊び 所々 見物。 丈 芝 を たづね る。 歸途は 岩 沼 二 一本松 を 過ぎ、 IS 

贺 川の 桃祖が 家に 立 寄り、 白 石 を 通り、 妙義 山に 登り、 碓日峠 を 超え、 善 光寺に 宿り、 姨捨 山に 登リ、 四月 朔日 

松 本 を 立ち， 土岐へ 下り、 名 古屋へ 出で、 $ ^勢の 白子に 至り、 外 宫を拜 む 迄で、 その 先 は 記されて. 居ない。 それ 

は 四月 一 一十 四日で ある。 之 は 恐らく 芭蕉の 細道が 伊勢の 遷宮 を拜 みに 行く 迄で 櫊 筆した 例に 倣った ので あらう。 

此 紀行 を 「東 花帖」 と 云って、 大 坂の 安村から 出て ゐる。  、 

、 曉臺の 松 島 行 は 明 和 七ハ牛 三月 十八 日であった。 武 江の 別に 臨み、 秋 瓜 • 竹 外 • 蓼 太. 小知 其 他の 餞別 句 を 受け * 

曉蕞も 「あ ぢさゐ の 翌日 を定 むる 夜と なりぬ」 と 一 句を殘 して ゐる。 鴻巣 • 日光 • 殺生 石 • 白 川 • 文字 摺 . 葛の 

,<ム 原. 伊達の 城戶. 武隈， ^松 二 迫祖祌 • 實方墳 等、 例によって 一見 隈なく、 仙臺の 冬至 庵に 迎 へられる。 それより 

なほ 宮城 野 • つ じが 岡 • 愛宕山 • 壺ノ碑 • 十符/ 菅 • 末の 松 山 • 野 田/玉 川 • 千賀" 浦 夜泊 • 鹽釜明 神法樂 • 松 島 

に 至り 、「悲し ひ を 添 ふる あり。 たのしみ をう かべる あり。 たまし ゐ 左右に 走って いづれ にかよら む。 松 島 や 我 

はもぬ けて 夜の 鶴」 と 其 絕景に 感じ. 叉 富 山 大悲閣 に 登り • 「松 島は荅 むが 如く • 富 山 は 落花に 近し 云々」 と 歎 

じ、 緒絕" 橋. 姉齒" 松 を 過ぎ、 高館懷 古に は、 「嗚呼 死して 恨ら く は 田 横が 五 百 人。」 と 悲しんで 居る。 旅行 吟は 

こ、 で靈 きて ゐる。 それ は 出 羽 ノ國へ 立 たれた 混 陵と いふ 人に、 送別の 句 を 送って 居る 所から 考へ ると、 象 潟へ 

は 廻らなかった ものと 見える。 以上の 旅行 句 稿 を 「しをり 获」 と 云。 


春秋 i^,:: 雄 も 奥 羽 行！： に 出た。 彼が 「奥 羽 紀行」 によると， 明 和 八 年 銑 子から 出立した らしい。 筑波山 • 那^ • 

？杈生 石 • 白 川 • 黑^  . 武隈、 例によって 見？ g さす、 實 方の 墳 • 宮城 野 • 壺の碑 •  in 乂金祌 社 • 松 島 • 高 館 • 光堂 • 

象 潟 • 屋花澤 より 越後に 入り、 出 雲 崎に て、 「佐 渡 遠く 木 がれに 渡る 鷹 もがな」 の 句に 擱 筆して ゐる。 

大 坂の 飛！： 問屋 大江 丸の 松 島 見物 も 明 和 八 年頃であった。 筆硯の 調度 淸ら をつ くし、 折 ふし 差 出た 春の 月に、 一 

句の 趣向 も 浮かばす * 明け 離れた 曙の. I 仝に、 やう やく 「朝露 や あとより 戀の千 松 島」 とい ふ 蓼 太の 句 を 思 ひ 浮べ 

て- 絶妙の 境 を 探り 得た 事 を 喜び、 藝 太から それ こそ 我家の 理窟 を 離れた、 一路 向上の 風流で あると 言 はれ、 i!;^ 

太 を師と 尊んだ とい ふ 逸話が ある (俳 ざんげ)。 

明 和八ハ 4. 諸 九 尼 は 五十八の 老驅を 提げ、 只 言 法師と 共に 石山の 坊を 立って、 松島兑 物に 赴いた。 先づ 東海 道 を 

下り、 熱 田の 千代 倉 を 尋ね、 芭蕉の 笈を 見、 こ \ で 難 波の 舊國 (大江 丸) に會 ひ、 岡 崎 ニニ 島 • 箱 根 を 越えて 小 

田 原に 入り、 大磯 • 藤 澤 • 江の 島 • 鎌 倉 • 金 澤の稱 名 寺から かな 川に 一 宿。 四月 一 一十 八日， 品 川に 至り、 江戸 は 

本 町 田 中 氏の 許に 長途の 勞を 休めた。 江戶 滞在 は 二十 三日間であった。 その 際 增上寺 • 梅 若 塚. 驅井戶 天神. みめ 

ぐり 祌社 淺草觀 音. • 雜司ケ 谷 • 目白 • 駿河臺 • 上野 • 日ぐ らし • 飛鳥 山 を 見 歩き、 或は 松露 庵 • 雪中 庵 • 松籟 

庵. 其 瀾亭を 訪れたり などした。 殊に 雪中 庵 藝太は 尼の ために 隅 田 川の 舟 遊 を 催したり、 自分が 再建した 深 川の 

蕉 堂を兑 せたり した。 五月 二十日、 いよ /(\ 奥州 行と なる。 行 德 • 鎌が 谷 を 過ぎ、 白 井から 舟に 上り、 利根 川 

を 下り. ^取に つき、 鹿 島 神社へ 參り * 水戶に 至。 六月 四日、 棚 倉に 一 泊 中、 長刀 を さした 男と、 その 1  がの 女と 
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の 密會に 興じ、 須賀川 • 福 島 •  達の 大木 戶 • 白 石の 城下に 千 手院麥 羅を訪 ひ、 舟 岡の 大 光寺に 也 繁和尙 を たづ 

ね、 笠 島 二 莨 方の 墓. 武隈の 松 を 見て、 仙臺 は休粹 とい ふ 醫師の 許に 着いた。 こ，^ で 叉 尾 張で 會 つた 舊圃と 再會 

する。 仙臺に 着いた 十二 日の 夜中から 病氣 になり. - どっと 床に 就いた が、 や、 恢復した ので、 二十 五日， 竹の 駕 

に乘 り、 松 島へ 渡り、 瑞巖 寺. 鹽签 • 野 田の 玉 川 • つぼの 碑. つ、 じが 岡、 例の 名所 を 見て かへ り、 八月 一 日頃 

病氣 全快。 五日 驚國に 別れ、 仙臺 を出發 し、 歸途 についた ので ある。 歸りは 桑 折 二 幅島* 白 川、 二日 か X つて 奈 

須野を 通り、 日光.鹿沼*桐生，^|<野原*大後八里峠を越ぇ、 保 科から 善 光寺へ 詣り、 川 中島. 姨捨 山の 麓 を 通 

り、 中 窪と いふ 所で 落馬し、 誠 訪の溫 泉に 浸り、 飯 田より 新道と いふ 難所 を 越え、 九月 一 日 美 濃路に 入り、 四日 

守 山 を 過ぎ、 七ッ 下り (午後 五 時) 石山の 世 尊院の 方丈に 旅装 を脫 いだ。 以上 五箇 月餘を 費し、 無事 細道 を 終つ 

た氣 力の 旺盛な のに は 驚かざる を 得ない。 此 旅行記 を 「秋 かぜの 記」 と 云って、 繭中暮 雨の 序に も、 「可 謂 女中 之 

豪傑 也。」 と 驚歎して ゐる。 老婦の 身 を 以て、 五箇 月餘の 日子 を 費し、 幾 百 里の 山河 を 越え 行くな ど * 普通の 決心 

ooo〇ooo〇〇〇〇o〇〇 00 〇o 〇〇〇〇〇〇 o〇〇 000 

では 出来る もので はない。 本文 冒頭に、 奥の 細道と いふ 文を讀 初し より、 何とお も ひゆく 心 はな けれど、 た^そ 

の 跡の なつかしくて 云 々 と ある。 芭蕉 も か 、る 追 從者を 持た うと は 思 ひがけぬ 車で あらう。 

天明 四 年 二月 二十 五日、 鳥醉 門の 百 明 は 铫子を 船出して 松 島 • 象 潟へ 杖を曳 かう とした。 老尼を 連れて ゐる (古 

の 梅 )o 先 づ 鹿島撣 取に 下り、 三月 二十 七日、 下總 八日 市場に 泊り、 四月 四日、 鳥 居士  (鳥 醉) の 遣 骨 を 袋に 入れ、 

いよく 松 島 • 象 潟 を 志した" 佐 原の 伊能 氏から 陸 奥の 案 內記を 示され、 川口に 至り、 十六 日 水戶に 入る。 二十 


口、 奈十 u 曾の 關 にか、 る。 昔の 櫻 は 二 本 ft- つて ゐる。 二十 一 日、 岩城三函山の麓なる溫^：^に入る。 二十 四 口から 

五月； n まで 雨。 二日 相 馬に やどる。 四日、 3 石 沼。 五日、 仙 k お 人り。 ，M 山なる 宗禪 寺に 登り、 也 師に见 える。 

禪師、 II 南と 三吟 一 卷 する。 十五 日 雨 をい と はす 禪師 • 良祇 • 勿 知. 良 妙 尼 を 伴 ひ 松 島へ 向 ふ。 冬 S 城の 跡 を 兑、 

墮蒲明 祌に詣 る。 それょり船を借りて松^^2へ渡り、 瑞巖寺 の邊 なる 旅： 们に 入る。 禪師 • 勿 知 • 老 尼 • 良 妙 尼 は 向 

山に かへ り を 待たん とて^れ る。 百 明 は 良祇を 連れて， 象 潟へ 志し、 渡 波に 泊る。 金 花 山へ 渡る。 金 花 山 を 下り、 

山 ciw の 渡し を 越え、 鮎川へ 出、 前の 渡 波へ 出る。 二十 三日、 佐沼醉 石亭に 泊る。 一貫 和 尙を伴 ひて、 平 in 水中 尊 iii- 

門前なる 酒店に やどる。 經堂 • 金色堂 一見。 一 の關 にや どる。 尿 前の 關今は 咎める もの もない。 象 1?!： なる 良祗が 

知人の 家に やどる。 象 潟 を 出て、 七月 十日 餘り、 仙 臺宗禪 寺に かへ る。 こ、 にて 千 鯉の 訃 をき \、 也： 乂,  Him. 

蘭亭 • 良 祇. 勿 知 • 巴 丈の 七呤 追悼 歌仙 一 卷を ものす。 七月 晦日 • 歸途に 就く。 歸路は を 過ぎ、 武 の 松 を 

见、 槻 木. 船 岡より 白 石なる 千 手院を 訪れる。 院主 留守。 達の 大木 戶を 越え、 藤 田に：^ る。 奥山 長右衞 e: 方に 

て 桃 隣の 腰掛 松の 文を兑 る。 八月 九日、 本宫の 冥々 舍に 至る。 こ i にて 服藥、 日顷 のいた はり を 養 ふ。 冥々 *呑 

溪* 秋 夫と 四呤 歌仙 を まく。 十五 日、 白 川の 關. 境の 明 神に ぬか づき、 社 前に 夜もすがら、 名月 を 賞す。 病める 

身 を 推して、 芦野に 至り、 遊行 柳 を たづね る。 古木 は 枯れ、 若木 を植 ゑる。 怠たり し 病 再び 起り、 歩け なかった 

ので、 竹舆を 求め 出立す る。 日光 山 を遙拜 し、 辛うじて 江戶の 草庵に 入る。 此 旅行記 を 「奥 往来」 とい ふ。 老身 

殊につ かれ、 病後 筆と るに 物う く、 天明 四 年 六月 末日 やう やく 脫稿 する。 本書 は 名所 蔡蹟 をつ ばらに 探る とい ふ 
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よりも、 各地に 宗匠 を訪 ひ、 吟詠 を殘し 乍ら 歩いた とい ふ 所が、 特色で あるら しい。 也 雾 和尙と 親交の あった こ 

とな ども 面白い。  、 

浪花の 遲月 上人 は寬政 元年 四月 松 島に 遊ばう として ゐる。 隨齋成 美 は 彼と 「一夜 流行」 の吟を 共に し、 或は 送 

遲月 上人 序な ど を 書いて ゐる。 

栗 本 玉 屑の 東行 遊 覽は大 旅行であった。 彼 はま づ寬政 六 年 三月 六日 加 古の 渡より、 あかしの 浦に 來り、 友人 靑 

岐と 同行。 須磨明 石より 吉野 • 和歌の 浦 • 都の 東西 をめ ぐり、 比 叙 • 鞍馬に 上り、 逢坂の 關を 過ぎ、 ^勢の 神宮 

を拜 み、 阿漕が 浦、 桑 名 を經、 尾 張 三 河の 名所 を 見、 長 良 川の 鵜 飼. 姨捨の 月と 浮かれ、 富士を 過ぎ、 江の 島 • 

鎌 倉から 江戸に 入り、 隅 田 川の 邊 なる 成 美の^ 墅に 落着き、 なほ 安房 • 雨 總* 香 取に 至り、 筑波 山に 上った 頃 は、 

十二月の 末にな つたので、 再び 江戸に 舂を迎 へ、 それより 妙 義*榛名*  二 荒 山 をめ ぐり、 白 河の 關* 伊達の 大木 

戶を 越え、 能 因 • 藤中將 • 西 行 • 色蕉の 足跡 を 尋ね、 鹽竈 • 松 島 • 金 花 山 • 宮城 野 . 姉齒 • 武隈の 松 • 壺の 碑、 

殘る 所な く 見物し、 秀衡が 館 • 衣が 關 • 錦 木 塚 • 狹里 • 末の 松 山 • 奧 ふじの 麓 をす ぎて、 外が 濱に 出で、 國見峠 

から 辛うじて 象 潟に 至り、 鳥 海山 • 月 山 をな がめ、 最上 川 を 渡り、 鼠が 關 より 親 知らす の險を 越え、 安宅の 關を 

おぼろげに 眺め *  尾 峠に 行惱 み、 色の 濱* あらち 山 を 過ぎ、 再び 琵琶湖に 浮び、 大 江の 岸から 小舟で 淡 路の舊 

庵に 入り、 人々 と 舂を迎 へ、 尙 三月の 末大 江山 を傳 ひ、 天の 橋 立に 遊んで ゐる。 その 旅行記 を 「東 貝」 といって 

寬政 十二 年 五月 出版して ゐる e 書中 珍聞 奇事 多く、 實に 趣味 津々 たる ものが ある。 蓋し 古人の 多く は 松 島 • 象渴 


の 旅行に 止り、 それより 奥へ 足 を 運んだ もの は 少ない やうに 田 あはれ るが、 玉 屑の 如き は ia^ 西 をき はめ したと 云 

つても よい。 

, 一 茶の 奧羽 行！： は享保 元年 前に 始まって. 居る。 それ は享保 元年の 一 茶 自筆の 父の 終焉 記に、 「我 は諸國 わたら ひ 

を 業と して、 束 は 松 島. 象 潟の 月に す さび 云々」 と あるから、 享保 元年 以前に 松 島 • 象 潟へ 旅行した 事が 分る。 

其 後 文政 二 年 四月 禅び 奥 羽 行！： を 思 ひ 立ち、 善 光寺 迄 行って 見た が、 子供の 死に 會ひ、 中止した。 爾来 家庭的の 

不幸に より、 其 行 を 5^ さなかつ たが、 いよく 文政 八 年 四月 十六 日 更に 行く 事に なった。 一茶 六十 三 歳の 時で あ 

る。 道順 は詳 かで ない が、 先づ 日光に 至り、 面白 庵 松露 を訪 ひ、 漢字ば かりの 句 を 作って 主人 を 驚かし、 白 河の 

關を 越えて 松 島に 到り、 有名な 「松 島 や あ、 松 島 や 松 島 や」 の 句 を 見て、 傍に、 「松 島 や 右 之 通に 御座 候 也」 と 記 

し、 それより 足跡 を 外 ケ濱迄 仲ば し、 「今日から は 日本の 雁ぞ 樂に寢 よ」 の 句を殘 し、 なほ 羽 後の 象 潟に 遊んで、 

「象 潟の 缺け をつ かんで 鳴 千鳥」 と 云った。 此句は 前書が あって、 先年 大地震で、 鳥 海山 は 崩れ、 蚶滿寺 は ゆり 

込んで、 沼と 變 つたな どと ある。 

虫せ 

明治に なって 素 兄の 「おくの 雪道」 (明治 十五 年刊) とい ふの が ある。 明治 十四 年 十 一 月 一 一十 〇 日出 立。 「片袖 

を ふつ て 紙子の 首途 かな」 の 留別 吟が ある。 素 石 • 蓬 宇 • 赛湖 • 等 栽 • 禁 • 良 犬の 送別 吟が ある。 梅與 同行。 

千 住に 宿る。 芭蕉の 一 の 泊り だと 云って 草 賀の驛 に 泊る。 利根 川 を 渡り、 窒の八 島. 滿願 寺. 日光 山 物。 本院 

で 俳諧 興行。 中禪 寺に 至る。 梅 與に腰 を 押されて、 灯し 南 湖の 側に やどる。 華厳の 瀧. 霧 降 瀧 *裹 党の 瀧 を EJ- 
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る。 十二月 一 日、 日光 山 を 立ち、 白 川 街道 をす i み、 玉 生の 驛に 至る。 玉 生 氏 を 訪ふ。 下野の 國鹽谷 郡 玉 生の 驛長 

玉 生 氏の 家 は、 芭蕉の 一夜 泊り 給 ひし 所と 傳 へられる。 矢 板の ii 長 矢 板 氏 を 訪れ、 那須 野に か \ る。 殺生 石は溫 

泉の 山の 麓に あつたが、 安政 中の 洪水に 崩れ 場 を 埋める。 今 は 名ば かり 殘 つて ゐる。 大田 原に 出る。 淸 水流る X 

の 柳 は 蘆 野の 驛は づれ 田圃の 中に ある。 白 川の 關趾は 白 川 街道より 三 里 南に 入って 缀宿 村に ある。 古松の もとに 

白 川 樂翁公 碑が ある。 r 寬政 十二 年 八月 一 日」 と ある。 馬方の 宿る 馬 宿と いふ 家に 泊る。 十 一 一歳の 五郎八と いふ 子 

供に 馬 を 引かせて、 矢 吹の 驛に 宿る。 安積 沼 は 田圃と なり、 名ば かりで ある。 本宫. 二 本 松. 黑 塚の 岩屋 を 見て、 

福 島に 至る、 齋藤忍 山 翁 を 訪れる。 十二月 七日、 聰雨 氏の 句 碑 を 見に、 忍 山と 連立つ。 脇 起しの 俳諧の 連歌 一 辰。 

連 衆、 忍 山 • 素 兄 等。 飯 塚 溫泉は 今 は 數百戶 の 商家 軒 を 並べ、 歌舞の 地と なって ゐる。 桑 折. 伊達の 大木 戶. 燈 

招 • 白 石 をす ぎて、 岩 沼と いふ 驛 から、 二十 四 町 左の 山際に 實方 朝臣の 嫁が 有る。 增 田に 宿り、 武隈の 松 を たづ 

ねる。 名 取 川 を 越え、 午後 仙臺 に. 入る。 棬岸曉 翁の 家に 宿る。 曉 翁の 案 內で、 宮城 野の 原. つ X じが 岡 等の 名所 

葡蹐を 見る。 多 賀城趾 にて 古 友 を 見る。 たそがれ 藤窬 一に 至る。 勝畫樓 (もと^ 達 氏の 刖莊) に飮 む。 そこで 曉翁 

と 別れる。 拂曉、 主の 案內で 鹽竈祌 社に 詣る。 こ. - より 船 を 借りて 雄 島が 磯に 着く。 瑞巖 寺に 北山 上人に 謁す。 

觀瀾亭 • 富 山 を 見る。 紀行 は そこで 終って ゐる。 所々 揷畫 あり、 面白い 本で ある。 

以上の 外 二日 坊の 「陸 奥 日記」、 以哉坊 の 「奥 羽 行」. 黑 露の 「俳諧 硯澤」 (象 潟 紀行)、 某氏の 「俳諧 吾妻 海道」 

(松 島 • 邇、 釜 道の 記)、 旣 白の 「菰ー 重」 (寶暦 九 年)、 竹齋の 「句 安奇禹 度」 (文化 七 年刊). 等 も あるが、 まだ 寓 


しないから 詳しく 知らない。 又 細道の 影響 は 他の 旅行記の 書名にまで 取られて 居る。 例へば 巴 釣の 「鹿の 細 近」 

(^展 四 年 序) など 其の 一例で あり、 俳諧の 作法 を 述べた 書物の 名に もな つて、 例へば 「おくの 近道」 の 如き そ 

れ である。  . 

因に 江 三の 「むつの ゆかり」 の 柏 新甫の 跋 (萬延 元 •  年 三月) に、 「むつの ゆかりの ゆかしき 言の 紫 は、 奥の， 1 近 

)  >  -' - - 』>、  93q-0090  0000000000  000000000000  0000 

の ほそ 力ら す 世に ひろ ごり て、 今や 海內の 釘士、 ひとたび は 松 島の， 松に、 風雅の 操 をた くらべん とて、 杖 を 虫き、 

驚 を 馳る人 ひき も きらす。 云々」 と ある 如く、 細道 行脚の 流行 は 後世に 至る 迄 連綿と して 盡 きなかった。 
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第 七 章 晩年 時代 

第一 節 江洛に 遊ぶ 

一， 伊賀 越え 

^勢の 遷宮 を拜 まう と、 揖斐川 を 下った 芭蕉 は、 內宫へ 來て兑 ると、 すでに 事 定まり S 外せ：： の 遷宮 を拜 むこと 

になった。  .  . 

尊 さに 皆お しあ ひぬ 御 遷宮 

伊勢の 中 村と いふ 所で、  . 

秋風 や 伊勢の 墓 原 すごし 

叉玄の 宅に 止り、 其 妻の 健氣 なる 心に 感じ、 日向 守 光秀の 妻 を 思 出し， 

月 さびよ 明智が 妻-の はなし せん 

賀の長 尾 峠を越え て奈 良に 赴く。  . 

初し ぐれ 猿 も 小 蓑 を ほしげ なり， 


「猿 蓑」 卷 頭の 名句で、 其 角 も その 序に、 「我 翁 行！： のころ、 伊勢 趑 しける 山中に て、 に 小 蓑 を 着せて、 俳諧 

の祌を 入た まひければ、 云々」 と 言って ゐる。 竹 人の 「全 傳」 に、 「直に 九月 上旬 伊勢の 遷宮。 萬菊*路通*^^袋 

にあ ひ、 久居 二三 日の やどり 後 • 李 下 を 伴れ て、 #.賀 に歸 り、 月 迄 逗留 (李 下 は 一宿、 路通は 暫く あり)。 曾 良 

も來り • 東に 別 日、 ならの 隣の しぐれ かなと いふ 句 あり。 云々」 と ある。 曾 良の 句 は 猿 蓑に 出た 「なつかし ゃ奈 

良の 隣の 一 時雨」 である。 又 「全 傳」 に、 配カ亭 にて (杉 野 氏、 上野の 人)、. 

人 々 をし ぐれよ やど は 斑く とも 

の 作が ある。 此^ 水鶏， 布 を、 頭陀袋より 取 出し、 配 力に. 附與 する。 近 江の 入の 餞別の 具と か 云 はれて ゐる。 a: し 

之 は-せ 蕪が 一 笑から 貰った もので、 卽ち 一 笑 あての 消&^ に 云、 

然ば御 約束 之 水難： W 贈 給恭珍 候。 此 さとの 人々 聞馴 す。 女子 共 も 集り、 我を藝 者の 様に 巾 を かしく 候。 

行 1: 先國 所に より 一 向 昔 を しらぬ 人 御座 候 間、 吹て 聞せ 可 巾と 悅び申 候。 鹿 W も 木せ より 赏ひ巾 候。 時 i:;! 

も 御 iiii 候 は V ほしき 物に 候。 云， 

二月 十六 日  芭 蕉 庵 

、 一 笑 樣 

と。 銘を靈 極と 云 ひ、 色、 茶色， 燒物 ださう である。 「一 代錄」 に"' 「右 何年 力、 t 巴 蕉翁何 ふ 只 上野 杉 野 氏 配 力 i! 

以後 勘 介 一一 傅フ。 勘 介 嫡子 也。 其 後 故 川口 氏- 1 傳 フ。」 と ある。 又 半殘艇 ハ行， 一 入と いふ 者の 會に、 
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冬 庭 や 月 をい. となる むしの 吟 

チ 沖と いふ 者の 宅に て、 

屛風 に は 山を畫 書て 冬 ごもり 

此句 後に 金屏の 松の ふるさよ と 改める (竹 人 「全 傳」 )。 十 一 月朔日 上野 良品 亭 にて、 

い ざ 子供 はしり ありかん 玉 I 散 

と ある。 之 を 立 句と して 芭蕉 • 良品 • 梢 風 • 之 燕 •  土芳 • 半 殘の六 i 「歌仙 成る。 卽ち 

折 敷に さ ふき 椅 水仙  良  品 

羽箒の 風 やむ 跡に 軸卷て  梢  風 

(「 一 葉 集」 下略) 

露 月末 (路通 同行)， 奈良 御祭 禮拜 見。 夫より 大津に 出る. (竹 人 「全 傅」)。 「笈 日記」 に、 

元 祿已の 冬、 大佛榮 興 よる、、 びて、 

はつ 雪 やい つ 大佛の 柱 立 

と ある は 此の 時の 呤か。 それより 京に とり、 去来が 落 怖舍に 遊び、 鉢 叩を聽 くべ く 夜 を 徹し、 やう やく 明 方に な 

つて 聞き付け、 

長 嘯 の ^^もめぐるか鉢た\き 


とい ふ 句 を 作る。 事 は 去來の 「鉢 叩 ノ^」 に兑 える U 卽ち 

師走 も 二十四日、 冬 も かぎりなれば、 鉢た、 き 聞む と、 例の 翁の わたり ましけ る。 今 (背 は 風 はげしく、 雨 そ 

ぼ ふりて、 とみに も 来らねば、 いかに 待伦 び耠 ひなむ と、 いぶかり 思 ひて、 

^こ せ 似ても 兑 せむ 鉢た、 き 

と 灰 吹の 竹う ちなら しける。 其聲妙 也。 火宅 を 出よ とほの めかし ぬれ ど、 なほ あはれ なる ふし，， ^の 似る ベ 

くも あらす。 …… 横雲の 影より からびた る聲 して 出 来れり。 げに老 ぼれ 足よ はきもの は、 友 どち にも 歩みお 

くれて、 ひとり 今に やなりぬ らんと、 翁の 

長 嘯 の 嫁 もめぐ るか 鉢た X き 

と 閱ぇ給 ひける は、 此 あかつきの 事に てぞ 侍りけ る。 

是 等の.？ は 共 €: の 「いつを 昔」 にも 出て ゐる。 然るに 一甫の 「えの 木」 とい ふ 書に 、「一とせ 芭蕉の 翁、 寒夜の 都 

000000  00000000  00000000000000  000000000000000000 

を兑 まほし く、 鉢 叩きと 行 速れ て、 三條の ひんが し洛の 外に 至りぬ。 いほ あるじの 尼淸元 あやしみて 巾ければ、 

翁の いはく、」 と 前書あって、 此句を 出す。 併し 此 記事 は 誤で あらう。 一般に は 鉢 叩きの 辭の やうに 傳 つて ゐる。 

十二月、 勝 所に 赴く。 

何に この 師走の 市に 行く 烏 

「：^ 船 集」 に、 何 を この 師走の 市 を 云々 とする。 「句 染」 に は、 何 を この 師走の 市に 云々 と ある。 「赤 冊子」 によ 
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ると、 此 は 五 文字の いきごみに あると、 芭蕉が 說ぃ たもの だと。 桃 鏡 (？) の 「t 巴蕉翁 文集」 に、 萬 菊 丸に あ 

一 

てた 手紙が 出る。 卽ち 

いかにして か 便 も 無 御座 候。 若 哉 渡海の 舟 や 打 われ けん、 病變ゃ ふり わき けん 杯、 方寸 を碎 くの みに 候。 さ 

oooooooooooooooo^oo  o^o  ^  0  ^ 

れ ども 名 古屋の 文に 御 無事 皆 推量に 見え 申 候。 拙者 も 霜月 末に は 南都 祭禮 見物して 膳 所へ 出 越年 歳旦 京^ 

「菰を 着て 誰 人い ます 花の 春」 。山中の 子供と 遊ぶ、 「はつ 雪に 鬼の 皮の 髭つ くれ」。 南都、 「雪 悲しい つ 

大郎の 瓦 ふき」。 京に て 鉢 叩 を 聞きて、 「長 嘯の 墓 も 廻る か 鉢た 、き」。 歳暮、 「何に この 師走の 市に 行く 烏」。 

急 便 早々 に 候。 正 二月の 間 伊賀へ 御 越し 待存 候。 宗七も 御 曙 申 斗に 候。 

正月 十七 日  はせ を 

萬 菊 丸 様 

(「4? 選 年考」 抄出) 

元 祿 三年、 芭蕉 四十 七 歳の 春を迎 へる。 

都 近き 所に 年^と リズ 

薦を 着て 誰 人い ます 花の 舂 

膳 所に ての 歳旦 吟と 見える。 其 角の 「花 摘」 に、 「當 歳旦 (元祿 三年) に 翁 「薦を 着て 誰 人い ます 花の 春」 と閒ぇ 

しも 未來 記なる べし。」 と ある。 「句集」 に、 誰 人が 薦來て 云々 と ある。 


竹 人の 「全 傅- に * 「同じく n 厂 牛、 正月 はじめより 二 H 迄 5： 賀に 在" 云々」 と ある。 「一 紫 i^」 に、 二：：：.： ハ B と 

前喾し て 、 

黄 の 笠 落した る椅 かな  翁 

古 井の 蛙 草に 入聲  乍 木 

陽炎の. 消さき 見た る 夕 影に  百  歳 

(下 略)  ， 

右、 -tsJ 蒸 • 乍 木 •  K:! 歳 • 村 鼓 • 式 之 • 梅 額. 一 桐. 槐市 (十五.？ より 吳雪 入る) の 歌仙 成る。 

共 園 女に 句を與 へる。 

のう れんの 奥 物 ゆかし 北の 梅 

00000000  oo〇〇〇oo  000  0000  000000 

「菊の 塵」 に、 「わが 此 道に 入し 初めは 元祿ニ 年の 冬な り。 あけの 年の 如月、 かの 翁、 こ、 の 人、 曾 良な どひき 

0000000  0000000000  〇oooo〇 

ゐ きたられ しに、 しか-^ とつげければ、 翁 よろこびて、 いかなら むこと を もっ^り てよ とお ほせいた るに、 

「花まで は 時雨て 殘れ檜 笠」 とい ひ 出ければ、 やがて 脇の.？ 附て たうべ て さらに」 

と 前書が ある。 入門 は元祿 ニ^ 冬 園 女 は 伊勢松 坂の 人。 本姓 度會 氏。 山 田の 醫斯波 一 有 (？£ 川) の 妻。 大 坂に 住 

し、 夫殁 後、 江戶に 下り、 智 鏡と 改め、 冠 m; 公 (安藤 大和 守) の 母に 仕へ る。 變 つた 女で、 大ぃ能 を かぶって 男に 

はえ、 或は 袖の 下 を 切って 下駄の 絡と し、 文 靡の 蓋 を 流しに 用 ひたりした。 髮の毛 を 頭の 上に 二 卜 本位 残して ゐ 
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たとい ふ。 叉 笆蕉の 卑んだ 前 句 附の點 者 をして 盛名が あった。 享保十 一 年 四月 廿日 六十 三 歲殁。 深 川靈岩 寺念佛 

堂の 後に 葬る。 

竹 人の 「全 傳」 に、 三月 十 一 日 荒木 村 白髮の 社に て、 

畠う つ 音 や 嵐の さくら 麻 

木の もとに 汁も臉 もさくら 哉 

之 は風麥 亭の呤 で、 此句を 立 句と して、 「ひさ ご」 に 歌仙 出。  . 

伊賀の 國花 垣の 庄は、 その かみ 奈 良の 八重 櫻の 料に 附られ ける と、 いひ 傅へ 侍れば， 

一 里 はみ な 花守の 子孫 かや 

「猿 蓑」 に 出。 竹 人の 「全集」 に、 「膳 所に 行と て、 道より 物に 書付て、 半殘が 許に 来る 二 句。」 とあって、 「蛇 食 

ふとき けば 怖し 雉の 聲」 の 句 を そへ る。 

土手の 松 花や 木深き 殿 造り  _ 

竹 人の 「全 傳」 に、 「橋 木 子の 許 (藤 堂 氏、 本名 丹 羽)、 歌仙 一 折。」 と ある。 

きりぐ すわ すれ 音に 啼く 巨缝哉  ， 

同書に、 「氷 固 宅に て、 此句 にて 一 折 あり。」 と ある。 氷 固 は 松 本 氏、 後 非 群と 云。 伊賀上 野の 人。 

$: 賀 より 近 江に 赴き、 大津の 濱田氏 珍碩が 洒落 堂に 至り、 その 記 を 作る。 洒落 堂 記 は、 「t 巴蕉 文集」 • 「芭蕉 翁 


文 第」 に 出。 

叫 方より 花 吹 入 て^の 海 

は その 時の 吟 である。 「句 選ハ牛 考」 頭 書 に、 「漣々 云、 海の 字 波と 云 ふ 文字に て、 眞蹟 とい ふ 一 軸に えたり。」 と 

ある。 

行 Ij^ を 近 江の 人と 惜 みける 

湖水 を み、 存を 惜んだ 句で ある。 古來廒 崎の 松 はの 句と 共に 稱揚 された 句で、 寥太は 芭蕉が 石山 寺の 奥 幻 住 庵に 

115 つた 時、 そこの 門 人 等と 春 を 惜んだ 湖水の 眺望で あると (「句 解」) 解し、 支 考は木 曾 寺の 偶作で あると なし (「古 

今抄」 )、 素 丸 は 支 考說を 持して 藝 太に 反 對し、 幻 住 庵から は 湖水 は 見えない と 言って ゐる。 「去 來杪」 に、 尙白難 

じて、 近 江 は 丹 波に もな り、 行 春 は 行年と 云へ ようと 言ったら、 芭蕉 去来に 向 ひ、 「汝 いか^ 聞き 侍る や。」 とい 

ふので、 去來 曰く、 「尙 白が 難 あたらす。 湖水 朦朧と して 春 を 惜しむ に 便り あるべし。 …… 行年、 y 州に 居た ま は 

ばいかで 此感 まし まさん。 行赛丹 波に 居 まさば、 元より 此愦 うかぶ まじ。」 と 答へ. て、 t 巴蕉 から、 「汝は 風雅 を 語 

るべき ものな り。」 と 賞め られ たとい ふ 傳說が ある。 その 頃 「ひさ ご」 成る。 

二、 幻 住 庵の 閑居 

叫 月の はじめ、 -ぃ 巴蕉は 石山の 奥、 岩間の 後、 國分 山の 幻 住 庵を修 覆して 住んだ。 幻 住庵ノ 記に よると、 麓の 細 

う ぶ ナな 

い 流 を 渡り、 三曲 二百 歩に して、 八幡宮 (「東海道 名所 圖會」 に 云、 近津尾 八幡宮と て、 國分 村の 生 土 なり。 云々) 
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が ある。 本尊 は 阿彌陀 如来、 その 傍に 住 捨てた 草の 庵が あった。 それが 幻 住 庵で ある。 主の 僧 は菅沼 曲水の 伯父 

ィ (本が 郞左 衞門範 元) 五十二 歳で 出家し、 當山 にかくれ、 天 和 三 癸 亥 寂、 歳 六十 二、 法名 を 幻 住 庵 探 山 居士). 

で、 今から 八 年ば かり 前に 殁し、 幻 住 老人の 名を殘 すだけ であった。 その 庵 を 軒端 ふき あらため、 垣根 結 添へ など 

したので ある。 こ、 は、 大變 景色の 佳い 所で、 山 は 未 巾に そば 立ち、 人家 はよ き 程に へだたり、 南薰峯 より 下ろ 

I、 北風 湖 を 浸して 來る。 日 枝の 山 • 比 良の 高 根 • 辛 崎の 松 は 霞に こもり、 城 あり、 橋 あり、 釣 舟 あり、 笠 取 山 

に 通 ふ 木 樵の 聲、 麓の 小 田に 早苗 取る 唄、 螢 飛ぶ 夕 やみ、 水鷄の 叩く 音、 美景 足らす とい ふ 事がない。 中に も 三 

上 山 は 富士山の 係に 通 ひ、 田 上 山 は 古人 を數 へる。 さ \ ほが 嶽. 千 丈が 峯 • 袴 腰と いふ 山が ある (「東海道 名所 

Si 會」 に、 さ、 ほが 嶽は幻 住 庵より 東の 方 谷 上 山の つ^きな り。 千 丈が 嶽と いふ は坤 (西南) の 方に して、 此 ほと 

りの 高山、 北 千 丈 • 南 千 丈の ニ峯 あり。 袴 腰 は 千 丈が 嶽 より 一 里 南に して、 勢 田 川より 西 也。 笠 取 山 は 石山と 醍 

翻の 中に あり。 云々)。 なほ 眺望 を恣 にしようと 思って、 後の 峯に 上り、 松の 棚 を 作り、 藁の 圓座を 敷き、 猿の 

腰掛と 名け る。 たま/ \- 心 まめなる 時 は、 谷の 淸水を 汲んで 自ら 炊ぐ。 持佛 一間 をへ だてて 夜の 物 を 入れる 所 を 

こしら へ、 木 曾の 槍 笠 • 越の菅 蓑ば かり 枕 もとの 柱に かける。 丁度 筑 紫の 高 良 山の 僧が 上洛した ので、 人 をして 

額 を 乞 ひ、 幻 住 庵と いふ 三 字 を 書いて 貰った。 話 相手 は 宮守の 翁 • 里の をの こ、 猪の 稻を食 ひ 荒した こと や 鬼の 

豆 畑に 入り込む などの 農談に 興じ、 夜 は燈を 取って、 自分の 影法師に 是非 を こらす。 まるで 病人が 人に 倦んで、 

世 を 厭 ふやうな ものである。 云々 と ある やうな、 閑 素. 幽遽な 住家であった。 


先た の む 椎のネ も あり 夏木立 

八幡 の 附近に は椎の 木が 多かった。 椎の 木は隱 者の 居に ふさ はしい 物、 蕉は國 分 山の 絶景に めでて、 やがて 

出で じと さへ 思 ひ 定めた ので ある。 二月 十八 日附、 芭蕉が 曲水に 與 へた 手紙の 中に 「幻 住 庵 上 苺 被 仰 付お. E 珍重 

00  0000000000000000  000  0  00000  000000000  0000000000 

^候。 うき 世の さた 少々 遠き は此 山の 事と、 折々 のね ざめ 難 忘 候。 露命に か」 り 候 は i -、 ふた、 び簿 雪の s= をと 

被存 候。 云々」 (「三等/文」)、 と ある 位、 i 巴 蕉は幻 住 庵 入 を 待ち 焦れて ゐ たやう に 思 はれる。 薄雪の 云々 と は、 

^し 病：： 湫に でもな つたら 下山して、 元の 風雲 流水に 身^ 任せる とい ふ 意味で あらう。 文曉の 「凡 兆 日記」 に、 幻 

住 庵の 構造が 精し く 書かれて 居る が、 眞僞は 別と して 參考 迄杪錄 する。 

幻 住庵圖 

一 、 ^d^^^ 一一 一一 え ノ下 1- 但 床の 高さ 三尺。 太く して 繰 出し。 尤四 

一 力 ブ 二三お 二 1 方 障子。 障子の 骨 紙 美 濃 紙に して 油紙 リ 

一、 F  t  0  F  ^  但葛結 。後ろの 方 又 外に 庇.^ かけ、 一間と して、 庇の 

1 1 1 ^  _ ケ 下 は 突 上げに し. て叠， な 敷、 棚 釣て、 金具 又 臥 具 置く 

一、 u-  ト-、 こ tr: 又竊 但 雨風の 時 は 其方 角に 右 

_ ドフ. 5 に I 新 之 マ 3 簾， か 引 廻す 用心 也 C 

屋根は草_„!^也。 ^方の 椽の 前に 破 瓶の 水 一 荷 も 入るべき を据 う。 手 洗 水 也。 東南の 椽先 きに は 水 三 四 荷 も 入 

るべき を据。 是遣ひ 水 也。 八幡 官の拜 殿に、 物の 五六 斗 も 入るべき 新しき 桶 を 結びて 据ゑ あり。 是經石 を 入 

る 、なり。 云々 

とあって、 作 13!!- 初めに 尾 張の 知 足から、 後に^ 蕉の舊 跡と して 殘る ものであるから、 笆蕉の 心の ま、 に 立てる が 

第一 節江洛 LL 遊ぶ  、 四 七 七  一 


第 七 章 晩年 時代  四 七 八 

よいと 巾 送られた と ある。 併し 知 足が 建てた と は 信じられない。 知 足が 建てた ものなら、 幻 住 庵へ 來 さうな もの 

だが、 几 右 日記 を 113- たと て 知 足の 句 はない。 之 は 膳 所の 曲水が 修繕した ので ある。 禮狀も ある 位 だから、 曲水が 手 

を 入れて やった ので ある。 又 同書に、 幻 住 庵 は 閑雅 風景 何 一 つ 不足す る 所 はない が、 水の 便が 惡ぃ。 老いた 次郞兵 

衞に 汲ませる の は 心苦しい と、 此事を 三 井寺の 定光坊 阿 閻梨實 永 法師に 話した 所、 實永は 庵の 後の 巖の 四み を獨 

鈷を 以て 掘って、 玉の やうな 水 を 湧かせた などと あるが、 之 も 小說で 信すべき ことで はない。 叉 幻 住 庵に 泥棒が 

入って、 柱に かけた 菅 蓑と 頭 陀とを 持って行 つたが、 翌朝 八幡宮の 拜 殿に 捨て-^ あって、 傍に、 「入用な き 品 なれ 

ば、 御返し 申 也。」 と 書いて あつたと いふが、 之も當 になる 話で は あるまい。 一 字 一 石の 寫經の 話も此 書に ある。 

幻 住 庵の 生活 は、 「猿 蓑 集」 の卷 末に ある 几 右 日記 を 見れば 大方 分らう。 几 右 日記の 句 は 幻 住 庵 を 訪れた 門人の 

句 や 遠くから 文通した 人の 句 を 集めた ものである。 從 つて 卽景卽 情 を 詠んだ もので、 文通の 句 は 前書に 文に 云々 

すと か、 書 音と か ある。 曲水 • 野 水 • 凡 兆 • 千 那 • 珍碩 • 乙 州 • 探 志 • 史邦 • 如 行 • 之 道 ， 尙 白 • 木 節 • 智月 • 

越 人 • 其 他 近 江の 人々 が 訪れて ゐる。  . 


り 


肩 


羽 六 羽 庵 と り ま は す 閑 十：1  ^：!^  元  士；？ 

あ ふつ 柱す ビ しゃ 風の €3  史  邦 

待 や 海 を 尻 E に 夕 す^み  正  秀 

の 下 や 手 洗 ふ ほどに 海凉し  • … 

立ゃ檢 木の 臭の 一 しき 

昇& 腰掛 > 

風 や 田の 上 山の くぼみよ 

の 花 これ を佛 の土產 

履ぬ ぐ 傍に 生けり 藝 の 

是 等の 句 を 以てお へても、 いかに その 地の 幽邃 淸 閑な 所であった か^ 分る。 飲食物 • 夜具 蒲團 すべ て 曲水 や 他の 

門人 共から 仕 送られた もので あらう。 野徑が 紙帳 を 贈って、 

おも ふ je^f 紙帳に かけと 送りけ り 

と あるし、 之 道が 麥の粉 を 土産に 持って来て、 

一 袋 これや^ 羽田の ことし 麥 

と：. ムひ、 北 枝が S お を 贈って (之 は 奥の 細道の 時の 事で あらう)、 
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しら 露 もま だ あら 蓑の 行へ かな 

と ある 如き、 その 生活 狀 態の 一 部分 を 示して ゐる。 

こんな 氣に 入った 幻 住 庵で も、 芭蕉 はい やになる とすぐ 破って しまった。 「次 郞兵衞 物語」 に、 「鬼 角 翁 は 風雲 

の 情 常にう ごきて、 暫も 一 所に 居 をと f め 給 ふ 事し がた き 御 人に て、 云々」 と あるが、 どうも さう らしい。 尤も 

芭蕉よ 肖 であった から、 だんく す 風が 立つ 顷 になる と、 寐 冷え 病 ふ 秋の 山と 云った やうに、 胃腸 を 損す こ 

とになる。 七月 十七 日附、 牧童に 與 へた 手紙に よると、 「拙者 傣山庵 秋 至 候て は、 雲霧に 痛 候而、 病氣に 障り 候 

き、 J^s: き IV  ^き ££1： か。 へお ひ" 4Si お き。 5」 と ある。 「笼曰 記」 によると、 八 

月の 月見 は 木 曾 塚の 無名 庵に 催して 居る から、 八月 は 山 を 下った やうに 思 はれる。 それ は 几 右 日記の 句が 夏から 

秋 迄で、 冬の 句がない の を 見ても 分る。 

明年 彌生 尋舊庵 

^雨 や あらし も 栗す 戸の ひづみ  嵐 蘭 

と ある。 四 年の 三：：！： はすで に 人な き 空 庵と なって 居た ので ある。 

鬼 真の 「犬 居士」 に、 禁足 之 旅行記と いふの が ある。 その 九月 二十 一 日の 條 下に、 鬼 貫が 石山へ 登った かへ り 

に、 芭蕉の 庵 を 尋ねて、 

我 に^せ 惟の 木 も あり 夏木立 


とい ふ 句 を 作って ゐる。 此：^ は t 巴 蕪の 先 づ賴む 云々 の 句の 上 五を換 へた だけで、 5^ して 鬼？ .0; が 幻 住 庵 を； 3 れたも 

のか 詳か でない。 

「俳お^ 燕 淡」 によると、 我に 喰せ の 句に 色蕉 老^の 脇が あって、 二の 褢 のうつ りに 至り， 蕉の 「うす/^ 

と 色を兑 せた る 村 紅 紫と いふ 句に、 鬼贳 「下手 も 上手 も染 やして ゐ ると 附 けた けれど、 ，ta3 蕉 感心せ す、 「田 を 刈り 

あげて H:l 率て 行く、 「田 を 刈 あげて 烏啼 なり。 ：止秀 傍から 「よめり の 沙汰 も ありて はづ かし。 之 も 採用され す。， 遂 

に 「御 膳が よいと 松風の ふくと^ 貫が 附 けて、 t 巴 蒸に 魂 生すべし と ほめられ、 はじめて 俳諧 無心 所 着の 場 を 感知 

したと いふ！！^ が 出て ゐ るが、 附 會の說 らしい。  - 

四月 中の ことで あらう、 上 林 三 入老の 所で、 

^兑ゃ 船頭 醉て覺 束な 

とする。 去来へ 文通して、 宇治へ 來ぃ。 大 坂から こ X へ、 杉 風 も 直に 來 ると いふ 知らせが あった、 などと ある。 

秋 之 坊が來 て、 二日 泊って 行った の も、 此夏 であらう。 

我 宿 は 蚊 の ち い さ き を 馳走 かな 

t:- の 幻 住 庵 は隨分 蚊が 多かった と 見える。 

^蒸殁 後の 幻 住 庵 は、 勝 所の 靈 棒が 守って 居った。 浪 化の T 有 磯 海」 (元綠 八 年刊) に、 

^ 蒸 翁の 住捨給 ひける 幻 住 庵. めづか リ侍リ けれ、 は 

第一 節 江洛に 遊ぶ  四 八 I 


第 七 章 晩年 時代，  四 八 二 

はつ 雪 や 去年 も 山で 燒 だう ふ  靈 椅 

と ある。 併し それ も 一 時で、 後 他に 移した と 云 ふこと である。 蝶 夢の 「俳諧 三等" 文の 解」 に、 

按 るに、 當庵 は、 江 州 勢 田のお く 石山 寺のう しろ、 國分 村の 山に ありて、 幻 住 庵の 記の 文の ごとく、 曲 翠の伯 

父の 傲の 山 居の 跡 也" 蕉翁こ に 一 夏 安居し おはして、 麓の 谷川の 石 を 拾 ひて、 一 石 一 字に 法 華 經を寫 し 給 

ふ 所 也。 その 經石を 埋めし 所に、 今 も 文字 ある 石 出づ。 其 所に 近き 比 勢 田の 住人 雨 橋 扇 律と いふと もがら 經 

塚の しるしの 石た つ。 此所蒸 翁 住 庵の 後、 年經 て曲翠 の家絕 ければ、 其 庵を瞎 所の 城の 西なる 別 部 村に.^ <5 お 

0  00000000000  o〇〇〇oo〇oooo〇oooo〇o  〇ooo〇〇〇o〇o  o  o  o  o 

に 寶曆 のす ゑ 或禪尼 ありて， 蕉 翁の 遣 跡なる 事 を 諸國の 好士に 告げて、 施 財 を あつめて 再興し、 今 も 幻 住 

t^〇〇〇  oo〇ooo〇o〇〇〇〇  〇ooooo〇ooo〇〇〇  〇〇〇oo〇o〇ooo〇o〇oo 

庵と いふ。 もとの 庵の 跡 は 木 草し げり、 三徑 うもれて さだか ならぬ を、 おのれ 親しく 里人の 老殘 りたる を か 

〇oo  OOOOOODOOO  o〇〇o〇  〇〇oo〇〇o〇o〇o〇〇〇  〇oo〇〇oo〇o〇〇〇 

たら ひ、 むかしの 庵の 跡 を 尊ね、 方角 を 正し、 幻 住 庵 舊趾と 石に 刻みて 建し は、 蕉 翁の 八十 年に 當れる 安永 

000000000000000 

1 一年の 時雨 音の ころ ほひな りけ り。 

と ある。 又 一 說に、 寶曆の はじめ 雲 裡坊杉 夫の 發 起で、 石山の 奥の 幻 住 庵の 附近に あった 椎の樹 を ； 本 移植し \^、 

木せ 塚の 無名 庵の 舊 地へ 新に 草庵 を 作り、 後の 幻 住 庵と 呼ぶ ことにな つた。 とにかく 幻 住 庵が 二つ 出来た ことに . 

なる。 今では 元の 幻 住 庵の 址に 碑が 立って 居る。 八幡宮の 左方に、 「芭蕉 翁 幻 住 庵 舊趾」 とい ふ 碑と、 先づ たのむ 

の 句 碑と、 勢 田の 雨 橋 • 扇 律が 建てた 經 塚と ある。 

幻 住 庵 記 は 猿 蓑に 出て ゐ るが、 n 巴 蕉翁眞 跡 幻 住 庵 記」 と 題す る もの もあった。 註 釋書は 護 物の 「俳諧 あしの ひと 


もと」 (文政十ハ4^刊、 「{ 女 n-f? 比 斗 茂 渡， - とも 题 す。) がお 名で あり、 親切で ある。 ハ他湖 is-::: 布禮 山の 櫻 門の 「幻 

件 庵私醉 一、 雁 来の 「ゆ fmi 解」 (文政 四^、  屋 老人の 序。) 道舊の 「幻 住 庵 記 略 註」 などが ある。 私 解 は^ 句 

の 解に 詳しく、 解 • 略 註 は 簡單な ものである。 

三、 粟津の 無名 庵 入り 

秋、 ^蕉は 木 墳の 無名 庵に 入った。 無名 庵と は 粟津の 義仲 寺の 境內 なる 木曾義 仲の 墓の 傍の 草庵で ある。 「i 及 

口 記」 に、 

元祿 三年の 秋な らん C 木曾^^の舊草にもリて、 敲戶の 人/ \LL 對 す。 

^の戶 を しれ や 穗藝に 唐が らし 

と ある。 

八月 十四 口  (待 宵) は 楚江亭 に 遊び、 十五 日 (名月) は 木 曾 塚に 集り、 十六 日 (十六夜) は 船 を 湖上 に^べ、 

堅 E の 浮 御堂に 遊んだ。 この 三 夜 を 月の 本末と 名け て、 「笈 日記」 に 句が 出て ゐる。 卽ち 

三 夜の 月  . , 

是も 昔の 秋な りけ るが、 今年 は 月の 本末 を 見 侍らん とて、 待 宵 は 楚江亭 にあ そび、 十五夜 は 木 塌 にあつ ま 

る。 いざよ ひ は 船 を 浮べて、 さぐ 波 や 堅 田に かへ ると よめる その 浦の 月 をなん 兌 侍りけ る。 路 通が 待， 竹に 月 

00000000  000000000000  000000000000  OOOOPOOOO 

を さ だむ る 文 あり。 支考が 名月の 泛 湖の 賦 あり。 阿叟は 十六夜の 辯 を 書きて、 竹內 氏の にと，..' む。 此三夜 
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を：；：： の 本 未と 名け て、 成秀 • 楚 江が 1 1 亭に 侍り。 文 しげければ 爱 にしる さす。 

十四 夜 

うかるな よ 跡に 月 待 宵の 興  路  通 

まつ 宵 はま だ いそがしき 月見 哉  支  考 

五 器たら で 夜食の 內の 月見 哉  同 

十五夜 

米く る X 友 を 今宵の 月の 容  翁 

十六夜 

や す /\ と 出て いざよ ふ 月の 雲  翁 

こ の 句 を 立 句と して、 芭蕉 • 成秀 • 路通 • 丈 草 • 惟然 • 格睡 • 正則 • 楚江 • 勝 重 • 葦 香 • 鬼 } 令 • 正秀其 他の 連 衆 

の 歌仙が ある。 

舟 をなら ベて 置 わたす 露  成  秀 

ひらめきて も 揃ぬ 萩の 葉に  路 通 

(下 略) ， 

十 六 夜 や 海老 煮る 程の 宵の 闇  翁 


その 夜 浮 見 堂 li 吟 行して 

鎖 あけて 月 さし 入よ 浮 見 堂  同 

と ある。 以上の 中 • 支 考の月 兑賦は 「和漢 文 操」 に 出て ゐる。 

月見 賦 

ことし 琵琶湖の 月見む とて、 しばらく 木 曾 寺に たび 寐 して、 膳 所 松 本の 人々 を 催す に、 乙 州 は 酒 を たづ さへ 

て、 ^：水川に三日の名をったへ、 正 秀は茶 をつ \ みて、 信樂に 一 夜の 夢 を さます。 今 { 竹 は 茶と いひ、 かたう の 

人 も 二 派に わかれて、 洒堂は 灯に かたぶきて、 其 茶に 玉 川が 歌 を 詠 じ、 丈 草 は 月に うそぶきて、 其 酒に 樂大 

が 詩を吟 す。 支考は 若く， 木 節は老 ひぬ。 智月は 物のお ぼっかな う、 かつぎの あまの なま 浮びなら す。 それ 

0  0  00000000000000 

が 中に も惟然 法師 は 酒に おどろき、 茶に 感じ、 ほむる も そしる も そらに 風 吹て、 …… 思 ひし ま、 の^の 庵に、 

浮世の 外の 風狂 をつ くせり。 

米く る &友を こよ ひの 月の 客 

かくて 三 1^ の 興に 乘 じて、 湖水の 月に 船 を 浮べん と、 物 好む 人の 風情 を そへ たるに、 …… 鏡の 山 もこな たに 

さしむ かひ、 日 枝 は 横 川の 杉に つらなりて、 比 良の 高 根 は 雁 をも數 へつべし。 うしろに 昔羽峯 たかく、 石山 

の 鐘 は 粟！ a の- M にさえ て、 そこに 楓 橋の 霜 も 置ぬ らん。 矢 橋の 歸帆は 今 { 背 を もてなす に 似た リ。 . 

名月 や 湖水に 浮ぶ 七 小町 
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猶 はた 傾く 月の 名殘に は、 辛 崎の 松 も ひとり や 立てる。 古き 都の 名 も ゆかしければ、 尾花 川の 明 ぼの を こそ 

と、 千 那尙白 を おどろかし ぬれば、 夜 はは や 五更に 過ぎぬべし。 

三 井寺の 門た \ かば やけ ふの 月 

情景 洵に 見る が 如く、 洒 堂の 茶 好き、 丈 草の 酒好き、 智 月の 霜枯れた る、 惟 然の飄 乎た る、 とり. に 面白い 月 

見で ある。  . 

尙 芭蕉の 「堅 田 十六夜 之 辯」 は史 邦の 「小 文庫」 に 出て ゐる。 卽ち 

望月の 殘興 なほやます。 二三 子い さめて、 舟 を 堅 田の 浦に はす。 其 日 申の 時 (午後 四時) ばかりに、 何 甘 木 

茂 兵 衞成秀 とい ふ 人の 家の 後に いたる。 藤 I  • 狂 客月に うかれて 來れ りと 聲々 によば ふ。 主 思 ひがけす お 

どろき よろこびて、 簾 を まき、 塵を拂 ふ。 園 中に 芋 あり。 さ i げ あり。 鯉 • 鲋の切目た^^さぬこそぃと興 

なけれ ど、 岸 上に 筵 をのべ て 宴 を 催す。 月 は 待つ ほど もな くさし 出、 湖上 花やかに てらす。 云々 

鎖 明けて 月 さし 入れよ 浮 御堂  はせ を 

此 月見 は 「略 傳」 其 他に 元祿 三年 秋の 事と なって 居る が、 元祿 三年 は 路通奥 羽 行 g; の 歳で、 名月の 夜 は 白 川の 關 

で、 「名月 や 衣の 袖 を ひらつ かす」 と あるから、 路 通が 待 宵に 月 を 定める 文 を 書いた (三 夜の 月、 支 考の笈 日記 

出。) 年 は、 元祿 三年の 秋で はなく、 元祿四 年の 秋 だら うとい ふ說が ある。 (句 選 年考說 )。 併し 「雜談 集」 (元祿 

四 年 正月 作) に.、 


於大 律義 仲 庵 

三 井寺の 門た i かば やけ ふの 月 

其 夜 を 思 ひ 合せ 侍る にも、 云々 

と あるから、 此 月見 は元祿 三年 八月の ことで なければ ならない。 或は 路 通の 文 は 支考の 記憶ち が ひか。 

堅 田に て 

病 雁の 夜寒に 落て 旅寐哉 

李 由 • 去來の 二人に 

莉 ili と 柿と うれしき 草の 庵 

大風の あした も 赤し^ 辛子 

是等は その 頃の 呤 であらう。 病 雁の 句 は、 「去 來杪」 に、 「去來 云、 病 雁 は 格 高し。 趣 かすかに して、 いかで か le; 乂 

を 案じつ けん。 云々」 と ある。 药顯と 柿 は、 李 由 • 去來の 贈物で あらう。 大風の 句と 共に 無名 庵の 吟か。 

おなじ 年 九月 九日、 乙 州が 一 栂， ゆ たづ さへ 來り ける LL 

草 の 戶ゃ 日暮れ て くれし 菊の 酒 

乙 州が 脇 をして、 

蜘手 にの する 水 桶の 月  (笈 日記) 
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洛の雲 竹の 自畫 像！， L 焚して 

こちらむ け 我 もさび しき 秋の 暮 

無名 庵 を 出た 芭蕉 は、 大津 • 膳 所 • 堅 田の 門人の 家に 泊り 歩いて 居た ので、 旅心 更に 落 Si くひ まがなかった。 ^ 

通の 「勸 進牒」 に、 

一日 曲水 訪ひ、 役 LL も 立たぬ 事 どもい ひもが りて、 心 細 くな リ行き し LL、 膳 所の 文と て 持て 來れり C とリ 

どリ披 きて 見る に、 いれ/ \ と 人に 言 はれても、 猶喰 ひもら す 旅の やどり、 ど、、 やら 寒き 心 かわび て、 - 

往 つかぬ 旅の こ-ろ や 置火缝 

遂に 大津は 乙 州の 新宅に 年 を 忘れ、 

人に 家 を 買 はせ て 我 は 年 忘. 

同書に、 「鱲 月の 末 京都 を 退出で、 乙 州が 新宅に 春 を 待ちて、」 と ある。 

四、 嵯峨の 落 柿舍に 遊ぶ 

元 綠 四 年、 芭蕉 四十 八 歳り 湖 頭の 無名 庵に 舂を迎 へ、 三日 閉口 題 四日。 ， 

大津 鎗 の 筆の はじめは 佝佛 

曲水に 與 へた 手紙に、  . 

三 H  口. *^ 閉て、 題 正月 四日  ^ 


大^！^^の筆のはじめは何佛 

金平が 分別の ごとく、 ことし は 休みに いたし 候て、 歳旦お も ひ よらす：^ へど も、 如此 御^ 候、 以上 

と ある。 許 六の 篇 突に、 此句を あげて、 「大 津總 等の 前書、 後代 歳旦の 格式、 是 にて 分明 也。」 と あるが、 去来の 

「篇突 難陳」 に、 「大 津输の 前書の 事、 其 年 我方に 書 送り 給 ひし は、 ^の 浮 奥に 恭を迎 へて、 三日 嘴 を 氷らす、 题 

四 口と 侍りき。 此 前書 後代の 格と 云へ る 事聊辨 へがた し。 唯 打 聞きた る 儘に て替る 事な し。 云々」 と ある。 

「- t 巴 蕉談」 に、 一 日 桃花 さかりなる ls、 去來 長者 町の 宅へ 芭蕉 を 招請し、 丈 草 • 乙 州. 曲 翠^って 句作の 後、 

去來此 句意 を 芭蕉に た^した。 すると^ 蕉は、 汝は 徒然 草 を讀ん だか。 その 中の 佛 問答 を 讀 むがよ い。 餘り 往復 

して 聞き 盡 さう とすると、 返って 興味の ない ものであると 言 はれた ので、 让ハ 夜から 丈お • 乙 州と 共に、 徒然 草と 

土 佐 曰 記の 大意 を講釋 して 貰った。 支 考に與 へた 聞 書と いふの は その 書で あると あるが、 僞は 例によって 分ら 

ない。 

乙 州の 江戸へ 下る を 餞して、 

梅 若菜 鞠 子の 宿のと ろ- -汁 

と ある。 「猿 蓑」 に 之 を 立 句と した 歌仙が ある。 

竹 人の 「全 傅」 に、 「同じく 四 未のと し、 四月 始、 大逮 より 伊賀に 來り、 薪の 比 南 良に 行、 伊賀に かへ り、 三月 
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末、 また 大津に 在、 冬まで 爱 かしこ. 歷覽、 霜月 はじめ 粟津より 十 M 武に歸 庵 (桃 隣 同行) ピと ある。 正月、 卓 袋の 

月 待に、 

月 ま ち や 梅 かたげ 行く 小山 伏 

西 島 百 歳の 宅で 歌仙 催し、 

こまかなる 雨 や 二 紫の 茄子 種 

此夜は 障が あって 五 句で 止める。 赤 坂の 庵で、 

不性 さやかき 起されし 春の 雨  . 

三月 二十 三日、 萬 乎の 別 で 一 折、 

年 卢 や さ くら を こや" す 花の 塵 

是 等の 句 は 伊賀に 於け る呤 である。 

京阪に 遊ぶ。 

尙 白と ー很 花に 下る  .  — 

たに 一 夜 桃に 宿 かる 木幡 かな 

相國 寺に て 

鷥に感 ある 竹の は. やし 哉 


上 K 醐にて 

守と い ふ 小 $ ^なぶらん 山 櫻 

崴山 

花の 山 二  丁の ぼれば 大悲閣 

此 時の 呤 であらう。 

s: 月 十八 日。 笆蕉は 嵯 峨に 遊び、 去来が 落 柿舍に 入る。 五月 四日まで つて ゐた。 「嵯峨 日記」 に、 

落柿舍 はむかし の あるじの 作れる ま& にして、 所々 額 破す。 なか/, \- に 作りみ がかれ たる 昔 のさ まよりも、 

今の あはれ なる さま こそ 心と ビ まれ。 彫せ し 梁、 畫る壁 も 風に 破れ、 雨に ぬれて、 奇石怪 松 も it の 下に かく 

れ たる。 竹 嫁の 前に 柚の 木 一 もと 花 かう ばし ければ、 云々 

と あるから、 元は 作りみ がかれ た 立派な 家で、 それが やう やく" 額 破して、 今 は 淋しい 草庵と なった ものと：： 几え る。 

「凡 兆 日 記」 によると、 此落 柿舍は 元三 井 秋風の 隱 宅で、 金に あかして 普請した ものであるから、 善 をつ くし、 

突 をつ くした 日本一 の隱 宅で ある。 そこに 秋風の 愛 姿た まとい ふ 婦人が 居た。 或 日 姉 の實が 雨の 様に 落ちる 音で 

急に 瘤 を 起し、 死に さう になり、 それから は：， §ハ 牛 柿の 實の 落ちる 度に、 氣分 がす ぐれなくなる ので、 秋風 も閉 n 

し、 別に， g^ji へ 地所 を I 只って、 家 を 建て、 落 柿 舍は去 來に廉 く賣拂 つて 了った。 そこで 去来 は 壁 や 襖 を 塗りつ ぶ 

し、 二階 を 取 拾て、 上下 百 三十 餘疊 もあった 部屋 を、 わ 、、つか 六 Eg • 八疊. 三疊 にち f め、 瓦葺 を菅葺 に 代へ、 
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检の椽 を竹椽 にし、 切 倒した 柿を數 十本 植 ゑつぎ、 物 寂び た 草庵に して、 菊亭 殿に 落柿舍 とい ふ 庵號を 書いて 焚 

つて 住む ことにし たと。 併し 之 は小說 らしく、 何 所まで 信じて よい か、 見當が 付かない。 菊亭 殿に 庵號を 付けて 

貰，. つたな ど は虚說 である。 「風俗 文選」 の 「落 柿舍 記」 (去来) に、 柿の 木を賣 つて 一 貫 文 を 得た 所、 一 夜の 中に 

ooo〇〇〇oo〇〇oooooo〇ooooo〇〇 

柿が 落ちて しまったので、 買手に 金 を 返して やり、 友人への 消息に みづ から 落 柿舍の 去来と 書き はじめた とい ふ 

事が 見えて ゐる。 

落 柿舍の 生活 は 十分に 芭蕉 を滿 足させた。 先づ 障子つ くり、 穆 引き かなぐり、 舍 中の 片隅 一 間なる 所 を寢所 

とする。 机 一つ、 視、 文庫 を 置き、 白 氏 文集 • 本朝 一人 一首 • 世繼 物語 • 源氏物語 •  土 佐 日記 • 松葉 集 を 並べ、 

廢の： 薛繪 したる 五重の 器に、 さまざまの 菓子 を 盛り、 名 酒 r 壺盃を そへ る。 蒲 圑ゃ臺 所 道具 は 京から 持って来た 

から 十分で ある。 我 贫賤を 忘れて 淸閑 をた のしむ と 言って ゐる。 これなら 芭蕉なら， f とも 好 もしき 別世界で ある。 

十九 日、 午 半、 臨 川 寺に 詣る。 松の 尾の 林の 中に 小督 屋敷が ある。 墓 は 三 間 屋の隣 藪の 內 にある。 しるしに 櫻 

が 植わって ゐる。 

うき ふしゃ 竹の子と なる 人の 果 

嵐 山 敷 の 茂. り や 風 の すじ 

タ方 落柿舍 にか へ る。 凡 兆 京から 來る。 去来 京に か へ る。 宵から 寢る • 

二十日、 北 嵯峨の 祭 見に 羽 紅 尼 来る。 去来 途中の t.、 


つかみあ ふ 子供の 長 ゃ麥畑 

竹橡の 前の 柚の 木が よく. 5? ふ。 

柚の 花やむ かし 忍ん 料理の 間 

子 規 大 竹 藪 を もる 月夜 

去来 兄の 室より 菓子 調 菜の 物な ど 送って 來る。 今夜 は 羽 紅 夫婦と 芭蕉 • 去 來、 一 人 は 使の 者で あらう か、 a 人が 

1 つ 蚊！^ に 入って 寝た けれど 寢 つかれす、 夜半 過ぎから 起き 出て、 菓子 を 食って、 明 方まで 話し 明す。 去^の 夏 

凡 兆が 宅に 泊り、 ニ疊の 蚊屋に 四國の 人が 寢た などと いふ 話 をして 皆 興がる。 羽 紅 • 凡 兆 京に かへ る。 去來 なほ 

とどまる。 

二十 一日、 昨夜 寝なかった から 氣 分が 重い。 終日 寢る。 夕方 去來 京に かへ る。 夜 寢られ ないから、 幻 住 庵で 書 

捨てた 反故 を 出して 淸書 する。 

二十 二日、 朝 雨、 今日は 人來 す。 淋しい からむ だ 書きして 遊ぶ。 卽ち 喪に 居る 者 は 悲しみ を 主と する。 酒の む 

者 は樂を 主と する。 …… 獨 住む ほど 面白い こと はない。 長 嘯 も 客が 半日 閑 を 得れば、 、王 は 半日 閑 を 失 ふこと にな 

ると 言った。 素 堂 は 常に 此言を 面白がって ゐた。 自分 も 或 寺に 獨 居して、 

うき 我 を 淋しがらせよ かんこ 鳥 

とい ふ 句 を 作った などと 書く。 夕方 去来から 消息。 乙 州が 江戶 から 歸 るので、 友人 • 門人の 手.^ が どつ さりと^ 
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く。 其 中に 曲水の 手紙に、 江戸の 芭蕉 庵 を 尋ねて、 宗 波に 逢った とあって、 すみれ 草の 句が ある。 叉 我が 草庵 か 

ら 一 一 丈ば かり はなれて 楓が 一 本 ある 外靑 いもの はない とも ある。 楓の句 も ある。 嵐 雪の 文に は 蕨の 句と 出 代の 句 

と ある。 

二十 三日、 

手 を 打ば 木魂に 明る 夏の 月 

夏の 夜 や 木魂に 明る 下駄の 昔 

竹の子 や 幼き 時の 繪の すさみ ， 

麥の穗 ゃ淚に そめて 啼 雲雀 

一日/ \ 麥 あからみて 啼 雲雀 

能な しの ねむたし 我 をぎ やうく し 

などと 句作す る。 

二十四日、 凡 兆の 豆植 うるの 句が ある。 日が くれて 去來 京から 來る。 膳 所の 昌 房から 消息。 大津尙 白から も 消 

息。 凡 兆 来る。 堅 田 本 福 寺から 人が くる。 凡 兆 京に かへ る。 

二十 五日、 千 那大津 にかへ る。 史那. 丈草來 る。 丈 草の 題 落 柿舍、 尋小 督墳の 詩が ある。 柿の 實の句 も ある。 

史 邦の 途中 呤が ある。 黄 山 谷の 感 句が ある (芭蕉の 感じた もの)。 乙州來 り、 江戸の 話、 並に 燭 五分の 俳諧 一 卷中 


から、 六 句 ほど i 巴 蕉の氣 に 入った もの を あげる。 其 角の 句 三 句 ある。 午後 四時 顷雷 笛 降。 大きなる ものから 桃 

の 如く、 小さき もの 柴 栗の 如しと。 

1 一 十六 日、 丈苹 . 笆蕉 • 去来 • 乙 州 等と 附合。 五 句 止む。 

芽 出しより 二  仏ぶ に 茂る 柿の 實  丈 草 

島 の 塵に か- -る 卯の花  . 芭 蕉 

蝸牛 頼 母 しげな き 角 振て  去 來. 

(下 略) 

二十 八日、 夢に 杜國を 見て 泣く。 

1 一 卜 九 口、 髙 館の 詩 を 見る。 

五月 朔日、 .江 州 平 田 明 昌 寺 李 由来る、 尙白 • 千那 から 消息。 李 由 . 尙 白の 句が ある。 

二日、 良 来り、 芳 野の花 兑、 熊 野詣を かたる。 江 戶舊友 門人の 話 をす る。 

大 峰ゃ芳 野の 奥 を 花の 果 

夕方 大 井川に 船 を 浮べ、 嵐 山に 添うて 戶難瀬 を 上る。  、 

三日、 昨夜の 雨降りつ き、 終日 終夜 止まない。 . 曾 良と なほ 江 戶の話 をす る 0 

叫 口、 (竹に. 1 なかった 草 臥に 終日 寢る。 登から 雨 止む。 明日 は 落 柿舍を 出る ことにする。 

第一 節 江洛に 遊ぶ  四 九 五 


. 第 七章晚 年 時代  四 i ハ 

さみだれ や 色紙 へ ぎた る 壁の 跡 

以上 は 「幢娥 日記」 の大 である。 「嵯峨 日記」 は、 魯 玉の 寶曆 三年 本 古く、 別に 城 田 氏の 笆蕉眞 蹟の模 刻本 も 

あり、 「俳諧 四 部錄」 • 「蕉門 七 書，」 中に 收 めら れ たもの も ある。 四部錄 中の もの は魯玉 本の 再版で ある さう であ 

る。 之 も 語句に 相互 異同が あり、 曾 良の 句が 芭蕉の 句に なったり して 居る 書 も ある。 勝 峰 氏の 說 によると、 草稿 

はお 配の 手に入った らしく、 「小 文庫」 に、 「嵯峨 日記に 有り OJ とい ふ 語が 二箇所 も 出て ゐ ると。 

五、 東 武に向 ふ 

芭蕉 は 落 柿舍を 出て 京に 向 ひ、 四條 河原の 夕凉 に、 都の 繁華に 驚き、 それより 大津 • 膳 所. 堅 田 あたり を あち 

こちと 泊り 歩いたら しい。 r 笈 日記」 に、 

本 間 氏 主馬が 亭 にまぬ かれしに、 太夫が 家名 稱 して、 吟草ニ 句 

ひらく と あぐる 扇 や 雲の 峰 

蓮の 香に 目 を かよ はす や 面の 鼻 

「泊 船 集」 に、 大津丹 野亭と ある。 丹 野 は 主馬の 號、 大津の 人、 能の 太夫で ある。 「篇 突」 に、 「扇の ひらく と 

する は 本 間が 舞臺 にての 作、 時に 取ての 妙 言 也。 云々」 と ある。 なほ 同書に、 

おなじ 津 なりけ る 湖 仙亭に 行て 

比 宿 は 水鶏 もしらぬ 扉 かな  ， 


曲 翠.¥ にあ そぶ とて、 田家と いへ る 题.^ 瑟て、 

K あ ふぐ か、 が 馳走 ゃ夕凉 

十月、 李 由が 平 田の 明 照 寺に 宿る。 (「韻 塞」)。 李 由 は 俗姓 月澤 氏。 伊豫 河 野 氏の 裔と 云。 近 江 平 田 村 光明 遍 ii; 

寺の： iii 職。 亮隅 上人。 字 を £31； 年。 四 梅 廬と號 する。 許 六と 親しく、 寶永ニ 年 六月 寂。 四十 五。 

前書 略 

百年の 氣色を 庭の 落葉 哉 

大 の 斜嶺亭 に 至り、 斜嶺 . 如 行 • 荊 口  • 文鳥 • 此筋 • 左 柳 • 恕風 • 殘香 • 千 川と 附 句し、 十八 句 成る。 

元祿四 年の 初冬、 茅屋に 芭蒸 翁な まれき て、 

もらぬ ほどけ ふ は 時雨よ 草の 屋根  斜 嶺 

火 を 打聲に 冬の 黄鳥  如 行 

1 年の 仕事 は麥 にお さまり て  翁 

(「 一 葉 集」 下略) 

斜嶺亭 は、 -t 巴蕉 も、 「戶を ひらけば 西に 山 あり。 伊吹と いふ。 花に も よらす。 雪に も よらす。 只 これ 孤山の 德ぁ 

り。 (元 綠ニハ 中秋 作)」 とほめ てゐる 勝地に ある。 度々 行って 句作した やうで ある。 支考の 「笼 日記」 に、 「此亭 よ 

わ 6- 吹 山 をた ちに 見渡す。 此山は 此府の 名山に もてなして、 秋 冬の 風情 はさら によし。 …… 吾 叟の爱 にも 兌、 
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かしこに も 見て、 吟 情を此 山に まつ はれけ る も わりな しご と ある。 叉 「初 便」 に、 「此 第三 を 十餘句 ほどせられ 

て、 後 座が しめりたり とて、 此 句に 決せられ たりと、 其 運 衆の かたる を 聞きぬ。 云々」 と ある。 色 蕉も附 句 を 決 

して 疎に はしなかった。 

十月 二十日 "：^^ 熱 田 梅 人亭に 宿る。 「皺莒 物語」 に、 「支 考 • 祧 林の 二 法師と もな ひて、 梅 人 子が 許へ おはして、」 

とあって、 芭蕉 • 梅 人 • 支 考 • 湘 水 等 歌仙 九 句 成。 卽ち 

水仙 や 白き 障子のと も 移り 

もて なし  •  fc- 

炭の 火ば かり 冬の 饗應  梅 人 

宵の 月 舟を淺 みに 引揚て  支 考 

CJ 皺 営 物語」 下略) 

此頃露 川 入門。 露 川は澤 氏。 通稱籐 屋市郞 右衛門。 伊賀 鷹 山村の 產。 名 古 屋通傳 馬 町に 住み 珠數 師" 笆 蕉に假 

託して 假說を 賫る事 支考と 同じく、 それが ため 互に 論爭 する。 寬保 三年 八月 殁。 八十 三 歳。 月 空 居士と 云。 

おなじ 冬の 行脚なる べし。 はじめて 此叟に 逢へ ると て、  , 

奥庭 もなくて 冬 木の 梢 かな  露 川 

小春に 首の 動く みのむし  翁 

三 河の Mi に 至り、 白雪と いふ 者の 二子に、 桃 先 • 桃 後と いふ 名を與 へる。 白雪 は 太 田 氏。 通稱金 十郞。 升屋 


金左衞 門。 享保 二十 ハも 殁。 七十 五。 「笈 日記」 に、 

三 河 

新 城 はむかし 阿叟の 逍遙せ し 地な り。 なにがし 白雪と いふ をの こ、 風雅の 子 ふたり 持ち 侍る。 

二人ながら いと かしこく ぞ 侍る。 阿叟も その 少年の 才を よみして、 是を桃 先 • 桃 後と 名 づけ 中 

されし を、 支考 名の 說 #1 きて と^めけ るな り。 

其に ほひ 桃より 白し 水仙 花  翁 

是は 水仙の 花 を 桃 先、 桃 後と いへ るより、 かくいへ るなる べし。 

しのぎ かね 夜着 を かけた る火缝 かな  桃 先 

節季 候の はりあ ひぬ か， す 明屋哉  桃 後 

と ある。 桃 後の 句の 方が 面白い。 「繽猿 蓑」 に、 「節季 候の 拍子 をぬ かす 明 家 哉。 桃 後」 と ある。 此方が 猶 よい- 

此句を 立 句と して、 ， ぃ巴蕉 • 白雪. 桃 隣. 蘆 雁 • 支考 • 以 之. 扇 車 • 淡水. 桃 先. 桃 後. 桃 鯉. 雪 丸の 歌仙 成る- 

其 句 ひ 桃より しろし 水仙 花  翁 

土屋 わら 家の 並ぶ うす 雪  白 雪 

朝から！^ ならす 鳥の 來て  桃  隣 

(「 一 葉 集」 下略) 
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菅沼亭 にて、 

京に あきて 此 木が らしゃ 冬 住居 

一 書に、 菅沼 耕月亭 にて と ある。 「略 傳」 に、 「此 時支考 • 桃 隣 同伴たり。 同所 (新 城) の家士 菅沼權 右衛門が 宅」 

と ある 0 

鳳來 寺に 參詣 する。 病氣 にか，^ る。 「笈 日記」 に、 

おなじ 比 鳳來寺 に 参籠して 

木 枯に岩 吹と がる 杉 間 かな 

夜着 ひとつ 祈り 出して 旅ね 哉 

夜着 一 つの 句 は 桃 先の 「茶の さう し」 (元 fi 十二 年刊) に、 「みか はの 國鳳來 寺に 詣る。 道す がら 例の やま ひ 起り 

て、 ふもとの 宿に 一 夜 あかす とて」 と 前書が ある。 

島 田 驛の塚 本 氏 如 舟の 家に 到る。 如 舟 は 通稱孫 兵衞。 「笈 日記」 によると、 此家は 芭蕉が 往来の 勞を 助けた 所で、 

吟草も 多く あると 云 ふ。， 「句 選年考 J の 頭書に も、 「今に 風 客 を、 留む。 芭蕉 並に 蕉門 高弟の 筆跡な しとい ふ 事な し。」 

と ある。 代々 俳人だった と 見える。 

宿 かり て名^>:1な の ら する 時雨 哉 

000000  0000000000000000  0  0  0  0  ^  ^  ^.  ^  0  0  0  0 

然るに 比 句 は 「繽猿 蓑」 に、 「元- 祿 三年の 冬、 粟津の 草庵より 武 江に おもむく とて， 島 田の 驛塚本 力 家に いたり 


や」 と 前書が あって、 元祿 三年 冬の 作の やうに 思 はれる が、 柬武 下向 は 元 マ ほ 三年で なく、 四 年の 冬の やうで ある 

から、 元祿 三^ 冬 作 は 誤りで、 同 四ハ牛 冬の 作で はなから うかと 考 へる。 それ は 許 六の 「自譜 之 論 上」 に、 

その 3^ 猿 蓑 出 板して、 翁 は 吾妻の 方へ 赴きた まふ 時、 李 由が 月 照 寺に 漂泊し 給 ふといへ ども、 予また^9-武に 

逗留の 間にして、 かたちが ひなる こと、 是 また 師に緣 のうす きなり。 その 冬予 故山に 歸る 時、 師は平 田より 

〇o〇  000000000000  0  000 

出で、、 美 濃 尾 張 を 過ぎて 束武に 赴きた まふ。 云々 

とあって、 ^武 下向 は 猿 蓑 出 板の 歳、 卽ち 元祿四 年の 冬で なければ ならない。 去留の 「全集」 に は、 九月、 5： 贺 

へ 行き、 十月、 幻 住 庵に かへ り、 同月， y 戸へ 赴かれ、 島 田の 驛塚本 氏の 家に しばらく 逗留。 四 年、 四十 八 歳の 春 

を、 江戸の 笆蕉 庵で 迎 へる 事に なって ゐ るが、 支 考說の 誤 を承繼 した もの かと 思 ふ。 

十一月の 初め. 江 戶の藿 革へ 歸 つた。 元 祿ニ年 三月 二十 七日、 松 島の 月を眺 むべ く， 笆蕉庵 を 出立して から、 三 

年 を 菜 西に 漂泊して、 やう やく 古^へ 戻った ので ある。 車庸の 「己が 光」 (元祿 五 年刊) に 「翁つ-^ がな く、 露 月 

初の 日、 むさし 野の 舊草 にかへ り 申さる。 めづ らしく、 うれしく、 朝 暮敲戶 の 面々 に對 して」 と 前書して、 

都 出て 祌も 旅寐の 日數哉  ， 

と あるが、 すぐ 芭蕉 庵へ 入った ので はなく、 一時 橘 町に 寓居して 居った。 或は 番 町に 越年した やうな 說も ある。 

(支考 の 「彻かけの返ie^-」)。 

ともかくも ならで や 雪の かれ 尾花 
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「枯尾 華」 に、 「ともかくも ならで や 雪の かれ 尾花と、 無常 閉關の 折く は、 とふら ふ 人 も 便な く、 云々」 と ある 

が 誤りで ある。 此句 は柬武 下向 舊草 安着の 述懷 である。 句 空の 「北の 山」 (元 綠 五 年刊) に、 「行 1: としを かさね、 

東武 にかへ りて」 と 前書して、 此 句が 出て ゐる。 「芭蕉 談」 によると、 初 案 は 兎も角も ならば や 老の枯 尾花と あつ 

て、 素 堂に 見せた 所、 一句 屈したり と 言 はれ、 ともかくも ならで や 老の祜 尾花と 改め、 去来に 見せたら、 老とは 

いか^、 障子 をへ だて- - 月を昆 るが 如し、 雪で はどう かとい ふので、 芭 蒸が 汝と北 枝と は 句 をき かすべき ものな 

りと 喜んだ と あるが どうか。 

六、 ひさ ごに 就いて 

元祿 一 一年 九月、 奥の 細道 を 終った 芭蕉 は、 同 三年 春 を 湖南の 門人 間に 過した。 「ひさ ご」 の 成った の は 其 頃で ある。 

刊行 は 六月で ある。 撰者 は珍碩 又は 越 人と も 云 はれて ゐ るが、 「ひさ ご」 へ 送った 越 人の 序によ ると、 江 南の 珍碩 

我に ひさ ご を 送れり 云々 と あるから、 珍碩 撰と 見るべき である。 「宇陀の 法師」 に、 「名 ご 屋の荷 兮 • 越 人 あら 野 

に 眼 明た るに 似 たれ ども、 瓢に底 を 入られ、 云々」 とあって、 「ひさ ご」 は、 越 人の 撰の やうに も 思 はれる が、 「花 

見 車」 にも 洒堂 (珍 碩) の 撰 集と して 出て ゐ るから、 珍碩 撰と 考 へた 方が よい。 越 人が 序 を 書いて ゐる所 を 見る 

と、 或は 編集に 助力した のか も 知れない。 

珍 硕は近 江 勝 所の 人。 濱田 氏。 醫名道 夕。 一 に洒 堂と 號す (洒落 堂の 略)。 元 祿五年 江戸に 下り、 笆蕉 庵に 越年 

する。 同 六 年 夏大 坂に 移住し、 晚年又 膳 所^ かへ る。 元 文 二 年ぶ か。 許ん の 「自讃 之 論 上」 ^、 「路 通. 洒堂 如き 


もの 一 生の 行跡 嘸、、 亂堕 ならん" …… しかれ ども 先生 (去 來) は、 ^度路 通 • 洒 堂 ごときの 者 を にらみ、 法 を 一止 

した まふ こと 尤 至極な り。 云々」 と ある。 叉 許 六の 「再呈 落 it 舍 害」 に、 惟然の 「藤の 資集」 の 後 は を：.^ 堂が し 

た 記事が 出て 居る から、 湖南 一方の 勢力 を 張って ゐ たものと 思 はれる。 風 之の 「俳諧 耳底 記 一 に、 

此 <#i 耳底 記と 题 する もの は、 亡父 風 之 若き より 蕉 門に 志 ふかく、 浪花の 野坡 翁の 親 弟 たれ ど、 i: あきたら す、 

F" 所の 洒堂 子に ちなみ、 とし 月 湖南に 通 ひて、 師弟の 如く むつまじ かりけ るに、 或 時 翁 在世に 蕉！： の 未來記 

0000〇0000〇〇00〇000〇〇00000〇〇0  0000  〇〇〇o  0000000000 

とてし るし m は 給へ る 梅の 鎖の 秘書 を 傅らん 事 を 望まれけ るに、 洒 堂の 曰、 されば よ。 その 書 は 今に 我家に ひ 

000  0  000  00000000  o〇o〇〇〇〇ooo  〇〇〇〇oooooo〇  o〇〇〇〇〇 o 

め 置と いへ ども、 昔祖翁 予に對 して、 「梅の 錠汝と 我と 鍵 一 つ」 と 示し m は 給へ る 書 なれば、 け ふに 至りて、 誰 

000000000 

に 向 ひて か 問くべき。 云々 

と あるが、 之は洒 堂の 偽書で、 門 戶を樹 てる 上の 聖典であった。 之に よると 洒 堂の 人物 も 支考の 亜流で、 許 六の 

言 も 一 時の 漫罵で はなさ さう である。 實際 巴蕉の 手傳で 撰者の 號を蒙 つた 人、 師遷化の後^^„-を出して下手の尻尾 

を あら はし、 初心の 人に 嘲 けられる 位なら、 速に 俳諧 を やめる か、 叉 は 亡 人の 數に 入った 方が、 一度 あげた 名 春 

に 傷が つかす、 人 はた f はやく 死にた しと 願 ふべき ことで ある。 之 は 獨り荷 兮 • 越 人への 戒めで なく、 洒堂 如き 

もの 少し は Q らか へり 見るべき であらう。 

「ひさ ご」 は、 すべて 連句 五 歌仙より 成。 卽ち 芭蕉. 珍 碩* 曲水の 三吟 歌仙 一 、 珍 硕 • 芭蕉 *路 通 等の 歌仙 一 ( 名 

殘 表より 荷兮 • 越 人の 兩呤 となる)、 野徑 • 通 東 • 泥土 ， 乙 州 • 怒 誰 • 珍碩 の六吟 歌仙 一、 乙 州 • 珍 硕 •  m 東. 探 
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志. 昌 房. 正秀. 及 肩. 野徑 ニー 嘯の 九吟 歌仙 一、 1^サ5|* 珍碩 の兩吟 歌仙 一 を收 めて ゐる。 去来 は 贈 晋子其 角 書 

に， 「ひさ ご」. 「猿 蓑」 を 以て、 奥 羽 行脚 以後の 蕉門 俳諧の 一 變風を 示す 書と なし、 風國は 「泊 船 集」 の 序に、 「瓢 

猿 蓑出來 て、 新しき 風流 を 起し、 正風の 腸 を 見せ 給 ひ、 云々」 と 論じ、 許 六 は 「滑稽 傳」 に、 「膳 所 曲翠. 正^ • 

珍 碩等を 引導て、 ひさ ごの 俳諧 あり。 大方 趣き 猿 蓑に 等し。 云々」 と あり。 支考は 「古今 抄」 に、 「姿 情 は凡瓢 集に 

分れて、 云々」 と 論じ、 吏 登 は 嵐 雪の 說 として、 「七 部 さがし」 に、 「あら 野 • ひさ ご は 猿 蓑に 熟し、 云々」 と述 

ベ、 藝太は 「雪お ろし」 に、 「瓢. 曠野 集に 正風 を 見開き、 云々」 と斷 じ、 加與は 「俳諧 本来 道」 に、 「是ゃ 姿 情 

の 法 を 得たり とい ふべ し。」 とし、 五明 は 「小夜 話」 に、 之 を 行の 體の 一 に數 へ、 曲齋は 「婆 心錄」 に、 「風 調 凡 _s ^日 

に^て、 最 曲節 多し。 云々」 と異 つた 見方 をして 居る。 要するに 古人 は 本書 を 猿 蓑と 並稱 して ゐる けれど、 尾 張 

俳人の 間に、 冬の 日 * 春の 日の 蕉風が あった やうに、 近 江 俳人の 間に 成った 一 蕉風と 見るべき であらう。 「猿 蓑」 

は笆 蒸の 嚴 重なる 監督の ドに 成った 撰 集で ある だけ、 實に 間然す る 所な き 撰 集で あるが * 「ひさこ」 は その 調 力 

「猿 蓑」 に 近いと いふ だけで ある。 且つ 叉 「ひさ ご」 は發 句な き 小冊子で、 連句 も 笆蕉が 入って る 卷はー つし 力 

なく、 その 點 から 論じても、 「猿 蓑」 の 比で はない。  . 

五 歌仙の 內、 最初の 木の もとにの 卷が 一 番 よく 出 來てゐ る。 之れ ならば 「猿 蓑」 の 連句に 比して 遞色を 見ない C 

鞍 置る 三 歳 駒に 秋の 來て  翁 

名 はさま に 降 替る雨  頓 


入 込に 諷訪の 涌^の 夕 ま！ 

中に もせい の 高き 山 

いふ 事 を 唯 一 方へ 落しけ 一 


ほそき より 


0 


のりつ 


伏 

て 


物お も ふ 身に もの 喰へ とせつ かれ 

月兑る 顔の 袖お もき 露 

秋風の 船 を こ はがる 波の音 

雁 ゆく かた や 白子 若松 

千 部 讀 M 化の 盛の 一 身 田 

巡禮 死ぬ る 道の かげろ ふ 

何 よ り も 蝶の 現ぞ あはれ なる 

文書 ほどの 力 さへ なき  碩 

羅に日 をい と はる- -御 かたち.  水 

熊 野み たきと 泣 給 ひけり，  翁 

初" S へ 這 入っての 句で あるが、 實に 巧みな ものである。 氣 分と 云 ひ、 變 化と 云 ひ、 緩急 自在で、 而も 句々 の 情趣 
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がしみ，^ として、 立派な 出來榮 である。 曲齋も 此卷を 殊に 勝れたり と 論じて ゐる。 次の いろ， /\ の 名 もの 卷も 

よく 出来て ゐ るが、 中途から 越 人 • 荷兮が 入って 來て、 少し 前と 歩調が 合 はなくな つた やうで ある。 はじめから 越 

人. 荷 兮で卷 いたらと いふ 氣も する。 曲齋 は此卷 集中 第一 一也と 論じて ゐる。 次の 鐵 砲の 遠音の 卷は 面白くない。 

た^ 場面が 次へ くと 變 化する だけで、 情調の 抑揚に 乏しい。 曲齋 は此卷 集中 第三 也と 言って ゐる。 次の 龜の甲 

の卷も 面白くない。 第 一 發 句が 面白くない。 奇拔な こと を 云った もの だと 思 ふ。 珍 碩の脇 は 旨く 附 けて ゐ るがぴ 

たりと 来ない。 裏へ 這 入って、 里 東の 戀の 句が 拙い 上に， 一 體に 歩調が 合 はない。 曲齋は 此卷第 四に 落たり と 言 

つて ゐる。 最後の 疇 道 やの 卷は變 化の 上に 抑揚 も あり、 油が 乘 つて 居て、 相應 の出來 である。 曲齋は 秀逸と 稱し 

てゐ る。 「ひさ ご」 に はま だ 特別の 註 釋書を 持たない。 

七、 猿 蓑に 就いて 

笆蕉は 元 fS 三年 四月 幻 住 庵に 入り、 四 年の 春 を 粟津の 無名 庵に 迎へ、 四月 嵯峨の 落 柿舍に 遊んだ。 「猿 蓑」 は此 

間に 成った ので ある。 撰者 は 去来. 凡 兆、 笆 蕉の嚴 重なる 指導の 下に 成った。 編集の 場所 は 嵯峨の 落柿舍 であら 

う。 去來の 「贈 晋子其 角 書」 に、 

故 翁 奥 羽の 行脚より、 都へ 越えた まひけ る、 當 門の 俳諧す でに 一 變す。 我と もがら 笈を幻 住 庵に にな ひ、 杖 

を 落 柿舍に 受けて、 略 その おもむき を 得たり。 瓢* さる 蓑是 也" 云.^ 

あるから、 幻 住 庵へ 行ったり、 落 柿舍へ 招いたり して、 笆蕉の 指導 を 受けた ものと 見える。 そして 其 際 「猿 蓑 


集」 刊行の 企ても 話された ことで あらう。 去来の 心で は、 「冬の 日」. 「春の 日」 は 小冊子で あり、 尾 張 中、 七の もの 

である。 「嚒 野」 は必 すし も 正風に 純な とも 考 へられない。 師 翁の 俳諧 も 奥 羽 行 1； 以來 一 變 した 。共 新風 を 代 

表して、 ； の 撰 集が あっても よから う。 それに は 蕉の正 斧 を 得た、 末代の 龜鑑 たるべき もので なければ ならな 

い、 と 云った やうな 抱負と 熱心 を 以て、 猿 蓑 編成に 當 つたこと であらう。 芭蕉の 方で も、 これまでの 撰^と は異 

つた 熊 度で. 此集を 監修した やうで ある。 それ は 「去 來抄， r を兑れ ば 分る。 卽ち 

此木戶 や 鎖の さ i れて 冬の 月  其 角 

猿 蓑 撰の 時、 此句を 書 送り (落 柿舍へ 送った ので あらう)、 冬の 月 • 載の 月、 置 わ づらひ 侍る よし 聞 ゆ。 衆議 

冬の 月に よる。 先師 曰、 其 角が 冬 霜に 煩 ふ 句に も あらす とて 冬の 月に 定め、 入 集せ させられ ける。 初 は 文字 

つ，^ りて、 柴戶 とよめ たり。 然るに 出 板の 後、 大津 より 先師の 文に 柴の戶 にあら す。 此木戶 也" か、 る 秀逸 

は 一句 も 大切 也。 たと へ 出 板に 及ぶ とも • いそぎ 改む べしと なり。 云々 

〇 

病 雁の 夜寒に 落て 旅寐 かな 

獲の 家 は 小 海老に 交る いと^ 哉 

&蓑 撰の 時、 一句 入 集すべし となり。 凡 兆 曰、 病 雁 はさる ことなれ ど、 小 海老に まじる いと は、 句の かけ 

りごと 新しく、 誠に 秀逸な りと いふ。 去來 曰、 小 海老の 句 は 珍しと いへ ど、 其 物案じた る 時 は * 予が 口に も 
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出ん。 病 雁 は 格 高く、 趣 かすかに して、 いかで か爱を 案じつ けんと 論じ、 終に 兩句 ともに、 乞 ひて 入 集す。 

云々 

〇 

泥龜ゃ 苗代 水の 畦う つり  邦 

猿 蓑の 撰に、 予 誤って 畔づた ひと 書 入れたり。 先師 曰、 畔 移と 傳 ひと 形容 風流 各 別 也。 殊に 畔 うつりして 蛙 

〇〇oo〇ooo〇〇0〇ooo〇o〇  〇〇〇0〇〇0000〇〇0〇0〇〇〇  0 

啼 なりと もよ めり。 肝要の 景色 を あやまる 事 If の 罪の みに も あらす。 句 を 聞 事のお ろかなる 故な りと て、 き 

0  0  000000 

げん あしかりけ り。 

〇 

じだらくに 寐 れば凉 しき 夕 かな  宗 次 

さるみ の 撰の 時、 一句の 入 集 を 願 ひて、 數句吟 じ 侍れ ど， とるべき 句な し。 一夕 先師の 傍に 侍りけ るに、 い 

ざ くつろぎ 給へ。 我 も 臥しなん とお ほせられ ければ、 御 ゆるし 候へ。 じだらくに 居れば 凉 しと 中し ければ、 

o〇〇o〇〇〇o  o〇o〇o〇o  oo〇oo〇〇〇〇 

先師 曰、 是は發 句 なれと て、 今の 句に 作りて、 入 集せ させ 給 ひけり。 

〇 

面檝ゃ あかしの とまり 郭公  荷 兮 

猿 蓑 撰の 時， 去来 曰、 此句は 先師の 野 を 横に 馬 ひきむ けよ と 同前な り。 入 集す ベから す。 先師 曰、 明 石の 時 


c:- といへ る もよ し。 去來 明 石の 郭公 はしらす。 一句た^ 馬と 舟と かへ 侍る のみ。 ：？、 王の 手柄な し。 先師 

o〇ooooo〇〇ooo〇〇〇〇  0  3  0  0  D 

口、 句の 働に 於て は ： 歩もう ごかす。 明 石 を 取 柄に いれば 入れなん と あり。 終に 入らす。 

〇 、 

田のへ りの 豆った ひ 行 ほたる 哉  萬 乎 

もとは 先師の 斧正 ありし 凡 兆が 句な り。 さるみ の 撰の 時、 凡 兆 曰、 此句 兌る 所な し。 除くべし と。 去來 曰， 

へり 豆 をった ひ 行 埜 の 光、 闇夜の 景色、 風姿 ありと。 凡 兆 ゆるさす。 先師 曰、 兆 もし 捨てば、 我 拾 はん。 

云々 

〇 

いそがし や 沖の 時雨の S 典 帆片帆  去 來 

去 來曰、 蓑 は 新風の 始 なり。 時雨 は此 集の 美 目なる に、 此句は そこな ひ 侍る。 た^ 

明 や 化 帆に うけて ひとし ぐれ  . 

とい は i -、 いそがし やよりも、 句の はりよく， 心の ねばりす くな からん。 眞帆も その 內に こもり てん。 先師 

曰、 沖の 時雨と いふ も， 叉 一 ふしに てよ し。 云々 

(以上 「去 來抄」 ) 

第一 節 江洛に 遊ぶ  五 〇 九 
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〇 

月 雪 や 鉢た- -き名 は 4*1 之丞  越 人 

此句猿 蓑 集 草稿に 撰 入 侍りけ る を、 丹の 集に、 彌兵衞 と は 知れ ど哀ゃ 鉢た k きとい ふ 句見當 りて、 入 集 如何 

o〇〇〇〇o〇〇〇  〇〇〇o〇 00 〇〇〇〇〇〇〇 

侍らん と 伺 ひける に、 先師 云、 共 心 ざす 所替り あり。 然共 句に 於て 紛し。 遠慮 有るべし と 下知した まへ ひ。 

〇 

越 人が 芥子 は (散る 時の 心 やす さよ 米囊 花) 後に 題 を 附^ ふに あらす。 越人路 通に 別る k 時の 句と 聞きぬ。 

〇〇〇o〇  0000000000  0000000000000  000000  0000000000 

猿 蓑 集の 頃、 越 人 路通を 忌む ゆ ゑに、 僧に 別る X の 二字に あらため、 先師に 捧げて、 先師 も 殊に 興じ 給 ひ 侍 

0  0  0.  . 

るな り。 云々 

0 

乙 州 木 曾 塚の 句 (其 春の 石と もなら す 木 曾の 馬) は 勝れた るに は あらす といへ ども、 是を ゆるして 猿 蓑 集に 

00000000000  , 

入るべき よし 下知し 給 ふ。 云々 

(以上 「湖東 問答」) 

其 他 「去 來抄」 に、 凡 兆の 下 京 やの 句の 上 五 を 芭蕉が 自信 を 以て 置いて やったり、 游 刀の つかみあ ふの 句に 付て、 

Re 兆. 去来の なれる なれぬ の 論な ども、 入選の 際の 論戰 であった。 越 人の 芥子の 花の 句 は、 其 角. 許 六の 難があつ 

たが、 去 來は聽 かすして 入れた。 去來. 凡 兆と もに 選に 就いて 議論し、 相互 自論を 執って 下らなかった。 笆蕉の 


5?^ といへ ども • 容 3,^ に 用 ひなかった 所が える。 ^蒸 も 去來の 粗漏 を 遠慮なく 叱って ゐる。 かくの 如く 帥 弟のへ 

だて を 徹し、 句の ために、 思 ふま、 に その 價値を 論じ 合 つ た點 は、 實 に 去來 の 忠實さ と 熱心 さの あら はれ で、 本维を 

花 一 門 61 鑑の たらしめ るに、 十分な 努力であった。 「花屋 日記」、 十 一十 七日 附、 去来から ゆ 賀の松 尾 半左衞 門に 

宛てた 乎 紙の 中に、 Is^ 選 成り、 吟 St の 際 、わざく 深 川から 取 寄せた の 文 臺を用 ひた ことが 書いて あるが、 

それ 程 蓑の 撰 は- t 巴 潔に 於て 大切な ことであった。 尤も 此 手紙 は 文 隨の僞 作 かも 知れない からう つかり 信ぜられ 

ない が *  。4 に 之 を 傅 說と考 へても、 蓑 第 撰の 愼重 さが 窺 はれる。 又 「猿 蓑」 に 於て 翁 を 改めて 芭 一と 喾 かせた。 

從來は 其灼 の意兑 で、 同門 の 人が-い 巴蕉を 尊んで 翁と いふば かりで なく、 他 門の 人まで 翁と 稱 して ゐ るから、 門人が 

翁と 書いた つて 惯る所 はない と 言って、 共 角が 紫に 初めて 翁と 書いた と 云 ふので あるが、 芭蕉 は 之 を 嫌って ゐた。 

それ は 「旅寐 論」 に、 

サ巴 5^ と 後に 改 むる 察 は、 猿 蓑 撰 Ei- し 侍る 時、 句の 下に 翁と 書。 先師の 云、 此顷 門下の 集 を 見る に、 た、. -我を 

翁と 書け り。 尤も 撺る べし。 去來 云、 師の謙 返に 於て はしかり。 弟子 尊敬に 至りて は、 翁と 書 せん 事 苦し か 

らじ。 先師 曰、 されば 門 人 なれば 自分の 家に 納めん に は 鬼 も 角 も あるべし. - 之 を 世 問に 廣め、 人に 沙汰 せん 

に は、 却て 淺？ i なるべし。 人 丸 赤 人の 歌の 聖と 聞え 侍る も、 いづれ の 集に か 共 名 書かざる。 重ねて 必 翁と 窖 

く 事な かれと 下知し 給 ふ。 是に 依て 猿 蓑 集に 改めて 笆蕉と 書き 侍る 也。 別に 師を 尊ぶ 淺深 あるに あらす。 

と ある。 自！： 同志の ii なら 翁で もよ ろしい。 # に 廣め、 人に 知らせる に は 翁で はいけ ない とい ふお 蕉の心 は、 猿 
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蓑 を 以て 正^の 眞髓を 天下に 知らせよう とする 考が あつたから であらう。 併し 猿 蓑の 序に、 其 角 は、 「我 翁 行 卿の 

頃、 云々」 と 書いて ゐる。 例の 無頓 著な 筆法で あらう。 - 

去來は 向井 氏。 名 時。 字 元 淵。 通稱平 次郞、 又 次郞大 夫。 落 柿 舍と號 す。 父 元 升、 長 崎 聖堂の 祭 酒。 兄 元 端 

(震 軒)、 弟魯 町、 牡 年、 妹お t^、 共に 俳人で ある。 丈 草が 潘 川に 與 へた 手紙に、 「此人 も 昔 は 具足 を賣 て、 傾城に 

か丄り 候と て、 其 角な ども 大ぼ めの よし、 自身に も 笑 ひ 申 候。」 と ある。 此 傾城と いふの は 可 南と いふ 妾で， 二人 

の 女の子が あった。 八 歳の 時 父と 共に 上洛し、 武藝 を學ん だが、 二十 四 五歲頃 弓矢 を 捨て、 嵯峨に 落柿舍 とい ふ 

別業 を 構へ 隱 棲した。 元 祿の末 之 を 毀ち、 東 山 南 禪寺聖 護 院の邊 にかくれ た。 性 篤實、 深く 正風 を 信じ、 笆蕉の 

愛 弟と 云 はれて ゐる。 許 六の 去来が 諌に、 「老兄 法 印の 孝養 を 忘れす して、 …； ある 時 は攝家 親王の 御舘に 候 じ、 

遠近の 来客に 對し、 ^，！ ^sdl- ひ、 ？ー？ ハ 0 の l.€44?o ふ。 云々」 と あるから、 堂上 家に 出 人して 陰陽の 擧を敎 

へた ものと 見える。 義仲 寺の 葬式に、 肩 衣に 鋤 鍬を携 へたの は此 人で ある。 寶永 元年 九月 十日、 痢 病 を 煩 ひ殁。 

五十 四。 凡 兆 は野澤 氏。 はじめ 加 生と 號す。 加 賀金澤 の 人。 京に 住し 醫 となる。 後 罪 ある 人に 交り、 その 連累に 

て 投獄され る。 「猪の 首の つよさよ 花の 春」 は 獄中 吟 として 傳 へられる。 正德四 年殁。 

「猿 蓑」 は六卷 から 成って ゐ る。. 序 は 晋其角 (元 祿辛未 歳 五月 下 AK、 雲 ：2 曰)、 跋は 丈草漢 (正 竹 書 )o 內發句 

三百 八十 一 一句 (作者、 芭蕉 四十 一 句、 其 角 一 一十 五 句、 去来 一 不五 句、 凡 兆 四十 一 一句、 嵐 雪 • 曾 良 • 杉 風. 乙 州. 

智月 • 羽 紅 • 丈 草 • 史邦 • 尙白. 路通 等)、 附合四 歌仙 (去来 • 笆蕉 • 凡 兆 • 史 邦四呤 歌仙。 凡 兆 • 芭蕉 • 去來三 


吟 歌仙。 凡 兆 •  • 野 水 • 去 來四呤 歌仙。 ，t 巴蕉 • 乙 州 • 珍硕 • 素 男 • 十三 句 成， 後に 智月 • 凡 兆 • 去来. 正^. 

半殘 . 土芳 • 圃 風 • 猿雖. 嵐 蘭 • 史 邦 • 野 水 • 羽 紅 入りて 完成)、 幻 住 庵 記 * 几 右 日記 を 含んで ゐる。 本 誓 は 古米 

非常に 尊ばれた 奥で ある。 許 六 は 「宇陀の 法師」 に •  二ぎ 「きき。 ，l、ww^^^l^^^s.r?s^i 

諧に 人るべし。 云々」 と 賞揚し、 支考は 「發 願文」 (： 止德五 年刊) に、 「猿 蓑 集に 至りて、， || ひ きジ。 云々」 

と 論じ. 風國は 「泊 船 集」 の 序に、 「飄猿 蓑 出来て、 i レ^^ is"^ レ、 0^,^^^^^^. 忽 千歳 不易の 姿- 

一時 流行の 變格明 也。 云々」 と 云 ひ、 加與は 「本来 道」 に， 「全く 行の 體を 題し、 花實姿 情悉備 りて、 誠に 离代下 

易の 流行、 俳諧の 古今 とい ふべ し。」 と 賞し、 曲齋は 「婆 心錄」 に、 「風 調 は 地を專 にして、 風韻 を 主と し- 高 P 

なる 物 冬：：： に 似す。 曲節なる 物瓢 に反して、 獨當 時の ー體と 見れば、 世擧て 俳諧の 花實 全備たり と稱 して、 爱に 

止まる 事し ばらく あり。 云々」 と 述べて ゐる。 其の 他讓太 • 五明 等の 論 も ある けれど、 大方 前說を 採って 賞揚し 

て 居る に過ぎない。 

「猿 蓑」 の發句 は、 一 體に氣 品 高く、 情趣 深く、 朗々 誦すべき もの 少 くない。 殊に 凡 兆の 句 は 句法が ひきしまつ 

て、 純 客觀の 異彩 を 放って ゐる。 鳴 雪 翁が 凡 兆の 客 觀句を 賞揚して 居た の は 有名な 話で ある。 子規の 新派 I 動 は 

猿 蓑の 句作 態度に 啓發 された 所 も あるかと 思 ふ。 少し 杪錄 して 兒 よう。 

初し ぐれ 猿 も 小 蓑 を ほしげ 也  芭 

鎚 持の 猶捉 たつる しぐれ かな  正 ， 

第 一 江洛に 遊ぶ  k 1 三 
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廣澤 や ひ とりし ぐる 沼太郞 

伊勢の 境に 入て 

なつかし ゃ奈 良の 隣の 一 しぐれ 

しぐ る - -ゃ黑 木つ む 家の 窓明り 

だまされし 星の 光り や 小夜 時雨 

新 田 に 稗殼け ふ. るし ぐれ かな 

禪 寺の 松の 落葉 や 神無月 

翁の 堅 田に 閑居 聞て 

雜坎 の 名 ど. こ ろ な ら ば 冬 ごもり 

1 夜く 寒き 姿 や 釣 干 菜 

住つ かぬ 旅の こ-^ ろ や 置 ごた つ 

あら 機 や はしり 馴れたる 友 千鳥 

筏 士の見 かへ る 跡 や！！ の 中 

ながく と 川 一 筋 や 雪の 原 

信濃路 過る に 


凡 木 去 B 探 其 凡 昌羽凡 曾 史 £ 

m 

兆 節 來蕉丸 角       兆 房 紅 兆 良  邦 


雪ち る や 德屋の 芒の 刈殘し 

一 ：！： は 我に 米 かせ 鉢た、 き 

夏が すみ り 行方 や 時 rt;! 

時 cfl 何もな き 野の 門ン 構へ 

入相の ひ き の， n- や ほと \ ぎす 

^に 吹か へさる i ともし かな 

ひね 麥の 味なき {4! や 五月雨 

膳 所、 曲水の 樓 にて 

塋火ゃ 吹とば され て^の やみ 

隙 明 や^の 出て 行 耳の 穴 

曰の あっさ 盥の 底の うんか かな 

た 暑し 離に よれば 髮の落 

靑草は 湯 入な がめん あっさ 哉 

す^し さや 朝 革 門 ンに荷 ひ 込 

唇に 墨つ く兒 のす^ みかな 

第一 節 江洛に 遊ぶ 


五 千 凡 巴^ 凡 丈 去 

五 

那 兆 山 節 兆 エド L 來 


木 正 羽 凡 木 丈 

節 秀 紅 兆 節 草 蕉 


亡 

凡 半 珍 正昌土      落人 凡 旦史去 去^  五 

兆殘碩 秀房芳  梧 兆 藁 邦 來來良 
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加 賀の全 曰 ：11 寺 LL 宿 す 

0 夜 秋 風き くや 裏の 山 

初 露 や 猪の 臥 芝の 起 あがり 

都に も 住ま じりけ り 角力 取 

果も なく 瀬の 鳴 音 ゃ秋徽 雨り 

そ よ /\ ゃ觀の 中より 初 あらし 

百 舌 鳥 鳴 や 入日 さし 込 女 校 原 

初 雁 に 行 燈 とるな まくらもと 

翁^ 茅舍に 宿して 

おもしろう 松かさ もえよ 薄 月夜 

明月 や. 處は 寺の 茶の 木 はら 

^糟 やからす も 喰す 荒 畑 

鳩 ふく や .濉 柿 原の 豁麥畑 

跨 釣る 顷も 有らし 鱸つ り 

立 出る 秋の 夕 や 風 ほろ し 


梅が 香 や 酒の 通 ひの あたらしき  蟫  M 

口 常の 梅^ ころ や 厨 牛 房  支 幽 

憶 翁 之 客 中  . 

折て をつ みしらん 草枕  嵐 雷 

簿氷 やわ づ かにへ る 芹の 花  其 ^ 

鉢た i き來ぬ 夜と なれば 朧也  去 來 

うぐ ひす や 遠路ながら 禮か へし  其 角 

出か はり ゃ概 にあ まれる ごさの 丈  趣  翁 

かげろ ふや 土 もこな さぬ あらお こし  百 

陽炎 や ほろ /-^  0 る 岸の 砂  土  芳 

蜂と まる 木舞の 竹 や 虫の s^t  0 房 

恭 風に こかすな 雛の 驚の 衆  荻 子 

子 や 待ん あまり 雲雀の 高 上り  杉 凰 

知人に あは じくと 花兑 かな  去 來 

「£sli の 述句は 天下の 龜鑑 であり、 各 時代の 渴 仰であった。 殊に はじめの 三 卷は資 に 正風の 骨 髓 を 表した も 

第一 節 江^に お ^ ぶ  五一 七 


. 第 七 章 晩年 時代  . 五一 ノ 

のであった。  •  - 

第一の 歌仙、 

カイ ヅク II ヒ  -  \  し  ll-T  i ！.、 

鳶の羽 も 刷ぬ はっし ぐれ  ま 

一. ふき 風の 木の葉 しづ まる  芭 蕉 

引の 朝から ぬる i 川 こえて  /  兆 

たぬき をお どす 篠 張の 弓  史 邦 

ま い ら戶に 蔦 這 か-る 宵の 月  0 

人に も くれす 名物の 梨  去來 

此 表の 靜 かな 寂び た氣 分、 野趣に 富んだ 田園の 事象、 表の 推移 はこれ 程の 變 化で 行きたい。 

ひとり 直りし 今朝の 腹 立  <來 

いちどきに 二日の 物 も.^ て 置  兆 

雪げ に 塞 き 嶋の 北風  ,  ま 

火と もしに 暮れば 登る 峰の 寺  .  ，來 

ほと X ぎす 皆 鳴 仕舞たり.  蕉 

复 骨の まだ 起 直る 力なき  ^ 


一句 澄いて、 

いまや 刖れの 刀 さし 出す 

せ はしげ に^で かしら を かきちらし 


おも ひ 切た 

靑 天 


0  0 

に ^ 


る 

月 


湖水の 秋の 


死 ぐ 

0  .  0 

の •  i 

0  0 

比 良 


る ひ 見よ 

〇  0  0 

* まらけ 

0  0 

刀  ； 


o 

の 


初" s の トニ 句 ばあたりから、 だんく 歩調が 迫って 來て、 遂に 名殘 

一 句 口 で變 化の 場面 を展 11 しつ V、 前からの 張つ めた 氣分 をい な せ- 

じ、  ：: 双 分 を 下げて 行く 附 方の 巧妙 さに は實に 敬服す るより 外 はない" 


00000000 

此筋は 銀も见 しら 


0  0  0  0  0  0 

す 不 自由 さよ 


た 


0 

ど 


ひ 


う 


〇 

し 


0 

に 


長 


0 

草 


0 

む 


らに蛙 


0 

こ 


0 


0 

力 


る 


0 

き 

夕 


0  0 

脇 差 

0  0 

mm 暮 


來 

レ、し 

リノ 

0 

表の 八 *九.. 十 句 目に 至り 高調に 達し、 十 

十 一 一句 GZ の 湖水の 秋の 句で 全く 他の 場に 轉 

第二の 歌仙、 市中 やの 卷は、 

來 


^：！^の五六句！：：に 一 寸變 化の 波を兑 せたけれ ど、 やがて 收り、 裏の 三 句 目、 逬 心のお こり あたりから、 叉 波が 高ま 


りかけ、 十 句 目 

0  0 


や 

第 


0 

0 


0 

寺 


0 

に 


0 


0 

る 


力 


,6 
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^  0  〇  0  0  0  000000 

猿 引の 猿と 世 を經る 秋の 月  蕉 

q  0  0  0  0  0  00000 

年に 一斗の 地 子 はかる 也  來 

0,0  0  0000000 

五六 本 生木つ けたる 凝  兆  . 

十 一 句 目に 猿 引の 述懐 を 出して 心 持 を 張りつ めさせ、 それが 十一 一句 目 • 名 殘ノ表 一 句 目 二 一 句 目と 進む に 連れて 

輕く ほどかれ、 七 句 目 あたりから、 歩調が 高くな りか X つて、  、 

こ そ /\- と 草鞋 を 作る 月夜 さし 

蛩を ふる ひに 起し 初秋  蕉 

その 儘に ころび 落ちた る 升 落  來 

ゆがみて 蓋の あはぬ 半櫃  兆 

,o  -9--  0  0  0 〇 0  ◦  0  0 〇 0 〇 〇 

草庵に しばらく 居て はサ やぶり  蕉* 

0  0  〇  〇  000  0  000 

いのち 嬉しき 撰 集の さた  來 

00  0  0  0  0  0  0000000 

さま. <\ に 品 か はりた る戀 をして  兆 

^oooooooo 

浮世の 果は皆 小町 也  蕉 

0  0  0  0  000000000 

何 ゅゑぞ 粥す. >- るに も泪 ぐみ  來 

御 留守と なれば 廣き 板. 敷  化 


名 殘ノ， おの 二 句 小町の 戀の觀 想 を 中心として、 前後に 波 を 高まらせ、 花の 定^で それ を 輕 く^して 行く手 際 

は、 に 凡手の 及ぶ 所ではない。 第三の 歌仙、 灰汁 桶の 卷も 立派な ものである。 併し 之 は 前ニ卷 に比べる と、 少 


し 劣る かと 思 ふ 所が ある。 初 裏の 五 句 目、 

も の お も ひ け. ふ は 忘れて 休む 日に  水 

迎せ はしき 殿よりの ふみ  來 

金鍔と人にょばる^^^の安さ  蕉 

あつ 風呂す きの 宵 /\ の 月  兆 

00000000000  -  ► 

町 內の秋 も 更行明 やしき  來 

0000000000 

何 を 見る にも 露 斗な り  水 

000000000000 

花と ちる 身 は 西 念が 衣 着て  蕉 


此 まで は變 化の 波に 油が 乗って、 緩急 自在 實に 巧な ものである。 次に 又 名殘ノ 表、 三 四 句 目 あたりから、 氣分 

が 迫って 來て、 歩調が 高くな りかけ てよ いが、 六 句 目の 野 水の、 「何お も ひ 草 狼の なく」 とい ふ附 句が、 どうも. 耳 

^りで いけない。 之 は 前 句の 女の 智惠 に對 して、 何 思 ひ 草と 附 けたので あらう が 感心し ない。 ー體 に此卷 は- tHJ ま 

の觀想 的な 附句を 逃がして しま ふ 失敗が あり はしない か。 觀想 とか 述懐と かいふ 句 は 連想 を複雜 にし、 氣分を 重 

くし、 緊張させる 傾向が あって、 ー卷の 情調の 上に 變 化の 波 を 惹起 させて 面白い が， それが 巧に 取扱 はれて： s な 

第一 節 江^に 遊ぶ  五 ニー  ， 
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いと、 リズムが 途切れて 来る。 その 弊が この 卷に 見える。 第 四の 梅 若菜の 歌仙 は * 初 裏まで は實 によく 出 來てゐ 

るが、 後が いけない。 かう 正秀. 半殘. 土 芳* 園 風 • 猿雖 …：. などが 出て 来て、 少しづつ 附 けて は 代りく する 

ので は、 とてもよ い 連句 は 出来ない。 表の 五 句 目  1 

片隅に 蟲齒か i えて 暮の 

二階の 客 はた.^ れ たる あ 

放 やる うづら の 跡 は 見え もせ 

0  0  0  0  000000 

稻 の葉延 のちから なき 

0  0 〇  〇 0  0  0  0  ^  £ 

—發 心の. 初に こ ゆる 鈴 鹿 

內藏頭 かと 呼聲 はた 

卯の 刻の 箕の 手に 並ぶ 小 西 

000000000000 

すみきる 松の しづかな りけ 

获の札 薄の 札に よみな し 

この あたりの 推移、 前 句の 心 持に びたり 合って、 緩急 を附 けつ、 進んで 行く 附方は 感服す る。 すみきる 松の 附味 

も、 靑 天に 有 明月の 附味も 同一 である。 前 句の 緊張した 心 持を遁 さないで、 而 かも 後に 變化 を殘 して 行く 所 全く 

凡手で はな い。 


月 

0 

0 

て 


碩 

碩 


-;^ t おの；^」 釋書 では、 空然の 「猿 蓑 逆 志杪」 (萬延 元 年刊) が 最も 詳しい。 共 他 何 丸の 「七 部^ 小 鏡」 os^ 化 叫，. r)， 

之 は 「逆^ 杪」 の 誤 を 2^- 疋；， ^"し、 篤 倒した ものであるが、 さう いふ 自分の 註に も あやしい 所が ある。 杜 勤の 「tsss- 

^爪し るし」 (天明 七 年刊) に、 發句 十三の 解 • 幻 住 庵 • 几 右 日記の 短評 • 七 部^ 論 . 連：？ の 解 等が 見える。 道葡 

n 傯の 「猿 蓑 澳其角 序 註解」 (寫 本) も ある。 簡翠な 評註で、 所々 文法の 誤 を 正して ゐる。 卷 末に、 「閉榭 ^菊 雄叟 

の秘藏 せられし を、 伴 殘月 軒に これ を藏 す。」 と ある。 成 美の 「猿 蓑 集 歌仙 異同 考」、 杜 哉の 「俳諧 古染之 辯」 (寬 

政 ハ牛刊 )、 猿 蓑. 炭 俊 • 絞 猿 蓑の 附合を 簡單に 註釋說 した ものである。 指 直の 「t ^蓑附 合 註解」 (明治 二十 年 

刊 y 附錄 として 附句案 万 七 名の 說 明が ある。 

「猿 褒藥」 中、 市中 やの 卷に千 紫 縣流山 町の 秋元洒 汀氏藏 の眞蹟 歌仙が ある。 普通の 七 部 集 本と は 多少 語句が 

遠って ゐる。 波 氏の 「ぉ蕉 全集」 中に 之 を 頭書に 拔 出して 異同 を 示して ゐる。 江 三の 「むつの ゆかり」 に、 也 

Si 師の傳 来した 猿 養 十 稿の 一 部が 出て ゐる。 卽ち  . 

ミヅ タマリ  \ 

木つ けたる 水たまり  兆 

よこす 黑 ほこの 道  范 3 

早き 御馬の ゆ 刀 もち  來 

せ ：！： ふ 糞 こ ほしけ り  兆 

しろ かこ ひの 寶 屋敷  ^ 

山 各 に ：- お ぶ  五 二  H 


^  ,ー ノ本生 

足袋 ふみ 

迫た て、 

てつち か 

戶 子 もむ 

第 一 0 打 
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てんしゃう まもり もはや 色つ く  t 

や まま f  i ハ i き、 勅 UIB おや ま fiMKT へ M。 ン r フ， ^X0f?  Ir 

と ある。 之 は 秋 元洒汀 氏 藏の眞 踵と も 遠 ふ。 

第二 節 最後の f 巴蕉庵 

1 、 芭萑庵 再興 

芭蕉 庵 は 奥の 細道 出立の 際に 人に くれてし まった ので、 此冬は 橘 町へ 居を變 へたので ある。 仙 化が 父の 追善に、 

袖の いろ よごれて 寒し こい 鼠 

と ある。 叉 

fej い 鳥 の 心 は し らす とし の 箸 

歳 晚の吟 であらう。 

元 祿五年 壬 申- 芭蕉 は 四十 九 歳の 春 を 橘 町で 迎 へた。 「栖去 之 辯」 は此 春の 作で ある。 「小 文庫」 • 「芭蕉 翁 文集」. 

「笆蕉 文集」 等に 出。 卽ち 


栖 去之辨 

こ、 かしこ うかれあるきて、 橘 町と いふ 所に 冬 籠して、 睦月き さらぎ になり ぬ。 風雅 もよ しゃ 是 までにして 

n を閉 むと すれば、 風情 胸中 を さそ ひて 物の ちらめ くや。 風雅の 魔 心なるべし。 -冢 を放ド して 栖を 去， に 

0000000  0000000000 

た^ 百錢 をた く はへ て. 柱 杖 一 鉢に 命 を 結ぶ。 なし 得たり 風情、 終に を かぶらん と は。 

(Tie 蒸 翁 文集」) 

三年 問 漂泊な 旅 を つ^けて、 やう やく、 y 戶へ つて 來 たもの、 • 住むべき 草庵 はなく、 叉ぞろ 人の 厄介に なら 

なければ ならない。 風雅 もよ しゃこれ 迄と、 口 を 閉ぢて 了 はう とすれば、 詩興 胸中に 起り 如何 ともなし がたい。 

之れ では 遂に 乞 〈厌 になって しま ふ。 t 巴蕉 の述懷 は、 俗 生活と 詩的 生活との 衝突の 苦悶で ある。 芭蕉の 如き 俗綠を 

放 下して、 詩の 感情 生活に 沒入 する 者に さへ、 なほ 且つ か.^ る 歎きが ある。 芭蕉の 詩 は淚の 寂しき 慰藉で あると 

も 云へ よう。 

一 SI 司呂 丸の 死 を惊ん で、 

當歸 よりあ はれ は 塚の すみれ 草 

や 餅に 識 する 椽の先 

ほと 、ぎす 啼ゃ五 尺の あやめ^ 

之も此 IS の呤 である。 「笈 日記」 に、 「僧の 和 及 はか- -る 蔡 きかすな りぬ るぞ， 今は戀 しき 人の 數 たり。」 と ある。 

第二 笳 最後の 芭菊庵  五 二 五 
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鬵 やの 句 を 立 句と して、 支考 との 兩呤 歌仙 成。 

. B も眞 直に 晝の あた X か  支  考 

やぶ 入 はた ^ 藪 入と 見せかけて  同 

C 「百 囀」 下略) 

此 歌仙 は 梅 人の 「附合 耍錄」 (天明 三 年刊) に、 支 考の七 名 八 體の附 方を敎 へる ために、 解釋 されて ゐる。 

五月、 支考の 東行 を 餞し、 

此 こ.^ ろ 推せよ 花に 五 器 一具 

許 六の 「同門 評判」 に、 「世 を侫ふ 生得 ありと 見えて、 翁の 餞別に、 

此 心す ゐ せよ 花に 五 器 一具 

と 申され、 旅 五 器 一具 とらされたり。 翁 はかれが 俊なる 生得 を兒と けた まへ ども、 彼 はこの 心 をす ゐ する 事 あ 

たはす。 云々」 と ある。  . 

五月 半、 舊 庵の 傍に 笆蕉庵 を 再興した。 竹 人の 「全 傅」 に、 深 川の 庵 再興の 文が 出て ゐる。 卽ち 

古き 笆蕉庵 は 山 氏 素 翁 序 製て、 貧 主が 心 ざし を あら はし、 其 角 • 一  晶等勸 進の 聖と 成りて、 風士の 輩に 一 紙 

半 錢を乞 ふ。 今年 辛 未の 夏、 杉 風 一 人の 施主と 成りて、 聊か 枳 風が 志 を 相 兼、 住居 は 曾 良、 岱 水が 物 好に 任 

せて、 三 の 茅屋 池に 臨て 立り、 云々 


と ある。 元の 仏 巴 蒸 は 素 堂の 勸化 によって、 諸 風土の 寄附 を 仰いだ。 右の 文に 其 角 • 一晶 云々 と あるが、 素 堂の 

勸化簿 の 中には、 其 角 * 一  晶の名 は 見えない。 とにかく 此度は 杉 風 一 人で 建てた ので ある。 その 庵の 狀態は 次 

の 「^燕 を 移す 辭」 に 明らかで ある。 卽ち 

ことし 五月の 半、 花 橘のに ほひ もさす がに 遠から ざれば、 人々 の 契 もむ かしに か はらす。 ^此 あたりえ 立 さ 

000000000  00000000000  00  0  00000000  0000000000 

らで、 葡き庵 もや-ちかう、 三 の 茅屋つ ぎくし う、 杉の 柱い と 淸げに 削な し、 竹の 枝折戶 やすらかに、 

oooo〇oooo〇oooo〇〇oo ィ、 S2 

よし 垣 あつう しわた し、 南に 向 ひ • 池に 臨で、 水棲と なす。 地 は 富 士に對 して 柴門景 をす、 めて な i め 也。 

浙 江の 潮 三股の 淀に た- "へて， 月 を 見る たよりよ ろしければ、 初 月の 夕より 雲 をい とひ、 雨 を くるしむ。 名 

月の よそ ほひに とて、 まづ t 巴蕉を 移す。 その 葉 ひろうして、 琴 をお ほふに たれり。 云々 

.  .  (芭孩 マ AM 文集) 

と ある。 新 庵は舊 庵より 廣 かった。 位 ：4 はは 暫 庵の 傍であった。 やはり 富 土の 佳景に 接し、 三股の 月 を 眺める 便が 

あった。 池に 臨んで 水樓 となす とする 書 も あるが、 水樓は あやまり であらう。 此池も 前のより は廣 かったら しい。 

湖 中の 一." 略傳」 に、 「t "巴蕉 五 もと を 栽たり。」 と ある。 

夕 額 や 醉て顔 出す 窓の 穴 

亚" の 淵 明. ^うらやむ 

窓 形 に 靈 寢 の 臺 や 簟 

第二 節 最後の t3 燕 庵  五二七 
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新 庵の 吟 であら うか。 

七 株の 获の 手本 や 星の 狄 

李 由の 「韻 塞」 に、 「素 堂の 母 七十 あまり 七と しの 秋 七月 七日に ことぶき する。 萬 葉 七 種 を もて 題と す。 これにつ 

ら なる 者 七 人。 此結緣 に ふれて、 冬 また 七叟 のよ は ひに なら はむ。」 と 前書が ある。 七 人と は 嵐 蘭. 沾德. 曾 良. 杉 

風. 其 角 • 素 堂. 芭蕉で ある。 あ 句 皆 「韻 塞」 に 見えて ゐる。 「句 選 年考」 によると、 素 堂の 追悼 集なる 「通 天 橋」 

に は、 七 株の 获の手 もと や： §!i の緣 となり、 其の 他 其 角 • 沾德. 嵐 蘭 • 素 堂 等の 句 も 「韻 塞」 と異 つて ゐる。 然る 

に 西 馬の 「一翁 四哲 集」 に は、 萩の 千 本 やとあって、 杉 風 家藏七 種の 卷 物に、 荻の 千 本と あると 頭註が ある。 

八月、 許 六 桃 隣の 手引で 入門す る。 「自讃 之 論 上」 に、 

予 明の 年 七月 又 東武に 赴く、 此 とき 翁に 對 面せん こと を 喜ぶな り。 橘 町より 深 川 芭蕉 庵 再興して 入た まふ 年 

なり。 江戸 着の 日數經 す、 桃 隣 手引して 八月 九日 深 川の 庵 をた- -き、 師弟 契約の はじめな り。 一座に 嵐 蘭 • 

桃 隣. 淨求 法師な り。 桃 隣 云 ひける は、 翁へ 發句 持參 あるべし とい ふに 任せ、 桃 隣 執筆して、 四 五 句 はじめ 

て呈 す。 云々 

と ある。 許 六 は 以前から 芭蕉に 對 面しようと 思って 居た ので あるが、 t い 巴 蕉が近 江に 居る 時 は 許 六 は 江戸へ 下り、 

許 六が 故山に 居る 時 は 芭蕉 は 江戸に 赴く と 云 ふ 工合に、 いつも かけ 違って 會 ふ機會 がなかった。 それが やっと 此 

歳の 秋會 ふこと が 出来て、 多年の 望 を 叶へ たので ある。 その 時 芭蕉に 見せた 句の 中、 「十 圑子も 小粒に なりぬ あき 


の 風」 とい ふの が-い 巴蕉 から 激賞され た。 此句は 一 一十 句ば かり 作り直し、 一 一日 案じ 煩うて、 やう やく 小粒に なりぬ と 

思 ひ 付いた ので ある。 許 六 は笆蕉 に會ふ 前、 尙 白に 二度 程會 ひ、 共^5:に兩席會合したぐけで、餘は專ら「ぁら野」* 

「猿 蓑」 を 熟 籤し、 正風の 真髓を 探り 得た ので ある。 -ぃ巴 蒸に、 「愚 老が魂 を 集に てさぐり 當る人 は 門弟 子に 許 子 一 

人な り。 ：•： 愚老が 本望 今日 達せり。」 と 言って 喜ばれた ので ある。 

許 六 は 森 川 氏。 名 百 仲。 字 羽 官。 通稱 五助。 五老 井. 菊阿佛 などと 號 した。 近. 江 彥根藩 井伊 侯の ほ。 三百 領。 

はじめ 支考と 親しく、 後 篤 倒す る やうに なった。 性 傲岸。 取合せ 手段 を 信じ、 同門 諸子 を 酷評した。 正德五 年 丸 

月 二十 六日 殁、 六十。 

II、 閉關 VJ 其 後 

閉關 の說を 作り、 門 を 閉ぢて 人に 逢はなかった の は、 此秋 のこと であらう。 閉 關の說 は、 「小 文庫」 • 「風俗 文選」 - 

蝶 夢の 「文集/ 風德の 「文 维」 等に 出る。  . 

人生 七 卜 を 稀な りと して、 身の 盛なる 事 はわ づ かに 二十 余 年 也。 はじめの 老の 来れる 事、 一夜の 夢の 如し。 

…… 人 来れば 無用の 辯 あり。 出て は 他の 家業 を さまた ぐるもう し。 尊敬が 戶を閉 て、 杜五郞 が 門 を 鎖 さむに 

は、 友な きを 友と し、 贫を 富り として、 五十 年の； g 夫 自書、 みづ から 禁戒 とす。 

あさが ほや 晝は 鎖お ろす 門の 垣 

(小 文庫) 
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奥の 細道 以後の 芭蕉 は 體も衰 へて 來 たやう だし、， 一層 老を感 する やうに なったら しい。 嵯峨 日記の むだ 書と い 

ひ， 栖 去の 辯と 云 ひ、 閉關の 辭と云 ひ、 笆蕉の 述懷に 寂しい 影が 殖えて 来た やうで ある。 「俳人 芭蕉」 によると、 

西國が 訪れた けれど 會 はなかった と ある。 

九月、 洛の洒 堂 江戸へ 下り、 芭蕉 庵に 越年、 六 年 二月の はじめまで 止まる (「深 川 集」 の 序)。 その 間 芭蕉 • 嵐 

蘭. 許 六. 杉 風：： 風 竹 等と 附 合った 集 を、 「深 川 集」 (元祿 五 年刊) と 云って、 七 部 集の 一 に擬 せられて ゐる。 內 

に 歌仙 六卷、 素堂亭 忘年 書 懷の發 句を牧 める。 最初の 卷は 芭蕉 庵與 行で、 芭蕉 • 洒堂 • 嵐 蘭 • 岱 水の 四吟 歌仙で 

ある。 

深 川 夜 遊 

靑 くても 有べき もの を 唐辛子  芭  蒸 

提て おもたき 秋の 新ラ鍬  洒 堂 

暮の 月槻の こっぱ かたよせて  嵐  蘭 

坊主お しらの 先にた.^ る- -  ^ 水 

初 裏の 六 句 目 あたり、 

• 正氣 散の む 風の かる さよ 


力 

0  0  0  0  0  0000000000 

目 の はり に ま づ千石 は 仕て 遣りて 


水 


き. ゆるば かりに 證 おさ ゆる  i 

0  00  0  〇-〇  000000 

踏まよ ふ 落花の 雪の 薄 月夜  水 

名 殘ノ表 六 句 目 あたり、 

0000000  00000 

我が 跡から も 鉦 鼓う ち來る  蘭 

0  0  〇  〇  o〇o〇〇〇o〇〇 

山伏 を 切って かけた る 關の前  蕉 

鎧 もたねば ならぬ 世の中  堂 

oooooooooooo 

付合 は 皆上戶 にて 呑 あかし  蘭 


此附句 は 古 木お 名な もので、 變 化の 上に 抑揚 あり、 緩急あって、 なかく 巧に 出来て ゐる。 全 歌仙の 中す ぐれた 

ものである。  • 

次 は萆 庵の 留守と 前書して、 杉 風の 發句 • 洒 堂の 脇で あるから、 杉 風が 芭蕉 庵の 留守 を 訪れて、 洒堂 以下と 作 

つた ものと 見える。 餘り 面白い 出來 ではない。 

次 は 「二日と まりし 宗鑑が 客。 煎茶 一 斗、 米 五 升、 下戶は 亭主の 仕 合なる べし。」 と 前書して、 洒堂. 許 六. 笆 

蒸 • a 蘭の 叫吟 歌仙が ある。 芭蕉が 洒堂を 連れて、 許 六亭へ 赴いた 時の 吟。  * 

洗足に 客と 名の 付く 寒さ 哉  洒 堂 

綿 館 双ぶ 冬む きの 里  許 六 

111- 二 節 最後の 芭蒸庵  ， 五三 一 
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齢膨. -階 子の 鎰を傳 ひ來て  巴 蕉 

舂は其 ま，^ な X  くさ も立ッ  嵐  蘭 

初 裏 一 句 目から、 

相國寺 牡丹の 花の さかりに て"  蘭 

椀の 蓋と る 藤に 竹の子  蕉 

0  00000000000 

西 衆の 若黨 つる i 草 まくら  ion 

0  0  0  0  0  ^  0  0  ^  0  で 

むかし 咄. に 野郎 泣す る  六 

00  0  0  0  0  0  0  0  0  ^  0 

きぬく は 宵の 踊の 范を 着て  蕉 

東 追手の 月ぞ 澄き る  蘭 

名 殘ノ表 九 句 目、 

乘掛の 提灯し めす 朝 蔵  蘭 

汐さ しか i る 星 川の 橋  へ .  蕉 


之 も 有名な 附合 である。 靑 くても の卷の 如く 花やかで はない が、 なかく 巧に 出 來てゐ る。 次 は 芭蕉が 支 梁亭の 

口 切に 招かれて 作った もので、 芭蕉 • 支 梁 • 嵐 蘭 • 和合 • 洒堂 • 岱水 • 桐溪 • 也 竹の 八吟 歌仙で ある。 

. 支 梁 亭ロ切 


口 切に It- の庭ぞ なつかしき  芭 

箏見 たき 藪の はつ 霜  支桀  . 

山崔の 笠に 縫べき 草 もな し、  嵐  蘭  _ 

(下 略)  」 

此 卷は變 化に 山がない から 面白くない。 併し  .  一 

^で 乞食に なりやすき 月  蘭  一 

だと か、  i 

兄に またる- 釋迦 堂の くれ  堂  i 

唤 初て 忍ぶ たよりも 猿す ベり  蕉 

などの 附合は 面白い。 

次は洒 堂が 芭蕉と 淺 革の 胤 竹 を 訪れて 作った ものである。 洒堂. 嵐 竹 二 巴蕉* 北 i^. 嵐 蘭の 五 人で、 十 句を附 

けた。 あと は洛へ かへ つて、 HI 房. 正秀. 去来. 遊 刀な どの 連中と 少しづつ 附 けて 滿尾 とした ものである。 一 

最後の 一 卷は曲 翠 • 洒 堂の 兩吟で • 松の 中と 前書が あるから、 六 年の の 作で あらう。 之 も 面白い もので はな 


い 


三日月の 地は朧 なり 蘅麥 S 
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名月 や 門に さし 來る 潮が しら 

- -花蕉 葉 を はしらに 懸けん 庵の 月 

是 等の 句も此 秋の 呤で あらう。 三日月の 句 は 三月 や、 三日月に .：：. 薷麥の 花と も ある。 


九月の 末、 女 木 澤桐溪 を 訪れて、  ， 

秋に 添て 行ば や 末 は 小 松 川 

の 句が ある。 

十月 三日、 許 六亭を 訪れる。  . 

け ふば かり 人 も 年 よれ 初 時雨  はせ を 

野 は 仕 付た る麥の あら 土  許 六 

油 實を賫 む 小粒の t- 味して  洒 堂 

(下 略) 

此卷 は笆蕉 • 許 六. 洒堂 .岱 水. 嵐 蘭の 五吟 歌仙で、 「韻 塞」 に 出て ゐ るが、 なかく よく 出 來てゐ る。 初裹ノ 

句 目、 

才 はりの 傍 ffi- 中に 憎まれて  ，  水 + 

燒 焦した る小褸 もみ 消す  翁 


綜 つむ 笹の^ 色に 明 わたり  .7 

雜磁 をの ぼるなら の 入口  t 

牛 分 は 鎧 はぬ 人もう ち 交 り  tt^ 

船 追の けて 蛸の^ 飽き  ォ 

宵閒は あらぶ る祌 の宫遷 し  翁 

此 邊の變 化工 合が 面白い。 

又 その as 六、 s^i を 訪れて、 塞 菊の 歌仙 をす る。 「笈 日記」 に、 

深 川の 草庵 とぶら ひて 

寒菊の 隣 も あり やい け 大根 許 六 

冬 さし 籠る 北 窓の 煤  翁 

月 もな き齊 から 馬 を つれて 來 て.  3^  蘭 

許 六の 「滑稽 傳」、 俳諧 指南に、 色 蕉の脇 を 評して * 


0 つっつ 00000  00  00  000000000000  0  0  0  ^  0  0  0  o  o^  o  o  3  > 1. 、ト, J..-r37  I 一 

&き， ぼ ま^ ヤバリ^な り。 煤の 一 字 俳諧の 讀方 にして、 達人の 手柄と いふ は是 なり 知らぬ 人 は #閉 に 

见 通し、 蒸 門 の 不可思議 を しらす。 第三 嵐 蘭に あたれり。 數刻 案じ 中され 侍れ ども 出す。 後に is のよ せ- iiil な 

どいつ も此 様な 横 小路へ S. 入 置 候と. S. されければ、 先師の 曰、 よせ 馬と いふ もの、 今まで 何千 度 出 候 やら 知 
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らす。 是 t にある 三 合のう ちな りと 申されければ、 在鄕 より 宵から 馬 をつ れ來 り、 寒から せ 一と、 § 

ねて 申されければ、 眞 直に それが よき 第三に て 侍るな りと て , 

月 もな き^から 馬 を つれて 来て  ，M  I 

と 先師 作り 中され たり。 云々 

と ある。 

深 川の 大 橋が 半分 か i つた 頃に、 • 

はつ 雪 やかけ か i りたる 橋の 上 • 

の 作 もあった。 「陸 奥 千鳥」 の 序に、 「深 川の 草 扉 を 閉ぢ、 ひそかに 門 を观て は、 初雪 や 缺けか k りたる 核 〇 上な 

どひと りごち て、 閑に 送る もた のし。 云々」 と ある。 

葱 白く あら ひたて たる さむさ 哉  - 

納豆き る 音し ばし 待て 鉢 叩 

鉢 叩き は 餘程氣 に 入った ものと 見える。  ， 

十二月 二十日、 彫棠. 晋 子等と 歌仙す る。  . 

壬 申 十二 日 二十日 卽興 

うちより て 花 入 探れ 梅椅  m  0 


降 こむ ま i の はつ 雪の 宿  彫 

目に た X ぬつ まり 看 を 引かへ て  晋 

0, 句 兄お」 下略」 

素 堂亭 忘年 會に 招かれ、 

節季 候 

節季 候 を 雀の わら ふ 出立 かな 

各 探题、 -M 蘭 は 餅 春、 會良は 衣 配、 洒 堂は佛 名、 素 堂 は 歳暮の 句になる。 餘興 として、 

としわすれ 1^ に 桃の 花書ン  洒 

膝に のせた る 琵琶の こがらし  素 

宵の 月よ く寢る 客に 宿 かして  -ー 巴 

の附 合が あった。 

* 元 祿六年 癸 酉、 芭蕉 五十 歳、 江戸の TP 巴蕉 庵で 春を迎 へ、 

年々 や 猿に きせた る 猿の 面 

歲旦呤 であらう。 無季の 句と して 論の あった 句で ある。 

正月 末、 -M 蘭の 一子に 嵐戎 とい ふ 號を與 へる。 之 は 悼 嵐蘭詞 に、 . 
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ことしむ 月の 末ば か. りに、 稚 子が 手 を 取り、 予 草庵に 來 りて、 かれに 號 得さすべき よしを 乞ぬ。 五 戎五才 の 

眼 ざしうる はしければ、 is^の 一 字を缺 て、 嵐戎 と名づ く。 その 悅 ベる 色、 今 目の あたり を さらす。 云々 

と ある 0  , 

二月、 是 橘が 剃 髮、 醫 門に 入る を 祝して、 

はつう まに 狐の そりし 頭 哉 

露沾 公に て 

西 行の 庵 も あらむ 花の 庭 

三月、^ 專呤の 伊勢 熊 野へ 詣るを 餞して、 、  • 

鶴の 毛の 黑き衣 や 花の 雲 

蝶 夢の 「文 奥.」 に、 僧 專吟に 餞別の 辭と いふ 一 文が ある。 

富 花 月 

草庵に 桃 さくら ぁリ  , 

e: 人に 基 角 嵐 雪ぁリ 

雨の 手に 桃と 櫻 や 草の 餅 

之 は 兀峯の 「桃の 實」 (元祿 六 年刊) に 出て 居る。 此句を 立 句と して、 芭蕉 • 其 角. • 嵐 雪の 三呤 歌仙が ある。 卽ち 


翁に 馴し蝶 鳥の 兒  g 雪 

野 屋敷の 火繩も 許す かげろ ふに  其 角 

(「 一 葉 集」 下略) 

此 歌仙 は、 「俳諧 未来 記」 の 中に あって. それ は 安永 三年、 雪中 庵 門の 周 竹の 上 木に よって、 知られた ものである。 

^竹の 序によ ると、 或 貴家の 文 靡に、 色 蕉. 其 角. 嵐 雪の 三 呤が傳 はって ゐた。 其 辔 は未來 記と 题し、 序 は 仙 化、 文 

と 歌仙 は 共^の 自筆であった。 なほ 叉 その 附言に 云、 「未來 記の 文 は ひめ 置かる、 封印 あれば、 是を It プ丄 ：；：1- あた 

はす。 故お 之。 此奥 前後 ニ卷、 元祿の 編な り。 旣 板に 行 はるべき 草稿の ま、 にして、 下 卷には 歌仙 六卷、 共 角 • 

嵐-^^のニ師をはじめ、 露沾 公. 杉 風 • 仙 化 • 沾德 • 曾 良 • 百 里な ど 興行。 共 外 諸國門 葉の 發句 あり。 今是 にもら 

す。 云々」 と ある。 樋 口 氏 は 此卷を 疑って ゐ るが、 t 巴 蕉の附 句が 猿 蓑 以後 ー變 して、 輕 みに 出か、 つて ゐる やう 

でも あり、 殊に 「夏 塞き 關の孫 六 ぬきはなし」 (嵐 雪) へ、 「たしな き 風の 石 菖へ來 る」 G 巴蕉) の 附句は 名高い も 

ので、. かう 輕 くいなして、 前 句の は づみを 祓いて 來る 手際 は、 芭蕉なら では 叶 はぬ やうな 氣 もす るから、 之 は 元 

綠の 歌仙で あらう と考 へる。 因に、 「俳諧 未来 記」 は、 「俳諧 文庫」 の 「蓼 太 全 猿」 中に 收 めら れる。 

五月、 許 六の 木 曾 路を經 て、 舊里 にかへ る を 送る。 「韻 塞」 に、 

おなじく 五月 六日の 頃、 旅 だた むと 申つ か はしける に 驚き、 例の 次 郞兵衞 を 使と して、 後の 旅 は 我 も 木 會路 

を經 て、 眞ー 文字に 五老 井と 志す。 彥 城の 諸子に やう やく 對 面せむ 事 を 常， （\ にね がふ。 かなら す 人に 沙法 
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する 事な かれと、 こまやかに 文して、 色紙 • 短 尺 • 綺譜の 類 もたせ 給 はる。 云々 

と ある。 例の 次 郞兵衞 と あるから、 芭蕉 庵に 居て、 何時も 笆蕉の 用 をた して 居た ものと 見える。 其 餞別 呤の詞 書 

に、 

木 曾 路を經 て、 舊里 にかへ る 人 は、 森 川 氏 許 六と 云 ふ。 古へ より 風雅に 情 ある 人々 は、 後に 笼を かけ、 

草鞋に 足 をいた め、 破 笠に 露霜 をい とひ、 己れ が 心 をせ めて、 物の 實を 知る 事 を よろこべり。 今 仕官お 

ほやけ のために は、 長劍を 腰に はさみ、 乘 かけの 後に 鏠を もたせ、 步行若 黨の黑 き 羽織の もすそ は" 風 

に ひるが へりた る ありさま、 此 人の 本意に は あるべ からす。 

椎の 花の 心に も 似よ 木 曾の 旅  はせ を 

うき 人の 旅に も 習へ 木 曾の 蠅  同 

兩句 一 句に 決定すべき よし 巾され けれど、 今滅 後の 形見に ふたつながら ならべ 侍る。 (韵 塞) 

と ある。 許 六 は 江州彥 根の 井伊 侯の 家臣で、 此 度の 出府 は 主君の 供で あらう から、 仕官 • 公 のために は 長 劍をは 

さみ， …… と 云った ので ある。 「繽猿 蓑」 に は、 「旅人の 心に も 似よ 椎の 花」 と ある。 「風俗 文選」 に、 柴 門の 辭と 

いふ 笆蕉の 餞別 文が 出て をり、 「韻 塞」 に は、 許 六 離^ 詞 となって ゐる。 內容は 同一 である。 之 は 四月の 末に 書い 

たものと 见 える。 「柴 門の 辭」 に、 「畫 はとって 予が師 とし、 風雅 は敎 へて 予が 弟子と なす。 云々」 と ある。 此歸 

鄕には 杉 風 • 桃 隣 • 百 里 等の 餞別 句 もあった。 


一 聲の 江に 横た ふや ほと.. - ぎす 

時鳥 聲潢た ふや 水の 上 

此ー： の吟 である。 「篇 突」 によると、 此句は 笆蕉が 取 拾に 迷うて、 沾德に 判 を 乞 ひ、 水の 上の句に 極めた ので ある 

が、 ー聲の 方が すぐれて 居る。 察する に、 江に 横た ふの 方が 先へ 出来た の だら う。 ー聲の 江に 横た ふや 迄 は 平に 

聞え て n に 隙らない が、 ほと、 ぎす とい ふ 所 舌頭に 當り、 はね 返る やうな 感じが する。 それ だから 時鳥と いふ 下 

五 を 上に 引上げて、 横た ふやと 作った の だら うと i" 一し く 論じて ゐ る。 此事は 「笈 日記」 の、 -t 巴 燕が 荊 口に 典へ 

た 手紙の 中に も 出て 居て、 山 口 素 堂 や 原 安 適な ど 詩歌の 好 者 もやって 来て、 水上の 聲の 方が よい ことに 定 つて 濟 

んで しまったと ある。 自分の 句 を 門人に 批判 させて、 其 優劣 を 定める 所な どば、 道の 上に 師弟の 別の ない 事 を 示 

して、 .EI,E 討究 を 尊んだ 態度が 見えて うれしい。  . 

七 n 七日、 雨 を ふとあって、 七夕 小町の 歌に 題し、 

高 水に！： 尘も 旅寐ゃ 岩の 上  に 

とい ふ 句 を 作って ゐる。 これ は 「小 文庫」 に、 

初秋 七日 兩 

元 六 文 七日の 夜、 風雲 天に みち、 白浪 銀河の 岸 を ひたして、 烏鵲も 橋杭 をな がし、 一 藥梶を ふき をる け 

しき、 二が： も屋形 をう しな ふべ し。 今， 狩な ほ 只に 過 さむ も殘 おほしと、 ー燈か X げ 添る 折 ふし、 遍照 小町が 
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歌を呤 する 人 あり。 是 によって 此の 二 首 を 探て、 兩 星の 心 を なぐさめむ とす。 

とい ふ 前文 を 載せて ゐる。 

五本松に 船 を 浮べて、 月 を 賞した のも此 秋で ある。 「繽猿 蓑」 に、 

深 川の 末、 五本松と いふ 所に 船 さして  ,. 

川上と こ の 川し もや 月の 友 

と ある。 葛 飾の 素 堂 を 思った の だら う。 

八月 二十 七日- 嵐 蘭 病死。 鎌 倉の かへ りに 病 を 得た ので ある。 笆蕉の 「悼 嵐 蘭詞」 が、 其 角の 「末 若紫」 に 出 

て 居る。 嵐 蘭 は 其 角：： 風雪に 次ぐ 芭蕉の 古い 門人で、 笆蕉は 十九 年の 交情 淺 からざる ものであった。 三年 ほど 前 

に 官を辭 し、 七十の 母と 七 歳の 子を殘 し、 五十に 足らざる 年で 死んだ。 

その 追悼 文に も、 「父の 如く、 子の 如く、 手の 如く、 足の 如く、 年頃 なれむ つび たる 俤の、 愁の袂 にむ す ぼれ 

て、 枕もう きぬば かりなり、 云々」 と ある。 

秋風に 折れて かなしき 桑の 枝 

笆蕉の 哀愁 もさ こそと 思 はれる。 

初 七 墓に まふで 

みし やその 七日 は 墓の みかの 月 


初し ，3 は 九月 三 曰であった からで ある。 其 角 は尙同 雷、 「此 悼の 詞は、 I 生に 病 心 をな やまし 力く 書つ ドリ 

けれども とて、 懷 中し 來給 ひて、 追眞 行の 事 ども 迄、 相談に 及びし 時、 予が 机の はしに 管れ たるな り。 云々」 

と ある 0  1 

八月 二十 八日、 i の i 匿。 七 ±1 歲。 芭 燕の 東 順傳が ある。 「句 §」 • 「錦 縮 殺」 • 「風俗 文選」 等に 出て 

ゐる 0  . 

\ 月の 跡 は 机の 四隅 哉 

八丁 堀に て、 

菊の花 唤 くや 石屋の 石の 問 

十月 九日、 素 堂 菊 園の 遊に 招かれる。 

きの 香 や 庭に 切れた る 履の 底 

之に は 前書が ある。 之に よると 重陽の ま 花が まだめ ぐみ もしない から、 髮 S 例に ならつ 一」、 秋 f 詠 じた 

ので あると。 

洒堂を 戒めた の も此顷 である。 「市の 庵」 に、 

贈洒堂 

湖水の 磯 這 出.；， -る 田螺 一 匹、 
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簠 間の 蟹の はさみ^お それよ。 

牛に も 馬！ _L も 踏る、 事な かれ。  ， 

難波津 や 田螺の 蓋 も 冬 ごもり 

と ある。 此句は 二月に、 洒 堂が 江戸 を 出立す る 際の、 送別の 句 だと 思 ふ 人 も あるが、 さう ではな からう。 

十月 一 一 十日、 深 川に て卽興 

振賣 の 雁 あはれ なりえ びす 講 

寒菊 や 粉糠の か X る 曰の^ 

「炭 使」 に 出て 居る が、 後 句 は 「初 便」 に、 (「塞 菊隨 筆」 にも). はせ を 庵に てと 前書し 

塞 菊 や 小糠の か i る Q の 端  芭 蔡 

提て賣 行 はした 大根  野坡 

夏 冬 は 取 置 橋を懸 初て  同 

、  (下 略) 

と、 三十 二 句 だけで 終って 居る。 之 は 笆蕉の 意に 適せぬ 句が 多かった から、 滿 尾に 至らす して 止めた ので あると 

野 坡の奥 書に 見える。 

ま士の 大根 苦き はなし 力な  . 


？ 入の § 一  こ. (I 大根に 一 折 I さ I  i」 に は、 

管 養 I す。」 II 11 SI 1謹臣でぁら う 

<1 維 やいた.^ いて 踏む 橋の 範 

ィ  ゥ5、 さて、 「刀 #ゃ かけ.^、 りたる 橋の 上」 と 云 ふ 句が ある。 之 は 架 

^所 尺 隨が 初めて か、 つた 時の 吟 である 一 がに 一 初雪 や 力け 力  。 

H^,  $111  ！  (II ir 

生ながら 一に 氷る 海鼠 かな  S 

译ナば 勾 ふ 塞 菊の 菰  お 


^ 水 

翁 

代官の 假屋に 冬の 月 を 見て 

(「 一 葉 集」 下略) 

歳暮に、 

ぼ 明 も 三十日に ちかし 餅の 音 

の 句 を 作る。 

^^^1 .1.111  II 

.^^1,  nf.  I 折. 舊金 I 警 ょ冬| 四つ 五た 11 
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撰 集の 議も 進み、 卷の 日の のっと 出で しょり、 秋の 月に 頭 を 傾けつ.. -、 や、 呤 終り、 篇 成りて、 竟に 天地の ニ卷 

に 分ち、 炭 俊 は 俳な りけ りと 云って 題號 とした。 卽ち 本書 は元祿 七年閨 五月に 成り、 同年 六月 刊行され たので あ 

る。 勿論 編集に 就いては、 色蕉の 指導 を 受けた もので、 素 龍の 序に も、 「ひと 日笆蕉 旅行の 首途 に、 やつ がれが 手 

oooooo〇o〇o〇  〇〇o〇〇〇oo〇〇〇o 

を携 へて、 再 會の期 を 契り、 かつ 此 等の 猿の 事に 及で …… 此集を えらぶ 媒と 成に たり。 云々」 と あるから 明かな 

事で ある。 

內容は 歌仙 七卷 G 巴蕉 • 野 坡兩吟 歌仙 一。 嵐 雪 • 利 牛 • 野 坡三吟 歌仙 一。 孤 屋 •  ^蕉 • 岱水 • 利 牛四吟 歌仙 一 。 

其 角 • 孤 屋兩吟 歌仙 四 句 不足 一。 桃 隣 • 野坡. 利 牛 • 歌仙 一。 笆蕉 • 野 坡 • 孤屋 • 利 牛四吟 歌仙 一 。 杉 風 • 孤屋. 

芭镇 . 子 脚 。 4 ^森 . ？ P 中 •  • 野 皮 十 句 目より 沾圃、 石 菊 入。 十四 旬 目よ リ利， 4!:、 依々. 汰山 一 ズ 5TRe  一  fe^d  r つ 4-  • 

tp-wi,  -i  3 ネ p チ-, 「 1 ス 要お.^ C  二十 二 句 目 曾. 二. jl 五 旬 目よ リ沾圃 入。 ：&1PKS,^ 一  」 K«s  一  ^  . 

野坡 • 孤屋 三呤) 發句四 李 一 1 百 五十八 句を牧 めて ゐる。 

撰者 野 坡は志 田 氏。 通稱彌 助。 越 前 幅 井 の產。 淺生 庵と いふ。 江戸に 出て、 越後 屋の 手代 をつ とめる。 芭蕉 殁 

後 大阪に 移住し、 粟津の 無名 庵を大 坂高津 野に 移し、 高津ノ 翁と 稱 した。 後西 國に 旅行し • 元 文 五 年 一 月日 向で 

殁 した。 七十 八。 利 牛 は 池 田 氏。 通稱十 右衛門。 蜂須賀 侯の 足輕 であった が、 後 越後 環の 手代と なる。 舍羅の 「荒 

小 田」 に 「一季 半季の 奉公の いかにく いそがしき 世に や。」 と 前書して 句が ある。 孤 屋は小 泉 氏。 之 も 越後 屋の 

手代 ださう である。 許 六の 同門 評！： に、 「野坡 • 利 牛 • 孤屋、 その 中に 野坡 すぐれたり。 舊染 のけ がれ を 炭俵に あ 

ら ため、 流行の 輕き 一 筋 を 得たり。 しかれ ども 元來 三人 共に、 越後 屋が 手代 なれば、 胸中せ まきもの どもに て、 


たと へば 淺 in 十 川に 舟逬 逸する 人の 如し。 il 地より 見る 人、 起臥 自由にた のしめる とお もへ ども、 . ^より 外 は 動く 

事が たし。 云々」 と ある。 風 之の 「耳底 記」 によると、 芭蕉の 俳諧 は 和歌の 俳諧で あると か、 或は 笆 蒸の 敎に ニー 

才の 傅が あるな どと 云って、 淺生 庵の 說を 示して ゐ るが、 笆 蕉を誣 ふるの 甚 しき 說 である。 許 六の 言 ふやう に、 

胸中 狹 くして、 我 得ざる 方 少しも 見えす 底の ものら しい。 

お 蒸晚ハ やの 風は輕 みであった。 去来が 猿 蓑 後 又 一 つの 新風 を 起さる と 言った のは卽 ち此輕 みの 風であった。 但 

し此輕 みは 「曠野」 時代に すでに 表れて ゐ たとい ふ。 元祿五 年の 深川壤 に、 

乘 かけの 提灯し めす 朝； 歳  嵐 蘭 

汐さ しか X る 星 川の 橋  芭  蒸 

と ある 如き は此 調であって、 「愚老 が 俳諧 四 五 年の 後 は、 皆 かやう に 成と 中され けり。」 (滑稽 傳) と笆 蒸も豫 一一 一一：： し 

てゐ た。 笆蕉 が花實 完備の 猿 蓑から ゎづか 三年 後に して、 か \ る 風に 變 化した こと は、 特に かるみ とい ふ 新風 を 

ねらった わけで はなく， -ぃ巴 蒲の 人格の 自然な 脫 化であった。 輕 みは 趣味と して 露 似た とて、 眞 相を捉 へる こと は 

出来ない。 輕みを 皮相 的に ぼ 〈似れば、 卑俗な 調に 墜 ちて 了 ふ。 梅 通が 天 保に 炭 俊を战 ふといへ ども、 炭^^に等し 

からすと j 一一：： つたの は， 當然な 事で ある。 輕 みは 人格の 脫落 である。 人生の 辛酸 をな めた 者の、 ほどけた 老熟した 

氣分 である。 それ を t 巴蕉の 極意と して S 具 似た 所が、 作者が 實際 その 域に 達して 居なければ、 猿の 人 1  ぽ似 になって 

しま ふ。 五明の つた やうに、 炭 使 は 草の 調で、 最も 危ぃ 所で あるから * うっかり 露 似て はならない。 野 坡等は 
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越後 屋の 手代で あるから、 世事に なれ、 輕ぃ 淡い 人情 を 好んだ ので あらう が、 それが 性格 的で ない と、 一句 はた 

だ 俗な 世情と なって、 卑しくなる。 

芭蕉 は 輕みを 主張した。 元 祿七年 九月 一 一十三 日、 意 專に與 へた 手紙の 中に も、 「惣體 かるみ あら はれ 大悅 不少 候。 

云々」 とか、 或は 同年 五月の 上方 旅行 前、 子 珊の別 座敷に 於て 俳談の 折、 「今 思 ふ 體は淺 き 砂 川 を 見る が 如く、 

句の 形 は 心と もに 輕 きなり。 其 所に 至りて 意味 ありと 侍る。 何れも 感じ入りて、 及ばす も 此流を 慕 ふ。 云々」 な 

どと あって * 元祿七 年の 俳壇 は此輕 みに よって 最後の 花を唤 かせた ので ある。 卽ち 同年 九月 十日、 ^蒸が 杉 風に 

與 へた 手紙の 中に、 「上方 筋 別 座 鋪 • 炭 使に て 色めき わたり 候。 云々」 と あるので も. - 此 風の 流行が 知れる。 「別 

座 錦」 は 「炭 使」 の 調と 變ら ない。 「繽猿 蓑」 も 「炭 傣」 に附 けて 論すべき である。 「炭 使」. 「別！ ^敷」. 「續猿 蓑」 

と 移って 行く けれど、 「炭 侠」 のかる みの 延長であって、 同じく 巴蕉 末期の 變風を 示す ものである。 許 六 は 自讃 

之 論に、 「今 世間の 人、 後 猿 蓑の 俳諧 はかる み 有て 面白き 事 也と て、 筋な き 無用の 句 を 出せり。 ^」M 敷. 炭 保の 

風熟呤 せざる 人、 いかで 後 猿の 風に 飛 入 事 を 得ん や。 云々」 と、 別 座敷. 炭 使が あっての、 綾 猿 養なる 事 を 主張 

して 居る。 吏 登 も 績猿蓑 は 炭 使 にあるな り 云々 と 論じて 居る。 

炭 俊の 讃嘆は 非常な ものであった。 恐らく 之 は 芭蕉 最後の 新風であった からで あらう。 支考は 始めて 俳諧の せ 

味 を 去り、 月 花の ねばり を 洗 ひつく すな どと 言 ひ、 雪中 庵 吏 登 は 「七 部搜」 に • 

續猿蓑 は 炭 俊に あるな り。 全瞪は 三度 程の 流行 ぢ やと 先師な どの 云 はれた。 た V うつり か はり を 見て I 班いて、 


炭 俄が よい 手本な り。 先師 も此 歌仙が 生涯の 出來ぢ やとい はれた けな。 此炭使 を 曲尺に して 置いて、 時々 の 

風體は どの やうに もやる がよ きなり。 云々 

と言うて ゐる。 之 は 勿論 嵐 雪の 說 によった もの だら うが、 炭 俊 を 手本に せよ とい ふこと は 注意すべき である。 風 

之 は 「俳諧 S. 底 記」 に、 淺生庵 (野 坡) の說を 示して、  , 

初心の 人 は 先 々の 書物 吟味 をして、 紛ら はしき 事に 骨折ん より は、 先 炭 俊 集 を 手本と して、 翁の 風流 を舉 

00〇00っっ0〇っ つ 〇っ〇 つ OOOOOO0 つ 0 〇000  3、0  0,OOPOC—  .  

ぶこ そめで たかるべし。 炭：；^ の 風流 は 翁の 極意の 所に て すなほに 愚かに 安き 所な り。 たと へ は 門徒 1 示の 安 

心 決定 を 悟りた るに 似 たるべし。 …… 問 云、 翁の 風流 は 炭 依に 極り たると な 候に、 此顷 俳諧 文 S2f を 得 きたる 

0000000000000030000000000  0  000  ：  -  ► ： ：  - - . 

新 板に、 翁の 風 體も炭 依 は 餘り輕 過ぎて 初心の ために は あしきと 書きたり ：：： 答 云 共賓を^^？！したるもの 

は、 俳諧の 十 段階 子 を 漸く 五六 段 上りて、 其 上 を 知らぬ と 聞え たり。 例へば 佛典 にて いは^、 炭 使 は 法^ 經、 

{§蓑は？；^1獎經なり。 燕 門の 宗 とする 所な り。 輕 過ぎたり と 云 は 己が 風雅の 重く して、 輕みを 知らざる 様な リ 

何蕩 にても 下手 は 重く、 上手 はかろ し。 重き 事 は 露 似よ く、 輕きは 似せられぬ ものな り。 云々 

と 論じて ゐる。 曲齋は 「婆 心錄」 に、 

此 集の ー體 たる や、 前 句の 案 方、 趣向の 取 方、 只 半生に して 力 をつ くし、 句作 はわ ざと 撰 集の 粧を m す。 P 

00000000000  OO0OOOOOOOOO  -  -  J  -.  -,,  '-  «  '  ^  I  C.  r  '  )  -  -  »  - - , 

無味の 中の 味を赛 として、 淡し き 事た ぐ ふべき 第な し。 …… 昔より 此猿を 徒に 露 似し 人の 卷を兑 るに た t 

ooooot>ooooooo  oooooooooo  0000000-00、  0000^，  ^i^^'^.,^ 

田 舍茱に 酢 を かけた る樣 にて、 其 色の 靑き こそ 似 たれ。 風味に 於て は 似るべく も あらす。 兑すゃ 翁^ 後 疣 生 

t ルニ節 最後の 芭燕庵  五 四 九 
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庵の 著た る 諸 集に、 此 集の 鹽梅 再な し。 …； 今 世の 人に は祖翁 一 世の 變化 だに 擧 ばす。 只此 一 集の 無味 をせ 

んじ 違て、 俳諧 はこ \ に 止る 物. 見け るが、 旣に 百年 此 一 體に うはべ のみ 似た る 物に 固して 動かざる は、 當 

風味 を 得た るに あらす， 造化に うつる 事の 不 自在 なれば なり。 云々 

此論 耳を倾 くべき である。 天 保 以下の 俗調 は、 實に 芭蕉の 俳諧 を こ \ に 限り、 うはべ のみ 似た る ものに 固執して 

動かざる 結 であった。 そ の^は 野 坡の說 にも ある。  . 

炭俵の 發句 作者 は、 野坡 (二十 五 句)、 利 牛 (十七 句)、 孤屋 (九 句)、 芭蕉 (十四 句)、 杉 風 (五 句： r 去來 (七 

句)、 支考 • 其 角 (十四 句)、 許 六 • 丈 草. 曲翠. 正秀 • 智月 • 嵐 雪 (七 句)、 北 枝 • 洒堂 • 桃 隣 • 湖春 等 重なる も 

のであった。 

立 春 

蓬萊に 聞ば や 伊勢の 初 便 

春 や 祝 ふ 丹 波の 鹿も歸 ると て 

長 松 が 親 の 名で 來る 御慶 かな 

う め や S の 挽 木の よき 曲り 

赤味 t" の 口 を 明けり 梅の 花 

大 原 や て ふの 出て 舞 朧月 


芭 蕉 

去 來 

野 坡 

曲 翠 

游 刀 

丈 草 


五人扶持とりてしだる、柳^！^ 

伞に押 分け 兑 たる 柳 哉 

花 守 や きかしら を 突 あはせ 

柿 の 装裟 ゆすり 直す や 花の 中 

<乂 の 時 $1 あつまる や 山 ざ くら 

か つらぎ の祌は いづれ ぞ 夜の 雛 

此 いまだ 半なる 頃、 孤屋 旅立 事ぁリ ける！.；.、 品 川 迄 見送りて 

雲霞 どこ 迄 行 も 同じ 事 

鹽 魚の 裘 干す 日 也 衣が へ 

問まで は 二階に ねたり 子規 

ほと- - ぎす 鳴 風が 雨になる 

五月雨 や 傘に つけたる 小人 形 

文 もな く  口上 もな し 粽五把 

枯 § 水に 晝額 あっし 足の 豆 

す 1^ し さ や 浮洲の 上の ざこ くらべ 

第二 節 最後の 芭蒸庵 
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去 
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野 


.M、 


野 


上、 


去 

五 五 


坡 

來 
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名月 ゃ椽 とりま はす 黍の 虚 

星 合に もえたつ 紅 や 蚊屋の 緣 

悔い ふ 人のと ぎれ やきり す 

こ ほろ ぎ や 箸で 追 やる 膳の 上 

秋風 や 茄子の 數の あら はる X 

^や 沖より 寒き 山-のき.^ 

寒さ， か 下の 五 文字に すゑて 

人聲の 夜半 を 過る 寒さ 哉 

雪 の 日 や 薄 やうく もる 寫し物 

は つ 雪 や 先 馬屋から 消 そむる 

海山の 鳥 鳴 立る 雪 吹かな 

禪門. の 革 足袋お ろす 十 夜 哉 

芭 蒸よ リの 文！. L、  くれの 事い かゾ おど 有し、 其 か ヘリ ごとに 

R 取 つ て 心 やさし や 年 ごもり 

炭^の 發句は 芭蕉 • 去來. 丈 草 • 其 角 • 嵐 雪な どに は 佳句 も ある やう だが、 


五 五 二 

其 


屋 

野 坡 

猿 雖 

許 六 

乙  州 

許 六 

素 龍 

體淺く 俗で 引 立たない。 肝心の 


野 坡が發 句になる と、 その 卑俗な 風が 特に 目立って いやになる。 利 牛 • 孤屋も 俗で ある。 選者 は 速 句 は 旨い けれ 

ど、 發 句に は 兑ぁ りする。 撰者 は 返って 輕ぃ 淡い 寂の ある 句ば かり を 選んだ 方が よかった かと 思 ふ。 猿 蓑の 發句 

などと は 比べ ものに ならない 程渾 一 性に 缺 けて ゐる。 

述 句は设 初の 梅が,^ にの 卷 がよく 出来て ゐる。 昔から 人口に 臉 炙した 卷 だけあって、 面， 曰 く卷 けて si" る。 た f 

難 をい ふと、 名殘 ノー の 五 句： ni 丄ハ 句： ：！ が 人事に なって、 突然 糸が 切れた やうな 感じが する。 なんだか まだ 後に 


句が 31 きさう に 思 はれる。 併し 初 裏の 三.？ ほ あたり、 

奈. 通 ひ 同じ つらなる.！ 基 手  野 坡 

今年 は 雨の ふらぬ 六月  芭蕉 

预 けたる 味 t" 取に 遣る 向 河岸  坡 

ひたとい ひ 出す お袋の 事  ，  蕉 

終宵 尼の 持病 を 押へ ける  坡 

こんにゃく ばかり 殘る 名月  蒸 

初 雁に 乘懸 下地 敷て 見る  坡 

露 • を 相手に 居 合 ひとぬ き  蕉 

町 衆の づら りと 醉て 花の 蔭，  坡 

第二 箭 最後の 芭燕庵  五 五三 
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門で 押る-壬 生の 念佛 

名殘ノ 表の 三 句 目 あたり 

こちに も いれ ど 力ら 日 を 力す 

方く に 十 夜の 內 のかね の 音 

桐の 木 高く 月 冴るな り 

門し めて だまって 寢 たる 面白さ 

ひろうた 金で 表 かへ する 


五 五 四 


蕉 

き" 

同 


此 邊の附 方の 妙味、 歩調の 抑揚 を 味 ひたい。 實 によく 出来て ゐ ると 思 ふ。 兼 好 もの 卷は嵐 雪と 野坡 等の 氣分合 は 

す。 野坡 のさば けた 風と、 嵐 雪の 細い 弱々 した 風と 調子が 合 はない。 それでも 初 裏の 末から 名殘ノ 表の 二三 句 H 

にかけ て、 面白い 歩調の は づみを 見せて は 居る が、 嵐 雪の 戀の 句で 失敗して 了った。 空豆の 花の 卷は卷 中 秀逸で 

ある。 初 表の 一句 目 • 一 一句 目の おだやかな 變化 もい k し、 名 殘の表 三 句 目 あたり、 

泣 事の ひそかに 出来し 淺茅 生に  サ巴 

置 わすれた るかね を 尋ねる  孤 

着の 儘に すくんで 寝れば 汗をかき  利 

客 を 送りて 提 る燭臺 


ぷ 


蕉 

水 


今の に Ifs! の 厚さ を 指て 見る  0 

年貢 濟ん だと ほめられに けり  蕉 

災に 祖父の 白髮 のめで たさよ  水 

此 の變 化の 抑揚 頓坐を 注意したい。 子 は 裸の 百 は 面白くない。 さらく と附 けて あるせ いか、 變 化の 上に 

； もな く、 同じ 様な 趣の 句が つ く 様な 感じが する。 百 韻 は 場面が 長いから、 變 化に 緩急がない と、 だらく 

して！： える。 秋の 空の 歌仙 は、 炭 依の かるみ 調に ふさ はしくない。 孤 屋も共 角の 技巧 化した 人箏 句に は、 さだめ 


し W つた iBii- であらう。 初 裏の 二 句 目 あたり，  • 

坊主の 着た る 蓑 は を かしき  其 角 

足輕の 子守して ゐる 八つ 下り  孤 0 

.Ey^  き 力へ  す鹤 節の 針  角 

►-If わ 

田の 畔に 早苗 把て 捨て置  屋 

逬 者の はさむ 編 笠の 節  角 

行^の 引出し さがす はした 錢  屋 

顔に 物 IS てうた」 寢の月  角 

輕 みどころ ではなく、 其 角 一 流の 巧みな 重たい 人事 句が 賴て、 如何にも 堂々 とひ^いて 來る。 初 裏の 一句 ほ. 名 
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殘の表 二 句 目の あたり、 

むかしの 子 ありし のばせて 置  角 

いさ 心 あとな き 金の つか ひ 道.  同 

これな ど は 其 角で なければ 云へ ない 句で ある。 相當に 抑揚が あって 惡 ぃ出來 ではない。 道 くだりの 卷は 感心し な 

い。 此卷は あまり 俗事 俗情の 句 多く、 ー體に 調子が ひく X、 緩急が はっきり しない。 振 賣の卷 は 集中の 秀逸で あ 

る。 かるみ の 虱 もこの 位 だと 品が あってよ い。 矢 張笆蕉 が 入らない と、 うまく 出来ない もの か。 初 裏の 一 句 目 あ 


たり、 


網 の も の 近づき 舟に 聲 かけて 

星 さ へ 見えす  二. 十 八 日 

ひだる き は 殊に 軍の 大事 也 

泡氣の 雪に 雜談 もせぬ 

明 しらむ 籠 挑 灯 を 吹 消して 

肩 癖に はる 湯屋の 膏藥 

上お き の 干茱 きざむ もう はの 签 

馬に 出ぬ 日 は 內で戀 する， 


色 


牛 

坡 

坡 

0 


粘 買の 七つ 下り を 音 づれて  牛 

抑揚 波 Pi が 一爽に よく 出来て： S る。  • 

砂に ぬくみの うつる 靑草  坡 

新 a の 称：？ も 落ちつく 雪の 上  屋 

吹 とられた る 笠と りに. 行  牛 


「な 叙景：^ に 移って 行って、 それが 名 殘の表 八 句 目 あたりから、 歩調が 念に なって、 よく 出来て ゐる。 

藤 

名殘ノ 裏へ 行って、 又 歩調の 下って 行 く^を 注意され たい。 最後の 雪の 松の 卷は餘 り 感服し ない。 變化は 相應に 

ついて ゐる けれど、 初 裏の 二三 句 ni: あたり、 名 殘ノ表 六 句 目 あたりに、 同じ やうな 調子の 句が 續 いて 來て、 大 15 

の氣 分の 上に 抑揚が 乏しい。 
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m  a  n ブ 


又 沙汰な しにむ すめ 產 

ど たく さ と 大晦日 も 四 ッの鐘 

無筆の たのむ 狀の あとさき 

中よ くて 傍！ a 合の 借 いら ひ •： 


ま 

お 


「土 をた i きて 寢 せぬ 夕月 


チウ 


虱 止みて 秋の 鷗の尻 さがり 
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炭 俊の 註釋に は、 宜麥の 「繽繪 歌仙」 の內、 曰 人の 「炭 使 註」、 梅 室の 「梅林 茶談」 の內、 碌々 翁の 「炭俵 註解」 

等が ある。 其 他 は 七 部 集の 註 本の 中に 入って ゐる。 詳しく は 後 節 俳諧 七 部 集の 條下參 照。 

第三 節西國 行脚の 途 

I 、 最後の 江戸 住 

元 祿七年 甲 戌、 笆蕉 五十一 歳。 笆蕉は 最後の 春 を 江 戶で迎 へたので ある。 路 通の 「行狀 記」 に、 「老 もなかば の 

春を迎 へ、 雜 煮の 餅む まく 覺ぇ、 淺 漬も齒 にしみ わたる なれば、 年の 名殘も 近づく にやと、 門人 正秀が もとへ、 

文の 端に 書て 送 給 ふ。 云々」 と ある。 餘程 衰弱 を 感じて 来た ものと 見える。 虫が 知らした もの か、 年の 名殘 近づ 

くに やな どと、 心細い 事 を 言うて ゐる。 

蓬萊に 聞かば や 伊勢の 初 便 

「炭 俊」 に 立春と 前書が ある。 「去 來抄」 に、 

深 川よりの 文に、 此句 さま，^ の 評 あり。 汝 いか^ 閜 侍る やとな り。 去來 曰、 都 又は 古鄕の 便と も あらす。 

弁 勢と 寺る は、 元日の 式の 今やうなら ぬに、 神代 を 思 ひ 出で、 たより 聞ば やと、 道祖神の はや 胸中 を さはが 

し 袷 ふかと こそ 承り 侍れと 申。 


と ある。 赛早、 例の 旅行 癖が 動いた ものと 見える。 

梅が 1^ にの つと n の 出る 山路 哉 

「炭 俊」 に野坡 との 兩吟が ある。 

はれ 物に 柳の さはる しなへ かな 

わ：^ r ^勢に 就いて 種々 議論が あった。 「小 文庫」 に、 此句を あげ、 「此 句浪化 子の ありそ^に、 さは 

ハ"き^ぃ^~  .^^^-と去來が書誤りて、 入 m し 侍る とて、 常に 此車 をく やみ ぬるま、、 このつ ゐで となし ぬ。」 と 

ある。 「去 來杪」 に、 

支考 曰、 さはる 柳な り。 いかで 改め 侍る や。 去來 曰、 さはる 柳と はいかに。 支考 曰、 柳の しな ひは睡 物にさ 

3000000000000 〇oo  ooo〇  ooooooooooo  .  Tr  »  -  -  i  iu^c  -  I - 

喩 せる ものな り。 去来 曰、 しからす。 柳の 直に さはり たるな り。 さはる 柳と いへば、 兩 様に g 

え 侍る 故、 重て 予が誤 をた f す。 支考 曰、 吾子の 說は行 過たり。 只 障る 事と 聞くべし。 丈 革 曰、 詞 のっ^き は 

しらす。 趣向 は支考 がい へ る 如くなら む。 去來 曰、 流石の 兩子、 こ \ を 聞 給 はざる 口惜し。 比喩に して は 誰 

々もい はむ。 +旺 にさ はると はいかで か 及ぶべき。 格 位 も 叉 各 別 也と 論す。 許 六日、 先師の 短 尺に さはる 柳と 

かり。 ハ. 柳の さはる と は 首 きれ 也。 去来 曰、 首 切の 事 は 予が聞 所に 異也。 今 論に 及ばす。 先師の 之に 柳の 

さはる と 糙 にあり。 許 六 曰、 先師 あとより 直し 給 ふ 句 多し。 眞 蹟も證 としが たしと 也。 …… 

去來 nl、 いかなる 故 にゃあり けむ。 翁此句 は汝に 渡し 置。 かなら す 人に 沙汰す ベから すと、 江府 より 寄贈り 

第三^ 西國 行脚の 途  五 五 九 
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給 ふ。 其 後 大切の 柳 一 本、 去来に わたし 置け ると は.、 支考 にも 語り 給 ふ。 云々 

と ある。 之 は 支 考說の やうに 取る のが 普通で あらう。 去来の やうに 實際 さはった とすると 面白味 は 索然と する。 

尤も どっちに しても 俗な 嫌味な 句で、 去来が 頑張る 程の 句で はない。 芭蕉が 柳 一本 を 去来に 渡した とい ふ 話 は、 

芭蒸 自身 未完成な 句と 思った からで あらう か。 

八 九 間 空で 雨 ふる 柳 哉  . 

「綾 猿 蓑」 に、 芭蕉 • 沾圃. 馬 莧. 里圃の 歌仙が ある。 「花 はさ くら」 に、 「春 興、 春の 雨い と靜に 降て、 やがて 

晴 たる 頃、 近き あたりなる 柳 見に 行ける に、 春光 きよらかなる 中に も、 した さはい まだお やみなければ」 と 前 

書が ある。 

傘に 押 分 見た る f 哉 

「炭 俊」 に 出る。 之 を 立 句と して 慕 .1 子 .凉葉. 野 坡- 利 牛 ニ匿 (三十 一句 目 I 入る) の 歌仙が ある。 

わか 草 靑む媒 の 築 ざし  濁 子 

朧月い まだ 火 達に すくみ 居て  凉 葉  . 

(「一 葉 集」 下略) 

靑 柳の 泥に しだる i 汐干 力な 

泰雨ゃ 蜂の $ 梁った ふ 屋根の 漏 


1 一句 「炭俵」 に 出る。 

花見に とさす 船 遲し柳 原 

「句集」、 「玄 虎子が 深 川の 旅舍 を訪。 J と ある。 竹 人の 「全 傳」 に、 「玄 虎子の 旅館に て卽興 也。 …… 花 兌に 六 句 あ 

りと いふ。」 と ある。 上野へ 花兑に 行き、 

四ッ五 器の 揃 はぬ 花見 心 かな 

「炭 f^」 に、 「うへ 野の花 兄に まかり 侍しに、 人々 幕 打 さわぎ、 もの 土 昔に うたの 聲、 さま^. \. なりけ るかた はら 

の 松 かげ をた のみて」 と 前書が ある。 

木が くれ て 茶 摘 も 問く や 郭公 

烏賊 賣の聲 まぎら はし 杜宇 

祧 隣の 新宅の 自畫讃 に、 

塞からぬ 露 や 牡丹の 花の 蜜 

牡丹に 杜^の 畫の讃 である。 桃 隣 は 夭 野 氏。 藤 太夫。 伊賀上 野の 人。 太白 堂と 號。 ^ 巴蕉の 甥。 元祿 叫： 牛^ 蕉に伴 

はれて. y 戶へ 下る。 點者を 業と し 金 持になる。 享保四 年 十二月 殁。 八十 二。 淺草新 寺 町 光明寺に 称る。 

卯の花 やくら き 柳の 及 ごし 

「炭^^」 におる。 「別 庵鋪」 に、 「素 龍 曰、 卯の花 やくら き 柳の 及 ごしの 佳句 は、 柳 暗 花 なりと いへ る 碧 巖に似 
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かよ ひ 侍る を、 夏の 小雨 をい そぐ 澤 蟹と、 卒爾に 脇 を さ へ づる折 も 有つ 、、いっか 十日 も 泊り 侍け る。」 と ある。 

紫 陽 花や 藪 を 小 庭の 別 座 敷 

「別 座鋪」 の 序に、 「麻の 生 平の ひとへ に、 衣 打 かけ、 身が るく 成 行 ほど、 翁ち かく 旅行 思 ひ 立 給へば、 別 屋に件 

ひ、 春は歸 庵の 事 を 打な げきて、 云々」 と ある。 子 珊亭の 句で ある。 之 を 立 句と して、 芭蕉 • 子珊. 杉 風 • 桃 隣* 

八 桑の 五呤 歌仙 成る。 卽ち  -, 

よき 雨間に 作る 茶 俊  子珊 

朔 日に 鯛の 子 賣の聲 聞て  杉 風 

(下 略) 

と ある。 本 集は輕 みの 調で 炭 俊と 並稱 される。 

二、 伊賀の 無名 庵 入り 

五月い よ/ \ 芭蕉 は 深 川の 草庵 を 立 出で て、 伊賀の 舊 里へ 向った。 「枯 尾花」 に、 

四 度 むすびつる 深 川の 庵 を 又 立 出る とて、 鶯ゃ箏 藪に 老を 鳴、 人 も 泣る， - わかれな りしが。 心 待す るかた 

0000000000000  ooooooooooooo-lrTIOOOOOOOOOOOOOOOOO 

.<\ とにかく かしが ましとて、 再び 伊賀の 古 鄕に庵 を かまへ  一 I 一 ^^5^ 愛に てし ばし の 閑 素 をう か^ひ 給 ふに、 

心 あらん 人に みせば やと 津の國 なる 人に まねかれて、 爱 にも 冬 籠す る 便 ありと て 思 ひ 立 給 ふ も、 道祖神の す 

すめなる べし。 云々  ， 


と. ある。 出立 は 戌 五月 八日で ある。 「行狀 記」 に、 「五月 十一 日、 江府 そこ/ \ にいと ま 乞して、 云々」 と ある 力 

000000000  00000000000  0  0  0  0  0  0  0  0  0-0  0  0  »^ 

「.^- 奥衛」 によると、 「然れ ども 老いた る この かみ を、 心 もとな くや 思 はれ けん、 故鄉ゅ 力し く 又 戌 五月 八日 ル 

DDOOOOOO  00000000000  000030  0  00  0  3  0  0  0  0  0  ^  0  0  0  0  P-  0  0  ^ 

1:^ 崎に しばし 足 を 止めて、 廣土 船の 往來を 見つ、 聞 馴れぬ 人の 詞も 聞ん などと 遠き 末 を S3 

§、  ,4 お 口つ？ き，？ 一，^,、  二 時 斗の 餘波、 別る-時 は 互にうな づきて、 聲を あげぬ ばかりな 

りけ り。 より、 離別と て 扁 を兑れ ば、 麥の穗 を 力に つかむ 別れ かな。 云々」 とあって、 五月 八日の 方が 

正しい やうで ある。 「有 礎 海」 に は、 「人々 川 崎まで 送りて 餞別の 句 を 云、 其 かへ しと 前 害して、 麥の德 を 便に つ 

かむ 別 かな 7 い 巴 藤」 と ある。 「行狀 記」 に は、 「弟子 共 追々 にかけ つけて、 品 川の 驛 にした ひなく。」 とあって 「麥 

の稳を 便に つかむ 云々」 と ある。  ， 

「統猿 蓑」 によると、 それ は 利 牛 • 野坡. ^水で あるが、 句 は 力に つかむ の 方が 實 情の やうで ある。 なほ 「行 

狀記」 によると、 乙 州が 京 橋の 宿 を 訪れて、 一 緖に 行かう と 誘った けれど、 乙 州に 一日 二日 障りが あるので 止め 

になり、 名残惜しげ に 立れ たと ある。 山 店の 餞別 呤が ある。 それ を 立 句と して 芭蕉と 兩吟 歌仙 成る。 

新麥は わざとす. めぬ 首途哉  山 店 

また 和 蚊帳の 空 はるかな り  翁 

馬 時の 過て さびしき 牧の 野に  同 

(「小 文 uiLl 下略) 
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其 他淨求 法師 も、 指 を 折り、 文字 を數 へて、 餞別 句 を 作ったり、 素 籠齋全 故の 「贈 二 芭叟， 餞別 辭」 もあった。 

(「別 座鋪」 )。 

箱 根の 關を 越えて、 

目に か i る 時 や 殊更 五月 富士 

と 名殘を 惜しみ、 道 芝に 休 ひて、 . 

ど む み り と あ ふち や 雨の 花 曇 

五月 十一 日 附の杉 風 宛の 芭蕉の 手紙に (此 五月 は閏 五月で あらう。 それでなければ 本文の 日附が 理窟に 合 はな 

い。 それでも 十 一 日と は 少し 變 である。 芭蕉 最後の 旅行 を吿 げた ものである こと は糙か だが、 日 附の點 がよく 分 

ら ない)、  ,  . 

000000000000  00000000000000  000000000  〇o〇oo  000  0 

拙者 道中 島 田 あたりまで は、 つかへ など も 折々 音 づれ候 得 共、 次第に 達者に 成 候て、 道々 二三 里、 日に より 

000000000000  0000000000000 

五 里ば かり も 養生の 爲步 行、 足場 能 所 は 馬に も 乘旁致 候て、 無恙 上着 致 候、 雨天 大 かた 小雨に あ ひ 候て、 さ 

のみ あっき 程の 事 は 無 御座 候。 云々 

と ある。 大方 は 駕籠に 乘 つて 行った ものら しい。 道 芝に 憩 ひても、 つかれ を 感じた からで、 此 度の 旅行 は 出立の 

時から、 餘程體 が 衰弱して ゐ たやう である。 

十五 日、 島 田に 三日 泊る。 「行狀 記」 に、 


島 田 は 塚 本 氏な どい ひて、 久敷昔 信 馴し方 あれば とて、 おぼつかなき 五月の 雲 を はらす。 

五月雨 や 雲 吹 落す 大 井川 

と ある。 「笈 日記」 に、 「十八 日、 嶋 田の 驛に 入りて、 如 舟 亭に足 を 休め 侍る。 此亭 はかって 阿 の 往来の 勞を助 

け 侍る 故 ありて * 吟 jcf も あまた 侍りけ る 中に」 額と あって、 

五月雨の 雨風し さリ LL おち ズ、 大 井川 水 出侍リ ける に とゾ めら れて、 しま だに 滞留す。 

女 舟 • 如 竹な ど いふ 人の もと LL あそびて、  • 

ち さは まだ 靑 紫ながら になす び 汁  はせ を 

さみだれの 雲 吹お とせ 大 井川 

と ある。 如 舟 は 島 田 氏、 如 竹 は 杉 本 氏 か。 如舟亭 は、 t 巴蕉が 東海道 往来の 際、 しばく 泊った 所で、 さみだれの 

句 は、 吹 落せと か、 雲 吹お こせな どと 傳 へられる。 } 互の 句 も、 靑 葉ながら やとす る 書 も ある。 杉 風 宛、 T.^i^ の 

vKg に、 

000000000  0000000  0  0  0  0  0  0  . -- 

十五 日、 il§ 田へ 着 候て、 一夜 留候 處、 其 夜 大雨 風水 出 候て、 三日 渡り 留 候て、 十九 日立 申 候。 いまだ 高 水に 

て、 馬の しりが ひやう/ \ かくれぬ ほどの 窖に候 得 共、 島 田の 宿 は 懇意の 者 共 故、 川 越 隨分念 入、 一 乎ぎ 

は 高 水 を こさす る を 馳走に 致 候。 島 田より 一 通 書狀賴 asl 候。 相屆候 哉。 云々 

と ある。 
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名 護屋に 入り、 荷 兮亭に 止る。 

世 を 旅 に 代 かく 小 田の 行 1;^ り 

「陸 奥衛」 に、 「行き/ \- て、 尾 州 荷兮が 宅に 汗 を 入れ、 世 を 旅に 代 かく 小 田の 行 戻りと、 日來の 境界 を 言 ひ 拾て 

云々」 と ある。 

野 水 方に 赴く。 杉 風 宛 手紙に、 

野水隱 居所 支度の 折 ふし 

凉 しさ を 飛驛の ェ がさ しづかな 

す^^ しさ の 指圖に み ゆる 住居 哉 

句作 二色の 內、 越 人 相談 候て、 住居の 方 をと り 申 候。 飛 li のた くみ まさり 可 申 候。 云々 

と ある。 「俳諧 問答」 に、 去来が 荷兮を 痛罵す る條 下に、 荷 兮は野 水. 凡 兆と 共に， t 巴蕉に 遠ざかつ たが、 芭蕉 その 恨 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  00  0  0000  00000000  0  0  0000  0 

をす て i 遷化の 年東武 より 都へ 赴く 道す がら、 名 古屋に 至りて、 荷 兮が柴 扉 を 叩き、 一 1 1 日 親 話した。 荷兮又 

芭蒸を 崇める こと 舊 日の やうで あると。 白 雄の 「俳諧 名家 錄」 にも、 荷 兮 • 越 人 • 野 水 • 路 通 • 木 因 を あげ、 此 

五 士は後 翁の 勘氣を 受けた る 門人 也と あるが、 荷兮が 芭蕉の 怒に ふれた こと は詳 かで はない。 正直な 去来の 言 だ 

から 全く 僞り だと は 云へ まいが、 最後の 旅に 立 寄って 居る 所 を 見る と、 笆蕉も 過去 を 忘れて しまった もの か。 野 

水 は勝峯 氏の 說 によると、 「茶道に 凝って 俳諧に 遠ざかる。」 (蕉門 分布 史觀) と あるから、 之 も 生前 t 巴蕉の 怒に ふ 


れ たわけで もない らしい。 現に かう して 立 寄って 親しく 句 を 作って 居る。 越 人 もさう である。 路^ は 蕉に教 は 

れ て^き 乍ら、 還俗した ことが、 芭蕉の 怒に ふれた やうで あるが (三等 文)、 t 巴蕉の 死ぬ 前に 赏永阿 閎梨を 仲に 入 

れて、 その 罪 を赦 して 貰った。 凡 兆の 遠ざかつ たの は、 凡 兆が 刑餘の 人で あるから、 自分で 身 を 退いた ので あら 

う。 木 因の こと は 分らない。 勘氣 問題 も 他からの 想像が 多く 加 はるから、 一向 信じられない。 

名護屋 より 荷兮 • 露 川 等に 導かれて 佐屋に 至る。 

「有 破 海」 に、 

ともがら 

tiS 川が 等 さやまで 道お くリ して、 共に か リれす 0 

水鷄 なくと 人の い へ ば さや 泊り 

と ある。 杉 風 宛の 手紙に よると、 名 古屋へ かけ 寄って、 三 宿 二日 逗. 切。 佐屋へ 廻った 所、 荷兮等 例の 速 衆 道で 待 

受け、 又 佐 へ 半日 一宿 逗留した と ある。 後露川は享保ニ十乙卯年五月佐屋に水鶴？^を建て、 表面に^ 燕の 水 

なくの 句 を 刻し、 石の 右に、 -t 巴蕉の 略傳を 誌して ゐる。 卽ち 

色 燕 翁 は^ 賀の 國の產 にして、 氏 は 松 尾 をつ ぐ。 風雅 を季吟 老人に 傳 はり、 一 生不 住の 狂 客 也。 isem 西北の 

風 行 移り、 逍遙す る 事 三十 餘年。 元祿 八のと し (七の あやまり である) 阜 月の 初、 予師の 行！： を 此佐屋 の { 们 

000  00000000000000  00000000 

に 送り、 山 田 何某の 亭に 五日 をと めて、 水鶏の 一 卷を殘 す。 云々 

と ある。 山 田 何某の 亭と いふ は 山 田 氏 素覽亭 である。 此ー卷 は 色 蕉* 露 川. 素覽 の、 三吟ー 折で、 ニノ 表から 支 

第三 節 西國 行脚の 途  五六 七 


第 七 章 晩年 時代 

考 • 左 次 • 巴 丈が 附 けて ゐる。 卽ち 

隱士山 田 氏の 亭に とめられて 

水 鷄啼と 人の いへば や 佐屋泊  はせ を 

苗の I 下 を 舟に なげ 込  露  川 

朝風に むか ふ 合羽 を 吹た て i  素 覽 

(「笈 日記」 下略) 

尙杉風 宛の 手紙に、  ， 

名 古 屋は深 川 集 を 手本に 若き 者 共 修業の 由 申 候。 您て 俳諧 評判の 事な ど 有 之 候 得 共、 他に あたり 候 事 も 有 之 

.  〇o〇ooooo〇〇〇ooo〇  00000000000 

候 得ば いか^ 故、 書し るし 不申候 間、 ほのかに 筆の はし を 御 さとり 候て、 最其元 御 はげみ 可 被 成 候. - 

と ある。 之に よると、 名 古 屋の連 衆 は 「別 座鋪」 • 「炭 俊」 の輕 みよりも、 「深 川 集」 を 好んだ ものら しく、 席上. y 

戶連 衆の 鬼 角の 噂 もあった と 見える。 それで 杉 風 は 古老で ある 所から、 一層の 奮發を 望んだ 譯 かと 思 はれる。 或 

は 杉 風の 惡ロ位 出た のか も 知れない。  ， 

それより 笆蕉は 伊勢 長 島に， 止り、 翌日 久 居まで 行き、 二十 八日 伊賀へ 着いた ので ある。 右の 手紙に、 「同姓よ ろ 

00  00000000000  ooooooo〇o〇ooqc  • 

こび、 舊友 ども 日々 かけ 合 候て、 今月 十六 日 迄 伊賀に 逗留 致 候て、 …… 云々」 と ある。 今月 十 1 八日と は閏 五月 十 

六日の 意。 但し 此 手紙の 日附 は、 五月 十 一 日で あるのに、 今月 十六 日 迄と いふと 少し 分らなくなる が、 或は 十 一 


日 は 六月 十 一 日の 誤 か。 竹 人の 一： 全傳」 に、 元 綠 七 戌のと し、 初の 五月 十九 日 尾 張の 方より 伊 贺の國 に； I り、 間 

五 n 雪 芝 宅 歌仙 一 卷。  . 

凉し さやす ぐに 野 松の 枝の 形 - 

痕雖 宅に て、 

柴 つけし 馬の もどり や 田う ゑ 樽  ： 

難 波の 之道訪 ひし 時、 

我に 似な ふた つ に 破れ (し、^ か) 眞桑瓜 

と ある は此 時の 吟 であらう。  • 

贺を 立った 色蕉 は、 大和 加 茂の 猪 兵衞の 在所に 一 宿した。 五月 二十 一 日附、 猪兵衞 宛の 手紙に よると、 江戶 

出立の 際、 何 か 話で もあった の だら う。 

一 、 當月 十六 口 加 茂へ 參、 平 兵衞に 一 宿。 御袋 様、 源兵衞 殿、 あねごな どへ 逢 €. 候。 御袋 御 無事に 御 入：^、。 

され ども 四 年 以前より はよ ほど 年 も 御 寄、 耳 も 遠く 御成 候。 あねごと ふたり、 責樣 事の みく どく か へす， <\ 

逢 申 度 由 被屮、 難儀いた し 候。 云々 

一 、 二 郞兵衞 道中 達者に て、 拙者 苦勞 にもな り 不.^ 、 能つ とめ 巾 候。 

と あるから、 加 茂へ 行って 猪 兵衞の 親兄弟に 逢った ものと 兑 える。 且つ又 此 旅行 は 次 郞兵衞 を 速れ たものと 思 は 
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れる。 猪 兵 衞は祧 隣な どと 最後の 笆蕉庵 を 守って 居た。 猪 兵衞も 壽貞も 病人で、 芭蕉 庵に 居た こと は、 前の 十一 

日 附杉風 宛の 手紙に 見えた。 

十七 日、 大 津へ參 る。 十八 日から 膳 所に 滞在。 伊賀の 親族 方 は 暑い し、 蚊 も 多い から 夏 中 は 膳 所、 折々 京へ 出 

て 去来と 語り、 或は 嵯峨の 去来 屋敷に 休息す る こと もあった (杉 風 宛 手紙 )o 尙共 手紙に よると、 草 臥 もま だし か 

と 止まない から、 持病 もさし 起らない。 だん. /(\ 暑くな つて 行く から、 どうかと 思 ふが、 前々 力ら 服藥 L て 居る 

し、 翳 者も替 へないで 居る から、 病氣 のこと は 心配す るな と ある。 此杉風 宛の 手紙 は、 勝 所 滞在中 か、 或は 去來 

の 宅 かでの 消息で あらう。 

五月 一 一十一 一日、 落 柿舍に 遊ぶ。 

柳 sj: き 片 荷は凉 し 初眞桑  • 

洒 堂の 「市の 庵. 一 (元祿 七 年刊) に、 

閏 五月 廿 二日 

落 柿 舍亂吟  ， . 

柳 和 § 片荷 はす ビし初 3 具 瓜  芭 蕉 

i  g 捨 たる 道中の 稗  洒堂 

村 雀 里より 岡に 出 あ" きて  去 


(「市の 庵」 下略) 

と ある。 之 は 支考. 丈 草 • 素 牛の 六呤 歌仙。 二十 三日 附の T ぃ巴蕉 より 支 考に與 へた 手紙が、 「笈 日記」 に 出て ゐる r 

之 も 1ほ 蒸が 落 柿舍滯 在中の ことで あらう。 卽ち 

されば 與：^ 此間 存知 出た る 

1 1 0 被 レ懸ニ 御 芳情 i 旅 店の 一 德 珍重 

去 ilS 武府 脚半 わすれ 候。 

不レ淺 (A  ^ 巾 候。 今日 去來 きせるの 

脚半の 方-一 而、 季 な 

掃除 、去来 一世の 初た る 故、 きせるの 

定可申 候 也 Q 

ゥるふ 

掃除、 壬 五月と 季を定 て、 折節-貴 Is 初音 信、 是亦壬 五月の 季を定 候？ r 向後 左様 m 心 召 可 レ被レ 成：^。 晚 

方 御 入 來可レ 仰 候。 

廿 三日  はせ を 

^怖 舍ノ 制札に、 速に 灰 吹 を すつべし と あるが、 今 此烟管 掃除と 合せ 考 へて、 去來の 性癖が あら はれて 面白い。 

共 3^ 支 考は下 京に 居った ので、 此 手紙 は 支考 よりの 文通の！. は 事で ある。 又 同書に、  . 

去年の 夏なる べし. - 

朝露に よごれて 凉し 瓜の 泥 

人々 つど ひて、 瓜の 名所な む あまたい ひ 出た る 中！. L 
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瓜 の 皮む いたと ころ や 蓮臺野 

と ある。 之 も その 頃の 1  「であらう。 

「行狀 記」 に、 「嵯峨 野の 方に 赴き、 を かしき 人の 圑 など 借て、 逍遙せられ ける。」 とあって、 

六月 ゃ嶺に 雲お く あらし 山 

と ある。  一 

小 倉山院 

松 杉 を ほめて や 風の かほる 音 

淸瀧 眺望 

淸瀧ゃ 波に ちり 込む 靑 松葉 

大 井川 浪に塵 なし 夏の 月 

「笈 日記」 によると、 -せ蕉 が 臨終 前 支考に 向って、 大 井川の 句 は 園 女亭に 於け る 白菊の 塵に 紛ら はしい。 之 もな 

き 跡の 妄執と なる からと言って * 淸瀧 やの 句に 仕直した と ある。  ， 

淸瀧ゃ 水 汲よ せて ところてん 

「泊 船 集」 に、 「淸 瀧の 水く ませて や ところてんと ありし は、 野 明に 引 さきす てた まふ ご と あり、 r 笈 日記」 に * 

「水く みよせ てと いふ は あやまり なるよし。」 とも ある。 以上の 句 は^ 京へ 遊んだ 時の 吟 である。 


六：：；： 十六 日， ^翠亭 に 遊び、 n を 兌る。 

夏の 夜 や 崩れて 明. し 冷し 物 

「緩 蓑」 に、 支 考の今 か  おがあって、 之 を 立 句と した 芭蕉 • 曲翠 . 臥 高 • 惟然 • 支考 の五呤 仙が ある。 卽ち 

露 ははら りと 蓮の 椽先  曲翠 

鷲 はいつ その ほどに 音 を 入て  . 臥  高 

(「 一 葉 集」 下略) 

二十 一 日、 大 木 節 庵に 遊ぶ。 

秋ち かきこ .》 ろの よる や 四 si 半 

之 を 立 句と して、 -t 巴 蒸 • 木 節 . 惟然 • 支考 の四吟 歌仙 成る。 卽ち 

しどろ に 臥るな で しこの 露  太 節 

月殘る 夜ぶ りの 火影 打消て  惟 然 

(「同 窨」 下略) 

木 節 は 月 氏。 近 江大津 の醫。 

竹 人 「全 傳」 に、 「六月 末 膳 所に 行きて、 云々」 と ある。  - 

ひや/ \ と 壁 を ふまへ て 肇寐哉 
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「行狀 記」 に、 「玉 祭と いふ 文月 日 も 過て、 しきりに 父母の 昔 もお も はる i にや。 ぉ&^ I ひ. ^^^H^ 

？ ふ^^  2>  、  „0ム ^  91 山？，？」。？： 0  0  0  ？  0  0  £  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

と 力り ぬれ は お尻の みせむ 力た なきな どうち 笑 ひ、 又 伊賀の 方へ 心 ざし、 道す がら なれば、 此か へる さに も # 

津の 庵に 立より、 しばらく やすら ひ 給ふ殘 暑の 心 を」 とあって、 此句を 出す から- 七月で あらう。 粟津の 無名 庵 

の吟 である。 

本 間 主馬 (丹 野) の 宅に て- 骸骨 どもの 笛. 鼓 を かまへ て、 能す る繪を 見て、 人生 を觀 じ、 

稻妻ゃ 顔の 所がす  きの 穗 

とい ふ 句 を 作る。 

七月" 鄕 里へ 赴き、 盆 會を營 む。 

家 は 皆 杖に 白髮の 墓参り. 

「行狀 記」. 「陸 奥衞」 に は、 「一 家み な 白 髮に杖 ゃ墓參 り」 と ある。 竹 人の 「全 傳」 に、 「魂 まつる 頃、 叉 立 もどり 

て」 と ありて、 此 句が ある。 「繽猿 蓑」 に は、 「甲 戌の 夏 大津に 侍りし を， ひ^^?^!; 2-" ま 

舊 里に 歸 りて、 盆會 をい となみて」 と 前書が ある。 

"壽貞 尼の 計 を 歎いた の も その 頃で ある。 「有 磯 海」 に、 

,  尼 壽貞が 身 まか リ ける,^ き、 て . 

數 ならぬ 身と なお も ひそ 玉 祭 


f 巴^と 毒 良 0 關 係の 普通でない 證據に 引かれる 句で ある。 

猿雖 宅に、 土芳と 二人、 稻 妻の 題に て、 

い なづ ま や 暗の 方 行 五位の 聲 

玄 虎子の 宅に 遊び、 

風 色 やし どろに 植る 庭の 获 

表 六 句 ある。 

1 i 十八 日、 雖亭夜 席。 猿雖 . 芭蕉 • 配 力 • 望翠 . 土芳 •  .i:?. 袋 (十一 一句 目より 木 白 入) の 歌仙 成る 

あれくて 末 は 海 ゆく 野 分かな  . 猿  雖 

鶴の かしら を あぐる 粟の 穗  • 翁 

朝 月夜 駕に漸 おひつ きて  配 力 

(「 一 葉 集」 下略) 

猿 雖は瘦 田 氏。 通稱惣 七郞。 剃髮 して 意專 とい ふ。 ^賀 上野 町の 人。 

八月 七日、 望翠 宅に て 歌仙。 望翠は 井筒屋 新藏。 上野 町の 人リ 

里 ふりて 柿の 木 もたぬ 家 もな し 

十五 日、 月見。 
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名月に 麓の 霧 や 田の くもり 

名月" に 花 かと 見えて 木綿 畑 

こよ ひ誰吉 野の 月 も 十六 里 

竹 V の 「全 萬」 に、 「新 庵の 月見」 として、 此三句 を あげ、 「此三 句 • 庵 を 見 するとて. 門人 たれかれ 多く 招かれ 

し 寺と 也。 此庵赤 坂に ありて、 無名 庵と いふ (近頃 庵を舊 地の 東、 白 舌 翁の 別墅に 移され * 再 形 庵と いふ)。 云々」 

と ある。 無名 庵 は 赤 坂 町の 兄 半左衞 門の 邸內 にあって、 此時 新築され たものと 見える。 「笈 日記」 に は、 吉 野の 月 

の 句 だけ を あげ. 「名月の 佳 章 は 三 句 侍りけ るに、 外の 二 章 は 評 を 加へ て、 後 猿 蓑に 入 集す。 爱には 記し 侍らす" 

云々」 と ある。 成程 「後 猿 蓑」 に 前 二 句が 出て、 支考の 評が 附 いて ゐる。 

1 1 十四日、 望翠 . 惟然 •  土芳 • 雪 芝 • 猿 雖 • 笆蕉 • 卓 袋 • 九 節の 八吟 歌仙 成る。 

つ ぶ -/\ と 掃 木 を もる i 複實哉  望  翠 

竹の は づれを 初 あらし 吹  惟  然 

朝 月に 鷄 さきへ 尾 を ふりて  土  芳 

(「壬 生 山家」 下略) 

此卷は 壬 生 山中 金 龍 庵の 什物で ある。 金 龍 庵と は攝津 荒 陵 山の 北 壬 生 山 淨春禪 寺の 境內 にある 庵で、 芭蕉が 最後 

の 浪花 行の 際、 一 時旅寓 した 所で、 芭蕉の 名け た 庵であった。 そこに は 其 他 雪 芝 二巴蕉 ♦  土？ 方 • 風 麥*玄 虎 • 苔 


塞 哉  雪 芝 

び 鮎  翁 

り-て  土芳 

(「壬 生 山家」 下略) 

九 tz: 二日、 支考 は^ 勢の 國 から 斗 從を誘 ひて、 伊贺の 山中に 赴き、 三日の 夜 かしこに 至る。 「笈 日記」 に、 「サ ：； い 

庵の もうけ もい と^こ、 ろ さびて」 とあって、 

Si? 麥は まだ 花で もてなす 山路 哉 

松^ やしらぬ 木の葉の へばり付 

この 松 S. を、 その 夜の 卷 頭に 乞 ひう けて. 歌仙 侍り。 云々 

と ある。 連 衆 は笆蒸 • 元 代 • 支考 • 雪 芝 • 猿雖 • 望翠 • 惟然 • 卓 袋 (十六 句 目より 荻 子 入る) で 歌仙 成る。 

秋の 日和 は雜 でかた まる  元 代 

の n 河原の 道 を 中 ほどに  支  考 

竹 人 「全 傳」 に、 「其と し 秋洛の 惟然、 ^勢より 支考、 斗從， 熱 田より 白 鴻來る (支考 、斗 從は九 三：：： なり)」 と 

ある。 
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蘇の 六吟 歌仙 も 同じく 什物の 一 として 保管され た。 

殘る 蚊に 袷 着て 寄る 夜 

フゴ 

餌番 ながらに 兄す る さ 

夕月の ひかる 裕は實 にな 
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四日、 夜 某 亭に會 して、 惟然 • 支考 • 猿雖 等と 附句 する。 

松茸 や 都に ちかき 山の 形  惟 然 

雨に 繩 手の しるき 秋風  土  芳 

おもしろく 新す 間に 月暮て  猿  雖 

.  (二 葉 集」 下略) 

松風に 新酒 を さます 夜寒 哉  ，支 考 

月 も かたぶく 石垣の 上  猿 0 

町の 門お はる X 鹿の 飛 こえて  翁 

(「同書」 下略) 

「笈 日記」 に • 次の 夜な にがしが 亭に會 して、 

松 ST ゃ宮 古に ちかき 山の 形  惟 然 

松風に 新酒 を 澄す 山路 かな  支 考 

此句は 山路 を 夜寒に すべきよ しにて、 その 會 みちて 歸る とて、 集な どに 出すべく は、 もとの 山路し かるべし 

とい へり。 云々 

と ある。 


竹 人の 「全 傅」 に、 「元說 宅， 歌仙 ー拆。 此卷$^.賀にての歌仙仕をさめと云^i と ある。 

行 秋 や 手 を ひろげた る 栗の いが 

猿雖 宅、 

新 藁の 出 初て はやき 時雨 かな 

其歲 賀 にて 名残の 畫賛 は、 

白露 もこ ぼさぬ 萩のう ねり かな 

などと ある 0 

三、 奈夏. 難 波 行 

九月 八日、 色 蕉は奈 良の 重陽 を かけて、 大阪へ 旅立った。 人々 の 送り 迎 へが 面倒 だとい ふので、 朝早く 立つ こ 

とに した。 蕉の兄 も. 此度は 別けて 弟の 體が衰 へて ゐる やう だから、 心配で ならす。 支考. 惟然 等の の 者に、 

介抱の こと を くれ. <\ も 親んで、 後 姿の 見える 迄 見送った。 その 日 必す奈 良 迄 行かう と 急ぎ、 笠 澄から 川 舟に 

つて、 木： 川 を 下り、 錢 司と いふ 所 を 過ぎる と、 山の 腰が 一 面に 蜜拊 畑な ので、 支考は 先の 夜 T 山 はみ な 蜜柑の 

色の i: ほに なりて」 と 言った 笆蕉の 句 を 物語る と、 芭蕉 も 眺めながら、 我が 吟腸を 見せた と 言って 笑った。 

船 を 上って  一 二 里 行く と. * 日が 暮れた ので、 猿 澤の邊 に 宿 を 求めた。 その 夜 はす ぐれて：！： も 明るく、 ゆお の は 

く 亂れて 聞え るので 面白くな り、 月 三更の 頃、 猿澤の 池の 邊に吟 行す る (「| 及 日記」)。 
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びいと 啼尻聲 かなし 夜の 鹿 

支考も 一句あった。 

九日、 奈良を 立ち、 其暮に 大阪へ 至り、 洒堂 方に 旅 宿。 

菊の 香ゃ奈 良に は 古き 佛達 

くらがり 峠に て、 

菊 の 香 に くらがり 登る 節句 哉 

湖 中の 「略 傳」 に は、 「其 所 (くらがり 峠 を さす) より 大阪 迄駕蘢 に乘給 ふ。 難 波の 少し こなたより 駕籠 を 下て、 

雨の 菰に身 をな して、 云々」 と ある。 「笈 日記」 に は、 生 玉の 邊 より 日を暮 して、 

菊 に 出 て 奈 良と 難 波 は 宵 月夜 

と ある。 併し 「行狀 記」 に は、 「その 日 は 平野 あたりより ほの くらくて、 たど/ \ 敷 や 侍り けん。」 とあって、 「菊 

に， S で奈 良と 難 波 は 薄 月夜」 と ある。 

芭蕉より 九月 廿 三日 附兄 半左衞 門に 宛てた 手紙に、 「私 南都に 一 宿、 九日に 大 阪へ參 着、 道中に 叉 右衛門 かげに 

て、 さの み 苦 勞も不 仕， なぐさみが てらに 參 つき 申 候。 大 阪へ參 候而、 十日の 曉 より ふるい 付 申、 毎曉 七つ 時分 

(午前 四時)、 夜 五つ (午後 八 時) まで、 さむけ 熱 頭痛 參候 而、 もし はお こりに 成 可 申 かと 藥給 候へば、 廿日 頃よ 

りすき とやみ 申 候。 云々」 と ある。 十日の 朝から 體 工合が 惡 るかった と 見える。 


十三 日、 今^は 十三夜の 月 を かけて、 住吉の 市へ 詣 つた 所、 晝 から 雨が 降って、 呤行靜 かなら す。 殊に惡 麥さ 

へ 催す ので、 月見 を 止めに し、 宿へ 歸り、 次の 夜 心 持が よくな つたので、 畦 止亭に 行き. 前夜の 月の 名殘 をつ ぐ 

な ふ。 住 吉の巿 に 立ちて (笈 日記)、 

升 買て 分^ か はる 月見 かな 

芭 蒸より 十八 日 (九 no 附如 行に 宛てた 手紙に、 此句を 書き、 「これより 直に はり ま 路に參 候而. 來 月末に 歸り巾 

候。 云々」 と ある。 竹 人の 「全 傳」 に * 「十三 日 雨 降. 心地 常なら ざれ ども、 住 吉に詣 で、 升 I 只て 分別 か はるの 句 

あり。 亭に 遊び、 或は 其 柳 • 車庸 などい ふ もの、 宅に 會 あり。 云々」 と ある。 

十六 日 * 夜 去 來 • 正秀の 手紙 を 開く と、 奈 良の 鹿 殊の外 減じて、 その 奥に 人々 の 句が ある。 

*f 庸亭 

而白き 秋の 朝寐ゃ 亭主ぶ り 

其 柳 亭 

秋 もはや はらつ く 雨に 月の 形 

「笈 日記」 に、 此：？ の 先、 「昨日から ちょつ/, \ と 秋 も 時雨 かな」 とい ふ 句な りけ るに、 いかに 思 はれけ む、 月の 

形に はなしかへ 巾され し。 廿 一日 • 一 一日の 夜 は 雨 も そぼ 降りて 靜 なれば」 とあって、 

秋の 夜 を 打 崩した る咄 かな 
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「同書」 に、 「此句 は 寂寞 祜 稿の 場 を、 ふみやぶ りたる 老後の 活計、 なにものか 及び 候 はんと * おの/ \ 感じ 申 あ 

ひぬ。」 と ある。 

二十 六 曰、 淸 水の 茶店に 遊吟して、 

. 人 聲ゃ此 道 かへ る 秋の くれ  - 

此道ゃ 行人な しに. 秋の 暮 

「同書」 に、 「此ニ 句の 間 いづれ を かと 申されし に、 この 道 や 行 ひとな しにと 獨 歩した る 所、 誰か その後に したが 

ひ 候 はんとて- そこに 所思と いふ 題 をつ けて、 半 歌仙 侍り。 …… 爱 にしる さす。」 と ある。 連 衆 は 芭蕉. 泥足. 支 

考 • 遊 刀. 諷竹. 車庸. 洒堂 • 畦 止 • 惟然 . 龜 柳の 十呤 歌仙 一 折で ある。 

蛆の はたけの 木に か- -る蔦  泥  足 

月 しらむ 簿麥の こぼれに 鳥の ねて  . 支  考 - 

(「 一 葉 集」 下略)  - 

松風 や 軒 をめ ぐって 秋暮ぬ 

「追悼 木が らし」 に、 「大坂 茶店 四郞左 衞門亭 にて 秋 を をし む。」 と 前書。 主人の 懇望に よって 書き 與へ たもの。 

「芭蕉 談 終焉 實記」 に は、 此 遊吟 を 九月 一 一十 一 曰の 事と し、 「毎年 九月 一 一十 一 日、 浮 瀨四郞 右衛門 亭 にて、 松風 

の會式 あり。 花屋 庵より 執行 ふ。」 と 頭註が ある。  ， . 


旅 懐 

此秋は 何で 年よ る 雲に 鳥 

「行狀 記」 に、 「浪花の 人々、 師 をむ かゆる そのき は X いと 珍しく、 翁 見む とて 何 くれ かくれ もてはやす 程に、 し 

づ かなる 席 も 侍らす。 天 王 寺. 住 吉の濱 など、 心に まかせて あそび 給 ふ。」 とあって 此 句が ある。 「笈 日記」 に、 

「比 句 は その 朝より 心に 籠て ねんじ 申されし に、 下の 五 文字、 寸 々の 腸 を さかれけ る 也。 云々」 と ある。 

13 女亭に * して、 

白菊の 目に たて X 兑る塵 もな し 

「菊の 塵」 に、 「折から 芭 蕪の 翁 尋ね 來 りまして， 「白菊 9 目に 立て、 見る 塵 もな し」 と吟じ 出されし によりて、 六 

日 やがて 卷を なしぬ。 云々」 と ある。 その 歌仙 は 之 を 立 句と して、 芭蕉 • 園 女ゾ諷 竹 *渭 川. 支考. 惟 然.洒 堂 • 

舍羅 • 何 中の 九吟 である。 卽ち脇 • 第三、 

もみ ぢに水 をな がす 朝 月  園 女， 

ひゃくと 鯛の 片身 を 折 わけて  諷 竹 

0, 一  葉 集」 下略) 

「笈 日記」 に、 是は園 女が 風雅の 美 をい へる 一 章なる べし。 云々」 と ある。  - 

二十 八 口、 秋の 名殘を 惜しむべく、 七 種の 戀を結 題に して、 各發句 をす る。 明日 は 芝 柏亭に 行く わけ だが 行か 

第三 節 西國 行脚の 途  五八 三 
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す- 發句 をつ か はす。 

秋 深き 隣 は 何 をす る 人ぞ. 

二十 九日、 此ま より 笆蕉泄 痢の 病 起り、 十月 一 日の 朝に 至る。 園 女亭で 馳走に なった 菌の塊 積に さはった ので 

あらう と 云 はれる。  . 

四、 終焉 及び 埋葬 

十月 一 一日 • 三日， 笆蕉 はいつ も 胃腸が 惡 いから、 門人 も 深く 氣に かけないで 居た 所、 一 一日 • 三日の 頃から 病勢 

や、 つのり、 人々 あはて 出す (以下 主として 「笈 日記」. 「枯尾 華」 による)。 

五日、 此朝 今迄 居た 之 道 亭は狹 くて、 多 人數入 込みて は 介抱 も 出来まい (「終焉 實 記」) とい ふ 所から、 御堂前 

南 久太郞 町 花屋 仁左衞 1: の 裏 座敷 を 借 受け、 病床 を そこ へ 移す。 「終焉 實記」 に * 一  筒 月」 M 敷 料 三 歩 一 一 朱と ある。 

膳 所. 大津の 間、 勢 • 尾 張の 親しき 人々 に 手紙 を 出す。 暮に 支考を 召し、 氣が 殊の外 落着いた とい ふ。 

六日、 昨日 暮 より 茶 氏の 服藥 で、 心 持よ くな り、 自ら 起き 返って、 白髮の 様な どを兑 せる。 影 もな く衰へ はて、 

枯木の 寒 岩に 添へ る やうであった。 

七日、 朝、 湖南の 正秀 夜船で 来る。 間もなく 洛の 去來來 る。 「有 磯 海」 に、 

芭燕 翁の 難 波に て やみ 給 ひぬ とき、 て、 伏 見よ リ夜舟 さし 下す。 

舟に はて 荷物の 間 や 冬 ごもり  去 來 


と ある。 暮れ方 乙 州. 木 節 • 丈 l::f 各々 來る。 平 田の 李 由も來 る。 去來 はしば らく も 病床 を はなれない。 それ は^ 

^が 落 柿 舍へ來 た 時、 人々 は 自分 を 親の やうに 思って ゐ るが、 自分 は 老いて 人々 を 子の やうに 扱 ふこと が 出来な 

い、 と 言った 一一 一一：： に 感じた からで ある。 

八：：：、 之 住告明 神に 參詣 して、 此 度の 延ハ牛 を 祈る。 各 句が ある。 
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1^ 更に 及び、 介抱して 居る 呑 舟 を 召され、 視を すらせ、 
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病中吟 

旅に 寢て夢 は 枯野を かけ 廻る 

「なほ かけ 廻る 夢 心」 ともした いと 云 ふ。 T ほ蕉は 不淨を 撣 つて、 人々 を 近くへ 招かなかった。 呑 舟と 舍羅は 之 近 

の 門人で、 貧しく も あり、 忠實な 男で あるから、 特に 笆蕉の 介抱に 當ら せた ものと 見える。 麻の 衣 も 垢 付いた の 

で， よき 衣に 脫ぎ 代へ、 夜の 衣 も 薄い からと 云って、 錦繡の 立派な もの を かけた。 藥は木 節が 調合した。 木 節 も. 

一 生 懸命に なって 治療した ので ある。 

九日、 支考に 向って、 大 井川の 句 は、 園 女亭の 白菊の 塵に 紛ら はしい から、 改作す ると 言って、 淸瀧ゃ 波に ち 

り込靑 松葉と する。 

十日、 暮 より 芭蕉の 容體 急に 變る。 人々 殊の外に 驚く。 夜に 入って 去来 を 召し や i 談す る。 その後 支考を 召し 

て、 遣 書 三 通 を か、 せる。 外に 一 通 は 自ら 書いて、 伊賀の 兄の 名殘に 送る。 其 等 は 正 秀ぁづ かりて、 木 曾 塚の 舊 

草に かへ る。 九日 • 十日 は 殊に 苦しかった ものと 見える。 此日遣 言の 次に 路 通の 罪を赦 された。 それ は 前に 定光 

坊實 永阿閬 梨の 仲裁が あつたた めで も ある。 

十 一 日， 是 より 先、 其 角 は 岩 翁. 龜翁 と共に、 ふけ ひの 浦 を 眺めて、^ に 止り、 十 一 日の 夕 大阪に 着いて、 何 心なく サ巴 

蕉の 行衞を 尋ねた 所、 病氣が 重い とい ふので 犬に 驚き、 急ぎ 病床に かけ 付けて、 皮 骨 連立の 姿を拜 し、 共に 悲ん だ。 

吹 J- より. 鶴 を 招ん 時雨 かな.  . 其 角..， 


うづ くま る藥の 下の 寒さ 力な 

.W 巾 の あ まりす k る や 冬 ごもり 

引 張て ふとん ぞ 寒き 笑ひ聲 

し か ら れ て 次の へ 出る 塞 さかな 

おも ひ 寄 夜伽 もした し 冬 ごもり 

^とり て 菜 飯た かする 夜伽 哉 

$: 子な り みのむし 塞く 鳴盡す 


丈 

乙 


草 

秀 


夜伽の 灰 書で ある。 木 節 もい よく 巴蕉の 死の 近き を 知り、 他に 上手な 醫 者の 治療 を 求めたら どうかと 云 ふやう 

な こと を 一一 一一：： 出した もの か、 明 方に t ほ 蕉は木 節 を さとして、 自分の 命 も 旦夕に 迫って ゐる、 彼の 藥 此の 藥と 云って、 

淺し くもが いたって 仕方がない。 た^ 願 はく は 君の 藥で、 最期 迄 唇 を ぬらさう と 言った。 此後は 左右の 人 を 斥け、 

不 S: を 浴し、 香を燒 いて 安臥して， 物 も 言 はない。 

トニ 日、 芭蕉 は 病み付い てから • 飮食は 明暮か i さなかつ たが、 昨日の 朝から 今日 迄 何物 も 取らない ので、 名 

殘も 今日 限り だら うと、 人々 は 次の間に 茫然と して ゐる。 午 頃に なって、 目の さめた やうに 見渡す から、 粥 をす 

すめ、 をぬ らした。 今日は 小 ^日和で あた X かく、 障子に 蠅が 集って 困る から、 鳥 もち を 竹に ぬって 捕へ るに、 

上手 下手が あるの を 見て 笑 はれた が、 後 は 何 事 も 言 はす、 申の 刻ば かりに (午後 四時)、 死 顔うる はしく、 眠る や 

紫 111 節 iKXS? 脚の、 fl  ,  •  ^-. 五！： ¥  r  .  k  i 
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うに、 絕 世の 詩人 は 大往生 を 遂げた。  , 

その 夜 ひそかに 遣 骸を長 櫃に牧 め、 商人の 荷物の やうに こしら へ - 川 舟に かきの せ、 其 角 • 去來 • 乙 州. 丈 草 * 

支考 • 惟然 • 正秀 • 木 節 • 呑 舟 • 次 郞兵衞 の 十 人が 前後 を 守り、 伏 見に 着く。 伏 見から 義仲 寺へ 移した ので ある。 

淨衣 その他 は智 月と 乙 州の 妻が 縫って 着せた。 色蕉は 茶色の 衣 を 好んだ とかい ふので、 淨衣も 茶色の 服に した さ 

うで ある。 送葬 は 十四日の 夜と 定めた。  - 

花屋から 支考. 惟然の 二日に 出した 伊賀 あての 手紙 は * 羅漢 寺の 僧に 賴んで 持たせた ので あるが、 此僧奈 良に 

着いた 日から 腹 を 下し、 歩行 叶 はす、 幸 ひ 十 一 日朝^ 賀 上野へ 行く 人が あるので， それに 賴ん だので、 十二 日の 

暮" 頃に、 書狀は 上野へ 屆 いた。 土芳. 卓 袋 披き兒 て 犬に 驚き、 取る もの も 取り あへ す、 松 尾 氏に 告げたら、 之 も 

同時に 書狀が 着いた と 云。 そこで 二人 は 食事 も そこくに して、 子の刻す ぎ 近道に か、 つて、 大和の 帶 解まで 行 

き、 之より くらがり 峠 (十三 峠の あやまり だら うとい ふ) を 越え、 俊德 海道 をた 急ぎに 急ぎ • 平野 口から 御城 

の 南 を かけぬけ、 直に 久太郞 町 花屋に かけつけ たの は 十三 日の 暮頃 であった。 花やに 會 つて 病 狀を 聞く と、 すで 

に 事切れた と 云。 兩 人共殘 念が り、 さらば 葬送に 追 付かう と、 八軒屋 より 船に 乘り t 伏 見 • 京 橋に 瀋 い たの はお 

明で ある。 直に 飛 下り、 狼 谷に か \ り、 義仲 寺に 着いた の は 入棺 前であった。 死 顔 を拜み * 悲歎の 淚に 暮れた。 

導師 は義仲 寺の 直 愚 上人であった。 入棺 は 酉の 刻で ある。 門人 通夜して、 #賀 の 挨拶 を 待った けれど、 何の 返事 

もない。 去来. 其 角 • 乙 州 等 評議して、 葬式 はいよ/ \ 十四日 酉の 刻 (午後 六 時) と 定めた。 丈 草. 其 角. 去來. 李 


山. 曲翠. 正秀 • 木^. 乙 州. 惟然 • 之 道 . 尙白 • 土芳 • い M 袋 • 許 六 . 風 國 . 支考 等す ベ て 叫 卜 人 各 捻 香。 その 

餘此 翁の を ぼ おへる^、 招かざる に おり、 人数 凡 三百 餘人 であった。 かたの如く木种^^の右に葬り* 傍に 冬枯の 

T.ZJ^ を梳 ゑて 形兑 とした (「終焉 賞 記」)。 

五、 遺書 及び 遺物 

hy^n. 夜 正 秀が预 つた-い 巴 蕉の遣 書 を 曲 翠亭に ひらく。 其 角 • 支考 • 惟然 • 丈^  • 去來 • 乙 州 等 重立った 門人 

は 立 合った ことで あらう。 內 一 通 は-一 巴 蕉が自 Sf で、 兄 半左衞 門へ 送った ものである。 

御先に 立 候段殘 念に 可 被 思 召 候。 如何様と も 叉 左衞門 便に 被 成、 御 年 被 寄. 御 心 靜に御 臨終 可 被 成 候。 至^^ 

巾 上 事 無 御座 候。 市兵衞 • 次 左 衞門殿 • 意 專老、 初 不殘御 心得 奉 頼 候。 中に も 十 左 衞門殿 . 牛 左 右之迪 

に 候 。は、 様お よし 力 洛し可 申 候 。以上 

十月 十日  . 桃靑 

書 判 

松 尾 半 左 衞門樣 

新藏は 殊に 骨 被 祈恭候 

「笼 日記」 に、 支考が #1 貝へ の 文 は. 「たぐ 何事もなくて、 先 だち 給へ る 事の あさまし うお ぼ ゆるよ し、 か へ す 

がへ す巾殘 されし なり。 云々」 と 言った の は 卽ち此 車で あらう。 外の 三 通 は 形兑の 品く， 或は 反故 文章 等に 就い 

第三 節 西^ 行脚の 途  五八 九 
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て、 門人への 永 の^を 惜ん だもので ある。 此三 通の 遣 書 は、 支考の 「十 論爲 辯杪」 • 「笈 日記」， 竹 人の 「全 傅. r 

湖 中の 「一 葉 集」 等に 見えて ゐ るが、 各辭 句の 相違が 多少 ある。 今 「全 傳」 の 文 を抄錄 する。 

一 、 三日月 記、 S: 賀に 

一 、 發 句の 書付、 同斷 .  ； 

"一、 新式 (是は 杉 風 へ 可 被 遣 候、 落 字 有 之 候 ST 本 寫と改 可 被 校 候) 

二 百人一首、 古今 序 註 (拔 書、 是 は支考 へ 可 被 遣 候) -  _ 

•1 、 趣 木、 半殘 方に 有 之 候  . 

江 戶 

1 、 杉 風 方に 前々 よりの 發句 文章の 覺書可 有 之 候。 支 考校之 文章 可 被 付 置 候、 何も 草稿に て 御！； 候。 . 

1 、 羽 州 岸 本 八 郞右衞 門 發句ニ 句、 炭俵に 拙者 句に なり、 公 羽と 翁との 紛れに て 可 有 之、 杉 風より 急 度御斷 

可 給 候。 

右一 通 

一 、 伊兵衛に 申 候。 壽貞 事に 付 色々 骨折、 面談に 御 禮と存 候 所、 無 是非 事に 候。 殘り候 二人 之 者 共 十 方 を 失 

ひ、 うろた へ 可 申 候。 好 齋 老 など 御 相談 被 成， 可然 了簡 可 有 之 候。 

1 、 好 齋老萬 御 懇切、 生前 死後 難忘存 候。 


、 榮 順：^、 禪可坊 情 ふかき 御 人に て、 面 上に 御禮不 中、 念 之箏 に存 候。 

、 様 病 起 御 養生 隨分御 勉可有 之 候。 

、 桃 隣へ 巾 候。 再.^ 不叶、 可 被 力 落 候。 彌杉 風. 子珊 *八革 子よ ろ づ御投 かけ、 兒も角 も 一 日暮可 被 致 候。 

元 綠 七ハ牛 十月 

支 考此度 働 驚 深切 實を盡 候。 此 段賴存 候。 庵の 佛は則 出家の 事に て 候へば 遺し 候。  - 

はせ を 米印 

右一 通 

, 杉 風へ 巾。 久々 厚志 死後 迄 難忘存 候。 不慮なる 所に て 和 茶、 御 暇乞不 致^、 互に 殘念無 是非 事に 存候。 

彌 俳諧 御勉 候て、 老後の 御 樂に可 被 成 候。 

、 五兵衛 殿へ 巾 候。 永々 御 厚情に ぁづ かり、 死後 迄 も 難忘存 候。 不慮なる 所に て 和 报、 御 暇 乞も不 致、 

互に 殘念 • 是非な き 事に 存候。 彌 俳諧 御勉 候て、 老後 はやく 御 樂可被 成 候。 御內室 様に 不和 替御懇 情 最後 

迄 も悅 巾；； g。 

、 門人 方 幾^ は 此方へ みえ、 嵐 雪 を 始めと して 不殘御 心得 可 被 下 候。 

元 祿七年 十月 ， 

.  自筆 はせ を 米印 

第三 節 西國 行脚の 途  五 九 一 
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右一 通 

以上の 三 通 は 何れも 支考が 筆に して、 はせ をの 三 字 自筆、 此內支 考此度 もと ある 三 行 自筆 也。 云々 と ある a 

併し 「爲 辯抄」 によると， 

右 は 湖南の 木 曾 寺に て、 1 二日 夜の 法事 を 過して、 膳 所の 曲 翠亭に 此狀を ひらく に、 竪紙 (杉 風 其 他 あて、 S 

兵衞 その他 あての もの を さす。) も橫紙 (遣 物覺 で、 三日月 記、 埋木、 新式、 其 他) も洛の 去来 代筆に て、 支 

考へ出 山佛の 一 段と， 名 判と は祖 翁の 自筆な り。 云々 

と ある 0 

其 他 笆蕉の 遣 物に は、 出山佛 (長 一寸 一分). 鐵 如意 (佛 頂より 附與。 長さ 柙延て 凡 一 尺九寸 位。 頭 蔦 葉 形り 金 

范) . 觀音經 (小 本) • 紙樓 袈裟 (佛 頂より 附與) • 被 風 • 銅 鉢 • 木硯 (樫 木、 旅砥 である。 莒長 サニ寸 三分、 幅 一 

寸 三分) • 笠 (反古^ 張) • 菅蓑 (襟 木綿、 茶色) • 杖 (三尺 五寸 斗) • 頭陀 (內に 杜甫の 詩集， 山家 藥 外に 後 猿 蓑 

と 題 ありて 歌仙 三卷、 發句四 五吟、 書捨の 反故、 紙に 包みた る 布 裂五寸 に六寸 許、 上 包に 狹ノ細 布と ある、 進上 

淸虱。 叉 外に 和歌の 古 短冊 二 枚、 松島蚶 潟の 總ニ 枚) などが あった。 右の 中 出 山佛は 支考に 附與， 如意 は 丈 草に 

附與、 袈裟より 以下 七 品 は 兼て 惟然に 附與の 約が あつたので、 惟 然に與 へる。 今は播 磨の 國增 井山の 麓風羅 堂に 

納と ある。 狹ノ細 布. 松島蚶 潟の 畫は 去来が 赏 ふこと になった。 去 來* 其 角 連名の 半 左衞門 宛の 手紙に よると、 

綿 入 一 • 拾 一 • 肌 付 一 .帶 二 を 花屋 仁左衞 門から 次 郞兵衞 へ 贈って 来た。 衣裳の 類 は澤山 あるが、 大阪 出立の 際 


不殘 花屋へ 预 けて 來 たとい ふこと である。 牛左衞 門の 返事に • 花屋へ 预 けた 古 衣裳 は その ま- A にして m はいて 莨 ひ 

たい。 外の 品 は 何なりと 勝手に するがよいと いふので ある。 尙貞德 相 傳の爲 羽 文 I へ S とい ふの が ある。 之 も 去来の 

手紙に よると、 風雅の 大切なる 雅器 であるから， 其 角に 讓 らうと した 所， 其 角固辭 して 受けす、 やがて 江 戶へ下 

つてし まった。 そこで 一時 義仲 寺の 直 愚 上人に -m ける ことにし たが、 上人 も 風 火災 や 盜難を 恐れて 斷 はられた か 

ら * 中左衞 1： の 方へ 預けたい とい.^ と、 松 尾 氏の 返事に， それ は 貴方の 所へ 置いて くれと いふので、 去来が る 

になった。 黑塗 • 長さ 一 尺 九 寸* 幅 一 尺 ニ寸丄 n 向 さ 四 寸* 板 厚さ 三分 ニ拳 反 一 尺 一寸の ものである。 蕉の文 

茶に は 1 1 兌 形 (無名 庵 文臺、 賀 上野： 冉形 庵藏) • 松 木文臺 • 尾花 文臺 . 反古 文臺 (幻 住 庵に た 2^ 作った も の 

で、 曲翠 所藏、 後 P" 所の 本 多 家に 有) • 1 一見 潟文臺 等が あった (一，， 一 代錄」 )。 其 他 T ほ 蕉庵六 物 や 紙 衾 • 水雞访 など 

は 生前 殁後 それ. <\ 門人の 手に 傳 へ られ た。 

六、 追悼 句 碑 

共 ，川* 去来. 丈 草 • 支考. 惟然等 重立った 者 は、 七日が 程 木 曾 寺へ つて、 追善に 餘 念がなかった。 「枯尾 華」 

に 「人々 七日が 程 こもりて、 かくまでに 追善の 興行、 幸ヒ にあへ る は、 予 なりけ り。 云々」 と ある。 十六 日、 曲 

翠は共 角 を 幻 住 庵に 伴 ひ、 t 巴 蕉の隱 家なる 椎 木を兑 せて、 いますが 如く 愁吟 する。 

木が らしゃ 何 を 力に ふく 事ぞ  曲 翠 

「有 磯 海」 に、 「^蕉 翁の 七日く もうつ り 行 あはれ さ、 なほ 無名 庵に 寓居して、 心地 さへ すぐれす。 去來が もと 

第三 節 西！： 行脚の 途  五 九 三 
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へ，： ：- つか はしける。」 と 前書して、 

朝 霜 や 二 余 湯の 後の くすり 鍋  丈 草 

か へ し 

朝 霜 ゃ人參 つんで 墓 まゐり  去 來 

丈キ： ：！. は あと 迄 長く 無名 庵に 居た ものと 兒 える。 尤も 義仲 寺の 二 町 許り 南、 岡 山と いふ 所に、 丈 草 は 庵 を 構へ、 佛 

幻 庵と 云って 居た とい ふから、 いは^ 墓 守の やうな もので は ある。 

十 H 十八 日- 義仲 寺に 於て 追善の 俳諧 百 韻が あった。 連 衆 は 其 角 • 支考 • 丈 草 • 惟然 • 木 節 • 李 由 • 之 道 • 去 

來. 曲 翠. 正秀 以下 四十 三人。 大津膳 所 • 京嵯哦 • 攝歡 賀の ものである。 各 愁眉 を 感じ、 巧言 を 求めす、 し 

め やかに 師の靈 を 慰めた ので ある。 

なきながら を 笠に 隱 す ゃ枯尾 花  晋 子 

溫 石 さめて 皆 氷 る 聲  支 考 

ラ 灯の 外より し らむ 海山に  丈  草. 

(「 枯 尾花」 下略) 

「笈 日記」 に、 「所願 忌、 湖南/江 北の 門人お のく 義仲 寺に 會 して、 無 縫 塔 を 造 立す。 面に は _巴蕉 翁の 三 字 をし 

るし、 北" に は 年月日 時な り。 蒙の 東 隅に 芭蕉 一本 を植 て、 世の 人に 冬 夏の 盛衰 をし めすと なり。 云々」 とあって、 


此卷が ある。 「行狀 記」 に、 「 ： 七日の 法事に 參り、 云々」 とあって、 路通 も、 

ひから かす 袖 や 小春の 死 出の 山 

とい ふ 句 を 手 向けて ゐる。 路 通が 追善 百 韻の 席に 出な いのは 遠慮した もの か。 「枯尾 華」 によると、 初七日 迄に 集 

つた 追 £L? は 四 十四.？ ある。 大方 大津 • 膳 所 • 京 • 大阪 • 伊贊の 門人から である。 


忘 

啼 


月 

入 


れ 

の 


ち 

や 


び 

糸 

： や，， 


ぬ {〈.一 も 十 夜の 泪 かな 

の 狂氣を さませ 濱衞 

鼠 も 装き とも ぢ から 

も ゆ る ぐ や 千鳥 數寄 

の 醫師 ものと はん 歸花 

長き， 休み や 笈の脚 

に 紙子 取 あ ふ 御影 哉 

て 泣 友に せん^の 床 

る 聲 のはづ れゃタ 時雨 

も 入て 悲しき 野 山 哉 

日 比の 数奇の 朝朗 


第三 節 西^ 行脚の ^^」 


去 

午 

1- 一  a 

尙 

春 


來 

國 
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臍 打て 木 葉 をつ かむ 別れ 哉 

まぼろし も 住ぬ 嵐の 木 葉 哉 

二十 七日 追悼の 句より、 

花鳥よ せがまれ 盡す冬 木 立 

花 桶の 鳴 音 も 悲し 夜半の 霜 

冬 柳 かれて 名ば かり 殘り けり 

二十 七日 #賀 連 追悼の 句より、 

時雨る -1 やおく へ も ゆかす 年な やみ 

寒菊 やす 、ぐ佛 の 膳の 端 

夢み たか 啼て飛 ゆく 浮ね 鴨 

六疊 に見殘 されたり 冬 の 月 

係 や 足 もさ i れ. ぬ 置火燒 

か る き 身 の や 木の 薬の 吹と まり 

笆蕉く 枯葉に 袖の しぐれ 哉 

茶のから の 霜 ゃ泪の その 一つ 


式 風 m 尾 苔 配 雪玄 向 可 惟 晋正 31 

.  九 

八 

之 麥雖頭 蘇 力 芝 虎 軒南然 子秀 


なに はへの 飛脚、 粟津よりか ヘリ. て、 忘師の まゐ れリ。 

夢 なれ や >^ たる 文字の 村衛  半  St 

四 七：：： の 句 は t= 昔 文通の 句で ある。 內に尾 州の 露 川 や 素覽の 句が ある。 

江戶 では _巴 蕉の死 を 知らす、 十月 二十 二日に なって、 追善 興行 所々 で袂 をし ぼった。 尤も 杉 風 等に 暇 乞した！ 

書 も あるので あるから、 殁後 直に 江戸 衆に 知らせた こと.^ 思 はれる が、 芭蕉の 死 を 悼んだ 句 は、 十：！：  二十 二日 .3; 

にやう やく 兑 えて ゐる。 「枯 尾花」 によると、 十月 二十 五日 嵐 雪 は 桃 隣と 共に 江戶を 出立し、 十 一 月 七日 夜 義仲寺 

の 蒸の 墓に 至り、  - 

此下 にかくね むる らん 雪佛 

と  一 を 奉った。 尙 十月 一 一十一 一日 夜 興行と して、 嵐 雪 • 氷 花. 百 里 等 十七 八 人の 追善 歌仙 も ある。 

十月 を ゆめ かとば かりさ くら 花  嵐  雪 

しぐれの 中に 一筋の 香  氷 花 

鎰の 手の 二 間 は五疊 くにて  百 里 

(「枯 尾花」 下略) 

原 安 適も^ 蔡の死 を惊ん で、 

^^3:„^翁みまかリぬろに、 跌 V^^^LL とて、 れび だつ 人に こと づズ 侍け る。 

第三 節 西國 行脚の 途  五 九 七 


第 七 章 晚年 時代  五 九 八 

秋風に たえ て しばし は殘 りし も 

霜の 笆蕉の あはれ 世 中  安 

桃 隣. 子 珊 • 杉 風. 岱水. 曾 良 • 孤屋. 利 牛. 野坡 等の 十月 一 一十一 一日 追悼 歌仙 與行も ある。 

故人 も 多く 旅： J- はっと、 逆旅 過客の、、 とわ リ, かお も ひよ せて 

俤 やなに は を 霜の ふみを さめ  祧 

淡く かげろ ふ 冬の 日の 影  子 

一面に 起伏す 小 松風 やみて  杉 

(「枯 尾花」 下略) 

歌仙 滿座普 音 之吟 

うらむ ベ き 便 もな しゃ 神無月 

是非 わかぬ 枯 野に 草の 種 もな し 

むせぶ とも 蘆の 枯葉の 燃しき り 

義仲 寺へ 送る 悼  . 

るらん 足 も ぬらさで 渡 川 

吿て來 て 死 顔 ゆかし 冬の 山  露 


杉 

曾 


去 眼 

、Y  目 

季 


吟 


「1^ 媒^ 終お：^ 記」 に、 

以 飛札 得 御意 巾^。 益御淸 雅奉贺 ；^、。 爱許無 異-居 巾 候。 然者師翁ザ^ー化之|5^^承り途方に|*攸( 

可.：：：. f^、 只 El 夜と 相 成、 唯愁淚 迄に 候。 取 あへ す 一 句 案 候。 t 梨 前に 御 敬 手 可 彼 下 候。 以上。 


かに 成 行 


十 二十 三日 

去 來雅丈 

吿て來 て 死 額 ゆかし 冬の 山 

と ある。 

紅 jg- ちり 機 は靑し 嫁の 前 

五十二 年 ゆめ 一時の しぐれ 哉  . 

^の |§ に 檜 原 もむ せびけ り 

十月 1 下 三日 * 湖赛 . 素 龍 • 露沾 • 萍水 • 桃 隣.^ 水 • 野 坡 • 孤 屋 • 利 牛 • 杉 風 

亦 誰 そや あ.. 此 道の 木 葉摄 

1 羽 さびしき 霜の 朝 鳥 

碇綱 紡なる 月に 浪 ゆりて 

(r 枯 尾花」 下略) 

第三^ 西國 行脚の 途 


. 沾 


露 


古 


^  子 

ち  り 

素 龍 

素 堂 等の 追善 歌仙が ある。 

湖 卷 

0  一 

0 沾 

五 九九 


是 

. 似たり 0 

素 ， 


花 

我 
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叉 同日、 晋子亭 にて、 仙 化 • 是吉 • 介 我 • 柴雩 • 湖 月 • 神 叔 • 揚水 • 枳 風 • 由 之. 全峯 • 沾德 • 李 下等の 歌仙 

興行 もあった。 恐らく 江戸へ 知らせが 來て、 其 角の 留守宅で、 追善 與行を 催した ものと 見える。 

今 はく も 雪の はせ をの 光哉 

か へ らぬ 水に 寢て 並ぶ 鴨 

冬の 月黑き 衣類 は 影 鈍で 

(「枯 尾花」 下略) 

深 草の 翁、 宗祇 2^5 士ぁ讃 してい はす や 。「友 一一 風月 一家， 一 放泊匚 と。 芭蕉 翁のお もむ き！ 

旅の 旅つ ひに 宗祇の _ 時雨 哉 

落葉 見し 人 や 落葉の 底の 人  沾 

十 德の袖 はなみ だの 氷 かな  秋 

雪の 夜 をお も ひ 忍ぶ や 名 付 親  李 

ちからな や 膝 を か i へて 冬 籠、  野 

竹の 鎗を掛 て 悲しき 時雨 哉  孤 

油 火の 消て 悔むゃ 冬 籠  利 

義仲寺 LL 參リ、 亡師の 塚の もとに、 舊來な 語らん とす。 身も隱 逸の 志に つかべ、 一 たび は 俊 


堂 

德 

I 

坡 

二 

/r 


のた すけと もな りぬ。 今 la- に 里.^^ て、 か、 る 所の 苦の 下に， 空し さ 名のみ 間え けろ vV 

n ほに 假 の^や 七 所  桃 隣 

00030000000000000000  3  0  0  0  0  0  0 

^^が 死ぬ 前：：^、 杉 風に 苑 てた 手紙の 末に、 「少は桃隣にも師恩貴きすべをゎきまへ^4、へと、御巾成攸べく候。 

桃 隣 俳 ■ 俄に 借 上 巾 候と _ ^沙汰に て 候。 云々」 と あるから、 定めし 杉 風から 注意 もあった らうと 思 ふが、 今にな 

つて： ると、 師 S 心の！^ さも 身にしみて、 壤の 前に 立った 時 は、 さぞ かし 懷舊 の淚に 咽んだ 事で あらう。 

-MIS は 十 一 月 七日 夜義仲 寺に 詣り、 同 十一 一：：：： 初 月 忌 を、 京 丸 山 量 阿 彌亭で 催した。 會 者- M 雪 . 桃 隣 •  翁 • 晋 

子 •  §M  • 桢几 • 尺艸 • 松 翁 • 去 來 • 正 秀 • 曲 翠. 徹士  • 心圭 • 暮 四 •  jnj 海 • 荷兮 • 野 童 • 風 國 • 槳 加 • 重 藤 . 

過 等で * 百 韻 興行で ある。 

泣 中に 塞 菊 ひとり 耐 へたり 

向上 體を 雪の 明 ぼの 

5 ぴ  あ ふ 

IS 壁の ひる 間 を遲く 扇がせて 

車に はこ ぶ 藪の 奠 なり 

(r 枯 尾花」 下略) 

路通は 蒸の 勘氣を 受けた 者で あるが. 芭蕉 殁後 師恩に 泣いて、 「行狀 記」 (元 祿八ハ 牛刊) を 著し、 四十九日 1? 

の 追善 まめく しく 營ん だ。 卽ちー 一七 日 (十月 一 一十 五日) は、 乙 州 • 木 節 •  土龍 •  ^袋 • 木 志 • 正道 • 如 行 • 丹 
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野 • 智 月 •  土芳 と共に、 義仲 寺に 於て 追善 俳諧 四十 四 句 を 成した。 

追 善 各 集 粟津 義 仲 寺 

請 直 愚 上人 設齋 

木が らしゃ 通う して 拾 ふ 嫁の 塵  路 通 

. 祌 なし 月の 二七日 泣  乙  州， 

眠 目の 障子 外より た.^ かれて  木 節 

(「行 狀記」 下略) 

三七日 は 芭蕉の 自畫像 を 乙 州亭に 開き、 追善の 句 を 作った。 會者， 乙 州 • 木 節 • 惟然 • 土龍 • 智月 • 錦 江 • 丹 

野 • 路 通の 人々 であった。 

 更行燈 に、 智月は 紙子の 袖 かき 合、 視を 前に そな へ、 我に 形見と なるべき 書殘し 給へ と、 しきりにの 

00000000000  00000000000 

ぞ まれぬ。 師 翁うな づき * 六そぢ の. 霜に むか ふ 人に、 形見 を 乞れ ていと 力なし。 我先に 死ねと やな ど 興じ 給 

ひ 乍ら、 智 月に は 幻 住 庵の 記 ー卷、 やつ がれ はい まだ 若し、 誠の 後の 形見と て、 自畫の 像 を 出して 賜 ひぬ。 

はた 光陰と^ まらす。 ことし 旣に 四と せば かりにして、 むかへ 奉りし が、 無常迅速、 今 は 過し 夜の 興 談迄思 

ひ 出されて、 そ^ろに 袖 を ひたす。 一七 ニー 七 は義仲 寺に て 追善、 三七日 は 信仰の 輩 をむ かへ、 尊像の 前に 

おいて、 人々 句 をなら ベ、 生前の ごとくう か^ひ 奉る。 


つく 杖 は 三十 棒 や 冬の 1^  乙 

液 ふる 形 は 木 贫路か 武藏野 か  木 

しめ id す 奥の^ 鞋ゃ 冬の 月  惟 

像の 鼓に 物い ひかくる 兹さ哉 *  智 

ころびても すごく 兑ゅ るか 雪の 像  路 

^un. お 蒲の 頭陀 • 笠 • 杖 を義仲 寺に 寄進し、 木 節 • 路 通 • 土龍 • 乙 州 • 峩. <  • 丹 野 , 

惟然 の 追善 句が ある。 

三 物 有 句 

此笠 はいくつ の 年の 雪 みぞれ  木 

生涯 はこれ かや 塞き 頭陀袋  路 

^て かへ る奈 良の 夜 塞 や 笠の しみ  乙 

冬の 日ゃ老 もなかば のか くれ 笠  智 

山茶花 や 宿々 にして 杖の 瘦  惟 

木が らしゃ 猿 も 馴初か 蓑と 笠  嵐 

初 n^:. お 思 ひくの 追善が あった。 乙 州 • 木 節の 兩呤 歌仙 に 、 
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第 七 章晚年 時代 

風月の 霜. の劍を 折らし けり 

冬の 野原に いなす 飼 鳥 

(「行 狀記」 下略) 

五 七日 木 曾 塚に 會し、 追善 俳諧。 連 衆 は 京 • 江戶. 大津 • 膳 所の 人 々である- 

冬 D 月 も 照 ル上は 皆 泣 まひ ぞ 

, 沈 水い ける 炭の 火加減 

愁 門の 前 は 赤土 漉 かけて 


六 〇ー 

木 


五十 韻 成。 

木 


義仲寺 上人 

直 


(「同書」 下略) 

六 七日 路通亭 一 座興 行。 土龍. 智月* 乙 州 •； 止 道 • 木 節. 路通 • 桃 隣の 人々 である。 發句、 


あとの 月 おも へ ば 氷る た.^ き 鉦 

雪 次 て は權 鳴た ゆる 塚の ズ ン 

大 極の 輪と 消に けり 嫁の 雜 

草 も 木 も 霜 を もてなす 佛哉 

" 雪 あらば 旅す 九 人の 夜 も寢す 

四十九日 反古 さらへ。 


智 

木 


愚 


月 


枯萩は 陸 奥 紙に つ i みけ 

嘧 しだく 反古のば さむ 生 火 

こぐ へ 死ぬ や 旅の 皮 籠の 蟲 のか 

霜の 夜 や 大廳小 魔 薄 かさ 

なほ 「行狀 記」 によると、 遠近よりの 追悼 句 五十 奪 を あげる。 

是も散 不斷樱 の 冬の 

あぢ むら の 鳴 つれ 多き とふ さ 

墓 の 肌 さ ぞ此 ころの 雪 みぞ 

などが あり、 島 田から は、 

大 井川 隔て 悲し 神 無 

五 月 雨 に 四日 留 しが 死 出の 

などと 川 留めの 昔 を 追懐し、 大 垣から は. 

.  めぐる 日の 茶 湯に よる や 冬 の 

蓑蟲も 木に はなれた る 落葉 

燭 消て 闇に なりけ り 冬 
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と賴む 樹陰 を 失った 悲しみ を 述べて ゐる。 

壺 中二 戶角は 「芭蕉 翁 追悼 こがらし」 (元 綠八年 六 月刊) を 著して、 芭蕉の 死 を 悼んで ゐる。 之 も 笆蕉の 追善 禁 

として、 最も 早く 現れた もの- 一 つで ある。 其 表に、  ， 

かんな 月 中の 二日、 風雅 を 浪花に と^め 給 ひし は、 つに も 咽んで やすから ぬ 世と、 いたみ を さ、 げぬ。 

木が らしゃ 淚は顏 にしみ わたり  壺  中 

道筋 ややな ぎの かれて 十 方な さ  芦 角 

その， ころ 義仲 寺の 場に まう でて、 花 水 を そ、 ぎ、 住すて し 無名 庵の むなしく 殘り ける も 哀れな り。 折から 時 

雨 をつ る、 嵐に、 ひ きの. - しる 波の音 もみぎ りに かなしう、 何となく 木の葉の ちり か \ る もつ ねなら ぬな 

がめ 也。 云々 

と ある。 本書に は 追悼の 發句 二十 八、 歌仙 三 卷を收 めて ゐる。 その 內 より , 

ゆりす はる 小 卷の海 や 塚の 前  丈 草 

翁 身 まか リ給 ひズ、 ふれ、 び 伊賀に おもむく 道中 

瘦 額のう つりて 寒し むらの 橋  ^  然 

花も實 もうた ひ盡 して かれ 野 哉  信 德 

大. え は 水が 惡 いから、 色蕉の 養生に は 京 か 膳 所がよ からう と、 支、 考 から 言うて 來 たので、 風 國は北 野の 南 松の木 


, 戶？ のき 拂 つて、 翁の 入來を 待って ゐる屮 に- 慕 は 死んで しまったと いふ やうな 事が、 


ち 


と 力 


力 


く 


百ケ日 

どくと おもへば 悲し 夜の 梅 


M 義仲 寺に て 三 句 

mf, ひ 出しく 蓝 のにが みかな 

第 三 節 西國 行 脚 の 0 


之 


^に I：； い^を 惜 受け 

風！！ の 追 i& 句 の 前 S: に =5^ えて ゐる。 

ちからなく 軒 を： 3^ 廻す しぐれ 哉 

此庵も いら なくなつ たと 云って、 、王 人に かへ してし まふ。 風國の 愁傷 想 ふべ しで ある。 

. なきがら. sg: にわたして 舟 tf、 人 しれす 杭に むかひて、 af  ， ぐ 

からな き 御宿 巾せ し 時雨 かな 

三 七 U 一  會 催す 

かう いふ ^ に 冬の 日 や 雪の 梅 

五十 日 

き 餅 や 雪に 行脚の 立す 力た 

ヒ k き 廿日 程 來る夜 あけ 哉 
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さえ かへ る 壁の 日影の あはれ 也 

正月 二十 三日 百ケ日 追悼、 歌仙 興行。 

風 も な く き ほひぬ けたる 春 日 かな 

いたむ だ 蝶の ひくう 飛な り 

瓜 種 を  一 二たん ほど 蒔つ けて 

(下 略) 

同じく 声 角. 壺 中. 風 國の 三吟 歌仙 もあった。 

身の い.^ づら に、 翁の 百ケ 日む 過去り ければ 

土筆い つ を さかりに ほうけ たる 

そこら あたりに 陽炎の 塵 

薄 霞鯽の 舟した うは さに て 

(下 略) 

其 角 嵐 雪が 追善の 席に かなしく おもむき、 淚痕^ もんで 塚に むか ュ 

主 て る 身 もしぐ る k や 塚の 1 が 

百ケ日 は義仲 寺へ 參り、 正秀與 行の 歌仙 忙列 つたと ある。 連 衆 は 正秀. 臥 高" 


六 〇 八 


壶 

i 月 

同 


壺 


國 

角 


角 

中， 


草 


風國 • 惟然 • 直 愚 上人 • 舍， #  •  土 


•  •  i  •  . 丈 A い . 乙 州 • 木 節 の 十四 吟 である。 

出 苦 ，お、 ？ 1«忡 寺亂吟 

ゆかし さ をと もに うな づく柳 かな  正 秀 

香 わたり 來る 庭の かげろ ふ  臥 高 

J^: の 軒 口 出る 餌 はみ して  風 國 

(下 略) 

熱 田の 桐 葉 は^ 蒸の ：！；^ を 聞き、 十 年 前の 淸遊を 思 出して、 東 藤 等 十二 人の 人々 と共に、 追善の 句 を 手 向けて ゐ 

る 0 

の內 に 人々 一句な のべて、 西の 空.^ 殍 すの み。. 

泣 事 も 先 力なき 水の 雪  桐 葉 

我 泣聲は 秋の 風と 聞し に、 同事と 成 給 ひし かなし さ、 秋 傷 十 方な くズ、 一 学ん、 たむ けぬ。 

塚 も 動け 我 泣聲は 冬の 風  東 藤 

支考は 蕉の 臨終に 侍して、 最後まで 親切 を盡 した 者で ある。 彼が 「笈 日記」 (元 祿八年 八 H 刊) は -ぃ巴 蒸の. g 前 

^後の 日記であって、 追善 句集で はない が、 叉 亡 師懷舊 の 一 端に 成った ものである。 内に 各地に 於て- t 巴 花 i 追 普の 

が兑 える。 初七日の T ぃ巴蕉 追善 を 終った 支考 は、 四十九日 は 伊勢に あって、 大 練の 供養 を ひらく。 
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節く のお も ひや 竹に 積る ゆき  支  考 

三月 四日 (元祿 八 年) 江戸に 至り、 同 十二 日 芭蕉の 忌日 を 思 出し、 桃 隣と 共に 深 川長溪 寺の 發句 稼へ 參詣 した。 

「笼 日記」 に、  - 

十二 日 は 阿叟の 忌日 つとむる とて、 桃 隣 をい ざな ひて、 深 川の 長溪 寺に まう で 侍る。 …； 堂の 南の 方に、 新 

の 一 篑の塚 をき づきて、 此嫁 を發句 塚と い へ る 事 は、 世の中 はさ. らに宗 祇 の やどり 哉 翁、 此 短冊 を此 嫁に 

000000000000  000000  000000000  ooooooo 

埋めけ る ゆ ゑな り。 …… かの 塚の 前に 香華 を そな へ • 征 木の 枝 を 折、 左右に かざし 置きて、 いふ 事 も 思 ふ 事 

〇  〇〇o〇〇o〇〇〇〇oo〇  o〇〇o〇〇〇〇〇  〇oo〇〇〇oo〇〇〇o〇  o〇o〇〇〇〇o 

も、 亡き 跡 は 知らすな りぬ るよ と、 二人ながら 泣て 出ぬ。 その後 は 舊草を 見に 行ける が、 た^^-見しらぬ人の 

ooooooo 

住て ぞ 侍るな り。 

と ある。 又 同書に、  • 

0000  00000000  00000000  000O00OO0000000 

二十 二日 (四 月 か) 木 曾 塚に いた リズ、 師の無 縫 塔^ 拜す。 拜し てさしむ かひ ゐ ける 塚の 神の、 

000000000000  0O0O0OOOOO0O00000O00 

何ともい はざる は.^. > 悲し。 その 夜は舊 草に 昔.^ しのぶと て 一 夜 寢侍リ て 

夜咄 のね ふた かりし も 夏の 夢  支 考 

浪花が 三月 十二 日 大津の 義仲寺 古 翁の 塚に 詣で、  ，， 

かげろ ふや 苔に つきそ ふ 墓め ぐり  浪  化 

と 悲んだ 事 も * 「笼 日記」 に 出て ゐ る。 


四 4 "九日、 百ケ 日の 法要 もと-」 こほりな く濟ん だ。 巴蕉の 親族 門人、 西で も 東で も、 忌 口/ \ に は，^:: 花 を 供へ 

たリ、 ，T を：， んだ りして、 ，！£3 蕉の靈 を 慰めた 車で あらう。 支考が 二十 六日 (四 r:^ か) IS 雖亭 にさ まよ ひっきて， 

視^の 10 を 物. 詰り- ^交の 人々 と共に、 ^巴 蕪の 生前 死後の 談に 及んだ (笈 日記) 事 や、 豁 月 十三 日 (元祿 七 年) 

の 夜、 共^ ，嵐 雪 • 桃 隣が 京の^ 柿 合 を 訪れて * 四 子 一 胸に 成り、 ^蕉 翁の 昔 を 泣み 笑みして、 た^ 翁 一 入 を 眼に 

し、 n にし、 横行の 蟹の 逃 穴 を ふんで、 時の さかなに せんと 咄 しこり、 嵐 雪の 馳走で、， 十錢を IS 發 して、 鉢 叩 を 

^いた (刀奈 美山ノ 引) などと いふ やうな 迫懷談 も、 其 後 至る所で 始まった 事で あらう。 杉 風が^ 殁 後の 冬、 

,.EJj5^ の 短冊 を 深 川の 長溪 寺の 境內に 埋めて、 發句塚 を 建て、 「霜枯 の- t 巴 蕉を植 ゑし 發句 塚」 とい ふ 句 を 手 向た の も 

哀^の 餘り である。 史邦 がその 緣に 因って、 「芭蒸庵小文^9」 (元祿 九 年刊) を 著した の も 亦 亡 師に對 する 追 特 の 

意味で ある。 

一 周忌 は 深 川の t 巴蕉 庵で 營んで 居る。 嵐 雪 は 「夢 人の 裾 をつ かめば 納豆 哉」 とい ふ 句 を 手 向け、 許 六 は 「鬚の 

雜無肯 の 時の 姿 かな」 とい ふ 句 を 捧げて ゐる。 許 六 は 「自得 發明 辯」 に 嵐 雪の 句 を 罵り、 「師 のな き 追善に、 かや 

うのた わけ を盡 す、 嵐 雪が 俳諧 も 世に 行 はれて， 口す ぎ をす る。 世上 面白から ぬ 事 也。 晋子 中々 か 様の 處を はづ 

さぬ 一 器量の やつめ 也。 云々」 と あるが、 嵐 雪の 納豆の 句の 批評 だけ は 同感で ある。 元 祿九年 三月 •  蒸 三囘忌 

追 が洛 is^isfw で 催された。 里圃の 「翁ぐ さ」 の 出版 は三囘 忌の 追憶で ある。 此年 三月 十七 日 桃 隣 も 細道：；；：！： を 

はじめた。 これ も t 巴蕉 追憶の 結 31- に逮 ひない。 七 忌 (元綠 十三 年) は 粟津の 義仲 寺で 行 はれた。 支考の 催で あ 

. 第三 節 西 画 行脚の 途  -  六 一 1 


第 七 章 晚年 時代  六 ニー 

る。 集まる 者 二百 三十 五人餘 * 盛會 であった。 「歸 花堪」 は その 追善 集で ある。 江戸で は 杉 風 • 素 堂 •  良 等 も 

六月 十二 日 七 囘忌を 深 川の 芭蕉 庵で 開いて ゐる。 杉 風の 「冬 かつら」 は 其 追善 句集で ある。 卷 末に、 

R-  -  I  ^  »  :1  --  - 1,  ,  -  ■  .  ,  、  0  0  00000000  000  0  00  00000000030 

師に おくれ、 旣に 七囘に 及ぶ とい へど も、 四 序の けしきに つれて、 忘る 、事な く、 月/ \ の 忌日 は此庵 窒^ 

o〇〇  0000000  oo〇〇o  、 

おいて、 懷舊の 句 を 綴り、 像 前に 備ふ。 •：•： 

言 の 葉 を こまかに 慕へ 冬 かつら  杉  風 

と ある 0 

嵐 雪 も 「霜し ぐれ それ も 昔 や 坐 興 庵」 とい ふ 句 を 作って 居る。 贊永 三年 三月、 支考は 蕉の 十三 囘忌 を洛 東の 

變林 寺で 開いて ゐる。 萬 句 興行で ある。 その 追善 集 を 「東 山 萬 句」 と 云 ふ。 素 堂の 序が ある。 出 句 者 湖南 • 美 濃. 

尾 張 • 伊勢 • 近 江 • 越 前 • 越 中 • 加賀 • 肥 前 • 肥 後 • 豐前 • 安藝 • 讚岐 • 備中 • 備前 • 美 作 • 攝津等 連 衆 五 百 七 

人。 卷數ー 萬 百 韻。 双 林 寺 閑阿彌 三日 興行であった。 面白 いのは 次の 記錄 である。 

諸國 招待 

千那 一 出 座  尙白  一 H 出 座  北 枝 同 祿有斷  木 因 公用 有斷  声 文 三 ：11 出 座 

露 川 世事 有斷  凉蒐 眼病 有斷  諷竹 無 返 事  洒堂 失念 有斷  吾 仲 三日 出 座 

京都 招待  . 

言 水 一日 出 座  鬼 貫 二日 出 座  春 澄 異義 有斷  轍士 芳野 行脚 


^^^^の與^^缺席は仕方なぃとしても、 洒 堂の 失念 ゃ諷 竹の 無 返 はどうした 事 か。 露 川の 世事 缺席 も： な 枚^ 

である。 支^の g ハ行 を 不快に E わった からで あらう か。 或は 芭蕉の 恩義 も 忘れ かけられた 事で あらう か。 寂しい 感 

がないで もない。 -tzjii^i の 追善 供 ffi を 後々 迄 營んだ 者 は支考 である。 支考は 色蕉の 名に かくれて、 CI 說をー 紫り 歩い 

てゐる Bf- だから、 £;-して此供養が報2心的な純な^^持にのみょって行はれたものかどぅかは分らなぃ。 趑人は 「不 

猫她」 に、 彼が 資名 行爲を 痛罵して、 

おのれ 出家に て、 en 在 を 好み 樂 しむ 故、 ^房. 衣服 • 厚味の 費を 求め、 妄 一一 一一 侫姦 の 事 ども を 思案し、 

のす； 3^ をお さめし 嫁義仲 寺に ある を、 京と 松 本 迄 はわ づか三 m 一に、 又 京に 石 牌 を 立 *  ^1¥を築く事* 人 を誣ひ 

00000000  oo〇〇o〇oo〇〇oo〇  •  ■ 

て錢を 取る 術な り。 …… 只 名利の 種ば かり を 築く 嫁な り。 當年も 翁の 遠 「3.^ なるとて、 京に てせ し 出。 翁 は ー 

月の 十二 日なる に、 n 一月に する 事、 世間の 法事 取 越す とい ふ 事 も あれ ども、 止む 事 得ぬ 事に 依って はあり。 

汝何 is& の やむ 事な き 事 あり や。 田舍 より 寶物靈 物 開帳に 京へ 出る を 能き 事と 思 ふか。 悉皆 汝が 邪智 それなり。 

是も事 を 追善に 寄せ、 嫁 房の 謀ば かりなり。 それに 美服 を 身に まと ひ、 闇愚 を藥 め、 上 11 にあがり、 恥し と 

も m わ はす。 妄語 を 雨露の ごとく 云 散らし、 敎 ふるな ど. いふ 事、 さりと ては片 腹いた き 事、 云々 

と ある。 恐らく 支考の 本心 は 越 人の 評の 如き ものであった らうと 思 ふ。 許」 ハも 「十三 歌仙」 とい ふ 追善 菜 を 出し 

てゐ る。 其 他 除 風の 「 一 顺百 韻」 も ある。 嵐 雪 は 「品々 の ふとんに のぼる 木魚 かな」 とい ふ 句 を 手 向けて ゐる。 

支考は 又^ 永 七 年 三月、 ，tH3 蒸 十七 囘 忌に 當り、 京都 is- 山雙林 寺に 笆蕉の 碑 を 建て、 なほ 享保 十ギ、 蕉三 十三 囘 
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忌 を 東 山雙林 寺に 開くべく、 諸國に 廻狀を 廻し、 歌仙 及び 一 人 一 句 を 蒐集し、 「三千 化」 とい ふ 追悼 集 を 出して ゐ 

る。 祧 隣の 「粟津の 原」 も 三十 三回忌 追善 集であった。 野坡の 「八 鳥 放 生 日」 も 矢 張 それであった。 此 は 大方 

蕉 門の 高弟 も殁 してし まった。 丹 頂 堂 寒 爪の 「mf 战 雪の 棟」 (延享 元年) は 芭蕉 五十 囘 忌の 追善 集で ある。 巽 窓 

湖 十の 「ふるす だれ」 (寛 保 三年 十 月刊) も 芭蕉 五十 囘忌 追善の 句集で ある。 寬保 三年、 芭蕉 五十 囘忌、 京都に 

芭蕉 堂が 建てられた。 蓼 太 は寶曆 十三 年、 笆蕉 七十 囘忌 を、 舊 庵に 程近い 耍津禪 寺に 營み、 明 和 八 年、 かの 寺に 

芭蕉 庵 を 再興した。 天明 元年 九月、 ^東 一條 寺 村 金 福 寺に、 笆蕉庵 及び 句 碑が 建てられた。 蕪 村の 主催で ある。 

天明 三年 芭蕉 九十 囘忌 を、 粟津 東 山 一 條寺 村に 於て 營む。 曉臺 これが 主催で ある。 寬政五 年 芭蕉 百囘 忌。 西 馬の 

「花の 雲」 (天 保 十三 年 序) は 笆蕉百 五十 囘忌 追善 集で ある。 

芭蕉の 俳 德は廣 大無邊 であった。 今日で も舊 派の 宗匠の 間に は、 色蕉 忌が 年々 營 まれて 居る。 卽ち 十月 十二 日 

を 芭蕉 忌と して、 全國の 俳人 は皆芭 蒸に 追善 句 を 捧げて ゐる。 それ は 季題に 芭蕉 忌と いふ 題が 出來 たので も 知れ 

よう。 義仲 寺から 「諸 國翁墳 記」 (寶曆 十 一 年刊) が 出て ゐる。 それ は 全國に 於け る 芭蕉の 句 碑の 所在 を 記した も 

ので、 すべて 二百 三十ば かり ある。 中には 鹽竈晚 鐘 碑 や 松 島呤の 序の 碑 も あるが、 大方 は 芭蕉の 俳句 中の 言葉 を 

取って 嫁の 碑 名と した。 江戸に 於け る 芭蕉の 碑 は 四十 以上 も あらう。 聖地の 順拜 者の 出来た 事 は、 宇橋の 「^^^荷 

集」、 野 桂の 「若 荷圖 會」、 同じく 「廣若 荷 集」 など を 見れば 委しく 分かる。 實に t 巴 蕉渴仰 者の 多い こと は 驚嘆す 

べきで ある。 


^蒸 は寬 政： 二 ハ.^ 桃靑 祌と いふ^ 號を. 時の 祌祗 伯， ：！ 川资延 王から 賜った。 雅の 「金 牛獨， 諝」 に、 ^蕉 紫 桐 

記と いふ 文が あって， 

色 蒸 ^»祌 記  雅 

筑紫髙 A 山阔 〇 神社の かたへ に 祠れる は、 寬政 辛亥 祌祗 伯從 二位 白 川资延 王に、 何某が ねき 乞 ひて、 桃靑靈 

祌と號 を 巾 下したり しに、 义天保 癸 卯 百 五十 年の 周 辰 忌に よりて、 忝 もニ條 殿より 奏ヒ なし 給 ひ、 大叫 神の 

附號 を，： 于 宙に业 H く 及ぼし 給 ひ、 益々 和 光い やましぬ。 かくて 維新の 際、 其 靈を祀 るに、 恭も 色の 服 を 身に ま 

とひ、 烏帽子 かぶりぬ かづく も、 俳諧 正風 を 起立せ し 其 功績 を 深く 敬 ふの あまりな り。 

と ある。 然るに 下 總の人 雙雀叟 氷 壺は嘉 永 二 年 此贈號 を 難 じ (「俳諧 龍 雀」 による)、 

祖翁を 何. 艱 神と • 近き いみ じき ことの 如く 思 ひて、 筆に ものせ 侍る を 兌たり。 …… 祖翁は 禪 居士に てまし 

しかば、 御 心に はさら に 嬉しと もお も ほし 給 はじ。 同盟の 人 は ゆめ- -\- 巾す まじき ことにな む。 

と 論じて ゐる。 これに 對 して 同國境 町の 文 哉 は、 「舌 切 雀」 に 辯 じてい ふ、 

ft- 祌は祌 ^也。 此祌靈 まつれば かなら す來 格す るな り。 俳 席に も、 祖 翁の 像 を かけ、 香 を：^ りて、 敬 をいた 

す。 若祌 なしと 云 は 1-、 尊像 を かくる に 及ばす。  禪 宗に祌 なしと 云 はビ、 禪 寺に 達 麼 尊者 又は 梁の 武 

帝 を かくる こと は 如何に。 渠は 頑なる 祌儒佛 之 道の 祌の ごとの み 思 ふや。 云々 

芭 燕の 尊崇 も 至れり 盡 せりで ある。 
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七、 績猿 蓑に 就いて 

笆蕉殁 後 五 年を經 て、 r 績猿 蓑」 が 出た。 卽ち 元祿十 一 年 五月、 井筒屋の 開 版で ある。 井筒屋の 附記に よると、 

本書 は 何人の 撰で あるか わからない。 色蕉 遷化の 後、 賀 上野 芭蕉の 兄 松 尾 氏の 許に あつたの を 懇望して、 やう 

やく 世に 弘 める 事が 出来た。 草稿 だから、 書中 或は 墨消し、 或は 書 入れな どが 多かった が、 一 字 一 行 を 改めす、 

其 儘 版行した と ある。  - 

此 集に 就いては 古来 喧しい 議論が あった。 それ は 支考の 偽書と いふ 說 である。 先 づ越人 は 「不 猫她」 に、 

芭蕉の 自撰 なりと 訇る鑌 猿 蓑、 片 腹いた き 事。 あの 様なる 玲も なき 集、 付 やうの 古さ * 句の 仕様の 惡さ、 語 

i.lfe^,  r つが V いおぎぎ が。 ぬ ど。 い。 ふ。 や。 う。 な。 る、 つ 口。 あ 。ひつた。 る 

0000000000  . 

云 分 どもに て 知れたり。 云々 

と 痛罵して ゐる。 支考は 「削 かけの 返事」 (享保 元年) にこれ を駁 し、  、 

そ もく 繽猿蓑 は江戶 のき お £ む、 其 人 は 公儀の 伺候 人 也。 然 れば此 沙汰 は 公表の 大事な り。 此集は 

猿 蓑の 實を ほどき、 炭俵 集の 虚を 補へば、 祖翁 一代の 法華經 にして、 凡夫の 目に はな かく 見え 難し。 しか 

るを僞 書の 數に 入れて、 打 越の 運びの あしき 句 いかほど ありと 思 ふぞ、 知らぬ 故にした る ものな りと い へ る、 


めくらの 蚬 にお ぢ ぬた とへ にて、 俳諧 冥加 は此： 卷に てっきぬべし。 此 iis- は 翁の 滅 後に、 ： 冉び淸 書 もお それ 

あれば とて、 去來. 丈 草を兩 奉行に て、 ^稿の ま、 にて 版行し たれば * 書て 消した る 所 も あり。 其 時 取て 

版行した る 井简屋 のむ す 子 庄兵衞 も、 手代の 橘屋： _ か兵衞 も、 今 無事にて 京 住せり。 大切の 事 なれば たづね き 

いて、 祇 翁と 先師へ；^ れ事 のために、 莉 ^1 の 白 和で もして、 靈供を そな へ 給 ひなば、 未来 罰 舌の 鋏 はの がれぬ 

べし。 是 は 返答 も 恐 入 候。 

と 手酷し く 打 返して ゐる。 然るに 越 人 はな ほ も 「猪の 早 太」 (享保 十四 年 作 ) で 之に 答へ て、 

按猿蓑 は 江戸の 沾圃 撰者に て、 元祿七 年の 夏、 翁^ 賀の束 麓 庵へ、 伊勢より 貴 房の 来れる を 待て、 七 八 兩：： ：： 

の ^ の密 撰に て、 前 猿 蓑の 實を ほどき、 炭 依 集の 虛を おぎなへば， 翁 一代の 法花經 にして、 凡夫の 目に は兑 

えがたし とのい ひぶん、 盜人 たけだけしと は是 ならん。 よし 沾圃は lis 樂 にても 役者 にても、 それ は 俳諧に 入 

oo〇〇o〇〇  o〇〇o〇  〇〇o〇o〇o〇〇〇  o〇oooo〇〇 

用な し。 つらく 此 集を兒 るに、 撰者 は 名ば かり、 誰に もせよ、 贵 房の 作に まぎれな し。 何 を 隱す事 ありて、 

000000000  0000  oo〇〇〇  o〇oo  ooooooo  ooooooooo  o  o  o  o 

密 撰と は 巾 さる i ぞ。 察する に、 翁に 託して、 名月 ニ句ノ 評な どつ くり 入、 支考 は色蕉 在世に も. かく 勝れ 

00000000  ooooooooo  0 〇〇 00 〇o〇〇  ooooooo  0000000000000 

たる 門人な りしと、 世人に 奥深う 思 はせ、 貴 房が 名利の 助に せんとの 趣向から、 ひそかに 編みた て 申され けん。 

さなく ば、 なぜに 板 行の 時、 井筒屋の 奥 書の まぎら を 止めて、 此集 翁の 添削に て、 撰者 は則沾 1: とか 支考と 

か 押出して 披露せられ ざる や。 心に 邪 あるが 故に、 隨分手 づまを やられても * 尻から 噓の 見え透 を しられす， 

…… 翁の 法花經 なんどと は 勿 鉢な き喩 にて 候。 凡 ひさ ご 集 すら 見る に 用捨 あり。 况ゃ炭 俊 集の 如き 撰者、 北ハ 
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人に あらざる を や。 猿 蓑と ならべて いはる 、集に は あらす。 …… 許 六 も 繽猿蓑 を 翁 草稿 かと 思 ひ、 貴 房^だ 

まし を 一 ぱい 喰 ひ はくう たれ ど， あら 野に 眼 をつ けたる は， まだ 見識に よき 所 も あり。 …… 

又 曰、 此集は 翁の 滅 後に、 ；冉び 淸書も 恐 あれば と， 去来と 丈 草を兩 奉行に て、 草稿の ま X に 版行し たれば， 

〇〇〇〇o〇oo〇oo  〇〇oo〇o〇〇o〇  ooooooooooooo  oooooooo 

…： 是はを かしき 證據 にて 候。 貴 房の 書れ たる 草稿 を t 再 淸書も 恐 あれば と は 何事 ぞ。 書て 消した る 所 も、 

0000000000  ooooooooooooo  00  ooooooooooooo 

わざと 書 損へ る 文字 も、 皆 例の まぎら かしと 相 見え 候。 去來. 丈 草と もに 柔弱の 內 また 膏藥、 生きて 居ても 證 

o〇〇〇o  ooooooooooooo  000000000 

據 人に は 成が たし。 殊に 此世 になき 人 也。 次に 井筒屋. 橘屋の 書林 を 證據に 引る X は、 若輩 千 萬 を かしく 候。 

〇o〇〇ooo  〇〇〇〇〇〇 o〇 0000000000  000000  00000- ーセ 0000  oo〇 

たと へば. 江 源 武鑑のう そ 八 百 を も. 佐々 木 家の 實錄と 思 ひ、 板 行し 商 ふ 類、 鑌猿蓑 やら！ -谅 費やら • 井筒 も 

橘 も 座頭に 味 とは是 なるべし。 もし 寺 田重德 ごとき 書林なら ば、 成程 證 人に 成べ く 候。 拉未來 の 沙汰 は、 

猶 若輩ながら、 药翡の 白 あへ 地獄で も、 豆腐の こくぜう 地獄 にても、 それ は そなたの お好き 次第 * 彼 地に 於 

て 御 賞味 あれ。 且罰 舌の 外科へ も 先 ヅ貴房 御 逢 候て 尤に存 候。 一笑 …… 

文曉の 「俳諧 芭蕉 談」 坤之卷 に、 

卯 七 問、 鑌猿蓑 集 は 先師の 撰に 相 建 なきや。 去来の 曰、 いかに。 卯 七日、 少し 不審の 事 ある 故 たづね 侍る。 

京 入 や 鳥 羽の 田 植の歸 る 中 

oooooooo  0  0 〇-o  000000  000000  . 

と は 我 句な り。 是は 先師. 遷化の 翌年、 先師の 墓參 せし 歸時、 作せ し 句な り。 しかるに 繽痕 蓑に 加入し ある も 

000000000000  0000000000  0  oooooooo  〇 

いかに ぞゃ。 去来 曰、 されば 繽猿蓑 は 先師 邀 化の 年 七月、 伊賀に かへ り 給 ひし 時、 兄の 松 尾 半 左衞門 殿、 义 


oor-  oooo つつつつ oooorjooor* つ r>o  r^ooo こ ニニ ひ ooo  or>〇ooooor>-J-o 

は •  土芳 とも-^ 此國 にて  一 te;- なき は殘 念な りと、 しきりに ロ說 巾され し 時、 いかにも とて 諾し給 ひし 

OC  C  二  000000 つ r>o つ 00000000 つ 0  noor- つつ o つつ no  oooooonnor- 

かど、 共ハキ江戶にて炭怯^；；^漸く^！^ょり六月までに成就し、 諸 國の發 句 も 選び 盡 して， 反古に 殘 りし 發句緣 に 

0000000  000000000000000003  3  0  3  0  Q 

二百に は 足らす。 卷 ともに しかと したる 卷 なし。 幸に 美 濃の 落 梧が 瓜 inste!- を 出さん と 願 ひし 時、 贈り 給 ひし 

三 卷の卷 あり。 然るに 落 梧 身 まかりて、 ^も 空しくなり しかば、 幸 その 卷に、 伊贺 にて-お 雖が野 分の - 卷ぁ 

0  0  0000000  0000000000  00000000  0  00 

るに、 今一 一 ー卷 加へ て、 小 集 にても 出さば やと、 我に も 其 事 文通 ありし なり。 序 も 我に 命じ 給 ひしな り。 殊 

に卷 頭に S 給ふ卷 は、 猿み のに もれた る 雜 の 松露 哉と 露沾 公の 發句 ありて、 日 は しづかなる 岡のと 先師 脇 あ 

0000000  000  V  0  oo〇 o〇  OOOOOOO  o  3  3  3  D 

りて、 第三 は 露 荷なり。 第 四 句は沾 蓬な り。 第五 句 は沾德 なり。 然るに 今 梓に のせた る は、 沾 圃が發 句に し 

て、 支 考と惟 然と 先師と なり。 露 沾公は 岩 城 侯に て * 支 考 • 惟然は 終に 出會 なし。 しかれ ども かく 先師の 書 

OOOOOOO 〇  0 〇〇〇〇〇〇〇 o〇  OOOOOODOOOO  ODD 

殘し給 ふなるべし。 いかなる 心 あり やしら す。 又 猿 蓑に もれた るの 發句、 一部の 卷 頭に ありて こそ、 緩 t^s^ 

の 檩题も 面白から め。 其 上い さみ 立廳 ひきす ゆる 嵐 哉 も、 はじめ、 流れの なりに 枯る、 名 草と 脇 ありて、 t9 

三 馬筧、 四 先師に て、 一 卷 ありし かど、 卷中 一 體 力なし とて、 後に 先師の 仕 替へ給 ひし 卷 なり。 四季の 句 

とても、 十の 半 もなかり しなり。 夫 故 伊賀に てあつめ 給 ふ 心 ざしな りしに、 難 波より しきりに 迎へ 中す によ 

り、 先と て 八月 初め 浪花に 赴き 給 ひしが、 不慮に 彼 地に て 遷化な り。 我 句 とても、 

瀧壺も ひしげ と 雉子の ほろ、 かな  去 來. 

山の端 をち から 貌 なり 春の 月  魯 町 
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など も、 先師 遷化 翌年の 句な り。 すべて 諸方の 句 を 加へ たる も此類 多し。 是は 先師の 志の 空しくならん 事 を 

おき. & い^:^^》^. 2- の、 後に あつめ 加へ たる ものな らん。 集の 模様 を考へ 見れば、 心得ぬ 事 も 多し。 しか 

ども 一 1^ の 集に まぎれなければ、 何ぞ こぼつべき 事に も あら じ。 僞 作に は あら じ。 集め 加へ たる ものな り C 

必す 他に 聞すべき ことに あ. らす。 

鶯 笠の 「芭蕉 葉 船」 に は、 

繽猿蓑 を 蟹 作と いふ 事、 是 あながちに 蟹 作と いふに あらす。 翁編央 にして 難 波へ 下り、 寂し 給 ふ 故に、 首尾 

0000000000000  OOOOOPJ-Q.OOJ  -—  I  I  f  ^  ：  )  .  ,1..-IT 

を も 遂げ 給 はす。 草稿 伊賀の 無名 庵に ありし を、 支考 行きて 編繽 せり 尤己か 名の 録れ たる を 悔いて ii^ 仙 

の內 他の 名 を 己れ にもり かへ、 或は 名月 二 句の 評、 並に 今宵の 賦な どこ しらへ 入れたり。 翁 死後の 編繽 なれ 

0000000000000  00  0.-00  9,  0  ^  .?c?:9'  ？, 1、o; 

ば、 己れ が 勝手にし たるな り。 されば こそ 「猿 蓑に もれた る 霜の 松露 かな」 とい ふ 句の 卷は 核 猿 力 装の 集 名 

SHS^i ゆや ^|^【|&黟。ひひゃ 气に。 がぎ いが。 る&、  SM^UI お f ひかお" 

DDDDDDDDOOOO  0000  00  0  0000000000000000  00  00 

さりながら ぎ^く、 悉く 斧正 ありて、 自筆の 中淸書 並に 斧正の 草稿と 共に 秘存 せり。 俳 

諧をも 味 ひ 見よ。 支考が 手に 及ぶ 力に あらす。 付 肌 も 彼が 筋なら す。 將門 人達の 句 は、 翁 死後の 編？ I なれば、 

0000000000000  0  0  0  0  0  0  0  FO  pop.  o〇， 

威， の 句 も 何 、いなく 入れ 足したり と 見 ゆ。 こ X に 支考ー つ 不屆の 謀 あり。 此集 己れ が 名を顯 し、 翁の 志 を 追 

&|^ぃぉひぉ£|^-^ゃ お S ぬ、 ^1 まお £hv  i^^^-s^ 


o〇on つ ooooooooooo  oooooooooo  oooooooooooococooo  n 

ぞ翁の^ま：：はなきゃと^^賀を搜させ、 件の 草稿 を 探し 當ら せ、 庄兵衞 が 奥 書 を 加へ させて 梓に のぼさせ， 己 


0  0  0  0  0  0  0 


れは 飛？ らぬ 額に て 居たり しと ぞ。 然れ ども 其 事 誰彼 知りた る 人 も ありながら、 去來 など は篤實 にて 口 

を 閉ぢ、 共 外の 鞏も ひそく 言 ふの みなりし が、 越 人 ひとり 大 にから かふたり と 聞 ゆ。 

積 翠闽の 「俳諧 或 問」、 七 部 5- の 事の 條 下に、 

問 曰、 統猿 ははせ をの 撰に あらす。 支 考の撰 なれば 疑し とい ふ 者 あり。 いかに 心得べき や。 答 曰、 疑 はし 

と 思 は とる ベから す。 此 一 集 採らす とも 炭 俊 • 別座鋪 にても 足るべし。 然れ ども 七 部の 集 各 はせ をの 門人 

の 撰な り。 後 is 蓑 斗支考 なりと て、 とらぬ は其理 聞え す。 其 上に 滑稽 傳に はせ をの 事 を 云へ る 所に、 江戶に 

て 保 生沾圃 をす.^ め、 繽猿蓑 を手傳 はして、 ^賀 にかへ ると ありて、 其 附合を も 少しば かり 出す。 又 去來抄 

に 云、 

凉し くも 野 山に みつる 念佛 かな  去 來 

初め 冠 あり。 ひい やりと なり。 先師 曰、 か i る 句 は全體 おとなしく 仕 立る 物 也。 五 文字 然るべ からすと て • 

風薰 ると 改め、 後 猿 蓑の 時 再吟の 冠に 直して、 入 句 ましく たりと 見えたり。 ：.： 去 來* 風 國* 許 六 • 支考 

ゅ說む 以て 是を とるべし。 後人の 說用 ひがたし。 又 其繽猿 蓑の 內 にても 取捨 ある 事 は 縫-お 蓑に 不^。 世々 の 

集に 取捨 ある 事 勿論な り。 

五明の 「小夜 話」 に、 
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繽猿蓑 は 翁 世 を 去り 給 ふ 後に 出た る もの 故、 人の 疑 多し。 其 上 右 集の 跋に、 誰の 撰なる こと 知れす。 伢賀の 

國の 血緣の 方より 得た る を、 其 草稿の 儘 板 行に せし. S 井筒屋 重寬が 書せ り。 然る を 右の 草稿 は也寥 といへ る 

^l^lrill; い \o」：llf£^"。 此儈は 翁の 一 家の人 也。 偖 其 草稿 は 蓮 二 房が 手蹟 也。 然れば 蓮 二の 窃に 撰せ し 

2-§.|。 夫 等の 事 ある 故に や、 今 世 翁の 俳諧 を 慕 ふ もの 信じ 難しと いふなるべし。 

なほ 同氏の 「落！ g 集」 の 序に も、 繽猿 蓑の 草稿 は 支考の 筆跡で、 仙 臺の也 寥和尙 の 所に ある。 和尙は i 巴蕉の 血族 

0000000000000  ) 

で、 件の 草稿 は 土芳の 家から 出た などと ある 

何 丸の 「七 部 大鏡」 に、 支考が 「削 かけの 返事」 の 說を難 じて、 

繽猿を 法 華と は 舌 長し。 祖 翁と 密 撰の 書に、 滅 後の 句々 ある はいかに。 「はかまき ぬ I 耳 入 も あり 年の 暮」、 此 

句す でに 炭 俊に 出で たる を 再 入せ しな ど、 かた-^ 以て 心得が たく、 叉 猿 蓑の 實を 解く と は、 死物 狂 ひの 放 

言 也。 猿 蓑 こそ 翁 一代の 髓腦 にして、 花實 全備、 蕉 門の 龜鑑 * この 一部に とぐまれ り。 炭 俊の 虚を補 ふと 

は、 ^々文盲の 言樣 也。 俗談 をつ くして、 輕き事 炭俵に と f まる。 虚と いふ もの はがうし たものに あらす。 

云々 

之に 對 して 曲齋は 「婆 心錄」 に陳 じて. いふ。 

白 狂が 削褂 は、 越 人が 腹黑を 憎み、 笑 中の 刀 もて 打し 物 也。 此 故に 越 人口 を 閉ぢて 再 難せ す。 何 丸 は 其 文の 虚 

f を しらす。 ii 固に 思 詰し 故に、 言 を 荒く して かく 論じけ む。 繽猿を 法 花と いふ 事 は、 許 六 旣に賛 しければ、 


舌 IL^  くと も堪 へな む。 滅 後の 句と 卷 頭の 事 は * 色 蕉談の 偽 文に 惑 ひし 尻 馬 也。 そ は 前に 論じたり。 句 再 入の 

^は、 俳諧の 諸^ 及 詩歌の 諸染 にも 例 多 かれ ど、 爱に 入の 句 を 14 入せ し は 殊に 故 あり。 云々 

と ある。 

以上の 如く 本 寄に 就いては、 古 來甲駭 し、 乙 辯 じ、 或は 笆蕉の 撰と する 者、 或は 支考の 偽書 也と 斷 する 者が あ 

つて、 ：定 しないが、 私の 兌る 所では、 本 集 は 全く 支考の 偽作と も 思 はれない し、 又 芭蕉の 密 撰と も考 へられな 

い。 内容の 體 裁から. いふと * 沾圃關 係の 連句 は 四卷も あり、 發句も 十九 出て ゐる 所から 考 へて、 撰者 は资 生沾刚 

らしく 思 はれる が、 芭蕉 殁後 その 實權を 支 考に奪 はれて 了った 倾が あり、 撰者と して 影が 溥 かった やうに 見られ 

る。 焦の 選んだ もの を 補正す るなら、 沾圃が やるべき であるが、 支 考に指 を 染められる やうで は、 沾圃 は支考 

ほど 野心 もなければ、 勢力 もなかつ たものと 思 はれる。 沽圃は 服 部 氏。 京の 能役者で、 通稱^ 生 左 太夫。 野々 口 

立鬧は 母方に ゆかり ある 人な ので、 立 圃の俳 系 をつ ぎ、 三世 立圃と 改めた。 元祿六 年頃 芭蕉に 入門。 享保年 11 に 

殁し、 七. 4" 餘 歳であった らしい。 曰 人の 「諸 生 全傳」 に、 「馬 _:1！^ ハー 一 M 力。 嫡、 俳名 里圃、 云々」 と ある。 許 六の 

「歷代 滑稽 俾」 に、 「江戶 にて 保 生沾圃 をす X め、 績猿蓑 を手傳 して、 伊賀に 歸 る。」 と あるから、^ 蕉は 伊賀 出立 

前旣に i¥ 猿 蓑 編成の 意志が あった やうで、 それ を沾圃 にやら せた 事が 分る。 笆蕉 は當時 野坡の 手から 炭 依 を 出さ 

せて：. きながら、 何のた めに 沾圃に 後見して 撰 集 を 作らう と考へ たかは 詳が でない が、 或は それ は 沾圃を 引立て 

て、 三 状 立 圃の名 をつ がせる ため * 記念と して 一 の 撰 集 を 作らせて やらう とい ふ 師弟 間の 情誼から であるか も 知 
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れ ない。 芭蕉が 伊賀へ 出立した の は、 元 祿七年 五月で、 その 頃 は 未だ 炭 俊 は 刊行され なかった が、 沾圃の 集へ 送 

るべき 連句. 發句 は、 大方 炭 佳へ 取られて 了った から、 材料に 乏しく、 そこで 沾圃 • 馬 莧. 里圃 等の 連句 三四卷 

を先づ 添削して 入れる 事と し、 發句 も廣く 集めて 入れる やうに 準備して 居る 中、 芭蕉 は 五月 伊賀へ 行く 事と なり、 

次で 大阪で 病死して、 繽猿蓑 は 未定稿の ま X 中絕 して 居った もの かと 考 へる。 支考の 「削 かけの 返事」 の 說は信 

じられ ない。， 伊賀の 東 麓 庵に 於け る密 撰と いふが、 「削 かけの 返事」 に は 東 麓 庵と あるし、 「俳諧 古今 抄」 に は、 「元 

fi 甲 戌の 秋に や。 伊賀の 西 麓 庵に いまして、 後 猿 蓑の 撰 集の ついでに、 云々」 とあって、 言葉が 一致して 居ない。 

かく 一致し ない 所が、 支 考說の 疑 はしい 點 である。 東 麓 庵 • 西 麓 庵 は 共に 窪 田 猿雖の 草庵で、 元 祿五年 十二月 三 

日 附意專 (猿 雖) 宛の 手紙に、 芭蕉の 命名した 事情が 記されて ゐる。 併し 此兩庵 は、 勝峯 氏の 說 によると、 其 名 

のみ ありて、 庵 を 構 ふるに 至らなかった (蕉門 分布 史觀) とい ふから、 有名 無實な 草庵ら しい。 東 麓 庵 • 西 麓 庵 

の 撰と いふよりも、 兄 半左衞 門の 後 園に ある 無名 庵に 於け る 點檢と 云った 方が 信じられ さう である。 それ は 竹 人 

の 「笆蕉 翁 全傳」 に、 「同じ 秋 (元 祿七年 八月) 新 庵 (無名 庵) にて、 繽猿蓑 草稿 呤味 のころ、 句の 仕 かた、 人の 

請な どの 事、 土 f 方言 ひ 出て、 貌に 似ぬ 發句も 出よ はつ ざ くら。」 と あるし、 又 前に 引用した 鶯 笠の 說、 卽ち 「草稿 

伊賀の 無名 庵に ありし を、 支考 行きて 編續 せり。 云々」 と ある 說 から 見て、 此方が 事實 らしい。 或は 其 時 兄の 半 左 

衞門 ゃ猿雖 •  土芳 などから、 賀に 一 集な きは殘 念で あると いふ やうな 話が 出た かも 知れない。 併し 私 は 未だ 「芭 

蕉談」 に 於け る 去来の 說に 就て は 疑念 を 持って ゐる。 「續猿 蓑」 に は 笆蕉殁 後の.^ が 入って ゐ ると 云って、 卯 七 


障 


の 「京 入 や 羽の 田 植の歸 る 中」、 或は 去来の 「瀧壺 も ひしげ と 雄 子の ほろ、 かな」、 又は 魯 町の 「山の端 を 力： な 

り ifl^ の 月」 を 示して ゐる けれど、 京 入 やの 句 は、 去來. 卯 七の 「渡 鳥 集」 に、 「元 fi の はじめ 都に のぼり、 落柿舍 

を扣 いて」 と 前書して 出て ゐる。 他の 二 句 は 未だ 調べて は 見ない が、 卯 七 • 去來共 撰の 「渡 鳥 集」 に、 元 祿のは 

じめ の 作と して ある 句 を、 卯 七が 元祿八 年の 吟と 誤る わけはな いと 思 ふ。 此 一事から 推しても、 ^蒸 談の說 は、 

後人の 作 爲の加 はった もの かとい ふ 疑念が 深 かめら れる。 それに 芭蒸 談の說 では、 ^贺を 中心とした 撰 集と いふ 

意味に なって 居て、 江戶の 沾圃を 主と する 撰 集で はなくな つて ゐる。 猿 雖ゃ土 芳に撰 集發起 をロ說 かれて、 「核 IS 

蓑」 を 出す 氣 になった とい ふなら ば、 猿雖 でも 土芳 でも、 伊賀 衆の 有力者 を 撰者に して、 t 巴 蕉が句 稿 を點檢 しさ 

うな もの だが、 內容を 見る と、 伊賀 衆よりも、 撰者 は 江戸の 沾圃 にあった やうに 考 へられる。 美 濃の 落 梧の 「瓜 

ts 集」 に 贈った 猿 雌の 野 分の 一 卷 (七月 廿 八日、 猿 雖亭應 席、 あれくて 末 は 海 ゆく 野 分かな 猿雖、 鹤の かしら 

を あぐる 粟の 穗 t 巴蕉。 以下 配 力 • 望 翠*  土芳. 卓 袋の 歌仙) が あるから、 それに  一 ニ卷 加へ て 出さう と あるが、 

上梓され た 「緩 猿 養」 に は、 その 歌仙 は 入って 居ない。 之 は 或は 支考が 後に 刺 除して、 自分の 作った 「今宵 ノ賦」 

の附 いた 曲 翠亭の 歌仙と 入れ換えて 了った もの かも 知れない。 去来 は 柔弱で、 內 股膏藥 であると、 越 人から 罵ら 

れ たり、 乂篤實 で、 口 を閉ぢ たと 驚 笠から 傳 へられて 居る 位 だから、 去來は 支考の 手を附 けた 程度 は 知って ゐる 

害 だのに、 芭蕉 談の 去來 說と實 際出来 上った 內容 とが 一 致しな いのも 變 ではない か。 又 芭蕉 談に よると、 卷 頭に 

S いた 卷は、 「猿 蓑に もれた る 霜の 松露 哉」 露 沾の發 句で、 脇 t 巴 蒸、 第三 露 荷、 四 句目沾 蓬、 五 句 目沾德 であつ 

第三 節 西國 行脚の 途  六 二 五  、- 


第 七 章 晩年 時代  六 一一 六 

たが、 刊 本に は發句 沾圃、 脇 ST 第三 支考、 四 句 目惟然 で、 「然れども，^ぃ4.^かき.^0§^ぃき：-^;^ゃ>  , ，こ 

あって、 如何にも 怪しい 言 方 をして 居る。 露 沾は磐 城 侯で、 蕉も其 前で は 煙草 を 吸はなかった 程、 禮義を 正さ 

れた 殿様で あるから、 芭蕉が 勝手に 露 沾の名 を 削って、 沾圃の 句に する 譯は あるまい し、 篤實の 去来が 叉 そんな 

事 を 言 ふ 害 もなから うと ふ。 此卷の 發句は 「續猿 蓑」 の題號 のよ つて 起る 本で あるから、 卷 頭に 置くべき 事 は、 

必 しも 去 來ゃ鶯 笠の 言を俟 たない が、 刊 本に は 四 番目に 下げられて あり、 且つ 沾圃の 名 は發句 だけで、 脇 下以ち 

蕉. 支考. 惟然 の三吟 歌仙の やうに なって 居る。 「繽猿 蓑」 の 題號を 知る 大切な 歌仙に、 沾圃の 句が 一 句し か 出な 

いとい ふの も、 頗る 怪しむべき 事で、 それに 就いて 何 か 支考の 工作で も ありさう に 思 はれる。 或は 鶯笠說 の 如く、 

自分の 名の 漏れた の を 悔いて、 歌仙の 內 他人の 名 を 自分の 名に もり かへ たの かも 知れない。 なほ 一歩 突 込んで 言 

へば、 支 考が露 沾の發 句 を 沾圃に 書き 換 へて、 以下 t ぃ巴蕉 • 支考 • 惟然の 三呤の やうに したので、 わざと 遠慮して、 

四 番目に 置いた のか も 知れない。 先師の 書 殘し給 ふなるべし は、 支考が 自分の 罪 を 芭蕉に なするべく、 去来に 言 

はせ た作爲 かも 知れない。 李 東が、 八 九 間 での 卷を 添削した 芭蕉の 露蹟 稿本 を、 ^賀 の士 得から 得て 摸 刻した 

「八 九 間 雨 柳」 とい ふ 書 を 出版して 居る が、 前述の 笠說 によると、 他の 卷も 同様 添 制した 草稿が 殘 つて 居 るら 

しいが、 「俳人 笆蕉」 引用の 曰 人說に は、 「蓋 翁 所, 書初 之； 一： 歌仙 而已 矣」 とあって、 猿 蓑に：^ れ たるの 卷には 言及 

して 居ない。 

要するに、 私の 考 では、 越 人 は 去来 を 柔弱 だの、 內 股膏藥 だのと 罵って 居る が、 それ は 辟した 感淸 論で、 むし 


ろ 去來は 支考に 利用され たもので、 支考の 編 核に 就いては 詳知 しなかった ので あらう。 例へ 若し 知って： たと し 

て も、 去來 は！^ 逸 的な 人物 だから、 强 ひて 名聞 苦しい 問題に 立ち入って、 人と ゆ ふ 事を好まなかった やうに 考へ 

る。 それ は^ 潔殁 後の 句の い，^ 入 もあった らうし、 他人の 名 を 換えたり、 卷を 勝手に 入れたり、 其 他の 越權 沙汰 は 

あったら うが、 そ は支考 一 人の 細工で、 知らぬ顔 をして ゐる去 來の罪 ではない。 井筒屋の 奧書は 越 人の 言 ふやう 

に 信じられる もので ない。 あれ は. お 笠說の やうに 支考と 井筒屋との 相談 づく であらう。 原の t 巴蕉 の^ 稿 は 自分が 

取り、 ^：;! し を 半 殘に與 へた 云々 とい ふやうな からくり はやり 兼ねぬ 男で ある。 仙臺の 也 〔？^ 禪師が 支考筆 の 「精 ト& 

サ： s」 を 持って ゐ ると いふが、 それ は 半 殘に與 へた 寫し であらう か。 五明 說に、 それ は土芳 から 得た とい ふと、 半 

殘 から 土 芳に傳 はり、 それが 也赛の 手に入つ たもの か、 そこ は詳 かで ない。 とにかく 支考は 隆 にかくれ て 隨分勝 

手に 振舞った らしい。 一寸 內容を 調べて 見ても、 支考の 勢力 は あまり あり 過ぎる。 例へば 曲 翠ーゃ の 歌仙 を 入れた 

り、 自分の 句が 二十 四 句 も 入ったり t 巴蕉の 名月の 句 を 批評したり、 卷末笆 蕉の句 前に、 自分の 句 を 二 句 も 並べた 

りする 所 を 見る と、 故人が 本 集 を 七 部 集から 除かう とする の も 無理なら ぬ 次第で ある。 

自撰. 偽作の ゆ はあって も、 本 集の 價 値に 就いては 古來 一般に 認められて 居た。 支 考は先 づ之を 法 華經に 比し 

て、 越 人 や 何 丸から 篤ら れてゐ るが、 許 六 は、 「炭 使 • 別」 M 敷の 風熟呤 せざる 人、 いかで 後 猿の 風に 飛 入 事 を 得ん 

や。 云々」 (自讃 之 論) とか、 或は、 「其 後師 上洛し、 ^賀に 籠りて、 後 猿と かや 撰し 給 ふと 聞く。 さ ゐ のうま 

み をぬ きて、 遣經の 俳諧 を殘 せりと 聞け ども、 板 出さねば 知らす。 云々」 と 論じて ゐる。 去来 も 「贈 1^" 氏 其 角 寄」 
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中に、 「その後 (ひさ ご • 猿 蓑の 後) また 一 つの 新風 を 起さる。 炭 俊 *鑌1^ 蓑な り。」 と推稱 して ゐる。 併し 私 は 本 

書 を 以て 「炭 俊」 の繽 編と は考 へて ゐ ない。 むしろ 本書 は 「猿 蓑」 風の 輕く脫 落した もので • 「猿 蓑」 以後の 新 

風と すれば、 本書 は 「猿 蓑」 の 繽篇と 見るべく、 炭俵と は 多少 趣 を 異にして ゐる。 

本書 は 上下 一 一冊に 分れ、 上卷は 連句、 下 卷は發 句を收 めて 居る。 連句 は 歌仙 五卷 (笆蕉 • 沾圃 • 馬寬 • 里圃の 

四吟 歌仙 一 。 馬莧 • 沾圃 • 里 圃三呤 歌仙 一。 里 圃 • 沾圃. 芭蕉 • 馬 莧四呤 歌仙 一。 沾圃 • 芭蕉 * 支考 • 惟 然の歌 

仙 一 、 但し 沾圃の 名は發 句に 見る だけ。 野 盤 子 支考の 今宵 賦。 附、 芭蕉 • 曲水 • 臥 高 • 惟然 • 支考 a 呤 歌仙 一 ) 

發句は 四季の 句 五 百 十九 (芭蕉 • 支考. 沾圃 • 其 角. 惟然 • 嵐 雪 • 丈 草 • 曾 良 • 北 枝. 萬 子. 曲翠. 正秀 • 洒堂. 

土芳 等、 內 芭蕉 二十 五 • 支考 二十 四. 沾圃 十九) である。 次に 發句を 抄出す る。 

花 散て 竹 見る 軒の やす さ 哉  洒 堂 

曇る 日 や 野中の 花の 北面  猿 雖 

ぬり 直す 壁の しめり や 軒の 花  ン 卓 袋 

濡橡ゃ 薺 こぼる \  土ながら  嵐 雪 

病 僧の 庭 はく 梅の さかり 哉  曾 良 

寢所ゃ 梅の 句 ひ をた て 籠ん  大 舟 

鶯 や 柳 のうしろ 藪の 前  芭 蕉 


「- も ひ しげと 雉の ほろ- 


しら 魚の 一 か 

.n 魚 を ふる ひ 

うき 戀 にた 

振 # ^し 行 や 

白桃 ゃ罕 

花 さそ ふ 桃 

ちり 椿 あまり 

赛雨ゃ 枕く 

のぼり 帆の 淡 

：::! 力 はり 

黑ぼ この 松の 


たまり ゃ汐 たる 

寄せた る 四ッ手 

えて や 猫の 盜 

廣 野の 鹿の 

も 落す 水の 

や 歌 舞妓の 脇 

もろ さに 繼で見 

づる X うた ひ 

路 はなれぬ 汐干 

哀勸る 奉加， 


そだち や 若み ど 

春 の 日 や 茶の 木の 中の 小窒 

鶯ゃ雜 煮 過ての 里つ f 

萬才ゃ 左右に ひらいて 松の 
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時鳥な くや 湖水の さ .>-lf り 

冷 汁 は ひえす ましたり 杜若 

夕 顏ゃ醉 て 顔 出す 窓の 穴 

蘭の 花に ひたく 水の 濁り かな 

朝露に よごれて 凉し 瓜の 土 

す し さ や 竹 握り 行 藪 づたひ 

凉 しさ ゃ緣 より 足 を ぶらさげる 

煤 さがる 日 盛 あっし 臺所 

粘 ご はな 帷子 かぶる 晝寐哉 

名月に 麓の 霧 や 田の くもり 

更行ゃ 水田の. 上の 天の川 

百合 は 過 芙蓉 を 語 る 命 哉 

枯 の ぼ る 葉 は 物う しゃ 鷄頭花 

折く や 雨戸に さはる 荻の 聲 

憲. . 馬 _ や 顔に 飛つ く 袋 棚 


4 匕 雪 萬 凰 惟 ^  m 怒 支 半 ti 此 芭沾丈 六 


お 

け 

案 一 

ゝ 

そ 


給 や 何の 味 ある 竿の 先 

風 や ニ桥烟 草の ねさせ 時 

稻 刈て 落つ き顏ゃ 小百姓 

謝の 塞 さや 芋の すんど 刈 

る 夜ゃ稻 こく 家の 笑 ひ 聲 

ふ 斗 人 もとし よれ 初し ぐれ 

梅の ひとつ ふたつ や 鳥の 聲 

は祜て のばす 物な し 鶴の 首 

が ら し や 刈 田の 畦の 鐵氣水 

辟. - や 雪 降 か i るす さ 俊 

季候 や 弱りて 歸る 藪の 中 

聲ゃ 山伏 村の 長づ i み 

なし さや 麻 木の 箸 もお とな 並 

の 親 を しらぬ 共 子 は 秋の 風 

る k や 柿 喰ながら 坂の 上 
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大名の 寢間 にも 寢 たる 夜寒 哉  許 六 

本書の 發 句は輕 みの 調に 於て、 炭 使に 似て ゐる けれど、 炭 俊よりも 野趣が あってよ い。 炭俵 は^な 世 S3 的の 人 

事 を 淡く 輕く 扱って ゐる 所が 特に 目に付く けれど、 本書 は 田園 趣味の 輕く 寂び た 句が 多く、 人事で も田舍 臭い 風 

が ある。 本書 を野坡 等の 「炭俵」 の鑌 編と 見る 事 は 出来ない。 輕み にも 種類が ある。 淺 俗な 句 も 見える けれど、 

大體 地味な 寂び が ある。 句 は 割合に 統 一 がつ いて 居る。 

連句。 卷 頭の 八 九 間の 卷は 相應 な出來 である。 變化も 巧で あるし、 緩急 もあって 面白い。 然し 名殘の 表の 中程 

に 叙景の 句が 出ても よい かと 思 ふ。 初 裏の 一 句 目 あたり、 

狗 背かれて 肌寒， うなる  笆  蕉 

,澀 柿 もこ としは 風に ふかれたり  里  圃 


孫が 跡と る 祖父の 借錢 

脇差に 巷て ほしがる 旅 刀 

煤 をし まへば はや 餅の 段 

約束の 小鳥 一 提賣 に來て 

十 里 あまりの 餘 所へ 出か X り 


-馬 

mil 


蕉 

寛 


曲齋は 此卷を 集中 第二な りと 言って 居る。 次の 雀の 字 やの 卷 はどう も 面白くない。 笆蕉 が. S はって Is な C  4. 一い 


か變 化に 乏しく、 且つ 句の 情趣が 同じ 調子で ある。 叙景の 句が 出て すこし 氣 分が 輕 くなる かと 思 ふと、 すぐ 複雜 

した 人赛の 句に 柊って 行って、 m くるしい 感じが する。 曲齋は 「婆 心錄」 に、 「此卷 逃 句 多ければ 第三 也。.」 と 言 

つて ゐる。 いさみ 立の 卷 はこれ も 面白くない。 初 裏の 七 句 目 あたりから、 叙景 的な 人事が 綾いて 氣 ぬけ. がする。 

初. ぱ农 よりも 却って 張して ゐる。 此卷は 芭蕉が 第； 二より 外に 出ない から、 面白く 行かなかった ので あらう。 同書 

に、 「翁^ 命し 給 ひて、 出 梓 あらば、 拔 きかへ 給 ふべ けれど、 滅後 草稿の 儘に 出した る 事 なれば * せむ すべな し。」 

と ある。 谅蓑 にもれ たるの 卷は築 中 第一 である。 變 化に 緩急が あり、 俗事 や 景色の 配合もう まく 按排 さ. d てゐ る。 


初； の 一 句 目 あたり、  ， 

通りの なさに 見 世た つる 秋  支 考 

盆し まひ 一荷で 直ぎ る 鯓の魚  惟 然 

書 寝の 癖 を 直し かねけ り  - 芭 蕉 

I 耳が 來て につと もせす に 物語  -考 

中國 よりの 狀の吉 左右  然 

微 日の 日 は どこへ やら 振舞れ  •  蕉 

一重 羽織が 失て たづぬ る  考 

きさんじな 靑藥の 頃の 縱楓  然 
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. 山に 門 ある 有 明の 月  蕉 

初, あらし 畠の 人の かけ ま はり  考 

この 變 化の 波が 面白い。 最後の 夏の 夜 やの 卷は あまり 面白くない。 初 裏の. 八 • 九 • 十 • 十一 あたりの 句が、 一 

體に 力がない。 だれて 居る 變化の緩^？！！-もぁまり際立って居なぃ。 「同書」 に * 「此卷 集中 第一 の 出来物 也。」 と 

あるが、 私 はさう は 思 はない。 本書の 註 釋は何 丸の 「續猿 蓑 註解」 が 特別な もので、 其 他 は 七 部 集の 註 本 中に 解 

釋 されて ゐる化 


第 八 章 笆 蕉の傳 書 

I 、二十 五箇 條 半紙 本 一 册 享保 二十 一 年刊 

t 巴 燕が 去来に 與 へた 傳書 だと 云 はれて 居る。 奥 書に、 

右 者 俳諧 之 新式お- ,1 一十 五ケ 條？ 最 我家 之 管 目 也。 卽於ニ 落 柿舍， 自書 而與 去来？ 見 レ之識 レ之可 A 明-自己 之 俳 

諧？ 右 不レ可 H 傅 U 寫 他人？ 最道之 尊重 也。 

芭蕉 庵 

千 時元綠 七甲戍 六月 日  桃靑判 

と ある。 併し 此奥書 は 疑 はしい。 許 六が 死ぬ 十二 日 前に 書いた 「俳諧 指南」 の 中に、 「近华 二十 五條の 秘訣な ど、 

去来より 相傳 したりと して、 金銀 を むさぼり、 知らぬ 人 を たぶらかす 由、 沙汰の 限り、 僞 にて 大 うそな り。 愚老が 

00  o〇o〇oo  oo〇o〇oo〇o〇〇〇o  oo〇〇〇〇o〇o〇  oooooooooo 

宇陀 ノ 法師 選す る 時、 二十 五條ば かりの 秘訣 ある 由、 書き くれよ と賴む 故に、 書き記し たる ものな り。 俳諧 大秘 

訣と いふ は、 愚老 一 人に 傅へ たま ふ 一 ー卷の 書より なし。 云々」 と ある。 死ぬ 前に 言ひ殘 した 詞 であるから、 虚談 

でも あるまい が、 今此 說を眞 とすれば、 本書の 奥 書 は 支 考の揑 造で、 支 考が許 六から 書いて 貰った もの を、 笆蕉 

第 八 章 笆 燕の 傳書  六 三 五 
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が 去来へ 傅へ たものと 書 直して、 去 來殁後 去來の 妾へ 乾 金 十五 兩で賣 付けた 事と なる が、 鷺 笠の 「芭蕉 葉ぶ ね」 に 

よると、 「二十 五ケ 條を良 享 式と いふ 事、 いつの 世よりの 誤に や。 是は翁 去 來が须 望に よりて、 長 崎 卯 七へ しるし 

000000000000  000000000  ooooooo;-oo-c^oo  o-,2.  oo-o 卜 9  0*  , 

與へ給 ひし もの を 本と して、 或はお のれ 翁に 閜き、 或は 同門に 語り 給 ひし 事 を も 見聞きして 書き集め それに 

00000000000  00000000  00000000  00000000000  0000 

おのれが 了簡 を も 加へ て 小冊と し、 翁の 奥 書 を 蟹して、 正風 裁 錦と 名 題し、 賣り步 行きた る ものな り。 後に おの 

oo〇o〇o〇ooo〇o  000000000  , 

れが 一派 を 立つ るに 至りて、 名 題も替 へたり とぞ。 又 別に 翁の 旨と おのれ か 了簡と 混じて こしら へたる 蔌式 

あり。 板に はせ す。 翁の 遣 書と て寫 させて、 金銀 を むさぼり しなり。 定めて 今 も 彼 一 派に は 持ち 傳へ るな らん。 

曰  1- む 名け て貞享 式と は 申すな り。」 とあって、 二十 五ケ 條は 笆蕉が 去来へ 書き 與 へた 事に して ゐる。 許 六 は 自分が 

書いて やった もの だと 言 ひ、 鶯笠は 芭蕉が 去来に 附與 した もの だと 言って、 何れが 是 なり ゃ詳か でない が * 芭蕉 

の說を 本に して、 それ を 支考が 種々 改竄して、 まとめた ものである 事 は事實 らしい。 第一 文章が 支考の 筆で ある 

し、 內容も 土芳の 「三 冊子」 や 北 枝の 「山中 問答」 其 他に 出て ゐる說 を 加入したり、 或は 附 句の 趣向 を 定める 法 

などと いふ 自說を 交へ たり、 種 々按排して 作った 跡が 見える。 越 人の 「俳諧 不 猫她」 に、 そこの 僞を 指摘して、 

0000000000000000  000000000000  - 1,, --/  3  0  0  0  0  0  P 

「又 曰、 此 故に 我 翁 は 趣向 を定 むる 法 を 立て、 二十 五ケの 一條と はなせり (支考 「十 論」 說) と。 いふに 不及僞 

|e &。 先づ よく 聞け。 趣向 定 むる 法と て、 句 をす るに 法が 定まる もの か。 …… 汝其 句の あしら ひの やうに 定 むる 

法と いふ、 先づ 芭蕉に なし。 定 むる も當流 ではない ぞ。 二十 五ケの 一條と もに 妄言 也。 趣向と いふ もの、 其 人の 

心く にて、 泉の 湧く 如く、 其 作意 • 働 は 極まりなし。 前に も 三 法の、 爱 にも 趣向 定まる 法のと 馬鹿 をい ふ。 云 


々」 と あるが 確 論で あらう。 但し 自說の 按排、 同門 說 混入が あるから と 云って、 本書 を 全然 偽書と して 取扱 ふ 事 

は 誤って ゐる。 元来 芭蕉に は 二十 五ケ 條の ロ訣 があった。 「宇陀/法師」 當流活 法の 條 下に、 「廿 五ケ 條の ロ訣 は、 一 

00000000  0000000  000000000000000000  0000000000 

先師の 奥 後に して、 是を 知ら ざれば、 俳諧の 道に くらし 世に 執心の 人な き 事 を、 先師 常にな げき 給 ふ 也。」 と ある： 

から、 あるに はあった が、 その 原說の 內容が 分らない から、 支考の 改ました 程度 も 知れない ので 困る。 本書 は 又 一 

1 名 「貞享 式」. 「新式」 • 「白馬 經」 の 名に よって 傳 へられて 居た が、 之も鶯 笠の 說 によると、 「二十 五ケ 條」 は始： 

め 「正風 裁 錦」 と 題して 賣り步 いた もので、 別に 芭蕉の 說と自 說とを 混入した 新式が あって、 之が 貞享 式で ある 一 

と 云 ふから、 新式 は貞享 式の 別名で、 「二十 五ケ 條」 は 新式. 貞享 式と 關 係がない やうに 見える。 「古今 抄」 に、 

「再 撰貞享 式」 とい ふ 名が あって、 式の 項目 は 「二十 五ケ 條」 より 遙 かに 多く、 又 內容も 遠って ゐる。 「白馬 經」 一 

とい ふ 名目 は 「一 1 十五 ケ條」 の^ 名で あらう。 支考 に、 一 一十 五ケ 條の註 書が あって、 一 名 「白馬 奥 俄 解」 と ある 一 

から、 「白馬 經」 と 「一 14- 五ケ 條」 は 同 一 書で あらう。 

本書の 內容 は、 俳諧の 道と する 事、 俳諧 二字の 事、 虚實の 事、 變 化の 事、 起定轉 合の 事、 發 句の 切 字 ある 事、 ， 

脇に 韻字 ある 事、 第三 手 爾葉之 事 >  四 句 目輕き 事、 月 花の 事、 花に 櫻つ くる 事、 當季を 案す る 事、 ニ季に 渡る も： 

の i 事、 發 句の 時 は 季に用 ふ 事 * 發句 蒙き やうの 事、 附句 案じ やうの 事、 趣向 を定 むる 事、 戀の 句の 事、 切 字に 一 

ロ傳 ある 事、 掛 合の 事、 辛 崎の 松の 事、 鳶に a の 句の 事、 宵闇の 句の 事、 名所に 雜の 句の 事、 かな づ かひの 事、 一 

以上で ある。 本書の 註 書に、 支考の 「芭蕉 翁廿 五條 解」 ( 一 名 白馬 奥 儀 解) が あり、 「俳諧 文庫」 の 「繽 俳諧 論集」 一 
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中に 收 めら れる。 叉 曲齋の 「貞享 式 海 印錄」 にも 詳しい 解說が ある。 本書 は 石兮の 「蕉門 七 書」 に 覆刻され て 居 

る 0 

I  、 梧 |葉 半紙 本、 一 册 00  . 

芭蕉 庵桃靑 著と あれ ど、 僞書 である。 千 之の 践 によると、 家に 傳 はった もの を、 書肆に 乞 はれて 出版した と あ 

る。 連 俳の 法式、 附句、 切 字 等 百十餘 條に涉 つて 說ぃ たもの。 四時 庵紀 逸の 序、 柿 園靑流 洞の 践が 見える。 江戶 ， 

庵に 行 はれた 傳書 だと 云 はれる。 再 板 本の 卷 末に、 柿園藏 書目と 題し、 俳諧 桐一葉 抄、 五 冊と ある。 

I  、 俳諧 新々 式 半紙 本 一 册、 刊年 未詳 

闌更の 開 版で ある。 奥 書に、 

新式 今 案之大 用、 連歌 多々 爲 俳諧 用。 拾集 歌 名 新式 爲。 此壹册 吾 家 大事、 極 之 無。 他漫傳 之、 可 蒙 和歌 三祌 

御罸者 也。 〇 莫重 千金。 仍如件  、 

■ 芭蕉 翁 桃 靑在判 

元 祿六癸 酉 春 三月 日 

森 川 氏 許 六 丈 

右 相 傳之以 本 寫遣處 也  . , 

、 T 五 老井許 六 印 


齊永 六已丑 腦 月 日 

と ある。 お 燕より 許 六に 傅へ、 許 六より 雲 鈴に 傳 へた 書で ある。 內容は 新式 今 案の 大用を 記した もので >  連歌の 

起源 • 式 R . 詞寄 • 制の 詞等 を說 く。 

I  、 白砂 人 集 小 本 一 册 安永 頃刊 

家 藏の寫 本に、 Lslll^i- と あるが 誤で ある。 卷 初に、 「此 ー卷 古賢 連歌の 至極 を 記し- 過に し 天 正 八つの 

比に や、 三 井寺に て 法橋紹 巴の 言 (玄) 仍 にわた さる、 とて、 筆 を 染めた まふ を秘寫 して、 寶 とすと い へ ども. 

道に 深き 門弟 子 二三に あた ふ。 必す 汝が寶 とせよ。 人に しらする 事な かれと。 仍て愚 書 を まじへ て、 白砂 人 築と 

號 す。」 と ある。 貞德 の秘寫 であらう。 奥 書に、 

自 所持 之 書物 相 傳之申 者 也 

芭 蕉 翁 

.  桃靑在 判 

315 兀 綠 六 癸 酉 三月 日 

森 川 許 六 丈 

右 相 傳之本 寫遣所 也 

iL 丄ノ 半 
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于時寳 永 六 已丑躐 月 日 

- 摩 詰 庵 雲 鈴丈參 ，  ， 

と ある。 貞德 から 季吟 へ傳 へ、 季呤は 之 を 芭蕉に 傳へ、 芭蕉 は それ を 許 六に 與へ、 許 六 は 雲 鈴へ 傳 へたので ある。 

內容 は、 連歌 切 字 • 面 八 句 心得 • 手爾於 波の 秘事 • 出席 心 持 • 七 ッのゃ • 三ッ のし • らん どめ 等 * 各項 證句を あ 

げて說 明して ゐる。 末に 四季の 詞の 解說が あるが、 之 は 「三 湖抄」 の說を 取って 付けた ものら しい。 

I 、 俳 譜相傳 名目 半紙 本 一 册 寫 

奥 書に、 

右 芭蕉 翁の 遣 式 無殘令 書寫畢 

享保九 甲 辰 卯月 十六 日 

と ある。 何人が 傅へ、 何人が 傳 へられた か、 不明で あるが、 傳書 は事實 である。 或は 露 川の 「名目 傳」 の 類で あ 

らう か。 內容 は、 發 句の 切 字、 脇の 附方、 第三と まり、 月 花の 事、 戀の 句、 不易 流行、 八 鉢の 附方、 五箇の 付 所、 

賦物、 執 Mw、 本式の 作法、 執筆の 法 >  懐紙 折樣 等に 涉り、 例 句 を あげて 說明 する。 

一 、 萑 一 門 十六 篇 半紙 本 一 册 寫 

奥 書に、 延寶七 年 正月 桃靑と ある 書と、 元 祿七年 正月と ある 書と あるが、 何，^ も 信じられない。 雪中 庵へ 偉 

へ た 書で ある。 專ら發 句に 就いて 說ぃ たもので、 內容 は、 不易 流行 理論 • 理 55 格式の 體 • 算用 合の 場 • 句の： 斗 . 


句の ねばり • 常の かたち • た芏 一目の 論 • 取 留る場 • 發 句の 論 • あく 場 • ぬく 場 • 句の 苦み • 未來を 取る 句 • 手 は 

なつ 場. 氣色 ー轉. 心 ー轉、 以上十六篇を收めて居る。 「^5|_1門七書」 の 石兮の 序に、 「十六 篇 はまこと に 翁の か、 

れ たれ ど、 中 ごろ 思 ひかへ て 反古と せられけ る を、 路 通が ひそかに 盗み出て、 世に 廣 うはせ しものと ぞ。 云々」 

と あるが、 それ は-い 巴 蕉が加 贺の北 枝へ 傳へ ようとした、 蕉 門 十七 體の附 句の 敎の 事で、 本書と は 全く 違 ふ。 本 害 

は發 句の 敎、 ト七 體は附 句の 敎 である。 

I  、 俳諧 三 都 書 半紙 本三册 齊曆九 年刊 

俳諧 之秘記 • 袖 珍 抄* 本式 井古 式の 三部 を 合せた もので、 はせ を 在 判と あるが、 信じられない。 ； 諧之秘 記 は 

「燕 1: 七 書」 所收の 「十六 篇」 と 同 一 であり、 「袖 珍杪」 は宗 養が 三 好 長慶に 贈った 「秘 袖杪」 であり、 本式 .古 

式 は、 cints  • 季 吟の說 と， 會 席の 心得 を 述べた もの だと 云 はれて ゐる。 

I 、 幻往庵 俳諧 有 也 無也關 半紙 本 一 册 明 和 元 年刊 

卷 初に iE3 蒸と あり、 末に 幻 住 庵 三世 主人 在 判と ある。 內容 は、 十八 體 引手 爾波 *發 句^ 横 井 狂句 仕 立樣之 事. 

姿 情の 事 • 虚實正 事 • 不易 流行 之 事 • 發句五 品の 事 • 發句八 體之事 • 奉納 傳三品 • 附合八 體の事 • 附合八 體の七 

名 • 附合八 體の轉 句 • 俳諧 冗 花の n 訣 • 俳諧 月之傳 • 七夕 傳の事 • 月次の 月の 事 • 名- § 前後の 事 • 本式 表 卜 句 之 

章、 以上 十七 ケ條 を收 める。 古風の 說に 芭蕉の 句 を 引用した もので、 -t 巴 蕉の傳 として は. 全く 信じられない。 

一 、 山中 問答 半紙 本 一 册 刊年 未詳 
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元 祿ニ年 秋、 芭蕉が 加賀の 山中 温泉 滯， お 中、 北 枝に 敎 示した 說を、 北 枝が 覺 書風に 手記した もので、 後 秋 江. 

鶯 村の 出版に か i る。 其 中前 半が 芭蕉の 談で、 俳諧 大意、 道理と 理窟との 二種 ある 事の 條 下に、 すべて 十九 條の 

說を 揭げて 居る。 鷗 里の 「三 四考」 ^ 之卷 に、 「北 枝考」 が收 めら れ、 之に は 「山中 問答」 の 芭蕉 談 よりも 詳細 

に 述べられて ゐる。 「山中 問答」 は 旅中談 であるから、 傅へ 洩れ もあった。 一例で あるが、 十月 十三 日附の 芭蕉 か 

ら北 枝へ 宛てた 手紙に、 

. 松 岡 茶店に ての 句、 物 書て 扇 引 さく 別 哉と 直し 申 候。 脇、 てに は 留めに て 候。 てに は 留め は 脇 y て は 草に て、 

祌祗 •• 追善 • 祝儀 • 本式 はいかい • 貴人の 挨拨、 すべて 我より 上た る 人の 發 句に はせ ぬ 事に 候。 我 も 只今に 

て は 其 元の 師に候 間、 挨 の 脇に て、 てに は 留め はよ ろしから す 候。 外より 彼此 中 者 御 ij 候て は、 兩人 とも 

- >  »  ,  ,  -,  000000000000000  000000  0  0000000000000 

に ふつ \ 力に 貝え 申 #。 山中 問答に も三ッ 物の 事御尋 なく、 我 も 心 付不申 候。 此度 委しく 三ッ物 傳別带 にて 

申入 候。 是 にて 第三 文字 留め、 草の 事 も 能 わかり 申 候。 山中 問答へ 御 書 加へ 可 被 成 候。 去来. 丈 草. 凡 兆 • 

正秀 など も 問答 見た がり 中 候。 云々 

と ある。 三、： N 物の 法式に 就いて 言 ひ 落した 事に でも、 別紙に 認めて 送って やる 位の 熱心 さで あるから、 いろく 

と 丁寧に 敎 へて やった もの かと 想像され る。 「北 枝考」 の 方が、 此點に 於て 「山中 問答」 より、 詳細に 記されて 

ゐ るが、 一方に 又 北 枝の 自說も 加 はって 居って、 全部が 師說 とも 思 はれない。 本書 は 「俳諧 文庫」 の 「俳諧 論集」、 

「俳 書 大系」 の 「蕉 門徘話 文集」 中に 覆刻され てゐ る。 


一 、 附合 十七 體 

紫が 北！；^ に附 句の 法を敎 へようと した 事に 就いて、 當時 種々 の^が 起って、 或は 路 通が i 巴蕉 から 之 を 傅へ た 

とか、 又は 千 那が傳 へようと したと かとあった。 之に 就いて 先づ色 l^i と 北 枝との 關係 をい ふと、 芭蕉が 此敎を 北 

枝に 傅へ ようとした 事 は事實 であった。 六月 卄 七日 附、 北 枝に 與 へた t 巴蕉の 手紙に、 

00000000  0000000000  00 

附合 十七 鉢^ 紙に 記 進 候。 初心に は见せ 巾され まじく 候。 術の かな はぬ 內に、 此味 をつ けんとい たし • 却て 

00000000  OOOOOODOOOOOOOO  r  ：  ^  k  * 

一句 もと X の はす、 附意 もしれ ぬ 候 事に 相 成 ものに 候。 又む づ かしき ものな り、 斯る味 とても かな ふま じと 

退く 人 も ある ものに て、 術 かな ひ 候 後に 扱 ひ 候へば、 一 卷の はこび： S むづ かしきと ころに て、 人の つけな づみ 

たる を、 或は 響、 或は 情な どに て 起して 付て、 變化 おもしろく 成 申 候。 さもな き 人 は うちこし 三 句 を 恐れて、 

つまる 處 はいつ もく 逃 句の み 致し 候 は 初心に 見え、 巧者お こして 二三 句も附 たる 上に 無 TO? に 付る も、 炎天に 

砂 道 をた どる ごとくなる ものに 候。 能々 御 考御扱 被 成 候 は. t、 鬼に 鐵棒 にて 有 之 候。 門人のう ちに も 五 七 人 

ら でさたい たし 不屮 候。 名高くても 付合の 術 さほどに なき 人、 却て 迷 ひ 可 申 候と 存候 故に 候。 かくし 巾に 

て は 無 御^ 候。 十七 鉢 を 得た る 上 は、 千變萬 化の 術 を 得る 事に 候。 只附 くと 附か ぬと いふ 事ば かり 知りて、 

附合は 千變萬 化と 口にて いふ 人 御座 候。 を かしく 候。 十七 鉢の 法 も 知らす して、 ^とて 千變萬 化の 働が 出來 

1^.^ や。 百 韻 • 千 句に 及びても、 附心ー 二 鉢 を 出不申 候。 知りた る 者 は 笑 ひ 候。 小器 はは やくみつ る 輩 多く、 

後に は 人々 あけて 通し、 相手に ならす。 只 四 五 人 同心の 速 中に て、 互に 他 を そしり、 高慢に なり、 陰に て 俳 
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諧氣違 ひな どと、 名を附 けられ 候 も、 あさましく 候。 御 連中よ ろづ 御し めし 可 被 成 候。 

、六月 廿 七日  はせ を 

結 ぶ よ り まづ 齒にひ ビく淸 水 かな 

北枝樣 

と ある。 實に 道を說 くに 懇篤な 手紙で ある。 併し 笆蕉は 後に なって 此書を 破棄して 了った。 それ は 初心の まど ひ 

ともなって、 却て 惡ぃ結 si- を 招く 恐が あると 考 へたから であった。 ホ.、 來の 「旅寐 論」 の餘 評に、 

或 人 問 云、 蕉 門の 附句 十七 體の敎 ありと なり。 一 とせ 路通此 浦に 来りて、 人々 に傳授 する。 定めて 此事を 聞 

. 'I  .  />  ,,、、：  >9?o-oooo  000000  000000000000000  0  00000 

き 給 はらん。 去來答 曰、 十七 體 とやらん、 四體 とやらん、 書きた る 文 を 破りた まふ 事 はう けた ま はり 侍る。 

- - Z  I  >  000000000  oo〇oon〇〇oooooo  0000  3  00Q 

是を傳 受し給 ふ 事 は 知らす。 先年 野 水 先師に 語りて 曰、 近 來大津 の 連 衆 名 護 屋に來 りて、 蕉門 十七 鉢の 附句 

不レ殘 傳受し 侍る よしを 申す。 名 護 屋の連 衆 かって 信ぜす。 もし か \ る 事 も 侍る や。 先師の 曰、 これ 誠に 斗 

o-  ？、  ？  0  0  9、  0  3  つ .OI  h  0'  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 つ 0  0  0  0  0  0 

もな きこと なり。 先年 加賀の 門人 何 かしが 許より、 常に 遠國に 侍れば、 親しき 敎を受 くる 事 も かな はす。 願 

oo、..2po9,i^oG—〇9、oo-oo-oooo-o  o〇cooo〇ooooooo〇ooo  o  oooo  oo 

くは附 句の 體 書き記し 示し 侍るべき 由 を 望む。 是が ために 附 句の 大數を 書 出し 侍れ ども- 如レ此 記さば、 かへ 

o.op^^ooooooo  ooooooo  000000  0  0  00000000000000  00000 

りて 初、 もの まよ ひ あるべし と ひとりて、 終に その 書 を やむ。 さだめし 反古の はし を 拾 ひ 見て、 是を いふな 

ooooon-oooooo  0000000000  o〇〇oooo 

るべ しと 大笑 ひした まへ り。 思 ふに 此文 をと i の へ 給 ふ は、 大津 にての 事 也。 路通 久しく かしこに 侍れば、 

その 文 を 見て、 そのむ ね を 知ら すして、 みだりに 遠 境の 人. に傳 ふなるべし。 云々 


と ある。 路 通が 長 崎へ 來て、 巴蕉の 傅授を ふり 廻すな ど は 面白い。 江戶ゃ 名古展 では 人 も 信じない から、 逮ぃ田 

<$: へ 行って、 したり 顔に^ 蕉の敎 を說く 所、 路 通の 面目 躍如と して ゐる。 大津の 連 衆と いふと、 智月ゃ 乙 州な どで 

あらう が、 路 通と 乙 州 は 割合に 親しい やう だから、 乙 州も路 通の ほら を まに 受けた と 兌え る。 なほ 「去 來杪」 に、 

宇 鹿 曰、 先師 十七の 附方路 通に 傳投し 給 ふと 聞く。 去来 曰、 遠 境の 門人の 願に 依て、 附方を 書 出し 給 ふ。 さ 

れど 後々 はせ をが 附方 は、 是に 限りたり と、 人の 迷 ひならん と、 之 を 捨てら る。 北ハ書 出し 給 ふ 分 * 十七 ケ條 

とやらん 聞え たり。 是 を傳授 とした まふ 事 を 知らす。 大津 にこの 事と やらむ なれば、 路通 若し 其 反古 を 拾 ひ 

OOOOOOOOOOODOO 

取りて、 人に 敎 ふるに や。 許 六 曰、 此事を 願 ひたる は千那 法師な り。 

千那 が路： i に敎を 乞うた とすると、 路通も 定めし 得意であった らうと 思 ふ。 此千那 に は 別に 芭蕉の 傳書 があった 

さう だ。 樓 川の 「俳諧 獨 稽古」 に、 俳諧の 二字の 事と いふ 條 下に、 一書の 說を 揭げ、 ^蒸が 俳諧の 俳の 字 を人篇 

0000000300  3  0  0  0  0  0000000000000  00 

に 定めた と， S ふ說を 述べて、 「其 眞跡千 律師 遷化の 時、 遣 物と して 予 (白 翁) に 賜 ひたる うちの 一 品に して、 见今 

D  D  D  3  0  ooooo〇o〇o〇〇oooooooooooo〇o  II  -  J 

sii^J ャ。 云々。 右 は千那 より 1: 人 白 翁へ ゅづ りたる 遣 書に ある 趣に して、 白 翁 八十 二 歳の 時 明 和 四 年に 記 

したる 書に あり。」 と ある。 报 して か、 る傳 書が 笆蕉 にあった かどう かは詳 かで ない が、 か、 る說 は支考 などの 

一 llE ひさうな 事で、 信じられる 說でも あるまい。 

1 • 高山 槩 職への 傳 

白 亥の 「俳諧 眞 澄の 鏡」 に揭 げられ た敎 示で、 -t 巴蕉が 高山 傳右衞 門へ 與 へた 手紙の 中に 見えて 居る。 はじめの 
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段 は 芭蕉が 槩塒の 句 風 を 批評した 言で、 俗語の 遣 ひやう が 古風で あると か、 一句 を 細工して はいけ ない とか、 附 

句が 前 句に 全體に はまって、 古風 中興の やうで あると かと 云って、 才丸ゃ 其 角の 附句を 示して 居る。 次 以下 は 古 

風の 法式 を敎 へた もので、 本式 俳諧 之 次第、 つ k 留り • て留り • に留り • 韻字 留 • らん 留 等の 式、 切 字の 制、 花 

に 櫻 付け やう 等に 就いて 說 いて ゐる。 何時頃の 傳 だか 分らない が、 延寶の 末 か、 天 和 時代の もので あらう。 芭蕉 

眞蹟 として 「眞 澄の 鏡」 に 出て 居る。 

1 、梅の 鎖 

洒 堂が 芭蕉から 傳 へたと いふ 傳書 であるが、 偽書で あらう C 信じられない。 九十 九 庵 風 之の 「誹諧 耳底 記」 の 

文 下の 序に、 亡父 風 之 膳 所の 洒 堂と 親しく、 師弟の 如く 睦 しかった 事 を 述べて、 「或 時 |||1$1^、&£& お 奢，^^ 

.0  0  0^  0  ^  0  0  ^-oo  o^oooooooooooooo  0000  000000 つつつ nr- 

て 記し 置き 給へ る、 梅の 鎖の 秘書 を傳 はらん 事 を 望まれけ るに、 洒 堂の 曰、 されば よ。 その S 曰 は Ir^l^^l^ 

pooj ゆ 00  poopoboo お op  p  000  000000000000000  0000000000 

置く とい へ とも 昔祖翁 予に對 して、 梅の 錠汝と 我と 鍵 一 つと 示し 置き 給へ る 書 なれば、 今日に 至りて 誰に 向 

0  0  0  0  0 〇 

て 力 開くべき。 た^ 年 比 かたり 聞かす る こそ * みな 梅の 鎖の 心なり と ありけ るより、 云々」 と ある。 ^蕉の 名 こ 

假 託した 洒 堂の 著で あらう。 


第 九 章 誤傳 された 芭蕉の 句 文 

I 、 發 句. 連句 

の 句の 最多く 誤傳 された の は寬文 時代 であった。 それ は 當時芭 蒸 の 宗房號 に 幾人 かの 同名異人 が あって、 

共 等の 句と？^ 同され たからであった。 之に 就いては 旣に第 一 章の 各條 下に 詳說 して 置いた からこ では する。 

以下 鄭ら 延^ 以後の 句に 就いて 正誤す る。 芭蕉の 發句. 連句の 正誤 は、 勝峯 氏の 「芭蕉 俳句 定本」 (大正 七 二年^) 

の 中、 「作者 誤 傅の 部」 に揭 出されて ゐ るから 便利で ある。 私 も大體 之に 據 つたが、 自分で 調べた もの を.、 おおした 

所 も ある。 

後人の 狼め た t 巴蕉の 句集 或は 全集に、 「泊^ 猿」. 「芭蕉 句 選」 • 「i 巴 蕉句選 拾 遣」 • 「W3 蕉翁句 解 參考」 • 「俳諧  一 ^ 

染」 等 は 有名で あるが、 誤傳は 依然として 改められて 居ない。 「句 解參考 _ の 附言に、 「宗 房と 名乘る もの、 京都. 伏 

兑. 河內 及び 祖翁四 人 ある を、 只宗 房と あれば、 其 家々 の 筆記に 留置、 それより これへ 傳 へて、 皆祖 翁の 初 名と 

心得 たれば なり。 されば 餘の宗 房の 句 をば けづり 捨て、 云々」 と あるが、 それでも 誤 傳は殘 つて ゐる。 布硕の 「誹 

諧 諸架訂 誤」 (天明 二 年刊) によると、 「泊 船 集」 は 校合が 麁末 である。 「芭蕉 句 選」， 之 も 一 向 杜撰な もので、 水 
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取 やと あるべき を、 水鳥な どと 書いて ゐる。 「芭蕉 句 選 拾 遣」 は、 上の 二部に 比して 精 撰の やう だが 誤 は ある。 普 

船の 句 を 芭蕉の 句と して 入れて 居るな どと ある。 「俳諧 一葉 集」， は從來 唯一 の 芭蕉 全集と して 認められて 來 たが、 

それでも 寬文 時代の 芭蕉の 句に、 同名異人の 宗 房の 句 を 多く 入れて ゐる。 以下 年代順に 誓 名 を あげて、 疑 はしい 

もの を 訂正す る。 

炭 俊 (野坡 等、 元祿七 年刊) 

川 中の 根 木に よころ ぶ凉 みかな  芭  蒸 

冬枯の 礎に 今朝み ると さか 哉  同 

種 文の 「俳諧 猿 舞師」 (元祿 十 一 年刊) に、 

冬枯の 磯に 今朝 見ル とさか 哉  公 羽 

右の 句 翁の 句 也と、 誰 やらが 集に 書 入た る は、 翁と 公 羽の 文字 讀.^ が へれる と史子 申されけ る。 ， 

川 中の 根 木に 横ろ ぶ凉 かな  幺  羽 

右の 句、 翁の 句 也と、 誰 やらが 集 LL 書 入た る は、 翁と 么 羽の 文字 讀 4^ がへ たると 史子 申されけ る。 

と ある。 史 子と は史 邦の 事。 

芭蕉 翁 追悼 こから し (壺 中.^ 角。 元祿八 年刊) . 

からの 字の つれて 渡る や 鳥の 聲 


A 燕 4^ 後の 旅サ吟 で、 、に：^ れ たもの を卷 頭に 揭げ てゐ るが、 此句 だけ は 疑 はしい- これ は 「綾猿^^ー  の 馬 

の 句で、 BT^  • 沾画 •  三呤 歌仙の^ 句が ある。 

^ の 宇 や 揃 う て 渡 る の 聲  馬 ^：:^ 

てり 紫の 岸のお もしろ き 月  沾圃 

-nz 記 (支 考。 元綠八 年刊) 

• 湖水 田植 

#  くと 尻なら ベ た る 田植哉 

r.n: 船 a;- i に 云、 「笈 日記に * 渺/,\と尻ならべたる田ぅゑ^^と云句を入集ぃたされけれど、是は4-丹の句にて、 

翁の 句に は あらす」。 又 「句 選 年考」 云、 「按 する に此句 外に 兑當ら す。 …； 鬼 貫 句 選に も此 句： あたらす。 兼、 平 

塚に て、 「18^ 平が 塚渺々 と^ 田 かなと、 鬼 貫が 禁足 旅 記に 見えたり。 似より たる 所 あれば しるし 侍る。」 などと あ 

る。 . ^し麟 道 一 周忌 追善 集なる 「鉢 扣」 (正 德ニ年 五月、 億 磨 編) に 云、 「渺々 と 尻なら ベた る田植 かな、 此句食 

と ハ ふ 俳諧の 書に、 蟥道 ぬしと 成ぬ。 また 或 書に、 都の 自悅の 句に も 聞えぬ。 是 なん 一 草 一 一名なる ベ しゃ。」 と あ 

つて、 丹 派の 蠘道 か季呤 門の 自悅の 句と して 傳 はって 居る。 食と いふ 書 は 宗旦の 撰で ある。 鬼に 角お 蕉の 句で 

ない こと だけ は 明かで ある。 

色 蕉庵小 文 扉 (史 邦、 元祿九 年刊) 
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雪 ご と に う つばり たはむ 住居 かな 

小 文庫に は 「はつ 雪 やとけ か X りたる 橋の 上、 「初雪 やひ じり 小僧の 笈の 色、 「雪 ごとに うつば りた はむ 住居 か 

なと 三 句つ f けて、 巴蕉の 句に なって ゐ るが、 之 は岱水 • 路通 . +t 巴 蕉 • 友 五 • 曾 良 等の 十呤 歌仙の 卷 頭の 句で、 

岱 水の 作で ある。 一 S5£ よると、 


力 


雪 毎に 梁た わむ 住ゐ 

け ふらで 寒し 浦の 鹽 

と ある 0 

泊 船 集 (風 國、 元 fS 十 一 年刊) 

さぞな 都淨 i? 璃 小歌 こ X の 

信 章の 句で ある。 延寶六 年の 江 戶三吟 に、 

さぞな 都淨 瑠璃 小歌 はこ，^ の 

霞と ともに 道化 人 

靑 いつら 笑 ふ 山より 卷見 え 

と ある 0 

奈良 七重 七堂伽藍 八重 ざ く 


な 


i 匕 

T ィ 


.t 匕 

T ィ 

ら 
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1! 一一 口 

1  一一 一口 
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章 


靑 


これ は， ザ. ^みだ かどう だか 分らない が、 介 我の 「俳諧 黑白 ^-- によると、 才 IS の 作と なって 居る。 そして；^ U に， 

「，y 句.^ 小 良ヒぉ V とも 考 べきよ しなし。 七重 八重と はか X らす。 うつ \ な く寫 しあ やまてる ものなる べし。 奈良 

^、^：として 一句 明らか なるべし。 云々」 と ある。 

伦 て す め 月 佗 網 笠の 窓 を 家と して 

風國の It:! 誤で あらう。 千 _ ^の 武藏曲 (夭 和 ニ^ 刊) に、 

うかれ 行 rn- 網 笠の 窓 を 家と して  角 止 

伦テ すめ：！：；： 伦衞 がなら 茶 歌  笆  0 

かう 二 句 並べて ある 所から、 恐らく 風 ii: が 筆寫の 際、 佗て すめ ni: 伦の 所まで 書いて、 うっかり 前の 句の 網 笠の 窓 

.JUil^J^ い 一い とつ f けて 書いた もので あらう。 泊 船 镜には 「天 和の 比の 句也ピ と 傍註が あるが、 これ は 版木に 彫 

つた あとで、 木 をした もの X やうに 思 はれる。 風國も 後に は變に 思った ので あらう。 

^ と な り ，叽 となる 風の はせ を 力な 

一晶の 作と いふ 說が ある。 春色の 「移 徒抄」 (元祿 五 年刊) によると、 

船に なり 帆に なり 風の 蕉かな  一  晶 

と あるが、 遊 林の 「反故 第」 (元 fS 九 年刊) 地の 卷に は、 

^ に な り 帆 と な る 風 の は せ を 芭  蕉 

第 九 章 誤 傅され た笆 燕の.？ 文  六 r 一 


第 九 章 誤 傅され 匸芭 蒸の 句 文  六 五 二 

と ある。 風國は 「此句 翁の 製な りと ある 人 申されし。 實否 はしらす。，： 一と 傍註して ゐる。 「句 解 參考」 に は， 「愚考、 

此句 「江戶 通 丁」 とい ふ 集に、 一 晶と あり。 旣に杉 風へ の狀の 末に、 「ふと 此句 をいた し 候 故 申 上 候。 いか r ある 

ベく 候 や。 尤海邊 の 寺に ての 呤。」 と あれば、 却て 翁の 句 を 取 違へ て、 餘 人の 句に して、 入 集した るか もしら す。」 

と ある。 

野 々 宫の花 表に 蔦 もなかり けり 

凉蒐の 句で ある。 「皮 籠 招」 (元祿 4.. 二 年刊) に 凉蒐の 句と ある。 なほ 「凉蒐 句 選」. 「芭蕉 句 解」 にも ある。 

山 はみ な 蜜柑の 色の 黄に なりて 

此句は 「芭蕉 句 選」 にも 發句 として 入れて あるが 發句 ではない。 元 祿七年 九月、 $ "賀の 猿 雖亭で 興行した 支考. 

猿雖 • 芭蕉 • 雪 芝 • 惟然 • 卓 袋 • 望翠の 五十 韻の 一 r 表 中の 句で ある。 卽ち、 

一 里の 舟 も 腹の すきた る 

山 はみ な 蜜柑の 色の 黃 になり て 

日 なれて か X る 畑の 露霜 

(下 き 

と ある。 支考の 「笈 日記」 に、 

笠晋 一より 河 舟に のりて、 錢 司と いふ 所 を 過る に、 山の 腰す ベて 蜜 W の 畑な り。. されば 先の 夜な らん、 


望 翠 

芭 蕉 

支 


山 はみ な 蜜柑の 色の 黄に なりて  翁 

となりし 句 は、 まさしく 此所 にこ そ；：^ へと 巾ければ、 あはれ 吾 腸 を 見せけ るよ とて、 阿 9{も：1:5 ^つ、 わら ひ 巾 

されし。 

と ある。 ，太 は 之 を s^n:# と斷 じ、 嵐 雪 袖 中抄に 出て ゐる と言うて ゐ るが、 白 雄の 說 によると、 之 は 第三 也と^ 

且 _=：： した 事で、 嵐 雪 にさへ 罪 を 負 はせ たの は淺 問し い 事で あ る 。 -M 雪 袖 中抄と いふ もの は 元よりた きもので あると 

難 じて 居る (「由 雄 夜話」)。  ■ 

i,^^  G 难雀。 夭 文 四 ¥ 刊)  , 

いろくの 名も紛 はし 卷の草 

之 は 「ひさ ご」 に 珍 硬の 句と して 出て ゐる。 卽ち 

い ろくの 名 もむ づ か し や 春の 草  珍 碩 

うたれ て 蝶の 夢 はさめぬ る  翁 

と ある。 併し^ 巴 蒸 句 選の 頭註に、 「ひさ ご 集. に 珍碩の 句に して、 翁の 脇 あり。」 と斷 つて 居る から • 華 雀 も- t 巴蕉と 

して 入れた もの \、 後で 氣が 付いて、 註 を 加へ たものと 見える。 

あしだ はく  もみ えたり 花の 雨 

杜 11 の 句で ある。 卯 辰 紀行に、 初 瀬と 前書して、 

第 九 章 誤傳 された 芭 菊の 句 文  六 五三 


第 九 章 誤傳 された 芭 蒸の 句 文  六 五 四 

赛の夜 や 籠り 人 ゆかし 堂の 隅 

足駄 はく 僧 も 見えけ り 花の 雨  万  菊 

と ある、 華 雀の 見 違 ひで あらう。 • 

た な ば た に かさねば うとし 絹 合羽 

「芭蕉 句 選」 の 頭註に、 「泊 船 集」 に 此句杉 風と ある 如く、 「泊 船 集」 に は、 遍 照が 歌と 前書して、 杉 風と する。 

これ は 杉 風 作が 正しい。 句 選 も 疑 はしく 思って 頭註 を 加へ たの だら う。 史 邦の 「小 文庫」 0 兀祿九 年刊) 癱之 部に、 

吊 初秋 七日 兩 星と 題して、 芭蕉の 前書が あり、 末に 

. ^町 力 歌 

高 水に 星 も 旅寐ゃ 岩の 上  芭 蒸 

遍 照 が 歌 

七夕 に か さね はう とし 錯 合羽  杉  風 

と ある 0 

出 羽の 國に 赴く、 陸奧 のさ かひ， か 過て 

その かみ は 谷地な りけ らし 小夜 砧 

岸 本 氏 公 羽の 句で ある。 「繽猿 蓑 集」 に、 


出 羽の s;lL おむ むく ダ、 み 一つの くの さか ひ < ザ 過て 

その かみ は r 仓地 なりけ らし 小夜 砧  公  ^ 

と ある。 但し はじめは 翁と 彫った もの を、 後に 1； つて 公 羽と 二字に 分けたら しく、 版木が 不鮮明で ある。 

金 昌 寺と い ふ 寺 LL 泊る 

終夜 秋 かぜ 聞 やうら の 山 

「奥 細道」 に 云、 

大 持の 城外- 全：： ：11 寺と いふ 寺に とまる。 猶加賀 の 地 也。 曾 ft- も 前の 夜此 寺に 泊て • 

終 { 宵 秋風 聞 やうら の 山 

0  0  0 

と殘 す。 云々 

と あるから、 之 は 叫に 曾 良の 句で ある。 全昌寺 を金昌 寺と 書 誤る 位な こと は、 句 選に 往々 见る 事で ある。 

. ^鼻 に ま こと 見せけ り 御 取 越 

核翠 園の 「句 選 年考」 に は、 笆蕉が 明 石 主 水と いふ 人に あてた 手紙の 中に 入って ゐる句 だとして 居る が、 「ぼ 塞」 

(元祿 九 年刊) 十月 之 部に、 千那 になって 居る。 明 石 主 水に 與 へた 芋 紙と いふ ものが 確かな もので ない 以上、 千 

那の 句と しなければ なるまい。 

^花 一句 選 拾 遣 (寬 治、 寶暦六 年刊) 

第 九 章 誤傳 された 芭菊の 句 文  ブ五 r 


第 九 苦？ 誤傳 された 芭蕉の 句 文  六 五六 

ちかづきに 成， て^る か \ し 哉 

秋擧の 「惟 然坊句 菜」 に、 意專 にあて た 手紙が 出て 居て、 其 中に、 

先日 奈良 越に て  . 

近付に なりて 別る 、案山子 かな 

錢百 のちが ひが 出来た 奈 良の 菊 

右兩 句いた し 申 候。 御 聞 可 被 下 候 

と あるから、 作者 は惟然 である。 

深 川 や は せ を を 富士に 預け 行 

「芭蕉 翁 道の 記」 や 「甲子 吟行」 を 見ても、 千リ となって 居る。 千里の 句で ある。 

秋 の 暮男は なかぬ もの なれば こそ 

調實の 「白 根 ケ嶽」 (貞享 二 年刊) に、  .  . 

秋 は タべを 男 は 泣ぬ もの なれば こそ  才  麿 

と あるから、 才 磨の 句で あらう。 .  . 

薄氷 折目の ま i の 茶巾 かな 

布碩の 「諸 集訂 誤」 によると、 其 角の 「雜談 集」 の 普 船が 句で あると。 卽ち 「雜談 集」 下、 利 の 茶の？ 1 にあ ひ 


て 云々 とい ふ條 下に 、^船 と 止 ハ^ の 吟 歌仙が 出 て 居て、 

奪 氷 折：：： のま k の 茶巾 かな  普  f 

ことさら 今朝 は-斗 ぞ つめたき  其 角 

と ある のでよ く 分る。 

0  0  0  0  0  0  ： .  - . 1 ； 

♦tEJj^ 一翁 發句 m  (蝶 夢、 安永 三 年刊) 

.1^ 名な， tEJj^i 研究家 蝶 夢 の 撰で は あるが、 誤傳 もた まに は 入って 居る。 

つ く  と梭の 花の 袖に ちる 

貞 享ニハ ヰの 作 は 作 だけれ ど、 作者 は 熱 田の 桐 紫で、 芭焦 でない、 熟 田 三 歌仙に、 

つ く  と梭の 花の 袖に ちる  桐  薬 

, 獨 り 茶 をつ む 藪の 一家  芭 蕉 

とい ふ 六 七 人で やった 歌仙が ある。 

お 燕新卷 (蠶 外、 寬政五 年刊) 

つ か み 合 ふ 子供-の たけ ゃ麥ば たけ 

「蝶峨 日記」、 四月 ニト 日の 條 下に. 「北 嵯峨の 祭 見ん と、 羽 紅尼來 る。 去来 途中の 吟 とて 語 

つかみあ ふ 子. 共の 長 ゃ麥畑 

第 九 章 誤傳 された 芭燕 Q 句 文  六 五 七 


第 九 章 誤傳 され^ 芭燕 の， I？ 文  六 五八 

鲁 

と あるから、 去来の 句で ある。  . 

笆蒸袖 日記 (寛 政 十 一 年刊、 素 緩) 

物の 名の 蛸 や 故 鄕の服 幟 

信德の 句で ある。 「江戸 三吟」 に 信 德* 桃靑. 信 章 三呤百 韻が 入って 居て、 その 卷 頭の 句で ある。 

物の 名 も 蛸 や 古鄕の いかのぼり  信 德 

あぶのく 空 は 百 余 里の 春。  桃 靑 

か さ ねと は 八重 撫子の 名なる べし 

「奥 細道」 に、. . 

獨 は小姬 にて 名 を かさねと 云、 聞 なれぬ 名の やさし かりければ 

かさねと は 八重 撫子の 名 成べ し  曾  良 

と ある。 曾 良の 句で ある。 

着 て 立 て 夜の 衾 もなかり けり 

「丈 草發 句集」 追加の 部に、 

著て たてば 夜の 衾 もなかり けり 

と ある。 丈 草の 句で ある。 


ばせ を ハ (お 隣、 享保九 年刊) 

梅が ォ はや 通り 過れば 弓の 音 

乇紋の 句で ある。 元 祿六年 毛 轨* 許 六 • 芭蕉の 三ッ 物に よると， 

梅が 香 や マ？ 一り 過れば 弓の 音 

土 取 鍬に 雲雀 囀る， 

陽炎に野飼の牛の^^ぬけて 

(「 1 葉 集」) 

と ある 0 

布 子 着て 夏より 暴し 桃の 花 

支考の 句で ある。 「連 ニ吟 集」 に 出て ゐる。 

〇 0  0  0  0 

十 家 類题集 

一 僕と ぼく  あ り く 花見 哉 

^吟 の 句で、 有名な ものである (「俳 家 奇人 談」 季呤 の條に 出)。 

下閽ゃ 地中な がらの 蟬の聲 

1:^ 養 集 夏の 部に、 

第 九 隼 誤傳 された 芭蕉の 句 文 


五 
九 


許 毛 


蒸 ノヽ' 


第 九 章 誤傳 された 芭蕉の 句 文  六 六 〇 

下 闇 や 地虫な がらの 蟬の聲  嵐 雪 

と ある。 嵐 雪の 句と 見える。 

關. こ えて こ X を 藤し ろみ さ 力 哉 

「曠野」 に 云、 

關 越て 爱も 藤し ろみ さか かな  宗祇 法師 

美 濃の 國 せきと いふ 山寺に、 ふじの 咬た るを吟 じた まふと かや。 

と 註が ある。 然 れば宗 紙の 句で ある。 芭蕉 も此 句に 倣って * 一  句を殘 して 居る。 卽ち 「泊 船 集」 秋 之 部に 

00000000000  0000000000000 

關の住 素 牛 何 かし、 大 垣の 旅 店， ケ 訪れ 侍りし に、 彼のお I し. みさかと いひ けん、 花は宗 の も かしに に ほ. 0 ズ 

藤の 實は 俳諧に せ ん 花の あと 

と ある。 これでい よく 笆蕉の 作で ない ことが 分らう。  ， 

芭蕉 翁 句 解參考 (何 丸、 文政 十 年刊) 

元日 や 何とな けれど 遲櫻 

路 通の 句で ある。 「酸 野 集」 の 歳旦の 部に 出て ゐる。 原句 は元戟 やと ある。 

春雨 や 枕く づ る- - もの i 本 

支考の 句で ある。 r 繽猿蓑 集」 卷之 下に、 


な LL かし 主馬が 武 江の 旅 店な^ づれ ける 時 

^雨 や 枕く づ る i うた ひ 本 

と ある。 

またれ つ る 五 n も 近し lit ちまき 

尙 白の 句で ある。 「隨峨 日記」 に 還岐と 前書 ありて、 尙 白と ある- 

木 曾の 虛 翁が 許に やど リ.^ もとめて 

木會 殿とう しろ 合せの 塞 哉 

^勢の 又玄の 句で ある。 支考の 葛の 松原 (元祿 五 年刊) に、 

木 曾 塚に 旅寐 せし 比 、 

せなか 

木會 殿と 背 あはす る 夜寒 かな 

と あるし、 班庸の 「己が 光」 (元 fi 五 年刊) にも 

木 曾 塚 無名 庵に 一 夜 あかして 

木 曾 殿と 背 を 合す 夜 寒 哉 

叉兀 峰の 「桃の 赏壤」 (元祿 六 年刊) にも、 

木せ 嫁に ふして 

第 九 章 誤傳された笆^^^-の句文 


支 考 


イセ 

叉 玄 


伊勢 

叉 玄 


六 六 1 


第 九 章 誤傳 された 芭蕉の 甸文  六 六 二 

木 曾 殿と 背 あはす る 夜 塞 哉  叉 玄 

などと ある。 何 丸の は 前書が あやしい 上に、 句 も 違って ゐる。 家藏 本の 「句 解 参考」 に は、 本文 中に 此句を 削つ 

て、 卷 末に、 

爱に 一 クの 不審め リ。 元祿六 年兀峯 撰の 桃の 實集 「木 曾 塚に. ふして、 「木 曾 

木 曾 殿と 背 あはす る 夜 塞 哉  又  玄 

しかれば 此句， か 聞め やま リて、 後人 翁の 句と おも ひて、 虛翁が許にて翁の作也と流布^3し-,^のならむ0 

と 訂正して ゐる。 然れば 後に 氣が 付いて 直した ものと 兑 える。 尙此句 は 季範の 「二月」 (元 綠 五 年刊) によると * 

尾 州 越 人の 作に なって ゐる。 恐らく これ は季範 のき、 あやまり であらう。 元祿の 古書に 三部と も 又玄の 作と して 

あるの だから、 又玄 作と すべきで ある。 

連句に 就いても 誤 傅が あり、 疑問 も ある。 蝶 夢の 「發 句集」 に.  •  ，  . . 

鷺の足 雉子 脛な がく 繼そ へて 

を發 句と して ゐ るが、 これ は 普通の 場合の 發句 ではない。 此句は 信德の 「七 百 五十 韻」 に 次いで， 「次 韻」 £ 十 句 

を、 其 角. 才 丸. 揚水と 附 けた 卷頭吟 で、 新に 五十 句 を 起す とい ふ 意味から 云へば 發句 とも 云へ ようが、 

挨 稷を爱 では 仕たい 花 なれ ど  正 長 

叉 かさねての 春 も あるべく  常  文 


梵の 足雄陘 長く！？ 添て  桃靑 

S 句以 一一 莊 子-可 レ見矣  其 角 

と 以下 3^ くべき 句で あるから- 發 句と 定める の はどう かと 思 ふ。 

亦 K 夕の 「一 ホ抄」 に、  . 

かけ 乞に 戀の こ -ろを 持せば や 

を あげて 發句 として 居る が 誤で ある。 之 は 「深 川 集」 卷 頭の 笆蕉 • 洒堂 • 嵐 蘭 • 岱 水の 歌仙、 初 裘三句 目の WJl^ 

の 長 句で ある。 卽ち  . 

ふすま 摑 むで 洗 ふ 油 手  蘭 

〇 掛 乞に 戀 のこ X ろ を 持せば や  蕉. 

翠應に みぞる i 下賀 茂の 社家  堂 

(下 略) 

と ある。 

芭蕉が 松 島で 獨吟 歌仙 を 作った とい ふ說 が、 古來傳 へられて 居る が、 その 疑 はしい 事 は、 第 六 章 奥" 細道の 條 

下に 論じて：. a いたから、 こ \ では 畧 する。 

二、 文 章 

第 九 章 誤 傅され；^ 芭 菊の 句 文  六 六 三 • 


第 九 章 誤傳 された 芭 蒸の 句 文  •  J ニハ四 

今日 芭蕉の 文と して 傳 へられる もの は、 長短 合せて 百餘篇 (紀行文、 日記、 消息 を 除く) ある。 この 百 餘篇悉 

く笆蕉 fe- であると は 信じられない。 百 餘篇の 內には 眞蹟物 や 句の 前書な ども 含まれて ゐ るが、 眞蹟 でも 成蹊の 「菜 

集」、 江 三の 「むつの ゆかり」 など は 信じられる けれど， 其 外の 物 は 傳來ゃ 筆 格から 兑 ると、 どうかと 思 はれる も 

の も少く はない。 句の 前書に なると 之 も 厄介で、 果して 芭蕉の 手に 成った もの か、 或は 撰者の 手に よって 改賓さ 

れ たもの か、 區別 がむ づ かしい。 常識から 云へば、 撰者が 芭蕉の 門人で あり、 撰 集の 刊行が 芭蕉の 生前 か 叉は殁 

年 を 去る 遠から ざる もので あれば、 先づ 芭蕉 作と して 信じられ ようが、 時代 を 遠くへ だつ るに 從ひ * 叉 は 燕 門の 

末流に なると、 撰者の 手が 加 へられる 可能性が あるから 危險 である。 以下 赏 例に 就いて 考 へて 見る。 

芭蕉が 奥の 細道で、 中將實 方の 嫁 を 訪れよう とした 所の 文で も、 「奥の 細道」 に は、 

笠 島の 郡に 入れば、 藤 中將實 方. の 塚 は いづく の ほどな らんと 人に とへば、 道より 遙 右に 見 ゆる 山際の 里 をみ 

の わ 笠 島と 云。 道祖神の 社 かた 見の 薄 今に ありと 敎ゅ。 此 比の 五月雨に 道い と あしく、 身つ かれ 侍れば. よ 

所ながら 眺 やりて 過る に、 蓑 輪 笠 島 も 五月雨の 折に ふれたり と、 

笠 島 は いづこ さ 月の ぬかり 道 

「猿 蓑」 に は、  . 

奥州 名 取の 郡に 入て、 中將實 方の 塚 は いづこに やと 尋 侍れば、 道より 一 里 半ば かり 左の 方 笠 島と 

(ふ處 にあり と をし ゆ。 をり ふし ふりつ > きたる 五月雨い とわり なくお 過る に • 


笠お や い づこ五 ：：： のぬ かり 道 

「卯；； -」 に は、 

屮將 W 方の 壌 は、 みちの く 名 取の 郡 笠 島と 云 所に て、 道より 一 摩； ばかり 侍る といへ ど、 雨し きりに 

降りて、 日もくれか、りければ- 

かさ^^?ゃぃづこ五月のぬかり道 

「 一 雜 に は、  . 

藤中將 さね かたがつ か は、 道より 一 里ば かり 笠 島と いふ 處 にあり といへ ど、 さみだれ 降つ きて、 み 

ち もい と あしければ、 わりな く晃 過して 通りぬ。 

笠 じ ま は いづこ 五月の ぬかり 道  - 

以上 四 種の 文に 就いて 考へ るに、 奥の 細道 は刖 として、 「猿 蓑.」. 「卯 辰 集」 は 芭蕉 生前の 刊行で あるから、 撰者の 

改作と も 思 はれまい が (或は 撰者の 作 かも 知れない)、 「一葉 集」 の は芭. 蕉の 文で あるか 少し 疑 はしい。 後人が 

「t 巴 蒲 文 菜」 に 入れる 場合、 奥の 細道から 取る のが 最 安全で、 次 は 猿 蓑. 卯 辰と いふ 順序に ならう が、 古 紫の 文 

を 勝手に 改めて 出す とい ふ 事 は、 不穩當 な行爲 かと 考 へる。  , 

-斗 得の 「芙蓉 文集」 に、 垣の 梅と いふ t 巴蕉の 文が 出て ゐる。 

ある 人の 草の 戶を尋 侍りけ るに、 よそに 出 侍る よしに て、 とし 老 たる をの こ ひとり、 留守 を まもり 居ければ、 
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垣穗の 梅の さかりなる、 是 なむ あるじと いへば、 隣の 梅に て さぶ らふと 申に、 いよ./ \ 與 なき 心地に て歸ら 

ん とせし に、  ， 

留守に 來て梅 さ へよ その かきね かな 

之 も 「一葉 集」 に は、 

ある 人の 草の 戶 i§ ける に、 よそに 出け るよ しにて、 年老た の、、 の ひと リ、 2:i^^nst?"l!、 垣 穗の每 さ 

かりな リけ Ki、 、、れ なんある じと いひければ、 かの, S: 隣の 梅 Li て さぶ らふと 申す に、 いよ/ \g〕 ハ" しお^,^ 

歸リ 侍る とズ  . 

留守に 來て梅 さ へ よその 垣根 哉 

と あるが、 原作 は採荼 庵に 傳 はった 芭蕉の 眞蹟 で、 「菜 集」 に 出て 居て、 卽ち 

？  '  .  )  ^  0  0-  ^  •  00000000000000 

あるひとの 力く わ 力. か；^ つれ 侍る に、 あるじに 寺に 詣で ける よしに て、 とし 老たる 4* の： 獨庵， かま もリゐ ける 。か 

き ほに 梅 さかりな リ ければ、 、、れ なむ あるじが ほな りと いひけ る^、 かの， なの： よその かき ほに て さぶ らふと 云.^ 

き、 て 

るすに きて 梅 さへ よその かき ほかな  . 

「芙蓉 文集」 と 「一葉 集」 の 文と は 大同小異で、 或は 別種の 原文と して 傳 はった もの か。 或は 撰者の 改乍 であら 

うか。 


T ほ 進が 蝶と いふ 女に 句 を 乞 はれた とい ふ 前書 は、 蝶 夢の 「發句 築」、 秀 三の 「一 代染」 等に 載って 居る。 卽ち 

ある 茶店の 傍に やすら ひしに、 我， な 見し リ 侍る！. L や 內へ請 じて、 家 女の 料紙 持 出て 口、 我は此 家の 遊女な リし vy 

今の わる じの 妻と なし 侍る 也。 先の あるじ も 鶴と いふ 遊女 妻と す C その 頃 難 波の 宗因、 此 所に わ^り 給 ふ 見て、 

句 願 ひ 請 ひたる と、 例の かしき 事まで 言 出て、 鎮に望 侍れば、 いなみが たく ズ、 かの 難 波の 老人が 句に、 葛の 

葉のお つるが うらみ 夜の 霜と 云 句 前書に して、 て ふとい ひける 女に あ. ^ふ。 

蘭 の 香 や 蝶の 超に たきものす 

然るに 此文は 土 芳の遣 稿 「三 冊子」 によると、 

此：^ は、 ある 茶店の 片 はらに、 道 やすら ひして た すみ ありし を、 老翁 を 見知り 侍る にや 內に請 じ、 家 女 料 

紙 持 出て 句 を 願 ふ。 其 女の いはく、 我は此 家の 遊女な りし を、 今 は あるじの 妻と なし 侍るな り。 先の あるじ 

も 鶴と いふ 遊女 を 妻と し、 其 比 難 波の 宗因 此處 にわたり 給 ふ を 見かけて、 句 をね が ひ 請た ると なり。 例 を か 

しき 事まで いひ 出て、 しきりに のぞみ 侍れば、 いなみが たくて • かの 難 波の 老人の 句に、 の 紫のお つるの 

000000000000000  000000000000000 

恨 夜の. 被と かいふ 句 を 前書に して、 この 句 遣し 侍る との 物が たりな り。 其 名 をて ふとい へば かくい ひ 侍る と 

なり。 云々 

とあって、 土芳が 芭蕉から 聞いた 話 を 書きつ どった もので、 それ をな ほ 蝶 夢が 多少 改めて 前書と したやう で、 T ほ 

蒸の 文で はない らしい。 
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「一葉 集」 •「 一代 集」 に 白髮呤 とい ふ 序詞が 載せて ある。 之 も 頗る 疑 はしい もので、 原文 は 甲子 吟 行に， 

長月の 初 故 鄕に歸 りて、 北 堂の 萱草も 霜枯れ て、 今 は 跡 だに なし。 何事 もむ かしに か はりて、 はらからの 

鬉，； II く、 眉 皺より て、 只 命 有て とのみ いひて 言 紫 もな きに、 兄の 守 袋 を ほどきて、 母の 白髮 をが めよ、 浦し 

まが 子の 玉手箱、 汝が眉 もや \老 たりと、 しばらく 泣て、  . 

手 に と ら ば 消ん 淚ぞ あっき 秋の 雜 

と あるが、 之 を つ 一 葉壤」 では、 

000000000000  0000000000  000000000000 

たよりも 文月の 玉 まつる 頃、 武 陵より 古里に 歸 るに、 二十と せの 月日 も 夢 なれ や。 北 堂の 萱草も 霜 がれて、 

今 は 其 おもかげ だに なかり しが、 何 ごと もむ かしに 立 か はりて、 はらからの 鬓 しろく、 眉し はみ て、 つれな 

きいの ち ありとの み、 いひ 出る こと 葉 もな きに、 兄の 守 袋 を ほどきて、 母の 白髮 をが めよ、 浦し まが 子の 玉 

手箱、 汝が眉 もや、 老 たりと、 年月のお こたり はかた みに 泣つ X、 

手に とらば 消ん 淚ぞ あっき 秋の 霜 

と改 資して ゐる。 「 一 代 集」 に は 手に 取らば 消えん の 句 を 削って、 「 一 家み な 杖に しら 髮の 墓參」 の 句に 直して ゐ 

る。 今 この 文に 就いて 考へ るに、 文月の 魂 祭る 頃と すると、 元 fi 七 年 七月 芭蕉 最後の 歸鄕の 事と なり、 一家み な 

杖 i 白 髮の發 句に は 合 ふけれ ど、 母の 白髮拜 めよ、 浦 島が 子の 玉手箱と 云った 貞享 元年 九月の 歸鄕の 事 實とは 一 

致しない。 叉 手に 取らば 消えん 淚の 句を活 すと なると、 甲子 吟 行の 歸鄕と は 合 ふけれ ど、 胃 頭の たよりも 文月の 


玉 まつる だの、 ニトハ 牛の ri:: 日 を 夢 だのと いふ 事 は 事 實が合 はたくなる。 支考の 「十：： 今抄」 に、 一 { 永 みな 杖に. H 

5^ の 句 を 註して、 「g: 麓麼の 遺稿に は， ：！ 髮吟 とい ふ 序詞 ありて、 云々」 と ある。 两麓 庵の 遣 稿と は、 ^燕が 伊賀の 

1： 麓^に 於て、 貞享 以後の 文 稿 をす ぐって、 . ^餘篇 點撿 した 草稿 を 指した ので、 同じく 古今 抄に 3- えて ゐ るが、 

か、 る ifti は 際あった かどう か詳 かで ない。 或は 白 髮吟は 支 考の僞 作で、 それ を 後人が 甲子 吟 行の 歸鄉の 記 

に 合 はない 所から、 一家み なの 句 を 削って、 手に 取らば の 句に 代へ て 了った のか も 知れない。 

士朗の 「枇杷 閣隨 筆」 に、 ^亭 夜話と 註して、 -ぃ 巴蕉が 貞享五 年 伊勢 參宮 した 一 文を揭 げてゐ る。 卽ち 

ooo〇oooo〇o〇〇oo  o〇o〇oonooooo〇〇〇o〇〇〇 

貞享 五と せ 如月の 末 伊勢に 詣づ。 此 御前の 土 を 蹈 事 今度 五 度に および 侍りぬ。 さらに ハ 牛の ひとつ も老行 ま、 

に、 かしこき お ほむ ひかり も、 た ふと さも 摘 思 まされる 心地して、 かの 西 行の かたじけな さに とよみけ ん淚 

の 跡 もな つかしければ、 扇う ちしき、 砂に かしら かたぶけ ながら、 

何の 木の 花， と はしらす 勻 ひかな 

この 文 も： はしい。 第一、 如月の 末と いふ 事が どうかと 思 ふ。 支考の 「笈 日記」 伊勢 之 部に、 

貞享の 間なる べし。 此國 に抖蔽 ぁリし 時、 奉納 二. IPO 

西 行の なみだ した ひ、 ^賀の 信. ^かなしむ。 

何 の 木 の 花 ともしら すに ほひ かな 

裸に はま だ 二月の あらし 哉  I  . 
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「泊 船 集」 に、 

二月 十七 日神路 山， を 出る とて、 西 行の なみだ した ひ、 增賀の 信 かなしむ 0 

裸 に はま だ 二月の あらし かな 

い ぜ 神法樂 

何 の 木 の 花 ともしら すに ぼひ かな 

と ある。 叉 嵐 雪の 「其 袋」 に. も、 二月 十七 日 神 路山を 出る とてと 前書して、 裸に はの 句 を 出して ゐる。 今是 等の 

前書に よって 考へ るに、 何の 木の 句 は 西 行の 故事に よって 作られ、 裸に はの 句 は 增賀の 故事に 基いた もので、 芭 

蕉は 二月 十七 日 神 路山を 出で、 神宮に 此ニ句 を 奉った と 見るべき で、 神宮 參拜は 二月の 末で はなく、  二月 中旬と 

思 はれる ので ある。 なほ 一 つの 疑問 は、 御前の 土 を ふむ 事 今度 五 度に 及ぶ と あるが、 芭蕉 参宮の 書に 表れた もの 

に は、 貞享 元年 八月と 同 五 年 二月 位で、 五 度と は 疑 はしい。 或は 延资 年間 父の 病 を 聞いて 歸國 した 時に 參_* した 

もの か、 或は 伊賀 仕官 時代の 頃で あつたか、 貞享五 年 迄に 五度詣 でた 事は詳 かで ない。 

な ぼ 「枇杷 園隨 筆」 に、 芭蕉が 貞享五 年 三月 萬 菊 丸 を 連れて、 芳 野の花に 遊び、 高野山へ 登った 時の 句 文が 載 

せて あるが、 之 も 甚だ 疑 はしい 前書で ある。 卽ち 

高 野のお くにの ぼれば、 靈場 さかんにして 法 • の燈 消る 時な く、 坊舍地 をし めて 佛閣甍 をなら ベ、 一 印頓成 

の 泰の花 は、 寂寞の 霞の 空に 勻 ひて おぼえ、 猿の 聲 鳥の 啼 にも 腸 を 破る ばかりにて、 御 鹿 を 心 しづかに おが 


oooooooooooooc^oo め oo つ o  ^> ジ 21 ^  ^ 

,f -、  ：C "堂の あたりに，. ィて、 倚お も ふやう あり〕 此處 はお ほくの 人の かたみの 殘れる 所に して わ 力 先？ S の *^ 

i:v」lf ぉン、 ^^^s^^^^p^^fr  『こ 。ひ。 こ。 め 。つお！ つ あ。 あ。 へす。 

0000000000 

こぼる 、淚 をと V めて、 

00000003000  0- 

父母の しきりに 戀し 雉の 聲 

f^lij^i の 先？ g の 髮髮ゃ 父母の 骨が、 高野山に 塊 まって ゐる事 は、 他に 問かない。 ^藤が 故主 蟬吟 公の 造 を、 高 野 

山の 報恩 院に收 めた とい ふ說 (之 も異說 があって 詳か でない) は俾 はって ゐ るが、 高野山に 松 足 一家の 墓が ある 

とい ふ isif は ： 1^ 疑 はしい。 父母の 句 は 行 基の 「山鳥の ほろ くと なく 罄 聞けば 父 かと ぞ思ふ かと ぞ思 ふ」 とい 

ふ 說 的な 和歌に よって 作られた ものら しく、 高野山に f 巴蕉の 先祖の 驚髮ゃ 親しき なつかしき 限りの 白^が 视め 

られて あるから、 その 思 出が なつかしく、 父母が 戀 しくなる とい ふわけ では あるまい。 如何にも 此前 喾 は、 後人 

がお の遗髮 か 遣^のお 供 をして、 高野山へ 收 めに 行った とい ふ傳說 を、 t ぃ巴蕉 一家の 墓に 附會 して、 い.^ かげん 

に 造して、 父母の.？ に 結び付け たもので あらう。 

支考の 「和漢 文藻」 や 「本朝 文鑑」 に 出る 芭蕉の 文に も 疑 はしい ものが 多い。 先づ 和漢 文藻に、 燕の 月 賦 

が あるが、 どうかと 思 ふ。 少し 長い けれど 引用して 兑る。 

ことし； tSiiiEi 湖の 月兑 むと て、 しばらく 木 曾 寺に たび 寐 して、 勝 所 松 本の 人々 を 催す に、 乙 州 は 酒 を たづ さへ 
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て、 泉 川に 三日の 名 をった へ、 正 秀は茶 をつ、 みて、 信樂に 一夜の 夢 を さます。 今宵 は 茶と いひ、 酒と いひ • 

かた ふの 人 も 二 派に わかれて、 洒 堂は燈 にかたぶ きて、 其 茶に 玉 川が 歌 を 詠 じ、 丈 草 は 月に うそぶきて、 其 

酒に 樂 天が 詩を吟 す。 支考は 若く、 太 節 は 老いぬ。 智月は 物のお ぼっかな う、 かつぎの あまの なま 浮びなら 

す。 それが 中 こも 惟然 法師 は、 酒に おどろき、 茶に 感じ、 ほむる も そしる も そらに 風 吹て、 爱に n 一子 者の 志 

をた めざらん や。 まして 其 外の 友と する 人 も、 峨々 洋々 の 心 ざし を しれれば、 すべて は 飮屮八 仙の あそびな 

らん。 .i^ やつれ. の 法師 だに、 心. をつ くろ はぬ 友 えらび は、 か- -る 月見の 沱 なるやと、 m やひし ま、 の 草の 

庵に、 淨 世の 外の 風狂 をつ くせり。 

米く る k 友 を こよ ひの 月の 容 

かくて 三盃の 興に 乘 じて、 湖水の 月に 船 を 浮べん と、 物 このむ 人の 風情 を そへ たるに、. あに 瓢 第の 唐子 はな 

けれども、 扇に 茶瓶の 若 男 あれば、 赤 壁の 船のと ぼし さに は あら ざめ り。 さ f 波 や 打 出の 濱の 名に しお ふ 鏡 

の 山 もこな たに さしむ かひ、 日 枝 は 横 川の 杉に つらなりて； 比 良の 高 根 は 雁 を も かぞへ つべ し。 うしろに 音 

羽の 51- たかく、 石山の 鐘 は 粟津の 嵐に さえて、 そこに 楓 橋の 霜 も 置ぬ らん。 矢 橋の 歸帆は 今齊を もてなす に 

似 たるべし。 
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されば 我 朝の 紫 式部 は、 石山に 源氏の おもかげ を寫 し、 唐 國の蘇 居士 は、 西 湖に 越 女の よそ ほひ をた とふ。 


いづれ も 風雅の 名に 续 りて、 八.' の まぼろしに 浮 ざらん や。 K そ も 和^の 名縱 なりけ らし。 さて 松 本に 船 を さ 

しょせ て、 茶^の^-— に 心 を 放てば *  ：：： はよ し 蓬 萊の水 をへ だてす。 身 はた だ芙荐 の？ S にうる ほふ。 竹の 林 

の：. も 時なら で、 松が. 江の 鱸 は 今 { 竹なる を や。 なほ はた 傾く H の 名殘に は、 辛 崎の 松 も ひとり やたてる。 古 

き 都の 名 も ゆかしければ、 花 川の 明 ぼの を こそと、 千那. 尙， H を おどろかし ぬれば、 夜 はは や 五. に 過ぬ 

べし， 

三 井寺の 門た 、かば やけ ふの n 

誠よ 推敲の 昔ながら、 船に 今宵の 遊 を 思へば、 此 座に 韓 愈が 文章 を も あざむき • ：賀 島が 詩賦を もも どきぬ ベ 

き。 詩人 文^に 乏しから ねば、 たと へ 赤 壁の 前後と いふと も、 その 地， に此人 を恥づ べき やと、 ぬ もろこし 

を 和 乎に とりて、 今丧の 風流 を あらそ ふ ほどに、 =^ は 長 等 山の 木の間に 入りぬ。 

右の 文 は 「-. e 蕉 文藥」 •「 一 葉 集」 •「 一 代 集」 等に も 載って ゐ るが、 一葉 集 は眞僞 未詳と する。 支考の 「笈 日記」 

によると、 t 巴 蒸 は 元 ft 四 年 八月 支 • 路 通 等を從 へて、 湖南に 一 T 一夜の 月見 を 催した。 つまり 月の 本末 を兑 ようと 

云って、 待 {货 は楚， y 亭に 遊び、 十五夜 は 木 首缀に 集まり、 十六夜 は 船 を 堅 田に 泛べ たので ある。 其時路 通に は 待 

やおの 文が あり、 支 考には 名月の 泛 湖の 賦が あり、 -t 巴 蕉には 十六夜の 辯が あって、 竹內氏 (成 秀) の 家に 止めた の 

である。 支考の 記錄は 大方 疑 はしい ものである けれど、 この 「笈 日記」 だけ は 信 を！ a ける かと 考 へる。 そこで 私 

は 名月の 泛 湖の 賦は卽 ち 月見 ノ賦の 事で あらう と 思 ふ。 例へ 之が 笆蕉の 作であった としても、 支考の 手の 加 はった 
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もので はなから うかと 思 ふ。 「古今 抄」 に 

oo〇〇o〇o〇o  oo〇〇o  〇o〇o〇o  ooooooooooooo 

世 更に 我家の 文章 を 論ぜば、 湖南に 月見" 賦 をった へて、 百世の 文 格に も 恥 ざらん かと、 云々 

と あるが。 どうも この 口上が 面白くない。 百世の 文 格な どと いふ 事 は支考 のよ く 言 ふ 事で、 自分の 作 を 芭蕉の 名 

に假 託して、 偉 さう に 言 ひ 立てる 事 は、 支考の 常套手段で あるから、 油斷は 出来ない。 

雪見 ノ賦  ^ 

十月の 時雨、 霜月の 霜、 師走 は 雪の 降る 月と て、 ひとり 法師 は、 火缝 の小藥 鐘に、 物く る、 友達 を もてなし、 金 

箱の もりす るお ゃぢ は、 袖口より 背中 を か、 せて、 菜 飯忆： 史行 鐘の 聲を かぞ ふ。 それより 一 ふし 世 なれ. たる 

男 は、 夜着の 袖より 庭 を 見やりて、 あ，^ 降た る 雪 かなと、 身の上に 謠ひ捨 たる は、 花 も 紅 紫 も あそび 過して、 

今更 物の 淋し けれど、 折々 父母 を こらした る ひとりむ す 子の 身の 娱 ならん。 世 はかく さま f、 の 相手 あれ ど、 

是と 遊ばん と 思 ふ 人 は 稀 也。 たと へ香爐 峰に 簾 を 捲た る 女 も、 智惠 過て すさまじく、 かの 山陰の 夜の 雪に、 

小船の 模様 をつ けたる をの こも、 興つ きて 後 寒 からん。 いざや 無分別 界に 平白漫 地の 雪見せ む。 此三國 川に 

船 を 浮た るに、 錦 城の 歌吟は 更に 知らす。 中に 置 火 鐘の 紫 ふとん は、 雪の 夕日に か r やきて、 緩 子の ひむ く 

も、 純 子の そら 色 も、 な こその 關の名 こそ とがめね。 しか は 人目 もしのば す や あらん。 昔陶朱 公が 船に 乘せ 

て、 五 湖の あなたに あそびし 人 は.. 我 もの 顏 にて にく からん に、 越 女の 紅 裙も燕 姬の翠 黛 も、 こ \ に 乏し か 

らぬ 遊な らん。 さて 經 岡の 松の 雪 は、 佛 くさき を いやがりて、 上戸 は 長 くらべ 山に 頭 をめ ぐらせば、 げに日 


野が SI には^!^" の 名 ありて、 我と 思 はむ 者 あらば、 此盃 まゐら さう と、 舢 先に 立て 相手 を 待つ に、 我 はぺ企 

のかげ にかくれ て、 =： 窓 寺の 入相に、 此夕暮 を 惜しむ ばかり 也。 

此文 は，. EJi^ の 作で は あるまい。 支考 であらう。 缓 乙子と いふ 號は 支考 の號 名で、 「本朝 文鑑」 の 悠然/ 賦に、 作者 

镇 乙子と あって、 白 狂の 註に 云、 「此 名ヲ鎮 乙子 ト ハ例 ニ我師 ノ隱號 ナガ ラ、 某-一 莊子 ヲ讀メ ル時ノ 問题ト ゾ。」 本 

朝 文 鑑 は 連 二 房の 名に よって 作られ、 白 狂の 名に よって 註され てゐ る。 .n 狂の 序に、 「束 花 坊を師 とし、 述ニ を 

兄と して、 文 鑑に此 註 者た らんに、 云々」 と あるから、 我 師の隱 號とは 束花坊 の隱號 とい ふ 意味で、 實は 15^ 花坊 

も ii^l 一房 も 白 狂 も支考 の別號 であって、 虛實の 遣 分けで ある。. 

,レ 巴 蒸の 幻 住 庵の 文 は 古来 三種 傳 はって ゐる。 一は 「眞蹟 拾遺」 の 幻 住 庵 記、 一は 「和漢 文藻」 の 幻 住 庵賦、 一 

は 「tsi: お」 の 幻 住 記で ある。 賦は 眞蹟拾 遣の 記よりも 長いが、 大同小異で、 猿 蓑の 記 だけが 大に途 つて ゐる。 

次に その 全文 を揭げ よう。 

幻 住 庵ノ賦  風羅坊 

五十 年 や \ ちかき 身 は、 苔 桃の 老木と なりて、 蝸牛のから をう しな ひ、 蓑蟲 のみの を はなれて、 行衞 なき 風雲 

にさ まよ ふ。 かの 宗鑑が はたご を 朝夕に なし、 能 因が 頭 陀の袋 を さぐりて、 松 島 白 川に 面 を こがし、 ？细 殿の 

山に 执を ぬらす。 ？ うたに 啼 そとの 濱邊 より、 えぞが ちしま を兑 やらん までと、 しきりに 思 ひ 立 侍る を、 

同行 酋良 なにがしと いふ もの、 多病い ぶかし など、 袖 を ひか ゆるに 心た わみ て、 象 潟と いふ 所より、 越路の 
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方に おもむく。 さる は 高 砂子の あゆみ くるしき 北海の あら 磯に きびす を 破りて、 ことし 湖水の ほとりに た 

よふ。 鴻の 淨巢の 流と まるべき 蘆の 一 薬の やどり を 求む るに、 その 名 を 幻 住 庵と いひ、 その 山 を國分 山と 

いへ り。 古き 御社の 立せ たまへば、 六 根お のづ から 淸 うして、 塵な き 心地な むせら る。 かの 住捨し 草の 戶は • 

勇士 菅沼氏 曲水 子の 伯父なる 人の、 此世 をい とひし 跡と かや。 ぬし は 八と せば かりの 昔に なりて、 棲 はま ぼ 

ろしの ちまたに 殘 せり。 誠に 知 覺迷倒 も 皆た 幻の 一字に 歸 して、 無常迅速の ことわり、 いさ X かも 怠る ベ 

き 道に あらす。 山 はさす がに 深から す。 人家よ き 程に へだたり、 石山 を 前に あて，^、  3 石 間 山の しりへ に 立て 

り。 南薰 高く 峯ょ りおろ し、 北風 はるかに 海 を ひたして 凉し。 折し も 卯月の はじめ なれば、 つ、 じ唤殘 り、 

山 ふじ 松に か、 りて、 時鳥し ば. /(\ 過る ほど、 宿 かし 鳥の 便 さ へ あるに、 木つつ きのつ \ くと も 出で じ、 か 

つ こ 鳥 我 を 淋しがらせよ など、 ひとり よろこび、 そ ろに たのしみて、 吳楚 東南の ながめに はぢ す。 五 湖 三 

江 もこ、 に 疑し き や。 日 枝の 山、 ひらの 高 根より、 辛 崎の 松 は 霞 こめて、 膳 所の 城 は 木" の 間にか^ やき、 勢 

田の 橋に 雨晴 て、 粟津の 松原に 夕日 を殘 す。 三. 上 山 はふ じの 係に かよ ひて、 武藏 野の 古き 住家 も 思 ひ 出られ、 

ク ナカ ミ 

田 上 山に 古人 をした ふ。 さ、 ほ. -嶽、 千丈ケ 峰、 はかま ごしと いふ 山 あり。 笠 取 山に 笠はなくて、 黑津の 里人の 

色ゃ黑 かりけ む。 猶 はた 眺望く まなか らんと、 後の 峰に は ひの ぼ，^、 松の 棚 作り、 藁の 圓座 をし きて、 是を 

猿の 腰かけと 名く。 傳へ 聞ぬ、 除老が 海棠 巢の 飮樂 も、 市に ありて かまびすしく、 王道 人が 主薄峯 の 住居 も、 

愛 を 拾て うらやむ ベから す。 虚無に 眼 を ひらいて 嘯き、 孱顏に 風 を捫て 坐す。 たま/ \ 心 すこやかなる 時 は、 


薪 を 拾 ひ、 淸水を結ぶに、©^5^^ひとっ葉のみどりをったふ。 とくく の-， を わびて は 一 爐の そな へ いと Si し。 

前に 住け る 人 もさす がに 心 高く、 たくみお ける 物數奇 もな し。 持佛 一^ をへ だて、、 夜の 物 かくら ふべき 所 

などい さ、 かしつら へり。 さる を 高 良 山の I？ 正洛 にの ぼり 居 給 ひし を、 ある 人 をして 額 を こふ。 いと やすら 

かに^ をと りて、 幻 住 庵の 三 字 をお くらる。 共裏に は 予が名 を 書て、 後 兌ん 人の 記念 ともなれ となり。 山： iS 

とい ひ、 旅寐 とい ひ、 させる 器た く はふべき にも あらす。 木^|2の拾笠、 越の 菅蓑 ばかり、 枕の 上の 柱 にかけ 

たり。 f?; はせ：： 守の 翁、 麓の 人な ど入來 りて、 ^の稻 くひ あらし、 鬼の 豆 畑に 通 ふな ど、 我 問 しらぬ 咄に曰 

を暮 し、 かつ はまれく とぶら ふ 人 も、 夜」 M しづかに して 影 をと もな ひ、 罔 兩に對 して は 是非 を こらす。 か 

くいへば とて ひたぶ るに 閑寂 を 好み、 山野に 跡 を かくさむ とに も あらす。 5 身 や、 人に うみて、 ^をい とひ 

し 人に 似たり。 ，可 ぞゃ法 をも修 せす、 俗 を もっとめ す、 いと S き 時より、 よこさまに すける iss- 侍て、 しばら 

く 生涯の はかり 蓽 とさへ なれば、 終に 此 一筋に つながれて、 無能 無才 を 恥る のみ。 勞 して 功 穴..： しく、 祌 つか 

れ、 をし わめて、 秋 も 牛 過 行 ま、、 風景 朝 暮の變 化 とても、 乂た まぼろしの 住 33 ならす やと、 やがて 此 

文 をと めて 立 さりぬ。 

支考 の說 によると、 始の •； 通は_^^|合にぁって、 文章の 無用 をす ぐり、 屮の 一 通 は 幻 住 庵， S で、 文章の 花 突 を 揃 

へ、 終の 一 通 は 猿 蓑の 幻 住庵ノ 記で、 文章の 花 資を整 ふとい ふの だが (「喁 干錄」 )、 賦は必 すし も 花 突 を 揃へ ると も 

m 心へ ない。 支考は 「古今 抄」 に、 元祿七 年の-秋、？ 巴 蕉は^ 賀の西 麓 庵に 於て、 後 蓑 撰 第の 次 手に、 良享 以後の 文 
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稿 をす ぐって、 十餘 篇點檢 した 時、 幻 住庵ノ 記の 魂 吳楚の 文 論が あつたと 言って、 「魂 吳楚の 三 字より、 其 餘の未 

練 は 指 を 倒す にっきす。 これら は擧 而不レ 思と いへ る 早計の 人の 悔 ならん。 云々」 と 論じて ゐる。 併し 猿 蓑 は 俳諧 

の 古今 集に 比せられて ゐる 理想的な 撰 集で あるから * 句 も 文 も餘程 精選した もので、 瑕 だらけな 幻 住庵ノ S を 去 

來も 入れる わけはなから うし、 芭蕉 も 載せ はしまい と考 へる。 それ は 或は 後に 見て 後悔した 所 もあった かも 知れ 

ない が、 賦の 筆力 は 到底 猿 蓑の 幻 住庵ノ 記に 及ばす、 眞蹟拾 遣の ものよりも 平板 二 几 長な 感 がする。 殊に 支考は 

其 文 論 は 獅子 庵の 遺稿に あって、 五秘の 一 品で あると 言って ゐる など は、 容 H 勿に 信じられる もので はない。 幻 住 

庵の 文の 草稿 は 三 通あって も、 賦は 支考の 手の 加 はった ものと 考 へて 差 支な からう と 思 ふ。 

なほ 本朝 文 鑑に憐 捨子 辭 (笆蕉 庵)、 庚 午 紀行 (風 羅坊) を 載せて ゐ るが、 何れも 支 考の僞 作で あらう。 憐 捨子 

辭 は貞享 元年の 「甲子 吟行」 中の 富士川の 捨子の 文 を 少し 改めた もので あり、 度 午 紀行 は 貞享四 年から 元祿 元年 

に 涉る卯 辰 紀行の 燒 直しで ある。 白 狂の 註に、 

此記ハ 元祿ノ 庚午ナ ラン 力。 世-一 傳ル モノ 多ケ レバ、 或 ハ乙丑 紀行 トモ 云へ ル。 其 紀ハ貞 享ノ秋 ナルべ シ。 

サルヲ 武江ノ 芭蕉 庵 一一 テ、 紀行 ヲ 取捨 シ タマ へ ル ハ元 祿ノ辛 未ト見 エタ レバ、 兩紀ノ 文法 ヲ 取合 セテ、 此篇 

ヲ成 セリト 見ュ。 尤モ 故翁ノ 書捨シ 文章 ノ 反故-一 ハ、 幻 住 庵ノ賦 ト記ト  一 I 三 通 ノ違ヒ アル 如ク、 幾度 モ 取捨 

シ タマへ ルヲ、 人ハ 秘藏シ テ書傳 フル 故 ナリ。 云々 

と あるが、 兩紀の 文法と いふ 意味が よく 分らない。 元祿 三^  (庚 午) の 紀行と 貞享ニ 年 (乙 丑) の 紀行と いふ 意 


味 か。 一： 几 マ 柚；！： 年に は 幻 住 庵の 文が ある だけで、 別に 紀行文 はない。 貞享 ニ^ は 甲子 呤 行の iB^ か。 E- 子吟 行と する 

と^^^：^儿ハ巾秋で、 乙 ひ紀； 仃は事 { 戊に 合 はない。 貞享ニ 年 秋 は. 江戶 におって 旅 中で はない。 とにかく 支 考說は 幻 住 

庵の 文に 三 Ig ある やうに、 卯：； M 紀行に も 幾 種 かの 草稿が あると 言って、 暗に^ 午 紀行 は その 草稿の 一 であると 勻 

はせ たの だら うが、 例の 欺瞞で ある。 その 實支 考は芭 蒸の 卯 辰 紀行 を 改作して、 】i 、午 紀； ひとい ふ 勝手な^ 號を付 

けた ものに 遠 ひ あるまい と へる。 卯 辰と は 卯年 (貞享 四 年) から 辰ネ (一： 儿 fi 元年) にかけ ての 旅行 だから 名け 

たので、 意 呔. は 分る が、 斑 午と 云って 元綠 三年の 紀行と して、 芳野 行！： ゃ須磨 • 明 石の 旅行 を 書く ので は * 一向 

意味 をな さない。 元 綠叫 ハキ (辛 未) に 卯 辰 紀行 を 取捨した などと は 信じられない。 假 にさう いふ 事が あつたと し 

て も、 题號は その 時の 旅行に 適合す る やうな もの を 選ばなければ ならない。 魔 午 紀行 は 支考の 偽作で ある。 

史 邦の 「-ぃ 巴 燕^ 小 文庫」 に、 煤 掃之說 とい ふ 文 を 載せて、 芭 蒸の 作と して ゐ るが、 之も  一 ^^^^などに疑ってゐ 

る やうに あやしい ものである。 

煤 掃之說 

明 ぼの、. S より、 物の はた/ \ ときこ ゆる は、 疊 をた-^ く 音なる 可し。 け ふ は 師走の 十三 日、 す、 はきの こ 

とぶきな り。 げ にや 雲井の 儀式、 九重の 町の 作法 は、 嘉例 ある 事に して、 唯な みく の 人の 煤 t| く體 こそい 

とお もしろ けれ。 おのおの 門 さしこめて、 奥の 一 間 を IS 風に かこ ひなし * 火鉢に 茶签を かけて、 妪が 帷子の 

上 張、 爪先 兑 えたる 足袋 もい とさむ く、 冬の 日 かげの はやく 晝 になり ゆき、 庭の 隅 調度 どもと りちら したる 
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中に、 持佛 のうしろ むきた るぞ 目に は 立 なれ。 家の 童の 緣の 破れす のこの 下 を のぞきま はる は、 何 を 拾 ふに 

やと あやし。 味 i 曰と よばる 大男の 袋 かぶり、 蓑 着た る もめ づら かに、 米植 のさん うちつけ、 姐 しらけ， 行燈 

張り かへ て、 田つ くり 鱧淺漬 のか をり 花やかに、 上下の 膳据 ならべた るに、 ほどなく 暮て 高い びきと はなり 

ぬ 0 

す. >- はき ゃ暮行 宿の 高鼾  はせ を 

平明に 寫生 的に 書かれて 面白い もので は あるが 氣 品に 乏しい。 成 美の 「隨 齋諧 話」 に， 

小 文庫に 載せし 煤 掃の 說と いふ もの も、 ひそかに 思 ふに はせ をの 筆力なら ぬ やうな り。 これら も 支考が 手に 

出た る を 史邦漫 に 書き 加へ たる もしる ベから す。 文中 拙き 語 共 も 交れり。 殊に 結句に ほどなく 暮て 高鼾と は 

なりぬ と 書きて、 その 發句 暮れ ゆく 宿の 高鼾と あり。 これら 決して はせ をの 造 意に は あらぬな り。 云々 

と ある。 成程 成 突の 一一 一一：： ふやう に、 結句に 程なく 暮れて 高鼾と はなり ぬと あって、 發 句に 暮れ行く 宿の 高鼾で は、 

餘 りに 平凡な、 拙劣な 技巧で ある。 恐らく 前書の 文と 發 句と は 別個の ものであるの を、 史 邦が 取って 付けて 了つ 

たもの かと 考 へる。 

叉 同書に 石臼 之讃 とい ふ 文が あって 芭蕉の 作と なって ゐ るの も 誤で ある。 

石 a 之讃 

市中に あって、 俗塵に よごれぬ 物 は、 げに その 始を よくす るよりも、 その 終 をと ぐる 事 はかた し。 商 山 竹林 


の 1^ 士も猶 出て 让へ、 寛 平 華 山の 上皇 も 終た しかなら す。 たま/ \是 を 見る に、 唯 石 の 一 つのみ、 聖 ー國師 

は是を 以て 肉 身 を やしな ひ、 法身 を 知る。 民家に はまた 麥刈 そむる よりも、 极 こき 落す 冬に 至る まで、 片時 

もよ 所に する 事な し。 その 高き こと を 論 すれば、 役の 優 婆 塞の 庵の 中に かくれて、 彼た ぐ ひ を 道 引 切の 上に 

立べ し。 上と 下と 二つなる は、 力足らざる 者の ために 惠 なれば なり。 不斷土 にあり て、 筵より 外 を 見ぬ は、 

謙に 居る 事の 調へ るに あらす や。 似に も黃 姉の 手に とられざる 事の ありがたき 事 を 深く さぐり しるべし。 n 

なだらかなる 時 は、 かます を 荷 ふ 老翁の いで 来りて、 こっくと する 音す みて 後 は、 李 札が 劍を 塚に かくる 

事 を恥づ べし。 名 をぬ すむ 盜人は あれ ども、 石臼 を 盜む盜 人 はなし。 また 人の 心 をみ ださぐ るの 至なら す や。 

月 さしの ぼる 夕顔の かげに、 ひとり はお どろの 髮を まぐ ね、 ひとり は 佛の眞 似 をす る あたまな りに て、 くる 

しき こと を覺 えす。 挽 ま はす 力に 其の 飢を 助く る は、 文 王の 始に 仕た まへ るに 事た が はす。 や k 今様の むづ 

かしき 歌の ふしに かま はす、 聲も 唱歌 も 古代の ま \ にして、 枝も榮 ゆる 葉 も 茂る と， し はぶきが ちに わなな 

かれた るぞを かしき や。 

右 は 越 人の 「不猫 蛇」 に、 

予が 蕉へ 石臼の 銘と 云戲の 文書 • 惡 かるべき は 勿論、 殊に 聞に くき 所 は 御 直シ可 レ被レ 下と * 京に 居られし 

時つ か はし、 予齒 紙に 書 遣 はせ し を、 翁定て 書直シ おかれし 所 も可レ 有。 予も 草案の ま、 名 も 不レ書 遣した る 

に、 翁 死後 頭陀袋な どに ありし と兑 えたり。 それ を 被 レ死時 付 居、 左様の 反古な ど は 彼が 取し と 兌え たり。 文 
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選と やら 文 を 集た る 物して、 其 內へ其 石臼の 銘を 翁と 名 書 入たり。 予が昔 若き 時 書たり。 とても 文な どと 云 

やうなる 事に てな し。 若き 時は猶 以ての 事な り。 芭蕉の 筆と は 各 別若ク さわがしき 文なる に、 笆蕉 翁に 名 付 

る 其 目の 闇サ 不調法 さ 言語 同斷 なり。 今 とても 可 見 翁の 筆 か、 その 勢 文勢 大に異 也。 云々 

とあって、 越 人の 若い 時の 作 を^ 蕉が 添削した もので、 それ を 支考が i 巴 蕉殁後 頭陀袋の 中から 取 出した の だら う 

とい ふので ある。 之に 對 して 支考は 「削 かけの 返事」 に、 

石 GI の頌の 事. 祖 翁の 文と も 貴公の 作と も 遣 稿の 沙汰に 聞えねば、 しかと は 返事 申が たし。 つら/ \ 文選に 

共頌を 見れば、 故事. 故 語の しほら しさ、 貴公の 不猫 蛇の 雜 言と 違 ひ、 全く 祖 翁の 筆 格 也。 推す るに 貴公の 

石臼の 文 を、 の \ 字ば かりに 直し 給 ひ、 反故の 中に 草稿な ど ありし を、 去 來か許 六の 危相 にて、 笆蕉の 二字 

を 書 添へ 巾され けむ。 云々 

と 辯 護して ゐ るが、 どうも 此 口上が 徹底し ない。 文選と は 本朝 文選の 事で、 去来の 許に あった 「猿 蓑 文集」 を 許 

六が 增訂 して、 本朝 文選と 題して 出版した ので ある。 はじめ 支 考と許 六 は 親しく、 支考が 本朝 文選の 題號を 訂正 

すべく 勸吿 した 位で あるから、 或は 支考が 承知して 居ながら、 越 人の 石臼の 銘を 芭蕉 作と して 入選 させた のか も 

知れない。 それ を不猫 蛇で 越 人から 突 込まれた ので、 去来 か 許 六の 危相 にして、 責任 を 他に 轉 化した のか も 知れ 

ない と 思 ふ。 成 美の 隨齋諧 話に、 

今 案す るに、 文鑑. 文 操 石臼の 銘を 載せす。 これ は史 邦が 小 にあり。 越 人み づ からかく い へれば、 此文 


^はせ をの 造 意に は あらざる べし。 文中 筆力 似た る 所 は 加筆の 所と兑 ゆ。 され ど はせ をに 似ざる 所 多く あれ 

ば、 越 人が 作と して 可な り。 云々 

とも ある。 因に 「不 猫： i」 には銘 とし， 「小 文庫」 に は 讚と あり， 「風俗 文選」 には頌 となって ゐる。 义 「一葉 集」 

は 越 人の 作と して 略し、 「 一 代 $L 一  は參考 迄に か X げ ると 註す る。 

「風俗 文選」 に^ 巴蕉 として 松 島ノ賦 を褐げ る。 

松 島ノ賦  芭蕉 翁 

そ もく 事 ふりに たれ ど、 松 島 は 扶桑 第一 の 好 風に して、 凡 洞庭两 湖に 恥す。 束 南より 海 を 入て、 .江 の屮三 

里、 浙 江の 潮 をた た ふ。 七十 ニ峯、 數 百の 島々、 就つ もの は 天 を 指し、 ふす もの は 波に はらば ふ。 ある は 二 

重に かさなり、 三重に た、 みて、 左に わかれ、 右に つらなる。 負る あり。 抱る あり。 兒孫 愛する が 如し。 內 

ふたご、 外 ふたご、 鏜島 • かぶと 島 • 牛 島 • 蛇 じ ま • 內裏島 • 屏風 島 • 笆が島 は あまの 小舟 15 つれて、 看 わ 

かつ 聲 くに、 綱手 かなし もとよみ けむ 怫を殘 し、 末の 松 山 は 寺と なりて、 松の ひまく 墓 を 築く。 羽 を か は 

し， 枝 をなら ぶる 契の 末 も、 終に は 皆 かくの 如しと 悲し。 野 田の 玉 川 *冲 の 石. 宮城 野の 获. 武隈の 松 *猶 

此 境に 名 をなら ベたり。 しほが まの 浦に は鹽 がまの 明 神 あり。 神前の かな 灯籠、 文治 三年 泉の 三郞 寄進と 記 

す。 雄 島が 礎 は 地つ V きに て、 雲居 禪師の 別室の あとに 坐禪 石、 瑞岩寺 は相模 守時頓 入道の 建立、 當時 三十 

ニ^^：の昔， 眞壁平 叫 郞出 家して 入唐、 朝の 後 開山す。 其 後 伊逹 政宗 再興して、 七堂伽藍と なれり ける。 法 
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蓮 寺 は 海 岩に 時ち、 老杉 影 を ひたし、 花 鯨波に ひ^く。 松の 綠 こまやかに、 枝葉 汐 風に 吹た はめて、 屈曲お 

のづ からた めた るが ごとし。 其 氣色ケ esL 然として 美人の 顏を粧 ふ。 ち はや 振 神の むかし、 大山す みのな せる わ 

ざに や。 造化の 天工、 いづれ の 人 か 筆 を ふる ひ、 詞を盡 さむ。 

右 は 奥の 細道 松 島の 條下を 前後 取り 來 つてつ り 合せ、 或は 多少 辭句 を改賓 した もので、 許 六の 作爲 である。 當 

時の 習慣と して か k る 行爲は 許されて 居た かも 知れない が、 師匠の 文章 を 弟子が 勝手に 作り かへ て、 それ を 師匠 

の 名義で 發 表する 事 は 安當な 事で はない。 作り かへ た 弟子の 筆が、 師匠の 筆より 勝れて ゐた 場合 はよ いだら うが、 

さう でなければ 師匠の 名 をけ がす 事に ならう し、 それが 後世に 傳 はると、 ます/ \ 師匠の 德を 損する ことになる。 

「隨 齋諧 話」 に， 

風俗 文選に 載た る 松 島の 賦、 こ.^ ろみに 奥の 細道の 文章と 參考 する に、 はせ をの 書け る 所 を 前き^ ♦ きいむ、 

强 ひて 賦の體 にっ^り あらため りと 見 ゆ。 許 六 さしもの 英才に て、 而も はせ をの 書け る ま- - ながら、 前後に 

引た がへ てっ^り ぬる 故、 語脈の っ^かざる 所 あり。 舉者 よく 心 を 付けて 考ふ べし。 

之 は 許 六の 罪で ある。 許 六 は支考 ほど 動機 は複雜 でなかった にせよ * 芭蕉 翁と いふ 署名 は 遠慮すべき である。 

芭蕉の 文と して 疑 はしい もの は 未だ 外に ある。 「枇杷 園 隨筆」 中の 芭蕉 落 書の 文、 或は 一， 一 代 集」 にある 越後 能 

生 宿 汐路之 名 鐘の 文の 如き どうかと 思 はれる が、 確證を 得ない から 後日の 研究に 讓 つた。 
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-tE3 蕉の俳 論 は 俳 話 的であった。 俳 論と 云って、 特に 理論的な 組織的な もの は、 i 巴蕉 にはなかった。 大體 門 入の 一 

問に 答へ て、 敎 へて 居る の だから、 斷片 的で ある。 それ も e: 人の 長所 • 短所 を 看て、 指導した ので、 の 人に 說 

いた 敎と、 乙の 人に 說 いた 敎 との 間に、 說の相 遠が あって、 一寸 考へ ると、 矛盾した やうに 思 はれる 所 も あるが、 一 

そこ は應 病與藥 的に、 人に よって 敎方を かへ てゐる だけで、 本質に 於て は 同一 の 思想から 出發 して ゐる。 例へば： 

許 六に 向って は 取合せ を 33 とすべき を說 き、 洒 堂に 向って は 黄金 を 打 延べた やうに 句作すべき を勸 め、 义 支考ノ 

北 枝に は 俗談 • 平 話 說を傳 へ、 去来に は 不易 • 流行の 別 を敎へ てゐ ると いふ やうな 風であった。 ^蕉は 詩人で あ： 

ると 共に、 最も 善き 敎師 であった。 是等は 色 蒸の 抱擁 性に 富んだ 人物なる 事 を 示し、 是 等の 敎 示は蕉 門の 降 盛 を 一 

促すべき 動因と なった。  一-  一 

^蒸の 門人 は各師 說を傳 へて ゐる。 例へ その 全部 を傳 へない 迄 も、 一部 は糙 かに 承糰 して ゐる" 担し 門 入 中に j 

は 野心家 もあった から、 どこ 迄が 芭蕉の 說で、 どこが 自說 か、 容易に 區 別が 付かない。 去來. 土芳の 如き 師說に 

忠實な 者の 俳 論なら ば、 それによ つて 色蕉の 正說も 知り 得られよ うが、 支 考* 許 六 如き 者の 論になる と、 芭 蒸の： 
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极本、 王義を 知ら ヲ とする に は、 かなり 危險 性が 伴 ふので ある。 それでも 許 六 はま だよ い。 正直な 所が ある。 色蕉 

より 取合せ の 句作 手段 を敎 へられ、 それ を 金 科 • 玉條と 信じて、 俳諧の 底を拔 きて、 古今に 渡る 者 は、 五老 井一 

人で あると、 威張って ゐる所 は 罪がない。 支考の 如き は、 先師. 故 翁の 遣 ひ 分け をして、 門人の 假名に かくれ、 

芭蕉 說を賣 り 歩く ので 始末が わるい。 支 考の言 だとて 全部 師說を 離れた もので もない が、 僞說 • 虚構 を 平 氣で芭 

蕉の 美名の 下に 工作され ると、 後 學の惑 ひとな つて、 識別に 骨が折れる。 其 他 野 坡 • 洒 堂. 露 川の 如き、 笆蕉を 

誤らせる 罪 は 決して 輕 くない。 ぉ蕉を 離れて、 た^ 自說 だけ あげて ゐ るなら ば、 返って 色蕉 研究に 參考 となって 

便利 だが、 先師 曰くと して、 讀んで 行く と、 蕉の說 らしく もなくなる のに は 困る。 

本章 は、 以上の 障害に 鑑み、 比較的 信じられ さうな 土芳の 「三 冊子」、 去来の 「去來 杪」、 北 枝の 「山中 問答」 を 

本と して 考察した。 但し 「去 來杪」 は故實 編入るべく して 版本 之 を 除き、 その 故 實編叉 文曉の 「芭蕉 談」 の說と 

酷似したり、 或は 句 評が 「花實 集」 の 文と 同一 であるな ど、 なほ 研究すべき 餘 地の ある もので は あるが、 大體に 

於て 信用 さるべき 集と して 之に 從 つた。 其 他 許 六 • 支考. 野坡 等の 說も、 信すべき は 引用して、 本論の 敷衍と し 

た。 


一、 本質 論 • 

ィ、 誠の 俳諧 

お の 俳諧 は 誠にあった。 良德 はやさし きを 體 とし、 を かしき を 用と する 俳諧 を 立て、 宗因は 近 化. 輕 n の狂 

體 を赛； とした けれど、 -t 巴 蒸 は 誠 を 以て 俳諧の 第一義 諦 とした。 誠と は觀照 態度の 純眞 性で ある。 誠によ つて、 

兑る もの、 本 情 をつ かみ、 聽 くもの.， 本意 を さぐる。 物に も 我に も、 純； • 無雜な 自然 心 を 以て 接する 195- が、 芭 

蒸の いふ 風雅に 居る 者の 心がけであった。 言葉 を强 ひて 技巧したり、 求めたり する 外的な 用意で は、 誠の 句は屮 Z 

來 ない。 誠の 中に 自然と 句の 姿が ある。 句の 姿 は作爲 される もので なく、 自然に 出來 るので ある。 土芳は 「三 冊 

子」 中 「，M ざう し」 に、 

師の 俳諧 は、 名 昔の 名に して、 昔の 俳諧に 非す。 誠の 俳諧 也。 されば 俳諧の 名 ありて、 せ： ハ 物に 誠な きが 如く、 

代々 {<」 しく 押 移る 事い かに ぞゃ。 師も此 道に 古人な しと 云へ り。 …… 昔より 詩歌に 名 ある 人 多し。 その 誠 

より 出て、 誠 をた どるな り。 我師は 誠な きものに 誠を備 へ、 永く 世の 先達と なる。 まことに 代々 久しく 過ぎ 

て、 此時 俳諧に 誠 を る 事、 天 正に 此 人の 腹 を はてる や。 …… 水に 住む 蛙 も、 古池に とび 込 水の 音と いひ は 

なして、 やに 荒れた る 中より、 娃の 入る 響に、 俳諧 を 聞 付けたり。 見る にあり。 聞く にあり。 作者 感 する や、 
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句と 成る 所 は、 則 俳諧の 誠 也。 云々 

と 述べて ゐる。 之 を 約言す ると、 俳諧と いふ 名 は 昔から あつたが、 誠の 俳諧はなかった。 笆蕉は 誠の 俳諧 を 第一 

義 として、 永く 世の 先達と なった。 例へば 古池 や 蛙 飛び込む 水の 音の 句で も、 荒れた 草の 中から、 蛙の 飛び込む 

ひ i.- きに、 俳諧 を 聞き付けて、 實感を 表現した 所が、 俳諧の 誠で あると いふ 意で、 純 眞な觀 照が 誠の 俳諧 を 産む 

わけになる。 そこが 芭蕉の 俳諧の 本源であった。 

0、 連 俳の 區別  ノ 

貞德は 俳 言の 有無に よって、 連歌と 俳諧と を區^ した。 卽ち彼 は 正 保 三年 三月 十七 日、 花^ 亭に 於て、 俳諧 は 

きき^むき^^連歌でぁるから、 端 作り を 俳諧 之 連歌と 書くべき であると 定めたり、  <: 「增繽 山 井 10 

或は 宗鑑の 「犬筑 波」 の 附句を 評して、 「無 俳 言わろ き 連歌 也。」 などと 論じて 居る (淀川)。 土芳の 「白 冊子」 に、 

俳 無言 (俳諧 無言 抄か) とい ふ 書 を 引用して、 聲に いふ 詞は すべて 俳 言で ある (音讀 する 詞と いふ 意)。 連歌に 聲 

でい ふ詞も あるが 俳 言の 方で ある (連歌に 連俳兩 様の 詞 とい ふ敎が ある)。 例 へ ば 屏風 • 几帳 • 拍子 • 律の 調子 等 

の 類で ある。 千 句 連歌に 出る 鬼 • 女 • 龍. 虎、 其 外 千 句 物の 詞も俳 言で ある。 叉 連歌に 嫌 ふ 櫻 木 • 飛 梅. 雲の 峰. 

霧雨 • 小雨 • 門出. 浦人. 賤女 等の 詞も俳 言で あると ある。 蓋し 和歌 や 連歌の 用語 は 主として 訓讀 された もので、 

狂 連歌 や 俳諧の 用語 は音讀 された もの も 入って 居る から、 和歌 • 連歌の 用語と iHil 別して、 昔讀 した 詞を俳 言卽ち 


俳諧の とお 做した もの かと 考 へる。  一 

一 

貞德の 俳諧 は詞の 俳諧であった。 俳 言が 通俗. 卑近の 感を與 へる と、 內容迄 も 俳 趣味 を帶 びる やうになる が、 一 

俳 言 を 重ん すると か、 取 成附を 尊ぶ とい ふ 事から 見て、 彼等の 俳諧の 本義 は 心の 上より むしろ 言語 • 表現の 上に _ 

あった 事が 分る。 俳諧 趣味が 言語より 思想の 上に 推移した 事 は、 蕉 門に 於て 成就した と 云って よい。 「白 冊子」 に、 

〇〇〇oo〇〇oo〇  ooo〇oooo〇〇〇o  ooooooooooooo  o〇j 

先師 cr 春雨の 柳 は全體 連歌 也。 田に し 取る 烏 は 全く 俳諧 也。 五月雨に 鴻の浮 を 見に 行く とい ふ 句 は 詞にー 

0000  ooooooooooooo  0  ooooooooooooo  ••  o-oooooo 

俳諧な し。 浮 奥 を 見に 行かん とい ふ 所 俳 也。 叉 霜月 ゃ鸛 のつ く-^ 並び ゐ てと いふ 發 句に 冬の 朝日の あは 一 

00000  0  0000  00  oooooo  oooooooooo-poc^o  _ 

れ なりけ りと いふ 脇 は、 心 *詞 共に 俳な し。 ほ 句 をう けて、 一首の 如く 仕な したる 所 俳諧 也。 云々  一 

此說は 明に 貞德 以来の 俳諧 本質の 進展で ある。 春雨の 柳が 連歌で、 田螺 捕る 烏が 俳諧で ある 事 は、 負 門で も 云 ふ 一 

だら うが、 浮奧を 兌に 行く と 云った 詞の 上に 俳 意 はなく とも、 見に 行かう とい ふ 心の 上に 俳 趣味の ある 事 は、 ® 一 

に 古風よりの 一 進歩で ある。 叉 霜月 やの 光景に 對 して、 冬の 朝日の あはれ なりけ りと、 つく，^ 前 句の 情趣 を 深 一 

かめて 云った 所 は、 思想. 言語の 上に 俳 意はなくて も、 觀 察の 內 面に 寂び た 氣持を 含んで ゐて、 全く， t 巴 燕獨自 の； 

俳 趣味で ある。  一 

連 俳の 121： 別に 就いて、 二三 門人の 見解 を あげて 見る と、 許 六 は、 「五月雨 は 俳 言 也。 五月の 雨と いへば 連歌 也 。一 

…… の 文字 一 字 入りて、 連歌になる 事 を 知るべし。 俳諧 は 自由 體 なる 故に、 貴賤. 親疎 • 都 鄙 • 遠近、 一 事と し 一 

殘す物 もな く、 言 はすと いふ 事な し」 (篇 突)。 「滑稽の を かしみ を宗 とせ ざれば 俳諧に あらす。 ，滑 稽 入れが たき 一 
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所に は、 連歌に せぬ 言葉つ^き を 切 込み、 俳諧に してす る ものな り。 暮れて 行く春の 別 は 連歌 也。 今日き りの 泰 

^， ば 俳諧 也。 ：… 昔の 俳 言と いふ はな けれど、 連歌に つ^けぬ 辭は皆 俳諧 也。」 (一 枚 起請) などと 論じ、 支考 

oo〇o〇o〇  o〇〇〇〇oo〇o〇o〇〇  〇〇〇〇〇〇〇  o〇〇〇〇 

は、 「今や 我 門の 俳諧に は、 俳諧の 心と いふ もの は あれ ど、 俳諧の 詞と いふ もの はなし。 たと へ筑 波の 體を つく 

し、 八 雲の 詞を 重ぬ とも、 連歌と 俳諧の 姿 は 別な り。 此 故に 我家の 點 式に は、 雅 首の ぬめりに は 俳諧の 體 なしと 

も、 俗語の いやみに は 俳諧に あらす とも、 そこの 兩樣を 書き わけよ と、 新式に 故 翁の 傍訓な り。 愛に 雅言と いひ、 

俗語と いひ、 どちらも 俳諧の 公用なる に、 ぬめりと いやみと も それが 病と は、 これらに 俳諧の 明白 を 察すべし。 

云々」 (俳諧 十 論) と 解して ゐる。 

是 等の 說は 大方 芭蕉の 敷衍で あるが、 許 六の いふ、 「滑稽の を かしみ を宗 とせ ざれば 俳諧に あらす。」 とい ふ 言 

は必 すし も妥當 ではない。 俳諧 を 滑稽と 解した 事 は貞門 以前よりの 說で、 芭蕉 はむしろ 自. E の 立場から 之 を 考察 

して ゐる。 ilj^ 雨の 柳 は 優美なる 連歌 趣味で あるが、 田螺 捕る 烏 は 俗談. 平 話の ほどけた 面白味で、 それ を 滑稽と 

考へ てはいけ ない。 鴻の 浮巢を 見に 見かん と 云っても、 叉 冬の 朝日の あはれ なりけ りと 附 けても、 滑稽な 趣 は ど 

こに もない。 ^の 浮巢を 見に 行かう と 云った 所に、 ひなびた 物に も 趣味 を感 する 打 解けた 自由な 氣 持が ある。 霜 

枯れた 田野に、 鸛が しょんぼりと 並んで 居る 姿へ、 朝日が 射して ゐる 光景 は 佗しい ものである。 その 佗しい 光景 

をし み- と感 する 所に、 -t 巴蕉の 特殊の 情味が ある。 か X る 情味に 滑稽な どと いふ 感じ は 少しもない。 嚴 肅な內 

^旳な 感動 こそ あれ、 おどけた を かしみ など は どこに あらう。 支考 が^ 蕉の 俳諧 を 心の 俳諧と 斷じ、 雅語の ぬめ 


りと 俗語の いやみ を、 俳諧の 病と 言って 斥けた 事 はよ いが、 新式に 芭 蒸の 傍 P- 也 は 例の 假 託で 信じられない。 

八、 俗談 話 

俳諧に 俗談. 平 話 を 用 ひる 事 は、 必す しも i 巴蕉に 始まった わけで はない。 貞德 が俳言 を 用 ひ、 緣語 *掛 言葉に 

通俗 • 滑稽な 趣 を 示した 事 は、 俳諧が 庶民 相手の 文擧 である 事 を 物語って ゐる。 俳 言 は 庶民の 言語で ある。 緣語 • 

掛 一一 一一：： 紫の 滑稽 は 庶民の 雅情 である。 通俗 • 滑稽の 言語 は、 やがて 俳諧の 俗談 • 平 話た るべき 前提で ある。 併し 貞 

德の 俳諧 はやさし きを 體 とす (玉く しげ) と 云って、 連歌の 優美な 趣を實 質と して ゐ るから、 庶民の 嫂 樂文舉 と 

して は 不徹底な 譏 を 免れない。 之 を 一般 民衆の 文擧 として、 その 內容 たる 俗談 • 平 話に、 卑俗 • 低劣な 感を 抱か 

しめなかった 所 は、 蒸の 功績であった。 

「山中 問答」 に、 T ほ 蕪 云、 

俳諧の 姿 は 俗談 • 平 話ながら、 俗にして 俗に あらす、 平 話に して 平 話に あらす。 その 境 を 知るべし。 云々 

「三 冊子」 に、 

師の いはく、 俳諧の 益 は 俗語 を 正す 也。 常に 物 を おろそかに すべから す。 此事は 人の 知らぬ 所 也。 大切の 所 

也。 云々 

「宇陀 ノ 法師」 に、 
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1 とせ 先師 (芭蕉) 伊勢山 田に て 俳諧 ありし に、 神樂 堂と いふ 句せられ ける に、 山 田 人 祌樂堂 を雞じ 申しけ 

る 時、 俳諧 は 平 話 を 用 ふ。 常に 神樂 堂と いひなら はし 侍れば、 深き 事 は 知らす と 答へ 給へ り。 云々 

などと ある。 こ、 に 注意すべき は 俗談 • 平 話 を 正す とい ふ義 である。 芭蕉 は 俗談 • 平 話 を その ま、 表さなかった。 

笆蕉は 風雅と いふ 事 を 忘れなかった。 風雅と は 寂び • 菜り • 細み などの 心得で ある。 寂び • 菜り • 細 みの 用意が 

なければ、 平 話の 句 はた ことと なり、 荒くな り、 野卑に 流れ、 道理に 落ちて、 俳諧の 本意 を 失って 了 ふ (山中 

問答)。 寂び • 菜り • 細 みの 心がけが 平生 大切で、 此 理解が あって、 俗談 • 平 話 も 俗になら す、 卑しく もなら す、 

詩と して 價値 ある 內容 となる ので ある。 

支考の 「白馬 奥 儀 解」 によると、 俗談 • 平 話 を 正す 事に 表裏が ある。 表面の 意味 は 言語の あやまり を 正す 義で 

ある。 例へば 晦日 (つ ごもり) をつ も ごり と 云 ひ、 大根 を だい こと 讀 ませる 事 は 俗習の あやまり である。 叉 言語 

に 雅俗が ある。 瘦 せて 凉 しは雅 であるが、 肥えて 暑苦し は 俗で ある。 油 を あむらと いふ は 俗語に いやみが ある。 

三味. てれんの 類 も それで ある。 裏面の 意味 は その 情 を 正す 義 である。 言語に 虚實 あり、 誠僞が ある。 その 言語 

の變 化に 從 つて、 その 情 を 知る。 言語に 行 ふ 世 11 の 理窟 を 捨て、、 風雅の 道理 を 取る 所が、 正す の義 である 云々 

と 云って 居る。 併し 俗談. 平 話の あやまり を 正す とい ふの は， 俗間の 卑俗な 言語 を 正す とい ふ 意味ば かりで はな 

い。 一歩 進んで 云へば、 五 音の ひ V きを 正す 事で、 五 音の 調が 整 はなければ、 一句の 首尾が 整 はない 事になる。 

其 角が、 「されば 魂の 入りたら ば、 ァ *ィ*ゥ. ェ • ォ よく 響きて、 いかな らん 吟聲も 出ぬべし。 云々」 (「猿 蓑」 序) 


と 言 ひ、 許 六 も、 「俳諧 は 俗談 • 平 話 を 述べ 侍れば、 誰もく よく 言 ひ 習 ひたる に 似 侍れ ども， 知る 人の 耳に は、 

00000000000  ooooo^oo-ooo  00  »  »  •  *  0  ^ 

いと 淺 しき 事の み 多し。 第 一 てに はの 事 を 知らぬ 故に、 一 句の 首尾 調 はぬ 句の みなり それ てにをは は 五 音 

000000  00000000000  0300000  0  0  , ， ,  ) .  ヽ -) ' - I  >  二 

のひビ きに て、 目に 見えぬ 鬼 を 泣かしめ、 武夫の 心 を 和げ 侍る はてに はなり。 云々」 (篇 突)" と 論じて ゐ る。 此 

論の 方が、 支考 のい ふやうな 單に 世俗の 稱呼 を是： 止 するとい ふ解釋 よりも， 藝術 的に 意義が ある。 支 考が裘 面の 

意味と して 說 明した、 風雅の 道理 を 取る とい ふ 事 は、 ，t 巴 蕉が北 枝に 敎 へた 說 とよく 合致す る。 風雅の 道理と いふ 

の は、 寂び • 衆 り • 細 みの 事で、 か i る 基本 情調の 體得 があって、 俗談. 平 話が 藝術的 價値を 持つ 事になる ので、 

それ はた^ 世間の 理窟に 捉 はれて ゐては 出来る 事で はなく、 世間の 理を 捨て X、 活 きた 人生 を-深く 味 解して、 俗 

談 • 平 話 を 語る 事が、 -t 巴蕉 俳諧の 精神であった。 

一一、 寂び • 菜 y 細み 

-.^ 蕉の俳 話に さび • しをり • 細 みとい ふ敎 があった。 「去 來杪」 に、 去来 云、 

さび は 句の 色 也。 閑寂なる 句 をい ふに あらす。 例へば 老人の 甲胄 を帶 し、 戰 場に 働き、 錦繡を かざり、 御实 

〇〇〇  〇〇o〇〇〇〇〇  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 o〇 

に 侍りても、 老の姿 あるが 如し。 賑やかなる 句に も、 靜 かなる 句に も ある ものな り。 ^へば、 

花守 や 白き かしら を つきあ はせ 

先師 曰、 さび 色よ く あら はれたり。 云々。 
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句の 色と は 句の 情調で ある。 句意 や 材料が 華やかで あっても、 賑やかで あっても、 作者の 觀照 氣分广 

落着いた、 脫 落した、 艷の 消された 色が あれば、 それが 寂び である。 從 つて 寂び は 寂しい とい ふ 苦痛な 感情で は 

ない。 暖 いけれ ど 夏の 日の やうな 暑さで はない。 冷い と 云っても 冬の 日の やうな 落寞 たる 冷 さで もない。 强 ひて 

言 へ ば 小春日和の やうな 長閑な 枯色 であらう。 か 、 る 寂び は 寂し い 心 を ねら つ て 得ようと しても 得られない。 自 

然の體 得で、 大體靑 年 時代より もや-^ 老境に 入った 人の 氣 持に 多い。 

同書に、 去来 云、 

.  0000000000 

しをり は哀 なる 句に あらす。 …… しをり は 句の 姿に あり。 ：：き 

十 圑子も 小粒に なりぬ 秋の 風 

先師 曰、 此句 しをり あり。 

梨り は 語義 未詳で あるが， 或は 言語 • 表現の 折れ 傷む 意 を 含んだ 句 を 云った もの か。 

同書に、 去来 云、 

3  ,  •  '  .  I  000000000 

細み はたより なき 句に あらす。 …… 細み は 句の 心に あり。  

鳥 ど も も寢 入って ゐ るか 余 吾の 湖 

先師 曰、 此句 細み ありと 評し 給 ひしと なり。 

細み は 太く 逞しき の反對 で、 線の 細い、 內容 のこ まかい、 併し 鋭い 感じの 句 を 云った ものら しい。 細み：^ よく 芭 


花 一の 感情 を 表した 詞 である。 「三 冊子」 中の 「赤 ざう し」 によると、 笆 蕪が 或 所へ 客に 行って， 食後 蠟燭を 早く 取 

つて くれと 言った。 夜の 更ける 事が 眼に 見えて、 心忙しい からで あると あるが、 之れ など は 芭蕉の 祌經の 鋭い 事 

を 物語った 一 例で あらう。 

笆蕉の 門人に は 種々 の 境遇の 人が 居った。 その 個性 や 趣味 も 決して 一様ではなかった。 併し 芭蕉に 師事す る以 

上、 -ぃ巴 蕉の寂 菜 主義に 感化され た 事 は事實 であるが、 それ は 人に よって 厚薄が あった。 例へば 去來は 直く 寂び た 

風が あり、 杉 風 • 野 坡は淺 くして 淡く、 丈 草 はさび しみに 作が あり、 許 六 は を かしみ に 作 を 入れ、 共 角は活 達に 

して 作 を 33 とし、 嵐 雪 はなよ やかに 寂び、 支考は 卑俗 を審ら にして、 今日の 上 を 云った (小夜 話 )o その 中で も殊 

に 其 角と^ 蒸と は 個性的に 趣味 を 異にした。 許 六が 芭蕉に 自分の 俳諧と 其 5^ の 俳諧の 符合せ ざる 事. t 巴 燕の 風雅 

と 自分の 風雅の 符合す る 理由な どに 就いて 質問した 所、 笆蕉 云、 許 子が 句作す る 時 は、 閑寂に して 山林に 籠る や 

うな 氣 がする だら う。 自分の 好む 所 も そこで あるが、 其 角 は 伊達 風流で、 作意の 働き 面白き 事を好み、 風が 太い 

が、 自分 は 閑寂 を 好んで 細い。 そこが 自分と 其 角の 符合せ ざる 所で あり、 同時に 自分と 許 子の 趣味と 一 致す る點 

であると 一 百った (俳諧 問答 杪)。 此言 によると、 笆蕉は 閑寂 を 好んで、 線が 細く • 其 角 は 達 風流 を 好んで， 線が 

太いから、 師 おの 問に 句作 上の 感化 はない やうに 思 はれる が、 其 角 は 色蕉の 古い 門人で あり、 殊に 大才 であった 

から、 -ゃ巴 蕉の寂 菜に 就いては 十分に 理解が あった。 例へば 「花實 集」 に、 「其 角 曰、 句談. 句 評 は尤ー 大事 也。 す 

o〇o〇oo〇o〇o〇〇o〇o〇o  000000000  0 

ベて 聞く 人 も 我 好む かたに 聞きな して、 たと へば 閑寂なる を 好む 者 は 作 ある 句 を とらす。 作 好む 人 は 閑の 場 を 知 

二 本質 論 •  六 九 五 
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らす。 是 いまだ 俳諧の 手に入らぬ 故不 自在 也。 云々」。 と あるので も 分る。 併し 相容れない 性格 は、 芭蕉 殁後 洒落 

風と なって 表れ、 遂に 正風の 精祌を 失って 了った。 (卷末 補 遣 其ニ參 照) 

二、 風體論 

一 、不易-流行 

之 は 俳 風の 性質より 見た 論で ある。 芭蕉 も 奥 羽 行！： 前 は 基から 出ない 句が 往々 あった (漢語 調の 字餘り 異體の 

句 や 謎の 如き 滑稽 句 は 皆 基から 出ない 句と 云 はれて ゐる。 後條詳 說。) 併し それ は 奥 羽 行脚 中に 工夫して、 異體 

の 句 を 省き 捨てた が、 未だ 行脚 中に、 例へば あなむ ざん やな 甲の 下の きり- すと いふ 異風の 句 もあって、 後に 

あなの 二字 を 捨てた。 不易. 流行の 敎は奥 羽 行！： の 年の 冬、 卽ち元 祿ニ年 冬 はじめて 說 いたので ある (去 來抄) 。尤 

も 元 祿ニ年 秋- 笆蕉が 加賀の 山中 溫 泉で、 北 枝に 說 いた 敎 示の 中に、 「不易の 理を失 はすして、 流行の 變 にわた 

る。 云々」 の 語が 見えて ゐ るから (山中 問答)、 奥 羽 行 1： 中に 此論 があって、 行脚 後專ら 去来に 說ぃ たもの かと 考 

へ る。 去来が 此 年の 冬 はじめて 說き 給へ りと 言った の は (花實 集に は 其 角の 言と する)、 芭蕉が 元祿ー 一年 冬 嵯哦の 

落 柿舍に 去來を 訪れて、 此 論を說 き、 それが 去來を 深く 感動 させた ので、 はじめての 語 を 用 ひた もので あらう。 

去來 はな ほ 本論の 芭蕉の 發明 にか. -る事 を詳說 して、 


不易 • 流行 は iaj 事に わたるな り。 然れ ども 誹諧の 先達 是を いふ 人な し。 長 頭 丸 以來手 を 込む る 一 體 (掛 言 

取 成 を 巧に 工夫す る 事) 久しく 流行して、 

角 搏ゃ倾 けの まう 丑の年 

花 に 水 あ げて咬 かせば 天 龍 寺 

とい ふまで 吟 じつめ ぬれば、 世人 誹諧 を 如 レ斯の ものとの み 心得て、 風を變 する 事 を 知らす。 宗因 一度 そのこ 

りかた まりた る を 打破り て、 新風 天下に 流行し 侍れ ど、 いまだ 此敎 なし。 しかりし より 以来 都鄙の 宗匠 達 古 

風 を 用 ひす。 いったん 流々 を 起せり といへ ども、 又 其 風 を 長く 己が ものと して、 時々 變 すべき 道 を 知らす。 

00300000000000  〇ooo〇〇〇  OODOOOOO 

先師 始めて 誹諧の 本 體を兑 付け、 不易の 句 を 立て、 又 風 は 時々 に變 ある 事 を 知り、 流行の 句々 分 ンに敎 へ 給 

〇〇  0000000  0  000  ooo〇oo〇o  03000000000 

ふ。 されば 不易 • 流行の 事 は古說 によらす。 先師の 發 明なる 事、 今 だに 於て あきらか なり。 云々 (花 實集) 

と ある。 然 らば 不县 • 流行の 句と は 如何。 次に 去来.. 魯 町の 問答 を あげる。 - 

去来 曰 • 蕉 門に 千歳 不 3^ の 句、 一時 流行の 句と いふ あり。 是を 二つに 分けて 敎へ 給へ る 其 元は ひとつ 也。 不 

易 を 知ら ざれば 基 立ちが たく、 流行 を 知ら ざれば 風 新たなら す。 不易 は 古に よろしく、 後に かな ふ 句なる 故、 

oo〇o〇oo  oo〇〇o〇〇〇o〇oo  〇〇〇〇〇〇〇  o〇〇〇〇  〇〇o〇〇o  〇〇〇〇〇〇〇 

千歳 不 3^ とい ふ。 流行 は 一 時々 々 の變 にして、 昨日の 風 今日よ ろしから す。 今日の 風 明日に 用 ひがたき 故， 

000000000000 

一 時流 行と は 言 ひ 侍るな り。 

魯町 問、 不易. 流行 其 元 一 つと はいか^。 去來 曰、 此事辨 じがた し。 あらまし 人 體に譬 へて 言 はん。 先づ不 

二、 風體論  六 九 七 
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0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  一- ノ  o、〇 0  0  ^ 

といへ ども、 無 爲も事 ある も、 元は 同じ 人 也。  

魯町 問、 不易の 句の 姿 はいかに。 

り。 例へば 

月に 柄 を さしたら ばよ き 團扇哉  宗  ま 

是はく とば かり 花の よし野 山  貞 窒 

秋風 や 伊勢の 墓 原な ほす ごし  色 蕉 

是 等の 類 也。 …… 

魯町 曰， 流行の 句 はいかに。 

去來 曰、 il^l かお 一ぶ i お か" お ザび f  ,11  お .fe  (原本、 きと あれ ど、 

0000000  oooooooo^^^o  J^,p. 

へ 「 「去 來杪」 によって 改める). 器物に 至る まで、 時々 の はやり ある 力 如し 仞へは 

むす やうに 夏に こしきの 暑 かな 

或は 手 を 込め、 或は 歌書の 言葉 づ かひ 、又は 謠の詞 取りな ど を 物す きした る あり" 是等も 一時 流行し 侍れ ど、 

今日は とりあぐ る 人な し。 云々 (花實 集) 


以上 去 來の說 明に よって、 大體の 意味 は 分る が、 なほい ふと、 不 の 句 は 永 性 ある 句、 一 人の 物好きで なく、 一 

^人の等しく讚1^;^、する句、 一 時代の 趣味 • 好尙を 超越した 句な ど を 指し、 流行の 句 は 一 人の 物好きの 一 時代の 風 一 

をな した 句、 時代の 一 時 的 gl 味に 叶った 句な ど を 云った もので、 それが 根本に 於て 一 つで あると は、 何れに して： 

も俳訥 歌の 體を備 へて ゐ ると いふ 事で あらう と 思 ふ。 俳諧 歌の 體を備 へる とい ふ 事 は、 不 流行の 句の 本質で、 一 

去来が 之 を 人に t 〔へて、 無爲 にせよ、 有爲 にせよ、 その 本 は 同じ 人で あると 言った 意味と 同一 であらう と考 へる。； 

併した f 俳諧 歌の 體を備 へて ゐる だけで は、 不县 • 流行の 句の 基と ならない。 色蕉は 古今 集の 俳諧 歌 中から、 「冬 1 

ながら のとな りの 近 かければ 中垣より ぞ花は 散りけ る」、 「思 ふて ふ 人の 心の くま ごとに 立ち かくれつ 、見る よ 

00000000000000000000 

しもが な」 とい ふ 二 首 を あげて、. まめ やかに 思 ひ 入りた る體の 和歌と して ゐる (「三 冊子」 中 「白 ざう し」)。 この 

まめ やかに 思 ひ 入りた ると いふ 性質がなければ、 不 3^  • 流行の 句の 基と はならない ので ある。 まめ やかに 思 ひ 入： 

りたる 體と は、 感情が 偽りな く 深く 表 はれて ゐる體 であって、 そこが 卽ち 笆蕉の 俳諧の 本質であった。 土 芳はー 

「白 ざう し」 に 云、 

師の 風雅に 萬 代 不^ あり。 一 時の 變化 あり。 この 二 ッに究 り， 其 本 一 なり。 その 一 とい ふ は 風雅の 誠 也。 云！ 

この 風雅の 誠が、 とりも 直さす、 まめ やかに 思 ひ 入りた る 感情で、 之が 不易 • 流行の 句の 基本た るべき もので な 一 

ければ ならない。  一 

二、 風 體 論  六 九九  一 
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不易. 流行 論 は、 去来の 主唱に よって、 かなり 同門 間に 反響が あった。 先 づ許六 は 之に 就いて 去来と 論 爭し、 

去来に 「答 許 子 問 難 辯」 が あり、 許 六に 「再呈 落柿舍 書」 があった。 許 六の 說は 俳諧 は 不易 • 流行の ニ體に 極ま 

る。 不易で なければ 流行、 流行の 姿がなければ 不易で ある。 この 二つの 姿 を はなれて、 句と いふ もの は 曾てない。 

併し 近來 不易. 流行に 自繩 して、 眞の 俳諧 血脈の すじ を 失 ふ 者が ある。 或は 不易が よい、 叉 は 流行 勝れて ゐ るな 

どと 41 する 徒 も あるが、 不易 • 流行に 甲乙 はない。 不易 • 流行が 尊い ので はない。 萬獎 古今から 相繽 した 血脈 

が ある。 芭蕉 は此 血脈 を發 明して 世上に 廣 めた。 蕉 門の 輩 多く は 色蕉を 崇敬して、 笆蕉の 俳諧 を 崇敬し ない。 之 

は 俳諧に 熱心が 少ない から、 笆蕉の 俳諧の 尊き を元來 知らないから である。 云々 (篇 突) と ある。 右の 中 不易 • 

流行に 自縛して 云々 と 言った 事 は、 正秀を 暗に 攻擊 した もので、 卽ち許 六の 「自讃 之 論 之 上」 に、 「前 論に 云、 正 

秀が詞 に、 師 遷化の 後流 行 頼みな し。 不易の 句なら では 作る まじき と 云 ひける と 書せ り。 此事 いぶかし。 翁滅後 

共 流行 頼みな きと 申す は何ぞ や。 …… 此正秀 血脈 をつ がぬ 故に、 かやう の 珍ら しき 一言 をい ふと 見えたり。 云々」 

と ある。 不易 パ仃 に自繩 して、 芭蕉の 精神 を 失 ふ 事 は 誤って ゐ るが、 芭蕉の 俳諧の 本質 を、 物の 取合せ によつ 

ての み 得る とい ふ 許 六の 說は、 やはり 一 部の 人が 不易 • 流行に のみ 捉れ て、 その 基 を 忘れて ゐる 論と 同 一 で、 取 

合の 自縛 論と なって、 芭蕉の 血脈 を繼 いだ 者の 說 として は、 偏狭で あり、 不自由な 感 がする。 

次に 支考は 「東 華 集」 に、 四 格/辯 を 序し、 「不易 は 黄金の 昔 今に 尊き が 如し。 流行 は 羽 書と て 紙 札に 物 書きて 金 

銀 なせる が 如し。 世に 從ひ、 時に とりて、 用 ひも 用 ひす もな りぬべし。 いづれ がよく、 いづれ が あしからん。 


世に 從 ひたる 名なる べし。」 と 論じ、 不：^ • 流行 は 世の 習慣に 從 つた 名目で、 何れも 甲乙がない と 輕く扱 ひ、 表 合 

の發 句に 不=^  • 流行の 眞 • 行 • 草の 格 ある 事を說 いて ゐる。 

二、 眞 .行* 草 

之 は 俳 風の 時代 的變 化の 上から 見た 論で、 支考の 「東 華 集」 • 「三疋 猿」 • 「俳諧 古今 抄」 等に 見えて ゐ るから、 

支考 が、 王に 傅へ た說 であらう。  , 

土芳の 「三 冊子」 中 「あかざう し」 に 云、  • 

師の 曰、 此道 のこ X に 出て 百 變 • 百 化す。 しかれ ども その 境眞 *草. 行の 三つ を はなれす。 云々 

併し 此說 は旣に 連歌に あった。 宗 養の 「秘 袖抄」 に、 宗 牧が宗 長から 傳 へたと いふ 眞 • 草 • 行の 敎が 見えた。 恐 

らく 俳諧に も 古来あった 說 であらう。 眞 .草* 行 は 俳 風の 姿で、 俳 風 は 如何に 變 化する と 云っても、 此 三つの 風 

を 出ない とい ふの が. 笆 蕉の敎 であった。 支考は 「三疋 猿」 の 序に、 之 を 解して 云、 

或 翁の 遺誡に、 俳諧 は眞 • 草 • 行の 三 を はなれす といへ る は、 世情の 限 をい へ るなる べし。 眞と は眞實 にし 

て、 五色の 糸 筋を亂 さす。 行 は 世の常の 世情 をつ くし、 草 は その 情の ほどける をい ふか。 云々 

支考は 世情と いふが、 之 は 支考の 俗談 • 平 話 主義の 見解であって、 俳諧 は ひとり 世情に のみ 限らるべき もので は 

ない が、 その 義は 支考の 解說の 通りで ある。 卽ち眞 と は その 風の 堅く 眞 面目で ある 事、 行と は 堅から す、 柔 かな 

二、 風體論  七 〇 一 
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らす、 露と 草との 中間 を 行く 調子、 草と は脫 落した 平淡な 風 を 云った ものである。 五明 は 「小夜 話」 に、 芭蕉の 

俳 風を眞 • 行 • 草の 三 品に 宛て、、 「初懷 紙」 •「 冬の 日」. 「熱 田 三 歌仙」. 「一 ッ橋」 は眞 の體、 「ひさ ご」 • 「猿 衰」* 

「深 川 集」 は 行の 體、 「續 猿衰」 • 「炭 俊」 • 「別 虚 敷」 • 「小 文庫」 は 草の 體 とし、 各 是等三 品の 獨呤 歌仙 を 試みて ゐ 

る。 なほ-一 巴蕉は 「その 三ッ の 中い まだ 一 一 一 を もつ くさす。 云々」 (「あかさう ししと も 言って、 時代の 風と して は 

今後 種々 發展 すべき 餘地 ある 事 を 暗示して ゐる。 

三、 句の 新しみ 

以下 數條の 論 は 句作 表現の 價 値に 就いての 敎 である。 

芭蕉 は 句の 新しみ を 常に 考慮して ゐた。 それ は 北 枝の 「山中 問答」 に、 - あたらしみ を心懸 くべ し。 好き 句の 古 

〇oo  00 〇〇〇〇〇〇 0  0000000  000000000000 

きょり、 惡 しき 句の 新しき を、 俳諧の 第一 とす。 云々」、 土芳の 「あかさう し」 に、 「亡師 常に 願に やせ 給 ふ も 新 

しみの 句 也。 云々」. 「去 來杪」 に、 r 宗 因な くんば、 我々 が 俳諧、 今以て 貞德の 涎 をね ぶるべし。 云々」 などと あ 

る 言で も 分る が、 風國の 「菊の 香」 の 序に は、 ー曆 痛切に 之を說 いて、 

はせ を 庵の 先生、 一日 門人に 對 せられて 曰く、 今の 風體を 以て、 故人の 致されし 所 を 見る に、 その 趣向 *作 

00000000000  000000000  000000000000  00000000000 

意旣に 求む るに たやすし。 叉 われぐ が 今^び て、 情 志を樂 しまし むる の 境 も、 亦 さぞし かなり 行くべし。 

00 つ 〇oo〇  00000000000000000  000000000000000 

後^ 何者か 出て、 如何なる 新しみ を やさ. - ぐり 出すべし。 我 はた^ 來者を 恐る 事ば かりに ぞ。 云々 


と ある" T"^ji^ の 言の 如く、 古人の 趣向. 作意 は 當時旣 に 古くたって、 誰れ も 言 出す に 骨が 1^ れ ない。 やがて は芭 

蒸の 句 境 も 古くな つて 行かう。 何時 何處 から 偉人が 起きて、 t ぃ巴蕉 流の 句 風 を 破って、 新風 を 鼓吹す るか も 知れな 

い。 自分 はた^ 來者を 恐れる ので ある。 蓋し 新しみ と は 俳 風の 變化 である。 風を變 へる に は 努力し なければ なら 

ぬ。 努力しても 流行し なければ 新しみ がない。 芭蕉の 俳諧に 七 度の 變化 があった とか、 或は 三度の 流行であった 

とかい ふ 論 は、 その 風が 一時の 俳壇 を 支配した からで ある。 「菊の 香」 に、 時代の 新 古 を 知らなければ、 -: 巴 蕉の變 

化 • 流行の 次第 は 分るまい と あるが 同感で ある。 

-卜巴 蕉の新 古 論 は 去来に 深い 感銘 を與 へたと 見えて、 此論 は專ら 去来から 說 かれて ゐる。 風 國は去 來の敎 を 受け 

た 者で あるから、 前述の 如き 論 を 立て k、 「菊の 香」 を 刊行した の だら う。 「菊の 香」 は ひとり 「初蟫 J の 誤 を 訂正 

した もので はない。 句の 新しみ を 知る とい ふ 事が、 笆蕉の 俳諧の 眞諦を 知る 眼目で、 それ を 示さん がた めの 出版 

である。 殊に 卷 末に 去来の 「贈 其 角 先生 書」 を 添へ たの も そのため である。 此書は 其 角が 古格 を 墨守して 流行に 

從 はない 事 を 難詰した ものが ある。 

併しながら 去來 はた 句 を 新しく すれば よいとば かり は考 へて 居なかった。 去來は 「俳諧 は 新 意を專 にす とい 

へど も、 物の 本 情 を 違へ ていふ ものに は あらす。 云々」 (去 來抄) と 言って、 其 角の 驚の 身 を さかさまに 初音 哉の 

句 を 難 じて ゐる。 去來 云、 角が 句 は 暮春の 亂鶯 である。 初 鶯に身 を 逆にす る 曲 はない。 凡そ 物 を 作す るに、 先づ 

その 本 情 を 知るべき である。 知らざる 時 は、 珍 物 ，奇 言に 魂 を 奪 はれて、 その 本 情 を 失 ふ 事が ある (去 來抄 )。 句 

二、 風 體 論  七 〇 三 
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を 新しくす るの はよ いが、 それが ため 物の 本 情 を 失 ふと、 句 は 作り事と なり、 虛僞 となる。 それで は 誠から 出た 

俳諧と は 云へ ない。 其 角 は 作意 を 好む 人で、 人の 意表 外に 出 づる事 を 喜ぶ が、 その 弊と して 物の 本 情 を 失 ふ 傾が 

ある。 t 巴 蕉が其 角を定 家に 比して 居る の は、 彼が 才に 驚歎した 賞美の 言で あらう が、 一 面 技巧の 弊に 陷る事 を 物 

語った やうに も 思 はれる。 

嘯 山の 「雅文せ うそ こ」 に、 野坡 云、 「句 はし まりを 第一 にして、 新しみ を 願 ひ 申す 事に 候。 取合せ もの を 尊し 

とは存 せす 候。 云々」 とあって、 芭蕉の 「鶯ゃ 柳のう しろ 藪の 前」 とい ふ 句を說 明して、 「鶯に 柳 は 其 比 も 古く 候 

000  000000000000  00000000 

へど も、 かくの 如く 句作り 給へ る 故、 あたらしみ 第一 也。 云々」 と 論じて ゐる。 駕に 柳の 取合せ は 芭蕉 當時旣 に 

陳腐に なった 趣向で あるが、 柳の 後 藪の 前と 云って、 鶯の 居る 場所 を寫實 した 所に 新しみ が ある" 許 六の 「宇陀 ノ 

法師」 に、 「あたらし みとい ふ 事、 末々 の 門人 迄 聽き習 ひて 申 侍れ ど、 糙に 知りた る 人な し。 新しくと いふ は 趣向 

〇o〇  〇o〇〇〇o〇oo〇o〇o〇o  〇o〇oo〇o〇〇oo〇〇  ooo〇〇〇o〇〇ooo〇o〇〇 

にあり。 あたらし みとい ふ は 句作り にあり。 毎度 新しき 趣向 は 稀れ なる 故、 句作り にて 新しみ を 付けて いふ 事 也。 

云々」 と ある。 之に よると 野 坡も許 六 も 新しみ を 願 ふ 事 は 一 致して ゐ るが、 野坡 はし まりを 第 一 とし、 許 六 は 取 

合せ を專 にす る 點が違 ふ。 併し 趣向 は 陳腐に なり 易い となると、 何 かの 手段に よって 新しくし なければ ならない 

から、 結局 許 六の 言の 如く、 句作り による 外 は あるまい と 思 ふ。 され ど 趣向 は 決して 盡 きる もので はなから う。 

許 六 も 題詠 的の 句 は 古くなる から、 題 を 箱の 中に 入れて、 其 上に 立って、 廣く 乾坤 を尋 ぬべき であると 言うて ゐ 

る (篇 突)。 笆蕉の 言に、 「景氣 の 句 は 皆 古し。」 (宇陀" 法師) と あるが、 それ は 景氣の 範圍を 限る からで ある。 景 


氣 の範圍 I ると、 i が I してく る、 I が 同定す ると、 同じ やうな 趣向の 句が 出來 「- 古くなる。 乾坤 を尋 

ねる とい ふ 事 は、 景氣の 範圍を 自在に し、 連想 を 固定 させない ため-で • 廣 く寫實 するとい ふ 事になる。 

四、 句の 勢 ひ 

句の 調子 を 張らせる 事で ある。 調の 張った 句と、 調の 弛んだ 句と は、 蠻の 上に II 値の 相違が ある。 調 

の 張った 句の 方が、 具象 化が キビく して 新しくなる。 「去 來杪」 に、 「去来 曰、 句に 句 勢と いふ 事 あり。 文に 文勢， 

語に 語菅 るが 如し。 たと へば、 「ふる ふが ごとく 小 謹 降る」 とい ふ 句 を， 先師 曰、 「打 あぐる ごと 小ぬ I 降 

る」 と 作れば、 句 勢 ありと なり。」 と ある。 

五、 句の 姿 

句の 情趣が 自然の 風姿 を備 へる 事で ある。 「去 來杪」 に、 去來 曰、 句に 姿と いふ あり。 たと へば 

妻よ ぶ 維子の 身 を ほさう する  去 來. 

初めは 此句、 「つまよ ぶ 雉子のう ろた へて 啼」 と. 作りたり ける を、 先師 曰 、去来 * 汝 いまだ 句の 姿 を しらす や。 同 

じ 事も斯 くいへば、 姿 ありと て 直し 給へ るな り。 支考が 風姿と いへ る もこれ なり。」 と ある。 雉子が 妻 を 呼ぶ 情の 

切なる 思 ひ を 表すに は、 ，"ハ で • いで は 拙い。 身 を 細う する の 方が 自然で ある。 

二、 風 體 論  七 
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六、 句の 語路 

句の 口調の 平滑なる 事で ある。 「去 來杪」 に、 「去來 曰、 句に 語路と いふ もの あり。 句ば しりの 事 也。 語路 は 盤 

上 を 玉の 走る 如く、 滞りな きをよ しとす。 叉靑 柳の 風に 亂る \ が 如く、 優 を 取りた る もお もしろ からん。 溝川に 

土 泥の 流る.^ やうに、 行き あたりくな づ みたる はわろ し。 其 外卷中 一句 二 句 は 曲 をな せる も あるべし。 夫と て 

も 語路の 滯 りたる は 離 ふなり。」 と ある。 

七、 句の 位 

句の 格調 を 云。 格調の 低い 句 は 品位が 劣る。 「去 來抄」 に、 「野 明日 * 句の 位と はいかなる ものに や。 去来 曰、 

これ も 叉 一 句 を あぐ。 

卯の花の たえ 間た X かむ 闇の 門 

000000000000  00000000  00000303 

先師 曰、 句の 位 尋常なら. すと なり。 去來 曰、 畢竟 句 位 は 格の 高き にあり。 句 中に 理窟 をい ひ、 或は 物 をた くらべ、 

〇o 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  o〇〇oooo〇 

或は あたり 合せた る 發句は 位く だる ものな り。」 と ある。 同書に、 猿 蓑 撰の 時、 芭 蒸の、 

病 鳴の 夜 塞に 落て 旅寐 かな 

海士 の 家 は 小 海老に まじる い と^かな 


作 
法 


の內 一句 入れよう として、 凡 兆に 計る と、 凡 兆 は 海士の 家の 方が 句の かけり ごと 新しく， 秀逸 だとい ふし， 去來 

は、 脇の 方が 格 高く、 趣 かすかで、 容= ^に 案出され ない と 論じ、 遂に 兩句共 入れる 事に した。 其 後 色蕉之 を^ 

き、 .K 鳩 を 小 海老と 同じ やうに 論じた かと 言って 笑った と あるが、 之 も 句の 位の 一 例で ある。 格調 は 病 鳩の 方が 

髙 いが、 新しみ の 方 は 小 海老の 方に あらう。 此點 から 考 へて、 新しみ とい ふ 事よりも、 の 位の 方が 第 一 だった 

ものと： 13^ える。 


一 、 發 句の 作法 

ィ ，句作の 用意 

前述の 如く、 お 潔 は 門人の 氣象ゃ 口 質に よって、 種々 の 敎示を 垂れた。 「去 來抄」 に，， 

00000000000  000000000  oooo、0  000  2-slooo め 0 つ、 つ 010  0  0 

去来 曰、 l^is 門人に 敎へ給 ふに、 その 言葉 極まりなし。 予に 示し 給 ふに は 句 毎々 にさの み 念 を 入る-も 

叉お つ や E ^かひ r に r る r しとな り。 

oooooooooooooo  o  oo  o 

- .?^む.^^|はぃ、?ーぃ和。 誹諧 もさす がに 和歌の ー體 也。 句に しをりの ある やうに 作るべし となり。 云々 

と ある。 其 他洒堂 • 許 六 • 惟然 等に 向っても • それ. 異 つた 敎 があった。 

三、 作 法 論  七 〇 七 
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キ サキ 

併しながら 芭蕉 は先づ 句作の 第一歩と して 氣鋒を 以て 作る 事を說 いた。 此敎示 は總括 的な 言語で、 門人の 個性 

や 趣味の 相違に 關 せす、 何人に も か k る 態度 を 必要と した 說と考 へる。 「去 來杪」 に、 

00000000000000  000000000000000  000000000000 

先師 曰、 今の 俳諧 は 日 に 工夫 をつ けて、 席に 臨んで は 氣鋒を 以て 吐くべし。 心頭に 落す ベから すと なり。 

o〇〇o〇〇〇o〇o〇o〇o〇〇oo〇〇 

去来 曰、 俳諧 は氣 鋒に て 無分別に 作すべし とのた まひ、 云々 

叉 土芳の 「あかざう し」 に、 

00000000000  000000000000 

功 者に 病 あり。 師の詞 にも、 俳諧 は 三尺の 童に させよ。 初心の 句 こそ たのもし けれ。 などと たびく 云 ひ 出 

〇〇〇〇ooo  ooo〇〇〇  〇〇〇〇ooo〇〇ooo 

でられし も、 皆 功 者の 病 を 示されし なり。 …… 氣先 きを 殺せば、 句氣に のらす。 先師 も 俳諧 は氣 にの せて す 

〇〇  〇o〇〇o〇o〇〇  〇o〇〇〇oo〇o〇〇oo  ooooooooo  〇o〇〇oo 

べしと あり。 …… 門人 功 者に はまりて、 た 能き 句 せんと 私意 を 立て、 分別 門に 口 を閉ぢ て、 案じ 草 臥るな 

り。 云々 

とも ある。 以上の 敎は 平生 句作 修行に つとめ、 いざ 其 場に 臨めば、 ー氣呵 成に、 大膽 に、 眞 率に 作れと いふ 事で 

ある。 功 者の 弊 を 戒めた の は、 た^ 佳句 を 作る 事に 苦心して、 私意. 私情 を 挾んで、 物の 本 情を捉 へようと しな 

いからで ある。 土芳 も， 「其 物より 自然に 出づる 情に あら ざれば、 物と 我ニッ になり て、 其 情 誠に 至らす。 私意の 

なす 作意 也。 云々」 (同書) と 言って ゐ るが、 師說の 敷衍で ある。 大膽 になれ、 率直に なれと いふ 事 は、 句作 態度 

の 第 一條 件で ある。 作に 向って、 思案に 凝る 事 は、 私情 を 入れる 基で、 物の 本 情 を 逃がして 了 ふ。 笆蕉は 俳 席に 

於て 速吟を 尊んだ." 去 來は蕉 門遲吟 第一 であった (去 來抄) 。或 時 芭蕉 は 去来と 共に 正秀 亭に會 合した。 去 來は珍 


客で あるから、 發句を 所 亡 e れ たので あらう。 所が それが なかく 出来ない。 笆蕉 怒って いふ やう、 一 夜の 程い 

くばく か ある。 汝が發 句に 時 を 移したならば、 今夜の 會は 空しくならう。 余り 不興の 事で ある。 と 一一 一一 I： つて tH3 蒸 は 

發句を 出し、 正秀が 脇を附 け、 去来 は 第三 を附 けたが、 笆蕉に 斧正され て 面目 を 失った (去 來杪) 。句作の 後れる 

の は、 平生の 不 鍛練と 思案に 落ちて 物の 本 情 を 失 ふからで ある。 「あかざう し」 に、 

3000000  000000000000000  00  ,  I  .  ：:  1, 

句作り に 師の詞 めり。 物の 見えた る 光、 いまだ 心に 消えざる 中に いひ とむべし 又 趣向 を 句の ふりに 振 出す 

， ,  , , 

とい ふ 事 あり。 是 その 境に 入りて、 物の さめざる うちに、 取りて 姿を容 る、 敎也。 句作になる とすると あり。 

0000000000000  000000000  OOOPOOOOOO で 0  0  0  2、  0  0  0^0  ^  ^  0 

內を 常に 勤めて 物に 應 すれば、 その 心の 色 句と なる。 內を \ 吊 勤めざる もの は 成らざる 故に 私意に 力け て 

0  0  0  0 

するな り。 

と ある。 之 は資際 感受した 物の 印象が、 まだ 消えない 中に 句作す る 事 をす." めた 敎 である。 實感の 光が 消える と、 

私意に かけて 作り物と なる。 境地に 入って、 物の 本 情 を 十分 摑ん でゐ ると、 自然と 句の 姿が その 本 情に 適合す る 

やうな 形 を 取って 表れる。 强 ひて 言語 • 表現の 工夫 を めぐらさす とも、 自然の 氣 持に 合った 句が 出来る。 平生の 

用意 • 練^が 第一 である。 物の 實情を 十分 思 ひ 極める 事が 第一 である。 それに は 感受性が 强く銳 くなければ なら 

ないし、 實感の 把握 性が 確實 でなければ ならぬ。 芭蕉の 言 は 後人に 迄 もよ き敎訓 である。 

口 、上達の 道 

俳 道 上達の 道 は、 多作 主義に ある。 而も 過去の 境地 を 忘れ去って、 ひとへ に 將來の 進展に 志す 底の 人が、 上手 

三、 作法 論  七 〇 九 
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の 域に 達する ので ある。 許 六の 「篇 突」 に • 

又 云 (芭蕉)、 上手になる 道筋 糙 にあり。 師 によらす。 弟子に よらす。 流に よらす。 器に よらす。 畢竟 句數多 

〇〇〇o〇o〇〇  o〇〇〇〇〇〇〇〇o〇o〇〇〇o〇o 

く 仕出した る 者の、 昨日の 我に 飽 ける 人 こそ 上手に はなれり。 

と ある。 上手の 作者 は 想像力に 富んで ゐ るが、 下手の 作者 は 想像力に 乏しい。 上手の 作者 は 未来の 句 を 作る。 そ 

の 風 は 今 は 行 はれな くと も. 先へ 行く と W ひられる。 それ は 奥 を 尋ねて 案す るからで ある。 之 は 「篇 突」 に、 

又 云 G 巴蕉 y 未来の 句 を するとい へば、 未練の 者 は 途方 もな き 様に 覺ぇ 侍れ 共、 眼前に 知れたり。 たと へば 

花の 句 所望せ し 時、 一 句 案じて 當 前に 出す。 叉 一 句 望む 時、 最前の 案じ 所 を 換えて、 奥 を 尋ねて、 一 句 取 出 

すべし。 叉 所望す る 時、 ひた もの 奧を 尋ねて 出さん。 是 未来の 句 眼前に 知れたり。 世上の 人 奥を尋 ぬる 事 を 

知らざる 故に、 未来の 句 曾て 見えす。 上手の すり 上げて、 案じた る 骨折 を 知らざる 事 無念 也。 …… 上手 は 叉 

其 時 五 年 も 十 年 も 先へ 流行して、 終に 下手の 居る 所に 遊ばす。 故に 一 生 追 付く 事 かた かるべし。 

とも ある。 併し 上手な 句必 すし も師說 に忠實 であると は 云へ ない。 將來の 流行 を 見る 句必 すし も 文 擧的慣 値 ある 

ものと も 定めが たい。 其 角な ど は 上手な 作者で あるが、 芭蕉 殁後師 風を變 じ、 洒落 俳諧と いふ 謎の やうな 價 値の 

低い 句 を 作って ゐ- る。 上手と 云っても、 句の 根本 方針が 確立しての 上で ある。 許 六 は 「とり はやす を 上手と いふ 

なり。」 とい ふ 色 蕉の敎 を ありがたく 思って、 ひと へ に 上手く と 言 ふけれ ど • その 前に 文 舉的價 値の 高い 句 を 志 

さなければ なるまい と 思 ふ。 昨日の 我に 飽 ける 人 も、 あらぬ 道に 轉 向して は 問題に ならぬ。 此點に 5« 意して、 ^ 


^の 一 w を聽 くべき である。 

ハ、 取合せ 

取合せ と は 村 料の 配合で ある。 -さ蕉 之 を 許 六に 傳へ、 許 六 之 を 以て 蕉風 血脈の 敎 なりと 信じ、 自 門の 金 科 玉條 

とした。 「花 (な 维」 に、 

00000300000000000000000  00000000000  0  00  00000 

先币 曰、 發句は 頭より すら/ \ と いひく だした る を 上品と す。 ほ 句 はもの を 合すれば 出來 せり そのよく と 

0000000000  0  0  0000 つつ 0  0  0  〇0〇00.0  0090 つ 00  0  .0'  0  0  h, 

り 合する を 上手と いひ、 あしき を 下手と いふ。 其 角 曰、 もの を 取合せ て 作す る 時 は. 句 多く、 吟速 なり。 ，w 

000000000  0000000 〇 oooooooo_^oooo 

の 人 是を思 ふべ し。 功 成る に 及んで は、 取合 ふ 合 はざる の 論に あらす。 

「去 來杪」 に、  • ， 

000000000000000000000000  000000000000000 

洒堂 曰、 先師 曰、 發.： は汝が 如く 物 二 ッ三ッ 取 集めて 作る ものに あらす。 こがね を 打ちの ベた る やうに あり 

たしと なり。 云々 

「字^ ノ 法師」 に、  •  . 

師說云 * 惣刖發 句 は 取合 物と 知るべし。 題の 中より 出 づる事 は、 よき 事 はた ま/ \ にて、 4^ 古しと.^ され 

ける。 此 3:! よく 請繼 ぎて、 江 東の 俳諧 は 常に 取合 第一 とす。 同 I： の 中に も、 江 東 は 道具 過ぎたり と 難す る 入 

000000000000000000000  0  0 

も あるよ し。 先師の 句 十に 七 八は必 取合に て 道具 也。 難す る 人 取合 樣を に 知らざる 故に 此難 あり。 道 a: で 

00000000  00000000000000  0  0  D  0  0  0  0  OOODOOOOOOOOO 

する 事 得物なら ば、 幾度 も 道具で よき 句 せらるべし。 不得手の 格に て、 あしき 句して 何の 益 か あらん。 例へ 

三， 作法 論  七 一 1 
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ば； i 鏠っ かひに、 十文字 を 得つ か はぬ と 難 じたる と 似たり。 

などと ある。 笆 蒸は洒 堂に 向って、 黄金 を 打 延べた やうに 作れと 敎へ、 一方 許 六に は 取合 物と 知るべし と說 いて 

ゐ るが、 それ は 二者の 氣 极に從 つて 敎へ たもので * 兩說 とも 正しい 敎示 である。 併し 句 は 頭から 堂々 と 言 ひ 下し 

た 方が 品位が ある。 格が 高い。 取合せ 手段に 訴 へて 作った 句 は 品が 落ちる。 格調に 卑しい 所が ある。 成程 其 角の 

言の 如く、 物 を 取合せ て 作る と、 句 は 多く 出來 るし、 早く 作れる。 故に 初擧 者に 向って は 取合せ 手段の 句作 を. すす 

める もよ からう。 併し 功 成る の曉に 於て は、 取合 ，不 取合の 論で はない。 もっと 根本的の 問題が ある。 「雅文せ う 

そこ」 に、 野 坡の說 として、 「自然の 作と 聞え 侍るな り」 とか、 「一句の 祌定り 侍るな り」 と あるが、 此 言の 方が、 

根本 問題に 觸 れてゐ る。 三 宅 嘯 山の 許 六の^ 評に， 「枯談 肉少、 率.^ 無-一 含蓄？ 云々」 (俳諧 古 選) と ある は、 蓋し 

的中の 論で あらう。 

二、 餘韻 • 餘情 

^蕉は 印象 明瞭よりも 餘韻餘 情 を 尊んだ。 「去 來杪」 に、 

ioiD …… 何々 とやらん、 跡 は 忘れた リ。  , 

ibTAt> 尾 の 人の 句 也 C 

此句 は蘿の 薬の 谷風に 一す ぢ樂 まで 裏 吹き かへ さる \ と いふ 句なる よし。 予 先師に 此句を 語る に、 先師 曰、 

^^^^^^^^^^^T  ひャ S^^L^S. ，となり。 支考 傍に 聞きて 犬に 感動し、 はじめて 發句 

とい ふ もの を 知り 侍る とて、 此頃 物語り ありけ り。 云々 


下 臥に つかみ わけば や 糸. IH 

先師 路ト • にて 語り 給 ふ。 此 北ハ ^5: が 集に 此句 あり。 いかに 思 ひて か 入 集し けむと。 去來 曰、 糸 櫻の 十分に^ 

きたる 形容、 よくい ひお ほせた るに 侍らす や。 先師 曰、 いひ 課せて 何 か ある。 予こ、 に 於て 肝に 銘 する 事 あ 

り。 はじめて 發.？ になるべき 事と. なる まじき 蔡とを 知れり。  - 

と ある。 隅々 まで 言 ひ 1^ 魁して はいけ ない。 一一 一 n ひ 終せ て 何 か あると 言った 芭蕉の 敎 示の 中には、 余韻 *餘 情と いふ 

is!- を 尊んだ 意味が 分る。 印象が 明かに なれば、 餘韻 *餘 情 は 乏しくなる。 物の 趣 を 言外に 表す 事 は、 句の 情味 を 

豐 かにす る。 深く する。 品 を 付ける。 それに 反して 物の 情景 を 明瞭に 表すと、 情趣 を 味ふ餘 地が なくなる。 句の 

情趣 は 請^の 想像に よって 面. 3 くなる ので、 た^ 句の 表面に 表された 情味 だけで は 物足りない。 淺 くなる。 品が 

なくなる。 t 巴蕉は それ を 斥けた ので ある。 

ホ、 题を 離れる 

00000000000000  0000000 

*t 巴 蔡は题 詠の 弊 を 述べて、 發句は 題の 中から 出る 事は少 く、 出ても 大方 古いと 言って ゐる (「くろ ざう し」)。 

「篇 突」 に、  " 

又 云 G 巴蕉) 、題の 噂と 覺 えたる がよ し。 たと へば 花の 句 せんに、 花とば かり は 文字 十七の 數 なし。 されば 風 

に 花の 散る とい ふ 事、 一度 は を かし。 二度 は 面白から す。 入相の鐘に 散る ともい ひかへ、 風の 吹かぬ に 散る 

など、 隨分^ を ま .1 したれば、 上手 はよ き 噂を尋 出し、 下手 は 下手に て^わろ し。 

三、 作法 論  七 ニニ 
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とも ある。 許 六 はな ほ 之 を 敷衍して、 

世上 發句 案す るに、 皆 題號の 中より 案す る。 是 なきもの なり。 余所より 求め 来らば 無盡藏 ならん。 たと へば 

^s^s^,  S ハ 息 &ゼぃ 一び、 sfr ひ IO 等 。の 1% リ。 題 號の中 を 尋ねて、 新しき 事な きとい 

ふ は、 たまく 萬が 一 殘 りたる もの ありと も、 隣家の 人 同日に 同 題 を 案す る 時、 同じ 題の 曲 輪 なれば、 殘り 

たる ものに ひしと 尋ね あつべし。 道筋 か はら ざれば 疑 ひなし。 まして 遠 國* 遠 里に 於て、 いくばく か 仕置き 

) I  )  5  3  3  3  np-nooooooo  0000000  00000000 

侍らん。 き<1 ^踟^ が^^が li^ ト& 案じ 所と 違 ひ、 子 は 親の 作意と 各 別なる ものな り。 

と 論じて 居る。 去来 も 「去 來抄」 に、 

發句は 曲 輪の 內に 無き ものに あらす。 殊に 卽興 .感 偶す る もの は 多く は內 にあり。 然れ ども 常に 案す るに 

や^ I ノー、 ，ひ^^1^&|.^^"。  v^^"l^』\-l 「如. ^ーキ きタ^^§,!|^5^|,。  ^一等 類 をのが る。 初 

舉の尤 思 ふべき 處也" 云々 

とい ふ。 曲 輪と は範圍 である。 題詠 は 題の 範圍を 固定し >  思想の 趣味 を傳統 的に させる。 题の範 圍を脫 出して 句 

作す ると、 題に 捉 はれない から、 自 まに 廣く景 情 を 探す 事が 出来る。 題に 想 を 限る と 古くな り、 千遍 一律の もの 

となる。 許 六の 蓋の 喻は 面白い。 題を隱 して 置いて、 その 傳來の 趣味 を 忘れて， 句作す ると， 變 化が ある。 新し 

い まいく らも 出来よう。 芭蕉が 題の 噂と 言った の は、 題の 間接的な 思想の 事で ある。 題の 想像 化で ある。 題の 

趣味 を變 へて 句 を 詠む と、 十七 音の 短い 形で も、 趣の 遠った 句 は 多く 得られる。 題の 嘴と か、 題の 曲 輪 を 飛び 拔 


ける とかい ふ isijf は、 從來の 題詠 趣味 を 破って、 新しい 句作に 作者 を 導く ための 敎示 である 》 

二、 附 句の 作法 

ィ、 附 方の 用意 

土芳の 「あかざう し」 に、 

師の 曰、 舉ぶ事 は 常に ぁリ。 席に 臨みて、 文臺と 我と 問に 髮を いれす。 思 ふ 事 速に 云 出て、 爱に 至って 迷 ふ 

000  000000000000  00000  0-000000  000000000  ooooooo^ 

念な し。 文裘 引お ろせば 卽 反古 也と、 きびしく 示さる、 詞も あり。 或 時 は 大木 倒す 如し。 本に 切 込む V 得， 

000000  0  0  0  0  0  0  0  00000000  '  ：  ►  J  t  -  .»,、 , 

西瓜 切る 如し。 梨 子く ふ n つき， 三十 六 句 皆 やり 句な どと、 いろ，/ \ に せめられ iS: る も $1 功 者の 私意 を E=j 

ひやぶ らせんとの 詞也。 云々 

と ある。 是 等の 比喩 は、 發句は 氣鋒を 以て 作れと 云 はれた 意味と 同 一 である。 一 氣呵 成に 作る。 放膽 的に 作る。 

54 案 • 工夫に 落ちないで、 思 ひ 切って する。 私意 を 挾む 餘地 のない やうに する。 ；^！意を以て作ると、 物の 本 情 を 

失って 了 ふ。 それ を T い 巴蕉は 嫌った ので ある。 「去 來杪」 に、  . 


て 


ゎづ らふ 西 國の馬 の 


o〇o  〇〇o〇o〇〇o〇ooooooo 

許 六 試みの 點を乞 ひける 時、 此 句に 長 を かけたり。 先師 曰、 今 はか k る 手帳ら しき 句 は 嫌 ひ 侍る。 是等は 手 

帳な り。 長 あるべ からす。 重て 上京の 時、 此句 何故に 手帳に 侍る や。 先師 曰、 船の 中に て 馬の 煩 ふ 事 はいふ 

三、 作 法論  七 一 五 
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00  0000000000000000000 

べし。 西國の 馬と 迄 はよ くこ しらへ たる ものな りと なむ。 

と ある。 之 は 私意 を 挾んだ 句の 戒 である。 私意 を 挾む 時 はこしら へ 物と なる。 作り事と なって、 本 情 を 失 ふ。 發 

句ば かりで なく、 連句に も か k る 用意が 大切であった。 

口、 附 方の 種類 

附句は 前 句に よって 千變萬 化する もので、 數に 於て 定 むべき 理由 はない。 併し 笆蕉 は先づ その 基本的の もの、 

卽ち うつり • ひ 1- き. 句 ひ. 位 • 俤 • 景色の 附 句に 就いて 敎 示して 居る。 「花實 集」 に、 

〇〇oo〇〇  〇〇〇  〇o〇o〇  〇〇o〇〇oooo  〇〇 

先師 曰、 發句は 昔より 樣々 か はり 侍れ ど、 附句 は三變 也。 昔 は附ケ 物を專 とす。 中頃 は 心 附を專 とす。 今 は 

000  0  0  0000000000000 

うつり. 響. 句. 位 を もて 附 くる 事 をよ しとす。  - 

と ある。 附 物と は物附 (詞附 ) で、 一一 一一 C 紫の 緣 によって、 前 句の 或 名詞に 名詞 を附 ける 事、 心 附とは 前 句の 意味 を 

說 明す る附方 である。 之 は元來 連歌に あった 附 方の 名 ほで、 連歌の 寄 合 は、 前 句の 緣語 をた どって 附 ける 附方だ 

から、 物附と 見るべく、 心 附は良 基の 「連理 秘杪」 にも 兑 えて、 後世 重要なる 附 方の 一 つに なった。 貞 門で は詞 

附と 心附を 相互に 用 ひ、 詞附 中の 取 成 附* 心附 中の 古事 附 (德 元の 「俳諧 初 擧杪」 に は、 心附を 古事 附と 解く) 

を 特に 尊重した。 談林 も詞附 • 心 附を兩 用し、 何れも 奇拔な 道化 • 輕ロを 主眼と した。 「花實 集」 に、 

. 牡 年 問、 いかなる を 響 • 句 • うつりと いへ るに や。 去來 曰、 支考 あらまし を 書 出せり。 是を 手に 取りた る 如 

くに はい ひがたし。 先師の 評 を 擧げて 語る。 他 は 押して 知らるべし。 


赤 人の 名に つがれけ り 初が すみ  ^ 

鳥 も 囀る 八！： 點 なる ベ し  去 來 

先 ^H、 うつりと いひ、 匂と いひ、 誠に 去年 中 三十 棒 を 受けられ たる しるしと なり。 

、角 釋ョ、 つがれた りと いひ、 なるべし といへ る あたり、 その 言 ひ 分の 句 相う つり 行く 所見るべし。 若し 

00  000 つ 0000000  OJ  0  .0  0  0  •  0'  0  0  ^  0  0  0  o'^  0 

發句、 名 はお もしろ やと あらば、 脇 は 嚼る氣 色な りけ りと レ へ し 

^ち 多り も 響き も 匂 ひも、 二 句 11 の 情趣 ゃ氣 持の 呼應 では あるが、 移り は 俗に 云、 うつりが 善い悪い のう つり 

で、 L 义： とい ふ義 であらう。 前例に 就いて 云へば、 赤 人の 名 はつがれ けりと いふ 俗談 的な 氣 持に、 合點 なるべし 

と、，. ふ：： 颯 持が、 反映す るの だら うと 考 へる。 名 は 面白 やと 雅 やかに、 輕く 云へば、 氣色 なりけ りと、 之 も 1! く、 

品よ く、 心 持 を 合 はすべき である。 

響 は、 同書に、 

響 は 打てば 響く が 如し。 たと へば 

博 彖に銀 土器 を うちくだき 

身 ぼ そき 太刀の 反ル こと を 見よ 

比 句 を あげ、 右の 手に て 士器を 打ちつ け、 左の 手に て 太刀に 反り 打ち かける しかたして 一 詰り 給 へり。 一句 

一.：^ に 趣變り 侍れば、 悉くい ひ盡 しがた し。 

三、 作 法 論  七 一七 
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と ある。 表現の 上から 句の 情趣 を呼應 させる 事で あらう。 此句は 楠 公の 子^れの やうな 場面で、 父 は 討死 を覺悟 

して、 子と 別れの を 酌み、 形見と して 細身の 太刀 を與 へる とい ふ附 意で あらう が、 打碎 きと 云った 表現に 對し 

て、 太刀の，^ い を 示した 緊張した 心 持 を 響かせた 所、 呼吸が ビタリと 合って 居る。 支 考は之 を 起 情と 言って ゐる 

が (十 論爲 辯杪) 、たビ 起 情で は 響き とい ふ 語の 內容 に 當ら な い 。 

句 ひ は、 土芳の 「あかざう し」 に、 

折く や 雨戸に さはる 荻の 聲 

はなす 所に おらぬ 松む し 

この 脇、 發 句の 位 を 思 ひしめ て、 J? ひよ ろしく、 事 もな く附 けたる 句 也。 

と ある。 之 も 支考は 「爲 辯杪」 に、 「馨 とい ふ 事 は、 百 韻が 百 句ながら， 二 句の 間に 籠れる を、 和歌に は餘 情と い 

ひ、 ^諧に はに ほひと いふ。 云々」 とあって、 百 句が 百 句に 渡る ものと して ゐる。 「花實 集」 二， 去 來抄」 に 例 句 を 

あげて 居ない 所 を 見る と、 すべてに 應用 さるべき もの か。 

位 は、 「花實 集」 に、  . . ：. 

き^.！" pi ひ ま。 たと へば 好 句 あり とても * 位應ぜ ざれば 乘ら す。 先師の 戀句を 擧げて 語る。 

上 置の 干茱 刻む もう はの 空 

馬に 出ぬ 日 は 內で戀 する 


此前句 は 人の 妻に も あらす。 武家 • 町家の 下女に も あらす。 {is 屋 • 問屋な どの 下女 也。 

と ある。 卽ち前 句の 人の 品位な り、 場所の 狀況 なり を兑 て、 その 情趣に 適應 した 句を附 ける 事で ある。 前 句が 古 

t めいた 人のお 様 を 云へば、 古風な 風俗 を附 ける とか、 今様な 浮 氣女を 云へば、 浮氣 つぼい 風俗 を附 ける とか、 

然るべき 武士の 妻なら、 奥床しき つ、 まし さ、 町家の 腰元なら、 何と 云った やうな 例で ある。 

g: と は 古事の 想像 化で ある。 「花資 集」 に、 

000 〇 000000000  0000  0  000  0000 

牡^ 悶*  ^にて 附 くると はいか^。 去來 曰、 うつり. 饗. 句は附 やうの i^i 也。 俤は附 やうの 事 也。 昔 は 多く 

o〇o〇o〇〇〇〇  . ；  ,  5  I 

；：：! ハ 事を^に 附 けたり。 それ を 仰に て附 くるな り 仞へ は 

艸 庵に しばらく 居て は 打破り 

命 _g しき 撰 の 沙汰 

始は 和歌の 奥懷を 知らす と附 けたり。 先師 曰、 前 を 西 行 • 能 因の 境界と 兌ら る、 かし。 され ど Id に 西 行と 附 

：&か S 手 つならん。 只， 仲に て附 くべ しと 直し 給 ひ、 いかさま 西 行. 能 因の 悌 ならん となり。 乂人を {儿 めて 

000000000  I 

いふの みに も あらす。 ^へ は 

發 心の 始に趑 る 鈴 鹿 山  . 

內 k 頭 かと 呼ぶ 人 は 誰 

先師 nr いかさま 誰 ぞが俤 ならん となり。 云々 

三、 作法 論  七 一九 


ま I  m.. 
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去来が 浪 化に 敎 へた 「去来 文」 とい ふ 書に、 なほ 詳說 して 云、 

0000000000  00000000000  00000 

當 流に 面影 を もって 句 を 付け 申 候 事御虛 候。 是は 古人の したる 事 を、 その 通りに 句に 仕 候へば、 故事に て 御 

iii。  ハ きず ひ^，^ ss.i。  ， ^"で? 文に も かってな き 事 も-るの 人の 風 勢/, \必 す 如レ此 なるべき 

事 をと. ひ 寄せ 可レ仕 候。 啓へば、 

草庵に 暫く 居て は 打破り 

命 うれしき 撰染の 沙汰 

0000000000  •  1 -」 -,、 3 

此句は 西 行か 能 因が 如き の 人の 面影と 開え 候 

稻 の 葉 のびの 力なき 風 

發 心の 初に 越 ゆる 鈴 鹿 山  " 

是は實 ヅ西行 を 思 ひ 寄せた る 句に て 候。 西 行 行！： の はじめ 東國へ 下り、 鈴 鹿に て 略す。 是を 

行 卿して 歌 讀 み 初 る 鈴 鹿 越 

000000000  0  0  0  ^^0  0  ^ な、 

と 仕^て は、 一句 も あしかるべし。 跡々 も 付けが たく 候 ーム々 

と ある。 俤 とは貞 門 の 故事 附の 進歩した ものである。 故事 を その ま、 附け ると、 德 元の いふ 心 附 になる が * 蒸 門 

では 節 を はける。 事實は 古書 にないが、 想像 化して 附け ると， 句の 懷が廣 くな り、 後の 附 句が 樂 になる。 發 心の 

はじめ こ 鈴お 比 山 を 越える 人 を、 西 行の やうな 境界の 人と 兒て附 ける の だから * 內藏ノ 頭 かと 呼ぶ やうな 句 も附け 


られ るので ある。 內錄ノ 頭の 故 ie^ が^ 行 物 • お などに あらう がな からう が、 それに 拘泥し な ハで、 ぶに 故事 を 3 は 

せる だけで よい。 從 つて 共 次に 、「卯の 刻の 其の 手に 並ぶ 小 西方」 と附 けて、 合 戰の拔 がけの 狀を 利かす 句が 出来 

て、 變 化が 面，； n く展 11 される。 

ヌゾパ 色の 句に 就いては、 元来 良 基の 一， 逑现 祕抄」 に、 景氣附 とい ふ 名：： z が あり、 宗牧の 「胸中 杪」 にも、 景：： SiSJ 

歌と あって， 例 句が 见 えて る。 俳諧で は 連. 歌に 倣って、 旣 に景氣 とい ふ 語 は 33- えて、 例へば 「正.！！ I 一. 千 句」 の 良 

の判詞 に、 「おもしろき 景氣 にて 候」 とあって、 連歌と 同じく 叙景 的な 附 句の 名稱 になって ゐる。 「去 來杪」 に、 

先師 曰、 ハ浙色 はいか ほどつ ^けても よし。 夭 象. 地形. 人事. 草木. 魚 虫. 鳥獣の 遊べる 其 形容み なく 氣色 也。 

と ある。 併し 許 六の 「字 陀ノ 法師」 に、 

卷風ゃ 麥の中 行く 水の 音  木 導 

師說 云、 景氣の 句 i^ll 容易になる 以の 外の 事 也。 大事の 物 也。 連歌に 景 曲と いふ。 いにしへの 宗 K 深く つ K 

00  0000000000  00000000000  - 

しみ、 一 代  一 句に は 過ぎす。 景氣の 句 初心 まねよ き 故 深く いましめり。 俳諧 は 連 If ほど は， おます。 惣別 4 が 

I 啾 の.？ は 皆 古し。 一句の 曲なくて は 成りが たき 故、 強く いましめ m51 きたるな り。 木 導が^ 風、 景曲 の.？ 

也。 後代 乎 本 たるべし とて 褒美に、 「^炎い さむ 花の 糸口」 とい ふ 脇して 送られたり。 云々 

と ある。 ^蕉 のい ふ (m 色と は、 客観的 事象と いふ 意味で、 m 鬧の 叙景に 限られた もので もない らしい。 出！！ の 叙 

cii^ ならば、 つ^けて 出す わけ も あるまい と 思 ふ。 

1ー一、 作法 論  七 二 一 


四 

法 
式 


ィ、 法式に 對 する 觀念 

土芳の 「しろ ざう し」 に、 

ooooooo  00000000090。  0000  .5- ん、， 10 ヽ 

貞德の 差 合の 書、 その外 その 書 世に 多し。 その 事 を 問へば、 師 信用し がた しとい へり その 中に 無言 (f 

00000  000000000,  so ん』 0  ^  0  ^  め 9 一  0  0 や 3、 』f ？。 やれ.： §1。 お 

諧 無言 抄か) とい ふ あり 。大様よ ろしと いへ り。 …… 師の 門に その 一書 あれ 力し と レへは 甚っ、 む 所 也 法 

む^い，^  き。 され ども 花の 下な どい はる-名 あれば • 其 法 立てす して は 其 名の 詮なし。 代々 

あまた 出し 侍れ ど、 ^-^ 法パ" 出。 し V、 もに。 きた"^ 恥し き 所 也。 差 合の 事 

0000000000  )  -  V 

は 時： 且 にも よるべし。 先 は 大方に してよ ろしと なり 云々 

又 「花實 集」 に、 

其 角 曰、 おい I4§i^。 鎖、 おか SM- あき や？ おお^  SSBB^ 

お？ I 見 s^l^?r  &、 で^ I おや sesf ^^が-^^。. 是 if 無量なら しめんが ため、 先師 もさし 合く りの 上 

000000000  oooo-^oooooooo  o^  _^o 

手と いは れんより は、 誹諧に 上手の かた あらま ほしと 宜 ひき 云々 

0  0  00000000000  0  0  .0  0  0  ^  0  »  ,o  .0 

卯 七 問 •  怖 i ，誹諧の 法式 を W ひ 給 はす や。 去 來曰、 是を 成程 用 ひて な づみ給 はす。 思 ふ 所 ある 時 は 75^^ 


第 十 章 笆蕉の 俳 


七 ニニ 


0000)0000  oooooooooo  OOODOOOOOOOOOOOOOOOOO^OO 

を 破り 給 ふ 車 も あり。 され ど 私に 破る は 稀 也。  ； 先師の？ 1^^ は 長 頭 丸 以後の^^ を W て 元来と し 給 はす。 

唯 世々 の 誹諧 體に 基き たまへ り。 凡 誹諧の 句 は已に 久しと いへ ども • 連 跡と なる は： *g 丸 以来に して、 未 法 

00000300000000000000  -  .  ： - - 

式な し。 仍て連 誹の 式 を 用 ひらる。 重ねて 誹諧の 法式 を 改作 あらる k にも 及ばす。 义 上より 定まりた る 法式 

にも あらす。 若し 其 人 あらば 是を 損益 あると も 卵なる まじ。 让ハ 時の 宗 K 達 はみ な元來 速歌師 たる 故、 歌の 

法式 を 借用 ひらる \ なり。 退いて 思 ふに、 今日の 先師 若し 其 時に 居 まさば、 連歌に よらす、 排諧の 式 は 別に 

立つべし。 世の 人 は 誹諧 を 以て 速 歌の 奴 僕の やうに 思へ り。 先師の 沙汰 は 格別 也。 

と ある。 以上の 說 によると * 芭蕉 は大體 古式に 倣った けれど、 必す しも 之に 拘泥し なかった。 從ふ 必要の ない も 

の は、 破って 行った が、 一 方义 先哲の 言 を 重んじて、 むやみに 破らう と はしなかった。 俳諧の 式 は貞門 以後 「御 

傘」 や 「花火 草」 に 則った けれど， ^蕉は それの みに 準據 せす、 返って 連歌の 制 を參考 した 所 もあった。 式の 害 

を 作る 事 は 重大な 事で、 式 を 立て. -も 人が 用 ひなければ、 立てる 必要 もな く、 式 を 定めて 之 を 守れと いふ 審も恥 

しいから、 改めて 式 も 立てなければ、 式の 書 も 出さなかった。 た^志 ある 門人が^ 蕉に 直に 聽 いて、 信用して 書 

き^めた ものが， 我 門の 式 ともなれ ばなる ので ある。 支 考が長 崎へ 行って、 卯 七と 表 合の 興行 をした。 それ を 去 

来が 批評した 言が 「旅寐 論」 に 出て 居る が、 その 中に、 「凡 先師 折/ \ 古法 を 破り、 新式 を 定め 給 ふ 事 は、 制 を は 

00  00000  0000000  oooooooooo  - 

ぶき、 事 を 魔め て、 句に^ 句 多 からん 事 を はかり 給 ふなり。 ：：•• 然れ ども 故資を ふまへ、 みだりに 破り 給 ふ 事な 

し。 云々」 とあって、 煩 瓒な制 を， おき、 詠む 事柄 を 自由に させ、 秀句 あらし めんた めに、 古法 を 破った ので、 み 

四、 法 式 七 二三 • 
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だり に 破った のではなかった。 故實を ふまへ て 居る。 それ は.： し 蕉 が大體 連歌の 式ゃ貞 門の 式 を 知って ゐ るから こ 

そやれ るので * その 知識の あった 事 は. 例へば 「三 冊子」 を 見ても、 本 歌 を S "ひる 事 • 本 歌と 證 歌の 差別. 輪廻 • 

遠 輪廻 • 切 字 • 懷 紙の 制 • 月 • 花 • 戀の 句の 制 等の 敎 示が あるので も 分る し、 芭蕉の 傳書を 請んでも、 想像され 

ようと 考 へる。  * 

0、 思想 進行の 順序 

一 卷の 思想 進行の 順序 を、 音 樂の序 • 破 • 急の 手に あてはめて 論じた 事 は 、元来 連歌の 敎 であった。 良 基の 「筑 

00〇00〇  00000000000  o〇〇o〇o〇〇〇〇〇oo〇〇 

波 問答」 に、 「たぐの 連歌に も、 一 の 懐紙の 面の 程 は、 しとやかの 連歌 をすべし。 てにをは も 浮きた る 様なる 事 をば 

o〇o〇  o〇o〇〇〇o〇〇ooo〇o  o〇〇o〇o〇oo〇〇o〇o〇〇o〇o〇〇 

せぬ 事 也。 二の 懷 紙より さ めき 句 をして、 三 四の 懷紙 をば 殊に 逸 興 ある やうに し 侍る 事 也。 •：：• 連歌 も 一 の懷紙 

は 序、 二の 懷紙は 破、 三 四の 懷紙は 急に て あるべし。 云々」 と ある。 此說は 誹諧に も蹈饕 されて、 貞門 では、 「初 

〇  000000000  oo〇  o〇oo〇〇〇  〇〇o  o  o  o  o  o 

折 は あまり 作意 も 見 えぬ やうに すら/ \ として、 二 之 折より そろ.^ と 作意 ある 句 をし、 三 之 折に は隨分 作意 を 

0  0  0  〇o〇〇o〇〇o〇〇〇oo〇oo〇o〇ooo〇o〇o〇oo 

ふる ひ、 人の 目 を さまさせ 候が よし。 此折は 道化た る 句 もい ひて、 一興 も 二 興 も あるが よきな り。 名殘 はかろ-,^ 

と 仕 立つ る ものな り 。云々」 (誹諧 京 羽二重) と敎 へて ゐる。 ^蕉 も是 等の 說に 倣って 北 枝に 敎 示して ゐる。 「山中 

問答」 に、 

0  0  00000000  0  0  〇oo〇o〇  0000  0  〇oo 

初 折 は 地の 句を專 にして、 奇語 *怪 言 を 好ます。 直なる べし。 戀の 句な ど その 心得 あるべし。 二の 折に 至り 


3D  D  D  D  ooo  ODOOOOO  ooooooa 

て は •  牛 節 也。 初 折の 禮法を 少し ゆるめた る 心なり。 …… 三の 折 は 俳諧の 遊び 所 也。 尊ら 花やかなる 

^一い が^ S ^おや！ -。 され ど 和して 禮を 忘れす と は、 正風の 姿 と 心 ir へし。 名 殘の折 は ー卷の 

D  0  0  0  0  OODOOOOOOOOOO  ooon  nooooo  ooooooooooo_^^  o 

^M^^^.^. お』^ I を 屈せぬ やうに すべし。 句 ひの 花、 舉 句に 至って、 高 贵の人 を 待たせぬ る は不禮 也。 俳 

〇ooooo〇o〇ooo〇o  000000000000 

諧は 一一 一一 I： 語の 遊びに して、 信 を 以て 交る £1 也。 妙 句に  一 ^を 屈し させんより は. 鹿 句に その 坐の 興 を 調へ よと 

なり。 云々  . 

と ある。 なほ 去來は 「去 來杪」 に、 師說を 敷衍して、 

先師 曰、 一 卷 表より 名殘迄 一 鉢なら んは兒 苦し かるべし。 去來 曰、 一 卷、 面 は 無事に 作るべし。 初 折の 裹ょ 

0000000  0000000  0  00  0  0  00  0  0000000  OOOOOPPOO,  900  p-0、0、0,  > 

り 名 殘の表 迄に、 物 數大. も 曲 も あるべし。 半より 名 殘の裹 にかけ て は、 さら/ \- と^ 祈らぬ やうに るべ し 

末に 至りて は * 互に 退屈 出で 來 たれる ものな り。 なほよ き 句 あらんと すれば、 却て 句し ぶりて 出来ぬ ものな 

0000000000  00000000000000000000  -  I  >  >  -', -, 

り。 さ^ど 末々 迄吟席 男み ありて、 好き 句 出で 來 らん を 無理に 止む るに は あらす 好き 个を ふべ 力ら すと 

いふ 察 也。 

と說 いて 居る。 是 等の 說は、 皆 連歌 以来の 敎の傳 承で、 新說 ではない。 一 體懷紙 は 百 韻が 本式で、 歌仙 は = か 式と 

なる。 K:! 韻 は 燕 1： 以前： 般に 流行した 形で、 歌仙 は蕉 門 以後の 流行で あるから、 S わ 想 進行の 順序 も * 卷の式 も. 

百 韻に 就いて 制定され たのが はじめで ある。 百 韻 は 普通 懷紙を 四 枚 S ひる。 一枚の 懷紙を 三つに 祈って、 叫枚備 

へる の だから、 折と いふ 語が 生じた ので あらう。 卽ちー 枚 目の 懷 紙が 初 折、 二枚目が ニノ 折 *  H 枚 目が 三ノ 折、 

四、 法式 論  七 二 五  ， 
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四 枚 目が 四ノ 折と 呼ばれる わけで あるが、 四 は 死に 音の 相 通す る 所から 忌んで、 普通 名殘ノ 折と 呼んで ゐる。 そ 

こで 初 折に は 表と 裏が あり、 ニノ 折に は ニノ 表と ニノ 裏 • 三ノ 折に は三ノ 表と 三ノ裏 * 名殘ノ 折に は 名殘ゾ 表と 

名殘ノ 裏が ある 事になる。 今假に 芭蕉の 敎を、 歌仙の 上に あてはめて 言 はうなら， 表 は 序の 格で * 穩 かに 行き、 

初 裏から 名 殘ノ表 半 過ぎ 迄 は 破で、 巧みに、 華やかに、 道化 も あり、 作意 十分に する。 それより 名 殘ノ裹 は 急で、 

さら/ \ と 骨折らす、 進ませて 行く とい ふやうな 様式で も あらう か。 

ハ、 懷 紙の 式 

表 を 嫌 ふべき 物の 制 は、 大體 古式に 則って 居た。 「しろ ざう し」 に、 笆蕉は 土芳の 問に 答へ て、 

00000  0000000000  00 つ. 0  ,3、：：、  .  ,',9-0  0:9 

師の 曰、 古法 表 十 句の 例 を 守りて、 八 句の 後 二 句 過ぐ る 迄、 表に 嫌 ふ もの、 類、 連歌に 今にせ す。 俳に は 苦 

D  D  D  0  D  0  0  0  0  0  o〇〇oo  00  0  o〇o〇〇oo  o'  o  o  ^ 

い^^す。 連歌に 龍 • 虎. 鬼 • 女、 さし 出た る 類、 表の 內嫌 ふ。 俳諧に も 鬼 • 女 はなり がた し。 龍 • 虎 は 苦 

い 15^ お。 その外， だ Sj& お、 ず ！ るな どの 類 は 用捨すべし。 百 韻 一所に 過ぐ ベから すと 師の云 也。 

000  0000  000000000  000000  0  00  *  i  )  r  » 1 -  、/\コ？ 一 

叉 戀の詞 、述懐の 類、 祝言に 云 ひたる 句 は * 表の 內 いか^ 侍らん と たづね る 時 ^の 曰 句に よるべし 文 

on つっつつつ 0000000000  00000000000000  0*00、0  000-£、0-90,  0,  op, 

お^ I がい. 15^ お。 き 一一 も、 人の 上に 云へば いよく 述懐 也。 花の さびしき の 類 は 苦しから す。 

ODOOOOOOOOOOOOO  000000000  3  ,  ^-.  ,o  »  -  C 

崩れし 壁に 下る 夕顔な どと， 全くの 貧家 を 移す 句 は 用捨すべし。 他人の 句は咎 むま じと なり。 叉 纏. 無常 其 

^^8.  ^^^ss.  、け ク^?^ お。 又 他物の 上に 借り 用 ひたるな どの 句の 類い. か.^ 侍らん 


と 云、 ば、 師の 曰、 . ？-. ^は 表に 嫌ぶべし。 事に もよ る 事ながら、 いづれ とても 心 嫌 ふなり 。詞に 出さす して、 

^お^^が や。 、ぜ^が^い。 一向に 打 出て 云 ひたる かた 然るべ し。 され ども 

表の 瞠 にあら ざれば、 常に 苦しから す。 打 出せと いふに は あらす と 云へ り。 又 古今の 人の 名、 表に 出す 事い 

00000  000000000000  ooooo  ooooo^o  o'ooo 

か 寺らん と たづね しに、 師の 云、 今の 人の 名 はつ、 しむべし。 古人の 名 は 物に よりて 苦し 力る まじ され 

ども 好みが たし。 心 嫌 ふなり と 云へ り。 云々 

俳諧の 式 は 和漢の 式に 準じて： る。 貞德の 式目 歌に、 「誹諧 は 式目 ぞ なき 大方 は 和漢の 如く 去 嫌ぶべし」 (あぶら か 

す) と ある。 和漢の 式 は 新式よりも 多少 寬か になって ゐ るから、 俳諧 も それに 倣った ので ある。 表 八 句の 內を嫌 

ふ 物と は， ゝ 良の 「連歌 初 舉杪」 に、 「近代 一 の 懐紙、 引返 之 第二 句 迄、 戀* 述懐 • 名所 等、 摘 如 レ面不 レ付レ 之。」 

とか、 或は 明應七 年の 「漢和 法式」 に、 「面 八 句、 裏 二 句、 ^；^ 不祥 ノ字 .戀. 述懷. 懷葡. 釋敎. 名所. 國名. 人名 .故 

鄉等ノ 字、 不レ可 レ用レ 之 o」 などと ある 例で ある。 引返しの 第一 一句と は、 裘の第 一 句、 第一 一句 を 云 ふので、 本式 連歌 

は 表 十 句で あつたが、 後に 式が すたれて、 新式の 表 八 句 連歌が 一 般の與 行と なった。 併し 表に 嫌 ふ詞は 重大な 詞 

であるから、 新式に なっても 本式に 遠慮して、 裏 一 一句 迄 嫌った もので あらう。 龍 • 虎 • 鬼 • 女 等の 詞は、 所謂 尤 

き 物と 云って、 新式で は 一 座 一 句 物に なって ゐる。 是 等の 詞は千 句に 一 つ ある もので、 之 も 貞德の 式目 歌に、 「鬼 

女 虎狼の 千 句 物 面に も すれ ど 一 座 一 句ぞ」 。(同書) と ある。 戀. 述懷. 無常. 人名 等の 類 は 表に 嫌 ふと は， 連 俳 同 一 

の 制で あるが、 下心に 祝って、 表に あら はさない 古事な ど は、 作者の 態度が 淸 くないと 言って、 咎めて 居る 點は 

四、 法式 論  七 二 七 
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面白い。 笆蕉の 俳諧 は詞の 俳諧で なく、 心の 俳諧で あるから、 詞の 制を專 にした 連歌 や 古風の 式 は * 蒸 門で は不 

必要と なる 譯 であるが、 式 を 問 はれる と、 古式 を說 かなけれ ばなら ぬと 見える。 叉 「宇陀 ノ 法師」 に、 

〇o  0000000000000000  〇o〇ooo 

歌仙 は 百 韻 三分 ノ 一  なれば、 式法 一 座 三 句の 物 は 一 つたるべき 由、 先師 申されき。 たと へば 新式に、 藤 • 紅 

葉 • 一  座 三 句 也。 歌仙に は 只 一 句の 害 也。 …… 雪 .氷. 連歌 四つ 也。 俳諧 歌仙、 春. 冬の 中に 糙に 二つな り。 云 

と ある。 一座 三 句 物 は 歌仙で は 一句 物と なり、 一座 四 句 物 は 歌仙で は 二 句 物と なる。 歌仙 は 百 韻の E 各 式 だから" 

式もかくの如き；^酌を要するので、 恐らく 之 は 古風の 制で あらう が、 是 等の 點 から 見ても、 芭蕉 は連欹 以来の 式 

に相當 通じて 居った 事が 分る。 

二、 發 句 

土芳の 「しろ ざう し」 に、 

P,0  0000000000000000  00000  00000000 

發 句の 事 は 一 座 卷の頭 なれば 初心の 遠慮すべし。 八 雲御杪 にも 其 沙汰 あり。 句 姿 も 高く * 位よ ろしき をす ベ 

しと、 昔より 云 ひ 侍る。 先師 は懷 紙の ほ句輕 きを 好まれる なり。 時代に もよ るべき 事に や 侍らん。 叉 古来よ 

り 新宅の 會に、 燃 ゆる • 燒く など 火の 噂、 追悼に、 くらき • 道 迷 ふ • 罪 • とが、 船中に、 歸る • 沈む • 浪風 

等の 類、 忌むべき 心 遣 ひとなり。 五體 不具の 噂. 一座に 差 合 ふ 事 思 ひめ ぐらすべし。 ほ 句の みに 不レ 限、 其 心 

得 あるべし。 云々  . 


右、 「八 雲 御杪」 云々 と ある は、 「八 雲 御抄」 に、 「發句 は 於- 當 11, 可レ然 人得レ 之。 無ン 何人す ベから す。 云々」 と ある 

に據 つたので、 「筑波 問答」 にも、 「當 道の 至極の 大事 發句 にて 侍るな り。 發句 わろ ければ、 一 座 $: けがる。 されば 

0  0  0000000  00000000000  0 つ  000 

堪能 •  老 にゅづ りて、 宋 座に^ 酌 あるべき なり。 云々」 とも ある。 俳諧 も 此敎を 承け て、 良 門 では 發：？ は 必す貴 

人 か 珍客 か 宗匠に 望む 事に なって ゐる。 句 姿 も 高く と ある は、 心 敬の 「さ k め ごと」 上に、 「かたつ ほとりの 人の 

000000000000  〇〇oo  o〇 

巾 侍る。 ほん 句は大 むねた けた かく、 大 やうに、 する/ \- と 一 ふしなる を、 なほ 本意と 申さるべき ことに や。 古 

人 巾 侍る。 云々」 とあって、 之 も 連歌の 敎の傳 承で ある。 新宅 や 追悼の 會 などに、 非常識な 言動 を 戒めた 事 は * 

竹亭の 「をだまき 綱目」 に、 「臨席 可レ 有，； 覺 悟,」 と 題して、 「新宅の 會に は、 燃 ゆ • やくるな どの 火 類 を 忌み、 夢想 

の會に は、 夢の 字 • 左遷の 噌、 追善に は * 沈む • うかばぬ • くらき 道 • 迷 ふ 道 • 罪科 やうの 事、 船中に は、 か へ 

る. しづむ • 浪 風な ど 忌む 事、 くわしく 記す に 及ばす。 其 外五體 不具の 噂な ど、 おぼえす して 連 衆の 屮、 心に か 

かれる 人 もや あるべき と、 思量すべき ものと ぞ。 云々」 と あるから、 之 も 昔よりの 戒 であった。 すべて その 場の 

社會 常識 は、 「連歌 會席卄 五禁」 などが あって、 連 衆の 愼 むべき 事に なって ゐる。 叉 「山中 問签」 に、 

0000  ooo〇  〇o〇〇oooo〇〇o  〇ooo〇o 

發 句は發 句の 姿 あり。 平 句 は 平 句の 姿 ぁリ。 發句は 大將の 位な くして は、 卷頭 にたら す。 平 句 は 士卒の 働な 

くして は * 鈍に して 役に た X す。 先 この 心得 第一 也。 

と ある。 之 は 許 六 も 「宇陀 ノ 法師」 に傳へ て、 

百 韻の 卷頭 なれば、 たけ 高き 句 第一 也。 平 句に のびたる 句 あれば、 發句見 劣 さる、 なり。 發句は 大將の 位な 

四、 法 式 論  七 二 九 
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くて. 卷頭 にた、 す。 平 句 は 士卒の 働なくて は、 鈍に してぬ るし。 其 用に 立た す。 云々 

と 言って 居る。 是 等の 說は百 韻の 卷頭吟 とい ふ 場合の 事で、 歌仙の 發句 となると、 多少 緩和され ようかと 考 へる 0 

殊に 蕉風 俳諧 は 庶民 相手の 文擧 であるから. 身分の 高下に よって、 發句 製作 を 限定す る譯も あるまい。 此貼 まし 巴 

蕪 も 十分 理解して 居たら うと 思 ふが、 但し 發 句に は發 句の 姿が 必要で ある。 發 句が 平 句の やうで は發 句に なら. H 

い。 發句は 必す云 ひ 切るべし と ある やうに、 云 ひ 切らなければ いけない。 云 ひ 切る と は 意味 を まとめる 義 であ 

る。 併した^ 意味が まとまった だけで はいけ ない。 發 句は氣 品が あると か、 風韻が 高い とか、 落 付いて 居る とか、 

すべて 何となく 獨 立した 重みがなくて はいけ ない。 こ X が 平 句と 異る 所で ある。 平 句 は 場合によって は 意味が ま 

とまらな く ともよい し、 特別な 風姿 を備 へな く ともよい が、 連句の 發句は それ， 姿が 大切で ある。 そこ を，； 巴 蒸 

や 許 六が 大將の 格に 喩 へて 敎 へたので ある。  . 

發 句に は、 切 字と 李 題 を 入れる 事が、 連歌 以来の 習慣であった。 切 字と は、 句 を 切る 詞で、 宗砌の 「田 舍 への 狀」、 

卞 r マ 順の 「詞祕 之 事」、 宗祇の 「白髮 集」 などに 十八の 切 字が 見える。 卽ち.^.^.^4.^.:^-ぃ.ゃ.，^.ゃ..^.、( 

かに. す. じ. ぬ. つ、 • ら む. け. せ. し • へ .れ である。 それ は 鎌 倉の はじめに、 「發句 は 必す云 ひ 切るべし。」 

とい ふ敎 があった ので、 その後 云 ひ 切るべき 文字の 研究が 起り- 遂に 數を あげる 事に なった の だら うと 思 ふ。 そ 

の 數も紹 巴 頃になる と 二十 二と なり、 俳諧で はな ほ 數を增 して， 四十 八と 下知 九つ (をだまき 綱目). 或は 三十 九 

と 下知 八つ (鬵 水の 辨諧 新式) となった.， 詞の 種類 は、 助 辭* 助動詞. 副詞 • 動詞 形容詞の 終- ヒ 形で、 下知と あ 


る は、 動詞の 命令形で ある。 中には 句切に 關係 のない もの も 含まれて 居た" * 

か、 る 切 字に 對 する^ 蕉の說 は 全く 革命的であった 。「去 來杪」 に、 芭蕉と 去来の 問答が 見えて、 笆蕉は 之 を lii 

說 として、 去来に 傳 へたと ある。 

先師 曰、 切 字 を 入る 句 は 句 を 切る ためなり。 切られた る 句 は、 字 を 以て 切る に 及ばす。 いまだ 句の 切れる、 切 

れ ざる を 知らざる 作者の ため， 先達 切 字の 數を 定められたり。 此字を 入れる 時 は、 十に 七 八 は 句切れる なり。 

殘 二三 は 入れて 切れざる 句 あり。 叉 入れす して 切れる 句 あり、 …… 或 人 曰、 先師 曰、 切れ 字に S ひる 時 は、 

OOOOODOOO  OOOOOOOOODOOOOOO 

四十 八 字 iije 切 字な り。 用 ひざる 時 は 一 字 も 切 字な しとな り。 云々 

此說 によると、 切 字 は 初擧に 句切れ を敎 へる 方便に 成った もので、 形式的の ものである。 切 字 を 入れても 句の 切 

れ. ない 5^ 八：： も あるし、 切 字 を 入れな くと も 句の 切れる もの も ある。 句 を 切らう と 思へば、 四十 八 字 切 字と なる 

し， 切るまい とすれば、 一 字 も 切 字に ならない とい ふので ある。 耍す るに 句切 は 切 字に よらない ことになる。 巴 

jg- の 句 を 切る とい ふこと は、 の 意味 を 切る ことで ある。 支考は 「二十 五 筒條」 に、 

發 句の 切 字と いふ は、 差別の 心なり。 物 は それじゃ によって、 是じ やと、 埒 明くるな り。 たと へ 切 字 ある 發 

句 とても、 切れぬ 時には 發 句に あらす。 云々 

と 論じて ゐる。 曲齋の 「海 印錄」 に 「蕉 門に 切 字と 云 ふ は、 物 を 裁 切る ことならす。 一句の 中詞滯 りて、 種々 の餘 

情 を 含む 所 をい へり。 此 故に 强 ひて 定まりた る 文字な し。 云々」 とも ある。 卽ち 句の 意味が 切れれば 特に 所定の 

四、 法 式 論.  七三 一 
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文字 を必耍 としない。 切 字の 有無に 拘泥 しないが よいと いふ わけで ある。 

發 句に 季題 を 入れる こと も、 必須 條 件の 一 つで あるが、 これ は旣に 鎌倉時代に 於て、 連歌の 發 句に は 必 す當季 

を 結ぶ ことの 敎 があった (水 蛙杪) 、その後 次第に この 研究 も 進んで、 良 基の 新式な ど を 見る と * 自然 物 や 自然 現 

象の 語の 整理が 著しく、 兼 良の 「和漢 篇」 に は、 「聯句 中 可レ定 n 其 季等， 字 事」 とい ふ條 下に、 四季に 涉 つて 幾つか 

の 語の 分類 を 試み、 「漢和 法式」 にも. 是 等の 季語の 分類 を 示す やうに なった。 宗祇 作と 云 はれる 「自髮 集」 に、 

「夫 發句を 仕 まつる に- 春 *夏. 秋. 冬と もに、 その 時節に 相 當の發 句 を 旨と すべし。 少しも 其 時に 遠 ひたる は 

然るべ からす。 春の 季の物 にても， 正月の 物 •  二月の 物、 三月の 物、 是 あるべし。 云々」 とあって、 季の 詞の詳 

細な 分類が ある。 應 其の 「無言 抄」 に、 李 及び 非季詞 三百 八十 餘の 註が 見える。 かくして 連歌に 於け る 季語の 存 

在 は、 必然的の ものと して、 重要なる 地位 を 占める やうに なった。 「白髮 集」 や 「無言 抄」 の 分類 は 俳諧に も 多大 

の 影響 を與 へ、 德 元の 「初 擧抄」 を 始めと して、 立圃の 「花火 草」、 重 頼の 「毛 吹 草」、 季吟の 「山 之 井」 以下、 

いやしくも 俳諧の 作法 を說 きたる 書に は、 四季の 詞 寄が 大部分 を 占めて ゐた。 是 等の 現象 は、 元來 連歌師の 生活 

が、 自然の 風物 を 好 伴侶と し、 自然 を 詠歌の 對象 とした 結 ra^ で， 俳諧師 も その 傳統 に從 ひ、 自己の 吟詠より 自然の 

風物 を拔く 可から ざる ものと 思惟した からでな らう。 か i る 時代に 生まれ、 か- -る周 圍の雰 圍氣を 知悉した^ 蕉 

が、 發 句に 李 題 を 尊重した の は 當然な ことで、 芭蕉の 人生観が 造化に 從 つて 造化に かへ るとまで. 云 はなく とも， 

見 き 現象であった。 た^ 彼の 發 句が 貞 門の 徒の 如く 掛 言葉 や、 鎵 語の 滑稽 趣味 を 中心として、 自然の 溫容を 冒 


?M しなかった 迄であった。 併し^ 蕉には 無季の 句 もあって、 去来に 其說を 語って 居る から， 全然 發句 にや を必 

としなかった こと は 分る。 此論は 後項に 詳說 する。 

ホ、 協 

土芳の 「しろ ざう し」 に、 

脇 は 亭主の なす 事 昔より 云。 しかれ ども 首尾に も よるべし。 客 ほ 句と て、 むかし は必す より 挨拶 ？ル 一 に ほ 

句 をな す。 脇 も 答る ごとくに うけて 、挨！ ^を 付け 侍る 也。 師の 曰く、 脇、 亭主の 句 を 云へ る所卽 ち挨拔 也。 雪 

月 花の 事の み 云 ひたる 句 にても、 あいさつの 心 也との 敎ゅ。 ほ 句に 三月に 渡る 景物 出 づる時 は、 わきに て 常 

季を定 むべ し。 是は 連歌の 習 也。 俳に も 其 心 遣 ひ 也。 師の 曰く， ほ 句に 神祇. 尺 敎其外 一事 ある 時 は、 應じ 

て 脇すべし。 たと へ詞に 出さす とも- 心に は あるべし。 但し 水 祝な どの 季、 一通りに して 云 ふ 句 は- 脇に 戀 

なくても あるべし。 た ほ 句に 依るべし。 對付. 遠 付 • うち 添 ひ、 留の類 昔より 云 ひ 置く 所 也。 師云 * 第一 

ほ 句 をう けて、 つりあ ひ專 に、 うち 添へ て 付く るよ し。 句 中に 作 を 好む 事 あるべし。 留りは 文字す はり し 

くすべし。 かな^  メ 自然に ある 心得 口 決 あり。 第 一 、 應對 合體の 心と おも ふべ し。 作者 心得べき は * 先 ほ 句 

出づ ると、 よく 聞し めさせる 事 見えす とも、 作者より 句意 を あら はす やうに 挨梭 して、 よく 聞き ふせて 脇す 

べし。 心と かざれば、 無禮 にして 無 下なる 事 也。 たと へば 連 哥のほ 句 は 聯句の 唱句 也。 脇は對 也。 此格 を 

四、 法式 論  七三 三 
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以て 文字 留也。 詩 聯句に 習 ひて 韵と いふ 也。 云々 

北 枝の 山中 問答に、 

脇の 句は發 句と 一 體の 物な り。 別に 趣向 .奇 語 を もとむ ベから す。 唯發 句の 餘情 をい ひ あら はして、 發 句の 光 

を か、 ぐる 也。 脇に 五つの 附方 あれ ども、 これみ な附 やうの 差別に して、 外に 趣向 を覓 むる にあら す。 云々 

脇 は 亭主の 格、 發句は 客の 格と いふ 敎は、 紹 巴の 「連歌 至 寶抄」 に、 「發句 は 客人の 如し。 脇の 句は亭 王の 如し。 第 

三 は 相伴の 如し。 云々」 と ある。 脇 は 客への 挨拶で、 必す 亭主が 附 ける。 此敎は 俳諧に もあって、 例へば 「を だ 

まき 綱目」 に T 發句 出來 侍らば * たと へ 打 聞え て 別儀な くと も、 作者より 句の 心 を 說き顯 す やうに、 あいさつ 可 有 

0  00000000  00000000000  00000000 

也。 分明に 聞えざる を、 心得が ましう うけとる 事、 ほいな きわ ざな り。 作者の 思 入れ を 聞きて、 しばらく 沈吟して 

脇の 趣向う かぶと も、 宗匠の さ しづ 受けて 句作して、 叉 宗匠の 添削 を 得て 付くべき なり。 第一 發 句の 時節に たが 

oooo〇o  000000000000  0000000000  ジ 

ひたる は惡 也。 韻 を 手爾於 葉に て 留める 事な きにし も あらね ど、 功 者の 業 なれば、 初心の する 事に あらす。 唯 字 

留 よろし かるべし。 腰の て (發 句の 上から 九 番目の ての 字、 古式で は 必す用 ひない ことにな つて 居る。 第三 を 付 

ける 人に 不禮 だと 云 ふ。) 第三へ 心得 ありて なきやう にす るが よきと なり。」 と ある。 客への 挨接 であるから、 發句 

作者に 禮を缺 くやうな 附方 ではい けない。 發 句の 趣意が よく 分らない のに、 分った やうな 態度で、 附 ける 事 は 無 

禮 である。 趣意が よく 通らなければ、 作者の 氣持を 十分 味 はって、 句意 を あら はす やうに、 挨拶して 作るべき で 

ある。 此說は 連歌の 說の 敷衍で， 芭蕉 も 之を傳 へたので ある。 一 體脇は 發句を 受ける もので、 發 句に 言 ひ 添うた 


に 句^!2-を明らめたりする補助の役をするのが、 脇の 格であった。 「筑波 問答」 に、 「脇 句 は 發句を うけてす る 事な 

れば、 さの み 心 こもる 事 は ある まじ けれど、 是も あまりに 平懷 (我 を 高ぶって、 勝手な、 不 遠慮な こと をい ふ體 

の 句) ならん はわろ くや。 た する くと 詞 やさしく， 心 あらむ 事 をした まふべき なり。 云々」。 紹 巴の 「連歌 

0000000000  ooo〇〇o〇  00000 

敎訓」 に、 「脇 は發 句に いひ そ ひて、 句 柄 を 長 高く、 物の 名、 假名に 候ても、 一字に て 留め 候な り。 手 雨 波に て 

云 ひ 流し 留めぬ ものな り。 腿に 五つの やう あり。 第 一 に は 相 對附、 第二に はう ちそへ 附、 第三に は 違附、 第 四に 

は 心附、 第五に は頃留 なり。」 宗祇の 「吾妻 問答」 に， 「發句 は 三 ヶ月に 渡りて、 いづれ とも 侍らぬ あるべし。 折節 

のちが ふ 事 は あしかるべし。 …… 大方 脇は發 句の ごとく、 月な き 朝に、 月の ある やうに 仕る はよ ろしから す 候。 

發句 になき 山 類、. 水邊 よろしから す 候。 云々」。 又 「無言 抄」 に、 「脇 は發句 を理り 立つ る やうに、 山なら ば 山、 水 

邊 ならば 水 邊 たるべし。 …… さの み 古事が ましき 事 嫌 ふなり。 …… 雪月花 等の 時節 も、 心に 發句 にか ひそ ひたる 

やうに すべし。 けり • らん-招 などの 體、 脇 句に は不 似合な り。 空 • 山 などの やうなる 文字に て 然るべき か。 云々」 

などと ある。 巴 蒸が 是 等の 說を 承け たこと は、 土芳 との 問答 を兒れ ばよ く 分る。 

へ、 第 ミ 

土芳の 「しろ ざう し」 に、 

第三 は師の 曰く、 大付 にても、 轉 じて 長 高く すべし となり。 或 書に、 留 りの 事む かし 沙汰な し。 宗祇 よりの 格 

四、 法式 論  七三 五 
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式 也。 常 ffl ひる 通りな り。 疑の 切 字の ほ 句の 時 は、 第三 はね 字に とめす と 古來云 へ り。 うたが ひの 句 1 1 句 去る 

故 也。 |^"はぅたがひのはね字なり。 句 中に 押へ 字 あり。 や. か • い つ • 何な どの 類 也。 叉 句に よりて 押 字な 

くて はねる あり。 一字 はね 也。 をらん. ちらんの 類 也。 哉留 りの ほ 句の 第三、 にて 留メ せす と 昔より 云へ り。 

是冶定 の 哉 故にせ すと 也。 花の さかり 哉. 月の 光哉の 類 也。 盛りに て. ひかりに てと いふに かよ ふ 也。 先師の 

曰く、  i\ ^になる に留メ くるし からす。 にて 留は嫌 ふべ しとな り。 文字 留 • 手爾葉 >销 自然に あり。 古法 ロ傳 

有事 也。 一 說、 古書に ある は 脇の 句 韵字留 り ゆへ、 懷带に 文字 留り 並ばざる やうに 留也。 若、 脇、 手爾 葉に 

て留メ ば、 第三 文字 留 にて 留 ると も 云へ り。 かくの 事 は 達人に 有。 常の 留 をよ しとす。 是れ此 道の 習 也。 第 

三は轉 する を專ら とすれ ども、 脇の 句に よるべし。 違 付 • 取な し 付 等の 句の 時 は、 第三に て轉 する におよ ば 

ざる 事な り。 ほ 句、 戀. 神祇 等の ものに て 脇 是に應 する 時、 第三に 至り、 必す 是を轉 じ、 はなれて すべし。 

師の說 也。 云々 

と ある。 之 も 大方 連歌 以來の 敎を說 いた もので、 宗祇の 「吾妻 問答」 に、 「大 やうに た f しく あるべき か。 云々」、 

紹 巴の 「至 寶抄」 に、 「第三の 事、 前への より 所は大 かたに 候と も、 一句の がら をた け 高く、 大 やうに 遊ばされて、 

第三 は 大略て どまり にて 候。 さ 候 はねば， はね 字に て 候。 自然に は 叉 もな しと も 留め 申 候。 此外は 不レ好 候。 此 

三の 外に 候へば、 平 句の やうに 聞え 申 候。 云々」。 宗 養の 「三部 抄」 に、 「第三 は轉 する を 本と するな り。 云々」、 應 

其の 「無言 杪」 に、 「ふるき 事、 本說 めきた る 事 然るべ からす。 脇の 心まで はなれ、 一作 たくましく 仕 立つ るな り。 


Co  oooo  ooo  oooooooo 

jj 半の ヒ にて は、 文 宇な どに て 3s めら る、 事な ども あり。 唯 普通に は、 て留 り、 らん 留 りなるべし。 云々」 など 

と あり、 俳諧に も 之 を 承け て、 「第三 は 附心は 少し 大様な りと も、 唯一 句を幽 美に 高，.、 すべし。 ^はて 5£ 幾度 もよ 

きなり。 此外 ははね 字^りすべし。 此 外の 留 初心の 人 かたくせ ぬ 事 也。 に て^の 事 少し 仕 やう ある 事 也。 云々」 

(京 羽二重)、 或は、 「第三、 たけ 高く、 脇の 句に 轉 やる をよ しとす。 句 柄い やしき は 第三の 本意た るべ からす。 

大方む SJ^< 〖然るべ し。 义は^ |¥留 なるべし。 ^ほ^"れ0ど^^;5ル^4!?15;;^5ぃ 义 らんと ある 發 句に、 

脇に こしの て あれば、 $s 三て どまり も、 はね 字 もなら ぬ やうの 時 は、 もな しど まりに とまりな り。 或は 文 宇に て 

留める 事 あるな り。 您 じて 昔 は 句の 留の 沙汰な し。 宗祇 より 以来の 格式 也。 脇の 句 又 字に てと むる 故、 懐紙に 文字 

のた け 並ばざる. やうに て どまり、 はね 字の 輕き 假名に て 留めた る ものな り。 此 故に 若し 脇の 句に、 てにをは にて 

切め 侍らば、 1 一 を 文字に てと むるな り。 舰；^ に 但し かやう の 事 は 名人に ゅづ りて、 《：s 人 はつねのと 

まりの 外 はせ ぬ ものと 心得る。 是又此 道の なら ひなり。」 (をだまき 綱目) などと ある。 ^蕉 は是 等の 說に 基いて 

土芳に 語った もの だら う。 

ト、 四 句 目 

土芳の 「しろ ざう し」 に、 

四 句 目 は 昔より 四 句 目ぶ りな ど-ぶうて、 やすく、 輕 きをよ しとす。 師の 曰、 重き は 四 句 目 の體 にあら す。 脇 

四、 法 式 論  七三 七 
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に ひとし 。• 句 中に 作 をせ すと なり。 古事. 本說 など 嫌 ふ 事 也。 恭 秋の 季 っ^き、 四 句 目に て 花 月の 句 をす る 

0  0  0  0  0  0  0 

事必す ある まじとの 師說 也。 云々 

之 も 連歌 以来の 敎の傳 承で、 應 其の 「無言 抄」 に、 「第 四 句 目より は、 いかにも 輕々 とすべし。 云々」 と あり、 俳諧 

でも、 「四 句 目ぶ りと て、 なり. けりな どの 輕き とまりに て、 ふしな く、 やすらかなる をよ しとす るな り。」 (を だ 

まき 綱目) 或は、 「四 句 目 はかろ-^ とする ものな り。 留め もな り • けりな どと め 候 也。」 (「京 羽 一 一重」) などと あ 

る。 春 • 秋の 季っ f き 云々 とい ふ說 は、 曲齋の 「海 印錄」 に、 「こ は 師說の 聞 違 ひ 也、 花 は 表の 內四句 目 以下に 決 

してせ す。 月 は 六 句 目の 端 迄す る 事 は、 面 毎に 出づる 物と、 折に 一 つ 出づる 物との 遠 ある 故 也。 云々」 と ある。 

速 歌で は 春 • 秋の 句 は 五 句つ^く 事に なって 居る が、 俳諧で は 三 句から 五 句 迄す る。 そして 月は發 句より 七 句 目 

迄 出して よいが、 八 句 目 は 嫌 ふ。 但し 指 合 ひの 關 係で、 七 句 目 迄 出せなければ、 八 句 目に しても 苦しくない。 併 

し 花 は發句 • 脇 • 第三 迄の 內 にして、 其 外に は 出して はいけ ない。 但し 獨呤 なれば、 五 句 目 • 六 句 目 • 七 句 目に 

出しても 差 支へ ない が、 四 句 目. 八 句 目に は 堅く 禁ぜられて ゐる。 之が 古式で ある。 卽ち 月の 方が 花より 寬 やか 

に 取扱 はれて 居り、 花 は餘程 重く 見られて 居た。  ， 

壬、 月の 句 

「しろ ざう し I に、 


ooooooooo  oooooooooooooo 

巧の 定」. を こぼす 事、 師の 曰、 五十 句より 內には あるべ からす。 奥に 至って は、 少しの 興に もなる ものな り 

歌仙 は 苦し かる まじ。 略の 物故 也。 月の」 m 月の 字 ある 時 も、 差 合 ひたる 時 は 異名に てすべし。 異名の 仕方 人 

々 の 作意に あるべし と 師の詞 也。 义師の 曰、 ：：：： は 上句 勝 たるべし。 ^月 . 無月の 句つ、 しむべし。 時に よる 

べし。 法に あらす となり。 星月夜 は 秋に て、 赏の 月に は あらす。 若し ほ 句に 出る 時 は 素 秋に し、 他季 にて 有 

明な どと するな り。 月と いふ 字に 五 句隔と 新式に あり。 師の 曰、 表に 月ニッ 稀に あり。 此時は 月 數八ッ なり。 

名の 裏 はまれに も 月な しとな り。 

右の 中、 H は S4- 句 以內に はこ ぼさない と あるが、 こぼした 例 はない こと もない。 殊に 表の 月 は 「出が ちに すべ 

し」 (「京 羽 二 透 ) と あるから、 發 句から 七 句 H 迄の 問に 出して 差 支へ ない。 通 は 四 句 E の n を 嫌 ふけれ ど、 花 ほ 

どや かまし くないら しい。 但し 月の 句 は古來 尊ばれて、 「功 者に ゆづるべ し。 第三の 後 は 上の句 を赏翫 とし、 云々」 

(「をだまき 綱目」) 或は 「月の 句 七ッ、 此內 一 座の 貴人 *珍 客に さすべし。 若き 人. 初心の 人澤 山に 句數 する ものに 

あらす。」 (「京 羽二重 10 などと 云 はれて ゐる。 第三 以後 は 上の句に 出す とい ふの は、 作者に 禮を 正しくす るた め 

であらう。 短句に 作らせる の は無禮 である。 異名の 月と は、 有 明. 桂の 花. 桂 si-. 七 三 夜丄乂 待. 居 待 • 弓 張 等の 

額で ある。 星月夜 は 賞の 月で はない が、 秋季と ある はいか^。 胤矩の 「誹諧 通俗 志」 に、 「夜分 也。 面の 月を不 I 持。 

いつの 比よりか 誹諧に ては雜 也。 名所の 時 は 非， 一夜 天，。」 と ある。 月と 月 は 新式で は 可 レ隔， 一七 句， 物の 內に 入って 

居る。 翁 良の 「和漢 篇」 に は 之 を 緩和して、 「同 季可レ 隔ニ七 句？ 同字 幷戀 • 述懐 等 可 レ隔ニ 五 句？ 自餘隔 二 七：？ 一之 物、 

四、 法式 論  七三 九 
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可 レ隔- 五 句- と ある。 俳諧 は 之に 倣って 五 句 去で ある。 

リ、 花の 句 

「しろ ざう し」 に、 

i 匕の 事 は、 花 四 本の 內 下の句 は 一句ば かり、 定座 まれに もこ ぼす 事な しとな り。 …… 師の 曰、 たと へ 名木 を 

00000000000  0  0  0  0  0  0  0  ？:? 0  0  <^  0 つ 9  0 つ- ドに 

隱 して、 花とば かりい ふと も 正 花 也。 花と いふ は 櫻の 事ながら、 都て 春 花 をい ふ。 是等を 正 花に せす して は 

§§^4 い^^、  is^ii^^^"。 宗祇の 時代 迄 百韵花 三本 也。 雨 一 ッ也。 宗 長の 時に 至り、 句 ひの 花 一 本、 

雨 一 ッ 勅許 を 蒙り 度き 旨 奏聞せられ て、 花 四 本、 雨 ニッに は究り 侍る。 連歌の 式と 師の詞 也。 云々 

と ある。 新式に よると、 月 二 化 は 一 座 三 句 物で、 割 註に、 月 は 只の 月 一、 有 明 一、 三日 巧 一 、 花 は 懷紙を かゆべ 

>  !JJJ§,,iI.I お きー 餘 花其內 有べ し、 花 紅葉と 云ても、 花 の內 たり、 花 ある 面に 櫻嫌レ 之、 叉 花 可レ爲 < 一三 ハツ 之 

. ^、を， 一 き然而 可， 謂 二 無念， 乎、 ililii ゆ 一？ 一 ゆ I ハ、 レ有 二子 細 1 歟 などと ある。 併し 後に 四 花 • 七 とか 或 

は 四 i 匕.，^ 月と いふ 制が 出来て、 各 懐紙に 一本 づっ、 全 體に月 七ッ叉 は八ッ 出す 事に なった 。「連歌 髓腦」 の载戟 

說に、 「花 は. Iili おにて 候 ひし を、 kf.?! ぉ&" が^ &事 は、 四 本の 時 は 折 毎に 花 候へば、 時に 當 つて 失念な ど 

にて、 付けら^ぬ 句に 花 をせ よと 申 候へば、 理も なき 事 を 付く る 事に て 候。 このために かからん 時 は 一本な くと 

もと 申 事に て 候。 云々」 と ある。 芭蕉が 宗祇 時代 迄 花 三本と 言った の は、 か \ る 事 を 指した もの か。 併し 實 例に 


徴 して 見る と、 式の 通りに 行って ゐな いものが 多い.。 ^花* 九月 も あれば、 五花 •  4 '月 も あり、 六花 • 七 月 も あ 

れば、 三 花 • 六バ も あると いふ やうな 風で 一定し ない。 ただ 宗祇 • 肖 柏. 宗 長の 水無^ 三吟 は、 四 花 • 七月の 制 

で、 花 も 懷紙を か へ 、 月 も 名殘ノ 裏に は 出て ゐ ない。 福 井久 藏氏は 巧 • 花の 數の 一 定 したの は、 宗祇 時代の やう 

であると 言 はれて 居る が、 恐らく 宗祇 以後の 事で あらう。 殊に 「水 無 瀬三呤 J は 後代の 齙鑑 たるべき もので あつ 

たから、 此速 歌の 式 も 後人の 則るべき 可能性 を 持った ものと 見て よから う。 

速 歌の 花 は 櫻と いふ 意味の 花であった。 貞門 でも 之に 倣って 搜 とし、 .^^花* 非 正 花の 別 を 立、 てゐ る。 例へば 

夏の 正 花は餘 花. 若葉の 花、 秋の 正 花 は 花火. 花の 踊、 冬の 正 花 は歸花 • 餅 花、 雜の正 花 は 花 紅葉、 非 正 花 は 花 

の 帽子 • 花 野 • 雪の 花 • 浪 の 花 等の 類で ある。 併し 笆蕉 はすべ て 春の 花 を 花と 認め、 櫻と いふ 意味の 花ば かりで 

は、 花が 多く 出て、 賞 翫が輕 くなる と 言って 居る。 「宇陀 ノ 法師」 に、 

花 を 樱と思 ふ 作者 も あるな り。 唐朝の 花 は 牡丹 也" 吾 朝 詩歌の 花は樱 也。 連 俳の 花は樱 にも 非す。 牡丹に て 

0000000000  0000000000 つ 0,0, つっつ， 00.0、,7,  0 ね， p。 

もな し。 篇突 云、 花 は赏^ の惣 名と 註ス。 されば 花に 樓付 くる 事 習 あり。 何ぞ 花の 句 櫻なら ぱ 花に 樱 付く 

00000  00000  00000  0  0  -  I  ？ - ,  . 

る 事 あらん。 茶の 出ば な • 藍の 出ば な、 -h^ 花 たるべし と 先 ^申されき。 云々 

と ある。 併し 古式に よると、 花に 櫻 は 七 句 去で、 樱に花 は 曾て 附 けない が、 花に 櫻を附 ける 時 は、 句 を 分ける に 

考が あると 云 はれて ゐる。 花 を 賞 翫の總 名と 解した 事 は、 華やかと いふ 意味 を 主と した 意 兌で、 櫻の 句に も 滴 W 

は 出来る し、 茶の 出花 • 藍の 出花と いふ やうな 句に も 流用が 出来て、 すべて 鑑賞に 變化を 奥へ るた めの 論 かとお 

四、 法 式 論  七 四 一 
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へる。 併し 實例を 見る と、 やはり 樫と いふ 意味の 花の 句が 多い やうで、 他 季の花 或は 雜の 花は少 いやう である。 

「去 來抄」 に、 

卯 七日、 猿 蓑 集に、 花 を 櫻に か へらる. - はいかに。 去来 曰、 此時予 花 を 櫻に かへんと いふ。 先師 曰、 故い かに。 

去來 曰、 凡 花 は 櫻に あらす とい へ る、 一 通り はする 事に して、 花 t 耳 . 茶の 出花な ども、 はなやかなる による。 

花やかな りと いふ もよ る 所 あり。 必竞 花は樓 をのが る まじと 思 ひ 侍る 也。 先師 曰、 されば よ。 古 は 四 本の 內、 

一本 は 櫻 也。 汝が いふと ころも 故な きに あらす。 鬼 角 作すべし。 され ど 尋常の 櫻に て は、 か はりた る 詮な か 

らんと なり。 予 「糸 ざ くら 腹 一 ばいに ゆ、 きに けり」 と呤 じければ、 句 我 ま \ なりと 笑 ひ 給 ひけり。 

と ある。 櫻 は 連歌で は 五 景物の 一 で、 最上の 景物に なって ゐる。 その 花の 艷美は 實に類 ふべき もの もない。 單に 

花と いふ 文字 を 用 ひた 句の 感じと、 櫻と いふ 文字 を 用 ひた 句の 感じと は， 同じ 內容の 事 を 歌った にせよ * 鑑賞の 

氣 分が 遠 ふ。 糸 櫻が 腹一杯に いたと 云った つて、 華やかと いふ 感じ は直覺 されない。 知識 的に は 華やかな 意味 

は 十分 味へ るが、 感覺 的に は 味へ ない。 若し 花 を 賞^の 總 名と 解す るなら ば、 何 處迄も 花と いふ 文字 を 遣って 言 

ひ 表 はさなければ、 目的 は 達せまい。 花と いふ 文字に 華やかと いふ 意味 を 十分 含ませるならば、 花と いふ 文字の 

下に、 季の 物. 無季の 物. 人事 等 を 代表 させて、 その 範圍 を擴大 させなければ ならぬ。 去来の 句 は 失敗と 思 ふ。 

否 去來は 直覺と 知的 作用の 效果を 知らない やうに も考 へられる。 

焦 門で は 月 花の 定 座がない とい ふ 。許 六の 「宇陀.^ 法師」 に、 


oo  OODOOOOOOOOOOOOOOO  ooooooooo  o  o  o 

月 花の 座 定まれる 所な し。 七 句. 十三 句 H は 下の句に てす まじき ためなり。 二 li- の 時 {且 によりて * 七 句 • 十 

1? 一!： 迄 延びた る 事 也。 月 花結び 合せた る.？ なほ 手際 入るな り。 雪. 月. 花懷 紙に 同 作 あるべ からす。 云々 

「去 來杪」 に 叉、 

0000000000000000  0000  00000 

卯 七 曰 * 花に 定魔 あり や。 去來 曰、 定座 なし。 花の 句 は 互に 大切と 讓り合 ひ 侍る 故、 裏 十一 句 • 十三 句に て 

0  0  00  〇ooo〇〇〇  0000000000000000000 

出す。 十 句 • 八 句 は 短句な り。 十三 句 目お のづ から 花の 句と なり 侍るな り。 當 流に は 此說を 用 ふ。 

などと ある。 定 座と は 貞 門 に 始まった 事で、 種々 の 關係上 自然に 定まった もの \ゃ うで ある。 月の 座の 移る 事 は 

前に 少し 書いて 置いた が、 花の 座 も 獨呤ゃ 呼出しの 花の 場合な どに は 引上げて 作る 例が ある。 月 も 花 も 折 端から 

こぼす 事 はしない が、 前へ 引上げる 事 は 構 はない。 但し 月. 花 は、 景物の 最上と して 連歌 以来 尊重され て 来たた 

め、 短句に は 遠慮され た。 殊に 花の 句 は 重く 見られて 居た から、 互に 遠慮して 居れば、 奥の 十三 句 目 あたり 迄 引 

張られる 譯 になって、 自然と こ X が 花の 座と いふ 事に なって 了 ふ。 去 來は當 流に 此說を 用 ふとい ふが、 之 は旣に 

良 門に ある 說で、 卽ち 「京 羽二重」 に、 

00000000000000  00000000000000000 

十三 句 目に 花 をす るな り。 但し 是を定 座と 思 ふは譯 知らぬな り。 是 も獨吟 なれば 引上げて いづかた になり と 

00000000  0000000000000  0000000  000000000000  0000 

も 言 ひ出づ るな り。 十三 句 目 を 花の 座と する 事 は *  に 時 {且 をして、 言 ひ 出です して 延べお 故に、 おそな は 

い f -、 十三 句 E になる 事 也。 故に 人く 寄 合 ひの 俳諧に、 引上げて 前に 花 をす る は 犬なる 不禮 也。 自然 贲人 

などへ 、 前にな されよ などい ふ 事 は ある 事 也。 云々 

四、 法式 論  /  七 四 三 


落 十章芭 m の 俳 論  、  七 四 四 

と あるから 古式の 傳 承と 見える。 叉 同書に、 「初 折の 花に 散る 花な ど をせ ぬ ものな り。 いか 程よ き 句 をしても、 か 

やうの 事相 違 すれば、 習な き 作者と 思 ひて 淺く なるな り。」 と あるが、 之は蕉 門で は 構はなかった。 猿 蓑に、 「花と 

散る 身 は 西 念が 衣 着て 芭蕉」 と あるし、 「あら 野」 にも， 「散る 花に 日 は 暮れる とも 長咄し 越 人」 などと ある。 

尤も 歌仙 は# 式 だから 構はなかった もの か。 花 を 引上げる のに 場合が あった。 「しろ ざう し」 に、 土芳 云、 

ooo〇o〇〇  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 00 〇〇〇〇〇〇 

裏にな りて" 四 春 • 八 木と 連歌に 古說 あり。 四 句 目 春 をせ す。 八 句 目に 高う ゑ 物せ す。 花に つか ゆる 遠慮 也。 

00000000  000000000  000000000  00000000 

俳諧 も 其 心得な り。 他の 句 を 返す に は不レ 及。 春 出ば 花を附 くべ し。 是 呼出しの 花と なり。 花の 前 句に 秋の 字 

用捨すべし。 戀の花 はむ づ かしき わざと 連歌に 秘 して、 前 句より つ X しむと なり。 俳 其 沙汰な し。 

之 は 古式で ある。 「をだまき 綱目」 に、 

000  00  00  000  00000000000  00  00000000  . 

六 句 目 (裏) に 春 を 仕出さす。 十 句 目に 高き 植物 斟酌 可レ有 也。 花に つか ゆる 故 也。 然れ ども 他の 句 出た る を 

000  0G-00  00000〇0000ョ£,5_^ト、5^,-ニ0000000  0000  0  00 

返す にも あら ざれば、 春の 季 出たら ば、 其 春の 中に て 花 を 引 上 ほ う ゑ 物 出たら ば、 その 付 句に 花 あ 

0  0  0  0  0 

るべき なり。 

と ある。 去来 はな ほ 之 を詳說 して、 「去 來抄」 に、  . 

. 卯 七日、 花 を 引上げて 作る はいかに。 去來 曰、 花 を 引 上ぐ る は 一 一品 あり。 一 ッは 一 座に 賞翫 すべき 人 ありて、 

〇〇〇oo〇〇〇〇  0000000  00000000000000  000000000  0000 

其 人に 花 をと 思 ふ 時、 其 句 前に 至りて、 前 句より 春季 を 出して 望むな り。 是を 呼出しの 花と 云。 又 了 ソはー 

ooo〇  0000000000000000  00000000  00000000000  〇〇〇〇 

座の 貴人 • 功 者 杯 は 他に 讓 るべき 人 も あらねば、 よき 寄り 來る時 は、 呼出し を 待た す 花 をな す。 又 兩吟の 時 


si^.?^f-?-^s:^^^?r き^ ャ、 何方 にても 引上げて 作す るな り 。拉故 もな く 花 を 呼 出す は、 

乎 出す 者の 過に して、 花 主の 罪に あらす。 叉 故 もな くみ づ から 引 上ぐ る は、 くわん たいの 作者たり。 是 等の 

OOOOOODOOO  0000000000 

事は隔 心の 會の 式な り。^ の 稽古に は ともかくも あるべし。 人に ふり かゆる 花 あり。 これ は 花 一句と ふ 人 

の 句 所 あしき 時 は、 我 句 を 前に ふり かへ て、 花 を 渡すな り。 

と ある。 之 も 古式の 習慣で あらう。 

ヌ 、戀の 句 

「しろ ざう し」 に， 

00000000000  00  000030D0J000000  0000000300 

戀の事 を 先師 曰、 昔より 二 句 結ば ざれば 不レ用 也。 昔の 句 は 戀の詞 を-兼ねて 集め 置き、 その 詞 をつ ぐり 句と な 

して、 心の 戀の誠 を 思 はざる なり。 今 思 ふ 所は戀 別けて 大切の 事 也。 なすに やすから す。 その かみ 宗砌. 宗 

紙の 比 迄、 一句に て 止む 事例な きに も あらす。 此後 所々 門人と も談 じて、 一句 にても 澄くべき 事 も あらん か 

oo〇  〇o〇ooo〇o〇oo〇〇ooooo〇oo〇  〇〇〇〇〇〇〇〇  o〇〇〇ooo 

となり。 义或 時日、 前句戀 とも 戀 ならす とも 片付けが たき 句 ある 時 は、 必戀の 句を附 けて、 前 句と もに 戀に 

すべし となり。 是 には此 句の みに て， つ いて 戀 にも 及ぶ ベから す。 新式に も此 沙汰 あるよ しなり。 然れど 

も戀 の 事 は 分けて 其 座 の 宗匠に 任すべし となり。 

と ある。 「去 來抄」 に、 なほ 詳說 して 云、 

四、 法式 論  七 四 五 
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卯 七 • 野 明日、 蕉 門に 戀を 一 句に て捨 つる はいか^。 去來 曰、 予此事 を 伺 ふ。 先師 曰、 古は戀 の句數 定まら 

r-p-nnoo  000000000  OCOOOOOOOOOOOO 

す。 勅 以後， & 以上 五 句と なる。 これ 禮 式の 法な り。 一句に て 捨てざる は、 大切の 戀 句に 挨俊 なからん はい 

nn  00000000000  ooooooooooooo-^o  '  '  c  ：  o  ^  . 

I-S, となり。 一 說に戀 は 陰陽 和合の 句 なれば、 一句に て捨 つべ からすと もい へり。 皆 大切に 田. i ふ 故な り。 予 

IJ^^^ む き^^ひ 12^2.、  汝は 知る まじ。 昔 は 無 句 出れば、 相手の 作者 は、 

き" い 一  & ^^い。 叉 五十 韻 • 百 韻と いへ ども、 ま^ l^^^?lo 一ず^ s-^f。 はした 物と す。 

かくば かり 大切なる 故 * 皆戀 句に なづ み、 わ づかニ 句 一所に 出 づれば 幸と し、 かへ つて 卷中戀 句 稀な り。 乂 

多く は戀 句より 句し ぶり、 吟 重く、 ー卷 不出来に なれり。 この 故に 戀句 出て 付けよ からん 時 は、 二 句が 五 句 

もすべし。 £^|,ぉ^^^^ー^、  .ufok^po^. 1^0に0て0も14^と云へり。 かくい ふ も 何と ぞ卷づ 

らを よく、 戀句も 度々 出よ かしと 思 ふ 故 也。 勅の 上 を かく 云 ふ は 恐る X 所 あるに 似 たれ ども、 それ は 連歌の 

事に て、 俳諧の 上に あらねば 奉 背に も あらす。 然れ ども 我 古人の 罪人た る 事 を 免れす。 唯 後舉の 作し.^ から 

ん故を 思 ひ 侍る のみ。 

と ある。 連歌で は 戀の句 は 春 • 秋の 句と 同様に 非常に 尊んだ もので、 五 句つ f く 事に 規定され た。 兼 良の 「新式 

追加 i に、 「i§to: 口 od ゆ^^お^ i^l 一^ 云々」 と あるから， 當時 一句で 捨てた 例 もあった と 見える。 笆蕉 はか i 

る 前例 を ふまへ て、 一句で 捨てた もの だら うが、 古風の 俳諧で は、 二 句より 五 句 迄つ にかせ， 一句で 捨てて はい 

けト '事に なって ゐる。 た 去 嫌が 連歌より 緩和され、 連歌の 五 句 去が、 三 句 去に なり、 戀の字 は 祈 を 嫌って、 


w ッ 出す 制で ある。 一 句で 拾て ない 现由 は、 挨拶の ために も 一 つ 出す とか *  ,ぉ< 陽 和合の ためだと か 云 はれて ゐる 

が、 是等は 古風の 說 であらう。 速 歌で 初 折の 一 の 三 句 e: に戀を 出す 事 を 待 兼戀と 云って 嫌って ゐ るが (或は. 1 は 

待ち兼ねる のが 情で あるから 差-支へ ない とい ふ說も ある： T 古風に も その 制 は あるが、 蕉門 では 裘の 一句 E から 

戀を 出す 例が あって 一 向 嫌って ゐ ない。 之 も 歌仙が 一 般の 興行 だから 嫌はなかった もの だら うが、 齊通は 一 一三 句 

目 あたりから 戀が 出て ゐる。 戀を 一 句で 捨てる とい ふの は 芭蕉の 新說 でもない が、 それよりか 蕉 門の 戀の句 は、 意 

味の 上から 考 へて、 詞 によらなかった とい ふ點が 特筆すべき. i^. 見であった。 貞 門の 作法 書 を 見る と、 「戀 之詞」 • 

「非 戀詞」 とぃふ部門を？^^け、 多くの 語 を 集めて 居る が、 中には 戀愛 的な 意味 を 持たない 語 もあって、 それ を 用 

ひたから とて • 戀の 句に はならない もの 迄 も 入って ゐる。 戀 とか 非戀 とかい ふ 義はノ 詰に あるので はなく、  l^ii を W 

ひた 作者の 思想の 上に 存 する 事は兑 ^き 事赏 であるが、 貞門 では 連歌の 遗？ {： に捉 はれて、 詞の制 を、 ff^ としたた 

め、 かかる 矛 も 生す るので ある。 戀を 一句で 捨てる と 云っても、 一 一句に よって 思想の 內容が 明瞭になる ので あ 

るから、 どちら か 一方の 句に 戀の 意味 を 十分 含ませて 居れば、 他方の 句 は戀の 意味に 乏しくても、 必然的に 戀の 

句と 兌 做されて 了 ふ。 從 つて その どちら かの 句 も戀の 句と なる わけであって、 一 句で 捨てた とも 考 へられな くな 

る。 その 點他 門の 非難に 對 して 十分 辯 護の 餘地は あらう。 

ヌ、 揚 句 

四、 法式 論  .  七 四 七 


第 十 章 芭蕉の 俳 論  .  七四パ 

土芳の 「しろ ざう し」 に、 

OOOODOOOO  〇〇〇o〇oo  00000000  00000000000000  0 

揚句 は 付かざる よしと 古說 あり。 今 一 句に なりて、. 一 座興 覺 むる 故 也。 また 兼ねて 案じ 置く とも 云 へ り。 ほ 

00000000000000  000000000000  〇o〇o〇〇oo  00000  000000 

句 主幷. に 亭主の する 所に あらす。 初の 一 順に 執筆の 句な くば、 揚句 を 筆に すべし。 ほ 句に ある 文字 をつ 、し 

000  00  0  0000  00000000000000000000 

むと 也。 に ほひの 花に て、 春季 五 句に 至る とも 揚句に 季を 放す ベから す。 たと へ季六 句に 及びても すべし と 

なり。 云々 

と ある。 之 も 古式の 傳承 である。 「をだまき 綱目」 に、 「擧句 は 付かざる がよ きとな り。 是は 一 句に なりて、 付け 

0  0 〇 0  0  0  000000000000  -  1;  ]  .  0  .0  I.o  0  ゝ、 

あぐみ 侍る は、 一座の 與 もさむ る ものな り。 只 あさ/ \ と 付く かよき なり。 又 擧句は 案じて くと もい へり。 是 

は 多分 前 句 は 花なる 故、 前 三 折の 花に 付けた る 句 ども 春の 氣を考 へて. 指 合の なき 物 を 分別し、 發 句より 一 卷の 

首尾 を 思 ひ 合 はせ * 卷軸 0. 心 を 案じ 置く 時 は、 當ら すと いへ ども 遠から ざるな り。 祝言め きたる 句 體も時 t 且にょ 

000000000000  0  00  00000  0  PO  0  0  0  P  p^^^u.-^o-o  -^c^o  0 

るべ し。 發 句の 作者 或は 亭主の 役に あらす。 叉 初の 一 順に 執筆の 句な く は. 擧句 執筆の 役 也。 叉發 句に ある 文字 

を 嫌 ふなり。」 と あり、 又 「京 二 羽 重」 にも、 「あげ 句 は 祝す る 故、 亭主 はせ ぬ 事 也。 あげ 句 は不レ 付が よきと い. ふ 

なり。 成程 付けた るが よけれ ど， 挨接を 入れて、 又遲 きがあし き 故、 隨分 早くす る もの なれば、 付かす とも 苦し 

からす。 めでたき やうに 早くせ よとの 事 也。」 とも ある。 皆 同一 の敎 である。 


季 
題 

G 冊 


ィ、 宵 盆 • 壟 牡螺 の說、 其 他 

,t23 蒸 は 季の詞 に 就いては 大體 古風の 制に 從 つて 居った。 土芳の 「くろ ざう し」 に、 

呼子 鳥の 事、 i§SI、 き，! K に對 面の 時、 御 傘に、 春の 夕 ぐれ 梢 高く 來て 鳴く 鳥と 思 ひて 句 をすべし と あ 

り。 JS;II5、 びい かにと たづ ねられし に、 老人の 曰、 貞德も 古今 傳受の 人と は 見えす。 全く 句 をせ ざる 事 也と 

いへ るよ し、 師の話 あり。 

と あるから、 先 づ貞德 の 「御 伞」 を 本と し、 疑 はしい もの は 季吟の 敎示を 仰いだ 事 もあった。 併し-芭蕉 は 古来の 

制定に のみ 盲從 しなかった。 新しい 李 題 を 定めたり、 季語の 解釋 の不糙 かなもの など は、 自由に 改訂した。 「去來 

杪」 に、 

魯町 曰、 竹植 うる 日 は 古来より 季 にや。 去来 曰、 不-覺 悟？ 先師の 句に て 始めて 見 侍る。 古来の 季 ならす と 

や ffsfp^, 弊&ず 。ふゃ>  0,  お i い, い！！ いお、 き, ひか； ひ &"。 

l^liiFglup 古來の 季節 か 知らす といへ ども、 五月 三十日 なれば 夏季に 定まる。 云々 

と ある。 竹植 うる 日 は 「御 傘」. 「はなび 草」 • 「山 之 井」 等に 見えない から、 後に 定まった 季題で あらう。 或は 色 

五、 季題 論  七 四 九 


第 十 章 芭蕉の 供 論  七 五 fu 

蕉の 新に 定めた 季か (降らす とも 竹植 うる 日 は 蓑と 笠)。 鹽 かきの 季も 定まらなかった の を、 巴蕉が 五月 三十日と 

定めた ものら しい。 「くろ ざう し」 に. 春雨 • 春の 雨 * 五月雨 • 夕立 露 時雨 • 時雨 • 雪 • みぞれ • 初 嵐 • 野 分 • 

木が らし • 螢 • 蟬 • 日ぐ らし • 殘る 雁な どの 季節 を 定め * 或は 東風 • 南風 • 西風 • 北風 • 順の 峰 入 • 逆の 峰 入 • 

貌ょ鳥 • つぼす みれ • 苗代 • 夕 さり • 夕まぐれ • はたれ 雪 。 帷子 雪 • すぐろ の 薄 • 氷 0  一 V： 等の 意味 を說 明して 居 

るが、 是等も 土芳が 芭蕉より 敎 示された 詞 であらう。 その 中に、 「春雨 は を やみな く， いつまでも 降りつ^く やう 

にす る。 云々」、 「日ぐ らし、 蟬の やうに 鳴いて、 夜 も 鳴く。 初秋に なく。 日中に は不レ 鳴。 曇に は 鳴く。 云々」 * 

「田 鶴 は 水 邊か里 近く 鳴く やうに するな り。」、 「霞 は 夜と 晝は 似ぬ ものな り。 夜の 朧と いふ 事な し。 云々」 など 

自然 鑑賞の 本 情を說 明した もの もあった。 是等は 「白髮 集」 などの 筆法 を眞 似た もので、 貞 門に 「三 湖杪」 の敎 

が あり • 鬼 貰の 「獨 言」 にも、 四季の 風物 を說 明した 條 目が 見えた。 許 六 はか X る敎を 芭蕉より 傅へ たもの か、 

「篇 突」 に 二十 五條 ほどの 季題 論 を 示し、 叉 寶永ニ 年 三月 摩 詰 庵 雲 鈴に 與 へた 「雅 樂抄」 とい ふ傳 書中に も， 四 

《+題 規矩 大槩と 題して、 百 八十 餘 項の 季語の 說 明が ある。 此傳 書と 大同小異の ものに、 明 和 元年 十二月 >  水 戸の 

行脚 三日 坊の、 或 人に 附與 した もの も あるが、 其 中に、 「正風 血脈 掛 合の 傳」 と 云って、 四季の 題目 百餘 項の 說明 

があった。 鷗 里の 「三 四考」 ：.-.、 保 十二 年刊) 坤之卷 に、 「芭蕉 翁 口授」 と 題して、 鷗 里の 許に 傳 はった 句作の 心 

得 百 七十 七條、 並に 合考 七十 九 條を揭 げてゐ るが、 之 は 恐らく 後人が、 貞 門の 敎ゃ土 芳の記 錄ゃ許 六の 說 など を 

本と して、 險 手に 暂訂し たもの だら うと 思 はれる。 笆蒸翁 口授と あっても、 全部が 芭 蒸の 言で はなし、 又 笆蕉の 


敎が 入って 居た としても、 どこ 迄が-い 巴 蒸の 言で あるか 分る もので ない。 二 柳 庵の 一 俳諧 四季 部類」 とい ふ季 寄せ 

の 書に は， 卷 末に i 巴 蒲 翁ロ投 として、 「截 は钥- うすく、 夕に 深し。」、 「霧 は 朝 深く、 夕に 薄し。」 • 「川 音 は 8.1 しづか 

に、 夜 さわがし。. T 「海の 音は晝 さわがしく、 夜靜 かなり。」 などとぃふ語ニ十_.^-條を添へ て、 初學の 句作 上の 心 

得と して ゐる。 之 を 以てしても、 いかに 蕉の 季題 說が、 流布した もの か 分る。 

。、無季の 句 

^蒸 は 無季の 發句も 作った。 之 は 今日から 見る と 極めて 新しい 企であった。 併し 當時 は發 句に は 必す季 の詞を 

入れる 事に 規定され て 居た の だから、 此企 もた 一  片の 試作と して、 時勢に 葬られて 了った。 去來の 「旅寐 論」 

に、 

問 云、 歳旦 無季の 格と て、 許 六 二 句 あげて 示さる。 無季の 句と 内-す 事 侍る や。 答 曰 (去来の 答 也 y 先師 もた 

00000000  0  ooooo〇〇o〇〇o〇oooo〇o  00  00  0  00  0 

ま， （， '無^の 句有レ 之。 然れ どもい まだ 押出して 是を 作り 給 はす。 或 時宜 ふ は * 祌祇 • 釋敎 • 贺 •  00  • 無 

0  00  00  0  0  000  0  00  000000000000  00  3  J 

常 • 述懐 • 離別 • 戀 • 旅 • 名所 等の 句 は * 無季の 格 ありた きものな り。 是を 興行 せんと 思 ひ 侍れ ども， 暫忍 

ふ 所 ありと 云々。 無季の 句と いへ る は、 落馬の 卽 興に、 

歩行なら ば 杖つ き 坂 を 落馬 哉  翁 

何となく 芝 吹く 風 も あはれ なり  杉  風 

五、 季題 論  七 五 一 


第 十 章 芭蕉の 俳 論.  七 五 二 

此句は 先師の 旅行 を 送りての 呤 なり。 

戀 をして 思へば 年の 敵 かな  去 來 

これらの 句 也。 表裏と もに 季を 見る 所な し。 此句 のみに 限らす。 折々 の吟 あり。 今 許 六の 擧 ぐる も、 二 句 は 

無季と いふべ からす。 表に 李 見えす といへ ども、 內に李 あり。 此 故に 歳旦の 句に はなれり。 一 とせ 先師の 歳旦、 

とし. <\ や 猿に 着せた る 猿の 面  先 師 

此句季 はいか^と 伺 ひける に、 とし-^ はいかに との 給 ふ。 いしく も 承る もの かなと 退きぬ。 年 は 季の詞 に 

〇oo〇〇o〇oo〇〇o〇  ooooo〇oo〇〇o〇o〇〇 

あらす や。 かくの 給 ふ處を 知らるべし。 面に 季見 えす して 季 になる 句、 近年 付 句 等に も ほ 見え 侍るな り。 

云々 

と ある。 「旅 寐論」 は 去来が 長 崎へ 歸 省して、 卯 七. 魯 町の 問に 答へ て、 許 六の 「篇 突」 を 批評した もの、 元 祿 十 

二 年の 作で ある。 「篇 突」 の 歳旦 無季の 格と は、 

明る 夜 も ほのかに 嬉しよ めが 君  其 角 

君が代に あ ふや 狩 野 家の 福祿壽  許 六 

鼠 をよ めと 稱 して、 ほのかに 嬉しと いへ る は、 元朝の 曙なら では ある まじ。 狩 野 家の 布袋/福 祿壽も 常 は 見 

あきたる 風情 も あれ ども. 初春の あしたに は、 いとめで たき もて あそびな らん。 此界に 入りて * 無季の 味 を 

察し 知るべし。 云々  ，  -.  一 


と あるが 之で ある。 卽ち是 等の 句 は、 表に 季の 文字 はない けれど、 思想に 季の 意味 を 含んで 居る から、 歳旦の 句 

となった ので、 無季の 句に はか \ る 一 格 もあった ので ある。 之も蕉 門の 輩 は、 季の詞 に 拘泥し ないで、 專ら 句の 

思想 *感 情の 上から、 季感を 求めた 例證 にもなら う。 なほ 「去 來抄」 に、 

卯 七 曰、 蕉 門に 無季の 句 興行 侍る や。 去来 曰、 無季の 句 は 折々 あり。 興行 はい まだ 聞かす。 先師の 發句も 四 

季 のみなら す、 戀 • 旅 • 名所 • 別 等 無季の 句 ありた きものな り。 され どい かなる 故 ありて、 四季の みと は定 

o〇〇o〇〇  00000000  o〇〇o〇〇o〇〇〇o  〇3n〇o〇〇〇o〇〇  o  o  o  o  o  OO 

め 置かれ けん。 其 事 を 知ら ざれば、 しばらく 默止 侍る となり。 其 無季と いふに ニッ あり。 一 ッは 前後. 表裏 • 

o〇o〇ooo〇o〇 

季と 見るべき ものな し。 落馬の 卽 興に、 

歩行なら ば 杖つ き 坂 を 落馬 かな  はせ を 

何となく 柴 吹く-風 も あはれ なり  杉  風 

又 詞に季 なしと いへ ども、 句に 季と 見る 所 ありて、 或は 歳 日 一と も 名月と も 定まるな り。 

年く や 猿に きせた る 猿の 面  はせ を 

如レ斯 なり。 

とも ある。 以上 二 書の 說を 比較す ると、 「旅寐 論」 では 無季の 句 を 興行した く は 思 ふが、 しばらく 思 ふ 所があって 

やめて 居る と あるのに、 「去 來杪」 では 無季の 句 を 作って 見たい が、 どうして 發 句が 四季の みに 定められて 居る か、 

现 山が 分らない から、 しばらく 默 つて 居る ので あると 云 ひ、 又 「旅寐 論」 では 詞に季 はない が * 思想の 上に 季を 

五、 季題 論  七五三 


第 十 章 芭蕉の 俳 論  七 五 四 

含んで ゐる 場合 一 つ を 示して ゐ るが、 「去 來抄」 では 全然 子と 見るべき ものがない 場合と、 詞に季 はなく とも、 2,^ 

想に 李が ある 場合と 二種の 無季の 格 を 示して 居て、 「去 來杪」 の說の 方が 「旅寐 論」 より 詳しく 書いて. 居る。 何故 

に發 句が 季の詞 を 必要 としたかと いふ 理由に 就いて 說明 のな いのは、 連歌 以来の 傳 習が、 何人も 疑念 を 挾む 餘地 

のない 程、 絕對視 され、 神聖； 視 された 結 ral- であらう。 か. -る 渦中に 立って、 强 ひて 無季の 句の 格 を 立て、 一 に 

之を與 行す る 事 は * 餘に 傳統を 無視し、 先哲の 敎 を破壞 する わけになる ので 、敢て 行はなかった ものと 考 へる。 た 

^神祇 • 釋敎. 祝賀 • 哀傷 • 無常 • 述懷 • 離別. 戀. 旅. 名所 等の 句 は、 直接に 四季の 風物の 詠歎と 關 係がない か 

ら、 故實 から 見ても 之れ だけ は、 無季の 格 を 立て i もよ く はない かとい ふ 希望であった。 ， い 巴 蒸と して は それ 以ヒ 

に 出られなかった の も 無理 はない。 稼 健な 說 である。 

六、 俳人 論  . 

i 俳人の 資格 

「俳諧 答 抄」、 自譜之 論 上に、 許 六 は 芭蕉の 說を あげて、 俳人の 資格 を 論じて ゐる。 

師の 曰、 

一、 器の すぐれたる 者 第一。 


一 、 この 道に 執心に して • 寢食を 忘れ、 財資 まで 欲に 代へ る 人。 

j  、 歳 四十 を 越えざる 人。 

1 、 いとま ある 身に あら ざれば、 道 は 行 ひがたし。 

1 , 贫賤 にして、 朝夕 苦しめる 人なら す。 富贲 にあら すと いへ ども、 商賣. 農 土に れす。 

1 、 博識に あらす とも、 和漢の 文字に 乏しから ぬ 人。  - 

と ある。 之 は 許 六の 旅亭で， t 巴 蕉が許 六の 才能 を 語った 時、 傍に 居た 嵐 蘭の 問に 答へ た 一一 一一：： で、， 實に 至言で ある。 

一  器量の 勝れて 居る 事、 之 は 何事に よらす 成功すべき 根本 問題で、 如何に 俳諧が 好きで も 下手の横好き では 

いけない。 天分がなければ いけない。 天分 はなく とも、 努力で 行けば 成功し さうな もの だが、 根本的で ない。 か 

かる 人 は 平生の 拂拭を 怠る と、 後 房り する。 その 退歩した 伎倆 を 取 返す 迄に は、 舊 倍の 努力 を- 娈 する。 例へば 自 

分 達の 句作に しても、 しばらく 怠って ゐて又 やり 出す と、 なか./ \ うまく 行かない。 努力して 兑ても 拙い。 いや 

になる 場合が ある。 第一 一 蕤 的の 者 は、 さうな ると 偏に 表現に 訴 へて、 句 を 技巧しょう とする。 句と いふ もの は 想 

が ザ S 一  である。 想が 枯渴 すると 表現 を考 へる。 表現の 力に よって、 乏しい 想を豐 富に 兑 せかけ る。 そこが 惡 いが、 

天分の 足りない 者に はさう する より 外に 行く 道がない。 去來 曰、 「句 案に 二 品 あり、 趣向より 入る と、 又詞. 道具 

o〇oo〇oo  0  00000000  00000  000  00000000  o〇  o〇o 

より 入る となり。 詞* 道具より 入る 人 は、 多く は頓 作. 多 句 也。 趣向より 入る 人 は、 遲吟. 寡 句 也。 され ど 案じ 

方の 位 を 論す る 時 は、 趣向より 入る をよ しとす。 云々」 (去 來抄) と あるが、 その 趣向より 入る 人の 方が、 一 義的 

六、 俳人 論  七 五 五 
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で、 作り物の 弊に 陷ら ない。 言語 • 表現 を 工夫す る 人 は、 想 を 作りたがる。 想が 渴 へて ゐ るから、 言語 • 表 現の 

上の みを考 へる 事になる。 想の 枯渴は 天分の 乏しい 證據 である。 物 を 觀ても 感情が 流動し ない。 想像が 湧かない。 

神經が 鈍く、 いつも 灰色な 氣 分で 居る から、 新しい 想が 起らない ので ある。 芭蕉が 遲吟を 嫌って、 句は氣 鋒を以 

て 作れと 言った の は、 天分 を 尊んだ 論で ある。 趣向に こだわる と遲吟 となり、 肝心な 天籟の 聲は 逃げて 了 ふ。 言 

語 • 表現 は 想から 出て くる。 想が 豐富 であれば、 その 中核 を摑む 言語 • 表現 は 自然と 出る。 

次に 此 道に 熱心で ある 事、 之 も 斯道 上達の 第 一條 件で ある。 天分 あると 否と に關 せす、 熱心に 句作し、 研究す 

る 事が、 糙 かに 一 つの 境地 を拓く 原因と なる。 天分 は その 人の 地位 や 境遇の 如何に よらない し、 又 意識され る も 

ので もない。 熱心と いふ 事 は 自己の 地位 • 境遇 を 超越す る。 寢食を 忘れる ほどの 熱心 は、 た^ 此 一 筋に つながつ 

て、 自己の 俳諧ば かり を 凝視させる。 勿論 過去の 我も考 へる し、 未来の 我 も 想像す るが、 その 目的 はた V 自己の 

俳諧の 發展 とい ふ點 だけで ある。 それが ために は 失敗 も あり、 後悔 も あらう が、 自己の 俳諧に 生きる とい ふ 目的 

に 成功 すれば、 失敗 も 後悔 も 甘受し なければ なるまい。 芭蕉の やうな 偉人に だとて 此 歎き はあった。 併し 彼 は あ 

きらめて ゐる。 その 點は 寂しい が、 詩人と して 尊い 所で ある。 

歳 四十 を 越えない 事、 人間 四十 を 越える と、 や \老 を 感じ (今日で はさう でもない が)、 氣 力が 衰 へて くる。 向 

上 心 も なくなれば、 名譽 心も少 くなる。 すべてに 欲望が うすくなる。 句作 も 研究 も 若い 血氣 盛んな 時代の 事で あ 

る。 俳諧 を道樂 にし、 家業の 傍ら 單 なる 慰みと してやって 行くなら 別問題で あるが、 眞劍に 打 込んで やらう とい 


ふに は、 若い 時で なければ だめで ある。 此段は 所謂 西 行の 筋 を 探り、 杜甫の 方寸に 入る とい ふ意氣 組の. < 々に 向 

つての 敎で、 遊 俳の 徒の 聽 くべき 言で はない。 併し 世の中に は 種々 の 立場の 人が あって、 必す しも 1* 門 俳人ば か 

りが よいと いふ 譯 ではない。 遊 俳 や 審門家 も 居て、 差 支へ ない ので ある。 芭蕉 も 「俳諧 は 老後の 樂也」 (花赏 集) 

と 一 百って ゐる。 許 六 や 嵐 蘭に 向って は、 四十 を 越えて はいけ ない と說 きながら、 杉 風 や 濁 子に 向って は、 「いよく 

俳諧 御勉 候て、 老後の 御 樂に可 被 成 候。」 (遺書) とも ある。 此ニ說 は 一 見 矛盾した やうに 見える が、 決して さう で 

ない。 -ほ蒲 は 人々 の 境遇 • 地位 • 個性 • 年齢な どに 應 じて、 道を說 いたので、 それが 彼の 襟度で ある。 人生 を逮 

觀 しなければ、 俳諧に は 居られない。 遊 俳 は 遊 俳 だけの 價 値しかない し、 眞劍 にやる 者 は 其 努力が 酬 ひられて、 

自家の 俳 境は拓 かれよう。 道の 本義 を說 いても、 理解の 淺深は 人々 の 心に ある。 どちらも 自然で あり、 自然の 存 

在で ある。 

金 持で はない が、 生活に 困らない 人。 余裕 ある 者で なければ 道 は 行 はれない。 此ニ說 は笆蕉 の社會 常識で ある。 

生活に 困って、 自分 も 食へ す、 家族 も 養へ ないやう では、 文舉 はやって 行けない。 之 は獨り 俳諧ば かりで はない。 

生活が 出來 ない とい ふ 事 は、 自分の 修めた 業務が、 社會 一般の 需用 を滿 たさない とい ふ 意味で ある。 併し 社き 一 

般の 需要 を！ i たしむべき 事業が、 必す しも 自分の 生活 を豐 かにさせる か、 それ は 問題で ある。 社 會には 特權も あ 

り、 競 (♦ も ある。 個人に は才に 長け た 者 も あれば、 氣の 利かない 者 も ある。 社會 制度 や 個人の 誠 偽 如何によ つて、 

需要 を滿 たさぬ 業で も 相當に 食って 行ける し、 又 需要 を滿す 業で も 容易に 食って 行けない 場合が ある。 元 祿の昔 

六、 俳人 論  七 五 七 


第 十 章 芭 蕉 の 俳 論  七 五八 

といへ ども、 俳諧 だけで は 食って 行けない と 見えて、 芭蕉に も か、 る 常識が あった。 殊に 焦 門の 俳諧 は 心 を 高 

く 悟って、 俗に 歸 るので あるから、 反 世俗的で あり、 高踏的であった。 その 人に 德で もなければ、 貧乏 俳人の 食 

つて 行ける 害 はない。 其 角 •  -M 雪の 點者商 賣は尤 である。 露沾 はさて 措き、 杉 風 • ト 尺 • 濁 子 • 木 因 • 桐 薬 • 知 

足 • 千里な ど は先づ 裕福の 人達で あらう が、 路通 • 惟然 など は 赤貧 洗 ふが 如きの 人物であった。 許 六 • 正 秀 • 曲 

翠 • 如 行な ど は 武士で あるから、 富ます といへ ど、 貧しから すの 方で あらう が、 同じ 武士で も 浪人した 曾 良 や 越 

人 は 金が あると も 思へ ない。 去来 は 浪人で も 別莊を 持つ 位 だから、 さう 貧乏で もなかつ たらう。 笆蕉 から 紙 衾 を 

貰って 喜んだ 竹戶 など は、 俳人になる 資格の ない 男で ある。 それでも 惟然 は、 芭蕉に その 天分 を 認められて、 後 

に 一 流 を 起して 居る から、 强ち 貧乏で、 朝晚 苦んで 居る 者が、 成功 しないと は 限らない。 た^こ 、では 一 般 人に 

就いて 云った だけで、 天才の 上 は 別の 事と 兑 える。 

俳人に 擧 問の 必要で ある 事 は 芭蕉の 言 ふ 通りで ある。 擧 問がない と 品性が 卑しくなる。 俳諧 も淺 くな り、 俗に 

流れ 易い。 美 濃 派の 末流が 卑俗な 風に 墮 ちた 事 も、 江戸 座の 宗匠が 封 巾 間 的行爲 を恥ぢ なかった 事 も、 大方 無擧の 

俗 俳に 甘んじた 結果で あらう。 笆蕉 がそ こに 着眼して、 句作の 目的 を 俗談 • 平 話 を 正す 事に 置いた の は、 擧才 あら 

しめんが ためであった。 併し 俳人の 舉問は 深き を 望まなかった。 擧 問の 深いと いふ 事よりも、 舉 問の 範 圍の廣 く、 

且つ 趣味の 豐富 であると いふ 點 にあった。 文章 ゃ發句 • 附句を 請んでも、 笆蕉は 和漢の 文擧 に大體 通じて 居った 

事 は 分る。 芭蕉 は 季吟に 就いて 連^の 式ば かりで なく、 國文擧 の 一般 も敎 へられた 事で あらう。 又 祖庵ゃ 桐 江に 


就いて 漢詩 や 漢藉の 理解力 も 得た やうで ある。 「去 來杪」 に、 「浪化 曰、 今の 俳諧， 物語 等 を 用 ふる 事い かに。 去來 

000000000000000  0  0  J  0  0  0 

曰、 同じく は 一 卷にニ 一句 あらま ほし。 谅 蓑の 中に、 待 人い りし 小 御門の 鍵 も、 門 守の 翁な り。 此 撰む 時、 物 

00000000  00000000000000 

語 等の^ 少しと て、 粽結 ふの 句 を 作りて 入れ 給へ り。」 と ある。 之に よっても 笆蕉は 古典 趣味の 句 を 好んだ 事が 知 

れ よう。 尤も 蕉 門 の 古事の 取り やう は、 悌附と 云って、 古事 その ま X を 取り入れなかった けれど， 古典の 知識に 

缺 けて 居って は、 俤 なりと も 想像され ないだら うと 思 はれる。 貞 門に は貞德 はじめ 季呤 • 盤齋. 宗利 などの 國文 

舉者 があって、 古典の 研究 は 一般に 忽 にしなかった。 俳諧 修行 は德 元の 言 ふやう に， 「和歌の 浦波に 心 をよ せ 侍る 

事」 (初 舉杪) とあって、 1; 舉硏究 の 一助と もなる べき 德が ある ものと 考 へられて ゐた。 季吟の 如き 舉 者の 出た の 

も， 此 意味に 於て 怪しむ に 足らない 現象と 思 ふ。 併し 蒸 門へ 行く と、 俳諧の 領域と 國文學 の 、域と は 全く 區 割が 

付いて、 俳 諮 修行 は 和歌の 沛 波に 心 を 寄させる ためで はなく、 歌道 ゃ歌學 とは獨 立した 地位の 下に：.！？ 一 かれる やう 

になった。 殊に 俗談 • 平 話の 俳諧であって は、 古典の 趣味 や 研究に 緣 遠くなる 倾向を 生じさう だから、 -花潔 は そ 

こ を 洞察して、 和漢の 文字に 理解 を 持つ 事を說 いたので あらう。 此敎示 は 蒸 門の 高弟 問に よく 遵守され た" 共 角. 

§ • 去来 • 許 六 • 丈 草 • 支考 • 越 人 等 扣應に 和漢の 文字 は 博かった。 古事の 滑稽 化 を 特色と した 所謂 俳文の 一 

格 は 許 六 • 支考 等に よって 唱 へられた が、 之な ど は 文學の 知識が 博くなければ 分る もので はない。 銜學の 弊に 陷 

つたとまで 思 はれる 也 有の 俳文 を讀 むと、 一層 此感を 深く する だら う。 街學 的と いふ 事 はお 蕉の敎 示の 副產 物で 

もなから うが、 ー體元 祿 俳人 は 和漢の 文 擧の知 11 があって、 品位 を 落さなかった。 

六、 俳 人 論  七 五 九 
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七 六 〇 


0 俳人き 

芭蕉 は 世上の 俳人 を 三種 類に 分けて ゐた。 一は 點取 俳人、 一は 富者の 遊 俳、 一は 正風の 本流であった。 その 事 

は 芭蕉が 曲 翠に與 へた 手紙の 中に 見えて、 後 寬政十 年 「俳諧 三等 文」 と 題し、 蝶 夢の 註 を 加へ て、 門人 可 笛 五明 

が 出版した。 「三等 文」 に 云、 

• ^^，^犬 かた， お 一， に 相 見え 候。 ^  § ^き r び い、 き^む 和 s、 道 を 見す して、 走り 廻る 者 あり。 

彼等 は S ま& ま、。 へど も、 點 者の 妻子 腹 を ふくら かし、 店主の 金箱 を賑 はし 候へば、 ひ、 が 事 

i かおお s., 。こが ャ、 ^ss^§r  s^^^^^^^v  ^^f 

^^^^s^^^. 事 終りて M お s ハぉ sir  ^s^^^^^^s. され ども 料理 を 調へ、 

酒 を 飽くまで にし、 貧なる 者 を 助け. 點者を 肥やしむ る 事. 是亦 道の 建立の 一筋なる べき か。 叉 志 をつ とめ、 

ケ^ サ あながちに 他の 是非 を 取らす。 これより 誠の 道に も 入るべき 器な りな ど * はるかに 定 家の 骨 

000000000  o'o  0  9-0、  0  0  0  0 つ 0 

を さぐり、 西 行の 筋 をた どり、 樂 天が 腸 を 洗 ひ、 杜 子が 方寸に 入る や 力ら わつ 力に 都 i を 難へ て 十の 抒 

^^； ^1,。 君 も 則ち この 十の 指 たるべし。 能々 御つ i しみ 御 修行 御尤 に奉存 候。 

と ある。 一 ^ 笆蒸 は點者 生活 をした 事が あったら うか。 「江戸 鹿 子」 俳諧師の 部に、 桃 青の 名が 見え、 元祿ニ 年の 


「江 戶惣鹿 子」 に、 本 庄三針 間舰と あり、 义林鴻 の 「京 羽二重」 oi 四 年刊； > に、 俳諧師と して • 西 § 院 二着】 上ル I 

とあって、 發句を 出して ゐ るが、 之 は點者 生活 をして 居た とい ふ譯 でも あるまい。 一： 京 羽 二 lieL- に は * 點 者と 辨諧 

師と 作者と 三種 類に 書き分けて、 點者は 點料を 取って、 衣食す る 業 俳、 誹諧 師は點 者 を 業と しない 知名な 俳人、 

作者 はた 俳諧 を やる とい ふだけ の 人と いふ やうに iHil 別して 居る から、 京 一 一條 上ル 町の 芭蕉 は點 者で ない 事 は 知 

れ るが、 江戶鹿 子の 方 は 俳諧師と あっても、 林 鴻の言 ふやうな 意味の 者ば かり も 居ない やう だから、 或は 延資 

江 戶に放 中 點者を やった 事 もあった かも 知れない。 鹿 子の 方 は、 元祿へ 入っての 事で あるから、 勿論 點 者と 

いふ 意味なら ば 誤で あらう。 巴蕉 には點 式が あった。 -ほ 蒸が 探 丸 • 拙 許 • 式 之の 三呤 歌仙に 點を かけた 草稿が 殘 

つて ゐて、 それに 點 • 長 • 丸な どの 點 式が 見えた" (第二 章 i がー 節參 iD。 點 式が ある 位 だから， 全然 點者 生活 

を しないと いふ 譯も あるまい が、 後に な つ て それ を 止めた ものと 思 はれる。 いつ 止めた か、 それ は詳 かで はな 

いが、 先づ 色蕉 庵に 入って、 杉 風の 保護 を 受ける やうに なって からの 事 だら う。 いつ 點者 生活 をして 居った か、 

それ も詳 かで はない が、 之 は 恐らく 主家 を 亡命して、 上京した 時代の 事 か、 或は江戶放^?,^中の出來事ではなから 

うかと 推测 する。 「三等" 文」 を 見る と • 點取 俳諧に 夢中に なって ゐる者 を 罵って 居る から、 從 つて 點 者なる 者 も 

眼中に なかった やうで、 此語氣 から 考 へても、 當時は 旣に點 者 を輕ん じて 居った 事が 分る。 此 手紙 は 元祿 三年で 

あらう。 元祿 三年の t い 巴蕉は 眼中 旣に點 者な く、 點取 俳諧な く、 是等を 風雅のう ろた へ 者と 罵る やうに なった。 第 

二 段の 俳人 は遊戲 本位で は あるが、 まだ 新道 建立の 一助 ともなって、 好意 は 持って 居た。 併し 考 へる と此 種の 俳 

六、 俳人 論  七 六 一 , 


第 十 章 色 蒸の 俳 

人 は 當時 かなり 多かった らうと 思 はれる。 墓の 門人で も、 直 貝な 人 は、 點取 こそしな いが、 大方 は 上品な？ 

ではなかったら うか。 墓が 人に よって 指導の 方法 を 異にする 所以 は、 ヤる 俳人が あつたから であらう。 璧 

illiiiifi, 秦. 西 行. 樂 天-社 ISI り、 その S する 一道 

を國 まう とする 者、 都鄙を數 へて、 十指 を 伏せす 底の 房士 である。 襲の 理想的 俳人 は そこにあった。 併し 曲翠 

がその 選に 入る や 否 や は 分ら ま。 或は 墓の 過賞 かも 知れ まし、 よく 言へば ー層の發 憤 を 促し 善と も 見え 

る。 因に、 舊門 十哲と いふ 語 は、 支考 の 「俳諧 十 論」、 許 六の 「師 の說」 などに 出る 詞 であるが、 それ は 旣に墓 

の 一. 14. 旨と ある 事で も 分らう が、 人選 は 人々 によって 一定し ない。 霊 は 其 角： I  if 案. 許 六 

•  i  • 越 人. 北 枝 を あげて ゐ るが、 一 說 に野坡 • 越 人 . 北 枝 を 除き、 千那 . 直 • 桃 隣 を 加 へ たり (俳舊 

稽古) i は 越 人 • 北 枝 を 除き、 惟然 . 秦 I へ たり 号 清水 物語)、 或は 野坡 • 越 人 •  if. 桃 隣 . 園 

女 • 正 管 加へ たり (|杪)、 又は 支考. 許 六， 越 人. 杉 風 を 除き、 荷兮. 曲水. 凡 兆 • 直 を 加へ たり (風 

俗文 1釋)、 なほ 叉 養. 嵐 雪 -集. 丈 草： 蠢. 土 ，象 を あげて、 「其 余 I ならん か 知らす。」 と 跡 を 

蜀 した 說 (蝶 夢の 三等文註) さへ もあった。 尤此稱 呼の 起り は、 素の 「旅 寐論」 の 序に、 畏敬せ る 同 S  士、 

丈 草 . 其 角 • 野坡 . 土芳 • 正秀 • 難 ， 半？ 野 水 . 越 人 . 霊の 名 を あげた 奪、 支 考の。 「。露 川責」 に、 「f 

v,K-g^4IS、  ffi^k  Mtl を あっか ひ， きハ はこな し を 知り、 越 人 はなぐ-を？、 

云. U と ある 事な どに 端を發 した もの かと 考へ る。 


俳諧 七 部 集總論 

I  、 代表的 撰 集 、しての 七 都 集 

元祿の 遠い昔から、 明治に 至る 迄、 二百 餘 年の 俳壇 を 支配して 來た撰 集 は、 「俳諧 七 部 a ！^」 である。 

「俳諧 七 部 集」 は^ 蕉 一代の 主要なる 撰 集 を 七 部 集めた もので、 蕉門 俳諧 を學 ばう とする 者の、 容；^ に t 巴蕉の 

變風を 知り 得られる 所から、 犬に 尊ばれ、 流布され た。 貞德の 三部 書卽ち 「御 傘」. 「淀川」 • 「油糟」 と 云へ ど、 

共 勢力 は 良 門 時代に 限られ、 後の 俳壇に 何等 統一 的 感化 を與 へなかった が、 七 部 集 はさう でな く、 その 感化 は 元 

祿 の 俳壇 を 出で て、 二百 ハキ 後の 明治に 迄 及んで ゐる。  . 

ぉ蕉は 延資天 和の 頃 は- いまだ 談 林の 奇怪な 調 を 離れなかった。 其 調の や i 脫 しかけて 來 たの は 貞享の 初で あ 

つた。 諸 註 皆 冬の 日の 俳諧 を 正風の 土臺に 置いて 居る。 俳諧 七 部 集 は 冬の 日 以下 六部の 撰 第 を收 めて 居る。 是等 

の 撰 集 は- t 巴 藤の 指導に 成った もので、 例へ 撰者 は 門人であった にせよ、 -t 巴蕉の 諒解 を 得て 上 木した もので あるか 

ら、 自ら 他の 撰 第と は異 つた 態度で 觀 察されて ゐた。 許 六の 如き は、 .ー巴 蕉 門に 入らない 時から 愛誦して 居った の 

1 、 代表的 撰 集と しての 七 部 集  七 六 三 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  七 六 四 

である。 之 は 自讃 之 論の 條下、 「宇陀 ノ 法師」 などに 見えて、 卽ち許 六 は 「曠野」. 「瓢」 • 「猿 蓑」 をば 日夜 忘れる 間な 

く、 精讀 玩味した と 云 ふ 事で ある。 去来 も 其 角に 與 へた 手紙、 許 六の 問 難に 答へ た 手紙、 「去 來抄」 などで 見る と、 

「冬の 日」 •「 猿 蓑」 •「 炭 俊」 を、 笆蕉 一代の 變風を 代表すべき ものと 考へ、 支 考も七 部 集の 編者で はなから うか 

と 疑 は-." る 位- 七 部の 變 風に 付て 論じて ゐる。 風國も 「泊 船 集」 の 序に、 「冬の 日」 •「 瓢」. 「猿 蓑」 • 「炭俵」. 「繽猿 

蓑」 を あげて、 笆蕉 一代の 代表的 撰 集に 數 へて 居る。 其 他の 高弟 も、 七 部の 書に 就いて、 論說も あり、 推 稱もぁ 

つた。 併し 元祿の 俳人 は、 芭蕉の 俳諧 を 研究し ようと 云 ふ 事が 目的であった から、 研究 も 七 部の 書に 限られて は 

居なかった。 其 例 は、 許 六が 「歷代 滑稽 傳」 に、 笆蕉の 撰 集と して 「延寶 二十 歌仙」. 「初懷 紙」 以下 凡て 十 一 部 

の 集 を 示して 居る 事で も 分る し、 去来が 許 六に 答へ た 文中、 「次 韻」. 「虛 栗」 • 「冬の 日」 以下 凡て 五部 を あげて、 

芭蕉の 變風を 代表 させて ゐ るので も 分る。 支考 になる と、 撰 集 を 「冬の 日」 以下 五六の ものに 限って しまったが、 

之 は 時代 を 劃すべき 撰 集 を 特に 選んだ からで、 支考 がそれ 以外に 蕉 門の 撰 集を讀 まぬ とい ふ譯 では あるまい。 要 

する に 元祿に 於け る 七 部 集の 研究 は、 七 部の 書 そのもの. - 研究で なく、 芭蕉の 風 調の 變化を 知る 事が 主と なって 

居る から、 發句. 附句. 附方 などの 部分的 研究 はあって も、 七 部 第 だけの 纏った 研究はなかった。 「大 鏡」 の 凡 

例に、 何 丸が 古註 十五 篇と 云った の は、 恐らく 發句 *附 合な どの 部分的 說明を 含んで ゐる書 をも數 へたので はな 

からう かと 思 ふ。 

色 蒸 は 元祿ヒ 年て 殁 した。 笆蕉殁 後、 寶 永から 寶曆 までの 間 は、 寶 永に 其 角の 洒落 風、 正 德に不 角の 化 鳥、 享 


保に 五；^ 墨、 延享に 二十 歌仙な どの 動搖 はあった が、 大體に 醇正な 蕉風の 衰 へた 時代と 云って よい。 併し 七部桀 

の 尊重 は 依然として 變ら なかった。 淡々 の 如き は. 「猿 蓑」. 「炭 依」 を 一 日兑 ない と、 眼に！： はが か、 つた やう だと； 

言 ひ、 雪中 吏 登 は 寬保ニ 年の 春 七 部 集 を 草庵で 講じた。 之 は 門人 繁 太の 問に 答へ たもので • ま 一太 は その 口述 を 

吏 登の 七 回.. お 卽資曆 十 一 年 六月に 上 木して ゐる。 本書 は 「七 部搜」 と 題され た。 ま は 七 部 集の 研究家で も あり * 

一 

崇拜 者で もあった。 「雪お ろし」 の卷 初に、 氏 は 芭蕉の 變風 を、 「冬の 日」 • 「春の 日」 • 「曠野」 • 「颢」 • 「猿 蓑」 な 一 

どの で、 代表 させて 居る。 同書に よると、 門人に 「冬の 日」 • 「猿 蓑」 • 「炭 使」 の 三部 を、 t 巴蕉 第一 の 撰^で あ 一 

ると 物語って ゐる。 繁太は 又 門人 鼠 腹と いふ 者の 亭で、 運座 後 俳諧に 關 する 質疑に 應じ 「猿 蓑」. 「曠野」 • 「冬の) 

日」 の 講義 もして ゐる。 此 講義 は 明 和 元年の 正月から * 同 三年の 三月まで っ^いた。 「俳諧 棚 さがし」 と は 此硏; 

究の 書名で ある。 ー體 雪中 庵の 傳 系の 人 は、 七 部 集 を ひどく 尊重して ゐる 跡が 見える。 吏 登も^ 蕉の 俳諧 は 全 m 一 

で 三部 程の 流行 ぢゃ と言うて 居る し、 藝太も 三部 說を 信じて 居る。 是等は 恐らく 去來 • 支考の 影響で あらう と 

はれる。 明 和 七 年 (序) 加 興の 「俳諧 本來 道」 が 出た。 その 內に蕉 翁 七 部 書の 辯と いふの が 出て、 詳しく 七 部 集 

に 就いて 論じて ゐる。  一 

安永. 天明に 至り、 俳諧 は 新しい 活 天地に 入った。 曉臺 • 蕪 村 • 蓼 太 • 闌更. 白 雄 • 靑蘿. 樗良. 麥 水の 諸 を迎ー 

へた 俳壇 は、 從來の 俗調 を 打破して 一 生面 を 開いた。 彼等 は 新風の 開拓者で あると 共に、 蕉風の 研究者であった U 一 

七 部 $ ^の 研究 も 天明 期に 入って 犬に 展開して 来た。 第一 に 注目すべき は 七 部 集の 註 本の 出版で ある。 蓼 太 は 安， 水 一 

1 、 代表的 撰 集と しての 七 部 集  七 六 五  ！ 
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四 年 更に 「七 部搜」 を 刊行した。 之 は寶唇 板の 燒 失した ためで ある。 天明 七年杜 勤の 「猿 蓑 爪 じる し」 が 出た。 

天明 八 年 蓼 太 門の 三餘 「七 部杪」 を 作成した。 寬政四 年 出 羽の 杜 哉の 「俳諧 古 集の 辯」 が 出た。 同 六 年 闌更の 「冬 

の 日 解」 が 出た。 同 七 年 (序) 素 綾の 「七 部 小槌」 が 出た。 同 八 年 升 六の 「冬の 日 註解」 が 出た。 是 等は此 時代 

に 於け る 註 本の 重なる ものであるが、 なほ 他に かくれた る 註 本 も ある だら う。 第二に 注目すべき は 天 和 貞享の 俳 

fsis- である。 此 現象 は 寬政六 *七* 八 年と っ^いて、 「冬の 日」 の 註 本が 出た ので も 大方 推せられ ようが、 尾 張 

の曉臺 は 「冬の 日」. 「熱 田 三 歌仙」 の 調 を 鼓吹し、 加 賀の麥 水 は 「虚 栗」 を 賞揚し、 浪花の 蕪 村 は 「初 懐紙」 の 

附 句に 感服して ゐる。 次に 注目すべき は 七 部 集の 翻刻で ある。 それ は 小 本の 「俳諧 七 部 集」 と 「俳諧 七 部 集」 の 

再 刻と であった。 「小 本 七 部 集」 は 安永 三年の 開 板で ある けれど、 校合が 杜撰で、 寫誤 多く、 到底 研究の 资に はな 

ら ない。 それに 僞板も ある やうで ある。 再 刻本 は 寬政七 年の 刊で、 京の 筒井 • 浦 井. 野 田の 合 刻で ある。 曲 癒 は 

再 刻と いふ も、 外題. 快. 奥の 三丁變 りしの みで、 內 容は舊 本で あると 言うて ゐる。 

此 時代 は 叉 七 部 集の 流行に 連れ、 利に さとき 書肆 は、 芭蕉の 七 部 集に 傚 ひ、 蒸 門 高足の 集 を 七 部 集めて 刊行す る 

事 も 行 はれた。 天明 七 年 「其 角 七 部 集」 (虚栗 集 • 繽虛栗 • 新 山家 • たれ か 家 • 获の露 • 花 摘 • 錦 繡緞) が此 種の 

諸 本の 先鞭.， Z 付けた。 寛 政 五 年 「樗良 七 部 集」 (我が 庵. 村雨 笛 • 月の 夜 • 石 を あるじ • としの 尾 • 菊の 香 • 花 七 

日) が 出た。 

天明 期の 七 部 集 研究 は、 註 本の 外に， 部分的. 斷片的 研究 もあった。 之 は 七 部 中の 發 句. 附 句に 就いての 說 明で 


ある。 此側は 接の 研究であって、 一太 や 几 童の 附合 を說 いた 害 中に 二三 兑 えて ゐた。 耍 する に此 時代の 七 部 

研究者と して 特^^^す べき 人 は 雪中 庵^ 太 である。 

新風 irw 吹の 重なる 俳人 は、 享和 初年までに 大方 殁 してし まった" 併し その 門人 は 各自 師の 衣鉢 を傳 へて 新風 を 

維持して ゐた。 文化. 文政の 俳壇 は、 天明 俳壇の 如く 絢爛たる 光彩 を 放って 居らぬ が、 叉刖 趣の 風格 を備 へて ゐ る" 

此 時代の 七 部 ij!^ 研究 も亦兑 るべき ものに 乏しくなかった。 註 本の 重なる もの は • 曰 人の 炭 伎 註、 文化 元年の 稿で あ 

る。 文化 八 年 宜麥の 「綾總 歌仙」 が 出た。 之 は 歌仙 を嶠』 で解釋 した もので， 內 一 歌仙 は 炭 依の 述句 である。 文政 

六 年 何 丸の 「七 部集大 鏡」 が 出た。 七 部 集の 拔註 である。 叉 同年 何 丸の 子 公 石 父の 撰び 置け る 註 を 一括して、 「ゅ§ 

猿袞 註解」 を 出して ゐる。 その他 この 時 伐の 七 部 集 研究家に は， 成 美 *鴛 笠. 無味 堂 • 太 I 邛. 風 谷 • 五 芳ニ之 山 • 

五明 • 篤老 • 白 雄 • 月 居 • 木阿彌 等が あった。 成 美の 「隨 齋諧 話」 (文政 1 一 年刊) は 「冬の 日」 • 「ts 一 s」 • 「喊 野」 

の 句に 就て 考證 的な 研究 を 示して ゐるリ 篤 笠は大 鏡の 序詞に、 冬の 日 を 正風 不杇の 礎、 此 道の 老 經と說 き、 其 他 

の卷々 を 詩 書禮樂 などの 敎書 に比べて ゐる。 氏の 說は大 鏡 中 所々 に 見えて ゐる。 凡て 成 美から 芝 山までの 說は大 

鏡 中に 出て ゐ るので ある。 五明の 「小夜 話」 とい ふ雜 話中に も、 人の 問に 應 じた 七 部 集 論が 出て ゐる。 篤老の 「笆 

蕉翁附 合評 註」 中に も 七 部 集中の 附句百 四十 六 を 註解して ゐる。 木 阿彌は 「俳諧 饒舌 錄」. (文化 元ハ 牛刊) に， 俳諧 

の 切 字. 係 結び. 天爾波 • 命令形な どの 說明 と共に、 七 部 第 中の 發句を 大方 引用して 解釋 して ゐる 國舉 者富士 

谷 成 元 も 「俳諧 手 雨 波杪」 (文化 四 年刊) に 七 部 集より 句を拔 いて、 語法 を說 明して ゐる。 月 居 は 「俳諧 道の 便」 

1 、 代表的 撰 第と しての 七 部 集  七 六 七 
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(文化 五 年 H> に 七 部 集の 句 を 二十 六ケ 所に 涉 つて 引用し、 附 方の 則るべき 事 を 示し、 且つ 註解 を 加へ てゐ る。 

白 雄 は 「俳諧 寂 菜」 (文化 九 年刊) に 七 部 集の 發 句. 連句 を 引用して 解說 して ゐる。 併し 本書 は 有名な 割に 解が 簡單 

で、 例 JH: に 就いて た^ 句の 風格 • 附方を 直感させる だけであった。 

文 匕. 文政 期は蕉 門の 撰 集ゃ當 時の 宗匠の 撰 集 を 七 部 まとめて 刊行す る ことが 流行した。 享和ニ 年 「俳諧 七 部 

拾遺」 (初懷 紙 . 野 晒 • 三 歌仙 • 一  つ 橋. 桃の 實 • 初 便 • 其 袋 集) が菊舍 から 出版され た。 皆蕉門 必讀な 書で、 例 

へ 寫誤は あると しても、 後人 を 益す る こと 少 くない。 享和 三年 「綾 七 部 集」 (深 川 集 • 卯 辰 集. 勻塞 • 刀奈美 山 • 

有機 海. 小 文庫 • 千 鳥掛) が 出た- 闌更の 序に、 「俳 書 數萬卷 のなかに も 笆蕉七 部と 稱 して、 正風に こ" ろざす と 

もから 几 上に のせす とい ふ 事な し 0 …； 」 と ある 听を 見る と、 如何に その 頃、 七 部 集が 流行され たもの か 知れない。 

尤も それ は 「大 鏡」 中 成 美の 序詞に も、 合せて 俳諧 を 學ぶ徒 は、 皆 之 を 準 的と したと いふ 言に 徵 しても 分る 事で. 

當 時の 書肆が 爭 つて 之 を 刊行した の も、 か i る 流行に つれて^ あらう と 思 はれる。 文化 二 年 「士朗 七 部 集」 (飮 

中 八 歌 山. うら か み. 山吹. 蔦の 眼 ：1 刈. 口笛 • 留主懷 紙) が 名 古屋の 永樂屋 から 出た。 文化 五 年 「西國 七 

部 集」 (野 梅 • 嗚戶 海松 • 夜寒 • 雪つ くし • ひご 鯛 • ひなた 路. 蓬路) が 出た。 花屋 庵奇 淵の 編で ある。 文化 五 年 

「菊 村 七 部 集」 (其 雪 影 • 明 烏 • 一  夜 四 歌仙 • 桃李 • 續明烏 • 五 車 反故 • 花鳥 篇) が 京の 懷玉堂 等から 出た。 本 

書の 奥 書に、 蕪 村 七 部 集 後編 春 夜樓若 夢と いふ 廣吿が 出て ゐ るが、 出版され なかった ものと 見える。 文化 十二 年 

「芭駕 七 書 - (行脚 定 . 一 一十 五ケ 條 • 十六 篇 • 句 合 • 嵯峨 日記 • 奥 細道 二 巴蕉發 句集) が 出た。 併し 之 杧は享 和 元 


ハゃ刊 「蕪 門ヒ 書」 とい ふ 類本が ある。 「蕉 e: 七 書」 の 方 は 上下 ニ卷 で、 伎 野 石 兮の序 及び 附言が 附 いて ゐ るが， 

「-ぃ 巴蕉七 書」 は三卷 で、 「蕉門 七 書」 の下卷 なる i^vK 輯の 「芭蕉 附合 集」 を 削り 去って、 「芭 蕪發句 一!:^.」 を收 めて ゐ 

る。 恐らく 「-ヒ 蒸 七 書」 は 「蕉鬥 七 書」 の搏 刻で、 「蕉門 七 書」 の 解題. 附言 を 修正し、 附合 ffi^ を 除去して 出した 

もの かと 思 ふ。 文政 三年 「流行 七 部^」 (新 蛙 合 • 雪 わり • 鮎 波 • 炭瓢 • 鼠 道行 • 長月 築 . 月兑記 • 斧の 柄 • 附錄 

三十 六 家 詠) が 出た。 鼠 道行 は 其 角 作で、 角が 醉餘格 枝に 與へ しもの、 半 太夫 節のう た ひ 物で 珍ら しい もので あ 

る。 文政 七 年 「士郞 績七部 集」 (未見) も 出た。 「士郞 七 部 摸」 に は 「士郞 五 七 集」 とい ふ もの も ある。 之 は 刊行 

年月 未詳で あるが、 初篇 以下 五篇を 一括して 三十 五部 を收 めた もので、 五 七 集と 題した ものである。 卽ち (一 ノ 

卷) -讨守 懐紙 . 落 梅花 • 麻 がら • 革 枕 集 • 於 本尊 • 松 ノ視。 (ニノ 卷) 法 法 靡 經黄鶴 品 • 山吹 猿 . 名な し 鳥 花 

橘^  • 橘 日記 •  ？ il の 眼！^  . ひとく どり • 松の 炭 • 王く しげ 集。 (三 ノ卷) • 三日月 集 • 玉芨^  . 庵 太 集 •  久邊日 

記 • 飛 波： g 久呂 • 閑古鳥 • 名な し 革。 (四 ノ卷) 口笛 集 • 於寶 路夜藥 . 宇羅加 良須菜 . 藁 づと集 • 飮中八 歌仙. 長 

壽樂 (五 ノ卷) 木 爪つ \ じ. きぬうた • 泣瓢集 • 蓑 虫 集 • 玉 鬼 集 • 柴の戶 集 • 文化 五 歌仙で ある。 文政 ー  ； ハ£, 俳 

諧七部 餘錄」 (一 名 「新 七 部 集」) が 其 成の 編で、 大 坂の 宋榮堂 等から 出た。 內容は 田 舍句合 • 常 盤屋句 合. 續ケ 原. 

武藏 曲. 別」 ig. 雪 まろげ. 桃の 白實 であった。 其 成の 序に、 「年 過ぎて 蝶 夢が 績七部 集 を 出せし より * 几 S が 其 

角 七 部 ijji;^ あり、 七 部 拾 遣 あり …… 」 と あるが、 「繽七 部」 は享和 三年の 刊、 「其 角 七 部」 は 天明 七 年の 刊で、 前後 

S. 代を轉 倒して ゐる. - 且つ 蝶 夢が 繽七 部も變 であるし、 几 董が其 角 七 部 も 間遠って ゐる。 例によって 便利で は あ 

一 、 代表的 撰 集と しての 七 部 集  七 六 九 
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るが、 寫誤 多く、 うっかり 出来ない，) 同年 「月 居 七 部 集」 (宵の 古道 • 日く らし. 反古 合. 山水 行. 二十日 月 丄乂枝 • 

河ち どり) が 出た。 其 成. 其 龍の 編で ある。 なほ 同年 四月 梅價の 「枯魚 七 部 集」 (吳 竹. 月見草) も 出て ゐるメ 

文政 十二 年 「曉臺 七 部 集」 (竪並 集. 爪 じる し *幣 袋 • 佐 渡 日記 • しをり 萩 • 秋の 日 • 夜の 柱) が 出た。 門人 庭 

雅の 編で ある。 內、 秋の 日 は 貞享五 年 七月、 色 蕉が竹 葉 軒 長 虹の 亭で 興行した 歌仙 一 卷と、 社中の 四 歌仙と を 加 

へた ものである。 文政 十三 年、 江 戶の野 田から 「道 彥七部 集」 (鳶の 眼 • そ- -ろ言 •  四ッ 手. 鶴 芝 集 • 馬の 上 • 

黑 ねぎ. 畑 芹 附錄) が 出た。 內、 「鳶眼 集」 は、 士郞 一派の 附句を 知る に 便利で あり、 畑 芹 は蕉門 古哲の 名句 を 引 

用して、 句の 格を敎 へて ゐる 所が 面白い。 

かくの 如く 此 時代 は 七 部 集 出版の 流行 を 極めた。 實に蕉 門の 撰 集 を 七 部 まとめて、 便利な 小冊子に して 賣 出す 

こと は、 後人に 多大の 稗 益を與 へる けれど、 前に も 一 寸 述べた やうに、 此飜 刻本 は 頗る 杜撰の もので、 寫誤. 假 

名 遠 ひ • 脫字 等が 多い ばかりでなく、 古 集の 序 • 跋を 除去し、 開 板 年月 • 版元の 名 も 削り 去り、 之 を 以て 古 集の 

研究に あてる に は、 全く 危險と 不自由 を 感ぜ しめてなら ない。 要するに 是等 覆刻 本 は 反 刻の 流行に 連れて、 書肆 

が營 利の 目的より、 未練の 俳人に 校正 させた ものと 思 はれる。  - 

化 政 度の 新風 を 維持して 來た成 美. 士郞. 乙 二 • 道 彥* 完來 • 月 居の 徒 は、 大方 文政の 末年までに 殁 してし ま 

つた。 是 等の 人. -の殁 去と 共に、 俳壇の 機運 は 叉 ー轉 化し 来った。 天 保 以降の 俳壇 は、 梅 窒* 蒼 鳳郞. 一 具. 

護 物. 梅 通 • 見 外. 爲山 • 西 馬 • 蓬 宇 • 斡 雄 等の 所謂 月並 宗匠の 占領す る 所と なつてから、 日 一 日と 低 趣味に 俗 


化した 此 時代の 七 部^ 研究 はどうであった か。 此 時代 は 七 部 が 未曾有の 權威を 持つ やうに なった。 七 部 菜の 

研究 も、 從來 とは逮 つた 方面に 着 乎せられ る やうに なった。 註 本 も 大部の 物が 出る やうに なった。 先づ註 本から 

說 くと、 天 保 叫 ハ牛曰 人 は 「七 部碟 ^  - を脫 稿して ゐる。 同 六 年 成 美の 「七部雄^^致」 が ある。 同 十三 年 梅 室の 「梅 

林 茶談」 中に 「炭 使」 の 空 豆の 花の 卷が 半分 ほど 解せられ てゐ る。 弘化四 年 何 丸の 「七 部 小 鏡」 が 出た" 嘉水： 兀 

¥ 寄 三の 「七 部^ 連句 n 十 見」 が 出た。 嘉永ニ 年 其 日 庵 錦 江 は 「俳諧 七 部 通 皆」 十四 卷を 大成して ゐる。 萬 延元ハ 巾 

曲齋の 「七 部 婆 心錄」 七 冊が 出た。 同年 束杵庵 權柯の 「猿 蓑 逆 志杪」 七 冊が 出た。 之は搏 版で あらう か。 元 治 元 

ハ 4^ 西 馬 「標柱 七 部 $-」 が 出た. - 岡 本 保考の 「七 部 集 打聽」 も， 慶應 元年の 秋から 同 三年 五月の 問に 成って ゐる。 

1K 堂 一 叟の 「俳諧 七 部 ffi- 十寸 鏡」 も 天 保 以後の 註ら しい。 明治 二十 年 桃 支 庵 指 直の 「俳諧 猿 養 註解」 が 出た〕 同 

二十 六 年波 随の 「七 部维 講義」 もあった。 同 三十 年 俳 仙 堂碌々 の 「俳諧 炭 依 註解」 も ある。 近 では 小 林 氏の 「俳 

諧七部 集 連句 評 釋」、 露 伴 氏の 「冬の 日 杪」、 新田 氏の 「猿 蓑 評釋」 等が ある。 

此 時代の 七 部 叢書に は、 天保六年江戶ー3^^堂から 「乙 一 一七 部 集」 (斧の 柄 • わが 佛 • 耳 さら へ • 箱 館 紀行 • 燕 村 

句 解 • 手 雨 葉 草 • 松 意 句集 續篇 • 附錄 今人 句集) が 出た" 一 具と 布 席の 校合で あらう。 「護 物 七 部 築」 も.： 笈堂か 

ら 出て ゐる。 天 保 七 年 r 更科七 部 集」 (旅 手綱 • 月の 照 • 御 31 遊び • 繽御 遊び • 信 濃 富士  • きの 子 狩 • 時雨 會) 

が 出た" 周 阿の 編で ある。 同 八 年 「俳諧 今 七 部 集」 (利根 太郞 * 1 二三 • いぶり 炭 • 栗 柿 .朧夜* す&き ニ^^德) 

が 出た。 冬 S 庵 街 年の 編。 同 十 年 r 禾薬七 部 集」 (勝 鹿早稻 • 藁 笠 • 藁盒子 • 績藁盒 子 • 福 薬 . MM  • 薬膛) が 出 

1 、 代表的 撰 集と しての 七 部 集  七 七 一  一 
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た。 藁 を 書名と した もので、 天 保 調 を 代表した ものであると。 北；： 他 刊行 年代 不明な ものに. 「芭蕉 翁 俳諧 四 部錄」 

(可 般圖. 四季 句 合. 野 晒 紀行. 纏峨 日記) が ある。 之 は 菊舍の E 錄 にある 內容と は 少し 違って ゐ るの も 變 であ 

るが、 目 錄には 未 刻 二 服と あるから、 後で 內容 を變 へた もので あらう。 享和 頃の ものら しい。 「雪 門 七 部 集」 (新 

夏 引 集 • 去 嫌 眞砂歌 • 住 吉千句 • 墨 水 兩岸行 • 百 羽が き • 武藏三 歌仙 • 秋の 夜)、 「同 拾 遣」 (三春 日記 • 筑波紀 

行 • 江の 島， 秋 山家 再與集 • 髭 箒 • 一  夏 百 步* 藤 衣) など も ある。 之 は 蓼 太 門の 撰 集 を あつめた ものである。 奇 

淵輯の 「俳諧 四 部 栗」 (山 かけ 集 • あやめ 根 合 *萍 日記. 玉 箒) も ある さう である J 曲齋 編の 「支 考七部 集」 (古 

今抄 • 十 論 爲辯抄 • 本朝 文鑑 ， 和漢 文藻 • つれ，， ^護 • 新撰 大和 詞)、 或は 「獅子 百 韻 七 部 集」 (新 百 韻. 夜話 狂. 

三疋猿 • 後山 伏 • 南無 俳諧 • 東 山 墨 直 八タ暮 )、 或は 「凉宽 七 部 集」 (行脚 戾 • 皮 籠 招 • 一幅 半. 山中 集 • 潮と ろ 

み • 七 五月雨 *鯽 俵) 等 は廣吿 ばかりで 出なかった やうで ある。 

此 時代の 七 部 研究資料に は、 「舍利 風 語」 (弘化 二 年刊) 中の 麥慰 舍隨 筆に、 七 部 集に 關 する 梅 通の 見解が あ 

る。 積翠 園の 「俳諧 或 問」 • 「俳諧 附合 問答」. 「しらで よし」 (天 保 七 年寫。 得壽) に 七 部 5^ の 事と いふ 項目が ある。 

梅 {M の 俳諧 を 難 じた 天来の 「俳諧 七草」、 それに 關 した 難陳の 「齊 々志」. 「俳諧 春の 田」 等 も 大いに 參考 とならう。 

卓朗の 「俳諧 道の 便り」 (文久 三 年刊) にも 七 部 集に 就いての 考證が 出て ゐる。 「梅林 茶談」 にも 芭蕉の 法則に 拘 

泥し なかった 例と して、 七 部 集の 附句を 抄出して ゐる。 

天&^ 以降 七 部 集の 尊崇 は 非常な もので あったり 以前から も 七 部 集 は 尊ばれて ゐ たけれ ども、 まだ 七 部 第に 囚は 


れ ると いふ 程で もなかった。 然るに それが 此 時代に なると * 七部榘 が 俳人の 聖典の やうな 觀を呈 して 來た。 天 來 

の攻難 は梅室 の 俳諧に 對 して V あった けれど、 私 は その 攻擊の 目的よりも、 むしろ 當 時の 俳 擅の 裏面の 消息 を =』 

破した 點に 於て、 より 多くの 興味 を感 する。 「七草」 の卷 頭に 云、 

蒸 門の 徒、 述 歌より 出で たる 俳諧の 式目 を擧 ばす して、 末 書の 杜撰なる もの を 信じ、 殊に 七 部^な ど を釋迦 

0000000000  0000000  0  0000000.9.0 つ. -  C  i  [,  0 

の經 典の 如く 思 ふより、 か 様の 異端 起れ り。 …… 只 七 部の 廓 中に 遊ぶ の 御身、 蓑の 智惠を 振 ひ …… そ 

ooo〇r-o  0〇00000っ00っ0000000〇〇0っ00  k  ►  I  C  -.  -It  -  L-  I 

この 廣き 胸に、 わ づか七 部 集 及貞享 元.； S の 集の みなる は大 倉の 一 粟 也。 …… かく 巾す とも、 和 一?g 誹 連？ の 

書 を熟讃 せざる 七 部 先生に て は、 其理合 點參る まじ。 恰も 盲人と 色 を 論す るが 如し。 …… 憐む べし， 老人 は 

0  0  0  0  0  0 

七 部の 井蛙 也〕 …… 

それに 對 して： it は 何と 答へ てゐ るか。 

さて 此 論者 は t 巴蕉 門の 大集は 聊も請 まれぬ と 見 ゆ。 其 證據は 手本の 七 部 集に さ へ ある 事 を こと.^ しく 論す。 

…… 七 部 H. さ へ讀 まざる 人 を 相手に は 老人 大人 氣 なし. - 依って 閉口。 

七 部 を 蒸 1: の大 集と 考へ、 七 部 集を讀 まぬ 人 を 俳人で ないかの やうに 考 へて ゐる所 は 滑稽で ある。 天來 にかく 

迄 嘲 けられても、 依然として 例 句 を. 他の 撰维 より 求めす、 ^^！；^ら七部集中ょり求めてゐる所から考へ て、 七 部より 

瞎 まぬ 七 部 先生と か、 七 部 集の 井蛙と か、 批評 されても しかたな いので ある J 尤も 此 傾向 は 獨り梅 {1- に 限った わ 

けで もなかった。 蒼^の 徒なる 花の 本 梅 通 は 「麥 慰舍隨 筆」 中に、 

一 、 代表的 撰菓 としての 七 部 集  七 七 111 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  七 七 四 

蕉 門に 七 部 集 を 要 文と すれ ど、 猿 蓑 • 炭 使 • 深 川 等 を 本と すべ し。 …… 

叉 梅 通 は 天明 以來の 風 調 を 七 部 集の 風 調に 配合して 

天明 二見 政. 文化. 文政 を. 經て、 瞜野. 猿 蓑 • 炭 俊 をう つし 来る。 さあれ、 安永に 冬の 日 をう つせ ど、 露の 

冬の 日に ならす.^ 文化に 猿 蓑 を 撰す と 云へ ども、 さらに 猿 蓑に 等しから す。 天 保に 炭俵 を覘 ふと 云へ ども、 

炭 使に 等しから す。 …… 

安永に 冬の 日 をう つす と は、 曉臺 などの 運動 を 指した の だら うが、 當時 他の 革新の 人々 は、 冬の 日ば かり を 目 

標 として は 居なかった。 曉臺は 尾 張 五 歌仙、 蕪 村の 徒 は 初 懐紙、 關更の 徒 は 延寶天 和の 調、 麥 水は虛 架と 云った 

工合に、 各 目的 は 一 致して 居らぬ。 文化に 猿 蓑 を 撰ぶ と 云 ふの も 分らぬ ことで ある。 乙 二の 徒が 去来の 風 調 を 好 

んで 規矩と した 事 は、 「斧の 柄」 の跋に 見えて ゐ るが、 一般に さう かどう か は 疑問で ある。 かつ 化 政 度の 完來 • 

成 美. 道亲. 士朗 等の 俳諧 を 取って 見ても * 猿 蓑の 寂棠 りと は 少し 內容が 違って ゐる。 是 等の 論 は 梅 通が 七部藥 

に囚 はれた 結果、 元祿 以後の 俳諧と 見れば、 七 部 集 を土臺 にして 論じたがる 癖 念が あるから である ン 天 保の 調が 

. 卑谷 になった の は、 梅 通 等の 炭 俊の 調 を 理解せ ぬ 結果で ある。 五明が かって 門人の 問に 答へ て 云 ふに、 炭 俊 は 草 

の 調べ で】 ぼ 〈以 易い が、 此 調は蕉 門で 最危ぃ 所で ある。 道蹈 たが へ て あやまち をして はいけ ない と 云った と あるが * 

そ 1 は 形式的 模倣 を誡 めた 言で ある。 梅 通 はじめ 梅窒ニ 倉虬皆 皮相の 模倣 を 事と して、 俗調に 終って しまった。 

へ；^ 雄 も 「- 通お 註 七 部 集」 の 凡例に、 「七 部 集 は 俳諧 第一 の 尊き 文 なれば、 云々」 と 云って 居る。 是等 による も ノ大保 


以下の 俳人 は、 どの位 七 部 を 尊み、 どの位 七 部の 小-大地に 囚 はれて おった かぐ 分る であらう。 

七部^^!-の流行に連れて、此時代には七部第の定本を作る事が起った" 前 時代の 研究 は、 附合發 句の 解、 或は 附方 

論が 一 般で * 七 部 の 校合と か、 定本と かいふ 側の 研究へ は 進んで 居らなかった。 それ は 前 時代に 於て は， 未だ 信 

すべき 七 部 i% の 古版が 殘 つて 居った からで も あらう が、 天 保 以降に 入りて は、 古 板 も 大方 散逸し， 流布の 印 木. 位 じ 

がた きもの 多く、 七 部 第を斯 近の 金 科 玉條と 仰ぐ に は、 どうしても 校合 を嚴 にした 七 部 集 を 要する 事と なって 來 

たので ある。 西 馬の 「標註 七 部 集」 の 如き は、 か X る 動機に 基いた ものである。 註 書に して 校合 を 喧しく 論じて 

居る の は、 曲. 齋の 「婆 心錄」 である。 次で 弘化ニ 年 「校正 七 部 第」 とい ふの が 出た。 花鳥 庵 羅齋の 校で ある^ 嘉永 

四 年 「校正 七 部 集」 が 出た" 之 は 八 雲 龍 守. 一葉 舍仙凫 とい ふ 人の 校合で ある。 文 久三ハ キ五雜 の 「： 止 改新 刻し 部 

$^」 とい ふの も 出た" 藤 松 宇 氏の 「I 笆蕉七 部 集」 (附錄 に、 七 部 集 概論が ある、 之 は 統一 的の 研究で はない が 

各 秘の七 部 集 や 註 本の 解題が 非常に 參考 になる。 大正 十 年 一 月 町 田 書店 發行) が ある。 近. 5.、 勝峯 氏の 「- 蒸 七 部 

壤 定本」 が 岩波から 出て ゐる。  ， 

二、 七 都 集の 編者に 就いて  • 

ぉ蕉の 生前 七 部の 書 は單行 本と して 刊行され たが、 七 部 集と 題して 出版され たの は、 何時の であるか 明かで 

ない。 或は 曲 齋 の 言 ふやう に、 享保 • 元 文の 間の 出版で あるか も 知れない。 勿論 編者 も 分らない。 之 も 恐らく 版元 

の 仕-業 位の 所ではな からう か。 素 綾の 「七 部 小槌」 の 序詞に、 

二、 七 部 集の 編者に 就いて  七 七 五 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  七 七 六 

芭蕉の 俳諧 正風 體を 開きて より、 貞まチ の 冬の 日を始 とし * 元祿の 秋の 暮に 終、 卷 く 三百 有餘、 何れの 時、 

いづれ の 人 か、 それが 中より ひろいて、 七 部 集と 號 、世に 弘る といへ ども、 云々 

成 美 も 「大 鏡」 の 序詞に も、 

世に 俳諧の 七 書と 云 ふ もの は、 芭蕉の かく 定め 置け る 物に も あらざる を、 後の 人の 心に、 諸 集の 中を拔 出し 

もの なれ ど、 云々 

H 溪も 「蕪 村 七 部 集」 の 序詞に、  -, 

芭蕉 翁 及 其 角 二 風雪が 著せし 句 錄七部 を、 俳諧 七 部 集と 云 ふ 事 は、 いつの 頃より は 云 出た る やらん 知らす。 云々 

とあって、 古人 も 刊行の 年代 を 明かに して ゐ ない。 併し こ \ にー說 が ある。 それ は 「笆蕉 翁 新 七 部 集」 の醉^ 其 

成の 序詞で、 

こ k に 元祿の 頃の 集 共 を 集めて 七 部 集と 號る事 は 支考の 仕業なる. H、. 云々 

と ある ことで ある。 併し 此說 はたし かな 根據 があって のこと でもない らしい。 支考は 芭蕉の 僞書を 作り、 名利に 

賢き 者で あるから- 大方 之 も 支考の 仕業 だら う 位の 推測に 基いた もので あらう と考へ る。 

三" 芭蕉の 變風 W 七 都の 書 

芭蕉の 俳諧と 七 部の 書に 就いては、 旣に 芭蕉の 高弟の 問に しばく 論ぜられた。 -ほ蕉 の 門人 中で も 去來. 支考. 

許 六 等 は 談现の 徒で、 芭蕉の 變風を 代表 さすべき 集 は、 先づ 彼等の 意兒 から 初 まった。 


許 六 は 「ド陀 法師」 に， 曠野. 瓢 •  蓑. 炭 俊 • 綺猿蓑 を あげて、 ^蕉 の變 風の 推移 を 論じ * 或は 「.胺代^れ川 

傅」 に は、 t 巴 藤の 撰 集と して、 桃靑 1 1 十 歌仙 • 初 懐紙 • 冬の 曰 ふの 曰 -喊 野 二 深 川 集 •  i  . 讓 

蓑の 十 一 部 を 選んで ゐる。 許 六の 論 は 七 部に 限って 居ない。 ， 

去来 は 「贈. せ 氏 # ^喾」 の 中に、 瓢* 猿 蓑の 後、 炭 俊 .續 猿 蓑 を 以て、 又 一 の 新風で あると したり、 「答 許 子 問 

難 辯」 にも、 ^蒸の 變風を 次 韻. 虛- 架. 冬の 日. 猿 蓑 二 灰 俊の 五部 を 以て 代表 させて ゐる。 卽ち去 來は五 變論を 

立て k ゐる - 

風^よ 「，H 船维」 の 序に、 「速 歌 は とい ふ 五 歌仙に 響き、 瓢. 猿 蓑 出来て、 新しき 風流 を 起し.、：，^ 風の 腸 を 

见せ給 ひ、 忽千歲 不易の 姿、 一時 流行の 變格明 也。 それより 替る替 る 新しみ を 探り 得 給 ひし は 炭 恢.績 猿 蓑 也。 

云々」 と 論じて、 冬の 日 以前の 集 を 捨て、 ゐる。 

支考に 至りて は 七 部 集の 編者と 疑 はれて ゐる だけ、 七 部の 論 も 明かで ある。 卽ち 支き は 「阿 誰 話」 (正德 元 <^ 

刊さ 序に、 門人 渡邊 狂と 偽り、 「昔 は 4" Is. き§ ^より、 ^駟. iff 三變 して、 續猿 蓑の 變 化に， にり た 

るが、 その後 は 新 古 韵に詞 の花唤 きて、 白 陀羅尼の やすき 所に ぞ 出ら る。 前後に 七 度の 變 はありな 力ら、 云々」 

と 論じ、 「發 願文」 (正德 五 年刊) に は， 

印 俳諧に 八 體の變 化 ありて、 •gls.igrs の 二 集に 正風の 門 を 斷り、 尾 城の 職 野に 風情 をと \ のへ、 猿 蓑 集 

に 至りて 全く 花 實を備 ふ。 是を 俳諧の 古今 築と も 云 ふべ し。 世 更に 此 集に 服 を 止めて、 爱に 遊ぶ 事 年 久し： 

三、 lEl^ の變 風と 七 部の 書  七七，^ 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  七七^^- 

其後武 城に 炭俵と 云 ふ 集 を 撰み て、 人の 心の 花實を 破る に、 例へば 佛の方 等 部等佛 法の 執心 を 阿り 給 ふが 如 

く、 始て 俳諧の 甘味 を 去り、 月 花の ねばり を 洗 ひつく せる より、 さて 繽猿蓑 は 遷化の 秋に 選れて、 法 華虚實 

1 合と ならば、 花に して 花なら す、 實 にして 實 ならん や。 先 翁 は 凡て 五 度の 變化を 見て、 爱に此 俳諧の 元祖 

と は 仰ぐべき 也。 云々  - 

とあって 五變 論を唱 へて ゐる。 然るに 「俳諧 古今 抄」 (享保 十五 年刊) を 見る と、 

我家の 俳諧 集 は 天 和の 頃に 濫觸 せし が、 冬の 日. 卷の日 は 論に 及ばす。 姿 情 は凡瓢 集に 分れて、 花實は 正に 

猿 蓑 集に 調 ふ。 さる を此 頃の 炭俵 集は變 化の 中の 曲節に して、 俳諧 はかく 三變と 知るべし。 云々。 

と ある。 之 は 恐らく 前說 を簡拔 して、 變 風の 中心と なるべき 集 を 示して、 三變 論を唱 へた もの だら うと 考 へる。 

鬼に 角 支考の 立論 は、 芭蕉の 俳諧の 取るべき もの は 冬の 日 以後で ある。 冬の 日 以前の 俳諧 は 蒸 風に 純で ない。 冬 

の 日に 於て 正風 を 開眼した ので ある。 冬の 日 前の 集 は 變風を 代表 さすべき 築の 中に 數 へる 必要がない とい ふ 見 

地に 立って ゐる。 此點は 去来 • 許 六 等の 態度と は 明かに 遠 ふので ある。 支考 の 論 は 芭蕉 の 俳諧 を忠 i 貫に 研究 し よ 

うとい ふ 側から 見たら、 獨斷 であり、 不完全で も ある。 併し 蕪 風の 俳諧 を 分り く 流布させる とか、 {ー 且傳 すると 

かいふ 立場から 考 へたら、 むしろ 卓見と 云 はなければ ならない" 支 考の論 は往々 後人 を 誤らせる 恐れが ある。 去 

來 • 許 六 の 論に はか 、る 心配 は少 いかと 思 ふ。 

支 考の三 變論は 後人に 非常な 感化 を與 へた。 支考 等の 論以來 大方の 俳人 は、 「冬の 日」 を 以て 正風 開 腿の 集と 定 


めて 了った。 宽 保に 至り、 二世 f* 中 庵 吏 登 も三變 論を唱 へて ゐた。 それ は 「七 部 さがし」 に 

00000000000  00000000000000  O  O  O  O  OO  WO 

師云、 一？ 一：! 一？ 一き，^ 一? A 人 あれ ど、 何故に 兑 ると 云 ふ 事 を も 知らで 人 似に 尊る-が 多し。 …… 翁の 俳, も 

ゃ？^!?1に^!^の日は1船り、 喊野： 瓢 はき 蓑に 熟し、 さて 炭俵に しらげ 上げた る ものな り。 綾 lis 蓑 は 炭 にある 

なり。 全 體は 三度 の 流行 ぢ やと 先師 (嵐 雪) などの 申された。 云々 

と ある。 义蓼太 は 「雪お ろし」 に、  ， 

夫より 貞享 5. 子の 冬、 I^s^ &:! に談林 風の 古體を 破り、 接て is- の 日に 光 を か、 げ、 瓢.曠野^1^^に正風を：：=^^ 

き、 去来が 猿 蓑 集に 於て 漸々 姿情定 りぬ。 云々 

と 論 二て ゐる。 乙 由 門の 柳 居 も、 門 人の 問に 答へ て、 「七 部に 三度の 變 あり。 …… 蕉 門に 入る 者 七 部 集を兑 ざる も 

が.^ ひ， 又 七 部 猿 を わきた まへ たる 人 も 稀 也。 云々」 (四季 供養) と言うて ゐる。 是等は 支考. 風國 等の 說を繰 返 

して ゐる に過ぎないが、 一面い かに 七 部 集が 流行り 出した か^ 分る。  、 

併し その に はか、 る 流：； n に 反對の 意兑を 持った 人 も 一部に はあった。 秋 田の 小夜 魔 五明 は、 「こぼれ 稳」 の 

：." こ 、 

今^ i^^iE: の 俳士、 冬の 日より 繞猿蓑 迄 合せて、 翁 生涯 七 部の 書 也と す。 何ぞ七 部に 限る ベから す。 ^^.3く人々 

000000000000000 

に 伺 ひて 風格 を 施し 給 へれば なり。 云々 

又 「小夜 話」 にも、 

三、 fEJ 菊の 變 風と 七 部の 窨  .  七 七.^ 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  •  七 八 〇 

客 曰、 今 世 芭蕉 翁の 七 部 書な ど 云へ る、 誠に 生涯 七 部の 風の みに や。 答 曰、 翁の 凡の 俳諧 を 心得ざる 人 * 七 

& い!！ 5^14、? > …… 前に 申せし 如く、 時に 應じ、 人々 の 性質に 應 じて 授け 侍れば、 風 調 は 品々 なる 

べし。 凡の. 書 を 集め 見 給へ。 …… 之 を： 止す 時 は眞草 行の 三の 外な し。 之 を 悉く 分ち 侍らば、 九 品に も 至りぬ 

べし。 先貞享 初より 四 年まで 真の 形、 三 品と 知らるべし。 元祿 初より 三年まで 行 格、 三 品と 知るべし。 同じ 

く 四の 年より 七 年まで 草 格、 三品是 にて 九 品 也。 K と 云 は 初懷紙 • 冬の 日. 熱 田 三 歌仙 二 橋。 行と 云 は 瓢* 

猿 蓑 • 深 川。 草と 云 は 繽猿蓑 • 炭 俊 . 別虛敷 • 文庫 集 也。 云々 

と ある。 此說 はさす がに 五明 だけあって、 一見識 を 持って ゐる けれど、 蕉風の 基礎 を 貞享の 初めに 置いたり、 # 巴 

蕉の 俳諧 を眞 • 行 • 草の 三 格に 分けて 論す る 事な どに は、 支考の 論の 影響が 見える。 支考の 「三疋 猿」 (寶永 元 

刊) の 序に、  ， 

或 翁の 遺誡に、 俳諧 は眞行 草の 三 を 離れす と 云へ る は、 世情の 限り を 云へ るなる べし。 眞と は眞實 にして * 

五 の 糸 筋を亂 さす。 行 は 世の常の 世情 をつ くし、 舉は其 情の ほどける を 云 ふが 如く、 云々 

と あるから、 此點 は强ち 五明の 創見で もない。 五明の 九 品 論 中、 冬の 日. 猿 蓑 • 炭 依が 三變の 中心 をな せる 所 は 

注意すべき である。 冬の 日に 時代 を 劃して 論す ると、 三 變論は 動かすべからざる 說 となる。 - 

次に 積翠 園の 穩 健な 見解と、 曰 人の 無稽な 想像 說を 紹介して 置かう。 積 翠園は 「俳諧 或 問」 中に *  . 

問 曰、 蕉 門の 附合 多し。 いか なれば 七 部 集と て 分けて、 是を もて 遊ぶ や。 


答！：；、 はせ をの 風 は •  ijiT ことに 變 する を • 兑安 からん がた めなる べし。 諸^に 眼 を わたす にし かすと い へど 

も、 七部维 すら：^ る 人 少し。 

^M.  ：!^ 集 多し。 何故に 冬の n  •  il^ の 日 • あらの • ひさ ご. 猿 蓑. 炭 依 .縫 猿 蓑と、 是 をのみ 七 部と 定めし や。 

答 曰、 (この 所 風 國說と 許 六說を 引用す)、 しかれば 九 部^と もす ベ けれど、 しかる 時 は 北ハ餘 の^ 悉く 上げ 川 

000  0  00 つ oooooooo  00000  000000000  00000  0  0  o〇oo〇o 

ひば、 多端に して 時代の 移り行く を 見る に 便り 煩し" 然れば 書に 心 ある 者、 是を七 部と 立て、 變 風を兒 安 か 

00000000000 

らし めんがた めなる べし。 云々 

と ある。 此說は 至極 IS かな 說 かと 思 ふ。 曰 人 は 「七 部 礫嗨」 の 終に、 

曰 人 曰、 ヒ 部と は後佌 三部 殘 して、 六部の 物 を 七 部と す。 ロ傳 也。 六部 集と は ひ き あしく、 例 は V 卜 二た 卜 

を 前 九 年と し、 五 年 を 後三年と 云 ふが 如し。 唐 を 二百 八十 ハ牛、 三百 年と 云 ふが 如し。 六部 集と は 云 ひにくき 

也。 後世に 三部 殘し 給うて、 百年の 間、 n: 人な ど 仕 合の 太平に 生れ 合 ひ、 名人の 時に 逢ふぞ 有が たし。 ：. ム々 

と ある。 何の 意味 か 要領 を 55 ない。 恐らく 七 部 集 は實は 六部 集で ある。 六部 だけ i 巴蕉の 生前に 單 行され たから、 

かく 論じた ので あらう が、 後世に 三部 殘 したと は、 一 體 何を殘 したの か、 全く 荒唐無稽な、 寐 言の やうな 說 であ 

る。 

四、 七 都 集の 内容に 就いて 

、俳諧 七 部 集」 と は、 普通 「冬の 曰」 • 「卷の 日」. 「曠野」 • 「ひさ ご」 • 「猿 蓑」. 「炭 依」 • 「綾 猿 突」 を^め たも 

四、. V 部 集の 內容に 就いて  . . 七 八 一 


0 錄 俳諧 七 部 集總論  ， 七 八 二 

ので あるが、 七 部の 編に 就て は 芭蕉の 關知 せぬ 事で あるから、 內容も 各 家々 の 見解に よって 議論が あった。 或 者 

は自 門の 規矩に 立てようと いふ 考で、 內 容を嚴 重に 撿 鼓した もの も あり、 或 者 は 一 家の 趣味から、 內容 を變更 させ 

たらしく 見える もの もあった。 今 その 論の 重なる もの をい ふと、 蓼 太 は 「棚 さがし」 に、 酷 野 は 芭蕉の 補助に なつ 

たもので はなから うと 言 ひ、 五明 は 「春の 日」 • 「酸 野」 は 翁の 書で ない と 論じ， 闌更は 「繽七 部」 の 序詞に、 「i^ 

の n に 翁の 連句な き 事 を はしたな しとい へる も あり。 云々」 と 疑 ひ、 素 蓮 は 「春秋」 に、 「泰の 口」 を 排斥して 

ゐる。 併し 其 中で 最も 疑惑の 眼 を 集められ たもの は 「繽猿 蓑」 であった。 「繽猿 蓑」 が 偽書で あると いふ 說は、 

旣に越 人の 「不 猫她」 にも 論ぜられて、 後の 七 部 註 者に は 之 を 抹殺す る 者 も 多かった。 加 賀の麥 水 は、 「蕉 門一 

夜 n 授」 に、 或 人の 問に 答へ て、  - 

問 曰、 蒸 門に じ 部の 書と 稱 する は 何人 ぞ。 悉ク見 ざれば 叶ハ ざる か。 

ooo〇〇〇〇  o〇oo〇〇o〇o〇〇oo〇  oooooooo 

答 nr さに あらす。 七 部と 稱 する 事、 翁の 意に 叶 はじ。 是は 日頃の 行狀 にても 知り 給へ。 …… 七 部の 書と は 

COOOOOO  oooooooo 

あとより 人々 の 寄せた る ものな り。 されば 今 世に 聞く 所の 如くん ば、 

實 なし 栗。 冬の 日。 ii^ の 口。 喷野。 猿み の。 ひさ ご。 すみ 炭。  ノ. 

oo〇ooo〇〇〇oo〇〇〇〇〇oo  000000000000000  00000 つ 

此レ如 なれ ども、 束 花坊の 門に は 共 角の 高 情 を 忌む ゆ ゑに、 實 なし 栗 を はぶきて 績猿蓑 を 加 ふ。 或は 叉 爽花坊 

000000000  r-oooooooo  〇〇〇〇〇〇  OOOOOOOPOOOOO 

の繽猿 養 をき らうて、 代. るに 深 川 集 を 以てする もの あり。 所々 の 物 好に 依る ベ けれども * じ 部と 定めた る 事 

ooo〇  〇〇〇  0000000000000000 

なしと 思 は -、 强て问 を も 論す ベから す。 只 冬の 口  • あら 野 • 猿 蓑は眞 に 翁の 親 韵殘れ りと お ぼ ゆ、 みなし 


柴は 奇書な り。 人 をして 活逮 ならしむ。 卷 中に 氣凱高 致の 吟 多し。 

と 論じて ゐ るが、 「虛 架」 を 加へ る 辜 はどう かと 思 ふ。 「虛 粟」 を 加 へれば、 「次 韻」 も 加へ なければ なるまい。 

麥 水の 說は、 全く 自家の 趣味に 立！： した 論と 兑 るべき である。 加與は 「俳諧 本来 道」 の 蒸 翁 七 部 書の 辯に， 

000000  0  0  0  0  0  000  3  0  0  00  0  0  00  ：  '  -  r)  -  ：  .  . 

蕪！： ヒ部害 は • 所謂 冬の 日 •  の 日 • 野 • 瓢 • 猿 蓑 • 深 川 • 炭 使、 是を さしてい ふ 也。 都て 是蒸 e: 古老の 

名 づけ、 そうく はんせる 審也 とか。 繽 IS 蓑. 笈 n 記の 類 多く あるべ けれど、 いづれ も 翁^ 後に？ S たるに て、 

, 精選と 定めが たし。 云々 

と ある。 之で は 「深 川壤」 を 入れて ゐる。 何 丸 は 「大 鏡」 に、 「絞 猿费」 を 除いて、 「初懷 紙」 を 入れて ゐる。 之 

は 「^燕 翁 俳諧 口 決」 (北 枝傳) 

我 1： の 風流 を 舉ぶ人 は、 鶴の 歩み • 冬の 口  •  ^の nl  • 曠野： 瓢 .Jl 蓑 • 炭 俊 等 を熟覽 すべし。 云々 

との^に 從 つたので ある。 成 美 は 「大 鏡」 の 序に、 「初懷 紙の 附句を 加 ふ。 是 又家說 ある 事 也。 云々」 と 冷やかに 

片付けて ゐ るが、 大江丸 は 「初 懷紙後 補の 義御尤 の 事に 候。 云々」 と 如才なく 挨 接して ゐる。 何 丸が 「縫 tss^L 一 

を 除いた の は、 芭蕉 殁 後の 授 集で あり、 疑 はしい と 思った からで も あらう が、 「赛の 日」 を 入れて S ？」 きながら、 ！： Z 

たやの 「初懷 紙」 を も 入れる 事 はどうで あらう か。 殊に 「初懷 紙」 は 「冬の R」 に 近い ものであるから、 前に 「冬 

の n」 が 入って 居れば、 义 「初 懐紙」 を 入れる 必要 もない。 乂 「大 鏡」 の 附言に よると、 

0  0  0  0  000  o〇o〇oo  0  00  0000000 

1* に 云 やう は、 正風 七 部と 稱 しける もの ありけ るが、 せの 日ん l^si お を 除き、 雪 丸げ • 鶴の 歩み を 加へ、 

四、 七部^^^の內《介LL就：>て  七 八 三 
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叉 は i ゆ おしきき、 家々 の物數 寄に して、 其 趣な きにし も あらす。 云々 

とあって、 卽ち 異本 七 部に は、 雪 丸げ や 鶴の 歩み を 加へ、 义は深 川 集 • 卯 辰 集 を さしぬきし たもの もあった と 兌え 

る。 なほ 曰 人の 「礫 i -」 の說 によると、 曉臺は 「熱 田 三 歌仙」 を 加へ、 叉 は 「深 川 集」 を 加へ て 七 部と 名け てゐ 

る 者 も あると ある。 要するに 各宗ー 匠の 見地と 趣味に よって、 種べ なる 內容を 持つ 事に なった。 併し 七 部 集 編輯の 

IZI-W は、 笆蕉の 變風を 手近に 知らせよう としたの だら うから、 どこまでも 變 風の 推移 を 代表 さすべき 撰 集 を內容 

としなければ なるまい と考 へる。 私 は 一家の 趣味の 上から、 勝手に 撰 集 をぬ きさし する 事に は反對 である。 芭蕉 

の 變風を 代表させる とい ふ 事が、 七 部 集 編輯の 大目 的で なければ ならない。 變 風の 代表に もなら な い^を、 いくら 

入^たって つまらぬ 事で も あるし、 最初の 目的に 反する 事で ある。 此 意味に 於て、 私 は 「卯 辰 集」 を 入れたり、 

「初襄 -5g」 を 入れたり、 「深 川 集」 • 「雪 丸げ」 • 「虚 粟」 をぬ きさし する 事に は 賛成が 出来ない。 「卯 辰 集」 は 北 越 

俳人の 俳 風 を 示す もので、 芭蕉の 變 風に は 何等の 關係 もな. い。 「深 川 集」 を 入れる の も 不必要で ある。 「猿 蓑」 と 

「炭 表 1 の 間 を 代表させる もの は 無くても よい。 殊に 「深 川 集」 の 連句 は、 一二 卷 見られる だけであって、 他 は 

平凡で ある。 調 も 亦 花やかで あり、 曲節が あって、 尾 張の 若い 連中， の 好き さうな 集で ある。 「雪 丸げ」 を 入れる に 

至って は、 物 數寄も 程が あった ものである。 同 集 は t 巴 蕉の奥 羽 旅行の 吟が 重で、 その 點に 就て は 非常に 參考 とな 

り、 有益な 集で ある けれど、 響： 風 代表に は 役に立たぬ 集で、 附 句の 如き も、 各地に 於て 附 合って ゐ るた めか、 統 

一が なく、 雜 然として、 時に 出来不出来 種々 混 清して ゐる。 


五、 七 都 集の 版本に 就いて 

七 部 $ ？-の 版本 研究 は、 今日の 場合、 容 な 仕事で はない。 第一 、研究の 村 料た る じ 部 の 古版本が 散逸して は、 

^版 か W 版 かを考 へる 餘地 がなくなる。 從 つて 校本 研究 も 起り 得ない。 こ、 ではし ばらく 十：： 人の 研究の 跡 を たづ 

れる ことにする。 

七 部 集の 版本に 就いては、 十：： 人 も餘り 研究して 居なかった。 ゎづ かに 曲齋の 「婆 心 錄」、 西 馬の 「標註 ヒ部 第」 

が * 此の 點に ふれて ゐる。 曲齋の 研究 は、 前人 未發の 所まで • 深く 立 入って は 2S るが、 かなり 獨斷 的の 所 も あつ 

た。 西 Hil のは獨 斷は少 いが、 註が 簡單 である。 研究 は 曲 齋 を 第一に 推さなければ なるまい。 

曲 齊 は 「婆 心錄」 の 序論に、 「再 板の 考正」 と 題して、 IS 板と して 當時行 はれて 居る 七 部维を 否定して 言 ふや 

う、 冬の 口  •  ^の 口  、野. 瓢の四 集 は、 享保元 文の raB: 刻の 時， 原書 各 筆意 を 異にする ので、 犖ェ四 人に 寫さ 

せ、 火に ii3 誤が あった リ 恐らく 原板 磨滅して 分ら なくなつ たの を、 未練の 俳人が 校合した からで あらう。 共 時に. M 

刻の *： 入れ をし なかった から、 百年 以来 再 板で ある 事 を 世間で は 知らなかった。 自分 は 七 部に 註せ うと 思って、 

色々 考 へて兑 たが、 句意 不明の 句、 前後の 付 肌に 怪しい 句が 所々 あった。 そこで 疑り 出して、 g: 板で はない かと 

E わって、 七 部の 字形 を 調べて 見た所、 冬 • 春 •  瓢 の 四^ は 時代が 若い し、 猿 ニ灰 • 絞の 三 は 夫々 _ ^儿 げてゐ た。 

絨-; より 十 餘ハ牛 も 前に 出た 冬の 日. 泰の 日の 板が 新しい 道理 はない。 四 築の 卦 引の 狹 いのは、 後 *1 の 書林の 仕業 

である。 端卦に はる • ヒサ. あ 上. あ 下. あ 員 • などと 書いた の は； 冉 刻の 印 だ。 叉 板木 を 調べて 兒 ると • 前 四 

五、 七 部 Is- の 版本 LL 就い ズ  七 八 五 
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fs^i? 貞 .fi の 彫 方と、 享保 • 元 文の 彫 方と は、 刀 法 ま s。 是| 刻の 印で ある。 

夫から II のま を 尋ねて 見た が、 只 再 板の 蟲 ばんだのば ずで、 眞の 原本 德 51 にもない。 一 |.闌更 の 

時 すら、 ill?. 怪しい f に 註した 位 だから、 原本 は 旣に； f も 同様にな つて 了った の だら う。 

さて 蒙て 後 •  懷靈の 藏を 探す 次 手、 長 サニ尺 五寸、 體寸七 分の 外題 板 及 快 板 を 得た。 貞享 から 

元祿 十 1 1、 七 度に 彫った もの だ t、 外題 きれぐ 板 端に ある だら う。 殊に 七 部に またの は、 翁殁 後の 

事 だから、 かく 一枚 板の 外題が ある 害がない。 是四集 再版の 時 集めた ものである。 此中、 猿 .炭. 繽は 原板のお J 

I つて. 彫った ものと f、 筆靈 別で ある。 冬， si は鬆 ェと兑 えて 雲 はよ い。 此 中に 素 曰の 外題の 

な いのは、 再 刻の 砌、 春の 日 だけ を 載 文 堂へ 分與 したから である。 此 故に 春の 曰の 終、 貞 享三 內ス年 仲秋 下， あ 

る 傍に， 

京都 堀川 錦 小路 上ル町  ■ 

西 村 市 郎右衞 門 梓 

と 入れた ので ある。 I 井で 彫った 物に. 西 村の 名が あるの は、 貞 f あっても 再 板の？ ある。 其 養 明の 末 

西 村 8 して、 安永の 小 本と 共に、 卷の曰 を 浪花へ 與 へし 時、 浪花に て 其 所 書 .家號| つてし まった。 故に 古 

木に 西 村の 名 ある 物と なき 物と ある。 共 時 野 田 も 七 部 半分、 大阪寶 長へ 分けた の を. 寬 政の S 浦 井 所望に よ 

り、 春の 曰 偕に 再 京へ とり 寄せて、 後は 七 部 I へて f 零、 七寸 に五寸 三分の 板に、 外 f つめ 彫し、 十二 

卷を 七卷. I せ、 f 震に.^ へ、 奧實 i 吏れ て i としたが、 寬 政に 再 刻した もの は. 


三 丁の みで ある。 又^の 口に 一. g 板， 一が ある。 殊に 誤が 多い。 又 安永の 一一 におし 途 つた。 其 上 小 本に は 偽 

板 も 三種 ある 云 々 と 論じて ゐる。 

曲 齋の論 は、 かくの 如く 微細の 點 まで 注意し、 考證 して ゐる。 氏 は 七 部 集の 再 刻 を、 先 づ享保 • 元 文の 問と 推 

定し、 冬.^ .曠. 瓢の四 集 は、 其 際 新に 板 を 起した ものと 斷じ、 七 部の 字形 • 板木 *刀 法 • 外题板 *帙 板、 春 

の 日の 奥 書な どから 之 を立證 し、 次に 寬 政の 搏 刻本 は、 內 容は從 前の 通りで、 唯 だ 外題 .帙. 奥.； 一： 丁の み 新し 

く 刻され たものに 過ぎぬ と 喝破して ゐる" 氏の 論に 從 ふと， 七 部 集の 刊 本に は、 享保 丄兀文 問の； # 刻本、 春の 日の 

阪本 (安永 年間 浪花の 書肆の 開 板した もの か)、 小 本 七 部 集 (安永 三 年刊、 偽 板 三種 も ある) となる わけで ある。 

次に 七 部 集の 版本に 就いて、 私の 知れる もの を 示す と、 

俳；^ 七部维 (並！； 通 原版と 稱 せらる もの) 半紙 本 十二 册 

)  、ノ 

1  二  . 

曲 齋の說 によると、 帙 外題 及び 題簽に、 左の 如く ある。 批人は 本書 を 原本と 誤って、 珍藏 して ゐ るが、 禅 版で 

ある。 此の 內に、 「春の 日」 のな いのは、 再 刻の 砌戟文 堂 (西 村) へ分與 したから であると。 


五、 七 部 集の 版本に 就いて  七 八 七 
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^Q/^  ぁス b 一」 -pf:: ノ Mil 

a 一ぬ ぉ£ ゃハ s ま-や 
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C 


1 

C 


蒸 a  ftM^  V」 n^j^ れ.. nv ど 

1 え^す 一 


I  


き 一 


阿 ss- 上 一 


精锿恭 上 

お IS ミ乃 


ス ，A お く- 


. ^^^1 (s- 七 年- 冉 刻本) 半紙 本 七册 

曲 II の說 によると、 帙外题 (俳諧 七 部 の 字體隸 書) 及び 題 書に、 


と ある。 木 書 は、 外題 .帙. 奧ノ三 丁が 新しくな つた だけで、 內容は 從來の 七 部 集 (再版) を その ま、？？ つて 來 

たので あると。 

五、 七 部 ai^ の 版本 LL 就いて  七 八 九 


附錄 俳諧 七 部 集 線 論  .  七 九 〇 

0  0  0  0  0 

俳諧 七 部 集 ニ册 小 本 

水母 散 人 (搞 保 己 一 ) の 序、 大鵬 館主 人 (蜀 山人) の跋が ある。 安永 三年 甲 午 冬 十 一 月 開 版。 

奥 書に、 東都 書肆、 山 崎 金 兵 衞. 富 田 新兵 衞、 皇都 書肆、 西 村巿郞 右衛門 • 野 田 治 兵衞. 井筒屋 庄兵衞 と ある。 

「大 鏡」 の蜀 山人の 序に、  . 

いにし 安永の はじめ、 市ケ 谷の 書肆 曾 尙堂來 りて、 俳諧 七 部 集 を 一 冊に 書き くれよ と 云 ふま、 に、 冬の 日の 

短句、 春の 日の 長 句 を、 炭俵の 口と くく、 瓢の蔓 の 長/ \ と 書て 送りぬ。 云々 

と ある。 之に よると、 蜀 山人の 書寫 した 一 本 も ある やう だが、 本書が それ かどう か は 分らない。 本書に は 幾 種 か 

刖 本が ある やうで、 私 は 二種の 刖本を 見た。 版元 も 開 版の 年月 も 同一であって、 內容を 調べる と、 字 體は違 ふ 

し、 互に 別個の 誤が ある。 とにかく 小 本 七 部 集 は、 誤字 脫字 多く、 殆んど 研究に は 間に合 はない。 試に 一 本の 內 

容と、 校本 • 半紙 本 等と を 比べ て 見る と、 

泰の日 

文 王の 林に 今日 も 土へ りて 

諸 本、 土 つりてと ある。  . 

朝朗 豆腐 を鳶に とら .れ けり 

0  0  0  0  0 

半 . 校、 とら， e ける と ある。 


朝 熊 送り出る ほく./ \ 

ooooooooo 〇 

キ . 校、 朝 熊 下りる 出家. ほく/, \ と ある。 

あ ら ま し の 雜魚寢 筑摩も 見へ 過ぬ 

半. 校、 見て 過ぬ と ある。 再考す るに 書體の あしきた めか。 

つうく 一 期 § 耳の 名 もな し 

半. 校、 つらく 一期 ：：： と ある。 之 も 書 體の惡 いため か。 

卷末、 「貞享 三 丙刁年 仲秋 下浣」 の 十字 を脫 する。 

澤 山に 兀めく と 吃られて 

半. 校、 叱られて と ある。 併し 西 馬の 說 では 原本に 吃られて と あると。 

晋其角 序の 下、 「元 祿辛未 歳 五月 下 浣雲竹 書」 の 十二 字を脫 する。 

縫 猿 蓑 一  . 

0  0  0  0  0  0  0 

投ゃ 日の く かれた る 夏木立 

牛 • 校、 日の こかれ たる …… と ある。 之 も字體 あしきため か。 

五、 七 部 集の 版本に 就いて 


附 錄 俳諧 七 部 集媿論 

姬 ふりや 袖に 入れ て も 重から す 

半 • 校、 姬贝 やと ある。 

冬の 日 

鶯起 は紙燭 とほして 

半 • 校、 鶯 起よ ：••： と ある。 

卷末、 貞享 甲子 歳の 五 字を脫 する。 

阿羅 野  ■  ■ 

阿羅 野 目 錄を脫 し て ゐ る。 卷數 もな い 。 

0  0  0  0  0  0- 

柳の うらの かまきりの 聲 

0 〇 0  0  0  0 

半 • 校、 かまきりの 卵と ある。 

炭 俊 

どの 家 を 東の 方に 窓 を あけ 

半 • 校、 どの 家 も ••：•• と ある。  j 

〇 0  0  0  0 

金佛の 細き さとく を さする らん 

意 分らす。 半. • 校、 金佛の 細き 御 足 を …… と ある。 


七 
九 


e 汁お ィ者 よりょく ばりて 

o  o  o  o  o 

牛 • 校、 よく なりてと ある。 

0  0  0  0  0  0  . 

雨 乞の 雨着 こ はがる 借 着 哉 

0  0  0  0  0  0  I 

牛 • 校、 雨：：^ こ はがる …… と ある。  . 

OOOOO  I 

辛 崎へ 芒の こもる 秋の暮 

〇 0  0  0  0 

牛 • 校 、雀の こもる …… と ある。 

0  0 〇 〇 0  0  0  0  0  0  0' 

し や う し ん たれ は あはぬ 算用 

00000000 

牛. 校、 しゃう しんこれ は …… と ある。 

ちら はらと 米の 相場の 行 戻り  . 

〇 0  0  0 

牛 • 校、 ちら ほら …… と ある。 

卷末、 「元 祿七 歳次 甲 戌 六月 廿 八日」 の+ 二字 を脫 する。 

なほ 此 一 本と. 他の 小 本と を 比べ て兑 ると、 他の 小 本に は、 「文 王の 林に 今日 も 土 ほりて」 と 刖の誤 をして ゐる 

かと 思 ふと、 「どの 家 も 東の 方に 窓 を あけ」、 「金佛 の 細き 御 足 を さする らん」 と 正しく 書いて ある 所 も ある。 故に 

小 本に は、 誤の 多い. 本と、 少ぃ 本と ある やうで ある。  . 

七 部 集の 反 刻本 は、 外に まだ 五 種 位 ある やうで あるが、 それ は 校本 研究の 條 下に 廻す 事に した。 

五、 七 部 奥の 版本 に 就いて  七 九 三 


附 錄 俳諧 七 部 集 論  H 九 e 

六、 七 都 集の 校本に 就いて 

七 部 集の 校本 出版 は 天 保 以降に 於て 起った。 曲齋の 「s 錄」 .ie 「霞 七 部 集」 等は 蒙で は ある けれど 

本文の 校合に は 骨 を 折った。 先 づ曲齋 の 研究から 始める。 

曲齋は 校正の 用意に 就い， て、 「婆 心錄」 の 序論、 句作の 內三條 の 下に、 

本 雷 假名 遠. 正字 違. 筆 H の 謬り 等 ある 者 は 皆 引 直したり、 叉 I と覺 ゆる 句 あり。 そ 12,^ 註す 

る 時 は、 付 肌 聞えぬ 句と なれば、 作者の 意 を 汲んで、 前後へ 叶 ふ辭に 直し、 傍に 


を 


入れて、 其宜 なる 辭き 人れ、 0 の r す は ト 改めた し、 らかハ 也 トシ テ奠 よし、」 ハ 過去 なれば 

ト晃 在に 作りた しな どと 書きたり。 云々 

叉考 正の 條 下に、 

愛に おいて、 其寫 誤なら むと 覺 ゆる 句々 は、 句法の 道理 を もて、 悉考 正し、 本文 を 書 改めて、 卦の 上に 厶を 

印し、 註 外に ol¥^l，i ト 誤たり；々 トァレ -ハ、 II： 々磨滅せ し を 見過ち けむ、 と 疑 ひ 置きたり。 

若 後世 其 原本 出け む 時、 予が考 と 校へ 見なば、 奇 しき 迄に あやしから むと 覺ゅ。 云々 

と意氣 込んで ゐる。 氏の 校正 はかう である。 


冬の 日 


髮 はやす 間 を 思 ふ 身の程 


〇l^^,^l 一し d ふ 身の ト アル ハ、 原書 あ. - ノ宇缺 て、 ノ 如く 成し を 見過ち けむ。 此句 身の程 ト云詞 を 入る 

る 時 は、 「髮 生す 身の程 思 やり ト いはで は 叶す。 しかして は、 後 句へ 付か ざれば、 下 七 字 を 思 やり ッ、 と 作 

て、 前後よ し。 云々 

盜 人の 記念の 松 は 吹 をり て 

〇ー 板」 松の 吹 おれて ト誤 たり。 吹 は 風の 自己、 をれ は 松の 自然 なれば、 松の ト云 トキ ハ吹 をら れト いはで は 

調 はす。 云々.  . 、 

哀 さの 詩に も 作し 時鳥 

0 - 謎に もとけ しト アル ハ、 原書 ノ字^ ノ字 磨滅 シ、 诤ト モ、 ゅト モ 分らざる を、 打 越に 李 白 あれば、 詩 

.  

に は あらす、 謎なら むと さか しらに 思定、 云々 

箕に 際 の 魚 をいた、 き  ， 


〇 W 板 i 終と 誤た 


り 


较 一 重す ゑ？ おに 志 賀の花 こして 


〇 w 板 居揚と 假名 付た る は 非 也。 

旅 深 く^は 柹の塔 さ ひし， 

〇i 禅 板 一 姊の #ト アル ハ、 原本に ト 假名に 書きし を、 眞 名に 直 損じけ む。 ソハ 京師の 俗、 姊の 落花 ヲ姊の 

六 • 七 部 集の 校本に 就い ズ  七 九 五 
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塔ト云 故に、 藉を 正字 ト思 誤け む。 云々 

しら かみい さむ 越の 獨活刈 


七 九山ハ 


〇 白雲 ト 誤たり。 

ね て 月 取 落す しぐれ かな， 


包 


力 


〇 再 板 シ タレに 霽ノ 字を塡 違た るを訓 誤て、 諸 書 ァ ラレと したり- 

嬉しけ. に 囀る 雲雀ち り /\ と 


〇 小 本 ちょ/ \ト 誤たり。 

花の あと 櫻の 黴を捨 にけ る 

〇 再 板 はなに 泣 櫻の 黴と トァ ルハ、 ^書" ハの ト缺し を、 ぶト思 、、々ね は；，， -ト E?.^ る を、 泣 卜 見、；, >.K,>.J 卜 成し 


を，^ ト誤 けむ。 全體 花に 泣 トー： ム テハ、 一 句 も 前後 も 聞へ ざる を、 一 諸 註 j 再 板の 誤と しらで、 大 に苦勞 しけり- 

云々 


春の 日 


須摩 寺に 汗の 帷子 脫か へて 


〇 再 板 て ヲむト 誤し は * 此 所て 留越 なれば、 てに は あら じ、 むノ缺 しなら むと、 さか しらに 直しけ む。 ：jw 

後の 付 現在 なれば、 かへ むトハ いはれ す。 云々  - 


朝 朗豆魅 を？^ に とられけ る 

oltow 一け りト 誤たり。 

朝せ" をお る i 出家 ぼく 


〇  一 W 板 一 をヲ脫 し、 坂 1^ 朝 熊お くり ト誤 たり。 

一 夜 かる {i^ は 馬 かふ 寺 なれ や 


〇ー 坂 板 かす ト説 たり。 

释 て や おかむ 枝 結 ふ 松 


〇 坂 板 おりむ ト 誤たり。 

むさ ほり に 組 着て ありく よの 中に 


〇 再 板， 世の中 はト 誤たり。 は-一 テハ 前後 聞え す。 

風の なき 秋の 日 舟に 網 入む 

〇 一— 再 板 一 入よ ト， 説たり。 よ ニテハ 前後 問えす。 

あら ま し の さ こね 筑摩も 見て 過ぬ， 


〇 阪板 兑へト 誤たり。 云々 


WSHrL- タ 


.i ハ、 七 部 $1- の 校 木に 就いて 


七 
九 
七 
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幾 つ ともなくて めったに 藏造 


七 九 八 


〇 小 本 いっくと もト 誤たり。 

八重 山吹 は そだち なるべし 


〇 再 板 そた ちヲ はたちと 誤たり。 

引捨し 車は枇 把の 片方に て 

〇 一^^, I 琵琶の かたき ト誤 たる は、 原書ひはのかた^^^トァルヲ見過けむ。 と齊紛 安し。 

山の端に 松と 樅との 幽 なる 

〇 再 板 股 ヲ樅ト 誤たり。 椴 ハム クゲ、 椴 は 械也， 


深 川の 夜 

雁 か 音 も靜に 

0  から ひす ゃト 誤たり。 


きけ は 聒すゃ 


人 去て いまた 御， 座の 句け る 


〇 小 本 御座 ヲ御 坐ト 誤たり。 

のまで 忘し 茶 は 水に な 

〇 一再 板 一 飮で わする、 ト 誤たり。 


る 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

小 

古 

搏 

花 

搏 

瓢 

化- 

再 

本 

板 

板 

板 

1 板 

板 

か來 て^に 掛 たる 夏衣 

誰 ヲ唯ト 誤たり。 

に 郷 をつ かみこむ 秋 

m ト 誤たり。 鯽 ハ 小 41 縱 ハ 雄 蟹 也。 云 々 ， 


みの 


またで 假の內 裡の司 召 

月 待て ト誤 たる は、 原書 待タ でトァ ル片 假名 ト： S 缺しを 見過け む _ 

は 赤 い よ 月 は朧ょ 

朧_ ^ト 誤たり。 夜に て は 一 句 も 立す。 前後の 付 肌 も 聞え す。 

加減 又と は 出 來じ醬 みそ 

出來シ ひし ほト ある は、 じノ字 落し を、 埋木 入シ物 也。 


き 


博 奕 


の 


0 


る 


倉 


のた るト 誤た る は、. 再 板 こヲ >j ノご とく 書た る、 I 聿 くせの 見過 也。 云々 


待チ 人い りし 小 御門 

六、 七 部 集の 校本に 就い ズ  [ 


の 


七 九九 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

原 

小 

小 

原 

酒 

川 本 正 

廣 

書 

萤 

し 

本 

本 
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殊に 入 皆，^ つ 人 いれし ト訓 違たり。 云々 


八 〇〇 


只 ゐるま 


肱をト 誤たり _ 


力 ヒナ 

i に 肱 わ.. 


tlr- 


i  る 


つ ら ふ 


の 者 


素 龍が 筆く せなる を、 小 本 たれ ト寫 誤け る 故に， il 


袖 を 上に 

者 ヲ宿ト 誤たり。 

じ ん これ は あはぬ 商 

やう しんこれ はト アル ハ 、 

から 直に 小 あゆ わら. する 

ヮヲ 叉い ト 誤たり。 

を 止れ は 祖母の 氣 にいる 

とまれ はト アル ハ、 止れ はヲ 假名に 寫誤 けむ。 云々 


チャウ 


0 一 諸 


限 に 月見の 頭の 集錢 

I？  ^ヲ^ ト 誤たり。 


い 一：； 物の しふ 紙 包お ろし 置 


〇 諸 書 一清 物と 誤たり。 原書 ト ア^ハ 筆く せ 也。 ：^^  ノ 缺け る にはぁらす( 

中の 絡 線の 聲 


砂 を は 


の 


〇 原書 蘇と ls。 ハ ヤヲ 談 蟧ト 誤たり。 

氣 さんしな 靑 はの 比の 樅 鶴 冠木 


〇 原 ★ 曰 椴 楓ハ字 違 也。 

尾 張て つけし 元の 名になる 


〇ー10- 書 つきし ト アル ハ書損 也。 八 九 問の 卷 にも 書つ きト K しあり。 云々  . 

以上 は 曲齋の 校正の 大略で ある。 氏 は 句意の 不完全、 語法の 不整と いふ 點 から、 大膽に 原作 を 改^して ゐる。 

氏の 說に從 へば、 冬 *赛. ァ • ヒの四 集 は享保 ニ兀文 間の 再 刻で、 B 誤が 多い とい ふので あるから、 校正 も此四 

$1;- にや かまし く、 他 三樓は 割合に 少 いので ある。 中には ネ兌も ある けれど、 叉 宵肯の 出来ない 點も ある。 ー體抆 

正と いふ 事 は、 假名 遣 を 正したり、 誤字 を 直したり、 脫字を 入れたり する 程度で ありたい と考 へる。 句意が 不完 

全で あると か、 語法が 整 はぬ と 云って、 勝手に 原作 を 改めてし まって は、 校： 也で なく、 改作で ある。 若し 研究の 

1» 攀 者の 寫 誤と 3 心 はれる 點 があった なら. 原作 は その ま. にして、 頭註 を 加へ ると か、 傍註 を 施す とかし 

て、 G:u の 修正 を 示したら よから う。 曲齋の やうに 自說を 屈 持して、 ？ 非き 筆者に 塗り付け てし まふ 事 は、 時に 獨 

六、 七 部 集の 校本に 就い ズ  八 〇一 
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斷の 弊に 陷り はしまい かと 考 へる。 且つ又 曲齋の 云、 冬. 舂 * ァ • ヒ四集 は享保 • 元 文の 間の 再 刻であって、 原 

版 は 磨滅した らうと いふ 說は、 茶して 信ぜられる 說ゃ 否や、 なほ 研究の 餘 地が あらう。 「盗人の 記念の 松の 吹 折れ 

て」 を、 語法が 調 はぬ と 云って- 松 は 吹 折りて に 直したり、 「篠 深く 梢 は 柿の 藉 淋し」 を、 意が 通ぜ ぬと 云って、 柿の 

塔 淋しに 改めて 了 ふやうな 例 は、 穿鑿 過ぎた 校正で、 却て 獨斷 に陷 つて 了 ふ。 か k る 例 は、 なほ 他の 句に 就いて 

も 考慮すべき である。 

西 馬の 「標註 七 部 集」 の 校訂 は、 七 部 集の 善 本 を 本と し、 別 本 異本に 涉 つて 校合した もの ださう で、 曲 齋のゃ 

うな 卓見 はない けれど、 一方に 叉 獨斷の 弊 もな く、 割合に 信ぜられる ものである。 西 馬 は 七 部 集の 原本 を 得た や 

うで あるが、 其 原本に 對 する 考證 がない から、 曲齋の 所謂 再 刻本と、 どれほど 違 ふか 分らな いのは 遣憾 である 0 西 

馬の 校正に よると、 

冬の 日 ， 

しら かみ 勇む 越の 獨活刈 

一 本に、 白雲に 誤る。  ， 

舂の日 

文 王の 林に 今日 も 土つ りて 

異本、 土つ りて を *  土 ほりて に 誤る。 


傾城 乳 を かくす 有晨 

古本、 ：！^ 明 は 誤字、 有 K か U 

00000000  0 

朝 熊 下る 出家 ぼくく 

此句 誤お 甚し。 

旅 衣 あたまば かり を 蚊屋 かりて 

0 〇 0  0  0 

1 本、 蚊 やりして に 誤る。 

あ ら ま し て 雜 魚寢筑 摩も晃 て 過ぬ 

異本. 一本、 ともに 見へ 過ぬ と 作る。 非 也。 

具足 着て 顔の み 多し 月見 船 

異本に、 具足 着た と あり。 誤寫 也。 

—喊 1^ 

初春の めて たき 名 也 堅 魚く 

古本、 賢 は 書 担 か。 

不圖 飛て 後に 居直る 蛙载  . 

古本、 不閣 とひて に 作。 書 損 也。 

六、 七 部 集の 校本に 就いて  八 〇 三 


m 錄 俳諧 七 is 集總論 

連立 ゃ從弟 はおう し 花の 時 

一本に、 おそし に 作る。 原本に おうし 也。 おほしの！^ 名の 誤 か 0 

あたら しき 釣瓶に か.^ る 葱 1;^ 

古本の 一 忍 は 書 損ならん。 

海苔と りし 跡に は 土 も. a," りけ り 

古本、 苔と りし は 海苔 也。 今改。 

芳野 出て 布子賣 惜し 更衣 

1 本に 賣 たしに 作る は 非 也。 

或 人 四時の 景物な りと て、 水 鶴と 鶉と を不食 …… 

古本、 鷓 は 鶉の 書 損 か。 

美しき 耀 浮きけ. り^の 火 

原本、 は歡 か。 » は 和字な り。 

i 力 來て裙 にかけ たる 夏衣 

原本、 唯 は 書 損。 

酒 まき 耳に つきた る 私 1^5 


八 

0 


IS 本、 熟 は 誤字。  ,  , 

あら こと，^ し 長 橛の萩 

Ig^ 本、 と くし は 書 担。 

0  0  0  0  0 

女^花 心細げ にお そ はれて 

^本、 お^: & 一む と兑れ ども、 か.^^^ の 書 担 か。 異本に、 又お も はれて に 作る。 魔に や。 

に 行く. 居 酒の 荒の 一 譟 

一本に、 ^は 書拟 か。 

傅 馬 を 呼びに 我 ま はり 口 

一 本に • 轉に 作る。 書 損 か。  ノ 

澤 山に 兀 めくと 叱られて 

IS 本、 吃 は 書 損。  _ 

^刈よ それが 思 ひか 获の露 

ひか を 重い かに 誤る 本 あり。 

. 六、 七 部 奥の 校本に 就いて  八 0 五 


附 錄 俳諧 七 部 t ぷ總論 

陽炎 ゃ柴 胡の 原のう す 曇り 

原本、 柴 胡の 糸に 作る。 …… 按す るに 原本の 書 損に や。 

泥龜ゃ 苗代 水の 畦った ひ 

畦う つり を 去來書 損の 由。 彼抄に 見たり。 

何故 そ 粥す-にも 淚 くみ 

マ 本、 何故 そ をに に 誤る。 

炭 使 

吹る .X 脾も つらき 闇の 夜 

1 本、 闇 を關に 誤る。 

里 はなれ 順禮 引の ぶらつきて 

一本、 ふらつ きて を ほらつ きて に 誤る。 

辛 崎へ 芒の こもる 秋の 暮 

小 本、 雀 を 芒に 誤る。 

買の 七- ソ 下り を 音 づれて 

原板、 ばかりに 彫 損す。 七ッ 下り 也。 


A 

〇 

や 


有 ふ り したる 國 方の 客 

0  0  0  0  0  0  0 

奉公 ふりに 有 ふり、 書损 にや。 

町 切に 月見の 頭の 集め 錢 

原板， 頭と あり。 一 本顷と あり。 

寶 物の^ 紙つ - みおろし 置 

一 本、 清に 作る。 原板、 古 辯と もに 賣に 作る。 

来 風の 又 西に なり 北に なり 

一 本 • こち/ \ に 誤る。 

苗 札 や 笠 縫 置の 有 月夜 

は、 かの 書损 にて、 丘 か。 

,  五月雨 

白 梵ゃ靑 くも あら す  

^板、 雨の 字脫 す。 今 補 之。 

元 祿辛西 三 初冬 

六、 七 部 集の 校本に 就い ズ 


八 

0 

七 


^ 錄 俳諧 七 部 集總論  八 〇ァ 

原本 辛 酉 は 誤 也。 元 祿四年 辛 未、 同 六 年 癸 酉化弋 句 選 年考、 元祿六 年と 云へ り。 

西 馬の 校本 は 其 他 詩 題の 校正 cgs)* 人名 • 序詞に 涉 つて 居る。 又 同意 異形の 句 を 示して、 七 部 集の 句と 對昭： 

させて ゐる。 酉 馬 は 定本 を 作る 考 であった。 曲 齋* 西 馬の 校正 は 猿 ニ灰-. 繽に 於て は大體 一致して ゐる。 

0  0  0  0  0  •  C  ,  ,  C 

異本 七 部 集 ニ卷  一 本 

呆十 一 年刊、 精衞道 人の 編で ある。 未見。 松 宇の 解題 を 引用す る。  - 

此書 上下 ニ卷 にて、 予 が所藏 本に 題簽な し。 假に 異本 七 部 集と 稱す。 其 編 中の 杜撰 は、 彼の 子 周が 七 部 集 形 本 

にも 劣らざる 程の、 夥多なる ものである。 然るに 其 緒言に 曰く、 「凡そ 俳 書の 世に 行 はる-^ や、 牛車に も餘 りぬ 

0000000000  OOO  PO  O  お 0  0  >  p£、 

べし。 是 聖代の 惠み、 仰ぎても 猶尙 としと せん。 然れ共 校正 杜撰 粗漏に して、 や \ も すれ は誤讓 多く 句意 

ff^^fpr  fff0.  fff? 繁？ おお ム どき ひ、 

おで &、  Is ま 薪 いお さ。 き。 is^^^l おお". お iiaM せる 古 I を 得て、 詳に訂 

g い、 igsg?.!^ きお。 庶幾 は 大方の 俳士、 その 老婆心 を 賞し 給 はんこと を 願 ふに なん」 と ある。 試に 瞵 

野 集卷の 六の 誤り を檢し 見る に、 三十 六ケ 所の 多き に 至った。 …… 只此 書の 他 本に 類例な き 所 は、 春の 日に 

卯 辰 集 所載の 句 九 句、 瓢に 同じく 乙 州 • 北 枝 • 牧童 • の 柿 喰三吟 一 卷、 繽猿 蓑に 同 三十 句と、 叉 「千鳥 掛」 

所載の 句 十八 句、 炭 俊に 卯 辰 集 所載の 句 十二 句、 同 「小 文庫」 所載の 句 十八 句、 嘀 野に 「有機 海」 所載の 句 

ra5、  ^ 「韻 塞」 所載の 「今日ば かり 人 も 年寄れ」 の 歌仙 一 卷が入 集され て ある。 其 代りに 猿 蓑の 丈 草の 漢 


文 の 践が脫 落し てゐ る。 故に 之 を予は 異本 七 部 集と 名號 けたの である。 

と ある。 

校正 七部藥 一 册 三- ソ切本  < 

弘化ニ 年刊。 花鳥 庵 羅齋の 校で ある。 未見。 之 も 松 宇の 解題に よると、 「酸 野の 時鳥 二十 句 は 矢 張 4- 九 句な り、 

炭俵の 振寶の 卷の番 匠が 挽き かねし 小節 は 樅な り。 云々」 と ある。 杜撰な ものら しい。 

0  0 〇 0  0  . 

校正 七 部 ニ册 橫本 

嘉永四 年刊。 八 雲 龍 守 • ；葉舍 仙 梟の 校訂で ある。 凡例に 云、  、 

今 流布の 印本、 何れも 粗漏に して 書寫の 誤 多く、 之が ために 句意 聞え ざれば、 惑 を 抱く 者少 からす。 今度 一： 几 

祿の古 板 は 云も更 也。 眞蹟及 諸 集 を參考 し、 諸家の 高說 によりて 悉く 誤 を 正す。 故に 校正 七 部 とい ふ。 ； 

…詩 題の 類 は 元 祿の古 板と いへ ども、 誤字 脫字 あれば 本書に 就て 正す。 云々 

と あるが、 內容 はどう かと £ め はれる 點も少 くない。 例へば 繽猿 蓑の、 

町 限りに 月見の 頭の 集め 錢 

此頭を として ゐる。 曲齋 • 西 馬 同じく 頭で ある。 龍 守の いふ 元 祿の古 ^と、 曲齋 • 西 馬 等の 原板と は 違った 

もの か。 

賫 物に 漉 紙つ X みおろし 置く 

六、 七 部 集の 校本に 就いて  八 〇 九 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  八 一 〇 

この 責物も 龍 守の 校本 は 漬物と なって ゐる。 曲齋 • 西 馬 は 原板 賣と あると 云うて 居る。 

0  0  0  0 〇 0  0  .  .  . 

正 改新 刻 七 部 集 一 册 三 ク切本 

文久三 年刊。 宇 竹 庵 五 まの 編で ある。 未見。 之 も 松 宇の 解題に よると、 「七 部 集の 連句の みを輯 め、 所々 に 地名 

故事 等の 短 注 を 加へ、 連句 作法の 必携 用と して、 一寸 便利な もの、 云々」 と ある。 正改と あるから 校正 本で あらう。 

其 他慶應 頃の 校本 も ある。 序を讀 むと、 餘程 詳しく、 校合 も 完全に したと あるが、 詳しく 見ない からよ く 分ら 

ない。 

七、 七 都 集の 註 本に 就いて 

何 丸の 「大 鏡」 の 鵬齋の 序に、 後人 爲之注 釋者凡 四十 七 家 …… 、保 己 一 の 序に も、 「世に 七 部 集 とても はら 飘べ 

る さう し、 此 道のか^ みと かや。 それ を 說し者 四十 餘篇 あなれ ど、 …… 云々」 と ある。 何 丸 は 其 凡例に、 

古註と 記す は 祖翁直 弟の 論 也。 其數凡 十五 篇。 一書に もと 記す は、 寶曆 年中より 文政の 今日に 至る までの 注 

書 也。 其數 大凡 三十 五篇 云々 

と ある。 併し 之に 就いて 私 は 多少 疑問 を 抱いて ゐる。 それ は 七 部 集 全 卷の註 書が 五十 篇も あると いふ 事 か。 其 中 

に 七 部 集の 發句附 句の 註解が 入って 居る とい ふ 書物 も數 へて 居る 事 か。 その 點が 明かで ない。 若し 先 註 五十 篇が、 

前者の やうな 意味の ものである としたら、 其 中には 寫本 として ゎづ かに 傅って ゐる 家々 の 註 書類 も 入って ゐ るの 

ではなから うかと 考 へる。 


次に 私の 兌 聞した 註 書に 就いて 簡單な 解說を 施して 見る。 

一 、 年代の 明かな もの 

0  0  0  0  0 

俳諧 七部搜 ニ册 上下 

藝 太が 師の史 登から、 日 七 部 集の 附 句の 難解の もの、 义は 法則 等に 就いて 質問した 筆記で ある OS! 太の 序に、 

ことし 辛 巳 水 無 Ml 一十 五日 は、 赛秋七 歳の 昔 を 忍ぶ。 たまく 居士の 心 まめなる 折 をう か ひ、 案下に 聞 出し 

たる もの あり。 共ーー1 一：： 葉 平らかに ま 、ながら- いますが 如き を、 今：. S{ の 形見と して、 遺詠 五 章に 歌仙 を 作り、 

門人の 手 向 草と す。 云々 

と ある。 上 卷は七 部 集の 講述、 下卷は 歌仙 發 句を牧 める。 寶曆十 一 年 六月、 吏 登七囘 忌の 刊 である。 雀 志の 記に 

よると、 原版 は^ 磨 十 一 年で ある けれど、 安永 元年 目黑の 行人 坂から 出た 火 喜で、 版木 も 都下 散在の 書 も 灰 儘に 

^！したので、 安永 四 年； 冉 刻した ので あると。 講述は 寛 保 二 年 正月 十五 日から はじまる。 

0 つ 0  0  0  0 

tss- 爪 じる し  一 册 半紙 本 

杜勤 i 古。 天明 七^ 刊。 内容 は發句 十三の 解 • 幻 住 庵 • 几 右 日記の 短評 • 七 部 集 論 • 連句の 解 等。 七 部 集 論 は、 

大方 先 竹 の說を 承け てゐ るが、 中に 

後 猿 はめで たき に 侍れ ども、 正しき 蕉 翁の 撰と も 見えす。 うたが はしく、 うけられ ぬと ころも 多し。 … 

OOOOOOOD  noooo  00  00000000000  000000000000333D 

…彼 集に はね はん 會 • 灌佛の 遠 ひ • 趙南 • 長男の 誤り 爭 あまた 侍り。 近き 顷 この 津に 来れる 闌 ；，1  ム〕 や 5.、 

七、 七 部 集の 註 本に 就いて  八1 1 


附錄 俳諧 七 部 集總論  八 ニー 

000000  0  000000000000  0000000  ：  .  ,  -,  ^  •>  ,  .   

後 猿 蓑 は 七 部の 外の 集に 侍りと いへ るよ し、 叉 人の かたりし。 か i れは 今やつ がれが いふ 所 も その 理 なきに 

あらざる か。 云々. 

と ある。  ， 

三鶯 (駱 トモ) 七部抄  ー册 半紙 本 

序に 月 巢上元 來、 跋に藝 太 • 沙羅佛 の 文が ある。. 註 者の 自序 も ある。 凡例 七ケ條 の內、 藝 太の 七 部 集 鑑賞 論が 

出て ゐる。 之に よると、 附 句は實 で、 發句は 花で ある。 七 部 集の 善惡 は、 附句を 以て 論すべき である。 叉 俳諧 は寓 

言の 虚を 皆と して ゐ るから、 古事 • 古歌に よって 句 を 解 しないが よい。 李 白 • 蘆 同が 名を假 りたる 句 は、 常の 詩 

人 •  乂木湯 者な どの 風流 人と 見る がい 、などと ある。 其 他 註 者の 見解と して、 句 は修辭 語法の 整 はぬ の も あるから、 

故人よ しとば かり 思って 讀ん ではならぬ とか、 發句附 句の 妙 は 言外に 在る から、 直感に 待つべし とか、 或は ロ傳 

や 先 楚の說 で 古事 を說 いたの は 淺學を 導く ためで、 寓言の 故 を 以て 深く とがむ るな などと、 註解に 對 する 用意の 

程 を 示して 居る。  , 

本書 は 振々 亭三鷺 が 日頃の 研究 を發 表した もので、 所々 藝 太の 高說を 仰いで 居る。 寫 本で 傳 はった ものら しい。 

私の 見た 書 は、 錦 江の 寫 本であった。 卷 末に 錦 江 附記して 云、 

三 字 不明 

右 七 部 集 解 二 冊 は、 美 濃 紙の 大本に て、 花色の 表紙 を 付けたり。 序 は完來 〇〇〇 皆 自筆なる べし。 繁 太の 跌も 

自筆な り や。 印章 疑し き處 あれば、 又 完來の 代筆な り や。 筆鋒 完來に 相似たり。 其 外 自序 凡例 は 撰者 三 驚の 


筆 也。 此書七 部 を 十三 行に 寫し、 頭書に 註解 を 記せり。 $1 三鷺の 自筆なる べきな り。 三？ |i? は秦 氏に，! ^ 

ケ谷 月 桂 寺 前に 住し、 文政の 頃まで は^ 生せ り。 此書秦 氏家秘 なるべき に. 三驚沒 後に 入 貝 某の 所藏 となり 

しに や。 門弟 文 貫 堂 山 口 乞て 持來 り、 余に 見す るに、 嘗て 撰す る 所の 七 部 通 と 其 意 同じく、 叉 少しく 異な 

る 事 あれば、 粗寫 して 校本に 傳 ふるもの なり。 實に吏 登 *藝 太の 說 多ければ. 元祿の 世に も 近く、 其 正 を 得 

る もの ま-多し。 三驚勉 めたり と 云 ふべ し。 嘉永 三年 庚 戌 所 洗 蓮 池 主人 識 

と ある。 

0  0  0  0  0 

俳諧 七 部 解 一 册 小 本 

曲齋の 「婆 心錄に に • 「冬 之 日 解」 と 題した 闌更の 註 書で ある。 車 盍の序 は 注意すべき である。 「冬の 日」 だけで 

あと は IS かなかった ものら しい。 寬政六 年刊。 北 枝 • 支 考* 乙 由 • 去来. 希 因 等の 說 によって 註す る。 

俳諧 古 集 之 辯 三册 半紙 本 

荷 笠 • 桃濱 序。 華 仙践。 杜哉 著。 「猿 蓑」 • 「繽 猿 蓑」 • 「炭俵」 中の 連句の 附方を 註した もの。 註 は簡單 で. 餘り 

参考に ならない。 卷 頭に 「辨古 集 大綱」 とい ふ 論が 出て ゐる。 寬政五 年刊で あらう。 

0  0  0  0 

七 部 木槌 一 册小本 

冬の 日の 註解で ある。 解 は 句に 依りて 繁簡 一様で ない。 註 者 は 扎戶庵 素 綾で ある。 自序。 寬政七 年刊。 

冬の 日 註解 ニ册 半紙 本 

七、 七 部 集の 註 本に 就いて.  八 一 三 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  八 二 四 

升 六の 註で ある。 寬政八 辰 七月 官許、 文化 六已 正月 發 兌と ある。 冬の 日の 俳諧 を 解した 中で は、 親切に 精し く 

出来て ゐる。 凡例に、 「此書 は 余が 門 葉 初心の 輩に 對 して、 其 まど ひ を さとせる のみ を專 とすれば、 ー卷 ごと 文章 

にか X はらす。 云々」 と ある。 曲 齋の婆 心錄に 註解 • 解、 此ニ書 今 板木 全から すと ある。 

炭俵 註  一 册 小 本 (寫 ). 

遠 藤 曰 人の 自筆 稿本で ある。 本書 は 切々 の 被片を 丁寧に 裏 打した ものだった。 曰 人の 筆跡 殊に 面白い。 初に 附 

句の 心得 を說て 居る。 註 は 朱で、 句の 肩に 施して ある。 又 句の 下に 用 體と附 方 を 記して 居る。 終に 狹庵曰 人口 談、 

文化 元年 秋 九月 十二 日夜と ある。 註 は簡單 で、 さして 價値 ある ものと も 思 はれない。 

0  0  0  0  0  0 

俳諧 手 爾波杪 六册 半紙 本 

富 士谷成 元の 口述 を * 浦 井有國 の筆寫 した もの。 七 部 集中の 語法 を 解く。 文化 四 月刊， 凡例に、 連歌 者 流と 俳 

諧者 流の 爭の 愚なる こと を 論じ * 「あゆ ひ 抄の部 立. 例 立に したが ひて、 七 部 集中の 句 を あて、 其の 辯 を 其の ま& 

しるした る 也 …… 。 俗語 をむ ねとす る 俳諧 者 流 * こ-に 心 を 用ゐぬ もこと はり なれ ども、 蕉翁を はじめ 門弟 子の、 

かば かり 深く まなび 知りたり し を 見て、 おの/ \ 恥て 奮激 あらま ほしき 事な り。 云々」 と ある。 

0 〇 0  0 

繽鎗 歌仙  一 册 半紙 本  、 

蒸 太 門の 宜麥の 解で ある。 本書 は 「十六夜 集」 の芭蒸 • 成 秀 • 路 通 • 丈 草な ど 十 一 人の 歌仙 一 卷と、 「炭俵」 の 

芭蕉 • 野 坡 • 孤屋. 利 牛の 歌仙 一 卷と、 「鄙 懐紙」 の 芭蕉 • 燭子. 凉 葉の 歌仙 一 卷と、 宜麥 同人の 歌仙 一 卷 との 附 


意 を、 ^で說 明し、 脇. 居所. 打 脇. 第三 • 一  轉. 人の 變 化. 附迎. 時節. 起 情と 凡て 一 卷の 變化附 方を說 明して 居る ひ 

註 書と 云 ふ も 從來の ものと 面目 を 改め、 附意 をく だく だしく 解かす とも、 ー兑繪 で 想像が 付く 様に 出来て ゐる。 

七 部 大鏡 七册 小 本 

七 部 第の 拔註 だが， ひろく 和漢の 書、 先人の 說に涉 り、 二十 年の 星 .|相 を經て 大成した。 文政 K 年刊 か。 註 者 は 

閱更 門の！ =： 院社何 丸で ある。 何 丸の 藏板 である。 ー卷は 序、 ニ卷は 冬の 日、 三 卷初懷 紙、 四卷 春の 日、 五卷 曠野 • 

六 卷瓠. 七卷 蓑と いふ 順で ある。 序 は鹏齋 • 成 美 • 大江丸 • 完來 • 對山 • 五芳 •  士朗 . 焦 雨 • 大黑庵 . 月 居 • 

系 笠 • 梅 {li- .  松 •  ^物 • 北 元 • 長齋 • 三津人 • 芝 山 • 乙 二  • 蜀 山人 • 水母 散 人と 大方 當 時の 名流 をつ くし、 

版下が 各自の 肉筆で あるから 面白い。 此中成 美の 序文 獨り 識兑が 高い。 何 丸 は 注解の 用意 を、 凡例 七條に 示して 

居る。 卽ち 

二  ) 笆蕉^^^！-の論十五篇 「古註」 と 名 づけ、 (二) 寶 暦から 文政までの 註 書 三十 五 篇をニ 書」 にて 示し、 (三) 

誰 曰 は 其 人に 對談或 文通に て 得た 說、 (四) 「 一 說」 と は 世上 流布の 說， (五) 問 註 は 先 註 を 先にし， 愚 評と 世 1- と 

同じき もの は 世評 を 示し、 (六) 近世の 俳諧 を 手本に して、 亂 暴な 論 をな す 者 を 難破した と ある。 引用 書は佛 .史. 

經 • 詩 • 俳 等 頗る 多い。 叉 T い 巴蕉翁 俳諧 口 決と いふ 文が 出て 居る。 次に 續猿蓑 を 除いた 现由を 示し、 終りに 题號釋 

論と て 七 部の 題 號は名 二 示 • 用 • 敎の 冗義に 依りて 名 づけた もの だとい ふ 附會な 論が 出て 居る。 

七、 七 部 集の 註 本に 就いて  八 一 五 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  八 一 六 

本書 は 切 字 を 論じ、 附 方を說 き， 附意を 示し、 先人 • 今人 一切の 說を 網羅 せんとして 居る が、 難 じてい ふと， 

原句に さまで 關係 なき 事まで 引用し、 くだ，^ しく 論じ、 爲に句 解の 目的 を 逸して 居る。 丁寧 反覆 を 極めて 居る 

割に 、要領 を 得ない 書で ある。 行 過大 人の 「俳諧 者 流 奇談 夢 之棧」 に、 何 丸の 大 鏡の 誤謬 杜撰 を 罵り、 「汝 もと 信 

州吉 田の 產の 山が つに して、 させる 俳 技 もな く、 東都へ 出- 森 村 次 郎兵衞 (抱 儀) が 宅に 食客たり し 時、 彼が 遊 

里 耽に 諷諌せ し 恩德を 以て、 渠を引 込、 七 歩 大鑑 を 世に 公す。 云々」 と 云って ゐ るが どうか。 

0 〇 0  0  0 

繽猿蓑 註解 一 册 小 本 

何 丸の 子 公 石の 編で ある。 何 丸の 殘 した 註解 を その ま. - 記した と ある。 文政 六 年刊。 

七 部 礫 噂  一 册 小 本 (寫) 

曰 人 翁 醉話抄 とも ある。 遠 藤 曰 人 註。 七 部 集中の 難語 • 難句の 解で ある。 卷 末に 曰 人 居士 七十 六、 天 保 四 癸 巳 

九月 九日 重陽 前 一 日 書 之と ある。 註 釋は卷 の 順序に 從ひ、 口 傳秘の 秘* 大秘傳 也と いふ 語が 所々 に 見える。 繽猿 

蓑の 支 考の僞 書で ない 事 を 辯 じ、 大 に意氣 まいて 居る。 所々 総な ど さしはさみ、 說明を 加へ て 居る。 註 は 價値ぁ 

る もので はない。 

七 部 集蟇攻  一 册 半紙 本 

成 美の 註で ある。 天 保 六 年 稿 か。 七 部 集の 連句 *發 句. 序跋の 註で • 所々 出典 を 記して 居る。 鑌猿蓑 を 除き 深 

川 集 を 入れて 居る。 


o  o  o  3  • . 

七 部 小 鏡 一 册 小 本 

何 丸 口 校、 公 石 記 筆で ある。 本書の 解題 は大 鏡の 附記に、 「大鏡 成って 後、 諸家の 談論、 市中に 得る 所の 註 書の 

類に、 E 多の 說 あり。 是を七 部 小 鏡と 题し、 別卷に 著す。 云々」 と ある。 空 然の逆 志 抄の難 書で ある。 弘化四 年 

干 

0  0  0  0  0  0  0 

七 部 連句 早見 折 本 掛園式 

河 E 寄 三輯。 惺庵西 馬 校。 冬の 日 • 春の 日 • あら 野 • ひさ ご • 猿 蓑 • 炭俵 (百 韻 除く) 繽猿蓑 • 深 川 第の 速 句 

を 歸の屮 に 入れ、 表 二  e ^ニーの 表 • 名 殘の裏 を 示し、 春 は靑、 夏 は 赤、 秋 は 黄、 冬 は 黑と色 分に して 示し、 月 花 

は その 形 を 捺印し、 初 學の便 を 計って 居る。 歌仙の 法則 を 一見して 會 得させる 上に、 極めて 便利な ものである。 

嘉永元 年刊。 「俳諧 文庫」 の 「附 合作 法 全集」 所收。 

C  0  0  0  0  0 

俳諧 七 部 通 ほ  十四 册  大本 

註 者 は 錦. 江 馬場 正統で ある。 七 部 全部に 涉 りての 註 書で ある。 卷之ー 、 冬の 日。 卷之 二、 恭の 日。 卷の 一二 11 

卷六、 嚒野。 卷七、 ひさ ご。 卷之八 -11 卷之 十、 猿 蓑。 卷之十  一 一 I 卷之 十一 一、 炭 俊。 卷 十三 11 卷 十四 績猿费 

となって 居る。 嘉永ニ 年に 撰して、 四 年に 搏 校して 居る。 卷之ー の 初に、 正統 自身の 漢文の 序が 出て、 七 部の 各 

築 を 論じて 居る。 次に 假名 序 出で、 「冬の 日」 から 「繽猿 蓑」 までの、 芭 蒸の 俳諧の 變 化を說 き、 七 部 集は蕉 門の 

精 撰で あると 論じて 居る。 凡例に、 註解の 基く 所、 用意 を 示して 居る。 之に よると、 本書 は 先に 撰され た 「七 部 

,  七、 七 部 集の 註 本 Li 就いて  八 一七 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  八 一八 

菜 詳解」 の拔 書で、 發句. 附句解 しがた きもの を 說き、 他は峪 したと 云 ふ 事。 次 は 素隱士 • 馬 光 以来の 口授 を 元 

とする 事 (是を 師說と 呼ぶ)。 誰の 說か 知らね ど、 古くより 說 かれし もの (舊解 舊說) を 取った 事。 其 他 は 升 六の 

註解. 何 丸の 大鏡 • 七 部 集 解 (杉 家の 秘書) • 七 部 解 (振々 亭) などから も 取った 事。 古書 を 引き • 古事 を 示す も、 

深く 調べた 事で もない から、 あやまり も あらうな どと 言って 居る。 其 他所々 文來庵 社中 覺書. 說叢 大全の 說も引 

用して 居る。 各 集の 前に 解題 を附 し、 解 は附意 *附 方に 涉 つて 居る。 錦 江 は 瓢集を 激賞して 居る。 瓢集は 正風の 

規矩 だと 迄 云って 居る。 績猿蓑 は 嘉永四 年 火事に 逢って、 草稿 を燒 失して 了った から >  五 年の 春、 ゎづ かに 殘れ 

る 書と 記憶 をた どって 書な， したと ある。 七 部 註 書中の 善 本で ある。 

0  0  0  0  0 

七 部 婆心錄 六册 橫本 

註 者 は 曲齋瓢 子で ある。 七 部 集の 速 句の 註 書で ある。 四 項に 分れて ゐる。 

(一) 自註の 大概 

〔ィ〕 案じ 方の 內 五條 

〔o 趣向の 內 五條  , . 

〔ハ〕 句作の 內三條  • 

(二) 補註の 了 管 

(三) 再 板の 校正 


(四) 古註の 評論 

(一) 自：^ いの 大概 

曲 齋は附 句 を 解 せんとす る 者の 心理 狀態 を、 見 立. 趣向. 句作の 三種に 分けて 居る。 見立てと は、 吾人が 附句を 

解 せんとす る 時- 若く は附 けようと 思 ふ 時 * 思想の 未だ 定まらざる 狀態を 指した ので ある。 趣向と は、 見 立の 狀 

態から 一 步 進んで、 初 念の 見 立 を、 如何なる 場 *體. 人 • 情と考 へて、 思想 を 構成す る 事で ある。 次 は！： 立と 趣 

向と を 合した 場合で、 古語 悌を 含み、 其 餘情を 論じた。 卽ち 句々 の附け 工合 を考定 する 狀態を さした ので ある。 

此案 法に 輕 • 中 • 重が ある。 重 を 起 情、 中 を 會釋、 輕を逃句に相當すると51^^き、 それに は 自註に 印 を 付けて， ^ 

ち ■□ は 起 重の 印。 aG 會釋、 中の 印。 ©〇 逃 句、 輕の 印。 起 情の 曲節。 f〔J 會釋の 曲節と し. 黑は意 

の 璽く、  ，：：1 は： ii きを 意味 させて 居る。 △ は 其 拙 さ を 論じ、 口 は 作者の 苦心 を 知らせて 居る。 

〔ィ〕 案じ 方の 內 五條 

( 一 ) 前 句の 上中下に 詞を 添へ て、 意味の 理解 を 呼 出す 方法 を 云 ふので ある。 例へば、 

マダ元 氣ナト g ヒシ i ヲ寢覺 くの さても 七十、 何カト 問へ バ gl 殿參の 木綿 立ッ 也。 乘物 カク 人ヲ勞 リテ、 許 

す 木 爪の 山 あ ひ、 人 呼 止 テ我名 を 橋の 上 二 テ 名に 呼る 月ノ クレ。 

花 盛 リノ 間ハ都 も、 ド コ モ 相談が 未定ら す。 

(二) に^、 て留の 句を考 へる に は、 其に ノ字、 てノ 字の 終りに 言 薬 を 足して 考へ るが よい。 たり. けりの 場合 

七、 七 部 集の 註 本に 就いて  八 一 九 


附 錄 俳諧 七 部 集總論  八 二 〇 

も 同 一 だ。 餘韻を 見立てた 所に は、 皆 見 立の 傍に 〇 印 を 入れた。 

(三) 之 は 前 句 を 疑うて、 其 疑問 を 解決す る やうな、 意味に 案す るの を 云 ふの だ。 

(四) 前 句 を 想像 的な 事柄と 考 へる 場合、 例へば 鼓手 向ける 辨慶の 一お とい ふ 付 句の 見立ての 如く、 後 句に 想像 的 

な 事 を 想起して 付ける 法 を 云 ふの だ。 

(五) 扉 付になる 場合、 前 句 を 離さす、 其詞 を卽體 ある 物に 見立て 、付ける 法 を 云 ふの だ。 

〔to 趣向の 內 五條 

ナ ゾラ < 

(一) 准 付 准 付と は 人情の 句へ、 山川 草木の 景を 想像して、 付ける 付 方で ある。 其 次の 句 は、 准 物 を實景 の 山 

川 生 植と考 へて、 付ける が 定法で ある。 

(二) 逆 付 古來後 付と 云うて 居る。 例へば、 巾に 木槿 を はさむ 琵琶 打の 附 句に、 牛の 跡 吊 ふ 草の タ暮 にと 付け 

たの は、 草の 夕暮 に、 巾に 木槿 を はさんで、 琵琶 打が 居った と、 後 句の 思想が、 前 句の 思想の 主體 となる やうな 

付 方 を 云 ふので ある。 逆 付の 次 は 順 付が 定法で ある。 

(三) 裡付 反語 的 付 方 を 云 ふの だ。 例へば 道の 邊に 立ちく らした る 禰宜が 妻， 樂 する 頃と 思ふハ 牛の 頃で あるの 

に、 樂 もせす して、 道の 邊 に立暮 して 居る と 云 ふ 付 意と なる から、 卽ち前 句 を 後 句で 說明 する から、 裡付 である。 

(四) 夫に 付ての 用 曲 齋の新 用語で ある。 此付方 はよ く 分らぬ。 用 付と いふと、 普通 は 前 句の 意味の 主なる 觀 

念に 對 して、 附屬 的な 事を附 ける 句 を 云 ふの だが、 之 はさう でもない らしい。 夫に 付ての 用と は、 「見 立の 傍より、 


兑 立に 付て 求 也。」 と說 いて 居る が、 難解で ある。 

(五) 空：^ 常の 付 方 は、 前 句の 兑立を 追うて 趣向 を とれ ども、 こ は 〇 大国 を 入れた る 趣向の 半より、 叉 ー轉の 

趣向 を 求む る 法で あるから、 付 肌の 懷弘 く、 餘 情深き 附方 也で ある。 卽ち 普通の 附方 は、 前 句の 主たる 觀念 或は 

觀念團 體を豫 想して、 それに 適合す る觀念 或は 觀念團 體を附 ける ので あるが、 空 橈になる と， 共 連合 關 係が { ず， 接 

せす、 遠くから ひぐ く 感情の 本に つな. がって 居る とい ふ 離れた 付 方 を 指した もの \ゃ うで ある。 曲齋は 「去來 抄」 

の 文 を 引用して、 

付 物に て 付け、 叉 心 付に て 付ける は、 其 付けた る 道筋 しれたり。 付 句 を 離れ、 情 を 引す 付けむ に は、 前 句の 

移.， a-. 響なくて は、 何れの 處に てっかむ。 心得べき 襄也 ：：： とい ふ も、 空 橈の 互 照の 事 也。 云々 

と ある。 つまりう つり. ひヾき • に ほひで 附 ける 事 をい ふらしい。 

, 〔ハ〕 句作の 內三條 

(一 ) 句作の 法 前 句の A 觀 念と、 後 句の B 觀 念と 連合して 居れば、 A 觀 念團體 と、 B 觀 念團體 とも 連合す ると 

云 ふので あらう。 句 全體の 思想、 後 句 全 體の附 工合 を、 其 材料た る觀 念の 連合 關 係で 規定した ものである。 次 

に， E 心 想と E わ 想と の 速 合が な い と 、 見 立が 分らな くな ると 云って 居る。 

(二) 不^の 川 之 は 前 句へ は、 五 七 字に て 附意を 利かせて 居る が、 あとの 詞は、 有っても 無くても よい もの を、 

その ま- - にして m むくの は、 後 句へ 意味 を殘 すため であると いふ 意ら しい。 

七、 七 部 集の 註 本に 就い ズ  八 二 一 
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(三) 執 中 法 之 は 前 句の 思想と、 後 句の 思想と は、 連合 上 バランスが 取れて 居らねば ならぬ とい ふの だ。 次に 

氏 は 雅言 は片 假名で 譯し、 假名 違 • 正字 違. 筆 ェの違 は 引 直した と 云って 居る。 叉 語法から 考 へて、 付 意の 分ら 


ぬの は、 付 意の 分る やうに したと 云って 居る。  など を 傍に 入れて しるしと して 居る。 叉 付 意 


の 不明な 句 は、 ▲ の 印 を 付けて 置いた。 又 起 情に 見立てながら、 會釋に 成って 居る の も 稀に あるから、 それ は 0^ 

で 印と した。 

(二) 補註の 了 管 

「七 部 集の 註 本」 の 條で說 明した から 略す る • 

(三) 再 板の 校正 

「七 部 集の 校本」 の 條で說 明した から 略す る。 

(四) 古註の 評論 

(一) 二 句 一意 難 じて 云 ふに、 翁 は 歌仙 は 三十 六 歩 だ。 一 歩 も 跡へ 引て はならぬ。 二 句 一 意の 句が、 五三 ケ所 

も 出たら、 三十 變 にも 足ら なくなって しまう。 翁の 付 味が、 愚 眼に は 一 一三 句 も 一 體に 見える の だら うかと ある。 

(二) 與奪 之 は 與とは 前 句へ 付ける 心， 奪と は 後 句へ あます 心で ある。 後人が 扉 付 を とがめられた 時、 之は與 

奪 だ。 前は輕 く。 後 は 重い。 雨 用に ならぬ と言譯 して 居る。 例へば 前 句 は 一 尺に て 付け、 後 句 は 二 尺に て附 けて 

も- 句の 意味が、， 一 直線 上に なって 居て はいけ ぬと 云 ふので ある。 


(三) 三 句の 變 一 卷の變 化 を 三 句 行きて は變 じ、 三 句 行き は 一 變 化する ものと 思 ふの は 誤で ある。 

(四) 故事 面影 故事 を 其 儘に 付ける を 故事と 云 ひ、 平生の 事に 故事 を 含んで、 平生 體に附 け、 义は 故事 を あら 

はし、 それ を 洒落に こなして 附け るの を 悌と云 ふ。 故事に 便る は、 趣向 を 求める のと、 句作 を粧 ふとの ためで あ 

ると 論じて、 古人の 非 を 罵って 居る。 

(开 -) 輪廻 爱は前 句 を 其 ま- - 何と 付けた とか、 前 句の 場 を 動かさす 付けた とか 云 ふ解釋 である。 付 句 は 一句 一 

句に 共 場 • 其體 . 其 人 • 共用 • 其 情 • 其 趣意 を か へ て 行く もの だと 云って、 今 世の 宗匠の 輪廻の 句 を 好む を 難 じ 

て 居る。 

(六) 後 句の 惑 之から は 先 註に 對 する 批難の 造語の 說明 である。 例へば 三 句 並んだ 時、 二三の 付 肌 を 以て 一 、 

1 一ヶ所 註した る 難で ある。 

(七) 誣言 之 は S 分の 僻見から、 先 註 を 言 曲げた 類 を 言った の だ。 兑立 • 趣向 • 句作の 三 法で 附句を 調べれば、 

そんな 事 はない と 論じて ゐる。  - 

(八) 並 物 先 註の 中、 「其 場 也。 延句 也。 只う つし 也。」 などと 書いた 註 を 咎めた 言で ある。 

(九) 3^ 顔 之 は 曲節. 作意の ある 句 を、 眞、 面目に 取って、 誤解した の を 咎めた 語で ある。 

(十) 摸 象 盲人の 象 を 探って 語る 様に、 何の 俤 より 思 付く、 何事 を 取合せ た附 けだと か、 又は 前 句の 表に 現 は 

れた詞 と、 打 越しの 付 肌に 咎められ • 强 ひて 曲解した 註な どの 評言で ある。 

七、 七 部 集の 註 本に 就いて  八 二三 
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(十一) 一斑 こ は 先 註の 中、 管 を 以て 豹の 一斑 を 窺 ふやう に、 爱は前 句の 何と 云 ふ 語に 便って 付けた、 爱は前 

句の 何と 何の 對だ、 爱は其 人 を 何と 定めた 附 けだな どと、 前 句 中の 五 字 か 七 字 か を 切 取って、 それへ 付合せた や 

うな 註 を 咎めた 詞 だてで ある。 

(十二) 紛 かし 之 は 付 味 を 悟 兼ねて、 其 通り だ、 別の 意な し、 よき 付、 尊き 句、 か i る 勝れた る 句 を 解す る は 

却て 第二義に 落る 也、 風雅 風情 言語に 絕 せり、 などと 書いた 註 を 咎めた 詞 である。 

(十三) 一句 論 之 は 付 味 を 打 捨て、 唯一 句の 上の みで 註した の を 咎めた 詞 である。 

其他大 鏡. 古 集 辯の 評註 を 攻撃して ゐる 。そして 末 段に、 諸 註の 弊 源 は、 俳諧 第一 に傳 ふべき 趣向. 句作. 見 立の 法 

を考 /すして. 一 時流 行の 風 調 を 皆と した 所に あるの だら うと、 「芭蕉 談」. 「湖東 問答」 に 付いて 古人 を 論じて 居る。 

以上の 如く 曲齋 が、 附 句の 案 を 見 立. 趣向 • 句作の 三方 面から、 心理的に 解剖した 所 は 卓見で あるし、 それ を 

細條に 分ち て說 いた 所 も 精細で ある。 當時 科舉的 思想の 發 達しなかった 時代に、 かく 迄 明細に 研究して 居る の は 

偉と すべきで ある。 た.、. -氏は 我 見に 執し、 先 註 を 難 じて 居て、 時には 見るべき 言 も あるが、 叉 誣言と して 先 註 を 

，じた 仲 問に、 自ら も 入るべき 所 も ある。  .， 

猿 蓑 逆志抄 七册 小 本 

東 件 庵^ 柯の 註で ある。 猿 蓑 集の 全 註で ある。 初に 猿 蓑の 作者 百 十五 人の 略傳を あげ、 本文 *序* 跋に 至る ま 

で、 專ら 自己の 解に より、 丁寧に 說 いて 居る。 萬延元 年刊 


標註 七 部 第 二 冊 中 本 

西 馬述。 仏 S 雄編、 寄 三校と ある。 ^雄の 凡例に よると、 古歌 • 古詩 • 文字の 解 • 古事の 解 • 文法 . 附方. 變化* 

撰者な どに 付いて、 單簡な 頭註 を 加へ たもので ある。 註 本と してより、 校本と して 傅 ふべき 書で ある。 元 治 元年 

于 

0  0  0  0  0  0  0 

俳諧 七^ 集打聽 三册 半紙 本 

岡 本 保考の 註解で ある。 「况齋 叢書」 中に 牧 めら れて ある。 各 集 か 序詞に よると、 本書 は 友人 靑 藍の 「七 部维註 

解」 によりて 解した が、 自說も 加へ て 居る と。 慶應 元年の 秋から、 同 三年の 五月に かけて 成った ので ある。 解 は 

附意を 旨と し、 諸 註 中 割合に 要領 を 得て ゐる。 

•y^or>oo  0  0003 

i 俳諧 七 部 集 初 まなび  一 册橫本 

ニー  IP 

藍亭^:^藍著、閑樹園菊雄校。 題簽に 「I 部 冬の 日 註解」 と ある。 內 題に、 卷之 一 、 冬の 日と あるから、 七 部 Is- の 

註釋の 一 部であった と兑 える。 靑 藍に は 七 部 集 詳解 だの 大全 だのと いふ 註 書 も ある。 本書 は 古書 を 引き、 附意を 

解し、 簡明に 出来て ゐて、 初 擧には 分り 易い。 卷 初に 慶應元 S 年 七月 廿 五日 脫 稿と ある。 

七 部 集 解  一 册 半紙 本  ， 

筑波 庵翠兄 i 者。 金牛舍 is の 書寫し たもので、 表紙に、 七 部 猿 § 中 ill 太 I と ある。 「冬の 日」 • 「炭 依」 ，フぉ 

蓑」 二， 春の 日」. 「瓢」 の拔 註で ある。 奥 書に、 

七、 七 部 集の 註 本に 就いて  八 二 五 
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右 は 原本 書 誤 多き 寫本 也。 勘考して 讓を 訂正し、 寫 といへ ども * 解し かぬ る 所 は 其 儘に して 寫す 也。 紙数 五 

十五 葉 を、 今 縮めて 如斯寫 (二十 六 枚 餘)。 本 月 八日より 十四日 迄 七日に 書畢 りぬ。 雪中 庵 蓼 太 翁の 傳 * 翠兄 

の 著。 三^の 說をも 加へ たり。 升 六. 闌更 等の 說も 載せたり。 叉樗 山、 鶯 笠の 聞 書 も 載せた るを考 ふれば. 

文 匕より 文政の 初の 頃、 著した る もの か。 翠兄は 定めて 江戸の 人なる ベ けれど * 地名、 俗姓 知れす。 予 頭書 

注 捷を加 置く もの 也。 

月ムロ 4- 3 14' 人！ IT  金 牛舍 き 

. 明^ 十四 年- ノ月  古稀 前年 老人 

と ある。 

0000  0  0 

俳諧 猿 蓑 註解 ー册 小 本. 

桃 支 庵 指 直 慕述、 其 角 堂 永 機 校正と ある。 猿 蓑の 連句の 解で ある。 明 冶 二十 年刊。 指 直の 自序に、 

今爱に 註解せ しもの は、 古書の よき は 用 ひ、 あしき は 正し、 故事の 類 ひも、 其附 意に 疑 はしき はこれ を とら 

す。 專ら附 意の 解亮を 主と し、 打 越より 四 五 句の 運び、 且 一面の 見渡しの もやう を簡 短に しるせり。 叉附方 

の 必用と なるべき 法 をい さ k か 取 集め、 卷尾 にか \げ て、 初擧の 人の 揩機 となす ことし かり。 

と ある。 附 錄の附 方の 必要と なるべき 法と は 七 名 八 體の說 明で ある。 

七 部 集 講義 ニ册 四 六 版 

楠 波鷗の 講義で、 連句 だけで ある。 文法の 說明 多く • 講義 は 丁寧 ^出来て ゐる。 明 冶 二 +• 六 年刊"" 


俳諧 炭 依 註解  ニ册  小 本 

俳 仙^ 碌々 翁の 解で、 炭 使の 連句の 解で ある" 題字に 東久世 通鱔、 序に 江 馬 天 江 • 谷 如意 等の 名流が あるひ 解 

はたい した もので はない。 明治 三十 年刊 

ir 年代の 未詳なる もの 

秘註 俳諧 七 部 集 七册 半紙 本  ， 

曉蠆 士朗の 註で、 連句 だけで ある。 句の 傍に 註 を 施し、 俗語の 語 解 も 見える。 附 句の 文法の 說 明が 一 寸 目に 立 

つ。 秘註と あるが、 別に 珍說 4 見 もない やうで ある。 松 宇の 「七 部维 概論」 に、 一;;^ の 日. 冬の 日. 喊 野： 瓢の四 

卷註釋 牛に して 曉棗殁 し、 士朗其 遣 志 を 繼で猿 蓑 • 炭 俊 *繽 猿 養の 三卷を 註解し 完成した もので、 士朗 門下の 舊 

雨に はり、 夫より 政 二の 手に 依て 增訂 し、 田 喜 庵 護 物 之 を傳寫 し、 世に 之 を 秘本と して 傳 ふれ ども、 云 々と あ 

る。 

七部^^-曉毫，卽註 一 册 半紙 本 

^の 日. 冬の 日 .赌 野 員外の 註で ある。 註 は簡單 で、 たいして 役に立ち さう もない。 

稿本 七 部 集註 釋 一 册  . 

註 者 未詳。 冬の 日 ^の 日 • 曠野 集. ひさ ごの 註で ある。 連句の 拔註 である。 松 宇の 概論に、 古註の 引 W せる 

は 吏 登が 七部搜 のみ なれば、 著者 は 雪 門 中の 人 か。 叉 は 寬保ニ 年 以後、 安政 四 年 迄の 間に 註釋 せし もの か。 耍す 

七、 七 部 集の 註 本に 就いて  八 二 七 
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るに 稿本の ま，^ にて、 出版 迄に は 至らす して 止んだ もので あらう と ある。 未見。 

元祿 調引證 ニ册 半紙 本 H 

七 部 集の 註 本で ある。 註 者 未詳。 乾の 卷に、 冬の 日 • 春の 日 • 曠野 • ひさ ごの 一 部分， 坤の卷 に、 ひさ ご ク*、キ. 

猿 蓑. 炭 依 *繽 猿 蓑. 初懷紙 を收 めて ゐる。 註 は 連句の みであって、 所々 古書 を 引き、 更に 頭書に 朱で 細 註 を 加 

へて ゐる。 但し 頭註 は^ 人の 書 入れで あらう。 それ も 乾の 卷に 詳しく、 坤の 卷に少 い。 且つ 坤の 方の 朱書と 乾の 

方の 朱書と は 筆蹟が 逮 ふやう である。 

七 部集| 兄 太 聞 I ー册 半紙き  。 

行間 を 詰め、 丁寧に 書寫 されて ゐる。 雪中 庵の 註 を 主と した もの。 

猿 蓑 集 歌仙 異同 考  一 册 

題 書に、 「猿 蓑」 附、 成 美の 「猿 蓑 集 歌仙 異同 考」 とあった。 市中 はの 卷の 異同 考 であらう。 今 Si に 記憶せ す。 

笆蕉七 部 集註 解 

無 角の 「俳 家 成 美 全集」 の 成 美 傅に、 成 美 自註と して、 完全し なかった と 見える 云々 と ある。 併し 果して 題名 

の 如き 註 書が あった もの だら うか。 

冬の 日 附合考  ー册 半紙 本寫  • 

め (潜の 註で ある。 註 は 簡單の やうで あるが、 參考 になる 所 も ある。 


七 部 黑樹 園卽註  一 册  大本^ 

黑樹？ 1 道 奮の； ji.^ で • 猿 蓑 • 績 猿 蓑. あら 野の 拔註 である。 猿 蓑から は發句 三十 九、 附句ニ 句 を 註し、 核 猿 蓑 か 

らは發 句 二十 二 を寸" し、 あら 野から は、 發句 十二 を 註して ゐる。 卷 初に いろは 順にな つて、 句の 索引が 載せて あ 

る。 簡單な 註で ある。 

俳諧 七 部 集 一寸 鏡 一 册 中 本 

註ぎ は 南總の 天堂 一 叟で、 义耕雪 堂 校合、 松羅堂 補助と ある。 繽瘀 蓑の 附言に、 杉 風傳書 「玉 鍵」 中の 首 を 引 

き、 修行 時期 を 初 擧 • 壯舉 • 老學に 分ち、 それ-^ の 心 持 を 示して ゐる。 春の 日の 附言に、 「抑 はせ を 翁 我家 祖杉 

風叟^ 指せし を 杉 { 豕祕藏 玉 鍵と いふ、 則ち 祖 翁の 筆 也。 之 を 規矩と して 私 を もち ひす。 七 部 註解 を 著す。」 と あ 

る。 但し 解 は 春の 日 • ひさ ご • 繽 蓑の 三部 だけら しい。 

猿 蓑 序 註解 一 册 半紙 本^ 

道舊の 註で ある。 

七 部 集 詳解  , 

錦 江の 解で ある。 錦 江の 「七 部 通 皆」 は 此の 詳解の 拔 書であった。 未見。 

之 も 錦 江の 著で ある。 未見。 
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附 錄 俳諧 七 部 集總論  八 三 〇 

猿 蓑 註解 

同じく 錦 江の 解で ある。 未見。 

俳諧 七 部 集 大全 春の 日 註 ー册 大本 ま 

藍亭靑 藍の 註で あらう。 併し 靑 藍の 註 本に は 「七 部 集 詳解」 とい ふの があって、 保考の 「七 部 集 打聽」 は 此の 

說 によった ものであると いふ。 大全、 詳解 同一 書で あるか、 或は 別 本で あらう か、 詳しく は 分らない。 菜 樹園卽 

註と 合本。 註 は 本文 を 略し、 辭 句の 一 部分 を、 口の 內に 入れて 見出しと ある。 かなり 詳しい 註で ある。 尤も 靑藍 

の 註 本に は、 大本と 横 本と あって、 横 本に は 註解と あつた やうに 記憶して ゐ るが、 それ も 「冬の 日」 の 註 だけし 

か殘 つて ゐ なかった。 横 本に は 註解の 年代が 記して あった。 恐らく 慶應 頃の 註で あらう。 青藍の 註 は 語句に 就て 

かなり 詳しく 出来て ゐる。 保考が 採る 位 だから 信じられる もので あらう。 

七 部 集註 解  一 册 . 中 本寫 

假に 名く。 原書 題簽に 七 部 集と あるの み。 註 者 未詳。 年代 不明。 「冬の 日」 •「 ひさ ご」 •「 猿み の」. 「綾 猿 蓑」. 

「炭 俊」 • 「曠野 員外」 の 連句の 註解で ある。 雪中 庵に 傅る。 

標註 七 部 集  一册 半紙 本 

隨齋成 美 校正、 草稿と ある。 上卷、 冬の 日 • 春の 日 *瓢. 荒野。 下卷、 猿 蓑 • 炭俵 *繽 猿 蓑で ある。 卷 頭に 各 

集の 目錄， が $i 呂波 分けに して ある。 註 は 古事 出典の 解で ある。 


其他樓 川の 「凝 頭 增；^ n 蕉翁八 部 雄^ 解 大成」 (四 冊、 大本)、 「七 部 三 集 解」 (註 者 未詳。 研究 { ゼ藏 本で あるが、 今 

見 常らない。 詳しく 分らない)、 「俳諧 繪入七 部 築」 (十 卷。 貞 房畫。 奥附 に、 此 冊子 は 七 部 の內 より 名高き 名句 

を 扱み、 俳諧に 志 ある 御子 様 方の 解し 安き やう 綺 入に 致し、 追々 出版 仕 候 云々 と あると、 松 宇 氏の 解題に 見えた。 

未見)、 「冬の 日 稿」 (一 冊、 冬の 日の 註で ある。 註 者 未詳。 何時 顷の もの か 分らぬ)。 等 も ある。 

以上で 大略 七 部 集註 書の 研究 を 終った。 古人の 研究 を かへ り 見る と、 次の やうな 難があり はしまい か。 一 、 從 

來の註 喾 は 七 部 第 全體に 涉れる もの 少く、 多く は 連句. 發 句の 拔註 である。 二、 從來の 註は師 傳家說 に囚れ て、 

註 *? の自. 3 討究 を 妨げて ゐる。 三、 故事 出典の 說明 ゃ附方 論に 煩 はしく、 句意の 說 明が 割合に^ 略されて ゐる。 

四、 連句の 註 も 一 卷の變 化の 抑揚に 就て 批評が 缺 けて ゐる。 五， 通釋 的で ない。 六、 校本の 研究が 屆 いて 居らぬ。 

私 は 大正の 今日に 於て 糙 りした 七 部 集註 釋の出 でん 事 を 切望して ゐる。 

、明治 四十 三年 稿 C 其 後 「詩人 芭蒸」 の 出る 時 修正し、 

^又 本書 刊行の 接 多少 修正し お C 
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i 巴苹 〔の 害 一 像と 攀蹟、 其 他 (口 緒の 解說) 

古来 色 5^ の鬻像 は 非常に 多く 傳 へられた。 併し 其 大部分 は 想像 整で. 信じられる ものではなかった。 平生 T ぃ巴蕉 

に 親炙せ る 門人の 霰と いへ ども. 各自 その 風貌 を 異にし して 何れが 色 蕉の眞 像な り や 取 拾に 迷 ふ 次第で ある。 

それ は年齡 によって 相逮 する 事 も あらう し、 或は 旅 上の 姿. 义は 草庵 起臥の 態な どに 於ても、 相逮は ある 事 だら 

うが、 門人 同志の 描いた 畫の 中に、 甚 しき 相違が あって は、 後人 は 迷 はざる を 得ない。 富に その 相 遠 は 同 一 人の 

^になる もの. -ra に すら 見る 事で， 描寫 法の 幼稚と 云 はう か、 特徵を 捕へ る 事の 拙劣 さと 云 はう か、 到」. K 後人 を 

十分 滿 足させる 靈は、 ： 枚たり とも 存在 しないと 云って よい 位で、 余 はた^ 種々 の點 から 考察して、 想像 的に か 

かるべし と 推測す るに 過ぎない ので ある。 

サ巴 蒸の 風貌 • 性格に 關 する 古人の 記錄 は、 先づ柏 筵の 「老 の樂」 に、 「はせ を 翁 はう すい も あり。 共^ や • 嵐 雪 

が 所へ いく ぞ やとい ふ。 ^ぃぉケぃ、、？4|^"。 しゅしゃ うなる 翁な り。」、 次に 「水 S 塚 集」 の畫像 誌に、 - その さ 

^.ig、 きおお。 お I お。 i^^o^o. まお"、 あれお こ。 や。 I に。、 fet^o^o^.  .fc^. 

•t&s い^、  き^わ. 5ま{ か" 如。 云々」 叉 「老 の樂」 小川 破 笠の 物語に、 「嵐 雪な ども 俳 情の 外に 翁 を はづし 

兆】 げ などいた し攸 よし。 き 5:1:^1- つまり、 面白から ぬ 故な り。 云々」、 土芳の 「くろ ざう し」 に、 「師 ある 方に 客 
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芭 蒸の 畫 像と 筆蹟 其 他 (ロ擄 の 解說) -  八 三 四 

000000000  00000000000  ooooooo 

に 行て、 食の 後 蠟燭を はや 取るべし といへ り。 夜の 更 くる 事 眼に 見えて、 心忙しき となり。 云々」 などと あるひ 

頰 骨が 出て、 鼻が 丸く 大きいで は、 不器量の やうに 思 はれる が、 面長で • 眼中が 凉 しいと いふと、 まんざら でもな 

いやう だ。 蠛燭の 灯 を 見る と、 夜が 更ける やうで、 氣 忙しい など は、 如何にも 敏感な 神經の 鋭い 人の やうな 氣が 

する。 後人の 霰は是 等の 考證 によって 描かれた もの だら うが、 動作が 靜肅 で、 姿が 瘦せ 枯れて ゐる やうで は， 社會 

の 劇務に たづ さはる 人と は 思 はれない。 住居 を 山林の 閑寂な 地に 求めたり * 茶色 を 好んで、 药翡の 刺身 や t 斤の 飯 

をう まがって 食べる やうな 人で は、 脂ぎった、 頑丈な 體 格の 持主と は考 へられない。 よく 容貌 魁偉な、 骨格の H ほ 

しさうな ^巴 蕉像を 3- るが、 あれで は 笆蕉の 性格 を壞 して 了 ふ。 例へば 秋^の 「鹿 島詣」 所載の 像 (口 縫 五)、 三 力 

の 「第 一 義集」 所載の 像 (ロ繪 七) の 如き は、 その 感じが ある。 緩 音の 「T "巴蕉 全集」 所載の 杉 風 筆の 像 (顔 は f.- ぶ 

くれで ある)、 黑田 氏の 「芭蕉 翁傳」 所載の 像 (顏は 細つ そりして ゐる) も體は 大きい が、 是等 はま だ參考 になる 

點も あるが、 「t い 巴蕉翁 遺芳」 所載の 許 六 筆の 像 は、 顏が 大きく、 長く、 體は 老いて 肉 は 落ちて はゐ るが、 大體に 骨 

太な * 頌 丈な 體 格で * 而も 口の 大きい 所な ど は、 何となく 魁偉な 相 を 想 はせ る。 此畫は 考證に は 合って ゐる かも 

知れぬ が、 t 巴蕉 らしい 感じ は 起らない。 余 は 芭蕉の 性格. 趣味. 詩の 性質 等から 推測して • 色蕉は 小柄な、 瘦 せた、 

細面の • 眼の 凉 しい、 色の 白い 風貌の 人 かと 考 へる。 細み とい ふ 事 を 主張す る 人 だから、 余程 デリ ケ ー トな 感情 

の 人 かと 思 ふ。 ー體 畫は密 なる が 故に 眞を傳 へ、 粗なる が 故に 僞 であると いふ 道理 はない。 要は 筆者の 直 覺の銳 

さに あって、 筆者が 其 人の 顔の 特徵を 十分 捕へ て 書かなければ 駄目で ある。 筆者 は 先 づ氣分 を摑む 事が 第一 であ 


る。 粗 霰で あっても、 よく 焦點を 摘んで ゐる畫 は， 無雜 作に 引いた 線の 一 本で も， 十分 其 人の 眞相を 表す 事が あ 

る。 考證に 合 ふ 養 だから • 眞に 近いと いふ 譯 はない。 考證に 合 はない 畫 だから * 僞 である とも 云へ ない。 笆蕉の 

生活 や 詩 を 深く 考察し ないで、 單に 容貌 を 考證に 合 はせ ようとして 描いた とて、 笆蕉 らしい 色蕉は 出来る もので 

ない。 尤も 根本的に 云へば、 親炙せる_#^^-が、 t 巴蕉の F マ 像を殘 して： 翁く 事で ある。 それが 今日の 場合 大 なり 小な 

り. 各自の 筆に 和 違が あるの だから 困る。 つまり 門人の 畫が、 寫赏 的に 不用意で あり、 描寫 法が 平凡で ある 事に 

^因す る。  , 

古 來最信 E されて 來 たもの は、 杉 風 筆の t 巴蕉 像で ある。 余の 寓目せ る 所で も 六 七 種 はあった。 「一 話 一 言」 所 

の 鉢 叩き を 聽く像 は、 元来が 瓢 逸な 俳畫 であるから、 問題に はならぬ が (口 ^十)、 義仲 寺に 傳 はった 班 雪 摸 E の 

象 は (口；；^ 一 ) よから うかと 考 へる。 但し 摸寫 とい ふ點が 面白くない。 此箦像 は 嘗て 日英 博 覽會に 出品した 窜がぁ 

つた。 湖屮の 「-ぃ 巴 蒸 翁 略 傅」 所 叙の 小川 破 笠の 像 も參考 になる。 但し 之 も 圭岳拔 i: おが 缺點 である (ロ输 二)。 「睦 

奥衞」 所 戯の像 は (口 絡 三)、 筆者 未詳で は あるが、 參考 になる。 此像は 「奥の 細道」 の 芭蕉 を寫 した もの か、 

少し 老い やつれて ゐる 感じが する。 以上の 三 品 は、 や i 芭蕉の 3 興 相の 輪廓 を寫し 得た もの かと 考 へる。 

1^ ェの 「百 一 猿」 所載の 像 は (ロ蟠 四)、 杉 風の S- の摸寫 らしく、 前に 杉 風の が あれば、 之 は 余り 參考 にもなる 

まい。 「水鶴塌^^」所載の像は (口 槍 六)、 月 {41 居士  (露 川) に傳 はった もので， 松 榮散人 寄 潮の 筆、 畫像 誌の 之に 

附ぃ たもの だが、 似ても 似付かぬ、 安っぽい 芭蕉に なって 了った。 畫像誌 は 芭蕉の 風貌 を 巨細に 說 明して、 實際 
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芭 燕の 畫 像と 筆蹟 其 他 (ロ繪 の 解說)  八 三 六 

の T い 巴 蕉の額 を 知る に は 唯一 の 文献で、 筆者 も 之に 基いて 描いた もの だら うが、 全く 參考 の價値 はない。 「行狀 記」 

(？) 所載の 像 (口 縫 八) は、 笠に 顏を隱 した もので、 之で は 問題に ならぬ。 風化 坊の 「雪のお きな」 に、 脇息に よ 

りか、 つて ゐる 後向きの 像が 出て ゐる。 長 崎の 君山畫 であるが、 之 は 略した。 「一 話 一言」 所載の、 鼬翅の 描い 

た 色蕉の 立像が ある (ロ繪 九)。 之 は 杉 風の子 孫に 傳 はった もので * 元 祿九年 九月の 筆で ある" 卯 辰 紀行の 旅装ら 

しく、 參考 になり さう であるが、 複寫 だから 當 になるまい。 「江戸の 華」 所載の 像 (口 蟠卞 一) は， 祖 荷の 筆で ある。 

之 は 杉 風 筆の やうに、 瘦 せて ゐる所 は、 芭蕉ら しいが、 品がない。 眼が 釣 上って ゐて好 もしくない。 芭蕉の 畫像 

に、 渡 唐 芭蕉 像が ある。 「一 話 一 言」 所載の もので (口 縫 十三)、 支那に 渡った f 巴 蕉自畫 讃の像 を、 客 使 沈 草亭、 鄭 

增のニ 氏が 摸寫 したので ある。 木枯に 吹かれて ゐる やうな 後向きの 像で ある。 畫は鄭 増、 いかめしき 音 やの 題 句 

は、 沈草亭 書で ある。 歙 山の 都不覺 所藏、 後日 光山 下 呼吸 庵に 傳 はる。 全くの 俳畫 で、 支那へ 渡った とい ふ點 と、 

自畫 像と いふ 點が 興味 を惹 いた。 元 祿ニ年 以後の 作で あらう。 芭蕉の 自畫 像に は、 形見と して 乙 州に 與へ たもの 

も ある。 此像 がそれ であるか どうか は 明かで ない が、 渡 唐 像の 原の もの も、 乙 州 附與の もの も、 其 後の 傳來詳 か 

でない 事が 遺憾で ある。 .柑翠 の 「鹿嶋 集」 (文化 四 年刊) 所載の 像 (ロ縉 十二) は、 寥 松の 筆で， 柑翠 が鹿嶋 根本 寺 

の 和尙の 垂示に よって 彫らせた 芭蕉 像 を、 根本 寺に 獻納 する 時、 雾 松の 摸 寫し たもので ある。 鷺 秋の 「聲の 菜」 

(天 保 十四 年刊) 所載の 像 (ロ繪 十五) は、 芭蕉 百 五十 回忌に 當り、 ニ條 殿下から 花 本大明 神の 神 號を賜 はった 記 

令：, として、 追善 集 を 出した 時の 畫像 である。 筆者 未詳。 蕪 村 筆の 芭蕉 像 は * 粗畫. 密畫數 種 あるが、 何れも 想像 畫 


で、 參考に はならない。 た^^-風韻が高ぃので、 賞卖 される だけで ある。 田 中 光顯氏 所藏の 芭蕉 立像 靈は、 その 中 

殊に 勝れた もので あらう が、 若々 しくて 芭蕉ら しい 所は兑 えない。 こ X では 「蕪 村 七 部 猿」 所載の もの (口 槍 十四)、 

「^如 奥の 細 迸」 所载 (口 紛1 一十 四) の 俳畫を あげて 置いた。 その 瓢 逸な 筆致 を 愛した からで ある。 月溪 筆の 蕉 

像 も ある。 之 は考證 に 苦心して ® いた もの ださう だが、 余り 若々 しく、  秀麗な 色蕉 になって 了った。 

共 他お 燕の 霰 像に は、 去 來錄の 色蕉の 半身像、 風化 坊の 「花のお きな」 (天明 三 年刊) 所載 洛、 文 堂啬の もの、 本 

^家 七 代 本 l^is 軒靈の もの、 渡 邊華山 彩色 霜、 遠 藤 曰 人 霜の ものな ども あるが、 大方 想像 畫 である。 角 上の 「や 

どり 塚 5^」 によると、 I 巴 蕉は顏 に-:^ が ある さう だが、 その 疣 を 大きく 畫 いて、 滑稽な 顏 にして 了った もの は， 曰 

人の i 巴 is^i 像で ある。 赉軒 翁の 畫は 旅裝 だが、 如意 を 持って ゐる 所が 面白い。 とにかく 古人の- 蕉畫像 は、 大方 杖 

を 持ち • 笠 を S いた 旅裝 であった。 

お 燕の 蹬は、 發句. 連句. 書翰. 文章 等に 渉って、 多く 侮 はって ゐ るが、 その 中には 偽筆 も かなりあって、 今日 

では その 露^ を 鑑定す るのに 骨が折れる 有様で ある。 多年 鑑定に 從事 する 人と いへ ども、 時には その 鑑識 を 誤る 

事 さへ ある。 こ-^ に报 出した もの は、 十分 その 筆跡 を 考査し、 その 傅 來を呤 味して、 確實 なりと 信す る ものの み 

である。 

.  かさの 記 

秋の 風 さ ひしき 折/ \ 妙觀か 刀. „ ^かり 竹と リ のれく み.^ 得 てれけ^ さされけ たはめ てみ つ から かさ 作リの 翁と 名い ふ 

芭 蒸の 晝 像と 筆蹟 其 他 (口 槍の 解說)  八 三 七 


芭蒸 の畫 像と 筆蹟 其 他 (ロ綺 の 解說)  八三メ 

たく，^ったなけれ^^  lyv^ つくして ならす 、、、ろ 靜 ならされ は 日な ふる LL ものうし 朝に かみな した、 めて かはくな まちて 

夕に かされし ふ > かもて そ、 きていろ そめうる し ほと： して かたから む 事な ようす はっか 過る 程に、、 そや V いてき 11 

れ.^ さの はの^、 めに 荷葉な か は ひらけた るに にたる もお かしきす かたな リけリ なか-/ \に きく  s- レ-^ しきょ リ 猶愛 

すへ しかの さいき やうの わ ひか さか 坡翁雪 天の かさ か 

右 は 某氏 出版の 卷子 本に 據る。 例の 有名な 「笠 張の 說」 の 一 草稿で ある。 (口 槍 十六) 

う つ ろ はむ、、 とたにお しき 秋 はきな 

おれる はか リ！ J->„ ^ける 露 かな 

M の 野 に はきの LL しき.^ ふるさとに 

鹿の 音な からうつして しかな 

蘭 

前頭 更有蕭 條物老 菊袞蘭  一二 兩慕 

扶 桑 豈 無 影 乎 浮雲掩 而忽晷 藁 

蘭 豈不芳 乎 秋風 吹 而先敗 

貞享 年中、 芭蕉 素 堂の 需に應 じて、 「和漢 朗詠 集」 を淨 書した。 後 慶應ニ 年 十月、 東都 宮戶川 漁隱竹 心り う 和、 

IS 詠 集 

之 を 諸家より 鬼め， 拓本と して 出版した。 それに は 古筆 了悅の 「一はせ を 正 筆 珍 敷 ものに 候。」 とい ふ 極 書まで 附ぃ 

てゐ る。 俗に 朗詠 切と 云って、 古来 珍重され た。 舊洒竹 文庫 所藏。 もと 二十 幾 枚 かあつた が、 大正 十二 年の 大霧 

ヌに 逢って、 殆んど 全部 燒 失し、 今 はたぐ これ 一枚 殘る だけと なった。 (ロ繪 十七)  • 


ii: 某ち リと 云け るに 此；， 1 ひみち のた すけに となりて 萬いた はリ 心な 盡し 侍る 常に 英 逆の 交 ふかく 朋友 信 有 哉此人 

深 川 や 芭燕 富士 に 預行 ちに 


墨 限  . 山 六 

富 士 


ッ間 々1  一  二 

ts テ松 


笆蕉眞 踵 「甲子 吟行」 の 一 部で ある。 安永 九 年波 靜の摸 刻した もの。 (口 緒 十八) 

キ まかに. V しち こえて 

. ^かむ、、 そし.；， 1 にもち お ふうしの とし 

i たの はる は あむに ありて 

いくし も- J-:  V る はぜ の 松かさ リ 

ふる は.；，： やなつな つみ ゆく おと、、 とも 

おさよ ， （- わか 友に^ むぬ る、、 ズふ 

あるひとの かくれから た つ ね 侍る に 

ある し は 寺に SfS て け るよ. し に て 

とし 老. るお のこ S 庵ち まもり ゐ  - 

け け る かき ほに IS さかりな. C- なり 

け れ は これな む あるし かほな り， と 

S ひける ちかのお のこよ， V のかき  - 

ほに て さ ふら ふ i 云 もき、 て 

卄ポ氏 出版の 卷子 本に 據る。 貞享ー 一年 _ ^の 句 稿。 成蹊の 「菜 集」 (文化 九 年刊) 所載の 蒸 眞蹟の 拓本と 同 一 であ 

芭 菊の 蜜 像と 箫蹟其 他 (口 給の 解說)  八 三 九 


芭 焦の 畫 像と 筆蹟 其 他 (ロ繪 の 解說)  八 四 〇1 

る。 (ロ繪 十九) 

鹿 嶋 詣 

らくの 貞室須 磨の うら の 月見に ゆきて 松 陰 や 月 は 三 五 ゃ中納 言と いひけ む 狂 夫の むかし もな つ か， しき ま、 に、、 の あすか 

しまの 山の 月見ん とお も ひれつ 事 ありと もな ふ 人 ふた リー 很 客の 士 ひと リ./ ^は 水 

秋风の 「鹿 島詣」 (寶曆 二 年刊) 所載、 貞享四 年 八月 芭蕉 鹿 島の 月見の 露蹟の 一 部。 常 陸 本 間自準 家に 傳 はった 

もので、 秋 瓜が 三代の 孫畫 江に T 證治 準繩」 とい ふ醫 書を與 へて、 讓り 受けた もの。 (口総 二十) 

らくの ていしつ すまの うらの 月み に ゆ さて まっかけ や 月に 三 五 夜中な、 、むと いひけ む 狂 夫の むかし もな つかしき、 5~  V  ！ J- 

、 、の あすかし まの 山の 月み むと おも ひたつ、 一と あり ともな ふ 人 ふたり 浪 客の 士  ゝ は 水 雲の そう 、 はからす の： とくな 

る 墨の 

杉 風 家に 傳 はった 笆蕉 眞蹟、 「かしま 紀行」 の 摸 刻の 一部。 寬政ニ 年 芭蕉 百 回忌 近づく により、 採 荼庵梅 人の 命 

を 受け、 待 宵人宗 拱の 上梓した もの。 (ロ繪 一一 十一) 

消シ   一一 

さらしな の 里お はすて 山の 月見 事し きリ にす V むる 秋風の 身に しみ 心に 吹 さは さてと も 風雲の 情 くる はす もの 又 ひと 

リ越 人と 云 木 會跻は 山 深く 道 さ ^：^しく旅寝 力 も 心 もとな しと 荷 兮子か 奴 僕， -ゃ してお くらす^ の/ \ 心さし 盡 すと いへ 共 

羈旅の 事 心得 ぬ さま にて 4i つし お ほつ かなく もの 事の しとる にあと ささな る 中々 にお か しき 事の み 多し 何 々とい ふ處！ _L て 

六十 はか リの 道心の 僧お もしる け も おかしけ も あらす た V むつ）/^ とし；，！ るか 腰.；，： はむ まて 物お ひ 息 はぜ はし，、 足 はき 

さお やうに あゆみ 來れ る.^  . 


百 我の 更科 紀行 眞 筆の 敷 寫し である。 もと 隨齋の 門人から 出た ものと いふ。 (口 檜 二十 二)  • 

狐 題して 云 世に か はか ふリと 云ぁリ 中く 人間よ く 化て 禽獸 は衰た リ仍而 

足 もとは 雪の 人 也 か はか ふリ 

下 ノ方ヲ カスリ ご 一 害 消シ ァリ 

江 三の 「むつの ゆかり」 所載、 芭蕉の 戯書で ある。 確 花の 附記 云、 

此書 やむ かし 蕉翁伊 陽 卜： 野衰虫 庵に ありし 時、 戯に 書して 窓 下の 壁 間に 粘せ し を- 此程庵 を あたこ 町より、 

藤 堂 氏の 館に 移さる、 を * 庵主 几 良ぬ しこれ を予 におくりぬ。 今や 西 坡子か 求に 任せて、 是を あた ふ。 後 

の 反故 ともならん 事 をお も ひ 出て、 其 よしをし るし 置ぬ。 

朝顔の 跡に 殘るゃ 筆の きれ 

確 花 手書 □  □ 

(ロ鎗 二十 七) 

月日 は 百 代の 過客に して 行か ふ 年 も 又 旅人 や 舟の 上に 生涯.^ うかへ 馬の 口 とらえて 老^む かふる 物 は H 々旅に して 旅.^ 

粞 とす 古人 も 多く 旅に 死せ る ぁリ予 もい つれの 年よ リか 片雲の 風に さそ はれて 漂泊の 思 ひやます 海濱 にさ すらへ ま ¥ の 

秋 江上の 

樱壽 軒の 拓本に した 芭蕉 眞蹟 「奥の 細道」 の 一部で ある。 第 六 章 第二 節參 照。 (ロ输 二十 三) 

さ み たれ あつめて 

す、 しも かみ 川  芭 

芑 燕の 寶 像と 筆蹟 其 他 (口 鰭の 解說)  八 四 一 


岸 

空 . 

水 I 一 

、 

J と 


芭蕉の 畫 像と 牽蹟其 他 (口 繪の解 說) 

：  -1  れ  る  な 

く  舟  ，杭 

れ け  いさよ ふ 

LL  影  まちて 

む  か  ひに 

の  -ュ.  そ  ち 


八 W 二 


し の ： 

, ^さむ ゆ 


ま 


ろ 

れ 


重 し 

- ろの 吟 


日 良 


水 


一 榮 


芭 蕉 


大石田 一 榮亭 にての 吟。 「奥の 細道」 中 わりな き 一 卷は 之で あらう。 (ロ緣 二十 五) 

一 、 幻 住 卷上葺 被 仰 付 候 半 由 珍重 奉存 候う き 世の され 少も 遠き は此 山の と リ くの 寝 覺難忘 候 露命に か、 リ候 は" 二 

• た ひ 薄雪の 曙な と 被存候 

可 笛 五明の 「俳諧 三等 文」 所載。 (口き 一十 六)  ， 

(ロ棺 二十 四)， 天明 三 年刊 「增 補、 江戶大 繪圖」 の 深 川 笆蕉庵 附近の 圖。 圖の 中央 卽ち 伊奈 半 十 尾 張中納 言， 松 平 

ヒ郞、 太 田 攝津、 是等 屋敷の 一角が 西 元 町に 當る。 西 元 町の 東 詰 (圖の 下方) の 流、 卽ち」 ハ間 堀の 附近 £ 巴 蕉庵 


があった。 西 元 町の 南 詰 (圇 の 左方) の 川が 小名 木 川で、 その 川上に 素 堂の 寓が ある。 

(ロ緣 二十 九). (ロ繪 三十)、 物 部 家の 子孫に 傳 はった 物 部 道 意の 印象で ある。 ロ總 左の 解 說は片 山 木ぬ 城 氏の 文で 

ある a 

ふるきの 時雨の 亭 しくれ て 面白 けれと 左の 句 短册に 見ても 

色紙 LL みても 故よ しあり けなる に はしく ましく や 

八十 一番 

左 勝 季吟を まねきて 

染 はやと ま つ に きた 村 時雨 哉 

夕 かた やい つくもお なし さ ひし くれ 

左 句 は 寬文十 一 年 十月 初つ かたはし めて 御 對面給 リし時 さま/ \ 御 懇意の 御物 か n リの次 手に 此御句 

^仰せ 給 ヘリし よる、、 ひ 身に すき.；.！ のしみ 心 Li 堪 かれれ リし折 ふしの 卽輿 すてに 九と 世 

；吟 自筆 「百番 誹諧 發句 合」 所載。 (口 給 三十 一 ) 

禾 E 

竹 窓夜靜 餓舂霖 微碎幽 吟賦老 襟 

芭菊 のま }L 像と 華 12 其 他 (口 櫓り 解說)  八 四 I 一 一 


笆 蒸の 畫 像と 筆蹟 其 他 (ロ繪 の 解說)  八 四 四 

灯 盡香消 高枕 臥 却 知 詩 滔兩魔 侵  瀨華 老人 書 

芭蕉 參禪 の師佛 頂和尙 自筆の 摸 刻。 依兮の 「芭蕉 門 古人 眞蹟」 所載。 (口 翁 三十 二) 

そリ 富き 霜の つるき や  ， 

はしの  上 蟬  碎 

君 かため 春 野々 に 出て わかなつ む 

我 衣手に 雪 はふり つ、 藤 堂 氏 筆 

依兮の 「笆蕉 門 古人 眞蹟」 (天明 七 年 序) 所載、 蟬呤 及び 探 丸の 眞蹟摸 刻。 (ロ输 三十 四) 

御 慇勲の 御手 紙いた み 入 申 候 昨日 者 御 出 被 成 被 下 □ も 一 入口 大慶に 奉存候 從是、 、そ 御 禮可申 上 義御報 罷成候 何も： e 上 

可 申 上 候 以上 

二十 三日 

山田屋 

七郎 右衛門 樣  松 尾 半 左衞門 

芭蕉 兄 半 左衞門 眞蹟獏 刻。 「古人 眞蹟」 所載。 雪 芝 宛の もの。 (ロ输 三十 三) 

、 繋船 蘆 荻 間 蓬 底 睡眠 閑 林 葉 遂風到 良 疑 雨 出 山  直 愚 鲁 

芭蕉の 導師 義仲 寺の 直 愚 上人の 書。 ： 古 入 眞蹟」 所載。 (ロ繒 三十 五) 


常 陸の 本 問 家に 傳 はった 古文書 中、 笆蕉 診察の 一 紙片が あった。 何人の 診察した もので あつたか 明かで ない が 

《w に sr 腸の 弱かった- .33 蒸の 事で あるから、 興味深き 文献 だと 思 ふ。 輕ぃ感 胃ら しいが、 「常に 氣の順 (メグ ル？) 

らぬ 人なる 故、 氣 ふさがれ、 めぐらぬ 證 なり。」 とい ふ 個所が、 芭蕉の 氣質を 知る 上に 一 參考 とならう。 氣 順らぬ 

人と は、 推の 强ぃ とか、 のぼせ 性と かいふ 意味で あらう。 先 心と か闊 頭痛と いふ 語 は 不明で あるが、 何 かの 病 

名で あらう と 思 はれる。 陶も 分らない。 藥名 か。 の 横に 舊正 とか、 闊の 横に 活と あるの も、 語の 訂正 か 何 か 之 

も 分らない。 とにかく 珍しい 文書で ある。 左に 

一 、 ：els- 風錄に アタリ、 項ヒキ ッリ、 咽少 イタ ミ 、 ツバ キ吞コ ミー ーク キト ナリ。 脉浮 二 ハァラ ズメ、 スコシ 力 ァリテ カズ 

正 活 

ァリ。 サノ ミツ ョ キ 感胃デ ハナ シ 。常-一 キノ 順ラヌ 人ナル 故、 氣 フサ ガレ、 メグ ラヌ證 ナリ。 先^、. S  二 關 頭痛 モ少ァ ルぉ 

-ー、 . ^加へ ュテ 一則 (貼 力) 用 井、 朝少ョ シ C 脉モ へ リ タリ。 シ カレ.. 夂 ノ證ノ カルキ 

句讀は 私の 施した もの、 讀み 易から しめんた めで ある。 

補遗  八 四 五 


捕  遣  八 四 六  - 

其 二 

笆蕉の 俳 論に 寂び、 菜り、 細み とい ふ敎が ある。 之 は 蕉風 俳諧の 本質で、 蕉 門の 徒の 等しく 理想と する 所で あ 

つた。 よく 引かれる 文で は あるが、 去來抄 に、 

去來 云、 さび は 句の 色 也。 閑寂なる 句 を い ふに あらず。 例 へ ば 老人の 甲胄 を帶 し、 戰 場に 働き、 錦繡を かざり、 御宴に 侍 

りても、 老の姿 あ， るが 如し。 脤 やかなる 句に も、 靜 かなる 句に も ある ものな り。 例へば 

花守 や 白き かしら を つきあ はせ 

先師 曰、 さび 色よ く あら はれたり。 云々 

と ある。 卽ち 寂び と は 閑寂な 句 を 言 ふので はない。 句意 や 材料が 賑やかで も、 靜か でも、 句の 情調が 寂び てゐな 

ければ ならない。 內に 根ざして、 外に 表れる もので、 單 なる 閑寂 趣味と は 違 ふ。 人格の 色で ある。 從 つて 寂び は 

寂しい 境地 を ねらっても 得られる もので はない。 自然の 體得 である。 具體 的に 言へば、 靜 かな、 落着いた、 ゆと 

り ある、 角の 取れた 感情 性が 寂び で、 大方 青年よりも 老人と か、 世間に 苦勞 した 人な どに 見る 所で ある。 

元來 寂び とい ふ敎は 連歌に あった。 心 敬 は 「ひえさび たる 方 を 悟り 知れ。」 (さ X め ごと) とか、 或は 「ふけさ 

びた る 方 最も 尊 かるべし。」 (心 敬佾都 庭訓) などと 言って、 ひえさぶ、 ふけさぶ の 境地 を、 連歌 修行者の 理想と 

した。 心 敬の 寂び の 境地 は、 彼が 連歌 論の 「ひとへ に餘情 • 幽玄の 心 姿 をむ ねとして、 いひ 殘し、 ことわり なき 

所に、 幽玄 感情 は 侍るべし となり。」 (さ-め ごと) とい ふ 主張に 立脚した もので、 言ひ殘 し、 理 なき 所 を 尊んだ 


所以 は、 物 を あら はに 示したり、 露骨に 言ったり する 氣持を 嫌った からで、 そこに 寂び とい ふ氣 持と 一脈 通する 

點 があった。 蓋し 寂び と は 一 面から 見る と、 言葉 少なき 態度で ある。 靜 かな、 奧 ゆかしい、 物の 係 を 示す やうな 

態度で ある。 連歌師と 俳諧師と は 共 心境に 相違が あるが、 芭蕉の 寂び は 心 敬 等の 心境 を 進展せ しめた ものと 一一 n ふ 

べきで ある。 ^蕉 が附 句に、 移り. ひ 、どき. 句 ひ を 主張した 事 も、 やはり 宗祇 などの 幽玄 的な 附 方に^い てゐる 

やうに、 寂び とい ふ 心 持 も、 連歌の 敎に 胚胎して、 特殊の 發展を 示した もの だら うと 考 へる。 

次に 菜り であるが、 之 も 去來抄 に、 

去來 曰、 しをり は哀 なる 句に あらず。 ：••： しをり は 句の 姿に あり C 云々 

十 國子も 小粒に なりぬ 秋の 風 

先師 曰、 此句 しをり あり。 

と あるし、 义 去来の 「答 許 子 問 難辨」 (俳諧 問答 抄) にも、 

去來 曰、 さびと さびしき 句と 異なり。 しをりと いふ は、 趣向 .詞* 器の 哀憐た る を 首 ふべ からず。 しをりと 憐 なる 句 は 別た 

50 た うちに 根ざして、 外に あら はる \ もの なり。  强 てこれ をい は i -、 さび は 句の 色に あり C しをり は 句の 餘 ii? に 

あり 0 云々 

と ある。 是 等の 說を 見る と、 去來は 一方に 句の 姿と 解し、 他方に 句の 餘 情と 一一 lln つて ゐ るが、 姿 も 餘情も 同一 の 意 

味に ならう かと 考 へる。 姿と は 表現形式 である。 餘 情と は 一一 一一 c 外の 意味と か、 含蓄と か を 指し、 物事 をす ベて 言 ひ 

盡 さぬ 所 心 敬の 言 ひ殘 し、 係 を 示す とい ふ 意味に もなる。 併し 表現の 方法に よって は、 餘 情が ある やうに も 1 一一 
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へる ので あるから、 囊を靈 すれば、 內 I しをり ある 精になる 事になる。 菜り の 霞に 就いては、 此 場合 

導く とい ふ 意味と、 撓め 傷める とい ふ 藻と あるが、 導く とい ふ 霞から 言へば、 窺に よって 句き の 情趣 を 

II かめるべく 誘導す る義 となり、 傷む とい ふ 意味から 言へば、 奏の情 を 深く  t せる 事に ならう。 但し 後 

者の 場合 は、 去来の 說の 如く、 趣向 や I や 材料の 哀憐を指 すので はなく、 句の 全體の E の 哀憐と いふ 霞に 

ならう かと 考 へる。 とにかく 菜り は 句の 表現に 就いて 言った ものと 思って よろしい。 十圑 子の 句 は、 許 广カテ 

句 まり 作って、 二 曰か かって、 やう やく 小粒に なりぬ 急へ 付いた もの だ (臭秦 上) が、 許」 ハの 苦心 は、 

如何にせば 秋風 吹く 寂し Mi 山の 光 f  、深く 囊 出来る だら ゲ かとで まにあつ たの だら う。 小粒に なりぬ 

とい ふ I は、 時間 を 含んだ ものである。 時 f 含んで t から、 ^-1^11  0 きが I 的 謹 

で、 全 體の淸 趣に 深み を與 へる。 それ を 芭蕉が 賞め たので ある。 

去 來は 寂び、 梨り とつ.^ けて 言って ゐる。 寂び と f と を 分離して 一 I ない。 前例 を 見ても、 寂び と はかう 

菜り と はかう と I して ゐる。 此 點を考 へる と、 寂び と 菜り に は、 分離すべからざる 何等かの 意味 を 暗示させる。 

寂び も 菜り も內に 根ざして、 外に 表れる も e であらう。 I 言へば、 寂び、 菜り も 人格 的な 意味が あって、 f  、 

や 言語 や 材§ 閑 管 意味す るので はない。 物 に繁 の I が ある やうに、 m 菜り は ft ので はな 

からう か。 寂び は 閑寂な 個性の 情調、 菜り はか 4 情調 i る 者の、 重で 動作と いふ やうな 意味で はな 力ら う 

か。 寂び は 閑 I 味で はない。 閑寂と いふ 情調に よって、 統一され た 人格の 色で ある。 か、 る 入の 自鐘 f 詠 


嘆に 寂び が 含まれて ゐ るし、 菜り も 自ら 備 つて ゐる 事になる が、 菜り の 如何によ つて、 寂び た 人格の 色が 强く出 

る 場合と、 弱く 出る 場合と あるから、 そこ を 統一的な 閑寂 情調 を强く 出さん がた めに、 菜り の 用意 *修 行が 必要 

とい ふ 事になる の だ。 

最後の 細み に 就いては、 去來抄 に、 

去來 曰、 細み はたより なき 句に あらず C   細み は 句の 心に あり C 云々 

鳥 ども も寢 入って ゐ るか 余 吾の 湖 

先師 曰、 此句钿 みあり と、 評し 給 ひしと なり C 

と ある。 此.. も 難解で は あるが、 句の 心に ありと 言った の は、 句の 思想 內容 ゃ觀照 態度に あると いふ 意味 だら う 

か。 許 六が 初めて-い 巴蕉に 逢った 時、 T い 巴蕉と 問答した 事が、 許 六の 自讃 之 論 上に 見えて ゐる。 卽ち 

又 問 ふ、 師と晋 子と 師弟 は いづれ の 所を敎 へ、 習 ひ 得たり とい はむ C 答て 曰。 師の風 閑寂 を 好んで 細し C 晋子か 風 伊達 を 

000000  000000000 

好んで ふとし。 此 細き 所師の 流な り。 愛に 符合す と いへ り 。云々 

,t 巴 燕の 風 は 細い。 其 角の 風 は 太いと 一一 一一：： ふと、 何となく 纖細. 豪放と いふ 正 反對の 意味に 聞え て、 「細き 所師の 流な 

り。」 が 要領 を 得ない 事になる が、 細い とい ふ 概念 は、 纖 細と いふ 意味で はなく、 感 覺の銳 さと か 句法の §f おな ど 

とい ふ^ 味で あらう。 此 意味から 論す ると、 去来の 句の 心に ありと いふの は、 感覺 の銳ぃ 事になる が、 路 通の 鳥 

共の 句 は、 此 例に 適切で ない。 去 來抄は 全部 信じられない 集で あるから、 此句は 或は 後人の 資入 であるか も 知れ 

ない が、 假に i 巴 蕉の赏 めた 句と して 考 へて 見る と、 過賞の やうな 氣 がする。 路 通が 暮れた 湖面 を ジッと 眺めて、 
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浮寐鳥 もはや 寐 入って ゐ るか、 少しも 動かない と、 つくぐ 伦 しく 思った 句で あらう が、 寐 入って ゐ るかと いふ 

表現で は、 感覺 が銳く 働いて ゐ ると は 思へ ない。 こんな 間が 拔 けた、 月並 臭い 表現の 句 を、 芭蕉が 賞め るの も變 

である。 此句を 細み の 例 句に すると、 細み の 意味が ます/ \ 分らなくなる が、 それ はしば らく 措き、 風 之の 「俳 

諧 耳底 記」 に、 其 角の 句 を 論す る條 下に、 

き航き わ. i& いか と 作りて、 ^,?4 を 見せられたり。 …… の 杉 を はなれたり など 言 ひし ほそみ は、 正 

風の 丸ぬ けにて、 云々 

と ある。 之れ ならば 許 六の 說 とも 合 ふし、 芭蕉の 主張 も さぞ かしと 首肯 かれる。 鹽鯛も 秋の 雲 も、 皆銳ぃ 感覺の 

句で ある。 鹽 にした 鲷が 魚屋の 店先に 齒を喰 ひしば つて、 横って ゐる 光景 は、 いかにも 寒む さう で、 塞し とい ふ 

主観に よく 利いて ゐる。 叉 澄んだ 紺碧の 大空 を、 一片の 白雲が 悠々 と、 尾 上の 杉 を 離れて 行く 光景 も、 晴れ渡つ 

た 秋の 郊外の 明朗 さ を 想 はせ る。 兩句 とも 細かい 弱々 した 句で はない。 むしろ 强く、 逞しい 感じの 句で ある。 而 

かも 句法が 緊密で、 よく 物の 焦 點を捉 へて ゐる。 笆蕉が 或 所へ 客に 呼ばれた 時、 食後 蠟燭を 早く 取って くれと 言 

つた。 そ 山-は 夜の 更ける のが 眼に 見えて、 心が 忙しくな るからで あると いふ 逸話が あるが (赤 ffl 子)、 い 力に も芭 

蕉の神 經の鋭 さ を 物語った 話で 面白い。 神 經が銳 く、 感受性が 敏 いから、 引緊 つた 句 も 出来る ので ある。 路 通の 

やうな 寐 ぼけた 神經 では 月並が 生れる。 銳 ぃ感覺 でなければ いけない。 物の 焦 點を捉 へたり、 中核 を摑 むに は、 

神， 依』 が 細かく ふる ひ 立って ゐ なければ いけない。 詩人の 感覺は デリ ケ I ト であるが、 弱く たよりが 無い やうで は 


そ； J を 去来が 戒めた ので あらう。 (藤 村 博士 功績 記念 會鵪 「近世 文學 の 研究」 中、 拙文、 「芭 菊 び-詩の 持 つ 感情 性」 よ 
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